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か

ね

こ

て

る

と

)

金
子
輝
人
さ
ん
鴻

温
好
な
性
格
だ
が
、
不
正
に
対
し
て
は

一
歩
も
譲
ら
な
い
.
沖
電
気
労
組
品
川
支

部
の
執
行
委
員
選
挙
に
立
候
補
し
、
選
挙

活
動
中
に
ピ
ン
ク
の
ス
l
ツ
を
着
る
な

ど
、
フ
ァ
ァ
シ
ョ
ン
に
も
う
る
さ
い
.
ス

ポ
ー
ツ
は
好
き
で
、
プ
ロ
野
球
で
は

n
ト

ラ
キ
チ
u
.
自
ら
が
サ
ッ
ク
ス
を
奏
で
る
、

音
楽
好
き
。
身
長
一
六
O
句
体
重

ω旬、

山
口
県
立
小
野
田
工
業
高
校
勾
神
電
気

に
は
在
職
九
年
.
大
田
区
在
住
の
利
を
生

か
し
、
そ
ζ
を
主
戦
場
に
、
が
ん
ば
る
.

H

や
き
そ
ば
M

な
ど
露
庖
も
プ
ロ
級
に
.

在現

ん

9
・
6

m
裕

1

u

u
智

何

園育畢、U洗歳れ生

ん

1

mγ

9
 

ち

り

み
美ゅ由ま真

主j

ん
ニ子

主由
山

(27歳}

相
原
勝
幸
く
ん

。
百
年
7
月

μ日
生
れ
.
勝
奨
さ
ん
、
幸
雄
さ
ん
、

の
両
親
二
人
が
沖
電
気
争
強
固
.
勝
幸
は
、
争
議
に

早
く

d
p
っ
て
H

幸
せ
u

に
と
言
っ
て
、
両
親
か

ら
一
字
づ
つ
も
ら
っ
た
も
の
.
姉
(
喬
利
)
4
歳
の

4
人
家
族
・
「
健
康
第
一
に
」
が
両
親
の
願
い
・

か

つ

の

ゆ

か

鹿

野

由

香

〆

。
百
年
8
月
2
日
生
れ
・
父
は
沖
電
気
(
八
王
子
)

に
働
く
譲
治
さ
ん
.
母
が
争
諸
国
の
サ
ダ
子
さ
ん
.

自
n
白
u

が
香
u

る
よ
う
に
と
、
名
前
が
つ
け
ら
れ

た
.
兄
(
健
一

)
6歳
と
4
人
家
族
.
正
義
を
愛
す

る
心
優
し
い
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
、
親
が
願
う
.

川

一

四
十
二
年

川

上

回

、

前
に
、
日
本

…

!

・

『

」

が
太
平
洋
戦

川

叫

叫

告

別

争
(
日
本
人

川

』

C
ミ

J
F

だ
り
で
死
者

川

H
J
L
は
、
=
一

0
0

川，

a万
A
O

に
突

川
入
し
た
、
十
二
月
八
日
付
の
朝

川
日
新
聞
の
朝
刊
に
五
段
の
意
見

山
広
告
|
|
き
ょ
う
は
「
永
久
に

川
不
戦
を
醤
う
目
」
で
す
・
ー
ー
が

川
載
っ
た
V
再
び
併
す
な
斑
京
大

山
空
襲
/
下
町
反
戦
平
和
の
鈍
い

川
実
行
委
員
会
が
募
金
に
よ
り
ア

川
γ
ピ
1
ル
し
た
も
の
だ
.
賛
同

川
団
体
の
中
に
神
電
気
争
諮
問
の

川
急
前
も
あ
っ
た
.
指
名
解
庖
は
、

川
労
働
者
の
生
き
る
栂
利
を
苔
定

山
す
る
も
の
で
、
平
和
に
生
活
す

川
る
粗
利
を
奪
う
、
も
っ
と
も
鋭

川
い
形
の
戦
争
に
反
対
、
平
和

川
を
/
沖
電
気
争
議
団
が
強
く
叫

山
ぷ
ζ
と
に
共
感
し
た
V
沖
電
気

山
の
伸
聞
は
「
平
和
委
員
会
」
を
作

州
り
、
原
爆
パ
ネ
ル
展
示
や
署
名

川
運
動
な
ど
を
毎
月
一
回
は
行
つ

山
て
い
る
.
事
務
所
に
は
H

平
和
の

川
本
棚
M

も
あ
る
.昨
年
の
夏
に
は

川
「
平
和
の
た
め
の
合
宿
」
も
V
ア

川
メ
り
カ
が
レ
バ
ノ
ン
で
シ
リ
ア

川
昭
の
陣
地
に
爆
撃
を
し
た
り
、

山
グ
レ
ナ
ダ
へ
侵
略
ア
メ
リ
カ

州
が
戦
争
を
ひ
ろ
げ
て
い
る
の
で

州
は
P
と
危
機
感
が
大
き
く
な
る

川
昨
今
・
酬
明
晶
と
言
え
ば
H
W
柏戦

川
争
u
だ
.
地
球
上
に
、
厳
ミ
サ

川
イ
ル
の
遮
地
股
鑑
も
急
だ
V
白

川
本
政
府
が
、
福
祉
や
教
育
を
切

川
り
捨
て
て
富
鉱
の
道
を
歩
む
の

川
は
、
人
泊
上
も
許
し
難
い
と
と

州
だ
と
思
う
の
は
、
国
民
全
体
の

川
声
で
あ
ろ
う
V
八
0
年
代
も
五

州
年
目
・
平
和
に
生
き
る
椴
利
を

山
守
り
発
展
さ
せ
る
運
動
に
、
神

川
電
気
の
伸
聞
の
奮
闘
を
一
周
期

川
待
す
る
.
モ
の
第
一
が
「
指
名

川
解
屈
の
撤
回
」
で
あ
る
.
(
嫌
)
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iaaa霊
草
川
「
労
働
護
員
会
で
勝
つ
た
め
行
制
度
活
用
の
新
し
い
健
二言一
を
「
嘗
面
は
何
通
必
凄
か
」
「
申
川

ぶ
B

id
-
一々回

同

ヂ

ト

ト

h

い
に
す
ぐ
に
役
立
つ
新
マ
ニ
ュ
行
っ
て
い
る
も
の
・
労
働
零
封
レ
立
て
の
内
容
工
夫
さ
な
川

γノ
位

、
岨

川

ア
ル」

|

と
ユ
-
丁
ク
な
閥
会
闘
争
の
進
め
方
に
関
す
る
マ
ど
を
強
調
・
塁
手
続
き
で
は
川

!

-

m
m
Z

一
言
き
曹
が
、
大
阪
で
発
刊
ニ

ュ
ア
ル
(
手
引
き
曾
)
の
作

「
争
点
主
を
作
成
さ
せ
、

川

』

γ
M
m
一

川

さ

れ

た

・
出
版
は

「
労
働
寮
員
成
は
全
国
で
も
初
の
試
み
で
あ
積
一
簡
に
現
地
澗
査
を
」
と
教

川

tw
料

動
日

一
会
の
民
主
化
を
進
め
柔

霊

る

・

一

m・
密
閉
で
は
「
話
器
の

川

剃
U
4
割

…

絡

会

」
(
代
表
言
・
本
田
淳
内
容
は
、
重
労
働
行
為
の
申
し
立
て
」
な
ど
を
活
用
し
、

…

色

F
E

が

川

亮

、

大

阪

市

大

大

衆

闘

争

や

緊

川

3
「
三
百
六
十
五
日
前
、
一
年
前
役
所
の
屋
上
受
自
衛
隊
に
貸
す
祐
天
寺
駅
に
近
い
、
和
国
昼
食
堂

.

草

川

一

教
授
)
で
、
と

労

働

委

で

の

必

勝

去

急
命
令
の
で
一

盛

の

今
回
、
宮
内
閣
が
警
な
」
と
い
う
の
も
あ
っ
た
・
の
お
や
じ
さ
ん
は
、
「
と
く
る
つ

中

ケ

れ

ま

で

の

室

l
J

立
て

を

警

…

「税
金

i
i」

「
宮
内
閣
打
倒
毎
週
毎
週

7

目

立

子

信

ー

は

い

許

可

刊

誌

u

r

H

2

7

!
日

刊

誌

忠

弘

一

新

手

引

き

書

発

行

H
h

一

品

げ

は

ほ

刊

は

モ

一

訪

日

!
i
L
J十
日

明

日

一

日

一

詰

h
j
l
泣
い
一
一
一
時
一
大
き
な
迎
帯

を

感

じ

る

列

t
q
R
…

宮

内

入

な
ど
の
労
働
救
済
申
し
立
て
方
ま
ら
調
和
解
を
」
と
よ
ね
詰

…

ら
、
目
黒
区
役
所
周
辺
を
約

一
時
区
セ
ン
タ
ー
を
、
凶
人
が
、
参
加
た
。
中
曽
田
恨
が
出
て
来
て
ど
れ
く
だ
さ
い
」
と
は
ず
か
し
そ
う
に
、

ζ
の
目
、
デ
モ
参
加
者
は
ぜ
途

E
E
E曙

一
川

川
委
員
会
闘
争
の
教
訓
を
集
約
・
査
手
続
き
、
審
問
、
命
令
ま
で
な
お
、
同
連
絡
会
の
織
成
は

川

間
ゆ
っ
く

2
、
デ
モ
を
す
る
グ
の
デ
モ
は
、
プ

Z
lド
も
ち

は
危
い
u

喜
う
と
と
で
、
始
ま
声
露
け
る
演
を
見
た
・東

側

線

、

中

容

加

を

入

れ

て

、

二

十

三

胴

刻

一
第

川

あ
わ
せ
て
労
働
組
合
へ
の
攻
の
争
点
と
闘
い
の
進
め
方
を
、
全
損
保
な
ど
、
大
阪
の
労
組
や
…

ル
l
プ
が
き
望
月
十
九
日
ケ
ン
お
も
な
い
、
静
か
な
デ
モ

っ
た
が
だ
れ
も
が
、

乙
ん
な
に

1
1

暫

」

川
事
と
司
法
の
反
動
化
に
で
、
具
体
的
に
票
、

さ
ら
に
、

和

学
者
、
護
士
な
ど
引
団
体
・

2
2日

の
午
後

一
な
の
尺
パ
ト
カ
ー
一
台
と
節
税
く
と

は

思

っ

て

い

な

か

っ

た

圏

圏

圏

圏

圏

圏

圏

‘

↑

宣

言

書

案

の

団

結

解

の

し
方

あ

っ

せ

《

習

室

主

H
一
部
四
O
O円
一

時
三
十
分
に
集
合
、
出
発
す
る
、
備
の
一
人
が
つ
L
た
・
毎
回
出
て
い
て
、
私
だ
り
が
皆
勤

li
p
c

叩

川
権
纏
腹
の
機
関
に
回
復
さ
せ
る
仲
裁
申
請
に
も
触
れ
ず
人
い
る
・

B
6判

ωベ
1
ジ・
雷
0
6
(5

~

な
の
で
す
」
と
元
気
一
杯
・
「
と
デ
モ
が
終
れ
ば
、
必
ら
ず
交
流
は
、
区
長
選
に
立
候
補
a

全
盲
の

品

川
と
と
も
に
、
「
よ
り
早
く
、
よ
申
し
立
て
方
法
で
は
、
モ
デ

6
1
)
8
6
2
4・
同
大
阪
連
山

に
か
く
、
中
曽
根
内
閣
が
続
く
限

会
・
香
取
治
良
さ
ん

(臼
歳
)
が
宇
野
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の

間

川

り

高

い

勝

利

」

を

め

ざ

し

、

現

ル

申
立
曾
を
添
付
レ
た
う
え
で
絡
会
・

り
デ
モ
は
や
め
ら
れ
な
い
・一

番

「初
め
て
の
参
加
者
は
、
今
日
は
答
申
セ
持
つ
伸
問
た
ち
。
H

ア
メ
リ

十

一
」
月
言
第
四
二
回
・
総
選

'
主
主
ま
害
事
主
主
主
主
主
主
主
宰
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
古
主
主
主
宰
主
主
主
主
f
支
部
だ
よ
り
奇
事

t
i老

少
な
い
時
は
、
十
一
人
だ
っ
た
げ
気
持
が
良
か
っ
た
と
、

話
す
人
が
カ
は
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
手
を
引
け
M

挙
の
公
示
司
参
加
は
十
人
。
選

均

沖

争

議

、

6
年
目
を
励
ま
す

E
E
E
E
l
-
-
E
E
l
i
E
1

い

れ
ど
、
延
べ
で
は
、

六
百
人
喜
多
い
い
」
毒
え
て
く
れ
た
・
大
の
ゼ
ッ
ケ
ン
で
七
年
間
通
勤
し
た
挙
中
毒

Z
と
玄
中

塩

」

耐

集

い

と

し

て

十

一
月
三
十

一

-sa園

田

(

~

:

え
て
い
ま
す
よ
」と
楽
し
そ
う
だ
a

学
教
疫
の
後
藤
均
平
さ
ん
は

「Eζ
金
子
徳
好
さ
ん
@
目
回
尽
隅
麗
医
療
霊
生
協
な
ど
の
、
選
挙
絡
み
の
、
シ
ユ
プ

柑

‘

司

.ν
豚
'

の

ρd食べ
て
長
飲
ん
舎
で
歌
翌
つ
て
語
踊
圃.
.
.
 

圃
闘

i

唱奇町
t

‘魁睡

m伊F伊伊戸?白Jf巴

:h

圃.
.
.
.
.
.
 圃

圃

日

叫柑叶

ζ争
の
手
デ
モ
毛
で
、
一
云
番
多
雪
く
、
ハ
の

2デ
主
モ
だ

E5
げ
足
は
、
富
雪
」
と
喜
諮
雪る
.

な
き2ど
忘
の
回
宮
体
草
や
、
労
毒
働
組
署
ム
合
ロ
.
主
レ
主
ヒ5コ
l
ル
住
は
駄
賢
司
;
昔
首

Z
自

E宮
、

叩

E園

ろ
-う

Pi
つ

P2MLと
童
害
題
管
し
て
年
忘
れ
の
会
・

1~
斗

園

田

園

プ

的

ン
ド
マ
イ
ク
毒
っ
て
訴
え
る
襲
の
ζ
と

サ

ー
ク
ル
主
婦
や
子
ど
も
た
ち

2え
迎
原
爆
パ
ネ
ル
を
参
加
者
が
吊
下
広

4贋
に

取

組

ん

だ

争

犠

団

員

は

冬

畑

山

九

J
E・↑

↑
と

の
が
、
目
黒
区
役
所
に
働
く
、

深

の

こ

と

ぎ

い

結

ら

い

の

君

、

動

指

聞

も

来

る

し

、

も

ち

ろ

ん

、

げ

て

歩

い

え

付

馬

町

内

初

の

行

商

で

宣

伝

働

け

て

お

凪

わ

者

脳

E・

E

・-w

沢
弘
さ
ん
(
長
)
ど
の
日
も
、
命
の
鮮
を
、
飽
か
審
議
に
原
水
協
な
ど
平
和
載
を
し
て
い
そ
し
て
童
も
ま
た
来
週
も
デ
叩
群

K制
御

り

、

「

共

通

量
」
で

企

画

圃

闘

わ

ず
盟

副

圃

圃

圃

・

・

一
ば

時

便
護
大
の
紙
に
ピ
ッ
シ
り
と
、
五
も
、
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
・

る
人
向

H

中
曽
根
，J
l
、
平
和
モ
は
続
く

-a

あ
な
た
も
一
度
デ

ケ

つ

J
脳
議
会
撃
設
け
、
数
回
の
実
行
委
圃
・
園

叫
ぶ

迎

噂

け
岨
岨
圏
圃
圏
圃

砧
れ

鞘

十
票
以
上
の
、
ン

ュ
プ
レ
ヒ
コ
こ
れ
ま
で

参
加

し

た

人

議

長

官

李

』

つ

会

ち

モ

に

撃

し

ま

せ

ん

か

・

一

か

ろ

六

鱗

塁

で

、

半

ば

強

引

に

実

施

し

圃

・

ト

掃

除

臨

酎

副

一
軒

的

今
回
布
。

、
I
人

訟
器
綿
織
斜
諮

圃
園
・
・
・

A
町宮
u

，
、
.
.
.
 圃
・
・
・
・
・
・
岡
国
・
園
今

l
ル
を
用
意
し
た
・
そ
の
中
民
区
広
い
、
元
教
民
の
野
村
友
子
さ
ん
の
結
集
し
た

「
デ
モ
の

会

」

ぺ

(

司

)

耐

居

…

λ
臼

攻

撃

機

ま

し

弓

み

ん

な

の

思

い

は

富

田

園

〆

42幽
阿

国

圃

・

田

園

で

耐

》

-nEE拐
殺

賂

綴
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上
も
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や
っ
い
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ね
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だ
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住
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雛
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に
な
る
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で
あ
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み
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暖
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一
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反
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た
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伸
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陪
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・
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閣
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げ
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し
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、

平
和
を
守
り
ぬ
き
ま
し
ょ
う
.

(

要
旨
)

デ
モ
発
起
人
後
藤
均
平

香
取
崇
子

下
飯
坂
ヨ
シ

202 



山--三-----EE--一==一一一一一-E-BEz-
-==一一一一
--z
-一一

--ZE--一
一

三

一

-

一

一

一

三

三

一

一

川

だ

ね

-

川

V

…

指

名

解

雇

か

ら

六

度

目

の

正

月

。

い

ま

一

現
に
今
だ
っ
て
、
乙
れ
か
ら
の

V

リ

訪

臥

蜘

醐

同

一

…

沖

電

気

の
職

場

で

は

、

ど

ん

な

会

話

が

さ

…

=
一
年
後
の
昭
和
六
十

一
年

度

は

宛

脚

ヘ

，

/

ん

同

盟

諸

一

一

一

川

上

五

、

0
0
0億
円
、
利
益
=
一0

・

剛

志

岨

f
ん

/

田

J

i
-
-i

一

れ

て

い

る

の

で

し

ょ

う

か

?

「

支

援

す

る

州

注

剤

師

，

d
i

」
刊

、

川

O
億
円
と
い
う
目
療
を
発
表
し
て

世

間駄

ム
J
Lハ
」

、

会

」

の

会

員

の

A
さ

ん

と

、

職

場

の

B
さ

川

い

る

・

品

目

デ

l
m障同町
l

t

~

売

高

官

四

虹

〆

/

け

4
E

事
ィ

一

、

ん

の

会

話

で

す

ロ

川

O
B

そ
れ
だ
け
の
見
通
し
を
持

の

国

一

，

P
州

T

」

7

、

気

a

A

M

m

x

o

'『
/

川

レ

リ

」
7

U

叶一一一
-一-
--
--一一-一---一一-一一一--
--
-一一一一--
--
一一一一一一-
--一-一一一一-一-
--一一一一一
一--
-一一一一一一-
--一一一一一一-
-日

ち
な
が
ら
首
切
り
す
る
な
ん
て
ど

電

4

心

叫

ザ

r
」
渦
帥
唱

一

)

沖

一

一

目

b
u・R

よ

織

い

」

7

司

羽
7rwな
さ

司

南

一

¥

に

う

い

う

と

と

な

の

か

レ

ら

・

↑

ト

ぐ

捌

;

t

f

f
」
川

，

1
・

叶

J
・

0

な
ζ
と
で
は
な
い
よ

.

-A
だ
い
た
い
希
望
退
職
の
時

:

川

)

dMIh木
い

」

匂

布

市

佐

町

1

2
4
h

む
し
ろ
ベ
テ
ラ
ポ
い
な
く
な
の
文
窃
に
一
一
一
年
後
の
電
気
一

o

l
i
-
-ト
|

|

|

ド

|

|

し

一

号
/ヘ
リ
AT
AJ41

;
?

Z

Z

4
J
b
r叫
A
V
J
JんM
Z

V

J

J

っ
て
仕
窃
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ

O
周
年
(
昭
和
五
十
六
年
)
に
は

2

l

況

、

O
B

A
さ
ん
、
し
ば
ら
く

固

の

人
た
ち
に

H

勇
退
し
て
も
ら
た
り
、
工
数
不
足
に
な
っ
て
外
注
売
上
一
、
七
O
O徳、

利
益
八
五

「刈

当

μ
J
U
J
u
-」
川
|

「

川

4
川

」

刷

べ

一
日
露

一

回
一
四

一
凹
1

一
川

一
間

=日

1

一
率

、

五
年
前
の
指
名
解
屈
の
と
き
会
わ
な
け
れ
ば
経
営
が
な
り
た
た
な
が
増
え
た
り
、
従
業
員
の
心
の
奥
憶
と
い
う
史
上
段
高
を
め
ざ
す
と

一
リ
十

一
8

一
日

一
叩
+
一
引

一
附

一
川
?
一

閣

~

祉
は
人
口
重
を
し
な
い
ま
註
い
と
は
と
て
も
い
え
な
い
数
字
だ
き
傷
が
残
っ
て
む
し
ろ
一
職
場
の
い
っ
て
い
た
し
ね
・
し
か
も
と
の

一
百
四

一

1
一
回
月

一
例
月

一
位
月
一
回
同
一
世
一

一-

は
つ
ぶ
れ
る
と
い
っ

て
い
た
わ

Q

Z

精
神
的
に
荒
れ
た
と
思
う
・
数
字
は
少
な
め
に
し
た
と
・

ζ
れ

「

|

「

|

「

|

「

|

「

|

「

ト

ト

し

一

ね
・
仮
定
の
話
な
ん
だ
け
ど
、
一
、

O
B

だ
け
ど
、
裁
判
で
合
理
化
金
銭
的
に
も
一
、
=
一
き
人
の
ほ
ど
ひ
ど
い
首
切
り
は
ち
ょ
っ
と

・
A

そ
の
裂
に
は
ロ
ボ
ッ
ト
や

O
B

A
さ
ん
は
援
の
中
に
い

一

三
五

O
人
を
監
理
し
な
か
っ
た
ら

の

ね
ら
い
は

「
従
業
員
の
意
織
改
人
件
費
が
節
約
で
き
た
わ
け
で
は
例
が
な
い
ん
だ
よ
ね
・

自

動

段

械

の

導

入

、

外

注

化
の
推
て
争
犠
支
一
銭
を
し
て
お
ら
れ
る
わ

~

刊

気

れ

れ

訪

れ

れ

十

一

一

一

一

日

時

計

北

川

山

内

守

の
イ
メ

『

合

理

化

」

♂

べ

一公

間
一
一
九
九
日
一
一
時
吋
け
ど
圧
力
も
あ
る
ん
で
し
ょ

…

b

f

f

J

A

1

4

f

メパ

JS・庁すム

T
L

、

j

営
震
を
み
た
随
闘
で
い

2
、
く
よ
う
に
な
っ
て
そ
の
結
果
売
上

O
B

差

異

毒

素

益

力

均

一

で

し

Z
J0・

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
販
売
な
ど
の
外

・
A

そ
り
や
す
ご
い
ね
・
細
か

へ

そ
う
い
う
主
張
は
全
く
成
り
た
た

げ
も
利
益
も
増
え
た
と
い
う
霊
ふ
え
る
乙
と
を
見
越
し
て
い

E

ri
s
ゑ
譲
受
J
r

議

注

、

つ

ま

り

躍

か

ら

問
販
へ
の
く
い

2
き
り
が
な
い
け
ど
、
裁

一

な
い
ね
・

は
な
い
か
し
ら

.

レ

ら

・

官

首

切

り

の

語

、

も

議

そ

の

ほ

か

に

宮

需

要

望

新

転

換

な

ど

全

面

的

だ

・

器

著

書

に

仕

事

を

と

り

あ

一

一
、
三
五
O
人
の
人
件
被
差

-
A
う
ー
ん
、
会
社
側
の
立
場
・
A

重
量
需
要
員
入
社
員
を
入
れ
て
い
た
と
い
う
話

会

社
を
作
っ
た
り
、
関
連
会
社
で

O
B

小
集
団
活
動
も
合
理
化
後
げ
ら
れ
た
り
、
賃
金
差
別
仕
事

一

間
約
四
十
億
円
と
し
て
毎
年
の
経
の
人
が
そ
う
い
う
言
い
方
を
す
る
品
の
八
O
躍

は

受

注

生

産

で

納

入

だ

け

ど

・

も

人

を

ふ

や

レ

て

、

沖

グ

ル

ー

プ

に

始

め

た

ん

で

し

ょ

う

・

差

別
、
段
近
は
レ
ク
リ
エ
l
シ
ヨ

ベ

常
利
益
か
ら
と
の
額
亭
差
し
引
い
の
を
耳
に
す
る
り
と
・
ぼ
く
は
言
ま
で
早
く
て
四
カ
月
、

長
い
も
の

・
A

全
く
驚
く
べ
き
こ
と
に
翌
と
し
て
は
五
0
0
0人
以
上
の
従
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な
ん
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・
般
初
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ン
な
ど
の
場
か
ら
も
排
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す
る
動

~

て
も
な
お
か
つ
利
益
を
あ
げ
て
い
い
た
い
ん
だ
け
ど
、
沖
電
気
の
労
だ
と

一
年
以
上
な
ど
と
い
う
の
も
年
に
妻
女
子
二
六
人
を
採
用
費
支
え
て
い
る
だ
ろ
う
ね
。
高
で
一

O
O
億
円
を
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み
出
そ
き
も
目
立
っ
て
き
た
ね
・

一

る
。

働
者
は
お
っ
と
り
し
て
い
る
な
ど
珍
ら
し
く
な
か
っ
た
。
亡
く
な
っ
し
、
大
率
約
八
O
人
を
関
連
会
社

O
B

そ
う
す
る
と
、
沖
電
気
だ
う
と
い
う
と
と
だ
っ
た
が
、
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年

O
B

ひ
ど
す
ぎ
る
ね
・

(

指
名
解
屈
に
な
っ
た
約
三
O
O
と
言
わ
れ
て
い
た
が
昔
だ
っ
て
よ
た
三
宅
社
長
は
M

神
風
が
吹
い
た
M

神
ソ
フ
ト
へ
偽
装
入
社
さ
せ
て
い
け
は
人
は
地
え
な
い
で
、
売
り
ょ
に
入
っ
て
か
ら
全
社
的
Q
C
を
め

・
A

で
も
、
沖
電
気
争
磁
も
前

~

人
に
限
っ
て
み
る
と
年
間
の
人
件

く
働
い
て
い
た
。

裏

が
か
わ
っ
と
言
っ
た
け
れ
ど
、
雲
程
度
の

た

げ

や

利
益
は
ふ
え
た
と
い
う
ζ
と
ざ
す
と
い
う
形
で
や
ら
れ
て
い
る
を
て
る
し
、
差
別
も
成
り
立
た

一

控

十

憾
円
以
下
だ
ろ。

ζ
れ
ら

て

売
上
げ
が
地
え
る
と
い
う
義
見
通
し
を
も
っ
て
い
た
の
は
確
か
そ
の
霊
か
ら
は
大
っ
ぴ
ら
。

ね
・

ん

ぺ

な

く

な
る
と
思
う
ね

・

一

19S4年 1月 1日指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

V
田
村
笛
子
さ
ん

(東
京
・
中

央
区
労
@
衣
期
。

V
民
放
労
連
東
京
支
部
述
、
婦

人
部
衣
類
.

V
荒
木
貞
市
さ
ん

(山
形
)
り

ん
ご

一
箱
。

第~57 哩雪(3 ) 

V
大
橋
モ
ト
さ
ん
(
東
京
)
子

ど
も
た
ち
の
手
づ
く
り
衣
類

V
梅
原
昌
晴
さ
ん
(
長
野
)
り

ん
ご
一
箱
。

V
田
丸
美
都
子
さ
ん
(
兵
庫
)

図
曾
券
.

V
鈴
木
佑
治
さ
ん
(
東
京
一

・
八

王
子
)
本
・

V
下
村
二
郎
さ
ん
(
理
学
電
線

労
組
)
本
、
衣
類
.

V
井
川
昌
之
さ
ん
(新
聞
労
連
、

東
京
地
連
)
ベ
ビ
ー
カ
ー
な
ど
.

V
鎌
田
弘
之
さ
ん
(
筒
玉
)
衣

類
な
ど
.

V
日
本
電
気
、
沖
支
援
す
る
会

砂
糖
。

V
ソ
ニ
l
、
沖
支
援
す
る
会

お
梨
子
、
ビ
ー
ル
な
ど
.

V
井
手
さ
ん

(神
奈
川
)
り
ん

ご
、
の
り
、
魚
.

V
高
橋
抵
雄
さ
ん
(
福
島
)
り

ん
と

一
箱
.

V
吉
本
銘
三
さ
ん

(
東
京
)
図

轡
券
.

解雇のうらで新規採用

経営危機で最高の利益

••• 
V
西
尾
和
子
さ
ん

(千
葉
)

じ
ゃ
が
い
も
一
箱
.

V
提
さ
ん
(
連
合
通
信
社
)
ケ

ー
キ。

v
=
一
尾
さ
ん
(
代
々
木
病
院
)

音
楽
鑑
泊
券
。

V
村
田
栄
法
さ
ん
(
東
京
)
衣

類。V
吉
村
さ
ん
(
束
簡
保
)
米
.

V
佐
藤
勝
義
さ
ん

(
背
森
)
り

ん
と

一箱。

V
白
井
さ
ん

(住
都
労
本
社
)

ビ
タ
ミ
ン
剤。

V
新
堀
さ
ん
.
漆
原
さ
ん
(
斑

京
証
券
取
引
所
労
組
)
レ
コ
ー

ド
、
衣
類
、
ザ
y
ク
な
ど
.

V
飯
田
康
男
さ
ん
の
突
家
(
腎

森
)
帆
立
貝
、
り
ん
ご
.

V
平
林
さ
ん
(
ワ
シ
ン
ト
ン
靴

労
組
)
衣
料
刷
.

争
冬
期
の
物
資
販
売
で
は
、
松

山
赤
十
字
の
仲
間
が
売
上
げ
四

+
万
円
を
越
え
る
な
ど
、
全
国

各
地
か
ら
の
支
綾
あ
り
が
と

-つ。争
募
金
で
は
、
東
京
・
中
日
新

聞
の
藤
井
さ
ん
の
お
子
さ
ん
か

ら
、
貯
金
箱
に
ギ
ッ
シ
リ
の
お

金
・
ま
た
神
奈
川
の
伊
藤
恭
子

さ
ん
か
ら
は
例
年
の
ご
と
く
百

円
玉
や
一
円
玉
で
六
千
円
を
超

え
る
な
ど
、
熱
く
」
出
い
M

カ

ン
パ
が
届
き
ま
し
た
・

これが解けなきゃ

沖争議に勝利はない

『左
の
パ
ズ
ル
の
二
極
マ
ス
の
文
字
を
、
組
み
合
わ
せ
て
、
一
言

熊
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
』

・
答
は
、
ハ
ガ
キ
に
白
い
て

「支

援
す
る
会
事
務
局
」
へ
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。一

月
二
O
日
ま
で

到
部
分
か
ら
、
正
解
者
五
人
に
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

な
お
、
正
解
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
し
ま
す
。

+
出
問
者
は
、
東
京
都
教
臓
員
組
合
の
百
瀬
邦
掌
さ
ん
で
す
。

A
ヨ
コ
の
力
ギ

V

5

、
小
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だ

1
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な
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4

、
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4
、
縁
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5
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7
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6
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8
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B
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)

叩
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の

ω、
「
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」
と
(
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時
期

(

)
期

ロ
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(
)
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急

什
、
川
の
上
流
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む
魚

川同、

玄
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飾
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泊

、

(

)
い
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お
い

市、

国
民
い
じ
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(
)

M
、

(

)
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銀
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、
万
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も
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る

げ
、
偲
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よ
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作
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の

円
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辰
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(
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宋

旬、

幸
運
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か
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加

、

正

則

の
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対

初
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戦

争

の

な

い
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)
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日

本

位
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ニ
っ
そ
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っ
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一
組
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を

お

、

代

表

が

集

ま

っ

て

引

、
う
な
が
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す
す
め
る
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と

M
M
、
諮
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っ
と
う
東
京
大
(
)

辺
、
(
)
払
い

初
、
プ
リ
の
小
さ
い

頃

お

、

県

様

、

(

)
、
町
議

初
、
(
)
を
か
つ
ぐ

U
、
も
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じ

お
、
大
み
そ
か
の
夜
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か
け
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父
、
(
)

泊
、
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(
)
の
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(
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を
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す
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あ
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銀
{
門
司
監
督
官
庁
で
あ
る
通
産
省
成
功
さ
せ
、
沖
電
気
を
追
い
つ
め
伽
}
「
ζ
ん
な
純
朴
な

川

そ
し
て
、
神
電
気
そ
の
も
の
に
対
る
こ
と
が
、
で
き
ま
し
た
。
ど
聞
齢
人
が
解
雇
さ
れ
る

川

し
て

n
争
議
の
解
決
を
す
る
た
め
厳
し
い
締
め
つ
け
の
続
く
丘
四
匝
な
ん
て
、
ほ
っ
と
川
け
月
間
白

神
電
気
東
京
工
場

の
交
渉
に
応
じ
ろ
u
と
、
連
続
し
電
気
の
職
場
の
中
で
、
解
庖
撤
回
崎
岨
繋
岨
け
な
い
」
と
入
会
川
昼
休
み
抗
議
集
会
1

日
電
子
白

て
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
闘
争
を
職
場
に
広
げ
る
蹄
い
と
し
叩
叫
蕩
.
さ
れ
た
、
山
本
さ

川

沢
さ
ん
出
版
記
念
集
会

(自

東
京
、
埼
玉
、
群
馬
の
す
べ
て
て
の
H

裁
判
傍
聴
を
理
由
と
す
る

m

a
司
ん
が
、
会
員
一
万

川

本
電
気
の
光
と
陰
)
・
カ
ネ

の
広
士
銀
何
百
二
十
六
支
庖
に
浅
利
さ
ん
、
中
山
さ
ん
の
仕
事
差
町
四
千
人
目
で
す
。
お
母
さ
ん
が
川
ミ
総
決
起
集
金

対
し
て
、
ま
た
九
月
三
十
日
に
は
、
別
u

の
闘
い
も
、
東
京
都
労
働
委
町
ス
モ
ン
忠
者
で
、
熱
心
な
ノ
1

川
刊
月
引
日

日
比
野
(
天
野
さ

東
京
総
行
動
の
中
で
、
富
士
銀
行
員
会
で
、
山
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。
…
モ
ア
ス
モ
ン
の
運
動
家
で
も
あ

川

ん
)
の
就
労
激
励
・

本
庄
に
、
三
千
五
百
人
の
支
援
で
、
今
、
政
府
独
占
資
本
が
、
平
和
、
時
打
孟
す
・
早
期
に
二
万
人
の
会

川
什
月
M
日

n
通
産
省
と
沖
電

解
決
を
迫
り
ま
し
た
・
い
の
ち
ぺ
働
ら
く
檎
利
に
対
し
て
、
山
員
に
し
て
、
早
期
の
勝
利
を
/
川
気
u
第
4
号
ピ
ラ
宣
伝
・

大
企
業
優
穴
政
治
の
中
核
で
す
さ
ま
じ
い
H

攻
撃
M

を
、
か
け
引
か
ら
も
う
二
年
・
今
年
は
行
政

川
竹
月
お
日

飯
高
裁
包
囲
の
一

あ
り
、
沖
電
気
に
対
し
て
も
、
手
て
き
て
い
ま
す
目
別
区
ご
と
に
、
連
絡
会
や
交
流
会
川
日
行
動

厚
い
媛
助
と
指
導
を
行
っ
て
い
る
そ
の
厳
も
鋭
い
形
で
あ
る
生
首
即
を
組
織
し
、
会
員
拡
大
に
力
を
川

竹
月

μ日
東
京
争
議
研
究
会

通
産
省
に
対
し
て
は
、
週
一
回
の
を
飛
ほ
さ
れ
た
者
と
レ
て
)
心
底
岬
注
ぎ
ま
し
ょ
う
・
川
第
十
七
回
例
会
。
度
鼻
血
衡
器

今
年
は
、
必
ず
勝
利
レ
、
職
場
ピ
ラ
入
れ
を
開
始
し
ま
し
た
。
膨
か
ら
の
怒
り
で
、
敵
に
迫
り
た
い
-

m

A
お
詑
ぴ
V
「
は
た
ら
く
」

川

勝
利
笠
宮
(
浦
和
)
・

庚
ろ
》
マ
と
い
う
強
い
決
意
で
、
大
な
補
助
金
に
端
的
に
現
わ
れ
て
同
時
に
、
全
て
の
国
民
の
み
な
さ

明
日
号
の
発
送
で
、
会
費
納
入
情
川
刊
月
刊
日
目
配
転
拒
否
解
雇
の

六
回
目
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
・
い
る
通
産
行
政
の
あ
り
β
を
問
う
ん
の
邸
い
と
迎
帯
を
強
め

『今
年
問
況
を
添
付
し
ま
し
た
が
、
何
人
川
田
中
さ
ん

(
神
電
気
)
裁
判
。

五
年
間
、
み
な
さ
ん
の
暖
か
い
と
闘
い
と
し
て
も
、
発
展
レ
つ
つ
あ

ζ
そ
』
の
決
意
で
、
闘
い
抜
く
決
町
か
の
人
に
ま
ち
が
っ
た
物
が
届
川
明
圏
一
宮
i
t富
司
会

y
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支
援
に
支
え
ら
れ
て
、
闘
い
は
、
り
ま
す
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で

て

…

い

て

、
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迷
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ま
し
た
・
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ゑ
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し
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ま
レ
た
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な
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続
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面
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原

川
議

等

雪

山
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の
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に
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共
闘
会
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の
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に
対
し
て
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を
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、
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、
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、
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を
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が
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・
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傍

聴

・

川

瞳

韓

航

幅

担

闘

訓

M
帆

臨

瞳

盟

問

岬

盛

岡

附

臨

山

肌

川

川

ロ

月

6
日

熊
谷
裁
判
大
津

労
働
学
校
(
滋
賀
)
.

連帯を強め勝利ヘ

壊鶏聾)

ー
組
合
つ
ぶ
し
、
全
員
解
雇
に
抗
し
四
年

すべての国民のみなさんと

(4 ) 多信57号

(29) 

ア
メ
ッ
ク
ス
沖
縄
旅
行
部
労
組

ク
レ
ジ
γ
ト
カ
l
ド
や
、
旅

{
代
銀
行
業
務
安
世
界
的
に
営

む
、
ア
メ
リ
カ
ン
・エ
キ
ス
プ
レ

ス
は
、
七
八
年
十
月
三
十
一
日

に
旅
行
部
神
剣
営
業
所
を
「
閉

鎖
」
し
、
全
従
業
員
安
即
日

解
雇
.
そ
し
て
、
翌
日
か
F

均
米

軍
司
令
官
の
許
可
の
も
と
」
神

縄
ツ
ー
リ
ス
ト
社

(
O
T
S
)

に
業
務
を
引
き
継
が
せ
ま
レ

，、「
将
来
の
赤
字
」
を
理
由
に
レ

た
こ
の
閉
鎖
は
、
一
年
前
か
ら

ひ
そ
か
に
O
T
S
へ
の
業
務
引

き
継
ぎ
工
作
が
行
な
わ
れ
、
赤

字
予
鍔
も
仕
組
ま
れ
た
も
の
で

し
た
.
ま
た
解
居
通
知
に
は
「
希

望
者
は
O
T
Sで
働
け
る
」
と

あ
っ
た
が
、
実
際
は
、
組
合
員

(
7
A
O
の
み
が
、
就
労
か
ら
排

除
さ
れ
、
組
合
つ
ぷ
レ
を
狙
っ

た
不
当
な
解
雇
で
あ
る
と
と

が
、
那
朝
地
裁
の
、
証
拠
調
べ
で

も
明
白
に
な
っ
て
い
ま
す
.

四
年
間
の
法
廷
闘
争
も
、
八

三
年
十
一
月
に
結
審
勾
和
解」

に
入
っ
て
い
ま
す
.

失
業
率
は
全
国
一
、
在
日
米

軍
基
地
の
五
三
掃
を
占
め
る
沖

制
。
本
土
で
は
、
五
O
億
円

も
投
資
し
業
務
誌
大
を
し
つ

つ
、
再
び
沖
縄
で
も
、
開
拓
を
始

め
た
ア
メ
γ
ク
ス
の
H

不
当
M

は
許
せ
ま
せ
ん
。
「
営
業
所
再

開
、
解
雇
の
撤
回
」
を
め
ざ
し
、

頑
張
る
ア
メ
ッ
ク
ス
の
伸
聞
に

熱
い
連
帯
を
し
ま
し
ょ
』
つ
.

A
激
励
先
V

沖
縄
県
宜
野

湾
市
野
禽
一
八
二
七
l
一

ア

メ
y
ク
ス
沖
縄
旅
行
部
労
働
組

合

宮

O
九
八
八
九
l
一一ー=一

九
四
九

A
抗
臓
先
V

東
京
都
千
代

田
区
霞
ヶ
関
三
八
1
一
虎

ノ
門
三
井
ピ
ル
・
ア
メ

υ力
ン

・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
哩
行
.

園
沖
争
蟻
団
に
は
五
人
の
沖
縄

出
身
者
、
連
帯
の
強
化
を
〆

ロ
ポ

vト
寄

1
4

一

宮

二

条

一

京

一

一

一

条

京

一

条

一

事

-

主

に

F

ほ

し

珍

品

川

一

京

一

条

安

二

条

に

U2傷
つ
叶

J
J

日
L
t・
-

人

主

主

主

陪

従

し

な

一

応

」

な

い

限

り

合

ま

附
帯
し
た
叫
し
Z
は
し

C
ht
一
け
れ
ぜ

な
ら
な
い
e

一
、
ロ
ザ
モ
、
守
否
な
け
れ
司

、

h

t

J

i

!

コ

一

一

re-匂
re
い
.

ヲ

---mノ
・

・

・

'

=

-

-

べ

-ph--回
以

(
E

々
勤
、
〈

支援する会に入会しよう(会費 1口200円/月)

f玄ち
l .， ! 

i年;
~ (/) I 

i決 i
i意}

傍聴をよろしく

1月24日 仕事差別・都労委

10時 -12時

2月14日熊谷 裁 判

10時-12時

1984年 1月 1月

1よ守:O~
‘/"、...~ 

与号室 T孟仕たで

ふJも?黒
単建案

一zt事ご

中山森夫さん
(沖電気争議団代表)
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大
雪
の
中
で

3
2
5人

華麗璽重量董聾

1984-牢2月 1日

一
月
十
九
日
・
東
京
は
朝
か
ら
降
り

出
し
た
雪
で
、
十

一
時
過
ぎ
に
は
、

十

五
m
ぐ
ら
い
積
り、

記
録
的
な
大
雪
と

な
っ
た
.
事
務
所
の
電
話
は
「
電
車
が

動
か
な
い
の
に
、
や
る
ん
で
す
か
」
「
道

路
が
渋
滞
し
て
」
と
鳴
り
っ
ぱ
な
し

だ
っ
た
が

n
今
年
は
、

神
電
気
を
押
し
ま
く
る

ぞ
u

の
争
鎌
田
の
意
気
込
み
は
、
支
震

の
仲
間
に
も
伝
わ
り
、
昼
休
み
抗
議
行

動
の
虎
ノ
門
本
唐
前
は
、
九
二
団
体
を

超
え
る
伸
聞
の
「
神
電
気
は
指
名
解
雇

を
徹
面
せ
よ
」
の
怒
り
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
が
力
強
く
、
繰
り
逗
え
さ
れ
た
.

大
冨
の
中
で
、
成
功
し
た
行
動
に
、

診
加
者
は
H

ヤ
y

タ
ゾ
H

の
実
感
.

全国の仲間と固く 団結して

闘うー中山森 失 さん〈右〉

発支復する会司E務局

符事務所 東京都港区三回

所 3- 2-20

電置舌 (03) 451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240

加入者名 沖電気の不当解雇

を撤回させ る会

号
咋
日

一
市
一

8

1

1
一
ゆ

一

5

E
月
一
日
一

第

9

2

育訓
一

通
産
省
と
補
助
金

二

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

・
情
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
外
さ
れ
て
い
。

:
u企
撲
へ
の
補
助
金
は
、
ぃ

産
業
を
指
導
、
監
督
す
る
た
神
電
気
は
、
解
胞
を
畿
に
補
助

:

ま
軍
事
費
と
と
も
に
、
N

型

通
産
省

l
!神
電
気
の
指
名
解
雇
金
は
、
大
幅
増
で
、
彼
年
で
は
、
域
H

銭
い
と
な
っ
て
い
る
.
巨
額

に
は
、
そ
の
影
が
色
濃
く
投
影
さ
六
億
円
以
上
に
な
っ
た
.

の
補
助
金
が
水
増
し
申
鰐
に
基
い

れ
て
い
ま
す
・

世
界
的
に
関
心
を
集
め
る
「
第
て
支
出
さ
れ
て
い
た
り
(
目
立
の

「
通
産
省
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、

五
世
代
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
開
発
」
を
例
)
利
益
が
上
っ
た
時
点
で
、
返

参
加
で
き
ま
す
と
、
国
の
補
助
金
始
め
と
し
て
、
多
く
の
新
技
術
開
済
が
務
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
収

が
交
付
さ
れ
ま
ず
か
ら
、
資
金
的
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
、
沖
電
気
益
納
付
」
も
、
わ
ず
か
し
か
返
さ

に
非
常
に
有
利
に
な
り
ま
す
」
(
東
の
名
が
列
ね
ら
れ
る
よ
う
に
.

れ
な
い
な
ど
、
多
く
の
問
題
が
あ

京
地
裁
で
の
会
社
側
証
言
)
解
腹
指
名
解
雇
当
時
(
苅
年
)
に
、
り
ま
す
・

前
は
、
電
子
計
算
機
関
発
な
ど
の
通
産
省
は
、
産
業
政
策
を
転
換
そ
し
て
何
よ
り
も
問
題
な
の

畔
情
報
産
業
を
日
本
の
は
、
実
態
が

w
企
業
秘
密
M

を
口

引

n
戦
略
産
業
M

と
し
て
実
に
公
表
さ
れ
な
い
ζ
と
で
す
.

回
位
置
づ
け
ま
し
た
。
宮
崎
神
電
気
の
火
災
時
な
ど
に

刊
と
の
戦
略
産
業
の
中
も
、
通
産
省
は
神
電
気
に
俊
助
し

7

絞
を
め
ざ
し
て
、
警
行
て
い
る

(回
年
)
.
沖
電
気
の
闘

7

さ
れ
た
の
が
沖
電
気
の
い
は
、
通
産
行
政
を
正
す
国
民
的

指
名
解
履
だ
っ
た
.
な
連
覇
で
も
あ
る
の
で
す
. が確信できる

'84年にと、寒サニ

負ケズ、元気に

重 華麗重重
通
信
繊
三
大
メ
I
カ
の
一
つ

円
近
い
史
上
最
高
の
利
益
、
二
一
方
、
解
庖
後
の
職
場
で
は
、
の
「
支
復
す
る
会
」
に
支
え
ら

神
匂
気
工
業
(
本
社
・

東
京
橋
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
九
州

配
転
に
応
じ
な
い
か

F2」
、
解

れ
、
行
商
や
本
社
へ
の
抗
議
行

本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
一
七
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
し
て
庖
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
沖
動
な
ど
に
奮
闘
・

六
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
新
工
場
の
強
殴
な
ど
:
.
会
社
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
八
二
年
一
一
月
に
は
、
支
鐙

岱
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
は
東
京
地
裁
ほ
か
四
カ
所
の
毅
仕
事
を
取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
共
闘
会
犠
が
結
成
さ
れ、

同
月

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希

・

に
は
解
庖
四
年
の
「
文
化
の
タ

/
〆
'
/
・
〆e

ノ・

，ノ
ノ
・
〆
'

望
退
職
」
霊
草
案
こ
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

べ
」
を
八
0
0
0人
で
成
功
さ

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

せ

た

。

人
に
、
七
八
年
一
一
月
、
大
企
判
で
も
「
指
名
解
雇
の
狙
い
は
、
ん
、
中
山
さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
裁
判
闘
争
も
第
一
の
山
場
に

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
残
っ
た
労
働
者
の
意
識
改
革
を
挙
が
続
行
.
さ
し
か
か
り
企
諜
に
「
首
切
り

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
屈
を
す
る
ζ
と
」
と
証
言
。
労
働
者
神
電
気
争
議
団
の
引
人
は
、
の
自
由
を
与
え
る
な
」
と
が
ん

強
行
。
と
労
働
組
合
を
無
視
し
て
解
股
全
国
二
四
の
県
評
、
=
一
千
を
超
ば
る
沖
電
気
の
伸
聞
に
、
あ
な

そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
百
億
し
た
と
と
も
明
白
に
.

え
る
支
媛
労
組
や
一
万
三
千
人
た
も
黙
い
連
帯
を
/

?tヤはと人さ霊
. )レ、ののつ役六
気応"沖を宅度 園田ー
だじ面市行へ目
なな会気な初の CI
」か M のつめ正 2哩
とつや斡たて月 ~ -
感た w 部 ・ の . ーー
じが E舌は訪、三 ーー
た「合、ず年目 Eヨ
事今い争れ始に 匹司
で年"磁たあは ，ー
しはに団九い、 ι』

司副}一 一一三百主主額六三 は
決 司圃~とといおで日 ・ 、

ぜ正要一_J jJ&下さめのは -""""-
帽回目 E 一一辞げつで室 、 E歪冨

季受季き需型 君主
交やると動初 1三

「とざ ・め ー』
主お、い「て ヨニ

め頭まあの ... 
りでをすけ、 ，、

とぺ」ま工 '、

毒菌号神宮て函 警
めのめ電決今場 言吾
、仰'"気意年あ 自|
が問主主争をとイ申 ~
んのお織悶そ f1l] .. 弔=ー
ばみ 3Eはめ勝と L'_
りな i品、ま利の D~
まさす裁しを迎 ，.w

毎週一回の工場での宣伝行動(1・18) s:々 手間だ三重
手も足も寒さでレびれるが、 仲間の笑顔が. 三蓄え雲 ふ雪

てのホ働し「工持ら方たなた ζi型レ l 企日のはウクいす ~- ← E 

経 ウ者た意夫てれは V かのの絡ンチ業本や 2 レルるる .10_~吋b

(営 レ を普段がるて"酋つでチのソ在t向リる年ントが[ -V"'¥:'U巳

惣雲さき毒事議事=霊君主ヂよど 73話えき議当ぇ子罪ぷ ずる":"'h
てウ無縁」だ発。野広言 l に、でた修 l 弓|の H ワロが轍'AJ、1"(，'-巴

計百品ii;isspgZE主計五!?封建計七
Z雲乙実葬祭 4司祭 Z雪で託示宗き号ゴゐヱ詰よぷ 4J重喜重富富美り
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の
五
割
が
四
千
ペ
ノ
(
六
万
港
す
る
日
本
の
漁
船
は
大
型

四
千
円
〉
以
下
の
生
活
で
あ
で
、
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
の
小
型

る
ζ

と
を
認
め
て
い
る
。
か
漁
船
は
失
業
状
態
比
追
い
ζ

さ
ね
て
い
う
。

ζ

の
数
字
は
ま
れ
て
い
る
。

月
収
で
な
く
、
年
収
で
あ
る
。
日
本
の
資
本
は
、

ζ

E
二

ぼ
く
は
、
金
持
の
家

κも
十
五
年
間
で
フ
イ
リ
ッ
ピ

ン

柴
内
さ
れ
た
。
幻
袋
遥
の
恕
の
森
林
資
源
も
き
り
つ
く

は、

一
定
地
域
に
区
切
ら
れ
し
、
川
崎
で
公
害
発
生
の
た

て
お
り
、
共
通
の
入
口
に
は
め
追
放
き
れ
た
川
崎
製
鉄
の

武
装
兵
が
立

っ
て

い
る
。

そ

工

場
が
ミ

ン
ダ
ナ

オ
に
建
設

生
活
問
は
五
人
家
族
で

一

れ

ぞ

れ
の
家
K
、
み
は
プ
ー

さ
れ
て
い
る
ο

日
十
ペ
ノ
(
百
六
十
円
)

ぐ

ル

も
あ
り
、
数
百
即
の
芝

生

フ

イ
リ

ッ
ピ
ン

の
学
者
は

ら
い
。
し
か
も
ニ
ペ
ノ
の
家
の
庇
も
あ
る
。
ど
の
家
も
政
「
抜
京
の
空
は
年
ね
ん
き
れ

貨
を
払
う
、
と
い

っ
た

人

ぴ

地

は

F
坪
く
ら
い
あ
る
と
い
い
に
汚
ん
で
い
く
が
、
そ
の

と
が
平
均
的
で
あ
る
。
し
か

う

。
乙
れ
ら
の
日
級
住
宅
民
た
び
に

フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
の
空

も
、
E
れ
ら
は
特
別
れ
し
い
は
、
日
本
の
尚
社
や
銀
行
の
は
汚
れ
を
附
し
て
い
る
」
と

人
た
ら
で
は
な
い
。
お
そ
ら
幹
部
た
ち
も
住
ん
で
い
る
。
諮
っ
て
い
る
が
、
公
害
発
生

〈
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
同
氏
の
約
七
千
の
ぬ
に
四
千
八
百
万
工
場
は
ど
ん
ど
ん
建
て
ら
れ

三
分
の
一
の
人
た
ら
の
生
活
の
人
口
。
出
家
の
中
の
出
張
て
い
る
。

，

二

P

二

u
t
ヨ
む
之
、
-
?
支
障
ご
と
号
、
，

7
A寸
ノ
日
曜
葱
カ
FJD
一
届
週
右
厄
カ
VJ

日
本
の
経
済
支
配
へ
の
怒
り
も
深
く

は
六
十
家
族
あ
る
が
、

ζ

の

だ

か

ら
、
マ
ル
コ
ス
政
府

六
十
の
大
財
閥
が
産

業

の

す

を

は
じ
め
、

ζ

れ
と
結
ぶ
ア

べ
て
を
支
配
し
て
い
る
と
い
メ
リ
力
、
日
本
へ
の
国
民
の

う

。

不

川

酬

は

年

ね

ん

強

ま

っ

て

い

る
。
あ
る
苛
年
は
語
っ
て
く

れ
た
。

「
日
本
の
企
業
が
進
出

し
、
工
場
を
迎
て
て
く
れ
た

当
初
は
、
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
の

市町
年
は
包
ん
だ
。

し
か
し
、

い
ま
は
ち
が
う
。

日
本
の
企

業
は
、
フ
イ
リ

y
ピ
ン
の
資

源
を
ほ
し
い
ま
ま

κし
、
フ

ィ
リ

ァ
ピ
ノ
の
背
年
を
鰐
く

べ
き
低
賃
金
で
ζ

き
使
い
、

し
か
も
、
そ
の
も
う
け
は
、

す
べ
て
日
本
K
持
ち
帰
っ
て

し
ま
う
。
私
た
ち
は
い
つ
ま

で
も
だ
ま
っ
て
い
る
ζ

と
は

で
き
ま
せ
ん
」

と。

(2 ) 揖 58号

一
般
わ
れ
る
日
本

一人
の
売
春
旅
行

支援する会に入会しよう(会費 1ロ200円/月)

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
行
っ
て

き
た
」
と
言
う
と
、
に

や
り

と
笑
う
人
が
い
る
。

日
本

人
の
売
春
旅
行
は
、
あ
ま
り

K
も
有
名
，
た
か
ら
だ
。
か
っ

C
は
斡
閑
へ
の
売
春
旅
行
が

も
っ
と
も
さ
か
ん
だ

っ
た

が
、
い
ま
は

フ
イ
リ
ソ
・
ピ
ン

κ
な

っ
て
い
る
。

一
腕
K
五
百
ぺ
寸
ノ
(
白
木

円
で
八
千
円
〉
も
使
え
ば
、

そ
れ
ζ

そ
「
飲
ん
で
、
闘

っ

て
、
騒
い
で
、
灼
い
て
:
」

の
豪
遊
気
分
が
味
わ
え
る
の

が
マ
ニ
ラ
の
微
従
街
な
の
で

あ
る
。
そ
の
上
、
フ
イ
リ
ッ

ピ
ン
の
若
い
女
性
は
、
す
ら

り
と
し
た
袈
阪
と
ば
っ
ち
り

と
し
た
大
き
な
目
が
特
徴
的

で
あ
る
。

彼
女
ら
は
日
本
の
人
買
い

ブ
ロ

ー
カ
ー
比
よ
っ
て
、
毎

1984年 2月 1目

自
の
よ
う
に
日
本
K
d
b
送
ら

れ
て
い
る
。
日
本
の
ト
ル
コ

娘
や
キ
ャ
バ
レ
ー
の
ホ
ス
テ

ス
勉
K
は
、
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン

女
性
が
急
激

kmえ
て
い
る

彼
女
た
ち
の
生
家
は
、
ほ

と
ん
ど
ス
ラ
ム
街
(
貧
民

窟
)

K
あ
る
。
四
畳
半
ひ
と

間
ぐ
ら
い
の
仮
の
悶
の
バ

ラ

ッ
ク
小
尽
に
、
五
人
、
六
人

の
家
肢
が
身
を
す
り
よ
せ
て

怒
ら
し
て
い
る
。

水
道
の
蛇
口
は
五
百
世
山
市

κ
一
つ
し
か
な
い
か
ら
、
年

が
ら
年
じ
ゅ
う
バ
ケ
ツ
を
持

っ
た
長
い
行
列
が
た
え
な

い
。
共
同
の
ト
イ
レ
も
百
世

併
に

一
つ
ぐ
ら
い
し
か
な
い

か
ら
、
排
便
は
、
そ
れ
ぞ
れ

が
工
夫
し
て
い
る
ら
し
い
。

だ
か
ら
ス
ラ
ム
の
に
お
い
は

す
き
ま
じ
い
。
ぼ
く
も
、

ζ

の
ス
ラ
ム

κ
一
泊
し
た
が
、

と
て
も
ニ
泊
は
で
き
な
か
っ

，
-o 

b
F
L
U
 

五

八
自
画
V

一
お
ど
ろ
く
べ
き

一
貧
富
の
差

2の表な
去企でフの

去最もイで
伍が、リあ
じ ι 国ッる
以斗民ピ。
下収のン
、八八政

全干制 l付
世ぺ以の

原爆写実に見入っているフィ リピンの青年たち mソ上発 金子

=
資
源
を
あ
ら
し

=

=
公
害
も
ち
こ
む
=

そ
し
て
、
東
洋

一
と
い
が

れ
る
二
つ
の
部
地
を
も
っ
ア

メ

リ
カ
に
よ
る
銀
事

支
配

と
、
日
本
企
業
K
よ
る
経
前

支
配
が
、
マ
ル
コ
ス
大
統
似

の
独
裁
下
で
す
す
め
ら
れ
て

F
こ。

i
f
 

7

ニ
ラ
郊
外
の
ナ
ボ
タ
ナ

ス
港
は
、

7
3
7
開
発
銀
行

の
融
資
に
よ
っ
て
、
り
っ
ぱ

な
漁
港
に
な
っ
た
が
、
乙
乙

K
い
た
住
民
た
ち
は
強
制
退

去
さ
せ
ら
れ
た
。
ζ

E
K
W吋

一
ね
む

り

か

ら

一
さ
め
た
人
た
ち

反
政
府
迎
動
も
長
則
に
わ

た
っ
て
つ
づ
き
、
ミ
ン
ダ
ナ

オ
島
で
は
、
か
な
り
激
し
い

反
政
府
武
力
闘
争
が
お
ζ

な

わ
れ
て

い
る。

し
か
し、

大

半
の
悶
民
は
生
活
北
白
か
ら
の

絶
望
感
と
、
あ
き
ら
め
に
よ

っ
て
長
期
間
、
眠

っ
た
ま
ま

で
あ
っ
た
。

だ
が
、
カ
ソ
リ
ァ
ク
教
会

の
シ
ス
タ
ー

(
女
性
の
教
導

者
)
の
指
導
者
で
あ
る
タ
ン

さ
ん
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
K
諮

っ
ト
九。「

絶
望
感
に
ひ
た
り
き
っ

て
い
た
国
民

km気
を
あ
た

え
た
の
が
ア
キ
ノ
氏
の
暗
殺

事
件
で
す
。
ア
キ
ノ
氏
は、

姐
図
の
現
状
を
座
視
(
ぎ

し
)
で
き
ず
、
知
関
す
れ
ば

殺
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と

知
り
つ
つ
、
帰
国
し
、
な
お

か
つ
心
配
さ
れ
た
と
お
り
暗

殺
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

彼
の
ζ

の
行
動
は
、
全
フ
イ

リ
グ
ピ

ン
人
の
血
を
か
き
た

て
ま
し
た
。
あ
の
日
か
ら、

フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
人
の
目
の
色

は
変
っ
た
の
で
す
」
と
。

ζ

の
タ
ン
さ
ん
の
言
葉
を

聞
い

て
、
多
く
の
疑
問
が
と

け
た
よ
う
だ
。
あ
の
ひ
ど
い

ス
ラ
ム
の
人
び
と
の
表
情
が

ぼ
く

K
は
、
は
ぜ
か
明
る
く

感
じ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た、

迎
日
の
よ
う
に
デ
モ
や
集
会

に
走
り
ま
わ
る
宵
年
や
学
生

の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ハ
活
力
)

陀
も
臼
を
見
狼
っ
て
い

た。

タ
ン
さ
ん
は

さ
ら
に
言

う
。
「
み
ん
な
眠
り
か
ら
さ

め
た
の
で
す
。
だ
か
ら
明
る

い
の
で
す
」
と
。

宵
年
た
ち
の
帥
仰
に
は
「
マ

ル
コ
ス
退
帥
ゼ
よ
」
の
プ
レ

ひどいスラム街の生活だがなぜか目が働いている

ー
ト
が

つ
け
ら
れ
、
そ
し
て
お

「
わ
が
愛
す
る

ニ
ノ

イ
ハ
ア

キ
ノ
氏
の
愛
祢
)
」

と
印
刷
…
…
…
…

き
れ
た
黄
色
い

T
シ
ャ
ツ
姿

が
多
い
。
黄
色
は
、
ア
キ
ノ

氏
の
好
ん
だ
色
で
あ
り
、
い

ま
で
は
反
政
府
の

シ
ン
ボ

ル

協

の
色
と
な

っ
て
い
る
。

‘

一一
ベ
ト
ナ
ム
解
放
=

=
闘
争
の
よ
う
に
一
一

反
マ
ル
コ
ス
の
運
動
は
、

-
U

品

目
ぎ
ま
し
い
勢
い
で
ひ
ろ
が
紛

っ
て

い
る
が
、
ζ

の
迎
動
は
杭

「
米
軍
法
地
の
撤
去
」
の
連
川

動
と

一
体
と
な
っ
て
進
め
ら

N

れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
企

業
の
償
毘
輔
さ
や
、
売
春
旅
行

な
ど
K
対
す
る
不
満
と
も
結

・・…

び
つ
い
て
進
め
ら
れ
て
い
る
刊
日

お
そ
ら
く
、
フ
イ
リ

y
ピ“……一

ン
の
反
マ
ル
コ
ス
浬
励
は
、

ζ

ん
C
、
か
つ
て
の
ベ
ト
ナ

ム
解
放
闘
争
の
よ
う
な
性
絡

で
進
め
ら
れ
て
い
く

E
と
だ

ろ
う
。

八
四
年
の
国
際
的
位
…
…
…
…
…

点
と
も
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

ζ

れ
花
た

い
し
‘
日
本
の

労
働
述
励

は

ど
う
す
る
の

か
。
日
本
企
業
の
も
う
げ
の

お
ζ

ば
れ
に
あ
ず
か
れ
る
よ
い
川
…

う
労
資
協
調
を
す
す
め
る
の

か
、
そ
れ
と
も
国
際
述
初
、

-e……

労
働
者
階
級
の
述
川
市
の
立
場

κ立
つ
の
か
。

ぼ
く
は
、
タ
ン
き
ん
に

「
ど
ん
な
支
媛
を
し
ま
し
ょ

う
か
」
と
聞
い
た
ら
、
彼
女
問
。

は
笑
っ
て
「
日
本
で
の
革
新
…

運
動
を
強
め
て
く
だ
さ
い

よ
」
と
語
っ
て
い
た
。

乙
れ
も
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
当
・
三

時
の
解
放
戦
線
幹
郎
の
言
葉

と
同
じ
だ

っ
た。

A
か
ね
こ
と
く
よ
し
さ
ん
・

ω歳、………一

H

アメ
リ
カ
は
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
手
を
引
…
…

け
u

の
ゼ
γ
ケ
ン
で
七
年
間
通
鋤
.
日
日

本
機
関
紙
協
会
で
H

平
和
に
生
き
る
た
…
…

め
の
ペ
ンと
話
術
H

で
活
組
。
神
支
媛
…
…

す
る
会
の
会
員
.
東
京
都
在
住
V
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このレポートは金子さんと全日自労建設一般労働組合の機関紙「じかたび」の協力によるものです。



解
雇
当
時
は
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三
百
億
円
企
業
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M
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a
p
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東京・吉井さん

@

倫

明

穆

窃

窃

立

高

(fp同日刊
誌

V
米
国
議
広
さ
ん

(
広
島
)
広

V

池

田

さ
ん
(
新
婦
人
八
王
子

a
z
t
i
d
v
?
J
J
a
闘
い
が
、
今
ほ
ど
求
め
ら
れ
て

島

葉

。

支

部

)

菓

子

な

ど

.

n・
小
川
口
」山vι
了

羽

い
る
時
は
、な
い
と
思
い
ま
す
・

同
冨
匝
の

Jr

・-

V
高
橋
一
夫
さ
ん

(
北
海
道
)

V
尾
関
勢
津
言
ん
(
愛
知
)

占

h
dい
勝

利

ま
で
共
に
ガ
ン
パ

ロ
ウ。

鮭

2
本

a

衣
類
。

。

$

が

九

日

子

(愛
知
・
湯
浅
進
言
ん
)

V
遠
山
政
孝
さ
ん
(
岩
手
)
衣

V
鎌
田
弘
之
さ
ん
(
摘
玉
)
電

{

厳
し
い
冬
で
す
が
、
未
来
を

類
.

気
毛
布
な
ど
.

(

奈

良

・
吉
田
恒
俊
さ
ん
)

信

じ
て
今
を
力
一

杯
、
共
に
闘

V
安
井
満
理
子
さ
ん
(神
奈
川
)

V
五
反
田
法
律
事
務
所

ウ

イ

が

ん

ば

っ

て

く

だ

さ

い

・

奈

い

た
い
と
思
い
ま
す
.
「
は
た

衣
額
.

ス

キ
1
.

良
の
労
働
者
も
、
期
待
し
て
い
ら
く
」
を
続
ん
で
は
、
励
ま
さ

V
石
井
幸
早
去
」
ん

(崎
玉
)
衣

V
松
本
勇
さ
ん
(
芝
信
用
金
庫
)

ま
す
よ
・

れ
て
い
ま
す
・
改
め
て
力
を
抽出

類
な
ど
.

酒

.

(

大

阪

・
安
居
三
十
於
さ
ん
)
中
し
て
頑
張
り
ま
し
さ
つ
.

V
都
民
中
央
法
律
事
務
所

ウ

V
中
村
さ
ん
(
東
京

・
干
文
堂
私
た
ち
の
解
雇
徹
回
闘
争
も
(
大
阪

・
中
傑
重
之
さ
ん
)

イ
ス
キ
ー
な
ど
e

曾

庖

)

衣

類

。

(

芦

原

運
送
)
日同
年
目
・
私
の
堂
々
と
闘
っ
て
い
る
皆
さ
ん

V
吉
村
さ
ん
(
東
簡
保
)
米
。

V
日
本
電
気
の
石
沢
さ
ん
を
守

M

刑
事
弾
圧
事
件

・
鼠
高
裁
闘
争
に
敬
意
を
表
し
ま
す
・
体
に
は

V
高
田
町
合
同
法
律
事
務
所
お
る
会

ウ
イ
ス
キ
ー
。

問
も
2
年
目
。
本
年
ζ
そ
、
み
と
気
を
つ
け
て
六
年
目
マ
す

酒
な
ど
.

V
石
川
さ
ん

(
東
京
エ
ス
エ

m
と
な
勝
利
を
決
意
し
て
い
ま
ね
.
大
阪
か
ら
も
、
支
援
の
輸
(
福
島

・
高
橋
麗
雄
さ
ん
)

V
支
援
す
る
会
生
協
会
館
支
部

ス
製
薬
)
ウ
イ
ス
キ
ー
、
コ

附

す

・

が

広

が

る

よ

う

、

今

年

は

頑

狼

昨
年
は
本
当
に
忙
し
い
年
で

…

え

と

逼

ほ

か

・

l
ヒ
1
・

W

(
東
京

・
高
聖

書

ん

)

り

ま

す

・

レ
た
・今
年
は
、
震
徹
回
の
闘

…

V
北
村
利
明
さ
ん

(東
京

・
港

V
青
柳
エ
ツ
エ
さ
ん
(
東
京
)

川

幅
四
法
を
容
し
に
生
か
せ
る
政

(神
奈
川
・
椛
谷
明
さ
ん
)

い
に
と
っ
て
も
、
大
事
な
年
と

…

区
議
)

震

な

《

越

の

毒

患

-

w
治
の
実
現
の
為
、
最

(学
力
田
中
也
根
政
治
の
打
倒
を
め
な
る
意
気
が
し
ま
す
・
共
に

…

V
鈴
木
さ
ん
(
東
京
)
誕
子
・

V
小
川
智
司
さ
ん

(都
職
労
港

付

増
巡
セ
ン
タ
ー
)
で
が
ん
ば
り
さ
し
、
沖
町
の
仲
間
と
共
に
、
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
・

…

塁

塁

さ
ん
(
静
岡
)
み
か
潟
支
部
)
タ
オ
ル
な
ど
-

w

ま

す

・

闘

い

た

い

と

思

い
ま
す
・

(

東
京

山

露

重
さ
ん
)

N

、1t
ι
i
E
E
E
t
t
i
t
-
-
4幽

--v
百
年
の
宿
直
手
当
の
三
万
七

一

ご

ー

幽
-
・
・
千
円
を
カ
ン
パ
し
ま
す
・
闘
争

…

一刊

誌

ヤ

.

.

.

.

.

.

.
 資
金
の
一
助
に
し
て
く
だ
さ

…

川

畑

幽

圃

圃

圃

圃

闘

い

。
皆
同
開
方
の
ご
健
闘
を
祈
り

…

W

品

目

圃

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

州

l

ι

跡
凶
・
・
・
・
・

ま
す
。

…
J
vu
撃

事

選

控

除

幽

・

(北
霊

若

月

号

ん
)

…

州

由
姐
W
44
¥
2

E

i

~

瞳

廷

闘

閤

・

・

・

世
の
中
、
な
か
な
か
し
ぶ
と

一

山

守

-
Z
E
a
lR
泊
目

司

く
て
、
真
の
革
新
の
方
向
に
向

…

W

(
鹿
児
島

富

良

三

ん
)

(

岡
山
県
母
親
連
絡
会
)

い
て
く
れ
ず
、
イ
ラ
イ
ラ
し
ま

…

糊

さ
ら
に
、
真
実
の
旗
高
く
、
勝
利
の
日
ま
で
、
共
に
頑
張
す
・
で
も
、
未
来
を
信
じ
て
、

M

歴
史
の
明
日
を
築
く
た
め
に
御
り
ま
す
・
皆
殿
、
お
元
気
で
御
人
聞
を
信
じ
て
M

ネ
パ

l
、
ギ

…

W

身
体
を
大
理
共
に
が
ん
ば
語
下
さ
い
ま
す
さ
つ
に
・

プ
、
ア

ν
プ
H

で
、
今
年
も
ま

…

即
ろ
う
.
反
核
、
平
和
.

(

神
奈
川
・
日
野
三
朗
さ
ん
)

た
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
H
e

問

(京
都
機
械
金
属
労
働
組
合
)

職

場

の

専

制
支
配
を
打
破
せ
(
筒
玉

・
大
器
用
さ
ん
)

間

明
春
闘
の
前
進
、
階
級
的
ナ
ず
し
て
国
政
革
新
の
展
望
な

昨
年
刊
月
の
埼
玉
県
支
援
共

一

w
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
確
立
め

し。

弓J
た
と
え
は
、
自
由
と
平

闘
会
議
の
結
成
集
会
で
は
、
多

"

州
ざ
し
奮
闘
す
る
決
意
で
す
・

和
の
た
め
に
先
頭
に
立
っ
て
闘

少
の
お
手
伝
い
き
せ
て
頂
き

…

山

(福
岡

・
力
久
毎
C
ん

)

い

ま

す

-
w国
鉄
の
う
た
と
え
M

ま
し
た
・
今
年
は
、
勝
利
の
展

…

w

一
日
も
早
く
勝
利
を
、
勝
ち
よ
り
、
皆
さ
ん
の
前
進
を
期
待
望
を
確
実
な
も
の
と
し
た
い
で

…

刈
取
り
ま
し
ょ
う
・

し

て

・

す

ね

-

M

(
島
根

矢
田
ジ
ュ
リ
さ
ん
)

(

東
京

・
芦
川
扇
さ
ん
)

(兵
庫
県
民
主
法
律

事

…一

本
年
も
、
と
い
っ
し
ょ
に
が
今
年
は
頑
張
り
ま
す
H
-年
蹴
今
年
が
争
犠
回
の
み
な
さ
ま

…

m

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
・
更
に
さ
ら
の
決
意
だ
け
に
終
ら
せ
な
い
よ
に
と
っ
て
、
震
良
の
年
が
あ
り

…

酬
に
、
前
進
を
/

う
に
し
ま
す
。

ま
す
よ
う
に
祈
念
致
し
ま
す
・

E図書置踊温誼UJ巨彊覇高峰哩DI阻温盤測定iJ

正
解
『職
場
復
帰
』

争
記
念
品
の
贈
呈
者
は、

小
野
功

さ
ん

(千
灘
)
・森
田
稔
さ
ん
〈東

京
)
.
岡
田
久
雄
さ
ん

(石
川
).

佐
守
木
厚
手
去
」
ん

(岩
手
)
.
丸

山
栄
樹
さ
ん

(千
葉
)
の
五
人
で

す
.

新年号

J!'''UiJ.''， t干む ô ，孟引く 1事 ， ) 、~s-与を

ご奇品・}(_:主人t彦、'(j)-J'人も fども tλt;i

会ヤム 11'"， '-下之υ。

(東京 ・山下太ーさん〉

カンパ5.000円が送られてきました.
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引

沖
電
気
争
犠
回
の
子
供
好
き
三
イ
な
二
枚
目
半
で
す
・

そ
の
他

た
ば
と

(
O
)
酒
(
少

l
(可
)血
液
型
O
型。

川

一

人
男
の
う
ち
の
ひ
と
り
・
ま
と
わ

年

齢

臼
年
7
月
刊
日
生

引

歳

量

)

水

泳

(

司

)

ス

キ

か

に

座

。

'
 

一
，
ん

り
つ
く
子
供
連
を
も
の
と
も
せ
ず

章

一
六
四

師
。
体
重
認

。

。

と

ん
な
女
性
が
好
き
?

川

口

月

8
日

反
戦
の
つ
ど
い
。

一

、

ー

と
い
う
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
霊

出
身
静
岡
県
袋
井
市

¥
V
知
的
な
へ

川
千
代
田
総

量

雪

量

産

一
M
J
M

心
に
な
っ
て
子
供
と
一
緒
に
遊
ぶ
県
立
働
川
工
業
高
校

一
円
一
。
タ
レ

/
ト
で一冨一
う
と
:
:
:

川
省
前
の
宣
伝
行
動
・

一

円

慌

の
が
大
好
き
@
沖
電
気
に
入
っ
て
家
族
祖
母
、
父
母
兄
姉

妹

尾

向

キ
ャ
J

デ
ィ
ス

・
パ
l
ゲ
ン

川

目

白

古

田

東

京

章

一

E
h

す
ぐ
夜
間
の
デ
ザ
イ
ン
学
校
に
通

趣
際

特
技
マ
l
ジ
ャ
J

・

サ

=

=

川

団
総
会
。

一
占
目
占

っ
た
だ
け
あ
っ
て
、
乙
の

n
は
た

γ
カ
l
・
野
球

・映
画

r

k

J

i
l
l

川
口
月
間
白

浅
利
、
中
山
さ
ん

世

1

-

-

Z

H

一

億

ら

く

ミ

護

団
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

}

，

f
a
r
-
¥ノ

'
l
p一ア
"

川

に
対
す
る
仕
霊
別
、
都
労

…

i
C

宣
伝
物
に
は
大
変
な
力
を
詰
レ

バ
司
有
』
F

え

ー

ト
ー
〉

/
A
A
A川
川
崎
間

以

ιい
で

オ

川

委
審
問
。

一4
T

匂

'bv匝
e‘
、

司

吋

Y

A
口
一
刊
山
川
刑
判

U
U
1
t
，
L
匂

一

h
H

て
い
ま
す

.

M
M逼
"
・

4

3

F

d

h
川

相

附

ぞ

引

が

川

ロ

月

日

目

前

書

一

書

匡

ス
ポ
ー
ツ
は
見
る
の
も
や
る
の

V
1
i

島
監
F

だ
同
《

K
1川
村
川

ゆ

~-F札

川

ロ

月
刊
日

東
京
裁
判

一
・

1

A

Y

'

島
・
酒
々
阪
急
百
紙
約
制

h
y
k加
川
山
山
、

4
4
V
J

一

匙

百

も
好
き
で
、
中
学

・
高
校
と
も
軟

，

Ha，

&
瞳

司

一

」

間

物

船

臨

お

な

に

刷

川

別

'lぃ
一
人
」
川
口
月
叩
日

総
選
挙
投
票
日

一

占

式
テ
ニ
ス
部
で
す
ご
し
ま
し
た
。

2
.
魁
関

関

判

岨
芳
江
V
、4
/

m
一

竺

一

川

(
自
民
大
敗
)

j

i

 

一

川

田

ひ
と
と
お
り
な
ん
で
も
こ
な
せ

F
・

・

溢
圃

一

割

J
¥
/
ムぷ

l対
品

川
口

月

日

東
亜
石
油
争
議
の

一

刈

る
便
利
屋
な
の
て

毎
日
新
聞
の

wr
幽'
昆
守

J14

b

L

…

勝
利
集
会
。

M

同
l
a
，

圃

，

.v

aa圃・
・
・・圃・・

1

4
・F
、司〆

日
，
、

組
合
や
選
挙
の
専
従
パ
イ
ト
な
ど

・

・

4

4
a型
電
ー

ピペ

/

'L

川
ロ
月
刊
叫
目

チ
ト
セ
、
ヤ
l
マ

一

一

に

す

ぐ

か

り

宮

言

。
全
国

似

事

、

割

前

yhpν
〆

白
ん

山

ン
本
社
前
委

一

日
ι
晶

オ
ル
グ
で
は
北
海
道
と
四
園
地
方

Z
'署
首
位
仕
「
S
I
K
E町
て

¥

み
妻

川

耳

目

目
立
メ
デ
ィ
コ
の

一

層

司

を
号
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
か
わ

-

園

、

4
E州
附
回
出
「
1

1戸
宮
司
』
ー

二

一

民

川

夜
デ
モ
。

一h
T

1

d

M

仙
叩
で
，
.
，
h

h

z

一屯

日制

一

河

ぃ
誌
は
が
曲
な
ら
ギ
タ
ー

(

下

シ

江

ャ

誠

一

語

支

持

品

均

一

で
伴
奏
も
つ
け
ら
れ
、
字
も
キ
レ

品

切

U

さ
佑

川

ロ

月

首

国

労

富

市

応

一

1

2

1

z

z
e

z

e

z

-

z

-

t

3

1

2

1

川

さ
ん
(
沖
・
支
綾
共
闘
の
剛

一

h

争
議
団
の
八
島

川

議
長
)
を
励
ま
す
一
鈍
い
.

一

hw
く
ん
の
お
父
さ
ん

沖

電

気

乃

事

努

野

こ

…

話

…

川

目

白

東
京
電
力
渡
辺

一
醐
闘

争
議
因
。
宮
司
君

-

R

I

A

-

H

一

-
認
.
や
桧
垣
く
ん
の
お

t
a

E

T

川

事
件
緊
急
竹
動
。

「撤
回
さ

一
醐

醤

唖

姉
さ
ん
が
、
亡
く

E
I
h
二

道

)

令

J
〉

ら

…

り

川

せ
る
会
」
東
京
盛
年
会
・

一

喝

な

る

な

長

し

い

岩

手

カ

ら

の

助

っ

人

知

…

川

口

5
9
j

一

4
・
、
年
末
年
始
で
し
た

川

キ
ナ
分
会
の
結
年
激
励
集
会

一
が
、
み
ん
な
元
気
に
六
年
目
の
正

刊
河
瑚
崎
輝
国

軍
i
汁
サ
B
S持
喝
酪
理
鑓

が

V

す
。
「
何
か
争
議
団
の
お
手
伝
い

菊
池
さ
ん
は
、
戦
争
で
は
、
衛
生

川
口
月
日
目
白

池
上
通
信
機
争
誠

一

:↑
ji

ll-4
聴

講

ぽ

吾

、

、

、

川

一
月
を
過
し
ま
し
た
・
会
員
の
み
な

議

言

放

ち

u
y措
置
露
盤
F
腕
…

ん

を

し

た

と

と

、
一月
九
日
カ
ら
兵
と
し
て
天
草
カ
ラ
フ
ト
へ
行

川

の
勝
利
集
金

崎

育
許
認
t
d
p;

t

B
E
E
S
E聞
属
露
目
聖

凶

F

P

・
2

h

-

a

闘殴国自国
国園
周

輯

凝

固

験

問

さ

一
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
、
年
賀
状

萱

拡

年

十

』
圃

E
E--璽
畷
綴

•. 

大
田
区
の
中
山
さ
ん
の
家
か
ら
、
か
れ
た
そ
う
で
す
。

川
ロ
月
U
日

東
芝
ア
ン
ベ
ッ
ク

司

般
向

巴
町

1
1

・冒・曹司
1

1
a'
a
a苅斗吐温

ー岬樋

弓
ノ
圃
，

.a

一
も
い
た
だ
き
、
決
意
新
た
に
が
ん

ザ

』

J
事
〆
除

議

務

判

ニ，

T
塁
を
二
つ
乗
り
継
ぎ
、
定
期
券
「
生
活
を
根
底
か
ら
、
お
び
や

川

ス
も
ち
つ
き
大
会
。

一
ば
り
ま
す
・

2も
よ
ろ
し
く
・
利
回

F
K
L
3
S
F饗
ケ

的
撃

で
、
事
務
所
へ
の
通
勤

す
・
)
で
か
す
語
、
冷
酷
無
差
ζ
と
は

川
口
月
白

菌
さ
せ
る
会
の

ヤ
幽
F
酔

h
J
i
-

-除
草
溜
憲
草
刈
絹
日
切一
喝

し

&
P
す
・

時
代
が
か
わ
っ
て
も
許
さ
れ
ま
せ

川

全

員

全

Z
E宮
鋼

、
R-Z
E

手
に
杖
を
持
た
れ
て
い
ま
す
ん
」
背
筋
を
伸
ば
し
て
の
発
言
に

山

一
九
八
四
年

-

B

 

置
腕
民

t
BE

a隆
譲
事
邑
冒
民
国

儀

勾

引

が
、
元
気

一
杯
で、
争
議
団
員
が
、
菊
池
さ
ん
の
怒
M
Uを
感
じ
る
。

川
1
月
5
白

沖
窪
田
の
軍
役
宅

ー

ペ

時

〓

圃

闘

騒

彊

忍

ぶ

聞

配
慮
し
た
の
で
し
ょ
う
か
、
事

「実
に
真
剣
に
、
仕
事
を
し
て

川

へ
喜
行
動
。

vellum""usa--覇
軍
司

・
4

所
で
は
、

日
当
り
一番
と
言
う
机
い
る
若
者
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表

川
1
月
6
日

沖
電
気
工
場
前
で

「
争
議
団
と
言
え
ば
、
殺
伐
、

の

中
山
森
夫
さ
ん
の
奥
さ
ん
(
津
で
支
援
す
る
会
の
会
員
の
住
所
盤
し
ま
す
」
と
時
々
は
、
演
説
調
の

川

新
年
の
あ
い
さ
つ
符
動
。

陰
湿
と
思
わ
れ
る
が
、
実
に
元
気
子
さ
ん
H
神
電
気
の
仕
事
差
別
を

理

や
、
全
国
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
会
話
も
混
る
菊
池
さ
ん
は
、
腕
酌
川

1
月
7
白

金
税
関
東
京
な
ど

に
朗
ら
か
に
団
結
し
て
立
派
な

都

労
委
に
訴
え
闘
争
中
)
の
お
父
募
金
な
ど
の
整
理
を
テ
キ
パ
キ
と
に
二
合
ほ
ど
の
、
日
本
酒
、
そ
れ

川

の
旗
ぴ
ら
き
に
参
加
・

も
の
だ
。
や
が
て
勝
利
も
近
か
ら
さ
ん
で
す
。
宮
深
い
岩
手
県
の
江
処
理。

さ
す
が
郵
便
局
の
事
務
、
も
、

松
竹
梅
な
ど
の
甘
口
が
楽
し

川
1
月
刊
日

支
援
宍
闘
会
議
の

ん
。
だ
か
ら
ζ
そ
老
骨
に
む
ち
う

刺
市
か
ら
冬
の
間
だ
け
、
娘
さ
ん
二
六
年
間
と
い
う
、
ベ
テ
ラ
ン
の
み
だ
と
、
目
を
細
め
ら
れ
た
。
争

山

事
務
局
会
犠
。

っ
て
、
来
て
る
ん
で
す
。」

の
洋
子
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
、
生
活
実
力
発
揮
で
す

。

機

団

の

若

者

を

見

つ

め
る
時
の
目

川
1
月
M
B
電
機
の
仲
間
の
交

菊
池
さ
ん
は
、
仲
沼
気
争
議
団

す

る
た
め
に
上
京
さ
れ
て
い
ま

岩

手
生
れ
で、

北
海
道
育
ち
の
も
同
じ
だ
a

川

流
会
(
熱
海
)

(4) 

定
年
の
男
女
差
別
を
や
め
さ
せ
た
力
で

第 58号

画

日
産
自
動
車
支
部
婦
人
部

「
子
と
も
の
扶
養
は
夫
婦
の
共
含
む
組
織
破
綾
攻
駐
車
を
受
げ
、
現

問
責
任
。
家
族
手
当
は
夫
、
夜
の
在
従
業
員
六
万
五
百
人
中
、
七
四

ど
ち
ら
が
申
摘
し
て
も
い
い
は
ず
名
と
い
う
庄
倒
的
な
少
数
組
合
で

」

す

.

と
と
ろ
が
日
産
自
動
車
で
は
十

八一

年
に
は
多
く
の
伸
聞
の
と

五
年
も
前
か
ら
申
自
問
し
て
い
る
女
支
蜜
で
、
十
二
年
に
わ
た
る
男
女

子
に
今
だ
に
支
給
が
認
め
ら
れ

差
別
定
年
の
闘
い
に
勝
利
、
そ
の

ず
、
当
の
子
と
も
た
ち
は
不
支
給
後
、
家
族
手
当
の
男
女
差
別
に
と

の
ま
ま
、

十
八
歳
を
迎
え
て
い
ま

り

く
ん
で
き
ま
し
た
.

す

。

八

二

年
に
は
東
京
都
の
「
職
場

こ
の
問
、
会
社
は
支
給
煩
麗
を

に
お
け
る
男
女
差
別
苦
情
処
理
委

三
回
も
蛮
え
、
現
在
は
「
世
帯
主
員
会
」
の
勧
告
で
一
名
に
手
当
を

に
支
給
」
と
定
め
、
「
社
会
通
念
支
給
さ
せ
る
と
と
が
で
き
ま
し

上
、
世
帯
主
は
夫
」
と
、

一
貫
し

た
。

て
女
子
差
別
を
続
け
て
い
ま
す

。

支

部
は
引
き
続
き
会
社
に
対

昨
年
十
一
月
一

目
、
私
た
ち
は
し
、
残
る
三
名
の
解
決
を
計
る
よ

と
の
闘
い
の
さ
な
か
に
亡
く
な
っ
う
交
渉
し
て
き
ま
し
た
が
、
会
社

た
坂
の
下
千
代
子
さ
ん
の
相
続
人

は
か
た
く
な
に
拒
否
の
態
度
を
と

と
も
と
も
、
つ
い
に
提
訴
に
ふ
み

り
続
け
て
い
ま
す
。

き
り
ま
し
た
。

提

訴

以
来
、
多
く
の
職
場
、
個

金
金
日
産
自
動
車
支
部
(
旧
全
人
か
ら
敵
励
を
い
た
だ
き
、
貿
任

み
な
さ
ん
の
と
支
援
を
心
か
ら
〈
連
絡
先
〉
東
京
都
渋
谷
区

金
プ
リ
ン
ス
、
今
年
か
ら
名
弥
変

を
感
じ
て
い
る
と
と
ろ
で
す
が
、

訴
え
ま
す
.

桜

丘

町

市

l
什
、
全
国
金
属

更
)
は
十
八
年
前
の
企
業
合
併
の

二
月
か
ら
は
公
判
が
開
か
れ
ま

・
訴
状
=一
O
O円
、
パ
ン
フ
二
日
産
自
動
車
支
部
宮
四
六
三

際、

労
資
一
体
と
な
っ
た
暴
力

を

す

.

0

0

円
、
と
利
用
下
さ
い
.

1
四
一
一
一
三
(
鈴
木
)

ヨ
ー...-

支援する会に入会しよう(会費 1ロ200円/月)

三九二
ヲ・ F

みぞふと
し、し、

. 、J

1984年 2月 1日

4μ

〉
川
パ

. . 、
J 

ゆ
っ
セ
い

". ¥.: w 

" 
‘， 
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労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
視
し
、
一
千
一
一
一
百

人
余
の
解
胞
を
強
行
し
た
神
電
気
は
、
現
在
も

H

話
合
い
u

に
も
応
ぜ
ず
、
社
会
的
な
怒
り
を

日
、
一
日
と
大
き
く
さ
せ
て
い
ま
す
.

二
月
に
行
な
わ
れ
た

「
集
中
抗
議
行
動
」
で

は
、
①
す
で
に
不
当
性
の
明
白
な
、
神
電
気
の

指
名
解
胞
を
直
ち
に
撤
回
し
、
七
十
二
人
を
職

場
に
戻
す
ζ
と
に
よ
り
、
争
犠
の
全
面
解
決
を

図
れ
.
②
大再
出
征
人
申
騎
に
よ
る
裁
判
引
延
し

第 59号 |発支援する会事務局

1 984 年 I ~ 事務所?オ笠三国

3月 1日 !郵便2よ42?-F1ゴ存

且竺6到|加入者名?京王子。

を
や
め
よ
・
③
共
闘
会
議
、
争
議
団
と
争
議
解

決
の
た
め
の
結
合
い
抱
否
を
直
ち
に
や
め
交
渉

を
開
始
せ
よ
.
と
支
媛
団
体
が
直
接
に
、
沖
電

気
本
社
へ
抗
援
を
し
ま
し
た
.

沖
電
気
は

H

交
渉
に
応
ぜ
ず
M

と
席
も
用
意

し
な
い
で
、
迎
続
的
に
間
押
し
か
け
た
仲
間
か
ら

の
怒
り
溢
れ
る
抗
議
文
の
読
み
上
げ
に
、
立
っ

た
ま
ま
の
姿
勢
で
聞
く
だ
け
.
相
内
電
気
の
横
暴

に
参
加
者
は
、
あ
き
れ
る
ば
か
り

人
と
金
の富

士

銀

行

沖
電
気
は
、
わ
が
国
の
経
済
、

y

ク
ア

uy

プ・

政
治
を
実
質
的
に
動
か
し
て
い
る
指
名
解
胞
に
あ
た
っ
て
は
、
作

と
冨
わ
れ
て
い
る
六
大
企
業
集
団
戦
本
部
の
「
社
長
室
」
に
特
別
に

の
一
つ
H

芙
蓉
グ
ル
ー
プ
H

に
属
人
を
派
遣
.
割
函
段
階
か
ら
深
く

レ
て
い
ま
す
.
そ
の
盟
主
が
岱
士
関
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

銀
{
句
歴
代
の
社
長
を
始
め
話
要
す
・
裁
判
の
場
で
も
、
大
量
首
切

ポ
ス
ト
に
は
銀
行
か
ら
人
が
派
遣
り
の
退
職
金
の
融
資
を
思
っ
た
よ

さ
れ
、
資
金
の
面
で
も
強
力
に
パ
り
簡
単
に
貸
し
て
く
れ
た
と
当
時

の
経
理
部
長
が
在
言
し
ま
し
た
。

ど
。

g
士
銀
行
に
対
し
て
は

n
争
畿

日

時

解

決
の
寅
任
を
と
れ
w

と
行
動
が

行

支
銀
心
積
み
雷
ね
ら
れ
て
い
ま
す
・
東
京
、

酎
鮒
埼
玉
、
群
馬
の
す
べ
て
の
支
底
へ

後

宿

の

要
請
、
東
京
総
行
動
で
も
三
度

理
新

整
は
の
本
底
抗
議
・
そ
の
な
か
で
共
闘

員

在
首

会
議
と
富
士
銀
行
と
の
話
し
合
い

も
持
た
れ
て
い
ま
す
.

期 問役職 氏 名

24.4-41.1 社長 神戸捨 ニ

町 11-53.6 /1 山 本正明

53.10にi孟 会長 山本正明

常務 宮村武夫

* 註皇室主幹 笹原信一郎

現在 専務 光安愛友

通
信
機
三
大
メ
1
カ
の
一
つ
円
近
い
史
上
飯
高
の
利
益
、
二
一
方
、
解
服
後
の
職
燭
で
は
、
の

「
支
援
す
る
会
」
に
支
え
ら

沖
電
気
工
業
(
本
社
・
東
京
橋
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
九
州
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
れ
、
行
商
や
本
社
へ
の
抗
犠
符

套
同
海
男
社
長
、
資
本
金
二

O
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
し
て
庖

(田
中
さ
ん
)
し
た
り
、

沖
動
な
ど
に
奮
闘
.

二
億
、
一

万
三
千
人
)
は
「
経
新
工
場
の
建
設
な
ど
:
・
会
社
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
八
二
年
二
月
に
は
、
支
援

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
は
東
京
地
裁
は
か
四
カ
所
の
裁
仕
事
を
取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
共
闘
会
議
が
結
成
さ
れ
、
同
月

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希

・

に
は
解
庖
四
年
の
「
文
化
の
タ

〆

/

/

ノ

ノ

ノ

ノ

/

g
一
退
職
」
襲
を
提
案
r
」
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

ベ
」
を
八
0
0
0人
で
成
功
さ

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

せ

た

.

人
に
、
七
八
年
二
月
、
大
企
判
で
も
「
指
名
解
胞
の
狙
い
は
、
ん
、

中
山
さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
裁
判
闘
争
も
第
一
の
山
場
に

業
で
は
三
井
三
池
争
犠
以
来
、
残
っ
た
労
働
者
の
意
織
改
革
を
挙
が
続
行
。
さ
し
か
か
り
企
業
に
「
首
切
り

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
艇
を
す
る
ζ
と
」
と
証
言
・
労
働
者
沖
也
気
争
議
団
の
れ
人
は
、
の
自
由
を
与
え
る
な
」
と
が
ん

強
行
・

と
労
働
組
合
を
無
視
し
て
解
題
全
国
二
四
の
県
評
、
三
千
を
超
ば
る
沖
電
気
の
仲
間
に
、
あ
な

そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
百
億
し
た
と
と
も
明
白
に
.
え
る
支
援
労
組
や
一
万
三
千
人
た
も
熱
い
波
稽
を
/

支う週三のは 二数
」動会は「沖十はこ

のとを社、神電-~月
支、強ら社電気回空一

吉訴めし会気争体芸日
え、い的が織を聞か

よて会態な交支 ζ52ら
ろい社度常渉後え還の

主まをだ撃に長き害
官;迫。柔応闘 .4a抗

いさ守じ会たい議
み ζ ららな聡 -K
なもにないで 叫体

Il!!~ II !!!l:ii:iiil::~l~!!!!日 iii;iiil:!~tl!!!l:ji日 iiij:!~ t! !!!!:ii;jiil:!!!tr!!!!::iiliij:r!!t;!!!山;日 iii::!!:r!!!!::i:iili:!!l:i!!!!:jiiiiii::!l!f!!!!:iiiiiiil:!!日!!!!:出 iii::!!lH!!!f日山 i:f!!!!!!!日!日iii:!!!日!l!m山 ii:!!!! ! !!!!::i:iii::!!!ll!!!!:ii!iiii:!!l!!!!!!:iii出1111出!!!!:日~!

決起集会• 16 3 沖・支援する会

._-!~-/íけ l匂/v. _"'~ / ん

裁対校総議委ど ぷF
持ヘポベ成禄誠;ざ

18時30分~ 専売会館ホール(港区)
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(2 ) 

山
沖
電
気
争
議
団
の
屋
代
さ
ん
の
奥
さ
ん
川

川

に

近

況

を

お

聞

き

し

ま

し

た

。

山

，隠59笥聖支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)

屋
代
美
智
子
さ
ん
但5)

|

|
結
婚
前
は
、
毎
日
必
ら
ず
憶
か
H

ば
か
り
し
て
そ
れ
も
、
笑

絡
が

い
ま
で
も
、
二
日
に
一
度
い
な
が
ら
で
す
が
、
格
闘
技
。
会

は
あ
り
ま
す
。
い
ま
、
ど
こ
と
ζ

話
で
は
、
あ
ま
り
反
応
が
な
い
か

に
い
ま
す
、
元
気
で
す
か
?

今

ら

ハ

y

ハ
y

ハ。

|

|
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
心
配
し
日
は
何
を
食
べ
た
の
?
明
日
は

て
い
た
だ
き
、
沖
電
気
争
犠
の
裁
ど
と
ど
と
に
行
き
ま
す
。
簡
単

判
も
担
当
し
て
い
る
五
反
団
法
律
に
三
分
以
内
ぐ
ら
い
。

取
務
所
の
事
務
局
員
と
し
て
、
受

付
や
経
理
の
仕
事
を
し
て
い
ま

す。

f思⑥
|寸と

lfL 
7う¥

?ヒ結
|培、場

12義
弘元

↑与妥

!誇
l
l確
実
に
甘
え
ら
れ
る
人
が
い

る
と
言
う
こ
と
自
分
と
同
じ
よ

う
に
、
考
え
て
く
れ
る
人
が
い
る

|

|
お
正
月
は
一
緒
に
い
ま
し
た
と
い
う
の
は
、
と
っ
て
も
安
心
感

が
、
ふ
つ
う
は
、
一
週
間
に
二
度
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
一
番
で
す

く
ら
い
。
二
人
で
い
る
と
H

け
ん
ね
。

* /~ f _ .6rlヲ
lσ) ;c l:!i 

|掛28
!閣玄

!事歩

九
湾
総
ぃ
九
裕
一
品
物
此
柳
川
倫
明
構
轡

V
五
反
田
法
律
事
務
所

ソ
フ

V
民
放
労
連
東
京
支
部
連
婦
人

V
運
輸
一
般
神
田
・
今
村
さ
ん

ァ

l
ベ
ッ
ト

部

ア
ク
セ
サ

リ

ー

、

帽

子

お

も

ち
。

V
高
橋
清
ま
己
ん

(東
京
)

V
中
央
区
労
協
・
田
村
啓
子
さ

V
桧
垣
鉄
雄
さ
ん
(
盈
媛
)

ス
タ
ン
プ
パ
ッ
ド
、
手
帳

、

ん

(
東
京
)
ブ
l
ッ
、
衣
類
。
み
か
ん

一
箱
。

慾
箱
な
ど
文
具
を
ダ
ン
ポ
1

V

都
教
組
・
前
回
さ
ん

(
中
央

V
及
川
博
嗣
さ
ん

(
岩
手
)
お

ル

一

箱

。

区

支
部
・
東

京

)

衣

類

。

も

ち

。

V
塩
崎
泰
子
さ
ん
(
北
海
道
)

V

有
斐
閣
労
組

(東
京
)
子

V
池
亀
さ
ん
(
芝
信
用
金
廊
)

衣
類
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
三
箱
.

ど

も

衣

獄

図

ウ

イ

ス

キ

ー

な

ど

。

19 84年 3月 1目

無職と無職が結婚して2年4ヵ月…

『苦労念んて感ug世んう』

え
る
人
か
ら
、
年
賀
の
あ
い
さ
つ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
・
ζ
れ
か
ら

も
二
人
で
、
一
日
も
早
い
神
争
議

の
勝
利
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
り
ま

|
|
何
も
苦
労
を
し
て
そ
ん
な
こ

|

|
エ
ッ
そ
う
で
す
か
。
私
は
、
す
-

と
ま
で
と
、
出
身
学
校
の
先
生
や
は
っ
き
り
判
る
よ
う
に
一冨
日
つ
ん
で

全
国
の
仲
間
の
み
な
さ
ん
、
御

友
人
に
言
わ
れ
ま
し
た
が
好
き

す

H

ア
メ
リ
カ
は
日
本
か
ら
出
て
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま

な
ん
だ
か
ら
し
ょ
う
が
な
い
で
す
行
け
u

と
言
っ
て
、
彼
に
驚
か
れ
す
。

よ
ね
え
。
の
ろ
け
か
し
ら

。

て

し

ま
っ
て
そ
ん
な
ζ
と
を
、

l
l
lE
-
R
u
'
E
I
-
-

m

'

パ
ラ
し
て
い
る
ん
で
す
か

、

イ

ヤ

+屋
代
さ
ん
が
争
犠
か
ら
七
組
目

ι
t
z凸
歩

L
ト
ご

F
L
白

、

ダ

ナ

ア

の

結

婚

と

し

て

、

全

国

の

伸
問
に

若

し

当

者

一

角

、

'

祝
福
さ
れ
、

学
校
の
教
室
で
手
作

本

|

一

I

L

-

-

会

@

酢

士

、

り

の

結

婚

式
を
あ
げ
て
か
ら
二
年

|

私
が
十
二
万
で
て
二
人
で

K
び
Y
ミ

ヒ

四
カ
弓
支
援
す
る
会
の
事
務
局

二
O
万
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
ア

ヰ
1
1
1
1
-
-
-
1
3

へ
「
子
ど
も
は
ま
だ
で
す
か
?
」

パ
l
ト
代
は
四
万
五
千
円
四
私
た

|

|
結
婚
に
際
し
て
は
、
ほ
ん
と
「
生
活
は
ど
う
で
す
か
?
」
と
た

ち
よ
り
、
苦
し
い
人
も
た
く
さ
ん
う
に
た
く
さ
ん
の
仲
間
か
ら
激
励

び
た
び
問
合
せ
が
あ
り
ま
し
た
の

い
ま
す
よ
ね
え
.
苦
労
し
て
い
る
の
言
葉
や
、
贈
物
を
い
た
だ
き
で
、
事
務
局
が
近
祝
を
イ
ン
タ
ピ

と
感
じ
た
ζ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
今
年
の
正
月
に
も
、
二
十
人
を
こ

ュ
ウ
し
ま
し
た
。

せ
ん
よ
。
彼
を
、
解
題
さ
れ
て
倒

っ
て
い
る
人
と
感
じ
た
と
と
も
あ

ま
り
な
い
ん
で
す
よ
。

たィ中
|勺閉

!寺走
1.7>'爪E
i 1広

* 
l近2;，
3タ
i風爪

|
|
六
月
二
十
六
日
が
出
産
予
定

で
す
。
大
好
き
な
H

北
の
湖
u

の

よ
う
な
子
が
ほ
し
い
で
す
。
彼
は

女
の
子
が
ほ
し
い
と
言
っ
て
ま

す
。
腕
を
組
ん
で
一
緒
に
歩
き
た

い
の
で
し
ょ
う
か
ね
え
。
生
活
で

す
か
?

争
議
団
の
み
ん
な
も
、

や
っ
て
い
る
か
ら
、
不
安
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ど
う
に
か
な
り
ま
す
。

*ノ-

1務
|局な

i争γ

ム立

i
…ゅー

祝
〈

おので室教の校学

大
国
立
看
板
事
件
、
青
春
の
軌
跡

山北孝之編

電通
えな録き幽乙{寸
るっと「そのけ 二
曾てと表く本た枚
でおも現いは|の
ありにのし、 経立
る、、自ば者 犯看
.読二 由つい罪板

労む 人 」 て 恋、を
宮人のを、人 二

に苛守八眉rJ 0 電
報、年つ年土 O 柱
社さのた有が O に

わ生 余、円は
ー やき間の手のり
、かざし歳を税札

ニなま い 用と糾と8感の闘をりがし
搬I富包争的{ 合求て

円を 録 の い い 刑 取
与と昔己銀 、 。り

風
さ
わ
ぐ日

々
の
街
角
に

中
央
区
(
東
京
)
で

支
援
連
絡
会
を
/
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作覧トH た :~
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主題 目ろ3
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守 主尺 (Jh3) i 
。大 草

二区 't 
月の :t 

|が出たんだよ
ぼ

く 紙版画

(が
ん
ば
れ
争
議
団
の
こ
ど
も
た
ち
)



沖
電
気
の
指
名
解
回
が
強
行
さ
の
伸
聞
が
門
前
で
ピ
う
に
し
て
報

れ
て
か
ら
丸
五
年
が
過
ぎ
職
場
も
告
し
た
・
小
木
曽
さ
ん
の
死
の
報

変
っ
た
.

告

は
維
が
労
働
者
の
本
当
の
昧

朝
、
私
の
職
場
で
は
、
朝
礼、

方
、
正
確
な
情
報
源
で
あ
る
か
を

唱
和
で
は
じ
ま
る
。
H

ス
ロ

l
ガ
知
ら
し
め
た
.
宮
崎
神
火
災
一
年

ン
M

「
事
実
を
も
と
に
自
ら
の
手
後
八
三
年
十
月
四
日
の
、
朝
一
斉

で
現
状
を
変
革
し
よ
う
」
「
あ
る
の
社
内
放
送
で
事
業
部
長
の
談
話

べ
き
姿
を
摘
き
何
が
重
要
か
を
考

(宮
崎
仰
の
乙
と
も
報
告
さ
れ
た

え
、
効
率
よ
く
解
決
し
よ
う
」
も
が
)
が
流
れ
た
が
小
木
曽
さ
ん
の

ち
ろ
ん
私
も
一
緒
に
悶
和
す
る
。
死
に
対
す
る
哀
悼
の
表
明
は
な
か

隣
の
職
場
で
は
朝
礼
後

「き
ょ
う
っ
た
・

も
ゼ
ロ
災
で
い
こ
う
、
ヨ
シ
/
」

3
4引
剖
剖
引
引
刈
刈
剖
州
知
出

長
軒
棋
院
議
時
割問
的
一

と
い
う一
指
差
呼
称
の
か
け
と
え
で

一
壁

掛

揖

議

m
-

労
働
者
は
震
に
散
っ
て
仕
事
に

一

い

る

か

ら

レ

弘
之

一

か
か
る
.

「意
識
改
革
」
が
目
的

「

|
|
Il
l
i-
-
-
七

の
た
め
か
、
鼠
近
は
研
修
会
が
や
私
は
妥
が
指
名
解
雇
さ
れ
た
と
る
労
働
者
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

る
の
だ
」
と
言
っ
て
い
る
と
い
う
a

る
の
に
・
「
お
前
と
は
飲
み
た
く
た
な
い
単
純
な
仕
事
を
与
え
る
・

沖
電
気
は
、
人
が
余
っ
て
い
る

た
ら
と
多
い
・

と
も
あ
っ
て
支
援
を
訴
え
る
機
会
差
別
攻
磐
が
加
え
続
け
ら
れ
て
い
私
の
場
合
の
具
体
例
は
組
合

・
会

な
い
ん
だ
と
皆
が
言
っ
て
い
る
」
労
働
組
合
に
も
普
処
を
申
し
入
れ

か
ら
な
ど
と
言
っ
て
解
雇
を
強
行

私
た
ち
が
昨
年
、
争
犠
団
と
一
が
多
い
が
、
今
職
場
で
は
、
指
名
る
・
よ
く
職
場
八
分
と
い
う
が
神
社
共
催
の
運
動
会
に
褒
の
倭
加
を
と
嘘
ま
で
一
言
い
、
さ
ら
に
「
実
は
た
・
何
回
か
の
や
り
取
り
が
あ
つ
し
た
が
、
そ
の
裏
で
新
入
社
員
を

緒
に
夏
の
全
国
行
商
の
途
中
に
富

解
屈
さ
れ
た
争
議
団
の
支
墜
を
続
電
気
の
職
場
で
は
冠
婚

・
都
祭
ま
認
め
な
い
・
E
の
職
場
の
飲
み
会
お
前
と
は
飲
み
た
く
な
い
ん
だ
」
た
が
ら
ち
が
あ
か
な
い
の
で
、
意
採
用
し
た
り
、
私
の
と
な
り
の
職

崎
県
入
り
し
て
入
手
し
た
資
料

け
る
職
協
活
動
家
を
は
じ
め
と
す
で
の
差
別
で
職
煽
十
分
と
い
わ
れ
に
は
、
実
行
奈
良
会
な
る
も
の
を
と
は
っ
き
り
言
う
・

を
決
し
て
浅
利
さ
ん
、
中
山
さ
ん
場
で
は
、
多
忙
で
解
雇
か
ら
一
カ

で
、
宮
崎
沖
火
災
で
入
院
中
の
小

、

/

る
も
の
で
あ
る
・
結
婚
式
に
急
に
作
っ
て
わ
ざ
と
診
加
出
来
な
い
よ

1
崎
別
別
判
剣
M
1湖
沼
剖
剖
剖

は
都
労
委
に
不
当
労
働
行
為
で
提
月
に
も
澗
た
な
い
時
期
に
も
う
ア

否
さ
ん
の
曜
の
報
に

Z
P妻

;

呼
べ
な
い
と
一
言
っ
て
く
る
。
人
に
う
に
仕
組
む
・

5
「
実
行

一

り

3
愛

潅

刷

嶋

一

訴
に
ふ
み
切
つ
だ
あ
れ
か
ら
一
一
ル
バ
イ
ト
が
入
つ
宍

い
た
・
な
ぜ
な
ら
我
々
も
彼
ら
が

l
冨

-

一

周

よ
っ
て
は
知
ら
せ
な
い
・
葬
著
書
章
、
読
者
の
罰
百

一
裁

か

れ

る

-

議

一

年
半
が
経
過
し
た
・

私
は
霊
気
の
こ
う
し
た
襲

入
院
中
で
心
配
な
い
と
会
社
主

-ee民言
同
じ
で
あ
る
ま
の
霊
会
を
来
る
の
だ
」
主
「
会
社
の
中
で

「

I

1

-
-
H

審
問
で
は
、
工
場
長
を
始
め
一
決
し
て
、
許
さ
れ
な
い
と
確

報
告
を
受
付
、
か
ん
口
令
が
し
か
一

J
J

E

一
一
つ
ぶ
す
、
あ
る
い
は
連
名
で
排
除
や
っ
て
も
、
職
制
機
憾
で
回
覧
し
同
じ
頃
、
東
京
工
場
で
も
、
さ
人
事
部
長
が
「
差
別
は
し
て
い
な
信
し
て
い
る
・
ど
う
し
て
隠
す
る

れ
「
情
報
が
入
り
み
だ
れ
る
の
で

定
庄
一
面
母
一
一
一
三
の
盟
国
を
す
る
、
仕
事
の
差
別
て
い
て
も
、
乙
れ
は
会
社
員
係
ま
ざ
ま
な

H

圧
力
u
l浅
利
さ
ん
、
い
」
「
仕
事
を
変
え
た
の
は
、
二
乙
と
が
で
き
さ
つ
1
票
、
不
当

会
社
か
ら
遂
次
皆
さ
ん
に
知
ら
せ

戸
p
p・
一
回
同
通
=
~
『
賃
金
の
差
別
。
私
も
同
じ
で
あ
る
.
な
い
」
と
一言
う
.
配
布
先
に
「
会
中
山
さ
ん
に
「
争
議
支
髭
す
る
も
人
の
経
験
を
生
か
す
た
め
」
な
な
指
名
解
雇
攻
撃
と
闘
っ
て
い
る

刊
一
言
兵一
一

る
」
と
の
と
と
だ
っ
た
か
ら
で
あ

山

一

一
三
三
一

私
た
ち
の
と
と
を

「
彼
ら
は
会
社

費
を
払
っ
て
も
す
」
ペ
グ
ル
の
に
は
重
な
仕
事
は
与
え
ら
れ
ど
と
強
弁
し
、
同
じ
職
場
面
く
の
に
、
家
族
が
毒
す
る
の
は
当

る
・
乙
の
乙
と
を
神
電
気
争
議
団

1
1

三

三

を
つ
ぶ
す
た
め
に
や
め
な
い
で
い

l
プ
長

・
工
場
長
な
ど
の
名
が
あ
な
い
」
と
吾
一
回
っ
て
、
半
日
に
も
満
労
働
者
の
怒
り
を
か
っ
て
い
る
。

然
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米
田
徳
治
さ
ん

(39) 

沖
電
気
八
王
子
工
場
に
勤
務

(奥
さ
ん
の
和
恵
さ
ん
が
沖
電
気
争
議
団
員
)
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h
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(4) 

裁
判
な
ど
の
勝
利
命
令
は

M
回

場鞠雪塾

鋼竃59奇曹

広
島
市
に
あ
る
高
校
教
剃
曾
出
い
.
さ
ら
に
大
日
本
盤
国
党
な
ど

版
社
の
第
一
学
習
社
は
、
一
九
七
右
翼
団
体
か
ら
は
、
「
出
版
労
連

三
年
(
昭
和
特
年
)
の
労
働
組
合
を
つ
ぶ
せ
f
」
「
社
長
/
組
合
に

結
成
よ
り
今
日
ま
で
十
年
余
に
わ
負
け
る
な
/
」
「
組
合
を
つ
ぶ

た
っ
て
、
団
交
拒
否
、
第
二
組
合
せ
/
」
「
と
に
か
く
共
産
党
が
惑

づ
く
り
、
一
年
間
で
一

O
O追
を
い
」
と
激
励
さ
れ
て
い
る
.
右
潔

越
え
る
懲
戒
処
分
の
乱
発
、
活
動
に
期
待
さ
れ
る
教
判
明
曾
会
社
と

家
の
配
転

・
解
服
、
賃
金

-w格
は
、
前
代
未
聞
・

差
別
、
脱
退

・
温
職
強
襲
、
暴
力
働
く
者
の
入
植
を
守
り
、
さ
ら

・
つ
る
し
あ
げ

・
「
村
八
分
」
な
に
、
教
秘
密
の
反
動
化
に
反
対
す

ど
の
あ
ら
ゆ
る
迦
法

・
不
当
な
紐
る
闘
い
と
し
て
、
第
一
学
習
祉
の

合
つ
ぶ
し
攻
継
を
続
け
て
い
る
・
仲
間
の
支
鐙
は
、

い
ま
、
全
国
の

解
服
者
も
四
人
に
な
る
な
ど
、
不
父
母
、
教
師
、
市
民
の
聞
に
急
速

当
労
働
符
為
の
デ
パ
ー
ト
と
な
っ
に
鉱
が
っ
て
い
る
.
「
勝
た
せ
る

て

い

る

.

会

」

や

広

島

市

内

で

の

支

援

組

織

「
子
ど
も
を
も
っ
た
女
は
、
編
も
結
成
さ
れ
た
.

刷
用
で
は
、
使
い
も
の
に
な
ら
な
い
」
第
一
学
習
社
労
組
の
仲
間
は
、

「
懸
法

・
労
組
法
は
ま
ち
が
っ
て
会
社
の
攻
撃
に
よ
っ
て
少
数
に
さ
FS

い
る
」
と
、
第
一
学
習
会
は
、
裁
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
(
過
半
数
島
町
一
七
l
三
、
(
株
)
第
一
学

判
所
や
地
労
援
で
の
三
四
回
に
も
↓
叩
人
弱
)
、
「
人
間
の
尊
厳
の
潤
社
、
松
本
前
社
長

及
ぶ
労
働
者
側
の
勝
訴
を
、
軽
視
回
復
と
民
主
的
な
教
制
相
官
」
め
ざ
〈
激
励
宛
〉
広
島
市
西
区
楠
木

・
熊
視
し
「
広
島
地
労
委
は
企
図
し
て
、
今
日
も
脊
闘
し
て
い
る
.

町
一
丁
目
七
l
一
O
出
版
労
迎

で
も
段
低
」
と
暴
言
を
吐
き
続
け
、
あ
な
た
も
、
勲
い
迎
稽
を
/

第
一
学
習
社
労
組

雷
O
八
ニ
ニ

判
決
な
ど
に
従
お
り
と
し
て
い
な

〈

抗
議
宛
〉
広
島
市
中
区
西
臼
九
二
五
五
一
五
.

(31) 

固

支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)

第
一
学
習
社
労
組
踊み

品
川
区
の
オ
ル
グ
を
担
当
し
て

り
、
今
で
も
時
々
部
屋
で
つ
ま
淵
押
さ
し
い
人
」
な
ん
だ
そ
う
で
す
・

鍾
味

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
l
・
ボ

山

川

/

い
ま
す
が
、
こ
乙
数
カ
月
ば
か
り

い
て
い
ま
す
・
当
時
十
万
円
も
す
好
物
は
H

煮
も
の
M

だ
と
い
う

ウ
リ
ン
ク
す
パ
イ
パ
ル
)

川

M

，F一

統
一
労
組
懇
港
区
専
従
の
ア
ル
パ
る
ギ
タ
ー
も
買
い
ま
し
た
が
、
そ

と
と
な
の
で
、

制
連
と
お
酌
の
う

そ
の
他

た
ば
乙

(O)
酒
(O)
川川

1
月
刊
日

沖
電
気
全
国
弁
護

、l

イ
ト
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
・

2
現
在
お
し
げ
も
な
く
妹
に
借

ま
い
お
嫁
さ
ん
が
よ
ろ
し
い
ん
じ

ス
キ

!

ス
ケ
ー
ト
可
血

H川

団

会
議
.

町

ス
リ
ム
産

に

も

の
静
か
な

し
、自
分
は
き

l
で
が
ま
ん
や
な
い
で
し
ょ
1
か・

液
型

A
塑
乙
女
座
。

川
1
月

日

大
留
の
中
で
底

編

性
格
で
す
が
、
組
合
の
大
会
な
ど

友

人
目
く
「
高
橋
の
趣
味
は
労

年
齢

差

q
Z星
説

。
ど
ん
な
女
性
が
好
き
り

川

宮

本

社
抗
披
露
-

害

底

で

の

力

強

く

、

ま

と
ま
り
の
あ
る
働
運
動
と
選
挙
/
そ
れ
か
ら
テ
レ
身
長

一
七
日
・
霊
号

明

る

い

人・

川
1
月
幻
自

東
京
護
団
主
儲

M

訴
え
に
は
定

Z
Zす・
ビ

霊

に
ち
が
い
な
い」

出
身
新
潟
県
松
之
山
町

。
タ
レ
ン
ト
で
言
う
と

川

の

露

軍

雲

-

M
B聴

会
社
に
い
た
時
、
友
人
と
ク

ラ

替

の

彼

女
。
の
雷
葉
を
か
り
る

・県
立
松
代
高

等

学

校

酒

井

和
歌
子

・
斎
藤
慶
子

川
1
月

μ日
浅
利
・

中
山
さ
ん

…

を

シ
y
ク
ギ
タ
ー
の
サ
ー
ク
ル
を
作

と
「
お
も
い
や
り
が
あ
っ
て
七

震

父
母
、

2、
妹
、
妹
・

州

都

労

霊
的

川
1
月
刊
四
日

神
争
議
崎
玉
支
援

…
者

'
4
1
7

3
r

…

共
闘
会
議
の
幹
事
童
話

…
身

F
一
、轟
V
7
1
i
手

…
1

町
民

支
襲
開
会
議
の

虫

'
J
A
尚
一
括

4
d
肱
可

j
m繍
謝
調
副

圃

選

ん

川
容
量
-

一
例
法
賢
一
，
F
Z裕
樹
摩
川
孝
…

2

訂へ-説的吋

…

誤

ベ

J
J
J

・ョ
ト7
M
U滝
口
一
ト
ぃ
橋
口

γ
日

議

室

沖

支

罷

宅

'

・

~乏

園
町

叫

喝

浦
野
、

b議
事

曲

、

ご

明

川

慶
す
る
会
で
鎚
会
・

唱

7
4重
~
・

ι下
u
h

総
総
凶
E
4
A
込

議

畑

出

国

間

川

2
月
7
目

白

交

総

連

日

一

細

川

思

、

三

4
・
圃
司
可
悶
際
路
開
緩

3
a
t

川

論
集
会
に
器
・
カ
ネ
ミ
油

.，

¥¥¥¥一

，E
司

』

.

川

脂
昼
休
み
集
会
.

川
2
角
8
臼

倉
持
議
長
が
死

川

去
.
全
飼
保
東
京
で
沖
争
犠

h
F

五
O
人
を
と
え

酬

川

支
援
と
辿
裕
の
集
会
・

伽幽
V

る
争
議
団
の
子
ど

…

新

任

に

国

労

東

京

の

川

2
月
ヲ
白

金
属
一
織
械
総
行

寝

付
紅
一
い
…

伊

藤

俊

男

さ

ん

…

2
M

m
自

費

支

要

望

a喫
u'

川

川

織
の
結
成
総
会
.

aE『
た
ち
に
激
励
の
ブ

川

国
鉄
労
働
組
合
東
京
地
方
本
部
は
、
組
織
を
あ
げ

川

ー

レ
ゼ
ン
ト
が
届
き

川

て
沖
電
気
闘
争
に
取
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
今
度
、

川

川

は
じ
め
ま
し
た
・
争
犠
団
の
市

川

退
職
さ
れ
る
増
田
市
応
さ
ん
に
替
っ
て
、
後
任
は
、

川

川

川
美
佐
子
さ
ん
流
産
・
倉
持
議

川

伊
藤
俊
男
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
国
鉄
マ
ン
=
一
十

川

川

長

死

去

・

な

ど

の

悲

し

い

荒

五

年

の

ベ

テ

ラ

ン

で

、

器

あ

る

口

調

も

定

評

・

勝

川

川
告
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の
元

川

利

の
レ
1
ル
で
H

全
員
職
場
復
帰
を
，f
が
新
任
の

川

川

気
な
姿
は
う
れ
し
い
も
の
で
す
J

弁・

川

会
A
Z議
E
買
が
亡
く
な
一
ネ
売
。

海

了

、

き

で

モ

台

強

い

+

あ

い

さ

つ

な

さ

ラ

た

ば

か

い

勺

な

仇

に

・

:

・

1984年 3月 1日

、
左
門
誌
立
へ
人
出

「
日
東
芝
は
よ
く

沖
一
背
信
?
で
一
と
+

E

'

。

に

し

之

い

た

ん

と

司

£

じ

に

崎

が

志

っ

く

七

い

ou--4ま
し

た

。

⑪ 

…
気
支
援
共
闘
会
議
・
議
長

…
澗
倉
持
米
一
さ
ん
急
死

二
月
八
日
、
沖
闘
争
の
会
織
に
死
に
一
日
も
早
い
勝
利
で
答
え
た

出
席
の
泊
中
、
心
筋
硬
盤
で
急
死
い
も
の
で
す
.
中
小
企
撲
を
主
戦

さ
れ
た
、
倉
持
さ
ん

a

辰
後
ま
で
場
に
、
労
働
者
の
生
語
と
指
利
を

沖
闘
争
を
心
痛
さ
れ
な
が
ら
の
戦
守
り
、
六
十
三
年
の
生
涯
. 1月 31自の 共 闘会 蟻 僻事 会 で

活躍 中の倉持さん

共闘会議・副議長

212 

川
2
月
“
日

熊
谷
裁
判
.
東
閉
山

川

渡
辺
郁
件
の
決
起
集
会
.

川
2
月
刊
固

定
例
、
神
電
気
工

川

場
前
の
宣
伝
行
動
(
争
議
団

川

と
レ
て
ニ

O
三
回
目
)

川
2
月
日
間
日

名
村
造
船
争
議
の

川

早
朝
寝
伝
に
診
加
.

川
2
月
げ
日

東
京
総
行
動
.
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東
京
地
方
様
判
所
が
『
積

権
和
解
』
(
会
社
と
の
話
し
合
い
)

を
勧
告
i
l
l
之
れ
か
ら
か

支
掘
の
見
せ
と
之
ろ
だ
。

4眠、

通
信
銀
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
円
近
い
史
上
最
高
の
利
益
、
二
一
方
、
解
回
叫
「
後
の
職
場
で
は
、
の
「
支
鐙
す
る
会
」
に
支
え
ら

沖
電
気
工
業
(
本
社
・
東
京
橋
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
九
州
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
れ
、
符
商
や
本
社
へ
の
抗
議
行

本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二
O

に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
し
て
庖
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
沖
動
な
ど
に
奮
闘
・

二
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
新
工
場
の
建
設
な
ど
i
・
会
社
争
犠
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
八
二
年
一
一
月
に
は
、
支
度

営
危
機
だ
、人
が
余
っ
て
い
る
」
は
東
京
地
裁
は
か
四
力
所
の
毅
仕
事
を
取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
共
闘
会
識
が
結
成
さ
れ
、
同
月

と

称

し

て

、

千

五

百

人

の

「

希

・

に

は

解

服

四

年

の

「

文

化

の

タ

，F
/

〆

〆

ノ

ノ

ノ

ノ

望
退
職
」
募
集
を
山霊
乙
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

べ
」
を
八
O
O
O人
で
成
功
さ

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

一

一

一

百

せ

た

・

人
に
、
七
八
年
一
一
月
、
大
企
判
で
も
「
指
名
解
題
の
狙
い
は
、
ん
、
中
山
さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
裁
判
闘
争
も
第
一
の
山
場
に

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
残
っ
た
労
働
者
の
意
織
改
革
を
挙
が
続
行
・
さ
し
か
か
り
企
業
に
「
首
切
り

約一一

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
胞
を
す
る
と
と
」
と
証
言
。
労
働
者
沖
電
気
争
議
団
の
川
人
は
、
の
自
由
を
与
え
る
な
」
と
が
ん

強
行
・

と
労
働
組
合
を
無
視
し
て
解
庖
全
国
二
四
の
県
際
、
=
一
千
を
趨
ば
る
沖
電
気
の
伸
聞
に
、
あ
な

そ
の
後
の
柿
仲間
叫
気
は
、
百
億
し
た
乙
と
も
明
白
に
・
え
る
支
援
労
組
や
一
万
三
千
人
た
も
熱
い
連
帯
を
/

畠
V

神
電
気
争
犠
団
で
は

刷

、

ー

、

後
の
勝
利
ま
で
戦
い
ぬ
き
ま

弘
潟
V

メ
ー
デ
ー
用
の
叩
子
の

明

曹

司

『

&
B
-
F

し
よ
う
.
心
よ
り
支
援
し
ま

緩
穏
噸

販
売
摂
し
て
い
ま
す
。

附

骨

紅

明

3
7
l
d
す・

イ

御
警
は
早
固
に
・

5

・4-ア

@
問
中
主

ん

(神
奈
川
)
池

治

療

京
近
辺
の
み
)

州

国

唱

の

J
f
E
E

貝
の
支
捜
す
る
会
で
は
パ
Y

4gE刊

明

a
l
H
H
R
d
d
e
p

・EY

…

…

+
き
た
が
わ
て
っ
さ
ん
明

、
開
悼
か

J
?
d
V

チ
の
販
売
を
し
て
い
ま
す

し
て
殺
判
で
の
母
問
は
続
げ
ら
れ

h
島

P
が
ソ
ノ
シ
i
ト
と
力
ラ

M

，
，
F

，
‘

が
、
沖
で
も
ど
う
で
し
ょ
う
。

ま
す
・
法
廷
闘
争
の
勝
利
は
、
連

活

眠

l
写
真
集
で
つ
づ
る
附
@
奥
田
久
敏
さ
ん

(
大
阪
)
払

@

=
百
村
久
吉
さ
ん
(茨
滅
)
特

動
が
鎚
だ
」
と
支
盤
の
強
化
を
訴

「日
本
国
惣
法
的
文
」

川

込
通
知
県
を
キ
チ
ン
と
送
つ
に
長
か
っ
た
冬
も
よ
う
や
く

占

え

ま
し
た
・

給

湯

を
出
版
・
九
八
O
円
(送

附

て
下
さ
い
・
尉
政
的
な
裏
付
和
ら
い
で
い
ま
す
・
季
節
の

j

N
 

』

f

抽
出
会
で
は
、
生
協
会
館
に
働
く

第
二
部
は
、
神
電
気
争
犠
回
の

d
溜咽
可
制
は
こ
0
0円
)
・
支

m

げ
が
な
か
っ
た
ら
闘
い
に
展
変
り
白一
に
く
れ
ぐ
れ
も
体
を

'
d
伸
問
に
よ
る
神
電
気
の
裁
判
闘
争
高
屋
修
さ
ん
と
は
、
岩
手
大
時
代

ト

綾
す
る
会
で
も
注
文
を

山

望
が
持
て
な
く
な
る
の
で
、
大
切
に
し
て
下
さ
い
・
睡
眠

シ

の

w
護

裁

判
u

で
、
「
解
雇
し
か
お
喜
号
、
い
ま
で
も

欝

受
付
て
い
ま
す
-

N

お

忘

れ

な

く

。

を

十

分

に

と

っ

て

下

さ

い

・

、

な

け

れ

ば

倒

産

・
人
が
余
っ
て
い
一
緒
に
演
奏
時
間
付
を
す
る
と
い
う

説
明
司
争
会
員
の
み
な
さ
ん
、

w

@
吉
根
川
み
ち
代
さ
ん
(
和
歌

・
・
・
・
・
・
・
・
回
目

F

る
宮
と
は
な
く
、
ま
っ
た
く
不
き
た
が
わ
て
っ
さ
ん
の

n
愛
・
平

ぬ

V
会
費
の
納
入
を
忘
れ
て
州
山
)
い
つ
も
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

圃

闘

闘

闘

酬

圃

闘

襖

一

当

で

あ

る

ζ
と
を
き
ま
レ
た

-
T
R
u
g
-と
く
に
三
月

明

嚇

い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か

W

送
っ
て
く
れ
て
ご
く
ろ
言
明
悪
事

B
E圃四
V

F

五
人
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ブ
γ
ツ
ケ
二
十
日
発
売
の
百
本
国
霊
前

一

転
居
の
人
は
、
住
所
変

山

ま

で
す
。
こ
の
磁
な
実
務
的
岡
山唱

JW

圃
園
調

同

・

A

皆

川

周

波

竺
圃
・開
W

J

本
番
と
見
え
な
い
ぐ
ら
い
立
派
な
文
」
は
、
政
党
法
、
警
の
改
悪

艶

伊

更
の
連
絡
も
よ
ろ
し
く

川

な
ζ
と
の

霊

祭

、

信

頼

園

清

竺

・

・

F

一

号
、
大
き
な
拍
手
を
う
け
ま
な
ど
を
た
く
ら
詰
曽
根
富
へ

者

+

「
は
た
ら
く
」
編
集

ご

臣

、

高

君

主

で

大

愚

盟

国

軍

一

し
た
・

の
怒
り
の
輪
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
-

…
P

部
で
は
、
全
国
の
み
な

W

切
な
ζ
と
だ
と
思
い
ま
す
・

圃

沼

制

面

園

調

E

F

続
い
て
裁
判
の
現
状
を
報
告
し
各
地
減
の
喜
龍
一
組
織
か
ら
千

代

置

卿

さ
ん
か
ら
の
「
声
」
を

叫

が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
・

剛

山

恥

満

面

閉

l
山
u

r
-
-
た
清
水
恵
一
郎
先
生
(
弁
護
士
)
回
(
小
川
さ
ん
)
量
(
坂
入
さ

骨

募
集
し
て
い
ま
す
・
ア

W

@
盟

主

ん
(
干
葉
)
は
た

・

E

周回、，

，J「和
解
(
語
し
合
い
)
と
並
行
ん
)
の
報
告
も
露
で
し
た
・

ド
パ
イ
ス
も
よ
ろ
し
く
ご
く
署
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

E
-
Rh

山

反
政
府
運
動
の
配
事
l
と

つ

@
沖
電
気
争
議
支
媛
・
港
区
共

霜

劉

樹

一

時

時

(
有
香
交
通

4
U
U
U
J

Y

同
時
5

持
/
政
党
法

語
一
一
一
一
刊
誌
な
れ
し
一
刊
誌
一
!
?
品
計
十
二
時
一
心
郡
山
町
一

1
1
l
P
I
l
l
i
-
-
1
1
1
4月
日
日

八
王
子
地
区
の
神

・

尚

時

初

分

政

党

の

目

的

や

要

件

な

ど

を

法

政

党

に

国

が

金

を

出

す

代

わ

り
に
政
党
の
要
件
と
し
て

「所
属
国
会

州

日
も
早
く
、
職
働
復
帰
で
き

四
団
体
、
名
称
を
連
絡
会
議

4
月
6
白

神

電
気
東
京
工
場
包
支
援
す
る
会
の
学
習
会
同
時

4
月
U
B
都
労
委

・
第
氾
回
審

律
で
定
め
、
違
反
す
る
政
党
は
露
政
党
を
規
制
し
よ
予
と
い
う
も
の
議
員
が
三
十
五
人
を
超
え
る
と
ま
す
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
共
闘
会
犠
へ
と
闘
う
体

図
デ
モ

畑山時
5

4

月
凶
自

国
電
・
田
町
駅

宣

伝

問

問
時

smM時
。

め

ず

、
取
り
締
ま
ろ
う
と
い
う
も
で
、

政
治
腐
敗
の
根
絶
と
は
お
よ

と
」
な
ど
、
結
社
の
自
由
を
否

定

、

も

、

み
ん
な
の
力
で
明
る
い
制
を
作
り
ま
し
た
・
総
会
で

4
月
9
日
浅
利
・
中
山
さ
ん
仕

行
動
(7
時
ぬ
分
1
8
時
ぬ
分
)

5
月
刊
日

八
王
子
裁
判

旧
時
の
・

自
民
党
・新
自
由
連
合
が
「
政

そ

無
関
係
で
す
・
自
民
党
が
昨
年
少
数
政
党
を
抹
殺
し
ょ・

2
」
し
て
子
ど
も
た
ち
に
・

は、

各
争
議
の
勝
利
と
地
域

差
別
事
件
の
第
げ
回
審
問
・

4
月

n日
沖
争
議
団
の
家
族
会

5
ロ
時

治

倫

理
確
立
」
を
口
実
に、

政
治

五
月

ま

と

め

た

「

政

党

法

要

綱

」

い

ま

す

・

由

清

水
昇
さ
ん

〈
広
島
)
会
費
共
闘
の
前
進
も
醤
い
合
い
ま

化君
1M‘t二

tニーを
もち

@
中
里
淑
子
さ
ん
(
北
海
道
)

「
は
た
ら
ζ
婦
人
の
中
央
集

会
」
(
東
京
)
で
ゼ
y
ケ
ン

を
つ
け
た
沖
電
気
の
婦
人
た

ち
、
元
気
で
う
れ
し
か
っ
た

で
す
.

。
矢
部
文
俊
さ
ん
(
長
崎
)
毎

日
と
く
ろ
う
さ
ま
で
す
.
要

が
同
じ
よ
う
な
立
場
に
た
た

さ
れ
、
身
に
つ
ま
さ
れ
て
い

ま
す
.
ど
う
ぞ
ζ
れ
か
ら
も

が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
.

@
下
回
多
美
子
さ
ん
(
東
京
)

い
つ
も
勇
気
づ
り
ら
れ
る
新

聞
の
脱
税
料
に
し
て
は
ニ

O

O
円
は
安
す
ぎ
る
な
あ
、
と

思
い
な
が
ら
も
一
口

(
ニ
O

O
円
)
ど
ま
り
を
、
お
許
し

下
さ
い
.

@
高
官
官
志
晃
さ
ん
(
沖
常
気
争

議
団
)
2月
6
目
、
私
と
出

身
が
同
じ
だ
っ
た
船
腹
覧
明

(
ず
付
予
ケ
あ
き
ら
)
.

抑
制
出
身
、
引
歳
)
く
ん
が
、

マ
ン
シ
ョ
ン
投
身
自
殺
し

た
.
彼
は
、
神
電
気
品
川
工

場
に
鋤
務
し
て
い
た
が
、

明何

年
の
「
合
理
化
」
で
指
名
解

庖
通
告
さ
れ
た
二
八
六
人
の

一
人
で
す
.
就
職
難
が
原
因

と
の
ζ
と
。
彼
の
死
に
、
沖

争
議
の
勝
利
で
答
え
た
い
.
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滞
応
対
鉱

もも
晶E

開 60号

清
水
恵

一
郎
弁
護
士
に
聞
く

支媛する会に入会しよう (会費 1ロ200円/月)

線
、
秘
u

機
織
品
wvφ
品切
@
@
A
W

V
全
港
湾
東
京

鈴
木
光
男

さ

さ

ん

子

ど

も

衣

類

・

さ

ん

衣

類

と

入

学

の

お

祝

ん

ス

l
ツ
一
種
・

V
日
本
共
産
党
港
地
区
委
員
会

V
全
労
金
大
竹
公
子
さ
ん

V
お
茶
の
水
総
合
法
律
事
務
所

新

堀

さ

ん

ス

1
ツ
一
一
着
・
子
ど
も
た
ち
へ
入
学
の
お
祝

小
訟
み
ゆ
き
さ
ん
サ
ン
ト

V
一
橋
大
学
大
学
院
の
有
志

V
荒
木
質
市
さ
ん
(
山
形
)

リ
l
ロ

イ

ヤ

ル

一

本

.

ウ

イ

ス

キ

ー

ω本
.

お

禰

(

六

升

・
男
山
)

守
民
放
労
連
東
京
支
部
連
・

嫡

V
七
僚
さ
ん
(
東
京

・
国
立
)

守
全
信
労

会

沢
さ
ん
衣
類

人
部

衣
類
・

古
本
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
5
箱
-

V
全
金
・

三
贋
糟
工
駒
形
さ

V
中
央
法
規
出
版
山
田
光
子
守
日
本
信町
民
銀
行
関
町
好
子

ん
本
一

五
O
冊

1984年 4 月 1日
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会一ー一「企売上高

。一一-0受注高

'77 ，. '75 

っ
た
く
な
か
っ
た
と
と
を
、
集
大

成
し
た
上
申
量
曹
を
ま
と
め
上
げ
、

二
月
二
十
二
日
、
東
京
地

W

会
社
側
粧
人
を
う
ち
切
り
、
原
告

裁
民
事
VET
-
部
(
渡
辺
昭
裁

問

代

表
の
中
山
旺
人
を
採
用
す
る
よ

判
長
)
で
、
沖
電
気
指
名
解

山…

う
に
申
摘
し
、
裁
判
所
の
判
断
が

雇
撤
回
裁
判
の
今
後
の
進
め

附

求

め

ら

れ

て

い

ま
し
た
・

方
一
か
話
し
合
わ
れ
た
渡
辺

制

そ
の
結
果
が
、
「
中
山
旺
人
を

裁
判
所
長
は

「①
原
告
、
被

制

採
用
し
、
審
理
と
並
行
し
て
和
解

告
の
双
方
に
対
し
、
職
椴
で

州

の
話
し
合
い
を
進
め
た
い
」
と
い

和
解
交
渉
に
入
る
と
と
を
働
制

l
ー
な
ぜ
東
京
地
裁
で
「
職
川
の
進
行
を
に
ら
み
な
が
ら
、
裁
判

う
ζ
と
だ
っ
た
の
で
す
.

告
(
交
渉
に
応
じ
る
か
否
か

糊
権
和
解
」
が
、
裁
判
所
か
ら
勧

川

所
前
で
の
ピ
ラ
入
れ
や
要
騎
行

官
同

m
m
t
M
1
1
A

を
=
一
月
二
十
八
日
に
回
答
す

附

言

れ
た

の

で

し

ょ

う

か

辺

、

そ

し

て、

支
援
共
闘
会
織
と

E

第

一
回
の

和

解

交

=

る
と
と
)
③
和
解
交
渉
に
入

W
E
三三一三
三
三
E
三
Z
E
-
-
Zミ
-Z
一三
主
一三
九
レ
て
の
申
し
入
れ
も
行
い
、
裁
判
一
一

iB
O
B
-
-
I
h
-
-

l
l
ζ
れ
ま
で
の
審
理
の
内
山

首
切
り
当
時
の
経
蛍
状
況
が
、
な
わ
れ
た
の
か
と
い
う
点
を
中
心

一
一
渉
は

5
月

引

目

、

一一

っ
て
も
、
裁
判
は
並
行
し
て

制

乙
の
闘
い
の
全
体
の
到
達
点
に
所
を
社
会
的
に
包
み
込
ん
で
き
ま

一
一
、
2
l

J

;

|

一一

容
を
上
申
書
に
ま
と
め
て
、
裁
川

=一
O
O名
の
指
名
解
屈
を
合
む
一
に
進
ん
で
来
ま
し
た
・
(
人
員
整

進
め
る
宝
歪
側
の
証
人
の

W

か
か
わ
る
問
問
だ
が
、
裁
判
の
状
し
た
・
会
社
側
も
ひ
と
り
で
も
多

=

“

時

か

ら

東

京

地

=

判
所
に
提
出
さ
れ
た
と
い
う
と

~

=
一五

O
名
の
人
民
態
調
唱
を
強
行
し
理
の
必
要
性
及
び
回
避
努
力
)
神

採
否
は
、
原
告
の
中
山
森

三

況

か

ら

い

2、
「
和
解
」
室
長
人
を
採
用
さ
せ
よ

2喜
一
一
裁
で
行
な
わ
れ
ま
一
一

と
で
す
が
、
裁
判
で
は
、
ど
う

川

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
乙
ろ
ま
で
電
気
の
首
切
り
が
も
う
け
の
た
め

(争
議
団
代
表
)
証
言
の
後

間

し
が
出
る
前
と

J
つ
の
ま
、
首
切
こ
喰
い
下
が
っ
て
、
た
と
ζ
ろ
で

一一

一

。

一

一

、
う
と
と
が
、
審
理
さ
れ
て
き

川

追
い
込
ま
れ
て
い
た
の
か
、

そ
う
の
も
の
で
あ
り
、
ひ
と
り
で
も
多

お

b

4

4

b

一一

す
。

一一

b

に
決
め
る
」
と
述
べ
た
.

締

り
当
時
の
経
蛍
状
況
に
関
す
る
会
す
.
私
た
ち
は
、
会
社
側
の

EE-
-一
ー

一

一

た
の
で
し
ょ
う
か
.

川

だ
と
し
て
も
、
首
切
り
を
避
け
る
く
の
首
切
り
を
避
け
よ
う
と
す
る

H

五
年
間
の
裁
判
闘
争
の
前

倒

社
側
証
人
が
四
人
終
了
し
た
段
階
て
首
切
り
の
必
要
な
ど
ま

=EEEZZE--

努
力
が
ま
っ
た
く
な
さ
れ
て
い
な

進
が
、
和
解
の
勧
告
を
引
き

怖

で
沖
電
気
は
さ
ら
に
、

「事

別

i
t
E
l
i
g
i
--
BEEtEl
iti
s
t
-ti
t--

か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

V

淵
和
地
区
で
、
国
鉄
に
働
内

判
例
上
厳
L
〈
制
限
さ
れ
て
い
る
聾
理
解
雇

(指
名
解
雇
)

持

州

出
し
た
u

わ
た
し
た
ち
は
、

ω
・
製
品
別
の
証
人
事
べ
ろ
」
と

一整
理
解
雇
し
な
け
れ
ば
な
り
な
い
ほ
ど
の
経
営
危
機
に
遣
い
込
ま
れ
て

い

い

ま

す

・
受
注
事
売
上
高
の
伸
制

結

成

伸

聞
は
約
一
千
へ
そ
れ
ぞ
れ
岬

ζ
の
事
に
確
信
を
持
つ
と
同

悦

要
求
し
て
き
ま
し
た
・
私
た
ち
ま
、

た
か
。
(
必
要
性
)

長
ぶ
り
、
残
業
の
増
加、

新

工

場

人

口

属

し

て

い

る

労

組

の

遣

い

を

乙

相

時
に

「七
十
一一
人

翁

ゑ

霊

祭

一

毒

症

人

を

喜

一

時

汗

避

け

る

た

め

の

あ

お

る

経
営
努
力
が
行
わ
れ
た
か
。

重

計

画

そ
し
て
経
理
傑
作
…
…

班

川

尻

え
沖
電
気
争
議
を
早
期
に
完

…

腫
七
十
一
人
、
配
転
拒
否
解

糊

し
た
段
階
で
い
ち
早
く
、

全

国

署

一

労
働
組
合
と
の
話
し
合
い
は
充
分
に
尽
く
さ
れ
た
か

@

に

よ

る

利

益

隠

し

ゃ

首

切

り

の

裏

州

全

勝

利

さ

せ

よ

う

一
|

|
ζ
れ

ま

前

-

(労
使
協
同
掴
の
手

続

き

)

拘

円

M

巴

4
JE

附

随
一
人
)
の
全
員
職
場
復
帰
」

制

名
を
取
り
組
み
、
「
講
習
量

一整
理
解
雇
基
準
及
び
人
選
は
、
維
が
見
て
も
納
得
の
い
く
内
容
に
な
っ
て

で

新

入

社

員

の

筆

活

動

を

し

て

い

1

孝

一U
U圃
で

励

ま

す

会
(
支
慶
す
る
会
)

仰

の
た
め
に
支
援
を
強
化
し
ま

慨

し

は
や
め
さ
と
い
う
問
l
=一、

る
か
。
(
基
準

・
人

避

の

合

理

性

)

い

た

ζ

と

な

ど

、

客

観

的

な

事

実

柑

司

da

は
、
浦
和
電
車
区

(会
員
は
二

W

し
よ
う

-

woos
-=ハ

万
人
分
を
裁

コ
れ
れ

れ

州

印

刷

ト

目

立

V
一
項
目
に
で

も

違

反

し

て

い

れ

で

不

言

葉

レ

神

電

気

…

浦

匡

+

舎

が

中

心

で

し

た

が

…

判
所
と
活
気
に
提
出
し
、
裁
判

ZEB
-

-

i

i

i

i

i

i
t

を
大
き
く
押
し
込
ん
で
い
ま
す

.
-H
b
R
j

凶

・

・

二
月
二
十
五
日
に
「
励
ま
す
会
、
前

的

。
泊
四

円
仁

川
岨

司

国
鉄
淵
和
班
」
を
結
成
し
ま
し

W

…

園

掴

盟

た

j
浦
和
軍
区
芸

は

…

州

b
R
霊

園

F
b

昨
年
八
月
か
ら
、
沖
電
気
争
議
一
-

剖

1
1

3
1

U
釦

・

回
と
の
共
同
ピ
ラ
を
作
り
、
月
柄

叫
す

哨げ

la

一
回
の
駅
頭
宣
伝
を
成
功
さ
せ

w

w

h
p

‘ad

て
お
り
、
今
回
の
結
成
で
、
運
州

問

ま

加

温

寧

動
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
い
と

州

制

官

'

噛

・

決

意

し
て
い
ま
す

.
s
-

w

E
m刷

岨

『
渦

姐

(

国
労
・
浦
和
電
車
区
武
笠

押

切

1
1
1
S

伊
J

凶
噌
ぷ

，

FUE

村

F
I
‘

i
iし

秀
也
)

仲

d
r
o刷
支
部
だ
よ
り
事
軍
主
主
主
主
主
王
者
ま
主
主
古
毛
手
主
主
主
幸
主
主
主
か
主
宰
宅
手
韮
か
革
、

憧
円
脚2
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東

京

地

方

裁

判

所
皇

軍

は

ア

ジ

ア

で
何
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し

た
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か

ZデZPヂJオレ竺季編

圃君主
で強るの"い 時

雪面そ雲量皇 4ミ三
いの依は葉重ド

烈が 一騎ア が労ネ
の iW!つ ぷジ 怨働シ
木め 一品ア念 を ア
重量奇つ註で を強で

に 四 何持いは
一戦=主主をつら

争度乏してれ今
二未と?た 諮 た日8体戦 'ぜか ら 「で
験争 ~~ ;i れロも

円君議事章受よ塁
必返さ心 ζ シ m
読す れ にのヤ占

畠器三公害 Z宅



行
な
わ
れ
て
い
た
・
独
協
大
学
ニ
た
い
か
ら
?
」

塾

の

と

と

が

、

話

題

に

な

っ

て

て

い

る

@

地

域

と

家

庭

と

を

密

着

吋
zi---i
・

年
の

F
子
さ
ん
は
、
ジ
ー
パ
ン
の

F
子
さ
ん
は
ポ
ツ
ポ
ツ
と
話
す
久
し
く
、
い
ま
「
教
育
改
革
」
が
し
た
塾
作
り
を
め
ざ
し
て
、
親
と

一
二
つ
の
教
室
で

ω人
と
い
う

…

ひ
ざ
の
上
に
キ
チ
ン
と
両
手
を
お
「
大
企
競
は
大
学
を
選
別
す
る
か
問
題
に
な
っ
て
い
る
.
鼠
近
「
盛
子
ど
も
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
試
み
た

一
乙
の
学
習
塾
は
「
分
か
る
学

…

き
、
緊
張
し
て
高
編
さ
ん
か
ら
塾
ら
就
職
が
む
ず
か
し
い
、
で
き
れ
を
私
立
学
校
と
し
て
認
可
す
る
と

puて
い
る
・

一
習
・
楽
し
い
学
習
」
を
ス
ロ

…

厄
除
り
大
師
と
し
て
知
ら
れ
る
の
方
針
を
聞
く
・
ば
教
職
課
程
も
と
り
た
い
が
、
サ
と
で
、
日
本
の
教
育
の
確
立
を
」

写
真
を
と
る
た
め
に
、
塾
の
者

一
l
ガ
ン
に
子
ど
も
の
た
め
の

…

西
新
井
大
師
(
東
京
・
足
立
区
)

「

た
ん
に
教
訓
糾
曾
に
従
っ
て
教

1
ク
ル
活
動
も
し
た
い
し
」
(
獲
部
昇
一

・
上
智
大
教
授
)
と
板
の
前
に
立
っ
て
も
ら
っ
た
が
、

…
教
育
活
動
を
続
け
て
い
る
.

か
ら
十
分
ほ
ど
歩
い
た
と
乙
ろ
に
え
る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
「
あ
な
た
は
、
ま
だ
キ
チ
ン
と
い
う
粗
雑
な
議
論
も
あ
る
・

細
身
で
小
柄
で
あ
る
、

pi--iiz----si---iih

「
学
力
増
進
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
る
.
の
疑
問
や
悩
み
に
も
答
え
ら
れ
、
し
た
閤
僚
を
も
っ
て
な
い
よ
う
「
塾
と
学
校
は
本
質
的
に
違
う
.
「
沖
電
気
争
援
団
の
み
な
さ
ん
西
新
井
駅
で
さ
っ
き
困
療
を
受

乙
ζ
の
経
営
者
(
塾
長
)
が
、
高
一
人
一
人
の
子
ど
も
が
真
の
意
味
ね
・
何
の
た
め
に
勉
強
す
る
の
か
、
い
ま
、
学
校
の
あ
り
方
そ
の
も
の
は
、
元
気
で
す
か
・
よ
ろ
し
く
伝
り
て
い
た

F
子
さ
ん
に
ば
っ
た
り

橋
光
子
さ
ん
だ
.
で
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
に
.
と
自
分
が
何
を
し
た
い
の
か
を
考
え
が
関
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
え
て
下
さ
い
.
そ

の

う

ち

に

行

き

会

っ

た

.

三
月
の
日
曜
日
に
私
が
訪
ね
た
乙
ろ
で
ア
ル
バ
イ
ト
に
ζ
と
を
選
な
く
て
は
」
高
橋
さ
ん
は
、
ニ
で
き
れ
ば
艶
が
本
要
で
あ
る
よ
う
ま
ず
か
ら
」
と
言
い
残
し
て
、
高

「
ど
う
で
し
た」

時
に
、
ス
タ
ッ
フ
採
用
の
面
接
が
ん
だ
の
は
、
将
来
は
教
師
に
な
り
コ
ニ
コ
レ
な
が
ら
、
時
に
は
真
剣
な
学
校
教
育
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
僑
さ
ん
は
、
近
く

の

自

動

車

教

習

「

高

矯

さ

ん
が
と
て
も
魅
力
的

に
ま
な
ざ
し
で
、
ま
る
で
妹
を
さ
と
、
高
橋
さ
ん
は
き
っ
ぱ
り
と
言
所
へ
飛
ん
で
い
っ
た
・
四
月
か
ら
で
し
た
・
盤
の
考
え
方
は
理
想
だ

と

す

よ

う

に

活

か

け

る

・

一

時

間

う

・

は

、

東

京

学

習

会

滋

で

、

婦

人

間

ル

ギ

y
シ
ュ
な
生
活
を
送
っ
て
い
と
思
い
ま
す
・
入
試
中
心
の
自
分

ぐ
ら
い
括
合
い
が
つ
づ
い
た

.
5
6
1
v
t
h
I
v
e
a
l
-

題

も

学

ぶ

と

い

う

.

崎

玉

大

学

を

る

.

が

受

け

て

き

た

教

育

が

何

だ

っ

た

H

人
生
を
い
か
に
生
く
べ
き
か
“
円
み
ぴ

1
d亦
角

h

出
て
、
慶
応
大
学
に
も
学
ん
だ
。
「
は
た
ら
く
」
の

F
o
r
S

の
か
、
考
え
て
み
た
い
.
採
用
し

を

考

え

ら

れ

る

子

ど

も

に

な

っ

て

悩

み

ゐ

爪

う

「
情
報
が
氾
濫
し
て
い
る
な
か

a
l
e
(沖
電
気
争
議
団
の
独
身
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

ほ
し
い
と
願
う
高
橋
さ
ん
は
、
講

1
1
0
4A
I
v

・19
2』
『
で
、
絶
え
ず
勉
強
し
て
い
な
け
れ
者
紹
介
)
を
面
白
く
説
ん
で
い
る
田
舎
か
ら
上
京
し
て
く
る
父
規

師
に
対
し
て
も
同
じ
と
と
な
の
艶
を
始
め
て
四
年
目
だ
が
、
盛
ば
正
し
い
判
断
が
で
き
な
く
な
と
い
う
高
橋
さ
ん
も
、
ま
だ
独
身
に
会
う
た
め
に
、

F
子
さ
ん
は
、

だ

。

の

あ

り

方

に

苦

労

し

模

索

を

重

ね

る

」

と

瞬

時

を

惜

し

ん

で

、

エ

ネ

で

あ

る

.

混

ん

だ

沼

郡

に

消

え

た

.

(

本

)

1984-年4 月 1日

品
笠
ち
ん
て

平
揺
す
奇
数
省

E
t

支援する会に入会しよう (会費 1ロ200円/月)

面
接
す
る
高
橋
さ
ん

若
い
学
習
塾
長

高
橋

光
子
さ
ん
働

オミ
-pY 
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私は東京医労連 ・聖路加病院の副分会長です。

家族は長男〈小 1)と夫の 3人。手取り 19万 5千円は他病院の友人よりも 2

-3万円低く、 25万円弱の中から 5万円も税金や保険にもっていかれます。だ

から健保や年金の改悪には許せません。 仕事の重さに較べ賃金は安いでしょ ?
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(4 ) 

長
野
地
労
委
は

。
工
場
再
開
。
を
命
令

開 60号

サ
ン
ス
イ
労
働
組
合
・
長
野
支
部

昨
年
十
一
月
二
十
四
日
、
長
野
会
社
は
利
潤
追
求
を
第
一
に
、

県
地
労
袋
は
山
水
電
気
の
長
野
エ
山
市
字
工
場
で
あ
っ
て
も
つ
ぶ
し
て

腸
閉
鎖
を
不
当
労
働
行
為
と
明
砲
し
ま
う
.
そ
し
て
生
活
基
盤
を
般

に
認
定
し
、
組
合
の
申
立
て
通
り
底
か
ら
く
つ
が
え
し
、
病
気
の
親

に
、
組
合
員
の
配
転
命
令
の
撤
回
を
す
て
配
転
に
応
じ
ろ
な
ど
と
、

と
原
職
復
帰
、
パ
γ
ク
ベ
ィ
、
支
緑
挙
を
緑
返
し
た
・

H

い
か
に
企

配
介
入
の
禁
止
、
制
抑
文
の
掲
示
業
と
は
い
え
と
ん
な
こ
と
を
許
し

な
ど
を
会
社
に
命
令
.
l三
年
間
て
た
ま
る
か
H

乙
の
怒
り
が
一
千

二
十
四
回
の
審
問
を
経
て
出
さ
れ
二
百
日
に
及
ぶ
長
野
工
場
泊
り
込

た
全
面
勝
利
の
命
令
で
し
た
。
み
、
地
労
委
の
闘
い
を
支
え
て
き

ス
テ
レ
オ
の
山
水
低
気
は
八
O

ま
し
た
。

年
に
経
営
危
機
を
口
実
に
三
鷹
、
サ
ン
ス
イ
労
組
は
、

ζ
の
怒
り

長
野
工
協
の
閉
鎖
、
三
五
O
人
の
を
地
域
に
広
げ
多
く
の
労
働
者
、

首
切
り
集
を
一
方
的
に
迎
告
、
長
市
民
の
支
援
を
得
る
な
か
で
闘
い

野
工
場
の
閉
鎖
な
ど
と
全
サ
ン
ス
を
前
進
さ
せ
て
き
ま
し
た
・

イ
労
組
指
準
部
の
九
人
の
解
庖
を
地
労
餐
命
令
は
、
地
元
の
新
聞
、

強

行

.

テ

レ

ビ

な

ど

も

大

き

く

報

道

し

、

し
か
し
そ
の
況
の
狙
い
は
、

第
山
水
電
気
に
撮
業
再
開
を
求
め
る

一
組
合
の
拠
点
を
つ
ぶ
し
、
職
場
世
論
は
い
や
が
上
に
も
も
り
上
が
サ
ン
ス
イ
の
仲
間
は
乙
の
勝
利
以
一
一
一
四
一
山
水
電
気
(
株
)

の
専
制
支
配
を
確
立
レ
「
合
理
化
」
り
、
会
社
を
追
い
込
ん
だ
.
を
テ
コ
に
、
一
日
も
単
い
勝
利
を
代
或
取
締
役
社
長
藤
原
慶
三

を
思
い
通
り
に
行
い
業
界

一
の
高
し
か
し
会
社
は
、
乙
の
命
令
を
と
全
国
の
仲
間
と
強
く
迎
帯
し
、
〈
激
励
先
〉

長

野
県
塩
尻
市
広

利
潤
体
制
を
柑
叩
き
上
げ
る
と
い
う

「
不
当
判
断
・
偏
向
命
令
」
と
口
解
限
撤
問
、
工
場
肌
開
業
再
開
を
め

丘
崎
出
一
四
八
六
サ
ン
ス
イ
労

も
の
で
す

ζ
の
こ
と
は
地
党
歪
汚
な
く
の
の
し
り
、
中
労
蚕
に
再
ざ
し
て
今
日
も
が
ん
ば
っ
て
い
伍
長
野
支
部

2
0
二
六
三
|
五

密
閉
の
な
か
で
会
社
の
椛
人
の
口
鶴
申
立
て
を
行
な
っ
て
争
議
の
引
る
-

-

1
二
一
三
五
・

か

R
6明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
.
き
の
ば
し
を
は
か
つ
て
い
ま
す
.

〈

抗
議
先
〉
東
京
都
杉
並
区
和

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース1984年 4 月 1E3 

フ
円
日
目

ト事一審一式
均一が四五脚

立ア一一
ブ山

一オ一

並
B

『渦

}hTつ
り
l

司
〉

に
毛
ど
り
た

l
M

?ぃ
h

ぺ、/干布
l

‘
耳
障
捗
不
ヘ

畠
円

M'aga
，a円
u'a阿
曽

's
・a・‘am-zaxuzanMV
・悶M
，.

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
オ
プ

テ
ム
で
す
」

第

十
三
回
国
際
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

・
フ
ォ
ト
・

フ
ェ
ア
(
八
十
四
年
三
月
十
四
日

1
十
六
日
判
明
学
伎
術
館
)
で
、
ハ

イ
ス
ピ
ー
ド
大
光
量
ス
ト
ロ
ボ
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
照
光
怨
な
ど
の
、

新
製
品
が
発
表
さ
れ
た
.
開
会
と

同
時
に
、
一

O
O万
円
を
超
え
る

商
談
が
ま
と
ま
る
な
ど
、
評
判
で

し
た
.

株
式
会
社
オ
プ
テ
ム
と
は
、

七
十
七
年
に
倒
産
し
、
四
年
間
の

飼
い
で
み
ご
と
に
、
企
業
再
建
を

勝
ち
取
っ
た

n
カ
コ
、
ス
ト
ロ
ボ
M

川

が
飛
胞
の
た
め
に
設
け
た
筏
術
開

発
部
門
の
ニ
ュ

l
ネ
i
ム
な
の

川
5
月
1
日

ビ
キ
ニ
集
会
に
容

占

』

・

川

加

(静
岡
)

と
の
オ
プ
テ
ム
に
は
、
当
初
か

川
5
月
2
日

八
王
子
裁
判

ら
(
昨
年
六
月
)
、
技
術
者
と
し

川
5
月
4
目

安
中
公
密
都
件
の

て
、
沖
電
気
争
撤
回
の
中
野
迫
弥

川

現
地
開
笠
(
群
馬
)

さ
ん
が
、
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
、

川
5
月
7
日

東

京
裁
判

歩
加
し
て
い
る
・

沖
電
気
で
は
、

川
5
月
8
自

国
際
間
間
人
デ
l
で

生
産
筏
術
(
製
造
が
、
ス
ム
ー
ス

川

宣
伝
行
動
(
九
段
会
館
)

に
運
ぶ
よ
う
に
、
設
備
、
工
程
を

川

5
月

?
日

東
京
大
空
製
反
戦

設

定

す

る

)

の

優

秀

な

伎

術

者

で

を

作

っ

て

い

く

何

か

ら

何

ま

で

屋

市

底

(

プ

l
ス
)
の
宥
援
の

川

平
和
の
集
い

(山
山
田
も
)

し
た
が
H

商
品
u

を
研
究

・
開
発
自
分
た
ち
の

n
能
力
H

が
勝
負
・

諸

外

織

内

製
作
か
ら
、
チ
ラ
シ
づ
く
り
ま
で
、
川
5
月
日
回

全
華
リ
ア
リ
テ

す
る
の
は
、
初
め
て
の
事
で
ず
い
苦
労
も
名
い
け
ど
、
得
る
物
も
多

ス
ト

ロ

ポ

だ

よ

沖

電
気
の
仲
間
が
協
力
し
た
と
い

川

イ
・

ユ
ナ
イ
ト

建

築
会

ぷ
ん
と
苦
労
を
し
た
よ
う
だ
a

い
は
ず
」
カ
コ
争
議
の
指
導
者

P
A
T
E
l
-
-
a
i
h

う
、
今
回
の
フ
刈
ト
・フ
z
ア
に
、

川

-za-----

白
書
の
沖
護
団
耶
務
所
の
で
、
現
在
は
壁
薬
労
働
者
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
作
っ
た
デ
ィ

闘
う
労
働
者
の
、
事
気
を
見
た
.

州

司

、

圃

盟

圃

圃

ソ
フ
ァ
ー
で
寝
て
い
る
顔
に
H

光

小
林
雅
喜
己
ん
の
宮
榊
端
で
あ
る
.
ス
プ
レ
イ
(
表
示
鉛
)
や
プ
l
ケ
、
商
品
を
税
明
す
る
中
野
さ
ん
や
金

川
園
・
・
・
・
・
・
閣
回

工
学
u

な
ど
の
本
が
被
さ
っ
て
い

「
中
小
の
会
社
が
、

隼
吉
銭
る
ス
ポ
ッ
ト
フ
ラ

yン
ャ
ー
や
マ
ル

歪
己
ん
の
n
k

a

k

o

u

の
ユ
ニ

川
園
・
・
・
開
閉
凶

M

る
雪
し
ば
し
ば
見
た
・
赤
外
ピ
た
め
に
は
、
大
企
業
主
話
せ
チ
ス
ト
ロ
ボ
な
ど
の
、
票

品

の

ホ

1
ム
姿
に
、
成
長
す
る
霊
の

川

園

・

3
岡
市
寓

ー
ム
セ
ン
サ
ー
ス
イ
ヂ
の
獣
験
な
い
分
野
を
見
つ
げ
て
い
か
な
げ
そ
ば
に
は
、
金
子
さ
ん
を
中
心
に
た
し
か
な
光
を
感
じ
た
・

川

・

1
一
刷
幽
咽
閣

は
、
宇
都
宮
(
栃
木
)
で
夜
の
自

れ
ば
い
け
な
い
し
、
ま
た
必
ら
ず
し
て
開
発
し
た
と
い
う
H

赤
外
フ
が
ん
ば
れ

4
2
uそ

し

山

一

み

阻

圃

圃

動
車
道
路
で
待
っ
た
、
と
聞
く
・
あ
る
」
と
、
小
林
さ
ん
の
ア
ド
ベ
ラ
ッ
シ
ャ
l
u
も
あ
っ
た
。
て
指
名
解
雇
と
闘
う
沖
電
気
の
仲

川
5
月
何
回

カ
ネ
ミ
泊
症
決
起

今
年
か
ら
は
、
フ
d
ト
・
フ
ェ
ン
チ
ャ

1
産
業
へ
の
意
気
込
み
は
「
ζ
れ
は
、
ど
ん
な
形
状
の
小
間
た
ち

・

(

謙
)

川

集
会
。

ア
の
た
め
に
、
争
議
団
か
ら
、
機
驚
異
的
だ
・
こ
ζ
数
カ
月
は
、
ほ
型
ス
ト
ロ
ボ
、
グ
リ
ッ
プ
ス
ト
ロ

A
連
絡
先
V

一T
一
四
一
東
京

川
5
月
同
日

沖
・
支
復
す
る
会

摺
許
捜
術
者
の
金
子
側
人
さ
ん
と
ん
ど
家
に
帰
ら
ず
深
夜
ま
で
の
ボ
に
も
、

簡
単
に
取
付
け
ら
れ
、
部
品
川
区
東
五
反
田
五
上

三

川

決
起
集
会
・

も
歩
加
。

開

発

、

研

究

だ

・

そ

の

彫

響

で

中

暗

闇
聞
に
も
、
可
視
光
線
は
ほ
と
ん

五
不
二
越
ピ
ル
8
F
株
式
会

川
5
月
間
白
神
電
気
争
犠
団
と

「
大
童
労
働
者
が
、
秋
祭
原
野
さ
ん
や
金
子
さ
ん
も
、
ハ
γ
ス
ど
感
じ
ら
れ
な
い
・
産
で
安
い
社
オ
プ
テ
ム

密
0
=丁
目

川

支
援
共
闘
会
事
「
コ
ン
ビ

(東
京
)
の
電
気
街
や
、
小
さ
な
ル
し
て
の
新
製
品
の
発
表
会
が
寸
製
品
で
す
」
金
子
さ
ん
の
説
明
に

こ
l
o
七
七
六
・
カ
タ
ロ
グ
の
御

川

ュ
l
タ
・
情
報
化
社
会
を
考

町
工
場
を
、
歩
い
て
一
つ
の
製
品
ォ
ト

・
フ
ェ
ア
だ
っ
た
・

も
勲
が
入
り
ま
す
。
粉
求
に
も
応
じ
ま
す
よ
・

川

え
る
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ

l
ム

日

|

左
か
ら
中
野
さ
ん
金
子
さ
ん
と
オ
プ
一ア
ム

の

小

株

さ

ん

|
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川
2
月
間
日
東
京
統
一
労
組
怒

川

大
企
誠
容
闘
学
習
会
・

川
2
月
引
日
前
橋
裁
判
.
北
津

川

相
互
銀
行
の
東
京
地
区
で
の

川

勝
利
集
会
.

川
2
月
刊
日
日
沖
電
気
争
議
支
緩

川

港
区
共
闘
会
議
総
会
(
引
回

川

体
一

O
O人
が
鯵
加
)
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わ
た
し
の
作
文
で
す
。

私の名13r 謀ι
ユ
ネ
ス

コ
作
文
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た

んr
u女

ゎ
前
例
団
一
頃

み実
晴
M

R
UM 

峠
出
1

電
4
F

H
I
川
町
沖
長

と=ヨ

/
1
¥

通
信
機
三
大
メ
ー
カ
の
一
つ
円
近
い
史
上
肢
高
の
利
益
、
=
一
一
方
、
解
雇
後
の
職
場
で
は
、

の
「
支
鐙
す
る
会
」
に
支
え
ら

神
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京
橋
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、

九
州

配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解

れ、

行
商
や
本
社
へ
の
抗
議
行

本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二

O

に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
し
て

履

(田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
沖

動
な
ど
に
奮
闘
。

二
億、

一
万
三
千
人
)
は

「
経
新
工
場
の
建
設
な
ど
i
・
会
社

争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
八
二
年
十
一
月
に
、
支
援
共

営
危
犠
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
は
東
京
地
裁
は
か
四
カ
所
の
裁
仕
事
を
取
り
上
げ
る

(浅
利
さ
闘
会
機
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
は

と

称

し

て

、

千

五

百

人

の

「

希

背

景

資

本

の

岱

士

銀

行

や

、

神

，ノ
ノ
ノ
・
/・
，，a

，J

〆
・
，f

重
職
」
募
集
を
襲
乙
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

電
気
本
社
へ
の
抗
議
行
動
も
速

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

続

し

て

行

な

わ

れ

て

い

る

.

人
に
、
七
八
年
一
一
月
、
大
企
判
で
も
「
指
名
解
胞
の
狙
い
は
、
ん
、
中
山
さ
ん
〉
な
ど
の
、
暴
裁
判
所
で
は
、
八
四
年
五
月

業
で
は
三
井
三
池
争
犠
以
来
、
洩
っ
た
労
働
者
の
意
織
改
革
を
挙
が
続
行
.
か
ら
裁
判
と
併
行
し
て
和
解
交

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
磁
を
す
る
ζ
と
」
と
旺
言
。
労
働
者
神
電
気
争
議
団
の
川
人
は
、
渉
も
始
ま
り
、
山
腐
を
迎
え
た
.

強
行
.

と
労
働
組
合
を
無
視
し
て
解
鹿
全
国
二
四
の
県
評
、
三
千
を
超
あ
な
た
も
、
神
電
気
の
伸
間

そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
百
億
し
た
ζ
と
も
明
白
に
・
え
る
支
援
労
組
や
一
万
四
千
人
に
納
い
辿
帯
を
/

沖
電
気
争
議
の

志、
3
め
し
た
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に
米
軍
基
地
が
留
か
れ
て
い
ま

す
.
ア
メ
リ
カ
は
日
本
を
守
る
た

め
だ
と
言
い
ま
す
が
、
戦
争
が
始

ま
れ
ば
、
平
和
主
義
を
か
か
げ
て

い
る
日
本
と
て
ま
き
ζ
ま
れ
ま

す
.
日
本
か
ら
国
民
の
意
悲
と
は

関
係
な
く
、
人
の
命
を
う
ば

-2~

め
に
軍
隊
は
出
酔
帯
し
て
い
く
の
で

す
か
ら
.
そ
し
て
、
そ
の
戦
争
と

い
う
の
も
、
今
に
も
起
と
り
そ
う

な
ほ
ど
不
安
定
な
の
で
す
。

数
ヶ
月
前
に
起
っ
た
大
観
航
空

九
四
五
年
八
月
十
五
日
、

ζ
れ
ほ
ど
意
味
深
く
、
広
い
願
い
れ
に
は
ま
ず
、
戦
争
と
い
援
事
件
の
ひ
と
つ
と
っ
て
み
て
も
の
た
め
に
、
私
達
の
生
活
持
っ
た
り
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
平

そ

そ

多
く
の
犠
牲
を
残
し
て
、
を
こ
め
ら
れ
た
二
字
が
自
分
の
名
う
も
の
を
知
る
べ
き
だ
と
わ
か
る
よ
う
に
、
私
遥
が
知
ら
な
一
日
一
目
、
友
達
の
一
人
和
へ
の
輸
を
広
げ
、
地
隙
の
平
和

日
本
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
レ
前
で
あ
っ
た
と
い
う
と
と
に
気

が

思
い
ま
し
た
.
私
は
沢
山
の
戦
争
い
問
に
、
何
か
が
起
っ
て
い
ま
す
.
一
人
を
大
切
に
自
分
を
み
が
き
あ
に
ま
で
発
展
さ
せ
て
い
く
.
た
ぶ

ま
し
た
.

つ

い

た

の

は

.

に

つ

い
て
描
か
れ
た
本
を
貌
み
、
私
逮
は
平
和
に
つ
い
て
、
戦
争
の
げ
る
乙
と
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ん
、
な
か
な
か
出
来
る
と
と
で
は

私
迭
は
そ
う
い
う
戦
乱
の
中
で
そ
れ
は
、
戦
争
と
い
'
?
も
の
が
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
を
聞
き
ま
し
た
.
恐
ろ
し
さ
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
ょ
う
か
.
常
に
他
人
の
立
場
に
立
な
い
で
し
ょ
う
.
何
十
年
、
何
百

生
き
残
っ
た
人
避
の
子
と
し
て
う
あ
っ
た
と
い
う
ζ
と
を
、
知
る
よ
そ
こ
に
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
世
と
自
分
の
意
志
を
固
め
て
お
く
必
っ
て
物
事
を
考
え
た
り
、
自
分
の
年
、
い
や
、
何
千
年
か
か
っ
て
も
、

ま
れ
ま
し
た
.
も
う
二
度
と
人
と
う
に
な
っ
て
か
ら
だ
と
思
い
ま
界
が
あ
り
ま
し
た
.
強
い
兵
鰭
は
嬰
が
あ
る
と
思
い
ま
す
.
意
見
を
は
っ
き
り
言
え
る
自
信
を
理
想
に
は
手
が
と
ど
か
な
い
か
も

人
と
話
し
合
い
を
し
な
い
よ
う
す
・
父
富
が
子
供
の
頃
|
|
兵
さ
ら
に
強
い
兵
器
を
生
み
、
惨
劇

T
i
l
l
-
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l
l
i
-
-
I
l
l
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1

し
れ
ま
せ
ん
・
し
か
し
、
だ
か
ら

w

な
世
界
を
つ
く
り
あ
げ
て
ほ
し

い

穏
を
使
っ
て
人
と
人
と
話
し
合
は
惨
劇
を
号
、
尊
い
命
が
実
に

一

t

ご

じ

喜

一

と
い
っ
て
何
も
し
な
け
れ
ば
、
前

川

-

m

A

て

た

後

担

』

豆

、

と
い
う
願
い
を
託
さ
れ
て
・

っ

た

と
聞
か
さ
れ
た
時
テ
レ
ビ

あ
つ
り
を
若
れ
て
い
き
ま
し

一

和

川

川

W

町

円

一

進
も
し
ま
せ
ん
・
と
に
か
く
皆

川

私
は
一
九
六
八
年
八
月
十
五
日
で
し
か
起
こ
り
う
る
は
ず
が
な
い

た
・
生
き
残
れ
て
も
、
ケ
ロ
イ
ド

一

ι
よ

コ

パ

一

。

る

ζ
と
で
す
。
戦
い
か
ら
何
も
生

川

区
土
銀
行
書
、
裁
判
所
な

一

l

s

h

w

噌

問

削

:

一
た

、

に
生
ま
れ
ま
し
た
・
父
と
君
、
と
信
じ
て
い
た
世
界
が
現
実
の
も
を
負
っ
て
「
人
間
」
と
い
う
本
来

一

寺

山

ケ

広

三

し
ま
れ
な
い
と
と
は
、
事
宗
教
え

山
ど
あ
る
千
代
田
区
は
神
争
議
の

そ
ん
な
私
に

「
平
和
が
実
る
」
と
の
と
レ
で
あ
っ
た
ζ
と
を
知
り
、
の
姿
を
失
っ
て
レ
ま
う
人
・
自
分

一

£

ぃ

比

悦

倒

叩

4

こ

ま

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
事
実
に
起

W

拠
点
。
=
一
月
二
十
九
日
「
総
会
」

い
う
意
味
で
実
和
と
名
づ
け
ま
し
平
和
と
い
う
当
然
と
思
わ
れ
て
い
を
愛
し
て
く
れ
た
人
が
み
ん
な
死

一

状

押

エ

ニ

ケ

3

t

一
的

つ

を

と

を

き

、

直

し

て

い

く

工

躍
し
て
、
①
月
一
回
の
神

だ
幼
な
い
官
、
男
子
と
も
問
た
世
界
が
大
人
の
手
に
よ
っ
て
、
ん
で
し
ま
い
、
霊
る
希
望
を
な

一

z-
靴

に

二

プ

制

高
一

U

の
が
私
達
若
い
者
の
仕
事
で
す

-
y気
本
社
周
辺
、

早
朝

喜

・

迎
え
ら
れ
る
よ
是
ζ
の

名

義

ζ
わ
さ
れ
る
と
と
を
知
っ
た
時
く
す
人
・
や
足
い
こ
と
も
充
分

一重

一

町

上

一

司

同

じ

詰

を

何

度

も

練

り

返

し

…
②
加
盟
労
組
を
霊
の

一
0
0

に
入
ら
ず
、
女
の
言
し
く

突

し

男

の
名
前
の
意
味
を
考
え
る
よ
に
や
れ
ず
、
お
国
の
た
め
と
若
山

一

貨

問

・

I
l
l
-
報

て
は
な
り
ま
せ
ん
・
平
和
を
実
ら

な

ら

玉

O
に
増
加
・
な
ど
迎

い
美
を
使
っ
て
美
和
と
名
づ
け
て
う
に
な
っ
た
の
で
す
・
と
同
時
に
、
命
を
さ
さ
げ
な
け
れ
ば
な

PZ力
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，

-
a
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E
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一

j

せ
る
た
め
に
私
述
は
そ
れ
ぞ
れ
何

刷
動
の
強
化
と
と
も
に
、
四
月
二

号
か
っ
た
と
思
っ
た
も
の
で
平
和
と
は
何
な
の
か
、
草
案
っ
た
人
・
何
の
ま
な
い
の
に
死

一

一

E
E
L一
一

は
か
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

山
十
六
日
に
、
交
流
会
を
決
定
し

ず

ら

せ

る

に

は

ど

ご

た

ら

い

い

の

な

ね

ば

な

j
で
し
た
・

一

江

町

叫

日

夕

一

時
て
正
し
い
と
思
っ
た
と
と
を
つ

…
ま
し
た
・

5、
大
い
に
「
神
宮
七
十
一
一
人
の
全

し
か
し
、
い
つ
頃
か
ら
で
し
ょ
訟
を
す
べ
き
誌
か
を
考
え
て

今

の
日
本
の
平
和
は
不
安
定

一

一

日

日

リ

唾

一

一

ら
警
通
せ
る
強
さ
と
勇
気
と
窓

一

括
り
、
歌
お
う
u
そ
し
て
「
勝
良
職
場
復
帰
で
蓄
の
全
面
解

主
・
私
が
こ
の
名
前
に
好
感
を
き
ま
し
た
・

な
も
の
で
す
・
日
米
安
全

一

u

，

l
l
h一
一

妻

、
共
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
き

剛
警
め
ざ
し
全
力
で
闘
う
息
苦
し
き
と
、
=
一
月
二
十
八

持
ち
、
持
り
を
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・
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ま
し
た
.

悩
の
約
六
百
人
の
昼
休
み
東
京

パ

川

時

刊

/
V
A
N

い
で
情
報
変
換
の
サ
ー
ビ

ス

書

繁

雑

な

作

業

を

効

率

化

し

ま

す

が

工

場

前

で

の

抗

駿

行

動

・

議

ソ

分

委

川

こ
と
l

な
い
取
引
き
曹
の
効
率
化
を
狙
う
労
働
者
へ
の
「
合
理
化
比
、
労
働

四
月
六
日
は
、
中
央
共
闘
会

午
lu

日
J

R

u

ι

F

州

打

F
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安

川

v
a
l
u
e

A
d
d
e
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通

信

網

事

業

・

強

化

に
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る

危

険

性

も
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さ

れ

諮

主

催
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約
千
人
で
の
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京
工

1
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晴

5
判

時

7
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広
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一
四
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ワ
ム
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信
網
電
話
会
社
か
ら
通
信
回
を

N
に
分
類
さ
れ
、
大
型
に
な
れ
ば

産

業

と

も

見

な

さ

れ

、

流

通

や

サ

容

風

に

た

な

び

き

、

手
に
は
東

-

王

時

・

谷

時

・

匂

下

時

・

京

時

・

事

時

酬
借
り
、
取
引
会
社
の
奥
機
積
の
コ
な
る
ほ
ど
、
経
済
活
動
に
変
化
を

l
ピ

ス

産

業

へ

も

大

き

な

影

響

を

京

+

恋

か

ら

借

り

た

か
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山
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港
町
一
一
夜
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1984年 5月 1日

V
全
国
一
般
・
梅
田
分
会

(梅

V
全
造
船
機
械
三
菱
重
工
支
部

V
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交

回
ネ
l
ム
プ
レ
ー
ト
、
悔
回

(
六
分
会
三
百
数
十
人
)

響
楽
団
労
組
(
七
八
人
)明日
年

時
計
工
芸

六

九
人
)

%
年
S
羽
年
四
月・

賃
金
差

六

月

三

十

日

5
明
年
三
月
十

百
年
十

一
月
二
日
5
明
年
二

別
な
ど
を
闘
い
①
賃
金
成
績

六

日
・フ
ジ
テ
レ
ビ
・文
化
放

月
二
十
二
日
.
工
場
凶
鎖

・

産
別
の
是
正
②
成
績
差
別
は

送

に

よ

る

解

散
と
闘
う
.
解

全
員
解
屈
と
闘
い
解
限
撤

巡
憾
で
あ
り
、
今
後
は
不
当

決

金

二
億
三
千
万
円

な
お

園
、
解
決
金
二
千
六
百
万
円

相刀
働
行
為
を
し
な
い
③
解
決

日

本

フ
ィ
ル
は
今
後
も
オ
ー

を
勝
ち
取
る
・

金

の

支

払
い
を
合
意
|
勝
利
・

ケ

ス

ト
ラ
を
湿
蛍
し
ま
す
。

国
民
の
た
め
の
教
育
が
必
要
だ

教
育
の
機
会
均
等
l
世
界
が
高
校

・
大
学
な
ど
の

綬
撲
料
の
廃
止
に
進
ん
で
い
る
時
代
に
、
な
ぜ
日
本

だ
け
が
、
授
業
料
の
値
上
げ
や
、
奨
学
金
に
利
子
を

つ
け
よ
'?
と
し
て
い
る
の
か
。
乙
の
の
は
、
奨
学
金

業
務
の
日
本
育
英
会
労
組

(=一
四
五
人
)
が
、
現
場

と
全
国
を
結
ん
だ
教
育
運
動
の
闘
い
の
報
告
と
同
時

に
、
教
育
の
過
去
l
現
在
を
解
明
し
、
明
日
を
展
望

し
て
い
る
.
創
林
社
.

一
、
三
O
O円
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アルコールは

適量を心得て

「
婦
人
差
別
撤
廃
条
約
」
を
批
別
に
解
雇
さ
れ
た
」
と
い
う
実
態

准
し
た
日
本
は
、
国
際
婦
人
年
の
と
同
時
に
、
労
働
大
臣
に
次
の
よ

十
年
が
終
る
百
年
ま
で
に
、
法
律
う
な
要
請
曾
を
提
出
し
ま
し
た
。

の
制
定
が
求
め
ら
れ
て
い
る
・
「
沖
電
気
で
は
時
問
外
労
働
が
慢
h

労
働
大
匡
の
諮
問
機
関
な
ど
で
性
化
レ
、
交
替
制
の
深
夜
勤
務
も
}

「
試
案
」
も
発
表
さ
れ
た
が
、
笑
あ
り
、
休
暇
取
得
も
約
四
五
M

搭舟で『

効
あ
る
「
男
女
庖
用
平
等
法
」
に
健
康
に
働
き
続
付
る
ζ

と
は
、
男
一

な
つ
て
い
な
い
と
、
批
判
の
声
も
性
も
含
む
働
く
者
の
願
い
に
な
つ

叩

上

が

つ

て

い

る

.

て

い

る

l
.
労
基
法
の
女
子
保
噛
渡
捜
一

神
電
気
争
磁
団
の
燭
人
部
も
、
燭
定
を
廃
止
す
る
ζ
と
な
く
、
女
一

「沖
冊
電
地
気
で
は
、
多
く
の
問
婦
附
人
が
特
性
の
人
栂
が
守
れ
る
法
律
を
」

一同同

酒
を
飲
む
時
の
つ
ま
み
に
は
、
低

十

五

x
0
・
一
x
二
十
四
(
時
間
)
日

脂
肪

・
高
タ
ン
パ
ク
の
食
品
(
豆
腐
、

H
百
六
十
グ
ラ
ム
が
、
一
日
か
か
っ

四

蒸
鶏
、
自
身
の
魚
な
ど
)
を
と
る
と
、
て
分
解
さ
れ
る
ア
ル
コ
ー
ル
賃
で
市

肝
臓
の
働
き
を
活
発
に
し
、
怒
酔
い
す
。
日
本
酒
な
ら
七
合
、
ピ
l
ル
な
骨

や
二
日
酔
い
を
防
ぎ
ま
す
.
ら
大
七
本
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら
ダ
ブ
回

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
肝
臓
で
ル
七
杯
に
当
た
り
ま
す
.
二
日
酔
い
四

分
解
さ
れ
る
艶
は
、
体
忠
一
キ
ロ
あ
を
防
ぐ
に
は
、
こ
の
半
分
を
限
度
と

た
り

0
・
一
グ
ラ
ム
と
さ
れ
て
い
ま
し
ま
す
。
〔
連
合
〕

す
。
体
重
六
十
五
キ
ロ
の
人
な
ら
六

¥ 

".院

r 

事務機器

の販売
(25) 子さんズー=京R川美

どうしょうぷん

私は銀座 3丁目まで浦和(埼玉〉から通勤しています。毎日とっても忙しく、

3日間補償されている生休も 1日とるのがやっとです。ボーナスは前期実績が

1.68カ月。とっても安いでしょ。趣味は華道やスポーツそれに観劇など ー

-ひとこと:

219 



一

ま

る

一

一

夜

品

一

ー

白

川

:

i

H

 

一
出

稼

志

良

一

直

川
5
月
初
日
日
産
厚
木
総
行
動

「
I
l
l
i
-
-
-
l
』

州

側
田
基
地
集
会
。

の

川

配
転
・
出
向

・
応
援

が

日

常

化

今

年

の

改

普

提

案

の

ノ

ル

マ

が

川
5
月
幻
自

荒
川
区
、
新
宿
区

5

句

H

(

い

し
て
お
り
、
三

年

経

過

し

て

戻

つ

社

か

ら

発

表

さ

れ

た

。

一
人
四

川

な
ど
で
総
行
動
(
東
京
)

川

て

く

る

と

「

き

み

の

職

場

は

な

い

。

十

八

件

で

あ

る

。

八

盟

区

の

あ

川
5
月
お
回

全
国
縦
断
中
央
総

川
や
め
た
く
な
け
れ
ば
今
度
は
O
O

る
棋
で
こ
ん
な
提
案
が
出
た
「
給

川

行
動
(
総
評
)
で
笛
土
銀
行

川

へ
応
援
に
い
け
」
と
い
う

話

も

珍

料

の

銀

行

振

り

込

み

を

し

て

い

な

川

本
底
抗
機
行
動
。

川
ら

し

く

な

い

。

い

人

は

邸

務

所

ま

で

と

り

に

来

さ

川
5
月
お
日

沖
飽
気
平
和
委
員

一
九
五
九
年
七
月
、
永
い
非
公

て
市
民
覇
、
平
和
民
主
主
義
を

い

家
族
の
あ
る
人
も

単

身

で

の

応

せ

る

よ

う

に

す

る

」

。

そ

レ

て

そ

川

会
の
蓄
会
。

然
の
苦
し
い
職
場
闘
争
を
く
ぐ
り
守
る
闘
い
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

川
援
が
多
い
。

川
崎
か

ら

深

谷

(

崎

の

人

た

ち

の

リ

ス

ト

が

添

附

さ

れ

川
3
月
U
日

日
本
フ
ィ
ル
勝
利

抜
げ
て
、
「
全
国
金
属
」
の
腕
が
下
制
、
支
荏
の
再
編
と
自
ら

川
玉
)
へ
ビ
デ
オ
部
門
の
移
管
が
あ

て
い
た
。
提
案
っ
て
大
変
で
す
ね
。

川

塑
窓
会
。

驚

殊

製

鋼

に

立

ち

ま

し

た

。

し

の

体

質

蓄

を

も

く

ろ

む

沖

電

気

議

…
り
、
ま
だ
ま
だ
転
勤
の
話
。

一
月
末
か
ら
作
業
酋
が
変
つ

川
5
月
初
日
沖
電
気
東
京
工
場

か
し
沖
電
気
か
ら
派
泊
さ
れ
た
労
は
一
九
七
五
年
春
闘
時
賃
金
凍

抗

川

ヨ

割

引

叫

引

た
・
男
子
は
黄
色
?
女
子
は

川

豊
休
み
抗
議
行
現
池
貝

務
は
結
成
大
会
へ
向
か
う
労
働
者
結
、
四
五
名
の
霊
退
職
を
含
む

が

こ

毎

課

税

盤

E

ピ
ン
ク
で
あ
る
。
引
歳
を
す
ぎ

川

鉄
工
の
伸
聞
と
の
交
流
全

を

富

威

圧

し

、

翌

日

、

管

理

合

理

化

攻

躯

を

か

け

て

き

ま

し

晴

…

一

自

殺

基

金

匡

い
う
典
控
室
は
、
あ
ま
り
知
際
だ
と
甲
山
っ
か
と
い
う
ア
ン
ケ
1

た
婦
人
が
「
私
し
ゃ
、
は
ず
か
し

川
5

月

昔

話

審

議

支

援

臓
を
含
む
第
二
組
合
を
ヂ
y

チ
上
た
。
し
か
し
労
働
組
合
は
、
産
業

古

川

「

1
1
1
1
1い
い

ら

さ

れ

て

い

な

い

・

ト
で
、

Eの
十

四

・

四

弱

か

ら

い

よ
」
と
。
と
に
か
く
目
立
つ
の

川

千
代
田
共
闘
会
議
の
総
令

げ
ま
し
た
。
職
場
に
お
け
る
切
り
別
、
地
域
的
な
支
媛
共
闘
会
議
を

動

~

重
電
と
か
家
電
の
よ
主
成
熟
千
葉
県
の
茂
原
工
場
で
は
一
年
産
度
は
+
・
八

掘

と

減

少

し

て

で

あ

る

。

γ月
初
日

マ
ス
コ
ミ
総
量

く
ず
し
は
激
し
く
、

一
年
も
経
た
結
成
し
、

数

次

に

わ

た

り

沖

電

気

附

一
商
品
の
需
か
ら
、
忙
し
い
と
ζ

半
の
聞
に
、
十
四
人
の
量
死
亡
い
る
。

1
1引
訓

一

山
5
月
自

重
す
る
会
沖
電

な
い
う
ち
に
、
第
一
組
合
は
十
数
と
交
渉
を
も
ち
な
が
ら
、
一
年
に

民

川

ろ
へ
の
応
援
が
多
く
な
っ
て
お
り
が
発
生
し
、
健
康
襲
は

す

さ

ま

ヨ

叫

凶

引

訓

引

J

E
宋
に
、
話
機
部
門
の
組

一
エ

玄

宏

一

治

一
日

川

気
の
会
「
容
の
集
い
」
固

定

。

波

る

春

闘

を

闘

か

い
抜
い
て
一
定

沼

…

応

援
に
出
さ
れ
た
人
は
、
ど
う
し
し
い
。

一

V
B沼
瓶

一

証

一

立

作

業

票

合
併
に
な
り
お
し

一
に
百

二

志

川
一

E
I
1日

ト
マ
ホ
l
ク
く
る

そ
の
後
も
「
成
績
査
定
」
や
仕
の
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。
乙
の
よ

い
て

も

よ

そ

害

さ
れ
冷
た
く
さ

司

自

到

一

健

康

心

配

~

一

一

巨

い

係
長
に
な
っ
た
。
と
の
票

日

い

に

μ
[
;
コ
ン
サ
ー
ト
(
港
区
)

時
計
村
山
口
十
日
間
性

4
U足
立
時
一
党
一
時
畑
一
週
刊
州
事
十
一一一
」
寸
法
三
日
訪
れ
の
昨
日

J

ロ持
iuu
I
日ラ
15理へ

動
を
取
る
中
で
、
一
九
六
五
年
五
一
九
八
三
年
八
月
に
は
、

神
電
気

川
だ
り
、
パ
チ
ン
コ
屋
で
時
間
を

つ

「

Ile--じい
一

「
タ
導
入
に
よ
り
自
動
化
が
進

て
る
よ
う
に
指
示
を
し
ま
レ
た
ン
狩
り
な
ど
の
安
上
り
な
の
に
は

川

4
月
6
日

沖

電
気
東
京
工
場

月
十
一
名
の
伸
聞
は
、
一八
O
名
の
臓
に
あ
る
土
地

に

マ

ン

シ

ョ

ン

川

ぶ

す

姿

に

資

本

の

冷

酷

さ

が

よ

く

配

転

や

単

身

赴

任

は

多

い

が

、

む

に

つ

れ

、

V
D
T
(画
像
表
示
が
、
労
働
者
の
反
発
で
、
次
の
回
参
加
が
多
い
@

川

包
閤
デ
モ
(
一

0
0
0人
)

の
第
二
組
合
の
簡
を
き
「
金
を
建
設
し
、
よ
り
儲
け
よ
う
と
い
と
幅
広
く
喜
一
誌
を
行
な
い
な

A
抗
議
先
V
埼
玉
県
蕨
市
中
央

川
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
臓
器
一
ラ
ン
ク
上
る
と
か
、
課
端
末
装
置
)
を
使
う
作
業
者
福
に
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

先

日
行
な
わ
れ
た
エ
ア
ロ
ピ
ク

川
高

7
日
崎
玉
総
行
動
。

国
金
属
」
に
結
集
し
ま
し
た
。
沖
う
施
策
で
、
厳
特
殊
の
本
社
工
揚
が
ら
、
県
商
工
部
か
ら
は
「
労
使
一

丁
目
十
六
番
一
号
般
特
殊

川

小
田
原
工
場
で
は
、
無
災
書
記
長
に
す
る
と
か
で
、
不
満
は
表
面
尤
て
い
る
。
長
時
間
V
D
T
従
事

パ

l
ト

(
定
時
社
員
)
に
も
「
門
ス
の
講
習
会
に
は
、
二
千
人
中
、

川
4
月
8
日
春
闘
再
構
築
決
起

電
気
資
本
は
、
統

一
し
た
労
働
者
を
、
高
崎
線
の
筒
原
に
あ
る
熊
谷
の
合
意
の
な
い
工
場
巡
出
制
商
は
製
鋼
制
取
締
役
社
長
松
木
一国

川

録
の
世
界
的
記
録
を
め
ざ
す
よ
う
化
し
て
い
な
い
。
者
か
ら
は
、
イ
ラ
イ
ラ
ゃ
、
眼
精
前
ピ
う
を
受
け
と
る
と
ア
カ
だ
」
百
二
十
人
も
参
加
し
、
健
康
へ
の

川

策
会
(
明
治
公
園
)

の
闘
い
を
封
じ
込
め
、
圧
殺
す
る
工
業
団
地
へ
の
移
転
を
提
案
し
て
受
け
付
け
な
い
よ
う
行
政
指
導
す

A
激
励
先
V
右
と
同
住
所
。
会

川

な
こ
と
が
一言
わ
れ
て
い
る
一
方
健
康
の
問
題
で
は
、
ソ
フ
ト
部
疲
労
、

神
経
失
調
な
ど
の
異
常
を
と
攻
撃
さ
れ
る
が
、
骨
た
か
を
す
関
心
の
高
さ
を
一
市
し
ま
し
た
。

川
4
月
9
日

浅
利

・
中
山
さ
ん

だ
め
、
労
務
担
当
を
次
々
と
送
り
き
ま
し
た
。
す
ぐ
隣
に
あ
っ
た
神

る
」
と
約
警
官
得
て
い
ま
す
。
「
沖
国
金
属
・
厳
特
殊
製
鋼
支
部
。

…

で
、
毎
年一

人
は
自
殺
が
出
る
と
門
で
は
特
に
深
刻
で
、
自
分
が
健

訴
え
る
人
も
表
わ
れ
て
い
る
。
る
な
の
ピ
ラ
は
有
効
だ
っ
た
。

川

仕
事
差
別
事
件
都
労
委
。

込
ん
で
き
ま
し
た
。
労
働
組
会
は
、
セ
ラ
ミ
ン
ク
の
移
転
合
理
化
を
共
の
争
犠
の
解
決
は
、
我
々
の
勝
利
」

雷
O
四
八
四
l
一一一一

|
六
五

一
川

川
4
月
間
目
千
代
田
、
港
、
中

沖
電
気
の
毒
の
圧
力
に
も
屈
せ
に
闘
か
つ
て
き
た
労
働
組
合
は
、
を
合
一
霊
に
闘
い
続
け
ま
す
。
一
。

川

川

央
区
な
ど
で
総
覇
。

ず
、
政
地
域
で
の
中
防
相
組
合
と
し
今
、
阪
市

・
熊
谷
市

・
崎

玉

県

庁

(

小

野

)

山

川

4
月
ロ
日

マ
ス
コ
ミ

・
千
代

川

田
春
闘
の
決
起
集
会
(
毎
日

山

新
聞
社
前
)
。
豊
島
・
神
支

川

捜
す
る
会
花
見
。

川
4
月
日
日

大
日
本
印
刷
社
前

川

集
4
『
ス
イ
ス
航
空
昼
デ
モ
.

川

梅
田
ネ
l
ム
勝
利
抽
出
ム
『

山

4
月
日
同
臼
E
H口
臼
沖
争
議
団

川

の
腕
人
部
合
宿
。

川
4
月
川
目

男
女
平
等
法
集

川
会。

川
4
月
刊
口
日

東
芝
ア
ン
ベ
ッ
ク

川

ス
容
祭
。

(4 ) 

組
合
つ
ぶ
し
、

工
場
移
転
:
・

第 6 1号

全
金
・
蕨
特
殊
製
鋼
支
部
(:I:i青玉)

指名解雇された沖鱈気の仲間を支援する会ニュース1984年 5月 18

核戦争

3分前

電機関連争議団の統 一 行 動
('80年同 4月から 7問 。 ピラ 107万枚を配布)

と
め
ど
も
な
い
核
軍
拡
競
争
六
月
に
は
核
巡
航

ミ
サ
イ
ル・

ト
マ
ホ
l
ク
が
太
平
洋
縫
隊
に
配
備
。

そ
ん
な
時
に
、
視
党
と
人
の
一一
言
葉
で
編
集
さ
れ
た
パ

ン
フ
が
日
窓
生
活
協
同
組
合
連
合
会
か
ら
出
版
さ
れ

た
。
四
十
頁
.

220 

(100円)



5万人の「支援する会」を

私 た ち は 生 き る 機利、働 〈抱利を守る ために沖

電気の仲間1を物心両国か ら励まし、必ず勝利させ

たいと思います。困雄主長期の闘いも予想されま

すので、 一 人で も多く の方がこの 「会」に加入し

全面勝利を闘いと るまでご支援く ださ るよう 心 か

らよびかけます。(r支援する会」よびかけより)

会費・ 1口 200円/月

全
国
オ
ル
グ
(
岡
山
)
同
行
レ
ポ
ー
ト

1984年 6月 1日指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

先

行

所

支援する会事務局

事務所東京都港区三田

3-2-20 

電話 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東 京 6- 75240 

加入者名 沖電気の不 当解雇

を撤回さ せる会

第 62号

1984年

|固2018日|

構 62号(1 ) 

森住 卓さん

通
信
機
三
大
メ
ー
カ
の
一
つ
円
近
い
史
上
肢
高
の
利
益
、
=
一
一
方
、
解
限
後
の
臓
場
で
は
、
の
「
支
鐙
す
る
会
」
に
支
え
ら

沖
電
気
工
業
(
本
社
・
東
京
橋
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
九
州
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
れ
、
行
商
や
本
社
へ
の
抗
議
行

本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二

O

に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
し
て
届
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、

沖

動

な
ど
に
奮
闘
.

二
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経

新
工
湯
の
建
設
な
ど
:
・
会
社
争
犠
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
八
二
年
十
一
月
に
、
支
援
共

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
は
東
京
地
裁
は
か
四
カ
斯
の
裁
仕
事
を
取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
闘
会
議
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
は

と

称

し

て

、

千

五

百

人

の

「

希

背

般

資

本

の

g
土
銀
行
や
、
神

〆

/

ノ

〆

/

〆

〆

，，

間
四
退
職
」
重
を
提
案
乙
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

夏
本
社
へ
の
抗
議
行
動
も
速

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

続

レ

て

行

な

わ

れ

て

い

る

・

人
に
、
七
八
年
一

一
月
、
大
企
判
で
も
「
指
名
解
屈
の
狙
い
は
、
ん
、
中
山
さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
裁
判
所
で
は
、
八
四
年
五
月

撲
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
残
っ
た
労
働
者
の
意
識
改
革
を
挙
が
続
行
.

か

ら

裁

判
と
併
行
し
て
和
解
交

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
履
を
す
る
こ
と
」
と
証
言
.
労
働
者
沖
電
気
争
議
団
の
れ
人
は
、
渉
も
始
ま
り
、
山
場
を
迎
え
た
.

強
行
・

と
労
働
組
合
を
無
視
し
て
解
鹿
全
国
二
四
の
県
評
、
三
千
を
超
あ
な
た
も
、
沖
電
気
の
仲
間

そ
の
後
の
神
電
気
は
、
百
億

し
た
と
と
も
明
白
に
・

え

る
支
疲
労
組
や
一
万
四
千
人
に
烈
い
連
帯
を
f

夕
方
に
は
ク
タ
ク
タ
に
な
る
け
れ
ど

左
が
真
喜
志
さ
ん
右
が
佐
藤
さ
ん
ロ
後
は
岡
山
城

ゆ
ゆ

ぬ
悶
悶
除
問

'
HMド

キ
』

L

Vト

と
い
う
.
自
宅
で
真
書
志
さ
ん
と

斗
左
目
ぢ
タ
ば
さ
ん
ゆ

l
l
」

下
毎
夜
由
択
さ
ん
に
電
話

…
続
日
一
ー
は
お
一

五
月
・
と
と
し
も
沖
電
気
争
議
神
高
速
(
大
津
で
一
泊
)
↓
中
国
彼
が
オ
ル
グ
に
出
か
け
る
条
件
に

回
は
夏
の
全
国
オ
ル
グ
の
季
節
を
自
動
車
道
を
通
っ
て
、
五
月
八
日
な
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
.

迎

え

た

.

夕

方

向

山
市
に
入
っ
た
.

ゴ
ー
ル
デ
ン

・
ウ
ィ
ー
ク
が
明

ハ
ン
ド
ル
を
極
る
佐
麟
さ
ん
は

げ
た
五
月
七
日
、
私
は
真
喜
怒
さ
全
国
オ
ル
グ
八
回
目
だ
.
今
回
は

ん
、
佐
藤
辰
美
さ
ん
の
中
国
地
方

北
海
道
を
希
望
し
た
が
実
現
で
き

(岡
山

・
鳥
取

・
島
恨
コ
l
ス
)
な
か
っ
た
.=一
+
一
歳
の
独
身
だ
.

オ
ル
グ
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
助
手
席
の
真
喜
志
さ
ん
は
今
回

た

・

で

四

回

目

・

一

児

の

父

-

奥

さ

ん

争
議
の
近
況
を
曾
い
た
チ
ラ
は
沖
電
気
に
勤
務
し
て
い
る
・

シ
、
物
品
販
売
周
の
カ
タ
ロ
グ
、
民
事
志
さ
ん
は
オ
ル
グ
先
か
ら

花
火
な
ど
の
見
本
、
カ
ン
パ
袋
、
毎
晩
奥
さ
ん
に
包
括
を
か
け
る
ζ

オ
ル
グ
先
一
覧
表
、
道
路
地
図
、
と
が
回
線
に
な
っ
て
い
る
・
会
社

磁
替
え
な
ど
を
満
識
し
た
レ
ン
タ
の
い
や
が
ら
せ
で
、
職
場
で
は
同

カ
l
は
東
京
か
ら
東
名
高
速
4
名
僚
と
ほ
と
ん
ど
会
話
が
で
き
な
い

4
 

わ
れ
る

1日に10団体

以上を訪問

ー

や

先

程

よ

そ

ぜ

話

」

と

の

差

は
ぎ
か
ら
生
れ
て
く

-V
=
/
j
-
dン
ノ

一

る

の

か

・

「

し
て
く
が

3
ホ

午

ざ

人

」
昨
年
ま
で
カ
ン
パ
を
出
し
て
く

オ
ル
グ
第
一
日
目
の
五
月
九
て
く
る
冨
襲
だ
・
首
を
切
ら
れ
た
れ
た
組
合
が
こ
と
し
は
断
わ
ら
れ

目
、
朝
か
ら
県
評
、
地
区
労
、
自
労
働
者
に
対
し
て
の
無
条
件
の
迎
る
と
い
う
と
と
も
起
っ
た
・
「
く

治
労
mm本
部
、
林
病
院
労
組
、
間
帯
の
言
葉
な
の
か
も
し
れ
な
い
.
や
し
い
な
あ
l
.
ど
っ
と
疲
れ
が

山
市
現
業
労
組
、
岡
山
市
職
労
、

で

も
、
揺
が
カ
ン
パ
の
括
に
な
出
て
く
る
ん
だ
よ
な
」
と
唇
を
か

全
逓
な
ど
十
カ
所
近
く
を
訪
ね
る
と
反
応
は
シ
ビ
ア
だ
・
期
政
的
み
レ
め
る
佐
藤
さ
ん
a

た
・

に

も

比

較

的

ゆ

と

り

の

あ

り

そ

う

資

本

と
四
つ
に
組
ん
で
た
た
か

「わ
ざ
わ
ざ
東
京
か
ら
御
苦
労
な
大
組
合
が
五
千
円
で
、
協
立
病
っ
て
い
る
沖
電
気
争
議
団
を
支
媛

織
で
す
.
お
疲
れ
で
し
ょ
う
」
と
、
院
(
三
百
二
十
人
)
の
よ
う
な
小
す
る
と
と
が
そ
の
労
組
に
と
っ
て

労
を
ね
ぎ
ら
つ
て
く
れ
る
労
組
幹
組
合
が
一
万
円
も
出
し
て
く
れ
は
、
労
働
者
の
利
益
と
権
利
の
守

部

。

ど

こ

の

組

合

に

行

っ

て

も

出

る

.

り

手

か

ど

う

か

の

試

金

石

に

な

っ

て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
・
く
れ
る
家
が
岡
山
に
は
あ
る
・

カ
ン
パ
の
訴
え
と
一
緒
に
行
商
「
支
侵
す
る
会
」
の
熱
心
な
会

の
お
願
い
も
す
る
・
物
品
販
の
売
白
の
木
下
一
家
だ
・
御
主
人
は
林

り
上
げ
は
七
十
二
名
の
争
議
団
の
病
院
の
理
事
長
さ
ん
、
奥
さ
ん
は

た
た
か
い
と
家
族
の
生
活
を
支
え
同
病
院
の
保
育
闘
の
闘
長
さ
ん
.

る
大
き
な
財
源
に
な
る
の
だ
.
岡
山
滞
在
中
の
四
日
間
は
二
階

斑
京
の
事
務
所
に
申
し
込
み
を
を
二
人
の
部
屋
に
解
放
し
て
く

し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
か
・
訴
え
れ
、
食
扇
、
下
着
の
曲
目
脅
え
、
洗

て
い
る
こ
人
が
い
ち
ば
ん
気
が
か
溜
ま
で
、
ま
る
で
我
子
の
よ
う
に

り
な
点
だ
.
オ
ル
グ
の
成
果
も
ζ

世
話
を
し
て
く
れ
る
.

ζ
に
あ
ら
わ
れ
る
か
ら
だ
。
一
日
の
終
り
は
、
昼
の
行
動

一
日
フ
ル
回
転
で
十
件
以
上
の
の
艶
理
・
組
合
の
反
応
を
思
い
起

団
体
を
訪
ね
る
と
夕
方
に
は
ク
タ

ζ
し
な
が
ら
メ
モ
を
す
る
.

ク

タ

に

な

る

。

約

一

か

月

間
の
オ
ル
グ
は
ま
だ

そ
ん
な
こ
人
を
暖
か
く
迎
え
て
初
ま
っ
た
ば
か
り
だ
・

山

6
月
ロ
目

前
田
制
裁
判

同
時
S
M
山崎

川
6
月
日
目

八
王
子
裁
判

問
時
5
門川崎

川
6
月
刊
“
日

中
央
区
支
鐙
す

る
会
発
足
集
会
.

川
6
月
刊
口
因

縁
主
総
会

・
昼

休
み
沖
電
気
本
社
抗
議
行

動
.

(
予
定
)

川
7
月
5
目

前
橋
裁
判

市
時
的
分
1
げ
時
.

川
7
月
4
日

東
京
地
裁
、
第

川

2
回
和
解
交
渉
・
凶
時
犯

分。

川
7
月
7
白

裁
判
傍
聴
を
理

由
に
仕
事
差
別
さ
れ
た
浅

利
・
中
山
さ
ん
都
労
委
・

叩
時
5
ロ
時

川
7
月
自
白

神
・
支
援
す
る

川

会
交
流
ハ
イ
キ
ン
グ
.

尾
瀬
(
群
馬
)

川
7
月
げ
日

熊
谷
裁
判

日
時
1
M旧
時
.

川

-
鯵
加
を
よ
ろ
し
く

お
ね
が
い
し
ま
す
.
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三
時
一
ケ
引
回
東
京
兇
説
民
事
川
部
で

経
常
沖
電
気
指
名
停
産
季
併
に
つ

U
て

葉
一
の
才
一
回
臓
権
利
一
受
診
が
も
た

と受留一
れ
ま
し
た

一
一
持
山
村
山
沖
J

回
は
手
議
回
、
会
社
双
方

議
向
日
一
川
川
和
鰐
に
臨
む
基
本
的
在
者
之
、
万

五
ー
も
を
明
ら
小
に
す
る
と
乙
に

a
って

Y
子
宮
い
ま
し
た
.
争
議
団
側
ほ
の
打

訴
訟
山
人
へ
の
指
名
解
雇
の
撤
回
・
原
臓

4
0
復
帰
@
田
・
申
'
哲
朗
君
(
八
王
矛
)

理

の

解

雇

撤

回

最

得

票

察
官の￥ナ裁てレ一ゴル

1
1

並

(2 ) 罫~62宅号支援する会に入会しよう(会費 1口200円/月)1984年 6月 1日

&国Jl7l

Gヤ声

利
・
中
山
両
氏
(
東
京
工
渇
)
広

ど
へ
の
差
別
を
や
め
る
之
ζ

@
八
王
子
の
都
労
委
ポ
に
か
け
ら

れ
た
刑
亭
事
件
の
告
的
ζ

リ
下
げ

不
利
益
扱
い
を
し
ぜ
い
こ
と
⑤

謝
罪
と
解
決
金
‘
酎
ね
謝
科
の
支
払

い

の

5
項
司
を
足
記
.
指
名
用

在
に
関
約
る
全
て
の
問
題
を
全
面
川

約
に
解
決
ざ
せ
る
立
場
を
表
明
し
…

ま
し
た
.
次
回
ぽ
フ
同
チ
臼
の
手
J
川

定

.

…

な
を
主
主
主
主
宰
主
主
宰
事
事
事
事
事
事
事
主
主
主
主
宰
主
主
主
主
主
主
事
事
ま
を
ま
ま

sr嵐

山

市

私

は

印

歳

を

過
ぎ
職
場
に
は
戻
れ
な

い
が

圃

岨

圃

寸

W

四
回
曹
、
，

ph胃
、

司

目

、

。

:

岡

市

岨

抑

制

融

問

nuhe匂
gh曹
聞
陪
E
V
令
A

E

・
m

舶

、

ル
議
書
署
員

J

p
h
説

書

g
p

ん

叫

…

#

h

泌
総
総
務
変
遺
仁
三
百
一
級

w
v

さ

ム

品

t
，
、
仇
誕
踏
穣
滞
日
配
置
・
霊
塔
一
時
議
議
議
制
祖
師
凶

、

ゴ

」

却

s

J
 

a

-

-

a

 

m
f
'騨
湖
底

3
F
、議
機
機
織
機
欝

団
せ
一
世
間

虎
ノ
門
の
本
社
前
、
震
み
抗
鍛
符
動
に
は
H

ニ
窓
謹
蓮
閣

ι議
機

鱗

空

善

之

電
気
は
不
当
解
雇
を
撤
回
せ
よ

L七
五
O
人

以

上

、

(

村

岡

髄

湖

調

関

轟

熱

機

髄

額

一

刑

駒

山

一

科
目
立
時
計
約
料
訂
正
問
銅
器
臨
む

審

有

藤

…

な

ど

が

連

帯

の

あ

い

さ

つ

を

行

い

、

自

に

争

犠

向

調

隊

関

緩

手

工

線

総

選

議

い
事

T

m

解
決
の
決
断
せ
よ
と
強
く
迫
り
ま
し
た
。

h

J

d

必
ぞ
i
t
r
~地
膨
恥
猷
E
E
-
-
E司
沼
樋
療
機
鱗
織
機
綴
線
機
勝
、
伊

A'

ー

一

3
3
1
3
3
1
1
1
3
1
3
前

後

ろ
向
き
で
い
る
時
、
い
く
ら
名
指
名
脚
髄
七
士
天
全
員
職
場
口

議

…

紘

一

本

軍

…

3
54ー

で

も

振

R
i
g
iに

応
じ
争
議
…

P
U
R
R
E
E
E
K
G
R
E
E
W

，

4

い
の
で

一
瞬
不
思
議
に
思
う
の
だ
を
闘
っ
て
い
く
局
面
で
、

「伊
藤
…

語

組

閣

閤

囲

州

ン

パ

ロ

ウ

。
拳
で
と
ば
す
こ

が
、
帰
っ
て
、
よ
く
考
え
る
と
、

さ
ん
ど
ん
な
思
い
で
す
か
」
と
聞
州

選

蝿

握

斎

藤

政

爾

J

?

l

州

主

活

嘩

盟

梢

千
目
白

前
任
の
役
員
の
名
を
問
巡
っ
て
呼
か
れ
る
と
、

「決
し
て
、
格
好
い
吊

E
O
旬

8
0頃
謝

(沖
電

g

N

m

J

H

一

一
千
日
拳
で
と
ば
す
ζ
の

力

ん

で

い

た

。

い

と

と

は

、

言
い
た
く
な
い
け
れ

W

H

段
前
列
H

の
闘
い
に
ふ
さ

亀
覧
車
量
消
j
減

F
一

w

千
日
を
ふ
た
つ
か
さ
ね
た
乙
の
こ
ん
な
事
も
あ
る
。
伊
藤
と
言
ど
、
社
会
が
巡
ん
行
か
な
け
れ
ば
，

わ
し
い
勝
利
の
た
め
に
、
一
層

、

;争
¥
じ
民
:
必
幽
a

F

m

重
み
。

(明
年
5
月
日
日
)

う
名
の
場
合
、
佐
藤
と
も
、
江
藤
な
ら
な
い
、
正
毅
の
道
を
選
ん
だ
耐

の
喬
酬
を
期
待
し
ま
す
。
そ
の

鞠
脳同

品小
問
機
際
附
直
咽
細

制

と
も
、
近
藤
と
も
準
え
て
い
な
い
の
で
す
。
ま
っ
た
く
悔
は
あ
り
ま
榊

こ

と

が

、

全

国

の

労

働

者

を

ど

幽

門

明

機

悩

遍

浬

私

の

仕

事

は

中

毒

(東
京
)

の
で
、
不
安
と
自
信
の
な
さ
で
困
せ
ん
」
と
答
え
た
い
。
七
十
二
人
叫

ん
な
に
か
励
ま
す
と
と
で
し
ょ

餅
湖

a・
・
・
明
盛
期
紘
極
圏
司
刊
の
オ
ル
グ
と
、
都
労
袋
、中
労
委
、
る
。
し
か
し
、
佐
藤
さ
ん
と
呼
ん
の
中
に
は
私
も
入
っ
て
い
ま
す
。
尚
一

ぅ
。
私
た
ち
も
、
議
し
て
闘

〆
犠

可

-山

組

園

司

的
地
裁
、

高
裁
の
傍
聴
参
加
。

「は
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
が
私
は
停
年
で
職
場
に
戻
れ
ま
せ
拙

い
ま
す
。

AE31『
一

情
た
ら
く
」
の
封
筒
入
れ
や
力
l
ド

巡

っ
て
い
て
も

「
ハ
イ
、
ハ
イ
」

ん
。
つ
ま
り
言
誕
の
文
で
す
か
ら
情

J
揖

掴

自

国

国

園

田

w
の
記
入
な
と
。
さ
ま
ざ
ま
な
集
会
と
親
切
に
返
事
さ
れ
る
場
合
も

一
向
に
気
に
し
ま
せ
ん
。
一
一

nq主
叫
恥
剖
吋

wa腸
臆
纏
目
的
参
加
。
背
景
資
本
の
銀
行
攻
め
な
あ
る
。

私
を
支
媛
し
て
下
さ
る
人
の
中
.

l

l

d

的
ど
思
い
も
よ
ら
な
い
経
験
。
出

来

こ

は

替

の

争

犠

(企
業
整
理
や
レ
，

叶

i

固とい

L
1J

W

会
詰
自
ら
狗
レ
た
拐
を
無

仰
る
事
は
な
ん
で
も
や
る
ぞ
と
元
安

f
ポ
ケ
た
ろ
毛
4

H
ド
パ
ー
ジ
)
に
怨
奪
持
た
れ
判

条
件
に
し
か
も
全
面
的
に
償
わ

…υ
を
出
す
。
先

日

の

沖

也

気

本

底

ピ

る

方

々

、

高

齢

の

方

々

。

支

媛

す

一

-

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
職
権
州
ラ
ま
き
で
、
会
社
の
前
の
百
々

代

あ

の
爺
さ
ん
呆
け
た
の
か
な
と
る
会
の
多
く
の
方
々
に
、
満
足
な
内

和
解
を
機
会
に
、
職
場
か
ら
の
柏
崎
の
棋
。
か
ぞ
え
の
十
九
歳
で
会

思

わ
れ
る
の
は
仕
方
が
無
い
が
、
闘
い
は
出
来
な
く
と
も
、
働
く
者
品

支
鐙
活
動
を

一
胞
強
化
し
、
一
情
社
に
入
社
し
て
、
毎
日
渡
っ
た
橋

気
が
つ
い
て
、
そ
の
失
利
か
、
い
の
生
活
と
椴
利
を
守
る
た
め
、
最
排

日
も
早
く
職
場
へ
復
帰
で
き
る

押

|

|
「ま
さ
か
此
処
で
ピ
ラ
ま
き
つ
ま
で
も
悔
に
残
る
。
だ
か
ら
、
後
ま
で
、
が
ん
ば
っ
て
行
き
た
い
，

よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

日仏

を
す
る
と
は
」
と
私
自
身
に
言
い

名
前
を
つ
い
口
に
し
な
く
な
る
。

と
念
じ
て
い
ま
す
。
ど
う
も
、
調

掛

前

「私
だ
っ
て
十
九
の
と
き
も
あ
っ

そ

れ
で
は
親
し
昧
が
深
ま
ら
な
子
が
上
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
失
礼
的

W

た
ん
だ
な
あ
」
と
思
い
出
す
・

ぃ
。
隼
齢
の
差
を
気
に
し
た
ら
、
な
耶
を
白
い
た
訳
で
も
な
い
。
年
仰

いげ

オ
ル
グ
、
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
、
オ
ル
グ
は
っ
と
ま
ら
な
い
。

容

の
冷
水
か
な
、
そ
ん
な
気
も
す

W

HL

立
派
な
一
言
葉
だ
。
到
底
自
分
に
は
組
合
事
務
所
の
入
口
に
立
つ

る

が
、
争
犠
回
で
い
る
以
上
、
年
，
一

情
近
よ
れ
な
い
存
在
だ
が
、
無
理
、
と
、

「沖
包
気
争
議
団
で
す
。
お
を
と
っ
て
は
い
け
な
い
の
か
も
知
荊

W

無
湿
の
五
年
同

失
敗
ば
か
り
1

世
話
に
な
り
ま
す
」
と
大
き
な
声
れ
な
い
と
思
-1

.

，

品
先
づ
相
手
の
名
前
を
伸
・
完
え
な
を
出
す
。
笑
顔
に
な
る
。
す
る
と

リ4
d

l

幻
い
酔
戸
柑

前
い
。
何
人
か
い
た
中
で
、
相
手
が
歳
を
忘
れ
て
い
る
。

H
K
h
m凶
日
可
抗

J
I
5
5
5
5
5
2
5
2
5
5
5
5
5
5
5
2
5
5
5
十れが屯%円
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これまでで最;;2 1 9団体

5.17本社前抗議行動

¥
5
月
白
日
付
の
沖
電
気
争
撤
回
J

/
ニ
ュ
ス
一
ご
六
号
よ
り
転
載
、

7平
百 j，

#四IH
Z董 川 >
回 c
、J ん

松
木
源
太
郎
さ
ん

(
全
企
・
金
右
舎
)

か
た
く
な
に
交
渉
を
拒
否
し

て
い
た
会
社
を
引
き
出
し
た
.

し
か
し
こ
れ
か
ら
が
大
変
だ
と

思
う
。
会
社
の
対
応
を
見
て
も

賀
任
あ
る
人
を
交
渉
に
出
さ
せ

争
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
一
喜

一
憂
せ
ず
頑
張
り
ま
す
.

井
川
昌
之
さ
ん

h
沖
電
気
共
闘
会
餓
)

み
な
さ
ん
の
闘
い
の
成
果
と

し
て

「和
解
交
渉
」
と
い
う
新

た
な
局
面
を
作
り
出
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
後
の
進
行
に

つ
い
て
は
予
断
を
許
レ
ま
せ

ん
@
よ
り
一
層
の
闘
い
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

米

田

和

恵さん

(
沖
電
気
争
脱
印
)

和
解
五
項
目
は
神
の
争
犠
の

刷

会
面
解
決
と
職
場
内
の
改
醤
を

含
み
視
野
の
広
い
内
容
で
「
さ

す
が
」
と
思
い
ま
し
た
。
と
れ
を

裁
判
官
に
理
解
し
て
も
ら
い
、

勝
利
す
る
た
め
に
、
も
っ
と
沖

支
援
の
輸
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

-
戸
川
忠
男
さ
ん
(
長
崎
)
闘
生
レ
子
ど
も
た
ち
は
、
健
や

い
に
も
花
満
開
の
春
が

一
日
か
に
成
長
さ
れ
て
い
る
の
で

も
早
く
お
と
ず
れ
ま
す
よ
う
す
ネ
。
四
月
一
五
日
に
結
婚

に
1
.
島
原
で
も
応
援
し
て
し
ま
し
た
の
で
住
所
が
変
わ

お

り

ま

す

。

り

ま

し

た

の

で

お

知

ら

せ

し

・
宮
脇
美
都
子
さ
ん
(
兵
庫
)

ま

す

。

四
月
に
は
、
新
一
年
生
も
誕
.
野
々
村
絹
子
さ
ん
(
東
京
)
不
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1984年 6月 1日

い

ま

苦

悩

を

の

り

ー，
ι圃

え

て

沖
電
気

か
ら

職
を
奪
わ
れ
た
宮
里
勲
さ
ん
明

支援する会T~入会しよう (会費 1 口 200円/月 )揮軍62喧吾

f 
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三
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3 ・郡 東《海、 (箱京
ミ連 京事国沖な
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金 市町村民悦
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差引合計額 I:.l : (/粧品
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月分給料支払明細書

修子さん (40歳)付中
日守一

.東洋鋼飯 〈株〉本社ビルの管理会社の事務です

東京のド真中、霞が関でζんな低賃金なん

です。鉄鋼の男女差別と下請差別、二重の差

別がこの実態です。東洋鋼飯の出産解雇と 11

年たたかった末、雇用確保して、今は全国一

般中部地域支部分会で未組織の労働者を結集

して運動しています。未組織の職場ってとて

も劣悪なんですよ。もっと組織化に力を入れ

ていきたいですね。趣味は山歩きなど。

-ひとこと:
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(4 ) 

凶
年
余
の
苦
闘
で
画
期
的
な
高
裁
判
決

E麿62宅聖

カ
ネ
ミ
油
症
事
件
東
京
支
援
連
絡
会

5
月
氾
目
、
東
京
・
夢
の
島

「
ラ
ン
グ
l
ン
事
件
、
ソ
連

の
第
五
福
竜
丸
展
示
館
前
か
ら
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
不
診
加
、
そ

広
島
ま
で
の
七
十
九
日
間
の
約
し
て
核
ミ
サ
イ
ル

・ト
マ
ホ
l

千
J
の
「
明
平
和
大
行
進
」
が
ク
の
日
本
配
備
危
機
感
を
強

〉

ス

タ

ー
ト
し
た
。

く

感

じ

て

初

め

て

全

コ

l
ス
の

鋪

全

コ

l
ス
踏
破
す
る
の
は
+
踏
破
に
挑
戦
す
る
気
に
な
っ

ム
百
四
人
だ
が
、
こ
の
中
に
神
・
支
た
」
と
言
う
・

妨
害
る
会
の
会
員
の
金
子
徳
好
関
委
を
患
っ
た
ζ
と
の
あ

援
さ
ん
(
玄
九
)
も
・
「
ア
メ
リ
カ
は
る
金
子
さ
ん
の
腰
に
は

n
万
歩

ぽ
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
出
て
行
け
乙
計
H

が
取
り

gら
れ
て
い
る
。

の
ゼ
ッ
ケ
ン
通
勤
か
ら
、
現
在
広
島
ま
で
何
歩
か
の
計
測
を
依

は
、
「
地
球
か
ら
桜
美
践
を
な
類
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

く
そ
う
」
の
散
歩
を
続
け
て
い
「
紫
浪
人
の
道
楽
だ
か
ら
」

る
平
和
運
動
家
の
金
子
さ
ん
で
と
謙
遜
す
る
金
子
さ
ん
に
、
沿

あ

る

。

道

の

み

な

さ

ん

の

声

優

を

。

?語恕~務 ミザイノレミ:;520 ， がんばれ 1000キロ ! 

;i; 金子組さん i 
e 進・

メ
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デ
ー
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国
は
食
品
の
安
全
に
も
っ
と
寅
わ
き
お
ζ
り
ま
し
た
・
十
六
年
余

任
を
も
つ
べ
き
だ
.
ー
l
福
岡
高
も
痛
む
体
を
ζ
ら
え
、
借
金
を
し

等
裁
判
所
は
三
月
一
六
日
、
力
ネ
な
が
ら
裁
判
闘
争
を
す
す
め
て
き

ミ
泊
症
事
件
第
一
陣
償
訴
審
判
決
た
被
害
者
の
人
々
は
、
涙
を
流
し

で
食
品
公
容
の
裁
判
史
上
初
め
て
肩
を
だ
き
合
っ
て
勝
利
の
感
激
を

き

国
の
寅
任
を
認
め
る
画
期
的
な
内
確
め
あ
い
ま
し
た
.
そ
し
て
、

ζ

容

の

判

決

喜

証

言

し

た

。

の

貝

昼

休

み

に

は

支

緩

の

輸

が

官

隊

ニ
ワ
ト
リ
の
エ
サ
の
ダ
l
ク
油
約
千
人
に
ふ
く
れ
上
が
り
、
「
国

v

w，

郁
件
発
生
の
際
に
人
間
の
食
べ
る
は
上
告
す
る
な
」
「
被
害
者
を
い
磁

rd.-gsa

食
用
油
に
も
危
険
が
お
よ
ぶ
乙
と
ま
す
ぐ
救
済
せ
よ
」
の
シ
ュ
プ
レ

噌

・
・
・

を
知
り
な
が
ら
農
林
水
産
省
が
厚
ヒ
コ
l
ル
を
と
ど
ろ
か
せ
、
霞
ヶ

関

l
d司
」
咽

著
に
連
絡
を
と
ら
ず
、
放
置
し
関
デ
モ
を
き
な
い
ま
し
た
。

帆

.

、

開

S
E
E
-
a

た
行
政
の
怠
慢
を
明
確
に
し
た
も
そ
の
後
、
厚
生
省
前
で
連
日
、

岬

国
EE--

の
で
、
猛
毒
の

P
C
Bを
製
造
し
、

「上
告
断
念

・
即

時

救

済

」

を

要

品

寸

S
U逼
可

販

売

し

た

鐙

淵

化

学

と

も

ど

も

カ

求

す

る

集

会

、

宣

伝

、

座

込

み

行

田

‘

晴

ー

ネ
ミ
泊
症
事
件
の
国

・
企
業
の
賛
助
を
お
ζ
な
い
、
鐙
化
本
社
の
座
病
苦
と
高
齢
化
で
す
で
に
一
二
新
た
に
し
て
い
ま
す
。
(
清
水
)

任
を
厳
し
く
断
罪
し
た
も
の
で
込
み
行
動
を
続
け
る
大
阪
支
援
連
八
人
が
死
い
ま
だ
に
治
療
法
が

A
抗
議
先
V
@
千
代
田
区
霞
ヶ
関

す

。

絡

会

・
カ
ネ
ミ
救
済
実
行
委
員
会
み
つ
か
ら
な
い
な
か
で
入
院

・
通
一
ノ
二
厚
生
大
臣
波
部
恒
三

冷
た
い
冨
の
降
る
な
か
東
京

・

と
呼
応
し
て
た
た
か
い
、
全
国
支
院
が
続
き
、
働
け
ず
に
苦
レ
む
患
宛
・

霞
ヶ
関
の
厚
生
省
前
に
は
上
京
中
媛
会
議
の
大
臣
交
渉
を
支
え
な
が
者
、
離
婚
で
家
肢
を
パ
ラ
パ
号
に
@
大
阪
市
北
区
中
ノ
島
三
ノ
二

の
原
告
団
と
東
京
支
復
連
絡
会
の
ら
全
面
解
決
を
め
ざ
し
て
奮
闘
し
引
き
裂
か
れ
、
進
学
、
就
職
、
結

ノ
四
朝
日
ピ
ル
鈍
測
化
学
工
業

仲
間
約
三
百
人
が
高
裁
判
決
の
報
ま
し
た
。

婚

、

出

産

な

ど

将

来

の

不

安

と

悩

株
式
会
社

告
を
待
っ
て
い
ま
し
た
が
、
午
前
し
か
し
、
三
月
二
九
日
、
固
と
み
は
深
刻
で
す
。
一
日
も
早
く
完

A
激
励
先
V
東
京
支
綾
連
絡
会

十
一
時
過
ぎ
「
全
面
勝
訴
」
の
第
錨
化
は
獲
高
裁
に
不
当
な
上
告
を
全
救
済
を
実
現
し
、
食
品
公
害
根

雷
八
一
千
五
四
一
七
。

も

sw
亀
田
グ

一
報
が
は
い
り
、
歓
声
と
拍
手
が
お
乙
な
い
ま
し
た
。
絶
の
第
一
歩
に
し
よ
う
と
決
意
を

必
醤
曹
司

4
5
航
可

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュ ース

5
月
5
日
5
6日
の

第
包
囲
赤
旗
ま
つ
り
。

今
回
も
支
援
す
る
会
の

お
庖
は
大
評
判
。
西
陣

織
や
新
鮮
な
ト
マ
ト
二

千
袋
な
ど
も
売
切
れ
ま

し
た
。
下
の
写
真
は
左

か
ら
中
山
さ
ん

(沖
争

議
団
)
小
島
さ
ん
(
支

援
す
る
会
事
務
局
長
)

黒
川
さ
ん

(同
・
代
表

幹
事
)
小
川
さ
ん
(
同

会
員
)
で
す
が
、
乙
の

w

よ
う
な
、
全
国
の
仲
間

と
の
交
流
が
4
日
間

;t手:
争原
て
み

て
ね

(r;. 
86'-'1ず....f.:'".，叫ご- <:6;昨""-;..'IO'I'，.ペ勺

審
響

曲

5
月
同
日
に
沖
電
気
の
闘
い
は

二
O
O
O日
を
迎
え
た
。
五
年
六

カ
月
で
あ
る
。
会
社
と
の
交
渉
が

や
っ
と
始
ま
り
、
沖
電
気
の
伸
間

に
緊
張
と

H

ヤ
ル
気
u
が
見
え
る
.

全
国
の
伸
聞
の
み
な
さ
ん
連
帯
を

強
め
ま
し
ょ
う
.

@
沖
電
気
は
、
ド
ン
ド
ン
新
工
場
、

関
連
会
社
を
設
立
.
今
度
は
福
島

に
新
工
場
の
話
回
『
乙
れ
が
経
営

危
機
の
実
態
で
あ
る
.
労
働
者
の

生
活
忘
れ
て
の
快
挙
。・
ナ
ノ
ダ
。

た
た
か
い
の

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

団益岡

(八

O
O円
)

減1#-ジユ
.. ，部示い帥叫~''-

嘘…



指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース 1984年ワ月 1目

支援する会事務局

事務所 東京都港区三田

3-2-20 

電信 (03) 451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名沖電気の不 当解雇

を撤回させる会

で
は
司
会
も
し
ま
し
た

鮎

私

と

同

年

齢

の

り

若
者
が
、
え
ら
く

引
さ
ん
)
が
ん
ば
っ
て
い
る

ス

平
J

情
姿
が
と
っ
て
も
ス

一
二
L

通

日
甘

心

テ

キ
・
お
じ
い
さ

ー

ャ
ん
ぽ
く
な
い
沖
む

れ
相
山
一
ン

昨
山山
(
気
争
議
団
は
大
好

l

き
で
す
.

発
行
所

第 63号

1 9 8 4年

7月 1自

国2仰日|
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1
 

(
 

よ

5丹波 孝さん
人 {富士火災)
で
総監 督としてー

通
信
機
三
大
メ
l
カ
の
一
つ

円
近
い
史
上
段
高
の
利
益
、
一
一
一
一
方
、
解
居
後
の
職
腸
で
は
、
千
人
の

「
支
鐙
す
る
会
」
に
支

神
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京
橋
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
九
州
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
え
ら
れ
、
行
商
や
本
社
へ
の
抗

本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二
六
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
し
て
履

(田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
伸
機
行
動
な
ど
に
奮
闘
.

二
億
、

一
万
三
千
人
)
は
「
経
新
工
場
の
建
設
な
ど

.
会
社
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
八
二
年
十
一
月
に
、
支
援
共

営
危
機
だ
、人
が
余
っ
て
い
る
」
は
東
京
地
裁
は
か
四
カ
所
の
裁
仕
事
を
取
り
上
げ
る

(浅
利
さ
闘
会
椴
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
は

と
称
し
て
、

千

五

百

人

の

「

希

〆

〆

r

，，
r

，
r

J

背
員
資
本
の
怨
士
銀
行
や
、
神

望
退
職
」
募
集
を
襲
ζ
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

沼
町
田
本
社
へ
の
抗
強
打
動
も
速

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

腕

し

て

行

な

わ

れ

て

い

る

.

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
判
で
も
「指
名
解
胞
の
狙
い
は
、
ん
、
中
山
さ
ん
〉
な
ど
の
、
暴
裁
判
所
で
は
、
八
四
年
五
月

毅
で
は
三
井
三
池
争
犠
以
来
、
残
っ
た
労
働
者
の
愈
織
墜
首
相
を
挙
が
続
行
・

か
ら
裁
判
と
併
行
し
て
和
解
交

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
屈
を
す
る
こ
と
」
と
庄
一回・

労
働
者
神
電
気
争
議
団
の
七
十
一
人
捗
も
始
ま
り
、
山
場
を
迎
え
た
・

強
行
。

と
労
働
組
合
を
無
視
し
て
解
服
は
、

全
国
二
四
の
県
野
、
=
一
千
あ
な
た
も
、
沖
電
気
の
仲
間

そ
の
後
の
神
電
気
は
、
百
億
し
た
と
と
も
明
白
に
.
を
悶
岨
え
る
支
疲
労
組
や
一
万
四
に
納
い
迎
滞
を
，F
・

圃
銀
座
が
あ
る
中
央
区
だ
か
ら

オ
ル
グ
の
桧
垣
君
に
背
広
を

プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
ら
ど
う
だ

ろ
う
。

圃
現
在
三
四
O
人
の
会
員
だ
が

五
O
O人
は
め
ざ
そ
う
。

開轄

の
報
告
は
、
ス
ラ
イ
ド
で
報
告
.
ナ
レ
l
タ

は
土
屋
さ
ん
(
東
都
水
産
)
と
浅
野
さ
ん
(
民

放
労
連
)
・
ま
だ
独
身
者
が
い
る
に
笑
い
が
・
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(2 ) '睡63雪量支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)

抗日出 6・29株主総会〈玖:::::::::::::::::::::::::::::::::::;:

え
六
月
二
十
一
日
、
第
十
三
回
沖
ど
.
③
当
面
の
闘
い
と
し
て
、
六

一
気
争
犠
支
援
中
央
共
闘
会
鍍
幹
月
二
十
二
日
か
ら
+
.
大
大
株
主
に

会
が
労
音
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
対
し
て
要
務
行
動
を
行
い
、
二
十

し

た

.

九

回

の

株

主

総

会

に

は

、

中

山
さ

こ
の
会
蟻
で
は
、
①
七
月
四
日
ん
と
村
山
さ
ん

(
と
も
に
神
争
犠

の
第
二
回
H

和
解
交
渉
u

へ
の
態
回
)
が
診
加
し
て
訴
え
を
行
い、

度
②
神
電
気
の
三
月
期
決
卸
で
経
当
日
昼
休
み
に
は
、
争
議
解
決
の

常
利
益
が
史
上
位
高
の
一

O
四
決
断
を
迫
る
沖
電
気
本
社
抗
議
行

億
。
設
備
投
資
は
=
一

O
八
億
円
と
動
を
行
う
。
な
ど
の
確
認
を
行
い

引
続
き
活
発
な
と
と
.
新
規
傑
用
ま
し
た
.

人
口
は
今
年
も
九
O
O人
以
上
.

神
電
気
の
仲
間
は
い
ま
、
符
商
、

な
ど
の
沖
電
気
の
状
況
の
報
告
な
募
金
で
も
大
車
輪
で
す
・

川
会
社
解
散
、
全
員
解
胞
と
闘
っ
て
き
た
大
阪

七
六
年
二
月
、
斎
藤
さ
ん
は
配
転
命
令
拒
否

川
工
作
所
(
工
作
機
械
メ
l
カ
・
大
阪
)
の
組
《

を
理
由
に
解
服
さ
れ
た
.
当
骸
労
組
が
支
援
を

川
は
、
親
会
社
の
伊
藤
忠
商
事
に
争
犠
の
責
任
を

留
保
す
る
と
い
う
困
難
な
条
件
で
、
八
年
余
の

川
と
ら
せ
勝
利
レ
ま
し
た
.
工
場
敷
地
六
百
坪
、

ね
ば
り
強
さ
が
実
り
、
明
年
四
月
、

職
場
復
帰

山
機
械
類
一
切
と
和
解
金
で
、
新
工
場
を
作
り
、

を
勝
ち
と
り
ま
し
た
・
地
元
の
仙
台
と
東
京
に

川
自
ら
の
手
で
、
企
業
を
再
開
し
ま
す
・
全
金
大

守
る
会
組
織
も
つ
く
り
、
働
く
者
の
団
結
の
力

川
阪
工
作
所
支
部
(
組
合
員
は
十
八
人
)
の
八
年

が
勝
利
の
要
因
・

H

お
父
さ
ん
が
悪
い
ん
じ
ゃ

川
聞
の
闘
い
は
「
闘
え
ば
勝
つ
」
の
教
訓
を
残
し

な
い
u

の
子
ど
も
さ
ん
の
励
ま
し
は
有
名
.

川
た
.

J

一品川
v

m

務
~
一
湖
一
勝
一
一
、
九
一
刻

中
央
法
規
出
版

斎
藤
孝
さ
ん

19S4軍ウ月 1日

大

阪

工

作

所
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シ
l
リ
ン
グ
と
は

「天
井
」
の

ζ
と
.
マ
イ
ナ
ス

・
シ
l
リ
ン

グ
は
、
前
年
度
よ
り
概
算
要
求

枠
が
減
る
ζ
と
を
意
味
し
ま

す
.
今
年
度
は
、
福
祉
や
文
教

関
係
の
経
常
貨
は
マ
イ
ナ
ス
一

O
M問
、
公
共
事
業
な
ど
の
公
共

翌
年
度
の
政
府
予
算
案
編
成
経
費
は
マ
イ
ナ
ス
五
掃
の
シ
ー

に
向
け
て
、
各
省
庁
が
大
蔵
省
リ
ン
グ
で
し
た
.
大
蔵
省
は
楽

に
提
出
す
る
予
算
要
求
を
概
卸
年
度
も
マ
イ
ナ
ス

・
シ
l
リ
ン

要
求
と
い
い
ま
す
.
そ
の
枠
を
グ
を
主
張
、

ζ
れ
に
対
レ
自
民

あ
ら
か
じ
め
決
め
た
の
が
シ
l

党
の
中
に
も
反
対
の
声
が
出
て

リ
ン
グ

〔慨
卸
要
求
枠
〉
で
、

い
ま
す
。
〔
迎
合
〕

⑤~ <1診。。

板
橋
支
援
連

が

総
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六
月
三
日
に
、
行
徳
海
岸
へ
、
は
、
一
つ
も
取
れ
な
い
の
で
、
ぐ
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
・
お
父

州

し
お
ひ
が
り
に
行
き
ま
レ
た
・
ず
ぐ
ず
も
ん
く
を
、
い
っ
て
い
ま
さ
ん
に
も
、
少
し
、
手
伝
っ
て
も

一

パ
ス
と
、
塁
に
乗
っ
て
家
か
ら
し
た
・
で
も
、
わ
た
し
た
ち
も
、
ら
い
ま
し
た
a

ふ
く
ろ
が
、
い
っ

ト

ド

J

F

一、

=一
十
分
ぐ
ら
い
で
、
行
徳
の
集
合
三
つ
ぐ
ら
い
し
か
、
取
れ
ま
せ
ん
ぱ
い
に
な
っ
た
の
で
、
か
え
ろ
う

1

J

y

q

i
J
r
f
.4
9

、

、
，

、ノ州

場
所
へ
、
つ
い
た
と
き
に
は
、
東
で
し
た
・
も
う
少
し
い
動
し
て
、
と
、
す
る
と
、
お
父
さ
ん
が
、
ま

/
/
グ

ぱ

「

「

K
9

里
案
、
い
ま
し
た
・
朝
、
早
ほ
り
ま
し
た
。
き
で
は
、
一
っ
た
、
は
り
だ
し
て
、
そ
ζ
で
、
大

当

事

乙

川

¥

弓

~

く
き
た
ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
見
し
か
、
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
き
い
の
が
、
い
っ
ぱ
い
と
れ
て
、

背
誠
治
制
符
柏
町
蚤
戸

い

て
い
た
ら
、
て
カ
ー
が
好
き
な
っ
と
、
海
辺
の
方
へ
、
い
勤
し
、

小
さ
い
あ
さ
り
を
す
て
て
、
入
れ

J

ん
訳
斑
納
品
、
〆

父
さ
ん
宍
男
の
子
が
い
ま
し
た
・
草
し
て
、
ほ
っ
て
、
い
た
ら
、
か
え
ま
し
た

-

d
眠、

p

、

ノ

…

芯
，

A
総
指
紋
ω
…

エ
ル
フ
に
乗
っ
て
海
岸
の
入
口
ト
イ
レ
へ
い
き
た
く
な
っ
た
の
害
す
る
簡
に
な
っ
た
の

/
i
/コ

ユ

知りませ
タ

に
、
首
き
ま
し
た
・
入
口
に
は
で
、
走
っ
て
い
き
ま
し
た
・
帰
つ
で
、
海
か
ら
あ
が
り
駐
車
場
の
松

J

〆

白¥

A

Y

M

「裁
判
傍
聴
な
ん
て
、
そ
'

〉

い
っ
ぱ
い
な
ら
ん
で
い
て
て
く
る
と
海
岸
は
広
く
て

林

で

き

る

を

!

し

た

グ

内

F
J

「
…

1
2いき

J
間

口

沢

一

一

一

ド

一

一

lu訪
れ

れ

ド

ヲ

が

ι一
一
一

4
vNC民
u
u
u
ww
-
u
u
M
Mば
れ

れ

れ

十
分
ぐ
ら
い
、
お
父
さ
ん
た
ち
が
、
た
ち
を
、
見
つ
り
る
と
、
両
方
と
で
、
あ
さ
り
を
あ
げ
た
ら
、

事
ん

〆

d
k
l
-
-
r陸

、

…

ど
の
争
議
支
援
を
き
ら
っ
て

話
し
て
い
た
の
で
、
待
ち
ま
し
た
・
も
、
す
ご
く
た
く
さ
ん
取
れ
て
い
だ
の
で
、
よ
か
っ
た
で
す
・
と
て

い山

M
O
w
n
u

川
仕
事
差
別
を
強
行
し
た
森
田
企

J

入

信

長

ね

じ

れ

J
日
ィ
ド
ー
は
い
も
楽
し
い
一
日
で
し
た

¥

会

「

鍾

一

江

戸

九

日

十

日

訪

れ

即

日

京

都

い

ね

い

は

が

持

ト

が
二
千
五
百
円
で
し
だ
子
ど

i
駈
贋
弱
箇
鴫
J

闘堕

(
総
則
u

一

J

J

I
で

す

し

て

い

る

よ

う

な

霊

著

書

人

が

一
番
よ
く
知
っ
て

五
1
2
J
P
V
K剥
腸
潤
論
闘

妥
健
J

/l〆
)
一
札
開
刊
行
1
軒

目

立

警

の

怒

り

長

し

将

司

配

・芳

三
刊
誌
i
y
M叫
騒
翻
周

『ケバ

vav-会…
九
日
許
可

単
純
作
業
説

明
伝
統

2

7
zi-
-M
省首

Sコ

込

山

」

と

言

き

っ

て

下

で

は

長

仕

事

差

別

ト

た
わ
た
し
は
六
つ
ぐ
ら
い
で

i
"
3
4量
一
g
j
¥瞬間

じ
行
し
た
い
の
震
で
の
;
田
証
人
は
半
日
で
終
る

「差
別
さ
れ
し
わ
れ
よ
量

三

宮
O
で
、
お
父
さ
ん
は
、
五

;~yふ
J
F
樋

g

d
g
照
合

W
ぷ
匂

P
一
体
的
な
会
話
売
代
理
人
の
小
仕
事
に
配
転
さ
せ
て
お
い
て
別
す
る
君
の
阻
害
に
あ
る

松

日

告

立

7

h睦
麟
ι

d

¥
、

QVU位
ぺ

一

時

打

開

制

し

ト

抗

日

一

一

問

時

一

一

「

河

内

日

-

く
ら
げ
が
死
ん
で
い
ま
し
た
・
弟
昼
は
パ
l
ペ
キ
ュ
ウ
で
交
流
会

，

一

/

川
小
島
弁
護
士
か
ら
「
裁
判
傍
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
」
と
突
っ
第
二
十
回
審
問
(
七
月
七
日
十

ヲ

i

E
-reT
E
--2
ST
E
-
-2
5
7
2zlze-7
521

山
聡
の
話
が
で
た
と
言
っ
た
の
は
ば
り
ま
す
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
時
1十
二
時
)
か
ら
は
申
立
人

後

能

)

)

)

)

の

性

発

発

nn
発

…

森
田
さ
ん
、
あ
な
た
自
身
だ
」
ら
出
て
く
る
用
紙
の
整
理
が
二
浅
利
正
さ
ん
の
主
母
問
で
す
・

そ

高

。

引

れ

m
l

川
と
指
摘
さ
れ
、

言
葉
も
知
ら
な
人
の
仕
事
で
す
が
、
仕
事
の
貴

「知
ら
な
い
、
知
ら
な
い
」

4
6

ド
!

T
U

如

灯

、

K

K

に

は

い

い

と

雷
っ
た
恒
人
は
何
も
答
え
を
記
録
し
て
い
る
浅
利
さ
ん
の
の
会
社
側
粧
人
の
ウ
ソ
を
浅
利

つ
威

叶

創

月

月

月

一

切

川

川
ら
れ
な
か
っ
た
.
自
分
で
雷
っ
メ
モ
を
み
れ
ば
、

一
回
り
ょ
う
さ
ん
は
事
実
で
柾
明
し
ま
す
.

よ

の

て

下

付

札

口

α

に

そ

れ

て

発

発

売

発

日

沖

争

犠

は

い

ま

、

職

場

の

内

外

爆

'
h
え

巾

原

丸

町

答

川

町

7

m山

川

で
大
き
な
山
場
で
迎
え
る
・

た

し

と

に

約

約

約

約

れ

ま

ン

閉

さ

内

ト

賀

①

②

③

@

川

下

4

0

の

役
ザ
人
日
次

こ

M
1
1

島

由

1

て

川

広
一
山
山
山

…
O
 

K
人
算
一
こ

引
明
柏
田
町

月

引

1
・
を

判

明

川

日

“
“
帆
間

Tτ一
の

川

刊

年
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1984年'7月 1目

パをしと幸
を利たし、沖
食用・てー電
べし曇、一気
な、天潮四争

官7EZ震警
べたり)鐙

交キがをで港
流ュ約行は区
とウ八徳、共
述、+海墾闘
稽あ人岸期会
をさが (恒灘

署長君主君露
ましし )育長
し、、で空
た焼昼行交久 :

き尿い流保 :
ソみま会孝 i

支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)

川

文

川

川
作

川

同の

叫

川
ち
N

N

た
川

γも
川

州

が
」

州

川
子

川

H

の
叫

川
田
川

川
議

川

川
争
川

川

信

丸

山

…
電
川

い
沖

川
，、

F 

aE琵盟理霊童璽臨

開 63号(3 ) 

.".， 

① 100倍

② 500依

③ 10∞ {岳

@ 2∞O {t~ 

1人 0.5トン

l人 2トン

l人 3トン

l人 8トン

①

②

③

③

 

現在あ る核爆弾中最大のものは広島

型爆弾の何倍の威力?

広島以降、今 日まで

に生産さ れた核爆弾

は約5万発(広島型

の 100万- 120万発

分 11:相当)。 ιれは

広島引絞爆弾を 1日

いく つ作 った乙とに

なるで しょう。

Q2の 5万発の被爆弾を向性

能火薬11:検算すると人類 l人

あたりの火藁のf置は?

Q 1 

Q 2 

Q 3 

① 1000m 

② 100m 

③ 30m 

@ 10m 

核兵~~はその威力や慣の{也κ運般手

段の高度化 も;:nみ:1¥しました。話題

の巡航ミサイ Jレ「ト7 ホークJは2500Km 

をとんでその命中精度ヱド筏は ?

Q 4 

10分

30分

l 時間

2時間

①

②

③

@

 

ゾピヱ トカ4高司IIL(ウラジオス トy

クあたり)配備 している 5520ミサ

イJレが発射 されたと して、 東京IL開

くまでの時1I11は ?

あなたはと乙まで逃げられる/

Q 5 

出 題:笹 岡 敏 紀さん (車和語進喜員妻)

I-S D' E-T O・E-EO・秒ー zD・T-IO [墨田〕

も
う
ひ
と
つ
の
沖
争
議

会
社
尋
問
を
終
え

本
人
尋
問

却
電
気
東
京
工
場
(
還
区
芝
浦
)
企
画
課
に
艶
務
す
る

浅
利
正
さ
ん
(
村
議
)
と
中
山
淳
予
さ
ん
〈
削
鏡
、
浄
電

気
争
犠
団
中
山
代
表
の
聖
〕
は
指
名
解
雇
後
も
磁
場
の
中

力
ら
河
電
気
告
白
血
を
受
湿
し
て
き
ま
し
だ
。

会
社
は
駿
楊
巳
受
援
の
鶴
ガ
銘
ガ
る
こ
と
を
恐
れ
、
二
E

在
と
争
っ
て
い
る
裁
判
の
傍
跨
に
行
く
よ
う
息
苦
怯
信
頼

で
き
な
い
」
と
し
て
、
企
画
業
務
の
ベ
テ
ラ
ン
の
二
人
ガ

ら
通
常
の
仕
事
を
取
り
あ
げ
、

一
日
疋
つ
だ
三
時
間
C
も

広
ら
な
い
単
純
作
業
巳
ゐ
せ
し
め
的
に
配
置
。
二
人
は
「
仕

事
差
別
」
で
あ
り
「
不
当
労
血
行
為
」
で
あ
る
と
一
九
八

一
年
九
月
、
都
労
蚤
巳
鑓
訴
し
ま
し
疋
。

7
月
げ
目

熊
谷
裁
判
日

時
5
M時。

8
月
引
目

前
橋
裁
判

日
時
初
分
1
M山
時
間
叫
分

@
診
加
を
よ
ろ
し
く

お
ね
が
い
し
ま
す
.

227 

左が浅利さん

右は中山さん



(4 ) 

糧援額豊島

小
田
急
電
鉄
不
当
差
別
な
く
す
会

賃
金
・
仕
事
な
ど
の
差
別
と
闘
い
日
年

蝉~ 63宅吾指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

え

然
圃

凡
伝
記

可切
れ一

一品

μ

玄日・

@

冷
ふ

d

品ゑ留
、

ピ
ン
・
ポ
ン
、
ピ
ン

・
ポ
ン
新
民
楢
を
世
帯
う
な
ど
暴
力
以
外
の
あ

宿
か
ら
箱
根
に
向
け
て
、
今
日
も
ら
ゆ
る
方
法
で
、
労
働
者
の
闘
い

走
る
ロ
マ
ン
ス
カ
1
.
戦
後
マ
ッ
を
圧
殺
し
て
来
ま
し
た
.
ζ
う
し

カ
1
サ
l
が
降
り
立
ち
、
ベ
ト
ナ
た
中
で
、
物
信
え
ぬ
職
場
と
年
間

ム
戦
争
で
は
、
死
体
が
迎
ば
れ
、
一

O
O万
円
に
も
の
ぼ
る
賃
金
援

細
菌
兵
路
の
研
究
で
話
題
と
な
別
に
対
レ
、
七
十
三
年
に
五
名
の

り
、
今
ま
た
沼
周
畿
の
騒
音
に
悩
原
告
を
立
て
職
場
の
自
由
と
人
権

ま
せ
ら
れ
て
い
る
町
を
通
り
按
け
を
守
る
た
め
、
ま
た
会
社
の
郵
圧

て
一
.
そ
ん
な
理
由
か
ら
か
「
ス
の

n
見
せ
し
め
H

と
な
る
耶
を
信

ト
無
し
の
小
田
円
相
」
で
有
名
で
あ
否
し
て
、
問
控
訴
に
踏
み
き
り
ま
し

り
、
附
迎
二
十
八
社
を
含
め
て
沿
た
.

総
の
利
権
を
強
占
し
て
い
る
.

九
年
間
、
た
だ
頑
張
る
だ
け
の

労
資
一
体
の
験
場
で
は
、
労
働
争
議
も
一
昨
年
東
京
争
議
団
に
加

者
の
闘
い
は
常
に
敵
視
さ
れ
、
会
盟
後
は
、
沿
線
の
労
組
の
支
岡
田
で
、

祉
の
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
者
祉
関
抗
議
行
動
、

一
斉
駅
頭
宣
伝

は、

「
ア
力
、
民
間
同
」
「
企
諜
破
な
ど
社
会
的
包
囲
の
輸
は
、
大
き

段
者
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
、
職

く
広
が
っ
て
い
ま
す
.
一
方
臓
場
労
働
者
も
人
間
で
あ
る
取
を
会

務
給
制
度
と
会
社
の
一
方
的
な
人
で
も
、
自
動
昇
進
制
の
要
求
実
現

祉
に
認
め
さ
せ
、
一
日
も
早
い
勝

事
考
製
に
よ
っ
て
、
賃
金
、
仕
車
、
や
、
役
選
で
組
合
員
の

一
割
の
支

利
の
た
め
皆
様
の
と
支
度
を
心
か

の
差
別
は
も
と
よ
り
、
ィ
ン
フ
対
持
を
得
る
な
ど
闘
い
は
前
巡
し
て

ら

訴

え

ま

す

・

(

星

野

)

l
マ
ル
組
織
に
よ
っ
て
臓
働
八
分
い
ま
す
・
し
か
し
会
社
は
、

=一
十

A
抗
蟻
先
V

新
宿
区
西
新
宿

一

A
激
励
先
V

位
田
谷
区
上
野
毛

に
さ
れ
て
し
ま
う
・
ま
た
組
合
役
四
名
の
大
量
鉦
人
申
附
に
よ
っ
て
ノ
八
ノ
一
一
一
小
田
急
電
鉄
株
式
会

一

ノ
十
八
ノ
十
原
告
団
長
坂

選
に
公
然
と
介
入
し
、
良
心
的
な
裁
判
を
長
引
か
せ
よ
う
と
し
て
い
社
社
長
利
光
達
三

宮
三
四
入
武
司

宮
七
O
四
l
五
六
七
九

代
議
員
は
、
配
転
に
よ
っ
て
代
議
ま
す
a

九
l
二
0
0
0

1984年ワ月 1日

{
官
役
川
町
犬
表
作
に

マ
ヌ
コ
主
主
ビ
ゥ
つ
リ

マ
ス
コ
ミ
か
六
さ
h

し
た
り
り
h
は

L

ペ
九
『

T

i
!
 

、‘
，
，
〆
一目

イ
マ
イ
/寸
、
.

コマ
l
=/
ヤ
九
に

か
け
Z

Xζ
木
な
り

ハ
ヤ
ク

タ

伝言

緊急報告

喜毒
資~
本軍
の惜
責珂
任折
追車

求俳
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。戸、
本
E

ー

;

d
E司

円

六
月
二
目
、
帰
宅
途
中
で
北
村

…
叩

附
夫
さ
ん

(神
争
議
団
)
が
、
心

筋
硬
蜜
で
倒
れ
病
院
に
迎
び
込
ま

U

れ
ま
し
た
・
現
在

(
6
/
叩
)
は

一
般
病
室
に
移
り
元
気
に
療
養
生

.

活
を
し
て
い
ま
す
。
五
月
十
三
日

一

か
ら
体
調
を
悪
く
し
て
入
院
し
て

い
た
松
本
和
子
さ
ん
(神
争
犠
団
)

も
や
っ
と
元
気
に
な
り
六
月
二

+
H

白
か
ら
電
話
番
な
ど
で
活
面
に
復

'

帰
。
健
康
に
は
注
意
し
て
、
勝
利

・

ま
で
闘
い
妓
い
て
く
だ
さ
い
・

大
越
事
件

選
挙
運
動
の
自
由
を
求
め
て

ii謹
週・・・障の岡m唱E・うD週泊医回定底調・a

閣制岨阿'....刷叫

禽・・・."、.噌・b・

大越稔さんを守る会
(0 3 -651-2944) 

全
佐
川
ハ
占
v
ら
な
い

ど
ヱ

3
か
A

正
h

抗
議
仇
ヱ
戸
.引け九
日付

神
出
'
碕
Q
勺
純
一
日
程

ぬ

F
.



19S4"'FS月 1日

5万人の「支援する会Jを

私たちは生きる欄手1)、幽〈柵ホlを守るとめに沖

電気の仲間を物心両国か ら励まし、必ず勝利 させ

たいと思います。困難な長1明の闘いも予怨されま

すので、 一人でも多〈の方がこの「会J に加入し

全面勝利を闘いとるまでご支緩くださるよう 心か

らよびかけます。(r支援する会」よびかけより)

会費 1口 200円/月

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

支援する会事務局
事務所東京都港区三国

3-2-20 

・話 (03) 451-3515 

郵 便口座 口座番号

東京 6-75240

加入者名 沖 電 気 の 不 当 解 雇

を撤回させる会

発
行
所

第 64号

1 984年

8月 1日

固2079日|

鋼管64号(1 ) 

国
之》
エミ
で、

参{中

震争
塁議
雪が
暴問
雲題

ぼ
る
人
員
監
理
の
強
行
②
労
働
者
に
と
っ
て
大
変
な
シ
ヨ
y

d

そ
の
後
五
年
間
で
二
干
六
ク
で
あ
り
問
題
②
大
量
の
指
名
解

J

百
人
以
上
の
新
規
採
用
⑤
屈
は
努
力
を
し
遊
げ
る
べ
き
③
締

f
'
e
利
益
(
百
億
円
)
も
多
く
め
切
り
の
翌
日
に
解
履
は
早
い
@

宿
泊
喝
出
し
、
二
百
億
円
以
上
を
大
盤
の
解
雇
の
後
、
大
量
採
用
は

投
資
し
て
宮
崎
沖
な
ど
の
常
識
的
な
も
の
で
な
い
⑤
雇
用
の

新
工
場
の
建
設
③
解
雇
者
安
定
に
た
い
し
て
は
企
業
の
社
会

山

中

郁

子

さ
ん
糊
の
な
か
に
は
、
妊
娠
中
の
的
責
任
と
し
て
も
努
力
す
べ
き
で

-

J

(

女
性
、
共
働
き
夫
婦
三
組
あ
る

l
!と
答
え
ま
し
た
・

坂
本
労
働
大
臣
ら
労
働
省
に
対
も
あ
っ
た
こ
と
⑤
希
望
退
職
募
集

し
、
山
中
部
子
議
員
(
共
産
)
は
の
締
め
切
り
の
翌
日
に
指
名
解
腿

①
解
一
屈
の
回
避
努
カ
を
じ
な
い
で
の
強
行
t
ー

な
ど
、
神
電
気
の
蛮

指
名
解
庖
二
百
八
十
人
を
行
を
批
判
し
質
問
.

合
む
千
五
百
三
十
人
に
の
労
働
省
側
は
①
突
然
の
解
雇
は

株
主
総
会
で

「社
会
的
責
任

を
は
た
せ
」

六
月
二
十
九
日
、
十
時
か
ら
虎

ノ
門
(
東
京
)
本
社
で
行
な
わ
れ
た

株
主
総
会
に
は
、
争
議
団
の
中
山

さ
ん
と
村
山
さ
ん
が
出
席
し
、
「
争

議
解
決
に
の
ぞ
む
会
社
の
基
本
的

方
針
を
明
ら
か
に
せ
よ
」
「
争
議
の

解
決
の
た
め
に
社
会
的
資
任
を
は

た
せ
」
と
質
問
。
と
れ
に
対
し
て
縄
本
社
長
は

「交
渉
の
席
に
普

く
と
と
は
決
め
た
」
と
発
言

し
た
だ
け
で
し
た
.

ま
た
そ
の
他
に
も
在
職
死

亡
増
加
、
経
営
施
策
な
ど
の

問
題
に
も
言
及
し
、
会
社
態

度
を
明
確
に
さ
せ
ま
し
た
。

昼
休
み
は
一

O
一
団
体
四

0
0人
以
上
が
参
加
レ
、
本

社
前
で
抗
議
行
動
を
行
い
、

「
七
二
名
全
員
の
職
場
復
帰

ま
で
、
一
層
の
支
鑓
を
」
と
醤

い
合
い
ま
し
た
.

と

争

議

団

が

質

問

株 主 総 会 抗 繊 行 動 に400人

東
京
地
方
裁
判
所
民
事
什
部
で

の
職
権
和
解
交
渉
第
二
回
が
七
月

四
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ζ
の
日

は
、
共
闘
会
議
、
争
議
団
側
が
前

回
提
起
し
た
、
全
員
の
職
場
復
帰

を
柱
と
す
る
争
議
の
全
面
解
決
要

求
に
沖
電
気
が
答
え
る
ζ
と
に
な

っ
て
い
ま
し
た
.

飯
初
、
裁
判
所
と
会
社
側
の
間

で
=
一
十
分
近
く
の
長
い
や
り
と
り

が
あ
り
ま
し
た
が
、
神
電
気
は
具

体
的
な
回
答
を
示
す
乙
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
.
争
議
団
側
は
裁

判
所
が
会
社
側
を
強
く
説
得
す
る

よ
う
再
度
求
め
て
終
り
ま
し
た
。

次
回
は
九
月
七
目
。
併
行
し
て
進
中
山
争
議
団
代
表
の
証
言
の
予
定

め
ら
れ
る
審
議
は
九
月
十
二
日
、
で
す
。

通
信
機
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
益
、
三
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、

一方
、
解
居
後
の
職
場
で
は
、
千
人
の

「
支
援
す
る
会
」
に
支

沖
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京
橋
九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
-
と
、
解
え
ら
れ
、
行
商
や
本
社
へ
の
抗

本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二
六
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど
・
庖
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
沖
蟻
行
動
な
ど
に
潜
闘
。

二
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
九

O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
犠
の
裁
判
傍
総
を
理
由
に
、
八
二
年
十
一
月
に
、
支
媛
共

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
。
会
社
は
東
京
地
裁
ほ
か
四
仕
事
を
取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
閥
会
議
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
は

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希
〆
ノ
ノ

r

r

r

r

r

背
景
資
本
の
包
士
銀
行
や
、
沖

望
退
職
」
募
集
を
泥
警
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

富
岡
本
社
へ
の
抗
議
行
動
も
連

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

続

し

て

行

な

わ

れ

て

い

る

。

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
庖
ん
、
中
山
さ
ん
)
な
ど
の
、
日
曜
裁
判
所
で
は
、
八
四
年
五
月

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
挙
が
続
行
。
か
ら
裁
判
と
併
行
し
て
和
解
交

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
意
識
改
革
を
す
る
こ
と
」
と
笹
神
電
気
争
議
団
の
七
十
一
人
渉
も
始
ま
り
、
山
場
を
迎
え
た
。

強
行
。
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
言
。
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
二
四
の
県
評
、
三
千
あ
な
た
も
、
神
電
気
の
仲
間

百
億
円
近
い
史
上
最
高
の
利
視
し
て
解
雇
し
↑
伊
」
と
も
明
白
。
を
超
え
る
支
援
労
組
や
一
万
四
に
熱
い
連
樽
を
/

次

回

(

第

三

回

)

和

解

交

渉

は

9
月
7
日
時
時
却
分

i

『沖争議の裁判傍聴へ

行くような人には……

仕事は与えな~) Jlと

.浅利さんが都労委で証言:

輔

「
無
罪
、
勝

間

&FA
っ
た
ぞ
」
ど

…-
E
Zよ
め
き
が
起

一u
aっ

た
。

二

間

‘

ぺ

『

コ

十

九

年
間
、

開
ハ
パ
】

』
Y
死
刑
と
隣
合

時

.

sa
せ
の
人
生
を

墜

理

)

へ

の

仕

市

中

変

更

を

叩

強

い

ら

れ

た

者

の

生

還

だ

。

指
示
・
と
の
理
由
を
森
田

町

三

多
摩
か
ら
「
松
山
事
俳
」

課
長
は
「
笑
は
、
あ
な
た
が
た
が
、

聞
の
支
援
に
来
た
仲
間
と
拍
手
し

裁
判
傍
聴
に
行
っ
て
い
る
ζ
と

叩

た

。

醤

察

、

検

事

、

裁

判

所

が

、

に

、

不

安

を

感

じ

て

い

る

。

前

々

叩

市

民

を

殺

人

犯

に

仕

立

て

た

恐

か

ら

、

と

の

機

会

を

狙

っ

て

い

た

」

叫

し

さ

が

、

暴

露

さ

れ

た

・

vい

な
ど
と
、
浅
利
さ
ん
た

ち

に

答

え

叩

ま

、

戦

前

の

笹

察

国

家

の

再

来

た

と

と

な

ど

が

明

ら

か

に

な

り

ま

叩

を

狙

う

、

拘

禁

二

法

や

、

現

体

浅

利

、

中

山

さ

ん

へ

の

争

議

支

し

た

。

山

制

の

維

持

の

た

め

、

政

党

、

民

警

孟

自

に

し

た

不

当

な

仕

事

差

森

田

課

長

な

ど

会

社

在

人

は

、

一

主

団

体

の

活

動

を

、

絶

や

そ

う

別

を

審

議

す

る

「

東

京

都

労

働

委

こ

れ

ま

で

、

「

傍

聴

」

な

ど

言

葉

一

と

い

う

聖

司

が

、

出

て

い

る

。

員

会

」

は

、

大

詰

め

を

む

か

え

、

も

知

ら

な

い

ー

と

強

弁

し

た

り

、

叩

V

再

夜

「

政

党

法

」

制

定

反

対

七

月

七

日

の

第

二

十

回

審

問

で

「

傍

聴

の

た

め

の

公

休

」

に

対

し

叫

結

成

集

会

の

弁

護

士

の

話

を

思

は

、

申

し

立

人

の

浅

利

正

さ

ん

が

て

、

種

々

の

イ

ヤ

ガ

ラ

セ

を

し

た

明

い

だ

す

。

H

指
名
解
雇
μ

も
レ

証

言

し

ま

し

た

・

裏

を

否

定

し

て

い

ま

し

た

が

、

で
ド
パ

l
ジ
と
い
う
点
で
、
同

浅
利
、
中
山
さ
ん
の
直
接
の
上
浅
利
さ
ん
の
証
言
、

ζ
れ

ら

の

叩

じ

根

っ

子

な

の

だ

と

・

戦

前

司
で
あ
る
森
田
課
長
が
、
突
然
、
嘘
を
事
実
で
、
打
ち
破
り
ま
し
た
。

一
に
較
べ

「
い
ま
の
時
代
に
生
き

朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、
ブ
y
キ

八

月

一

二

十

日

、

十

時

か

ら

浅

利

吋

て

幸

せ

」

と

呑

気

な

事

を

言

つ

ン
グ
(
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

ー

資

斜

の

さ

ん

へ

の

審

問

は

続

関

さ

れ

る

。

明

て

は

い

ら

れ

な

、

の

だ

e

V

松

=
=
=
三
三
三
三
三
=
=
=
=
=
一
三
三
三
三
一
=
=
=
=
=
=
三
=
=
=
=
=
=
===三
==
=
=
三
三
一
三
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
三
三
一
三
=
===
一==
===三
=ZE--
三
==一三
=三一三=三一三=一三三===一====一===三三三三一一一一一三一一一一三三一三三一一一一一三
三
三
一
三
三
=
=
一三
=
=
=
=
=
=
三
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
三
一三================================

…

i

中

明
山
事
件
の
斎
藤
さ
ん
の
お
母
さ

暑

さ

に

負

け

ず

元

気

に

が

ん

ば

っ

て

い

ま

す

。

…
ん

(
ヒ
デ
さ
ん
)
の
よ
う
に
、

間一

家
臨
散
の
中
で
、
息
子
を
取

り
戻
す
た
め
の
苦
悩
い
ま
、

抑
し
ょ
せ
る
熱
い
企
み
を
は
ね

か
え
さ
な
く
て
は
・
(米
)

監
川
市
御
苑
一
揖
伊
半
げ
去
一

沖
(第 3回)夏電

|8 .25~ 8 .261 を 気
4 …一世 l 遊の;::;:zhこども1，0∞円ぶ仲

〈間合せ〉本部事務局かLへ/??』
・実行委員会0488(33)8589 l思訪ムー

・支援する会埼玉0495(21) 5481 糊明

8月21日前橋裁判

15時30分~16時30分

8月初日 都労委審問

10時~12時

8月31日 八王子裁判

10時~ 11時

9月11日 熊谷裁判

13時~16時

9月12日東京裁判

10時~12時

ひ

き

つ

づ

き

御

指

導

、

御

支

援

よ

ろ

し

く

お

ね

が

い

し

ま

す

。

沖
電
気
の
不
当
解
雇
を
撤
回
さ
せ
る
会
一
同

一三============================一三三三一一一三一一一一一====三=芸
一一
一一一
一一一一一一=======一一一===一===一一一一一一一一一一一一一====一一===一一一===一========
=一一一=
==一一一===一====一=========一一===========================================
====
====
==一====
===
====
====================一

229 



..C2rI_一一一 一一ー 択さ 宙西 さ 巴 名 伸 閑

;街暢窪聾~員三- - (¥) ~員要三 UE 品位 22 ド持 z ah図的

警1i!!章子ム}i~~!~fl~~r{êl~~，!時間靖容
Jph説 jii!???iriiiiii;戸。γ't

4・圃歯置配置が 二j討 議等dじH E守七月;語 字552232
E罵~格1tOS1i i!????謀議 i !?iij謡館長
EF紫哲/;1怠べ ι門 誌178;ih f館長νiZ1七
時 え jEidi虫色申告話相
¥Ji 吋 吋 J - ?芸名申レ;賓室EF君ま暴露 猛毒史つ ?55づの白
I I ノ ; (主椛苦心 ;芸ド主 :fiH 完E』宅 5-zii 長右往事 2・量主完主主主

¥Fv  i255 を V t;るを言R22233P 主主2手。善
;hiiii!152開iil警;;いiiifd22iii;契 妻計算25雪hz
i i富 宮日2警弓塁だ守;詰;時i許寄咋iF警巧5d2;守員詩草 5幻2g弓ヰγγ咋;;~~七ói~幣i~?
;三?詰i?揖i語ii詰詑i白!琵;霊悶開自肘?;出!賠i; ? ; 2只詰3詰i話!121清1号宅帝;守等?寄詩γ 5 き持計2詩昔h拘雪軒Eドii1寄t~タ;多雲守長明?担雪Eわ2汁t1 

毒 安男君 Z思E長選裏手票 !自宅:安芸 =長支躍す 苦言容室雪 す サ翼翼九古購署員

1重R25td22 2警務長日57 4 h 鱗主52日R富 開会言をき:
;時間明言明言郡長 j罪/額 裏副院選出h 雪感長時:
?室主最前話 語宅言語25J坊さ ;自f 'hË~懇融 緩- 斗弓ii!~;l川し;~?撃た -

j討ii;riiii詩iiLi旦里雰囲監護5Ui!?さν・守 55
1て・・・・・・E曹三Eさ::.・圃・E・・・ 繍事=

:出詩型的龍三・51¥軒高再三iili
i差高村 ZRHhm刊 以 ¥~ 電置竺~賢建費F jj恕話士重士以ん辺

諸住民三子申告;宇可聾 72裏切 ;HH
2?22詩?idiiaii勾がれ院富良事 54bfci5iti
宗iijZ舎が121115訴時半書長田町十 ヨ内々(Lzヰヰ…役 をなoizfZZ527線男?ド si会長?

警て号室警Ei示長室 Z襲 gi 哲;理52自君主宅 gi 議 案tZ義 ) ω 実・ 3

屋 やま

代バ

白馬イ
生ん 在

お

黙

ぬ

(2 ) M64号支援する会に入会 しよう (会費 1口200円/月)1984年 8月 1El 

も
う
ひ
と
つ
の
沖
争
議

一
民
然
的
，
l
h

M
家

計…tMほ

例

〈

4

1

'

:

也
界
平
和
L

J

山
崎
4
0

解
e

尼
崎
岬
臼

窃
ゃ
に

Hmイ
る
得
議
機
{
明
、

洋
電
気
従
業
気
身
体
健
今

沖
電
気
の
ね
d
l
葬
簿
消
滅

自ai転を拒否

したら ・・・

見せしめに解雇:

語充員撃ち:草創
A幸子思主義議長 望事 E
& ~一 号舌 iり?壱が ラめ国

民三自主子百室。 主宰究
注意語を一時 ZTか雪華
麗 く 人時に、臨 め十
3 ・とも 聞はフ・逼 活蕩
年 、あも、 ト て' 応 ijj

八
王
子
工
場
総
合
皮
術
部
L
5
1
設
計
毘
劉
務
疋
つ
だ

回
申
哲
飼
さ
ん
(
百
歳
)
は
、
白
現
ゆ
ず
り
の
仙
教
徒
で、

元
ギ
タ
マ
ン
ド
リ
ン
皿
の
回
長
。
箔
名
詞
申
書
ガ
起
き
る

ま
で
は
む
し
ろ
目
立
疋
芯
い
胃
年
で
レ
だ
。
し
か
し
、
河
電

気
の
戦
略
裂
回
H
l
C
(
集
積
回
温
)
の
工
場
で
あ
り
、
却

電
気
労
組
の
申
で
も
最
後
ま
で
交
部
ぐ
る
み
闘
っ
疋
八
王

子
の
磁
場
は
会
な
に
と
っ
て
巴
の
土
の
だ
ん
こ
ぶ
で
し
疋
。

回
申
さ
ん
は
、
活
名
解
居
後
、
最
も
急
速
に
変
え
う

n

定
八
王
子
工
場
の
申
で
窓
抗
を
続
け
、

一
九
八

一
年
六
司

二
九
巴
、
本
后
営
製
部

(還
区
芝
濁
)
へ
の
不
当
配
電
を

拒
否
し
て
解
層
さ
れ
ま
し
た
。

田中 哲朗さん (36)

本門仏立宗の田中さんは工場前で

の

「こ
の
門
を
開
け
」
コ

ン
サ
ー
ト
が
成
功
し
ま
し

た
が

二
百
五
十
人
が
彦
加
し
て
く

れ
ま
し
た
。
私
は
い
ま
、

ギ
タ

l
教
室
(
生
徒
加
人
)
を
闘
い

て
、
生
計
を
た
て
て
い
ま
す

a

裂
は
保
母
で
す
が
子
ど
も
が

3
人
も
い
ま
す
の
で
、
生
活
は

た
い
へ
ん
で
す
.

日
回
の
八
王
子
地
域
で
の

裁
判
闘
争
は
ど
う
で
す
か

よ
詞

(部
長
や
線
長
)
は
裁

判
所
で

「業
務
上
で
必
要
な
解

回
」
と
強
弁
。
会
社
で
は
、
会

社
命
令
の

「
ラ
ジ
オ
体
録
な
ど

を
し
な
い
か
ら

」
な
ど
と
言

つ
で
い
た
の
に
。
怒
り
を
感
じ

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
良
心
に
時
唱
え
続

り
る
闘
い
を
し
た
い
で
す
・
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Jムル一摩川
¥
J
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f
g
藤
繁
Jsuv山
際
繁
一
一
川
対
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戦
繁
絞
り
ぺ
hJdi
双山

p
m
m

d
r簿議タ………日奈川日

5kp一丸山総
Z
鶏
戸
川
波
山
長
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議
決
定
子
町
、
戸
川
出
謙
治
仁
川
芯
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亡
ヂ
?
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F
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F
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号ノ包
つ

一

月

7
日
に
「
し
ぶ
つ
」
め
先
と
う
に
た
っ
て
、
あ
る
き
は
じ
て
い
っ
し
ょ
に
あ
る
き
ま
し
た

a.

/f
F』

7
ざ
し
て
、
み
ん
な
で
パ
ス
め
を
た
。
一
時
間
ぐ
ら
い
で
お
つ
か
ま
っ
て
も
、
す
す
お
ち
る
惣

V
一/
1u
y弓
で
い
き
ま
レ
た
。
さ
い
し
ょ
に
、
な
か
が
す
い
て
づ
か
れ
ま
し
た
・
か
と
思
っ
て
乙
わ
か
っ
た
で
す
・
薗

!

i

 

---F

iι・
・
ジ
ュ
ー
ス
が
く
ば
ら
れ
ま
し
た
。
朝
ご
は
ん
を
た
べ
て
い
な
か
っ
た
ゆ
き
の
上
を
あ
る
き
お
わ
っ
て
醐
闇

そ
し
た
ら
、
パ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
が
の
で
、
き
の
か
げ
で
、
朝
ご
は
ん
ど
ん
ど
ん
す
す
ん
で
い
く
と、

C

明
白

「
車
と
か
に
ょ
う
子
ど
も
さ
ん
は
、
を
た
べ
ま
し
た
.
お
に
ぎ
り
一
と
つ
と
つ
し
た
岩
ば
っ
か
り
で
、
岩
叫
F
L
圃

な
る
べ
く
か
じ
ゅ
う
の
入
っ
た
ジ
と
パ
タ
l
口
l
ル
一
と
を
た
べ
た
の
あ
い
だ
か
ら
水
が
な
が
れ
て
い
畷

ユ
ー
ス
は
、
の
ま
な
い
で
く
だ
さ
だ
け
で
お
な
か
が
、
い

っ
ぱ
い
に
ま
し
た
。
岩
の
あ
い
だ
を
あ
る
と
雌
瀦

い
」
パ
ス
の
中
が
、
そ
う
ぞ
う
し
な
り
ま
し
た
.
う
と
し
て
も
、
な
か
な
か
あ
る
け

扱

く
な
り
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
が
、
ま
た
あ
る
き
は
じ
め
て
、
初
分
な
い
の
で
、
た
い
へ
ん
で
し
た

.

4

・

う
し
ろ
を
み
ま
し
た
.
「
あ
あ
、
ぐ
ら
い
だ
っ
た
ら
、

き
れ
い
な
花
一
つ
の
山
を
あ
が
り
ま
し
た
。

の
ん
じ
ご
さ
と
い
い
ま
し
た
・

が
さ
い
て
い
ま
し
た
・
そ
れ
か
ら

「ち
ょ
う
じ
よ
う
な
の
」
と
き
ド

L

の
っ
て
か
ら
す
ぐ
き
も
ち
が
わ
る
叩
分
ぐ
ら
い
す
る
と
、
木
が
こ
っ
た
ら

「も
う
ひ
と
つ
の
山
を
の
ぼ
た
。
い
わ
れ
て
ゆ
だ
ん
を
し
た
ら
、

く
な
忽
草
し
た
.
そ
の
ま
ま
ね
て
に
わ
ら
れ
て
い
て
そ
の
木
の
上
を
ん
な
く
ち
ゃ
あ
い
け
な
い
」
と
ゆ
い
し
に
足
を
か
げ
よ
う
と
し
た

し

ま

い

ま

し

た

。

あ

る

き

ま

し

た

.

う

の

で

「

エ

l
」
と
わ
た
し
と
、
ら
、
す
べ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

朝
、
お
父
さ
ん
に
、
お
こ
さ
れ

--
'

ん
ど
ん
中
に
は
い
っ
て
い
中
や
さ
ん
ち
の
、
お
ね
い
ち
ゃ
ん
右
の
足
を
ち
ょ
っ
と
い
た
め
た
け

ま
し
た
。
ま
だ
ね
む
い
け
ど
お
き
く
と
、
ま
た
な
ん
し
ゆ
る
も
い
い
ま
し
た
・
が
ん
ば
り
ま
レ
ど
、
す
ぐ
に
な
お
り
ま
し
た
・

て
み
ま
し
た
.
ま
だ
く
ら
く
っ
て

い
か
の
花
が
さ
い
て
い
ま
し
た
。
た
。
つ
い
に
ち
ょ
う
じ
よ
う
に
っ
と
ち
ゅ
う
か
ら
、
お
と
う
さ
ん

朝
の
5
時
で
、
朝
だ
と
は
、
思
い
そ
れ
か
ら
ち
ょ
っ
と
い
く
と
、
ゆ
き
ま
し
た

.
mま
い
く
ら
い
は
、
が
む
か
え
に
き
て
く
れ
て
、
山
ご

ま
せ
ん
で
し
た
・

き

の
道
が
あ
っ
て
、
わ
た
せ
の
お
写
真
を
と
り
ま
し
た
。

ゃ
に
つ
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ひ

T

ス
が
と
ま
っ
た
す
ぐ
ま
え
じ
さ
ん
に
「
乙
わ
い
」
と
ゆ
っ
た
り
る
と
き
、
さ
い
し
ょ
の
る
ご
は
ん
を
た
べ
て
、
パ
ス
の
り

お

、

に
、
み
ん
し
ゅ
く
が
あ
り
ら
、
お
じ
さ
ん
が
「
お
じ
さ
ん
は
ほ
う
は
力
い
だ
ん
だ
っ
た
ば
ま
で
い
っ
て
か
ら
、
マ
イ
ク
ロ

ま
し
た
.
そ
と
で
2
時
間
ほ
ど
ね

ζ
わ
く
な
い
」
と
ゆ
い
ま
し
た
。

げ

ど
あ
と
の
ほ
う
に
な
っ
て
き
た

パ
ス
に
の
っ
て
、
ま
た
み
ん
レ
ゅ

む
っ
て
か
ら
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に

「こ
わ
い
ん
な
ら
、
お
じ
さ
ん
の
ら
、
と
つ
と
つ
し
た
岩
に
な
り
ま
く
に
も
ど
っ
て
、
す
と
し
や
す
ん

の
っ
て
山
の
上
の
い
り
口
ま
で
い
コ

l
ト
の
う
し
ろ
に
つ
か
ま
ん
し
た
・
す
と
し
ず
つ
お
り
て
い
つ
で
か
ら
、
く
る
と
き
の
っ
て
き
た

き
ま
し
た
。
そ
し
て
わ
た
し
が
、
な
」
と
ゆ
っ
た
の
で
、
っ
か
ま
っ
た
ら

「う
ま
い
」
と
い
わ
れ
ま
し
パ
ス
に
の
っ
て
か
え
り
ま
し
た
。

1984牢 8月 1日

川
文

川

川
作
川

州の
刊

川
ち
H

M

た
川

川
も
川

川

μ」
刊

川

子

山

州
の
叫

川
固

い

二誠一
…
争

川

川
と
丸

山

川
電
…

川
沖

川

支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)

に実クユ T主『

盟百ゎ均五亀寵亀
いのな耳、 主 臨

二塁2EEZ去を
京奨歳?自白四事 E
t:: レtr;_~ 1: ~ ~主'ó)

Z電話量売量重量
発 7ミ警議 -AZ主主

部過半包会 始
tE T弘ぎ間合=ケ

長奪ま敵意亀失明
広言正実裂の苦手・
2ミ~ "'， ~一馬守

口で2E暴投
レ会「 1 り
7弓玉三スでイ

鋼管64号(3 ) 

約500個人る

約1000個入る

約1500個入る

① 

② 

③ 

l 11-てボま まヨナ志，) 

(小4)

(
都
職
労

・
港
湾
支
部
)

戸にマ
7
b
A
nロ
さ

h
フ回
S
Z向
E
問

ん

た

。

ナ

イ

シ

ヨ

)

に

プ

ラ

ス

五

円

を

2
年
が
か
り
で

「毎
日
、
一
個
の
目
標
で
、
足
し
て
、
職
場
の
日
刊
紙

「潮

「
俺
は
、
ド
ラ
ム
纏
一
本
の
二
年
以
上
か
か
っ
た
よ
.
電
車
流
」
豆
0
0
0号
を
記
念
し
た
.

一
円
玉
の
カ
ン
パ
を
し
て
や
っ
に
乗
る
時
な
ど
も
、
五
十
円
の
「
も
っ
と
沖
争
議
は
、
目
立

か
A
疋
」
と
言
っ
て
い
た
矢
野
お
つ
り
が
く
る
よ
う
に
と
苦
労
つ
(
ニ
ュ

ー
ス
に
な
る
)
行
動

さ
ん
は
、
ド
ラ
ム
纏
は
置
き
場
レ
た
ん
だ
か
ら
」
を
や
ら
に
や
」
と
、
機
関
紙
協

所
に
困
っ
た
と
み
え
て
、
六
月
贈
呈
式
の
目
、
港
湾
支
部
の
会
都
本
部
、
理
事
長
と
し
て
の

宋
に
、
一

d
の
コ
ー
ラ
ピ
ン
一
事
務
所
(
労
働
組
合
)
の
机
で
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
ま
し
た
.

杯
の
五
十
円
玉
を
、
沖
電
気
の
五
人
が
か
り
で
、
数
え
あ
げ
た
+
答
は
、
ハ
ガ
キ
か
、
振
込
用

仲
間
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
レ
金
額
(
ク
イ
ズ
の
答
な
の
で
、
紙
の
通
信
欄
で
・
〆
切
は
初
日

u

正
解
者
、
五
人
に
図
書
券
を
お

送
り
し
ま
す
(
多
数
は
抽
選
)
。

が
ヒ
ン
一
杯

の

寄

付

金

雨の尾瀬も 「イイモンダJ

殿

石盲証手当

a‘年 6月

可111う!lA"I

A・:. I ..... U. f自

_l83100L_.一一
別居今出 ::t."-..J-也

"""IWif・百
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前原しづ江さん

1時間働いて、 1時間休憩という勤務です。
税金は高過ぎると思うし、その使途も不満です。
中 2。小 6の教育賞。 それに毎月 7万6千円の
住宅ローン 共働きでやっとの生活ですね。女
性の差別問題などにもっと男性の理解が

(交換手 ・37歳)

ひと こと:



;peZき3品 号室SEZ長EE55空言↑ ZE査
実記器密告量震。=害義=苦笑 R4民合持参童書走会

15平;署長選 て55535232え2望号室2者
孟事与 Z安E事。 告翌七罪、詰さ京葉モ査票天迫雪

量舎長室宅まき 聖書22222日君主iF552 
て宅望室女吉年 Z警官三 葉雲寺霊若宮突解 t喜主自主宗

取、 続法 常:タ心芳、+ 周をすだどの事庖たな方じがs:
忌 実 廷 尚 イに続話七。のラ己けを三典輩。と的 、号

望書地争長デ TZの企 富宗台芸嬰詰聖書 霊妥当i雲言
語害義ミ五E5五ia0.主52言語造雪 ZPE勢言

_______ I ，，，' "宥I I 号査結待望書日〉守いテ向い討
にお I -l-I'."'.___併し| 勢 i 、君主予も重た 有団時

(働法卒紛)堂|マゴ;t;2;t労 り

-JL)ず行221itizE写EifNti 
f 二， 3S25121受12TE Zききれ

l r  Z副iiiiiiii 
匂ぷ合盤強豪|大九f九性

'/ー シテ二司l，，:膨信』ちl阪五磁臼 八 励 層圏
r. . -:;'-;-.'-，¥/11孟』主 1日ノ 先 日

..‘ r--l.lll‘1-1回 -v新二 V 広結

ドミ LJ2三喜22書き古
十 重害警富=同

;;:...~Z.・脊志| 善 曲芸てお
，p〈Eiil|語Ef--一ーロ=0=0=0=0=0=0=0=0=0=0=0=回目 =0=0=0=0=0=0=0=0=五芯177

i辺ふJJY長崎 ::1Ìヌ金のヤダカ~:~4: :伝 ~I"~ 竺 !???? 
ぃ~\\\\\\U\\三沖;電気グ融語 擁立構:明言;懇1:認??

iiiiifi;iiB時十l-f闘士と銀行吋附図」 主語;;耕雲 1;:;
り許証;23 忠告書~主主空X事だ雪官事 iiiiお jj ;議!;惑をjj
i;2211ii号事川函置ぶ泣ぷ ま:;iiEFij;議潔祭

戸 ，一一一一一~ '11に7τ了士7τ，.， L.::::......-J 今州出 柄戸')・ヒスーレソト 。一 一組7.n Inl:. ^ 
早恒E何言日r4224ドー己孟寸 法雪之梅雨ド ::日 ;;stou

~ /'"て戸、 lilr;;;，足元三.J///1 でι.~-_.. I 日本側1電子[揖 6脚 5脚 ~7 . ? _，，- 唱...... 1 1;\ 1~唱~てττL一一一J I II  I 、 立証王子1 鍔!l百エレノフト tlン 6.0∞ ~ . 5 1 .~ 70 
ち - --- ‘ I富島一~L.一一一一円 f I f I 、 一 沿岸:-:-:::;;::

/ .闘騒 ¥ 心 i ば亡二二;町古1 / / (~岳色、且長1 ソ;ι霊長議3 轡;回雪雲押且iil 窓予 審判3j Em)剛一

機騨 マ 村号 i

1 '7，雲i」由連E44E副圃 :
んさ与?が生都 h 最V務官官芝「 ヨ磁調量野曹 司.
自よ j卜協内 ミ妻室てさ主主皇室 、."....監珊国園固い曹 掴園駅

~ +_ i ツ会で 十出嵩そキ署管杭黒
う宮語皇たにす十 品 宰1品=プ館の 百盟事々吾地しつ星
計て霊 15苦 什問主沖?のの習手

23三2535護h墨書 jE髄 訪問失言され
持訴事件2h曹団 1万す売 実主苦 ↓実要2日
主百 ZE ベヱ六里ぼ~ (:-_の f円るで 警門医士 7ζ 嘉一一
己麺凶豪謀長主事二罪..- 。会は 望め人極主罪白代」
だど 2管回つ J 警月て 4 宅器々勢三売事告注

皇室i皇室idi塁iz実ii号i諮れiii詩型Ei咋十83i毒住宅住j塁i
zh同市首 層内 自2千里言霊 Eh量子塁塁話器 !塁;iF4EifZE 皇

官 iiii jiiiitiiii勺 iiigii暗雲き iiuJii

(4 ) 

右
翼
・
笹
川
一
族
の
無
法
と
闘
う

携擁護;
(6) 

揖 64号

理量

指名解雇 された沖電気の仲間を支援する会ニュース1984草 8 月 1日

大
阪
日
日
新
聞
労
組

気

-a障
に

電

パ

パ
i
H

円

沖

n翼
脇
m

M

山
内
町

活
国
側

社屋包囲デモ

全
国
へ
の
発
送
を

(村
山
)

畠
思
ぐ
沖
電
気
の
仲
間

元気になった北村さん

( 7・14温 影〉
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19 84年 9月 1目

5万人の「支援する会」を

私たちは生きる権利、個〈借孝IJを守るために沖

電気の仲間1を物心両面から励まし、必ず勝利させ

たいと思います。困維な長期の闘いも予想されま

すので、 一人でも多〈の方がこの 「会 J に加入し

全面勝利を闘いとるまでご支援くださるよう心か

らよびかけます。(r支扱する会」よびかけより)

会費・ 1口 200円/月

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

発

行

所

支援する会事務局

事務所 東京都港区三田

3-2-20 

電話 (03) 451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6ー 75240

加入者名沖電気の不当解雇

を撤回させる会

第 65号

1 984年

9月1日

間2110日|

罫害65電量)
 

1
 

(
 

沖
電
気
争
議
団
の
バ
ッ
ク
、
ホ
l
ン

伊
藤
善
正
さ
い
急
逝

心筋こうそく

8月3日に死去

ー
私
た
ち
は
泣
か
な
い
で
、
ド
根
性
を
引
き
継
ぐ
|

' 
。-。

右
端
が
伊
藤
さ
ん

l
争
議
団
の
事
務
所
を
訪
れ
た
人
の
多
く
が
「
争
議
団
で
一
番
制

魅
力
的
な
人
」
と
評
す
.
「
会
」
の
催
し
の
最
後
は
伊
藤
さ
ん
の
「
ガ
ン
パ
口
ウ
」
輔

の
唱
和
が
あ
っ
た
。

時

通
信
機
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
益
、
=
一
千
人
を
上
回
る
新
探
用
、
一
方
、
解
鹿
後
の
職
湯
で
は
、
千
人
の
「
支
怨
す
る
会
」
に
支

神
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京
橋
九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
え
ら
れ
、
行
商
や
本
社
へ
の
抗

本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二
六
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど
・
履
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
沖
駿
行
動
な
ど
に
奮
闘
。

二
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
九
O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
八
二
年
十
一
月
に
、
支
媛
共

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
・
会
社
員
京
地
裁
は
か
四
仕
事
を
取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
闘
会
議
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
は

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希

.

r

〆

〆

ノ

〆

ノ

〆

'

背

景

資

本

の

白

士

銀

行

や

、

沖

望
退
職
」
募
集
亭
侵
案
ζ
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

岡
山
田
岡
本
社
へ
の
抗
日
曜
奇
跡
も
速

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

続

レ

て

行

な

わ

れ

て

い

る

・

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も

「
指
名
解
雇

ん
、
中
山
さ
ん
)
な
ど
の
、

暴
裁
判
所
で
は
、
八
四
年
五
月

撲
で
は
三
井
三
池
争
援
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
掌
が
続
行
・
か
ら
級
判
と
併
行
し
て
和
解
交

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
胞
を
窓
織
改
革
を
す
る
と
と
」
と
在
神
電
気
争
礎
回
の
七
十
一
人
渉
も
始
ま
り
、
山
婦
を
迎
え
た
・

強
行
・
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、

冨
・
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
二
四
の
県
評
、
=
一
千
あ
な
た
も
、
沖
電
気
の
伸
間

百
億
円
近
い
史
上
肢
高
の
利
視
し
て
解
庖
ド
と
と
も
明
白
・
を
超
え
る
支
優
労
組
や
一
万
四
に
熱
い
迎
帯
を
/

川

原

爆

投

下

川

:

t
聖
F
司
か
ら
M
M
年
目

…E
£
2
j
i
 

一
む
烏

で「草

川

ぞ

み

少
女
の
つ
ど

川

れ

し
w
h
j
い
」
が
似
島

山

4

4
‘
(
に
の
し
ま
)

川

で
開
催
.
と
の
島
は
字
易
港
の

川
前
に
浮
か
ぶ
島
で
、
た
く
さ
ん

川

の
原
爆
で
死
亡
し
た
人
を
運
び

川
焼
い
た
と
こ
ろ
.
会
場
と
な
っ

川

た
小
学
校
の
校
庭
か
ら
は
、
今

川

も
骨
が
で
る
.
三
百
五
十
人
の

川

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
「
今
、

川

平
和
だ
と
思
う
人
」
の
問
い
に

川

一
斉
に
手
を
上
げ
た
が
、
被
爆

川

し
た
先
生
か
ら

H

ピ
カ
ド
ン
の

川

烈
風
や
、
火
の
海
ト
マ
ホ
l

川

ク
と
言
う
核
ミ
サ
イ
ル
が
、
い

川

ま
日
本
に

M

な
ど
の
揺
を
関

川

い
た
後
は
、
も
う
「
平
和
だ
と

川

思
う
人
」
の
再
度
の
聞
い
に
は

川

だ
れ
も
手
を
上
げ
な
か
っ
た
.

川

1
l乙
の
括
を
、
原
水
爆
禁
止

川

健
界
大
会
で
聞
い
た
・
米
ソ
の

川

恕
叡
競
争
で
、
世
界
の
車
事
支

川

出
は
一
兆
ド
ル
・
日
本
が
桜
戦

山

争
の
最
前
線
に
な
ろ
う
と
し
て

川

い
る
い
ま
H

広
島
吋
長
崎
を
く

山

り
か
え
す
な
/
の
声
を
、
さ
ら

川

に
大
き
く
u
と
炎
天
下
の
明
年
、

川

広
島
で
決
意
(
辰
美
)
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直
崎
司
以
ほ
崎
川
阿
川
内
凶
河
川
崎
円
時
帰
吋
河
川
く

地
味
に
布
、
ほ
り
強
<
関
わ
れ
よ
L
砕
け
ヘ
。
そ
の
閃
W
ほ
志
れ

が
た
く
、
私
た
ち
は
陶
に
た
た
き
つ
」
ん
で•• 

(2 ) 揖署65哩聖

焼?
酎;
を{

ド禁:;。
根~':みl

山性:愛:
杢を11U:;
孟疋与 圭A，g，g

宅じま:Jll:J
ん

支援する会に入会しよう(会費 1ロ200円/月)1984-年9月 1日

明日年
8
月
、
わ
ら
び
座
で
の
全
国
交
流
会

(秋
田
)

脹
tm 
を;

お必;
伝j:議lj
主l;ly;
じ;j;j:ii
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今
村
享
子
さ
ん

解
生i長J

桧
垣
国
雄
さ
ん

4年前に長男を亡くレ今度

はおとうちゃんも .生活

は苦しいけれどお墓を早く

買ってあげたい おくさん

〈右〉
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「
そ
う
で
す
・
そ
う
な
ん
で
す

よ
ね
」
伊
藤
さ
ん
は
こ
雷
映
の
や

さ
し
い
限
.
限
尻
に
レ
わ
を
よ
せ

て
意
味
あ
り
げ
に
笑
う
.
ー
ー
い

ろ
い
ろ
な
替
を
し
な
が
ら
焼
酎
を

の
み
、
が
ん
も
ど
き
の
煮
つ
け
を

ほ
お
ば
る

乙
の
七
月
の
中
旬
、
密
気
ば
ら

い
に
来
る
よ
う
使
り
を
し
、
お
返

事
の
来
る
の
を
心
待
ち
に
し
て
い

「

や

が

て

停

年

で

年

金

が

と

れ

笑

う

ぞ

」

た

の

で

す

が

、

急

に

、

永

遠

に

米

る
の
だ
か
ら
黙
っ
て
引
き
さ
が
れ
「
そ
ん
な
人
も
あ
り
ま
す
よ
突
な
い
人
と
聞
い
て
、
残
念
で
な
り

ば
い
い
の
に
l
」

際

に

、

け

れ

ど

も

ね

僕

に

は

、

そ

ま

せ

ん

.

「
指
名
首
切
り
だ
/
と
ん
で
も
れ
が
か
え
っ
て
励
み
に
な
る
ん
で
離
や
か
で
は
な
く
、
雄
弁
で
も

な
い
。
こ
の
ま
ま
尻
尾
を
捲
く
わ
す
よ
l
ど
う
い
う
も
の
か
」
な
く
、
地
味
な
ね
ば
り
強
い
あ
な

け
に
は
い
か
な
い
。
若
い
者
に
ま
「
全
く
だ
・
俺
た
ち
の
ド
根
性
の
闘
い
は
、
忘
れ
が
た
く、

い
つ

け
ず
、
ト
コ
ト
コ
闘
っ
て
い
き
ま
と
で
も
い
う
の
か
な
主
だ
け
ど
ま
で
も
私
た
ち
の
胸
に
た
た
き
と

す
よ
」
伊
藤
さ
ん
の
心
か
ら
の
雷

パ
カ
だ
と
い
う
人
も
内
心
に
は
俺
ま
れ
て
い
る
ζ
と
で
レ
ょ
う
.

黙

で

し

た

.

た

ち

と

同

じ

気

持

が

あ

る

ん

じ

ゃ

一

九

八

四
年

「位
間
さ
ま
が
、
パ
カ
だ
っ
て
な
い
か
な
ア
」

八
月
三
七
忌
の
自
に

私
は
、
く
や
し
い
気
持
で
い
つ
の
小
さ
な
方
が
、
「
ト
ポ
ト
ボ
」

ぱ
い
で
す
・
勝
利
の
声
を
聞
く
前
と
「
ボ
ツ
ポ
ツ
」
と
訴
え
に
い
ら
沖
電
気
本
庖
別
館
前
で
の
籾
の
い
生
き
方
を
選
ん
だ
・

に
逝
ら
れ
る
な
ん
て
。
し
た
方
が
、
伊
藤
さ
ん
、
そ
の
方
ピ
ラ
ま
き
に
は
、
越
谷

〔埼
玉
)
こ
の
五
年
八
カ
月
、
在
券
、
回

と
家
族
の
仲
間
の
皆
様
も
、
ど
だ
と
知
っ
て
、
正
直
び
っ
く
り
し
か
ら
早
く
き
て
、
地
面
を
ト
ン
ト
保
な
ど
の
中
央
区
(
東
京
)
内
の

ん
な
に
か
お
力
を
古
田
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
・
長
い
附
、
信
念
を
つ
ら
ン
と
た
た
い
て

「
ヨ
シ
」
と
気
合
佃
聞
合
を
一

軒、

一
軒
ね
ば
り
強
く

ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
.
と
ぬ
か
れ
、
働
く
人
の
た
め
に
闘
い
を
入
れ
て
、
ピ
ラ
を
ま
い
て
い
た
.
支
鐙
を
訴
え
て
歩
い
た
。
そ
の
中

同
時
に
、
経
営
者
へ
の
怒
り
が
お
続
け
ら
れ
た
伊
藤
さ
ん
、
ほ
ん
と
酋
正
さ
ん
は
、
も
っ
と
楽
な
生
で
臼
士
銀
符
の
日
本
橋
支
庖
前
で

さ
え
ら
れ
ま
せ
ん
.

う

に

と

く

ろ

う

燥

で

し
た
.
ζ
れ
き
方
も
あ
っ
た
は
ず
だ
け
ど
会
社
の
定
期
的
な
ピ
ラ
宣
伝
が
や
れ
る

伊
替
え
、
私
は
原
初
に
、
勝
か
ら
も
労
働
者
の
誇
り
の
昼
と
な
の
や
り
方
に
対
し
て

「節
を
曲
げ
ま
で
支
援
の
論
も
広
が
っ
た
。
な

利
を

一
日
も
早
く
お
伝
え
で
き
る
っ
て
郷
き
、
私
達
の
歩
む
道
を
照
た
く
な
い
」
と
い
う
と
と
で
、
解
ん
と
か
、
解
決
ま
で
生
き
て
い
て

よ
う
に
、
支
鐙
の
輸
を
広
げ
る
ζ

し
続
け
て
下
さ
い
。
庖
叫
問
団
運
動
と
い
う
一
番
し
ん
ど
ほ
し
か
っ
た
。

と

を

お

ち

か

い

し

ま

す

。

ぺ

け
t
5リ
2
5什
E
t
バ
i

「
神
電
気
」
は
、
私
に
と
っ
て

ceee)

速
い
存
在
で
し
た
が
、
定
年
を
ニ

8
月
1
目
、
患
い
目
だ
っ
た
・

年
前
に
し
て
会
社
の
不
当
な
や
り
伊
藤
さ
ん
は
、
財
布
か
ら
一
万
円

方
を
拒
否
し
た
勇
気
あ
る
方
が
い
を
取
り
出
し
て
H

ア
イ
ス
ク
リ
ー

ら
し
た
と
知
っ
て
、
び
っ
く
り
し
ム
M

を
争
犠
回
日
に
ご
ち
そ
う
し

関
心
を
持
ち
ま
し
た
.
ま
さ
か
お
た
.
み
ん
な
へ
の

n
お
わ
か
れ
u

会
い
で
き
る
方
と
思
っ
て
も
い
ま
だ
っ
た
の
か
?
・

7
-m大
集
会

せ
ん
で
し
た
が
、
背
を
丸
く
、
体
で
は
全
国
の
仲
間
に
も
ι
.

k

t

i

-

-
畳間
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
そ
に
妥
協
し
な
い
強
い
姿
勢
に
、
私
闘
い
に
た
ち
あ
が
っ
て
い
ま
す
・

組

合

混

一剤

一

殺

泌

総

郎

防

一
緩
ん
な
乙
と
を
言
い
だ
し
に
く
い
雰
な
ど
、
な
り
た
て
の
執
行
委
員
と
量
さ
ん
、
つ
い
に
勝
利
し
た

学
0・
ま

G雰
囲

気
が
、
伊
警
ん
に
は
あ
皇
し
て
ず
い
ぶ
ん
学
ば
さ
れ
、
励
ま
さ
と
諮
問
に
、
み
ん
な
で
報
告

た
ひ
ろ
き
よ
し
た
。
と
う
と
思
っ
た

Eと
と
さ
れ
た
も
の
で
す
・
で
き
る
日
が
一
日
で
も
早
く
く
る

J
h
w
h
p

五

味

田

洋

清

さ

ん

ん
つ
ら
ぬ
き
と
お
す
信
念
の
人
で
こ
の
よ
う
な
組
合
員
の
利
益
の
た
め
に
・

-
唱
司
4
A
f
d
a
h
-
d
，

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
た
め
に
、
一
身
を
投
げ
う
っ
て
活

・・圃
w
rw

d

圃

叫
い
ず
一
仲

f
g
v
e害
事

実

に

勤

務

・

思

え
ば
、
私
選
初
に
会
っ
た
勤
し
て
い
た
伊
藤
さ
ん
を
会
社
は

a
c
J
J品
喝

昭

和

差

、

品

川
工
場
の
執
の
は
、
十
数
年
同
沖
電
気
労
組
き
ら
い
、
あ
と
=
年
で
憲
章

、

行
委
凸
は
伊
欝
C
ん

と

同

佳

品

川
支
部
で
閉
じ
執
行
委
員
と
し
え
る
と
い
う
の
に
、
非
情
に
も
ク

て
活
動
し
あ
っ
た
と
ろ
で
す
.
「
顔
ピ
の
白
告
を
し
た
の
で
す
.
「
争

七
月
下
旬
、
争
犠
団
の
事
務
所
最
近
の
伊
藤
さ
ん
は
、
ず
い
ぶ
ん
の
わ
り
に
、
ず
い
ぶ
ん
威
鈎
の
い
鍛
」
と
い
う
新
ら
た
な
活
動
を
は

で
仕
事
を
し
て
い
る
伊
勝
さ
ん
と
老
け
と
ん
で
き
た
感
じ
で
し
た
.
い
人
だ
な
あ
」
が
第
一
印
象
で
し
じ
め
て
、
は
や
六
年
、
解
決
の
日

会
っ
た
の
が
、
限
後
と
な
っ
て
し
「
も
う
年
齢
上

で

は

、

定

年

に

な

た

.

を

と

の

目

で

確

か

め

る

こ

と

な

ま
い
ま
し
た
が
、
私
は
、
い
ま
だ
っ
て
職
場
に
戻
る
あ
て
が
な
い
の
組
合
活
動
の
な
か
で
も
、
会
社
く
、
乙
の
世
を
去
っ
た
の
は
何
ょ

に
実
感
が
わ
い
て
き
ま
せ
ん
・
だ
か
ら
、
そ
ん
な
に
無
理
し
て
活
の
方
針
が
組
合
員
に
と
っ
て
、
け
匂
心
残
り
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

六
年
も
の
ハ
ー
ド
な
活
動
で
の
動
し
な
ぐ
て
も
良
い
の
に
、
若
い
っ
し
て
利
益
に
な
ら
な
い
と
し
た
伊
藤
さ
ん
の
無
念
の
思
い
を
ζ

疲
労
か
ら
き
た
も
の
で
し
ょ
う
か
人
に
ま
か
せ
り
や

」
と
、
進
時
に
は
、
徹
底
的
に
反
対
、
絶
対
め
て
、
私
た
ち
も
ま
た
新
ら
た
な

U-戦
前
の

一
九
三
九
年

(昭
和

十
四
年
)
沖
電
気
入
社
。

一
-
一
九
四
二
年
(
昭
和
十
七
年
)

川

応
奇
術
州
で
通
信
兵
。

山
-
一
九
五
一
年
。
神
電
気
工
業

.
労
働
組
合
連
合
会
の
中
央
設

ぬ
.

…
・

一
九
五
七
年

(昭
和
三
十
二

.

年
)
か
ら

一
九
六
二
年
ま
で

の
間
に
、
沖
電
気
工
業
労
働

.

組
合
の
中
央
委
員
に
五
回
、

選
出
さ
れ
る
、

山
・

一
九
七
八
年
・
十
一
月
に
入

U

社
=
一
+
九
年
目
で
、
定
年
の

一
年
三
カ
月
前
に
神
電
気
か

一

ら
指
名
解
回
さ
れ
撤
回
闘
争

に
、
口
出
年
長
と
し
て
参
加
。

川
・
一
九
八
四
年
・
八
月
三
日
午

炉

問

二
時
、
心
筋
コ
ウ
ソ
ク
の

た
め
自
宅
で
死
去

.ω
歳

I
10
0
1』
自
民

H
HV
A
HV
AH
U
M
I
-
-
-
-
-

一

伊
藤
さ
ん
は
H

文
章
u

と
い

川
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
文
学
運
動
に

一
も
歩
加
。
一
九
五
O
年
1
一九

叶
六
O
年
頃
の
作
品
が
一
番
多
く

川
沖
電
気
労
組
の
機
関
紙
・
誌
に

一
も
発
表
さ
れ
て
い
る
。

八
王
子
支
援
す
る
会
が

八
ヶ
岳
で
夏
季
合
宿

8
月
什
日
3
M
M
日
に

「八
王
子
支
鐙
す
る
会
」
は
恒
例

の
交
流
合
宿
を
、
八
ヶ
岳
の
ふ
も
と
に
あ
る
唐
沢
鉱
泉
で

行
い
ま
し
た
。

「
神
争
犠
は
い
ま
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」
「
沖
電
気

の
職
場
は
ど
う
か
」
な
ど
、
温
泉
に
つ
か
っ
て
、
じ
っ
く

り
学
習
を
し
ま
し
た
.
ニ
+
人
の
参
加
者
は
、
次
の
日
は
、

早
朝
か
ら
、
西
天
句
岳
、
東
天
句
岳
へ
の
登
山
。

日
頃
の
遮
動
不
足
で

「
シ
ン
ド
ィ
、
シ
ン
ド
イ
」
の
声

も
出
ま
し
た
が
、
約
5
時
間
半
で
頂
上
に
述
し
、
山
登
り

も
大
成
功
.
僧
に
帰
っ
て
か
ら
、
皆
ん
な
で
禽
へ
た
ス
イ

カ
も
故
高
で
、
勝
利
へ
の
自
憶
を
深
め
た
合
宿
に
な
り
ま

(鹿
角
)
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五
檀
以
上
の
人
は

八
六
・
七
計
が
む
し
歯

松
木
安
夫
さ
ん

(日
本
機
関
紙
印
刷
所
)
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7
月
初
日
、
日
脇
目
。
今
日
の
波
を
見
て
も
分
ら
ん
の
か
0
・
保
改
恕
反
対
H
ζ
の
三
つ
の
ど

も
自
う
な
り
そ
う
や
、
し
ゃ
あ

『わ
か
り
ま
せ
ん
、
し
か
し

の
一
つ
で
も
実
施
さ
れ
た
ら
段
、

な
い
な
.
で
は
い
さ
ま
っ
か
.

そ
れ
に
し
て
も
す
ご
い
人
で
す
の
中
ど
う
な
る
。

な
ん
ち
ゅ
う
て
も
、
今
日
は
い
ね
.
ナ
ゼ
こ
ん
な
多
く
の
人
が

『で
も
で
す
よ
、
健
保
は
す

ざ
鍬
命
や
さ
か
い

・

日
曜
日
だ
と
い
う
の
に
、
集
ま
で
に
衆
院
を
通
過
し
た
じ
ゃ
な

『ど
う
し
て
今
日
が
い
さ
鎌

っ
て
い
る
ん
で
す
か
ワ

』

い
で
す
か
0

』

倉
な
ん
や
っ

』

ヨ

y
ン
ャ
わ
か
っ
た
。
は
な
そ
や
か
ら
参
院
で
阻
止
せ
な

う
る
せ
い
奴
ゃ
な
あ
。も
う
、
教
え
た
ろ
、
ナ
ゼ
ζ
の
弱
い
段
あ
あ
か
ん
の
や
、
お
ま
え
か
て
、

何
で
も
え
え
や
さ
か
い
来
ん
か
中
、
日
眼
目
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
い
保
険
料
を
払
っ
と
る
ん
や

い
や
l
。

十

一

万

人

も

の

人
が
民
ま
っ
た
ろ
、
そ
の
上
、
一
川
負
担
に
な

『何
で
も
い
い
や
さ
か
い
来

の
か
0
・
そ
れ
は
/
ス
ロ
l
ガ
っ
た
ら
、
踏
ん
だ
り
ケ
y
タ
リ

い
怠
ん
て
い
う
の
は
、
狸
窟
が

ン
を
凡
て
み
い
w
政
党
法
粉
砕
M

ゃ
な
い
か
/
さ
ら
に
だ
よ
現
代

通
り
ま
せ
ん
な
』

H

ト
マ
ホ
l
ク
配
附
阻
止
勺

惚

版
治
安
維
持
法
、
日
本
を
也、土

わ
か
っ
た
わ
か
っ
た
.
し

ゃ

と

化

す

核

ミ

サ

イ

ル

の

ト

7
ホ

あ
な
い
奴
ゃ
な
。
ほ
な
、
な
ん

l
ク
を
岡
山
川
し
よ
う
と
し
て
い

で
今
日
が
、
い
ざ
鎌
倉
か
?
そ

る

ん

や

。
と
れ
は
人
削
ゃ
っ
た

の
答
は
、
代
々

木

公

図

に

あ

り

ら

、

設

で

も

イ

か

や

ろ

、

そ

や

や
、
見
て
み
い、

遅

れ

て

し

も

か

ら

、

色

々

な

団

体

か

ら

と

ん

た

。

も

う

会

場

の

内

に

入

れ

ん

だ

け

の

人

が

鍛

ま

っ

た

ん

や

，

ゃ

な

い

か

。

も

う

ひ

と

つ

な

あ

、

ナ

ゼ

?
乙

『そ
ん
な
こ
と
僕
の
責
任
じ

ん
な
大
規
艇
な
集
会
が
必
要
か

ゃ
あ
り
ま
せ
ん
・
そ
れ
よ
り
答

と
い
う
と
、
一

O
一
国
会
で
敵

は
、
代
守
木
公
園
に
あ
る
と
閉

さ
ん
は
本
気
で
三
っ
と
も
通
す

き
ま
し
た
が
、
ど
こ
に
あ
る
ん

つ
も
り
な
ん
や
.
い
ま
、
そ
れ

で
す
か
0
』

を
阻
止
せ
ん
と
、
三
っ
と
も
国

お

ま

え

み

た

い

な

ア

ホ

は

回

会

で

双

恕

さ

れ

て

し

ま

う

ん

で
も
、
喰
ん
で
死
ね
。
と

の

人

や

a

そ
や
さ
か
い
、
い
ざ
鎌
倉

と
ば
か
り
に
十
一
万
も
の
人
が

集
ま
っ
た
ん
や
。

『な
る
ほ
ど
、
ヨ
ウ
ヤ
ク
わ

か
り
ま
し
た
』

は
な
、
デ
モ
に
な
っ
た
.
い

と
か
.
ー
ー

国
民
の
み
な
さ
ん
.
中
曽
恨

自
民
党
内
閣
は
、
恐
っ
そ
ろ
し

い
化
物
で
あ
る
ζ
と
が
、
少
し

は
分
っ
て
も
ろ
だ
ろ
う
か
?
が

ん
ば
り
ま
っ
せ
.

支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)

健康保険法改悪反対

a麗謹産護霊童で・・・

骨

なるノ
¥

航

ク
巡

一

核

ホ
、

?

な

卜

す

・
午

レ

=一目

J

法

イ

党

サ
政

ミ

r 
守

z 

2 

で

= ミ

2 

守

; 

-守T 

弓

z 

2 
2 

z宅F 
5 

= 

5 
占ι」

= 
孟-』
z 
5 

z 

…...…..一'"…..…'"一...…

r... 

割

)11震でおうとさf..v'i.札ーライス
をつくった。

?月11日 熊谷裁判

13時~16時

?月12日 東京裁判

10時~12時

?月18目前橋裁判

15時~17時

いt玉ご行民持℃‘志、よし)f三三

キt之-a-

国

割~65号

手主

⑥
「
は
た
ら
く
」

ω号
の
5
箇
l
①
矢
野
政

昭
さ
ん
の
寄
付
は
印
円
玉
で
千
個
が
ク
イ
ズ

の
答
で
し
た
・
②
女
性
の
賃
金
に
登
場
さ
れ

た
前
原
さ
ん
の
職
場
は
、
日
本
火
災
で
は
な

く
日
産
の
誤
り
で
す
咽
お
詫
び
し
ま
す
.

「
夏
の
お
も
い
で
し
一

(~ ) 

根
本
健
太
郎
く
ん
(
小
3
)

(
お
母
さ
ん
が
沖
電
気
に
勤
務
)

235 



(4 ) 第 6 5号指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

解雇撤回を

1984-年9月 1日

円
月
初
日
に
は

め

沖

電

気

総

行

つ

w一一出品開

あり⑧をジ多ム怒

と
し
た

n
大
攻
勢
H

を
決
定
。

働
く
者
の
生
き
る
権
利
、
働

く
権
利
を
一
枚
の
「
指
名
解
履

通
告
」
で
奪
っ
た
沖
争
議
は
、

川

い
ま
、
什
月
初
日
の
解
雇
6
年

を
前
に
し
て
、
正
念
場
に
さ
し

川

か
か
っ
た
。
全
国
の
み
な
さ
ん

全
力
で
共
に
闘
い
ま
し
ょ
う
。

一4
宮

一

川

交

流

を

強

め

会

員

拡

大

一

る

一

一す一

漫

画

『
こ

ぶ

し

く

ん

』
の

普

及

一

躍

…
巴

守

引

ぷ

川

早
い
勝
利
の
た
め
に
奮
闘
し
た
い

い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
み
な

さ
ん
の
御
支
援
を
心
か
ら
訴
え

ま
す
.

さ
て
、

日
月
に
、
八
王
子
の

支
媛
す
る
会
(
東
京
)
が
合
宿

を
開
催
し
た
り
、
機
関
紙
印
刷
川

所
支
援
す
る
会
が
「
ピ
ア
パ
l

テ
ィ
」
。

神
奈
川
電
機
の
会
は

久
し
振
り
の
幹
事
会
の
開
催
.

い

な
ど
9
月
か
ら
の
闘
い
の
準
備

川

は
急
速
に
強
め
ら
れ
て
い
ま

す。

川

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
ね
。

こ

の

秋

は

ィ
綱
を
引
き
続
け
る
事
が
で
き

れ
ば
、
沖
同地
気
に
マ
イ
ッ
タ
と

大
攻
勢
を

;

白
旗
を
上
げ
さ
せ
る
と
と
が
で

今
年
5
月
か
ら
、
東
京
地
方

き
H

勝
利
の
チ
ャ
ン
ス
H

が
生

裁
判
所
で
、
審
理
(
裁
判
)
と
ま
れ
て
き
ま
す
。

併
符
レ
、
和
解
交
渉
が
開
始
さ
「
撤
回
さ
せ
る
会
」
で
は
「
労

れ
た
邸
に
よ
り
、
神
電
気
争
議
働
戦
線
が
、
民
間
大
手
を
中
心

は
、
会
社
と
の
「
真
剣
」
に
よ
に
右
傾
化
が
進
み
、
人
減
ら
し

る
切
り
結
び
が
始
ま
っ
た
。

合
理
化
の
嵐
が
、

全
国
民
に
及

乙
の
新
し
い
局
面
は
、
運
動
ん
で
い
る
い
ま
、
伸
沼
気
争
議

会
に
例
え
れ
ば

H綱
引
き
H
だ

が

Hよ
り
高
い
水
機
で
、
よ
り

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
争
議
団
早
く
勝
利
u

す
る
ζ
と
が
た
い

日
と
支
擾
す
る
伸
聞
が
、

心
を
せ
つ
だ
」
と
決
意
を
固
め
、

ζ

1
万
4
四
千
人
の

「支
援
す

一
つ
に
し
て
、
全
力
で
グ
イ
グ
の
秋
に
、
大
迎
動
を
起
こ
し
ま
る
会
」
で
は
、
争
機
団
の
伸
問

4

・阻明・
E
E
E
F

と
同
じ
気
持
で
、
秋
の
闘
い
を

闘剛司
，

・

・
E
E
Eれ
ま
前
進
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
す
.

国
F
E

・E
代

①

支

援

の

伸

閣

を

2
万
人
に

吋

1
1

・・4aE
拡
大
し
ま
し
ょ
う

a

②
酬
相
場
C

.

b
圃

.

，

刊

と
に
沖
電
気
の
仲
間
と
の
交
流

司‘
E

・R

・--Z録
を
。
③
職
場
・

地
域
・
学
闘
で

明・
-a晶
F
幽
閉
E
『
士
動

{.，‘.‘圃
E
劃
副
宮
傍
宣
伝
を
強
化
し
、
沖
争
議
を
も

…

嶋

凧

一

蟻

っ

と

知

ら

せ

よ

う

。

@

漫

画

パ

嗣

闘

同

動

主

開

L
刈

i
E圃
弘

司

行

で

ン

フ

「ζ
ぶ
し
く
ん
」
(
仮
称
)

岬

量

a
E
E
'
a
a司
総

加

叩
，
.
‘
画

、

京

診

を

作

り

普

及

し

ま

し

ょ

う
。
⑤

A
躍
苛
W

間

川

楽
レ
い
レ
ク
レ
ー
ン
ョ
ン
を
。

髄

盟

問

岨

一

・
∞

③
神
電
気
に
抗
議
の
・
忠
志
を
一市

l

;

 

i

I
l
i
-
-

;

2
す
、
署
名
や
柴
曾
を
。
①
裁
判

や
都
労
委
の
傍
聴
・
③
募
金

ー
ー
な
ど
の
運
動
で
、
一
日
も

か
l
ん
"
は

3
お
l

つ
ヲ
キ
ず
』

a，
r
3
コ

ヲ』
l
-
b
に

f
l
，

学
生
の
就
職
人
気

H
N
0
1
u

訴
え
、

伸
聞
と
共
に
奮
闘
し
て
い
良
い
職
場
に
す
る
た
め
に
、
石
沢

川

の

N
E
C
日
本

電

気

の

職

場

で

ま

す

。

さ

ん

を

一

日

も

阜

く

職

場

に

も

ど

川

は
、
組
長
時
間
残
業
が
恒
常
化

し

、

石

沢

清
さ
ん
の
不
当
解
胞
の
ね
し
、
超
時
間
残
業
や
一
方
的
な
出

川

7
月
叩
日
東
京
総
行
動

(宮

自
殺
・
若
死
が
増
え
て
い
ま
す
。

ら

い

と

N
E
Cの
職
場
の
実
態
を
向
・
配
転
を
な
く
す
た
め
に
奮
闘

川

士
銀
行
本
富
、
-
一
千
二
百

技

術

・

ソ

フ

ト

部

門

の

職

場

で

明

ら

か

に

し

た

本

「

N
E
e
-回
し

て

い

ま

す

。

(

悦
)

川

人
)

は

、

河

時

聞

か

ら

問

時

間

を

超

え

本

電

気

の

光

と

陰

」

(

学

習

の

友

川
7
月
初
日
金
属
反
合
共
同
行

る

よ

う

な

長

時

間

残

業

が

続

き

、

社

)

も

好

評

で

、

出

版

と

同

時

に

川

動
・
板
橋
区
(
東
京
)
争
議

労

働

者

は

心

身

と

も

に

疲

労

を

蓄

ベ

ス

ト

セ

ラ

ー

に

な

り

、

職

場

の

川

団
連
帯
ピ
ア
パ
ー
テ
ィ

a

司

硝
し
、
家
族
と
の
交
流
時
間
も
な

多

く

の

労

働

者

に

続

ま

れ

て

い

ま

川

法
反
動
阻
止
、
刑
弾
と
闘
う

く
な
り
、

深

刻

な

健

康

破

緩

や

家

す

。

川

一
一
一
単
産
激
励
集
会
。

庭
破

壊

を

も

た

ら

し

て

い

ま

す

。

い

ま

日

本

電
気
の
↑
白
沢
清
さ
ん

川
7
月
幻
日
5
白

日

日
本
国
民

昨
年
8
月
頃
、
日
電
フ
ィ

l
ル

と

彼

を

支

援

す

る

職

場

の

伸

間

た

川

救

媛

会
第
羽
田
全
国
大
会

ド
サ
ー
ビ
ス
の
労
働
者
が
津
久
井
的
に
会
社
の
診
療
所
な
ど
で
定
期
ち
は
、
日
本
電
気
の
職
場
を
人
気

川

(札
幌
)

湖
に
投
身
自
殺
。
今
年
の
4
月
に
検
査
を
う
け
た
り
、
持
続
的
に
薬
だ
お
れ
で
な
い
ほ
ん
と
う
に
働
き

川
7
月
幻
自
沖
争
議
支
援
、
港

は
日
電
府
中
で
羽
歳
の
主
任
が
自
を
飲
ん
だ
り
し
て
い
る
者
)
だ
と

川

区
(
東
京
)
支
援
共
闘
会
議

殺。

6
月
市
日
に
は
、
日
電
ソ
フ
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
レ
、
日
電
玉

川

が
、
交
流
学
璽
『

ト
の
初
械
の
技
術
労
働
者
が
急

川
で
は
、
川
名
く
ら
い
の
精
神

・

川

7
月日叫
白

神

労
組
定
期
大
会

死
。
朝
、
母
親
が
起
こ
し
に
行
つ
神
経
問
答
者
が
い
て
、
そ
の
内
初

川

会
場
前
で
宣
伝
行
動
(
池
之

た
ら
死
ん
で
い
た
と
い
い
ま
す
。
名
近
く
の
人
が
入
院
治
療
を
し
て

川

蹴
文
化
セ
ン
タ
ー
)

前
日
も
m
M
時
近
く
ま
で
残
業
を
し
い
る
と
い
い
ま
す
・

川
7
月
間口日

総
評
大
会
会
場
前

て
い
て
、
長
時
間
残
業
が
続
い
て
臼
砲
宝
川
で
組
合
凸
の
生
活
と

川

で

g
h行
動
。

い
た
そ
う
で
す
。

健

康

を

守

る

た

め

に

、

畏

時

間

残

川

7
月
白
日
東
電
ピ
ア
パ
l
テ

そ
し
て
6
月
引
日
に
は
、
日
電
業
や
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
な
く
す
た

川

イ
・
金
金
大
田
、
香
田
さ
ん

三
回
で
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
技
術
労
働
め
に
労
韮
密
交
渉
を
行
っ
た
り

、

川

を
励
ま
す
集
い
。
ア
ジ
ャ
ス

者
が
、
会
社
内
の
五
階
の
階
段
フ
不
当
な
企
業
ぐ
る
み
選
挙
に
反
対

川

タ
l
協
会
争
費
伊
藤
さ
ん
)

ロ
ア
か
ら
、
一
階
に
飛
び
降
り
自
し
て
闘
っ
て
い
た
石
沢
消
さ
ん

川

支
援
行
動
。

殺
を
し
ま
し
た
・
こ
の
労
働
者
も
は
、
一
昨
年
6
月
に
会
社
か
ら
不

川
7
月
初
日

5
m日
母
親
大
会

毎
月
間
時
間
近
い
残
業
を
続
り
て
当
解
腹
式
」
れ
ま
し
た
が
、
解
雇
さ

川
7
月

n日
政

党
法
・
ト
マ
ホ

い

た

そ

う

で

す

。

れ

て

か

ら
も
そ
の
不
当
性
を
訴
え

川

l
ク
・
健
保
7
・
m大
集
会
。

鼠
近
の
日
電
三
回
の
診
療
所
の
て
地
労
委
で
全
面
勝
利
す
る
と
共

川
8
月
1
日
1
2日
沖

電
気
争

調
査
で
も
、
約
お
掃
の
へ
か
健
康
に
、
長
時
間
残
撲
を
な
く
し
働
き

川

議
団
支
援
中
央
共
闘
会
議
で

嬰
管
理
者

(
健
康
を
害
し
て
定
期
よ
い
職
場
を
つ
く
ろ
う
と
ピ
ラ
で

川

合
宿
(
箱
根
)

川
8
月
3
日
伊
藤
醤
正
さ
ん
急

川

逝

(ω
臓
・心
筋
こ
う
塞
〉

山

8
月
4
日

ニ
チ
モ
ウ
キ
グ
ナ

川

ス
労
組
初
周
年
パ
ー
テ
ィ
.

川

8
月
4
日
1

原
水
禁
世
界
大

川

会
に
診
加。

川
8
月
9
日

中
央
区
連
帯
ピ
ア

川

パ
ー
テ
ィ
。

川
8
月
間
日
沖
支
援
千
代
田
共

川

協
会
犠
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
。

川
日
月
刊
日
5
ロ
日
沖
電
気
の

川

伸

聞
を
支
援
す
る
八
王
子
の

川

会
、
八
ヶ
岳
合
宿
。

川
8
月
間
白
神
電
気
の
不
当
解

州

胞
を
撤
回
さ
せ
る
会
総
会
・

「 曹の 「 の前 V きたれ V
沖 全指当モ・の 締ま く て 「
支図示日ノ.8 国レさいゼ
援のもはモ・月 、たんた ン 直忌
旨み 。洗ノ・末全。の 、セ a罰r&

l議室長覇ぷ雪量 簡露話望書
OITんスを体、 大 かさん-i言、 ギ平制東統 ら ん 」

?乙 jレすが京領 香のと
o J;ののな目は の 典死親

iミ詰門 とき妻昔 話尺主

p 

ま 日強酬の
翠選手i聡3S舌綜

「おらぴ麿」
が
お
も
し
ろ

で事
{28%の利益増の裏では・・・〉

民
族
歌
舞
団
「
わ
ら
び
座
」
の
南
部
務
百
姓
一
携
を
紫
材

に
し
た
「
東
北
の
鬼
」
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
・
金
生
活
そ

か
り
で
闘
う
姿
が
、

「
臨
調
行
革
」
で
国
民
犠
牲
に
し
て
、

m
m大
国
へ
。
の
現
代
人
の
心
を
と
ら
え
る
。

辺
お
お
U
m
U
引
が
東
京
の
公
演
目
1

問

合
せ
は
、

2
6
7
1
9
6
0
4か

内

4
4
U
Q
J
f
3
1
1
A
U
R
d
n
u
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「
神
電
気
に

n
職
崩
復
帰
H

に
よ
る
争
議
解
決

を
決
断
さ
せ
よ
う
」

l
と
、
沖
電
気
争
犠
支
一
媛
中

央
共
闘
会
議
は
、
九
月
六
日
に
労
組
の
代
表
者
に

よ
る
会
議
(
労
音
会
館
)
を
開
似
し
、
九
月
i
十

一
月
の
「
大
運
動
」
を
決
定
レ
ま
し
た
.

今
年
五
月
か
ら
、
東
京
地
方
裁
判
所
で
、
審
理

(
裁
判
)
と
併
行
し
て
開
始
さ
れ
た
和
解
交
渉
で

も
「
職
場
復
帰
は
、
考
え
て
い
な
い
」
と
神
電
気

は
不
当
な
主
張
を
続
げ
て
い
ま
す
.

「
大
運
動
」
は
、
六
年
間
の
闘
い
の
務
摘
の
上

に
、
新
し
い
力
を
加
え
、
全
国
的
な
運
動
を
展
開

レ
、
勝
利
を
め
ざ
す
も
の
で
す
.

全
国
の
み
な
さ
ん
が
、
「
大
運
動
」
に
診
加
し

て
く
だ
さ
る
と
と
を
心
か
ら
訴
え
ま
す
.

「
我
々
は
勝
利
す
る
」

大
運
動
の
ポ
ス
タ
ー

川 町'.."11....・W・-叫・"岬 ・..11.....'.，lY・・・.......u.目・・F ・叩・・・F

人と人の心を結んで

通
信
畿
三
大
メ
l
力
の
一
つ
益
、
三
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
居
後
の
職
場
で
は
、
千
人
の
「
支
援
す
る
会
」
に
支

沖
電
気
工
業

(
本
社

・
東
京
橋
九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
え
ら
れ
、
行
商
や
本
社
へ
の
抗

本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二
六
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど
。
庖
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
神
様
行
動
な
ど
に
奮
闘
。

二
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
九
O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
毅
判
傍
聴
を
理
由
に
、
八
二
年
十
一
月
に
、
支
鐙
共

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
。
会
社
は
東
京
地
裁
ほ
か
四
仕
事
を
取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
闘
会
鱗
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
は

と

称

し

て

、

千

五

百

人

の

「

希

'

背

景

資

本

の

岱

士

銀

行

や

、

神

/

a'

F

，

，

/

/

 

望
退
職
」
募
集
を
提
案
ζ
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

低
気
本
社
へ
の
抗
酷
世
話
量

と

退

職

強

裂

に

応

じ

な

い

三

百

続

し

て

行

な

わ

れ

て

い

る

.

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
力
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
向
叫
ん
、
中
山
さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
裁
判
所
で
は
、
八
四
年
五
月

撲
で
は
三
井
三
池
争
犠
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
挙
が
続
行
。
か
ら
裁
判
と
併
行
し
て
和
解
交

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
屈
を
意
識
墜
事
を
す
る
と
と
」
と
在
沖
電
気
争
議
団
の
七
十
一
人
渉
も
始
ま
り
、
山
場
を
迎
え
た
・

強
行
.
そ
の
後
の
神
電
気
は
、

Z
E
『
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
二
四
の
県
評
、
三
千
あ
な
た
も
、
沖
用
地
気
の
仰
間

百
億
円
近
い
史
上
肢
高
の
刺
視
し
て
解
雇

K
乞
と
も
明
日
.
を
超
え
る
支
疲
労
組
や
一
万
四
に
烈
い
迎
幣
を
/

め
ざ
そ
う

2
万
人
の
支
援
す
る
会

問
月

i
n
月
は
拡
大
月
間

(現
在
は
一
万
四
千
人
}
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労
働
大
臣
の
私
的
問
機
関
で
現
行
労
働
護
法
の
週
四
十
八
保
育
園
の
ほ
う
で
保
育
時
闘
を
延
一
日
の
労
働
時
聞
が
九
時
間
に
延
か
、

百
の
労
働
時
間
が
い
ま
よ
西
ド
イ
ア
一
で

ほ

が
益
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
・

あ
る
労
働
基
準
法
研
究
会
(
労
基
時
間
を
週
四
十
五
時
間
に
す
る
と
長
す
る
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
長
さ
れ
る
だ
け
で
、
週
休
二
日
制
り
延
長
さ
れ
る
だ
け
と
な
る
危
険
、
ま
た
、
年
次
有
給
休
暇
も
、
現

研
)
が
去
る
八
昼
平
八
日
に
法
い
う
面
だ
け
を
み
れ
ば
、
前
進
の
な
り
、
ま
た
、
会
社
の
終
業
時
刻
は
実
現
で
き
な
い
と
い
う
ま
聞
が
性
が
あ
る
・
中
小
企
業
の
実
態
を

週

、
何

時

間

労

働

状
股
低
回
数
、
六
日
を
十
日
程
度

定
労
働
時
間
を
一
日
九
時
間
、
週
よ
う
に
み
え
る
が
、
戦
後
三
十
七
を
五
時
頃
と
し
て
滋
業
時
間
を
定
生
じ
か
ね
な
い
・
日
経
連
は
、
同

口
実
と
す
る
の
で
な
く
、
大
企
業
欧
米
先
進
鰭
国
の
多
く
は
週
四
に
す
る
な
ど
と
中
間
報
告
は
言
つ

四
十
五
時
間
に
改
め
る
ζ
と
を
柱
年
近
く
定
着
し
て
き
た
一
日
八
時
め
て
き
サ
ー
ビ
ス
毅
の
あ
り
方
も
研
究
会
が
日
経
連
に
何
の
相
駁
も
や
政
府
の
中
小
企
業
対
策
を
板
本
十
時
間
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
週
三
十
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
、
週
四
十

と
し
た
労
働
基
準
法
改
正
に
闘
す
聞
の
法
定
労
働
時
間
を
一
日
九
時
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、

な
い
と
言
い
、
中
小
企
業
の
実
態
的
に
変
え
て
、
中
小
企
業
も
ふ
く
九
時
間
を
法
定
労
働
時
間
と
す
る
五
時
間
と
あ
い
ま
っ
て
年
間
総
労

働
時
間
を
二
千
時
間
と
す
る
政
府

の
行
政
指
導
閏
僚
も
実
現
で
き
な

い
。
欧
米
先
進
諸
国
は
二
千
時
間

を
は
る
か
に
下
ま
わ
っ
て
い
る
の

で
あ
る
.

(2 ) 第 66号

労
基
研
の

「
報
告
」
を

斬
る

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

黒
JII 

俊
雄
さ
ん
(時間
稿私る
詳
動
転
)

る
中
間
報
告
を
ま
と
め
、
労
働
大
聞
に
す
る
と
い
う
ζ
と
が
第
一
の
影
響
は
き
わ
め
て
大
き
い
・
を
口
実
℃
こ
の
中
間
報
告
に
反
対
め
て
い
ま
や
国
際
的
常
識
と
な
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
商
ド

臣
に
健
出
し
た
・
来
年
容
量
問
題
で
あ
る
・
た
と
え
ば
、
共
働

国

際

的

怒

し
て
い
る
が
、
い
ま
な
お
理
一
て
い
る
週
四
十
時
労
働
型
百
イ
ツ
で
は
労
使
協
定
に
よ
っ
て
週

終
結
論
を
出
し
、
ζ
れ
を
受
け
て
、
き
家
庭
が
ふ
え
て
き
て
い
る
現

日
制
を
と
っ
て
、
な
、
中
ト
企
業
八
時
間

・
週
五
日
労
働
制
で
実
現
三
十
五
時
間
労
働
を
め
ざ
す
よ
う

常
識
を
守
れ

t

、

L

L

]

、

早

け

れ

ば

一

九

八

六

年

の

通

常

国

在

、

保

育

園

へ

の

子

供

の

送

り

迎

カ

多

く

大

企

業

で

も

休

日

出

留

し

て

し

く

ζ
と
を
め
ざ
す
べ
き
で
に
な
っ
て
き
て
い
る
ロ
そ
れ
ゆ
え

会
に
法
案
を
提
出
す
る
予
定
だ
と
え
が
で
き
な
く
な
り
、
退
職
し
な
つ
ぎ
に
、
週
休
二
日
制
を
法
制
が
お
ζ
な

わ

れ

実

際

に

は

週

休

二

あ

る

・

貿

易

障

僚

が

問

題

と

な

っ

て

い

る

い

う

.

け

れ

ば

な

ら

な

い

人

が

出

る

が

、

化

す

る

と

い

う

が

、

実

際

に

は

、

日

制

に

な

っ

て

い

な

い

ど

と

ろ

な

か

で

、

わ

が

国

の

長

時

間

労

働

@
山
口
勇
子
さ
ん
(
東
京

・
文
学
て
元
気
に
闘
っ
て
く
だ
さ
い
・
担
当
オ
ル
グ
で
、
必
逝
さ
れ
た
@
川
口
好
恵
さ
ん

(干
諜
)
今
年

者
)
ニ
ュ
ー
ス
六
五
号
で
伊
藤
@
日
産
厚
木
争
磁
団

(
神
奈
川
)
伊
藤
さ
ん
へ
の

「夜
間
」
の
雷

の
夏
は
、
告
か
っ
た
の
で
大
変

笛
正
さ
ん
の
急
逝
を
知
的
ぞま
し
大
変
で
し
ょ
う
が
、
共
に
が
ん
挺
を
も
ら
い
、
特
集
し
ま
し
た
・
だ
っ
た
ζ
と
と
思
い
ま
す
・
と

た
.
た
た
か
い
の
道
を
ま
っ
す
ば
り
ま
し
ょ
う
(
会
費
、
カ
ン
@
天
野
松
男
さ
ん
(
福
岡
)
峨
場
れ
か
ら
夏
パ
テ
が
出
な
い
よ
う

ぐ
歩
ま
れ
た
ζ
と
に
、
改
め
て
パ
二
万
二
千
四
百
円
が
送
金
さ
の
仲
間
か
ら
鍛
め
た
カ
ン
パ
送
に
、
ス
タ
ミ
ナ
つ
げ
て
、
が
ん

感
動
を
深
め
、
心
か
ら
お
く
や
れ
ま
し
た
)
。
り
ま
す
。
勝
利
の
日
ま
で
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
・

み
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
@
佐
康
雅
宏
さ
ん
(
北
海
道
・
本
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

@
奥
山
恭
子
さ
ん
(
腎
森
)
皆
さ
州
製
紙
の
不
当
差
別
を
な
く
す

4
護
軍
軍
書
喜
重
重
量
童
書
毘
誕
望
書
留
暗

ん
健
康
に
気
を
つ
け
ら
れ
て
、
る
会
)
全
国
の
励
み
.
シ
ン
ボ

題
騒
怒
凪
酷
静
醐
糧
揚
強
調
智
銭
関
誼
留
動
時
恩
盟
語
翻
謡
曲
『

が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
・
伊
騰
さ
ル
の
沖
争
磁
・
典
型
と
な
る
闘

V
思
回
耕一

郎
さ
ん
(
都
議
・
潜

V
民
放
労
連
東
京
支
部
連
婦
人
部

ん
の
御
只
福
を
お
祈
り
し
ま
い
を
/・

区

)

せ

ん

べ

い

一

箱

・

衣

額

・

す

・

@

中
央
区
(
東
京
)
沖
・
支
撮
す

V
長
板
和
子
さ
ん
(
総
務
庁
統
計

V
古
賀
恵
子
さ
ん
(
東
京

-mm同

@
全
動
労
宮
康
支
部

(
大
阪
)
闘
る
会
.
会
ニ
ュ
ー
ス
二
号
を
発
局
)
タ
オ
ル
ほ
か
.

平
)
子
ど
も
服

・
長
ぐ
っ
.

い
は
お
互
い
に
大
変
で
す
が
、
行
し
ま
し
た
・
区
内
に
働
く
+

V
早
船
寿
美
子
さ
ん
(
崎
玉
)
柿

V
白
土
由
子
さ
ん

(東
京

・
高
島

共

に

が

ん

ば

り

ま

し

ょ

う

・

会

三

人

の

伸

聞

か

ら

、

中

央

区

の

の

積

一

缶

。

平

)

テ

l
プ
レ
コ
ー
ダ
。

費
一
万
一
一
一
千
八
百
円
お
送
り
し

V
浦
和
法
律
事
務
所

カ
ル
ピ
ス

l
沖
電
気
争
議
団
の
屋
代
さ
ん
に

ま
す
・

-
コ
ー
ヒ
ー
セ
ッ
ト
ほ
か
。

長
男
が
誕
生
。
永
瀬
さ
ん
(
大
白

@
玉
谷
浄
子
さ
ん
(
広
島
)
苦
し

V
鎌
田
弘
之
さ
ん

(
筒
玉
)
衣
類
本
印
刷
争
議
団
)
、
住
都
労
首
都

い
と
と
の
多
い
毎

日

で

す

が

、

文

具

な

ど

。

圏

、

雪

印

乳

業

争

犠

回

か

ら

お

祝

沖
の
闘
い
に
励
ま
さ
れ
て
ま

V
千
田
さ
ん
、
長
谷
川
さ
ん
(
東
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
・

す

-

繊

関

紙

を

貌

む

た

び

に

、

京

-
畿
内
同
区
)
ピ
I
ル
券
a

l
心
筋
ζ
う
そ
く
で
間
出
張
中
の
北

勇
気
が
新
し
く
湧
い
て
く
る
よ

V
山
下
信
子
さ
ん
(
東
京

・
練
馬
村
さ
ん
に
、
三
百
人
を
超
え
る
伸

う

で

す

.

体

に

は

、

気

を

つ

け

区

)

衣

娘

、

本

な

ど

.

問

か

ら

御

見

縛

が

届

き

ま

し

た

.

1984年 10月 1E3

&国民

。ヶ;弄

5干i割安労働時向{岬2犠J

日本 之136
アメ リ力 /.851 
イキ勺};え /.6タρ
iIbト、、イツ 1.8Q 1 
フランス 1-ワ.33

沖
電
気
争
議
団

メ
タ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
サ
ッ
カ
ー
で活
躍

闘
う
金
属
の
仲
間
の
祭
典
「
オ

ー
ル
メ
タ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
九
月
十
五
日
S
十
六
日
に
、
多

勝
川
の
河
川
敷
(
六
郷
土
手
)
で

開
催
さ
れ
た
.

神
的
山
気
の
仲
間
も
、
や
き
い
か
、

お
で
ん
な
ど
、
=
一
百
人
分
以
上
を

用
意
し
て
診
加
し
ま
し
た
.

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
サ
ッ
カ
ー
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
も
行
な
わ
れ
、
二

日
間
で
三
千
人
が
参
加
し
て
、
お

祭
を
楽
し
み
ま
し
た
・

大
奮
闘
だ
っ
た
の
は
サ
y
カ

1
、
練
習
ゼ
ロ
に
も
め
げ
ず
、
が
ん

ば
り
ま
し
た
.
試
合
結
果
は
名
嘗

の
た
め
本
紙
で
は
発
表
し
ま
せ
ん

ナショナルチーム並く守〉のメンバー

(結果が知りたい人は 、
事務局までノ

キャフ・テンの 中野 Eタ〉

さんの後盗です→
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中
e

電
気
の
不
当
解
庖
撤
回
総

，u判
は
、
東
京
、
八
王
子
、

熊
谷
、
宵
岡
崎
の
四
つ
の
裁
判
所
で

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
東
京
地

裁
で
は
、
「
和
解
」
と
併
行
し
て

審
理
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
.

東
京
地
裁
で
は
、
毎
回
傍
聴
席

が
一
杯
に
な
り
、
曹
関
宮
仲
間
で

も
話
胞
に
.
十
二
日
は
弁
竣
団
十

八
人
を
含
め
る
と
、
約
百
二
十
人

と
な
り
、

「公
正
な
裁
判
を
f
」

と
い
う
裁
判
闘
争
は
、
前
進
し
て

い
ま
す
.
ζ
の
目
、
岡
山
、
香
川
、

宮
敏
か
ら
も
傍
聴
者
。

松
本
千
登
美
さ
ん

マ
宮
城
県
教
組

マ
沖
・
支
援
す
る
会

宮
城
支
部

九
月
十
二
目
、
東
京
地
裁
で

の
中
山
争
犠
団
代
表
の
股
終
陳

述
(
?)
は
沖
沼
気
の
指
名
解

屈
が
い
か
に
人
権
無
視
で
不
当

な
も
の
か
を
訴
え
て
い
た
.

「
妊
娠
中
に
失
と
と
も
に
指

名
解
回
通
告
を
手
に
し
た
相
原

夫
裂
は
当
惑
し
た
ま
ま
情
話
で

何
を
話
し
た
で
し
ょ
う
か

」
涙
に
む
せ
な
が
ら
宿
り

か
け
る
中
山
さ
ん
の
括
に
、
裁

判
長
が
ジ
y
と
耳
を
傾
け
る
感

動
的
な
裁
判
で
し
た
.

私
が
原
初
に
傍
隙
し
た
頃

は
、
労
務
課
崎
明
白
が
出
版
者
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
う
旧
内
線
な

雰
囲
気
の
な
か
、
指
名
解
艇
の

立
案
者
、
室
田
社
長
室
長
が
証

言
台
に
立
つ
と
い
う
も
の
で
し

た
.あ

れ
か
ら
三
年
。

今
、
勝
利
に
向
っ
て
力
強
く

涙にむせびながら

訴える中山さん(i予想)に感動

¥ 宮城から東京地裁へ|

判日H寺目的日円「てさき露呈 霊き露今貫主道芸
1bz千百団| 高三番 E主宗長同意完結盟

;出iHiiiiiii!iiii
長 10喜品 毛主語菱重警宇察 委主尺

臨
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寸
一
花
円
企
紫

L
E
的
・
2
す
沖
電
気
が
宮
崎
に
次
い
ご
作
る
新
工

湯
ほ
ど
こ
庁
と
よ
注
目
さ
れ

τ
り
ま
し
た
が

z
mぽ
ど
宮
鍬
黒
口
、
新

工
場
在
建
読
す
る
Z
と
が
正
式
己
決
ま
リ
ま
レ
だ
.

新
工
品
風
間
犯
と
む
ウ
花
町
ぽ
乞
晋
一
川
良
川
都

Mm灯
・
仙
μ
ロ
F
ら

車
ず
一

4

時
間
弱
仙
信
託
克
司
濃
対
翠
て

七
日
沖
電
忽
と
嘗
減
点
火
衛
門
削
己
記
聞
て
づ
立
児
協
定
書
L

り
調
叩
が
行
だ
れ
ま
レ
だ
・
新
工
場
ぽ
沖
電
気
円
一
o
o
u
p
弘
資
門
事

会
社
、

7
Z
4胤
沖
電
気

」
と
し
て
定
足
し
、
宮
崎
沖
に
次
ぐ
超
L
S

工
的
一
晋
興
生
産
エ
婦
と
な
リ
ま
す
.

ダ
U
一山超レ皐いい

UAdz

用
犯
面
積
ほ
「
品
川
L

丹
十
倍
・

三
十
戸
〈
ヴ
ヲ
t

ル
の
広
丈
さ
.

介
一
期
計
晶
と
し
E
約
三
面
億
円

E
段
入
レ

‘
ニ
ハ
ヲ

7
1
山
内
工

局
禄
E
建
設
・
大
寸
ニ
片
耳
各
に
ほ
操
業
問
必
の
予
定
Z
す・

労
働
右
叫
当
初
ほ
え
西
人
、
持
系
的
に
は
斗
五
百
人
に
す
る
、
計
晶
.

A
百
人
に
つ
い
て
ぽ
来
算
ぼ
も
氾
元
ず
米
周
し
ハ
王
寺
エ
均
C
激
賛

同
叩

吉
開
始
す
る
釘
晶
E

H
い
ま
す
・

平

今
回
全
事
長
沖

し
の
芝
設
ぽ
沖
電
気
が
際
般
の
な
り
・
設
備
域

別

資
鼠
'
?
と
れ
五
三
ロ
わ
れ
る
-

一川町

ヱ
ピ

E
-Zし
τ
U
ま
す
-

M
一

院
ヨ
戸
。

荷
W
A

届革路醤翠麗瞳顕揚

⑧
@
⑤
③
 

;:; 11.4千ょ マに 支昭
里(予定〉 雪:思 援島

5鎌霊! ~文 Z 手
蓄倉空 j 量化会 JII
事ハ i~ 去の 而国
局イ会;至上夕 月立

ク jごさべ 24の
亙 丁 」 日沖

カンガルーの子どもは

どのくらいの大きさで誕生するか

砂
①親の20分の lの体重

②親の200分の lの体重

③親の2000分の lの体重

④親の20，000分の lの体重

支援 する会に入会しよう (会費 1口200円/月)

榊
骨
院
b

M

桧

白
民
悌
ル
ハ
目
、
七
爽
六
万
円

(
一-
一
四
五

φ
増
ゾ

今
回
発
表
さ
れ
た
殻
治
資
金
鞍
告
に
よ
る
と
沖

電
失
隠
白
民
党
ヘ
プ
七
穴
久
万
円
の
政
渇
白
用
金

を
特
ヲ

Z
い
ま
可
.
三
れ
は
、
前
辱
に
比
べ
一
ニ

四

ゑ

d

戸
熔
ご
わ
り・

日
#
電
気
(
十
六
件
婚
て

富
士
亀
戸
エ
ニ
件
'刷用

u
qと
ι比
べ

t
毛
大
幅
な

伸
び

ι打
。
フ

τい
ま
す
.

z 

守

占--
三

-z 
: 
ミ

3 
三主= 
= 
z 

= 
主
r 

2 

= 
2 
Z 

z 

z 

= 
f 

= 
5 

亨

-守? 

守

= 
? 

三
= 

占与-7 
: 

= -z 

2 

と

5 

=芋F 

2 
z 
=雫F 
z 

楽
し
い
か
ら

今
隼
の
夏
ず
も

q

毒
事
た
ね

18 .25-
・秩父日野渓谷

割!66電量(3 ) 

〈ノj、2) 

回答は20固までにハガキで。プレゼン トの用意あり。

都心で、健康で文化的、な

生活は、との賃金ではとて

も無理ですよね。GNP2
位の日本の我等労働者は

ひとこと:

tlO~ _:，; 4 
.，. . 

給与期間 ~) -月。 1日 - 09月二;!日

職日体給 |扶餐手当 |鯛幣手当 |特別鯛盤傾 |初任給関瞥額 l特殊勤務手当 IJ5 jOl125-i 1":0 1-

'1 ，j 17030叫 01 153271 <:1 01 01 cl ul (01 
その惟(宜桔)1宿日iII手当 |住居手当 |通勤手当 1 1 1 

;1 ，1 1220q 142501 1 1 1 

件 悦|宿 舎 費 |住 民‘悦|厚生資金退問甜|財産形成貯蓄 | その他(控除)

95501 心1 91901 cl 2.00001 

名氏給与支給明細書

ー旦
金眠

車合

再開
随

時間

俸

r ， 

，、

給与支給総額

主旦但 工
控除額計

1 559391 
|豊豊 9支給額i

1 1_5613f到

所額
一渇

一

金
一

ι一

鋭一

O
一

院

一
8
一i
 

植一
!
-

z-7'
一

一色

7

一

命一期一

8
一

-aR

一

一

豊

一

一!
 

，一金一

2
寸
l
M叶

主

m
一
4

3

扇
支
出

一一

包

傭

鈴木とみ子さん

(34歳)
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(4) 

大量解雇と闘いゑ言語表

函館;恥:長長

開 66号指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース1984年 10月 1巴

+ す大て新 わ
八明。な今 日 ー さ 済 私 也

電f喜重量E号7S宙 E
函九 二ドの北んナ北，，!:，!;:.~

26蜘 …ク一回目掛 持 iiFiii言語、
回地域経済をるる主ZZZ畑 襲単 ぶ忘ぞ問。三塁 A

と八 ま 重 し 、 負の ・

た215Z?言235長258芸家E3;信号55252て22員そ
し¥ -(. I;?Bi義主ピ空 J主主千三自 j 喜一要事 EE員宅主書呉 主主号車へ 1ち I!.:七 躍 。 ク 争 力 謄にノレ主;日 ;iY，;;;:~都争加を塾、、曹と5 G月 抽活クの

k lEさ雲 潟ぷ習量 Yg否情川J習室雪害費支喜普賢霊否 完2ぷ襲
五-ド余ii 2SEき長官主主ぎ 主理辛お宣言君主自252き早5

-戸「斗 書道 主記長三星よ丙塁竺 だ留意 tZ雲角吉野合警 警害芳喜

;さき;Jlli!?iiHi!?iiiiii!?i忠告iiii!
FJ づえ| 有 d21見事55再R対委五百五妻去たgi再三 z i三重喜重歯

科 1 12日iifi訪問 ;iiiiiii出
1軒ジ竺志苔自|

もり工ゾ術1 A! 1:1+ ( 品 、 ¥ 

:引開 設121grr盟=日不一 (炉川電機のl
し く ζ二ユム1:.._， 1 秘 F ラ 1. 回答数 78逸 平均年令 31.7才 ・~a. I 可児嶋以f 酷 h品目 | 

ロて行-，J， 1 互い賃金昇給にっし、て IOM[三iゐ 盟都萄~IS: J ( 
ぃ、 i γ1 !II晴，~ (1) 本給 225，800円 アイピーエム¥ ノ;

団 沖 んたお白馬前 y:= (2) 昇給額 制 07円 一守主149 TQCについて ; 

完雪主 5イ3丈島長官署 馨 1伶)昇給に 3禁62iJ253与を iω会議の酬について 322Z21i 
二者占旨手量 E 委理章 第孟~ (4) どの点で，満足/不満足か 雪l占手手 助休日 5人;
言案 ゐ 三交響丈守主義 三 轡( の額 50人 (57%) O主磨 ;L (2) 会議が時間外，休日の時，残業代は ; 

ヲ雲 空 管22i2gaj五1 322な(22 fZ語2長 Z322くい :;f FZi 
ト弁 、手 名たう1ニ( 竃曇， も果答電凸 ~)請求しない 26人(35%) 
ボ獲 がじ εの 七 群 喝事11' (:時他 5人(明) 輪金品謀。

? 主 TT轟各:j量は 伸代休をとる
ンヨク Q アま皇が コ・ 2よへ I 3. 残業について 反考年語、 紛他 7人( 9%) { 

11711i!:iiiiii z;宅手Y5537%) 25ili nz;:;;:川 2;;
ンユターカ一三 去 沖{;u霊亡 7 的しない 47人 (63%) ，..川 '1"1川 I川 M ・1"1"1" 幼続行 16人 (20%) ] 

jレ完手話ラ雪量 c・ 雲完長三 4 変則・休日出勤について 「てつ 伺関心ない 11人 (14%)j

EZケ日完界 事 警ぞ員事 7 ω深夜月1.88回 I r 1
10

(戸24健康について
手 フ圃リしか 叫 に竺 (2) 休出月 3.0 図 I .1.， I ~:~快調 1 1人(1 5%) ~ 

ω休出はめやめてほしい 州 13~) 1 ビ!;;27ずず ;; ロ;:2;;
的減らしてほしい 18人(269'0) I ~ I (4) 通院 3人(哨){ 

例その他 43人(6 1 %) I ~ I (5) 不調 2人( 3別{

代休は，一週間以内に | 巴 Il!. C S Rとして働くことについて

(1) とれる 25人 (349'0) I ~ 1--(1) 不安 57人 (7切) ~ 

3Lれないは(;;お ほ劃 32 1公jlz日
6 年次 有給糊につ門 |来塑 1

12 今、一番、解決したにとは(複数回答 ) { 
r 、川味合 I(1) 賃金 36人 (30%) ( 

(1) 希 望日にのとれる 31人(39%) けこt ~ I 
ω とりにくい 35人ム切jl-E J21 将来 33人 (28%) } 

ド~ .__.. I (3) T Q C 1 4人 (12
(吟とれない 12人(16%) l.-f. 八日記

|モ) (4) 配転 13人 ( 11%) 
とれない理由約忙しい 12人(18則氏 (5) 昇進 12人(峨) J 

ωマンパワー視 29人(439'0)巳 (6) 時短 5人( ゆ )1 
り)スケジューノレ 34人(35則ぽ (7) 休出 5人( 晴 )l 
帥他 3人( 4%) L__j (8) 仕事量 4人( 3%) l 

沖
電
気
争
議
団

/=t-~i色

渡
辺
秀
雄
さ
ん

(2) 

r 震 源Iこ竺三十一

一一列車が走った
川町 国鉄労組、長野県教組も協力。
直吉| 美保純が主演の

一ー 「青春列車」

9月29日より新宿悪ホール・1
にてロードショー (351)3022 

鑑賞券大人し000 学生B∞
・支援する会事務局でも取扱中・
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川

8
月
刊
旧
日

沖
電
気
の
不
当
解

川

屈
を
徹
回
さ
せ
る
会
総
会
・

川

8
月
別
目

前
橋
裁
判
。

川

8
月刊
u
日

電
機
・
神
奈
川
の

川

神
支
援
す
る
会
総
会
.

川

8
月

μ日
3
U品
目

権
利
反
合

川

討
論
集
会
(
函
館
ド
y
ク
の

川

決
起
集
会
)
に

9
人
診
加
・

山

8
月
白
B
E
M日

第
5
回
や

川

ま
ぴ
乙
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。

川

B
月
U
日

機
関
紙
印
刷
所

・

州

沖

支
援
す
る
会
で
再
発
足
の

川

ピ
ァ
パ
ー
テ
ィ
.

川

8
月刊
ω
日

わ
ら
び
墜
と
交
流

川

会
を
開
催
.

川

8
月
m
U
自

国
労
第
5
回
権
利

山

裁
判
闘
争
の
交
流
集
会
で
神

川

争
議
団
か
ら
も
報
告
。

川

8
月
初
日

浅
利

・
中
山
さ
ん

川

都
労
委
、
第
引
回
宮
町

川

8
月
日
日

八
王
子
裁
判
。

山

8
月
引
回
5
9月
1
日

東
京

川

-

東
部
労
働
研
究
集
会
参
加
。

川
?
月

2
白

神
争
議
団
家
族

会
.

川

9
月
4
日

大
企
業
懇
談
会
.

川

全
斗
換
く
る
な
集
会
。

川

9
月
6
白

神
電
気
争
議
支
緩

川

中
央
共
闘
会
議
の
単
組
代
表

川

者
会
議
、
幹
事
会
を
開
催
・

川

9
月
7
日

第
5
回
和
解
交
渉

川

q
月
間
日

首
切
り
は
許
さ
な

川

い
/
楠
利
は
ゆ
ず
ら
な
い
，
F

州

連
続
行
動
始
ま
る

(
東
京
総

川

行
動
)

山

9
月
刊
白

熊
谷
裁
判
。

川

q
月
刊
は
日

東
京
裁
判
.

川

?
月
刊
は
日

sHM目

「
ほ
う
り

川

だ
さ
れ
て
な
る
も
ん
か
」
公

川

演
(
東
部
宵
年
合
唱
団
)

川

9
月
刊
自

国
鉄
総
行
動
が
宮

川

土
銀
行
本
庖
前
で
、
集
会
.

川

q
月
刊
日
日

3
M日

オ
ー
ル
メ

川

タ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参

川

加
(
東
京
・
六
郷
土
手
)



5万人の「支援する会」を

私たちは生きる俗手1)、働く 樋利を守るために沖

電気の仲 間を物 心両面か ら励まし 、必ず勝手1)させ

たいと思いま す。困難な長期の闘 いも予恕 されま

すので、一人てるも多くの方がこの「会」に加入し

全面勝利を闘いと るまでご支援くださ るよう 心か

らよぴヵ、けま す。(r支援 する会」よびかけより)

会 賞: 1ロ 200円 /月

1984年 1 1月 1日

支援する会事務局
事務所 東京都港区三回

3-2-20 

電話 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名 沖電気の不 当解雇

を撤回さ せ る 会

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

発

行

所

第 67号

1 9 8 4年

11月1日

国2171日|

北
で
、
南
で
、
沖
電
気
・
富
士
銀
行
ヘ
「
解
雇
を
撤
回
せ
よ
」
の
芦

肯
ゆ
月
刊
は
日
の
沖
電
気
北
海
た
・
面
世
間
同
に
対
し
て
は
、
そ

道
支
社
、
日
土
銀
行
札
幌
支

れ
ぞ
れ

n
上
に
伝
え
ま
す
H

庖
へ
の
行
動
は
、
全
道
労
協
が
回
答
で
し
た
。

の
宣
伝
力
l
も
借
り
て
、
約

肯

ω月
沼
田
沖
電
気
旭
川

百
二
十
人
が
参
加
。
予
忽
以
信
業
所
、

g
士
銀
行
旭
川
支

上
の
支
媛
に
、
沖
電
気
争
議
居
。乙
乙
は
約
百
四
十
人
も
。

団
オ
ル
グ
の
飯
田
康
男
さ
ん

肯
北
海
道
は
、
四
人
の
争
議

は、

「俗
、
う
れ
し
く
て
め
団
で
約
一
力
月
間
の
オ
ル
グ

レ
が
の
ど
を
通
ら
な
い
よ
」

で
す
が
、
訪
問
先
か
ら
、
「闘

と
興
宿
し
て
、
東
京
の
事
務
う
姿
に
感
激
」
と
二
通
も
使

所
へ
電
話
を
し
て
き
ま
し
り
、
労
働
者
っ
て
イ
イ
ネ
。

-R
m月
円
日
沖
電
気
の
東

北
の
拠
占
…
で
あ
る
東
北
支
社

(
仙
台
)
と
、
富
士
銀
行
仙

台
支
庖
へ
抗
議
、
要
務
。
二

十
人
が
診
加
し
、
ピ
ラ
四
O

O
枚
を
配
布
・
沖
電
気
は
課

長
が
突
立
っ
た
ま
ま
と
い
う

応
対
で
参
加
者
の
怒
り
を
か

い
ま
し
た
。

肯

ω月
旬
日
は
福
島
。

肯
mw

月
引
日
は
青
森
と
、
東
北
地

方
で
も
皆
実
に
行
動
が
積
重

ね
ら
れ
ま
す
。

肯
沖
支
度
す
る
会

・
宮
城
県

支
部
で
は
、
五
十
万
署
名
運

動
を
や
り
と
げ
よ
う
と
、
自

主
目
標
を
決
め
て
奮
闘
中
で

す
.

肯
群
馬
県
で
は
、
神
電
気
の

工
場
が
あ
る
高
崎
を
中
心
に

神
争
犠
支
援
群
馬
共
闘
会
駿

発
足
の
準
備
が
、
急
ピ
ッ
チ

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

肯
埼
玉
の
共
闘
会
議
は
、
主

要
駅
頭
で
の
宣
伝
行
動
を
予

定
し
て
い
ま
す
.

肯
八
王
子
地
区

(東
京
一
)
で

は
、
什
月
守
日
狭
間
公
図
で

決
起
集
会
l
デ
モ
を
。

肯
東
京
で
は
、
各
区
ご
と
に

実
行
委
員
会
が
出
来
た
り
、

千
代
田
区
や
港
区
で
は
、
ブ

ロ
γ
ク
別
や
、
職
場
C
と
の

交
流
会
が
、
連
続
し
て
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
.
沖
支
援
す

る
会
千
代
田
で
は
、
什
月
4

日
に
鎌
倉
ハ
イ
ク
を
行
い
、

連
帯
を
強
め
ま
す
。

肯
名
古
屋
〈
愛
知
)
の
伸
聞

は
、
円
月
日
日
の
昼
休
み
に

栄
小
公
図
に
集
っ
て
、
ロ
士

銀
行
名
古
屋
支
庖
ま
で
「
沖

電
気

・
冨
土
銀
行
は
指
名
解

雇
を
撤
回
せ
よ
」
と
デ
モ
。

肯
巾
月
間
日
大
阪
で
は
、

造
船
デ
l
に
参
加
し
た
仲
間

が
、
日
土
銀
行
大
阪
支
庖
へ

抗
議
、
要
請
行
動
を
、
約
百

人
で
行
い
ま
し
た
。

-R
m月
ロ
目
、
沖
電
気
三
虚

支
庖
へ
抗
議
行
動
。
従
業
員

が
六
人
と
小
さ
い
と
乙
ろ
だ

が
、
単
位
農
協
の
仲
間
な
ど

で
キ
チ
ン
と
行
う
。

肯
叩
月
お
日
は
合
殿
、
羽
田

は
岡
山
と
。
岡
山
県
で
は
オ

ル
グ
期
間
中
に
約
十
万
円
の

カ
ン
パ
も
寄
せ
ら
れ
た。

肯
広
島
県
の
全
日
自
労
や
、

教
職
員
の
仲
間
か
ら
も
っ
と

署
名
用
紙
を
送
れ

/
と
、
う

れ
し
い
催
促
。

肯

ω月
同
日
沖
電
気
四
国

支
底
、
日
士
銀
行
高
松
支
庖

前
で
二
十
二
人
で
宣
伝
行

励
。
ア
y
と
言
う
聞
に
、
ピ

ラ
九
O
O
枚
。
沖
電
気
へ
の

抗
議
行
動
で
は
、
沖
む
気
の

「全
然
、
わ
か
り
ま
せ
ん
」

の
回
答
に
、
参
加
者
は
怒
り
。

肯
愛
綾
川町
で
は
、
問
月
白
日

国
…四…

も
(
…

ラ
た
…

ビレ…
、
ま
…

し
し
一

加
布
…

参
配
…

が
枚
一

人∞…

内〆
L
n
w

，.

n〆

』

"

に
、
沖
電
気
松
山
支
后
べ
の

抗
議
行
動
を
予
定
し
沖
電

気
の
支
復
活
動
が
強
ま
っ
て

い
ま
す
.

-R徳
島
県
へ
の
沖
電
気
の
進

出
が
噂
さ
れ
て
い
た
が
、
中

止
に
な
り
徳
島
で
は
大
騒

動
。

第

4
回
和
解
交
渉
で
も
沖
電
気
は
職
場
復
帰
を
認
め
ず

9
月
i
n
月
の
「
大
運
動
」
の
成
功
で
勝
利
を
め
ざ
そ
う
。

十
月
五
日
か
ら
、
沖
電
気
争
議

団
は
、
全
国
オ
ル
グ
を
開
始
し
た
園

訪
問
す
る
労
組
や
団
体
は
、
三
千

を
こ
え
る
・
交
流

・
連
帯
を
深
め

「大
運
動
」
の
成
功
を
番
い
合
う
。

各
地
で
実
行
萎
員
会
も
誕
生
レ
、

運
動
は
大
き
く
前
進
し
て
い
る
。

肯
九
州
地
区
の
労
働
組
合

は
、
神
間
山
気
争
滋
の
支
援

を
早
く
か
ら
、
決
定
し
烈

い
支
媛
を
続
け
て
い
ま

す。肯
ゆ
月
円
日
長
崎
で
、

十
二
人
が
診
加
し
、
神
電

気
と
ロ
士
銀
行
へ
.
叩
月

間
山
田
は
、
宣
伝
行
動
も
行

い
ま
し
た
。

肯
福
岡
県
の
仲
間
は
、
什

月
6
日
1
7日
に
岱
士
銀

行
へ
の
行
動
を
予
定
。

う
れ
レ
く
タ
飼
の
仕
度
に
か
か
り
も
ち
が
う
で
し
ょ
う
・
け
れ
ど
も
労
働
者
と
国
民
に
負
わ
せ
る
た
め

ま
し
た
.
運
よ
く
そ
の
日
も
稼
ぎ
私
に
は
、
そ
の
子
た
ち
が
み
ん
な
、
の
突
破
口
を
つ
く
る
、
そ
の
期
待

昭
和
の
は
じ
め
、
日
本
は
不
鼠
が
あ
っ
た
の
で
し
た
.
幼
児
も
少
年
も
、
自
分
で
で
き
る
を
担
っ
て
強
行
し
て
き
た
も
の
で

気
の
ど
ん
底
で
し
た
.

)

乙

と

は

何

で

も

し

て

、

父

や

母

の

す

。

当
時
、
私
の
家
は
父
子
家
庭
で
、

仁

堂
々
た
る
勝
利
の
た
め
に
、
全
力
そ
れ
だ
け
に
ζ
の
闘
い
は
、
争

ま
だ
幼
か
っ
た
私
は
、
い
つ
も
タ
沖
電
気
争
議
団
の
仲
間
に
は
、
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
ζ
と
が
、
痛
議
団
の
仲
間
と
そ
の
子
ど
も
た
ち

方
に
な
る
と
外
に
出
て
仕
事
帰
り
五
十
人
を
と
え
る
こ
ど
も
た
ち
が
い
ほ
ど
わ
か
る
の
で
す
.

の

未

来
は
も
ち
ろ
ん
の
ζ
と
、
私

の
父
を
ず
っ
と
待
ち
続
げ
て
い
ま
い
ま
す
.
父

や

母

が

く

び

を

き

ら

た

ち

働

く

者

と

国

民

の

、

そ

し

て

-司
『

し
た
。
「
チ
リ
チ
リ
チ
リ
ン
」
と
、
れ
た
と
き
に
生
れ
た
子
は
も
う
小

(

す
べ
て
の
日
本
の
子
ど
も
た
ち
の

自
転
車
の
ベ
ル
が
遠
く
か
ら
聞
乙
学
校
に
入
る
年
で
す
。
だ
れ
で
も
知
っ
て
い
る
と
お
未
来
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

え
て
く
る
と
も
う
そ
れ
だ
け
で
胸
そ
の
五
十
人
の
子
供
た
ち
の
生
り
、
神
電
気
は
不
景
気
だ
か
ら

H

指

ど

ん

な

ζ
と
が
あ
っ
て
も
、
勝

が
高
な
り
、
積
ん
だ
荷
物
を
ほ
ど
活
の
う
え
に
、
こ
の
六
年
間
に
ど
名
解
四ヂ
の
挙
に
出
た
の
で
は
あ
た
な
げ
れ
ば
と
決
意
し
て
い
る
と

く
聞
も
待
ち
き
れ
ず
、
ま
つ
わ
り
ん
な
と
と
が
お
き
た
の
か
、
私
は
り
ま
せ
ん
。
よ
り
一
そ
う
の
大
も
と
ろ
で
す
。

つ
い
て
父
の
汗
の
匂
い
に
満
足
し
具
体
的
に
知
つ
て
は
い
ま
せ
ん
.
う
け
を
企
む
総
資
本
の
惑
に
対
し

ま
し
た
・そ
れ
か
ら
父
子
四
人
で
、
ま
た
一
人
ひ
と
り
、
年
齢
も
性
格
て
、
よ
り

一
層
大
き
な
犠
牲
を
、

H 

第 6ワ号

増
田
孝
雄
さん

)
 

1
 

(
 

いつでも、どこでも

署名を訴えて

肯
沖
縄
で
は
、
東
田
照
子

さ
ん
の
実
家
を
中
山
に
密

時

-

名
越
動
が
進
ん
で
い
ま

す
。
お
父
さ
ん
か
ら
は
、

二
五
O
人
分
が
届
い
た
.
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の
鉦
鎚
調
べ
来
事
あ
る
と
の

O
O人
を
と
え
て
い
る
状
況
で
も
っ
と
も
っ
と
、
多
く
の
人
に
知
の
襲
警
し
ぺ
右
側
実
る
の
で
、
指
名
童
書
さ
れ
る
」
九

3
3
i
S
3
;
5
3
3
5
3
5
3
5
3
5
3
2
5
J
位

主
張
に
対
し
、
裁
判
所
は
、

中
山
す
。
こ
れ
ら
の
と
と
は
、
裁
判
所
ら
せ
、
怒
り
を
組
織
し
て
い
か
な

の
嘘
を
暴
き
、

ご
ま
か
し
を
追
及
と
言
う
も
の
で
て
つ
ま
り
H

よ
内
|
|
吸
い
か
け
の
煙
車
を
左

乙
れ
を
恐
れ
た
会
社
は
、
裁
判
私
遼
に
対
し
て
、
験
場
か
ら
は
、

ポ

フ

』

氏
を
採
用
し
た
の
と
、
相
前
後
し
も
よ
く
知
っ
て
い
る
と
と
ろ
と
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
・

す
る
場
面
が
続
き
、
大
き
な
励
ま
り
高
い
利
益
の
蓄
積
の
た
め
に
、
-
手
に
持
ち
か
え
て
ピ
ラ
を
と
り
を
傍
聴
し
た
労
働
者
を

一
斉
に
と
の
櫛
な
闘
い
方
も
あ
る
の
か
柑

て
職
権
和
解
に
踏
み
切
っ
た
の
で
っ
て
い
ま
す
。
も
は
や
、
解
麗
さ
れ
四
、
一
方
神
電
気
争
議
の
裁
判
レ
を
与
え
続
け
て
き
ま
レ
た
・

ζ

会
社
が
解
雇
の
自
由
を
有
す
る
H

鞘
ゆ
く
や
さ
レ
さ
に
会
う
|
|
昭
呼
出
レ
、
攻
撃
す
る
a

重
要
な

と
大
き
な
声
援
と
期
待
が
寄
せ

鞘

一、

御
承
知
の
と
お
り
、
今
年
の
な
か
で
、
裁
判
所
が
積
極
的
に
す
・
裁
判
は
い
ま
、
大
き
な
山
場
た
人
た
ち
を
戻
さ
な
い
理
由
は
、
傍
聴
を
理
由
と
し
て
、
仕
事
差
別
の
結
果
を
恕
め
、
労
働
委
員
会
に
、
と
言
う
の
を
許
し
て
よ
い
か
奇
か
・
司
和
五
十
六
年
九
月
。
東
京
工
場
仕
事
は
与
え
ら
れ
な
い
と
仕
事

ら
れ
ま
し
た
・

耐

の
三
月
か
ら
東
京
で
は
、
裁
判
所
乗
り
出
し
て
和
解
を
勧
告
し
た
と
を
迎
え
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

な
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
職
繍
和
解

を
受
け
た
浅
利
正
、
中
山
洋
子
商
早
期
の
救
済
命
令
を
出
さ
せ
て
、
が
、
争
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
山
町
で
起
き
た
仕
事
差
別
事
件
を
都
を
取
り
上
げ
る
等
、
具
体
的
な
密
問
は
二
十
二
回
に
渡
り
緊

日

の
勧
告
に
よ
る
職
権
和
解
の
手
続
乙
ろ
に
、
ま
た
、
原
告
本
人
の
中
二
、
実
際
問
題
と
し
て
、
沖
電
に
応
じ
な
い
理
由
を
、
見
い
出
し
氏
の
申
立
て
は
、
東
京
都
地
方
労
沖
電
気
の
職
場
の
、
闘
い
の
武
鰭
政
府
は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
惜
の
労
働
委
員
会
に
申
立
し
、
職
攻
撃
と
な
っ
て
現
れ
始
め
ま
し
迫
し
た
雰
囲
気
の
連
続
で
し

鞘

が
開
始
さ
れ
、
五
月
二
十
一
日
、
山
森
夫
氏
(
沖
電
気
争
議
団
、
代
気
は
、
首
切
り
の
翌
年

(
W年
)

難
い
の
が、

現
視
の
特
徴
で
す
・
働
委
員
会
で
、
十
月
八
日
に
結
審
と
し
て
運
動
を
進
め
て
い
く
と
と

法
の
制
出
止
「
ひ
い
て
は
、
労
働
蓋
準

一
一
場
の
中
か
ら
公
然
と
、
争
犠
支
た
。
解
雇
に
よ
っ
て
、
も
の
の
た
。
本
社
か
ら
根
岸
入
車
部
長
掛

七
月
四
日
、
九
月
七
日
、
十
月
十

i
i
i事
f

i
g
l
e
i
l
l
i
t
-
-
i
ll
i
t
-
-i

l
l
i
t
-
-
'
l
l
l-
l
t
ta
i
l
l
i
g
h
t
-
'

法
の
改
悪
を
策
し
、
労
働
者
派
遣
互
の
旗
を
か
か
げ
て
闘
い
始
め

言
え
な
い
職
場
を
作
り
、
闘
え
が
距
人
と
レ
て
出
廷
す
る
等
、
情

h
-J
掃
j

総
選
、
.，
F
F

盟
寝
屋
匡
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園
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間
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努
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F
F

霊
法
の
制
定
を
も
く
ろ
ん
で
い
州
て
、
三
年
た
ち
ま
し
だ
五
十
な
い
組
合
に
し
て
い
と
う
と
す
乙
の
事
件
起
に
一
工
場
の
問

問

と
回
を
重
ね
て
い
ま
す
。

¥
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園
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す
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こ
れ
は
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女
性
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少

W

一
一
一
年
の
解
雇
以
後
、
争
織
を
支
る
会
社
の
攻
撃
に
は
、
も
は
や
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題
で
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な
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解
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後
の
職
場
を
時
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圃

園
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裁

判
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酒

運

E
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脚

間
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臨
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園
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園
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副
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側
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削

酬
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間

な

い

労
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力

を

目

一
杯
働
か
せ
、

V援
す
る
な
と
い
言
の
攻
撃
要
求
や
権
利
害
る
こ
と
の
で

態
の
ま
ま
に
高
し
よ
う
と
し

時

一闘い
議
官
畠

講

一
V
翻
罰
禁
物
ぺ
れ
れ
口
一
九
日
十
一
主
一
一
九
十
日
訪
日
訪
日
U
K
U
れはい
れ
詰

dra---Fま
必
滝
筑

E
邑
邑
・
・
・
司

-dEa--
言
語
富
量

2
2
a
E
S
E
g量
目
曲
目
自
器
選
議
議
事
豊
富
皇
室
豆
E
E---222露
政
策
で
、
雇
用
確
保
の
要
求
と
真
州
て
根
強
く
職
場
の
中
に
あ
り
、
張
ら
な
け
れ
ば
と
立
ち
上
っ
た
長
、
総
務
課
長
、
企
画
課
長
一
一-

/

一

ヶ

・

‘

小

口

克

己

さ

ん

(

沖

電

気

争

欝

)

正

日

目

立

二

し

日

刊

行

VH

j
ifesse-

全
労
働
者
の
権
利
擁
護
の
た
た
か
糊

¥
¥
1
-
1
U
/

さ
J

判
を
傍
聴
し
た
者
に
華
麗
な

耕

一
日
九
九
日
比
一
空
話
語
多
摂
理
署
警
も
守
れ
れ
野
町
民
十
一
吉
川
げ
て
、
令
濯
機
伊
ノ
特
訪
日
れ
れ
れ
れ
主

が

あ

ま

。
東
京
で
は
今
年
急
伸
さ
せ
一
九
九
O
年
に
は

i
d
E
i治
経

陳

述

寸

会

社

側

の

言
い

分

に

よ

れ

ば

「

エ

う

要

員

幸

子

、

竺

mz一線了
'
る
を
得
な
い
窮
地
に
迫
い
と
ま
…

の
年
頭
に
原
宗
主
主
上
申
一
兆
円
企
業
を
達
成
喜
る

「シ

=
一
、
と
ζ
ろ
が
、
遺
言
、
し
十
一
月
三
十
日
を
期
限
と
し
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
害
、
競
争
裁
判
所
や
、
労
働
委
員
会
に
早
期
間
ノ
，

aa買

鍾

¥

山

れ

ま

し

た

。
企
業
の
窓
の
ま
ま

W

密
を
提
申
レ
、
指
名
解
磁
を
合
む
ナ
リ
オ
」

を
作
り
ま
し
た
・
そ
し
和
解
の
席
上
で
、
金
銭
解
決
以
外
て
、
震
終
陳
述
曾
が
出
さ
れ
命
令
が
は
げ
し
い
か
ら
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
に

E
し
い
解
決
を
さ
せ
る
た
め
情

/
/
//

f

i

し
Y
L、

』

H
・
に
、
あ
る
い
は
、
企
幾
の
中
で
一
日

人
員
整
理
の
必
要
性
は
全
く
な
か
て
、
毎
年
五

O
O人
か
ら
七

O
O
の
呈
示
を
何
も
し
て
い
ま
せ
ん
。
を
得
て
い
く
段
階
に
来
て
い
ま
す
。
ン
を
し
、
社
員
の
意
識
改
革
を
し
に
、
「
勝
利
を
め
ざ
す
大
運
動
」

…
γ

1

自
ら
を
殺
レ
て
生
き
て
い
か
ね
柑

っ
た
こ
と
が
こ
れ
ま
で
の
証
拠
調
人
以
上
を
新
規
採
用
し
、
人
員
整
さ
し
た
る
理
由
も
な
く
誠
意
あ
る
と
の
三
年
間
、
密
闘
は
毎
回
緊
な
け
れ
ば
、
企
業
関
競
争
に
勝
ち
を
全
力
で
成
功
さ
せ
ま

レ

ょ

う

。

糊

ば

な

ら

な

い

人

間

の

弱
さ
や
醜

柑

ベ
で
明
ら
か
で
あ
り
、

ζ
れ

以

上

書

昔

、
主
で
に
、
=
一
、
五
回
答
を
示
そ

2し
な
い
震
を
張
の
連
続
で
、
職
場
の
闘
う
伸
間
残
れ
ず
、
速
か
ら
ず
落
事
に
な

W

て

o

惑
さ
を
も
、

さ
ら
さ
ざ
る
を
ぷ

問

つ

…

ゴ

札

!

な

い

き
し
い
審
問
廷
が
展
開

閉

酬

と

-

左

〉

H
F
'

さ
れ
ま
し
た
。
嘘
を
つ
く
以
外
掛

w

あ

竜

一日日 J
M
l
l
e

に
維
持
で
き
な
い
と
と
ろ
に
会

抑

制
こ
…

-0
…

-

一

社

の

弱

さ
と
、
大
義
の
な
い
争
抑

……

un-

凶

明

汀

-

~

・

90

識
や
差
別
で
あ
る
取
が
、
浮
き

mH

i

l

l

-

-

z

 

w

闘…

0.、

る

川

ぼ

り

に

さ

れ

ま
し
た
・
今
、
倒
的

制

M
M

漏
認
可

i
:
一

uEJfλ

い
六
年
め
の
争
議
と
、
結
審
を

W

叩

h
・

5.ifgm
迎
え
た
私
達
の
闘
い
に
対
レ
何

抽

出

L

P

判
明
一
室
町

E問

視

て

、

職

場

か

ら

も

大
き
な
期
待
尚

一

一

別

配

事

nH一万
一
当
蚕
t
F
省
官
順
怯

が

寄

せ

ら

れ

て

い

ま

す

.
さ
ら

仰

い
一
|
川
1
E
u

・a・
・
若
山
占
有
一
品
肱
裕
噌
曹

に
大
き
く
頑
張
り
た
い
と
思
っ

，

r

;

:

|

j

r

 

-一

一
日

コ

-F
1

一
E
且

目

目

柑

て

い

ま

す

。

，

均

一
葺

一
守
」

叶
ー
ム

一

-
I
l
l
-
J

古

耐

一
手

一
二

曜

皿

勝

利

告

げ

る

ビ

ラ

ま

く

あ

糊

前

「

寸

」

二

回

肝

y

レ
た
の
訪
れ
の
み
ひ
た
す
ら
に
け
い

い

「

L

描
く
わ
た
レ
の
未
来
図
.
ー
ー

州

、

一

(

中

山

洋

子

)

，

》

'
A
・I・-TA--r--TA--lava-Ta-Tea-Vaa--'fA

・I-TA--

dFa

今

情

争

十
月
八
日
、
神
電
気
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
仕
事
差
別
を

K仰
l
ノ

雨

対

W

さ
れ
、
都
労
働
委
員
会
に
不
当
労
働
行
為
を
訴
え
て
い
た
浅
利
さ

必
段
ヰ

Pレ
哨

同

ん
、
中
山
さ
ん
両
名
の
審
聞
が
、
結
審
し
ま
し
た
.

4
司

4

/

い叩

-r主
主
右
手
宰
主
主
主
主
主
主
主
主
卦
主
若
手
苦
手
章
宰
軍
事
ま
主
主
屯
主
主
事
王
寺

九

(2 ) 第 6ワ号指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース1 98 4年 1 1月 1日

沖電気争議は11月20日で6年。2190日となる。

EA豆日韓嚢長事委輔主主主主

ね
。
ま
だ
、
続
い
て
い
る
ん
で
す

川

か」

「
う
ち
の
会
社
に
も
O
A化
川

で
、
人
ベ
ら
し
が
進
ん
で
い
る
。

人
ご
と
で
は
な
い
で
す
ね
」
等
々
、
川

た
く
さ
ん
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

川

た

「
お
は
よ
う
と
ざ
い
ま
す
。
六
行
い
ま
し
た
。
沖
電
気
に
働
い
て
い
る
人
が
い
ま
家
族
会
で
は
、
当
然
の
と
と
な

川

年
前
に
神
電
気
か
ら
首
を
切
ら
れ
朝
、
九
時
に
団
地
内
の
集
会
所
す
.
時
給
五
百
三
十
円
で
三
カ
月

が
ら
、
終
了
後
に
交
流
会
を
行
い

川

早
く
職
場
に
復
帰
を
と
、
裁
判
に
に
、
子
ど
も
連
れ
で
集
ま
り
、
九

経
つ
と
、
五
百
七
十
円
に
な
り
、
ま
し
た
。
参
加
し
た
争
議
団
と
家

川

も
訴
え
闘
っ
て
い
ま
す
@
ζ

の
長
人
が
、
交
替
で
子
守
り
を
し
な
が
欠
勤
レ
な
け
れ
ば
皆
勤
賞
と
し
て
族
か
ら
は

「予
想
以
上
に
反
応
が

川

房
団
地
に
は
、

三
家
族
が
住
ん
で
ら
の
行
動
で
し
た
。

宣
伝
カ
l
で

一
万
円
ち
ょ
っ
と
が
、
も
ら
え
る
よ
く
て
と
っ
て
も
よ
か
っ
た
」

N

い
ま
す
。
本
日
は
、
み
な
さ
ん
に

宣
伝
し
な
が
ら
、
昼
ま
で
に
、
署
ら
し
い
・
わ
り
と
自
由
で
い
い
と
と
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
・

署
名
の
お
願
い
に
ま
い
り
ま
し
名
が
二
百
二
十
六
人
分
。
募
金
い
う
括
で
す
け
ど
が
ん
ば
っ
て

た
。
是
非
、
ご
協
力
し
て
い
た
だ
は
、
千
二
百
円
が
集
ま
り
ま
し
た
.

下
さ
い
」
「
友
人
の
親
せ
き
の
人

き
た
い
と
思
い
ま
す
」

i
!十
月

署

名
活
動
の
中
で
は
「
私
の
め
が
、
神
電
気
に
勤
め
て
い
て
、
最

十
日
八
王
子
地
区
の
家
族
会
は
、
い
が
沖
電
気
に
勤
め
て
い
ま
す
。

近
亡
く
な
っ
た
と
い
う
ζ
と
で

鹿
角
さ
ん
、
笹
島
さ
ん
、
橋
本
さ
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
」
「
私
の
知
す
」

「前
に
も
、
団
地
に
神
電
気

ん
が
住
ん
で
い
る
長
房
団
地
で
、
り
合
い
も
、
沖
電
気
に
勤
め
て
い
争
議
の
支
緩
に
わ
ら
び
座
の
み
な

解
腹
版
図
を
求
め
る
署
名
活
動
を
ま
す
」

「友
だ
ち
に
、
パ

1
ト
で
さ
ん
が
来
て
、

訴
え
て
い
ま
し
た

V今年、交流ハイクは l因。会議は

2回開催しました。

写真は関東近辺の集い。

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
“

…
…
長
一
房
団
地
で
署
名
活
動

八
王
子
地
区
の
家
族
会

わ
け
あ
っ
て



1984-年 11月 1白支援する会に入会しよう (会費 1ロ200円/月)
第 6ワ号

ゅ
@
古
川
賢
三
郎
さ
ん
(
兵
庫
)

け
過
目
、

死
去
さ
れ
た
伸
聞
の

山

御
冥
福
を
祈
念
致
し
ま
す
.

H

つ
い
で
の
時
に
、
お
線
香
を

M

上
げ
て
下
さ
い
.

日
@
吉
本
寛
三
さ
ん
(
東
京
)

い

第
六
五
号
の
持

「雑
草
」
に

M

心
を
打
た
れ
ま
し
た
.
亡
く

リ

な
ら
れ
た
伊
藤
さ
ん
の
と
呉

川

'

w衝
を
お
祈
り
し
ま
す
.

い
@
渡
辺
秀
雄
さ
ん

(
沖
電
気
争

一

議
団
)
十
月
三
日
に
、
大
阪

刊

の
慧
原
運
輸
機
工
闘
争
勝
利

…

あ
れ
か
ら
六
年
、
沖
電
の
た
た
資
金
カ
ン
パ
や
物
販
の
捌
け
具
合

日

集
会
に
診
加
し
ま
し
た
・
暴

か
い
は
つ
づ
き
、
支
鐙
共
闘
会
援
も
、
仲
間
の
二
世
誕
生
の
記
事
ま

仏

力
・
首
切
り

・
団
体
交
渉
拒

川

が
で
き
て
か
ら
は
、
一
だ
ん
と
運
で
小
さ
い
紙
面
が
社
会
の
縮
図
。

九

否
・
差
別
な
ど
組
合
つ
ぶ
し

れ

動
の
広
が
り
と
紘
心
を
つ
く
た
た
そ
の
一
角
で
マ
ン
ガ
「
ζ
ぶ
し
く
山
攻
撃
と
の
十
四
年
の
闘
い
で

…

か
い
が
華
麗
し
て
い
る
a

ん
」
が
ホ
ッ
と
さ
せ
る
・
機
関
紙

一

し
た
・
七
人
の
管
京
事

h

h

司
書
V

支
一
媛
す
る
会
の
ニ

ュ
ー
ス
「
は

協

会
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
た
の

一

を
か
げ
て
の
闘
い
に
感
激
し

。

陶

掴

'E引
蜘
脳
'

た
ら
く」

は
た
た
か
い
の
全
貌

を

も

「
こ
ぶ
し
く
ん」

の
お
手
柄
が

M

ま
し
た
.

w

a
割

以
嵩
固
咽

よ
く
伝
え
、

そ
の
途
上
で
の
苦
し
大
き
い
と
察
し
る
・

日
@
高

橋

雪
ん
(
沖
電
気
争
議

a軍司
み
、
悲
し
み
、
希
望
が
人
間
ら
し
笑
い
、
葉
、
詩
さ
え
も
あ
る
。
一
号
熊
本
か
ら
鹿
児
島
へ
移

N

h

a

闘
回

'
F

い
ぬ
く
も
り
で
伝
え
ら
れ
て
い
今
回
こ
の
マ
ン
ガ
が
一
冊
に
ま
と

A

動
レ
ま
し
た
.
九
州
は
よ
か

…

ま

画

圃

閣

岡

田

る
・
「
争
犠
は
終
つ
て
な
い
ぞ
・

め
ら
れ
る
と
は
よ
い
企
画
だ
執

い

き
で
す
た
い
・
レ
か
し
ホ

吋

川

u
a圃
鴫
甥
四
回
薗
瞳

な
ぜ
死
ん
だ
」
と
同
志
の
急
逝
を
鋤
な
闘
い
を
裏
づ
け
る
楽
天
性
を

w

テ
ル
か
ら
は
、
桜
島
が
見
え

小

4
4
4
a眠
闘
監
司
‘

報
じ
れ
ば
、
わ
た
し
に
は
男
の
冊

目
で
み
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

日

て
ず
い
ぶ
ん
と
速
く
ま
で
き

…

こ

』

E
1

突
が
心
を
刺
す
・
オ
ル
グ
や
集
会
、
る
。

…
た
も
ん
だ
な
あ
と
感
じ
る
。

zrp〉、
r〉
45dzpp〉
〉
〉
〆
タ
ダ
タ
タ
〉
〉
〉
タ
4
4
2に
♂
〉
〉
ク
ク
ク
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〆
、
く

r〉
4
4
4
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〉
〉
、
タ
タ
5
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r〉
5445r〉
、
〆
〉

5
4タ
タ
〈
〈
〆
〉
〆
apd2yr〉
P
〉
JJdzp〆
〉
〉
〉

4
4

あ
な
た
は
日
月
初
日
働
の

高
一
総
行
動
ヘ
参
加
し
ま
す
か

全
国
の
伸
聞
の
み
な
さ
ん
お
元
加
し
、

十
月
二
十
=
百
の
広
島
支

一

:
-
7
3
K
E
p
i
-を

気
で
す
か
・
喜
審
議
は
い
ま
庖
で
は
、
約
百
八
十
人
が
毒
こ

wf
想
務
鴨
川湾
総
ル

闘
い
が
始
ま
っ
て
以
来
の
股
大
の
か
り
つ
け
、
プ
ロ
野
球
日
本

h
授

、
滅

効

活

殺

さ

沼

山
場
を
迎
え
て
い
ま
す
・
五
十
万

l
ズ
に
湧
く
街
頭
で
、
ピ
う
も
あ

刊
月
U
B
熊
谷
(
崎
玉
)
裁
判

署
名
運
弱
も
急
速
に
鉱
が
っ
て
い

つ
と
い
う
間
に
二
千
枚
。
話
題
に
・

日
時
5
げ
時
・

ま
す
が
、
会
員
の
み
な
さ
ん
は
、
十
一
月
三
十
日
は
、
朝
の
駅
頭

ロ
月
4
目

前
橋
(
群
馬
)
裁
判

も
う
仲
間
に
訴
え
て
、
一
人
で
五
宣
伝
、
昼
の
沖
電
気
本
社
抗
磁
、

ω時
間
山
分

smM時

人
以
上
と
い
う
目
僚
は
終
っ
た
で
夜
の
総
決
起
集
会
を
中
心
に
、
一

口
月
7
日

東
京
地
裁
第
5
田
和

し
よ
う
か
・が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
・

目
総
行
動
で
、
沖
電
気
に
迫

り

ま

解

交
渉
・

行
時
5

全
国
各
地
で
の
沖
電
気
へ
の
抗

す
.
あ
な
た
の
参
加
が

，勝
刺

u
η
月刊
M
E
東
京
裁
判

議
行
動
も
日
に
日
に
参
加
者
が
増
の
保
障
。
ぜ
ひ
参
加
し
ま
し
ょ
う
・

H
U

時
5
市
時

み
ん
な
の
カ
で
「
人
ベ
ら
し
合
理
化
」
に
反
撃
を

漫
画
パ
ン
フ

「こ
ぶ
し
く
ん
」の
普
及
を

櫛田ふきさん
(日本婦人団体連合会会長)
沖 ・支援する会、 よびかけ人/

サァおやじ、好きな酒だよ

一緒に飲もう よ。

お
じ
さ
ん
た
ち

が
ん
ば
っ
て
ね

-
沖
電
気
争
議
支
援
の
集
会
に
、
お
父
さ
ん
に
つ
れ
ら
れ
て

参
加
し
た
金
沢
さ
ん
(
小
学
生
)
が
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

(
板
橋
区
・
東
京
)〈届いたスケ ッチ〉

@
縄
谷
法
子
さ
ん
(
北
海
道
)

十
月
中
旬
で
職
場
を
や
め
る

と
と
に
な
り
ま
し
た
.
労
働

条
件
が
変
わ
り
、
パ

l
ト
に

な
り
、
十
二
月
に
は
子
ど
も

が
生
ま
れ
ま
す
・
お
元
気
で
・

V
下
村
三
郎
さ
ん

(
三
多
摩
〉

衣
類
な
ど
a

v鈴
木
祐
治
さ
ん
(
三
多
勝
)

@
箕
輪
幹
夫
さ
ん
(
神
奈
川
)

本
な
ど
園

私の一
労
働
組
合
(
国
労

・
東

V
小
島
宏
さ
ん

(
東
京
)

二
工
分
会
)
で
も
、
署
名
を
本
な
ど
.

取
組
ん
で
い
ま
す
。
鼠
終
ま

で
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

'つ
.

@
田
中
英
一

さ
ん
(
鳥
取
)

7
-m集
会
で
争
議
団
の
藤

原
さ
ん
に
会
い
ま
し
た
.
感

激
し
ま
し
た
。

@
川
口
好
恵
さ
ん

(千陣地
)

皆
さ
ま
、

お
元
気
で
お
す
と

し
で
す
か
.
健
保
改
悪
の
た

め
ウ
ァ
カ
リ
病
気
に
も
な
れ

な
い
で
す
ね
。

健
康
に
注
意

し
て
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
.

'
井
上
さ
ん
(
神
宮
岡
川
電
出
国
)

衣
如
、
レ
コ
ー
ド
な
ど
.

V
宮
川
咽
さ
ん

(東
京
)

殿
中
一
箱
.

V
生
協
会
館
沖
支
援
す
る
会

衣
類
な
ど
.

X
門
恥
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一
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日
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労働関連指績の国際比綬(日本銀行)

1977 
1980 
1983 
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89.7 

アメリカ |イギリ ス |西ドイ γ1フラ ンス

99.9 
101. 1 
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9
3
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6
1
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9
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110.7 
101. 9 
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4
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43.4 
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1980 
1983 
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賃金水槽 1977 
担造業 1980 
生産労働者 1983 
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一人当たり

GNP 
{ドル}



指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

あ
な
た
は
組
合
員
だ
か
ら
解
雇

(4) 

鰻擁護審

日本社
会諸
説
み
ぎ
わ
保
育
園

重麿67奇吾

別
保
十
月
十
七
日
、
東
京
都
が
敵
視
し
団
交
拒
否
、
労
働
条
件
の

み
ぎ
わ
保
育
園
経
営
者
に
対
レ
興
一
方
的
切
り
さ
げ
、
保
育
中
に
組

例
の
都
知
事
名
に
よ
る
改
穆
勧
告
合
口
の
臓
凸
を
お
い
か
け
廻
し、

を
行
い
ま
し
た
.

い
や
が
ら
せ
を
す
る
な
ど
、
不
正

一
、
園
側
の
ロ

ッ
ク
ア
ウ
ト
に
よ
常
な
郡
山
聞
が
続
い
て
い
ま
す
.
濁

る
休
闘
は
児
盟
福
祉
法
迎
反
に
当
年
三
月
に
分
会
長
、
曾
肥
長
な
ど

た
る
た
め
今
後
は
認
め
ら
れ
な
三
名
に
解
口
組
通
告
を
行
い
ま
し
た

い
・

が

、

裁
判
所
に
訴
え
る
と
、
「
退

二
、
裁
判
翻
用
や
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ

糊
勧
告
」
と
雷
い
か
え
、
一
年
間

の
購
入
代
等
二

O
O万
円
が
、

不
保
母
と
、
羽
護
婦
の
仕
事
を
と
り

正
流
用
さ
れ
て
い
た
.

あ

げ
巡
回
い
や
が
ら
せ
を
強
行
レ

=
て
聞
い
て
も
い
な
い
翠
事
会
で
ま
し
た
。
乙
の
問
地
裁
で
は
「
掃

盟
事
長
が
再
選
さ
れ
た
な
ど
、
虚
除
命
令
を
さ
せ
て
は
い
け
な
い
」

偽
の
機
事
録
の
報
告
、
理
事
会
が
な
ど
四
国
の
勝
利
の
決
定
や
、
労

機
能
し
て
い
な
い
、
な
ど
、
都
は
働
委
員
会
で
も
、

勝
利
の
命
令
を

き
び
し
い
勧
告
を
行
い
、
翌
日
新
勝
ち
と
っ
て
い
ま
す
。

聞
各
紙
に
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
.

し

か

し
、
闘
側
は
都
労
委
命
令
態
の
資
任
は
園
長
に
あ
る
と
判
き
、
解
阻
撤
回
と
民
主
化
を
求
め

み
ぎ
わ
保
育
園
は
、
立
川
町
土
も
守
R
手
'
今
年
度
も
児
盟
の
入
園

断、

福
祉
局
長
名
で
悶
長
の
吏
迭
て
が
ん
ば
り
ま
す
.
C支
援
よ
ろ

見
町
都
営
住
宅
の
中
に
あ
り
、
キ
拒
否
と
い
う
児
蜜
福
祉
法
違
反
を
を
含
む
正
常
化
を
理
事
会
で
検
討
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
・
(
井
上
)

リ
ス
ト
教
牧
師
の
藤
田
洋
氏
が
理
お
か
し
、
保
母
二
名
の
解
雇
を
強
す
る
よ
う
一
指
導
を
強
化
し
て
い
ま

A
激
励
先
V

東
京
都
昭
島
市
郷

明
長
で
園
長
は
、
そ
の
奥
さ
ん
で
符
し
ま
レ
た
・
現
在
八
王
子
地
裁

し

た

・
し
か
し
そ
れ
に
も
従
わ
な
地
町
七
六
五

l
五

鳥

羽
邦
夫
方

す
。
初
年
に
不
正
経
理
が
、
発
党
で
係
争
中
で
す
が
、
近
々
決
定
が
い
た
め
異
例
の
都
知
事
名
の
改
曲
目
社
労
組
東
京
支
部

み
ぎ
わ
保

レ
て
そ
れ
を
契
機
に
職
口
十
三
名
で
る
予
定
で
す
.
御
告
を
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

育
園
分
会

密
O
四
二
五
(
四
=
一
)

で
組
合
結
成
。
当
初
か
ら
組
合
を
東
京
都
は
、
闘
の
不
正
常
な
事
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
ひ
き
続

三
八
四
七
。

班
は
「
電
機
総
行
動
」
の
一
日

行
動
に
激
励
出
演
し
、
日
電
本

祉
を
始
め
と
す
る
各
本
社
前
符

川
?
月
日
間
日

高
崎
裁
判
・

動
や
昼
デ
モ
を
笛
と
太
鼓

・
う

川
?
月
初
日

東
京
地
評
大
会
で

た
と
踊
り
で
に
ぎ
や
か
に
盛
り

川

宣
伝
行
動
。

あ
げ
ま
し
た
・

川
9
月

n白
神

電
気
争
議
団
、

行
動
部
隊
は
新
し
く
建
設
し

川

神
電
気
の
職
場
、
家
族
の
交

た
超
高
層
ビ
ル
東
芝
本
社

(東

川

流
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大ム言。

芝
ア
ン
ベ
ン
ク
ス
争
犠
)
か
ら
、

川
9
月刊
ω
日

東
京
統
一
労
組
制
由

民
高
裁
に
持
込
ま
れ
て
闘
っ
て

川

の
大
会
に
参
加
・

い
る
自
立
メ
デ
ィ
コ
の
平
田
争

川

q
月
お
目

支
燈
す
る
会
幹
事

駁
の
袈
騎
行
動
を
行
い
ま
し
た

川

令

が
、
段
高
裁
で
は
建
物
の
中
か

川
9
月
町
四
日

伊
藤
善
正
さ
ん
を

ら
「
全
司
法
労
組
」
の
大
き
な

川

偲
ぶ
会・

沖
電
気
争
議
支
援

の
ぼ
り
旗
を
か
か
げ
た
労
働
者

川

中
央
共
闘
会
般
の
よ
び
か
け

の
激
励
を
受
げ
ま
し
た
・

川

で

「大
運
動
」
第
一
回
実
行

昼
デ
モ
は
日
比
谷
公
園
を
ス

川

護
民
会
.

タ
1
ト
に
、

「邸
側

・
行
革
」

川
9
月
幻
自

デ
l
タ
シ
ョ
ウ
の

路
似
に
反
対
し
て
闘
う
国
家
公

川

会
場
前
で
宣
伝
・

務
日
労
働
者
と
連
帯
し
て
闘
か

川

?
月
初
日
東
京
総
行
動
・
埼

お
う
と
煩
ヶ
闘
の
官
庁
街
を
デ

川

玉
共
闘
会
機
が
単
組
代
表
者

モ
符
進
。
多
く
の
公
務
員
労
働

川

会
搬
を
開
催
・

者
や
機
関
紙
印
刷
所
を
始
め
と

川
叩
月
1
目

カ
ネ
ミ
中
央
区
交

す

る

民

間

労

働

者

も

デ

モ

の

隊

と

い

う

婦

人

労

働

者

は

「沖
暗

川

流
令

列

に

参

加

し

、

各

位

機

争

議

団

気

を

始

め

と

す

る

争

犠

団

が

和

川

ω月
4
日

千
代
田
支
侵
す
る

の

沢

山

の

の

ぼ

り

旗

を

先

頭

解

交

渉

を

始

め

、

重

要

な

闘

い

川

会
幹
事
会
!

に

、

わ

ら

び

臨

の

箇

と

太

般

も

の

時

期

に

入

っ

て

い

る

時

、

支

川
間
月
5
日

生
協
会
館
支
侵
す

ま

じ

え

て

三

百

名

以

上

が

元

気

援

す

る

仲

間

た

ち

が

み

ん

な

で

川

る
会
が
決
起
集
会
・
全
国
電

に

行

進

し

ま

し

た

。

起

ち
あ
が
っ
た
行
動
に
診
加
し

川

機
総
行
動
。

午

後

は

、

沖

電

気

本

社

、

東

て

非

常

に

均

気

づ

け

ら

れ

た

・

川
刊
月
6
回

全
国
オ
ル
グ
出

京

銀

行

(

サ

ン

ス

イ

争

議

)

、

こ

れ

か

ら

も

勝

利

す

る

ま

で

臓

川

発・

「電
機
の
職
場
か
ら

一
人

の

目

立

本

社

(
田
中
争
議
)
、
一
一
一

場
で
頑
張
り
続
り
た
い
」
と
結

川
刊
月
8
日

浅
利

・
中
山
さ
ん

首
切
り
も
許
す
な
/
」

の

ス

ロ

菱

沼
機
本
社

(

伊

勝

争

議

)

と

し

て

い
ま
し
た
・

(

川
崎
)

川

の
仕
事
盤
別
郁
件
の
都
労
察

官
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川

が
結
審
す
る
。
国
民
春
闘
再

H
A鴻
v

h

暗
F

恥
聾
W

弘
警

v
h蕗
V

@
「
大
迦
動
」
の
成

功

め

ざ

し

、

明

年

に

組

合

を

結

成

し

た

ら

川

純
鎮
の
総
会。

説
経
喝
銅
山
司
組
制
苅

SE明
訓

噂

昔

、

交

流

会

裏

付

言

会

盤

、

隔

離

、

仕

事

取

Zげ、
川
ゆ
月
9
自

国
労
北
部
(
葉
)

。
十
月
の
ク
イ
ズ
の
回
答
は
、

@

が

開
催
さ

れ

て

い

ま

す

が

、

ど

賃

金

差

別

な

ど

、

韓

首

(世

川

の
文
化
の
タ
ベ
・

町
内
月
刊
日

日
本
鋼
管
の
一
日

主

管

し

た

。

応

募

あ

り

が

こ

で

も

、

い

ま

ま

で

で

書

の

田

谷

、

私

立

)

は

組

合

理

の

デ

川

-
自

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

・

参

加
者

と

な

り

「

サ

て

が

ん

パ

l
ト
に
。
こ
の
パ
ン
フ
は
女
性

川

O
R-
-

H
1
月
MM

目

第
4
田
和
解
交

@
大
分
県
の
大

内

美

枝

子

さ

ん

か

は

ろ

う

」

と

、

争

援

団

と

支

鏡

ば

か

り

で

四

人

(
全
員
)
の
組
合

川

渉

ら
「
大
分
県
で
も
、
も
っ
と
会
の
伸
聞

の

連

帯

が

強

ま

っ

て

い

ぬ

か

ら
の
、
メ
γ

セ
l
ジ・

川

ω月
日
日

池
貝
鉄
工
地
労

Q
高
や
し
て
、
大
分
県
支
部
ま
す
e

H

戻
せ
臓
場
に
u

だ
。

(

雷
侃
|
一一一一一
0
1四
O
九

一
)

川

笥

を
作
り
た
ど
と
嬉
し
い
電
話
@
チ
ヨ

γ
ト
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
。

川

ω月
日
白

金
属
連
笠
宮
、

一

が

あ

り

ま

し

た

・

神

惚

気

争

磁

団

の

高

屋

修

さ

ん

川

万
人
突
破
の
パ
ー
テ
ィ
。

@
支
媛
す
る
会
の
事
務
局
を
拘
当
(
前
馬
)
が
来
春
に
結
婚
し
ま

川
叩
月
日
山
田
港
区
(
東
京
)
支

し
て
い
る
マ
ツ
ケ
ン
さ
ん

(
松
す
・
相
手
は
9

「は
た
ら
く
」

川

俊
共
闘
会
鱗
が
幹
事
会
・
宮

本
勝
司
)
が
、
日
本
機
関
紙
協
で
紹
介
し
ま
す
の
で
、
待
っ
て
・

川

公
集
会
で
宣
伝
符
動
・

会
都
本
部
の
理
事
に
選
ば
れ
ま
@
署
名
、
募
金
、
会
員
拡
大
に
全

川
叩
月
げ
日

毎
週
一
度
の
沖
低

し
「
ョ
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
・

力
投
球
し
ま
し
ょ
う
ね
・

川

気
工
場
前
で
の
宣
伝
行
動
・

「電機の職場から一人の

1984年 11月 1日

首切りも許すな IJ 

ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
母
機
関
連

争
議
の
勝
利
を
め
ざ
す
電
機
総

行
動
実
行
委
員
会
主
催
で
行
わ

れ
た
「
ゆ

・
5
電
機
総
行
動
」

は
、
全
国
一

般
、
東
京
・
神
奈

川・

干
誕
地
方
本
部
や
霞
国
公

共
闘
会
磁
の
支
療
も
得
て
東
京

を
中
心
に
闘
か
わ
れ
ま
し
た
.

午
前
八
時
か
ら
十
四
力
所
で

ス
タ
ー
ト
し
た
各
工
場
・
回
F
頭

宣
医
行
動
。
そ
の
一

環
と
し
て

取
組
ま
れ
た
田
町
駅
頭
宣
伝
で

は
、
「
日
本
電
気
の
石
沢
さ
ん

を
守
る
会
」
が
、
の
ぼ
り
旗
や
ゼ

ッ
ケ
ン
を
か
か
げ
、

石
沢
さ
ん

が
訴
え
る
中
で
ピ
ラ
を
ま
き
、

ア
ッ
と
い
う
問
に
二
千
八
百
枚

の
ピ
ラ
が
無
く
な
り
ま
し
た
.

引
税
い
て
行
わ
れ
た
日
電
本

社
前
の
抗
議
要
請
行
動
は
、
日

本
電
気
玉
川
の
松
平
晃
さ
ん
の

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
で
務
明
け
.
電

機
総
行
動
実
行
委
員
長
の
伊
藤

ぬ
さ
ん
が
「
今
日
一
日
を
元
気

に
闘
い
抜
乙
う
」
と
挨
拶
a

「石

沢
守
る
会
」
か
ら
原
田
代
表
幹

邸

〔国
労
東
京
地
本
)
が
訴
え

を
行
い
、
自
主
和
解
交
渉
が
始

っ
た
日
電
本
社
に
申
入
れ
代
表

団
を
選
出
し
て
、
各
支
鐙
団
体

か
ら
述
稽
の
後
拶
を
受
げ
ま
し

た
。わ

ら
び
座
文
工
隊
ひ
ま
わ
り

抗
議
嬰
間
的
行
動
を
展
開
し
ま
し

た
.代

表
団
行
動
と
し
て
、
町
機

工
業
会
、
通
信
工
撲
連
刻
、
兵

路
工
業
会
、
松
下
旬
樹
東
京
支

社
、
中
労
委
へ
も
争
犠
の
早
期

解
決
の
申
入
れ
を
待
い
、
官
機

関
連
争
議
団
の
勝
利
へ
む
け
て

大
き
な
行
動
と
な
り
ま
し
た
。

一一機
の
職
場
か
ら
歩
加
し
た

: て
の
し

園
ざ

の
学
め

日
蔭
進

明
松
前

000円〉

244 

沖電気本社前でも抗議行動



1984年 12月 1日

通
信
機
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
益
、
=
一
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
雇
後
の
職
場
で
は
、
千
人
の

「支
緩
す
る
会
」
に
支

沖
岡
田
気
工
業

(本
社
・
東
京
矯
九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
え
ら
れ
、
行
商
や
本
社
へ
の
抗

本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二
六
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど

.

庖

(
田
中
さ
ん
)
レ
た
り
、
沖
綴
行
動
な
ど
に
祷
例
。

二
億、

一
万
三
千
人
)
は
「
経
九
O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
犠
の
裁
判
傍
総
を
理
由
に
、
八
二
年
十
一
月
に
、
支
盤
共

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
。
会
社
は
東
京
地
裁
は
か
四
仕
事
を
取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
闘
会
議
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
は

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の

「希

f

，
r

〆

ノ

〆

f

r

背
策
資
本
の
ロ
士
銀
行
や
、
神

望
退
職
」
募
集
+
草
案
ζ
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

電
気
本
社
へ
の
抗
議
行
動
も
連

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

続

し

て

行

な

わ

れ

て

い

る

。

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
力
所
の
裁
判
で
も

「
指
名
解
庖
ん
、
中
山
さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
裁
判
所
で
は
、
八
四
年
五
月

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
準
が
続
行
。

か

ら

裁

判
と
併
行
し
て
和
解
交

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
屈
を
意
議
改
革
を
す
る
こ
と
」
と
柾

沖
電
気
争
機
関
の
七
十

一
人
渉
も
始
ま
り
、
山
場
を
迎
え
た
.

強
行
。
そ
の
後
の
伸
電
気
は
、
言
。
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
二
四
の
県
評
、
三
千
あ
な
た
も
、

沖
電
気
の
仲
間

百
億
円
近
い
史
上
陵
高
の
利
視
し
て
解
居
vu↑
伊
」
と
も
明
白
.
を
超
え
る
支
般
労
組
や
一
万
四
に
熱
い
迎
帯
を
/

支媛する会事務局
事務所東京都港区三田

3-2-20 

電信 (03) 451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240

加入者名 沖 電 気 の 不 当 解 雇

を撤回させる会

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

手。

^ 

つ

向

て
〉
マ
ス

6

コ

ッ

ト

発

行

所

第 68号

1 984年

12月1日

|12201日|

ベ勝期9 ~11月の「大運動」
のポスター・ビラに
利用されま した。

開 68号)
 

1
 

(
 

沖
電
気
争
議
団
の
仲
間
ヘ
連
帯
の
募
金
を
/ 岡田佳子さんが描いてくれました。

事
F

指
名
解
庖

錦

繍

』

巴

と
い
う
問
答

』

に

に

無

用
の
攻
撃

-ιt相

と
闘
う
神
電

々
芯
審議問

nM弘
ぷ

東
邦
亜
鉛
の

‘

長

利
潤
追
求
一

岨
側
に
よ
り
て
豊
か
な
生
活
と

咽
段
地
を
カ
ド
ミ
な
ど
の
一
担
金
属

山
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
た
安
中
公
害

mm件
。
ど
ち
ら
も
大
企
業
の
傾

向
暴
だ
V
十

一
月
二
十
日
の
夜
、

骨
四
十
七
年
間
の
闘
い
を
音
楽
情

時
成
詩
で
演
ず
る
「
空
中
わ
た
し

神
の
故
郷
」
を
競
売
ホ
l
ル
で
観

た
個
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

ー
の
寺
井

一
泊
さ
ん
の
歌
を
中

心
に
川崎
民
の
苦
悩
と
、
不
屈
の

闘
い
が
観
る
人
に
伝
わ
る
曹
は

い
あ
が
る
向
い
煙
、

送
電
線
の

な
い
鉄
搭
些
か
な
自
然
と

緑
を
取
り
戻
す
た
め
に
。
あ
た

り
ま
え
の
乙
と
が
、
あ
た
り
ま

え
で
な
く
な
っ
て
い
る
現
実
を

御
台
は
訴
え
た
.
原
告
団
は
百

人
を
と
す
が
、
闘
い
の
半
ば
で

=一
+
人
近
く
の
人
が
亡
く
な
っ

て
い
る
。
安
中
公
害
闘
争
は
い

ま
、
国
民
が
M

平
和
の
う
ち
に
生

活
す
る
た
め
に
H

そ
の
原
点
を

私
た
ち
に
問
う
て
い
る
.
都
市

で
農
村
で
闘
い
が
必
要
だ
(
北
)

245 



新
聞
「
拡
声
機
規
制
を
許
す
な
/
」
か
ら
転
載

-e 
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富翼宮室示室近 雪露首季語古十 二ε 主主享 「

日iiii!??盟諸1I1臨調臨樹立jji州国

ス 5135 2 2M諸説謹~~l~ r櫛逼mEft守習会22壁 i欽
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霊長時のよ関電部 長 大 たO 喜八場起す いたも書 なて富宮::-i調根
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(2 ) 

八王子工場の周辺をデモ

却円 会見 五画見 廷東自

主主義器首長善幸目立芸 日

bJ;;i111iAiE 
21き222i i 
「静かな街づくり」に名をかりで、労働運動や政治運動を弾圧する

許せない東京版「暴騒音規制条例」 音Z3522ZT1222空間
ますが、その中には、事五声 機の規制も. 緊急に

「言論 ・表現の自由を守れJの運動を.

司
自
白
司
日

「
昌
司
」
内
U
aザ

揖 68号

生

騒
音
は
錐
て
も
さ
ら
い
で
す
。
し
制
約
も
あ
り
ま
す
.
国
民
に
自
分
の

か
し
、
駁
音
と
い
う
慨
念
は
、
き
わ
考
え
を
訴
え
て
、
理
解
と
支
持
を
え

め
て
相
対
的
、
か
っ
、
主
観
的
な
も
る
こ
と
が
目
的
で
す
か
ら
、
む
や
み

の

で

す

.

や

た

ら

に

怒

声
機
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を

ジ
ャ
ズ
喫
茶
の
ジ
ャ
ズ
も
、
好
き
あ
げ
、
ひ
ん
し
ゅ
く
を
か
う
よ
う
な

な
人
に
は
た
ま
ら
な
い
音
楽
で
し
ょ
愚
行
は
や
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
.

う
が
、
そ
う
で
な
い
人
に
は
騒
音
に

間
乙
え
ま
す
.
街
頭
演
説
も
、
き
ら

い
な
政
先
や
聞
き
た
く
な
い
話
は
厭

音
の

一
種
で
す
。
と
云
っ
て
、
民
主

主
総
社
会
で
は
、
国
民
に
自
分
の
意

見
を
伝
え
る
自
由
、
国
民
の
知
る
権

利
は
慈
本
的
人
権
で
あ
り
、
き
ら
い

だ
、
好
き
だ
、
と
い
う
よ
う
な
個
人

の
好
み
や
、
鉱
声
機
の
音
量
な
ど
に

よ
っ
て
規
制
す
る
乙
と
は
併
さ
れ
ま

せ
ん
.

も
ち
ろ
ん
、
富
輪
、
袈
現
の
自
由

に
も
、
権
利
内
在
的
な
限
界
は
あ
り

ま
す
.
名
普
段
損
な
ど
に

peる
言
給

が
許
さ
れ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
教
室
汚
釦
の
性
質
か
ら
く
る

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

新
鶴
見
操
車
場
↓
(
神
奈
川
〉

も
大
企
業
の
も

の
に
な
る
?

(
現
地
調
査
〉

WE WILL WIN....[f戻せ職場に』

国
曲
目
u
a
u
叩
⑭

a
m
ω
@自
習

嘗
調
庁
が
考
え
て
い
る
広
声
機
規
も
反
復
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
留
め

制
条
例
の
内
容
は
、
岡
山
県
の
「
曇
る
と
き
は
、
二
四
時
間
以
内
の
時
間

騒
音
条
例
」
と
同
じ
も
の
に
な
る
と
を
き
め
て
広
声
機
の
使
用
停
止
を
命

思
い
ま
す
.
岡
山
県
の
条
例
は
、
揚
令
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
.
乙
の
命

所
を
関
わ
ず
、
午
前
七
時
か
ら
午
後
令
に
違
反
し
た
者
は
、
一
年
以
下

八
時
ま
で
、
怒
声
機
を
使
用
す
る
掛
か
、
一
〔
)
万
円
以
下
で
処
罰
さ
れ
ま

合
、
八
五
ホ
ン
以
下
の
音
量
に
す
る
す
.

乙
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
普
宮
は
音
甑
の
所
在
揚

と
れ
に
違
反
す
る
と
公
安
安
員
会
か
所
(
車
の
内
だ
り
と
は
限
ら
な
い
)

ら
違
反
行
為
の
停
止
が
命
令
さ
れ
、
に
立
ち
入
り
質
問
す
る
と
と
が
で
き

こ
の
命
令
に
違
反
す
る
と
一
年
以
下
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
乙
の
立
ち

の
懲
役
か
、
ま
た
は

一
O
万
円
以
下
入
り
を
、
「
拒
み
、
妨
げ
、
忌
避
」

の
罰
金
で
処
制
さ
れ
ま
す
・

し
た
者
は
、
三
万
円
以
下
の
罰
金
広

次
に
公
安
蚕
員
会
は
、
違
反
行
為
な
り
ま
す
。

を
反
復
し
て
い
る
考
が
い
て
、
今
後

大
運
動
中
間
報
告
ω

せ広葉二ミ

1984草 12月 1日

宣イ云のピラは

600，000杉E

34都道府県で

要請、抗議行動

・沖電気 27 

・富士銀行 91 

署名は

129，775人



横
田
基
地
に
人
間
の
鎖
、

1984年 12月 1目

一
「
核
ト
マ
ホ
l
ク
く
る
な

一
阪
戦
争
阻
止
全
国
い
っ
せ
い

一
行
動
」
が
十
一
月
十
一
日
、

全
国
各
地
の
基
地
で
く
り
広

げ
ら
れ
た
.
政
京
の
「
償
問

題
n
人
間
の
鎖
H

量
二

に
は
六
千
人
が
参
加
し
米
軍

横
田
基
地
を
包
囲
し
た
・
沖

電
気
争
議
団
か
ら
も
、
十
二

人
が
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て

診
加
し
ま
し
た
.

支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)罫事68雪量

h
d
-
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よ
し
の
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(3 ) 

日
・
刊
行
動

ど
る
な
，
・

。No"
To糾A¥.IAWk

若井茂さん

神
電
気
の
仲
間
に
攻
撃
が
か

け
ら
れ
た
河
、
私
は
同
じ
港
区

の
日
本
電
気
に
働
く
労
働
者
で

し
た
.

「
と
の
攻
撃
は
、
神
の
仲
間

だ
け
の
問
題
じ
ゃ
な
い
・
と
れ

を
許
せ
ば
次
は
我
々
の
番
だ
.

そ
れ
を
阻
止
す
る
の
は
勝
つ
し

一-Z三
-Z三
-r-三
-Z三一
rzz

日本漫画家会議

か
な
い
.
い
ま
仲
間
は
、
沼
地
慣

労
働
者
の
代
表
と
し
て
闘
っ
て

い
る
ん
だ
」
と
感
じ
た
.

そ
し
て
、
そ
の
年
の
「
く
ま

ん
ば
ち
」
展
に
は
、
私
な
り
に

悔
し
さ
と
闘
志
の
作
品
を
発
表

し
た
.「

乙
ぶ
し
く
ん
」
も
闘
い
と

同
時
に
誕
生
し
、
彼
の
丸
い
顔

か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
ウ
イ

y
ト
で
連
載
を
重
ね
、
私
た
ち

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
.

今
で
は
も
う
、
紙
面
に
は
欠
か

せ
な
い
存
在
で
す
・

私
は
、
職
場
を
離
れ
ま
し
た

が
、
今
で
も
腹
を
立
て
て
い
ま

す
。
「
ζ
ぶ
し
く
ん
」
を
先
頭

に
「
ζ
ぶ
し
く
ん
」
の
よ
う
に

楽
天
的
に
、
し
か
も
強
烈
に
、

憎
い
仕
打
ち
を
し
た
会
社
を
や

っ
つ
り
る
た
め
に
、
共
に
手
を

取
り
合
っ
て
闘
い
ま
し
ょ
う
.

(若
井
)

川

F
E
Z
-
z
J
E
f
e三
E
Z
-
z
-
z
J
E
S
E
r
-
-
-

ヨ邑

がど本秀子3ん。J、4'>
み
Uん

雇
さ

解

母

名
お
指

一
と
ら

ん
か

さ

気
父

電

お

沖

現金抽与外

現金

埠1It抽与 法定 法定外 温副生

計 福亭1. 福亭1.

“ 
そ申愉

日本 1978 83.9 16.1 6.8 3.4 u 1.2 
1982 84.2 15.8 7.5 3.0 3.7 1.5 

ア〆 'Jカ 1977 82. 6 17.4 6.6 5.7 t9 
イギ 'Jス 1978 82.3 17.7 8.9 6.0 2.7 
西ドイツ 1978 78.5 21.5 16.2 2.0 
フランス 1978 70.0 30.0 19.0 2. 8 1 3.7 4.5 

{労働省}

企車損個別

計 5.000人 1.000-! 3叩~ 100.、， 30-
以上 4.999人 999人 299人 99人

住居間慌 41.8 49.2 48.8 39.1 29.8 
医111岬楠 7.1 5.3 3.7 3.2 
貴司E関連 lUII2.0 12. 6 18.2 17.1 16.4 
文化・体育・属議 12.11 9.8 10.8 11. 0 15.8 19.5 
且的蝿憤 6.51 2. 8 6.6 7.1 9.1 15.1 
労災付掴瑚付 2. 5 1 0.8 l.4 3.2 5.1 6.5 
直司事担問金 3.( 1 2.3 3.2 3.5 t6 5.8 
財形翼励金 1. 51 2.1 l.l l.4 l.4 0.4 
その地 11. 31 1l.7 8.5 11.2 13.6 13.4 
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(4) 

鰻擁護島

L
E小
れ

ソ

L
E小

医

療

を

/

開 68号

和
進
会
労
働
組
合
欄

和
進
会
と
は
、
京
大
病
院
の
中
し
た
と
デ
y
チ
あ
げ
、
第
二
組
合

で
、
入
院
患
者
の
給
食
、
寝
具
、
作
り
、
差
別
.
組
合
長
、
曾
毘
侵

難
局
な
ど
六
つ
の
業
務
を
轄
負
つ
な
ど
三
人
に
解
題
の
強
行
・

て
い
る
従
業
員
が
、
約
百
十
人
の
私
た
ち
は
、
暴
力
事
件
を
含
む

財
団
法
人
で
す
・
レ
か
し
、
会
長
ζ
れ
ら
の
攻
撃
に
抗
し
て
、
支
媛

は
京
大
病
院
長
が
旅
任
す
る
事
が
共
協
会
議
を
結
成
し
、
地
方
裁
判

し
め
す
よ
う
に
、
京
大
病
院
の
一
所
や
労
働
委
員
会
で
の

n
全
面
勝

部
局
と
言
え
ま
す
・

利
u

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
が
、

今

昭
和
四
十
九
年
に
、
組
合
員
が
年
の
七
月
に
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ

作
業
中
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ホ
l
ル
に
在
拠
に
基
づ
き
な
が
ら
、
裁
判
所

墜
落
し
重
傷
を
負
う
取
件
が
発
生
は
仮
処
分
命
令
を
一
転
さ
せ
、
解

し
た
事
を
機
に
、
組
合
は
、
働
く
屈
は

E
当
で
あ
る
趣
旨
の
判
決
を

者
の
い
の
ち
と
栂
剰
を
守
る
闘
い
下
し
、
倒
い
は
大
阪
高
裁
へ
移
つ

を
強
め
、
患
者
さ
ん
の
た
め
に
手
て
い
ま
す
。
ま
た
、
労
働
委
員
会

作
り
料
理
を
増
や
す
運
動
や
、
食
は
、
東
京
の
中
央
労
働
委
員
会
へ
・

品
添
加
物
を
少
く
す
る
医
療
改
抽
出
和
進
会
争
議
は
、
文
部
省
が
会

の
闘
い
な
ど
、
多
く
の
成
果
を
あ
国
の
財
団
に
対
し
て
、
財
団
の
理

進
会
は
、
た
だ
ち
に
争
織
を
解
決

A
激
励
先
V

京
都
市
左
京
区
型

げ

て

き

ま

し

た

・

事

選

任

に

つ

い

て

は

「

労

働

問

題

す

る

責

任

が

あ

り

ま

す

・

謎

腕

川
原
町
京
都
大
学
医
学
部

こ
れ
ら
の
闘
い
の
前
進
を
倣
つ
に
知
機
と
経
験
豊
か
な
民
間
人
」
京
大
病
院
が
解
砲
を
撤
回
し
、

附
属
病
院
内
和
進
会
労
働
組
合

て
財
団
は
、
昭
和
五
十
五
年
八
月
を
導
入
す
る
織
に
指
導
通
達
を
し
健
全
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
燐
関
と
し
密

(
O七
五
)
七
五
一
ー
l
四
O
八

に
、
組
合
加
し
の
前
歴
を
持
つ
労
た
取
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

医

て

運
科
目
さ
れ
る
よ
う
に
、
財
団
理
七
。

世
骨
量
(
柴
田
国
男
)
を
庖
う
な
ど

学
教
育
の
場
に
於
い
て
、
人
命
を
事
会
に
抗
議
の
声
を
。
闘
う
和
進

A
抗
議
先
V

問
、
病
院
長
兼
和

し
て
組
合
攻
察
を
か
け
て
き
た
の
あ
ず
か
る
病
院
の
中
で
、
患
者
無
会
の
三
十
五
人
の
仲
間
に
連
帯
を
進
会
会
長
半
回
議
。
問
、
理

で
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
を
村
八
分

に

視

の

労

使

紛

争

を

引

き

起

し

た

和

強

め

ま

し

ょ

う

。

事

長

代

行

切

石

安

飽

雄

・

指名解臆された沖電気の仲間を支援する会ニュース1984牢 12月 1目

事
子午

笠働Ui
司三 プニ ご τ伺ヰ

間へfgoLぺ"ヒ。

ys， を
の
小
?
と
よ
川
V

ア
ル

モ
鴻
i
小
/
・•• 

沖竜丸CJJf.百拍騨雇…他人事ではない。

沖電気争議団の人びとー

す年貝写り 「

文 喜 音 。雪E京z風 ~I'泣込渋之3守夜'~I'叉~I'誌，:~誌J之:森森:~，l 

今 所 時 十あ 発'-" L ~I尽烈烈lぺ守必仔~，弓筏':~唱.\. ，\f主圭l;
七る表さ

点在 Z童時局 器産主合 展 ;挙準'a
斜ロン・火 7 写さま 、真，.....， ~I五正・" C

ン タ数限臼 r其 玉んす沖集主;昂 ;壬£J 
ギ 1 寄の 5 でが .也 団 催 ミ 匡 墜E、ξσU 
ヤ 2 昼み 1汚3 表 、支気........ ~I I皿耳 :.IT\、f
ラ F 橋 1川4 臼 現共援争でリ;完E巳;写fれz 
リ 、シ時 しに す霊犠聾、 ア:弘c♂汁刀〉ふ
l 日 ヨ.1悶0 た 歩るの森 υ
・士ツ 時 もん茎闘住ズ~，(~風声);
フピ 5 のだのい(ム
オン 18 で六会のも写

円
月
初
日

「松
山
の
会
」
は
「
沖
電
気
総
行
動
」
に

呼
応
し
て
抗
疎
行
動
を
行
う
.

州
内
月
引
日

ω・
引
集
会
・

川
間
月
お
日

新
興
サ
ー
ビ
ス
社

州

前
抗
議
行
動
。

川
ゆ
月

M
白

神
争
議
団
全
国
弁

州

機
回
会
議
。

川

ω月
山
日
日

新
宿
総
行
動
。

川
川
月

U
臼

s
m日
第
お
回
東

川

京
地
方
争
犠
団
総
会
。

川
山
月

U
目

前
田
道
路
報
告
集

川

会。

川
叩
月
初
日

港
区
(
東
京
)
悪

川

法
迎

E

政
党
法
学
溜
会
。

川

ω月
日
日

カ
ネ
ミ
行
動
.

川
刊
月
2
日

八
王
子
裁
判
。

川
什
月

5
B

「ひ
ま
わ
り
号
」

川
竹
月
4
日

沖
支
録
す
る
会
千

川

代
田
区
の
会
が
、
鎌
倉
へ
、

だ
し
た
」
と
い
う
サ
ラ
リ
ー
マ

川

ハ
イ
キ
ン
グ
.

ン
な
ど
、
支
援
す
る
会
に
入
っ
苛
f
l

て
視
野
が
広
が
っ
た
感
じ
で
日

す

。

両

署
名
抽
出
め
は
、
い
ま
が
ん
ば
市

る
待
。
も
う
た
い
し
て
時
間
も
栴

残
っ
て
い
ま
せ
ん
・
一
人
で
も

多
く
の
人
に
声
を
か
け
て
署
名
山

し
て
も
ら
う
、
用
紙
を
あ
ず
け

M

て
集
め
て
も
ら
う
、
全
国
の
皆

ι

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
必
ら
ず

ι

「
大
運
動
」
を
成
功
さ
せ
た
い

ι

と
決
意
し
て
い
ま
す
@
(
山
)
一

生きるために働くために

円
月

5
日

櫛

山

生
コ
ン
事
件

に
有
罪
の
不
当
判
決
.

け
月

6
日

国
民
の
た
め
の
郵

政
を
考
え
る
シ
ン
ポ
.

け
月

7
日

日
常
・
神
支
度
す

る
会
が
総
会
。

円
月
9
日

八
王
子
集
会
(
三

六

O
人
)
.
支
侵
す
る
会
幹

事
会
。

け
月

ω日
港
支
援
共
闘
が
沖

電
気
の
工
場
周
辺
で
署
名
.

け
月
刊
日

人
間
の
鎖
・
横
田

基
地
行
動
。

什
月
日
日

東
京
総
行
動
.

電
機
総
行
動
実
行
委
員
会
。

刊
月
鈎
目

安
中
H
わ
た
し
の

故
郷
公
演
。

肯

「
大
運
動
」
で
は
、
巡
回
た

く
さ
ん
の
富
倍
、
要
請
行
動

や
実
行
委
員
会
を
行
な
'
っ
。
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か
お
り
ち
ゃ
ん
(
五
歳
)と
勝
美
さ
ん

1985年 1月 1E3 

妊娠中に3 夫婦とも、指名解雇。

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュ ース

発支援する会事務局

行事務所東京都港区三 回

pJi 3-2-20 

電話 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名沖電気の不当解雇

を撤回させる会

揖~69号

さ
れ
た
時
、
お
腹
に
い
た
子
ど
も
が
私
が

元
気
の
な
い
時
に
は
、
歌
を
う
た
っ
て
励

ま
し
て
く
れ
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
々
の

わ
が
身
の
こ
と
の
よ
う
な
熱
い
支
援
に
支

え
ら
れ
て
、
が
ん
ば
っ
て
ま
す
。
人
と
し
て
生
き
る

こ
と
を
拒
む
沖
電
気
の
ひ
ど
い
や
り
方
を
、
許
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
(
勝
美
)

)
 

1
 

(
 

蜘
捌
物

量
邸
側
四

-M
M
M

問
、
多
く
の
人
に
ふ
れ
あ
い
、
た
た
か
う

重
霊
童
意
味
の
大
き
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
、
あ
ら

留
吻
綱
腿
電
車
た
め
で
感
じ
て
い
ま
す
。
人
間
ら
し
く
生

磁
闇
聞
き
る
こ
と
を
ふ
み
に
じ
ろ
う
と
す
る
攻
撃

で
あ
る
な
ら
ば
、
人
間
ら
し
さ
を
取
り
戻
し
、
よ
り
豊

か
な
人
間
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
勝
利
に
つ
な
が
る

と
確
信
し
ま
す
。
(
幸
雄
)

か
つ
ゆ
き
ち
ゃ
ん
(
一
歳
)
と
幸
雄
さ
ん

今日も、相原家(4人)は沖電気の指名解雇をたたかう。

〈
写
宙
開
鍵
供

-
森
住
卓
さ
ん
〉
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(2 ) 第 69号

〈
仕
事
盤
事
態
〉

の
仕
事
に
戻
す
』
と
発
奮

昨
年
、
「
秋
の
大
運
動
」
は
、
県
と
し
て
、
東
京
地
裁
か
ら
和
解
し
て
、
全
国
規
模
の
闘
い
に
と
拡

大
成
功
を
お
さ
め
、
重
要
な
成
果
勧
告
が
出
さ
れ、

会
社
側
に
応
じ
大
し
、
富
士
銀
行
を
震
え
あ
が
ら

を
作
り
出
し
、
百
年
の
幕
明
け
を

ざ
る
を
え
な
く
さ
せ
て
き
た
の
で
せ
る
ほ
ど
の
広
が
り
を
一
ホ
し
ま
し

迎

え

ま

し

た

・

す

.

た

・

と

も

す

る

と

n
裁
判
先
行
型

成
果
の
一
つ
は
、

争
議
団
の
裁
そ
レ
て
、
こ
う
し
た
闘
い
は
、
争
議
u

と
も
言
わ
れ
か
ね
な
い
状

判
傍
聴
を
理
由
に
し
た
仕
事
差
別

加
年
の
「
秋
の
大
迎
墜
に
発
展
視
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
で

と
闘
っ
て
い
る
、
浅
利
・
中
山
さ

は
、
運
動
と
毅
判
と
が
、
有
機
的

ん
都
労
委
闘
争
に
お
い
て
、
会
社

に

つ
な
が
り
、
争
議
解
決
に
向
っ

側

が

「

ふ

た

り

を

も

と

の

仕

事

に

て

曽

実

に

前

進

し

て

い

ま

す

.

戻
す
」
と
言
っ
て
き
た
ζ
と

で

す

・

し

か

し

、

艶

理

解

雇

事

件

に

対

二
つ
め
は
、

東

京

地

殺

で

符

な

す

る

裁

判

所

の

判

断

護

準

が

、

企

わ

れ

て

い

る

和

解

交

渉

で

、

会

社

撲

の

側

に

立

つ

傾

向

が

強

ま

る

と

側

が

「

職

場

復

帰

」

の

決

断

を

迫

同

時

に

、

会
社
側
の
執
劫
な
裁
判

ら
れ
て
い
る
と
い
う
ζ
と
で
す
.

引
き
延
し
の
動
き
も
あ
り
、
た
や

百

年

は

、

沖

電

気

を

交

渉

の

場

す

く

勝

て

る

と

即

断

で

き

る

状

別

に

引

き

出

す

べ

く

「

秋

の

大

攻

鈎

」

で

も

あ

り

ま

せ

ん

.

を

展

開

し

、

弁

捜

団

も

今

ま

で

の

神

争

犠

は

、

先

制

産

業

に

お

り

裁

判

で

何

が

明

ら

か

に

さ

れ

た

か

る

大

量

首

切

り

、

設

備

投

資

や

株

を

醤

面
M

に
ま
と
め
、
審
理
の

主
配
当
を
畳
優
先
さ
せ
た
?ー

促

進

を

裁

判

所

に

迫

り

ま

し

た

・

ま

さ

し

く

経

営

者

の

首

切

り

の

自

こ

う

し

た

ね

ば

り

強

い

闘

い

の

結

自

に

道

を

聞

く

か

ど

う

か

の

闘

い

に
な
っ
て
お
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、

H

職
場
復
帰
u

を
勝
ち
取
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
争
議
で
す
・

百
年
、
明
年
と
闘
い
を
前
進
さ

せ
、
削
同
制
問
を
有
利
に
切
り
開
い
て

た
力
を
「
争
犠
の
勝
利
解
決
」
に

結
び
つ
け
て
い
く
年
が
、
今
年
で

す
。百

年
を
勝
利
の
年
に
す
る
た
め

に
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
.

1

ス
一

(選

・
事
務
局
)

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース1985年 1月 1E3 

士護

刑
弁

毎

ぉ
男
朝

ず

円

M
有

か

S
4
法

菅
木
鯨

お

k
p
c

''. 

沖

一

議

議

録

集

JM
一
大
一

①
全
国
規
模
で
「
勝
利
を
め
ざ
す

大
運
動
」

②
東
京
地
裁
で
「
和
解
交
渉
」
が

は
じ
ま
る
.

③
浅
利
・

中
山
さ
ん
都
労
委
闘
争

が
結
審
し
「
和
解
交
渉
」
へ
・

@
中
央
区
で
支
援
す
る
会
発
足
。

⑤
中
央
共
闘
会
議
の
議
長
・
倉
持

米
一
さ
ん
死
去
・

③
争
議
団
の
伊
藤
善
正
さ
ん
死
去
。

①
漫
画
パ
ン
フ
発
行
。

③
森
住
氏
、
写
真
で
支
援
広
げ
る
。

①
売
上
げ
伸
び
た
、
物
品
販
売
。

⑬
大
雪
に
ま
け
ず
本
社
抗
議
行
動
。

議r腸栂復帰の決断」を沖電気に切り込み

幻
一
グ!
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2

3
一ほ
f

m一げ

沖
d
盟
国
間
の
餅
刺
芝
め
ざ
す
夫
運
動
か

q
月
ガ
ろ
企
画
的
ロ
展
開
さ
れ

乙
き
三
レ
た
が
、
高
ま
一
銀
行
ぞ
沖
語
気
の
支
痘
へ
の
援
藷
、
や
笛
貝
に

封
ず
る
個
人
君
、
宣
伝
斤
暫
ど
季
語
費
来
、
要
震
と
。

リ
、
沖
ぽ
負
の
揺
る
解
豪
レ
許
す
む
の
多
初
日
点
ー
利
島
を
ゆ
O
が
レ
ヨ

じ
た
。
什
円
引
即
日
C
日
早
朝
ず
つ
夜
d
刊
し
醤
耕
圏
ご
タ
雑
行
動
ク
が
じ

リ
く
さ
れ
3
し
た
。

G
B
、
今
河
ワ
臼
回
弟
。
回
和
解
が
、
沼
田
口
門
出

福
江
口
解
雇
裁
判
(
東
京
地
耕
υ
が
、

μ白
に
回
一
計
労
箸
の
和
解
グ
乏
尽

き
れ
と
お
リ
、
油
月
醤
気
A
W

出
ぎ
が
一注
白
さ
れ
ま
す
。

沖
晶
川
島
台
抗
争
議
団

ロロ

a
o
a
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沖
電
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争
議
団
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連
絡
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車
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三
国
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の
こ
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四
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五
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・
5
ま
で
の
闘
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を
報
告
す
る
「
争
議
団
ニ

ュ
ー
ス
」
↓
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許
し
て
は
な
ら
な
い
基
本
問
題
で
働
組
合
の
右
傾
化
で
あ
り
、
労
使

す
.
ζ
の
立
場
か
ら
労
働
組
合
連
一
体
化
路
線
で
す
。
国
際
的
に
見

動
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
神
の
争
て
も

M
E
・
ロ
ボ
γ
ト
化
の
導
入

携
を
ど
う
し
て
も
勝
利
さ
せ
る
と
は
一
番
進
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ

と
が
雷
雲
だ
と
思
い
ま
す
。
ら
ず
、
労
働
者
は
い
ぜ
ん
長
労
働

現
在
、
大
企
業
を
先
頭
に
徹
底
時
間
に
追
い
や
ら
れ
て
い
ま
す
。

沖
沼
気
争
経
団
・

家

族

の

回

さ

「

生

産

阻

答

者

」

の

名

の

も
と
に
し
た
人
べ
ら
し
「
合
理
化
」
や
技
沖
怪
気
の
不
当
な
指
名
解
雇
は
、

ん

、

神

田

山

気

争

継

を

支

綾

し

て

い

強

行

さ

れ

た

不

当

な

指

名

解

雇

で

術

革
新
に
と
も
な
う
M
E
・
O
A
職
場
労
働
者
の
紫
朴
な
共
感
を
得

る
仲
間
の
留
さ
ん
、
新
年
お
め
で

す
・
指
名
解
題
と
い
う
と
、
五

O

化
が
進
ん
で
い
ま
す
・
と
の
徹
底
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
使

と

う

と

ざ

い

ま

す

・

年

の

レ

ッ

ド

パ

l
ジ
、
六

O
年

の

し
た
合
理
化
を
抑
し
進
め
る
た
め

一
体
化
を
進
め
る

一
部
労
組
幹
部

八
五
年
、
今
年
ζ
そ

神

間

地

気

争

三

池

の

指

名

解

雇

が

想

い
出
さ
れ

に
は
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
守
に
よ
っ
て
広
が
り
が
妨
げ
ら
れ
て

般

の

勝

利

を

め

ざ

し

、

人

べ

ら

し

ま

す

・

私

の

兄

は

五

O
年
パ

l
ジ
り
、

ま
と
も
な
ζ
と
を
主
張
す
る
い
ま
す
・

「
合
理
化
」
に
反
対
し
、
平
和
と

で
解
聞
屈
さ
れ
た
の
で
解
題
者
の
家
労
働
者
が
邪
魔
に
な
っ
た
わ
け
で
健
保

・
年
金
の
改
悪
に
見
ら
れ

民

主

主

義

を

守

る

闘

い

と

結

合

さ

族

の

経

験

は

持

っ

て

い
る
わ
け
で
す
。
沖
電
気
の
解
雇
後
の
合
理
化
る
よ
う
に
、
中
曽
根
内
閣
の
鼠
広

せ

、

支

援

の

輸

を

大

き

く

者

快

さ

す

・

と

の

こ

つ

の

指

名

解

胞

は

、

歴

の

促

海

職

場

の

専

制

支

配

、

大

臨

翻

路
線
で
苦
し
め
ら
れ
て
い
る

せ

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す

固

史

的

に

そ

の

背

景

な

り

、

労

働

者

、

量

の

新

規

労

働

者

の

採

用

な

ど

を

労

働

者

・
国
民
の
要
求
と
、

沖
電

原

稿

依

頼

を

、

軽

い

気

持

で

引

労

働

組

合

運

動

に

あ

た

え

た

彫

響

見

れ

ば

こ

の

ζ
と
は
明
簡
で
す
・
気
争
犠
勝
利
に
向
け
て
の
要
求
を

き
受
け
ま
し
た
が
、
と
ζ
ろ
が
い
と
っ
て

H
沖
電
気
争
議
は
H
何
な

会
に
会
っ
た
神
電
気
の
伸
聞
の
顔
る
、
労
働
者
の
土
根
性
を
見
せ
ち
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
・
労
乙
れ
ら
指
名
解
服
、
徹
底
し
た
結
合
さ
せ
、
広
げ
て
い
く
ζ
と
ζ

ざ
原
稿
を
包
〈
段
階
で
、
「
私
に
の
か
」
深
刻
に
考
え
込
ん
で
レ
ま

が
浮
び
、
争
議
の
位
位
づ
け
や
、
れ
感
激
し
ま
し
た
・
働
組
合
運
動
に
と
っ
て
不
当
な
指
合
理
化
攻
撃
と
並
行
し
て
巡
待
し
そ
、
勝
利
の
泊
だ
と
確
信
し
て
い

三

=====EE---=E==一
==h
い
ま
し
た
。
争
議
支
援
の
拡
大
な
ど
で
話
し
合
私
に
と
っ
て
沖
電
気
争
議
は
、
名
解
題
、
不
当
労
働
行
為
な
ど
は
て
い
る
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
労
ま
す
。

h
1
1
1
1

川

何
ん
と
か
原
稿
を
ま
と
め
ね
ば
っ
た
ζ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
.
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i
z
i
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i
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川

と
整
理
し
て
い
る
う
ち
に
、
ま
ま
た
、
言
語
で
開
催
さ
れ

中

曽

根

内

閣

の

悪

政

で

、

苦

し

め

ら

れ

て

い

る

へ
担
冒
ド
J

…

援
団
代
表
の
中
山
棄
さ
ん
を
は
た
ご
刀
人
集
会
に
出
席
レ
、
不
当

j
i--

i
-
E.民
.
の
.
要
求
.U.綜
が
.
で
勝
利
.
の
.j.乞:…

戸

『

園

司
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川

じ
め
、
と
れ
ま
で
b
ろ
い
ろ
な
機
指
名
解
雇
と
断
悶
た
た
か
っ
て
い

:
;
i
l
i
-
-
-
h
-
i
i
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(連日

19851'奪三 1 月 1 日支援する会に入会しよう (会費 1ロ200円/月)

管頭康夫さん

(自交総連委員長)
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-
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一=復き統一~
昨年は 18争議
が解決しました。

2 
木村愛こさん

(東官智kgjF ) 

東
京
争
議
団
は
、
結
成
以
来
す
目
・
乙
の
問
、
地
区
総
行
動
が
一
体
育
館
の
大
集
会
、
工
場
祭
な
ど

で
に
二
十
三
年
目
。
昨
年
度
も
一
九
七
五
年
(
原
初
は
新
宿
)
以
来
、
も
実
現
し
て
い
ま
す
。

八
の
争
継
が
解
決
し
ま
し
た
が
、
マ
ス
コ
ミ
で
電
機

・
金
属
な
ど
の
新
し
い
た
た
か
い
の
地
平
を
切

新
規
加
盟
も
相
次
ぎ
、
七
六
の
加
産
業
別
総
行
動
、
労
災
職
業
病
・
り
開
き
、
そ
の
中
心
の
事
務
局
を

盟
争
議
が
年
を
越
え
て
い
ま
す
。
差
別
・
司
法
反
動
反
対
な
ど
の
課
に
な
っ
た
争
議
は
、
そ
れ
に
ふ
さ

多
く
の
争
議
解
決
に
と
っ
て
、
題
別
共
同
行
動
な
ど
、
争
議
の
た
わ
し
い
画
期
的
な
勝
利
を
手
に
す

東
京
総
行
動
が
重
要
な
舞
台
と
な
た
か
い
方
も
多
微
な
発
展
を
み
せ
る
ζ
と
が
で
き
る
の
だ
l

|
そ
う

り
ま
し
た
が
、

ζ
の
東
京
総
行
動
ま
し
た
・
個
別
争
議
の
共
闘
会
議
語
り
つ
が
れ
、
実
践
し
て
き
た
の

の
始
ま
り
が
一
九
七
二
年
六
月
二
も
強
化
さ
れ
、
か
つ
て
は
夢
の
話
が
、

ζ
の
歴
史
の
裏
舞
台
を
折
り

十
日
で
す
か
ら
、
今
年
で
十
三
年
だ
っ
た
武
道
館
の
コ
ン
サ
ー
ト
ゃ
な
す
物
語
の
数
々
で
す
.

昨
年
末
は
、
労
働
戦
線
の
複
雑
討
論
と
臨
時
総
会
の
場
を
設
り
ま

な
情
勢
も
反
映
し
て
、
春
闘
再
惜
し
た
。
今
年
の
反
合
理
化
闘
争
で

築
ζ
ん
だ
ん
会
の
全
部
総
行
動
も
東
京
争
犠
団
が
い
か
な
る
位
置
を

生
ま
れ
た
た
め
、
関
係
争
議
団
は
占
め
る
べ
き
か
、
真
剣
な
本
音
の

ま
さ
に
東
奔
西
走
・
争
議
回
全
体
議
論
を
ぶ
っ
つ
け
合
い
た
い
も
の

の
連
機
プ
レ
ー
も
大
変
復
雑
に
な
で
す
.

り
ま
し
た
.
一
部
に
は
「
東
京
争
解
庖
団
か
ら
出
発
し
た
争
犠
回

議
団
も
路
線
を
は
っ
き
り
し
ろ
」
も
、
い
ま
は
差
別
事
件
、
労
災
職

と
い
う
声
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
業
病
、
公
害

・
薬
害
事
件
な
ど
も

替
意
は
そ
の
ま
ま
御
受
け
す
る
ζ

加
わ
り
、
ま
さ
に
国
民
的
課
題
の

と
と
し
て
、
む
し
ろ
、
「
争
犠
支
全
体
像
と
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、

援
な
ら
一
致
で
き
る
」
と
い
う
声
た
た
か
い
方
に
も
飛
脳
的
な
発
展

に
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
.
も
ち
ろ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
昨
今
で
す
.

ん
、
た
た
か
う
労
働
組
合
超
高
山
と
沖
電
気
争
犠
団
か
ら
は
中
山
代

い
う
基
本
は
当
然
の
と
と
で
す
衰
を
議
長
に
送
り
出
し
て
も
ら
い

が、

ζ
こ
数
年
来
議
論
し
て
き
た
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
中
心
争
議

よ
う
に
、
争
議
団
が
下
か
ら
の
統
の
迫
力
を
発
問
さ
れ
、
本
年
最
高

一
に
一
役
買
う
ζ
と
ζ
そ
が
、
そ
の
勝
利
を
先
駆
け
ら
れ
る
よ
う
、

の
争
犠
自
体
の
勝
利
に
も
重
要
な
御
健
闘
を
祈
り
ま
す
.

力
と
な
る
の
で
す
.

今
年
も
一
月
十
九
日
に
新
替
の
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zj将

前
略

い
つ
の
間
に
や
ら
は
な
い
で
す
か
?
一
日
も
早

十
一
月
も
過
ぎ
、
あ
ち
ら
と
く
勝
利
し
て
精
一
杯
働
け
る

ち
ら
で
地
面
を
埋
め
て
い
る
日
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い

赤
や
黄
の
落
ち
葉
に
秋
の
深
も
の
と
思
い
ま
す
・

ま
り
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
今
月
分
の
カ
ン
パ
同
封
し

す
.
縮
か
十
一
月
の
二
日
で
、
ま
す
.
み
な
さ
ん
、
お
体
を

解
雇
六
年
目
を
迎
え
た
の
で
大
切
に
・

草
h
『

.

@
松
山
・
沖
支
援
す
る
会

全
国
と
呼
応
し
て
、
松
山
で

も
什

・
初
統
一
行
動
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
沖
句
気
の

松
山
支
庖
へ
三
人
で
申
し
入

れ
を
行
い
ま
し
た
.
大
沢
陣

明
・

自
治
労
県
本
部
蚕
員
長

は
「
私
は
、
今
治
で
す
が
、

解
服
さ
れ
た
中
に
は
、
今
治

出
身
の
桧
垣
さ
ん
と
い
う
人

が
お
り
、
私
た
ち
と
し
て
も

ぜ
ひ
復
臓
さ
せ
る
よ
う
望
み

ま
す
」
と
要
望
を
述
べ
ま
し

た
・
支
底
前
で
は
、
十
一
人
と

子
ど
も
三
人
で
ビ
ラ
一

0
0

0
枚
を
配
布
し
ま
し
た
.
現

在
会
口
数
回
十
人
と
な
り
ま

し
た
.
十
二
月
十
日
に
は
、
市

民
会
館
に
鈍
ま
っ
て
「
学
習

決
起
集
会
」
を
行
い
運
動
の

飛
闘
を
醤
い
合
い
ま
し
た
。似合うかしら…
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A
さ
ん
の
饗
は
、
つ
ぶ
や
く
・
激
に
つ
け
た
技
術
と
経
験
を
ゴ
ミ
箱
の
話
と
な
っ
た
・
誰
も
が
真
剣
に

増
レ
て
い
る
関
連
企
業
に
出
向
の
に
捨
て
さ
せ
ら
れ
、
M

情
報
世
界
H

夢
中
で
、
自
分
た
ち
の
肯
脅
し
を
語

=一
+
代
後
半
の

B
さ
ん
は
、
寂
し
の
中
で
働
き
、
若
い
社
員
の
心
を
っ
た
.

一
九
八
四
年
十

一
月
三
+
日
l

聞
の
よ
う
に
た
た
か
い
つ
づ
け
ま

そ
う
に
言
-つ
-

H

小
集
団
u

と
レ
ク
レ

l
シ
ョ
ン
「
職
場
の
中
で
だ
け
話
し
て
い

号
一
神
電
気
総
行
動

・

朝

は

、

東

京

、

す

」

「

も

う

沖

電

気

に

戻

っ

て

く

る

ζ

で
つ
な
ぎ
と
め
る
・
な
に
か
し
ら
で
も
闘
え
な
い
・
地
域
の
労
働
者
、

印
一
埼
玉
、
群
馬
の
百
二
十
七
カ
所
の
を
だ
り
で
国
鉄
労
働
者
を
始

と
は
な
い
ん
で
す
よ
ね
」
宗
教
的
人
心
霊
警
告
つ
げ
震
の
中
に
入
ら
ね
ば
」
あ
る

第
一
駅
頭
で
、

大

詰

を

迎

え

た

神

電

気

め

、

=

一

十

人

も

の

港

区

内

(

東

京

)

管

理

職

も

、

中
堅

社

員

も

、

身

さ

せ

ら

れ

る

・

国

鉄

労

働

者

は

H

沖
電
気
H

と
の

一
争
識
を
人
び
と
に
伝
え
、
支
援
を
に
働
く
労
働
者
が
行
動
に
診
加

‘

|
!

連
帯
、
さ
ら
に
、
H

ひ
ま
わ
り
号
H

一

宮

峨

H
王ホ

j
i
ll
J

一
訴
え
る
大
統
石
動
が
行
な
わ
れ
し
、
か
つ
て
な
く
連
帯
行
動
量

f
L
i
訴
え
は
じ
H
凶

作

こ

(陣
害
者
列
車
)
に
よ
る
大
勢
の

一
た
。
神
電
気
争
議
団
員、

職
場
の
り
あ
が
っ
て
い
る

・

-

〈

(

問
答
者
、
市
民
の
連
盟
市
の
感
動
を

一
労
働
者
と
と
も
に
、

ζ
の
争
犠
を
「
職
場
で
、

仕
事

を

差

別

し

な

「

俺

は

い

っ

た

い

ど

う

な

っ

て

わ

ら

ず

、

区

内

四

ブ

ロ

y
ク
に
分
括
っ
た
.
「
伊
東
(
静
岡
)
へ
陣

一
他
人
事
と
思

わ

な

く

な

っ

た

大

動

く

な

っ

た

の

も

、

会

社

が

敏

感

に

い

く

ん

だ

ろ

う

」

コ

ン

ピ

ュ

l

れ
て
、
七
五
団
体
百
二
十
人
も
の
害
者
の
方
た
ち
二
百
人
を
、
私
た

一
の

労

弱

者

、

市

民

が

一

緒

に

な

っ

世

の

中

の

声

ゃ

、

裁

判

の

動

き

を

タ

と

ロ

ボ

y
ト
の
日
常
化
で
、
仕
労
働
者
が
、
沖
電
気
争
議
団
の
秋
ち
み
ん
な
で
お
世
話
し
て
敏

一
て
、
ピ
ラ
を
ま
き
、
沖
電
気
本
社
気
に
す
る
結
果
で
し
ょ
う
か

」

事
を
失
う
大
野
の
労
働
者
た
ち
l

の

「大
運
動
」
準
備
の
話
し
あ
い
迎
の
く
す
玉
を
、
小
学
校
で
借
り

一
へ
の
抗
滋
行
動
、
夜
の
大
集
会
へ

企
画

課

で

、

沖

電

気

争

犠

団

中

い

ま

、神
電
気
争
犠
団
の
苦
悩
は
、
に
参
加
し
た
。
そ
し
て
、
一
人
ひ
た
り
、
水
上
パ
ス
に
乗
せ
て
あ
げ

と

一
の
診
加
を
呼
び
か
け
た
.

山
代
表
夫
人

・
手

さ

ん

と

、

浅

臨

調

、

富

十

、

技

術

革

新

の

中

で

、

と

り

が

、

自

分

た

ち

の

職

場

と

、

た

り

、

浅

草

で

買

物

を

し

た

り

一一

沖
電

気

東

京

工

場

の

企

画

採

に

利

さ

ん

に

対

し

て

、

単

純

な

ブ

ッ

す

べ

て

の

労

働

者

の

も

の

に

な

ろ

仕

事

の

悩

み

を

語

り

つ

づ

け

た

・

間
害
者
の
方
も
、
私
た
ち
も
、
ほ

ユ一

働
き
、
指
名
解
脱
者
へ
の
支
般
を
キ
ン
グ
作
業

(
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か

-マ
と
し
て
い
る
・
「
自
分
の
ζ
と
「
潜
の
仕
事
が
減
っ
た
」
(
全
港
ん
と
に
初
め
て
の
経
験
を
し
た
ん

ニ
一

理
由
と
す
る
仕
耶
差
別
を
労
働
委
ら
打
出
さ
れ
る
霊
の
し
わ
け
)

だ
り
で
精
一
杯
だ
し
、
沖
電
気
の
ち
.
「
再
開
昔
、
大
企
業
の
で
す
。」

A
E

一

る

一
員

会

長

ぜ

て

い

る

浅

利

正

さ

だ

け

や

ら

さ

れ

て

い

た

仕

事

差

別

圧

力

も

あ

る

し

、

果

た

し

て

、

ど

た

め

」
(
土
建
)
。
「
い

い

保

育

指

名
解
雇
の
ン
ヨ
ッ
ク
で
、
子

す
一

ん
|

|
浜

松

町

駅

前

の

行

動

に

容

を

や

め

さ

せ

、

労

働

委

員

会

決

定

れ

く

ら

い

の

労

働

者

が

わ

れ

わ

れ

が

で

き

な

い

」

(

保

育

闘

〉
・
「
ピ
ど
も
を
流
産
さ
せ
、
何
度
も
争
議

援

一
加
し
た
と
の
人
は
、
現
場
に
到
着
が
出
さ
れ
る
前
に
、
す
で
に
、
健
沖
電
気
が
全
社
員
に
発
表
し
た
優
良
企
業
)
を
目
指
レ
、

I
C
生
の
た
め
に
集
ま
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
デ
オ
の
影
響
で
大
変
だ
」
(
自
活
)
を
や
め
よ
甲
さ
迷
っ
た
加
藤
貞
子

を

し
て
眼
を
見
は
っ
た
・
思
い
も
か
案
作
業
も
仕
事
も
、
同
僚
と

一

緒

ご

九
九
O
年
の
シ
ナ
リ
オ
」
の
奪
O
A
関

連

裏

を

軸

に

、

す

う

か

」

「

新

し

い

人

聞

は

入

手

、

退

職

(て
い
ζ
)
さ

ん

霊

前

、

間
一

け
な
か
っ
た
行
動
参
加
者
の
数
の
に
や
る
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
の
中
で
、
橋
本
社
長
は
い
曹
三
ざ
ま
し
い
テ
ン
ポ
で
、
生
産
体
制
港
区
の
争
犠
団
事
務
局
も
す
る
す
る
人
間
ば
か
り
」

(T
BS
テ
心
細
そ
う
に
自
分
の
不
幸
を
恨
ん

仲
一

多
さ
と
、
人
び
と
に
ピ
ラ
を
渡
す
だ
。
そ
し
て
東
京
地
裁
で
は
、
裁
「
一
九
九
O
年
ま
で
の
七
年
間
の
つ
く
り
か
え
、
「
合
理
化
」
、
相
原
幸
雄
さ
ん
の
心
配
に
も
か
か
レ
ピ
)
・
「
沖
む
気
の
人
は
、
か
で
い
た
こ
の
人
が
、
今
、
港
区
の

ゆ
一

い
き
い
き
と
し
た
そ
の
表
情
、
姿
。

判
長
の
和
襲
旋
の
中
で
、
会
社
は
、
急
速
に
発
展
す
る
高
度
情
報
労
働
力
の
質
の
転
換
を
強
行
し
て
わ
い
そ
う
で
と
、
始
ま
っ
た
げ
ど
伸
聞
に
励
ま
さ
れ、

国
鉄
労
働
者

電

一

「国
鉄
労
働
組
専
す
。
遣

が

「指
名
解
服
警
職
場
に
復
帰
化
社
会
の
な
か
で
、
企
業
の
適
者
い
る
の
だ
・

3
わ
が
身
」

(
国
労
・喜
駅
)
と
聖
者
の
高
に
、
涙
ぐ
み
事

沖
一

気
の
不
当
な
指
名
解
屈
は
、
わ
れ
さ
せ
る
」
方
向
で
、

テ
ー
ブ
ル
に
生
存
を
賭
付
る
重
大
な
時
期
で
あ
「
私
の
家
族
は
ど
う
な
っ
て
し
気
が
つ
い
て
み
た
ら
、
神
電
気
の
ぶ
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
「初

山
一

わ
れ
働
く
者
み
ん
な
へ

の

攻

撃

っ

か

ざ

る

を

え

な

い

状

況

が

生

ま

り

」

ま

う

の

で

し

ょ

さ

僅

か

の

間

し

ん

ど

さ

の

穏

で

な

く
、
自
分
た
め
は
、
乗
り
気
で
な
か
っ
た
国
労

志
一

す
」
「
い
ま
、
国
鉄
労
働
者
に
れ
て
い
る
・

そ

し

て

、

今
、
一
兆
円
の
H

エ
に
、
横
浜
か
ら
沼
津
そ
し
て、

自

ち

の

職

場

の

し

ん

ど

さ

と

、

H

団
の
方
も
、
障
害
者
の
方
と
手
を
と

雇

一
か

け

ら

れ

て

い

る

合

理

化

攻

麟

も

ク

セ

レ

ン

ト

カ

ン

パ

ニ

ー

u

(
超

域

県

へ

と

単

身

赴

任

さ

せ

ら

れ

た

結

M

と
M

た
た
か
い
H

へ
の
希
望
ロ
あ
っ
て
、
お
互
い
に
、
ボ
ロ
ボ

岬

一
同

じ

性

格

で

あ

り

、

わ

れ

わ

れ

も

ロ

涙

を

流

し

て

抱

き

あ

っ

て

出

一
争

続

臼

の

よ

う

に

、

沖

電

気

の

仲

間

じ

人

間

同

士

な

ん

で

す

よ

ね

、

+
寸
J

-

な
に
げ
な
く
言
っ
た
.

「私
、
も
う
な
ん
で
も
な
く
子
ど

も
の
と
と
、
話
せ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」
。
あ
る
国
鉄
労
働
者

が
言
っ
た
.

「
な
に
ゑ
U

た
ら
い
い
の
か
が
、

わ
か
っ
て
き
た
.
乙
の
国
を
変
え

て
い
く
展
望
が
見
え
は
じ
め
た
」

(4 ) 

沖
漏
電
気
の
仲
間
m
i
t
d

t
γ
!
i
L
小、つ
4
h
A
V
向
闘
い
J

を
、

〉ざす大運動J

~~めτだ

出
守
身
在
住
、て
S
1
イ
J

お
金
牧
ポ
パ
-
つ
パ
一
つ
曹、

今崎暁巳さん

ルポライターとして活蹴

中.箸型車には、日本フィルの

闘いを紹介した「炎の第五楽

お」や沖争議の「なにを見つ

めて朔ぶのか」など多数があ

る.
全国での参加者は1万人以上。

沖電気に抗議

の署名27万

• 

‘ 
q/3C 

4クι〉
b 
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清田 恵さん

(埼玉)

晃さん

回区)

本
社
↓
労
働
者
↓
有
楽
町
駅
頭
宣

伝
↓
タ
デ
モ
は
日
比
谷
公
園
を
出

昼
休
み
の
沖
電
気
本
社
抗
議
行
発
し
て
虎
ノ
門
の
神
電
気
本
社
の

動
に
は
、

一
千
人
を
超
え
る
仲
間
四
酬
を
回
り
、
日
比
谷
野
音
↓
集
会
・



沖電気争議の「勝利をM

んな感勘、

支獲する会に入会しよう (会費 1口200円/月)

[
v
b
 

(5 ) 

，、M
叫に

m 当

塁iZrしl
(人ん I 'i 

ひのと I " 
ろ男- '1 
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もてを 宮古コこ
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R誌記 L三J
を者
し同

た れ緒のな
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; 11・30沖電気総行動は早朝ビラだけでも 116駅 1 25査二野 v

。 大、.動仰そ

よ 頭、 1992人が参加。 ふ 小支 す問う
o さa1 るのす

? 1日の参加者は4000人をこえた。 t 喜義 者E詰
.. '" まえ に、自
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f SきES225喜三号宍ZTZfES目白 i場喜25雪量言

せ働 決 れた変るつ
ら者 「 意照ぽかっって 「
れは O を子ぷ ー 、私 ，

る甑 A 揺 さちよてとり仕は fイλ
乙め化るん rv 勉いで司王、， ~μ 

とてさ ・はと強っすをち昔 什?
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奇罪符 2主主六京芸品， -士
わ業現 自手力館大て場 宜却人J

B害警 宮工芸望号手長 習に
がし 場 たをさけ llJれ 民¥て

い今の浅 」 すせれをが グIY 
始時、明利 えるばし、 lτ 」

ま代神田さ る中 てき .，-

労 lの右 層、会くん ι3のごへ でいち 、

働一決コ が職社 ill と '/".

主君護署さ R雪2Z命 ス 1
いた口語ユ て f士別りら σ E 
るたにる l き司王を拓し 相岬J

か、 .タ まにやか く
い新 職 し腰めな{士

渡

辺

能

子

さん

(東

京

・
中
央
区
・
運
輸

一
般
)

夕方は 3コースのデモ (11・30)

初
冬
。
早
朝
か
ら
の
ビ
ラ
配
布
に
も
、
本
社
前
の
抗
駿
行
っ
て
下
さ
い
」
と
い
う
意
外
な
言
誕
の
中
に
も
、
会
社
は
際

動
に
も
と
れ
ま
で
で
掻
高
の
迫
力
を
見
せ
た
一
日
で
し
た
実
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
実
感
を
持
っ
と
と
が
出

ね
.
g士
銀
行
本
庖
交
渉
の
中
で
、
朝
日
付
側
は
「
関
係
な
い
」
き
ま
し
た
.
職
場
で
の
「
仕
事
差
別
事
件
」
も
結
審
を
迎
え
、

と
言
い
な
が
ら
も
「
い
よ
い
よ
大
詰
め
で
す
ね
」
と
言
っ
た
指
名
解
回
撤
回
の
闘
い
と
固
く
結
び
つ
い
て
、
み
ん
な
で
話

言
葉
の
婦
や
、
電
機
工
業
会
で
の
交
渉
の
鼠
後
に
「
が
ん
ば
乙
べ
る
日
を
一
日
も
阜
く
勝
ち
取
り
た
い
も
の
で
す
・

職〉

場、

夜
の
沖
電
気
決
起
集
会
が
聞
か
れ
て
い
る
、
日
比
谷
の
野
音
に
向
に
お
会
い
し
て
い
て
、
常
日
頃
な
ん
て
良
い
人
た
ち
な
の
だ
ろ
う
と

自一

っ
て
、
私
た
ち
中
央
区
に
働
く
仲
間
た
ち
は
、
夕
方
六
時
過
ぎ
に
、
思
っ
て
ま
す
・
こ
う
い
う
紫
附
ら
し
い
人
材
を
放
り
出
し
た
企
業
側
川

4
E
-

月一

銀
座
の
水
谷
橋
公
図
を
、
約
三
O
O人
で
出
発
し
た
。
は
、
大
損
失
を
し
て
い
る
事
に
、
気
が
つ
か
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

前一

最

高

つ

人

、

プ

完

1
ド
を
持
つ
人
、
み
ん
な
怒
り
に
燃
え
一
日
も
早
く
告
を
職
場
に
復
帰
喜
重
う
に
、
企
業
に
迫
っ
て
~

5
一
て
い
ま
し
た
。
沖
争
議
団
の
中
央
区
担
当
の
桧
垣
さ
ん
、
斉
藤
さ
ん
い
き
ま
し
ょ
う
.
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
.

8

一
9
-

4
s
 

板

道

t百

明
さん(

沖
電
気
東
京
工
場
)

堀田

(東京、千代

が
結
集
し
、
支
鐙
の
輸
が
こ
と
ま
伸
電
気
総
行
動
に
は
、
四
千
人

で
鉱
が
っ
た
、
勝
利
の
た
し
か
な
近
い
人
仲
間
が
、
沖
電
気
争
犠
の

確
信
を
つ
か
め
た
と
思
い
ま
す
。
解
決
を
願
っ
て
参
加
.
ζ
の
力
が

朝
ピ
ラ
↓
口
士
銀
行
4
沖
電
気
解
決
に
結
び
つ
く
火
種
に
な
る
と

E
i
A
1・
，
ぜ
ぞ

感
じ
ま
し
た
.

E
t
f
a々
〆

〉

長

期

展

訟

に

立

ち
、
短
期
に
終

量

減

¥

刷

ら

せ

て

い

く

ζ
の
気
持
で
、
涙

ゃド
U
で

を

て

勝

利

害

あ

え

る

臼

J
1

4
司

が
百
も
早
く
来
る
よ
う
に
、
が

f
iャ
ん

ば

り

ま

し

ょ

う

・

5
1
z
e
-
-
L
E
Z
E
s
t--5ミ
5
-
z
z
s
-
z
z
g
Z
E
-
-
1
2
Z三
王
一
三
Z
Z三一r一三
zz--222zzz三一
-
z
z
z
Z
E
-
z一色一

光

一定

俊

民

山
掛

川
縦
一

す
り
な
音
読
し
て
く
れ
た
も

正

JJ

ぬ

ん
ネ
.
若
い
俺
が
ダ
ラ
!
と
、
レ

さん

O

「朝
の
九
時
か
ら
夜
の
八
時
ま
ち
ゃ
惑
い
・
ピ
シ
ッ
と
決
め
よ
う

一

割
で
の
総
行
動
、
仕
事
よ
り
長
か
っ

と
思
っ
た
ネ
」

俊

民
た
り
ど
乙
ん
な
充
実
し
た
日
は
な
亘
の
本
社
前
や
芝
公
図
か
ら

、
か
っ
た
デ
ス
」
「
な
ぜ
か
つ
て
」
野
音
へ
の
デ
モ
、
感
動
し
た
ネ
.

u一コ

古市

持

東

「ソ
リ
ャ

l
、
明
げ
番
の
タ
ク
シ

ζ
の
勢
い
だ
と
、
勝
て
る
と
思
っ

1

(

 

1
.
，

l
の
仲
間
が
ネ
ム
ソ
ウ
な
目
を
と
た
ネ
」

「集
会
後
、
目
黒
の
仲
間

h
1
1
1
1
1

、7
と
新
腕
で
の
チ
ュ

l
ハ
イ
・
う
ま

、、ha.，
F
、

・
v
h

か
っ
た
ネ
・
総
動
行
の
話
が
抑
ん

『目
♂1
4
，

搬

船

で

、

二

宮

ハ

ン

ゴ

・
帰
っ
た
の

ra
p
up‘

竃
潤
は
一
時
で
、
パ
タ
ン
キ
ュ
ウ
。
乙

/
川
a司
唱

4
冒
司

、

4

れ
が
充
実
と
い
う
も
ん
だ
ろ
う

d
z
g
a
s
s
th
曹
司

な
、
サ
ア
、元
気
で
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」

z
g
E
Z
E
E
Z
Z
Z
E--z
一三三一三一三
f
z
-
f
z
E
-
z
-F
三一
2
三
三
三
-
Z三
5
2
2
ミ
F
Z
E
-
-
z
-
z
-
Z
E
E
-
2
2

彫

師

、院

院

が

約

一

%

と

と

に

感

動

を

覚

ま

し

た
ω

l
j〉
ミ
ハ相

解
雇
の
不
当
性
は
明
ら
か
な
の

沖
電
気
総
行
動
に
参
加
し
ま
し
に
こ
ん
な
に
時
間
が
か
か
る
と
は

た
。
と
て
も
寒
い
一
日
で
し
た
が
と
て
も
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
抑
屯

争
議
団
の
日
々
の
苦
労
か
ら
す
れ
気
経
営
者
に
対
し
て
本
当
に
心
か

ば
乙
ん
な
寒
さ
な
ん
か
、
何
の
そ
ら
似
の
た
つ
思
い
で
す
。
そ
れ
に

の
.
組
合
の
代
表
で
診
加
し
た
が
し
て
も
争
犠
団
の
方
は
い
つ
も
明

久
レ
娠
り
に
と
も
に
行
動
で
き
た
る
い
で
す
ね
。
生
活
は
と
て
も
厳

し
い
は
ず
な
の
に
不
思
械
で
す

ね
。
真
に
厳
し
さ
を
経
寂
し
た
た

く
ま
し
さ
の
現
わ
れ
だ
と
思
い
ま

す
。と

も
あ
れ
一
目
も
早
い
争
犠
の

解
決
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
.

砂川 保さん

(東京、港区)

〈日1閥1])

ぬ
W
品
輸
窃

沖
電
気
へ
は
、
二
十
五
都
道
府
県

三
十
一
力
所
.
富
士
銀
行
に
は
、
三

十
都
道
府
県
百
八
十
六
力
所
の
抗
犠

-
要
情
行
動
.

配
布
し
た
宣
伝
ピ
ラ
は
、
六
十
万

枚
を
軽
く
こ
し
た
.
ー
ー

「
大
運
動
」
は
、
全
国
の
仲
間
に

支
え
ら
れ
て
大
成
功
し
、
勝
利
へ
の

階
段
を
ま
た
一
歩
の
ぼ
っ
た
.
サ
ア

百
年
こ
そ
〆

253 
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一

一

一

龍

一

作

品

口

一

一

一

一

二

一

一

嚢

一

嚢

嚢

嚢

寧

霊

童

一

重

一

一

重

一

一

一

一
ざ

い

九

時

昨

日

1

q

)

九日

η九
日

忠

一

日

刊

誌

〈

レポーター
〉渡辺秀雄さん(説号

立
五
九
日付

…

報
化
社
会
は
、
パ
ラ
色
な
の
か
、
る
と
い
う
金
子
さ
ん
は
、
今
回
の
シ
ミ
り
は
、
み
か
ん
箱
ぐ
ら
い
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
送
っ
て
お
り
、
を
一
度
に
送
れ
る
)
を
使
っ
て
送
利
用
し
、
国
民
が
そ
の
負
担
を
間

叩
平
均
提
案
件
数
は
凶
百
=
一
+
五

山

そ
れ
と
も
灰
色
な
の
か
。
そ
ん
な
モ
ニ
タ
務
保
も
ミ
ニ
コ
ミ
紙
仲
間
厚
さ
は
そ
の
半
分
ぐ
ら
い
の
大
き
そ
れ
以
外
は
、
も
っ
ぱ
ら
コ
ピ
ー

っ
て
い
る
川
井
さ
ん
は
、
一
カ
月
が
わ
り
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
ん
な
こ

叩

件

、

愚

高

提

案

者

は

二

千

三

百

山

気
持
を
大
上
段
に
振
り
か
ざ
し
な
一
一
一
人
と
い
た
ず
ら
半
分
に
申
し
込
さ
で
、
文
字
や
図
形
を
送
受
信
で
と
し
て
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
使
っ
て
聞
の
駒
求
曾
が
二
六
、
八
四
O
円
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
は
な
い
山

十
件
に
の
ぼ
る
と
い
う
・
休

日

叫

が
ら
、

I
N
S
の
モ
ニ
タ
に
な
つ
ん
だ
と
こ
ろ
三
人
と
も
モ
ニ
タ
に
き
、
デ
ジ
タ
ル
也
錯
の
方
は
、
三
い
る
そ
う
で
す
・
に
も
な
っ
た
そ
う
で
す
。
で
し
ょ
う
か
-

m
を
含
め
て
毎
日
改
磁
提
案
を
、

叩

て
い
る
支
援
す
る
会
の
会
員
で
あ
な
っ
た
と
い
う

と

と

で

す

.

者
通
話
が
で
き
る
と
の
ζ
と
で
「
一
カ
月
間
、

マ
ス
コ
ミ
で
大
ま
た
、
『
庖
の
広
告
も
よ
く
フ

家
庭
に
入
れ
る
I
N
S端
末
の
白
金
従
業
員
が
曾
き
ま
く
っ
た
と

由

る
金
子
徳
好
さ
ん
(
六
O
歳
)
の

I
N
S附
宋
は
、
四
畳
半
の
隅
す
・

さ

わ
ぎ
レ
た
け
れ
ど
、
い
ま
は
、

ァ
ク
シ
ミ
リ
で
送
ら
れ
て
く
る
ん
値
段
の
方
も
大
き
な
問
題
で
す
・

叩
と
に
な
る
。

問

自
宅
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。

に

置
か
れ
て
い
ま
し
た
・
デ
ジ
タ

金
子
さ
ん
は
、
い
ま
モ
ニ
タ
同
ど
と
で
も
ホ
コ
リ
を
か
ぶ
っ
て
い
で
す
よ
』
と
チ
ラ
シ
を
み
せ
て
く

い
ま
の
コ
ス
ト
感
党
だ
と
ビ
デ
オ

山

東
北
沖
電

気

で

の

改

笛

提

案

動

に

も

、

い
っ
そ
う
は
ず
み
が

明

金
子
さ
ん
の
お
宅
は、

三
鷹
駅

ル
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
と
デ
ジ
タ
ル
電

土
で
、
週
間
I
N
S
村
と
い
う
情
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
・
企
れ
ま
し
た
。
「
ど
ん
ど
ん
広
告
が
端
末
な
ど
ひ
と
通
り
そ
ろ
え
る
と

m

活
動
と
は
ど
ん
な
も
の
か
・「
改

っ
き
、
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
叩

か
ら
パ
ス
で
十
分
ぐ
ら
い
、
木
造
話
の
二
台
で
、
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ク
報
交
換
紙
を
二
十
四
位
階
の
聞
で
撲
に
と
っ
て
は
、
必
要
か
も
し
れ

送
ら
れ
て
く
る
の
は
よ
い
け
れ
五
十
万
円
ほ
ど
に
は
な
る
と
言
わ

叩
善

提

案

エ

ピ

ソ

ド

特

集

号

」

る

・
沖
電
気
で
は
「
Q
Cサ
l
山

圃・l

i

-

-
瀦
1
1
1
1
1
叶
Y
E
t
ia
'
V

な

J
れ
ど
、
住
民
こ
と
っ
て
ま
、
ど
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
J
の
用
紙
代
立
、
れ
て
い
ま
す
。
お
金
の
な
い
者
は

叩

(東
北
沖
ニュ

ー
ス

震

号

、

ク

ル
活
動
」
の
い
つ
か
ん
と
レ
田

園

F
:

恥ヘ
¥

a

幽
，
(
写
真)

ゾ

4

』

』

一

一

週
司
/
《
懇
恥
崎
駅
十
限
内

出
.
，

F
さ
つ
カ
な
い
の
で
は
@た
だ
、
こ
ち
ら
持
ち
、
将
来
は
規
制
窓
霊
穏
だ
け
、
あ
る
語
、

い
ろ

一
五
九
年
二
月
)
か

ら

そ

の

一

部

て

改

建

築

活

動

が

行

な

わ

れ

叩

知
私
ベ
ハ
ア
〆

I
i

・j
ん

ア

ロ

諮

問

当

時

ょ

う

ね

」
と

は

害

ん

誌

竹

内

り

い

い

と

い

紹

介

抗

告

あ

い

ま

て

お

rz
i
…

援
護
p

f

・-Aぐ・・E
U岡
阿

仁

て

と
感
想
を
述
べ
て
わ
ま
し
た
。

I
N
S
の
建
設
に
は
、一

一十
兆

う
よ
う
な
格
差
を
生
じ
る
の
で

…

に

改

善

提

案

を

曾

い

て

い

た

週

一

件

か

ら

一

一

件

、

そ

し

て

こ

d
a圃咽
冶

}

目

H
P
S
、
砂

と
こ
ろ
で
、
気
に
な
る
料
金
の
円
か
ら
一一一
十
兆
円
の
費
用
が
か
か
は
・

一
が
、
会
社
で
か
く
ひ
ま
が
な
く

臼
一
件
の
改
普
提
案
を
出
す
よ
叩

滅
後

二
観
N
味

方

は

ど

与

の

で

し

ょ

ミ

り

壁

社

説

政

負

担

を

招

1
3

5

5

…
な
っ
た
・

う

に

回

懇

話

あ

が

っ

て

い
…

e

ぺ、
護
側

二

I
4
n

金
子
さ
ん
の
溺
合
に
は
、
一
カ
か
な
い
で
建
設
す
る
に
は
、
い

あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
い
ま
家

町

家

事

選

李

白

い

て

い

る

職
場
も
あ
る
・

m

1

i
れ

ー

!

i

-

-

々
ジ

f

g
州

==J---t
月
四
千
円
ぐ
ら
い
と
の
ζ
と
で
す
ま
の
電
話
な
み
に
国
RT

N

S

電
メ
ー
カ
ー
が
、
「
ひ
と
も
う
付
」

叩
た
時
、
上
の
ム
ス

コ

が

起

き

て

家

に

持

ち

帰

っ

て

曾

く

の

は

m

刊
誌

5
7

upa…
ω

γ
鷹

を

が

、

週

間

I

N

S

村

を
毎
週
日
限
に
加
入
す
る
こ
と
が
ど
う
し
て
も
を
狙
っ
て
い
る
の
で
す
・

…
き

て

「

左

足
っ

て

い

て

も

東

北
沖
也
気
と
か
わ
り
が
な
…

は
あ
バ
似
す
付
加
イ

¥
w
h
HU

州

問

A
岬

E
G

目
、
デ
ジ
タ
ル
フ
ア
ク
ン
ミ
リ
で
必
要
だ
と
言
れ
て
い
ま
す
・

…
宿
題
あ
ん
の
か
い
」
と

不

思

緩

い

J
帝
京
そ
ん
な
に
あ
る
訳

…

行

制

泌

が

し

i
ヘ
/〆
μけ
伊

1

間
報

通

信

(

豊

富

言

語

企

業

51
5を

大
い
に

…
そ

是

顔

を

し

て

詩

集

を

は

な

く
、
一
一
十
四
時
間
改
題

…

1
1
1
1
1
1
1
1
i
l
i
l
i
-
-
l
i
l
l
i
t
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1

1

1

1

1

1

I

1

1

1

1

1

1

1

問

み

て

い

た

築

の

ζ
と
が
顕
を
離
れ
な
い
.

m

q

寸

|

」

高

度

情

報

通

信
シ
ス
テ
ム
・
寝
室

が

、

す

報

奨

金

は

菱

自

嬰

あ

る

舗

が

「
(
改
草
案
山

慣
ご
湖
刈

1

1

1

1

1

1

1

1

1

一

則

一

昭
和
七
十
五
年
の
完
成
を
め
ど
に
構
想
し
て

…
な
生
活
資
金
の
一
部
と
な
っ
て

は
)
患
者
で
も
出
な
い
警
…

制

蜘

九

一

戸

m

h

凶
U
M配
い

仙

川

町

U
州
H
山

一

川

市

一

い

る

裏
書
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
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…

い

る

も

う
プ
ロ
と
同
じ

と
ま
ら
な
い
」
と
い
う
ほ
ど
深
…

亡

一

一

一

幻

一

目

、

汁

川

川

川

斗

1

1

1

ノ

山

一

一

計

一

総

工

費
は
、
二
十
1
=
一
+
兆
円
に
近
い
投
資

…
だ
。
女
房
か
ら
低
俗
芸
と
云

刻

な

状
態
も
あ
る
・
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J
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c
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-デ
ジ
タ
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中
献
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刷
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回
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U
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一
旬
一

が
塁
ま
れ
て
い
る
・

す

れ

よ
う
と
も
〆
切
目
ま
で
に
し
か
し
、
改
草
案
と
い
う

一
草
案
す
る
と
二
百
円
の

…

一

一

一

一

一

一

一

一

口

二

デ
ジ
タ
ル
加
入
者
袋
詰
一

院

二

ヨ

わ

一

k
一

光
フ
ァ
イ
バ
ー
思
で
、
セ
ン
タ
ー
、
口

一
は
装
を
あ
げ
な
く
て
は
H

の
は
効
果
そ
の
も
の
よ
り
、
従
義
が
も
ら
え
る
が
、
効
果
ニ

二

一

一

;

巴

府

川

U
H川口
」

主

山

一

三

l
カ
ル
交
換
局
と
加
入
者
と
を
結
び
、
従
来
玄
な
と
ζ
ろ
で
毎
月
〆
切
り
に
業
員
の
志
気
向
上
を
主
旨
と
し
平
均
数
十
円
に
し
か
な
ら
な
い
…

「

J
「

ザ

一

丑

「

オ

ユ

問

、

γ一切
打

、

一

行
パ

|
l
l
r
一
川
一

の
電
話
回
線
で
は
不
可
能
で
あ
っ
た
情
報
、
…
追
わ
れ
る
流
行
作
家
の
気
持
が
て
い
る
ら
し
い
の

で

・

と

い
う
・
「
や
め
た
方
言

…

三

一

三

一

E

E
圏

一子

野

手

事

棚

一

同

一

芸

わ

ち
テ
レ
ビ
需
テ
レ
ビ
会
議
、

…
わ
か
る
よ
う
に
な
っ

た

・

改

選
案
を
め
ぐ
る
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た
め
に
若
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と
い
言

…
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生
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コヰコ
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ピ
ュ
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エ
ピ
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ド
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、

ノ
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あ
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が
、

い

ま

、

要
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亙
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一

一

宝
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二

件
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刈

z
土
g
f
t
k
Z

問

一

m
一

護

憲

ど
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言
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い
う
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っ
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私
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し
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て
く
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ゥ
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決
意
が
議
さ
れ
て
い
る
。

間
わ
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な
っ
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淵
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蹴
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働
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…
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し

新

入
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の
か
っ
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い
う
警
が
、
親
会

事

に

よ
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人
が
い
ら
な
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な
一

一

一

一
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デ
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日
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ヨ-
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汀
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宅
学
習
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ホ
ー
ム
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ヨ
γ
ピ
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ま

l
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す

で

ト

ッ

プ
に
な
る
票
出
来

社
で
あ
る

「沖
電
気
」

か

言

っ

た
の
で
自
分
が
会
社
を
や
め

一

弘

一

一

一

一

附

(

縁

組

為
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一

辺

亙
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一

竺

バ
イ
キ
ン
グ
量
定
さ
れ
る
と

電

宍

在

…

た

・
患
に
も
何
に
も
な
実
態
翻
査
の
た
め
多
く
の
人
が
手
と
言
う
し
か
な
い
と
こ

一

以

コ

一

一

一

ぬ

当

盛

一

亙

司

務

5
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2い

る
・

…
ら
な
い
こ
と
な
の
だ
一
円
も
き
ま
れ
た
・
そ
の
せ
い
か

ろ
ま
で
追
い
ζ
も

2
し
て
い
…

こ

之

輔

刈

白

当

R

t

I
廼

誠

一

泊

一

当
面
の
計
画
と
し
て
、
東
京
の
惑
野

…
翼
額
出
て
い
な
い
の
で
あ

「雲
社
に
出
来
た
こ
と
が
我

る
の
で
は
じ
か
し
、
労
働

…

で
七
二

E

E

I

Q

一
則
一

三
鷹
地
区
で
モ
デ
ル
実
験
が
昭

和

五

十

八

二

る

・
数
字
の
上
で
「
草

た
出
来
な
い
は
ず
が
な
い
」

者

は
そ
れ
な
り
の
知
恵

Z
ム

xxxの労働者はいま・・・
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1985牢 1月 1日

働く者が幸せになるために・..

支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)

八
角
君
の
漫
画
は
い
ま
ま
で
長
そ
し
て
描
く
人
の
世
の
中
を

い
あ
い
だ
闘
う
労
働
者
を
励
ま
「
見
る
限
」
が
漫
画
に
う
っ
し
出

し
、
ふ
る
い
た
た
せ
て
き
た
。
そ
さ
れ
て
く
る
。
だ
か
ら
そ
の
「
見

の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
も
の
る
眼
」
を
た
え
ず
怒
っ
て
い
く
必

は
、
ま
さ
に
生
き
生
き
と
し
た
問
要
が
あ
る
.
い
つ
も
生
活
の
な
か

い
の
記
録
に
な
る
だ
ろ
う
.

で
学
ん
で
い
る
人
の
商
と
、
学
ん

そ
れ
を
み
て
、
弱
気
づ
け
ら
れ
、
で
い
な
い
人
の
画
は
ち
が
っ
て
い

働
く
者
が
ほ
ん
と
う
に
幸
せ
に
な
る
.
彼
は
い
ま
ま
で
生
活
の
な
か

'
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
闘
い
つ
で
学
び
つ
づ
げ
、

「見
る
限
」
を

づ
け
る
ζ
と
に
な
る
と
思
う
・
張
っ
て
き
た
・
と
れ
か
ら
も
そ
う

函
に
は
そ
れ
を
描
く
人
の
人
格
し
て
い
く
に
ち
が
い
な
い
.
そ
し

が
に
じ
み
出
て
く
る
も
の
で
あ
て
闘
う
労
働
者
を
励
ま
し
つ
づ
り

る
.

る
だ
ろ
う
.

需 69号

俊雄さん

f塵応大学教授¥
に沖・支援する会代表幹事ノ

0
ほ
ん
と
に
お
も
し
ろ
い
ね
.

〈
志
村
さ
ん
・
弁
護
土
〉

O
子
ど
も
が
、
喜
ん
で
読
ん
で

い
ま
す
よ
.
乙
う
い
う
の
は

い
い
で
す
ね
.

〈
百
瀬
さ
ん

・
主
婦
〉

O
八
島
さ
ん
て
、
も
う
プ
ロ
級

だ
ね
.
沖
電
気
争
議
団
っ
て

人
材
鐙
岱
で
す
ね
.

〈
鈴
木
さ
ん
・

事
務
員
)

O
私
も
腎
森
出
身
で
す
・
パ
ン

フ
十
部
ほ
ど
、
送
っ
て
.

お
と
う
さ
ん
の

か
お
だ
よ

黒川

(たけちゃん〉

1'¥ i、

ト了タ

ζ二二コ

〈
梅
津
さ
ん

・
秘
書
〉

O
若
い
人
が
、
お
も
し
ろ
い
と

言
っ
て
評
判
で
す
。

八
屋
代
さ
ん

・
青
年
〉

o
m電
気
の
た
た
か
い
の
全
体

が
よ
く
分
り
と
っ
て
も
よ
い

〈
神
山
さ
ん
・

国
鉄
〉

-v
支
帽躍す
る
会
で
は
一
万
部
の

V
普
及
を
し
た
い
と
考
え
て
い

V
ま
す
.
御
協
力
く
だ
さ
い
.

V
電
話
で
も
手
紙
で
も
O
K.

お
父
さ
ん
は
沖
電
気
か
ら
指
名
解
雇

さ
れ
た
中
野
百
合
夫
さ
ん
で
す
。

ワ
イ

ン
を

こ
ぼ
し
た
ら

2
2
-2
5
-
zr
z

・5-三
-r
zZE--
-一-ze
--L-z
z
z
-
z
-
z
z
Z
1
z
S
E
E
--
S
E
E
r
-三
-
f
三一
r
z
E
r
--Er--L

・5-三
-r
一三
5
z
z
-
r
z

衣
服
、
じ
ゅ
う
た
ん
、
ヵ
l
ベ
を
柔
ら
げ
て
く
れ
ま
す
・

ガ
ン
す
る
よ
う
な
ら
、
ぬ
る
め
の

y

ト
な
ど
に
赤
ワ
イ
ン
を
こ
ぼ
し

お

湯

に

ゆ

っ

く

り

つ

か

る

と

楽

に

飲
む
よ
り
食
べ
ろ

た

ら

、

そ

の

ま

ま

だ

と

シ

ミ

に

な

な

り

ま

す

・
水
分
を
た
っ
ぷ
り
取

る
の
で
、
白
ワ
イ
ン
を
少
し
た
ら
空
腹
で
お
酒
を
飲
む
と
酔
い
が
る
と
胃
の
回
復
も
早
く
な
り
ま

し
て
ふ
き
と
る
と
、
あ
と
が
残
り
早
く
な
り
ま
す
.
脂
肪
分
の
多
い
す
.

ま
せ
ん
・
手
元
に
自
ワ
イ
ン
が
な
も
の
、
消
化
の
よ
い
も
の
を
お
腹

l

n

-

い
湯
合
は
水
で
た
た
き
拭
き
し

に

入
れ
て
か
ら
飲
む
と
一
百
酔
い

[

〈
月

て、

ア
ル
コ
ー
ル
を
取
り
、
後
で
に
も
な
り
ま
せ
ん
.
ま
た
刺
身
の
食
感
の
ふ
ち
な
ど
に
つ
い
た
口

残
っ
た
色
素
を
漂
泊
し
ま
す
.
ツ
マ
な
ど
は
胃
を
浄
化
す
る
の
紅
は
、
あ
ま
り
気
持
ち
の
い
い
も

、一
-

レ

で
、
忘
れ
ず
に
た
べ
ま
し
ょ
う
・
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
・
他
に
色
移

l

l

り
し
な
い
塗
り
方
を
紹
介
し
ま

二
日
酔
い
対
策

ピ
l
ル
を
つ
ぐ

時

、

コ

シ

プ

は

す

.
ま
ず
紅
悠
で
輪
郭
を
は
っ
き

傾
け
な
い
で
、
垂
直
に
立
て
て
静
少
々
、
頭
が
ポ
l
ッ
と
す
る
て
り
描
き
、
輪
郭
の
内
側
を
塗
り
つ

か
に
つ
ぐ
よ
う
に
す
る
と
お
い
し
い
ど
な
ら
、
熱
め
の
渋
茶
に
梅
干
ぷ
レ
ま
す
。
た
っ
ぷ
り
塗
つ
て
は

い
ピ
l
ル
が
飲
め
ま
す
・
適
度
な
し
を
入
れ
た
も
の
か
、
ネ
ギ
と
豆
ガ
l
ゼ
で
抑
え
る
ζ
と
を
繰
り
返

泡
立
ち
は
、
ピ
l
ル
の
香
り
が
逃
腐
の
味
噌
汁
を
飲
む
と
は
っ
き
り
す
.
紅
が
口
ぴ
る
に
な
じ
ん
で
、

げ
る
の
を
防
ぎ
、
ホ
y
プ
の
刺
滋
レ
て
く
る
は
ず
で
す
.
頭
が
ガ
ン
よ
い
色
に
な
り
ま
す
.

①中曽根首相は、軍拡の口ケンな人物。

⑤チュ一口口を飲む人が多くなっています。;
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一いば不搭なこ会 が十りギれ 年
番」ぬ満を者と的日対八ピりた意六
あとかを占がが に 本 象 歳 ン ス 。 聾
き六ら持めむ通不背.か、 、調翻 ぷ
ら八程iうるく 6 満年 ら日ス査査り
め 蕗 極 た 。 わ なのの 二本ウ国」三
がの的時 ② れい理特 +なエはの座
高 者 な 「祉な」 由 徴 四ど l ア結固
いが 行個会いとを点 歳十デメ!.+!の

D 巨1!fI!J人に'--- --. ---，は ま ー ンリが「
③ 答を でと でま正、 で力、力発世
「しレはつ八じし① の国フ、表 界
白 、 な 及 て 四 めい社 者のィイさ青

いの'i!f つじ持もるうつに約@で国
え 社 年 ζ いて」低として際四「はの
る会はのでいで い 答 ま い 立 五 婦 満 社

に、調高るは ・えするつ%人足会
不正査いが、 @ た か 人 て で は が に
満義 を a 約 恕「 人 」 を 高 フ 家 五 轡
を 感 み ーし 人はでみいィに%足
持 が る 五み生、はか.リ いとし
つ強と 痛やに 二 、け⑤ピるーて
てく、 で苦 対九間た「ンベ番い
い、日 韓 悩す躍をら道とき低る
る 現 本 国 をるでか、にと」いか
と在 の に感気 I置けど迷もが・」

渉 諸国包寄 諸 機沢目争渉日俊民判集日暦日 行 員 前 片 前 日 向吻 見 る 日
14 11行港 守 宅さ 8 の 。 7 す 5 会 4 場 1 !liIJ 30 抗 27 宣 26 -22 シ 21
日自動反目 。ん 白 勝目 白 る 臼 ( 回 全 日 ( 日 簿 日{云 日 大 目 ン 日

日対 (利本会 五.I四行 行 阪，ポ
都東・ 1芯力 日争 1草 航 第 忘 盟 百 沖 2 干 11 動~ !fI由型 民 長 日 国
労京交会 1， ~議妥当空五年助 人争 白 人 ・ ロ田 市 問岡 鉄

委若雲五色 守裏 話回全翁 七警 大て話器霊 豪 語毒 自
ン る会差革日 京閉j 媛企電裁庄父共ー

解 会、ノ会。扇解)橋群 柔気判工工同日考
交 姻ン の石倒交支裁馬交総。場場行行え

(8) 

闘
い
は
じ
め
て

7
度
目
の
正
月

同
国
日
人
目
の
結
婚
式

第 6 9号

ア
ッ
ち
ゃ
ん
に
叩
問

ん
ぺ

百

，

』

7
t
施
園

つ

千

四

畔

あ
匡
月
渚
引

の
路
寸
騨
ハ
川

H
3
児
た

は

塩

川

[ト

高屋修さん
(沖電気争議団)

1985年 1月 1日

一

hE.一
一
日
…
…
・
一
一
程
一
に

2
月
5
日

第
6
回
和
解
交
渉

東
京
地
裁

M

山崎
i

2
月
7
日

東
京
地
裁
弁
論

市
時
間
制
分
1

2
月
W
日

熊
谷
裁
判

日
時
1
M時

2
月
初
日

前
編
裁
判

同
時
間
州
分

1
M山
時
犯
分

通
信
機
三
大
メ
1
カ
の
一
つ
益
、
三
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
雇
後
の
職
場
で
は
、
千
人
の
「
支
鐙
す
る
会
」
に
支

沖
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京
橋
九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
え
ら
れ
、
行
商
や
本
社
へ
の
抗

本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二
六
し
て
新
工
場
の
建
般
な
ど

占

居

(

田
中
さ
ん
)
レ
た
り
、
神
議
行
動
な
ど
に
奮
闘
。

二
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
九
O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙

争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
八
二
年
十

一
月
に
、
支
援
共

醤
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」

』之

会
社
は
東
京
地
裁
は
か
四
位
穆
を
取
り
上
げ
る

(浅
利
さ
閥
会
議
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
は

と
称
レ
て
、
千
五
百
人
の

「希

〆

，

r

r

r

f

f

J

背
景
資
本
の
岱
士
銀
行
や
、
神

望
退
職
」
募
集
を
提
案
こ
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

電
気
本
社
へ
の
抗
議
行
動
も
迎

と
退
職
強
要
に
応
じ
な
い
三
百

続
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
.

人
に
、

七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も

「
指
名
解
雇
ん
、

中
山
さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
裁
判
所
で
は
、
八
四
年
五
月

業
で
は
三
井
三
池
争
犠
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
挙
が
続
行
。
か
ら
裁
判
と
併
行
し
て
和
解
交

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
屈
を
意
識
改
革
を
す
る
ζ
と
」
と
在
沖
電
気
争
犠
団
の
七
十
一
人
渉
も
始
ま
り
、
山
場
を
迎
え
た
。

強
行
。
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、

言
.
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
二
四
の
県
評
、
三
千
あ
な
た
も
、
沖
電
気
の
仲
間

百
億
円
近
い
史
上
最
高
の
利
視
し
て
解
題
し
た
ζ
と
も
明
白
。
を
超
え
る
支
疲
労
組
や
一
万
四
に
烈
い
連
帯
を
〆

256 

お
年
は
、
国
連
の
青
年
の
年

が
ん
ば
れ
日
本
の
青
年
た
ち

二
百
数
十
人
の
家
肢
の
生
活
と

闘
い
を
支
え
る
た
め
に
は
、
財
政

活
動
が
第
一
。
物
品
販
売
で
は
、

支
媛
の
箆
が
り
と
と
も
に
、
毎
年

売
上
げ
が
伸
び
て
、

沖
電
気
の
仲

間
を
大
い
に
励
ま
し
て
い
ま
す
.

全
国
の
伸
聞
の
み
な
さ
ん
、
御

協
力
、
あ
り
が
と
う
・
七
番
目
の

正
月
を
元
気
に
迎
え
ま
し
た
。

爆
発
的
に
売
れ
た
ピ
l
ナ
ツ
で
す
.



1985"奪三2月 1 日

5万人の「支援する会」を

私たちは生きる楢判、働〈憎利を守るために沖

電気の仲間を物心両面から励まし、必ず勝手IJさせ

たいと思います。困艇な長期 の闘いも予想されま

すので、一人でも多〈の方がこの 「会J に加入し

全面勝利を闘 L、とるまでご支援 〈ださるよう 心 か

らよびかけ ます。(r支援する会」よびかけより)

会費 1口 200円/月

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース
l!B70l!i-(1 ) 

む
だ
り
の
白
骨
が
は
じ
ま
っ
た
・
雄
内
情
夫
は
怒
り
に
ふ
る
え
な
が
合
わ
せ
た
ら
示
知
し
な
い
ぞ
H

」

退
職
強
要
を
さ
れ
た
の
は
そ
う
い
ら
ど
な
り
か
-
足
し
た
・
魂
ま
で
会
社
に
負
げ
た
わ
げ
で

う
時
だ
っ
た
・
「
沖
電
気
の
ひ
ど
い
や
り
方
は
許
は
な
い
、
沖
電
気
に
対
す
る
く
や

多
く
の
仲
間
が
会
社
の
攻
容
に
せ
な
い
・
ど
う
決
位
す
る
か
見
届
し
さ
は
必
ず
附
ら
し
て
や
る
、
と

耐
え
て
が
ん
ば
っ
て
い
た
・
そ
の
け
る
ま
で
、
東
京一
を
離
れ
な
い
」
思
い
つ
づ
け
て
き
た
・

「私
は
か
な
ら
ず
職
場
へ
も
ど

仕
事
だ
っ
た
。
と
と
ろ
が
機
種
移
中
に
褒
も
い
え
「
安
に
ま
で
か
い
の
よ
う
な
自
に

り
ま
す
」
.
市
川
美
佐
子
か
ら
気
管
な
ど
会
社
の
都
合
で
、
無
線
機
雄
喜
夫
は
当
時
を
思
い
出
し
て

迫
の
あ
る
こ
と
ば
が
、
ど
と
で
で
憾
の
銅
盤
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
職
「
労
働
者
だ
か
ら
、
仕
事
の
ζ
と

L
L釘
F
ふ

み
-
滑
・

住

町

内

J

も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
へ
と
仕
事
が
か
わ
っ
ぺ
で
考
え
こ
ん
で
、
自
信

Z
E

i
-
-
-1tiki
一

〓

1

・
也
事

E
旨

E
咽
h~U43
u
u
m
A
菅田，、川‘.品、.

筒
た
た
き
と
い
最
重
で
「
み
ん
な
が
や
っ

5
5
2っ

た
」
と
い
乏
何
人
も

等

三

遊

ヰ

、

4
て

沖
電
気
を
や
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
か
ら
」
と
、
職
極
変
更
に
よ
る
教
の
人
が
プ
ラ
イ
ト
を
傷
つ
り
ら
れ

た
夫
、
焼
輝
夫
の
く
や
し
い
思
い
育
を
充
分
受
げ
る
ζ
と
も
な
か
っ
て
職
湯
を
去
っ
て
い
っ
た
の
だ
・
新
し
い
仕
事
を
開
閉
す
気
分
が
出
は
、
あ
ま
り
に
も
低
す
ぎ
た
・
雄

も
彼
女
は
背
負
っ
て
い
る
の
だ
。
た
・
先
輩
に
自
宅
ま
で
来
て
も
ら
自
律
神
経
失
調
症
に
な
っ
て
部
て
き
た
の
は
二
カ
月
た
っ
て
か
ら
喜
夫
は
職
場
を
奪
わ
れ
た
悲
惨
さ

っ
て
勉
強
し
た
り
し
た
が
、
は
じ
屋
に
と
じ
ζ
も

っ

て

し

ま

っ

た

彼

だ

っ

た

。

を

怒

り

を

も

っ

て

味

わ

っ

た

・

市
川
雄
wu
夫

(
引
歳
)
は
福
島
め
て
の
仕
事
で
、
プ
ロ
の
人
た
ち
に
、
際
長
か
ら
電
話
が
か
か
っ
た
・

日
明
初
は
配
電
盤
の
配
鰍
を
す
る
こ
年
後
、
知
人
に
約
わ
れ
て
ア

県
の
工
業
高
校
を
卒
え
、
昭
和
四
に
つ
い
て
い
く
の
は
大
変
な
ζ
と
「
仕
事
は
み
つ
か
っ
た
か
」
仕
事
だ
っ
た
・
零
細
企
業
で
給
料
パ

1
ト
の
近
く
、
「
金
型
」
を
造
へ
深
い
理
解
を
も
っ
て
く
れ
て
い

十
七
年
に
沖
電
気
品
川
事
業
所
へ
で
あ
っ
た
。
「
田
舎
へ
帰
っ
た
方
が
い
い
」
は
手
取
り
八
万
円
に
し
か
な
ら
ず
る
仕
事
に
か
わ
っ
た
・
保
育
園
へ
た
が
、
仕
事
が
忙
し
く
て
、
現
実

入
社
し
た
。
や
が
て
、
彼
の
仰
は
み
ん
な
か
「
奥
さ
ん
に
も
会
社
を
や
め
る
よ
首
を
切
ら
れ
た
饗
と
生
れ
た
ば
か
子
供
を
送
り
迎
え
す
る
の
に
便
利
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。

ク
ロ
ス
バ
ー
交
換
機
の
調
態
が
ら
離
れ
た
所
に
お
か
れ
、
本
を
腕
う
に
言
っ
て
く
れ
」
り
の
子
供
の
三
人
生
き
て
行
く
に
な
よ
う
に
と
、
経
営
者
も
神
争
駿
い
ま
は
電
力
会
社
の
制
御
機
舘

の
澗
獲
を
や
る
会
社
へ
落
ち
つ
い

た

。

全

国

各

地

へ

出

湿

し

て

現

地

」

ん

で

の

仕

取

が

多

い

が

、

争

続

団

の

や

姿
を
か
か
え
て
い
言
分
の
環
境

4

を

、

洗

い

ざ

ら

い

説

明

し

て

あ

る

あ

の
で
上
司
は
伺
か
と
便
宜
を
図
つ

て
く
れ
る
・
疫
の
争
議
団
ぬ
と
し

い

沖
電
気
で
夫
婦
と
も
川

て
の
日
一
躍
を
優
先
し
て
、
仕
事
の

川

働
い
て
い
ま
し
た
・
河
毎
日
月
、
仲
沼
気
の
首
切
り
で
、
雄
川

方
を
調
整
し
て
し
ま
う
乙
と
が
多

川

喜
夫
さ
ん
は
「
希
望
退
職
」
。
美
佐
子
さ
ん
は
指
名
解
雇
撤
い

い・

川
田
闘
争
に
。
五
歳
の
明
日
寄
ち
ゃ
ん
と
三
人
家
族
。

雄
喜
夫
は
、
低
気
の
知
識
を
活

?
i
z
-
-
E
2
1
5三
F
E
E
t
-z-25-ZEE-ミ
E
Z
E
E
-
f
s一-pz-z-zE一三
-r
一三川

か
せ
る
今
の
仕
事
に
や
り
が
い
を
思
っ
て
い
る
"
そ
の
た
め
に
も
袈
来
る
よ
う
に
屋
外
で
の
「
平
和
映

も
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
会
社
や
の
職
場
復
帰
に
か
げ
る
期
待
が
大
画
会
」
、
な
ど
成
功
さ
せ
て
い
る
。

同

僚

に

迷

惑

を

か

け

な

い

で

仰

い

き

い

の

だ

・

日

附

日

だ

と

い

う

の

に

、

ひ

つ

っ
ぱ
い
仕
事
に
打
ち
ζ
み

た

い

と

き

り

な

し

に

電

話

が

か

か

っ

て

き

て
、
テ
キ
パ
キ
と
受
り
答
え
し
て

れ
1
r
p
も

作
A
FJ

向
い
ENd-
h
E

い
る
彼
を
、
安
の
奨
佐
子
は
頼
も

t

;
?一
日
一
一

y
:
i

レ
げ
に
み
つ
め
て
い
た
・

A
日
U

治
せ
れ
ば

(霊)

そ
し
て
、
雄
喜
夫
は
静
か
な
口
は
ね
か
え
す
と
き
だ
l
lと
.

一
部
峨
労
、
部
教
組
、
東
京
土

…

劇
だ
が
、
舶
を
と
め
て
括
る
。
彼
は
沖
市
気
の
職
旧
制
を
想
わ
れ

…
建
全
逓
自
然
、
リ
y
カ
l
…

|
|
世
の
中
が
ど
ん
ど
ん
百
へ
動
た
く
や
し
さ
を
吹
き
と
ば
す
よ
う

…
ミ
シ
ン
な
ど
、
組
合
機
関
紙

…

い
て
い
る
、
臨
調
行
革
に
よ
る
「
合
に
、
地
域
に
ど
っ
し
り
と
綬
付
い

…
で
沖
電
気
争
識
を
と
り
あ
げ

…

理
化
」
、
そ
し
て
伎
術
革
新
の
な
た
活
動
を
続
け
て
い
る
.

一
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
と

…

か
で
、
働
く
者
へ
の
し
わ
ょ
せ
が
青
年
か
ら
八
十
歳
を
す
ぎ
た
お

一
ざ
い
ま
し
た
・
迎
世
間
を
強
め

…

は
げ
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
今
年
寄
り
ま
で
抽
出
め
て
の
ダ
ン
ス
パ

…
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

ζ
そ
、
民
主
勢
力
が
力
を
つ
け
て

1
テ
て
維
で
も
気
軽
に
参
加
出

r:ji---iji---il--L

肩
た

病た
気き
tz:で、

悩
み

£ 

首切リ語~A祉会を
沖電気の「合理イヒ」で職場を奪われたが、

妻の指名解雇撤回闘争を一緒に闘う。

(31歳)さ
ん夫ぉ

τ=量~

~ 
I=t 
き

雄JII 市げ

通
信
俊
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
益
、
三
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、

一
方
、
解
雇
後
の
殿
場
で
は
、

神
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京

・

九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
こ
し
て
新
工
場
の
建
股
な
ど
・
回
(
回
申
さ
ん
)
し
た
り
、
沖

七
O
償
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
九

O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
裁
判
傍
糊
を
理
由
に
、

営
危
犠
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
.
会
社
は
東
京
地
裁
は
か
四
仕
郁
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の

「符

r

f

J

'

望
退
職
」
藷
却
を
健
案
乙
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

と
退
職
強
嬰
に
応
じ
な
い
三
百

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も

「指
名
解
服
せ
し
め
を
強
め
、

「合
理
化
」

撲
で
は
三
井
三
池
争
犠
以
来
、
の
狙
い
は
、
成
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
。

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
庖
を
意
議
改
革
を
す
る
こ
と
」
と
賑
沖
む
気
争
織
団
の
七
十

一
人

強
行
。
そ
の
後
の
神
電
気
は
、
言
-
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
千
を
超
え
る
労

百
億
円
近
い
史
上
段
目
の
利
視
し
て
解
届

kι
と
と
も
明
白
.
組
や
、
一
万
四
千
人
の
「
支
綾

す
る
会
」
に
支
え
ら
れ、

八
二

年
十
一
月
に
は
、
支
媛
共
闘
会

械
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

作
っ
た
.

八
四
年
秋
に
は
、
全
国
規
模

の
運
動
|
=
一
十
六
都
道
府
県、

二
O
ニ
カ
所
で
忽
士
銀
行
、
沖

電
気
へ
の
行
動
。
四
十
万
人
の

磐
名
な
ど
ー
を
成
幼
さ
せ
、
仕

取
差
別
を
や
め
さ
せ
る
な
ど
の

成
果
を
勝
ち
取
っ
た
.
東
京
地

裁
で
の
和
解
交
渉
も
、
い
ま
山

協
を
迎
え
て
い
る
.

E
'

ほ
ん
と
う

偶
蹄

』

ヒ

の
シ
ャ
カ
の

3
・
-
」

仏
法
、
奇
蹟

吋

U
色

叫

を
生
む
震
力

胸
、
定

rを
持
つ
宗

、d
h
川
教
、
生
き
た

ae

掃
磁

仏
さ
ま
に
、

同
僚
お
ね
が
い
で
き
る
.
ー
を

宣
伝
文
句
に
阿
合
宗
(
あ
と
ん

レ
ゅ
う
)
と
い
う
宗
教
団
体
が

ラ
ジ
オ
や
雑
誌
で
名
を
売
っ
て

い
る
・
V
そ
の
宗
教
団
体
の
道

場
(
三
千
人
は
収
容
)
が
沖
電

気
争
犠
団
事
務
所
前
に
建
股
が

進
ん
で
い
る
.
隣
媛
す
る
マ
ン

シ
ョ
ン
の
綴
営
者
や
学
校
、
住

民
は
三
回
の
静
か
な
環
焼
の

と
と
ろ
へ
出
現
す
る
H

宗
教
H

に
協
犠
会
を
作
り
、
対
策
を
統

げ
て
い
る
V
騒
音
、
日
照
、
そ

し
て
宗
教
そ
の
も
の
に
つ
い
て

.
沖
電
気
争
諮
問
も
含
め
て
、

道
樹
へ
の
見
学
も
行
っ
た
.
体

が
く
っ
つ
く
ほ
ど
ビ
y
シ
リ
入

っ
た
泊
財
で
、
削
始
者
は
「
世

界
平
和
は
、
お
題
目
だ
け
で
は

だ
め
だ
、
実
践
が
必
要
.
近
隣
の

人
た
ち
と
の
友
好
も
必
要
」

と
脱
い
て
い
た
が
、
税
教
だ
け

で
は
駄
目
だ
.
実
践
し
て
ほ
し

い
、
が
参
加
者
の
聞
だ
っ
た
.

盤
感
を
使
っ
て
.
(
松
臨
時
)

257 



(2 ) 

考えるシリーズ

図

鋼1170宅曹指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

た
.
人
間
と
人
間
の
間
だ
げ
で
な

く
、
人
間
と
自
然
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
も
健
実
に
少

な
く
な
っ
て
来
ま
し
た
.

私
は
、
今
の
日
本
の
社
会
シ
ス

テ
ム
で
の
、
情
報
化
は
、
増
々
、

国
民
と
、
大
企
業
と
の
矛
盾
を
深

め
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
.

大
企
業
は
今
、
も
の
す
と
い
動
い

で
、
情
報
化
を
推
し
進
め
て
い
ま

一
也
公
社
が
今
年
四
月
か
ら
民
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
を
進
め
る
部
門
一
の
労
働
者
を
整
理
し
た
」
と
、
格
化
し
て
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
も
向
上

1
の
世
界
で
す
・
そ
レ
て
、
段
適
す
・
そ
れ
は
同
時
に
、
白
か
ら
の

蛍
化
さ
れ
る
・
電
電
民
蛍
化
後
の
で
、
働
ら
い
て
い
る
一
労
働
者
の
濠
語
し
て
い
ま
し
た
・
半
年
が
か
し
て
、
と
の
傾
向
を
増
々
、
増
強
解
し
か
出
し
ま
せ
ん
・
実
に
簡
単
墓
穴
を
掘
り
進
め
て
い
る
ζ
と
で

い
わ
ゆ
る
C
&
C
(
コ
ン
ビ
ュ

l

立
場
で
、
日
頃
、
感
じ
て
い
る
ζ

り
で
、
あ
る
設
計
見
積
り
プ
ロ
グ
し
て
い
ま
す
・
そ
し
て
、
皮
肉
に
に
解
が
出
ま
す
・
苦
レ
み
や
、
悩
も
あ
り
ま
す
・

タ
&
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
)
取
と
を
述
べ
て
み
た
い
.

ラ

ム
を
開
発
す
る
と
、
「
お
か
げ
も
、
そ
れ
を
巡
め
て
来
た
.
N

E

み
が
あ
り
ま
せ
ん
.
感
情
が
あ
り
現
状
の
ま
ま
、
情
報
化
が
進
む

幾
に
、
米
国
I
B
M
、
ア
メ
リ
カ

.

さ
ま
で
、
私
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
、
C
の
職
場
も
、
十
年
、
い
や
五
年
ま
せ
ん
.
不
思
議
な
も
の
で
、
コ
と
増
々
、
労
働
争
議
が
続
発
し
、

電
信
電
話
会
祉
を
は
じ
め
、
日
本

首

切

リ

の

J
一
一
人
別
の
所
に
配
置
変
え
で
き
ま
で
大
き
く
塁
り
し
ま
し
た
園

ン
ビ
ュ

1
5か
り
使
っ
て
仕
事
闘
う
労
働
者
の
姿
に
触
発
さ
れ
、

以
純
一
討
u
h
H

塩
具
と
友
一
U
U
」し見
U

H

何
人
閣
の
ゆ
を
;
、
二
日
目
九
日
幻
一
M
M
一討はい日

N
E
C
も
、

今
年
は
総
て
の
企

コ

を

ふ

で

考

会

の

き

見

て

プ

ヲ

lcZ7i
で
は
ど
病
を
持
思
わ
れ
ま
す
・

持]イ
h
M
M
U
蝕
む
目
時
わ
れ
七
一
一
抗
日
一
日
ι
H
u
l
u
u

コL
t
s
t
タ
い約一一料一一日

争
に
勝
ち
ぬ
く
為
の
「
企
業
体
質
で
は
、
必
ず
、
人
ベ
ら
し
、
合
理

会
社
に
出
向
さ
せ
た
り
、
千
臣
官
切
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
世
界
は
、
。
、
す
が
、
深
刻
な
問
題
だ
と
思
い
ま

の
強
化
」
と
称
す
る
労
働
者
締
め
化
の
迫
只
と
し
て
使
わ
れ
る
・
私
っ
た
り
し
て
、
切
り
捨
て
て
い
く
。

「矧

---
E
L
F
7一
す
・

-J
R
こ
k
u
E
O

付
け
が
始
ま
っ
て
い
る
・

の
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
あ
る
鉄
工
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
が
、
コ
ン

「
同
一
此
一

a
E凹

情
報
化
社
会
と
は
何
な
の
か
・

関
係
の
大
手
メ
ー
カ
ー
は
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
で
す
・
霊
雪
、
コ

一

U
一
i

二

-三

N
E
Cの
職
場
で
、
他
の
企
業
の
ピ
ュ

lタ
導
入
に
よ
り
コ
一
一
分
の
ン
ピ
ュ

la、
高
性
能
、
標

的

嗣

到

U
U
U
U

邑
一
副
余
一
川
一2
一，b
一
I

己
一
ト

常

一

万

一

当

日

機
一
山
市
涯
一
J
UJ一
ι一
早

電

一

闘

員
一
一
一

・
ー一
I

る
訂
叶
斗
l
寸
斗
l
↓ー

す

一

的

必

O
一2
一
一

o

新

一
例

担

金

川

一在

日

更

一

々

臼

配

一札

沼

一樹

岳

山

Z

4
4
A

-
a
p
 

4

ま
reの高最上史

わ
た
し
の
意
見
は
三
=
三
=

本

さ
¥
日
本
電
気
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
/

ん

/

利

用

技

術

。
斜

歳

¥

多

謙

c
o
v
C社会一旬、
J

コ
}
一
三
午
Y
S
M

一

を
失
ク
，

V
泉
克
膚
さ
ん

(広
島
)

広
島
菜
.

V
南
部
法
律
事
務
所

ク
y
キ

ー
一
箱
.

日
本
電
気
の
町

光
と
陰

側

皮
肉
な
と
と
に
、
電
語
や
、
テ
日
本
電
気

(N
E
C)
は
、
通

レ
ピ
会
援
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l

信
機
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、

電
子
部

シ
ョ
ン
、
ッ
l
ル
の
発
展
と
反
化
品
の
二
兆
円
企
業
だ
・
そ
の
大
企

例
し
て
、
人
間
の
廷
の
コ
ミ
ュ
ニ
楽
に
働
く
伸
聞
か
ら
見
た
N
E

C

ケ
l
シ
ョ
ン
が
、
失
な
わ
れ
つ
つ
が
こ
の
本
で
あ
る
。
解
回
、
健
康

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
.
手
紙
を
破
壊
、
低
賃
金

.
晴
や
か
な
エ

普
い
て
、
自
分
の
意
思
を
相
手
に
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
説
、
そ
こ
で

伝
え
た
り
・
面
制
酬
を
通
し
て
の
、
働
く
伸
聞
の
告
発
に
は
、
迫
力
が

お
互
い
の
、
感
情
の
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
.
あ
な
た
も
、
ぜ
ひ
一
統
を
.

級
会
が
少
な
く
な
っ
て
来
ま
し

注
文
は
、
沖
・
支
援
す
る
会
へ
.

V
東
京
合
同
法
律
事
務
所

V
米
国
義
広
さ
ん

(
広
島
市
職

V
北
村
利
夫
さ
ん

(
東
京
・
港

V
運
輸

一
般
神
田
支
部

V
東
経
大
(
八
王
子
)

コ
ー
ヒ
ー
。

お

菓

子

。

労

)

広

島

菜

・

区

議
会
開
地
内
H
)

ぶ

た

肉

。

せ

っ

け

ん

・
き
し
め
ん
・

吉
本
・

V
都

民

中

央

法

律

事

務

所

主

「

草
T
さ
ん

g

E港
地
区
委
員
会

問

剥

網

開

輔

副

趨

舗

闘

訓

腿

コ
ー
ヒ
ー
。
ピ
l
ル
ほ
か
。

衣

類

な

ど

。

キ

ウ

イ

一

箱

・

8
E
E自
B盟
国
国
自
由
置
圃
園
田
盟
国
自

E
E
E

V
鎌
田
弘
之
さ
ん
(
摘
さ

V
全
国
税
、
芝
分
会

(
東
京
)

V
恩
田
耕
一
郎
さ
ん
(
東
京
都

V
引例年
の
年
末
行
聞
の
地
方
発
賎
団
員
を
感
激
さ
せ
ま
し
た
・

衣
類
な
ど
。

消
酒
・

議

会

織

品
)
ウ
イ
ス
キ
ー
・

送
の
梱
包
荷
作
り
を
、
汐
留
駅
「
一
緒
に
作
業
し
て
、
述
帯
感

ヤ

a
v
a師
事
金
田
W

3
7
7
2
1

汗
刈
パ
オ
ー
バ
ー
い
は
汁
ミ
ゴ
ワ

日
本
電
気
は
日
目
指
の
本
社
ピ
ル
も
計
画
↓
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V
下
村
三
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1985年 2月 1日支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)，巨'70号(3 ) 

(岡酬橋重 酬~\

日
大
医
学
部
盤
形
外
掛
腰
痛

へ川

JX
U
え
μ・'
t
t
A
4

教
室
グ
ル
ー
プ
で
は
、
腰
痛
に
叫

!

μ
 

F
む

は
「
般
の
そ
り
が
段
も
恕
く
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
姿
勢
を
保
つ

(
リ
ヌ
同
町

J
A
こ
と
、
適
度
の
運
動
、
特
に
腰

「
M
H

筋
強
化
運
動
が
大
切
」
と
お
し
・

i
h
d
Y
1b

え
て
い
ま
す
.

ーみ
h
-
4
α
4

人
聞
は
、
脊
椎
の
形
は
般
か
山

1

ら
見
る
と
皇
字
に
な
っ
て
い
て

ト

サ
4
9
z
u
u

剛

臨

む

υU4
こ
の
た
め
蓄
が
慈
く
な
る
と

九
目
、
・

-
VF
K
Q手
形
の
た
め
富
に
変
化
が

川

却

げ

れ

v
d
E
1
起
き
、
腰
痛
を
生
じ
ま
す
・
特

ち

闘

入

f
v、

に
脊
維
を
支
え
る
筋
肉
が
世
間
ち

・

持

を

を

を

ざ

力

〉

て

く

る

と

股

が

出

た

姿

勢

と

な

…

物

ひ

に

仁

り

、

腰

の

そ

り

(脊
推
の
構
造

ク

に

〈

の

う

ち

下
の
部
分
に
当
り
前
方

』

ツ
因

:

E

ギ

原

)

「

F

溢
血
し
て
い
る
)
が
強
く
な
J

Z

W寸
三

、
と
れ
が
需
を
起
ζ
す一

叩

勢

起

;
(
、
b
口
U
O
海
の
原
因
と
な
り
ま
す
・

伸
一
昨

ひ

と
の
阪
の
そ

2
g関
連

一

ζ

リ

あ

る

も

の

は

腹

筋

力

の

低

下

で

川

腹

筋

に

力

を

と
の
た
め
腹
筋
の
強
化
が
腰
痛

~

を
予
防
す
る
と
と
に
な
り
ま

入
れ
て
・
・
・

す
.
ま
た
、
物
を
持
ち
上
げ
る

川

さ
て
、
日
常
の
生
活
、
大
切
時
に
は
、
ギ
y
ク
リ
腰
に
な
ら

h

な
仕
事
を
や
り
疲
く
恕
欲
に
障
な
い
よ
う
に
「
腹
筋
に
力
を
入
.

害
と
な
る
腰
痛
は
、
大
抵
の
も
れ
」
て
膝
(
ひ
ざ
)を
曲
げ
な
が

れ

の
は
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
ら
の
盗
動
を
と
る
と
と
で
す
・

き
、
医
師
の
治
療
を
う
げ
な
く
(
出
典
は
日
大
医
学
部
盤
形

制

と
も
治
す
ζ
と
が
で
き
ま
す
.
外
税
腰
痛
教
室
グ
ル
ー
プ
)
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ぬ
轡
品
轡
織
轡

「
町

品

Z
JhfilMげは

h
U
1

…

i

i

j
i
=

支
部
)

一

、

r
?寸
ド
ト
F
K

一
日
本
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大
会
今
日
産
M

と
闘
う

川

ク

イ

ズ

当

選

者

一

重

量

完

(沖
電
気

争

章

一

vurNU
一
仲
間
が
、
議
合
と
は
何
か
。

一

=

-
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-
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-星
野
和
俊
さ
ん

(群
馬
)
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.
町
叶

l
川
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一
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
.
働
く
者
の

川

一一、，
E

一

争
正

提

言

廃

絶

」
で
し

・
中
根
宣

言

(日
本

海

竺

示

通

a
一
生
活
と
織
利
害
る
た
め
に
、
ぁ

…

た
・
次
の
み
な
さ
ん
に
、
図
曾
券
定
職
組
芝
浦
支
部
)
一

F
u
h
l町
臥
血
副
和

一
な
た
も
連
帯
の

一
冊
を
/

密

O
U

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
・

-
松
本
豊
さ
ん
(
東
京

)
r
i
l
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{
}
l
1
1
1〈
し
四
六
一
一
|
一
一
四

1
0四
八
九
・

-
大
熊
憎
さ
ん

(
崎
玉
)

.
松
本
秀
子
さ
ん

(東
京
)

・

幽

国

明

開
脳
田
園
田
監
露
間
け
t
則
B
E
E
t
-田

.

-
Z一一郎
さ
ん
(
東
京
交
通
労
ま
ち
が
い
の
中
に
は

「
カ
ク

…

木

争

闘

幽

翠

軍

国

喝

一

組

事

務

部

)

へ

イ

キ

ゼ

ッ

ハ

イ

」

「

カ

ク

へ

イ

…

厚

闘

闇

閣

制

圃

喝

、
常

一

T

F産
主

ん
(
岩
手
)
キ
ハ
イ
キ
」
な
ど
が
あ
り
き
だ

屋

倒

噂

画

罵

繍

羽

詰

?

ん

(

郡

富

山

口

弓

」

に

と

が

…

日

韓

蹴

闘

関

川

出

…

.
松
本
梅
子
さ
ん
(
都
職
労
目
黒

沖・支援する会の望年会は
114人が参加。佃 12制

あ
な
た
は

も
う
老
人
?

長
時
間
同
じ
姿
勢
で
い
た
り

悪
い
姿
勢
で
仕
事
を
す
る
と
腰

が
痛
み
ま
す
・
乙
れ
が
わ
ず
か

な
時
間
内
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、

二
、
三
目
で
治
っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
仕
郁
で
毎
日
の
よ
う
に

H

惑
い
襲
帆
ヂ
を
し
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
し
た
ら

慢
性
の
腰
痛
に
な
り
ま
す
.

腰
痛
は
、
お
年
寄
り
の
病
気

み
た
い
で
す
が
、
近
と
ろ
は
若

い
ひ
と
の
中
に
も
n
腰
が
痛
い
川
H

と
言
っ
て
お
尻
の
上
を
た
た
い

て
い
る
光
債
を
よ
く
見
ま
す
。

デ

l
ト
の
取
中
に
腰
が
痛
い
か

ら
、
と
お
尻
を
ト
ン
ト
ン
ト
ン

ト
ン

.

ベ

ン

チ
で
日
な
た

ほ
っ
と
を
楽
し
む
お
年
寄
り

が
、
お
尻
に
手
を
や
る
あ
な
た

の
姿
を
見
て
H

連
帯
感
H

を
も

つ
か
も

殿
、三(2):::87
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在
の
神
電
気
争
犠
の
闘
争
過
程

川

k
、

回
・
・
・

は
ま
さ
に
こ
と
に
き
て
い
る
と

川

h--------・

思
い
ま
す
・

川
ロ
月
υ
同日

ソ一
丁
支
媛
す
る

・
・
・
・
司
喝
場
切

っ

ぺ

一

条

の

光

を

、

全

員

職

場

復

川

会
忘
年
ム
『

同
・
司

J--t

帰
完
全
勝
利
と
い
う
大
き
な

1
5日

仕
事
差
別
事
件

一

・

圃

¥

一一
て

利

の

光

に

す

る

た

め

に

も

と

れ

川

と
の
目

2見
の
仕
事
に
・

1
4・
・
・
E
F
Vf

f
F

ま
で
以
上
に
支
般
の
輸
を
大
き

川
ロ
月
門
日

日
本
テ
レ
ビ
争
誠

一

4
aRM切

く
広
げ
闘
い
を
発
展
さ
せ
な
け

川

最

終

義

aE'tJ-F量
れ

ば

な

り

ま

せ

ん

a

沖
電
気
は
川
ロ
月
引
日

大
日
本
印
刷
争
議

一

f臨
も

と

よ

り

?

に

労

働

者

川

東
京
地
裁
で
震

i
a
p

の
首
切
り
の
自
由
は
認
め
さ
せ
川

ロ
月
白
日

池
貝
鉄
工

・
団
結

O
A
-
デ
ー
タ
通
信
機
践
の
保
は
、
団
体
交
渉
の
府
上
、
「
懲
戒

由

沖
電
気
争
援
団

・
家

族

の

み

な

い

闘

い

が

、

白

要

で

あ

り

ま

川

も
ち
つ
き
大
会

円い均九日
l
u
u
諮問十九一日一っさで

一
一一一位
l
i
M
都
人
ベ
ら
し
「
合
理
化
」
に
反
対
し

一錨
一
詩
句
長
一寸目

支援する会望年

九
月
に
、
板
童
文
契
と
い
う
郵
私
逮
は
こ
の
問
、
東
京
都
労
働

一

帰
完
全
勝
利
お
め
で
と

2
心

一

沖

一

主
主
義
を
守
る
闘
い
と
結
合
さ

つ

月

百

「
菌
さ
せ
る
会
」

軒
川
町
村
詩
み
は
は
レ
計
一

一
同日一
H
u
h
-
祈

民
主
主
義
を
守
ろ
う
一竺

一
日
刊
誌
錦
川
町
長
話
れ

あ
し
か
ら
始
ま
り
、
団
交
喜
・
う
と
共
に
、
港

・
千
代
田

・
中
央

m

争
騒
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
す

E

a

き
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

川

告
笠
宮
・

従
業
員
組
合
の
デ
ッ
チ
あ
げ

・
主
の
各
区
労
協
を
は
じ
め
、
全
金
や

一

ぐ
の
集
会
で
中
山
代
表
(
沖
電
歩
を
あ
る
き
だ
す
た
め
に
み
な
を
歩
く
様
な
闘
い
の
な
か
で
多
れ
ま
で
の
先
の
見
V

え
な
い
暗
い
す
・

川

任
か
ら
平
に
降
格

・
事
務
職
や
営
争
犠
団
の
皆
さ
ん
の
支
回
躍
を
受
け

一

気
争
議
団
)
が
あ
い
さ
つ
の
な
さ
ん
の
知
恵
を
か
し
て
も
ら
い
く
の
支
療
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
闘
い
に
や
っ
と
一
条
の
光
が
見
争
援
団
員
の
み
な
さ
ん
が
健

川

警
ン
等
ド
ラ
イ
バ
ー
量
っ
た
な
が
ら
社
前
暴
行
動
車
ね
、

一

か
で
雷
わ
れ
た
「
代
表
に
は
な
た
い
」
と
、
雷
わ
れ
た
震
が
と
は
更
団
員
の
み
な
さ
ん
え
て
き
た
所
だ
と
思
い
ま
す
・
康
で
し
か
も
笑
顔
で
い
き
い
き

川

事
も
な
い
人
を
機
械
盤
備
や
保
守
団
体
憎
む
名
行
動
で
は
一

0
0
0回

一

っ
た
が
何
か
ら
、
ど
う
手
を
つ
今
で
も
私
の
記
憶
に
鮮
明
に
残
は
常
に
不
安
に
さ
ら
さ
れ
て
い
苦
か
ら

H

十
毘
の
泊
は
九
里
を
と
御
活
組
を
さ
れ
る
ζ
と
を
祈
川

マ
ン
(
峨
俗
の
定
期
点
検
や
修
理
体
を
越
え
る
署
名
が
、
集
ま
り
ま

一

け
ど
う
進
め
て
い
げ
ば
良
い
の
っ
て
お
り
ま
す
・
こ
れ
ま
で
の
た
と
思
い
ま
す
・
し
か
し
今
日
も
っ
て
な
か
ば
と
す
べ
し
H

の
念
申
上
げ
ま
す
。
共
に
が
ん
ば

川

を
す
る
人
)
に
。
ま
た
、
東
京
か
し
た
白

一

か
わ
か
ら
な
い
、
覇
の
第
一
長
い
そ
し
て
真
暗
な
ト
ン
ネ
ル
ま
で
一

人
の
脱
落
者
も
な
く
争
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
が
、
現
皇
し
よ
う
・

(

金

塚

)

川

ら
函
館
へ
の
遺
制
地
配
転
を
強
付
乙
の
隙
な
多
く
の
支
援
に
よ
っ
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す
る
等
、
第
一
組
合
で
銭
っ
て
い
て
、
昨
年
の
十
二
月
二
十
七
日
に

る
二
十
四
名
の
組
合
口
に
対
す
る
は
、
東
京
地
裁
よ
り
、
「
解
匝
は

中

不
当
労
働
行
為
を
虫
ね
て
い
ま
無
効
」
の
地
位
保
全
仮
処
分
の
決
転
降
格
を
や
め
ろ
」
、
「
切
年
末

A
抗
議
先
V

港
区
西
新
精
子

一

す

・

定

を

勝

ち

取

る

取

が

出

来

ま

レ

以

降

の

一

時

金

を
支
給
」

、

「す

三

六

l
一
新
橋
緩
ピ
ル
新
興

一

そ

し

て

昨

年

の

+

一

月

十

五

日

た

・

べ

て

の

不

当

労

働
行
為
を
や
め
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
代
表
取
締

中

に
は
、
委
員
長
を
含
む
五
名
の
組

ζ
の
地
裁
決
定
を
一
つ
の
足
場
ろ
」
と
、
闘
い
を
前
進
さ
せ
る
決
役
社
長
板
倉
蛍
文
美

雷
四
三

一

合
同
が
、
「
日
年
末

-w年
円

以

期

に

一

月

二

十

五

日

に

は

、

「

金

金

窓

で

す

・

六

l
O六
一
一

由

一
時
金
の
支
払
い
要
求
と
、
不
当
新
興
サ
ー
ビ
ス
争
議
支
要
望
み
な
さ
ん
の
、
御
支
聖
書

A
激

励

号

室
同
じ
・

一

配
転
惚
厨
」
を
求
め
て
指
名
ス
ト
験
」
が
結
成
さ
れ
、
「
五
名
の
不
導
を
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
金
金
新
興
サ
ー
ビ
ス
支
部

雷
四

一

に
入
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
会
社
当
解
屈
を
撤
回
」
、

「
不
当
な
配

す
・

=

一

=

一l
六
三
四
四

国
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五
人
の
解
雇
な
ど
不
当
労
働
行
為

慢強襲)
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金

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニ ュース

新
興
サ
ー
ビ
ス
支
部

持メ示

1985'"奪三2月 1 目

高屋さん
沖
也
気
争
犠
図
、
高
崎
支
部
の
高
屋
修
さ
ん

と
塩
野
厚
子
さ
ん
の
結
婚
式
は
、
一
月
十
五
日
、

高
崎
商
工
会
議
所
の
ホ
l
ル
に
、
三
O
O
人
を

こ
え
る
伸
向
か
診
加
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
・

群
馬
合
唱
団
な
ど
で
、
活
躍
中
の
二
人
と
い

う
こ
と
あ
っ
て
、

式
は

n
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
u

の
よ
う
に
。
岩
手
大
の
後
裁
で
、
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
き
た
が
わ
て
っ
さ

ん
や
、
沖
電
気
争
議
団
の

M

こ
ぶ
し
パ
ン
ド
M

な
ど
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
演
察
.
フ
ィ
ナ
ー
レ
も
高

屋
さ
ん
夫
婦
の
歌
.
参
加
者
全
日
に
は
二
人
の

演
奏
テ
l
プ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
.

ん
さ

合

長

'
d

組

員

川

川

働

委

書

司

労

行

ぶ

訓

湾

執
港

部

E
'
h
本
支

田

明

日

京

会

全東
融
制
団
を
一
本
に
ま
と
め
て
遮
扇

を
す
す
め
で
と
ら
れ
た
中
山
代

表
の
指
導
性
と
団
員
同
意
の
力

強
い
連
宮
市
と
団
結
に
改
め
て
敏

意
を
表
レ
ま
す
.

運
動
の
進
展
状
況
は
、
支
復

す
る
会
ニ
ュ
ー
ス
の
「
は
た
ら

く
」
で
文
、
港
区
担
当
の
市
川

さ
ん
か
ら
報
告
を
受
付
て
お
り

ま
す
が
都
労
蚕
で
の
勝
利
、
地

裁
か
ら
の
和
解
勧
告
等
は
、

ζ
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百
年
〉

川
1
月
6
回

全
日
自
労
東
京
の

川

旗
ぴ
ら
き
.
乙
の
日
か
ら
た

川

く
さ
ん
の
「
旗
ぴ
ら
き
」
に

川

参
加
.

川

1
月
7
田

島
島
(
東
京
)
支

州

録
す
る
会
幹
事
会
.

川
1
月
間
日

中
央
共
闘
会
議
の

州

都
務
局
及
び
幹
事
会
.

川
1
月
ロ
日

名
古
屋

・
新
幹
線

川

公
害
の
東
京
事
務
所
聞
き
・

、
川

1
月
刊
日

高
屋
さ
ん
結
婚

川
式。

‘
川

1
月
刊
四
日
中
央
区
(
東
京
)

州

支
復
す
る
会
が
宣
伝
行
動
・

川

1
月
門
日

東
京
争
犠
団
の
春

川

闘

討
論
抽
出
ム
有



5万人の「支援する会」を

私たちは生きる僧零IJ、働〈償利を守るために沖

電気の仲間を物心両面から励まし、必ず勝利させ
たいと思います。困難な長期的闘いも予想きれま
すので、一人てるも多くの方がこの 「会J に加入し

全面勝利 を闘いとるまでご支援〈だきる よう 心か

らよびかけます。(r支援する会」よびかけより)
会費 1口 200円/月

1985年 3月 1日指名解雇された沖電気の仲間を支緩する会ニュース

発

行

所

支緩する会$務局
事務所東京都港区三国

3-2-20 

電話 (03) 451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名 沖電気の不当解雇

を徹固させる会

第 71号

198 5年

3月 1日

固捌日|

鋼管ワ 1電量)
 

1
 

(
 

沖
電
気
争
議
団
平
和
委
員
会
の
事
務
局
長

荒
木

貞
さ
ん
に
聞
く

通
信
繊
三
大
メ
1
カ
の
一
つ
益
、
三
千
人
を
よ
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
服
後
の
職
煽
で
は
、

.す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
一
一

沖
電
気
工
業
(
本
社

・
策
京

・

九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
年
十
一
月
に
は
、
支
援
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二
レ
て
新
工
場
の
建
設
な
ど
・
庖
(
田
中
さ
ん
)
レ
た
り
、
神
織
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

七
O
僚
、
一
万
三
干
人
)
は
「
経
九
O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
貌
判
傍
聴
を
理
由
に
、
作
っ
た
.

蛍
危
媛
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
.
会
社
は
東
京
地
裁
は
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
ど

の

、

見

八

四
年
軟
に
は
、

全
国
規
模

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の

「希

'

J

の
運
踊
=
一
十
六
都
道
府
県
、

ノ

r

r

r

ノ
-
r
s

望
退
職
」
募
集
や
官
提
案
こ
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

こ
O
ニ
カ
所
で

g
士
銀
代
沖

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

電

気

へ

の

行

動

・

四

十

万

人

の

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
雇
せ
し
め
を
強
め
、
「
合
理
化
」
署
名
な
ど
ー
を
成
功
さ
せ
、
仕

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る

.

事

差

別
を
や
め
さ
せ
る
な
ど
の

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
麗
を
意
識
改
革
を
す
る
乙
と
」
と
証
沖
電
気
争
議
団
の
七
十
一

人

成

果
を
勝
ち
取
っ
た
.
東
京
地

強
行
・
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
言
-
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
平
を
超
え
る
労
裁
で
の
和
解
交
渉
も
、
い
ま
山

百
億
円
近
い
史
上
飯
高
の
利
視
し
て
解
庖

-Kと
と
も
明
白
.
組
や
、
一
万
四
千
人
の
「
支
媛
場
を
迎
え
て
い
る
・

-
今
年
は
核
廃
絶
へ
む
け
て
の

う
と
い
う
動
き
に
怒
り
を
お
ぼ
え
動
を
や
ろ
'?と
い
う
ζ
と
で
有
志

運
動
が
盛
り
あ
が
っ
て
き
て
い
ま
ま
し
た

・

が

集

っ

て

『

神

電

気

平

和

委

員

会

』

す
が
、
荒
木
さ
ん
は
、
沖
電
気
争
骸
問
中
広
競
争
を
や
め
る
こ
と
に
を
作
り
ま
レ
た
.
街
頭
宣
伝
や
署

搬
図
と
し
て
の
活
動
を
や
り
な
が

よ
っ
て
ア
フ
リ
カ
の
飢
餓
や
、
筒
名
行
動
、
合
宿
学
習
会
、
平
和
ピ

ら
平
和
運
動
へ
も
力
を
入
れ
て
い
祉
の
問
題
も
、
た
ち
ど
と
ろ
に
解
ク
ニ
γ
夕
、
原
水
禁
大
会
へ
の
診

ま
す
ね
・

決

す

る

ん

で

す

」

加

な

ど

の

活

動

を

し

て

い

ま

す

」

「
核
兵
器
は
ど
非
人
道
的
な
も
・
沖
電
気
争
蟻
団
に
は

「平
和

の
は
な
い
レ
、
級
戦
争
で
殺
さ
れ
安
員
会
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

る
の
は
イ
ヤ
ダ
と
い
う
単
純
な
思

す
が
、
出
来
た
キ
ジ
カ
ケ
は
.

い
か
ら
は
じ
め
ま
し
た
・
「
直
接
の
キ
y
カ
ケ
は
一
九
八

震
近
、
事
務
所
の
近
く
に
あ
る
二
年
に
聞
か
れ
た
国
連
軍
縮
総
会

中
学
で
平
和
教
育
の
い
つ
か
ん
と
に
日
本
の
代
表
団
の
一
人
と
し
て

し
て
毎
年
広
島
へ
修
学
旅
行
に
行
診
加
し
た
と
と
。

ζ
の
時
は
私
た

っ
て
い
た
の
が
、
各
方
面
か
ら
ク
ち
一
部
の
人
た
ち
が
入
国
拒
否
に

レ
l
ム
が
つ
い
て
廃
止
に
な
っ
た
あ
っ
て
カ
ナ
ダ
へ
行
っ
て
反
桜
を

と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
.
図
訴
え
て
き
ま
し
た
が

曲
目
館
で
感
四
四
文
集
を
腕
ん
だ
の
で
そ
れ
か
ら
、

沖
電
気
が
ソ
l
ナ

す
が
、
純
粋
な
気
持
で
や
れ
ば
核

l
、
ソ
ノ
ブ
イ、

電
子
機
鰭
な
ど

戦
争
を
起
乙
さ
ず
に
す
む
と
か
、
兵
鰭
の
生
産
を
し
て
お
り
、
日
本

結
婚
し
て
か
ら
も
子
ど
も
に
核
戦
電
気
と
協
同
で
パ
シ
チ
シ
ス
テ
ム

争
の
悲
惨
さ
を
話
し
て
い
き
た
の
開
発
に
た
ず
さ
わ
る
な
ど
、
軍

い
、
な
ど
と
園
田
い
て
い
ま
し
た
.
需
生
産
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て

い
ま
、
高
校
生
や
若
い
人
た
ち
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
・

の
聞
に
平
和
運
動
の
芽
が
拡
が
つ

ζ
う
い
う
こ
と
を
話
し
合
う
な

て
い
る
一
方
で
、
そ
れ
を
つ
ぶ
そ
か
で
、
争
犠
団
と
し
て
も
平
和
運

年
間
千
人

』

巴

に

一

人
の
割

E
-ゐ
合
い
で
在
職

叫

似

旬

開

死
亡
が
起
き

旬

、

与

て
い
る
と
い

o
iぅ

.
慢
性
化

a-

s‘
し
た
長
時
間

過
密
労
働
で
健
康
の
破
畿
が
進

む
V
国
体
の
サ
y
カ
l
選
手
や

学
生
時
代
に
は
剣
道
部
の
主
将

を
経
験
し
た
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の

死
亡
の
例
も
少
く
な
い
.
二
月

二
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
、

電

機
の
伸
聞
の
「
長
時
間
労
働
の

シ
ン
ポ
ジ
ュ

l
ム
」
で
も
、
多

発
す
る
在
職
死
亡
の
報
告
が
つ

ぎ
つ
ぎ
と
報
告
さ
れ
た
V

「お

父
さ
ん
は
、
会
社
と
結
婚
し
て

し
ま
っ
て
、
家
に
は
ほ
と
ん
ど

帰
ら
な
い
」
と
、
家
庭
破
綾
の

例
も
少
く
な
い
.
ほ
と
ん
ど
の

企
業
は
、

O
A、
F
Aの
導
入

を
進
め
る
一
方
で
、
よ
り
濃
度

の
高
い
仕
事
と
ノ
ル
マ
を
労
働

者
に
抑
し
つ
り
て
い
る
V
秘
学

技
術
の
発
展
を
、
労
働
者
に
と

っ
て
有
益
な
る
も
の
に
す
る
た

め
に
は
、
現
場
か
ら
、
告
発
運

動
を
含
む
闘
い
が
必
要
に
な
っ

て
い
る
と
痛
感
す
る
昨
今
で
あ

る
.
沖
電
気
争
議
の
と
れ
ら
の

闘
い
と
の
連
係
も
鐙
嬰
だ
(
真
)
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佐藤辰美さん
(沖電気争議団)

八
/
イ
市
民

怯
徒
主
き

東
京
か
ら
パ
ン
コ
ッ
ク
ま
で
六
い
公
園
の
中
に
大
理
石
で
作
っ
た

た
H

ホ
l
お
じ
さ
ん
M

に
、
全
国

時
間
.
パ
ン
コ

ν
ク
か
ら
ハ
ノ
イ
ホ
l
チ
ミ
ン
廟
が
あ
り
、
日
随
白
か
ら
会
い
に
く
る
.
外
務
省
、
国

が
二
時
間
.
合
計
八
時
間
で
、
べ
に
は
市
民
、
子
ど
も
た
ち
が
数
キ
立
銀
行
な
ど
が
あ
る
ハ
ノ
イ
は
政

ト
ナ
ム
の
首
都
ハ
ノ
イ
市
に
着
ロ
の
列
を
つ
く
り
、
冷
凍
に
さ
れ
治
の
中
心
地
で
あ
る
・

く
.
時
差
は
ち
ょ
う
ど
二
時
間
遅

れ
で
あ
る
.

一
0
0
0年
の
古
い
歴
史
を
持

つ
ハ
ノ
イ
市
内
は
、
フ
ラ
ン
ス
植

民
地
時
代
の
建
物
そ
の
も
の
が
残

っ
て
い
る
.
緑
の
樹
々
に
阻
ま
れ
、

公
園
、
湖
が
多
く
た
い
へ
ん
美
し

い
衝
で
あ
る
・
市
内
中
心
に
は
、

ベ
ト
ナ
ム
の
象
徴
の
よ
う
に
、
広

1985年 3月 1日

朝

早

く
、

市

場

に

向

う

農

民

(
ハ
ノ
イ
郊
外
)

郊
外
は
、
広
々
と
し
た
団
関
・

の

手
伝
い
を
し
て
い
る
姿
が
固
に

今
は
、
田
植
え
の
時
期
・
農
民
は
つ
く
・
米
は
二
毛
作
や
三
毛
作
・

固
に
水
を
入
れ
、

音
な
が
ら
に
、
私
た
ち
の
泊
っ
た
タ
ン
ロ
イ
ホ

水
牛
で
耕
し
て
い
る
・
子
ど
も
た
テ
ル
は
、
市
内
か
ら
パ
ス
で
=
一
+

ち
も
よ
く
働
く
・
牛
の
世
話
、
親
分
・
ハ
ノ
イ
で
一
番
大
き
な
湖
の

湖
畔
に
あ
る
.
近
く
の
農
家
は
、

屋
根
が
レ
ン
ガ
色
の
フ
ラ
ン
ス
の

田
舎
風
.
夕
日
に
染
ま
る
湖
の
風

景
は
と
て
も
美
し
い
.
朝
、
五
時

す
ぎ
パ
ラ
、
ガ
ー
ベ

ラ

、

菊

な

ど

多

く

、

雨

期

に

は

、

梅

雨

の

よ

う

を

栽

指

し

た

農

民

は

、

市

内

に

売

に

ジ

ト

ジ

ト

と

雨

が

降

る

と

い

り

に

行

く

・

モ

ス

ク

ワ

大

学

で

白

う

・

ζ
ん
な
気
候
が
反
映
し
て
い

本

文

学

を

学

び

、

二

人

の

子

ど

も

る

の

か

、

ハ

ノ

イ

市

民

は

黙

々

と

を
持
つ
ガ
イ
ド
の

ヒ

ェ

ン

さ

ん

よ

く

働

く

・

女

性

、

子

ど

も

た

ち

(
女
性
)
は
「
国
の
花
は
桃
で
す
.
ハ
ノ
イ
に
は
四
季
が
あ
る
が
、
は
カ
メ
ラ
を
向
げ
る
と
逃
げ
て
レ

ハ
ノ
イ
市
民
は
花
が
と
っ
て
も
好
い
ま
は
日
本
の
初
秋
.
気
温
十
八
ま
う
H

は
ず
か
レ
が
り
や
u

で
も

き
で
す
よ
」
と
言
う
.
度
で
あ
る
.
朝
方
は
曇
り
の
日
が
あ
る
。

「
独
立
と
自
由
」
を
勝
ち
取

働
き
者
で

は
す
が
し
州
り
ホ

て
刊
年
。

甥
零
溜
閣
を
い
や
b
な
が
ら
、
前
進

フ
ラ
ン
ス
、
日
本
、
フ
ラ

ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
と
三

十
年
間
の
戦
争
で
や
っ
と

解
放
さ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
.

機
関
紙
協
会
都
本
部
が

主
催
し
た
「
解
放
叩
周
年

の
ベ
ト
ナ
ム
取
財
団
」
に

沖
電
気
争
議
団
か
ら
、
佐

藤
辰
美
さ
ん
と
松
本
験
司

さ
ん
が
診
加
し
ま
し
た
.

二
月
七
日
1
十
五
日
の

短
い
取
材
で
し
た
が
、
二

人
は
ア
ジ
ア
の
友
人
が
建

設
中
の
「
社
会
主
義
」
を
し

っ
か
り
と
見
て
き
ま
し
た

の
で
、
「
は
た
ら
く
」
に
て

紹
介
し
ま
す
.
ベ
ト
ナ
ム

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
.

ず〉

イ
ヤ
の
色
が
違
っ
た
も
の
が
多
く
る
・
主
食
は
米
・

C
飯
に
賞
、
赤
う
な
n
そ
ば
μ

も
あ
り
、
た
い
へ

l
タ
1
四
百
ド
ン
、
自
転
車
千
二

走
っ
て
い
る
.
市
内
で
は
空
気
入
の
色
を
付
け
て
禽
へ
る
.
そ
し
て
ん
お
い
し
い
雑
炊
も
あ
る
.
肉
、
百
ド
ン
、
布
地
一

m
四
O
侃
で
五

れ
を
持
っ
た
自
転
車
の
修
理
屋
が
日
本
の
し
よ
う
泊
の
よ
う
な
ヌ
ク
魚
、
野
菜
な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
油
百
ド
ン
と
非
常
に
高
い
.
私
た
ち

街
角
の
あ
ち
ζ
ち
に
い
る
・
市
内
マ
ム
を
何
ん
に
で
も
か
げ
て
食
べ
で
妙
め
て
食
べ
て
い
る
・
も
二
百
ド
ン
を
持
っ
て
い
た
が
、

を
走
る
電
車
は
、
い
つ
も
超
満
員
・
る
・
ヌ
ク
マ
ム
は
魚
を
塩
漬
付
に

市
内
に
あ
る
国
蛍
の
ド
ン
ソ
ン
ほ
と
ん
で
手
が
で
な
か
っ
た
・
賀

ハ
ノ
イ
の
朝
は
、
車
の
ク
ラ
ク
乗
客
は
電
車
の
手
す
り
に
つ
か
ま
し
て
、
そ
の
汁
を
ベ
l
ス
に
し
て
市
場
は
、
あ
ま
り
買
う
人
が
い
な
っ
た
物
は
、
さ
と
・2
き
ぴ
二
本
H

シ
ョ
ン
で
目
が
さ
め
る
.
市
民
の
り
、
こ
ぼ
れ
港
ち
そ
う
に
乗
っ
て
作
る
.
と
の
匂
い
は
例
え
よ
う
の
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
人
だ
付
は
五
ド
ン
と
ノ
1
ト
一
冊
目
四
十
五

交
通
駿
関
は
自
転
車
で
衝
に
は
白

い
る

・

な

い
臭
さ
で
あ
り
、
慣
れ
る
の
が
多
い
・
日
本
と
同
じ
で
女
性
は
洋
ド
ン
、
ガ
ー
ベ
ラ
の
花
H
五
ド
ン

転
車
が
あ
ふ
れ
て
い
る
・
車
は
あ

，
、

た
い
へ
ん
・
日
本
の
う
ど
ん
の
よ
服
、
布
地
に
群
が
っ
て
い
る
・
セ

だ

け
.

ま
り
走
っ
て
い
な
い
・
自
転
車
を

沖

外

寸

十

ま

よ
け
る
た
め
に
、
車
は
ほ
と
ん
ど

℃

/
L
(

ク

Zョ
ン
を
嶋
色
続
け
て

叉

ク

マ

仏

走

る

・

パ

ス

や

ト

ラ

ッ

ク

は

型

が

、

，

古
く
=
一
十
年
も
前
の
も
の
も
使
用
市
民
の
一
カ
月
の
賃
金
は
基
本

レ
て
い
る
.
道
網
で
は
故
障
し
た
で
五
百
ド
ン
(
一

ド
ン

H
お
円
、

車
が
あ
ち
ζ
ち
で
止
っ
て
い
る
.
一

ド
ル

H
ロ
ド
ン
)
と
聞
く
.
毎

私
た
ち
の
乗
っ
た
パ
ス
も
サ
イ
ド
月
、
一
人
に
米
一
五
旬
、
肉
二
句

ミ
ラ
ー
が
な
く
、
よ
く
事
故
を
起
が
配
給
さ
れ
る
・
医
療
費
と
六

・

さ
な
い
も
め
だ
と
感
心
す
る
.
自
=
一

・
三
制
の
学
賞
は
無
斜
で
、
住

転
車
も
型
が
古
い
.
前
と
後
の
タ
居

・
光
熱
費
は
賃
金
の
三
時
で
あ

交
遇
税
聞

は
@
転
車

こ
れ
、
な
あ
に
.
日
本
で

は
四
階
を
つ
り
上
げ
蚊
を
防

ぐ
.
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
顕
か

ら
ス
y
ポ
リ
か
ぶ
る
蚊
帳
。

タ
ン
ロ
イ
ホ
テ
ル
で
は
、

一
び
き
の
蚊
が
、
私
た
ち
を

悩
や
ま
し
た
・

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
の
山

要
求
は
強
い
、
文
工
隊
(
民
族

日

歌
舞
団
)
を
つ
く
り
欝
闘
・
私

山

た
ち
の
倭
加
し
た
演
奏
会
は
、

ソ
迎
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
日
本
の
山

観
客
が
ほ
と
ん
ど
.
日
本
の
H

サ
川

ク
ラ
サ
ク
ラ
ペ
も
大
サ
ー
ビ
ス
.
川

女
性
は
、
民
族
衣
袋
の
ア
オ
山

ザ
イ
で
演
奏
.

2
一三一
-Z
三

-ze--zez-z‘Z
E
-
-
-
E
-
2
2
Z1

フランス軍が使用

したギロチン
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百
年
8
月
門
目

八
月
革
命
、

ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
臨
時

政
府

(北
ベ
ト
ナ
ム
)
樹
立
.

百
年
?
月
2
日

ベ
ト
ナ
ム
民

主
共
和
国
独
立
喜
目
。

山
刊
年
ロ
月
刊
日
日

仏
軍
ハ
ノ
イ

攻
壊
、
対
仏
全
面
抗
戦
.

明
年
5
月
7
日

デ
ィ
ェ
ン
ピ

ェ
ン
フ
l
攻
略
。

百
7
月
幻
自

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協

定
割
印
.
休
戦
実
現
げ
度
線

で
南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
分
割
.

百
年
9
月
刊
日

ベ
ト
ナ
ム
祖

国
戦
線
結
成
.

W
年
刊
は
月
間
山
日
南
ベ
ト
ナ
ム

民
族
解
放
戦
線
結
成
.

W
年
8
月
2
日

ト
ン
キ
ン
湾

事
件
発
生
.

百
年
2
月
7
日

米
軍
の
北
爆

開
始
.

W
1月
初
日

解
放
戦
線
の
テ

ト

(
畑
正
月
)
大
攻
動
.

w年
6
月
B
日
南
ベ
ト
ナ
ム

臨
時
革
命
政
府
樹
立
.

W
年
9
月
5
日

ホ
l
チ
ミ
ン

大
統
領
死
去
.

刀
年
4
月
6
日

米
空
軍
、
北

爆
を
再
開
.

百
年
1
月
U
日

パ
リ
和
平
協

定
鯛
印
.

百
年
5
月
刊
口
日

米
思
撤
退
、

ニ
ク
ソ
ン
戦
争
終
結
宣
言
.

百
年
間
月
日
目
サ
イ
ゴ
ン
軍

の
戦
争
行
動
に
反
撃
・

百
年
4
月
2
日

解
放
勢
力
門

省
を
制
圧
、
国
土
の
四
分
の

三
、
人
口
の
四
割
を
支
配
下

宵
年
4
月
初
日

解
放
軍
ホ
1

チ
ミ
ン
大
作
戦
で
サ
イ
ゴ
ン

を
は
じ
め
南
ベ
ト
ナ
ム
全
土

を
解
成
.
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百
年
の
「
脱
び
え
た
石
井
さ
ん
(
全
国
一
般
)

ら
き
」
は
一
月
三
の
音
頭
で
、
勝
利
へ
の
乾
杯
・

十

一
目
、
専
売
ホ

診
加
者
は
、
沖
電
気
で
は
恒
例

l
ル

(
港
区
)
に
の
オ
デ
ン
や
刺
身
な
ど
を
つ
つ

百
十
六
団
体
、
百
き
な
が
ら

n
今
年
乙
そ
μ

と
決

七
十
二
人
が
集
ま
意
を
語
り
合
い
ま
し
た
.

っ
て
開
催
さ
れ
ま
今
年
の
「
旗
ぴ
ら
き
」
で
は
、

し
た
.
国
労
の
内
沖
電
気
争
犠
団
の
ひ
と
り
ひ
と

村
さ
ん
が
司
会
・
中
央
共
闘
会
り
が
、
自
己
紹
介
と
決
意
を
表
"

織
副
議
長
の
大
草
礼
さ
ん
〔
都

明

レ
ま
し
た
・
「
子
ど
も
に
、

職
労
護
員
長
)
が
「
全
労
働
者
お
母
さ
ん
は
正
し
い
の
だ
と
理
…

の
た
た
か
い
と
し
て
、
共
闘
を

解
レ
て

b
Dう
た
め
に
は
、
職

強
め
ま
し
ょ
う
」と
あ
い
さ
つ
.
場
に
戻
ら
な
く
て
は
」

.
な

"

井
川
事
務
局
長
は
「
昨
年
の
ど
H

ガ
ン
バ
り
マ
ス
u
の
言
葉
川

秋
の
闘
い
で
、
着
実
に
神
也
気
の
中
に
は
、
六
年
間
の
闘
い
の
酬

に
迫
っ
た
.
今
年
乙
そ
、
職
場
中
で
学
ん
だ
労
働
者
の
心
意
気

復
帰
を
決
断
さ
せ
る
年
に
し
た
が
に
じ
ん
で
お
り
、
診
加
者
が

い

」

と

決

意

表

明

.

共

感

し

ま

し

た

.
た
く
さ
ん
の
川

「
昨
年
は
留
で
長
ぐ
つ
の
診
カ
ン
パ
、
酒
な
ど
あ
り
が
と
う
川

加
だ
っ
た
が
」
の
雷
襲
を
そ
ご
ざ
い
ま
し
た
.

支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)揮喜ワ 1恒吾

今
年
、
段
初
の
沖
電
気
本
社
へ
と
あ
い
さ
つ
.
霞
国
公
共
闘
議
長

の
抗
議
行
動
は
、
雨
の
中
(昨
年
は

の
金
崎
さ
ん
は
「
三
年
連
続
の
人

大
冨
)
四
O
O人
の
伸
聞
が
容
加
勧
抑
制
で
公
務
員
も
争
議
団
と
同

し
、
二
月
五
日
の
昼
休
み
に
行
な
じ
・
共
に
闘
う
」と
連
帯
を
表
明
・

わ
れ
ま
し
た
・

ζ
の
目
、
「
沖
電

五
日
は
、
四
時
か
ら
東
京
地
方

気
は
、
指
名
解
雇
徹
回
・
全
員
の

裁
判
所
で
第
六
回
目
の
和
解
交
渉

聡
喝
復
帰
に
よ
る
争
搬
解
決
を
決
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、

今
回
も

断
せ
よ
/
」

の
=
一
+
九
万
六
千
三
沖
電
気
は
、
具
体
的
な
回
答
を
示

百
五
+
七
人
分
の
署
名
を
沖
電
気
宮
守
ヘ
裁
判
所
か
ら
強
い
指
導
を

へ
届
け
ま
し
た
が
、
受
け
取
っ
た
う
け
ま
し
た
.
・
次
回
の
交
渉
は

の
は
、
初
め
て
の
事
で
レ
た
.

5
月
5
日

4
時
か
ら
.

中
央
共
闘
会
議
の
副
議
長
の
安
な
お
、
東
京
地
裁
で
の
裁
判
は

田
さ
ん
(
建
設
一
般
・
全
日
自
労

4
月
お
日

1
時
か
ら
で
す
。

都
本
部
委
員
長
)
は
「
春
闘
と
合
診
加
を
よ
ろ
し
く
l
・

流
し
て
さ
ら
に
大
き
な
闘
い
を
」

172人。最高の参加者

い
ま
、
「
支
鍾
す
る
会
」
も
「
争
園
田
団
」
も

w
今

年
ζ
そ
u

と
集
会
や
総
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
.

二
月
六
日
、
豊
島
支
侵
す
る
会
(
東
京
)
は
、

約
百

人
が
集
ま
り
、
音
楽
と
講
演
で
、
連
帯
を
深
め
ま
し

た
。
中
央
区
(
東
京
)
は
4
月
引
日
に
、
議
林
公
園

で
交
流
会
.
八
王
子
地
区
も
交
流
会
を
企
画
中
.

_....-・・』

沖
電
気
本
社
で
抗
議
文
を
読
む
、

安
田
副
議
長

(
2
/
5
)

豊
島
支
援
す
る
会
の
集
会
↓

(
2
/
6〉

(5 ) 

一__...[['~むをかためて J一一

V
木
村
道
夫
さ
ん
(
東
中
労
)

V
関
町
好
子
さ
ん
(
東
京
)

ま

ぐ

ろ

刺

喝

衣

類

・

V
前
田
卓
さ
ん
(
都
教
組
中
央

V
運
輸
一
般
・
神
田
支
部

区
支
部
)
衣

類

.

石

け

ん

、

き

し

め

ん

、

菓

子

.

V
山
野
井
さ
ん
(
海
事
検
定
職

V
蘇
住
卓
さ
ん
(
東
京
)

組
)
子
ど
も
の
衣
類
・
沖
電
気
争
議
の
写
真
パ
ネ
ル
・

263 



全
国
一
般
チ
ト
セ
労
組
は
今
年
格
差
は
月
額
八
万
円
に
も
の
ぼ
り

四
月
で
結
成
九
年
を
迎
え
る
女
性
と
う
し
た
中
で
、
女
性
だ
け
で
、

ば
か
り
四
人
の
組
合
で
す
・
組
合
を
結
成
し
ま
し
た
・
結
成
以

会
社
は
ヤ
1
マ
ン
側

(旧
社
名
降
、
会
社
は
団
交
矩
否
や
切
り
崩

紛
チ
ト
セ
商
会
、
資
本
金
3
億
円
し
、
イ
ヤ
が
ら
せ
等
を
く
り
返
し

従
業
員
約
叩
人
)
と
い
う
電
子
機
た
あ
げ
く
、
結
成
か
ら
半
年
後
に、

器
等
の
輸
入
販
売
を
行
っ
て
い
る
組
合
員
会
員
を
解
雇
し
ま
し
た

貿
易
商
社
で
す
が
、
ワ
ン
マ
ン
緩
が
、

ζ
の
時
は
十
カ
月
間
の
闘
い

営
者
山
崎
行
間
の
下
で
法
を
も
無
の
中
で
全
員
の
解
庖
撤
回
原
職
復

視
し
た
従
柴
口
使
い
拾
て
が
横
行
帰
や
労
働
条
件
の
改
酋
等
を
か
ち

レ
て
い
る
職
煽
で
し
た
.
と
り
ま
し
た
.

組
合
結
成
前
の
職
場
で
は
、
迎
そ
の
後
、
組
合
の
存
在
を
通
し

日
残
鍵
が
強
制
さ
れ
し
か
も
残
柴
て
従
業
民
も
定
着
し
始
め
、
組
合

手
当
す
ら
満
足
に
支
払
わ
れ
な
の
成
果
も
具
体
的
に
哀
れ
て
き
た

い
、
有
給
休
暇
や
生
理
休
眠
は
お
と
と
ろ
、
会
社
は
協
定
破
禁
や
団

ろ
か
病
気
で
一
日
で
も
休
め
ば
即
交
拒
否
な
ど
組
合
泊
し
を
行
い
、

日
解
雇
、
そ
の
う
え
、
オ
ー
ナ
ー
初
年
十
二
月
に
は
再
び
組
合
白
金
訴
を
行
う
等
ひ
き
の
ば
し
を
行
つ
東
陽
5
の
2
の
9

江
東
区
労
協

山
崎
の
気
分
一
つ
で
突
然
の
首
切
凸
を
組
合
活
動
を
理
由
に
懲
戒
解
て
い
ま
す
。
気
付
全
国
一
般
チ
ト
セ
労
組

り
が
行
な
わ
れ
、
従
業
員
の
平
均
庖
レ
ま
し
た
.
私
た
ち
は
一
日
も
早
く
緊
急
命
雷
六
四
七
五
四
六
三

勤
続
は
男
性
で
も
二
年
足
ら
ず
女
別
年
九
月
に
都
労
餐
、
明
年
十
令
を
獲
得
し
、
併
せ
て
争
議
解
決
、

A
抗
議
先
V

東
京
都
中
央
区

性
で
は
、
一
年
と
い
う
ひ
ど
い
状
月
に
は
中
労
委
で
相
次
い
で
H

解
職
場
復
帰
を
か
ち
と
る
べ
く
が
ん
日
本
橋
茅
場
町
2
の
?
の
5
日
進

態

で

し

た

・

服

撤

回

原

職

復

帰

u

の
命
令
が
出
ば
っ
て
い
ま
す
・
御
支
援
を
よ
ろ
ピ
ル
6
階

ヤ

l
マ
ン
株
式
会
社

ま
た
男
女
聞
の
賃
金
獲
別
も
箸
さ
れ
ま
レ
た
が
、
会
社
は
ζ
れ
に
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
.

代

表

取

締
役
山
崎
行
間

し
く
、
初
任
給
に
お
け
る
見
女
間

従
わ
ず
、
命
令
を
不
服
と
し
て
授

A
激
励
先
V

東
京
都
江
東
区

宮
六
六
七
l
五
九
四
五

1985年 3月 1目 (4 ) 

鰻擁護委

'際7 1宅曹指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

女
性
四
人
、
二
度
目
の
解
雇
撤
回
闘
争

i全:
;国j

般;

チ
ト
セ
労
組

援
で
は
「
全
面
解
決
」
が
進
展

し
て
き
ま
し
た
。
乙
れ
は
、
沖

争
磁
に
と
っ
て
一
つ
の
有
利
な

事
例
で
は
あ
り
ま
す
が
、
事
態

が
そ
の
よ
う
に
、
う
ま
く
進
展

す
る
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
・
初

心
に
立
っ
て
、
一
目
、
一
日
を
、

き
び
し
く
た
く
ま
し
く
対
処
す

る
の
み
で
す
.

い
っ
た
い
、
労
働
組
合
の
幹

部
と
い
え
ど
も
、
組
合
員
の
首

264 

一

%

年

十

一
月
の
首
切
り
事
件

一

の
発
生
以
来
、
関
心
を
よ
せ
て

一

き
た
者
の
一
人
と
し
て
、
裁
判

中

や
地
労
委
(
東
京
都
地
方
労
働

一

委
員
会
)
の
勝
利
的
進
行
状
態

同

を
う
れ
し
く
思
い
、
ぜ
ひ
今
年

一

と
そ
職
場
復
帰
実
現
の
年
に
レ

一

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
・

の

勝

利

に

よ

っ

て

附
ら
し
で
も
も
力
づ
り
に
な
れ
ば
と
心
が
切
り
に
つ
い
て
「
結
構
で
す
」

一

私
自
身
が
、
三
十
五
年
前
、
ら
い
た
い
、
と
い
う
想
い
も
、
け
て
き
ま
し
た
高
崎
へ
も
行
と
か
「
や
む
を
え
ぬ
」
と
い
う

由

三
遊
血
工
で
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
さ
強
く
あ
り
ま
し
た
・
っ
た
り
し
て
、
支
援
す
る
会
の
権
限
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
f

一
れ
、

生
涯
か
げ
て
果
そ
う
と
し
そ
の
た
め
、
と
の
七
年
間
、
人
た
ち
と
も
交
流
レ
ま
し
た
・

自

分

の

恥

J
M
」
も
他
人
の
恥
J
U

で
ん
職
場
復
帰
が
実
現
で
き
な
か
草
警
の
集
会
な
ど
に
は
、
近
年
、
私
た
ち
金
造
船
の
一
一
一
も
、
言
、
同
じ
よ
う
に
尊
い

一

っ
た
無
念
を
、
沖
電
気
争
護
団
で
き
る
だ
げ
出
問
し
、
少
し
で
菱
盤
工
ゃ
、
住
友
誼
機
械
の
争
も
の
で
す
・
不
祝
風
を
吹
か
れ

ロ
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一

心一
γ

一

夜

と

ゆ主
る;益出

が苦
すの
雪支
璽 :酒E
Zを
し
て

て
、
組
合
員
の
首
切
り
は
承
認

し
、
自
分
た
ち
は
居
座
る
と
い

う
組
合
幹
部
乙
そ
、

H

併
さ
れ

ざ
る
者
ど
も
H

と
い
う
べ
き
で

し
ょ
う
.

ま
だ
続
く
か
も
知
れ
な
い
困

難
に
う
ち
か
っ
て
い
く
に
は
、

勝
利
の
展
望
に
も
と
づ
く
楽
天

性
と
、
連
帯
や
友
情
を
無
い
心

で
受
り
止
め
る
感
受
性
が
さ
さ

え
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
.

困
難
な
歴
史
の
時
代
を
に
な

い
、
大
資
本
の
支
配
を
土
台
か

5
ゆ
る
が
す
労
働
者
と
し
て
の

様
度
(き
ん
ど

H
心
の
ひ
ろ
さ
)

を
失
な
わ
ず
に
、
東
へ
西
へ
、

正
義
を
説
き
つ
つ
勝
利
へ
肉
迫

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

独
占
と
対
持
す
る
同
じ
金
属

労
働
者
と
し
て
、
使
命
感
を
自

覚
し
つ
つ
、
勇
気
を
起
し
て
勝

ち
ぬ
き
ま
し
ょ
う
.

く塑j約日 るるらた一九
啓萄六の誘と、で・通州昨
ゃ ・時 靭いの休す背のオ年
ま初半、に使日.森呈 Jレの
でめの四のりに出のふグ十

て船時つでは稼釣州かー
友の旅半てし釣ぎ り包ら月
人磯で頃、たりでキ・ 1月初
事的~ー・ま三チ・ドつ約
ち一三斑月 く宅のててー
¥、宅京二 つ島友いくカ
島明島か十 てに 人まる月
のるへら三 いいかしとの

たる動しととし場 でじ状
いと きま思れかの約しつ況
だ何がしいが入ポ十たく
.か変たつ本れ イ 五.りし・
乙がわ・つ格なンメ 教か・
れ引っ三、的いト l 綬け
はった投乙なとはト さの
地主卦の目わ磯乙、ル れ作
球つでにと釣ろ三の てり
をて牢、わり で 名絶 の方
釣いを浮牢なしぐ壁
つる立さをのたらの 出な
てみての出か.い岩 間ど

っとなれな Jレ ど続釣グし
く ドかていをそっけれイま
しうなも.巻れたるて持つ
ろッから友けかーといった
/ グうう人どら 、るてと
~ ~ましにもが メぞい思
なプ く か屋、た ジ、かつ
どレいな下巻い ナリれた

1 かいでけへ が 1 る瞬
怒キず l タどん 水ル、間
嶋~そモも、 面を主
主をもれに上リ に巻にグ

きつも入ら 1 おきかイ

陀硝と犠 国て反 7こ四な
ー暑い同三でい対三'十が
もにいあ宅乙たし宅 七ら
長し気草野そ.、卓 問主
高て分中吋、核島ほ の富

・に ら勿兵毘 大闘

でみ「ベの Y 語対米 尾で

主主全量室主義喜重 要宅
習で事よは霊争し員五 ジと

c 食務雪、ヌもて建 ナ収
型空べ所家「 14な闘援 で獲
)たでご争~いっ と し -，

Ejiii i i:幹ij i;gii i費iijig i ii igii42ii!? ドiiiig i 
品泊 、す東熊業 24函を 17カて会電決日 ・の 15京 芸 蛍 休 裁 第 令 。 中 勝 翠 嬰 思 決 ・ 埼 性グ静 出中東

ug費雪がは奇宅神空望神主 尊重警雲 若土滋者 重量元男長室詰塁塁2語害事吉 長通;2妻雪
量 お糠星京谷調 日 大撤 回 ネ 場機起本 松ベ 日 京 島み~ 6 央利雲令霊 さ 山 京

老長主主建f 望号E雪塁 塁2室 長書官 言語gz-会察 官官量 生善 首重f.55・・

一 私と沖争議…

小川善作さん

偏重義轄)
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政
行
さ
ん
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沖
電
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争
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特 別 号 (1 ) 

特別 号

1 985年

3月15日

|固お06日(

を

ベ
ト
ナ
ム
が
解
放
さ
れ
て
叩
ン
.
ヤ
ミ
で
は
一
ド
ル
H
5
0
0

ア
メ
リ
カ
の
北
爆
で
家
族
四
人
を

年
・
枯
れ
誕
剤
で
焼
け
野
原
に
な
ド
ン
も
す
る
。
一
ド
ン
硬
貨
を
子
亡
く
し
、
学
校
で
も
六
十
人
の
友

っ
た
ク
チ
地
区
も
緑
の
木
々
に
囲
ど
も
た
ち
は
、
日
本
の
ピ
l
支
の
だ
ち
が
死
ん
だ
・
そ
の

n
く
や
し

ま
れ
、
田
畑
で
は
今
、
落
花
生
が
よ
う
に
遊
び
の
道
具
と
し
て
使
っ
さ
M

か
ら
ア
メ
リ
カ
軍
と
闘
っ
た

値
え
ら
れ
て
い
た
.
ホ
l
チ
ミ
ン

て
い
る
.
紙
の
不
足
も
深
刻
.
べ
と
い
う
.

市
内
に
あ
る
労
働
者
ク
ラ
ブ
は
、
ト
ナ
ム
共
産
党
機
関
紙
「
ニ
ャ
ン
日
本
が
大
好
き
で
「
北
の
宿
」

解
放
前
、
金
持
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ザ
ン
」
は
六
十
万
部
発
行
し
て
い
「
様
裳
岬
」
を
日
本
語
で
日
本
人

ン
タ
l
で
し
た
が
、
今
は
労
働
者
る
が
、
紙
が
不
足
の
た
め
、
全
党
よ
り
も
う
ま
く
歌
い
、
日
本
の
労

の
文
化
要
求
を
満
た
す
た
め
の
施
ぬ
に
行
き
渡
ら
ず
、
三
1
四
人
で
働
運
動
の
と
と
も
よ
く
知
っ
て
い

設
で
あ
る
f
テ
ニ
ス
、
水
泳
、

プ
回
し
続
み
・
市
内
で
売
る
「
ニ
ャ
た
・
日
本
の
旅
行
者
に
本
当
の
ベ

ラ
ス
パ
ン
ド
、
手
品
な
ど
、
毎
週
ン
ザ
ン
」
は
、

切
り
売
り
も
さ
れ
ト
ナ
ム
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
ベ

土
、
白
隠
自
に
は
、
数
万
人
の
労
て
い
る
・
中
国
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ト
ナ
ム
の
良
い
と
ζ
ろ
、
悪
い
と

働
者
が
殺
到
す
る
.
ま
た
、
解
放
の
戦
争
で
国
の
予
算
の
約
印
鑑
が
こ
ろ
も
よ
く
揺
し
て
く
れ
る
.
私

十
周
年
、
四
月
三
十
日
に
向
げ
て
国
防
裁
と
な
り
、
十
八
5
二
十
五
た
ち
に
説
明
す
る
時
「
今
は
困
難

全
国
サ
y
カ
l
大
会
が
行
な
わ
れ
歳
の
若
も
の
た
ち
は
、
高
率
一
一
一
年
、
な
ベ
ト
ナ
ム
だ
け
ど
、
長
い
目
で

て

い

た

.

大

学

二

年

の

兵

役

磁

務

が

あ

る

な

見

て

ほ

し

い
」
と
よ
く
言
う
.

ベ
ト
ナ
ム
の
社
会
主
義
建
設
も
ど
社
会
主
義
建
設
に
大
き
な
負
担
「
私
は
、
社
会
主
義
建
設
を
や

多
く
の
困
難
を
か
か
え
て
い
る
.

と

な

っ

て

い

る

.

る

に
は
年
を
と
り
す
ぎ
て
い
る
」

そ
の

一
つ
に
イ
ン
フ
レ
が
あ
る
・
社
会
主
戦
紐
般
の
函
鍵
を
レ
ミ
と
一
一
首
う
ロ
イ
さ
ん
も
「
ホ
l
チ
ミ

ハ
ノ
イ
で
は
一
ド
ル

H
ロ
ド
ン
・
ン
ス
ア
ン
新
経
済
区
の
所
長
レ
キ
ン
の
勤
務
は
四
年
間
の
約
束
だ

ホ
1
チ
ミ
ン
は
一
ド
ル

H
mド
フ
オ
ン
さ
ん
は
「
社
会
主
義
建
設
が
、
も
っ
と
ホ
l
チ
ミ
ン
市
に
残

と
戦
争
と
ど
っ
ち
が
楽
で
す
か
」
っ
て
国
づ
く
り
の
仕
事
を
し
た

の
問
に
「
銃
を
持
っ
て
戦
争
を
や
い
」
と
言
う
.

っ
て
い
た
方
が
楽
で
す
」
と
答
え
、
社
会
主
義
建
設
の
困
難
を
、
実

ホ
l
チ
ミ
ン
市
で
の
ガ
イ
ド
の
ロ
直
に
語
っ
て
く
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
の

イ
さ
ん
は
「
私
の
人
生
の
ゆ
年
は
人
た
ち
、
私
に
と
っ
て
大
き
な
感

畏
い
が
、
社
会
主
義
題
般
の
叩
年
動
で
し
た
・
そ
し
て
、

は
短
か
い
」
と
話
し
て
い
る
・

山
も
あ
る
、
河
も
あ
る
、
人
も

‘

い

る

、A
'

A

Y

川-dる

ア
メ
リ
カ
撮
っ
た
言
づ
き
あ

-
h
'
i
[

げ
よ
う

u
n
-、
一
正
戸
ノ

ち

イ

ト

ゼ

ベ

い
ま
の
十
倍
も
う
つ
く
し
く

と
、
ホ
l
お
じ
さ
ん
が
言
っ
た

ロ
イ
さ
ん
は
、
ハ
ノ
イ
か
ち
四
何
十
倍
も
ベ
ト
ナ
ム
が
美
し
く
な

年
間
の
約
束
で
ホ
1
チ
ミ
ン
の
ベ
る
ζ
と
を
祈
っ
た
.
(
佐
渡
)

ト
ナ
ム
旅
行
祉
に
鋤
め
て
い
る
.

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース1985年 3月 15巴

ガ
イ
ド
の
口
イ
さ
ん
と
松
本
さ
ん

武
器
よ

ら
は

さ

tJ 

GCD8CD 
クパ車
もスが白 昼

あがな本 'ピト
つ走いの ー

たつの車 A 
.てにがでヨ .-

い 、あ 千掃 . 

た"る ー と

お27山
山マほ
i理ンと 1面
送 u ん "'-"'.

ののど 、=
トむ回 世事
ラ板本
ッのの

議雪

も

定違諮

哀需

主
32万9，566平方キロ

日本の面積から九州の全部と四闘を引

いた広さ。
の

デ部湾 l' 
l 憲章べ ' 
。~ ~ よメ

ZEE喜fT).リ
E252ど.カ

581;と妻
dfEつ・‘-
5目至た-
!s協 都 zζ

議室塁 、

5，700万人

そのうちの13%が少数民族、民族のfA

~iiは60 を必える 。 大多数はキノ版

朝
か
ら
、
路
上
の
タ
イ
ル
を

利
用
し
て
五
固
な
ら
べ
を
し
て

い
た
.
日
本
と
や
り
方
は
同
じ

だ
が
、
飛
ぴ
三
は
な
し
・
勝
っ

た
人
の
笑
顔
が
と
て
も
い
い
.

雨期 5月-91'1。車l:J!fllOJ'I-4月。

A
w
e窃
@

た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
か
ら

募
金
を
い
た
だ
き
、
ベ
ト
ナ
ム

に
行
き
、
勉
強
を
し
て
き
ま
し

た
.
紙
面
に
て
一
部
を
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ベ

ト
ナ
ム
は
い
ま
、
国
際
的
な
支

緩
が
必
要
が
感
想
で
す
.

御
協
力
あ
り
が
と
う
(
佐
・
松
)

亜熱帯モンス ン一
づ
く
り
265 



な
を
事
事
事
古
主
主
宰
事
主
主
主
主
主
宰
宰
主
主
主
主
主
宰
事
事
宰
主
主
主
主
主
主
主
主
I
F

)

…

尚

;

I

I

ll
i

-

-

中
国
と
の
関
係
に
つ
い
て

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1J
U

土

問

臨

調

「
人
口
だ
け
考
え
て
み
て
も

一

番
ア
ジ
ア
の
情
勢
喜
一
時

n
…

#

盟

諸

国

五
千
七
百
万
人
の
小
国
の
ベ
ト

一
め
、
タ
イ
ン
さ
ん
か
ら
多
く

二

一

…

・
仁
川
園
開
白
通
園

ナ
ム
が
中
国
と
好
ん
で
戦
争
を

一
の
事
を
聞
き
ま
し
た

一
w

伸

二

輔

副

同

一

圃

く

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
・
中

一

語
と
し
て
報
告
さ
せ
て

二

の

ト

ニ

醐

謹

聞

閣
と
の
号
、
我
々
に
と
っ

す

だ

き
ま
す
・
日
本
の
み

二

己

υ
…

抽

臨

陵

町

量

に

て

有

利

な

ζ
と
は
な
い
の
で

一な
さ
ん
よ
ろ
し
く
と
の
ほ
言

一

w

j

j

句

寸

」

ホ

1
2
4
自
転
車
の
ラ
よ
さ
一
山
が
な
か
お
ば
さ
ん
た
ち
は
、
必
ず
買
っ
て
夜
八
時
ご
ろ
ホ
テ
ル
の
前
の
公
考
え
て
い
る
人
は
少
な
く
、
お
金

で

ポ

ニ

関

蝿

討
す
・
ベ
ト
ナ
ム
と
し
て
は
、
ど

一も
・
(
松
本
)

二

百

一

は
、
気
温
三
十
二
碍
な
か
通
れ
な
い
・
ハ
ノ
イ
よ
り
自
く
れ
と
聞
を
か
け
る
・
富
市
場
闘
に
は
ぎ
の
た
ち
が
集
ま
る
・
を
も
う
り
る
た
め
に
、
ど
己
よ

ま

な

…

間

関

脇

認
ん
な
事
で
も
話
レ
が
し
た
い
の

「

j
1
1
1
1
よ

一
ン

一
日
射
し
が
ま
さ
い
転
車
も
新
型
で
習
を
多
い
・
の
す
ぐ
近
く
に
も
私
書
湯
が
た
自
転
車
の
二
人
号
、
四
人
乗
り
う
か
と
考
え
て
い
る
人
が
ま
だ

人

き

…

制

覇

河

闇

雲

で

す

・

2
に
ハ
ノ
イ
、
運
で
い
ま
す
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
自
二

三

一

せ
い
か
、
華
や
い
だ
恵
は
戦
利
品
(
?
)
が
ほ
と
ん
ど
く
さ
ん
あ
り
、
国

5
5
5
8
5、

走
り
回
ま
互
い
」
と
言
う
。

2
大

…

間

関

監

会
硝
に
北
京
で
、
話
合
い
は
二
回
行
が
強
く
な
っ
て
問
題
の
解
決
を

的

一
子

一

+品

目

鴇
園
圃
臨
圃
圏

民
生

i
‘

一
寸

一
言
気
が
す
る
・
市
だ
と
い
う
べ
イ
ク
も
か
な
り
定
存
在
、
庖
の
前
に
客
が
少
な
っ
て
い
る
・

2
2い

が
、

'
:

l

ふ

醐

錨

委
崎
わ
れ
ま
レ
た
が
・

E
ハ
ノ
す
る
の
は
時
間
が
か
か
る
の
で
判

一
ト

一
内
は
新
宿
の
よ
う
っ
て
い
る
一
台
一
万
ド
ン

i
t
z
fガ

イ
ド
の
白
書

E道
ん
ご
り
(
友
人

財

県

髭

勺

よ

ι
…

…

腸

鵬

民
ナ
イ
か
ら
約
一

8
Jで
も

う

中

国

言

書

う

と

と

量

…

巨

で
害
し
て
い
る
千
ド
ノ
(
約
一
一
安
円
)
と
高
く
イ
さ
ん
(
一
一
十
八
歳
男
ご
と
い
量
子
し
寄
せ

J
Z一

治

子

二

輔

舗

貯

国

と

の

国

境

で

ご

里

の

し

て

い

ま

す

・
乙
れ
が
一
重

…

日

付

訓

告

日

本

!

"

ホ

ン

;

自

に

つ

く

閉

じ

れ

れ

討

結

て

持

尚

子

カ

メ

ラ

た

た

か

い

明

い

…

…

謹

一

二

は

計

百

円

刊

誌

同

日

目

ぐ

…

-一
ga--圃
置
臨

/
t
¥

J

H

V

泊
っ
た
ベ
ン
穿
イ
ホ

t
a
l--女

を
そ
そ
る
よ
う
に
な
ら
べ
て
あ
を
向
け
る
と
帰
っ
て
く
れ
と
寄
っ
ホ
l
チ
ミ
ン
の
ア
メ
リ
カ
戦
争
議
と
な
っ
た
腎
語
、
毎
日
少
戚
・
ア
メ
リ
カ
は
枯
れ
葉
剤
を
約
押

す

暫

晶

さん

ム
軍
の
引
き
上
げ
は

O

|

い
ま
の
ベ
ト
ナ
ム
の
状
態
怖

が
、
映
画
館
で
朝
の
八
時
に
は
若

、
、
し
ノ
!
?
-
一

る
・
ハ
ノ
イ
で
は
、
箱
に
入
れ
て
て
く
る
・
警
は
サ
ッ
カ
ー
、
制
犯
罪
展
を
訪
れ
、
日
本
画
い
た
し
ず
つ
足
や
手
を
切
ら
れ
、
解
放
八
千
万
リ
ッ
ト
ル
も
使
い
、
賢

明

で

盟

醐

ン

「
ポ
ル
ポ
ト
一
昔
、
=
一
年

を
簡
単
に
言
っ
た
ら
制

も
の
だ
ち
が
列
を
な
し
て
い
た

法

忍

従

置
い
て
あ
る
だ
け
の
タ
パ
コ
売
り
と
び
、
ゴ
ム
と
び
と
日
本
と
あ
ま
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
よ
り
、
あ
ま
り

に

さ
れ
た
宮
署
手
が
き
な
く
ト
ナ
ム
議
土
の
四
詰
一
を
こ

針

罰

醐

イ

号
、
=
g
万
人
以
上
の
人
「
長
い
戦
争
の
傷
あ
と
を
い
一

重

機

関

は

や

は

り

自

転

車

。

も

、

ホ

l
チ
ミ
ン
で
は
自
に
つ
く
り
変
ら
な
い
が
、
百
中
、
白
人
も
ひ
ど
い
ア
メ
リ
カ
の
残
虐
な
行
な
っ
た
写
真
・
口
か
ら
水
を
入
れ
、
れ
野
原
に
し
た
・
枯
れ
蓄
の
影
明

方

賦

醐

タ

た
ち
を
虐
殺
し
た
り
と
れ
を
や
し
な
が
ら
、
社
会
主
臓
の
之

仕
思
議
っ
た
四
時
半
す
ぎ
は
、
中
央
駅
の
す
ぐ
近
く
の
図
書
ょ
う
警
脚
立
に
乗
せ
て
あ
る
・
一
組
で
ト
ラ
ン
プ
の
か
さ
と
を
為
、
そ
れ
に
抗
し
た
ベ
ト
ナ
ム
人
警
思
い
き
っ
て
望
、
水
を
逆
響
な
の
で
し
ょ
う
か
、
二
人
い

つ

州

が

醐

闇

輔

清

算

す

る

と

と

が

必

要

で

す
般
を
レ
て
い
る
と
と
ろ
i

.

帖

出

盟

副

踊

ク

同

場
で
は
、
通
り
か
か
る
と
「
あ
な
商
業
都
市
と
し
て
発
展
し
た
だ
り
や
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
い
民
の
祖
国
を
愛
す
る
英
語
な
闘
流
さ
せ
る
残
虐
な
拷
聞
を
し
て
い
し
ょ
に
く
っ
つ
い
た
子
ど
も
の
写

均

立

掴

ツ
が
、
ベ
ト
ナ
ム
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
ソ
迎
や
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
、
協
定

問

た
日
本
人
で
す
か
」
と
英
語
で
商
に
商
魂
た
く
ま
し
い
都
市
で
あ
た
・
ロ
イ
さ
ん
は
「
ホ
l
チ
ミ
ン
い
を
知
る
と
と
が
で
き
た
。
る
ア
メ
リ
カ
兵
・
枯
れ
襲
剤
で
全
真
・
と
れ
が
人
間
の
す
る
と
と
な

時

中

睡

輯

醐

ノ

か
ら
引
き
上
げ
る
こ
と
も
毘
要
を
結
ん
で
支
緩
や
官
受
け
て
い
ま
品

売

人

話

し

か

け

て

く

る

・

庖

の

る

・

で

は

、

ζ
の
国
を
ど
う
し
よ
う
か
ア
メ
リ
カ
戦
争
襲
警
は
、
く
緑
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
地
の
か
と
。

耐

・

聞

畠

・

だ

と

思

っ
て
い
ま
す
の
で
、
百
票
、
雇
通
で
す
.
二

E
Z
-
z
i
r
-
-
z
E
Z
E
E
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i
z
z
z
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Z
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F
;
EZEz-z
t
f
i
z
z
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z

時

盟

圃

畠

田

エ

年
か
ら
、
毎
年
引
き
上
げ
て
い
れ
わ
れ
の
切
実
な
希
望
は
、
中
的

ア
メ
リ
カ
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
六
百
万
の
兵
力
を
動
員
。

七

八

…

間

岡

田

帥

醐

ツ

ま
す
。
あ
と
、
ニ
ム
一
年
で
、
固
と
の
友
好
的
な
関
係
で
す
。

制

…
五
万
ト
ン
の
器
産
ぃ
、
南
ベ
ト
ナ
ム
だ
け
で
二
千
百
万
個
を

…

不

滅

の

地

下

要

塞

吋

非

盟

副

解
決
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
国
が
正
し
い
巡
に
仰
っ
て
み

一
等

兵

士

官

人

を

章

一

五

八

1
人
が
犠
牲
と
な
つ
だ

…

ニ

百

キ

ロ

…

顕

帽

の

お

れ

れ

的

日

比

一

時

計

…

け

い

ホ
ー
チ
ミ
ン
(
旧
サ
イ
ゴ
ン
)

ζ

れ
は
観
光
用
な
の
で
実
際
は
も

品

な
総
選
挙
を
行
う
こ
と
を
望
ん
て
は
0
・

，

か
ら
わ
ず
か
北
西
に
四
六
加
に
あ
っ
と
狭
く
、
解
放
部
は
、
お
そ
ら
梢

・
・
司
吐

a・
・
・
・
・
・
園
開
断
固
・
聞
酒
・
司

「
桜
や
協
国
主
義
に
反
対
し

日

る
ク
チ
地
区
は
H

鉄
の
三
角
地
帯
M

く
遣
っ
て
移
動
し
て
い
た
の
だ
ろ

口一

i
い
け

M
l幽
闇
幽
・
・
・
・
司
・

生
活
を
守
る
闘
い
を
し
て
い
る

荊

と
い
わ
れ
、
解
放
軍
の
拠
点
地
。

う

.

竺

ト

i
L絞
闘
醤
司

4

週、v一
!

人
民
を
支
持
し
て
い
ま
す
。
反
桝

‘

、

事

4
・1
1i
4出
・
明
猶
掴
町
剥
け
J
哨

J
一

-

'

日

リ

ム

由

円

六
つ
の
村
を
結
ぶ
二
百
加
に
も
お
ア
メ
リ
カ
沼
は
乙
の
地
下
績
に

F
E民
鵬
欝

…J
Jふ
酎

ん

米

救

国
の
運
動
が
発
展
し
た
こ

制

よ
ぶ
地
下
綴

(
ト
ン
ネ
ル
)
を
掘
手
を
焼
き
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
、
雨

…r
園

田

園

園

田

姻

滋

一

曹

J
酬

を

さ

と
を
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
・
わ

州

‘-

Y
幽
鹿
野
弘

a会
ン

一

一一

り
、
ア
メ
リ
カ
軍
と
闘
っ
た
・
地
期
に
三
5
四

Mgる
草
の
郡
を

wr眼
目
臨

E
島
副
朝
山口
i

t

4
協

イ

が
ベ
ト
ナ
ム
の
H

祖
国
統
一
H

制

下
壊
の
土
は
、
ベ
ト
ナ
ム
人
民
が
持
っ
て
き
て
、
パ
う
ま
い
た
。
乾
柏
町

11川
刻

A
ぷ

ha
J幽ゐ

‘
好

タ

を
助
り
て
く
れ
た
人
民
に
感
制

W

ア
メ
リ
カ
邸
と
闘
っ
た
意
志
の
よ

期
に
な
る
と
火
炎
放
射
総
で
と
の

判
官

駒

山

町

臥

即

監

m
q
，
一

友

が

レ
て
い
ま
す
・
ま
た
ア
メ
リ
カ

時

-
一
面
調

mmm副
・
回

一

ー
す

ム

目

，

う
に
聞
く
、
た
た
く
と
コ
ン
、
コ
草
を
焼
き
、
地
下
簸
の
出
入
口
を

w

h
g孟
a
F
?

、

ナ

人

が
南
ベ
ト
ナ
ム
で
使
っ
た
枯
熊

，

w

-

w
除
劃
配
一

H

.

2

.

ン
と
音
が
す
る
・
台
所
、
会
機
室
、
見
つ
け
、
毒
ガ
ス
や
水
を
流
し
込

w

h

1
凶
国
際

'
J

;
剤
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
も
、
俳

一

間

除

司

区

E

・・・-F
a

〆

ベ

ら

叫

が

集
会
場
な
ど
も
あ
る
・
私
た
ち
は
、
ん
だ
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ド
l
ベ

品

i
aBR-------EF
a〆

・

小

原
爆
の
傷
あ
と
を
知
っ
て
い
る
一

?

』

a-

・・・・・・・・・・圃圏
L

F
J

1

4

内

観
光
用
に
作
完
た
手
m
の
地
ル
マ
ン
犬
を
使
い
出
入
口
を
娘
二

一

1
5岨
F
K
M左

日
本
人
は
理
解
し
て
く
れ
る
と

W

dF
岨

九

，

!

問

a
-
-
F
-
E

・・・・・・・・開
峨ザ
ω

=
-

ωr

下
壊
に
入
っ
た
・
通
路
は
、
高
さ
や
り
方
は
、
解
放
回
に
と
っ
て
大

2
1
4
4Ea
rf」

l

信
頼
し
て
い
ま
す
し
、
戦
争
は

間

一M
M
、
幅
六
十
袴
ぐ
ら
い
。
上
に
き
な
打
撃
と
な
っ
た
と
い
う
.
ζ

押

由

jillE阻
園
.
，
F

駄
目
だ
と
い
う
ζ
と
を
、
日
本
同

下
に
作
ら
れ
、
入
り
組
み
、
ひ
ざ
の
地
区
で
は
、
二
十
年
間
の
闘
い

E

ポ

S
1
1
n
w
b
F

人
は
よ
く
知
っ
て
い
る
」

同

を
折
り
曲
げ
て
や
っ
と
通
れ
る
・

で

十
万
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
・

rZ553
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2
t
j
f
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4月1日

固m日|

揖172奇;t(1 ) 

新
νω
鉱
山
判
長
ず
泊

鱗
九
即
在
地
砂
州

八
四
年
五
月
か
ら
、
東
京
地
方
裁
判
所
で
行
な
わ
れ
て
い
る
川

山

「和
解
交
渉
」
は
、
八
五
年
三
月
二
八
日
で
第
八
回
を
終
え
た
・
い

川
裁
判
長
か
ら
n
解
決
に
向
け
て
努
力
せ
よ
M

の
勧
告
を
受
け
続
川

川
り
て
い
る
沖
電
気
で
す
が
、
ま
だ
「
聡
場
復
帰
」
の
回
答
を
示

山

川
レ
て
い
ま
せ
ん
.

し
か
し
、
裁
判
闘
争
や
昨
年
の
「
秋
の
大
運
動
」
な
ど
の
前
山

川
進
は
、

一
歩
一
歩
、
沖
電
気
を
追
い
つ
め
て
い
ま
す
.
ま
た
交
川

川
渉
で
も
、
沖
電
気
は
、
複
岸
人
事
部
長
が
交
渉
窓
口
に
出
て
来
川

山
ざ
る
を
え
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
・

川
五
月
八
日
、
午
後
三
時
か
ら
第
九
回
和
解
交
渉
が
行
な
わ
れ
川

町
ま
す
が
、
沖
電
気
の
誠
意
あ
る
回
答
が
望
ま
れ
ま
す
.

港
区
(
東
京
)
で
の

神
電
気
争
犠
支
援
の
共

闘
会
援
は
加
魁
団
体
が

一
二
七
を
と
え
ま
し

た
.
四
月
五
日
に
は
、

中
央
共
闘
会
議
と
共
鰍

で
昼
休
み
東
京
工
場
前

抗
援
策
会
を
計
画
.

筒

玉

県

で

は

、

と

れ

ま

で

も

、

ま

た

港

統

一
労
組
懇

争
議
の
勝
利
を
決
定
づ
け
る
大
き
の
仲
間
は
、

「
ま
と
も
な
春
闘
を

な
抽
出
会
が
m
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
.
わ
れ
ら
の
手
で
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

呂
町
食
品
争
犠
団
は
蓮
田
市
で
、
で
行
な
わ
れ
た

J
ニ
・
五
全
都
大

市
民
ぐ
る
み
の

n
桜
ま
つ
り
u

を

行
動
u

の
中
で
、
神
電
気
本
社
へ

五
千
人
規
模
で
.
細
川
活
版
所
争
要
騎
行
動
を
行
い
ま
し
た
.

磁
の
場
合
は
、
草
加
市
で
一
万
人
国
鉄
を
は
じ
め
と
し
た
仲
間
と

沖
電
気
争
犠
の
発
生
を

で

決

起

集

会

。

の

学

習

会

や

春

闘

の

決

起

集

会

な

綴
に
、
沼
畿
の
仲
間
と
の

l
l

ζん
な
鑑
か
な
経
験
を
持
っ
て
ど
で
、
神
電
気
争
犠
団
と
の
連
常

共
同
聞
は
前
進
し
て
い
ま
一
北
一

い
る
崎
玉
の
仲
間
か
ら
、
当
然
の
・
交
流
は
い
ま
、
述
日
の
よ
う
に

す
-
n電
機
の
聡
場
に

二
東
一

さ
つ
に
H

沖
電
気
を
勝
た
せ
る
た
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
・
今
年
、
神

人
の
首
切
り
も
許
さ
な

め
に
、
工
場
が
あ
る
本
庄
市
で
も
電
気
争
議
も
労
働
運
動
も
大
き
く

い
u

の
ス
ロ
l
ガ
ン
で
始

1
1
J
エ
ベ
ン
ト
を
u

の
声
が
大
き
く
な
飛
闘
し
そ
う
.

ま
っ
た

「
車
総
高

二

康
一

っ
て
い
ま
レ
た
が
、
開
催
の
準
備

は
、
今
年
は
四
月
五
日
に
口
川円
」
が
始
ま
り
-ま
し
た
.

第
十
次
の
一
日
行
動
を
行
本
庄
市
鵬
、
全
金
サ
ン
エ
ス
支

い
、
沖
電
気
を
は
じ
め
、

1
1」
部
な
ど
か
ら
は
、
さ
っ
そ
く
質
問

目
立
、
三
菱
、
目
電
、
東
一
海
一

の
声
・
「
五
千
人
以
上
の
規
模
で
、

芝
な
ど
争
犠
会
社
に
解
決
亡
れ
に

市
民
や
労
働
者
が
集
ま
っ
て
」

を

迫

り

ま

す

.

と

企

画

は

い

ま

、

ふ

く

ら

む

ば

か

沖
電
気
争
護
団
で
は
、

1
j」
り
で
す
.

格
段
労
巡
(
約
六
十
万
)
一
即
一

+
実
行
委
員
会
の
仕
事
を
一
緒

加
盟
の
電
機
大
企
業
を
中
「
t
し

に
し
ま
せ
ん
か
・
御
一
報
く
だ
さ

心
に
H

ゆ
る
す
な
/
沖

電

い

・
雷
O
四
九
五
1
一一一

5
五
四

気
の
指
名
解
雇
u

の
全
国
「け川
」
八

一
.
あ
な
た
の
力
を
ぜ
ひ
f

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
一
唱

一

ま
す
.

r
J
1
L

電
機
の
仲
間
の
み
な
さ

ん
が
、
各
主
婦
問
で
の

E
a--

伝
行
動
に
も
、
協
力
し
て

一
た
一

下
さ
る
と
と
を
お
ね
が
い

し
ま
す
・

ノラ中電気L之胃酸場復帰」在三売意さ仕よクープ

乙一安正しくて.元気ぷ・る運動統合とい・一一/

通
信
繊
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
益
、
=
一
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
居
後
の
職
湯
で
は
、

沖
電
気
工
業

(本
社
・
東
京

・

九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解

矯
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
こ
し
て
新
工
場
の
迎
設
な
ど

・

回
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
沖

七
O
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
九
O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
。
会
社
は
東
京
地
裁
ほ
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希

〆
〆

r

r

r

r

，
，

望
退
職
」
募
集
亭
健
案
乙
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

と
退
職
強
要
に
応
じ
な
い
三
百

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
庖
せ
し
め
を
強
め
、
「
合
理
化
」

撲
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
.

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
意
餓
改
革
を
す
る
と
と
」
と
証
沖
電
気
争
犠
団
の
七
十
一
人

強
行
。
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、

言
。
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
千
を
超
え
る
労

百
億
円
近
い
史
上
回
国
高
の
利
視
し
て
解
雇

K
乞
と
も
明
白
・
組
争
、
一
万
四
千
人
の
「
支
援

軍

参

ベ

ト

ナ

ム

戯穏

t
E
F司

が
ア
メ
リ
カ

住
民
ι戦
争
を
し

-
L
J

て
い
た
頃

‘
J
町
『

3
日
本
を
訪
れ

h
M
k
l
た
ベ
ト
ナ
ム

4

・

4
‘

の
脅
年
た
ち

が

「
自
分
た
ち
の
国
を
つ
く
る

一た
め
に
は
、
た
と
え
困
織
は
多

く
て
も
、

闘
う
そ
し
て
必
ら

ず
戦
争
に
も
勝
つ
」
と
絢
を
猿

っ
て
諮
っ
て
い
た
姿
が
忘
れ
ら

れ
な
い
V
あ
れ
か
ら
十
数
年
経

っ
た
今
年
の
二
月
、
ホ
1
チ
ン

ミ
ン
市
(
旧
サ
イ
ゴ
ン
)
で
ガ

イ
ド
を
し
て
い
る
こ
十
八
歳
の

組
織

(共
闘
)
づ
く
り
の
幣
仰
が
、
山

智
年
に
会
っ
た
.
「
い
ま
ベ
ト

急
ピ
y
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
.

山
ナ
ム
の
社
会
主
義
鐙
股
は
、
い

-
崎
玉
励
ま
す
会

(支
侵
す
る

聞
く
つ
か
の
間
織
を
か
か
え
て
い

会
)
の
住
所
が
変
り
ま
レ
た
・
新

聞
る
・
し
か
し
長
い
目
で
見
て
ほ

高
崎
(
群
馬
)
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
グ
大
会
」
の
計
画
を
し
て
い
ま
す
。
住
所
は
、
本
庄
市
朝
日
町
一
一
一
一

叫
し
い
、
か
な
ら
ず
、
す
ば
ら
し

大
会
。
千
代
田
、
豊
島
が
交
流
の
ま
た
、
品
川
区
や
閤
般
区
で
は
九
六
l
七

で

す
.
よ
ろ
し
く
お

問
い
国
に
す
る
か
ら
」
と
涙
を

花
見
(
東
京
)
.
中
央
(
東
京
)
労
働
組
合
が
中
心
と
な
っ
た
支
援
ね
が
い
し
ま
す
.

問
た
め
て
私
と
佐
藤
さ
ん
(
と
も

や
八
王
子
(
=
一
多
摩
)
が
ハ
イ
キ

Il--

…

に

活
気
護
団
〉
毎
年
は

ン
グ
・
と
各
地
の
支
慶
す
る
会

署

名

だ

け

で

な

く

訴
え
た
-
V
私
も
、
ベ
ト
ナ
ム

の
支
部
の
活
動
も
今
年
は
活
発
で

、

の
青
年
の
よ
う
に
未
来
を
し
っ

す
・

ハ

ガ

キ

な

ど

も

か

り
と
見
つ
め
生
き
る
ぞ
、
と

東
京
南
部
(
港
、
品
川
、
大
田
、
支
鐙
す
る
会
で
は
、
「
職
旧
制
復
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
.
心
を
新
た
に
す
る
事
が
で
き

目
黒
)
は
支
部
と
し
て
発
足
し
て
灼
」
を
神
電
気
に
さ
ら
に
迫
る
た
三
月
八
回
、
支
復
す
る
会
は
、
た
.
彼
に
H

勝
利
u

の
報
告
が

い
ま
せ
ん
が
、
一
千
五
百
人
以
上
め
に
抗
議
、
要
約
の
「
ハ
ガ
キ
連
発
足
六
周
年
に
・
会
員
数
は
、
一
一
日
も
皐
J

プ
J

に岬

の
会
員
が
い
ま
す
.
初
め
て
の
交
動
」
な
ど
の
多
彩
な
窓
志
表
示
も
万
四
千
五
百
人
で
す
.
当
面
二
万
ン
パ
ロ
ウ
.

(

蛾

)

流
会
と
し
て
四
月
に
「
ポ
ウ

υン
考
慮
中
で
す
の
で
、
御
協
力
を
よ
人
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
.

神
電
気
争
援
を
さ
ら
に
多
く
の

国
民
に
知
ら
せ
、

H

ゆ
る
す
な
，ノ

沖
電
気
の
指
名
解
胆
u
の
世
論
づ

く
り
を
す
る
た
め
の
武
器
と
し

て
、
日
本
電
波
ニ
ュ

ー
ス
の
仲
間

の
手
で
「
映
画
」
.
カ
メ
ラ
マ
ン

の
森
住
卓
さ
ん
た
ち
が
「
写
真
集
」

の
発
表
を
と
、
作
業
が
進
ん
で
い

ま
す
.
ζ
れ
は
楽
し
み
で
す
ね
.

の

，F
作品

川

一
刻
国

aA

4
4
 

たれま綴に

万

前

ω
社

名

本

署
気
の

電

り

神

怒

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
花
見
・
..
 

今
年
は
と
て
も
活
発

す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
二

年
十
一
月
に
は
、
支
鐙
共
闘
会

織
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

作
っ
た
。

八
四
年
秋
に
は
、
全
国
規
模

の
組
踊
三
十
六
都
道
府
県
、

ニ
O
ニ
カ
所
で
日
士
銀
行
、
神

電
気
へ
の
行
動
。
四
十
万
人
の

署
名
な
ど
ー
を
成
功
さ
せ
、
仕

事
監
別
を
や
め
さ
せ
る
な
ど
の

成
果
を
勝
ち
取
っ
た
.
東
京
地

裁
で
の
和
解
交
渉
も
、
い
ま
山

場
を
迎
え
て
い
る
.
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(聞
き
手
は
編
集
部
)

業

が

、

山
わ
け
す
る
た
め
の
方
「
公
的
な
仕
事
で
す
の
で
、
る
ん
で
す
」

ー
ー
ニ
O
兆
円
く
ら
い
も
あ
る

策
で
す
.
ど
ζ
ま
で
も
国
鉄
を
世
界
の
ど
の
国
で
も
、
国
鉄
は
|
|外
注
で
仕
事
を
奪
わ
れ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
、
国
鉄
の
赤

喰
い
も
の
に
し
て
、
儲
け
よ
う
赤
字
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
ど

人
は
ど
う
し
て
い
る
ん
で
す

字
の
主
な
原
因
は
何
で
す
か
・
と
い
う
と
と
で
す
」
の
国
も
政
府
予
算
で
赤
字
を
解
か
・

「
東
海
道
新
幹
線
が
走
る
前

1
|
国
鉄
は
、
人
間
玄
習
う
と
消
レ
て
い
る
ん
で
す
よ
、
儲
か

「慣
れ
な
い
仕
事
や
ら
さ
れ

ま
で
は
黒
字
だ
っ
た
の
で
す

血
管
の
よ
う
な
も
の
で
、
廃
止

ら
な
い
国
鉄
も
生
活
に
は
必
要
て
い
ま
す
が
宛
庖
で
コ
1
ヒ

が
、
政
府
や
財
界
が
、
国
鉄
を

す
れ
ば
、
そ
の
地
方
の
機
能
は

で

す

か

ら

」

l

運

び

を

し

た

り

い

ろ

い

ろ

喰
い
も
の
に
し
て
膨
大
な
設

ダ
ウ
ン
し
ま
す
し
、国
民
の「
平

l
|
「
赤
字
」
と
「
余
剰
人
員
」
で
す
.
プ
ロ
の
労
働
者
を
追
い

備
投
資
を
吸
い
上
げ
て
い
き
、

等
に
交
通
す
る
福
利
」
は
奪
わ
の
大
宣
伝
は
、
労
働
者
積
牲
の
出
し
て
、

ア
マ
の
労
働
者
が
間

借
金
や
利
息
が
積
も
り
積
も
つ

れ
る
と
思
う
の
で
す
が
・

「

合
理
化
」
を
す
る
た
め
の
手
じ
仕
事
を
し
て
い
る
・
そ
う
考

た

と

い

う

事

で

、

国

鉄

に

働

く

段

と

レ

て
よ
く
使
わ
れ
ま
す
え
て
い
い
で
す
ね
・
外
注
の
労

人

や

国

民

に

そ

の

責

任

は

な

い

が

、

国

鉄

の

場

合
も
そ
う
で
す
働
者
は
国
鉄
労
働
者
で
は
な
い

で

す

ね

」

ね

・

の

で

国

労

の

弱

体

化

も

狙

つ

ー
ー
北
海
道
の
人
に
と
っ
て
は

「
も
う
す
で
に
、
全
国
で
ニ
て
の
こ
と
で
す
」

事
だ
っ
た

n
育
園
ト
ン
ネ
ル
u

千
八
百
ぐ
ら
い
の
無
人
駅
が
つ

1

1
現
在
、
強
行
さ
れ
て
い
る

が
約
七
千
億
円
で
完
成
し
ま
し

く
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
ど
ん
ど

国
鉄
の
「
合
理
化
」
で
は
、
固

た
が、

ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ

ん
仕
事
を
外
注
し
た
り
・
仕
事

民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
も
安
全
の
確

る
ん
で
す
か
・

を

取

ら

れ
る
と
人
が
余
っ
て
い
保
も
保
障
さ
れ
な
い
と
言
う
こ

「

現

在

は

、

隊

経

海

峡

線

だ

る

よ

う

に

見

え

る

の

は

当

然

で

と

れ

抽ん
で
す
か
.

り
が
予
定
さ
れ
て
い
る

と

聞

い

す

・
さ
ら
に
い
ま
強
行
さ

れ

て

「

結
論
か
ら
言
う
と
そ
う
で

て

い

ま

す

が

、

こ

と

で

は

、

年

い

る

の

は

「

合

理

化

」

に

よ

る

す

・

み

ど

り

の

窓

口

の

時

間

制

問

で

約

九

百

億

円

の

赤

字

が

出

人

減

ら

し

で

す

・
た
と
え
ば
、
改
限
ゃ
、

ラ

yン
ュ
時
で
も
改
札

る

と

予

想

さ

れ

て

い

ま

す

」

札

口

の

袈

凸

を

減

ら

し

て

い

っ

口

の

一

部

閉

鎖

・
検
査
な
ど
の

l

!園
の
開
発
な
の
に
、
国
鉄

た
り
、
乗
務
員
の
勤
務
厳
離
を
簡
紫
化
の
名
に
よ
る
手
疲
き
。

の
建
般
費
は
、
国
鉄
の
借
金
で

国

電

の

泊

り

勤

務

の

場

合
は
、
ホ
ー
ム
の
嬰
貝
を
滅
ら
す

.

や
っ
て
い
る
の
で
す
か
・

今

年

の

三

月

か

ら

、

二

百

二

十

長

時

間
過
密
労
働
の
ノ
ル
マ

「

そ

う

で

す

。

泊

路

な

ど

の

J

だ

っ

た

の

を

、

=

一

一

白

+

J

と

・

ζ
れ
で
は
第
二
の
三
冠
交

建
設
貨
は
、
七

O
弼

も

公

的

負

畏

く

働

く

な

ど

で

す

・

そ

し

通

m故
も
・
地
震
や
、
火
災

担
(
税
金
)
な

の

に

、

国

鉄

の

て

人

が

余

っ

て

い

る

と

宣
伝
す
時
で
の
誘
導
な
ど
は
と
て
も
で

公

的

援

助

は

、

約

二

揮

で

す

.

き

ま

せ

ん

.

採

算

だ

け

を

考

え

フ
ラ
ン
ス
な
ど
は
、
日

本

の

三

九

J

て
H

人
間
H

を
忘
れ
て
い
る
の

倍
ぐ
ら
い
は
、
国
か
ら
援
助
が

鴻
叫

で
す
」

で

て

い

ま

す

よ

」

M

M

l

1

自
民
の
た
め
の
国
鉄
す
る

|
|
鉄
道
逮
殴
を
国
の
予
算

で

運

動

が

必

要

で

す
ね
.

や
っ
て
い
れ
ば
、
赤
字
に
は
怠

「
そ
う
で
す
.
各
地
で
い
ま
、

ら
な
か
っ
た
の
に
な
ぜ
、

分

割

国

民

の

国

鉄

を

守
ろ
う
の
運
動

さ
れ
、
民
営
化
す
争
必
要

が

あ

が

起

き

て

い

ま

す

・
直
媛
、
図

る
ん
で
す
か
・

鉄
の
臓
旧
制
も
見
て
く
だ
さ
い
・

「

ひ

と

と

と

で

言

え

ぽ

、

時

分

り

易

い

で

す

.

私

の

と

と

ろ

価一

O
O兆
円
と
も
z

言
わ

れ

る

も

、

大

歓

迎

で

す

よ

」

国
鉄
の
資
産
を
、
財
界
や
大
企

一斉 定時日 〈残業を規制する目〉
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(3 ) 鋼管72司吾 支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月) 1985年 4月 1E3 

許諾151di回 γ "沖争議っ子、今年は 5人が 1年生

時予言詰せ持~ ~Jk TI D~~ゐ 除や〈が3さるA

i!?i回τiiii174砂ν町UU跡。時拾いを翁
さ会 た伊米 共今九を 一一一一ー
んに三・書王制定人含 |合葬|
、時早 童ん議、会宮 己主J

見合 iq議運警主星空裏 f.... 52 32号ZRZ言語古 jL f，1 - 、is
n 二斗 h 一一一」柑ーー 守 ‘

害賠持詩吟詩??選良~私ぷムjうγ
必雪合皇手書露呈霊中皇警お
主著察署五主産問宇毒事告霊;
事Zh智早雲尊重暴走 E室主?
量産霊ご昔話 5害時喜左雪空;
三君主主議書去三工の凶器 :
主主写ヂ二ぞき |宣伝I.う

吋・が三回いを 』一一- "伊 i

R15i科医詩 固{

出世間iiii;ば 令

官日前!?語;事按Jfhk i会れ勺}リ

科目前和 国; 訪ね三紙、い叫d | 二 o a)¥ '*勺わん 1

5ゑ355ig雪 宣言2草} 0岡固まさしくん、笹井ゆみ乙ちゃん、渡辺あきひとくんが小学校。

宅議主苦ラ室 ZE 与革問言 i 米田佐和子ちゃんが中学、中山あゆみちゃんが高校。

z 弓iよ点ti 固 ? 1 i 自:;.'.1，..，...........'，"ヌr?合台叶I女γ三でT?叩、?片5切廿?η貯合行日r力rfY仕r行h仔::男f男戸男号干円±主?f?片行r売三仔行行Hffr?fre::町?士行叩?日:行叩?rr?ご士計ヒ「I

8持Z2ぷ号詳雪軒宗日 固 包順順R Lミ柔 M 字書守2毛害警 老妻百手ぞ彊喜毒

平同雪雲二書主主だめで -， ': 箱型e~ 量 BZ 定点首長示者雪 55 堅守 E zgg霊 弓献

2童三EPH22持雪;ば??EJ別売一言語言語全日以バド守 さ整
会室主主ヱ ぞと量「中の裏~ =:l~務' ぶ首 EE 型宗宗主計主霊じ主雪 量時国 当~tl
重 曾白裏?究費需 iて;!?!Ej怒ヌ 控器三重き主主 主需主主 zzg実 主食 『立 夏瞥豪
雪巨司 定詰てど襲 28; 可也jjlY 発中 B. してし消ら禁税 ζ く霊つ陥 い 5草委忍玄雪:;;

23ii出 制問唱iiむき出押印鼎開審;
;ii1j;iz詳細;iiii出 2222iihihド;!?刈
加メ 13グ"普宇 |嗣11~れ ZE 戸完在宅部長辻義222言525君主 ;lH!:t議
究 会時 H 星 ぎ J 星l団側剛IUI ~ 9 y' 't) 1，- Iv 1':" c...: R lJ_). "c 1':" <.... '9- !fdJ V VJ 7)¥ t:r~ 7.)¥ Q tuj t"I::; 7.)¥ ~:9:'~溢三

日間昔話忌 "1③;百詰iMiiii副長信網診警察
き号立月主開 1与事 E の i 寺島皇然前て と 部 6 ブ で \~-;・~ >'安当G

h企部E52三 ③ j い EB35Aziii持iiA126塾》 ぬ;
公立寄H1己完@守示音量高吟ドゴてAq供与 Eib王r<1> 
醤手みた金九歪国 Jレベァ @ (~芸高 喜望迎に ・ 2 主警告益々 官 討二 男 日露 l対処~
十苦!@語訂面警訂吉食削主ジ {←静…哨

;j手諒長陥ゐ必三ιjム;ミ!.!渦β布U胃骨;ヨi完i詳i紅重弓zj1時2!;告1;i詳?i註ii忌ii許!;T背?iド5i時自 語
;汁ア一t:>:b寸:btLア竺_"lPい、る 川g晦姐!い;時れ のL き持き Q吟票旦吋論雲幻福5:4z号E25号号喜霊 のて

f理~ I 司圃・ や堤唱E 三軍ι 三なにおり E司王E 五三 地五はでい、 気 3 ったれ い て、、ー工 BB 百戸一J ...._.......... l lL亘民~~い、主長道??前 .-. ---- 哩豪語警 ~~ ~ 
1 _ 1 l誌は い」 謹鴻轟臨調官亀 J曲-再 三男 E?い t

l問谷・ .....- 畠 5 等 句題liI"" 可IIIOII'曹 司園田園匹鑓藍面溜越-園調也醤鵬叱a ロ

iitjiji!;ち;j!i臨時年んてア 会jiiij;i
.鰐JiE選 望室25gEZE} 高芸議 5 手号安直君主パ?日量 1 日義 足 もgEE E需員

側円) 皇;費ggg事55 4議ぎ童 弓手喜善富・主明話詰議採毒会を 主盟会 主 主勢山

269 



婁樗'72奇曹 (4) 

ろ
う
あ
者
だ
っ
て
人
間

匂
磁
開
閉
器
な
ど
を
製
造
す
る
あ
者
と
い
う
附
替
に
も
ま
け
ず
、

春
日
電
機
(
東
京
三
鷹
市
・
四
百
毎
朝
、
社
前
に
立
っ
て
就
労
を
要

八
十
人
)
に
七
四
年
一
月
に
入
社
求
す
る
一
方
、
裁
判
所
に
も
訴
え
、

レ
、
働
い
て
い
た
ろ
う
あ
者
の
宙
開
一
日
も
早
い
職
場
復
帰
を
め
ざ
し

田
さ
ん
に
、
春
田
電
機
は
つ
ぎ
っ
て
い
ま
す
・

ぎ
と
攻
撃
を
か
け
て
き
ま
し
た
・

毎
日
、
毎
日
、
か
な
ら
ず
社
前

七
八
年
の
年
末
に
は
、
一
時
金
に
来
る
栗
田
さ
ん
に
、
織
場
の
伸

を
一
方
的
に
十
数
万
円
も
減
額
、
聞
や
地
域
の
仲
間
の
支
援
は
拡
が

七
九
年
の
始
め
に
は
、
賃
金
の
四
り
ま
し
た
。
守
る
会
(
栗
田
君
支

O
婦
の
引
き
下
げ
と
臨
時
社
員
へ
え
る
会
)
も
組
織
さ
れ
ま
し
た
.

の
格
下
げ
を
強
行
レ
ま
し
た
・

八

四
年
一
一
月
二
四
日
に
は
、

正
社
員
に
戻
レ
て
ほ
レ
い
と
嬰
支
援
団
体
連
絡
会
議
も
結
成
さ

求
し
て
い
た
架
回
さ
ん
は
、
つ
い
れ
、
量
的
に
も
質
的
に
も
闘
い
は

に
、
八
二
年
一
月
八
日
、
解
鹿
さ

前
進
し
て
い
ま
す
.

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
全
国
の
仲
間
の
み
な
さ
ん
、
が

解
屈
さ
れ
て
三
年
の
現
在
、
東
ん
ば
る
栗
田
さ
ん
に
大
き
な
、

大

「

一

:
:

J

電
器
の
人
権
侵
寄

・
質

田
さ
ん

一
家
は
、

小
学
三
年
と
一

き
な
支
療
を
し
ま
し
ょ
う
。
(
野
)
田
君
支
え
る
会

雷
三
五
二

l

…
円
リ
.
金
差
別
を
闘
っ
て
い
た

年
の
子
ど
も
た
ち
と
、
奥
さ
ん
の

|
|
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま

三
三
三
因
。

-
+
f
…
八
人
の
仲
間
は
二
月
十

四
人
家
族
で
す
。
障
害
者
年
金
だ

す
.

A

抗
議
先
V

東
京
都
下
三
九
日
、
昇
格
、
昇
給
、
解
決
金
で

け
で
は
生
活
で
き
ず
、
奥
さ
ん
は

A
激
励
先
V

東
京
都
新
宿
区
鷹
市
下
連
雀
八
の
三
の
一
一
制
勝
利
的
和
解
を
成
立
さ
せ
ま
し

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
で
働
い
て
い
ま
新
宿
二
の
二
ニ
の
一
二
グ
レ
イ
春
日
電
機
取
締
役
社
長

春
日

た
・
十
一
年
間
の
闘
い
で
の
勝
利

す

.

ス

ピ

ル

七

階

東

京

都

聴

覚

障

害

一
雄
雷

O
四
二
二

l
四
七
|
五
で
す
。
H

明
る
く
自
由
な
職
場
を
H

四
十
歳
の
栗
田
さ
ん
は
、
ろ
う
者
連
盟
事
務
所
内
春
日
電
機
東
八
八

一
。

が

ス

ロ

ー
ガ
ン
で
し
た
。

場騒聾)

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース19 S5牢 4月 1日

栗

田

問、
i
l
l
l
l
1
1
11
1
1
1

そ
れ
か
ら
何
年
か
経
ち
ま
し

一

(

私

と

沖

争

議

(

た
が
、
裁
判
の
経
過
も
、
喜

一

通
り

H

従
業
員
が
過
剰
の
た
め

町

沖
電
気
争
議
団
の
み
な
さ
ん
の
指
名
解
雇
で
は
な
く
て
、
会

一

と
、
私
と
の
出
合
い
は
、
高
校
社
の
労
働
者
の
団
結
弱
体
化
を

一

の
教
え
子
で
あ
る
南
本
君
が
、
狙
っ
た
威
嚇
作
戦
で
あ
っ
た
ζ

甲

突
然
来
訪
さ
れ
て
、
就
職
先
の
と
H

が
、
会
社
自
ら
の
証
言
に

一

望

気

(

霊

工

場

埼

玉

)

よ

っ

て

書

さ
れ
て
い
ま
す
・

一

で
指
名
解
雇
さ
れ
た
こ
と
、
裁
労
働
者
の
生
活
椴
を
鍾
る
会

一

判
で
も
争
い
た
い
の
で
、
後
援
社
が
、
も
し
と
の
よ
う
な
方
法

一

を
お
ね
が
い
し
た
い
と
言
う
詣
で
、
自
由
無
安
去
に
労
働
者
を

一

で

し

た

。

あ

や

つ

る

事

が

、

許

さ

れ

る

な

一

語
、
皇
の
学
級
担
任
で
ら
ば
、
労
働
基
本
椴
と
か
労
働

問

あ
っ
た
の
で
、
彼
の
人
と
な
り
基
準
法
な
ど
と
言
う
も
の
は
、

白

は
、
充
分
知
っ
て
お
り
、
学
校
ど
こ
か
へ
吹
き
飛
ん
で
し
ま
っ

一

時
代
は
其
面
白
な
落
ち
つ
い
た
て
H

封
建
的
暗
黒
社
会
H

へ
逆

ご

-
徒
で
あ
っ
た
の
で
、
会
社
で
も
ど
り
と
言
う
と
と
に
な
り
か

一

不
都
合
な
乙
と
を
す
る
は
ず
が
ね
ま
せ
ん
。

一

な
い
か
ら
何
か
が
あ
る
な
と
、
沖
電
気
で
働
ら
い
て
お
ら
れ

田

直
感
レ
ま
し
た
・

そ
ζ
で
い
る
労
働
者
の
か
た
が
た
に
は
、

一

ろ
い
ろ
話
を
聞
い
て
、
少
し
で
な
ん
ら
係
わ
り
の
な
い
事
で
す

一

も
力
に
な
れ
ば
と
患
っ
て
、
後
が
、
経
営
者
た
ち
は
、

ζ
の
危

一

笠
宮
の
一
人
に
な
る
こ
と
を
、
険
な
暴
挙
の
非
を
悟
り
、
一
回

一

引
受
け
ま
し
た
。

も
阜
く
指
名
解
居
者
の
復
職
を

ご
絞
る

一
時
w
…一守

一闘
臨
時

一春
一明
期

日
吋
官
官
・
林

B
古
都

z

-を
3
ヒ
マ
な
い
庁
、
、

ス
ウ
ヲ
ヮ
下
回
晩
、て
を
Z

み
が
工
争
し
L
1
3
ン

オ
『
、
ョ

/
-

議

晋

一
さ
ん

お
め
で
と
う
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車前列の左が岡さん。

二人の教え子 C南本、笹井さん〉

が指名解雇されました。

川

2
月
お
日

国
労
・
名
古
屋
駅

川

の
学
習
会
で
報
告
。

川

2
月
U

印日
1
U日
沖
電
気
の

川

商
品
展
示
会
、
会
場
前
で
宣

川

伝
行
動
。

川

2
月
日
目
目
前
橋
裁
判
。
ポ
ウ

川

り
ン
グ
大
会
(
前
橋
)
・

川

2
月
U
日

草
加
鋼
業
の
争
犠

川

勝
利
集
会
。

川

2
月刊
ω日

名
村
造
船
争
議
の

計
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
.

川

三
和
銀
行
へ
の
要
粉
行
動
因

そ
う
し
て
く
れ
れ
ば
、
私
に
と

川

(港
、
目
黒
区
)

つ
て
は
、
教
え
子
を
失
業
か
ら
救

川

5
月
1
日

港
支
援
共
闘
会
議

ぃ
、
そ
の
家
族
や
、
幼
い
子
ど
も

川

の
総
会
。

た
ち
の
笑
顔
を
よ
み
が
え
ら
せ
る

川

3
月
2
日

「
会
」
春
闘
学
潤

縁
と
な
り
ま
す
。

川

会

(
東
京
)。

東
京一
争
議
団

ー

l
hO
B
l
i--
川

婦
人
部
が
「
労
基
法
」
学
習

・
「
私
と
沖
争
繊
」

へ
の
投
笹

川

会
.

や
准
薦
に
御
協
力
く
だ
さ
い
。
岡

山

5
月
4
白

千
代
田
支
援
共
闘

慌
に
「
た
た
か
う
、
怠
か
ま
た
ち
」

川

会
織
が
総
会
.
中
央
共
闘
会

や
「
な
か
ま
の
パ
ン
フ
」
の
紹
介

川

護
拡
大
事
務
局
.

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

川

5
月
5
日

第
七
回
和
解
交

・
;
7
-
2
r亨
2

2

川

渉
。
開
甘
闘
勝
利
5
・
5
全
部

主
二

C
3
t
v
T
〆
、
司

、3
1
R
u
-。

川

大
運
動
で
港
の
代
表
が
、
沖

E
H
3

担
カ
士
宮
L
L
』
カ
7
a
f

川

電
気
本
社
へ
要
請
高

電
機
労
連

・
ゼ
ネ
ラ
ル
労
組
の
場
合

川5
月
6
日
5
8
日
襲
警

川

名
行
動

(沖
・
平
和
委
員
会
)

川
崎
市
に
あ
る
電
機
労
連
ゼ
ネ
が
七
五

・
三
揮
を
占
め
、
電
機
労
東
さ
ん
は
、
乙
の
二
月
、
念
顧
の
後
半
・四
人
世
帯
)が
必
要
と
さ
れ

川

3
月
8
日

国
際
婦
人
デ
l
で

ラ
ル
労
組
|
|
い
ま
組
合
で
は
、
連
平
均
の
四

一
部
と
比
べ
、
一

・

新
居
に
移
っ
た
。
広
さ
は
三
D
K。
賃
上
げ
の
要
求
は
切
実
そ
の
も

川

宣
伝
行
動
。

富
土
通
と
の
業
務
提
携
に
よ
る
八
倍
も
の
高
さ
を
示
し
た
。

月
五
万
円
の
住
宅
ロ
l
ン
を
支
払
の
。
さ
ら
に
税
金
、
社
保
料
、
住

川

5
月
?

日

沖
電
気
仕
事
差
別

H

企
業
再
建
H

の
な
か
で
、
「
再
し
か
も
、
電
機
労
連
の
調
査
で
い
そ
の
う
え

一
時
金
で
の
二
十
六
宅
、
教
育
、
健
康
へ
の
関
心
も
高

川

事
件
の
報
告
抽
出
会
。
東
京
大

生
ゼ
ネ
ラ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
水
は
、

「
生
活
が
苦
し
く
な
っ
た
」は
万
円
が
周
に
重
く
の
レ
か
か
る
.

ぃ
.

川

空
襲
四
十
年
の
祈
念
の
集

準
」
を
合
言
葉
に
、
八
五
春
闘
へ
前
年
よ
り
一
一
部
も
ダ
ウ
ン
し
て
ゼ
ネ
ラ
ル
の
平
均
基
準
内
賃
金
ゼ
ネ
ラ
ル
労
組
の
調
査
で
も

川

い
.

の
と
り
く
み
を
強
め
て
い
る
.

い
る
が
、
ゼ
ネ
ラ
ル
で
は
逆
に
約
は
、
十
九
万
千
六
百
八
十
七
円
(
U
A

「
生
活
で
段
も
改
ぎ
己
せ
た
い
も

川

3
月
日
日

蛍
島
総
行
動
で
日

電
機
労
連
は
今
春
闘
で
「
伸
長
三
掃
の
増
加
さ
え
示
し
て
い
る
。

-
5歳
、
勤
続
日
・5
年
)で
あ
る
。
の
」

で
は
、
世
帯
主
は
第
一
位
が

川

士
銀
行
へ
要
諦
行
動
。
公
害

す
る
童
話
に
見
合
っ
た
成
果
職
場
の
と
は
た

i苦
を
補

E
E酌
劃

E

i、
二
位
健
康
と
休
養
、
三
位

川

総
行
動
。

を
め
ざ
す
」
と
H

攻
め
の
春
闘
H

っ
て
い
る
の
カ
ノ
l
ト

共

働

き

力

者

育

の

順

。
砂
告
白
子
で
は
一

川

5
月刊は
日

大
阪
御
堂
筋
総
行

と

「相
場
の
段
上
限
」
(
藁
和
電
の
家
庭
が
増
え
て
お
り
、
川
崎
支
電
機
の
労
働
者
は
、
高
度
技
術
位
が
題
昧
と
レ
ジ
ャ
ー
、
二
位
健

川

動
で
、
白
士
銀
行
、
沖
電
気

綴
労
連
委
員
長
)
を
宣
言
、
リ
l

部
で
は
=一

一
・
九
婦
と
前
年
を
七
の
修
得
も
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
こ
成
、

三
位
住
宅
と
な
る
。
「
春
闘

川

へ
要
樹
、
抗
滋
行
動
。

静
岡

デ
ィ
ン
グ
産
業
単
産
と
し
て
熱
い

・四
部
上
回
り
、う
な
ぎ
の
ぼ
り
の
と
を
端
的
に
一市
す
よ
う
に
パ
ソ
コ
は
ど
う
せ
上
の
方
で
決
ま
る
ん
だ

川

富
土
銀
行
へ
要
請
行
均
中

ま

な

ざ

し

が

注

が

れ

る

。

増
加
で
あ
る
。「
月
あ
と
四
万
円

ン
の
所
育
状
況
は
蛍
議
所
支
部
で
ろ
う
」の
声
も
あ
り
、
職
場
の

一
部

川

央
区
支
媛
す
る
会
が
学
習

1
J
1
/
1ノ
1
/
1
/

ぐ
ら
い
必
要
だ
」
と
い
う
の
ま
、
は
四

一
・八
揮
に
も
達
し
て
い
る
。

に
シ
ラ
ケ
が
な
い
わ
げ
で
は
な

川

会。

共
働
き
詑
/
A

G

J

1

1

川
崎
支
部
の
テ
レ
ビ
生
産
技
術
部
電
機
労
連
が
行
っ
た
生
活
調
査
い
。だ
が
、
深
刻
さ
を
増
す
生
活
の

川

5
月
M
日

労
働
争
議
研
究
会
・

組
合
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
門
に
働
く
東
和
広
(
お
〉
さ
ん
で
あ
で
は

「ゆ
と
り
あ
る
生
活
に
は
手
き
び
し
さ
か
ら

「
賃
上
げ
に
対
す

川

5
月
沼
田

無
名
戦
土
華
、
合

査

で

は

「

生

活

が

苦

し

く

な

っ

た

」

る

。

取

り

で

二

十

九

万

九
千
円
」(
初
代
る
期
待
は
い
っ
ぱ
い
」
ベ
連
合
)

川

務
追
悼
会
.

藍島謹白壁J
4盟bp亨ー

岡 一孝さん

(崩晃三541i)



5万人の「支援する会」を

私たちは生きる楢矛IJ、圃〈織利を守るために沖
電気の仲間を物心両面から励まし、必ず勝利させ
といと思います。困雛な長聞の闘いも予想されま
すので、一人でも多〈の方がこの r会J に加入し
全面勝手Ij~を闘いとるまでご支緩くださるよう心か
らよびかけます。(r支録する会Jよびかけより)
会費 1ロ 200円/月
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いに行)、 ま く 第いで切 。 、の 、ろ (4.5) 
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勝手ヅヘmメoテ.'1がえ坑て券

通
信
機
三
大
メ
ー
カ
の
一
つ
益
、
三
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
居
後
の
職
場
で
は
、

神
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京

・

九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解

僑
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
こ
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど
。
間
四
(
問
中
さ
ん
)
し
た
り
、
神

七
O
憶
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
九
O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、

蛍
危
織
だ
、
へ
か
余
っ
て
い
る
」
う
。
会
社
は
東
京
地
裁
は
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
と
の
、
見

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希

F

〆

望
退
職
」
募
集
を
提
案
と
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

と
退
職
強
要
に
応
じ
な
い
三
百

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
力
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
屈
せ
し
め
を
強
め
、

「
合
理
化
」

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
。

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
陸
を
意
識
改
革
を
す
る
乙
と
」
と
証
神
電
気
争
議
団
の
七
十
一
人

強
行
。
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、

一言。

労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
千
を
超
え
る
労

百
億
円
近
い
史
上
毘
高
の
利
視
し
て
一
解
履
し
↑
少
」
と
も
明
白
。
組
や
、
一
万
四
千
人
の
「
支
援

新
星
日
本
交
響
楽
団
が
友
情
演
奏

神
電
気
に
働
く
労
働
者
の
皆
さ
ん
〆
の
利
益
を
上
げ
て
い
ま
す
。
過
員
に
よ
る
い
ま
す
。

ζ
れ
が
、
指
名
解
庖
の
実
態
で
す
。

私
た
ち
は
、
沖
電
気
争
議
支
援
中
央
共
人
員
獲
理
、
業
績
不
療
に
よ
る
企
業
墜
側
、
残
業
に
つ
ぐ
銭
業
、
少
し
ば
か
り
の
岱
首
を
切
ら
れ
た
者
も
切
ら
れ
な
か
っ
た

刷
会
議
の
者
で
す
・

会
社
が
並
べ
た
て
た
解
雇
理
由
は
、
す
べ
上
げ
で
は
、
ま
っ
た
く
お
話
に
も
な
り
ま
者
も
、
労
働
者
は
労
働
者
、
人
聞
は
人
問
、

会
社
が
、問
答

無

用

で

首

切

っ

て

か

ら

、

て

、

真

赤

な

ウ

ソ

で

し

た

.

せ

ん

.

み

ん

な

人

間

ら

し

く

生

き

て

い

き

た

い

.

六

年

半

た

ち

ま

し

た

。

裁

判

所

さ

え

神

電

気

の

仲

間

の

皆

さ
ん
/

人
間
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
て
生
き
て
行

指
名
解
屈
は
、
労
働
者
に
対
す
る
肢
も
「
職
場
に
戻
す
以
外
に
、

ζ
の
事
件
の
会
社
は
、
首
を
切
ら
れ
た
労
働
者
に
は
き
た
い
・

残
酷
な
仕
打
ち
で
す
・
肢
も
あ
く
ど
い
町
内

h---E冒
F

お

お

む

れ

そ

れ

が

、

私

た

ち

の

ね

が

い

で

す

・

取

強

化

の

重

で

す

。

資

本

蓄

積

の

最

も

‘

‘

羽

田

圃

汐

大

牟

槽

藤

男

さ

ん

そ

れ

が
、
六
年
半
闘
い
続
け
て
き
た
私
た

‘.司ヨ4

云E

電電唱唱
ふト

「細
酒
‘

原
露
始
的
控
な
方
喜
法
で
子
す
.

同

-h
れ

で

除

~訟

滋

・
東
京
都
区
職
員
労
働
組
合
曇

員

長

ち

の

主

で
す
。

園

舎

何回
適
島
ブ

沖
電
気
争
議
団
の
六
年
余
の
闘
い
に
よ

a
F
¥

々
々
しh

J言
葉

話

会

班

、

富

長

会
社
は
、
寄
り
を
撤
回
し
て
、
直
ち

っ
て
、
そ
の
と
と
が
、
疑
問
の
余
地
な
く

4

・E-
‘

沖
電
気
社
前
で
の
訴
え

(4
/
5
)

に
職
場
に
戻
せ
ノ

証
明
さ
れ
ま
し
た
・

4

・・・・可

e

・
e

・-

会
社
は
、
労
働
者
を
人
間
ら
し
く
待
遇

沖
電
気
は
、
過
R
Hだ
と
一
言
っ
て
、
三
百
円
満
な
解
決
は
な
い
・
金
で
解
決
し
よ
う
収
入
の
途
を
断
ち
切
り
、
首
を
切
ら
れ
な
せ
よ
/

人
の
労
働
者
の
首
を
切
り
な
が
ら
、
そ
の
な
ど
と
い
う
姑
息
な
こ
と
を
考
え
な
い
で
か
っ
た
労
働
者
に
は
労
働
強
化
と
低
賃
金
沖
電
気
に
働
く
伸
聞
の
皆
さ
ん
/

後
三
千
人
を
ζ
え
る
労
働
者
を
新
規
採
用
車
く
解
決
し
た
ら
ど
う
か
」
と
会
社
に
和
長
時
間
労
働
を
お
レ
つ
け
て
き
ま
し
た
・
沖
の
職
場
を
働
き
や
す
い
職
場
に
す
る
た

レ
て
い
ま
す
・
業
績
不
振
だ
と
言
っ
て
い
解
に
よ
る
解
決
を
鍋
め
て
い
る
の
で
す
・
働
く
者
に
と
っ
て
、
何
ひ
と
つ
い
い
ζ
と

め

に

/

た
の
に
、
そ
の
翌
年
の
決
算
で
も
、
百
億
会
社
は
史
上
肢
高
の
利
益
、
そ
れ
な
ら

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
反
し
て
、
会
社
人
間
ら
し
く
生
き
て
ゆ
く
た
め
に
ノ

円
の
利
益
を
あ
げ
ま
し
た
。
企
業
整
備
ど
労
働
者
の
待
遇
も
、
史
上
飯
高
に
な
っ
た
だ
け
が
、
史
上
巌
高
の
利
益
を
上
げ
た
の
働
く
者
の
誇
り
と
未
来
の
た
め
に
/

ζ
ろ

か

、

増

資

に

つ

ぐ

増

資

で

史

上

原

高

の

か

。

そ

れ

は

、

皆

さ

ん

が

よ

く

知

っ

て

で

す

。

共

に

連

帯

し

て

奮

闘

レ

ま

し

ょ

う

/

p

ァ
百
戸
惑

を

町議，~~、ねJ
-会場で

名を告げす3万円の寄付

ッ
チ
も
五
百
個
以
上
売
れ
た
.

由

B

J

「

夜

遅

く

集
会
で
は
、
神
電
気
争
諮
問
の
問
絢
議

I
岡
、
ま
で
起
き
て

中
山
森
夫
さ
ん
が
、
連
帯
の
あ
い
…
'
・

-
L
い
る
か
ら
、

さ
つ
・
「
た
く
さ
ん
の
伸
聞

に

、

…

り

烏

ね
む
く
て
授

手
も
、
か
ら
だ
も
、
緊
援
と
感
動
明
』
F
、
喧
庵

J
業
に
集
中
で

で
ふ
る
え
た
」
と
い
う
事
で
す
。

同
旬
、
J

L
V

き
な
い
子
も

日
本
の
労
働
運
動
に
と
っ
て
も
叩
，

d
報

い
る
し
、
友

飛
腕
の
集
会
に
な
り
ま
し
た
。

聞
だ
ち
が
巡
っ
て
読
ん
だ
り
、
答

え
た
り
す
る
と
H

パ
カ
じ
ゃ
な

い
H

と
言
っ
て
笑
い
、
人
を
傷

つ
け
る
。
私
も
、
ま
だ
春
休
み

ボ
ケ
で
、
勉
強
に
集
中
で
き
な

い
」
新
五
年
生
の
肢
は
、
先

生
は
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い

る
の
に
、
生
徒
の
方
が
悪
い
と

言
う
V
何
が
悪
く
て
、
何
を
す

べ
き
か
は
、
み
ん
な
分
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
の
だ

と
訴
え
る
、
娘
や
同
級
生
。
悩

み
、
考
え
、
行
動
す
る
子
ど
も

た
ち
を
、
見
る
と
き
、
大
人
た

ち
の
一
層
の
努
力
の
必
要
性
を

感
じ
る
V
「機
械
が
入
っ
て
き

た
か
ら
と
言
っ
て
、
首
切
り
さ

れ
て
、
闘
っ
て
い
る
お
父
さ
ん

が
、
や
っ
て
い
る
事
は
、
良
い

事
だ
と
思
う
し
、
正
し
い
」

乙
れ
も
娘
の
言
葉
で
あ
る
。
こ

ん
な
娘
に
H

賃
上
げ
も
な
い
の

に
外
国
製
品
を
買
え
H

と
一言
う

人
の
取
を
知
え
る
日
も
近
い
の

か
ナ
ァ
。

(

謙
)

「八
五
国
民
春
闘
勝
利
大
決
起

集
会
」
は
、

三
月
三
十
一
日
、
代

々
木
公
園
に
、
約
八
万
人
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
.

昨
年
の
4
・
B
集
会
を
四
倍
も

上
ま
わ
る
人
の
波
で
、
沖
電
気
争

議
支
援
の
庖
で
も
、
コ
ー
ヒ
ー
が

四
百
杯
以
上
、
核
兵
総
廃
絶
の
パ

す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
二

年
十
一
月
に
は
、
支
媛
共
闘
会

議
も
結
成
さ
れ
、

闘
う
体
制
を

作
っ
た
.

八
四
年
軟
に
は
、
全
国
規
制
酬

の
運
動
三
十
六
都
道
府
県
、

二
O
ニ
カ
所
で
臼
士
銀
行
、

神

電
気
へ
の
行
動
。
四
十
万
人
の

署
名
な
ど
ー
を
成
功
さ
せ
、
仕

事
差
別
を
や
め
さ
せ
る
な
ど
の

成
果
を
勝
ち
取
っ
た
。
東
京
地

裁
で
の
和
解
交
渉
も
、
い
ま
山

場
を
迎
え
て
い
る
.

ゑ
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特別寄稿

松田健勇さん
(三多摩 (東京) ・アジア、 ァフリ主)
ラテンアメリカ連帯委員会・副理事長/

第 73号指名解震された沖電気の仲間を支援する会ニュース

二 i))ラクγ の平和は
世界⑫平羽同志拠。

1985牢 5月 1日

ソ
モ
サ
時
代
に
林
業
・
鉱
業

・

水
産
業
の
九
O
掃
、
商
業
の
五
O

揮
を
握
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
独

中

米

版

量
産
、
自
分
の
思
い
ど
お
り

サ
ン
デ
ィ
l
ノ
将
軍
を
先
頭
に
に
な
ら
な
く
な
っ
た
ニ
カ
ラ
グ
ア

ニ
カ
ラ
グ
ア
人
民
が
、
は
じ
め
て
を
、
「
独
裁
の
国
」
と
中
傷
し
、

中
米
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
軍
を
追
い
経
済
封
鎖
を
は
じ
め
、

c
I
Aの

出
し
た
の
は
、
一
九
三
三
年
で
す
・
飼
い
な
ら
し
た
反
革
命
軍
を
使
つ

そ
の
後
、
四
十
五
年
間
は
、
=
一
て
、
圏
第
の
南
北
か
ら
侵
略
を
く

代
に
渡
っ
て
「
ア
メ
リ
カ
の
子
」
り
返
し
続
け
ま
し
た
.

と
呼
ば
れ
る
ソ
モ
サ
一
族
が
、
国

土
の
全
耕
地
の
半
分
を
占
有
レ
、

「
独
立
・
自
由
」
で

経
済
の
九

O
揮
を
支
配
し
て
、
人

た
た
か
う

民
の
抑
圧
を
続
け
ま
し
た
.
人
民

は
貧
し
く
、
教
育
水
畑
中
も
、
二
人
祖
国
建
設
と
民
主
主
義
の
前
進

に
一
人
は
文
冒
と
い
う
状
況
で
し
を
求
め
る
ニ
カ
ラ
グ
ア
人
民
は
、

た
.
サ
ン
デ
ィ
ニ
ス
タ
民
族
昨
年
十
一
月
四
目
、
史
上
初
の
大
策
動
を
粉
砕
し
、
中
米
の
平
和
と
い
ま
す
.

の

、
日
本
の
私
た
ち
の
平
和
に
つ

解
放
戦
線
(
サ
ン
デ
ィ
1
ノ
将
軍
統
領
と
国
会
の
選
挙
を
民
主
的
な
自
分
た
ち
の
強
立
と
自
由
を
確
固
乙
れ
に
対
し
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
な
が
っ
て
い
ま
す
・
今
年
を
「
耐

の
窓
を
受
け
継
ぐ
者
の
意
味
)
の
や
り
一方
で
成
功
さ
せ
ま
し
た
・
七

と
し
て
打
ち
建
て
よ
う
と
し
て
い
キ
ュ
ー
バ
の
軍
事
顧
問
の
一
方
的
乏
の
年
」
と
し
て
い
る
ニ
カ
ラ
グ

指
導
の
も
と
、
つ
い
に
ニ
カ
ラ
グ
政
党
が
立
候
補
し
、
与
党
の
サ
ン
る
の
で
す
。
撤
退
、
ミ
グ
戦
闘
機
の
購
入
中
止
、
ア
人
民
は
、
私
た
ち
日
本
人
民
に

ア
は
、
一

九
七
九
年
に
解
放
さ
れ
デ
ィ
ニ
ス
タ
戦
線
が
六
七
掃
の
支
「
平
和
の
た
め
、
全
人
民
は
、
ま
た
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
四
カ
国
医
毅
品
、
教
初
な
ど
を
、
寄
せ
て

ま

し

た

.

持

で

、

オ

ル

テ

ガ

大

統

領

と

九

O
侵
略
に
反
対
し
よ
う
」
を
ス
ロ
l

(
コ
ン
タ
ド
1
ラ
グ
ル
ー
プ
)
に
ほ
レ
い
と
強
く
望
ん
で
い
ま
す
.

新
し
い
政
相
の
基
本
原
則
は
、
人
の
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
.
ガ
ン
に
/

よ
る
中
米
の
和
平
案
へ
の
調
印
を

ζ
の
た
め
の
、
募
金
と
、
レ
1

次

の

三

点

で

し

た

・

不

正

と

暴

力

が

ま

か

り

通

っ

た

表

明

す

る

な

ど

、

民

族

自

決

と

中

ガ

ン

政

府

へ

の

抗

議

団

体

署

名

を

①
国
有
企
業

(四
O
弱
)
と
私
ソ
モ
サ
独
裁
時
代
定
ま
っ
た
く

世

界

の

米
の
平
和
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
全
国
の
み
な
さ
ん
に
、
訴
え
ま
す
・

企
業
(
六
O
M
m
)
併

存

す

る

混

合

違

っ

た

清

潔

選

鎖

。

し

か

も

国

民

間

っ

て

い

ま

す

.

ー
ー
私
た
ち
の
、
共
通
の
ね
が

経

済

と

す

る

。

の

大

多

数

は

、

読

書

き

が

で

き

支

援

が

必

要

し
か
し
、
侵
略
か
ら
祖
図
書
い
|
核
兵
怨
廃
絶
・
民
族
自
決
権

②
ソ
モ
サ
勢
力
を
除
い
て
、
反
る
よ
う
に
な
り
、
主
櫛
者
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
第
二
次
レ
ー
ガ
ン
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
慌
の
擁
鰻
・
非
同
盟
中
立
政
策
の
推

対
勢
力
を
認
め
る
政
治
的
複
数
主
の
権
利
を
堂
々
と
行
使
し
た
の
で
政
権
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
と
の
対
話
や
、
ア
メ

υカ
の
経
済
封
鎖
に
よ
進
・
共
通
の
敵
、
宍
聞
の
釆
来
の

義

と

す

る

。

す

・

を

打

ち

切

り

、

国

際

司

法

裁

判

所

り

、

経

済

建

設

が

遅

れ

て

い

ま

す

。

た

め

に

、

ニ

切

ラ

グ

ア

人

民

へ

の

③
い
か
な
る
軍
事
同
盟
・
ブ
ロ
圧
倒
的
な
国
際
世
論
の
支
持
を
の
審
議
を
拒
否
し
、
さ
ら
に
、
反
い
ま
、
世
界
の
支
援
が
と
く
に
、
支
疲
活
動
を
強
め
よ
う
〆

γ
ク
に
属
さ
な
い
非
同
盟
中
立
の
背
鎮
に
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
人
民
は
、
政
府
野
力
と
C
I
Aを
使
っ
て
、
必
袈
に
な
っ
て
い
ま
す
・

(

松
田
)

外
交
政
策
と
す
る
・
い
ま
、
レ
ー
ガ
ン
の
軍
事
介
入
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
へ
の
干
渉
を
強
め
て
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
平
和
は
、
世
界

小
さ
く
貧
し
い
固
だ
け
ど
民
族
自
決
を
守
る

湖

水

と

火

山

と
太

陽

の

国

約
五

O
の
火
山
が
あ
り
、
火
口
に

は
、
た
く
さ
ん
の
湖
水
が
広
が
る
.

コ
ー
ヒ
ー
、
タ
バ
コ
、
サ
ト
ウ
キ
ビ

牧
畜
な
ど
の
農
業
を
蛍
む
.

北
約
十
二
度
に
あ
る
首
都
の
、
一

月
の
平
均
気
温
は
ニ
+
七
度
、
四
月

の
そ
れ
は
、
=
一
+
度
で
す
.

小
国
の
あ
つ
ま
る
中
米
地
域
で
は

愚
大
の
国
で
す
が
、
わ
が
国
の
北
海

道
と
四
国
を
あ
わ
せ
た
く
ら
い
の
広

さ
.
人
口
は
約
二
七

O
万
人
。
四
分

の
一
が
、
首
都
マ
ナ
グ
ア
に
住
む
.

そ
し
て
人
口
の
約
八
割
が
、
イ
ン
デ

オ
と
ス
ペ
イ
ン
人
の
混
血
で
す
・

==三
===
=

=

一

ノ

ウ

・

パ

サ

ラ

ン

(

侵

略

・

反

革

命

を

許

す

な

/

)

三

=

==
=一一一一三
=

A
問
合
せ・

連
絡
先
V

東
京
都
立
川
市
錦
町
一
一
七

1
七
三
多
摩
A
A
L
A迎
帯

委
員
会
.
宮
O
四
二
五
|
二
六

l
O八
一
九
・

な
お
、
問
委
員
会
で
は
、
ア
フ

リ
カ
の
飢
餓
救
媛
運
動
も
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
と
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま

す
.

272 

医療機器・教材が不足

A
聞
き
手
は
編
集
部
V

の
が
、
東
京
都
の
水
道
局
長
の

ζ
と
が
、
明
白
に
な
り
ま
し
た
.
翻
逮
さ
れ
て
い
ま
す
.
発
行
残

ー
ー
去
年
、
鈴
木
都
政
に
な

っ

答

弁

で

す

」

十

年

前

と

く
ら
べ
る
と
、
七
倍
高
は
、

二
兆
円
に
な
り
ま
す
」

て
二
度
目
の
水
道
料
金
の
値
上

1
1
東
京
水
道
労
働
組
合
は
、
以
上
の
制
金
と
な
り
、
毎
日
の

l
l借
金
で
元
利
返
済
が
た
い

げ
が
強
行
さ
れ
ま
し
た
が

n
値
上
げ
、
反
対
u
の
運
動
を

生
語
に
欠
か
せ
な
い
水
の
値
段
へ
ん
で
す
ね
.
こ
れ
で
は
、
財

「
上
・
下
水
道
の
平
均
で
、

し
て
い
ま
し
た
ね
.

だ

け

に

、

都

民

生

活

に

大

き

な

政
は
悪
化
レ
ま
す
よ
ね
.

一五

・
三
揮
で
し
た
.
大
都
市
「
私
た
ち
の
主
張
の
と
お
り
影
響
が
出
て
い
ま
す
.
だ
か
ら
、
「
一
日
の
利
子
だ
け
で
も
、

で
は
飯
高
で
、
大
阪
の
二
倍
以
不
当
な
値
上
げ
だ
っ
た
と
い
う
い
ま
、
全
都
で
H

も
と
の
料
金
三
億
円
近
く
な
り
ま
す
・
水

上
の
純
金
二
千
八
百
円

(

家

に

、

も

ど

せ

M

の
声
が
大
き
く
道
料
金
の
半
分
が
借
金
返
済
と

庭

用

一

一

器

使

用

の

雲

)

で

量

一一
な
っ
て
い
る
の
は
、
と
う
ぜ
ん
い
き
と
で
す
・
詰
言
、

す

」

1

ヨ
望=一

だ
と
思
い
ま
す
」

国
が
全
額
負
担
す
る
な
ど
、
銀

1
5、
六
年
前
に
く
ら
べ

=EE-
-上

・
下
水
道
の
仕
事
は
、
本
的
裂
が
必
裂
で
す
」

て
二
倍
以
上
の
料
金
に
な

Z

EE-

z
、
浄
水
場
、
下
水
処
理
場
|
公
共
重
な
の
に
、
独
立

の
で
す
か
ワ

靖
国
三

針

即

な

ど

叡

備
投
資
が
必
要
で
す
採
算
な
ん
て
、
お
か
し
い
と
思

組
員

「

鈴

木

都

政

は

、

マ

イ

タ

ウ

働

委

力

、

国

の

媛

助
は
あ
る
の
で
す
い
ま
す
が
。

ン

針

画

(

大

企

鑓

本

位

の

都

市

労

か

・

「

期
政
あ
っ
て
、
都
政
な
し

道

ー

迎
般
)
に
よ
っ
て
H

水
M

の

需

水

「

般

似

投

資

に

金

が

か

か

り

と

い

う

状

態

で

す

・
上

・
下
水

要
が
七
O
O万
J
ノ
(
一

白

)

に

古

市

す

ぎ

、

民

誌

が

あ

が

ら

な

い

車

道

事

業

に

直

接

た

ず

さ

わ

る

も

東

ー

な
る
と
水
需
要
増
大
を
理
由
と

/
I
¥

業
で
あ
る
た
め
に
、
古
く
か
ら
の
と
し
て
、
都
民
い
じ
め
の
都

し

て

、

値

上

げ

を

強

行

し

た

の

世

界

の

各

都

市

で

建

設

さ

れ

て

政

を

正

し

て

い

こ

う

と

全

力

を

ん

で
す
.
そ
し
て
、
値
上
げ
隠
は
、

さ

い

な
が
ら
、
私
企
業
に
よ
っ
て
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

Z
Zっ

て
、
家
庭
用

治

経

営

さ

れ

て

い

る

控

室

↓

進

労
働
者
に
も
人
ベ
ら

を
ウ
1
ン
と
高
く
レ
た
」

お
V
A

り
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
し
合
理
化
の
佃
提
案
が
さ
れ
て
い

|

実
際
の
使
用
水
量
は
い
く

一
一

聞
か
ら
の
翻
意
、
逝
路
な
る
と
聞
き
ま
す
が

ら
で
す
か
?

ι
品

ど
が
、
六
密
な
の
に
、
下
水
道

「水
道
局
は
、
二
月
に
十
の

A
M

閥

、

「
八
三
年
で
約
六

O
O万トン

zn
は
二
割
と
低
b
の
で
す
」
飴
業
所
の
廃
止
と
、
二
百
三
十

(

一

目

)

で

す

。

予

定

よ

り

、

ー

1

独
立
採
算
性
の
も
と
で
は

九
人
の
削
減
を
従
示
し
て
き
て

一
O
O万
ゾ
も
少
い
で
す
」

借
金
に
な
る
の
で
は

・

い
ま
す
」

1
1
水
道
会
計
は
、
約
五
六

O

「そ
う
で
す
.
建
設
貨
は
、
|
|
料
金
は
高
く
怠
る
し
、
サ

億
円

(八
四
年
、
見
込
み
)
の

H

起
債
H

と
い
う
名
の
借
金
で

l
ピ
ス
は
低
下
す
る
.
さ
ら
に

黒
字
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が

水
道
業
務
で
働
く
人
の
首
切
り

「

鈴

木

都

政

は

、

八

四

年

1

も

す

る

都

民

に

も

っ

と

、

事

八
六
年
で
は
、
合
計
し
て
七

O

実
を
知
ら
せ
広
く
て
は

五

憾

の

赤

字

に

な

る

と

い

っ

て

「

七

月

に

は

都

議

会

の

選

教

値
上
げ
を
し
た
の
で
す
が

共

が

あ

り

ま

す

が

、

都

民

本

位

の

産

党

都

議

団

の

追

及

に

よ

っ

都

政

に

し

た

い

で

す

ね

.
水
道

て

、

値

上

げ

の

裂

で

、

自

己

資

の

問

題

に

つ

い

て

は

、

私

た

ち

本

造

成

費

と

い

う

名

目

で

、

利

も

、

一
緒
に
闘
い
ま
す
の
で
、

益

を

か

く

し

て

い

た

こ

と

が

判

ぜ

ひ

、

と

巡

絡

く

だ

さ

い

」

明
し
ま
し
た
.
八
六
年
で
は
、

A
連
絡
先
V
密
ニ
O
一
1
=
一
六

一

千

億

円

以

上

に

な

る

と

言

う

一

一

.

東

京

水

道

労

働

組

合

。

ミ
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うれしいな。

今
ピ
ン
ハ
ネ
ウφ

人
こ
ろ
が
し
。
を
合
法
化
す
る

「
労
働
者
派
遣
法
L

を
阻
止
し
よ
う

、っ明
J

い
ま
、
国
会
に
「
労
働
者
派
控
除
」
案
が
上
程
さ
れ
今

ベ
'
国
会
で
の
成
立
が
企
ま
れ
て
い
ま
す
。

什
ザ

ζ
れ
は
職
安
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
H

人
貸
し
業
H

Z
↑
 

E

電
話
と
机
だ
り
を
置
く

う

γ
司
《
A

q

p
園
田

「
会
社
」
が
大
企
業
に

全

般

働

組

川

一

労

働

者
を
派
遣
し
支

く

一

正

還

や

認

す

払

わ

れ

る

労

賃

を

ピ

ン

ら

l
J島
内

ー

一

一

准

ハ

ネ

す

る

ー

を

合

法

化

た

-V
鋭

一憲

鱒

糾

3
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

ま
(炉格
調
W
機

昨

そ

れ

だ

け

で

は

な

ぺ

〓

悶
宮
口
村

H

く
、
就
業
規
則
に
派
遣

/
叩川
川崎

業

を

行

う

と

と

を

定

め

れ
ば
、
本
人
の
同
意
が

な
く
て
も
好
き
な
よ
う
に
派
逃
が
で
き
る
と
い
う
も
の
。

ま
さ
に
「
土
地
乙
ろ
が
し
」
な
ら
ぬ
「
人
乙
ろ
が
し
」
を

認
め
、
経
営
者
の
気
に
く
わ
な
い
労
働
者
に
は
、
実
質
的

な
首
切
り
H

「
派
遣
」
を
押
し
つ
け
る
こ
と
も
「
合
法
」

と
い
う
悪
法
で
す
。

い
ま
、
電
機
な
ど
の
大
企
業
に
は
多
く
の
派
遣
労
働
者

が
無
権
利
の
ま
ま
働
ら
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
使
用
責
任
も

あ
い
ま
い
。
派
遣
先
か
ら
支
払
わ
れ
る
労
賃
の
う
ち
本
人

の
手
に
渡
さ
れ
る
の
は
%
以
下
と
い
う
例
も。

乙
ん
な
状
態
を
合
法
化
す
れ
ば
、

働
ら
く
者
の
権
利
は

根
こ
そ
ぎ
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
「
労
働
者
派
遣
法
」

を
み
ん
な
の
力
で
阻
止
し
ま
し
ょ
う
。

(沖
電
気
争
議
団
の
ニ
ュ

ー
ス
か
ら
〉

弘、

iEa語九くん

支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)

に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
H

乙
と
を

示
し
ま
し
た
.

(
1
/
氾
)

役
選
で
前
進

(
池
貝
労
組
)

裁

判

日

程

第~73 雪量(3 ) 
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全
ぺ
ん
て
る
労
働
組
合

〈
抗
蟻
先
V
東
京
都
中
央
区
日

本
橋
小
網
町
七
l
二

ぺ
ん
て
る
株
式
会
社
代
表
取

締
役
会
長
堀
江
卓
宝
大

同
社

長
堀
江
利
幸

雷
六
六
七
|

一一一一一一
一一一一

A
激
励
先
V
燭
玉
県
草
加
市
弁

天
町
二
一
四
二

全
ぺ
ん
て
る
労
組
宮
O
四
八

九
=
二
五
七
九
九
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川ムl
は|
日中|
ゆ|
|議|

私
は
長
い
労
働
運
動
の
な
か

で
争
議
団
支
援
の
闘
い
を
す
る

の
は
、
神
電
気
の
伸
問
た
ち
が

は
じ
め
て
で
す
。

敗
戦
後
、
国
鉄
と
東
芝
の
労

働
者
が
デ
y
チ
あ
げ
で
や
ら
れ

た
松
川
事
件
に
若
い
時
に
参
加

し
闘
っ
た
だ
け
で
し
た
。

沖
電
気
の
品
川
工
場
や
芝
浦

の
工
場
は
、
私
の
勤
務
し
て
い

る
東
京
都
港
湾
局
の
現
業
職
場

が
す
ぐ
近
く
に
あ
り
ま
す
。

国
鉄
の
品
川
駅
や
田
町
駅
セ

沖
電
気
の
労
働
者
と
港
湾
局
の

職
只
は
同
じ
駅
を
乗
り
降
り
し

て
い
る
わ
り
で
す
。

私
は
神
電
気
の
争
議
に
、
震

初
か
ら
参
加
し
て
い
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
で
争
織
が
七
年
目
に
入

っ
た
わ
け
で
す
が
、
私
た
ち
が

神
争
議
支
綾
子
代
田
連
笠
宮
の

結
成
め
ざ
し
て
動
き
出
し
た
の

は
、
三
年
前
で
す
・

沖
電
気
争
議
団
の
皆
さ
ん
に

実
情
を
訴
え
ら
れ
て
、
独
占
資

本
の
繍
暴
に
怒
り
を
感
じ
、
ま

た
乙
の
伸
問
た
ち
を
見
捨
て
た

沖
電
労
組
の
幹
部
た
ち
の
背
信

に
義
憤
を
感
じ
て
、
私
は
や
る

気
を
お
こ
し
ま
し
た
.

い
ま
日
本
の
労
働
運
動
が
右

小川智司さん
(山川瞬間働組作
港湾支部委臼長)
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え
の
ぐ
、
サ
イ
ン
ペ
ン
な
ど
の
れ
ま
た
百
時
間
を
ζ
す
残
業
、
そ

記
具
や
O
A機
器
、
ロ
ボ
ッ
ト
れ
も
タ
ダ
働
き
が
恒
常
化
し
、
労

メ
ー
カ
ー
の
ぺ
ん
て
る
(
社
長
姻
働
条
件
の
改
酋
は
足
踏
み
の
一
方

江
利
率
、
資
本
金
四

・
五
億
、
約
で
会
社
の
財
産
は
大
き
く
附
加
し

千
七
百
人
。
会
長
堀
江
幸
夫
が
股
ま
し
た
。
組
合
介
入
の
目
的
は
ζ

立
)
は
一
九
七
四
年
五
月
、
前
年
の
職
場
の
実
態
が
物
語
っ
て
い
る

の
賃
上
げ
闘
争
を
初
め
て
ス
ト
ラ
よ
う
に
、
正
に
沖
電
気
の
指
名
解

イ
キ
で
頑
張
り
疲
き
成
果
を
勝
ち
庖
の
目
的
と
一
諸
で
す
。

と
っ
た
組
合
に
、
キ
パ
を
む
い
て
私
た
ち
は
労
基
法
違
反
の
是
正

襲
い
か
か
り
ま
レ
た
。

横
山
委
員
活
動
に
も
継
続
的
に
取
り
組
み
、

長
を
ス
ト
の
賀
任
者
と
の
理
由
で
是
正
を
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
争
犠

懲
戒
解
雇
し
勢
打
部
に
は
配
転
辞
も
、

ζ
の
二
月
、

中
央
労
働
委
員

令
を
次
々
と
出
し
交
渉
も
一
切
拒

会
が
ぺ
ん
て
る
に
対
し
て
、
横
山

否
。
同
時
に
秘
か
に
育
成
を
し
て
委
長
長
の
解
股
撤
回
、
原
職
復
帰

き
た
一
部
戦
制
と
一
緒
に
就
業
時
と
「
組
合
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
平
渉

問
中
に
「
大
会
」
を
デ
ッ
チ
上
げ
や
介
入
は
不
当
労
働
行
為
で
あ
り
裁
判
を
お
と
し
紛
争
を
広
大
し
て

た
り
、
定
期
大
会
を
実
力
で
妨
答
。

今
後
二
度
と
し
な
い
.
」
と
い
う
き
ま
レ
た
。
私
た
ち
は
命
令
に
実

職
場
で
は
仕
事
を
中
断
し
て
組
謝
罪
文
を
社
内
に
相
密
閉
せ
よ
と
い
効
力
を
も
た
す
緊
急
命
令
の
決
定

合
員
を
カ
ン
詰
め
に
し
「
ク
ピ
に
う
内
容
の
命
令
を
下
し
ま
し
た
。

を

早
期
に
獲
得
す
る
と
と
と
合
わ

な
り
た
く
な
け
れ
ば
会
社
の
言
い
乙
の
命
令
に
よ
っ
て
会
社
は
矯
玉
せ
て
運
動
を
ひ
ろ
げ
、
会
社
に
全

な
り
に
な
れ
」
と
の
脅
迫
と
不
当
地
労
委
命
令
に
続
い
て
再
度
、
そ
面
解
決
を
せ
ま
っ
て
ゆ
く
決
怒
で

な
配
転
が
続
け
ら
れ
ま
レ
た
。
の
違
法
行
為
を
き
び
し
く
断
罪
さ
す
。

六
一
年
に
次
ぐ
ζ
の
組
合
抑
圧
れ
ま
し
た
が
、
会
社
は
多
く
の
働
全
国
の
み
な
さ
ん
の
、
と
支
援

で
H

モ
ノ
が
一
言
え
な
く
な
っ
た
H

く
者
の
解
決
せ
よ
と
の
願
い
も
無
を
よ
ろ
し
く
、
お
ね
が
い
し
ま
す
。

職
場
は
、

T
Q
Cの
風
に
さ
ら
さ
視
し
て
、

ζ
の

命

令

取

り

消

し

の

(

横
)

調
綱
同
川

護，叶げよ
W

お
お
、
1
l

第
十
次
電
機
総
行
動

四
月
五
日
に
お
こ
な
う
。

駅
頭
で
の
宣
伝
行
動
。
目
立
、

東
芝
、日
電
、
=
一
菱
、
サ
ン
ス
イ

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
社
や
背

景
銀
行
前
で
、
抗
議
行
動
や
要

請
行
動
を
四
月
五
日
の
電
機
総

行
動
で
は
行
な
わ
れ
ま
レ
た
。

同
時
に
、
電
機
総
行
動
の
実

行
委
員
会
の
代
表
が
、
労
働
省

な
ど
を
訪
れ
て
、
電
機
労
働
者

の
実
態
を
訴
え
、
長
時
間
・

過

198 5年 5月 1日

密
労
働
な
ど
を
是
正
す
る
よ
》
つ

に
、
と
指
導
を
要
請
し
ま
し
た
。

労
働
省
で
の
交
渉
で
は
、
次

の
よ
う
な
答
弁
で
し
た
。

-
昭
和
五
十
七
年
に
、
残
業

に
つ
い
て
は
、
五
0
時
間
(
月
)

を
目
安
と
し
て
指
導
し
た
。

-
労
働
時
間
は
、
現
状
は
、

年
間
、
二
一
一
六
時
間
と
な
っ

て
お
り
、
二
0
0
0時
間
を
指

導
基
準
と
し
て
い
る
。

-
昨
年
、
十
七
万
の
事
業
所

で
、
残
業
協
定
の
違
法
に
つ
い

て
立
入
調
査
し
た
・
違
反
が
あ

っ
た
寝
業
所
は
、
男
一
一

・
六

部
.
女
五

・
九
出
で
し
た
。
電

機
産
業
は
、
五
千
四
百
の
問
中
業

所
を
調
べ、

男
十
七

・
六
封
。

女
一
二
弱
。

-
リ
病
者
は
、
増
加
の
傾
向

に
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
、
事

業
者
が
管
理
す
る
こ
と
だ
が
、

電機産業は長時間残業で、~叫巾叩叩一父符町肘ωω，':'，悦制':.:.:.以.骨引…持以:

……持…〉出:

。男は5400事業所の調査で951事業所が該当。

行
政
と
し
て
も
指
導
し
た
い
.

-
女
子
の
深
夜
勤
務
は
、
法

巡
反
で
あ
り
、
悪
質
な
も
の
は

送
検
す
る
.

実
行
委
員
会
の
代
表
は
、
電

機
の
職
場
で
、
労
基
署
に
申
し

出
な
ど
す
る
と
、
企
業
か
ら
差



1985年 6月 1日

支援する会事務局
事務所東京都港区三田

3-2-20 

電信 (03) 451-3515 

郵 便口座口座番号

東 京 6-75240 

加入者名 沖電気の不当解雇

を撤 回 させる会

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

発
行

所

第 74号

198 5年

6月1日

固23畑 |

罫書ウ 4号)
 

1
 

(
 

|

|
争
議
支
鐙
の
経
履
は
あ
る
ん
で
も
た
い
へ
ん
な
の
に

で
す
か
.

「

高

校

の

P
T
A
の
仕
事
も
し

「
大
津
社
(
出
版
)
労
組
の
曾

て

い
ま
す
が
、
時
聞
を
創
り
だ
し

記
長
だ
っ
た
斉
藤
さ
ん
が
解
服
さ
て
や
れ
ば
で
き
ま
す
.
沖
電
気
争

れ
た
時
に
は
、
守
る
会
の
事
務
局
議
の
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
一

O

長
を
し
ま
し
た
。
会
ぬ
は
一
千
八

O
人
ぐ
ら
い
の
実
行
委
口
を
募
つ

百
人
ぐ
ら
い
で
し
た
・
乙
の
時
は
、

て
、
や
っ
て
い
く
事
に
な
っ
て
い

斉
藤
さ
ん
に
は
、
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
ま
す
」

を
持
っ
て
も
ら
い
、
物
品
販
売
の
|
|
フ
ァ
イ
ト
満
々
で
す
ね
.

受
付
げ
は
、
留
守
番
電
話
を
利
用

「

い
ま
は
、
酒
も
や
め
て
、
コ

す
る
な
ど
、
能
率
を
上
げ
、
夏
と
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
盤
え
、
物
事
を

冬
に
は
、
二
十
万
円
を
超
え
る
一
実
行
す
る
時
の
、
イ
ン
パ
ク
ト
も

時
金
が
、
斉
膝
さ
ん
に
渡
さ
れ
ま
強
め
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す

し
た
。
(
川
年
5
位

年

)

」

日
本
フ
ィ
ル
の
争
議
支
援
の
た
|
|
コ
ン
サ
ー
ト
が
成
功
す
る
よ

め
に
企
画
さ
れ
た
日
本
武
道
館
で

う
に
、
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま

の
コ
ン
サ
ー
ト
の
券
は
、
一
人
で

す
.

五
十
枚
以
上
は
普
及
し
た
で
し
ょ
「
=
一
百
人
以
上
め
ざ
し
て
、
が

岩車
田た雲
行:、
雄ぉ

聞
く。出版労連 ・ナウ力労組委員長

。早大口シア文学料率、 42歳

ー
ー
ま
ず
、
実
行
委
員
長
と
し
て

ひ
と
こ
と

「
神
電
気
の
指
名
解
股
攻
離
の

あ
と
に
、
名
村
造
船
(
大
阪
)
で

も
指
名
解
周
か
強
行
さ
れ
私

自
身
、

ζ
れ
を
き
っ
か
り
に
、
今

ま
で
と
は
巡
っ
て
、
神
電
気
争
議

の
重
要
性
を
感
じ
、
も
っ
と
働
き

か
け
を
と
常
づ
ね
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
に
、
山
車
勾
の
支
援
す
る
会
か

ら
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
話
が
飛
び
ζ

ん
で
き
た
の
で
、
ぜ
ひ
成
功
さ
せ

た
い
と
思
い
、
寒
行
委
員
長
を
引
を
合
わ
せ
れ
ば
、
ち

が

っ

た

文

化

化

に

は

特

に

興

味

を

持

っ

て

い

ま

う

か

・

ん

ば

り

ま

し

ょ

う

。

地

元

の

新

昼

き
受
け
た
の
で
す
」
が
創
り
だ
せ
る
と
・
人
聞
は
た
す
・
十
三
世
紀
か
ら
現
代
ま
で
の
、
現
在
は
、
先
日
発
足
し
た
、
第
日
本
交
響
楽
団
が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

|

|
コ
ン
サ
ー
ト
に
よ
る
支
援
違
え
ず
、

知
的
で
な
く
て
は
い
け
な
ロ
シ
ア
と
イ
タ
リ
ア
と
の
関
係
一
学
留
社
(
出
版
、
広
島
)
争
被
な
の
で
、
乙
れ
を
成
功
さ
せ
て
、

動
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か

い。

M

人
間
は
死
ぬ
ま
で
成
長
課
を
、
歴
史
の
煮
摘
と
併
せ
モ
ザ
イ
の
東
京
地
区
の
守
る
会
副
会
長
を
定
期
演
奏
会
も
、
し
た
い
で
す
ね
」

「
い
い
で
す
ね
.
争
議
支
鐙
は
、
程
u

乙
れ
で
す
」

ク
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
高
し
て
い
ま

す

」

、

た
え
ず
具
体
的
で
な
く
て
は
い
け
|置

さ
ん
は
、
ィ
タ

υア
家
一
の
一
人
雪
、

n
い
ず
み
た
く

|

弱
き
を
助
け
る
映
画
の
ト

《
連

絡

先

〉

な
い
し
、
多
餓
性
に
包
ん
で
い
た

族
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が

と
そ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
H

で
忙
し
い

ラ
さ
ん
み
た
い
で
す
ね
・

東

京

都

豊

島

区

西

池

袋

3
の
凶

方
が
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
「
イ
タ
リ
ア
の
多
隊
な
文
化
と
け
れ
ど
、
家
族
新
聞
M

ボ
ン
ジ
ュ
「
ハ
y
ハ
γ
ハ
・
葛
飾
の
生
ま
の
4

丸
石
ビ
ル
新
星
日
本
交

は
、
文
化
そ
の
も
の
に
興
味
を
持
広
大
な
ロ
シ
ア
の
多
民
族
国
家
と

l
ル
(
こ
ん
に
ち
は
)

M

の
発
行
れ
(
東
京
)
で
す
か
ら
。
困
っ
た
響
楽
団
内
「
9
・
6
沖
電
気
争
犠

っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
働
く
人
た
の
か
か
わ
り
を
、
本
に
し
た
い
と
を
分
担
し
て
一
@
百
人
ぐ
ら
い
の
人
が
い
た
ら
、
寄
付
し
て
、
自
分

支
援
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
餐
員
会
」

ち
、
市
民
の
聞
で
、
文
化
の
燕
り
思
い
、
勉
強
中
で
す
が
、
あ
と
二
人
に
渡
し
て
い
ま
す
。
乙
ん
な
こ
は
歩
い
て
家
ま
で
帰
る

一
ぐ
ら
い

雷
0
5
(
9
8
5
)
4
8
5
6
0

が
高
い
運
動
を
つ
く
り
出
し
た
い

1
一
一
一
年
は
必
要
で
し
ょ
う
。

イ
タ
と
か
ら
イ
タ
リ
ア
家
族
と
言
わ
れ
の
気
持
で
い
ま
す
」
あ
な
た
も
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
御

と
考
え
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
力
リ
ア
に
は
、
二
度
行
き
、
そ
の
文
て
い
る

ん

で

し

ょ

う

か

」

|

|

労
組
の
雲
員
長
の
仕
事
だ
け

協
力
く
だ
さ
い
ね
。

通
信
機
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
益
、=
一千
人
を
上
回
る
新
採
用
、

一
方
、
解
雇
後
の
職
場
で
は
、

す
る
会
」
に
支
え
ら
れ、

八
二

沖
電
気
工
業
(
本
社
・
東
京

・
九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、

解

年
十
一
月
に
は
、
支
援
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
こ
し
て
新
工
場
の
建
設

な

ど

。

匝

(
田
中
さ
ん
)
し
た
り、

神

織
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

七
O
憶
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
九
O
年
に
は
一

兆
円
企
業
を
狙

争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、

作

っ
た
。

蛍
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
-
っ
。
会
社
は
東
京
地
裁
は
か
四

仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の、

見

八

四
年
秋
に
は
、
全
国
規
模

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希

'

J

f

r

'

r

ノ

〆

の

運

動

|
三
十
六
都
道
府
県
、

望
退
職
」
募
集
を
提
案
乙
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

二
O
二
力
所
で
富
士
銀
句

仰

と
退
職
強
要
に
応
じ
な
い
三
百

電
気
へ
の
行
動
・

四
十
万
人
の

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
力
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
服
せ
し
め
を
強
め
、
「
合
理
化
」
署
名
な
ど
を
成
功
さ
せ
、
仕

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、

の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る

。

事

差

別
を
や
め
さ
せ
る
な
ど
の

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
屈
を
怠
総
改
革
を
す
る
と
と
」
と
証
沖
電
気
争
議
団
の
七
十

一
人
成
果
を
勝
ち
取
っ
た
。
東
京
地

強
行
。
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
一
言
。
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無

は
、
全
国
の
四
千
を
超
え
る
労
裁
で
の
和
解
交
渉
も
、
い
ま
山

百
億
円
近
い
史
上
段
高
の
利

視
し
て
解
庖
し
た
ζ
と
も
明
白
。
組
や
、
一
万
四
千
人
の
「
支
援
場
を
迎
え
て
い
る
・

が
ん
ば
っ
て
ま
す
(
2面
に
も
写
真
)

十

七

人

の

沖

電

気

の

婦

人

た

ち

"

が
悔

し

W

4
9

一

集
会
の
帰

一
鶴

h
L
R
巴

り
道
、

あ
る

…t
'
岡
田
」

雛
察
署
の
前

…
叫

U
色

刷

を

通
り
か
か

…
伊
r
d
f
り
奥
山
出
な
光

叫

句

J

eU
容
を
見
た

V

向

日
4

，

占師晒

私
服
姿
の
笹

山
富
が
、
背
丈
ほ
ど
も
あ
る
樫
の

叫
俸
ら
レ
き
物
を
片
手
に
、
玄
関

時
前
で
仁
王
立
ち
し
、
、
通
行
人
を

問
威
圧
し
て
い
る
V
我
々
、
市
民

間
を
何
と
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

仲

こ

ん
な
笹
祭
署
が
い
ま
、
地

時
え
て
い
る
と
聞
く
.
弁
護
士
も

m

乙
う
指
摘
す
る
「
風
営
法
は
何

叩
も
新
宿
の
歌
舞
伎
町
の
よ
-尋

仲
と
と
ろ
だ
け
を
狙
っ
た
も
の
で

刊
は
な
く
、
街
の
小
さ
な
喫
茶
庖

明
な
ど
も
取
締
り
の
対
象
に
な

問
る
。
青
少
年
の
た
め
と
言
っ
て

仲
家
庭
の
動
向
を
岡
田
も
う
と
し
て

時
い
る」

V
あ
れ
こ
れ
の
口
実
を

旧
つ
け
て
、
市
民
の
み
じ
か
な
生

問
活
ま
で
ズ
カ
ズ
カ
入
り
込
ん
で

叩
く
る
取
が
近
年
多
く
な
っ
て
い

時
る
の
だ
.
そ
の
う
ち
立
小
使
で

山
逮
捕
月
か
.
ポ
ス
タ
ー
を
貼
つ

山
た
労
働
者
を
畏
期
に
わ
た
り
、

刊
留
置
す
る
と
い
う
事
件
で
は
、

叫
関
係
の
な
い
所
ま
で
、
強
制
捜

岬
査
が
行
な
わ
れ
た
.
「
オ
イ
コ

山
ラ
節
祭
を
許
す
な
」
.
五
味
回
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(2 ) 

全

員

の

職
場
復
帰あ

り
、
「
業
鍛
の
不
録
」
と
い
う
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。
十
分
か
ら
。

口
実
は
通
用
し
な
い
虚
櫛
で
あ
交
代
し
た
裁
判
官
が
、
正
し
い
ま
だ
、
裁
判
は
七
月
四
目
、
七

り
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
が
作
っ
た
判
断
を
下
す
よ
う
に
、

n
ゆ
る
す
一

O
号
法
廷
で
、
十
一
時
一
一
一
十
分

三
井
三
池
争
犠
以
来
の
大
企
策
要
件

(
O
監
理
解
庖
の
必
要
性
、
広
、

沖
電
気
の
指
名
解
雇
H

の
声
か
ら
行
な
わ
れ
ま
す
。

口
一
九
九
時
十
回
九
日
時
計
一
日
一

di--戸川¥
札
一
霊
長
引
い

ま
指
名
解
雇
撤
回
、
職
湯
復
帰
め
る
と
同
時
に
、
会
社
が
立
証
す
べ

6
一
月
四
四

湾

総

総

電

報

・
電
話
(
に
ふ

さ
、
闘
い
は
正
念
場
を
迎
え
て
き

「

豊
臣

の

必

要

性

」

に

つ

、

第

叩

口

和

解

川

「

指
名
解
雇
を
撤
回
し
、
全
員

い
ま
す
.

い
て
、
す
で
に
、

二
十
一
回
も
臨
第
九
回
の
和
解
交
渉
は
、
五
月
を
職
場
に
戻
せ
」
「
次
の
和
解
に

四
月
二
十
五
日
、
東
京
地
方
裁
拠
調
べ
を
行
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
八
日
に
、
午
後
三
時
か
ら
東
京
地
は
争
議
解
決
の
た
め
に
具
体
案
を

判
所
で
の
公
判
は
、
人
事
異
動
で

柾
人
籾
べ
を
申
府
す
る
会
社
の
態
裁
で
行
な
わ
れ
、

会
社
側
に
「
職
示
せ
」
|
|
沖
岡
山
気
争
議
支
媛
中

三
人
の
裁
判
官
が
交
代
し
た
た
め
度
は
、

ζ
れ
ま
で
の
翻
べ
で
も
立
場
復
帰
の
具
体
的
な
検
討
」
を
、
央
共
闘
会
議
は
、
団
体
名
や
個
人

に
、
更
新
弁
論
と
な
り
ま
し
た
。
証
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
自
ら
求
め
る
よ
う
に
、
裁
判
官
に
訴
え
名
に
よ
る
電
報

・
市
謡
を
沖
電
気

争
犠
団
側
は
、
沖
電
気
の
指
名
即
日
め
る
も
の
で
、
裁
判
所
が
ベ
結
ま
し
た
。
に
集
中
す
る
迎
動
を
五
月
か
ら
開

解
屈
は
、

「理
由
な
き
解
題
」
で
審
」
し
て
争
犠
団
側
を
救
済
す
る
次
回
は
、
六
月
十
八
日
十
時
三
始
し
ま
し
た
。

i
i
-z
i
-
--i
i
i
l
i
-
--j
i
-
-i
j
i
--
:
::
j
i
l
-
-
i
i
j
i--J
A
抗
職
先
V
東
京
都
港
区
虎
の
門

…

高

崎

工

場

で

は

、

一

流

企

業

の

前

に

立

っ

て

、

服

装

の

チ

ェ

ッ

ク

一

一
七
十
二
沖
む
気
工
業
箇
(
例
年
2
月
2
日
)
東
京
地
毅
裁
判
所
、
「
原
告
が
不
始
末
を

…
社

員

に

ふ

さ

わ

し

く

、

ま

た

、

職

日

引

=

ま
で
行
い
ま
レ
ペ
と
と
し
の
新
…
株
式
会
社
社
長
橋
本
南
海
渡
辺
裁
判
長
か
ら
職
権
に
よ
る
和
し
て
解
服
さ
れ
た
の
で
は
な
い
・

言

明

る

く

す

る

た

め

に

と

「

さ

h

u

=

入
社
員
に
は
指
定
の
デ
パ
ー
ト
で

…

男
(
は
し
も
と
な
み
お
)
解
交
渉
の
勧
告
。
会
社
の
繁
栄
は
と
れ
ら
の
人
た
ち

一
…
わ
や
か
運
動
」
と
い
之
の
が
行
恥

A
V
F
い
く
つ
か
の
ス
l
ツ
の
中
か
ら
買
…
窓

O
三
|
五
O
了
一
一
一
一
一
一

国

(
5自
日

)
第

面

露

。

の

犠
牲
の
上
に
成
っ
て
い
る
。
ぃ

一
…
わ
れ
て
い
ま
す
・

wm-w震
わ
せ
た
と
も
い
い
ま
す
・
お
か
げ
…
全
国
の
み
な
さ
ん
が
喜
善
側
全
面
解
決
の
た
め
の
く
ら
金
を
積
ん
で
も
解
決
し
な

一
・

3
FS
郡

川

…
こ
む
穏
や
む
報
に
よ
る
、
沖
電
気
五
習
の
基
本
要
求
を
提
示
。
会
い
」
と
説
得
。

一…

ζ
の
運
動
、
あ
い
さ
つ
や
歩
き
戸

U
伊
、
、
い
い
町
一
で
、
新
人
が
入
っ
て
華
や
ぐ
季
節
一

一
一
方
、
服
装
な
ど
日

5
1
凡
ww
二

一

も

、

な

ん

と
な
く
「
暗
く
な
っ
た
」

…
へ
の
喜
行
動
に
参
加
し
て
下
さ
社
側
、
金
銭
解
決
定

5・

-5月

5日

)z
i

一一

喜

に

つ

い

て

基

本

ル

ー

さ

乃

唱

γと
い
う
の
が
も
っ
ぱ
ら
の
評
判
で
…
る
と
と
を
訴
え
ま
す
。

-
(7
月
4
日
)
第
二
回
和
解
・
場
復
帰
」
を
検
討
レ
て
い
る
も
よ

一
一
め
、
サ
ー
ク
ル
震
で
チ

J
1
R
S護
す

。

…

語
、
支
侵
す
る
会
で
は
、
一
会
社
側
四
力
所
の
裁
判
所
で
争
つ
う
。

一
一
し
あ
う
と
い
う
も
の
・
釜
本
ル

l
h
h
w悩
議
V

…
霊
百
円
で
請
を
受
付
け
て
い
て
い
る
全
員
を
東
京
地
裁
の
和
解
・

τ月
号

第

八
回
和
解

一

副

部

計

温

露

点

意

識

改

革

…

ー

、

:

一
一
ル
を

記

し

た

「

さ

わ

や

か

手

帳

」

当

罰

凶

認

〈

"

ま

す

の

て

御

協

力

を

お

ね

?

交
渉
に
の
せ
る
と
と
を
同
意
。

会

社

、

時

間

不

足
で
回
答
で
き

一一

A

」

ホ

ミ

凶

認

必

が

ね

ら

い

…

し

ま

す

・

・

(

建

2
月
5
日
)
第
六
回
和

ず
。

一
一
が
全
員
に
配
ら
れ
て
い
ま
す
。
乙
戸
ト
「
思
総
芯
軍
司

開即断棋戦
日

一
一
の
運
動
の
な
か
で
男
子
は
作

業

中

、

4
獣

湖

路

盤

ま

た

、

あ

る

職

場

で

は

、

作

業

…

解

。

一
一
で
も
必
ら
ず
ネ
ク
タ
イ
を
し
め
る

M
H咽
山
町
い
F
露
闘
い
一
イ
ス
の
座
布
団
も
統

一
し
た
方
が

…

一

…

乙

と

に

な

り

、

油

ま

み

れ

の

職

場

主

総

溢

選

良
い
と
、
市
販
の
薄
い
座
布
団
を
…

一…

で
も
全
員
が
ネ
ク
タ
イ
を
買
わ
さ

「

紘

凶

川

薄

γ
各
自
負
担
で
購
入
@
奥
さ
ん
手
作

一

一
…
れ
ま
し
ペ

服
装
は

覇

の

私

服

下

民

総

W
函
塑
り
の
ふ
か
ふ
か
の
座
布
団
は
捨
て

…

旦

…

に
も
指
定
さ
れ
、
女
子
の
ス
カ

l
M
M
郎ド

7
ら
れ
る
と
い
'
つ
事
を
お
き
て
い

一

日

二

ト
は
紺
か
グ
レ
ー
ま
た
は
黒
・
男

円

ご

一
二
一
ケ
川
崎
ま
す
・

肝
一
…
子
は
ジ
ー
パ
ン
、
セ
ー
タ
ー
、
選

V
酔

肱

パ

ぷ

樹

、

と

ん

な

器

な

ζ
と
も
、
批
判
…

主
…
動
靴
は
だ
め
で
背
広
に
、
胸
に
は

r
E
剥

悩

=

を
無
視
し
て
通
用
さ
せ
る
ζ
と
で

…

=

』

-

-

-

-

-

-

-

-

温

圃

v

=

8
一
…
社
員
章
を
と
い
う
と
と
で
す
.

4

M町
崎
川
h
f
1

=

従
業
員
の
「
意
識
改
革
」
を
図
る

一

四
一
…
月
は
じ
め
に
は
、
職
制
が
毎
日
門

F
H
U

=
乙
と
が
ね
ら
い
の
よ
う
で
す
・

:

i

:

沖
電
気
争
議
支
援
中
央
共
闘
会
議
ニ

ュ
ー
ス
か
ら

i
i

購 74号指名解雇 された沖電気の仲間を支援する会ニュース

和
解
交
渉
の
経
過

メーデーでカンパを訴える加藤さん
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患宅設感

口
企
業
の
不
当
な
労
働
者
い
じ
め
の
実
態
を
(
羽
年

5
月
現
在
〉

港
区

〈東
京
〉
の
首
切
り
地
図
で
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。
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本

三

本

池

三

じ

も

去

乙

ι
Z
2
2
1
'
下
/
た
ノ
力
、
九
寸

ぎ
の
つ
カ
て
7

¥
〕

vr
で
る
下
い
づ

L

JJじ
て
し

j

J

f

J

いた
σ

7

叫寸邸

、今
し
へ

i
¥
¥

l
T

ηつ
え

て

)

引

打

ー
の
「
さ
ん
h
kソ刊

P
Zで
7
1

支援する会に入会しよう(会費 1口200円/月)

強白孟在日

y 

度

は宣

伝

中
央
区
の
支
援
す
る
会
は
、
会
図
(
埼
玉
〕
へ
二
十
九
人
で
ピ
ク

員
約
三
百
人
。
毎
月
一
度
、
富
士
ニ
ッ
ク
回
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
パ
レ

銀
行
日
本
橋
支
庖
前
で
、
昼
休
み

i
ボ
ー
ル
、
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
楽

宣
伝
行
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
四
し
い
一
日
を
過
し
ま
し
た
.

川

月一

一十
六
日
に
は
、
第
十
二
回
目
良
く
学
び
、
良
く
遊
び
、
良
く

を
。
十
七
人
が
参
加
し
ま
し
た
・
行
動
す
る
、
中
央
区
の
会
で
す
・

四
月
二
十
一
日
に
は
、
森
林
公

グ、…
n
u
U

山

c

b

 

n怜
U気…

一元…
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(3) 

明
治
乳
業
で
働
く
三
十

M

人
が
賃
金
是
正
を
求
め
東

日

京
地
方
労
働
委
員
会
に
救

い

済
を
申
し
立
て
ま
レ
た
.

M

A
激
励
先
V

日

千

葉
県
市
川
市
大
野
町

w

四

一
ニ
一
二
九
二
二

い
明
治
乳
業
か
ら
賃
金
差

ん

別
を
な
く
す
会
。
加
賀
谷

M

武
内
面
.

な
お
、
明
乳
で
は
、
福

…

岡
、
大
阪
、
岡
山
で
も
差
別

.

激
廃
で
闘
っ
て
い
ま
す
。

「
明
乳
」
で

賃
金
是
正

の
闘
い

6
・
n沖
へ

抗
議
行
動

6
月
初
日
、

沖
電
気

は
虎
ノ
門
の
本
社
で
、

定
例
株
主
総
会
を
開
催

レ
ま
す
.

中
央
共
闘
会
議
で
は

午
前
日
時
1
ロ
時
の
会

場
前
宣
伝
行
動
。

ロ
時
円
分
か
ら
は
、

昼
休
み
抗
議
行
動
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
、
積
極

的
な
参
加
を
お
ね
が
い

し
ま
す
.

六
五
、

0
0
0円
が

五
二
、

0
0
0円
に
。

.
分
割
払
い
可
。
申
し
込
み
は

支
援
す
る
会
事
務
局
ま
で

-
定
価

手塚治虫作家生活'40周年記念
・回哩副団~.J，組制IJ自主許制圃

〈手塚治虫作品集〉
住11巻・付録つarJ

今町皆jで秒読読み収入怖い/

2
7
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町
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簿静⑩わ2のいの、

沖電気争議支援の

裁ンバ箱

人
貸
し
、
派
遣
労
働
の
現
場
で
闘
う

278 

鰻擁護

川
4
月
間
日

麻
布
米
軍
ヘ
リ
ポ

川

l
ト
基
地
撤
去
総
決
起
集

川

会
.

川
4
月
刊
日

御
堂
筋
総
行
動

川

(
大
阪
)
.
筒
玉
で
沖
電
気

川

の
仲
間
を
励
ま
す
会
.

川
4
月
刊
ω
目
5
幻
自

働
く
婦
人

川

の
中
央
集
会
.

川
4
月
引
田

中
央
区
支
復
す
る

山

会
が
森
林
公
園
へ
ピ
ク
ニ
y

川

ク

川
4
月
間
μ
日

撤
回
さ
せ
る
会
、

川

健
康
促
進
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

川

大
会
(
お
台
煽
公
園
)

川
4
月刊
ω
日

労
働
者
派
遣
法
阻

川

止
緊
急
抽
出
会
.

川
4
月
M
日

「
母
さ
ん
の
樹
」

=
f

，
?
E
Z
2
=
2
1
-
s
i
l
-
-
2-i
i
z
i
l
-
-
=
e
i
l
--22-
-i
=
est-

川

の
タ
ベ
・
拡
声
機
規
制
・
拘

神
の
伸
問
を
支
慢
す
る
松
山
の
た
が
、
い
ま
進
ん
で
い
る
和
解
交

川

穂
町
=
法
反
対
、
購
演
と
寸
劇

会

(
川
文
美
子
会
長
)
は
五
月
八
渉
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
変
に
…
。
フ

段

、ゼ

ン

ド

〉

山

の
タ
ベ
。

日
夜
、
松
山
市
の
喫
茶
「
主
す
む
け
て
も
三
度
が
ん
ば
り
ま
し
川

あ

り

が

き

っ

川
4
月
包
日

東
京
総
判

な

」

で

会

合

を

持

ち

、

職

尉

仮

灼

ょ

う

」

と

あ

い

さ

つ

.

話

し

合

い

川

。

川
4
月
お
日

国
鉄
労
働
者
支
鐙

を
め
ざ
す
当
面
の
運
動
に
つ
い
て
に
は
い
り
ま
し
た
・

川
-
中
村
孔
正
さ
ん

(
東
京

・
千

川

共
闘
会
議
結
成
集
会
・

話
し
合
い
ま
し
た
・
子
ど
も
を
合
乙
の
な
か
で
、
五
月
末
に
争
議
川
文
堂
密
庖
)
衣
類
。

川
4
月
刊
日
白

人
権
抽
出
会

(東
京

め
八
人
が
鎚
ま
り
、

川
又
会
長
が
団
の
全
国
オ
ル
グ
が
来
松
す
る
の
川

・
菅
野
京
子
さ
ん

(
東
京

・
港

川

北
区
)

「
昨
年
末
の
署
名
以
後
、
あ
ま
り
に
合
わ
せ
て
、
ピ
う
ま
き
な
ど
の
川
区
)
衣
類
・

川

5
月
1
目

メ
ー
デ
ー
-

活
発
な
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
で
レ

宣
伝
行
動
、
旬
報
、
ハ
ガ
キ
に
よ
る
…

・
町
田
さ
ん

(東
京
・
ニ
チ
モ

川

5
月
2
白

憲
法
劇
「
今
日
私

九
1
am

会
社
へ
の
夜
間
活
動
に
と
り
く
む

H

ウ
・
キ
グ
ナ
ス
)
衣
類
.

川

は
り
ん
と
の
木
を
柏
え
る
」

w

w

ζ

と
な
ど
が
山
田
策
さ
れ
ま
し
た
-

H

・
古
賀
恵
子
さ
ん

(
東
京

・
高

川

(
蹴
宛
ホ
1
ル
)

ま
た
、
地
元
の
新
居
浜
住
友
E

…

島
平
団
地
)
衣
類
・

川

5
月

3
臼
1
5
日
神
電
気
争

機
で
た
だ
ひ
と
り
指
名
解
屈
さ
れ

N

・
浅
田
さ
ん

(神
奈
川
・

富
士

川

股
団
本
圧
(
筒
玉
)
地
区
が

た
高
橋
包
美
子
さ
ん
の
支
鐙
、
長

川

通
、
浅
田
明
敏
(
故
人
)
さ

川

家
族
会
.

問
事
件
の
署
名
へ
の
協
力
な
ど
に
川
ん
の
奥
さ
ん
)
コ
ー
ヒ
ー
セ

川

5
月
5
回

全
国
オ
ル
グ
出

も
と
り
く
む
こ
と
が
申
し
合
わ
さ

川

y
ト・

山

発・

れ
ま
し
た
・

川
.
伊
顧
さ
ん

(東
京

・
屋
代
美

川
5
月

8
日

第
八
回
和
解
交

こ
の
ほ
か
、
労
働
法
に
つ
い
て

川

智
子
さ
ん
の
お
母
さ
ん
)
ハ

川

渉・

の
学
習
会
を
ひ
ら
い
て
は
ど
う
か

川

ム
五
本
.

川
5
月
?
日

平
和
行
進
ス
タ
ー

と
か
、
県
内
の
電
機
メ
ー
カ
ー
で

川
・
鎌
田
弘
之
さ
ん

(
筒
玉
)
雑

川

ト
(
夢
の
島
)

残
業
が
強
ま
っ
て
い
る
様
子
な
ど

川

貨
品
.

川
5
月
叩
日

言
論
表
現

・
拡
声

が
そ
れ
ぞ
れ
出
さ
れ
、
「
沖
の
伸

川
|
|
|
A
X
O貴
V
中
|
l
l

川

機
規
制
反
対
都
民
抽
出
会

間
へ
の
支
慢
と
と
も
に
、
地
元
の

州

全
国
オ
ル
グ
で
は
、
宿
泊
や

川
5
月
何
回

熊
谷
裁
判
・

働
く
人
々
の
権
利
を
守
る
運
動
に

川
食
事
、
案
内
な
ど
、
た
い
へ
ん

山

5
月
何
日

東
京
総
行
動
。

協
力
し
て
い
と
う
」
な
ど
の
般
極

川
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
と

川
5
月
げ
白

金
属
織
械
反
合
共

的
な
窓
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
.

川
ざ
い
ま
し
た
.
(
百
年
、
夏
季

川

同
行
動
.
日
産
文
化
の
タ
ベ
.

(佐
々
木
)

H

全
国
オ
ル
グ
回
、
一
同
)

川

卓
上
に
置
け
る
カ
ン
パ
箱
が
あ
っ
た
ら
い
い
の
に
・
:

そ
ん
な
声
に
答
え
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

(4 ) 罫富74奇~

(43) 

…日
時
ドン山
川
い
…
東
和
シ
ス
テ
ム
支
部

情
報
処
理
難
界
で
は
百
時
間
以

た

・

ょ

う

と

す

る

会

社
の
卑
劣
な
や
り

A
抗
蟻
先
V

千
代
田
区
神
田

上
の
残
撲
と
人
貸
し
派
遣
は
当
然

会
社
の
卑
劣
な
団
結
磁
波
攻
世
帯
方
は
許
せ
ま
せ
ん
。
小
川
町
三
の
+

株
式
会
社
、
東

視
さ
れ、

中
高
年
(
一
一
一
十
代
半
ば
)
を
は
ね
の
り
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
会
社
に
法
律
巡
反
の
組
合
員
い

和
シ
ス
テ
ム
取
締
役
社
長
官

使
い
捨
て
や
、
健
康
破
壊
が
問
題
組
合
口
に
対
し
て
、
第
二
組
合
員
じ
め
と
賃
金
差
別
を
や
め
さ
せ
、
原
因
夫
.

に
な
っ
て
い
ま
す
.

と

の

聞
に
次
の
よ
う
な
不
当
な
差
働
き
や
す
い
臓
協
を
実
現
す
る
ま
中
央
区
銀
座
七
の
+
=
一
の
+

「十
二
月
に
百
七
十
九
時
間
の
別
が
続
げ
ら
れ
て
い
ま
す
・

で

引
き
続
き
が
ん
ば
る
決
意
で
東
海
興
業
株
式
会
社
取
締
役
社

残
業
を
し
ま
し
た
・
シ
ス
テ
ム
開

+
一
時
金
で
は
、
十
年
勤
続
の
す
・

長
中
西
宏
・

発
の
遅
れ
と
納
期
の
短
さ
の
た
め
組
合
員
と
新
人
の
第
二
組
合
凸
と

A
激
励
先
V

東

京

都

新

宿

区

0

1
0
1
0
1
0

に
長
時
間
残
業
に
な
っ
て
し
ま
い
が
、
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
程
低
く
西
新
宿
七
の
十
四
の
三
松
本
ピ

・

「た
た
か
う
な
か
ま
た
ち」

ま
し
た
・
一
日
平
均
七
1
八
時
閲
さ
れ
る
な
ど
の
賃
金
差
別
。
ル
電
算
労
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
関
連
へ
の
投
稿
を
歓
迎
し
ま
す
・

C
協

V
D
Tを
使
用
し
た
た
め
目
が
つ

争
昇
任
、
保
格
ス
ト
ッ
プ
。
労
組

東
和
シ
ス
テ
ム
支
部

霊

力
を
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま

か
れ
、
ひ
ど
く
充
血
し
ま
レ
た
.

+
結
婚
式
に
出
席
し
な
い
、
創
三
六
九
l
一
二
八
七
.
す
.

同
僚
は
過
労
で
自
が
開
か
な
く
な
立
思
念
式
で
組
合
員
だ
け
鋤
統
袈

り
休
ん
だ
日
も
あ
り
ま
し
た
」
(
二
彰
し
な
い
、
会
社
ニュ
ー
ス
や
朝

十
九
歳
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
)
礼
な
ど
公
式
な
場
で
一

切
紹
介
を

五
十
六
年
三
月
「
将
来
に
希
超
せ
ず
発
雷
も
さ
せ
な
い
、
各
種
研

の
持
て
る
明
る
い
職
場
を
作
ろ
修
か
ら
も
排
除
す
る
な
ど
、

職
場

う
」
と
、
職
腸
(
東
和
シ
ス
テ
ム
八
分
的
差
別
と
い
や
が
ら
せ
.

H
千
代
田
区
神
田
小
川
町
)
に
労

争
組
合
員
を
一
人
だ
け
で
人
貸

働
組
合
を
結
成
さ
せ
ま
し
た
が
、
レ
派
越
し
、
峨
回
閣
や
従
業
員
か
ら

会
社
は
組
合
を
無
視
し
、

団
交
一
拒
の
切
り
離
し

否
・
組
合
活
動
の
妨
害
や
い
や
が

私

た

ち

を

ζ
の
よ
う
な
H

見
せ

ら
せ
等
、
不
当
労
働
行
為
に
よ
っ
し
め
M

H

さ
ら
し
者
u
に
し
て
ま

て
組
合
つ
ぶ
し
を
行
っ
て
き
ま
し
で
従
業
員
を
思
い
通
り
に
管
理
し

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

炉支援する会・支部だより4

以..開お

ItiWょaflih'可野Hi'
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1985"'1'7月 1目

5万人の「支援寸る会J を

キムたちは生きる惜利、 個〈 楢 利を守る ために沖

電気の仲 間を物心両面か ら励まし 、 必ず勝利させ

たいと 思い ます。 困 難 な 長 期 の 闘 い も予想されま

すので、一人でも多 くの方がこの 「会」 に加入し

全面勝 手IJを闘も‘とるまでご支援く だ さるよ う心か

らよびかけます。(r支援 する会」よびかけよ り)

会 費 1口 200円 /月

支援する会事務局
事務所東京都港区三田

3-2-20 

電 E舌 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名 沖電気の不当解雇

を撤 回 させる会

指名解雇された沖電気の仲間を支援 する会ニュース

発

行

所

第 75号

1 9 8 5年

7月1日

国241泊

'麿7 5<;ー)
 

1
 

(
 

す
.第

二
に
、
会
社
は
和
解
案
を
争

議
団
凸
一
人
ひ
と
り
に
衆
知
さ
せ

る
と
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
が
、

ζ
れ
は
会
社
が
和
解
案
を
も
っ
て

争
議
団
側
に
何
ら
か
の
変
化
が
あ

る
ζ
と
を
期
待
し
て
い
る
も
の
と

み
ら
れ
ま
す
.
こ
う
し
た
会
社
の

「
甘
さ
」

を
打
ち
砕
く
た
め
に
私

た
ち
の
意
思
の
強
さ
を
あ
ら
た
め

て
示
し
切
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
第
三
に
、

ζ
う
し
た
和
解
案
で

す
が
、
同
時
に
私
た
ち
の
闘
い
が

反
映
し
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま

す
a

形
式
的
に
せ
よ
、
解
雇
を
撒

六
月
十
八
日
、
東
京
地
裁
で
会
者
一
人
、
ひ
と
り
に
衆
知
さ
せ
る
回
す
る
方
向
を
示
し
、
職
場
復
帰

社
側
か
ら
和
解
突
か
一市
さ
れ
ま
し
ょ
う
強
調
し
て
き
ま
し
た
.

ら

し

き

形

を

装

わ
ざ
る
を
え
な
か

た
・
昨
年
春
に
裁
判
所
の
職
権
利
こ
の
会
社
和
解
案
を
知
っ
て
、
っ
た
ζ
と
、
パ
y

ク
ベ
イ
ン
に
も

解
手
続
が
開
始
さ
れ
て
以
来
、
丸
争
議
団
や
支
緩
の
皆
さ
ん
の
感
想
充
た
な
い
が
、
と
に
か
く
金
銭
呈

一年
を
経
て
、
初
め
て
一明さ
れ
た
は
、
さ
ま
ざ
ま
と
は
思
い
ま
す
が
、

一
市
を
し
て
き
た
ζ
と
な
ど
は
、
支

会
社
和
解
築
で
す
.
そ
の
内
容
は
、
そ
の
到
達
点
を
明
ら
か
に
し
、
今
獲
の
拡
が
り
ゃ
裁
判
闘
争
の
前
進

川
指
名
解
者
を
撤
回
す
る
。
後
の
運
動
の
粗
に
し
て
い
く
と
と
の
中
で
会
社
が
考
え
ざ
る
を
え
な

ω
し
か
し
、
被
解
胞
者
は
指

が
田
要
と
思
い
ま
す
・

く

な

っ

た
ζ
と
で
あ
り
、
私
た
ち

名
解
庖
日
(
昭
和
五
十
三
年
十

第
一
に
、
指
名
解
雇
は
撤
回
す
の
纏
信
に
し
て
も
よ
い
こ
と
で
し

一
月
二
十
日
)
に
返
附
し
た
も
る
と
表
明
し
た
も
の
の
、
内
容
は
ょ
う
。

の
と
す
る
.

金

銭

解

決

の

変

種
と
い
う
べ
き
も
以
上
の
よ
う
に
、
会
社
は
闘
い

ω
被
解
扇
者
に
各
に
一
千
万
の
で
、
辰
も
本
質
的
な
要
求
で
あ
の
中
で
追
い
つ
め
ら
れ
つ
つ
あ
る

円
の
解
決
金
を
支
払
う
、
る
職
場
復
帰
に
つ
い
て
は
拒
否
し
と
と
を
感
じ
つ
つ
も
、
第
一
の
要

川
被
解
居
者
を
和
解
の
日
か
て
い
ま
す
。
乙
れ
は
、
私
た
ち
の
求
で
あ
る
職
場
復
帰
を
拒
否
し
て

ら
一
年
間
非
常
勤
嘱
託
と
し
て
闘
い
が
ま
だ
職
場
復
帰
を
実
現
す
き
た
わ
り
で
す
.
私
た
ち
の
闘
い

採
用
し
、
期
間
は
特
段
の

m情
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
、
闘
の
道
筋
は
間
違
っ
て
い
な
い
、
し

が
あ
れ
ば
延
長
す
る
こ
と
が
あ

い
の
真
剣
さ
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
か
し
今
一
層
の
膏
闘
が
求
め
ら
れ

る
。
ま
た
嘱
託
中
は
自
宅
待
燐
乙
と
を
示
す
も
の
と
し
て
、
正
面
て
い
る
・
乙
の
到
達
点
を
確
認
し

と

す

る

。

か

ら

、

即

ち

怒

り

を

ぶ

つ

げ

、
闘
て
共
に
一
届
奮
闘
し
て
い
き
た
い

内
容
は
以
上
で
す
が
、
会
社
は

い
を
一
層
鉱
げ
る
観
点
か
ら
受
け
と
思
い
ま
す
.
V
次
回
交
渉
は
7

併
せ
て
、

ζ
の
和
解
案
を
被
解
砲
と
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

月

μ
日
午
後
一
時
か
ら
で
す
・

小ぉ

木吉

宮手口
喜男
局ん」
次
長

18目、東京地裁で会社側から和解案

港島醤請の力で、吟の回答喜をひきだす 。

通
信
機
三
大
メ
1
力
の
一
つ

益、
=
一
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、

一
方
、
解
雇
後
の
戦
場
で
は
、
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
一
一

沖
電
気
工
業
(
本
社
・
東
京

・
九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資

配

転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
年
十
一
月
に
は
、
支
緩
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二
レ
て
新
工
場
の
建
設
な
ど
。
届
(
田
中
さ
ん
)
レ
た
り、

神

識
も
結
成
さ
れ、

闘
う
体
制
を

七
O
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経

九
O
年
に
は

一
兆
円
企
業
を
狙

争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に、

作
っ
た
.

営
危
機
だ
、人
が
余
っ
て
い
る
」
う
。
会
社
は
東
京
地
裁
は
か
四

仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見
八
四
年
秋
に
は
、
全
国
規
紋

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希

〆
〆
〆

J

'

r

r

r

の
運
動
l
三
十
六
都
道
府
県
、

望
退
職
」
募
集
を
提
案
ζ
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

ニ
O
ニ
カ
所
で
日
士
銀
行
、
沖

と
退
職
強
要
に
応
じ
な

い

三

百

沼

気

へ

の

行

動

。

四

十

万

人
の

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企

カ
所
の
裁
判
で
も

「
指
名
解
履

せ
し
め
を
強
め
、

「
合
理
化
」
署
名
な
ど
を
成
功
さ
せ
、
仕

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
銭
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
?

事
差
別
を
や
め
さ
せ
る
な
ど
の

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
胞
を
恕
識
改
革
を
す
る
と
と
」
と
証

沖
電
気
争
議
団
の
七
十

一
人
成
果
を
勝
ち
取
っ
た
・
東
京
地

強
行
。
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、

一
言
。
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
千
を
超
え
る
労
相
叫
で
の
和
解
交
渉
も
、

い
ま
山

百
億
円
近
い
史
上
段
高
の
利
領
し
て
解
庖
'ド
と
と
も
明
白
。
組
や
、
一
万
四
千
人
の
「
支
媛
場
を
迎
え
て
い
る。

が
感
想
で
す
.
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ

て

、
が
ん
ば
る
ゾ
/
と
決
意
を

ク
ス
の
オ
キ
と
か
な
ん
か
言
つ
新
た
に
し
て
い
ま
す
(
沖
電
気

て
、
宣
伝
し
、
裏
で
は
き
た
な
東
京
工
場

秋
元
英
常
さ
ん
)

い
ζ
と
を
す
る
。
正
体
が
は
っ
||
欺
附
(
ぎ
ま
ん
)
的
な
回
答

き
り
出
て
い
る
(
全
損
保
日
本

で

あ
り
、
乙
れ
を
打
破
る
闘
い

火
災
支
部

田
中
稔

さ

ん

)

で

、

沖
・
支
慢
す
る
会
の
ス
ロ

l
l争
犠
団
の
人
た
ち
の
生
活
を

1

|
会
社
側
が
解
限
撤
回
を
認
め

1
ガ
ン
「
戻
せ
職
場
に
」
を
実

考
え
る
と
早
く
解
決
し
て
ほ
し
た
と
と
は
、
一
歩
前
進
で
す
が
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
(
支
療
す
る

い
と
思
い
ま
す
が
、
闘
い
の
初
職
場
復
帰
を
認
め
な
い
で
、
お
会
事
務
局
長

小
島
宏
さ
ん
)

心
を
忘
れ
ず
に
「
職
場
に
戻
せ
」
金
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
||
七
年
目
に
し
て
、
初
め
て
の

と一言
う
事
を
強
く
言
い
た
い
。
は
許
せ
ま
せ
ん
(
大
田
区

・
洗
回
答
。
こ
れ
を
ス
テ
ッ
プ
に
し

(
自
治
労

・
本
庄
市
職
員
組
合
足
福
祉
事
務
所
渡
辺
潤
さ
て
よ
り
一
層
湿
踊
を
発
展
さ
せ

吉
田
信
子
さ

ん

)

ん

)

ま

し

ょ
う
(
神
電
気
争
議
支
援

|
|
家
族
の
生
活
は
、
楽
で
は
あ

|

|
乙
ん
な
回
答
で
終
ら
せ
る
わ
中
央
共
闘
会
議

・
事
務
局
長

り
ま
せ
ん
が
、
人
間
の
尊
厳
が
け
に
は
い
か
な
い
。
我
々
自
身

井
川
昌
之
さ
ん
)

か
か
っ
て
い
る
闘
い
だ
け
に
、
の
闘
い
で
あ
る
と
考
守
え
て
い
る

l
!
と
ζ
ま
で
運
動
を
支
え
て
く

勝
利
の
日
ま
で
、
力
を
合
せ
が
の
で
、
と
も
に
が
ん
ば
り
た
い
。

だ
さ
っ
た
、
全
国
の
み
な
さ
ん

ん
ば
り
ま
す
.
ひ
き
つ
づ
き
、
(
国
労

・
高
傑
支
部

田
中
進

に
ま
ず
お
礼
を
い
い
ま
す
。
し

お
力
を
、
お
か
し
下
さ
い
。
(
家
さ
ん

)

か

し

、

納

得

い

か

な

い

回

答

で

族
会
代
表

米
国
徳
治
さ
ん
)

|

|
解
匝
は
撤
回
す
る
し
か
し
あ
り
団
結
を
強
め
「
職
場
復
帰
」

|
|
七
年
間
の
生
活
を
考
え
る
と

職

場

に

は
、
い
れ
な
い
と
言
う
ま
で
が
ん
ば
り
ま
す
(
沖
市
気

話
に
な
り
ま
せ
ん
。
パ
カ
に
し
会
社
の
答
に
は
、
股
が
た
つ
.
争
議
団
代
表

中
山
森
失
さ

た
回
答
だ
と
、
み
ん
な
で
話
合
職
場
で
の
闘
い
と
結
合
さ
せ
ん
)

っ
て
い
ま
す
・

n
戻
る
の
が
一

番
で
す
M

(

海
車
検
定
労
組

v

・

お

/
レ
/
ら
/
せ
・

ま
つ
り
H

は
守
周
辺
白
に
予
定

川

滝
沢
と
き
江
さ
ん
)

山
本
庄
市
で
開
催
さ
れ
る
、
沖
争

さ

れ
て
い
ま
す
・

C
協
力
を
よ

川

|
|
沖
電
気
は
ヒ
ド
イ
と
い
う
の

川
議
団
と
遮
得
す
る
H

ふ
れ
あ
い

ろ
し
く
お
ね
が
い
レ
ま
す
.

三号

h
a

一
年
に
二

綴
騰
、上
回
庄
司

園
、
北
海
道

'
回
目
」

へ
行
く
・

2

.3
及

は
花
火
冬

』
F

、-‘
J
は
カ
レ
ン
ダ

v
，d
i
Li

ー
な
ど
の
物

4e

d
越
資
販
売
で
、

約
一
力
月
の
オ
ル
グ
に
な
る
.

V
観
光
写
真
で
見
た
持
は
、
イ

イ
ナ
ァ
と
思
っ
て
も
実
際
は
あ

ま
り
感
心
し
な
い
と
乙
ろ
も
あ

る
が
、
い
い
無
色
も
い
っ
ぱ
い

あ
る
。
田
植
え
を
や
っ
て
い
る

と
こ
ろ
、
な
だ
ら
か
な
丘
で
牛

が
草
を
食
べ
た
り
寝
そ
べ
っ
た

り
は
、
の
ん
び
り
し
て
い
て

と
て
も
い
い
。
ゴ
ミ
ゴ
ミ
し
た

東
京
よ
り
乙
ん
な
と
と
ろ
で
生

活
し
て
み
た
い
な
と
、
思
っ
た

り
す
る
V
岩
見
沢
か
ら
夕
張
へ

恵
で
走
っ
て
い
た
ら
、
前
を
走

る
車
が
、
踏
切
り
な
の
に
一
時

停
止
を
し
な
い
。
近
づ
い
て
見

る
と
、
線
路
に
柵
が
打
つ
で
あ

り
「
乙
の
線
路
は
、
列
車
が
通

り
ま
せ
ん
」
の
掲
示
。
四
月
に

廃
止
さ
れ
た
ば
か
り
の
国
鉄
、

万
字
線
だ
っ
た
.
線
路
は
そ
の

ま
で
あ
る
.
放
っ
て
お
い
た
ら

草
も
は
え
、
ぼ
う
ぼ
う
に
な
る

だ
ろ
う
。
さ
み
し
い
ロ
ー
カ
ル

線
廃
止
の
姿
だ
っ
た
.
(
飯
田
)
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東
京
|
下
関
ブ
ル
ト
レ
交
流
会
に
参
加
し
て
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東
京
か
ら
下
関
ま
で
豹
一
千
宍
口
を
結

ぶ
夜
行
利
+
申
て
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
、
J

e

・
国

鉄
が

7
令
制
・
民
営
化
」
さ
れ
た
な
ら
ば

ま

フ
先
に
夜
止
さ
れ
否
定
ス
ノ
-
つ
ど
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

=
の
ず
比
l
ト
レ
イ
、
J

に
乗
っ
て
、
A
ロ

震
に
皮
懸
の
吹
き
す
さ
ぶ
国
鉄
の
労
働
者

を
激
廊
レ
ょ
っ
と
千
代
田
区
の
労
働
者
と

下
関
の
労
働
者
が
計
画
レ
左
東
京

l
下
関

を
給
ぶ
寸
プ
ル
ト
レ
交
流
の
殺
」
(
六
月

七
・
八
日
ゾ
に
参
加
し
ま
し
た
e

東
京
の
お
名
の
仲
間
は
国
鉄
労
働
者
の

激
励
に
送
ら
れ
て
、
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン

ブ
富
士
」
亡
乗
り
二
み
ま
し
た
。
車
中
で

は
国
鉄
労
働
者
の
国
鉄
衣
憂
す
zv
無
い
田
川

い
を
聞
き
、
下
関
で
は
で
ニ

0

0
名
の
交

泥
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
寸
電
車
を
作

る
は
ず
の
工
場
グ
、
自
動
車
修
費
工
場
に

さ
れ
た
」
「
容
全
第
一
室
無
視
し
て
列
車

口三

(沖
電
気
争
議
団
〉

の
運
転
手
，や
車
掌
耐
久
滅
、
り
さ
れ
て
い
る
」

「
長
年
働
い
左
人
に
や
め
て
ほ
し
い
と
魯

た
た
き
、
出
{
問
、
配
る
軒
判
か
行
わ
れ
て
い
zv」

と
国
鉄
の
仲
間
か
ら
の
訴
え
は
、
日
本
列

島
を
つ
怠
ぐ
鈎
脈
拍
V
A
V
断
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る

Z
と
へ
の
怒
り
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
.

払
は
七
年
前
に
沖
電
気
か
行
む
っ
た
労

働
者
走
場
牲
に
し
た
六
合
理
化
か
い
ま

国
銭
の
中
で
強
行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
否

と
尋
癒
し
ま
し
た
・

ど
ん
な
=
ど
が
あ
っ
て
も
止
ま
ら
な
か

っ

E
国
鉄
、
戦
争
中
ち
そ
し
て
戦
後
の
省

し
い
と
き
も
。
=
れ
を
支
え
て
き
乏
の
は

国
鉄
の
貯
働
者
・
国
民
の
動
産
で
あ
否
国

鉄
在
大
資
本
の
え
じ
き
に
し
て
な
る
ち
の

か
、
国
鉄
の
分
割

・
民
営
化
の
攻
轡
在
は

ね
返
さ
ね
ば
と
強
く
癒
じ
た
の
で
す
。

19S5牢 ワ 月 1日

電
報
・
七

0
0

・0

結
婚
式
・

0

東京争議団キャンプ
07月28日-29日
0丹沢 3∞0円

国
鉄
つ
ぶ
し
反
対
一
営
化
」
に
反
対
す
る
キ
ャ
ン
プ

一
ン
と
し
℃
一
下
関
叫
千
代
田
同
地
区

ブ
ル
ト
レ
交
流
会
一
労
が
開
い
た
・

下
闘
に
東
京
の
労
組
員
一
東
京
か
ら
の
診
加
者
は
七
日
、

東
京
・
千
代
園
地
区
労
の
労
組
一
東
京
駅
を
出
発
レ
た
ブ
ル
ー
ト
レ

要
ぷ
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
シ
に
持
つ
一
イ
ン
・
「
富
士
」
で
八
回
塑
来
関
.

て
来
関
、
下
関
地
区
労
と
交
統
レ
一
国
鉄
幡
生
直
絹
所
の
見
学
な
ど
の

よ
予
と
い
う
[
国
鉄
つ
ぷ
レ
に
茂
一
あ
と
、
交
流
集
会
に
出
席
レ
た
.

対
じ
背
反
仔
草
の
た
め
の
東
京
l
一
集
会
で
は
国
労
木
関
支
部
な
ど

下
関
大
交
流
会
」
〈
路
秘
・
ブ
ル
一
が
「
分
割
・
民
嘗
化
は
国
民
の
足

ト
レ
交
流
会
〉
が
八
回
、
ポ
関
市
一
経
由
晴
い
、
変
通
弱
者
を
切
り
捨
て

宅
あ
っ
た

H
写
真
-
一
る
も
の
.
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
な
ど

4
メ
j
J会
渇
の
下
関
市
文
仰
さ
瓦
真
っ
先
に
定
y
h
委
託
る
」
と

館
で
あ
っ
た
「
大
交
流
集
会
」
に
一
回
貯
え
た
・
各
単
組
怒
と
か
ら
は
国

は

τ関
地
区
労
・

9
昌
労
約
四
冒
一
内
勤
労
へ
の
激
励
が
寄
せ
ら
れ

人
、
愈
翁
亘
平
人
を
含
め
た
一
勾
ま
た
、
山
陽
ア
ル
ミ
(
厚
狭

約
千
一
一
百
人
が
富
・
豪
か
ら
面
出
町
)
の
労
盟
主
ネ
ミ

め
移
加
者
八
十
三
人
を
迎
え
た
・
一
地
鐙
伊
餓
回
か
ら
の
線
告
や
、
平

「
行
革
の
目
玉
」
と
レ
て
進
め
一

a腐
り
の
鍍
露
な
と
も
あ
っ
た
令

、
続
町
宮
翠
担
衛
い
民
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，
矢
田
》

aA-
，

h
 

r
t
、

大
蔵
省
と
野
村
証
券
を
は
じ
め
ッ
プ
を
社
会
的
に
包
囲
し
て
き
て

と

す

る

既

券

首

脳

に

よ

る

高

木

貞

い

ま

す

・

川

証
券
の
営
業
免
許
の
取
り
上
げ
に
裁
判
闘
争
は
現
在
、
国

(
H
大

山

よ

る

企

業

閉

鎖

と

全

員

解

題

以

蔵

省

)

を

相

手

と

し

た

国

家

賠

償

川

来
、
乙
の
六
月
で
ま
る
五
年
に
な
訴
訟
と
、

会
社
破
産
に
と
も
な
う

川

り

ま

す

・

償

橋

確

保

闘

争

を

破

産

管

財

人

側

川

高

木

貞

証

券

労

組

(

五

人

)

は

、

の

補

助

参

加

人

と

い

う

と

と

で

、

川

H

職
場
と
生
面
を
返
せ
H

と
の
企
と
も
に
京
都
地
方
裁
判
所
で
闘
っ

楽
再
抽
出
を
柱
と
し
た
要
求
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
特
に
償
椴
確
保
闘
争

川

て
、
一
京
都
、
大
阪
、
東
京
で
の
証
は
、
「
京
都
ス
テ
ー
シ

ョ

ン

セ

ン

川

券
を
中
心
と
し
た
支
援
共
刷
会
磁
タ
1
」
と
い
う
京
都
市
や
国
鉄
な

川

を
紬
と
し
な
が
ら
全
国
的
な
闘
い
ど
が
出
資
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
の

川

を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
会
社
に
七
億
円
の
返
還
を
求
め
る

ζ
の

春

闘

で

は

、

困

難

な

野

村

裁

判

で

、

政

治

的

に

も

金

額

の

上

川

証

券

労

組

、

系

列

会

社

で

あ

る

石

で

も

重

要

な

も

の

と

な

っ

て

い

ま

川

塚
証
券
、
伊
藤
銀
証
券
、
朝
日
火
す
・
国
賠
訴
訟
の
方
も
、
今
ま
で
特
に
股
近
、
髄
券
労
働
者
に
対
鉾
巡
行
と
あ
る
「
祇
園
ま
つ
り
」

災
、
日
本
硝
子
の
仰
聞
と
と
も
に
何
も
諮
ら
な
か
っ
た
元
社
長
が
、
レ
長
時
間

・
ノ
ル
マ
労
働
な
ど
が
と
裁
判
傍
聴
参
加
の

」
京
都
ツ
ア

「野
村
関
連
労
連
」
を
結
成
し
、
鼠
近
、
大
蔵
省
の
行
政
と
の
関
わ
強
め
ら
れ
て
い
る
も
と
で
、
証
券

l
M
を
取
り
組
ん
で
い
ま
す
.

約
七
十
万
枚
の
全
国
ピ
ラ
と
二
万
り
な
ど
で
真
実
を
語
り
始
め
て
い
労
働
者
に
支
持
さ
れ
る
闘
い
を
目

A
抗
擁
先
V
東
京
都
中
央
区
日
本

六
干
枚
の
抗
披
ハ
ガ
キ
、
そ
レ
て
る
も
と
で
、
車
要
性
を
惜
し
て
き
指
レ
、頑
張
っ
て
い
く
決
意
で
す
。
橋
一

l
九

一

野
村
証
券
取

・

大
阪
、
京
都
、
東
京
で
大
規
模
な
て
い
ま
す
。

東
京
の
証
券
の
伸
聞
は
、
七
月
締
役
社
長
田
淵
節
也
段
。

抗
酷
融
行
動
を
成
功
さ
せ
て
き
ま
し
巨
大
な
相
手
に
少
数
で
闘
う
高
十
七
日
に
京
都
地
裁
で
、
七
億
円

A
激
励
先
V
京
都
市
中
京
区
柳
馬
川

た
.
そ
う
し
た
中
で
、
争
議
発
生
木
貞
証
券
労
組
で
す
が
、
有
利
な
の
返
還
訴
訟
の
公
判
が
元
社
長
を
場
三
条
上
ル
高
木
貞
在
券
労
組
川

の
仕
掛
人
で
あ
り
、
又
、
争
議
解
状
岡
田
の
も
と
で
意
気
軒
昂
と
し
て
柾
人
に
行
わ
れ
る
と
と
か
ら
、
七

2
0
七
五

l
二
五
五

四
五
二

決
の
能
力
を
持
っ
た
野
村
荘
券
ト
い
る
と
こ
ろ
で
す
・
月
十
六
日
の
宵
山
、
十
七
日
の
山
一
・

大
蔵
省
と
野
村
証
券
が

「
倒
産
」
攻
撃

全
国
一
般
日
間

M
M
E
来
点
証
券
労
組

支援する会に入会しよう(会費 1口200円 /月)
罫軍75有量(3 ) 

い

l
'
w
だ
け
れ
と
毛
:
-

八
五
年
六
月
十
八
日
、
解
題

以
来
六
年
半
、
会
社
が
東
京
地

裁
の
和
解
交
渉
で
、
は
じ
め
て

「
解
決
案
」
を
示
し
た
と
い
う

そ
の
日
に
、
と
の
原
稿
の
依
頼

を
う
け
ま
し
た
.

ふ
り
か
え
っ
て
、
私
が
一
番

は
じ
め
に
解
雇
さ
れ
た
沖
電
気

の
伸
問
の
話
を
き
い
た
の
は
、

七
八
年
十
一
月
二
十
六
日
、
箱

恨
で
お
乙
な
わ
れ
て
い
た
「
東

京
の
労
働
運
動
の
交
流
会
」
で

の
、
笹
島
君
の
た
ど
た
ど
し
い

訴
え
で
し
た
。
東
京
へ
帰
っ
て
、

す
ぐ
、
職
場
の
執
行
委
員
会
に

き
て
も
ら
っ
た
り
、
そ
の
年
の

響
、
た
し
か
十
二
月
三
十
日、

集
め
た
カ
ン
パ
を
高
尾
の
米
国

さ
ん
の
家
ま
で
届
け
た
り
し
た

記
憶
が
う
か
ん
で
き
ま
す
・

乙
う
し
て
私
は
、
わ
り
に
早

く
か
ら
沖
争
犠
に
か
か
わ
っ
て

支
援
す
る
会
宮
滅
県
支
部
は
支
部
呼
び
か
け
人
の
一
人
、
前

結
成
さ
れ
て
五
年
・
五
月
二
十
県
評
議
長
、
現
在
労
箔
協
会
長

一
一
一
日
「
五
周
年
集
会
」
を
開
き
ま
の
高
橋
治
さ
ん
が
記
念
講
演
、

し
「
、

ζ
の
日
は
各
職
場

・
地
労
働
組
合
運
動
の
発
展
を
願

峨
か
ら
約
三
十
人
の
会
員
が
会
っ
て
、
段
近
の
労
働
戦
線
の
動

場
の
仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館
向
に
つ
い
て
一
時
間
以
上
の
熱

に
集
ま
り
ま
し
た
。
争
議
団
か
弁
.
沖
憶
気
争
議
の
歴
史
的
背

ら
は
ち
ょ
う
ど
変
の
行
商
で
富
景
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

城
県
オ
ル
グ
中
の
高
崎
支
部
、
争
議
団
か
ら
は
ス
ラ
イ
ド
を

岡
田
、
高
屋
の
二
人
と
富
域

出

映

し
な
が
ら
争
犠
の
状
況
報

身
の
中
屋
さ
ん
の
三
人
が
合
流

告

。
は
じ
め
て
の
ス
ラ
イ
ド
で

参
加
し
ま
し
た
。
集
会
で
は
県
沖
電
気
を
島
遣
に
感
じ
ら
れ
た

と
好
評
で
し
た
。
集
会
終
了
後

に
は
オ
ル
グ
聞
の
激
励
会
。
宿

の
門
限
が
過
ぎ
て
し
ま
う
ほ
ど

黙
の
ζ
も
っ
た
交
流
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

宮
域
県
支
部
は
、
争
議
発
生

直
後
、
争
議
団
の
な
か
に
宮
城

県
出
身
者
が
い
た
と
と
も
あ
っ

て
当
時
の
県
評
議
長
、
電
機
の

労
組
委
員
長
、
弁
護
土
、
学
者

の
方
々
が
呼
び
か
け
て
い
ち
早

く
結
成
、
二
百
人
以
上
の
会
員

き
た
ん
で
す
が
、

そ
れ
は

沖
争
醐輔
が
起
っ
た
七
八
年
の

は
じ
め
、
同
盟
が

「民
間
先
行

の
労
戦
統
ご
を
う
ち
だ
し
て

い
ま
す
.
九
月
に
は
J
C
の
富

田
駿
長
や
ゼ
ン
セ
ン
の
宇
佐
美

会
長
が
「
八
0
年
代
初
頭
を
自

僚
に
労
働
戦
線
の
統
一
を
」
と

ぶ
ち
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

私
は
神
争
議
に
、
単
に
「
三

井
三
池
以
来
の
大
毘
指
名
解

居
」
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ぬ
、

深
い
背
景
を
感
じ
た
よ
う
で

す。
以
来
「
三
多
勝
の
支
復
す
る

会
」
の
結
成
の
お
手
つ
だ
い
を

し
た
り
、
八
王
手
の
仲
間
た
ち

と
折
に
ふ
れ
飲
ん
だ
り
、
議
論

し
た
り
、
さ
さ
や
か
な
支
援
を

つ
づ
け
て
き
ま
し
た
.
職
場
で

は
五
O
名
余
の
紹
合
員
の
約
六

割
が

「
支
媛
す
る
会
」
の
会
員

に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
.

も
う
一
度
乙
の
六
年
半
を
ふ

り
か
え
る
と
、
や
は
り
、
仲
争

識
が
労
働
運
動
の
右
傾
化
の
流

下

村

郎

さ

ん

(全
金
理
学
電
機
支
部
・

三
多
摩
)

私と沖争議{

れ
と
か
か
わ
っ
て
起
り
、
そ
の

流
れ
に
抗
し
て
前
進
し
て
い
る

と
い
う
患
い
が
強
く
し
ま
す
。

そ
し
て
い
ま
、
日
本
の
労
働

運
動
は
転
換
期
.
沖
争
議
も
、

新
た
な
局
面
を
む
か
え
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
.

私
も
六
年
前
は
立
川
地
区
労

の
副
議
長
。
い
ま
は
、
統

一
労

組
惣
の
事
務
局
長
.
春
闘
再
構

築
、
階
級
的
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
の
確
立
な
と
、
統
一
労
組

制
聞
の
闘
い
の
前
進
の
中
で
ζ

そ

沖
争
議
の
最
後
の
勝
利
が
勝
ち

と
れ
る
.

そ
ん
な
思
い
で
、
心
あ
ら
た

に
、
神
争
議
に
と
り
く
も
主
」

思
っ
て
い
ま
す
.
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川
5
月
間
目

労
働
者
派
巡
法
学

川

習
会
(
束
京
「
会
」
)

川
5
月
初
日

池
貝
鉄
工
H

勝
利

川

命
令
u

報
告
集
会
(
川
崎
)

川
5
月
別
日

山
本
さ
ん

(
鈴
鹿

山

女
性
差
別
)
勝
利
集
会
。

川
5
月
U
E
S
お
目

ビ
ジ
ネ
ス

川

シ
ョ
ウ
会
場
前
で
宣
伝
。

川
5
月刊
ω
日

東
京
電
力

・
渡
辺

川

さ
ん
の
決
起
集
会
(
東
京
).

川
神
・

支
援
す
る
会
宮
城
支
部

川

が
結
成
5
年
の
鈍
会
。

川
5
月
目
的
日

ス
モ
ン
勝
利
報
告

川
パ
ー
テ
ィ

E

わ
ら
び
座
、
原
太

山
郎
さ
ん
の
出
版
記
念
会
。
安
中

川
裁
判
報
告
集
会
.

川
5
月
お
日

マ
ス
コ
ミ
文
化
共

川

闘
主
催
で

「反
核
の
集
い
」

川
5
月
U
白

八
王
子
裁
判
所
で

川

準
備
手
続
き
、
次
回
の
和
解

川

交
渉
で
の
回
答
を
表
明
。

川
5
月
初
日

労
働
者
派
治
法
反

川

対
集
会
。
中
央
区
労
協

(東

山

京
)
が
神
間
同
気
本
社
へ
要
紡

川

行
動
。
連
続
要
請
を
開
始
.

山
5
月
刊
口
日

徳
島
ラ
ジ
オ
商
殺

川

し
の
っ
と
い
.

川
5
月
初
日

ポ
ス
タ
ー
弾
圧
港

川

区
決
起
集
会
と
デ
モ
.

川
5
月
引
回

生
協
会
館
沖
支
援

川

す
る
会
が
決
起
集
会
.

川
6
月
1
巳

東
京
労
働
争
犠
研

川

究
会
.

川
6
月
4
自

国
鉄
分
割
民
営
化

川

反
対
、
国
民
の
足
を
守
る
抽
出

川

会。

川
6
月
5
日

公
害
の
全
国
総
行

川

動
.

川
6
月
7
日

池
貝
総
行
動
。

川
6
月
M
M
日

日

本
ペ
イ
ン
ト
影

川

山

さ
ん
支
一
銭
す
る
会
総
会
。

川
6
月
刊
日

第一

勧
銀
総
行
動
・

山
6
月
げ
日

大
口
練
主
要
鰐
行

川

動
は
じ
め
る
。

川
6
月
間
日

第
叩
回
和
解・
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-
私
も
反
対
で
す
.
.
 

女
優

栗
原
小
巻
さ
ん

い
ま
「
エ
セ
ル
と
ジ
ュ

l
リ
ア
ス
」
と

い
う
芝
居
を
し
て
い
ま
す
.
こ
れ
は
‘

一
九
五
O
年
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
屯
山
田
技

師
ロ

l
ゼ
ン
パ

l
ク
'
と
そ
の
夫
人
が
岡
山

子
力
の
機
管
を
ソ
述
に
提
供
し
た
と
い

う
デ
ヅ
チ
あ
げ
で
逮
捕
、
死
刑
を
宣
告

さ
れ
る
物
語
で
す
。
な
ん
だ
か
、
こ
ん

度
の

「国
家
機
密
法
」
も
こ
れ
に
似
て

恐
し
い
感
じ
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

田 之之まできた中曽根内閣のねらう戦争への道
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所

第 76号

1 985年
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|固2444日l
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-(
 

『職場に戻せ』と700人

日間

さ
れ
て
お
り
、

全
面
篠
戦
争
下
で

時

も

生
き
延
び
る
た
め
に
、
相
手
側

，

+

核

抑
止
の
「
理
論
」
核
兵
の
報
復
を
不
可
能
に
す
る
先
制
攻

対

怨
の
破
峻
力
が
余
り
に
大
き
い
た
撃
へ
の
衝
動
が
強
ま
り
ま
す
・
級

事
ミ
ニ
S
L
争

猿

ま

わ

し

岬

め
、
「
核
兵
舘
が
使
わ
れ
る
か
も
兵
邸
の
地
強
は
「
平
和
を
保
障
す

事
手
品
+
ふ
わ
ふ
わ
ネ
ッ
シ
l

w

知
れ
な
い
お
そ
れ
」
が
生
ま
れ
、
る
」
ど
こ
ろ
か
、
戦
争
を
誘
発
す

-
ll

ー

園

間

晶
バ
ン
ド
演
奏

¥
1
1
j

州

各
国
が
戦
争
を
起
ζ
そ

2
し
て
る
も
の
で
す
・
(
迎
合
)

¥

ハ

ム

部

品
焼
そ
ぱ

¥

丁

酬
も
抑
比
さ
れ
る
と
い
う
「
理
論
」
・

z
z
z
z
t
z
-
Z
2
2
3
-

¥=md
震

で
の
考
え
方
に
立
っ
と
、
強
大
な

つ

っ

'

?

~，
.wマハ
…

:

核

兵

鰐

が

増

え

る

ほ

ど

「
平
和
が

F

ク
，

Tr-スヲ

一
回
訓
話

工
J

臼

内

同

円

、

rr
、円、

一

-

v

a

S

J

7

0

W

保
閉
さ
れ
る
」

ζ
と
に
な
り
、

$
4

4

4

二

現

芝

町

翠

櫛

秋

に

は

沖

電

気

争

議

の

ア

競

争

毒

ま

害

さ

れ

ド

の

十

図

l
ト一
十
走
者

抑
日
制
役

!

-
A

2

か

い

の

映

画

を

で

き

E

一
、
二
塁
の
ピ
ン
チ
・
左
打
者
が

考

古

吟

〈

〉

コ

，

w

し
か
レ
、

議
に
は
核
兵
器

出
て
き
た
の
で
、
投
手
も
左
投
手

レ、

一/
lー

!
?
V
¥

4

が
ん
ば
っ
て
ま
す
・

1
日
本
電
波
一
一
ュ
l
ス
荊
使
用
語
健
と
し
て
開
発
・
配
備
に
交
代
し
た
・
ツ
l
ス
ト
ラ
イ
ク

t
h
t
、
、;
t
h
t‘，
t
・、
、;
、
=
戸
開
明
、

t
t
t
・
1
‘，

t
t
t
h
t
a
'
t
s
t
a
'
t
a、
t
‘・

t
・
，
‘
:
、

t
‘，

t
h
t
h
明

に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
右
の
代
打

一

に
変
わ
っ
た
の
で
、
投
手
も
右
役

一
沖
電
気
は
六
月
十

八
日
、
東
京
地
裁
民
事
十
一
部
で
職
権
に
よ
り
行
わ
れ
て
き
た
和
解
交
渉
の
場
民
、

一

手
に
変
わ
っ
た
・

ζ
れ
は
認
め
ら

」

一

指
名
解
雇
争
窓
始
ま
っ
て
以
来
初
め
て
、
会
社
と
し
て
の
「
和
穿
案

」
を
上
申
書
の
形
で
提
出
し
て
き
た
。
一
れ
る
で
し
ょ
う
か
?

F
太
一
そ
の
内
容
は
{
一
)
一
九
七
八
年
十
一
月
二
十
日
付
の
指
名
震
麗
を
撤
由
し

、
七

一
名
全
員
が
同
日
付

-

A
答
V
を
ハ
ガ
キ
に
曾
い
て
、
眼

目ロ
J

町

工

事

-

で

退
職
、

一
人
一
千
万
円
の
寝
決
金
を
支
払
う
(
一ニ

和
解
成
立
後
、
死
亡
し
た
伊
露
氏
を
除
く
全
員
を

一

務
局
ま
で
、

8
月
お
日
が
〆
切
・

1
p
一
一
年
間
の
非
常
勤
雲
仙
と
し

て
採
用
、
そ
の
聞
は
自
宅

待

同

僚

と

い

う

も

の

で

あ

る

。

一

五
人
に
図
妻
が
当
り
ま
す
・

江

一

己
れ
ほ
沖
電
気
告
さ
が

「
三
井
三
池
円
以
来
の
、
大
企
柔
で
の
大
量
指
名
解
雇
の
復
活
を
許
す
な
」
と
ム
二
回
一
+
と
っ
て
も
強
い
カ
l
プ
や
西
武

か

五

な

?

と

し
て
発
展
し
、
解
雇

2
2
2図
的
に
明
ら
か
に
な
る
な
か
で
、
沖
電
気
が
指
名
解
雇
一
フ
ア
ぷ
以
外
の
人
も
、
ド
ン
ド
ン

主

島

一

の

撤

回

を
表
明
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
勺
た
も
の
の
、
あ
く
ま
で
も

「
金
銭
」
で
解
決
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

一

番
く
だ
さ
い
ネ
・

士
嗣

一
ま
た
指
名
解
雇
に
織
を
発
し
た
八
王
子
の
田
中
君
解
雇
事
件
な
ど
に
つ
い
て
ほ
何
毛
言
及
し
て
い
ず
、
設
一
。

1
1
1
1
1
1
0・

b
区

一

々

が

要

求

し
て
い
る
4
Z

員
の
殿
場
復
帰
を
柱
と
し
た
全
面
解
決
と
は
ほ
と
遠
い
全
く
否
=
な
も
の
で
あ
る

。

一

・

お

/
し
/
ら
/
せ
・

日
司
一
己
れ
ま
で
の
和
解
交
渉
で
は
誤
判
所
主
三
に
わ
た
っ
て
「
職
場
復
帰
」
の
検
討
を

2
2対
し

て

一

告

書

号

室

医師
V

一
求
め
て
き
た
一
別
で
あ
り
、
安
々
の
要
求
を
も
、
拍
車
判
所
の
要
藷
を
も
全
く
考
慮
し
な
い
「
和
解
案
」
を
提
一
日
本
交
響
音
楽
に
よ
る
室
内
楽

仕
パ
一
示
し
て
く
る
と
い
う
沖
電
気
の
姿
勢
か
ら
は
争
訟
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
按
意
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。
一
一
の
タ
ベ

9
月
目
、

6
時
却

に
U

占
沖
電
気
は
「
経
営
危
後
」
「
剰
員
」
な
ど
と
い
う
偽
り
の
理
由
で
大
量
の
指
名
解
雇
を
強
行
し
た
。
そ
一d

分
。
挫
島
区
立
大
四
時
ホ
l
j

d

q

p

C
て
、
解
雇
の
不
当
性
が
明
白
に
な
る
や
、
金
銭
で
争
認
を
抑
え
乙
も
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
正
巳
庁

参
加
賀
千
五
百
円
。
お
問
い
合

h
ド

一
二

重
の
反
社
会
的
犯
罪
行
為
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。

.
-
せ
は
、

O=一
l
九
八
五
l
四
八

hr
一
設
々
は
、

あ
く
ま
で
も
不
当
に
ま
わ
れ
た
生
存
権
、
労
働
権
、
団
結
権
の
回
復
を
要
求
す
る
。
ま
た
、
一
三
六
・

凶

凶

一

争

沼
田
員
会
員
の
指
名
解
雇
を
勉
回
し
、
原
隊
に
復
帰
さ
せ
る
乙
と
は
勿
品
目
、
争
迭
を
職
場
か
ら
支
援
し
町

'

eプ
レ
ゼ
ン
ト
を

A
F
-
f
て
配
転
を
強
要
さ
れ
拒
否
し
て
解
雇
さ
れ
た
八
王
子
の
田
中
君
の
解
雇
織
田
・
原
敬
復
帰
、
争
怒
支
媛
を
一

，

あ

り

が

と

う

+

一「
J

-

理
由
と
し
た
職
場
労
働
者
へ
の
差
別
の
地
図
、
就
労
委
求
に
対
す
る
刑
事
事
件
の
告
訴
取
り
下
げ
、
未
払

N

O
フ
ァ
ミ
リ
ア
(
車
)
H全
金

当
浦
町
下
賃
金
、
解
決
金
の
支
払
い
を
含
め
争
認
の
全
面
解
決
を
要
求
す

る。

目

・
日
本
電
子
支
部
の
糸
永
さ

-K
U
1

一
沖
電
気
争
議
は
重
要
な
段
階
を
迎
え
て
い
る
。
設
々
は
、
こ
れ
ま
で
全
国
的
に
展
開
し
て
き
た
運
動
を
一

4
3
6
7
cら
に
広
げ
強
め
る
と
と
も
に
、
沖
電
気
に
働
く

一
万
三
千
名
労
働
者
お
よ
び
そ
の
家
族
と
団
結
し
て
必

一

ん

。

ゴ

札

一

ず

勝

利

を

手

に

す

る

決

意

で

あ

る

。

一

O
子
ど
も
衣
類
U
車

検

定

沖

U
一
全
国
一
の
労
組
、
仲
間

の
皆
さ
ん
が
ζ

れ
ま
で
寄
せ
ら
れ
た
熱
い
支
援
に
心
か
ら
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

一

支
援
す
る
会
・

母
町
一
殿
場
復
帰
に
よ
る
争
議
の
勝
利
の
た
め
に
と
れ
ま
で
以
上
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
く
よ
う
改
め
て
訴
え
る

一

O
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
、
ォ
レ

ι
F
子

の

で

あ

る

。

一

ン
ジ
H
日
本
航
空
の
岩
城
地

q
r
一

-

朗

さん・

一

一

九

八

五

年

七

月

九

日

一

oさ
く
ら
ん
ば
H
山
形

荒

木

リ
押
一
自
宅
左
刈
年
工
一
語
+
文
師
援
市
巾
血
人
並
ハ
間
同
ム
去
さ
問
一

山
市
さ
ん
。

0
・
沖
電
気
へ
聡
場
復
帰
の
決
断
を
迫
る

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

価

核
・
豆
事
典

283 



(2 ) JllJ76恒吾指名解雇された沖電気の仲間を支媛する会ニュース1985"奪三8月 1 日

従業員の25%首切り攻撃とたたかう、全テルモ労組(静岡)

;ニエJ 
沖電気東京工喝

歓
迎
し
て
く
れ
た
仲
間

ヤ
キ
ト
リ
屋
の
二
階
が
組
合
事
務
所

テ
ル
モ
本
社
東
京
都
渋
谷
区
、
岱
土
宮、

甲
府
な
ど
に
工
埼
ブ
ル
ッ
セ
ル、

ニュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
な
ど
に
支
后
を
も
っ
.
使
い
拾
て
注
射
慰

具
、
高
カ
ロ
リ
ー
輸
措
眠
、
電
子
体
温
計
な
ど
、
医

灘
・
医
療
機
路
の
総
合
シ
ス
テ
ム
メ
ー
カ
ー
.
資

本
金
一
四
一
億
円
、
従
業
員
二
万
五
千
人
.

掬
摘
(
精
白
)
に
よ
る
米
の
成
分
の
摘
失
率

(
M
m
)

元
来
、
米

・
砂
糖
な
ど
の
稽

慣
は
、
原
終
的
に
は
全
て
ブ
ド

ウ
糖
に
ま
で
分
解
さ
れ
吸
収
さ

れ
ま
す
.
そ
の
分
解
、
吸
収
に

必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
、
相
問
機
賓
が

全
部
そ
な
わ
っ
た
完
全
体
と
し

て
、
玄
米
は
生
き
て
い
る
の
で

す
。
玄
米
を
水
の
中
に
入
れ
て

お
け
ば
発
芽
し
ま
す
が
、
白
米

は
腐
っ
て
し
ま
い
ま
す
.

『税
学
の
発
遣
は
、
精
製
設

術
を
生
み
出
し
ま
し
た
が
、
精

製
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
も
の
を

他
の
形
で
完
全
に
補
う
ま
で
に

は
、
副
明
学
は
進
ん
で
い
な
い
の

表
A
に
よ
る
と
、
ビ
タ
ミ
ン
で
す
』

n
四
で
は
、
七
五
痛
が
失
わ
れ
る
高
価
な
ミ
ネ
ラ
ル
総
合
ピ
タ

と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
他
に
、
ミ
ン
剤
を
い
く
ら
飲
ん
で
も
、

n
回、

h
、
h
、
ナ
イ
ア
ミ
ン
、
完
全
に
な
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ

パ
ン
ト
テ
ン
酸
、
ニ
コ
チ
ン
酸
ん
.
消
化
吸
収
の
問
題

l
!な

マ
ン
ガ
ン
、
難
酸
、
そ
し
て
近
る
ほ
ど
玄
米
は
良
い
ら
し
い

来
そ
の
多
効
性
で
脚
光
を
浴
び
が
、
消
化
吸
収
が
惑
い
の
で
は
、

て
き
た
ビ
タ
ミ
ン

E
な
ど
も
、
と
い
う
疑
問
が
あ
り
ま
す
.

ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
玄
米
を
仰
い
て
白
米
に
レ
た

ビ
タ
ミ
ン

E
は
、
末
梢
の
血
と
き
の
栄
養
紫
の
釘
失
と
、
水

液
循
環
を
よ
く
レ
、
脳
下
垂
体
洗
い
す
る
ζ
と
に
よ
っ
て
の
僚

や
副
腎
の
働
き
を
活
発
に
し
て
失
を
全
部
合
計
し
て
の
各
成
分

ホ
ル
モ
ン
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
分
の
利
用
率
は
、
表
B
の
通
り
で

泌
さ
せ
ま
す
.
し
も
や
け
、
ひ
す
.
す
な
わ
ち
、
消
化
吸
収
は

び
、
あ
か
ぎ
れ
な
ど
を
防
ぎ
、
多
少
悪
く
て
も
(
表
C
)
、
米

性
ホ
ル
モ
ン
の
異
常
か
ら
く
る
の
中
の
成
分
を
利
用
し
て
い
る

冷
え
症
や
不
妊
疲
に
も
有
効
率
は
、
結
局
、
玄
米
が
段
高
で
、

で
、
精
力
保
持
に
も
役
立
ち
ま
白
米
が
股
低
と
雷
え
ま
す
.
〔
馬

す
.
要
す
る
に
、
老
化
を
防
ぐ
若
淵
通
夫
箸
「
慢
性
病
娘
治
へ
の

返
り
の
ビ
タ
ミ
ン
な
の
で
す
.
泊
」
よ
り
)
(
小
林
)

配

附

ホ

引

決

刷

「

隊

l

wA

米

1
11J

連

(

一

玄

米

劃

%

オ

寸

一

概

一
E
出“

理

事

丁

ー
ー

世

剛

一

七

分

抽

栄

削

一

|

|

|

「

町

一

白

米

E

米

「

|
l
s

八
表
C
V

(
何
世
訓
M
日・
U

旦
氏
に
よ
る
)

米白 米七分鈎 i ||| Y米分i白f 米々、 :シ会
15 110 1 5 1。質くた

ん1I 

70 I 50 1 40 。
EEE H 

1 。警

80 。繊維

60 ~。 灰分

60 。t書

ウヵ
60 35 20 。ム，レ

‘Y 

γ ピ
B.タ

ミ

崎
明
白
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
も

の
||
米
は
、
伯
く
(
つ
く
〉

程
度
に
よ
っ
て
玄
米
、
五
分
捕

き
、
七
分
出
向
き
、
及
び
白
米
に

分
か
れ
て
い
ま
す
.
白
米
は
、

玄
米
か
ら
滋

(ぬ
か
)
の
層
の

全
部
と
底
芽
と
を
除
い
た
も
の

で
、
歩
止
り
は
、
約
九
O
痛
か

ら
九
二
揮
で
す
.
七
分
伯
き
は

九
三
掃
、
五
分
伯
き
は
九
六
部

前
後
で
す
.
米
を
鍋
く
ζ
と
に

よ
っ
て
、
栄
養
素
は
表
A
の
よ

う
に
少
な
く
な
り
ま
す
.

灘
、ミ@!::v

〉ビタミ ン、無機質を全部そなえる(

米の各成分の利用率(%)

白

ili|: 九米

62.2 68.9171.6175.7 質
くた

l
ん
f 

13.0 56.5 肪脂

脳J'f 

86.4189.4190.6192.5 

八
表
B
V

盤

〈表A>
飯 1Q1 /野

質くたlんf 

8681805|7441583 脂肪

鈎 7199.6199.3198.6 自貿由

川95.9194.5189.611fl
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有
権
者
七
万
人
の
岱
土
富
市
で

年

…

一
一
一
万
四
千
の
署
名
を
短
期
間
に
集

，、ψ

・

6

…

め
切
っ
た
.

立
年
目

創
刊
M

…

市

民
世
論
と
マ
ス
コ
マ
を
昧
方

は

は

…

に
す
る
と
と
に
よ
り
、
ス
ト
ラ
イ

社

合

"

会

組

…

キ

も

、

残
業
拒
否
も
す
る
と
と
な

大
量
首
切
り
攻
世
帯
に
対
レ
て
、
の
編
集
を
や
っ
て
い
た
・

…

く
、
会
祉
を
追
い
こ
み
、

五月一一一

デ
ッ
カ
イ
た
た
か
い
を
し
て
い
る
今
年
四
月
、
テ
ル
モ
が
組
合
に

b

十
日
「
協
定
曾
」
を
結
ん
だ
・

労
働
組
合
が
あ
る
|

|
.

提

示

し

た

「

希
望
退
職
募
集
」
は
、

n
ふ
ん
ば
っ
て
、
ふ
ん
ば
り
ぬ
い
u
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
出
来
あ
が
こ
の
闘
い
の
な
か
で
組
合
員
が

六
月
二
十
六
日
、
ロ
士
宮
市
に
従
業
員
(
宮
士
宮
地
区
三
工
場
千
い
て
、

一
人
た
り
と
も
泣
か
す
ま

っ

た

・

三

十

一

名

ふ

え

て

、

二

百

十

四

名

あ
る
、
合
化
労
連
化
学
一
般
会
=
一
百
六
十
一
名
)
の
二
五
掃
に
及
・
・

1
1
リ
ベ
引
け
ぺ
パ

yv
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
・

テ

ル

モ

労

組

言

え

さ

一

喜

一

十
=
一
名
と
い

う

も

の

で

市

民

の

般

が

署

名

や

が

て

お

こ

な

わ

れ

る

会

社

の

仕
事
を
終
え
た
ば
か
り
の
、
武
あ
っ
た
a

そ
の
う
ち
富
士
宮
工
場
圃

1
1
l
i
d

-
-
-
4
4
p
t
・
-
e
e
，

個

身

n
面
接
M

に
は
、
積
極
的
に

井
曾
記
長
が
、
お
士
宮
駅
ま
で
迎
で
は
百
九
十
三
名
で
、
残
る
の
は
テ
ル
モ
は
岱
土
フ
ィ
ル
ム
と
並
た
.
応
じ
る
方
針
だ
.
組
合
員
が
上
司

え
に
き
て
く
れ
、
赤
ち
ょ
う
ち
ん
二
十
五
名
に
し
か
な
ら
な
い
と
い
ん
で
、
富
士
宮
市
の
経
済
に
大
き
「
世
間
を
お
さ
が
わ
せ
し
ま
す
に
対
し
て
自
分
の
意
志
表
示
を
出

の
二
階
に
あ
る
、
組
合
事
務
所
へ
う
過
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
・
な
影
響
を
も
っ
て
い
る
・
マ
ス
コ
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
迷
惑
を
来
な
い
の
は
問
題
で
あ
り
、
む
し

猿
内
レ
て
も
ら
っ
た
が
、
そ
の
一
会
社
は
簸
価
の
切
り
下
げ
な
ど
ミ
も
関
心
を
一明
し
大
々
的
に
報
道
か
け
ま
せ
ん
」
と
、
九
+
名
い
る
ろ
組
合
員
の
訓
練
の
場
と
し
て
位

憎
が
赤
ち
ょ
・

2
Dん
や
ら
ス
ナ
ッ
に
よ
る
医
療
を
と
り
ま
く
環
腐
の
し
た
・
会
社
の
攻
寧
が
い
か
に
反
区
長
(
町
内
会
長
)
全
員
、
市
会
偉
づ
け
て
い
る
・

ζ
の
組
合
員
へ

ク
が
軒
を
並
べ
て
い
た
・
組
合
事
悪
化
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
た
め
の
社
会
的
で
あ
る
か
の
旺
し
で
も
あ
畿
日
二
十
四
名
に
も
何
回
も
足
を
の
信
頼
、
自
信
は
ど
と
か
ら
く
る

務

所

を

入

る

前

に

「

の

れ

ん

」

を

綴

械

化

に

よ

り

、

女

子

を

中

心

と

る

・

は

こ

ん

だ

・

の

か

・

く
ぐ
っ
て
し
ま
わ
な
い
か
と
、
ぃ
レ
た
仕
事
が
無
く
な
る
、
な
ど
を
全
テ
ル
モ
労
組
は
、
社
会
問
題

暗

い

什

円

以

川

Jwi--/

ら

ぬ

心

苦

起

っ

て

く

る

・

置

に

あ

げ

て

い

た

・

に

し

て

い

く

た

め

に

、

署

名

用

紙

崎

通

.

栂

場

を

つ

〈

る

組
合
事
務
所
に
は
宮
本
蚤
民
長
会
テ
ル
モ
労
組
は
、
迷
う
こ
と
を
持
っ
て
全
市
を
歩
き
ま
わ
っ
4訓
l
J
a
-
-
J
咽
』
1
同
d

e

.

は

じ

め

執

行

委

員

の

人

が

待

つ

て

な

く

直

ち

に

「

全

面

白

紙

般

回

」

た

.

労

組

は

今

度

の

「合
理
化
」
を
家
路
を
急
ぐ
雑
踏
の
中
で
一
人

い
て
く
れ
た
・
墜
に
は
所
せ
ま
し
を
か
か
げ
て
闘
う
決
意
を
レ
た
・
三
食
と
も
「
ホ
カ
ホ
カ
弁
当
」
当
然
予
測
し
て
い
た
・
庖
用
を
守
の
男
が
、
意
味
不
明
の
演
説
を
大

と
「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
や
「
組
織
鉱
あ
ま
り
の
規
模
の
大
き
さ
に
、
下
を
食
べ
、
連
休
中
も
全
力
投
球
し
る
た
め
の
長
い
闘
い
の
準
備
が
あ
問
で

H

空
H

に
向
っ
て
と
な
っ
て

大
」
の
記
録
が
張
り
出
さ
れ
て
い
を
向
い
て
し
ま
う
組
合
員
も
い

た

た
・
身
延
線
に
一
週
間
乗
っ
て
、
っ
た
・
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

n
筏
い
た
・
そ
れ
は
、
泣
く
離
れ
て
監

る
.
片
附
で
は
日
刊
「
全
テ
ル
モ
」
が
、
闘
い
が
は
じ
ま
っ
た
.
答
か
ら
署
名
を
と
っ
た
人
も
い

術
革
新
は
人
間
の
た
め
に
、
働
く

理
し
て
い
る

n
教
官
u

の
O
Kサ

薯
び
は
み
ん
な
の
も
の
、
労
使
の
イ
ン
が
出
る
ま
で
続
げ
ら
れ
た
.

鱈
力
で
雇
用
を
守
ろ
う
M

と
い
う
ロ
土
政
治
大
学
だ
ろ
う
か
H

管

崎

も

の

だ
・

理

者

教

育

H

の
実
践
中
な
の
だ
っ

日

企
業
の
論
理
に
対
し
て
は
、
人
た
。

た

聞

の
論
理
で
対
峠
し
て
い
る
・
技
あ
の
男
た
ち
の
n
死
ん
だ
表
情
H

U
術
学
習
会
を
聞
き
、
討
論
集
会
を
と
、
全
テ
ル
モ
労
組
の
H

活
き
た

そ
血
ね
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
倒
れ
に
し
な
表
情
u

を
重
ね
合
わ
せ
た
と
き
、

時

い
、
援
を
語
に
レ
た
ね
ば
り
ほ
ん
と
う
に

「仕
事
」
と
「
鹿
」

A
H
V
 

M
強
い
た
た
か
い
|
|
.

を

守

り

、
作
り
あ
げ
て
い
く
の
は

岱
土
宮
駅
に
降
り
た
っ
た
時
の
維
な
の
か
、
は
っ
き
り
し
た
と
恩

光

煩

を

思

い

出

す

.

っ

た

.

(

浅

利

)



1985年 8月 1S 

が

'TJゆ

支援する会に入会しよう (会費 1口200円 /月)

「
学
習
の
友
」
を
ふ
や
し
て

地
域
労
組
を
f

a
，
.
沖
電
気
争
議
団
(
本
庄
)
の

南
本
さ
ん
が

「
友
」
七
月
号

H

か
が
や

い
て
い
ま
す
H

で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

南2
本t

博
さ
ん

ヘ

味

ち
ゃ
ん

@
金
子
真
由
美
ち
ゃ
ん
は
、
弟

に
智
裕
(
と
も
ひ
ろ
)
く
ん
が

い
る
・
お
父
さ
ん
の
郷
人

(て

る
と
)
さ
ん
は
、
神
沼
気
争
議

団
で
す
.
お
母
さ
ん
の
恵
子
さ

ん
は
、
六
月
十
日
に

「両
側
変

形
性
股
関
節
症
」
の
手
術
で
入

院
し
た
ま
ま
で
、
退
院
は
九
月

に
な
る
.
少
し
淋
し
い
真
由

美
ち
ゃ
ん
で
す
が
、
今
日
も
元

気
に
、
保
育
闘
へ
行
く
・

広
わ
か
み
3
オ
ル
グ
十
回
闘
の
汗
仏
仰
ぐ
う

由 しさのの P 一一一一一 一一一←
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八
¥
山
い

沖
争
議
支
媛
を
訴
え
て
歩
く
南
本
憎

(お
歳
)
さ

ん
の
バ
ッ
グ
の
中
に
は
ぷ
子
習
の
友
じ
が
入
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
と
こ
ろ
本
庄
地
区
で
三
四
人

の
読
者
を
ふ
や
し
た
。

沖
電
気
は
七
年
前
、人
を
島
吾
，
つ
け
る
卑
劣
な
方
法

で
大
量
の
首
切
り
を
強
行
し
た
。
あ
の
と
き
の
怒
り

く
や
し
さ
‘
そ
し
て
寸
が
ん
ば
っ
て
く
れ
」
と
去
っ

て
い
っ
た
人
た
ち
の
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な

、。
，e
u
 

南
本
さ
ん
は
指
名
解
雇
に
な
っ
た
が
集
会
や
裁
判

傍
聴
参
加
要
請
‘
物
品
販
売
な
ど
を
し
な
が
ら
‘
た

く
さ
ん
の
温
か
い
人
々
に
出
会
っ
た
。
そ
の
な
か
で

労
働
組
合
の
あ
り
方
を
学
び
‘
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

い
ま
・
南
本
さ
ん
は
ふ
た
つ
の
“
夢
H

を
持
っ
て

い
る
。
ひ
と
つ
は
地
元
本
庄
地
践
の
運
動
を
担
え
る

地
威
労
組
を
つ
く
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
『
友
』
の

読
者
を
も
っ
と
ふ
や
し
た
い
。

い
ま
ひ
と
つ
は
‘
今
年
の
秋
に
労
働
組
合
や
市
民

の
み
な
さ
ん
と
カ
を
合
わ
せ
て
「
本
庄
ま
つ
り
」
を
盛

大
に
開
く
こ
と
。
職
場
の
人
h

H

希
望
退
路
内
で
や
め

た
人
に
も
き
て
も
ら
い
・
秋
の
一
日
を
心
ゆ
く
ま
で

自国
り
町
興
じ
合
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
つ
は
い
ま
着
々
と
準
備
が
す
す
ん
で

H

夢
"

で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
南
本
さ
ん
は
大
き
な
身
体

か
ら
し
た
た
る
ほ
ど
の
汗
を
ふ
き
出
し
な
が
ら
、
き

ょ
う
も
オ
ル
グ
に
と
び
ま
わ
っ
て
い
る
。

(文

浅

利

正

仲

屯
抗
日
市
主
別
事
円
仙
川
吾
川
M
訴
川
v

買事ワ 6哩畢(3 ) 

jミ
ず

。
カ
ン
パ
送
り
ま
す

。
本
当
の
組
合
を

日
本
製
粉
労
働

目
立
建
機

組

合

小

僧

支

部

・

山

本

ぷ

〉
=
一
+
=
一
人
で
百
円
カ
ン
パ
を
し
私
た
ち
の
職
崩
は
、
茨
域
県
の

ゆ
ま
し
た
の
で
送
り
ま
す
・

土
浦
市
に
あ
り
ま
す
・
職
場
で
は

な

m
V
連

帯

て

闘

う

長

時

間

過

密

労

働

・
転
属

・
配
転

ぽ

:

人i

の
人
べ
ら
し
攻
撃

・
さ
ら
に
長
期

比

国

労

・
蒲
田

カ

の
低
賃
金

・
組
合
は
、
残
念
な

心

電

車

区
分
会

が
ら
そ
の
役
割
を
十
分
に
は
た
し

山

七
年
に
及
ぶ
、
沖
電
気
争
犠
団
て
い
ま
せ
ん
・
私
た
ち
は
、
本
当

岡

の
不
倒
不
屈
の
闘
い
に
心
よ
り
散
の
労
働
組
合
を
/
明
る
く
働
き
や

本
意
を
表
し
ま
す
・
指
名
解
屈
を
許
す
い
職
場
を
つ
く
ろ
う
/
と
呼
ぴ

絵
さ
ず
、

職
溺
復
帰
を
勝
ち
と
る
ま
か
け
て
い
ま
す
・

で
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
.
私
た

沖
電
気
の
闘
い
は
「
防
波
提
」

ち
も
国
鉄
の
分
割

・
民
労
化
を
鮮
で
す
.
迎
帯
の
カ
ン
パ
を
毎
月
鈍

さ
ず
、
共
に
闘
う
迎
幣
の
あ
い
さ
め
て
い
ま
し
た
の
で
送
金
し
ま

つ
を
送
り
ま
す
(
徴
電
)
す
.
勝
利
ま
で
、
が
ん
ば
っ
て
下

さ
い
.

4

一時

ωいん句
弘

沖

M
車

Am
」

by-

-Jゴ

一J~以
来
a

um

hJ~ー
一
宮
fbA
司

、一
T
J

J

i

戒心
刈A
h

、事

喝
、
手
、
え

わ

一
判
手
;命
"

酬

の

J
J
A
A

吋

1

沖電気お各鰐を
持た1!l:Lせsフグ

!Q 坊

!歪漏
i主堕
i主主

pj料 ε
村 S理 の

持iの池
I~， .U 本上
沖も I ".. 

れiえ
喜ん 1
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(4) 

鰻擬勢i

組
合
敵
視
、

多巨ワ 6号指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

会
社
解
散
・
:

青
松
堂
争
議
団

-
動
労
者
通
信
大
学
百
年
度

受
講
生
募
集
中
.(事
前
学
習

制
度
実
施
中
9
/
初
ま
で
)

基
礎
コ
1
ス
.
労
働
組
合
コ

ー
ス
。
受
講
料
は
新
入
学
が
、

一
万
六
千
円
、
再
入
学
は
、

一
万
三
千
円
J

期
間
百
年

一

・
羽
田
本

の

う

た

ご

え

祭

典

月

5
十
月
。
問
い
合
わ
H
O

什
月
刀
日
5
M目
、
武
蔵
野

一一一
l
四
三
三
l

一
五
二
五

市
民
文
化
会
館
、
代
々
木
オ
.
御
支
援
あ
り
が
と
う

リ
ン
ピ
y
ク
プ
l
ル
他
・

二
十
三
人
の
組
合
民
全
日
解

協
力
券
、
A
l
五
千
円
。

B

庖
事
件
を
一
年
三
カ
月
に
わ

|
三
千
円
。
一
般
は
二
千
六
た
っ
て
闘
っ
て
い
た
、
全
国

百
円
.
お
問
い
合
せ
H
O
三
一
般
・
極
東
マ
y

ク
労
組
は

ー
ニ
O
O
四
九
七
七

六

月

十

七

日

に

和

解

を

成

立

・
羽
反
桜
・
平
和
フ
ェ
ス
テ
ィ

さ
せ
ま
し
た
。

内
容
は
、
自

パ
ル

9
月
間
口
日
日
時
5

主
生
産
践
を
含
む
和
解
金
。

「
保
安
、

保
安
と
言
っ
て
お
前

利
を
め
ざ
し
、
北
炭

・
政
府
の
買
凶
時
.
港
区
〈
東
京
)
芝
中

・
水
俣
病
被
寄
者
の
救
済
を

は
会
社
を
つ
ぶ
す
気
か
/
」
と
労
任
追
及
を
す
す
め
る
会
」
が
発
足
学
校
。
ゲ
ス
ト
向
島
英
伍
。

8
月
何
日
水
俣
現
地
集
会

働
者
を
脅
し
、
際
限
の
な
い
労
働
し
ま
し
た
・
個
人
会
凸

は

ひ

と

口

お

問

い

合
せ
1
0
三
|
四
四
日
月
凶
白
水
俣
病
第
二
次

強
化
が
行
な
わ
れ
た
タ
猿
l

|
。

月

額

二

百

円

、

団

体

は

五

百

円

以

二

l

二

五

九

一

訴

訟

判

決

叩

時

1

、

福

岡

北
炭
夕
張
炭
鉱
で
三
年
前
に
、
上
で
す
。
A
連
絡
先
V

札
幌
市

η

・
ユ
l
ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

高
銭
前
民
ム
『

九
十
三
人
の
生
命
が
奪
わ
れ
た
.
東
区
北
九
条
東
一
丁
目
道
労
働
イ
ン
府
中

8
月
M
日
1
お

8
月
凶
日
東
京
(
環
境
庁

そ
の
遺
族
二
十
九
人
は
「
無
理
な
セ
ン
タ
ー

5
F

「
夕
張
裁
判
闘
山
目
。
東
京
都
府
中
脅
年
の
家
前
)
行
動
。
ロ
時
1
治
時
。

出
炭
と

n
合
理
化
u
を
あ
お
っ
た

争
を
す
す
め
る
会
」
密
O
一

一
3

一
一
一
千
円
二

日
の
み
千
円
)

I
l
l
1
1
1
I
l
l
i
-
-

i
A
A引
官
引
丘
H
H
H
H
H

れ

国
ゃ
、
北
炭
幹
部
に
責
任
は
な
い
七
二
一
六
一
七
六
。
山
テ
ニ
ス
・
盲
人
野
球

・
コ
、
J

i
l
l
L
H
H
H
H
H

行

つ

可

剖
剖
出
し
川

の
か
f
」
と
、
裁
判
に
訴
え
て
闘
北
炭
新
鉱
、
=
一
井
有
明
鉱
、
三
山
サ
1
ト

・
社
交
ダ
ン
ス
・
キ

l
A
H

叶

い

続

げ

て

い

ま

す

.

菱

大

夕

張

鉱

、

三

菱

高

島

鉱

山

ャ

ン

プ
フ
ァ
イ
ア

。

ゲ

沖
電
気
争
議
団
の
中
屋
さ
ん

炭
鉱
災
害
の
裁
判
史
上
は
じ
め

ζ
れ
ら
の
H
人
災
u

を
二
度
と
起
口
ス
ト
H
川
津
恒
一
・
お
問
い
と
平
井
さ
ん
は
、

8
月

n日
5

刈

て
国
を
相
手
ど
っ
た
タ
抽
出
裁
判
を
さ
せ
な
い
た
め
に
、
あ
な
た
の
入

E

合
せ
H
O
=
一
|
一
ニ
三
一
一
一
|
六
初
日
の
予
定
で
「
人
民
の
家」

勝
利
す
る
た
め
に
「
夕
張
裁
判
勝

会
を
訴
え

ま

す

。

口

二
九
二
(
長
瀬
)

「
ア
ル
チ
」
な
ど
を
訪
ね
ま
す
.

Jz-Z一三
-z
一三
-Z一三
Z
E
-
-
5
1
-
z
-EL-
-
E
2
5
-
ZEz--一ミ
-Z一三王一三
ZZ三
-
E
z
-
-
z
-
E
Z
E
E
-
2
Z
Z
E
E
-
Z
E
-
-
r
一三一三
-15・一一一
Z
E
E
-
-
z
zEz--
z
zz-5一三三一三一
ZE--J-三
-z一三一
rzEr--z-f-ZZE--
一-
E
z
-
-
E
Z
E
E
-
-
2
5
-
E
F
E
E
Z
E
-
z
z

A
W静
錨
轟
轟
番
劇

O
七
月
十
一
日
1
十
四
日

沖
電

気
争
議
支
援
救
援
美
術
震
は
、

百
五
十
人
以
上
の
診
加
で
成
功

し
ま
し
た
。
協
力
募
金
な
ど
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
a

O
八
五
年
秋
。
神
電
気
争
議
は
n
勝

利
H
の
た
め
の
大
運
動
が
行
な

わ
れ
る
.
十
月
四
日
に
は
、
全

国
電
機
総
行
動
も
予
定
。

一
支
援
す
る
会
の
会
員
数
は
現
在

一
万
四
干
人
で
す
。
会
員
広
大

も
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
.

あの人は戻ってこなしい・ヤマの怒りを全国ヘ

19851'事8月 1日

NTTo.. 

寸iT (しコーiし

三時曹長手言語;@iモ

~乙手q 伸し 7三 <.1 子~

、、
.
s
J

右

胸
写
真
植
{
子
菅
松
蛍
一
に
よ
る
会
松
堂
解
散
後
、
社
長
の
弟
に
よ

/
1
、

社

偽

装

解

散

解

鹿

の

た

た

か

い

っ

て

撃

さ

れ

た

新

会

社

管

一

和

ん

は
、
二
年
を
過
ぎ
ま
し
た
・
社
に
対
し
、
組
合
員
二
名
の
庖
周

々
C

憲

章

、

写

植

を

専

業

と

す

と

パ

ッ

ク

ベ

イ

の

支

払

い

な

ど

回

る
小

諸

企

業

で

す

が

、

八

四

年

を

内

容

と

す

る

著

書

留

さ

吉

の
容
れ
に
十
人
で
組
合
が
結
成

さ

れ

ま

し

た

。

》

}

れ
ま
し
た
.

し
か
し
会
社
は
命
令
に
従
わ
な

、

/

し
か
し
会
社
は
当
初
か
ら
組
合

い
ば
か
り
か
、
組
合
と
の
話
し
合

左，，EE
‘、

に
対
す
る
い
や
が
ら
せ
を
行
い
、
い
に
も

一
切
応
じ
よ
う
と
し
て
い

ん

ζ
う
し
た
中
で
、
組
合
員
が
次
々
ま
せ
ん
。

大」

と
送
社
し
、
二
人
だ
け
に
な
っ
て
現
在
、
命
令
は
会
社
が
中
労
委
、

し
ま
い
ま
し
た
・
乙
の
頃
か
ら
い
裁
判
所
へ
の
不
服
申
し
立
て
を
行

藤

や

が

ら

せ

は

エ

ス

カ

レ

ト

し

、

わ

な

か

っ

た

中

で

確

定

し

て

お

伊

連
日
の
退
社
強
要
に
ま
で
及
び
ま

り
、
さ
ら
に
、
命
令
不
履
行
の
罰
労
務
の
指
却
を
す
る
な
ど
の
事
実
て
な
い
よ
う
な
状
況
の
中
で
働
い

し
た
が
、

二
人
が
退
社
し
な
い
た
則
の
手
続
き
が
、
東
京
地
裁
で
進
も
判
明
し
て
お
り
、
そ
の
社
会
的
で
い
ま
す
。
私
遥
は
、
労
働
者
の

め

、

つ

い

に

会

社

を

解

散

し

、

解

ん

で

い

ま

す

。

資

任

は

見

逃

せ

ま

せ

ん

。

基

本

的

な

権
利
を
守
る
た
た
か
い

回

を

強

行

し

ま

レ

た

。

ま

た

、

官

松

山
亙
は
大
日
本
印
剛
組
合
敵
視
、
安
易
な
会
社
解
散
、
と
し
て
、

一
日
も
早
く
争
議
解
決

私
述
は
た
だ
ち
に
都
労
委
に
不
の
直
臓
の
下
前
会
社
で
あ
る
大
目
労
働
委
員
会
へ
の
欠
席
、
命
令
の
を
は
か
り
、
正
常
な
労
使
関
係
を

当
労
働
行
為
救
済
申
し
立
て
を
行
本
ア
l
ト
か
ら
仕
窃
の
ほ
と
ん
ど
不
履
行
、
命
令
に
対
す
る
不
服
申
陣
立
す
る
た
め
に
た
た
か
つ
て
行

い
ま

し

た

。

を

受

注

し

て

い

ま

し

た

が

、

三

和

し

立

て

を

し

な

か

っ

た

乙

と

、

な

く

決

意

で

す

。

(

吉

田

)

と
こ
ろ
が
会
社
は
、

第
一
回
の

社
も
引
き
続
き
大
臼
本
ア
l
ト
か
ど
、
宵
松
掌
争
議
の
経
過
は
、
小

0

0

0

0

調
査
に
出
た
だ
け
で
以
降
審
問
も
ら
仕
事
を
受
注
し
て
い
ま
す
・

さ

零
細
の
実
態
を
浮
き
ぼ
り
に
し
ま
(
連
絡
先
)
光
陽
印
刷
労
働
組

合
め
欠
席
を
続
り
ま
し
た
。

ら

に
、
背
松
堂
解
散
前
後
、
大
目
す
・
ま
た
、
そ
ζ
に
働
く
労
働
者
合
気
付
、
青
松
堂
争
諮
問
・

と
う
し
た
中
で
今
年
の
一
月
、
本
ア
l
ト
が
下
問
会
社
を
集
め
て
の
多
く
は
労
働
基
本
橋
な
ど
あ
っ
O
一
一
一

一
一
六
八
|
五
O
一
九
・

E良今
場さ、

4
H

ヱ
ル

今年もまたガス爆発で生命が奪われた。

三菱商大夕張炭鉱では62人が ( 5 /17) 

(~~.I 
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川
6
月
初
日

国
家
機
密
法
阻
止

川

渋
谷
集
会
(
東
京
)

川
6
月
引
日

高
千
穂
交
一
易
東
京

川

大
行
動
。
派
遣
法
決
起
集
会
。

川
6
月

n日
日
喧
賃
金
差
別
事

川

件
・
神
奈
川
地
労
要
。

州

6
月
日
凶
日
沖
む
気
金
問
弁
綾

川

団
会
議
.

川
6
月
間
口
日

カ
ネ
ミ
決
起
集

川

会。

川
6
月
U
日

ア
メ
γ
ク
ス
抗
議

川

行
動
.

川
6
月
初
日
沖
沼
気
除
主
総
会

川

行
動
。
都
議
遜
告
示
。

川

7
月
1
日
1
2日

O
Aシ
ョ

川

ウ
会
扇
前
に
て
宣
伝
.

川

7
月
4
日

霞
ヶ
関
周
辺
で
宣

川

伝
行
動
。
東
京
裁
判。

川

7
月
7
日

都

総
選
投
票
日、

川

(
共
産
円
、
社
会
刊、

自
民

川

凶
、
公
明
叩
口
、
新
自
ク
6
、

川

民
社
2
、
無
所
属
4
)

川
7
月
?
日
電
機
労
連
大
会
の

川

会
場
前
で
宣
伝
(
佐
賀
)
。

川

熊
谷
裁
判
。

沖
電
気
争
議
支

川

俊
中
央
共
闘
会
議
が
幹
事

川

会
。

川
7
月
刊
日

三
井
製
糖
釘
金
差

川

別

事
件
の
勝
利
保
会
。

川
7
月
刊
日
1
H
日
第
三
国
沖

川

む
気
争
議
支
援
、
蚊
援
美
術

川

展
(
池
袋
画
廊
)

山
7
月
九
日

「
乙
の
門
を
ひ
ら

川

け
」
コ
ン
サ
ー
ト

(沖
電
気

山

田
中
さ
ん
解
印
事
件
)

山
7
月
日
日

神
低
気
争
鍛
回
の

川

家
族
会
。

川
7
月
日
山
臼
総
評
大
会
の
会
場

川

前
で
宣
伝
。

川
7
月
り
日

小
川
さ
ん
(
東
伸

川

製
鋼
)
一
日
行
動
。

川
7
月
幻
臼

佐
々
木
孝
さ
ん
と

川

関
君
代
さ
ん
の
結
婚
を
祝
う

川

会。

川
7
月
引
目
5
幻
自

母
親
大
会



き
な
言
襲
は
、
義
父
か
ら
与
え
ら

れ
た
『
芸
術
は
、
般
の
足
し
に
は
、

な
ら
な
い
が
、
乙
れ
を
食
せ
ね
ば

う

め

は

ら

し

へ

い

人

聞

は
限
り
な
く
動
物
に
近
く
な

白
岡

E
R
罰
吋
胃
「
さ
v

る
」
と
い
主
で
す
・

-

|

』

E
l
-
-
{
.

，

沖

電

気
の
キ
ャ
ン
プ
、
秋
の
ふ

H

私
は
、
首
を
切
ら
れ
て
か
ら

援
を
は

っ
き
り
と
歌
い
た
い
」
l

人
権
を
大
切
に
す
る
歌
手
で
も
あ
れ
あ
い
ま
つ
り
と
、
い
ま
神
電
気

自
分
が
人
間
で
あ
る
取
に
気
が
つ
自
分
が
な
ぜ
歌
う
の
か
?
を
明

解

り
ま
す
・

の
仲
間
と
一
緒
に
歩
む
、
梅
原
さ

き
ま
し
た
M

と
い
う
沖
争
駿
回
日
に
答
え
る
梅
原
さ
ん
で

す

・

作

曲
山
県
で
育
っ
て
、
東
京
で
働
ん
は
、

N

人
間
ダ
イ
ス
キ
人
間
u

の
訴
え
に
感
動
し
た
と
言
う
梅
原

そ

ん
な
、
侮
原
さ
ん
は
、
人
間
き
、

臼
山
に
U
タ
ー
ン
し
て
、
音

の
よ
う
で
す
・
今
年
の
日
本
の
う

さ
ん
・
|
人
間
ら
し
く
生
き
生
き
の
愛
の
歌
を
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
楽
喫
茶
ゃ
う
た
と
え
運
動
で
、
自

た
と
え
祭
典
で
も
「
愛
」
の
放
が

と
し
て
働
け
る
職
腸
と
、
社
会
を
ど
創
り
、

ギ
タ
ー
を
抱
充
、
歌
つ
分
を
鍛
え
た
侮
原
さ
ん
の
一
番
好

聞
か
れ
る
で
し
ょ
う
・
(
松
謙
)

め
ざ
し
て
、
今
日
も
全
力
投
球
の
て
い
る
の
で
す
・
そ
の
一
つ
に
、

ダ

三
十
九
歳
.
十
月
に
は
、
は
じ
め

神

電
気
争
議
団
の
伸
間
の
た
め
に

て
の

L
Pレ
コ
ー
ド

「
君
の
人
生
の
H

赤
い
ゼ
ッ
ケ
ン
M

が
あ
る
・

に
乾
杯
」
(
音
楽
セ
ン
タ
ー、

一
一
「
闘
い
は
、
こ
ぶ
し
を
あ
げ
る

千
八
百
円
)
も
発
売
す
る
.
場
面
だ
け
で
は
な
く
、
人
に
一言
え

「
音
楽
は
、
自
分
の
心
を
表
現
ぬ
弱
い
部
分
も
あ
る
.
俺
た
ち
は

す
る
一
つ
の
方
法
で
す
.
だ
か
ら
人
間
な
ん
だ
か
ら
-
.
友
だ
ち
同

人
間
と
し
て
些
か
な
感
性
、
幽
か
志
の
つ
な
が
り
が
あ
る
一
・
連
帯

れ
た
音
楽
技
術
、
鍛
え
銭
か
れ
た
す
る
ん
だ
.
と
い
う
気
持
で
創
り

思
想
が
醤
宮
で
す
.
そ
レ
て
、
主
ま
し
た
」
と
言
う
梅
原
さ
ん
は
、

1985年 9月 1日

い
ま
、
沖
電
位
外
'
ム
ω
モ

5万人の「支援する会」を

私たちは生きる憎利、個〈幅制を守るために沖
電気 の仲間を物心両面から励ま し、必ず勝利させ
たいと思いま す。 困障な長聞の闘いも予想 され ま

すので、 一 人で も多く の方がこの 「会」 に加入し

全面勝利を闘い とるま でご支援 くだ さるよう 心 か
らよびかけま す。 (r支撮する会 JよぴIJ、けより )

会 費 1口 2∞円/月

発支援する会事務局
行事務所 東京都港 区三 田

F斤 3-2-20
電 E舌 (03) 451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240

加入者名沖電気の不 当解雇

を撤回させる会

指名解雇された沖篭気の仲間を支援する会ニュース

第 77号

1 985年

9月1日
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通
信
綴
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
議
、
三
干
人
を
上
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
印
後
の
臓
溺
で
は
、
ず
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
二

神
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京

・

九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
年
十
一
月
に
は
、
支
出
田
共
闘
会

縄
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
こ
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど
.
庖
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、

仲

間
地
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
依
制
を

七
O
億
、

一
万
三
千
人
)は
「経

九

O
年
に
は

一
兆
円
企
業
を
狙

争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、

作
っ
た
.

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
。
会
社
は
斑
京
地
裁
ほ
か
四

仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見
八
四
年
秋
に
は
、
金
国
規
艇

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の

「希

'
'
'
F
，

r

，

F

の
迎
動
l
三
十
六
部
道
府
県
、

削封
書
棚
」
募
集
を
民
間
き
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

二
O
ニ
カ
所
で
臼
士
銀
行
、

仰

と
温
職
強
要
に
応
じ
な
い
三

百

沼

気

へ

の

一円
均

四
十
万
人
の

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
力
所
の
裁
判
で
も

「
指
名
解
印
せ
し
め
を
強
め
、

「
合
理
化
」
沼
名
な
ど
ー
を
成
功
さ
せ
、
仕

業
で
は
三
井
三
油
争
議
以
来

、

の
狙
い
は
、

銭
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る

・

市

中

差

別
を
や
め
さ
せ
る
な
ど
の

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
窓
識
改
革
を
す
る
と
と
」
と
証

沖
沼
気
争
滋
団
の
七
十
一
人
成
瓜
を
勝
ち
取
っ
た
・
東
京
地

強
行
・
そ
の
後
の
伸
沼
気
は
、

宮
-
労
働
者
と
労
働
組
合
を
熊
は
、
全
国
の
四
千
を
組
え
る
労
滋
で
の
和
解
交
渉
も
、

い
ま
山

百
億
円
近
い
史
上
限
日
の
利
視
し
て
解
同
'ド
伊
」
と
も
明
白
・
組
や
、
一
万
四
千
人
の

「支
般
協
を
迎
え
て
い
る・

、 . “ ‘ ・白色 ー ー . 

.白、 e ‘・昼、 ‘・'・

人
間
の
「
話
ヘ
」
K
ポ
ハ
威
信

重量

z's

a
t
a
-
-
3
2Z
E
E
-sz官
E
車、

も

も

せ

く

に

た

か

i
百
瀬
邦
孝
さ
ん

各
地
で
の
争
議
支
緩
は
言
う
に
の
ひ
と
コ
マ
を
描
い
た
も
の
で

及
ば
ず
、
国
鉄
の
分
割

・
民
営
化
す
.

反
対
の
闘
争
に
、
そ
レ
て
、
平
和
神
電
気
争
諮
問
の
闘
い
は
、
人

を
守
る
闘
い
に
、
い
つ
も
沖
電
気
聞
と
し
て
の
良
心
と
、
人
間
と
し

争
議
団
の
仲
間
の
姿
が
あ
り
ま
で
の
生
き
る
泊
を
求
め
つ
づ
り
る

す

.

闘

い

だ

と

思

っ

て

い

ま

す

.

乙
の
絵
は
、
街
角
で
訴
え
る
そ
道
で
見
渡
す
ピ
ラ
の
一
枚
一
枚

-
東
京
都
教
職
員

組
合
の
前
教
宮
部

長
・
荒
川
区
大
門

小
学
校
教
諭
。
荒

川
区
労
協
役
員
.

沖
・
支
同
盟
す
る
会
.

会
員
.

モデルの佐藤正子さん(右〉
と百瀬さん。(・85平和美術展会場〉

は
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
を
追
い

今
年
の
八
月

つ
め
た
ベ
ト
ナ
ム
人
民
の
倒
丸
の

t
聖
電

も
長
崎
は
密
か

一
発
一
発
と
同
じ
く
真
実
を
と

住

民

っ
た
占
十
年

利
さ
せ
る
私
た
ち
の
削
い
の
武

mm
t
d
gwか

っ
た

で
す
.

目
‘
J

、司
J
V

と
い
う
.
護

そ
し
て
、

H

国
家
機
密
法
が
削
ニ

ハ

】

量
ザハ
四
十
周
年
の
八

備
さ
れ
、
労
働
戦
線
の
右
傾
向
か

岬

.

卓高

月
七
日

1
十

す
す
め
ら
れ
る
き
び
し
い
状
況

回
目
、
原
水
祭
世
界
大
会
に、

診
加

は
、
そ
の
ま
ま
争
議
団
の
き
び
レ

問
IU
ま
し
た
.
海
が
大
川
の
よ
う
に

さ
だ
H

と
路
る
争
議
団
の
仲
間
の

刊
街
の
真
中
に
繍
た
わ
り
、
囲
む
よ

鋭
い
固
と
迎
稽
の
が
ん
ば
り
は
、

?
っ
に
三
姿
造
船
所
の
ク
レ
ー
ン
が

私
た
ち
自
身
の
生
き
て
い
く
原
点

問
何
本
も
空
に
向
っ
て
い
る
・
小
問

へ
の
問
い
か
げ
で
も
あ
り
ま
す
.

聞
い
丘
に
民
家
が
へ
ば
り
つ
く
よ
う

新
た
な
段
階
を
迎
え
た
沖
沼
気

聞
に
建
っ
て
い
て
、
い
た
る
所
坂
泊

の
闘
い
を
何
と
し
て
勝
利
さ
せ
た

叫
で
、
せ
み
が
や
た
ら
に
附
い
て
い

い
と
念
ず
る

一
人
と
し
て
・

時
る
独
特
の
雰
閤
気
の
街
、
長
崎
・

同
チ
ャ
ン
ポ
ン
や
皿
う
ど
ん
が
本
当

聞
に
美
味
し
か
っ
た
。
が
、
強
烈
な

叫
印
畿
で
残
っ
て
い
る
の
が
、
初
め

時
て
見
る
原
爆
資
料
館
の
写
真
.
傷

四
つ
い
た
弟
を
背
お
い
両
親
を
さ
が

聞
し
求
め
る
幼
い
兄
.
そ
の
弟
は
次

聞
の
日
亡
く
な
っ
た
と
い
う
.
変
革

悼
の
影
が
壁
に
焼
き
つ
く
程
の
黙
で

岬
焼
か
れ
た
人
間
.
放
射
能
.
そ

し
て
、
被
爆
し
た
取
を
隠
さ
な
け

れ
ば
生
き
て
ゆ
け
な
か
っ
た
社
会

の
あ
り
方
.
り
っ
ぱ
な
社
会
を
め

ざ
し
、
今
、
何
か
を
し
な
け
れ
ば
。

〈
正
子
〉

E
ふ
れ
あ
い

豆

ま
つ
り

9
月
幻
日

勝

園

臨

川

の

て

公

の

ロ

1

積
し

下

時

庄

り

(
B

争

ざ

域

問

本

あ

使

4

気
め

市

~

一
車
例

5

電

を

庄

時

和

列

台

一

沖

利

本

川

浦

時

。

ロ

ロ

ロ
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山山
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=
==問

ら
の
訴
え
が
終
る
と
す
ぐ
に
ア
メ
渡
し
ま
す
と
、
ホ
l
チ
ミ
ン
市
の

川

日
本
鋼
管
京
浜
製
鉄
川

リ

カ
の
婦
人
が
発
雷
、
そ
れ
に

ラ

ヌ

l
パ
l
・
タ
ン
(
ベ
ト
ナ
ム
戦

川
所
か
ら
、
入
社
二
+
六

川

オ
ス
の
婦
人
が
反
論
す
る
と
い
う
の
時
は
五
年
間
の
牢
獄
と
六
カ
月

川
年
目
に
「
女
は
い
ら
な
川

具
合
に
主
催
者
そ
っ
ち
の
け
で
討
の
ハ
ン
ガ
ー
ス
ト
を
闘
っ
た
依
験

川
い
」
と
解
雇
さ
れ
、
+
川

輸
が
始
ま
る
の
に
は
、
た
す
か
っ
者
で
す
・
コ
ミ
ニ
ス
ト
で
は
な
い
六
月
十
八
日
の
会
社
回
答
は

川
三
年
目
の
闘
い
を
続
け
川

た
よ
う
な
場
面
も
あ
り
ま
し
た
・

と
言
う
と
ζ
ろ
に
ベ
ト
ナ
ム
の
強

州

私
た
ち
に
、
闘
い
が
回
答
を
出

川
て
い
る
・
必
っ
ち
ゃ

川

言

葉

は

さ
を
感
じ
た
)
と
い
う
人
で
、
パ

勺

A

」
せ
る
と
と
ろ
迄
来
て
い
る
と

川
ん
u

と
親
レ
ま
れ
、

他
川

'1

・

リ
大
学
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
大
学

M

い
う
櫨
信
と
、
解
雇
を
般
回
し

…
の
争
脅
か
ら
も
、
頼
川

通

じ

な

い

が

の
学
位
を
も
っ
法
律
学
者
で
あ
る

…

な
が
ら
、
な
お
署
長
さ
な

川
り
に
さ
れ
て
い
る・

川

「
日
本
は
経
済
大
国
で
あ
り
な

ζ
と
、
ま
た
ベ
ト
ナ
ム
で
は
い
ろ

M

い
と
い
う
会
社
の
不
当
な
感
度

川

A
連
絡
先
V
神
奈
川
川

が
ら
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
労
働
者
い
ろ
な
役
職
の
あ
る
人
と
わ
か
り

州

に
対
す
る
怒
り
と
、
さ
あ
勝
利

川
川
崎
市
川
崎
区
梅
町
6
川

が
苦
し
ま
な
け
れ
ば
な
是
い
の
ま
し
た
・
タ
ン
女
史
は
比
較
法
律

問

へ
と
い
う
遣
を
固
め
さ
せ
ま

川
1
5
4
0
5

自
本

川

か
」
と
聞
か
れ
ま
レ
た
・
英
語
が
学
の
専
攻
で
日
本
の
法
律
も
知
つ

叩

レ
た
・

川
鋼
管

・
松
島
さ
ん
守
る
川

不
充
分
で
あ
っ
た
せ
い
も
あ
る
で
て
お
り
「
日
本
の
憲
法
は
い
い
惣

W

六
年
余
の
闘
い
で
会
祉
を

川
会

宮
O
四
四

l
一一三

川

し
よ
う
が
外
国
人
に
は
、
日
本
の
法
で
あ
る
が
守
ら
な
い
の
が
恕

W

「ζ
の
争
犠
は
解
決
す
べ
き
だ
」

川
三
i
七
七
=
一
0
・

川

署
制
度
や
労
働
組
合
の
と
と
が
い
」
と
い
っ
て
い
ま
レ
た
・

…

と
い
う
判
断
に
追
い
込
ん
だ
乙

出

=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
-
E
E--日

理
解
で
き
な
い
よ
う
で
し
た
.
も
私
の
闘
い
も
理
解
し
て
く
れ
、

山

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
.
そ

っ
と
も
労
資
協
調
の
労
働
組
合
の
激
励
し
て
く
れ
ま
し
た
・
住
所
も

削

れ
を
な
し
と
げ
た
力
は
首
切
り

--t
・
g・---E
・E
・
---j
i
g
-
-
J

電
話
番
号
ま
で
メ
モ
に
自
胃
き
ホ
l

m

に
反
対
す
る
大
き
な
速
一
帯
の
輸

い
参
加
し
て
/

E

B

宣
言
に
も
来
な
さ
い
と
い
っ

…

を
つ
く
り
出
し
た
と
と

そ
の

i
i
i
j
j
j
j
j
L
-ト
=

て
く
れ
ま
し
た
・
又
ナ
イ
ロ
ビ
の

州

力
に
支
え
長
て
七
十
一
人
が

コ

}

1

J
〉

=

・

=

女
子
高
校
生
の
二
人
連
れ
と
親
し

M

崩
れ
な
い
で
が
ん
ば
っ
て
来
た

一

+

一

世

綜

を

一

十

一

号

室

約

束

を

し

て

…

ζ

町
長
れ
わ
れ
づ

コ
f
b
b
Eご
日
ク
L
d
d
Jけ

J
S
b
コ
コ

El
=

ケ
ニ
ヤ
は
失
業
者
も
多
い
治
安

附

け
て
頂
い
た
皆
さ
ん
の
力
ゃ
、

1

(

:

i

j

:

N

 

F

』
穴
芸
品
仏
広
/
初
μ

詰
民
団
巾
U
配

小

も
惑
い
と
言
う
揺
し
で
す
が
、
之
全
国
一
斉
に
背
重
本
・
富
士

i

l

-

-

4

外
の
ん
び
り
し
た
国
で
し
た
.

N

銀
行
一
七

O
支
底
を
攻
め
上
げ

や
る
と
と
は
、
私
も
理
解
で
き
ま

刈

た
勢
い
、
東
京
都
体
育
館
抽
出
会
、

せ
お
し
そ
の
た
め
に
闘
っ
て
い
る

「

企

業

内

労

働

一

日
比
谷
野
音
吉
一
た
び
あ
ふ
れ

の
で
す
か
ら
当
然
の
と
と
か
も
し

組

合

」

は

輸

出

w
る
闘
い
の
発
展
は
個
別
争
議
と

れ
ま
せ
ん
・
核
廃
絶
の
問
題
で
は

さ

せ

な

い

刊

し
て
、
画
期
的
な
も
の
で
す
・

ノ
ー
モ
ア
1
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ

肌

臨
調
符
革
、
合
理
化
人
べ
ら

キ
、
ノ
ー
モ
ア
1
3

1

多
数
政
府
間
会
議
「
国
連
婦
人
の
+

…

し
の
嵐
の
中
で
そ
れ
に
抗
す
る

の
人
が
国
際
箸
名
に
応
じ
て
く
れ
年
、
一
九
八
五
年
世
界
会
議
」(七

山

闘
い
の
一
翼
と
し
て
神
電
気
闘

ま
し
た
・
冨
襲
が
十
分
通
じ
な
く
月
十
五
日
5
二
十
六
日
)
と
並
行

問

争
は
労
働
者
の
中
に
し
っ
か
り

で
も
闘
う
婦
人
同
士
で
す
・
感
動
し
て
聞
か
れ
た
今
回
の
フ
ォ

l
ラ

w

と
般
を
は
っ
た
と
雷
え
る
で
し

と
感
激
の
連
続
で
し
た
.
記
念
に
ム
(
公
開
討
論
の
意
味
)
は
、
百

w

ょ
う
.

な
る
旅
を
さ
せ
て
頂
い
た
事
を
五
十
カ
国
、

一
万
五
千
人
向
「平

W

同
時
に
今
回
の
回
答
に
は
、

今
、心
か
ら
感
魁
し
て
居
り
ま
す
.

等

・
発
展

・
平
和
」
を
語
り
合
っ

叩

ポ
ン
ベ
イ
か
ら
ナ
イ
ロ
ビ
ま
で
た
・
私
も
米
文
争
議
ピ
ラ
千
五
百

川

の
織
内
で
私
の
と
な
り
の
席
の
き
枚
で
、
診
加
レ
ま
し
た
・

一日

さ
く
な
ベ
ト
ナ
ム
の
女
性
か
ら
話
国
際
会
議
に
は
、
初
め
て
の
参

刷

し
か
け
ら
れ
、
フ
「

ラ
ム
に
行
加
で
し
た
が
、
働
く
婦
人
と
し
て

W

く
と
い
っ
て
持
っ
て
行
っ
た
日
本
日
本
の
労
働
者
が
、
世
界
の
労
働

-

J

鋼
管
糾
粥
の
ピ
う
を
渡
し
ま
レ
者
の
足
を
引
っ
ぱ
る
よ
う
な
取
は

た
・
彼
女
は
私
に
名
刺
が
荷
物
の
し
な
い
よ
う
に
そ
の
た
め
に
も

中
な
の
で
、
メ
モ
を
と
い
う
の
で
私
の
争
議
も
が
ん
ば
ら
ね
ば
・

(2 ) 

ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
国
際
会
議
場
を
パ
ッ
ク
に

鋼曹'7'7哩;t指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース1985'"奪三9月 1 目

「
日
本
」
を

説

明

「
国
連
婦
人
の
十
年
」
の
鰻
終

年
に
当
り
ケ
ニ
ヤ
の
首
都
ナ
イ
ロ

ビ
で
開
館
さ
れ
た
世
界
婦
人
会
蟻

N
G
O
(非
政
府
組
織
)
フ
才
l

ラ
ム
(
七
月
十
日
1
十
九
日
)
に

統
一
労
組
慰
の
チ
l
ム
に
加
わ
り

歩
加
し
ま
し
た
・
の
列
で
、
会
場
に
入
る
に
は
空
港

多
数
の
方
か
ら
多
額
の
カ
ン
パ
に
あ
る
よ
う
な
金
属
傑
知
機
の
下

と
激
励
を
い
だ
だ
き
日
本
鋼
管
の
を
く
ぐ
ら
さ
れ
持
物
は
X
線
を
当

不
当
な
女
性
差
別
解
屈
を
世
界
の
て
る
な
ど
笛
戒
は
厳
重
で
し
た
が

婦
人
に
訴
え
る
機
会
を
与
え
て
下
ナ
イ
ロ
ビ
の
街
も
、

会
議
場
の
中

さ
っ
た
と
と
に
心
か
ら
感
謝
申
レ
も
お
っ
と
り
し
た
も
の
で
す
.

あ
げ
ま
す
.

N
G
O
フ
ポ

l
ラ
ム
に
は
、
開

九
日
間
の
短
い
旅
で
す
が
ナ
イ
会
式
、
ヮ
l
ク
シ
ヨ
γ
プ
、
ナ
イ

ロ
ビ
の
滞
在
は
五
日
間
で
す
・
空
ロ
ピ
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
訴

路
と
は
い
え
ア
フ
リ
カ
は
速
い
国
え
、
な
ど
に
診
加
し
ま
し
た
.
私

で
す
.
位
界
の
女
性
を
迎
え
た
ナ
た
ち
統

一
労
懇
チ
l
ム
七
人
は
、

イ
ロ
ピ
は
プ
l
ゲ
ン
ピ
リ
ヤ
の
花

H

絞
廃
絶
の
問
題
M

と
H

日
本
の

が
咲
き
乱
れ
赤
道
官
下
と
は
い
え
婦
人
労
働
者
の
問
題
u

を
テ
l
マ

す
が
す
が
し
い
の
は
際
高
千
七
百
に
訴
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
大

の
高
原
都
市
だ
か
ら
だ
ろ
う
か
.
学
の
教
室
で
開
設
す
る
ζ
と
が
で

七
月
十
日

N
G
Oフ
才

l
ラ
ム
き
ま
し
た
.
は
た
し
て
人
が
抽
出
ま

の
開
幕
、
私
た
ち
は
前
日
に
受
付
る
か
心
配
で
し
た
が
教
室

一
ぱ
い

を
済
ま
せ
ブ
ル
l
の
大
き
な
パ
ッ
に
各
図
の
女
性
が
鯵
加
し
私
た
ち

チ
を
付
け
、
ケ
ニ
ヤ
y
タ
国
際
会
の
訴
え
を
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
.

援
煽
へ
急
ぎ
会
甥
入
口
に
は
長
蛇

英
裕
で
は
苦
労
し
ま
し
た
.
乙
ち

C二コ

松島智恵子さん

会
場
に
入
れ
な
い
人
は
外
で
井
戸
端
の

夫
町

森
閉

山
晴

‘
中
t

国

場
に
戻
っ
て
闘
う
ζ
と
.
そ
の

決
意
が
正
念
燭
の
今
、
日
々
強

化
さ
れ
て
来
て
い
る
と
言
え
ま

す
.私

た
ち
の
残
業
鯛
査
の
日
に

は
阜
く
帰
る
よ
う
に
指
示
の
出

る
職
場
が
現
れ
、
毎
週
の
昼
休

み
貿
伝
符
動
日
に
は
常
に
な
く

B
G
M
が
流
さ
れ
る
.
相
手
の

反
応
が
ピ
ン
ピ
ン
伝
わ
っ
て
来

て
い
ま
す
・
神
の
労
働
者
か
ら

も
「
争
織
団
は
必
ず
勝
つ
だ
ろ

う
.
職
腸
復
帰
ま
で
が
ん
ば
っ

ζ
う
レ
た
闘
い
の
発
展
、
和
解
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
寄
せ

交
渉
に
お
け
る
裁
判
所
の
努
力
ら
れ
て
い
ま
す
・
解
決
を
遅
ら

に
も
か
か
わ
A
4
9
「
職
場
に
は
せ
ば
遅
ら
せ
る
程
神
の
労
働
者

戻
さ
な
い
」
と
い
う
会
社
の
決
と
の
き
ず
な
を
太
く
し
て
職
場

意
H
指
名
解
雇
の
狙
い
を
、
引
に
戻
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

き
つ
づ
き
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

神
電
気
の
不
当
な
姿
併
が
現
れ
闘
い
の
社
会
的
政
治
的
発
展

て

い

ま

す

.

と

い

う

点

で

言

え

ば

、

争

議

解

こ
の
決
意
を
変
え
さ
せ
る
も
決
は
、
増
有
沖
電
気
独
自
の
判

の
は
今
回
一
品
の
闘
い
の
広
が
り
断
を
と
え
た
力
に
左
右
さ
れ
る

に
依
処
レ
て
、
職
崩
を
本
格
的
と
と
に
な
る
で
し
ょ
う
.
そ
レ

に
ゆ
さ
ぶ
る
と
と
と
、
神
資
本
て
M
E
革
命

・
臨
調
行
革
、
取

に
対
す
る
社
会
的
政
治
的
包
囲
明
大
国
化
の
ス
タ
ー
ト
地
点
で

の
強
化
の
二
つ
.
争
議
団
を
推
強
行
さ
れ
た
沖
電
気
指
名
解
雇

進
力
に
、
共
闘
会
議
、
支
度
労
の
狙
い
に
対
峠
出
来
る
翻
い

組
、
守
る
会
個
人
が
打
っ
て
一
を
.

丸
と
な
り
「
職
場
復
帰
以
外
の
国
民
生
活
、
産
業
構
造
を
大

解
決
は
な
い
」
と
神
資
本
を
攻
き
く
変
鋭
さ
せ
な
が
ら
急
成
長

め
上
げ
、
和
解
交
渉
の
場
で
の
を
と
げ
る
電
機
資
本
総
体
、
通

決
断
を
迫
る
ζ
と
だ
と
考
え
て
産
行
政
の
あ
り
方
、
金
融
資
本

い
ま
す
.

.
 ζ

れ
ら
の
闘
い
を
国
鉄
労

山三

一号

、

立

滋

滋

働

者

露

営

す

る

援

を

守

パ

U3工
、

訪

鎌

足
J

る
労
働
者
の
闘
い
、
平
和
皇

制
戻

一

羽
田

ラ

主
主
義
を
守
る
国
民
全
体
の
遮

j
t
n
"

締
の
中
に
し
っ
か
内

ε般
を
は

職
場
へ
の
働
き
か
け
も
回
答
り
、
二
人
の
首
切
り
も
許
さ

以
降
急
速
に
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
な
い
M

旗
を
か
か
げ
て
今
秋
か

り
ま
す
.
手
紙

・
電
詰
・
自
宅
ら
来
春
総
力
を
あ
げ
、
神
資
本

訪
問
件
数
の
増
加
と
多
段
な
結
に
決
断
を
迫
る
決
意
で
す
.

び
つ
き
J
争
犠
団
員
の
闘
う
襲
一
一
闘
の
と
支
媛
、
と
指
導
を

勢
の
変
化
と
結
び
つ
い
て
巡
ん
お
願
い
い
た
し
ま
す
.

で
来
て
い
ま
す
・
指
名
解
胞
に

υY

よ
っ
て
破
開
眼
さ
れ
た
労
働
者
の

h
の
ψ
ド

ー

団
結
を
回
復
す
る
た
め
に
、

職

叫

て

l
i
t
E

288 
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福?

本:

裕う

樹くん
(5歳)

川

硲
樹
く
ん
の
お
父
さ
ん
は
、
神
電
気
で
指
名
解
雇
さ
れ
た
福
本
均
(
ひ

山

川

と
し
)
さ
ん
で
す
・
お
母
さ
ん
は
、
保
母
の
仕
事
で
す
・
裕
衝
く
ん
に
は
、

川

川

弟
と
妹
が
い
ま
す
・
長
男
と
し
て
た
い
へ
ん
?
な
裕
倒
く
ん
で
す
・

川

支援する会に入会しよう (会費 1口200円 /月)揖~77号畢(5 ) 

2 

3 

2 

守

z 
z 

7 
z 

自
』
園

川
恥
U

上達したぞ.ゲ

ぷ ~!J~ ~ 『之

よ
ぼく、 2ひき

っかまえた

0 

• 

正:::::0

~ 
舟

一
女
性
か
ら
、
玄
米
は
滋
(
ぬ
ま
す
・
茶
わ
ん
一
ぱ
い
の
玄
米

か
)
の
層
の
部
分
が
農
薬
で
汚
食
で
と
れ
ほ
ど
大
量
に
出
る
の

染
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
食
べ
る
か
と
篤
か
れ
る
ζ
と
と
思
い
ま

と
農
業
に
お
か
さ
れ
る
の
で
は
す
.
ζ
れ
と
そ
大
量
に
含
ま
れ

と
の
疑
問
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
る
録
経
費
の
仕
業
な
の
で
す
.

た

・

米

食

に

か

ぎ

り

ま

せ

ん

が

、

お
答
え
は
結
論
的
に
は
さ
は
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
と
い
う
ζ

ど
心
配
は
い
ら
な
い
と
い
う
と
と
は
大
切
で
す
.
で
き
る
か
ぎ

と
で
す
.
そ
れ
は
、
療
の
部
分
り
昧
付
を
予
す
く
レ
て
、
そ
の

に
ζ
モ
餓
維
質
が
鐙
岱
に
含
ま
も
の
の
自
然
の
昧
を
よ
く
噛
む

れ
て
お
り
、

ζ
の
級
維
質
の
持

ζ
と
に
よ
っ
て
味
わ
う
ζ
と

つ
働
き
に
注
目
し
て
頂
き
た
い
が
、
消
化
に
良
く
胃
に
も
負
担

の
で
す
.
峨
維
質
は
腸
内
の
有
が
な
く
、
食
塩
の
と
り
す
ぎ
を

A
dノ

詰
を
外
部
へ
註
す
る
働
き
防
止
す
る
と
と
に
も
な
り
ま

ま

を
も
っ
て
い
る
の
で
す
・
す
・

〆

ま
た
、
玄
米
食
で
す
と
、
必
ま
た
農
薬
汚
染
の
問
題
は
玄

1
1
1

然
的
に
脱
鴫

(
そ
し
ゃ
く

・
食
米
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ

F
4
A

物
を
よ
く
、
か
み
く
だ
く
と
と
)

ん
・
無
農
業
と
称
し
て
売
ら
れ

窓

口

を
た
く
さ
ん
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
て
い
る
野
菜
な
ど
で
も
疑
問
で

向
。

ん

が

、

=

一

十

回

以

上

行

う

と

、

司

-

-

』

抗
ガ
ン
作
用
の
あ
る
物
質
が
だ

1
t

液
中
に
出
て
く
る
と
の
研
究
報

重
1
E

告
も
あ
り
ま
す
・

投

と
に
か
く
玄
米
食
に
し
ま
す

'

と

、

ま

ず

大

量

の

便

通

が

あ

り

{ 蹴
掛
V

神
電
気
争
議
団
の
、
平
井
さ
ん

八
円
輔
さ
ん
、
中
野
(
遼
)
さ
ん
を

中
心
に
演
翼
活
動
を
続
け
て
い
る

「
こ
ぶ
し
バ
ン
ド
」
は
、
今
年
に

入
っ
て
か
ら
、
宮
永
さ
ん
(
チ
ト
十
七
人
の
沖
電
気
争
議
団
の
姉

セ
争
犠
団
)
、
吉
田
さ
ん
(
背
松
人
た
ち
は
、
「
保
育
料
ど
う
し
て

堂
争
議
団
)
、
松
本
さ
ん
(
主
婦
)
い
る
ん
で
す
か
?
」
「
生
活
は
た

の
助
っ
人
が
参
加
し
、
一
段
と
う
い
へ
ん
で
し
ょ
う
」
「
毎
日
ど
ん

ま
く
な
っ
た
と
評
判
で
す
.
な
活
動
を
し
て
い
る
ん
で
す
か
」

写
真
(
上
)
は
、

7
月
お
白
ー
な
ど
と
よ
く
聞
か
れ
る
.

叩
口
白
に
行
な
わ
れ
た
、
百
東
京
争

第
十
七
回
全
国
保
育
団
体
合
同

議
団
サ
マ
l
キ
ャ
ン
プ
(
神
奈
川

研
究
集
会

(
長
野
、

8
月
)で
は
、

県
、
丹
沢
)
で
の
ス
ナ
y

プ

.

市

川
さ
ん
、
官
野
さ
ん
が
「
働
く

9
月刊
U

自
に
は
、

百
平
和
フ
ェ
腕
人
と
保
育
」
の
分
割
相
会
で
報
告

ス
テ
ィ
パ
ル
(
日
本
の
う
た
と
え
レ
ま
し
た
・
「
診
加
者
み
ん
な
が

祭
典
、
港
実
行
委
員
会
の
主
側
、
と
っ
て
も
イ
キ
イ
キ
し
て
、
励
ま

芝
中
学
校
、
一
二

O
O円
)
に
出
さ
れ
た
・
が
ん
ば
ら
な
く
ち
ゃ
」

演
レ
ま
す
.
応
鐙
を
よ
ろ
し
く
.

が

二
人
の
感
想
で
し
た
.

三玄表立雲監ZEZ

渋
谷
区
で
は
、
五
百
人
を
と
え
定
期
的
に
、
沖
沼
気
争
議
団
と
の

叫

る
支
侵
す
る
会
の
会
員
が
い
る
.
交
流
集
会
を
行
う
な
ど
し
、
連
帯
川

五
月
三
十
一
日
に
は
、
生
協
会
を
強
め
て
い
ま
す
.
…
吋

館
支
慶
す
る
会
と
間
労
組
共
憾
の
七
月
十
八
日
に
は
、
保
同
時

「
決
起
集
会
」
が
開
悩
さ
れ
た
・
文
化
厚
生
述
労
組
、
農
協
労
連
、

。

新
入
社
口
を
中
心
に
神
電
気
裁
判
民
医
速
な
ど
農
協
会
館
に
働
く
伸

a

の
模
擬
劇
で
、
学
習
.
ー
ー
新
川
聞
が
交
流
集
会
を
開
催
し
ま
し

さ

ん

に

よ

る

シ

ャ

ン

ソ

ン

.

大

学

た

.

ト

生
の
ジ
ャ
ズ
伸
聞
が
応
獲
の
ジ
ャ
乙
の
集
会
は
、
同
じ
建
物
に
働

ズ
演
奏
と
レ
ベ
ル
の
高
い
音
楽
も
く
者
と
レ
て
、
神
電
気
争
議
団
と
れ

聞
き
ま
し
た
.
会
場
に
は
、
神
争
交
流
を
深
め
、
支
同
躍
を
強
化
す
る

綾
田
を
目
で
理
解
し
よ
う
と
、
写
た
め
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
.

川

真
の
展
示
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
・
う
た
と
え
、
国
家
織
密
法
の
学

一
O
O人
以
上
と
い
う
生
協
会
留
、
争
議
団
員
と
の
デ
イ
ス
カ
ッ

"

館
の
「
会
」
で
は
、
毎
年
二
回
は
シ
ョ
ン
汲
後
は
、
み
ん
な
で
、

渋

谷

区

(

東

京

)

で

も

ガ
ン
バ
ロ
ウ
の
合
唱
。
代
々
木
病
.

:
l'
γ
I
f
-
-
L
l
i

院
や
中
央
法
規
か
ら
も
参
加
者
が

舌
培
こ
を
蓑
乃
案
、

川

z
y
F
L
・4
3桐割以

oaaEM
あ
り
盛
上
り
ま
し
た
.

保
育
も

0

0
が
ん
ば
る

国恩
山内
年
2
月
内
日
東
京
電
力

は
、
渡
辺
令
子
さ
ん
(
当
時
位

歳
)
に
共
産
党
日
で
あ
る
か
否

か
を
曾
く
よ
う
に
強
裂
キ
リ

ス
ト
者
・
渡
辺
さ
ん
の
良
心
と

自
由
の
た
め
の
闘
い
が
始
ま
っ

た
・
注
文
は
倉
O
三
l
二
九
四

七
三

O
九
・
三
五

O
円・
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1985年 10月 1B 

り
(9.22本圧市}1

指名解雇 された沖電気の仲間を支援する会ニュース

支援する会事務局
事務所 東京都港区三国

3-2-20 ・E舌 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240

加入者名 沖電気の不 当解腐

を撤回させる会

発

行

所

第 78号

1 9 8 5年

10月 1日

固ぉ05日|

第'78号(1 ) 

ナガーイ列。人気抜群。

4ふわふあ L ミニ
ネッシー 乙_ S L A 

東
京
・
錦
糸
町
か
ら

五
時
間
か
か
っ
て
到

着
し
た
パ
ス
も
。

「
ご
く
ろ
う
さ
ま
」

ハ
ガ
キ
を
寝

具
笑ったネ。テンツクテン。

かわppf猿舞座」
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(2 ) 韓 ワ 8号指名解雇 された沖電気の仲間を支媛する会ニュース1985年 10月 1日
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ろ の 本 策 た 筆ミン場(更織れ施で雲いフ歴
A

いどー+左目貧あ警ちて全 A
警告に妻弓

ifB1111233hiiiiiEjiiiiii時点目153長記
iii言;zhiii?5iiiiit21225i525212詰?ぷ;む
たiii??ZEGigsi;235isi2552i?535ifzz日訪
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シ
l
ナ
の
ド
ウ
マ
(
寺
院
)
を
パ
ッ
ク
に
右
が
中
屋
さ
ん
.

〈レポーター〉

中屋重勝さん
(沖電気争議団)

「
人
民
の
家
L

の
遊
技
場

長君主議 主 ± お 主 君 ピ 雲 左 差 句 警 hiLEZZ2詮智主 主翠告抑
り な 知 理う人でがめれの・い「うそ理らいでき、まに以のは争
を け り となをす三らな一本と合ちれ解し ζ し、初せつ前

53雪?正舎2ZR語会宅3聖;25:長2??f::55Z
ら前おう認争もる劣つ描うに電度しい規だピのた、電妥を初

しな の らしめ蟻上、なてかに対気、たう模何ン本。ほ気会見め
たいとれ た て 回 る し 手 も れ な し の 三。 と に と と を そ と と れ って

ζ とる資いのとか段、てりて首度しと行なき読んんいぷめの
とが乙 本な七いもで信いま許切とかだわくま んな どう'、て

'85年夏。沖電気争議団の事務所を訪問 自5層2;532
;丘、け皆を生と戸
の更でさ奪きつ Jニ
霊，;:;実在 R霊t<l;tJi 

25f雲母2喜Z
の不思的て姿のり
で安いな お で 皆 ま

レた育がたカるたのこのし
い ・て大 .ン 問。擦と方ま
と人てき乙パにま 曾 で 々 す
感 i闘い くのをもた なすの
じのる広よ持、、ど .支今
ま連のがうつひ私 沢 窃 援 ひ
し稽だっにてとが山せがと
たつとて、来り事拝曾あっ

て思、支らの務見きるは
紫い遡疲れ女所しゃと
雪ま動のま撃にま激いき

しを輸しがい レ 励 う

そ 上 の話 と「読めた
のもがしは思沖んてと今
中 話、てじ い争で労き年
でし(いめま議き働、の
、てたたはし固た問『夏
特下レだ二たを私闘な休
にさかく時。訪はのにみ
印い )予 問 問、本をを
象ま六定く し迷をー自
にし時だら よ わ 何 』 前
残た fmつい うず冊をに
つ。以たお 」、か合し

い中性対ん愉 には
うでをしで感もな
乙人守てし ・ かい
と は る 闘 た 陪かか
責成闘う ・ 2-長いと大喜 孟
たすでと資感 ずい
よるあが本じ、ま
うのり即のさ 少す
なだ、ち横せ し .
気、そ人暴まもそ
が と の 悶 に せ怒れ

まもらし自の場く良で送動い私か時 ζ お ζ 直 そ ま 考 は
す成にま分沖を生いきれしてたをにうかうなうだえ

長 考しの争ときのまるな知ち考、とレ、目いまて沖は
じえた生被るるかすレくら学え自思いそでうだも争
てを・き団べ為、が、てな生た分いのしも社あお綴今
行深乙方訪きに本、就もくはいがまかてつ会るか以の
きめれが簡なは当泉職、て、とどす学、とのとし外日
た、か、にのどにレす学も沖思う a

ぴどよ実思いに本
い人 らーよ かう人 てる生、争 い 生そ考乙く態 い 」もの
と「 も 歩 つ 、い削そこ生何 犠まきれえが見をまと「社
思的、耐て全うられと活もにするとてどて、すとど会
いにさ進、回立しでもは竹つ・の同行う行紫 ・が うに

楽
し
く

た
た
か
う

292 

広治さん(大学2年)

人
間
ら
し
く

生
き
る

白井エ亙E



争
東
京
・

三
多
摩
・
森
田
充
帽

で
働
い
て
い
ま
す
.
番
頭
、

さ
ん
1

日
夜
の
御
奮
闘
ご
く

帳
場
、
下
臓
な
ど
の
言
繋
が

ろ
う
-
さ
ま
で
す
・
七
年
目
を
ま
だ
生
き
て
い
ま
す
・
何
も

迎
え
ら
れ
た
闘
争
と
の
事
、
で
き
ま
せ
ん
が
、
皆
傑
ど
う

開

E
E

闘
っ
て
い
る
人
た
ち
に
と
っ
か
お
体
に
気
を
つ
け
て
、
が

』

』

て
は
、
と
て
も
長
い
七
年
で
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
・

、J
U

G

5

JV0

・

「機
関
紙
・
ミ
ニ
コ
ミ
フ
ェ
ス

k
e
F
h
F
弘

F

喜一
'hG・、U

干

し

，

除

話

路

M
W
島
mw

河

唱

レ

ょ

品
、
語
、
先
日
の

争
北
海
道
・
松
井
和
男

z

i

i

d，
，
ポ

テ

ィ
パ
ル
邸
」
刊
月
百

h

a
篭
謝
喝

a明
…

。
.、

4

れ

よ

う

に
思
え
て
な
り
ま
せ

過
目
、
知
り
合
い
の
方
よ
り
・
と
も
し
び
小
震
が
、

9
月

円

目

(
東
京
、
芝
増
上
寺
ほ
か
)

昆

F
h鑓
p
h
p
~
4
4

4

ん
。
ダ
イ
ワ
争
議
も
勝
利
し

雲

の

綴

関

経

は

た

ら

く

」

日

オ
l
ブ
ヒ
ま
し
た
・

豊

富

語

二

千

円

実

行

委

凸

説

噂

謡

唱

鋪

唱

…

ル

J
U町

ま
し
た
が
、
沖
電
気
の
勝
利

を
見
せ
て
い
た

だ

き

ま

し

線

小
岩
駅
の
南
口
よ
り
徒

歩

二

言

語

総

三

之

宮
四
五

O
「両
側
変
形
性
股
関
節
症
」

1

0

4
云

も

、

そ
ん
な
に
遠
く
な
い

と

た

・
乙
の
中
に
「
た
た
か
う
分
(
江
一
戸
川
区
南
小
岩
7
の

幻

四

人

二

四
一
・
い
ま
、
私
た
六
月
か
ら
入
院
さ
れ
て
い
た
、

一

ι

気

家

確

信
し
て
い
ま
す
・
お
体
に

な

か
ま
た
主

と
し
て
、

私

の

筒

、

第

5
オ
ラ
ン
ダ
ピ
ル
6

ち
の
綴
関
紙

・
ミ
一
一
コ
ミ
は
何

金
属
人
さ
ん

a電
気

量

…

υ

電

画

は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
・
た
ち
で
ス
ル
日
本
労
組
の

F
)
空
ハ
七
三
l
四
九
三
九
。

が

で
き
る
か
?
を

善

要

因

)

の

奥

さ

ん

だ

九

月

に

主

さ

本

漫

+

日

本

分

光

労

組

・

池

田

署

闘

い

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し

・
青

年

劇

場

主

一

五

一

工

ハ

九

院

さ

れ

ま

し

だ

お

だ

い

じ

に

・

川

向

-
プ
レ
ゼ
ン
ト

を

山

1

沼

本

え

全
員
が
職
場
に
需
た
の
を
、
何
物
に
も
か
え
が

一一一一)は、

ω月
よ
り
首
都
閤

l
た
く
さ
ん
の
み
な
え
の、

川

彫

伺

刊

さ

れ

る
よ
う
心
ま
ち
に
し
た
い
励
ま
し
と
し

て

、

う

れ

で

「

豊

富
」
を
上
演
し
ま

あ

り

が

と

う

・

保
育
協
力
、
お
見
舞
な
ど
あ
り

…

;

ん

て
い
ま
す
・
が
ん
ば
っ
て
く
し
く
続
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
・
背
年
よ
・
親
た
ち
ょ
。
ニ
@
プ
ラ
ム
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
=
箱
H

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
・

0

J

、

さ

だ
さ
い
・
す
ζ
し
で
す
が
カ
し
た
・
今
後
も
、
一
騎
が
ん
度
と
戦
争
の
恕
劇
を
縦
返
す
ま
泊
瀬

・上

g
病
院

・
高
橋
竹
子

O
東
京
地
方
裁
判
所
で
の
次
回
、

山

柿

畑

恵

ン

パ

も

・

き

っ

と

決

意

し

て

い

ま

す

い

ふ

サ

ブ
タ
イ
ト
ル
・

さ

ん
・

沖

電

気

裁

判

は

、

回

目

…

だ

を

4
E
e北
九
州
市
竹
中
興
警
ん
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
・
名
古
屋
新
幹
線
公
害
の
全
面
解
@
ン
l
ッ、

フ
ト
ン
カ
バ
ー
を
ダ

旧

時

5
語
で
す
・
傍
聴
、
ょ

…

ん

健

闘
い
に
一
つ
の
節
目
が
で
き
し
ま
す
・

決

を

め

ざ

す

m-
お
東
京
支
援

ン
ボ
l
ル
箱
二
個
分
H
東
経
大

ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
.

い

な

U

・・

た
よ
う
で
す
が
、
今
後
も
、

e

i

e

e

-

-

-

決
起
集
会

東
交
会
館
(
東
京
・
鈴
木
佑
治
さ
ん
・

O
百
年
秋
1
百
年
春、

神
電
気
の

川
、
心
喧
E
F

同

完
全
勝
利
ま
で
が
ん
ば
っ
て

「

圃

b
e
山
手
線
、
田
町
駅
下
車
)
午
後
@
コ
ー
ヒ
ー
、

メ

ロ

ン

、

水

ょ

う

た

た

か

い

は

、

実

の

山

署

~

の

乃

一

訪

日

訪

日

時

一

い

れ

一

仁

志

い

れ

計

七

三

…

釘

設

内

J
…

・

お

れ

っ
た一」-一え祭典

「

第

九

@

リ

刊

誌

時

支

部

一

一

一

れ

わ

立

供

一

ぷ

月
に
新
宿
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

(
一
一
点
)
し

て

い

ま

し

た

が

若

主

要

望

号

二

国

主

〉

合

唱

団

」

霊

長

田

の

菊

池
さ
ん

し
て
「
抗
議
ハ
ガ
キ
」

喜

一

働

清

「国

家

警

告

「国
鉄
の
分
井
さ
ん
の
作
品
に
も
、

d
uが
感

年

の

失

業

主

て

、

=

一

月

末

引

4

・

大

音
楽
会
で
上
演
す
る
た
め
・

@

コ
カ

・
コ
i
ラ
一
ケ
1
ス
H
中

気

へ

f
に

取

り

組

み

ま

す

・

一

川

気

割

量

化
」

「

臨

書

」

な

じ

完

ま

起

草

す

る

会

の

か
ら
個
人
悪
事
、

へ

…

⑤

?AV一
塁

は
六
千
円

倉
一一
0
0
1

央

区

議

室
白
で
す
。
ハ
ガ
キ
の
丸

知

U

l--1汗
3
1
2

一一11九丸山ーパ
2
-72145
ZEE-7Eti-
-4-け
い
れ
立
す
げ
じ
い
じ
一
一
い
じ

zいじ主
1
4
1江一
j

i

g
s
z
河
川1
3
J
i
-
-一j-zH11一斗汁一一
一=
i

…
潤
荊

印
刷
で
は
、

「あ
か

っ

き

印

内

カ

川
れ

刷
所
」
と
な
ら
び
、
争
議
の
発

?
」

生
の
鰐
か
ら
熱
い
支
援
活
動
を

川

続
け
て
い
る
「
日
本
機
関
紙
印

川

刷
所
」
の
仲
間
は
、
毎
年
夏
に

は
「
交
流
の
ピ
ア
パ
ー
テ
ィ
」

を
開
催
レ
、
共
同
の
闘
い
に
な

川

る
よ
う
に
と
努
め
て
い
ま
す
.

山

八
月
二
十
六
日

、

会

社

の

屋

川

上
に
は
、

八
+
人
が

参

加

し

ま

川

し
た
.
「
初
め
て
神
電
気
か
ら

M

回
答
H

を

引

き

出

し

た

事

を

、

川

勝

利

へ

の

一

歩

と

し

て

、

一

層

叫

が

ん

ば

ろ

う

」

と

、

資

任

者

の

川

北
川
、
神
谷
さ
ん
も
決
意
・

川

1985年 10月 1白支援する会に入会しよう(会費 1口200円/月)

く
ま
ん
ば
ち

漫

画

展一
泊
の
中
央
共
闘
会
議
で

正
念
場
の
方
針

「百
年
を
沖
電
気
争
議
の
勝
利
の
年
に
」
と
活
発
な
運

動
を
行
っ
て
い
る
!
神
電
気
争
議
支
援
中
央
共
闘
会
鰭

は、

8
月
幻
自

s
m臼
に
幹
事
会
を
開
鍛
レ
ま
し
た
.

H

職
場
復
帰
を
沖
電
気
に
決
断
さ
せ
る
た
め
に
、
昨

秋
以
上
の
闘
い
を
し
よ
う
M

と
①
富
士
銀
行
へ
の
要
請

行
動
②
全
面
の
大
学
で
の
怠
信
行
動
、
③
関
係
す
る

行
政
機
関
へ
の
働
き
か
げ
@
沖
電
気
本
社
な
ど
へ
の

抗
議

ee--e
等
を
釜
本
に
し
た
方
針
を
確
認
し
あ
い
二

人
の
首
切
り
も
許
さ
な
い
u
と
い
う
旗
を
か
か
げ
て
、

今
秋
か
ら
来
春
に
、
総
力
を
あ
げ
て
、
神
電
気
資
本
に

決
断
を
迫
る
闘
い
を
す
る
ζ
と
を
醤
い
合
い
ま
レ
た
.

約
五
十
人
の
参
加
者
に
は
、
気
迫
が

.
(
謙
)

'事78号(3 ) 
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瞳
爽
や
か
彼
女
被
指
名
解
雇
者
の
ひ
と
り

多
田
畔
人
さ
ん
(
新
俳
句
人
連
盟
会
員
)

今年も、交流ビアパーティ

機関紙印刷・沖支援する会

日
軒
近
完
成
へ

『仕
事
を
と
り
あ
げ
ら
れ
ト
イ
レ
ヘ
行
く

回
数
も
増
え
て
い
た
・
何
気
な
く
ト
イ
レ
の
カ

ベ
(
タ
イ
ル
と
タ
イ
ル
の
問
)
を
見
た
。

「浅

利
・
中
山
を
殺
せ
」
し
ゃ
が
ん
だ
私
の
自
に
と

び
乙
ん
で
き
た
文
字

』

(
本
文
か
ら
)

神間山
気
の
大
農
指
名
解
屈
は
、
抽
棚
田刷
に
残
っ

た
人
も
、
心
に
大
き
な
傷
を
負
っ
た
が
、
解
届

撤
回
闘
争
を
支
侵
す
る
労
働
者
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
差
別
攻
撃
も
加
え
ら
れ
た
.

浅
利

・
中
山
さ
ん
は
、
仕
事
を
取
り
上
げ
ら

れ
て
し
ま
っ
た
・
元
の
仕
耶
に
戻
る
ま
で
に
は
、

東
京
都
労
働
委
凸
会
で
三
年
間
を
、
政
レ
た
.

浅
利
さ
ん
の
仕
事
復
帰
を
か
ち
と
る
ま
で
の

戦
場
の
労
働
者
と
、
自
分
自
身
を
描
い
た
ル
ポ

ル
タ
ー
ジ
ュ
が
、
現
代
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ

ュ
研
究

会
の
第
七
号
誌
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
・

国
際
政
治
学
者
の
畑
田
重
夫
さ
ん
は
、
「

ま
さ
に
た
た
か
い
は
、
人
間
と
人
間
の
関
係
を

か
え
る
の
で
あ
る
。
仕
事
復
帰
を
か
ち
と
っ
た

原
動
力
も
、
人
間
集
団

」
と
ζ
の
ル
ポ
を
評

さ
れ
て
い
る
・
あ
な
た
も
、
ぜ
ひ
一
続
を
/

V
注
文
は
、
沖
・
支
援
す

る
会
の
事
務
局
へ
o

v送
料
は
、
一
冊
加
円

ニ
冊
以
上
は
無
料
。

争主骨L活~ - 主}..，

jレポルーニァ

崎町向山岨
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指名解雇された沖電気の仲間を支援 する会ニュース (4) 

携擁護;

目
黒
電
波
測
器
労
働
組
合

被
解
雇
者
団

開'78号

目
黒
電
波
測
機
(
滝
本
郷
也
社
い
同
族
会
社
で
、
ク
ラ
ウ
ン
、
ア

長
、
百
二
十
人
、
観
準
信
号
発
生

l
ロ
ン
、
干
葉
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

偲
な
ど
計
測
綴
鰭
)
は
、
今
年
八
ス
、
田
尻
機
械
な
ど
「
経
営
危

月
二
十
七
日
、
労
働
組
合
と
の
夏
峨
」
に
乗
じ
て
、

会
祉
を
の
っ
と

の
一
時
金
の
交
渉
中
に
、
十
五
人
る
と
と
で
有
名
で
す
・

の
解
庖
を
通
告
し
ま
し
た
・
親
会
社
が
ユ
ニ
セ
フ
と
な
っ
て

「
解
鹿
に
は
、
組
合
の
同
意
が
か
ら
目
黒
電
波
の
職
場
で
は
、
組

必
要
」
と
い
う
労
働
協
約
を
無
視
合
と
同
意
し
た
定
期
昇
給
の
磁

し
て
、
八
月
三
十
一
日
に
、
配
達
紫
、
十
五
人
の
部
課
長
を
進
退
伺

粧
明
使
で
解
届
通
告
を
送
り
つ
げ
い
と
雷
う
ベ
テ
ン
に
か
け
解
雇
、

ま
し
た
・
会
社
が
主
強
す
る
解
庖
団
交
の
拒
否
、
退
社
を
朗
自
む
社
員

理
由
は
H

七
月
5
八
月
の
売
上
げ
を
懲
戒
解
服
・
労
働
協
約
を
無
視

が
落
ち
、

今
後
の
見
通
し
が
き
び
す
る
、
な
ど
、
会
社
の
横
暴
が
続

し
い
か
ら
企
業
績
艇
を
半
減
し
た
い
て
い
ま
し
た
が
、
ユ

ニ
セ
フ
社
解
屈
さ
れ
た
人
、
十
三
人
は
、
く
お
ね
が
い
し
ま
す
.

い
H

と
い
う
も
の
で
す
が
、
同
社
か
ら
滝
本
社
長
が
送
り
込
ま
れ
て
た
だ
ち
に
、
被
解
胆
者
団
を
結
成

A
抗
蟻
先
V

東
京
都
目
黒
区
中

は
、
と
の
二
年
間
段
高
の
苑
上
げ
か
ら
は
(
明
年
内
同
月
)
一
回
、
は
し
「
解
凪
を
撤
回
せ
よ
」
と
た
た
央
町
二
の
一
の
五
目
般
市
波

を
、
そ
れ
以
前
の
六
割
の
人
口
で
げ
し
く
な
っ
て
い
ま
し
た
・
か
い
を
は
じ
め
ま
し
た
・
測
怒
株
式
会
社
社
長

・
滝
本

均

成

レ

て

い

ま

す

・

指

名

解

屈

さ

れ

た

十

五

人

は

、

東

京

で

は

、
神
低
気
争
議
に
つ
諮
也
。
東
京
都
大
田
区
大
森
北

二
年
前
、
目
黒
電
波
は
、
取
引
五
十
八
歳
5
二
十
九
歳
。
組
合
の
ぐ
、
大
量
の
指
名
解
庖
攻
寧
で
す
.
一
の
十
九
の
十
六
ユ
ニ
セ
フ

先
か
ら
の
手
形
が
不
渡
り
に
な
っ
執
行
蚤
員
二
人
ほ
か
、
組
合
活
動
働
く
者
の
「
働
く
権
利
」
や

「生

味
式
会
社
、
社
長
、
宮
越
邦
正
・

て
苦
し
ん
で
い
た
と
と
ろ
、
ユ
ニ
に
熱
心
な
人
た
ち
・
ま
た
仕
事
で
き
る
相
利
」
を
た
っ
た
一
枚
の
解

A
激
励
先
V

東
京
都
回
無
区
中

セ
フ
社
が
、
株
式
の
九
O
揮
を
趨
も
、
と
の
十
年
間
、
無
遅
刻
、
無
周
辺
告
轡
で
奪
っ
て
し
ま
う
企
央
町
二
の
一
の
五
目
烈
電
波

り
、
親
会
社
に
な
り
ま
し
た
・

乙

欠
勤
と
い
う
勤
勉
な
人
た
ち
で
諜
の
倒
壊
を
許
す
な
/

測
器
被
解
問
者
団

富
O
=一

の
会
社
は
、
決
算
な
ど
公
表
し
な
す
・

み
な
さ
ん
の
御
支
鐙
を
よ
ろ
し
(
七
一
九
)
六
一
一
一
七

O

ム匂
宝
繁
一

E
S
2
d

汁
れ
ど
モ
ベ
守
宝
以
外

kz-午
に
た
℃
い
ち

こ

と

子

広

な

レ

に

:
・

輸

w刊行

、

¥

一九一

宮

士

仔

パ

e
f
2
 

ds'ヤ
a
ベ

1985草 10月 1B 
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9.6ふ札あいヨンサ日ト

田

中

さ

え

子

さ
ん
(
開
制
鉢
)

N

た
た
か
う
M

と
い
う
と
と
は
、

島
担
当
の
斎
藤
さ
ん
・
い
つ
も
一

ζ
う
言
一
う
事
な
ん
だ
な
あ
と
、
思
生
懸
命
に
訴
え
て
帰
っ
て
い
き
ま

い
な
が
ら
、
す
ぼ
ら
し
い
音
色
に
す
・

酔
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
・
豊
島
区
内
を
自
転
車
で
走
っ
て

コ
ツ
コ
ツ
と
貯
え
た
エ
ネ
ル
ギ
オ
ル
グ
す
る
の
は
、
お
互
い
さ
ま

ー
が
、
多
く
の
人
々
を
引
き
寄
せ
、
と
み
え
て
、
意
外
な
と
と
ろ
で
顔

す
ば
ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
な
っ
を
合
わ
す
と
と
も
・
「
は
た
ら

て
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
く
」
を
腕
み
、
争
犠
の
様
子
ゃ
、

成
功
さ
せ
た
の
で
し
ょ
う
・
あ
ま
他
の
た
た
か
い
の
と
と
も
知
り
、

り
文
化
的
で
な
い
私
が
、
室
内
楽
真
の
人
聞
に
ふ
れ
る
思
い
で
す
.

を
楽
し
め
た
の
は
、
中
味
が
濃
か

争
議
団
の
子
ど
も
た
ち
が
育
っ
て

っ
た
に
他
な
ら
な
い
と
信
じ
て
い
い
く
さ
ま
は
、
我
子
と
も
ダ
ブ
つ

ま

す

・

て

感

動

的

で

す

・

ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
す
と
、
暑
一
番
後
の
客
仰
で
、
子
ど
も
の

い
時
も
、
寒
い
時
も
、
ま
っ
た
く
口
を
抑
え
な
が
ら
聞
け
る
コ
ン
サ

変
ら
ず
、
ヌ
1
y
と
事
務
局
に
あ

l
ト
、
私
た
ち
も
や
っ
て
み
た
い

ら
わ
れ
る
、
沖
昭
気
争
犠
団
の
鐙
で
す
ね
。

負(11'>夫内容
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似顔通|れl17na右解雇'

名地~'IÌIH五 1 Q，(lH解雇
仰剛丈会|即日腕

;~~鍍rl判官議;lz

7q~ ヲH

来場t事帰 4~ゐ

(8時 6n .f1骨/):t労委Z:"~i'V

7q年7RI宮3'13

8う年{，~

川
8
月
初
日

安
中
公
害
の
宣
伝

行
動

川
8
月
包
日
撤
回
さ
せ
る
会
が

全
員
集
会
.
沖
電
気
争
犠
団

の
中
屋
さ
ん
、
平
井
さ
ん
イ

タ
リ
ア
へ
出
発
(
初
日
ま
で
)

川
8
月
白
日
目
立
メ
デ
ィ
コ
争

援
の
抗
議
行
動
.

川
8
月
M
E
1
お

日

沖
電
気
争

川
畿
支
同
盟
・
や
ま
び
こ
フ
ヱ
ス

テ
ィ
パ
ル
(
日
野
渓
谷
)

山

8
月
U

同
日

日
本
国
間
関
紙
印
刷

所
・
沖
支
媛
す
る
会
が
ピ
7

パ
ー
テ
ィ
.

川
8
月

U
B
s
n白
神
電
気
争

議
支
緩
中
央
共
闘
会
磁
が
合

宿
.

川
8
月
初
日
大
日
本
印
刷
争
議

回
の
抗
携
行
動
.

川
8
月
引
回
電
機
関
連
争
織
図

の
共
闘
会
議
や
守
る
会
が
、

交
流
会
.
沖
電
気
争
議
団

・

伊
藤
醤
正
さ
ん
を
偲
ぶ
会

(
一
周
忌
)

川
9
月
5
日
蕨
特
殊
鋼
の
工
場

移
転
お
別
れ
集
会
(
埼
玉
)

川
9
月
6
日

沖
電
気
争
犠
支
援

豊
島
(
東
京
)
ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
ト
.

川
9
月
8
日
練
馬
区
労
協
(
東

京
)
の
泊
り
込
み
会
駿
.

川
9
月
宇
田
八
王
子
裁
判
・

川
9
月
間
日

「
麻
布

・
高
輪
署

都
織
選
淵
抑
圧
事
件
」
の
報
告

集
会
.

M
9月
刊
は
白

金
属
総
行
動
・

川
9
月
刊
自

国
鉄
問
題
シ
ン
ポ

ジ
ュ
ウ
ム
.

川
9
月
げ
日
埼
玉
裁
判
.

川
9
月
刊
叩
目

カ
ネ
ミ
決
起
抽
出

会
.

川
9
月
刊
日
回

全
金
・
笹
川
決
起

集
会
・
シ
テ
ィ
銀
行
抗
議
行

動
・
都
庁
移
転
反
対
の
都
民

集
会
.
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1985年 1 1月 1目指名解雇 された沖電気の仲間を支援する会ニュース

発

行

所

支援する会事務局
事務所東京都港区三回

3- 2-20 

電話 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名沖電気の不当解雇

を撤回させる会

第 79号

1985年

匪吋

揖害ワ 9哩;t)
 

1
 

(
 

『戻
せ
、
職
場
に
』ど

集
中
し
た
和
解
交
渉
も
開
始

C

-
c
c
J
C
J
内

所

で
の
指
名
解
雇
撤
回
裁
判
で
、
伊
藤
俊
男
さ
ん
(
沖
電
気
争
議
な
さ
ん
の
支
度
の
力
で
す
・
闘
い

討
委
、
芯
妻
子
日
・日u

，，
、、旬、、
1
0
'
J
'
l、
〉
，
、
山
争
議
団
側
の
弁
護
士
は
、
解
屈
の
支
鏡
中
央
共
闘
会
誠

・
副
議
長
)
は
、
い
よ
い
よ
決
駿
の
日
を
迎
玄

室
調
設
球
'だ

不
当
性
が
明
白
で
あ
る
乙
と
を
、
は
、
「
戦
場
復
帰
を
求
め
る
闘
い
つ
つ
あ
り
ま
す
.
七
十
一
人
を
職

「
伸
也
気
は
、
河
年
の
指
名
解
重
ね
て
指
摘
し
ま
し
た
.

は

、

本

社

ま

つ

り
に
、
八
千
五
百
場
に
戻
し
な
さ
い
と
い
う
形
で
、

属
当
時
に
も
、
受
注
高
や
、
受
注
乙
の
目
、
白
石
裁
判
長
は
、
「
和
人
も
が
参
加
す
る
な
ど
、
大
き
く
解
決
し
た
い
と
、
考
え
て
い
ま
す
。

残
高
が
前
年
よ
り
も
大
き
く
伸
び
解
を
勧
告
し
た
い
。
十
一
月
六
日
鉱
が
っ
て
い
る
。
き
わ
め
て
、
不
勝
利
の
日
ま
で
全
力
で
闘
い
銭
き

て
お
り
、
売
上
げ
も
伸
び
る
ζ
と
の
次
回
交
渉
で
は
、
裁
判
所
か
ら
当
な
会
社
の
態
度
に
対
し
、
い
ま
た
い
」
と
沖
電
気
争
議
団
の
代
表

が
充
分
に
予
測
さ
れ
た
固
ま
た
、
の
和
解
案
も
示
す
つ
も
り
だ
」
と
、
こ
そ
全
力
で
闘
い
た
い
」
と
決
意

・
中
山
森
夫
さ
ん
も
決
意
。

人
件
費
が
減
っ
て
い
る
一
方
で
、
争
議
の
早
期
解
決
の
意
志
を
示
し
を
語
っ
て
い
ま
す
。

(
什
-
M
旧
東
い
ま
、
沖
電
気
争
犠
団
は
、
全

そ
の
他
の
経
路
は
、
二
O
M
mも
納

ま

し

た

。

京

総

行

動

-g士
銀
行
前
に
て
)
国
オ
ル
グ
で
、
各
地
の
包
土
銀
行

加
し
て
い
る
指
名
解
庖
の
必
要
六
月
に
、
会
社
が
示
し
た
「
和

、官、
c，J
c
c，
、
。
に
刊
に
片
山
叫
に

や
大
学
前
で
の
、
要
請
、
抗
議
行

性
は
全
く
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
解
案
」
は
職
場
復
帰
ま
認
め
て
鍵
山
潟
ん
諮
片
山
川
可

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
ま
す
。

解
雇
を
避
け
る
た
め
の
努
力
を
、
一
人
、
一
千
万
円
の

十

金

と

い

ぷ

療

援

切

力

争
議
の
深
い
理
解
と
、
支
度
の
沖
電
気
の
職
場
で
は
「
会
社
は

レ
な
い
ば
か
り
か
、
労
働
組
合
と
う
不
当
な
も
の
で
し
た
・
問
題
は
、
「
十
一
月
に
は
、
沖
電
気
争
議

一
層
の
鉱
大
の
た
め
に
、
十

一
月
ま
け
る
よ
。
争
議
団
は
、
本
当
に

の
協
議
も
つ
く
さ
れ
て
な
い
」
会
社
が
「
職
場
復
帰
」
の
決
断
を
も
七
年
に
な
り
ま
す
。
と
と
ま
で
末
に
は
、
記
録
映
画
「
陽
は
ま
た

よ
く
が
ん
ば
っ
て
い
る
」
と
い
う

十
月
十
七
日
、
東
京
地
方
裁
判
す
る
か
ど
う
か
で
す
。
闘
っ
て
ζ
れ
た
の
は
、
全
国
の
み

上
る
」
(
仮
題
・

ω分
)
も
完
成
声
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

11 .21沖電気総行動

⑨関係省庁への要請
⑨東京地区・抗議行動
(12時15分東京工場前、(田町)) 

八
度
目
の
正
月
。

通
信
機
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
益
、
三
千
人
を
上
回
る
新
銀
用
、

一方、
解
口
間
後
の
職
場
で
は
、
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
二

沖
電
気
工
業
(
本
社
・
東
京

・

九
州
に
ニ
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
年
十
一
月
に
は
、
支
媛
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
こ
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど
。
庖
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
州
議
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

七
O
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
九
O
年
に
は

一
兆
円
企
業
を
狙

争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、

作

った。

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
。
会
社
は
東
京
地
裁
ほ
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見
八
四
年
秋
に
は
、

全
国
規
艇

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希
〆

f

f

J

f

J

r

〆

の
運
動
三
十
六
都
道
府
県
、

望
退
織
」
募
集
を
提
案
乙
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

二
O
ニ
カ
所
で
広
士
銀
行
、
沖

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

沼

気
へ
の
行
動
。

四
十
万
人
の

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も

「
指
名
解
屈
せ
し
め
を
強
め
、

「
合
理
化
」
鴇
名
な
ど
ー
を
成
功
さ
せ
、
仕

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、

の
狙
い
は
、

残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
・
問
中
差
別
を
や
め
さ
せ
る
な
ど
の

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
意
識
改
革
を
す
る
ζ
と
」
と
証
沖
電
気
争
議
団
の
七
十
一
人
成
果
を
勝
ち
取
っ
た
・
東
京
地

強
行
。
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、

言
。
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、

全
国
の
四
千
を
超
え
る
労
裁
で
の
和
解
交
渉
も
、
い
ま
山

百
億
円
近
い
史
上
段
高
の
利
視
し
て
解
屈
し
「
と
と
も
明
日
。
組
や
、
一
万
四
千
人
の
「
支
援
場
を
迎
え
て
い
る
。

企沖電気本社前での抗議行動。

4背景資本 ・富士銀行への要請行動。

ー
!
こ
と
が
正
念
場
。
全
力
の

支
度
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

、将一部鰍議議、寮…獲…
ω
…怒川旬、

抗
議
一
吸
引
…
…
弥
一
卓
上
を

「支
援
の
大
き
さ
が
、
勝
利
の
十
円
の
ハ
ガ
キ
は
、
事
務
局
で
用

大
き
さ
を
決
め
る
・
支
援
す
る
会

意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
文
を

を
も
っ
と
大
き
く
し
て
、
必
ら
す

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

勝
利
さ
せ
よ
う
」
と
、
小
島
宏
さ
中
曽
原
内
閣
の
政
治
は
、
国
民

ん
(
支
援
す
る
会

・
事
務
局
長
)
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
直
撃
し
て

は
口
癖
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
い
ま
す
が
、
「
生
き
る
権
利
」「働

が
、
「
会
」
で
は
、
だ
れ
も
が
参
く
権
利
」
「
団
結
す
る
権
利
」
を

加
で
き
る
運
動
と
し
て
、

「
職
場
守
る
た
め
に
も
、
沖
屯
気
争
議
の

に
戻
せ
」
の
抗
議
ハ
ガ
キ
運
動
を
勝
利
の
重
要
性
は
、
増
加
し
て
い

行
っ
て
い
ま
す
.

ま

す

。

会
員
の
み
な
さ
ん
は
、
も
う
投
全
国
の
み
怠
さ
ん
H

沖
争
犠

因
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
一
枚
五

に
、
一
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
.

が
ん
ば
れ
/
と
、
物
品
販
売
-
募
金
に
協
力
を

テ
レ
ビ
で

』
刷
、

の
報
道
で
は

，.
-
L
nや
ら
せ
H

a及

が
あ
る
と
と

"
、

-
d
f
は
良
く
知
ら

句
司

d

L
U
れ
て
い
る
が

4

・
P
一
緒

n
暴
力
H

の

そ
れ
が
、
近
頃
訊
凶
に
な
っ
て

い
る
が
と
れ
は
氷
山
の
一
角
。

N
H
Kの
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
日

本
の
「
沖
沼
気
指
名
解
履
」
で

も
、
多
く
の

n
や
ら
せ
H

を
記

憶
し
て
い
る
V
芸
能
、
女
、
怪

奇
、
。

O
O
劇
場
、
サ
ス
ベ

ス
ン
ス
劇
場
で
は
、
必
ら
ず
殺

人
事
件
そ
れ
も
美
人
が
関
係
す

る
。
そ
ん
な
番
組
が
自
に
つ
く

昨
今
だ
V
心
か
ら
笑
い
、
涙
が

出
、
人
間
的
な
述
帯
感
が
感
じ

ら
れ
る
よ
う
な
番
組
が
も
っ
と

も
っ
と
欲
し
い
と
思
う
し
、
国

民
の

H

生
詰
M

も
取
り
上
げ
て

欲
し
い
と
も
思
う
V
国
民
の
知

る
権
利
が
「
国
家
機
密
法
」
で

さ
ら
に
噂
わ
れ
る
l
東
京
新
聞

や
中
日
新
聞
が
反
対
の
声
。
マ

ス
コ
ミ
労
働
者
よ
、
が
ん
ば

れ

f
v
三
浦
フ
ィ

l
パ
l
、
阪

神
タ
イ
ガ
l
ス
の
優
勝
、
イ
ン

キ
飲
み
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ

ス
コ
ミ
が
作
る
話
扇
、
報
導
の

質
任
は
重
い
。

(K
)
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東映動画反核平和実行委員会(東京)

明Eワ 9喧き

「
核
兵
部
の
廃
絶
は
、

人
類
の

ぎ
に
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
つ
く
り

死
活
に
か
か
わ
る
肢
も
重
要
か
つ

だ
し
、

第
一
次
の
活
動
を
終
え
て

緊
急
の
課
題
」
(
明
年
原
水
禁
世
十
月
か
ら
は
、
第
二
次
活
動
を
ス

界
大
会

『東
京
一
宣
言
』
)

タ

1
ト
さ
せ
ま
し
た
。

東
映
動
画
労
組
(
東
京
都
練
馬

ど
ん
な
活
動
を
や
っ
て
い
る
の

区
東
大
泉
E
l
m
-
5

密
?
2
か
を
、
紹
介
し
て
み
ま
す
と

1
5
6
0
5
1
0
映
演
総
連
、
ァ

O
毎
月
什
臼
は
「
反
核
デ
l
」

ニ
メ
l
シ
ョ
ン
映
画
製
作
)
は
、
O
反
核
映
画
会
。

百
年
5
月
お
日
に
「
反
核
平
和
委

O

一

円
玉
募
金
箱
の
股
置
.

員
会
」
(
各
職
場
か
ら
代
表
委
民
(
社
内
、

十
五
カ
所
)

が
ロ
人
〉
を
発
足
さ
せ
た
。

。

反

核

・
平
和
ニ
ュ
ー
ス
の
発

百
人
余
の
組
合
員
は
、
同
じ
職
行
(
週
二
回
刊
)

場
に
働
く
未
組
織
の
人
た
ち
(
約
O
反
咳
パ
ザ
1
(純
益
は
万
)

二
百
人
)
も
ま
き
ζ
み
「
地
球
を
O
反
核
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
.

死
の
星
に
す
る
な
」
と
、
つ
ぎ
つ
O
反
核
ピ
ア
パ
ー
テ
ィ
.

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

アイドルの

「反核くん」

ー
五
月
晴
れ

反
核
平
和
の
，

ム
「
商
し

行
い
、
社
内
に
働
い
て
い
る
未
組
造
り
.
鳩
が
飛
ん
で
い
る
よ
う
に

織
の
伸
聞
が
ド
ッ
と
畑
押
し
か
け
て

見
え
る
)
の
工
作
物
な
ど
も
用
意

「
組
合
に
期
待
す
る
」

と
い
う
声
レ
て
「
な
く
せ

J
一ュ

l
ク
ス
H

も

出

さ

れ

た

.

中

野

の

つ

ど

い

」

(

東

京

・

中

野

ア
ニ
メ
を
作
る
の
が
仕
事
だ
げ
区
で
の
反
核
集
会
)
な
ど
に
も
参

に
、
キ
ン
肉
マ
ン
の
ヌ
リ
絵
や
、
加
し
ま
し
た
。
地
域
で
も
「
反
板

紙
で
作
る
ア
ニ
メ
ス
コ
ー
プ
(
手
平
和
」
を
持
続
的
に
ア
ッ
ピ
ー
ル
.

スタジオのビルには

反核のタレ幕

H

あ
な
た
と
私
の
合
言
葉
、
反
「
天
高
く
国
家
機
密
法
の
疑
惑

核
平
和
を
盛
り
上
げ
よ
う
H

と
週
高
ま
る
秋
と
な
り
、
ま
す
ま
す
も

O
看
板
、
反
核
旗
、
横
断
幕
、

一
回
は
発
行
さ
れ
る
「
反
核

・
平
っ
て
反
核
平
和
運
動
の
重
要
性

大

タ

レ

務

の

作

成

。

和

ニ

ュ

ー

ス

」

は

、
社
内
に
と
ど
が
、
増
し
て
き
ま
し
た
.
第
二

O

署

名

活

面

.

ま

ら

ず

、

平

和

運

動

を

や

っ

て

い

次
動
画
労
組

・
反
核
平
和
実
行
委

(
国
際
署
名
H
九
O
=
一
人、

る
人
た
ち
ゃ
、
新
聞
づ
く
り
を
し
員
会
は
、
阜
く
も
愉
快
な
ア
イ
デ

募
金

H
二
万
六
千
二
百
八
十

各
職
場
に
は
、
手
づ
く
り
の
募
中
昧
が
見
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
て
い
る
人
た
ち
な
ど
も
励
ま
し
ま
ィ
ア
が
続
出
し
、
反
核
・
平
和
の

円

)

金

箱

が

設
置
さ
れ
た
。
ピ
ル
の
玄
だ
と
言
う

事

で

す

。

い

ろ

ん

な

活

し

た

。

帥

間

意

が

高

ま

っ

て

い
ま
す
。
新
た

O
原
水
禁
大
会
へ
の
参
加
。
闘
に
は
、
ア
イ
ド
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
動
で
集
め
た
募
金
総
額
は
、
=
一
十
ま
た
、

ζ
の
運
動
は
、
産
別
内
な
る
熱
意
に
燃
え
て
、
さ
ら
に
広

(奉
加
帖
カ
ン
パ

H
九
万
九

l
の
M

反
核
く
ん
u

の
募
金
箱
。
六
万
七
千
円
(
奉
加
帖
を
除
く
)
。
の
闘
い
を
燃
え
あ
が
ら
せ
る
な
ど
げ
よ
う
反
核
の
輪
。
ワ
γ
H

・」と、

千
円
)
と
の
箱
に
は
、
見
学
者
や
近
く
の
宣
伝
物
や
活
動
に
使
っ
た
費
用
は
の
成
果
も
あ
げ
ま
し
た。

十
月
九
日
に
、
第
二
次
活
動
が
始

五
カ
月
間
の
運
動
が
、
多
彩
ス
ナ
ッ
ク
の
マ
ス
タ
ー
か
ら
も
カ
す
べ
て
ま
か
な
っ
た
。

「も
う
一
回
、
反
核
実
行
委
員
ま
り
ま
し
た
・

で
ユ
ニ
ー
ク
な
の
に
篇
ろ
か
さ
れ
ン
パ
が
あ
る
。

十
五
個
の
一
円
玉
斑
映
動
画
の
中
庭
で
開
か
れ
た
を
や
ら
せ
て
く
れ
」
と
言
っ
て
く

0
1
1
0
1
10
1
10

ま
す
。
東
映
動
画
で
は
、
活
動
の
募
金
箱
か
ら
は
、
約
八
J
H
二
一
万
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
は
、
組
合
員
の
残
る
人
も
出
る
な
ど
、
こ
の
連
動
は
「
ニ
ュ
ー
ス
」
を
中
心
に
編
集
し

「
核
」
と
し
て
平
和
運
動
が
あ
る
四
干
七
十
八
円
が
集
ま
っ
た
.
業
用
の
食
券
や
、
お
米
の
カ
ン
パ
東
映
動
画
で
は
、
す
っ
か
り
定
強
ま
し
た
.
ね
ば
り
強
い
運
動
に
感

の
で
す
。

募
金
箱
の
造
り
方
の
コ
ツ
は
、
で
、
労
組
の
婦
人
部
と
共
附
加
し
て
し
た
よ
う
で
す
・
激
し
、
励
ま
さ
れ
た
。
(
松
謙
)

これが運動の「核」だ{

1， y段
f 戦

野
山キ1

司べ
11 
L 

1l支
塚

気石
椅の
ぢ

核三首
テJ'tt
島で

19 85年 1 1月 1目

7

固
に
平
和

反
妓
パ
ザ
1

ノ

J

J

/

大
病
明

f
f

-

週

に

一

回

は

発

行

さ

れ

る

「

二

ュ

ス

」

は

、

他

団

体

や

個

人

か

ら

も

ひ

っ
ぱ

り

だ

こ

。
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『
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f
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パ
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F
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JT
の
T
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に
ち
一乙
口
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一『勺
C
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一て
陀
一
一

川
」川
刃
包

7
~
一一ιヤ
万
一杯
行
平
の
芝
町
一
伊

間

以
f

E
I」

U
刊
を

r
f一一
マ
ー
ふじ
一円

J

つは
一i
ぼ
一市
一右
足
一
川
「
;〕

固
いんな
一人
す

rmplmT人
和
、
一九
1

一つ一ザ芳
一円
同
門

E

扇
村
山
守
一尚
一川
口
一中
川
中山
一ー
で
す
一f
な
に
一瓦
わ
白
い
-P

凶
堺
l

軍一歩十
人
づ!な
丙
ず
い
吋
一
一阜
、「

Jr功
一九一
市
い布、

ー円
一七
一

回
同
一仲
間
一ホム
ペ
之

)
川
-R
一ど
で
一一J
Z

Z
U
士
一お
州

体
育
の
日

大
山
に
登
っ
た
よ

佐
藤
辰
美

・
影
山
政
行

た
た
か
い
の
「
ル
ポ
」

胸
に
し
み
ま
し
た

山
口
勇
子

19S5'"李1 1月 18

東
京
を
離
れ
て
、
六
日
目
と

な
り
ま
し
た
。

山
陰
は
毎
日
が

署
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

元
気
に
オ
ル
グ
に
か
け
づ
り
ま

わ
っ
て
い
ま
す
.
オ
ル
グ
の
状

祝
は
前
回
並
と
順
調
で
す
。
今

日
は
、
体
育
の
日
と
い
う
と
と

で
、
我
々
も
、
中
園
地
方
の
段

高
崎
と
い
わ
れ
て
い
る
大
山
に

約
四
時
間
か
け
て
登
っ
て
き
ま

し
た
。
苦
労
し
て
量
っ
た
だ
け

に
山
頂
か
ら
の
な
が
め
は
、
口
出

高
で
し
た
。
明
日
か
ら
は
、
ま

た
オ
ル
グ
で
密
闘
し
ま
す
.
東

京
の
み
な
さ
ん、

体
に
気
を
つ

け
て
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
.

叩
・
叩
、
内
問
問
恨
県
松
江
に
て
.

(
沖
電
気
争
議
団
・
中
国
オ
ル

グ
)

と

い
つ
も
、
生
き
生
き
と
し
た

ニュ

ー
ス
を
楽
し
み
に
拝
見
し

て
い
ま
す
。
た
た
か
い
も
、
い

よ
い
よ
せ
り
あ
が
っ
て
き
て
、

皆
保
の
と
活
動
に
期
待
す
る
ば

か
り
で
す
。何
も
で
き
な
く
て
、

か
え
っ
て
励
ま
さ
れ
る
記
事
に

恐
縮
し
て
い
る
の
で
す
。

浅
利
正
さ
ん
の
H

ル
ポ
H

お

送
り
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
た
た
か
い
の
中
か

ら
生
ま
れ
る
文
学
の
貴
重
さ
が

胸
に
し
み
ま
し
た
。

伊
藤
醤
正
さ
ん
一
周
忌
と
の

記
事
に
、
も
う
一
年
す
ぎ
た
の

か
と
、
感
慨
に
ふ
け
り
ま
し
た
。

(
東
京
都
・
作
家
)

い

く。妹がいて 4人家族です。

……叩……一一

削M ・ 醐刊刊叩骨 醐刊骨 白 山 町 一

建一くんのお母さんは神電

@ 

気争議団。お父さんは現在

も沖電気八王子工場で働

「電
機
の
職
場
に

一
人
の
首

日
本
町
気
、
東
芝
、
沖
電
気
、

切
り
も
許
す
な
，F
」
を
ス
ロ
l

三
菱
電
気
の
各
社
に
抗
議
行

ガ
ン
に
第
十
一
次
の
電
機
総
行
動
。
兵
部
工
業
会
、
電
気
工
業

動
が
、
十
月
四
日
行
な
わ
れ
ま

会
、
通
信
工
業
会
に
も
要
納
行

し
た
.

動
を
行
い
ま
し
た
.

早
朝
は
、
東
京
や
浜
松
町
、

昼
休
み
に
は
、
安
中
公
害
闘

田
町
、
永
福
町
な
ど
の
駅
頭
で

争
の
デ
モ
隊
と
合
流
し
、

一
干

の
宣
伝
行
動
。
信
機
の
臓
場
の
人
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
が
怨

低
賃
金
、
長
時
間
過
密
労
働
、
ケ
闘
の
官
庁
街
に
響
き
ま
し

「合
理
化
」
の
実
態
、
沖
包
気
た
。

争
議
団
を
は
じ
め
と
す
る
電
機
包
機
総
行
動
は
、

ζ
れ
ま
で

関
連
争
議
団
の
闘
い
の
現
状
と
に
、
百
二
十
万
枚
の
宣
伝
を
す

支
阿
佐
を
訴
え
ま
し
た
.

る
な
ど
、発
展
を
続
げ
て
い
る
。

そ
の
後
、
目
立
、
サ
ン
ス
イ
、

もも

急

支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)

阿
国
恋
同一「

lE
f寸

V
.

一札
ーを'「ぃ
下山
一，U
ぼ
1
g
t肝心
い
府
内

E
mpmrτ
巴

bm-丈一一わ
一
芳
清
志
台
穴
直
リ
高有一
い

四
一問
問
問中
戸
忠
一訴
事
一り
一①
一マ
よいい
り
川
丈
一下

gy
一定
内
己

回
目
山
芝

-2
JZ一一平
方

「
花
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玄
て
同
門
間
同一

出
町
同
志
町
~同
ぽ
一
三
ル
マ
古
一

Z
1り
す

t
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3
f
v
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口
千

そ

一自
民
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一

凶
市
問
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一
千
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J
g
l
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1

一一
日
三
一
川
〕
¥
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一
川
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具立24

(小2)

-
投
書
を
歓
迎
し
ま
す
・

一色

p

b

し
た
が
、
乙
ζ
で
あ
き
ら
め
て

員
阿
川
市

川
島
到
が

A
1

.5r

は
女
が
す
た
り
ま
す
.

雇

用

機

会

均

等

法

坂
本
軍
曹

「解
説
、
肩

坂

本

福

子

著

機
会
均
等
法
」
は
、
改
訂
内
容

労
働
基
準
法
研
究
会
か
ら
、

人
た
ち
も
、
労
基
法
改
悪
反
対
の
解
説
に
と
ど
ま
ら
ず
、
均
等

女
子
保
護
規
程
改
悪
案
が
出
さ
の
学
習
会
に
、
集
会
に
、
労
働
法
改
態
反
対
に
結
集
さ
れ
た
巨

れ
た
の
と
、
沖
電
気
が
一
三
五

省

交
渉
に
、
国
会
傍
聴
に
診
加
大
な
力
の
う
ね
り
、
保
護
と
平

O
名

(
内
婦
人
五
O
O名
)
に

レ
て
き
ま
し

た

。

等

の

関

係

、
外
国
の
情
況
、
今

お
よ
ぶ
整
理
解
履
を
決
定
し
た
し
か
し
、

一
九
八
五
年
五
月
後
の
闘
う
指
針
の
鐙
案
を
含
め

の
は
、
奇
し
く
も
同
時
期
一
九
に
改
怒
法
案
が
国
会
を
通
り
、
て
、
や
さ
し
く
、
丁
寧
に
轡
か

七
八
年
十
一
月
で
し
た
。

八
六
年
四
月

一
日
か
ら
施
侍
さ

れ
て
い
ま
す
。

以
来
、
沖
電
気
争
議
団
の
婦
れ
る
運
び
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
文
、
労
蓋
法
の
項
で
は
、
違

反
し
た
使
用
者
へ
の
剖
則
規
程

が
各
条
文
ご
と
に
付
さ
れ
て
い

附
る
の
で
実
用
的
で
す
・

ロ
働
く
婦
人
、
こ
れ
か
ら
働
こ

社

予
と
す
る
婦
人
に
と
っ
て
必
携

友

の
曲
目
だ
と
思
い
ま
す
・

酌

(沖
電
気
争
語
、
梅
沢
)

学

z 

2 

=守子
z 

z 
2 

=亨F 

z 

= 
r 
守

守

? 

占ιL 

三主= 
z 

子

= 
2 
Z 

2 

= 
2 

亨

z 

2 
z 
守

z 

2 

=写F 

E 
占ιL 

』み与

z 
z 

z 
三主= 
2 

1 
= 
= 
2 

= 

J 

=守き
z 
= 
= 
5 

= 
5 

z 
z 

= z 

z 

= 
5 
z 

ミ

z 
= z 
E 

2 
2 
= 
E 
z 

団
結
・
交
流
の

家

族

会

「
和
解
交
渉
も
、
あ
と

一
歩
と
い
う
と
乙
ろ
ま
で
前
進

し
た
。

ζ
れ
か
ら
は
、

家
族
ぐ
る
み
の
総
力
戦
だ
」
一
泊

に
よ
る
家
族
会

(米
田
徳
治
会
長
)
も
五
回
目
だ
・

金
回
は
、
神
電
気
争
議
支
媛
の
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
(
埼

玉
)
に
参
加
し
た
後
に
、
秩
父
で
開
催
さ
れ
た
.

「
お
父
さ
ん
は
、

毎
日
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
。
職
場

復
帰
を
実
現
さ
せ
る
乙
と
が
、
子
ど
も
の
た
め
に
も
必
要

家
族
ぐ
る
み
で
が
ん
ば
り
ま
す
」
な
ど
の
声
が
続
出
レ
ま

し
た
.

二
日
目
、
小
雨
の
中
で
子
ど
も
た
ち
は

n
粟
ひ
ろ
い
H

を
楽
し
み
ま
し
た
。

二
O
O人
に
近
い
家
涙
ぐ
る
み
の
争
議
団
、
が
ん
ば
れ
。

σf-%) 

女
性
二
人
で

閑
附
岡
剛
支
援
の
訴
え

( 9月からゼッケンが新しくなりました〉

神
沼
気
に
職
場
復
帰
を
決
断
さ
多
く
の
組
合
か
ら
、
「
も
う
七
年

一
せ
る
闘
い
の
一
環
と
し
て
容
に
つ
も
た
つ
た
の
」
と
驚
ろ
か
れ
ま
し

一
づ
い
て
再
度
全
国
の
神
電
気

・
白
た
が
、
「

『は
た
ら
く
』

毎
月

一
土
銀
行
支
庖
に
抗
議
・
申
し
入
れ
送
っ
て
き
ま
す
よ
」
と
言
わ
れ
支

一
を
繰
り
甑
げ
て
い
ま
す

.
n
-6
援
す
る
会
の
大
切
さ
を
改
た
め
て

一
大
阪
は

「民
間
労
組
共
同
行
動
」
思
い
ま
し
た
.
二
人
共
、
家
族
を

均一

の
な
か
で
、
次
の
日
の
京
都
は
、
怪
い
て
長
期
(
?
)
の
旅
は
初
め

ワ一

統
一
労
組
懇
の
お
力
を
借
り
て
名
て
で
し
た
が
子
供
遠
か
ら
、
淋
し

第
一
村
造
船
の
三
和
銀
行
攻
め
と

一
緒

い
、
因
っ
た
と
言
わ
れ
る
取
も
な

の
行
動
で
す
。
両
日
の
成
功
の
た
く
無
事
帰
京
し
ま
し
た
。

(
斎
藤

め
、
四
泊
五
日
の
オ
ル
グ
で
し
た
。

・
記
)

⑨ ⑧ ⑮ 

o 
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し
く
て
遊
ん
で
や
れ
な
い
父
親
に
た
.
半
数
以
上
は
初
対
面
な
の
に
、

か
わ
っ
て
「
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
兄
身
内
の
よ
う
な
気
安
さ
で
閉
庖
時

ち
ゃ
ん
」
と
、
プ
ロ
レ
ス
ご
っ
こ
問
が

wp一り
め
し
か
っ
た
.

に
キ
ャ
γ
チ
ボ
l
ル、

模
型
づ
く
一
九
六
六
年
夏
の
学
生
時
代
、

り

e
t
cと
ま
と
わ
り
つ
い
沖
電
気
に
一
週
間
実
習
に
行
き
、

て

い

る

.

リ

ー

ド

リ

レ

l
の
チ
ャ
ッ
タ
リ
ン

大
分
の
「
猫
昼
敷
」
と
し
て
有
グ
特
性
を
勉
強
し
た
と
と
。
率
撲

版
画
家
で
作
家
で
も
あ
る
池
田
銭
旅
行
ゃ
っ
た
ζ
と
が
あ
る
・
だ
は
、
む
し
ろ
過
剰
サ
ー
ビ
ス
・
「
白
ん
が
民
営
化
で
ど
う
な
る
の
か

川

名
(
?
)
に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
し
て
電
々
公
社
に
務
め
た
六
年
間

尚
得
失
さ
ん
と
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
か
ら
、

今
で
も
毎
察
と
国
鉄
職
員
線
の
外
へ
出
な
い
で
」
な
ん
て

・

川

わ
が
家
の
ネ
コ
た
ち
に
搬
な
顔
せ
な
ど
沖
電
気
と
の
H

縁
u

に
つ
い

の
佐
藤
陽
子
さ
ん
は
、
オ
シ
ド
リ
が
こ
わ
い
・
笹
自
由
と
区
別
つ
か
な
余
計
な
ア
ナ
ウ
ン
ス
じ
ゃ
な
い
か
満
寿
夫

物

事
の
土
台
を
つ
く

川

ず
、
一
緒
に
付
き
合
っ
て
く
れ
る
て
も
騒
が
は
ず
ん
だ
・
争
議
団
事

芸
術
家
夫
喪
・
海
外
生
活
が
畏
く
、
い
く
ら
い
ζ
わ
い
ん
だ
・
し
ら
(
笑
)
・
見
か
け
の
サ
l
ピ

る
ζ
と
を
「
レ
ー
ル
を
敷
く
」
と

川

の
も
熔
し
い
ζ
と
の
ひ
と
つ
だ
。
務
所
に
場
所
を
移
し
て
深
夜
三
時

欧
米
の
鉄
泊
取
情
に
も
く
わ
し
い
陽
子
若
く
て
お
金
が
な
い
う
ス
よ
り
、
安
く
乗
れ
る
こ
と
が
だ
い
う
く
ら
い
、

レ
l
ル
は
大
事
・

川

去
る
九
月
十
四
日
夜
、
出
張
で
近
く
ま
で
話
し
込
ん
だ
・

お
二
人
の
国
鉄
輸
を
、

「
人
間
鉄
ち
は
、

無

銭

旅

行

し

た

け

り

ゃ

さ

い

じ

だ

と

思

い

ま

す

が

、

そ

の

へ

畏

野

県

の

山

の

中

で

育

っ

た

か

川

沖

電

気

争

議

団

の

地

方

オ

ル

グ

だ

が
1
・

上

京

し

た

の

を

機

会

に

初

め

て

潮

労

働

者

の

心

を

ど

う

っ

か

む

巡
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
(
邸
年
間
月
日
せ
る
ぐ
ら
い
の
大
ら
か
さ
が
国
鉄
、

V

ら
、
レ
l
ル

が

敷

か

れ

た

時

の

住

川

一

わ

が

家

と

の

つ

き

あ

い

が

始

ま

以

来

』

見

坂

(
乙
の
名
前
を
何
か
で
腕
ん
か
・
労
働
戦
線
の
右
拠
再
編
に
抗

日
・
東
京

-
全
日
通
ホ
ー
ル
)
で
に
あ
っ
て
い
い
。
お
金
持
っ
て
る

h
E
'
溢

調

民

の

喜

び

と

い

う

も

の

が

わ

か

い

っ

た

の

が

何

時

頃

か

ら

だ

っ

た

か

こ

な

し

て

風

格

の

つ

い

た

ワ

ゴ

ン

で

海

の

見

え

る

す

て

き

著

書

し

て
革
新
的
潮
流
を
ど
う
前
進
さ

の
警
官
、
対
銭
形
式
に
ま
と
人
か
ら
は
ぜ
チ
リ
取
る
に
し
て
也
固

守

f
d
7・

人

や

物

だ

り

で

き

文

明

も

…

ほ

と

ん

ど

覚

え

て

い

な

い

・

あ

る

車

で

現

わ

れ

る

還

の

オ

ル

グ

還

し

て

い

た

が

)

の

争

覇

m
せ
て
い
く
か
・
そ
こ
で
自
分
は
ど

め
ま
し
た
@

(
文
写
真
H
迎
合
)
も
・

著

書

矧

し

て

で

プ

の

園

開

づ

ム

運
ん
で
来
る
ん
だ
か
ら
・
も
う

か

…

目

、

票

躍

(
吉
田
共
同
法
律

た
ち
は
、
わ
が
家
に
と
っ
て
、

ひ
務
所
を
訪
ね
た。

う
い
う
監
に
在
る
の
か

。

壬

陽
子

ヨ
l
ロ
y
パ
で
十
四
年
回
収
や
め
れ
ば
、
入
手
が
浮
く
で

圃
.

.

 ，
附
!
陵
E
L虻
ら
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
レ
l
ル

川

事

務

所

)

か

ら

「

今

腕

沖

電

気

の

と

つ

の

季

節

を

迎

え

る

た

の

し

み

仕

事

、

そ

の

他

の

用

車

と

を

す

き

が

い

の

般

本

u

に
も
ふ
れ
る
思

型

ら
し
て
、
海
外
の
鉄
道
信
し
よ
う
し
ね

。

』

----E週

を

は

ず

す

の

は

大

問

題

だ

・

国

民

〈

人

を

連

れ

て

帰

る

か

ら

阜

く
帰
つ
に
な
っ
て
い

る

・

ま

せ

て

田

町

の

駅

に

普

い

た

の

が

い

で

あ

の
夜
を
思
い
出
し
な
が

hh
/

満
寿
夫
国
語
、
私
鉄
が
倒

4aa温司
一4
の
た
め
に
ど
れ
ほ
ど
役
立
っ
て
き

川

て
き
て
」
と
電
話
を
か
け
て
き
て
も
っ
と
も
、
一
番
喜
ん
で
待
つ
十
時
、
高
柄
さ
ん
に
巡
ら
れ
て
争
ら
、
次
に
会
え
る
臼
を
心
待
ち
に

k--
一
上
げ
す
る
な
ら
、
む
し
ろ
値
下
げ

E

た
か
を
評
価
す
べ
き
だ
と
思
う
・

川

八
島
さ
ん
と
中
野
さ
ん
に
会
っ
た
て
い
る
の
は
こ
人
の
子
ど
も
た
ち
議
回
附
属
パ
ン
ド
(
?
)
の
練
習
し
て
い
る
・

(

大
内
)

h------a圃
E
F
し
た
方
が
競
争
力
が
つ
く
ん
じ
ゃ

川

の
が
鼠
初
の
よ
う
な
気
も
す
る
の
(
小
五
、
小
二
)
で
、
日
頃
忙
が
後
の
コ
ン
パ
の
聞
に
策
内
さ
れ

-
F一

い
彊
遡
な
い
の
・
私
鉄
は
鉄
道
で
も
き
っ
か
寸
民

営

化

で

は

l
l
i
-
-
J

川
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a開
〆

三

町

是

く

て

も

沿

線

で

も

う

け

る

十

「

i
l安
く
な
ら
な
い

i
L
…
⑧
⑧
⑮
③
③

G

「
差
別
を
撤
廃
さ
せ
た
ん
だ
と

，h
卜

i
-
m
国
鉄
は
も
う
け
な
い
で
カ
ん
4

川

沖

電

気

の

運

動

会

議

甲

子

空

洞

い
う
き
び
で
、
一
綜
で
す
・
参

J
4
J噛

aa・
っ
て
や
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
人
間
陽
子

私

は

七

歳

の

時

か

ら

演

満

寿

夫

民

営

化

し

で

も

、

園

川

曹

達

、

年

末

行

商

の

注

文

川

加

で

き
て
よ
か
っ
た
」

幽
P4

に
と
っ
て
番
だ
っ
た
か
ら
・
教
奏
旅
行
で
歩
い
て
き
た
か
ら
、
演
鉄
は
き
な
ら
な
い
だ
ろ
う
・

1
第
五

d

は
自
治
労
滋
賀
県

…

家

族

と

し

て

争

議

団

員

の

参

加

実

現

「神

事

事

浅

利

中

山

さ

ず
い
ぶ
ん
親
し
み
ま
し
た
・
日
本
育
と
同
じ
で
、
も
う
け
ち
ゃ
い
け
奏
会
場
以
外
で
は
、
乗
物
の
中
が
く
が
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
し
て
い
た

川

本
部
か
ら
で
レ
た
・

い

ん
の
仕
事
差
別
問
中
件
の
た
た
か
い

の
国
鉄
は
時
間
が
正
憾
だ
け
ど
、
な
い
、
も
う
か
る
は
ず
が
な
い
仕
社
会
の
と
と
や
人
生
の
と
と
を
学
時
も
、
民
営
化
さ
れ
た
鉄
道
の
白
川

V
ニ
O
O人
近
い
沖
電
気
争

一

指

名
解
雇
後
の
沖
電
気
で
は
、
容
加
さ
せ
な
い
」
と
い
う
差
別
の
働
組
合
の
代
表
な
ど
が
、
沖
電
気
の
奮
闘
が
今
回
の
結
果
に
つ
な
が

海
外
は
ル
l
ズ
。
そ
れ
に
改
札
も
取
だ
と
思
う
・
国
立
大
学
が
も
う
ぷ
場
所
だ
っ
た
・
旅
に
不
都
合
は

l
カ
ル
線
が
ど
ん
ど
ん
廃
止
さ
れ
川
議
団
と
そ
の
家
旗
が
楽
し

…

企
業
の
発
展
を
大
義
と
し
、
配
転
強
行
と
闘
っ
て
、
は
ね
返
し
ょ
参
争
議
の

H

戦
場
復
帰
に
よ
る
早
期
っ
た
と
思
う
」
な
ど
、
五
昧
回
さ

ル
l
ズ
・
駅
を
出
る
時
、
キ
ッ
プ
か
ら
な
い
か
ら
や
め
る
、
と
い
う
つ
き
も
の
だ
し
、
あ
り
が
た
い
と
て
、
地
域
住
民
が
困
っ
て
い
た
。
川
い
正
月
が
迎
え
ら
れ
る
よ
一
出
司
、
長
時
間
残
業
、
低
賃
金
の
加
H

を
勝
ち
と
り
ま
し
た
・
解
決
ω
と
と
も
に
、

「運
動
会
へ
ん
や
仮
痘
さ
ん
は
感
想
を
述
べ
て

を
回
収
し
な
い
か
ら
、
無
銭
旅
行
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
・
思
う
気
持
ち
が
先
で
す
ね
。
ダ
サ
利
益
の
た
め
じ
ゃ
な
く
、
国
民
の

い

う
に
、
年
末
の
財
政
活
動

川
抑
し
つ
け
な
ど
、
一
層
の
「
合
理
会
社
の
組
織
変
更
に
よ
り
、
首
の
差
別
を
や
め
な
さ
い
」
な
ど
抗

い
ま
し
た
・

し
よ
う
と
思
っ
た
ら
で
き
る
・
陽
子
国
鉄
峨
日
が
無
愛
想
だ
く
て
も
汚
く
て
も
い
い
、
だ
れ
も
た
め
に
走
る
の
が
国
鉄
な
の
で
、

川

に
と
協
力
く
だ
さ
い
。

・
化
」
が
進
行
・
年
三
月
に
発
足
し
た
電
子
応
用
事
議
と
要
請
を
行
う
な
ど
の
支
緩
行

「臓
楊
復
帰
」
も
早
期
に
実
現

満
痔
夫
ぽ
く
な
ん
か
、
背
年
な
ん
て
い
う
け
れ
ど
、
外
国
の
方
が
乗
れ
る
国
鉄
で
あ
っ
て
ほ
し

利
益
追
求
の
方
向
に
走
ら
せ
る
の
川
V
健
康
に
注
意
レ
て
、
元
気

刊

現

在
は
「
ア
タ
y
ク

ω」
の
運
業
部
(
約
七
三
O
人
)
の
第
一
回
動
も
・

さ

せ

た

い
で
す
ね
・

時
代
に
、
ひ
ろ
っ
た
キ
ッ
プ
で
無
が
も

っ

と

無

愛

想

・

日

本

の

国

鉄

い

。

は

き

ゃ

な

い

か

-

M

に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
・

…
動
を
唱
え
、
一
人
、
ひ
と
り
が
一
議
会
(
十
月
主
百
)
か
ら
の

0
0万
円
の
宛
上
げ
も
、
飢
せ
ら
五
昧
回
(
ご
み
た
)
さ
ん
、
坂
垣

色

が

白

骨

札

替

機

仇

れ

、

改

善
提
案
運
動
の
強
化
事
さ
ん
の
こ
人
の
奥
さ
ん
(
と
も
に
、

よ
ち
に
な
コ
た
り

い
て
い
ま
す
.

沖

沼

気

争

機

回

)

の

排

除

攻

繋

に

争
帥
酬
を
支
同
盟
す
る
労
働
者
に
対
し
、
「
家
族
ぐ
る
み
の
参
加
は
、

は、

Q
Cサ
ー
ク
ル
や
親
睦
会
か
会
社
の
方
針
で
も
あ
り
、
あ
た
り

ら
の
排
除
、
仕
事
や
賃
金
な
ど
の
ま
え
」
、
と
反
撃
が
行
な
わ
れ
ま

差
別
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
.

す

.

工

場

前

で

の

宣

伝

.
東
京
都
労

東
京
地
区
で
は
、
浅
利
・
中
山
働
委
員
会
、
神
電
気
の
労
働
組
合
、

さ
ん
の
仕
事
取
上
げ
事
件
で
勝
利
総
務
部
、
十
月
十
日
に
は
、
社
長

し
ま
し
た
が
、
今
度
は
「
家
族
で
宅
に
も
出
か
け
、
婆
務
行
動
を
行

も
争
犠
回
日
だ
か
ら
、
運
動
会
に
い
ま
し
た
.
ま
た
新
宿
地
域
の
労

(4) 第 79号

一
池
田
満
寿
男
さ
ん
、
佐
藤
陽
子
さ
ん
夫
婦
一

一
国
鉄
の
「
分
割
・
民
営
化
」
を
批
判
一

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会二ユース1985'"奪三1 1 月 1 日

ゾゥ漏

玉三・2
γ ')・ 合、

モ・ょ
こト.3
モ'1"(て
〈友

く

OJ; ~雪主さ
い x、

cァ、 r、

で宅主将
1:二 し、

市G¥
ヘ。キ-
っち、 、

τ. 

大
内
さ
ん
(
右
〉
と
沖
電
気
争
議
団
の

八
烏
さ
ん

298 

五味固さん・板垣さん(会場で)

川
9
月
初
日

安
中
公
嘗
闘
争
の

川

決
起
集
会
.
サ
ン
ス
イ
争
議

川

で
本
社
包
囲
行
動
。

川
9
月日
μ
白

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

川

〈本
圧
市
、
八
五
O
O人
)

川
9
月

η
日
1
お
自

家
族
会
。

山
9
月
お
白
神
電
気
本
社
前
で

川

昼
休
み
抗
議
行
動
.
国
家
機

川

密
法
反
対
港
区

(東
京
)
策

川

会
.

川
9
月
U
日

拡
声
梼
規
制
反
対

川

の
シ
ン
ポ
ジ
ュ

l
ム
。
東
和

川

タ
イ
プ
決
起
集
会
.
日
本
テ

川

レ
ピ
本
社
前
、
総
決
起
保
会
。

川
9
月
刊
日
日
東
京
統
一
労
組
懇

川

定
期
大
会
・
東
京
争
波
研
究

川

会。

川
q
月
刊
日
日

潜
・
平
和
コ
ン
サ

川

l
ト
.

川
9
月
間
口
日
1
初
日
東
京
母
醐
掛

川

大
会

川

ω月
1
日

東

芝
ア
ン
ベ
ッ
ク

川

ス
争
議
団
の
支
飯
共
闘
会
議

川

の
結
成
集
会
。
高
崎
裁
判
.

川
叩
月
2
日

水

俣
病
東
京
交
流

山

集
会
・

川

ω月
5
日

池

貝
・
日
産
争
開
細

川

団
の
決
起
集
会
(
神
宮
肘
川
)・

川

ア
メ
γ
ク
ス
争
議
の
本
社
へ

川

の
抗
綴
行
吻

川
ゆ
月
4
日

電

開
閉
総
行
動
。

川
叩
月
5
日

国
民
寓
廿
山則
前円
糊
築

川

が

総
会
.
全
国
オ
ル
グ
出
発
。

川
川
月
8
日

目

立
メ
デ
ィ
コ
決

川

起

集
会
・
デ
l
タ
シ
ョ
ウ
会

川

場
前
で
宣
伝
行
動
.

川
刊
月
刊
白
血
役
宅
へ
要
部
。

川
叩
月
刊
日
巡
民
の
船
倣
迎
熊

川

会
.

川
間
月
ロ
日

東
京
争
議
団
の
O

川

B
会・

東
京
統
一
労
組
惣
の

川

「
大
企
業

・
交
流
会
」

川
山
川
月
υ
同日

東
京
総
行
物

川
叩
月
げ
日
東
京
裁
判
。

川
叩
月
刊
旧
日

東
和
タ
イ
プ
照
会



5万人の「支媛する会」を

私 たちは生i!<る将軍季IJ、f創〈憎利 を守るために沖

電気の仲間 を物心両面ヵ、ら励まし、必ず勝利させ

たいと忠います。困離な長期の闘いも予想されま

すので、一人でも多〈の7，がこの「会」に加入し

全面勝利を闘い とるまでご支援くださるよう 心 か

らよびかけ ます。(r支鑓する会」よびかけよ り)

会 費 l口 2口0円 /月

1985草 1 2月 1巴指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

支援する会事務局

事務所東京都港区三回

3一一 2一一20.話 (03) 451-3515 

郵便口座 口座番号

東京 6-75240

加入者名 沖電気の不当解雇

を撤回さきせる会

発

行

所

第 80号

一キ
、

た

ω

そ
し
て
解
雇
か
ら
九
カ
月
目
壮
く
ん

・
五
歳
)
を
迎
え
に
行
く

に
、
神
縄
出
身
の
晃
(
現
・
臼
歳
)
の
は
晃
さ
ん
の
仕
事
と
な
っ
て
し

ー
ー

さ
ん
と
結
婚
し
た
.
争
議
回
日
と
ま
う
.
ゃ
っ
ち
ゃ
ん
と
自
宅
へ
帰

H
M

結
婚
し
た
ふ
く
み
さ
ん
に
職
場
の
っ
た
頃
、
ふ
く
み
さ
ん
が
家
に
普

ん

D

人
は
、
だ
れ
も
口
を
聞
い
て
く
れ
く
・
そ
し
て
再
び
、
晃
さ
ん
は
、

さ
;

艶

な
く
な
っ
た
・
会
社
へ
行
く
の
が
家
を
飛
び
だ
し
争
議
団
の
仕
事
に

語

軒

つ
ら
く
苦
し
い
時
も
あ
っ
た
・
そ
号
、
帰
宅
は
毎
夜
遅
い
。

a，
=

気

ん
な
時
に
、
や
さ
し
く
励
ま
し
て
「
ノ
ン
ビ
リ
屋
の
、
お
父
さ
ん

と
電

)

榊

ι
く
れ
る
の
が
、
争
議
団
員
の
晃
さ
が
争
議
の
中
で
、
ド
ン
ド
ン
鍛
え
…

右

く
，
ん
・
全
国
オ
ル
グ
で
地
方
へ
出
か
ら
れ
て
人
間
と
し
て
大
き
く
な
川

け

れ
壮

け
て
い
る
時
で
も
、
夜
の
八
時
す
っ
て
い
く・

昔

、

沖

電

気

量

一

さ

ノ

す
惇

R
ぎ
に
は

「今
日
は
ど
う
だ
つ
た
・

場
で
、
上
手
に
支
媛
が
訴
え
ら
れ
山• 

九
戸
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.
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っ
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追
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み
さ
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の
だ
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司
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れ
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に
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た
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で
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を
か
け
願
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、
八
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一
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一
日
出
産

社
.
夜
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校
へ
進
学
し
た
.

ら
れ
た
.

「
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ろ
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ろ
一
と
、
つ
ら
予
定
の
第
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子
が
、
元
気
な
子
で

夜
間
高
校
で
は
、
多
く
の
事
を
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い
取
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
が
ん
ば
あ
る
と
と
・
そ
し
て
、
争
識
が
勝

ん
だ
が
、
一
番
は
「
弱
い
人
た
ち
っ
て
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と
・
明
日
は
、
会
社
を
辞
利
し
て
、
家
謀
旅
行
を
す
る
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と
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「
争
議
団
に
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す
る
よ
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な
道
さ
れ
た
の
は
、
ふ
く
み
さ
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け
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と
、
お
互
い
に
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け
め
て
ゆ
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職
場
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だ
っ
た
.
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で
あ
る
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工

人
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、
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を
や
め
た
ら
ど
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な
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流
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た
か
ら
と
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と
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」
だ
っ
た
と
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・

ま
で
、
あ
ま
り
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っ
た
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気
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司
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激
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る
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簡
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く
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っ
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憧
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.
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.
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回
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近
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さ
ん
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し
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り
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を
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業
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争
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京
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ほ
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仕
事
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磐
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ぶ
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受
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。
そ
う
い
う
い
ま
は
、
炭
労
と
匹
敵
す
る
闘
状
で
す
ね
・
し
か
し
職
場
に
は
い
弱
点
を
克
服
す
る
闘
い
が
大
切
だ

一

関
わ
り
で
積
極
的
に
共
闘
会
鍛
結
う
組
合
を
つ
ぶ
す
た
め
に
は
、
国
っ
ぱ
い
問
題
が
起
っ
て
い
る
わ
け
と
思
う
ん
で
す
み
・

川
-
白
井
克
郎
さ
ん
(
東
京
都
)

.
海
原
さ
ん
(
東
京
証
券
取
引

山

…

成
に
診
加
レ
た
わ
け
で
す
.

労
を
た
た
か
な
き
ゃ
い
か
ん
と
い

で
、
そ
う
い
う
意
味
で
神
の
解
庖
神
電
気
の
筋
合
、
全
面
各
地
に
山
野
菜
一
箱
.

所

)

お

茶

.

除

服
.

う
乙
と
で
、
攻
撃
が
そ
こ
ま
で
き
撤
回
闘
争
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
支
援
の
行
商
で
ま
わ
っ
て
い
く
な
川

・
鎌
田
弘
之
さ
ん
(
埼
玉
県
)

・
荒
木
寅
市
さ
ん
(
山
形
県
)

川

A

、A

、ch
て
い
る

・

て

い
る

と

思

-

之

か

で

、

い

ま

ま

で

結

び

つ

い

た

と

川

服

・
や

か

ん

な

ど

。

柿

・

一
-Y
一
F
均

そ
う
い
う
組
合
を
体
制
の
主

主

主

そ
の
後
の
労
働
運
動
と
の
な
い
労
働
組
合
が
つ
な
が
ニ
・
小
田
さ
ん
(
東
京

・
港
区
)

・
民
放
労
連

・
東
京
支
部
連
・
川

ト

ヒ

ー

、

九

為

ひ
っ
ぱ
り
と
ん
で
い
く
一
連
の
攻
の
変
質
ぶ
り
を
み
れ
ば
、

そ
の
頂
て
き
た
、
そ
れ
を
通
じ
て
そ
の
地

川

衣

類

・

婦

人
部

婦
人
衣
類
・

• 

」
一
一

J
ノ

F
川
l'

撃
の
は
じ
ま
り
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
点
に
立
つ
先
制
攻
撃
で
す
ね
)
域
に
新
ら
し
い
運
動
が
お
と
せ
る

川
・
神
山
さ
ん
(
国
労
・
汐
留
)

.
伊
麟
次
男
さ
ん
(
宮
城
県
)

川

と
思
う
ん
で
す
ね
-

V
黒
川

も
う
ひ
と
つ
問
題
な
の
よ
う
な
キ
ッ
カ
ケ
が
出
来
た
ん
じ
川
お
孫
子
・

お

米

ω句
-

V
中
山

な
ぜ
沖
電
気
で
指
名
解
三
池
争
犠
が
指
名
解
雇
を
撤
回
は
、
企
業
別
単
位
組
合
が
闘
え
な
ゃ
な
い
で
す
か
・
川
-
栓
寝
貞
喜
さ
ん
(
愛
媛
県
)

・
平
和
島
競
艇
労
働
組
合

屈
が
お
ζ

っ
た
の
か
と
い
う
ζ
と
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
と
と
が
、

い
で

敗

北

し

て

い

っ

た

筋

合

に

、

川

み

か

ん

二

箱

・

配

念

品

・

で

す

が

・

そ

の

後

の

労

働

迎

動

に

と

っ

て

少

そ

の

上

の

産

業

別

組

織

、

具

体

的

川

・
日
寸
書
F
さ
ん
(
東
京

・
中

・
前
田
卓
さ
ん

(都
教
組
中
央
山

…

草

川

三
池
争
犠
の
あ
と
高
度
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
に
言
え
ば
電
機
労
連
が
、
さ

ら

に

争

議

団

の

…

ト

労

協
)
婦
合

さ

支

部

)
衣
類。

成
長
の
段
階
で
、
人
べ
ら
し
は
指
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令
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の
全
支
庖
を
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斉
に
攻
一
二
O
O人
の
指
名
解
服
を
認
め
合
が
闘
っ
て
い
た
わ
け
で
、
の
ち

…

め
上
げ
る
な
ど
闘
い
は
大
き
く
発
主
主
中
労
委
鴎
霊
童
け
に
乙
れ
は
労
働
運
動
の
犠
牲
者
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.
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入
れ
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裁
判
所
で
の
和
解
交
渉
も
進
め
ら
っ
た
わ
げ
で
す
ね
。
そ
の
前
の
一

l
ジ
に
賛
成
し
た
。
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の
時
、
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刊
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そ
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で
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乙
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八
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五
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指
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解
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私
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組
合
が
首
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り
に
質
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い
う
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と
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ら
つ
か
が
い
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い

と
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た

沖

の

指

名

解

印

字

申

撤

回

さ

る

ぞ

と

、

革

新

都

政

の

出

践

し

た

(

沖
電
気

争
議
団
)

300 

一歩すヌ祐¥玄げハて同八
V

ヒ
塑
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当

(2 ) 第 80号
指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

前
路大

分
冷
え
込
ん
で
診
り
ま
し
た
が
、
会
の

み
な
線
、
お
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
.

今
日
は
十
一
月
二
十
日
で
す
。

ζ
れ
で
、

闘
争
七
年
目
に
な
る
の
で
し
ょ
う
-
か
.
長
い

織
で
短
い
、
短
い
被
で
長
い
年
月
で
す
ね
.

で
も
、
一
人
も
按
け
る
人
が
な
く
闘
い
続

り
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
と
に
感
励
レ
ま
す
.

勝
利
の
白
ま
で
全
員
で
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

中
川
口
線
政
府
は
、
ま
す
ま
す
私
た
ち
国
民

の
首
を
し
め
あ
げ
て
き
て
い
ま
す
.
私
た
ち

だ
っ
て
い
つ
ま
で
も
、
馬
胞
に
さ
れ
つ
放
し

で
は
な
い
の
だ
と
い
う
ζ
と
を
、
見
せ
つ
け

て
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
い
ま
す
。

今
月
分
の
カ
ン
パ
同
封
し
ま
す
.

悠
さ
に
向
う
折
柄
、
み
な
線
、
お
体
大
切
に

草
々

俊

雄
さ
ん(慶

応
大
学
教
授
)
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4静
今月も匿名で(愛知一主婦より)

窃窃命勉争轡
-
争
穫
が
始
ま
っ
て
、
毎
月
必
ら
ず
励
ま

し
の
手
紙
と
一
緒
に
カ
ン
パ
が
届
き
ま
す
.

「
神
電
気

-m士
銀
行
は
全
員
を
峨
場
に
戻
せ
」

l

|
沖
電
気
に

「臓
場
復
帰
」
に
よ
る
争
議
の
解
決

を
迫
る
「
日・

引
沖
岡
山
気
総
行
動
」
は
、
十
一
月
二

十
日
に
お
こ
な
わ
れ
、
労
組
や
争
磁
団
な
ど
一
千
人

h

、

が
鯵
加
し
ま
レ
た

.

a

，

単
語
、
十
六
の
駅
頭
宝
盲
四
十
七
人
の
室

内

U

で
約
二
万
枚
の
ピ
ラ
震
・
匠
に
は
、
神
電
気
の
拠

n
U

点
と
な
っ
て
い
る
芝
盟
区
(
東
京

・
産
)
で
の

nu

、



か
、
オ
レ
に
出
来
る
と
と
を
や
ろ
は
目
に
み
え
な
い
.
し
か
し
、
い

運

動

の

発

展

と

世

論

の

包

囲

で

は

な

い

.

v中
山

大
変
な
こ
と
だ
と
は
思

う
と
鉱
が
っ
て
行
く
、

ζ
と
だ
と
ざ
と
い
う
時
、
ふ
り
か
え
っ
て
あ
神
資
本
に
、
機
場
復
帰
を
真
剣
に

V
黒
川

や
っ
ぱ
り
勝
っ
た
と
き
い
ま
す
が
そ
の
点
は
我
々
も
充
分

思
》
つ
.
そ
う
い
う
点
で
争
犠
団
は
の
時
学
ん
だ
こ
と
が
プ
ラ
ス
に
な
検
討
さ
せ
る
と
ζ
ろ

迄

来

た

ん

だ

の

先

が

大

切

な

の

ね

。

心

し

て

闘

い

つ

づ

け

た

い
と
決
意

大
き
な
賀
献
を
し
て
い
る
.
っ
て
い
る
ん
だ
な
と
思
う
ζ
と

が

と

思

う

。

イ

ギ

リ

ス

の

有

名

な

一

九

二

四

し

て

い

ま

す

.

V
中
山

争

裁

が

は

じ

ま

っ

て

ま

あ

る

わ

け

.

こ

う

し

た

発

一
百
は
、
日
本

の

労

年

、

二

五

年

の

炭

鉱

ス

ト

の

例

で

い
ず
れ
に
し
て
も
来
春
が
勝
負

も
な
く
黒
川
先
生
K
も
お
願
い
し

必

死

に

な

っ

て

闘

っ

て

い

な

い

働

組

合

運

動

に

と

っ

て

電

要

な

一

す

り

ど

、

資

本

が

穣

歩

し

て

飲

め

と

考

え

て

い

ま

す

.

て
哲
学
、
経
済
な
ど
の
労
働
問
盛
と
こ
う
い
う
ζ
と
は
経
験
で
き
ま
つ
の
転
機
を
つ
く
る
も
の
で
は
な

V
大
牟
礼

沖
の
人
た
ち
が
七
年
や
歌
え
や
を
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
次
沖
沼
気
の
争
裁
が
ど
う
い
う
形

を
開
い
た
と
と
が
、
会
社
の
攻
務
せ
ん
ね
・

い
か
、
新
し
い
「
合
理
化
」
に
対
ど
ζ

へ
で
も
出
か
け
て
い
っ
て
お
に
パ
ッ
と
攻
撃
を
か
り
ら
れ
て
負
で
終
る
の
か
、
終
っ
た
あ
と
職
場

で
カ
ン
パ
が
集
ま
ら
な
く
な
っ
た

V
中
山

沖
争
犠
も
勝
利
し
て
、
す
る
闘
い
方
を
作
り
出
す
き
っ
か
互
い
に
労
働
者
の
自
覚
を
よ
び
さ
り
た
ん
だ
か
ら
ね
.
二
四
年
に
勝
で
の
運
動
を
ど
の
よ
う
に
逃
め
る

り
、
ビ
ラ
の
受
け
取
り
が
少
な
く
職
場
に
戻
る
こ
と
が
現
実
的
に
な
け
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
ま
し
て
い
っ
た
。
義
理
と
か
さ
れ
っ
て
二
五
年
に
負
け
た
.

か
、
奇
か
ら
考
え
て
闘
っ
て
行
く

月

な
っ
た
り
、
運
動
が
困
難
に
な
つ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
.
ζ
の
段
階
う
。

い
ご
と
だ
け
で
な
く
と
り
あ
げ
た

ζ
ζ
ん
と
ζ
が
大
切
な
ん
だ
よ

ζ
と
が
非
常
に
大
事
に
な
っ
て
き

ル
一

票

川

そ

れ

ぞ

れ

の

番

組

で

3
5
gど

す
る
た
と
実
そ
れ
を
の
り
越
え
る
の
の
闘
い
と
勝
利
の
義
に
つ
い

て

レ

l
ニ
ン
は
労
働
運
動
は
飛
飽
き
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
り
ね
争
議
終
結
と
い
う
の
は
そ
て
い
る
と
思
い
ま
す

∞
一

織
の
わ
く
を
唱
え
て
、
争
犠
回
も
な
か
で
活
動
家
の
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流
が
ひ
ろ
が
に
大
変
役
立
っ
た
・

お

結

い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
性
と
漸
進
性
の
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と
し
て
と
ら
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い
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も
の
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@
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我
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園
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一
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
.

厳
、
務
り
を
も
っ
て
闘
う
わ
け
ね
.

そ
れ
に
職
場
に
い
た
と
き
は
実
す
.

え
る
面
が
あ
る
と
一
冨
っ
て
い
る
ん
め
て
沖
電
気
争
臓
を
支
え
る
力
に

一
V
黒
川

職
場
の
い
ろ
ん
な
問
題
乙
ん
な
不
当
な
ζ
と
許
せ
る
か
践
的
な
教
育
も
本
格
的
に
受
げ
て

V
黒
川

指
名
解
雇
は
不
可
能
だ
で
す
が
、

つ
ま
り
、
じ
っ
く
り
前

な
っ
て
き
た
わ
け
だ
ね
・

竺

を
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
、
蓄
を
と
へ
で
も
童
を
求
め
て
行
い
な
か
っ
た
ζ
と
芸
品
じ
ま
と
い
う
乙
と
を
は
っ
き
皇
せ
る
へ
進
ん
で
い
く
と
い
う
積
み
か
さ

ζ
れ
は
大
変
な
力
に
な
っ
て
い

8
一
回
の
よ
う
に
闘
わ
な
げ
れ
ば
と
思
く
・
そ
の
必
死
な
姿
を
み
て
労
働
レ
た
ね
・

た
め
に
も
非
常
に
重
要
な
意
味
を
ね
が
あ
っ
て
飛
闘
が
あ
る
と
。

く

と
思
う
・
そ
れ
が
注
目
さ
れ
て

主

っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
・
そ
注
意
か
わ
っ
て
行
く
、
そ
れ
が
労

V
黒
川

闘
い
と
い
う
の
は
一

歩

も

っ

て

い

る

@

指

名

解

雇

を
置
さ
せ
る
と
い
い
る
。

一
内
に
と
じ
こ
も
っ
て
い
く
ら
考
え
働
者
を
結
び
つ
り
る
原
点
だ
と
思
一
歩
つ
み
あ
げ
ら
れ
て
い
く
ん

だ

池

貝
争
議
の
場
合
は
不
当
労
働
う
と
と
が
、
日
本
の
労
働
運
動
の
み
な
さ
ん
が
ど
う
決
泊
を
つ
け

)

一
て
も
出
来
な
い
.

ぅ

.

付
と
、
そ
れ
が
あ
る
時
期
パ
l
y

行
為
だ
と
い
う
乙
と
が
は
っ
き
り
飛
脳
に
ひ
と
つ
の
重
要
な
キ
ッ
カ
る
か
、
そ
の
後
ど
う
な
る
か
と
い

け
一

争
議
支
媛
と
い
う
ヰ
ッ
カ
ケ
で

ζ
れ
が
験
場
に
と
じ
ζ
も
っ
て
と
開
花
す
る
・

し
た
レ
、
神
の
場
合
も
、
指
名
解
ケ
を
与
え
る
ん
で
は
な
い
か
、
と
う
点
が
他
の
争
議
団
に
影
響
も
与

鍛
り
、
お
互
い
に
顔
を
知
る
だ
け

い
る
人
間
を
も
、
な
る
ほ
ど
そ
う
学
習
も
そ
う
で
す
ね
・
そ
の
時

庖
の
必
要
が
な
か
っ
た
・

思

い
ま
す
・

え
る
し
、
資
本
も
そ
ん
な
に
甘
く

1985""12月 1巴

義
理
と

人
情
も つ

官
長
時
間
の
対
話
を
、
編

集
部
の
責
任
で
ま
と
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
.
(
様
)

抗
議
行
動
・
ス
ト
ラ
イ
キ
で
参
加
し
た
労
働
組
合
な

a
E
E

ど
も
あ
り
、
同
地
区
で
の
最
高
人
数
の
社
前
行
動
と

-

』

な
り
ま
し
た
・
港
共
闘
会
援
の
久
保
さ
ん
、
中
央
共

g
a
'

闘
会
磁
の
大
牟
礼
さ
ん
は
「
解
胞
の
不
当
性
は
明
白

U
n
u眠

で
、
全
国
で
連
帯
は
鉱
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
行
動

.. 
1
.
"
 

を
強
め
、

職
場
復
帰
に
よ
る
解
決
を
迫
ろ

-
Z
E
--』

呼
び
か
け
ま
し
た
・

げ

川

午
前
、
午
後
に
は
、
代
袈
団
を
編
成
し
て
、
白
土

4
M
M
q

銀
行
、
通
信
機
械
工
業
会
、
通
信
工
鍛
連
盟
、
労
働

川

t
H

省
、
通
産
省
な
ど
に
「
争
議
解
決
」
を
愛
情
し
た
・

旨

河

川
i

電

y

訓

沖
a

唱・・・n，ι
 

支援ーたたかい一連帯

「た
っ
た
一
回
の
残
業
拒
否
」
で
、

田
中

川

1
に

重
さ
ん
は
、
日
立
製
作
所
武
蔵
工
場
か
ら

川

引

め

解
雇
さ
れ
た
・
|

そ
れ
か
ら
十
八
年
間
格
…

河

た

子
な
き
牢
獄
」
と
闘
っ
た
田
中
さ
ん
は
今
、

一-，

nJ
四
+
四
歳
.
二
回
の
裁
判
に
も
勝
利
し
、
東

川

阿
川

J

京
高
裁
で
の
股
終
憎
側
面
暫
面
を
編
集
し
た
も

川

つ

患

の
が
蓄
で
す
・

国
家
を
牛
耳
る
巨
大
企
業

川

吋フ

H
日
立
製
作
所
の
無
法
を
許
さ
な
い
た
め
に

川

あ
な
た
も
一
冊
.
(
申
込
み
は
事
務
局
へ
)

、白ノ

H

円

川

nυ
川

《
H

V

iμ

r
h
d

川
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dmく
婦
人
の
権
利
を
守
ろ
う
レ
と
れ
…

n
v
b
t
ヨ〓y
¥
戸、
A
S守

J
i市
川
N

L

一

品名
A
H
V
7、
品
川
事
一

-fふ
人
協
釦
匁
必

l
S由
忠

ο

一

点
一
の
男
女
差
別
徹
底
帽
を
め
?
す
全
金
日
産
支
九

て
一
部
ぢ
ご
首
群
園
C
争
議
を
闘
フ
ご
い
る
婦
山

一
人
を
中
山
巴
百
七
十
乏
越
え
る
労
組
・
民

一
主
団
体
が
取
組
叫
町
、
の
ぺ
二
千
人
が
記
号
籾

一

一J
U

#
ま
j
u
七

ん

.

山

一

三
の
行
動
の
一
環
で
あ
る
沖
電
気
本
社
九

一
抗
訟
行
動
は
十
時
ず
つ
行
わ
れ
、
婦
人
労
山

一
働
者
を
中
川
に
三
百
人
ゲ
努
明
・
十

一
月

一
六
日
の
利
得
交
渉
を
ふ
ま
え
‘

7
沖

4

意
気

一
は
験
湯
復
帰
を
決
断
せ
よ
L

と
婦
人
た
ち

一
の
明
る
い
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
が
響
ぎ
わ

一
し
た
り
ま
し
た
.

一

ま
た
‘
労
働
脚
省
文
渉
C
は
勢
初
し
た
婦
叫

一
人
た
ち
は
つ
あ
兎
び
労
働
条
件
ご
働
か
せ

一
る
ね
ら
い
を
持
フ
た
男
す
雇
用
傍
会
灼
等
一

一
法
が
立
志
化
ざ
れ
、
十
月
ロ
は
労
働
省
が
"

一
そ
れ
を
ざ
の
に
押
し
追
わ
る
か
イ
ぃ
ト
ラ
イ

一
ン
を
車
問
表
し
だ
た
の
、
婦
人
労
働
者
は
一

居
唱
血
聞
き
ロ
く
く

g
っ
た
L

に
訴
え
ま
し
た
，
山

沖
電
気
争
議
団
の
婦
人
か
ら
は
「
七
年
川

前
の
合
理
化
む
婦
人
労
働
活
の
四
人
に
一

人
か
の
叱
め
さ
せ
ら
れ
だ
・
乏
の
中
に
は
、

妊
娠
中
の
婦
人
が
三
人
ち
い
た
・
生
休
の
刈

取
得
ち
合
理
化
後
、
三
十
戸
る
下
か
っ
た
」

と
淀
べ
ま
し
た
・
常
働
泊
側
は
、
寸
各
担
叶

当
官
ロ
塗
絡
し
、
検
討
さ
せ
ま
す
」
と
返
い

答

レ

ま

レ

た

，

(

沖

電

気

争

議

団

ニ

ュ

ー
ス
)

川
間
月
幻
自

m
-幻
集
会
・
拡
声

川

鰭
規
制
反
対
の
昼
デ
モ
・

川

ω月
刊
ω
日
沖
電
気
東
京
地
区
宣

川

伝
行
動
・
神
電
気
争
議
支
鐙
中

川

央
共
闘
会
議
の
事
務
局
会
議
。

山
川
月

μ日
中
央
区
(
東
京
)
支

川

俊
す
る
会
が
定
例
g
伝
.

川
刊
月
日
日
日

全
部
大
符
動
・

川
内
月
初
日

公
害
総
行
動
・

川
川
月
初
日

国
家
機
密
法
盛
島

一
川

(
東
京
)
抽
出
会
・

一
川
刊
月
1
日

目
立
武
蔵
争
議
の
決

一
川

起
集
会
・

一
川
円
月
2
日
日
本
鋼
管
緊
急
総
行

一
川

励
.

ιpl
、

れ

れ

」

一
川
竹
月

4
日

ふ
る
さ
と
線
ま
つ

斗

守

持

』

，

G

、

パ

一

川

!
1
1
11
1
61
1
Il
l
i

-
-
川

り
・
神
電
気
社
長
宅
へ
抗
磁
行

警
抑
制
川
護
義
援
泌
霊
祭
安

川

拘
束
伸
製
鋼
・
団
結
ま
つ
り
・

4
L
V
iE
戸

‘
品
位
届
陪
.
‘
編
制

FrhV4松

山

完
:
?
書
f
c同
開
{幼叫江

川
刊
月
6
日

沖

電
気
争
議

・
再
開

さ
72J申
請
二
一

;
3
J
JJt

川

、3
5
4
5
b
z
Lへ己主治竹内
'fJVJbvLT令《

川

和
解
第
一
回
.

か

げ

や

ま

ま

さ

岬

き

川
け
月
7
日
千
代
田
区
労
協
・
山

中

国

地

方

オ

ル

グ

の

報

告

影

山

政

行

さ

ん

…

自
主
さ
ん
の
ご
く
ろ
き
ん

川

会
.

十
月
五
日
か
ら
十
一
月
十
回
目
前
回
を
上
廻
る
五
十
五
団
体
か
ら
取
を
は
じ
め
洗
濯
ま
で
し
て
い
た

川
竹
月
8
日
婦
人
の
総
行
動
・

ま
で
の
約
六
週
間
、
中
間
地
区
へ
の
協
力
を
得
て
、
成
功
す
る
と
と
だ
き
、
オ
ル
グ
で
の
疲
れ
を
い
や

川
刊
月
?
自

白
電
玉
川
・

賃
金
差

オ

ル

グ

に

行

っ

て

き

ま

し

た

・

中

が

で

き

ま

し

た

。

す
ζ
と
が
で
き
ま
し
た
・
感
舗
の

川

別

闘
争
支
同
盟
す
る
会
発
足
鎖

国
地
方
は
今
回
で
四
回
目
と
い
う
広
島
で
は
、

不
当
解
雇
と
腕
つ
気
持
で
一
杯
で
す
・

川

会・

ベ
テ
ラ
ン
の
佐
藤
辰
美
君
と
、
初
て
い
る
高
瀬
、
小
林
さ
ん
を
は
じ
全
国
ど
と
へ
行
っ
て
も
、
闘
う

川
竹
月
間
日

東
和
タ
イ
プ
工
場

め
て
の
私
と
の
コ
ン
ビ
で
し
た
・
め
と
し
た
第

一
学
習
社
の
仲
間
に
伸
聞
が
い
る
ζ
と
を
、
肌
で
感
じ
、

川

祭
・
新
興
サ
ー
ビ
ス
団
結
交
流

私
が
争
議
中
の
ア
ル
バ
イ
ト
と
事
務
所
を
借
り
て
ピ
ラ
作
り
や
、
沖
電
気
争
揺
が
さ
ら
に
大
き
く
な

川

会
(
岩
手
)
・

し
て
働
い
て
い
た
乙
と
も
あ
る
ニ

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
と
、

親
っ
た
ζ
と
を
実
感
で
き
た
中
園
地
川
竹
月
日
日
マ
ス
コ
ミ
総
行
動
。

チ
モ
ウ
キ
グ
ナ
ス
労
組
の
下
関
工
身
に
な
っ
て
相
敵
し
て
も
ら
い
ま
方
の
オ
ル
グ
で
し
た
・

川
竹
月
日
同
日

栄
総
行
動
(
名
古

川
=-ZE-ZE--==
=-
ZE--
=-
E
E
-
-
Z支
部
、
広
島
支
部
で
は
温
か

く

し

た

・

ま

た

休

日

に

は

、

喜

一

語

議

選

業

…

§

・
首
都
労

働

者

総

量

川

達

、
秋
の
全
国
オ
ル
グ
川
迎
え
ら
れ
て
、
「
ζ
と
ま
で
室
長
り
に
つ
れ
て
い
っ
て
い
た
だ
一

EF--F53さ
手
必
ず
、
川

一
は
、
年
末
の
物
品
販
売
、
募

川
が
進
ん
で
く
れ
ば
、
あ
と
一
歩
だ
・
き
楽
し
い
思
い
出
を
作
る
ζ
と
が
一
古
川
は
月
刊
日
聖
地
気
本
社

川
H
H
月
何
回

努
忠
実
同
行
動
・

川
金
の
雲
間
と
と
も
に
、
各
地
川
し
か
し
こ
れ
か
ら

が

大

変

だ

か

で

き

ま

し

た

・

一

問

、

抗

日

踊

行

動
-
mM
時
市
分
5
川

沖

電
気
争
議
官
主
同
盟
・
品
川
区
(
東

川
で
、
沖
電
気
や
臼
士
銀
行
へ

川

ら
、
し
っ
か
り
が
ん
ば
れ
よ
/
」

岡

山
は
、
オ
ル
グ
の
た
び
に
泊
一

古
川M
月
刊
は
日
第
一
口
回
和
解
交
川

京
)
共
闘
会
議
が
発
足
・

川
の
支
底
抗
議
・
要
請
の
運
動
川
と
激
励
さ
れ
ま
し
た
・

ら

せ

て

も

ら

っ

て

い
る
岡
山
の
オ
一
渉
・
東
京
地
裁
日

F
、
凶
時
川
刊
月
日
間

B
1げ
臼
機
関
紙
・

ミ

川
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
・

川

口
士
銀
行
、
神
電
気
の
要
騎
行
パ
チ
ャ
ン
(
木
下
純
子
さ
ん
)
宅

一

閃
分
1

山

一
一
コ
ミ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・

別

EE--==
-Ez----EE
--EE--
--zh
動
は
、
今
回
で
二
回
目
で
す
が
、
に
十
二
日
間
も
お
世
話
に
な
り
食
一
・
さ
そ
い
あ
っ
て
鯵
加
を
〆

川
刊
月
W
日

岳
南
鉄
道
の
昼
休
み

川

抗

鰭
行
動
.

青
果
匂
う
仲
間
さ
ま
ざ
ま
の
争
議
団

γ月
初
日
沖
電
気
争
議
七
年
・

多

国

畔

人

さ
ん

(

新

俳

句

人

連

盟

会

員

)

川

芸
品
管
比
谷
集
会
・

(4) 第 80号指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

「
働
く
婦
人
の
権
利
を
守
れ
」
と
寸

H
'

S
婦
人
の
続
行
恥
到
し
が
繰
り
広
げ
・
つ
れ
、

各
企
業
へ
の
抗
議
行
動
々
各
省
庁
交
渉
が

行
わ
れ
ま
し
た
，

ウ
)
の
総
行
財
ほ
、
沖
電
気
争
議
団
を
は

じ
め
生
休
の
不
当
何
百
賃
金
力
げ
ト
と
闘
う

全
金
タ
ワ
ダ
シ
ス
一
プ
仏
、
家
族
手
当
支
給

1985年 12月 1日

す
時二ニ

光
一
射
す
み
手
品

2
T局、
vm
解
右
n
河
し
品
別

/
T
tて
肉
h
t
H品

7
・、

三
洋
骨
、
』
れ
を
議
向
え
の
枠
K
芳
働
意
K
L
1
q

主
帝
1
4
兆
円
叩

1
乏
r1
，

昔
寸
ハ

氏
句
抗
句
雨
明
丸
T
ほ
立
小
企
由
主
力
何
者

4pι

、司

2・u
、
日
苦
労
側
主
勃
h
払
引
し
い

ア
喪
t
マヲ
t
い
3
k
m町
悶

VZA--

、萩
判
肉
争
J

，

vXよ
い
よ
ヤ
マ
渇
1
迎
え
1
N
E
K
き
け
て
色
町
す
す
炉
、

最
後
ま
で
向
符
I
f
h
め
、
「
八
月
e
h
q

号
麻
晴
海
『
咋

b
清
利
t
か
ち
ヒ
』
ノ

、
?
?
?
祈
ヲ
t

お
り
ま
す
.

向
?
阿
川
相
仁
周
年
t
迎
士
E

K

当

1
問
中
資
金
灯
、
ん
モ
ヅ
斗
A
l

i--九
州
川
崎

f
r
t
ぃ

.

v

v

k

ι

f

H

J

九
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ム
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ユ
B
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司
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Y司こ

久

長
司
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1986年 1月 1目指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

支援する会事務局

事務所東京都港区三 国

3-2-20 

.鱈 (03) 451-3515 

駆使口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名沖電気の不当解雇

を撤回させる会

発

行

所

揮事81電量(1 ) 

叫地刊
は
ふ
ω

・一ヒ
つ
ク
吟

β
・

ひとし

事ei-r OfeIさ
TIII~ ， ... .1ん

i族長長ア免 が味岡:

i ."5<:男ン許 BZI草山:
ー五 ・・ 物将県 i
曲歳 失広 .棋 . . 

: ~..，.:;人島ガ・ A : 
三三盆はカス魚 B ; 
夫童保 l 溶フ宅 i

晶 母 ブ鏡ラ
家守・フのイ鍾

長
女
を
背
負
っ
て
保
育
闘
の

(

O

)

も
う
七
年
で
す
・
そ
の
っ
て
い
る
の
に
は
、
感
心
し
ま

送
迎
を
す
る
姿
に
、
近
所
の
人
事
で
時
々
げ
ん
か
も
し
ま
す
す
・
休
日
に
は
、
早
期
の
ト
レ

か
ら
は
「
本
当
に
よ
く
や
る
お
が
、
一
日
も
早
い
「
職
場
復
帰
」

l
ニ
ン
グ
も
し
た
り
し
て
健
康

父
さ
ん
ネ
」
と
ほ
め
ら
れ
る
お
を
願
っ
て
い
ま
す
。
管
理
に
も
気
を
つ
け
て
い
ま

父
さ
ん
で
す
.
争
時
曜
と
三
人
の
子
育
て
に
迫
す
.
お
父
さ
ん
と
、
げ
ん
か
を

結
婚
す
る
前
に
、

「
争
識
は
わ
れ
余
裕
の
な
い
毎
日
で
す
し
な
い
為
に
も
(
9

)

今
年
と

三
年
く
ら
い
で
解
決
す
る
」
の
が
、
そ
の
中
で
、
自
分
の
時
間
そ
、
勝
利
を
/
と
私
も
頑
張

言
襲
を
信
じ
て
結
婚
レ
た
の
に
を
つ
く
り
、
気
分
転
換
を
は
か
り
ま
す
.

(
凄
・
明
子
さ
ん
)

指
名
解
庖
後
す
ぐ
結
婚
し
た
私
っ
て
も
ら
い
安
心
し
て
治
療
す
る

た
ち
で
す
・
結
婚
当
初
は
、
将
来
こ
と
が
で
き
ま
し
た
・
今
で
は
、

へ
の
不
安
や
実
生
活
の
こ
と
で
よ
子
ど
も
遣
に
は
甘
く
や
さ
し
い
お

く
ケ
ン
カ
を
し
泣
か
さ
れ
た
り
、
父
さ
ん
で
す
が
、
私
に
は
口
う
る

お
父
さ
ん
は
争
議
の
こ
と
ば
か
り
さ
く
ガ
ミ
ガ
ミ
よ
く
言
う
ん
で

優
先
し
、
家
庭
を
か
え
り
見
な
い
す
・
夜
も
お
そ
く
ま
で
オ
ル
グ

と
思
い
別
れ
よ
-
?
と
考
え
た
ζ
と

(?
〉
を
や
っ
て
い
る
よ
う
で
、

も
あ
り
ま
し
た
.
し
か
し
、
昨
年
酒
を
飲
ん
で
帰
る
日
も
多
い
で

私
の
三
カ
月
に
お
よ
ぶ
入
院
生
活
す
。

で
、
お
父
さ
ん
は
私
と
子
ど
も
遺
体
に
気
を
つ
け
て
お
父
さ
ん
吋

の
世
話
や
家
庭
の
と
と
を
よ
く
や
ン
パ
レ
/

(嚢
・
恵
宇
さ
ん
)

阪神傍.9券
巴里竺笠j

…
山
口
県
.
A
型
.
ハ
ン

…
パ
l
グ
が
大
好
き
.
野

一
球
は
タ
イ
ガ
l
ス
の
熱

一
狂
フ
ァ
ン
.
趣
味
で
野

一
球
、
サ
ッ
カ

.事
務
聡

…
の
夫
人
と
長
女
王
歳
、

…
長
男
三
歳
の
四
人
家

一
族
・

一家族が紹介する沖電気争議団の寅年5人一

る」
'タ博z皇土手ろ、
守子守王泳法~

冬
に
な
る
と
、
遠
く
シ
ベ
リ
ア
あ
る
と
言
え
ば
聞
と
え
は
良
い
が

か
ら
渡
っ
て
来
た
寒
風
を
ま
と
も
皐
く
言
え
ば
強
情
な
の
で
あ
る
。

に
向
り
、
荒
れ
る
海
は
容
さ
き
ま
隊
経
に
は
太
鼓
に
ま
で
「
じ
ょ
っ

で
静
ま
る
ζ
と
が
な
い
と
い
う
厳
ば
り
(
強
情
っ
張
の
意
〉
太
鼓
」

し
い
自
然
環
境
の
下
、
五
人
兄
妹
と
い
う
の
が
あ
る
く
ら
い
だ
か
ら

の
末
っ
子
と
し
て
、
好
き
な
パ
レ
無
理
も
な
い
か
も
し
れ
な
い
.

ー
ポ
l
ル
ば
か
り
や
っ
て
育
っ
て
職
場
を
追
い
出
さ
れ
て
7
年、

来
た
の
が
私
の
女
房
で
あ
る
。
今
年
ζ
そ
職
場
に
帰
り
、
再
び
「
じ

長
い
冬
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
ょ
っ
ぱ
り
」
で
頑
猿
っ
て
も
ら
い

の
体
験
が
そ
う
さ
せ
た
の
か
、
な
た
い
も
の
で
あ
る
.

か

な

か

我

慢

強

く

、

頑

張

り

昼

で

(

失
・
道
明
さ
ん
)

国家機密法阻止、国鉄分

割 ・民営化反対、教育臨
調、地方「行革」、大型間

接税、医療改悪、右翼労
戦反対

一'86春闘勝利一
沖電気の仲間を
職場に戻す

2.21 ~モと狩
・立川市民大ホール
・午後 6時30分一

:菌毒 宅島理写葉 i
:人と 事 車すイ 県 :
家二務クるコ i 

:族 歳耳障ラ性ン A
.ののプ格、型
男失の ・登

2 の人liI~団山趣 2
子と会地 ・味

何
事
に
も
、
お
っ
と
り
し
て

い
て
寅
年
と
い
う
よ
り
も
ま
る

で
亀
さ
ん
・
と
と
ろ
で
ζ
の
亀

さ
ん
、
子
育
て
真
康
中
で
な
か

な
か
忙
し
い
.
夜
遅
く
帰
宅
し

て
一
杯
飲
む
前
に
、
洗
濯
物
を

干
し
た
り
た
た
ん
だ
り
と
一
e
e

・

時
に
は
、
子
ど
も
た
ち
と
相

板垣てつ子さん

;守igj??E;
ヌ女沖 ・壬ボ A : 
v_， 十電学孟 l 型 :
出 気量時 Jレ

会均極量出器震 j

擦
を
し
た
り
、
絵
本
を
読
ん
で

あ
げ
た
り
の
大
奮
闘
で
す
.
先

日
、
紙
芝
居
を
読
ん
で
あ
げ
な

が
ら
、
話
が
お
も
し
ろ
い
の
で
、

自
分
が
銃
み
手
で
あ
る
と
と
を

忘
れ
、
笑
い
出
レ
て
し
ま
っ
た
、

ζ
ん
な
楽
し
い
面
も
持
つ
。

ま
た
、
ち
ょ
っ
と
の
時
間
を

見
つ
け
て
は
マ
ラ
ソ
ン
を
が
ん

ば
っ
て
い
る
、
昨
年
は
か
な
り

減
食
に
成
功
し
、
私
た
ち
を
締

か
せ
た
人
で
も
あ
る
.

今
年
ζ
そ
、
そ
の
行
動
力
で

解
雇
を
撤
回
レ
、
職
場
復
帰
を

勝
ち
と
っ
て
も
ら
い
た
い
。

(妻

・
千
香
子
さ
ん
)

山
口
県
.A
型
.
…川

趣
味
は
落
穏
を
一
川

聞
く
こ
と
.
好

ロ

物
は
か
ま
ぼ
こ
一
川

ガ
ス
溶
接
の
免

一川

許
・
簡
易
保
険
山

東
京
事
務
セ
ン

一
川

タ
l
に
働
く
夫
…
~

人
と
五
歳
と
三
一
川

歳
の
男
の
子
の
お

四
人
家
族
.

働之

者j

中
野
百
合
夫
さ
ん

結
婚
し
て
六
年
倦
怠
期
な

の
で
し
ょ
う
か
.
楽
し
い
は
ず

の
晩
酌
も
、
口
げ
ん
か
に
終
わ

る
と
と
が
多
い
ζ
の
頃
で
す
。

お
互
い
に
、
い
た
わ
り
が
、
た

り
な
い
と
思
つ
て
は
い
る
の
で

す
がう

ち
の
夫
、
年
々
広
く
な
る

額
に
年
よ
り
は
老
け
て
見
え
る

の
で
す
が
、
息
子
た
ち
は
「
お

と
う
さ
ん
、
か
っ
と
い
い
」
と

ほ
め
て
く
れ
、
惑
い
気
が
し
な

い
よ
う
で
す
.

好
き
だ
と
言
う
釣
り
は
、

テ

レ
ビ
を
観
て
は
「
い
い
な
あ
」

だ
け
で
実
現
せ
ず
で
す
。
土
問

も
日
間
も
な
い
争
犠
団
で
は
、

な
か
な
か
雛
レ
い
よ
う
で
す
.

時
に
は
、

ス
ポ
ー
ツ
も
し
て
健

康
に
注
意
し
て
は
レ
い
.

早
い
帰
宅
の
目
、
息
子
た
ち

と
一
緒
に
遊
び
、
寝
て
し
ま
う

の
が
楽
し
み
な
、
わ
が
夫
で
す
.

(嚢

・
智
寿
子
さ
ん
)

勝
利
告
げ
る
ビ
ラ
ま
く
あ
し
た
の
訪
れ
の
み
ひ
た
す
ら
に
描
く
わ
た
し
の
未
来
図

うち(争議団)の

トラ弘は『:人⑩通」持
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(2 ) 鋼管8 1喧F指名解雇 された沖寝室気の仲間を支援する会ニュース1986年 1月 1目

ーいま学校では…教師の体験を聞く。

見、3まヤ
「
学
校
な
ん
て
大
雪
い
・
み
ん
な
で
命
削
る
か
じ
め
、
体
罰
」
で
の
痛
ま
し
い
草
が
報
道
さ
れ

、

以

燃

焼

げ

…浦

町

…
鳴
い
ム
符
…
い
ん
池
川
一
品
物
議
…

'EzdtJ

ら

。

先

生

は

も

っ

と

き

ら

い

、

弱

っ

た

、

官

官

ふ

み

つ

学

校

で

の

子

ど

も

た

ち

は

ど

う

な

っ

て

い

る

の

だ

ろ

。

。

…

け
る
か
ら
」
。
十
五
歳
の
命
富
ら
絶
っ
た
中
学
三
う
か
と
心
配
や
不
安
の
声
も
で
て
い
ま
す
・

ζ
の

Zも
た

ち

を

前

に

し

て

(

一

庫

白

山

南

加

。

…

年
生、

尾
山
奈
々
さ
ん
が
書
き
残
し
た
一
嘉
手

。
松
本
ア
イ
子
先
生
に
、
子
ど
も
た
ち
の
、
現
在
と
学
校
で
は

・

t
A

M
n

博

用

品

川

o

m

(

日

世

間
十
し
く
な
る
ほ
ど

「い

棄
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
し
た

i
e
H日一
時

日

~g

時

制

M

M

L

…

i
i
i
i
j
uは
弓
i
3
3
3
3
3
3
3
3
3が
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
も
、
そ
れ

J

者

議

私

酢

ン

ま

ん

時

h
-理

i

，F

を
支
え
、
ま
と
ま
れ
る

学

校

」

を

、

私

ん

。

ι
。

き

義

ィ

う

さ

M

h
-
E
-
v
fJEMU

:
剛蹴害時間
ω

士

・・・闇幽
.... 

，

姓

区

制

生
か
さ
れ
て
い
ま
す

ι
o
r

で
ご
舗
立
一
子
々

選

輸
圃
・

Eaa闘
祖
国
.

.

 

，L
M
湖
北

「
リ
ー
ダ

ー

ぁ

zi

A
装

解

叫

刈

電

闘

記

運

劫

抵

准

，

曜
R恥
畠

田

・

・

町

内

地

内

山

…

…

…

一

一

一

点

叶

話

一

年

間

一

一

一

戸

港

一

川

川

町

お

お

党

議

…

4

園・・E隠
a

・・・・・司
F
A

の
大
変
さ
や
喜
び
六
年
生
と
レ
り
に
ζ
れ
か
ら
は
、
し
て
く
だ
さ

断

れ

は

規

C
気

気

ケ

さ

ん

W

4

・・・・園町湖
a

・・・・・可志・こ
4

4

2
叩
X

A

V

百
3
5
d
j

帆

一

v

v

'

単

一

川

議

国

川

電

電

ツ

屋

さ

制

4aaE曹
司

「

訪

問

皆川

体
罰
幡
町
影
響
季
、
議
一
日
裁
に
抗
全
品
沖
沖
ゼ
高
関
…

』

aa園
田

開

祖

司

、

「

北
砂
小
子
ど
も
ま
つ
り
」
に

f

jι

柑

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

鞘

4
・

、
三
;
突
き
3
2
1
1一
訟

で

ミ

と
り
く
ん
だ
子
ど
も
た
ち
は
次
の
子
ど
も
は
「
社
会
の
子
」
・
社
統
制
を
強
め
よ
う
と
狙
っ
て
い
ま

五

3
3
t
3
35
5
33
3
5
3
3
3
3
3
iも

企
居
先
下
千
仁
乙
ご
と
し
渇
1
d

無
関
心
に
な
っ
て
い
ま
す
・
こ
れ
よ
う
な
感
望
省
い
て
い
ま
す
・
会
の
貧
困
や
反
動
的
な
教
育
政
策
す
・

一

.

，

‘
時
と
し
て
、
現
実
か
ら
逃
げ
出
と
を
切
に
版
い
ま
す
・
富
竺

;vt

が
H

い
じ
め
H

に

」
と
顔
を
「
六
年
生
に
と
っ
て
は
、
愚
後
の
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の
自
立
の
「
子
ど
も
は
管
理
強
化
の
中
で

一

宥

司

書

悼

し
た
く
な
る
時
に
、
大
い
に
励
回
完
全
勝
利
に
向
け
て
、
が
ん
一

「子
ど
も
た
ち

ぎ

し

の

人

間

「

人
間
関
係
が
つ
く
れ
な
い
か
曇
ら
せ
ま
す
・
そ
れ
だ
り
で
な
く
、
子
ど
も
ま
つ
り
で
す
・

2で
は
坂
道
は
け
わ
し
く
、
と
と
の
ほ
か
は
、
絶
対
に
育
ち
ま
せ
ん
。
政
府

一

h
b
γ
タ
久

d
ま
さ
れ
て
い
ま
す
・
弱
い
者
い
ば
り
ま
し
ょ
う
・

一

関
係
が
と
て
も
子
く
な
っ
て
い
ら
、
友
だ
ち
の
心
も
思
い
や
れ
な
長
時
間
事
事
し
い
労
働
条
お
事
足
っ
た
の
で
今
度
ば
か
生
き
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
す
・
や
文
部
省
の
、

い

な

り

で

な

く

、

一

ぷ

λ

一
ベ
山
一
一
ご
じ
め
に
対
し
て
ま
何
事
の

V
日
野
川
勇
一
さ
ん

(
栃
木
)

一

ま
す
・
そ
レ
て
テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
い
。
友
人
を
傷
つ
け
る

i
f
gざ

る

を

い

り

は

そ

う

は

い
か
ず
お
世
話
「
『
学
校
は
未
来
を
つ
く
る
と
乙
先
生
の
自
由
な
発
禁
生
か
さ
れ

一

回

ム

毎

回
結
で
は
ね
か
引
す
ほ
か
あ
り
職
場
を
変
革
す
る
闘
い
は

…

詰

刊

誌

一

訪

日

目

立

記

一

寸

十

九

日

れ

れ

即

時

計

四

日

科

目

1Mlぃ
日

!

日

時

計

v三
紅

白

ι日
比

一

一

必

N
-
A
V
計

斜

計

一

一

ぅ

日

目

白

一

日

一

…

も
た
ち
も
室
生
、
最
近
ハ
ム
図
で
な
こと一
言
っ
た
つ
り

』
と
い
と
指
摘
し
ま
す
。

手

作

り

コ

ー
ナ
ー
の
せ
わ
、
ほ
く

教

師
た
ち
は
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
で
き
る
の
で
す
。
臨
教
容
の
教
師

一
V
紙
本
辰
雄
さ
ん

(神
戸

)

毎

月

霊

高

き

な

の

で
、
力

歩
な
の
で
す
・
が
ん
ば
っ
て
下

一

遊
ん
で
い
る
子
が
少
な
く
、
公
園
う
ふ
う
に
、
傷
つ
け
る
ζ
と

に

も

は

、

ζ
れ
ま
で
な
れ
な
い
仕
事
を

て

の

管

理

統

制

で

は

子

ど
も
を
ダ
メ

一

職
場
の
人
に
年
末
カ
ン
パ
を
ン
パ
は
で
き
ま
せ
ん
・
慈
し
か
さ
い
・
平
和
な
未
来
を
築
く
た
一

が
ス
カ
ス
カ
だ
と

と
言

さ

ら

一

生

懸

命
や
り
ま
し
た
。
今
年
の
と
こ
ろ
が
、
教
育
撃
と
銘
う
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
四
O
入
学
一
訴
え
た
ら
、

一
万
五
千
三
百
四
ら
ず
御
了
承
下
さ
い
。
働
い
て
め
に
・

一

い
で
す
」

と

松

本

先

生

は

諮

り

ま

子

ど

も
ま
つ
り
は
一
味
ち
が
っ
と
っ
て
出
さ
れ
て
い
る
中
曽
根
首
相
堅
実
現
実
育
の
自
主
性
と
そ

一
十
円
集
ま
り
ま
し
た
の
で
、
す
も
、
生
活
で
き
な
い
賃
金
|
定

H
H事
務
局
だ
よ
り

1

一

す

・

思

い
ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
の
「
臨
時
教
育
審
議
会
」
(
臨
教
大
事
に
す
れ
ば
、
学
校
は
ま
と
ま
一

ぐ
送
り
ま
す
・

年
後
の
一
般
的
状
態
と
言
え
る
@
沖
宣
言
議
七
年
の
記
録
一

先
生
の
学
級
(
六
年
)
で
テ
レ

い

ろ

い

ろ

な

思

い

出

が

で

き
、
み
密
)
は
、
子
ど
も
た
ち
を
救
う
ど

り
、
体
闘
や
非
教
育
的
な
ζ
と
は

一
V
松
本
美
紀
子
さ
ん

(釧
路
)
で
し
ょ
う
。
処
恒
な
レ
で
す
。

「り
ん
ご
の
樹
は
育
つ
」
の
映

一

ピ
ゲ
l
ム

の

調

査

を

し

ま

し

た

。

ん

な

で

楽

し

く

や

っ

た

か

ら

で

乙

ろ

か

、

子

ど

も

た

ち

の

背

お

つ

な

く

な

り

ま

す

」

と
き
っ
ぱ
り
。

一

沖
電
気
争
犠
団
の
明
る
さ
と

V
橋
本
上
矢
さ
ん

(
群
馬
)
函
は
好
評
で
す
。
上
映
運
動
を

一

そ
れ
に
よ
る
と
、
=
一
+
四
人
中
、

す

.

て

い

る

重

荷

(

受

験

地

獄

、

ス

シ

松

本

さ

ん

に

数

多

く

の

教

職

員

一
強
さ
に
、
組
合
の
曾
記
と
し
て
反
動
へ
の
突
破
口
と
な
る
乙
全
国
各
地
で
行
い
ま
し
ょ
う
・
一

テ
レ
ビ
ゲ
l
ム

の

本

体

を

持

っ

て

た

と

え

ば

、

ぼ

く

が

う

れ
し
い
づ
め
学
級
、
退
廃
文
化

)
を
の
姿
が
ダ
ブ
り
ま
す
・
先
生
の
が

い
る
子
が
二
十
二

人

・

テ

レ

ビ

ゲ

の

は

、
ナ
イ
フ
を
使
っ
た
ζ
と
の
何
ひ
と
つ
解
決
し
よ
う
と
は
し
て
ん
ば
り
と
、
「
い
じ
め
、
体
罰一

l
ム
の
テ
1
プ
を
平
均
十
本
持

つ

な

い
一
年
生
が
、
も
く
も
く
と
ゃ
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
と
ろ
か
、
子
掃
」
、
臨
教
審
反
対
、
信
頼
さ
れ

て
い
て
、
飯
高
四
十
本

持

っ

て

い

っ

て

い

た

乙

と

で

す

・
あ
の
手
つ
ど
も
た
ち
を
早
く
か
ら
能
力
で
差
る
学
校
づ
く
り
の

「教
育
の
共
同

る

子

も

・

そ
の
金
額
だ
げ

で

き

の

な

れ
な
い

一
年
生
が

一
生
げ
別

・
越
前
し
、
一
層
競
争
の
渦
の
事
業
」
が
父
母
、
国
民
と
共
に
、

も

相

当

な

も

の

に

な

り

ま

す

が

、

ん

め

い

や

っ

て

い

た

の

で

か

わ

い

中

に

投

げ

乙

も

う

と

し

て

い

ま

す

ひ

ろ

が

り

つ
つ
あ
り
ま
す
・

子
ど
も
の
世
界
は
、
テ
l
ブ

の

貸

く

感

じ

ま

し

た
。

し

、

そ

の

た

め

に

、

教

師

の

管

理

し
借
り
が
人
間
関
係
の
鮮
に
な

り
、
一
日
一
時
間
も
二
時
間
も
ひ

と
り
ぼ
っ
ち
で
テ
レ
ビ
を
相
手
に

遊
ぶ
の
が
日
常
化
し
て
い
ま
す
・

み
ん
な
が

リ
ー
ダ
ー
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1 9 8 6年 1月 1日

乙
の
勧
告
は
、
沖
電
気
が
金
銭

に
よ
る
解
決
に
固
執
し
て
い
る
な

か、

「今
後
の
交
渉
の
き
っ
か
け
」

と
し
て
裁
判
所
が
出
し
た
も
の
.

沖
電
気
争
議
団
の
中
山
森
夫
さ

ん
は

「い
よ
い
よ
闘
い
は
、
正
念

場
を
迎
え
ま
し
た
。
今
春
が
勝
負

に
な
る
と
考
え
て
、
全
力
で
欝
闘

通
信
機
三
大
メ
l
カ
の

一
つ
益
、
三
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、

一方
、解
恩
後
の
職
場
で
は
、
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ、

八
二

神
電
気
工
業
〈
本
社
・

東
京

・
九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
年
十
一
月
に
は
、
支
復
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど
.
腹
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
神

議
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
俸
制
を

八
四
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経

九
O
年
に
は

一
兆
円
企
業
を

狙

争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
作
っ
た
。

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」

う
。
会
社
は
東
京
地
識
は
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見

八

四
年
秋
か
ら
は
、
全
国
規

と
称
し
て、

千
五
百
人
の
「
希

〆

ノ

〆

J

'

r

r

r

艇
の
運
動
に
発
展
、
仕
事
差
別

望
退
職
」
募
集
を
提
案
乙
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

を
や
め
さ
せ
た
・
東
京
地
裁
で

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

は

「

二

一

十
五
人
の
復
職
と
和
解

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企

カ
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
題

せ
し
め
を
強
め、

「合
理
化
」
金
」
の
勧
告
が
出
た
。

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の

を

続

行

し

て

い

る

。

八

六

年

、

神
電
気
争
議
は
最

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
意
織
改
革
を
す
る
と
と
」
と
鉦
沖
電
気
争
議
団
の
七
十
一
人
大
の
山
場
を
迎
え
て
い
る
・
あ

強
行
。
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、

一言。

労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
千
を
超
え
る
労
な
た
の
熱
い
連
帯
で
必
ら
ず
勝

百
億
円
近
い
史
上
最
高
の
利
視
レ
で
解
庖

K
乞
と
も
明
白
。
組
や
、
一
万
四
千
人
の
「
支
鐙
利
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

東
京
地
裁
が
和
解
勧
告
書

『犯
人
の
復
職
と
和
解
金
』

十
二
月
十
二
日
、
東
京
地
方
裁

す
る
決
意
を
固
め
て
い
ま
す
。
全

ん、
争
議
八
年
目
の
今
年
ζ
そ
「
職

判
所
(
民
事
第
十

一
部
)
で
第
日
国
の
み
な
さ
ん
の
よ
り
一
層
の
支
場
復
帰
」
に
よ
る
勝
利
が
で
き
る

回
の
和
解
交
渉
が
行
な
わ
れ
、
裁
援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
語
っ
て
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

判
所

(裁
判
長

・
白
石
悦
秘
)
か
い
ま
す
・

V
第
何
回
和
解
交
渉
は
、

2
月

ら
「
和
解
の
基
本
策
」
が
勧

告

さ

「

支

援
す
る
会
」
は

」
戻
せ
、

げ
日
で
す
・
東
京
地
裁
は
川
F
.

“

れ
ま
し
た
。

職
場
に
ノ
H

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
支

持
か
ら
で
す
・
鯵
加
、
よ
ろ
し
く

援
を
続
け
て
き
ま
し
た
.
み
な
さ

お
ね
が
い
し
ま
す
.

A
和
解
の
基
本
案
V

一
、
被
告
は
、
本
件
原
告
ら
及

び
当
裁
判
所
八
王
子
支
部、

浦
和
地
方
裁
判
所
熊
谷
支
部

前
橋
地
方
裁
判
所
に
各
係
属

中
の
関
連
事
件
の
原
告
ら
七

一
名
の
う
ち
、
三
十
五
名
を

現
実
に
復
職
さ
せ
、
そ
の
余

の
原
告
ら
は
、
円
満
退
職
す

る
ζ
と
.

二
、
被
告
は
、
右
原
告
ら
に

対
し
、
和
解
金
を
支
払
う
ζ

と
.

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュ ース鋼管81宅'(5 ) 

-
高
橋
宣
雄
さ
ん
(
福
島
)

・
井
手
キ
ヨ
子
さ
ん
(
神
奈
川
)

り

ん

ご

一

箱

。

ケ

l
キ
一
箱
な
ど
。

-
埼
玉
総
合
法
律
事
務

所

・

鈴

木

幹

子

さ
ん
(
電
機
)

お
せ
ん
べ
い
.

コ

ー
ヒ
ー
な
ど
。

-
荒
木
寅
市
さ
ん
(
山
形
)

.
鈴
木
さ
ん
(
東
経
大
教
職
組
)

り
ん
ご
一
箱
。

観
劇
券
。

-
浦
和
法
律
事
務

所

.

斎

藤

ス

ガ

さ
ん
(
福
島
)

コ
ー
ヒ
ー
、
か
ん
づ
め
セ
ッ
ト
も
ち
.

-
松
尾
功
さ
ん

(静
岡
)

.
鈴
木
さ
ん

(
ア
メ
ッ
ク
ス
)

み
か
ん
二
箱
。

衣
類
。

・
大
竹
世
紀
子
さ
ん
(
福
島
)

・
具
志
堅
徳
慎
さ
ん

(
沖
縄
)

り
ん
ご
一
箱

a

サ
l
タ
ア
ン
ダ
ギ
(
お
菓
子
)

「
沖
電
気
は
職
場
復
帰
に
よ
る
争

・
梅
崎
弘
さ
ん

(千
祭
)
お
菓
子

・
松
本
憎
さ
ん

(京
都
)
酒
粕
。

援
の
解
決
を
し
ろ
」
と
、
神
電
気
本

-
2
-
5
7
1
i
4
i
f
-
-
2
1
2
=
Z
1e・e・-=JE
ee-ze--
f

社
前
の
昼
休
み
抗
議
行
動
は
、

百

五

あ

な

た

が

カ

l
ド
を
作
ろ
う
と

十
団
体
、
八
百
人
が
参
加
.

思
っ
た
と
き
、
サ
ラ
金
か
ら
お
金

中
央
共

闘

会

議

の

安

田

さ

ん

が

、

を

借

り

よ

う

と

思

っ

た

と

き

「キ

「行
動
の
強
化
」
を
訴
え
ま
し
た
・

ミ

な

ら

ど
う
す
る
?
」
そ
の
期
待

に
答
え
る
パ
ン
フ
の
登
場
だ

a

消

費
者
副
説
本
刊
行
編
、

B
5
版
、

犯
頁
。
申
込
み
は
、
清
水
洋
法
律

事
務
所
侃

(8
5
4
)5
8
3
1
.

12. 12 

中
央
区
支
援
す
る
会
が

ω

「沖
電
気
映
画
の
夕
べ
」
問

中
央
区

(東
京
)
沖
電
気

の

「
映
画
会
」
が
飯
初
の
上

争
穏
を
支
複
す
る
会
は
、
争
映
運
動
で
す
。

議
の
記
録
映
画

「
り
ん
ご
の

沖
電
気
争
識
を
知
ら
せ
、

樹
は
育
つ
」

を
観
る
タ
ベ
そ
支
援
を
組
織
す
る
武
鰭
と
し

開
催
レ
ま
し
た
。

て

、

全

国

各
地
で
の
上
映
運

隷

「
沖
電
気
争
議
の
ζ
と
が
動
を
発
展
さ
せ
ま
し
ょ
う
-

F

綴
M

よ
く
分
か
り
と
て
も
よ
い
.

F
S

職
場
で
も
上
映
会
を
し
た

日
本
の
う
た
ご
え

m
い
」
「
死
亡
さ
れ
た
伊
藤
き

祭
典
に
出
演
1

ん
の
顔
が
涙
が
出
て
き

(
て
、
つ
ら
か
っ
た
」
「
解
庖

さ
れ
た
人
が
こ
ん
な
に
が
ん

ば
っ
て
い
る
の
に
、
私
は

」

な
ど
な
ど
、
話
題
は
っ
き
な

い
「タ
ベ
」
と
な
り
ま
し
た
・

望
年
会
と
セ
y
ト
、
会
費

二
千
円
で
行
な
わ
れ
た
今
岡

本

社

前

行

動

に

川

八
百
人
肌

羽
田
本
の
う
た
と
え
祭
典

H

愛

と
平
和
H

ス
ク
ラ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

で

「赤
い
ゼ
ッ
ケ
ン
」
(
梅
原
司

平
・
作
)
と
「こ
ぶ
レ
の
防
波
堤
」

(中
島
修
一

・
作
)
を
演
奏
し
、

激
励
と
連
帯
の
拍
手
を
う
り
た
。

今
摩
品
川
1

現
白
内
主
役
穀
と
脂
仰
が
一
似
Z
花

し
た
ゆ
白
骨
官
二
組
兜
一
が
キ

J
ケ
と
な

1
F

A
山

O
X-さ
人

で

+

叫

し

た

・

きみはリッチ?

『左
の
パ
ズ
ル
の
二
重
マ
ス
の
文
字
を
、
組
み
合
わ
せ
て
、

言

葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
』

・
答
は
、
ハ
ガ
キ
に
・
い
て

「支

復
す
る
会
事
務
局
」
へ
、
お
送
り
く
だ
さ
い
.
一
月
ニ

O
日
ま
で

到
箸
分
か
ら
、
正
解
者
五
人
に
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
.

な
お
、
正
解
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
し
ま
す
.

+
出
題
者
は
、
支
援
す
る
会
、
会
員
の
百
瀬
邦
孝
さ
ん
で
す
.

A
タ
テ
の
カ
ギ
V

7
、
水
を
せ
き
と
め
る

1
、
幼
い
頃
の
え
ら
い
人

9
、
(
)
サ
ン
ド

2
、

カ

ゴ

泊

、
(
)
が
ま
わ
っ
て
き
た

3
、
メ
イ
の
反
対

円
、
う
で
ま
え

4
、
(

)
の
ズ
ボ
ン

mM
、
強
名
ど
う
も
(

)

5
、
絞
も
(
)
も
な
い
平
和
な
目
、
南
向
き
の
(
)

日
本
を

は
、
大
師
な
ど
の
霊
場

6
、
能
楽
の
詞

g

u

山
、
太
陽
の
(

)

加
、
類
人
強
制

引、

(
)
酒

お
、
(
)
酒

お
、
お
守
り
に
か
く
札

叫

ω
、
木
を
切
っ
て
(
)
に
す
る

幻
、
そ
ん
な
(
)
な

加
、
(
)
を
植
え
る

A
ヨ
コ
の
カ
ギ
V

B
、
労
働
者
は
(

)
せ
よ

川
、
結
城
(

)

刊は
、
将
棋
の
(
)
を
す
る

市
、
そ
れ
ひ
け
ワ
ッ
シ
ョ
イ

げ
、
(
)
に
ひ
ら
め
く

叩問
、
コ
プ
の
あ
る
動
物

円、

(
)
は
と
っ
て
も
苦
し
い

引
、
あ
な
た
を
英
語
で

位
、
す
き
と
お
っ
た
(

)

仰
、
(

)を
も
ど
す

お
、
(

)
ト
カ
ゲ

幻
、
鉄
腕
(

)

初
、
文
字
を
か
く
ζ
と

m、
(
)
太
郎

日州、

許
す
な
国
家
(
)

引
、
月
と
仏
と
お
ら
が
(
)
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(4 ) 構 81号指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニコース

八
五
年
一
月
、
レ
ー
ガ
ン
米
大
統
領
は
厚
木

の
代
醤
地
を
中
曽
根
首
相
に
要
求
し
た
・
十

二
月
四
日
政
府
は
再
度
、
三
宅
島
と
表
明
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1986年 1月 1日

周
辺
の
候
補
地
で
は
、
自
治
体

一

二
十
億
も
す
る
P
1
5
C
対
潜
を
含
め
た
大
き
な
反
対
運
動
が

…

と

ん

間

哨
戒
厳
を
、
厚
木
基
地
に
配
備
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

…

¥

和

H
F
局
す
る
と
と
へ
の
反
対
と
、
三
宅
己
た
中
か
ら
、
噴
火
災

…

…
，

ι

・

E
究

明

ド
ウ
ェ
イ
態
撞
の
夜
間
隣
諸
雲
仙
後
の
三
宅
島
に
狙
い
を
定

…

“
・・a
日

・

曹

司

E

l

-
-

』
圃
司

E
E
E
・廿
q

l

H
Z

-

F

E

E

(

陸
劉
帥
酬
を
中
止
さ
せ
「
静
か
な
め
て
、
代
替
基
地
の
般
置
を
浮

一

日
、

.
F

S
命

日

…
ず

，

』

人

夜
を
か
え
せ
」
と
い
う
切
実
な

上
さ
せ
た
も
の
で
許
せ
ぬ
行
為

一

，d
a

-

-

掴
唱
.

，

b
t
v

願
い
か
ら
始
め
た
も
の
で
し

で
す
・

• 

e
g

た
.

日
本
を
「
核
基
地
化
」
に
さ
せ

…

こ
の
間
「
厚
木
基
地
に
か
わ
な
い
た
め
に
、
私
た
ち
は
、
「
=
一

…

厚
木
基
地
を
抱
え
る
大
和
市
回
を
迎
え
ま
し
た
.

る
N
L
P代
替
基
地
を
促
供
せ
宅
島
へ
の
訓
練
地
露
大
反
対
」

一
で
は
、
毎
月
第
三
日
脚
日
に
定
ア
メ
リ
カ
の
咳
戦
力
を
補
完
よ
」
と
い
う
米
邸
側
の
強
い
要
を
、
三
宅
島
の
み
な
さ
ん
と
述

…

…
例
デ
モ
と
駅
頭
宣
伝
、
磐
名
な
す
る
、
海
よ
自
衛
隊
に

一
機
百
求
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
関
東

裕
レ
、
今
後
も
闘
う
決
意
で
す
.

/-i行
い
、
十
二
月
で
第
六

十
一

大
和
市
民
連
合
会
議
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

三
浦
次
男
さ
ん

「民
宿
経
営

J

J

「
反
対
す
る
会
」
理
事
」



1986'"奪三2月 1 日

5万人の「支援する会」を

私た色は生きる権利、働く樋利 を守るために沖
電気の仲間を物心両面から励まし、必ず勝利させ
たいと思います。困雛な長聞の闘 いも予想されま
すので、一人でも多〈の方がこの「会」に加入し
全面勝利を闘いとるまでご支援〈ださるよう心か
らよびかけます。(r支援する会」よびかけより)
会費・ 1口 200円/月

'86 
春
闘
で
沖
電
気
争
議
の
更
な
る
目IJ
進
を

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

支援する会事務局
事務所東京都港区三田

3一一 2-20
電話 (03) 451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240

加入者名 沖電気の不当解雇

を撤回させる会

発

行

所

M82号( 1 ) 

通
信
機
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
益
、
三
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
庖
後
の
職
場
で
は
、
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
二

神
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京
・
九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
年
十
一
月
に
は
、
支
媛
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
ニ
し
て
新
工
場
の
建
股
な
ど
.
厨
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
沖
議
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

八
四
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
九
O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
作
っ
た
.

醤
危
段
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」

-つ
・
会
社
は
東
京
地
裁
は
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
ど

の

、

見

八

四
年
秋
か
ら
は
、

全
国
規

と

称

し

て

、

千

五

百

人

の

「

希

模

の

運

動

に

発

展

、

仕

事

差

別

，f

，
 

望
退
職
」
募
集
を
提
案
と
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

を
や
め
さ
せ
た
・
東
京
地
裁
で

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

は

ご

ニ

十

五

人

の

復

織

と

和

解

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
磁
せ
し
め
を
強
め
、
「
合
型
化
」
金
」
の
勧
告
が
出
た
。

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
・
八
六
年
、
沖
電
気
争
議
は
愚

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
意
織
改
革
を
す
る
ζ

と
」
と
在
沖
電
気
争
犠
回
の
七
十
一
人
大
の
山
場
を
迎
え
て
い
る
・
あ

強
行
.
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
言
.
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
干
を
超
え
る
労
な
た
の
勲
い
連
帯
で
必
A
品
9
勝

百
億
円
近
い
史
上
履
高
の
利

視

し
ず
癖
履

k
~と
と
も
明
白
.
組
や
、

一万
四
千
人
の

「
支
媛
利
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

一

製
糸
が

t
E
F
m

日
本
の
基

E
疋

幹
産
業
の

む

凋

一
つ
で
あ

旬

、

み

っ
た
百
年

同
!
M
t
h
前
、
雨
宮

U4
R

お
醐
崎
製
糸
工
場

の
女
工
さ
ん
た
ち
が
、
日
本
で

股
初
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
し

た
V
働
ら
く
者
は
、
命
が
吋
で

闘
い
、
あ
る
時
は
ぬ
け
、
あ
る

時
は
勝
利
し
、
少
し
ず
つ
、
少

し
ず
つ
、
権
利
を
拡
大
し
て
き

た
V
い
つ
の
時
代
も
、
資
本
家

の
利
益
の
た
め
に
労
働
者
は
犠

牲
を
強
い
ら
れ
た
.
六
O
年
安

保
反
対
闘
争
と
同
時
に
闘
わ
れ

た
三
井
三
池
炭
鉱
闘
争
も
、
首

切
り
撤
回
は
実
現
で
き
な
か
っ

た
V
あ
る
時
は
、
松
川
事
件
、

三
鷹
事
件
の
よ
う
に
デ
y
チ
あ

げ
、
ま
た
あ
る
時
は
、
レ
ッ
ド

パ
l
ジ
の
名
で

・
い
つ
も
泣

く
の
は
労
働
者
や
市
民
だ
。
そ

ん
な
不
当
に
負
け
な
い
で
、
先

輩
た
ち
は
が
ん
ば
っ
た
V
私
は

神
電
気
か
ら
指
名
解
題
さ
れ

た
・
先
m
E
た
ち
が
、
命
を
猿
っ

て
礎
い
て
く
れ
た
H

栂
利
M

は

守
ら
な
け
れ
ば
と
闘
い
続
け
て

い
る
.
先
躍
だ
ち
に
勝
利
を
報

告
す
る
た
め
に

.

(
K
)

307 
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1986年 2月 1B 

度
反
映
し
て
い
る
か
の
問
い
に
、

あ
ま
り
反
映
し
て
い
な
い
、
全
く

反
映
し
て
い
な
い
、
組
合
に
期
待

し
て
い
な
い
の
合
計
が
三
四

・
七

路
〉香

員
長

し
か
し
従
業
員
一
人

ひ
と
り
が
自
分
の
会
社
だ
、
自

分
の
職
場
だ
と
い
う
意
験
を
ベ

ー
ス
に
持
た
な
い
と
、
発
展
が

む
ず
か
し
い
。

社
長

私
の
若
い
頃
は
、
い
つ

も
残
業
を
や
り
一
生
懸
命
仕
事

し
た
.

だ
か

PEい
っ
て

会
社
の
た
め
な
ら
女
房
を
質
屋

に
入
れ
て
も
、
と
い
う
意
識
は

な
か
っ
た
。

指名解雇 された沖電気の仲間を支援する会ニュース

わ
れ
て
こ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
.
B
コl
ス
の
あ
と
畿
会
が

あ
っ
た
の
で
、

社
内
に
ク
イ
y

綴
労
連
が
海
外
先
九
カ
国
の

ク
・
レ
ス
ポ
ン
ス
し
て
い
な
い
電
機
労
働
者
の
意
織
翻
査
を
行
な

と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
と
話
し
い
ま
し
た
が
「
会
社
の
発
展
に
康

恒
例
と
な
っ
た
労
組
委
員
長
と
・
て
お
き
ま
し
た
.
醤
を
つ
く
し
た
い
」
が
日
本
の
場

社
長
の
新
春
対
談
で
、
ほ
ん
と
う

γ

合
い
二
八

・
=
一
揮
で
、
ス
ウ
ェ

ー

に
展
開
量
が
み
え
た
だ
ろ
う
か
・
労
働
講
座

B
コl
ス
は
、
中
デ
ン
の
五
七

・
一
掃
な
ど
と
比
べ

央
委
員

・
執
行
委
員
ク
ラ
ス
を
対
低
く
日
本
の
労
働
者
の
企
錠
意
識

。
長
員
長
社
長
の
お
話
を
聞
い
…
設
に
昨
年
十
一
月
に
開
か
れ
、
社
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
・

た
B
コ
l
ス
の
感
想
に
「
社
長
長
が
講
師
と
し
て
招
か
れ
た
の
は
委
員
長
は
こ
の
結
果
に
危
倶
の

。の
お
考
え
と
職
場
で
受
げ
る
感
は
じ
め
て
の
と
と
で
し
た
・
念
を
示
し
た
よ
う
で
す
が
、
外
国

じ
と
の
問
に
ギ
ャ

γ
プ
が
あ

結
の
内
容
は
つ
ま
び
ら
か
で
は
駐
在
員
や
出
張
者
の

「G
N
Pは

る
」
と
い
う
の
が
か
な
り
あ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ト
y
プ
の
方
針
日
本
よ
り
低
い
か
も
知
れ
な
い
が

ま
し
た
・
社
内
の
方
針
展
開
が

を
職
場
に
徹
底
す
る
と
と
を
望
む
労
働
者
の
生
活
程
度
は
高
く
、
プ

十
分
で
は
な
い
の
で
は
な
い

ζ
と
と
、
組
合
員
の
意
識
の
問
に
ラ
イ
ベ

1
ト
タ
イ
ム
も
は
っ
き
り

か
、
と
い
う
印
象
が
し
ま
す
・
は
ギ
ャ
ァ
プ
が
あ
る
よ
う
で
す
・

し
て
い
る
」
と
い
う
声
に
も
耳
を

社

長

ト

ッ
プ
の
方
針
が
紫
阜
〈
昨
年
十
一
月
の
意
股
調
査
で
、
か
た
む
け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
・

く
各
部
聞
の
行
動
と
な
っ
て
現
組
合
は
あ
な
た
の
意
志
を
ど
の
程

'
E
'
a
E

・E
B
a
s
a
-
-E
E
J
TE
E
E
E
'
a
E

ゐっ

B
P芝
市
仇
旅

志
、

r@~~総国本よ切;いの￡

生活総高もも』念ぜだ?の芦

卑童三己

烹ミ譲す
会社観

栓・ |224EE-
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雲
員
長

C
W
Q
Cで
悪
い
と

こ
ろ
を
指
摘
す
る
の
も
い
い
ん

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
良
い
と

ζ
ろ
を
出
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
.

社
長

C
W
Q
Cで
や
っ
て
い

る
の
は
、
現
状
を
し
っ
か
り
一
認

餓
し
よ
う
と
い
う
と
と
で
す
か

ら
、
そ
の
中
に
は
悪
い
と
と
も

出
て
く
る
.
そ
れ
を
つ
ぶ
さ
な

り
れ
ば
な
ら
な
い
で
す
か
ら

ね
.
も
う
け
る
た
め
に
は
ロ
ス

・
ミ
ニ
マ
ム
だ
り
で
な
く
、
加

え
て
、
良
い
と
と
ろ
を
伸
ば
し

て
い
く
と
と
も
大
切
で
す
.

(5 ) 

国鉄労働者と連帯し、

国民の国鉄を守る連帯パッチ

幅|
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'隠82号指名解雇され た 沖電気の仲間を支援する会ニュース1986年 2月 1日

あげまして

おめでとうございます ⑨ 

一
部
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

!i.きるじは手折ら礼て

日射しを知らI.iい 屋根の下
jも11ん町危かに 1ーをか也て
人の幼りに身左ま官、性

短い命を たど準々かに
:I/.!¥申してパッ ι ~ることでしょう声、

F止さ吾ヒは..-rT'/.ヰさIv.It"して白
1.~i:威厳UiLlでくピξL\ ， 戸Fi.~ リの人
生日射しのI_~:; . t:oれよりるιMりとj;，v
f:l¥， ((;らb'Jt11LじJ

ι
 

と

と

、

)

よ

ル
と
、
)
『

)
ピ

h
ノ
ム
山

し
る
く
こ
め
同

左
げ
必
吾
り
沼

会
陶
射
て
知

6

2

1

位

に

止

と

ほ
り
レ
，
t
人

に

v
h

の
射
足
ん
H
J稔

る
道
臼
に

U
処

き

い

く

M
U
吾

じ

比
投
却
大
は
同

議脳

止さるじは立の下

イ中1.1とtfたけの 何倍ι
広げた校内 何イ古岳

大地に;呆く j世ま 1;;11っす
AA.のd ワlご 自然の~It じ
自分の!J2; 宥り合わιるこι

私たちの獣現j斗争る今年で六年目を@えま守

虎I.<J:千里を走るーのように、ねばり強く

前進します。本宝Etうどうそよろしく

お層買いレます
b喧

日ト
本ラ

ヲt

、、， Iーん4ご'1，'、、
刊二三、 一、

島詰併問戸叫

安川電機の賃金差別裁判を支1毒する会

干 807jt 11仲間八幡面区浅川台 2寸自

1番喜 3-405 
原野主主 TE L 093 (601) 0751 

J11 
文

美
子
さ
ん

沖
支
援
松
山
の
会

(
愛
媛
)
会
長

(作者)

……a~藩D‘UI還週'

南

②@③⑧ 
匁工坪持、約町時代1<-
杭~t 1-キ内グリVむ
う-~i事泊予fl.
1":げらトヲ*f<1lt'C'

む:tうトうにraf;Jれ.;)". 
開l"SI'lB の1<.li\l~今年

也
前
橋
合
同
法
律
事
務
所
@
水
沢
透
さ
ん
(
東
京
)

@
稲
垣
倉
造
さ
ん

(
群
馬
)

@
大
内
明
さ
ん

(
大
分
)

@
高
野
名
正
治
さ
ん

(北
海
道
)

由
木
下
清
子
さ
ん
(
岡
山
)

言語長山手 h 側線~1 ~I辻角i71222izi;討
!!???詰ii明感膨|;??:iziij扇子lzJ
)号制ドjii‘当選手b;現 時引き雪事 i;i

iiijiihZEjfi民主主主主昨季討
へせt-':I ~ ~ 7尋問 ι 捕 、ι尻T"./ ;醇 ( 訴さ と ・ ・ 紙15< d ・ さ - Iv '"り 3 岬己

;ii日??⑧;干ii門 戸詰ii
酒と文化と平和を愛する新宿の会 ; 里 会 主 宰

沖
電
気
解
雇
撤
回
の
ビ
ラ
配
る
一

団
を
組
み
薄
暮
の
街
ヘ

ど
う
ぞ
読
ん
で
下
さ
い

人
ず
つ
声
か
け
て
渡
す
ビ
ラ

冬
に
入
る
街
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5万人の「支援する会Jを

私たちは生きる償制、個!<権利を守るために沖

電気の仲間を物心両面から励まし 、必ず勝利させ
たいと 忠います。 困難な長期の翻いも予想されま

すので、一人てもも多〈の方がこの「会J に加入し

全面勝利 を闘いとるまでご支援くださるよう心か

らよびかけます。(r支援する会J よびかけよ り)
会 費 1口 200円 /月

発支援する会事務局
行事務所 東京都港区三国

所 3-2-20 

電路 (03) 451-3515 

駆使口座口座番号

東 京 6-75240 

加入者名 沖電気の不当解雇

を撤回させる会

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

第 83号

1 986年

3月 1日

|固2656日|

開 83号)
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{
 

はらのたつことばかりだが・…-

参加して「パツ」と明るくなった。

し
た
く
な
い
」
と
い
う
立
場
に

固
執
し
つ
づ
け
て
き
ま
し
た
.

今
回
の
交
渉
で
、
沖
電
気
も

職
場
復
帰
に
よ
る
争
議
解
決
を

考
え
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
も

二
月
十
七
日
、
+
四
回
目
の
争
議
団

・
会
社
側
双
方
が
向
意
の
争
議
は
職
場
復
帰
ぬ
き
に
は
の
で
争
犠
は
前
進
し
ま
し
た
・

和
解
交
渉
が
東
京
地
裁
民
事
け
し
、
い
よ
い
よ
争
議
は
股
大
の
解
決
し
な
い
」
と
再
三
、
会
社
し
か
レ
、
会
社
は
、
隠
し
合

部
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
.
前
回
ヤ
マ
場
に
入
る
ζ
と
と
な
り
ま
を
説
得
し
て
き
ま
し
た
が
、
八
っ
て
い
く
ζ
と
を
同
窓
し
た
だ

(十
二
月
〉
、
裁
判
所
が
一市し

し

た

・

五

年

六

月

、

会

社

が

出

し

た

築

け

で

、

臓

場

復

帰

の

人

数

や

条

た
「
①
お
名
を
現
実
に
復
職
さ
沖
電
気
は
一
切
の
話
し
あ
い
は
『
一
人
一
千
万
円
の
解
決
金
、
件
な
ど
只
依
的
内
容
を
決
め
る

せ、

②
和
解
金
を
支
払
う
」
と
を
拒
否
し
て
い
ま
レ
た
が
、
八
一
年
間
の
非
常
勤
嘱
託
採
用
の
は
今
後
の
た
た
か
い
に
な
り

い
う
基
本
案
を
土
台
に
今
後
の
四
年
五
月
に
、
裁
判
所
で
の
和
(
自
宅
待
機
)
』
と
い
う
金
銭
ま
す
。

和
解
交
渉
を
進
め
る
と
と
に
、
解
交
渉
に
応
じ
、
裁
判
所
・
ゑ
ζ

の
み
の
案
で
、

「
一
人
も
も
ど

J、;
ん

kc 夫

⑪
つ
ば
ぜ
り
あ
い
に
入
り
ま
し
た
・

庸

一
つ
一
つ
の
待
動
成
功
の
た
め
に
大

川

ι

き
な
ど
支
媛
、
と
指
導
を
お
願
い
致

品
叶

し
ま
す
.
(沖
電
気
争
勝
団
代
表
)

鍋

m
1
•• 

ん
kc 幸孝

③
神
電
気
争
犠
を
支
侵
し
て
、
本
当

ロ
木

に
よ
か
っ
た
と
、

言
え
る
よ
う
に
、

4
J
U

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
.

(
国
鉄
、
5

，tJ

・
6
南
部
集
会
の
実
行
委
員
長
)

映
画
好

欝

色

き
の
人
た

E
-
L
ち
が
運
動

己

調

の
中
で
創

e与

っ
た
ミ
一
一

川
‘

d

tau-
シ
ア
タ
ー

4

・
4
高

「

A
C
T」

が
特
別
企
画
を
行
っ
た
V

「松

川
耶
件
」
「
に
っ
ぽ
ん
ど
ろ
ほ

う
物
路
」
、
松
田
解
子
さ
ん
の

純
演
で
l
松
川
事
件
の
学
習
V

国
鉄
の
分
割
、
民
蛍
化
問
題
を

は
じ
め
、
権
力
に
よ
る
国
民
抑

圧
が
強
ま
っ
て
い
る
だ
け
に
、

診
加
者
は
多
か
っ
た
.
映
画
で

は
、
法
廷
闘
争
を
通
じ
て
、
田
畑

力
犯
邦
の
実
感
を
浮
か
び
あ
が

ら
せ
て
い
る
V
当
時
は
戦
後
第

一
の
反
動
攻
拘
日
本
中
に
燥

い
嵐
が
吹
き
荒
れ
た
.
そ
し
て

い
ま
、
労
働
戦
線
の
右
傾
化
、

教
育
臨
閥
、
国
家
繊
密
法
の
再

提
出
、
医
療
改
悪
「
行
革
」

と
当
時
に
よ
く
似
た
様
な
状
祝

に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
決

定
的
に
違
う
の
は
、
資
本
家
や

柵
力
の
狙
い
や
本
質
を
見
該
く

力
が
国
民
に
あ
る
と
と
だ
V
神

電
気
争
議
も
必

R
f
勝
利
す
る

と
確
信
し
て
い
る
し
、
そ
れ
が

社
会
進
歩
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と

思

う

.

(

正
)
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東京の地場産業からの緊急レポー

日
本
で
股
初
に
双
眼
鏡
が

つ
く
ら
れ
の
は
、
一
九
一
一

年
(
明
治
判
年
)
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
第
二
次
大
戦

終
了
ま
で
は
、
軍
用
で
し
た

が
、
戦
後
は
輸
出
を
中
心
に

急
成
長
し
、
世
界
の
双
眼
鏡

の
な
ん
と
七
五
痛
が
日
本
製

と
な
っ
て
い
る
。
(
日
本
輸

出
双
眼
鏡
工
業
組
合
)

jiiiiij:~!!!;!!!!:iijiiiii:! !日 !!!!l

日
本
の
大
企
業
の
儲
け
す
ぎ
は
、
対
外
摩
僚
を
激
化
さ
せ
て

い
る
。
対
米
貿
易
の
黒
字
額
は
年
間
で
五

O
O億
ド
ル
に
も
な

る
。
資
本
主
義
の
鰻
主
を
名
の
る
米
国
は
、
軍
事
費
の
膨
張
、

高
金
剥
政
策
、
ア
メ
リ
カ
産
業
の
弱
体
化
な
ど
で
つ
い
に
債

務
国
に
な
っ
た
.
ア
メ
リ
カ
の
危
機
を
救
う
た
め
の
処
置
と
し

て
円
高
政
策
が
取
ら
れ
て
る
。
大
企
業
ば
か
り
優
偶
す
る
日
本

政
府
に
見
拾
て
ら
れ
た
輸
出
関
連
の
中
小
企
業
の
経
蛍
は
危
機

だ
。
東
京
の
地
域
産
業
の
双
眼
鏡
、
お
も
ち
ゃ
の
場
合
は

主
力
は
パ
ー
ト
の
主
婦

中
曽
根
自
民
党
政
府
は
、
中
小
企
業
の

『
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ス
ク
ラ
ッ
プ
』
を
狙
っ
て
い
る
。

1ドル=182円(2/14)

争
石
川
憎
友
さ
ん
(
神
奈
川
大
学
術
産
業
で
あ
り
、

ζ
の
事
に
メ
ス

教
授
・
元
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
)
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
.

日
米
経
済
摩
療
を
見
る
跨
は
、
争
渡
辺
陸
さ
ん
(
明
治
大
学
教
侵

世
界
を
お
お
う
ア
メ
リ
カ
の
多
国
中
小
企
業
論
)

籍
企
業
体
制
、
(
権
力
H
政
府
)
金
利
高
、
貿
易
赤
字
は
、
レ
l

の
問
題
だ
と
考
え
る
必
要
が
あ
ガ
ン
の
経
済
政
策
の
破
綻
だ
。

る
。
ア
メ
リ
カ
の
有
力
企
業
は
防
対
日
愛
子

(五
O
O億
ド
ル
)

の
ツ
ケ
を
中
小
企
業
(
産
業
の
6

/
ゆ
)
に
ま
わ
せ
ば
、
内
需
誌
大

に
な
ら
ず
、
失
業
者
も
増
え
、
解

決
に
な
ら
な
い
.

e大
橋
ま
さ
よ
し
さ
ん
(
大
橋
製

作
所
取
締
役
・
中
小
企
業
家
同
友

会
)
不
況
の
上
に
円
高
で
、
経
蛍

は
大
ピ
ン
チ
だ
。
大
企
業
本
位
の

政
策
(
対
外
純
資
産
一

0
0
0億

ド
ル
、
世
界
一
の
債
権
国
)
を
変

換
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
国
は
駄
目

に
な
る
.

76年 77 78 79・前， 81・82・ω・倒， 85・飴

(
=
一
人
の
講
演
か
ら
)

|
|
金
属
玩
異
業
界
の
実
態
は

〈
業
界
〉
十
五
年
前
は
二
百
六

十
社
ぐ
ら
い
が
加
盟
し
て
い
た
東

京
玩
具
工
業
協
同
組
合
も
、
今
は

約
百
で
す
・
平
均
の
従
業
員
は
二

富士楽器玩具
藤田鉄雄社長

十
人
ぐ
ら
い
。
全
国
の
六
O
掃

を
東
京
の
下
町
(
盛
田
、
葛
飾
、

荒
川
)
で
生
産
し
て
い
ま
す
。

ー
ー
富
士
楽
器
玩
具
の
概
要
は

〈
藤
田
〉
従
業
員
も
少
く
な
っ

い
ま
す
が
、

ζ
れ
に
拍
車
が
か
か

る
の
で
は
.
お
も
ち
ゃ
市
場
の

四
割
近
く
が
、
フ
ァ
ミ
リ
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
で
奪
わ
れ
、
そ
れ
に
不
況
、

加
え
て
円
高
と
ト
リ
プ
ル
パ
ン
チ

で
す
よ
。

|

|
政
府
に
対
す
る
要
翼
は

〈
藤
田
〉
総
理
大
臣
は
円
高
が

好
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
が
、
我

々
は
、
犠
牲
に
耐
え
ら
れ
な
い
で

す
よ
.
気
の
弱
い
人
は
自
殺
を
し

た
人
も
い
ま
す
.
輸
出
が
滅
り
国

て
今
は
十
八
人
で
す
。
=
一
五
揺
が
内
市
場
の
奪
い
合
い
も
激
し
く
な

輸
出
で
す
。
商
品
は
、
木
琴
な
ど
っ
て
い
ま
す
.
円
高
の
メ
リ
ァ
ト

打
楽
総
が
主
で
す
.
(
差
益
)
を
国
民
に
還
元
す
べ
き

|

|
円
高
の
影
響
に
つ
い
て
は

だ
と
考
え
て
い
ま
す
し
、
融
資
だ

〈
藤
田
〉
昨
年
は
二
百
四
十
円
っ
て
大
企
業
が
優
偶
さ
れ
て
い
る

だ
っ
た
の
に
、
今
は
百
八
十
円
・
』

せ
め
て
利
子
ぐ
ら
い
待
っ
て
ほ

強
腰
に
な
る
と
、
仕
事
が
取
れ
な
し
い
。
共
産
党
の
松
本
醤
明
駿
ぬ

い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
.
年
々
が
国
会
で
要
求
し
て
い
た
の
を
聞

ホ
ン
コ
ン
製
に
市
場
を
奪
わ
れ
て
い
て
共
感
し
ま
し
た
.
(
謙
)

|おもちゃ|

お
も
ち
ゃ
ら
し
い
も
の
は

一
八
九
七
年
(
明
治
初
年
)

に
で
き
た
が
、
金
属
玩
具
は

戦
後
で
、
米
軍
の
払
下
げ
ブ

リ
キ
か
ら
始
ま
る
・
一
九
六

五
年
頃
は
、
輸
出
が
八
O
掃

と
で
、
ア
メ
リ
カ
の
市
場
の

約
四

O
揮
を
日
本
が
占
め

て
、
第
一
位
だ
っ
た
が
、
現

在
は
第
四
位
で
あ
る
。

司
喰

i

…

劃
醐

l
採
算
ベ

l
ス
に
つ
い
て
は
…

晶
子
社
夫
〈
業
界
〉
例
え
ば
、

7

器
f

E
子
恒
/
m

(
対
物
レ
ン
ズ
有
効
径
)
の
い

山
花
展
目
標
準
ロ
聞
の
輸
出
用
値
段
は
、
二
千
山

口
塚
石
七
百
円
で
、
二
十
年
前
か
ら
同
じ
山

塚

大

と

で

す

よ

。

こ

れ

は

、

量

産

高

札

』
、
技
術
の
ア
ッ
プ
で
努
力
し
て
き
た
川

I

守

か

ら

:

で

す

。

ζ
れ
だ
げ
「
合
理
い

化
」
し
て
き
た
の
で
ζ
れ
以
上
は

川

練
馬
区
に
集
中
し
て
お
り
、
=
一
ち
一
ド
ル
二
百
二
十
円
が
ギ
リ
ギ
山

ゃ
ん
企
業
(
か
あ
ち
ゃ
ん
、
じ
い
リ
で
す
.
メ
ガ
ネ
の
値
段
と
比
較

川

ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
)
も
多
い
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
プ
リ
ズ
ム
川

で
す
.

4

個
、
レ
ン
ズ

ω個
を
使
用
し
た

川

|
|
大
相
場
光
学
株
式
会
社
の
概
要

双
眼
鏡
が
三
千
円
も
し
て
な
い
の
川

〈
大
塚
〉
従
業
員
は
約
百
三
十
で
す
よ
。
部
品
数
は
、
二
百
も
あ

川

人
で
、
半
数
は
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
る
の
に
:
・

(

醸

)

刷

の
主
婦
で
す
.
練
馬
区
が
本
社
工

場
で
川
越
(
崎
玉
県
)
に
も
工
場

が
あ
り
ま
す
.
年
間
の
九
五
揺
が

輸
出
で
そ
の
半
分
が
、
ア
メ
リ
カ

向
け
で
す
.
東
京
、
冬
季
札
幌
の

|
|
双
眼
鏡
業
界
の
実
態
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
我
社
の
製

〈
業
界
〉
圏
内
で
の
消
費
は
二
品
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
.

O
弼
(
百
万
個
)
で
、
輸
出
が
八

|
|
円
高
の
影
響
は
ど
う
で
す
か

O
躍

。

〈

大
塚
〉
は
っ
き
り
言
っ
て
処

そ
の
金
額
は
、
ニ
百
十
六
億
円
置
な
し
と
言
う
と
こ
ろ
で
す
。
全

(
羽
年
)
に
な
り
ま
す
.
東
京
都
米
の
カ
メ
ラ
シ
ョ
ウ
で
も
、
具
体

内
の
生
産
量
が
全
体
の
六
O
掃
を
的
な
成
果
(
契
約
)
が
出
て
い
ま

占
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
板
橋
区
、
せ
ん
の
で
心
配
し
て
い
ま
す
固
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レ
ま

M
M
A
勺

昌

司

父

品

川

方

向

「
も
う
一
度
、
事
実
を
調
べ

て
ほ
し
い
。
息
子
た
ち
が
、
人

を
殺
し
て
な
い
ζ
と
が
、
分
る

は
ず

H

裁
判
所
が
事
実
調
べ

の
打
切
り
H

を
通
告
し
て
き
て

い
ま
す
.
審
犠
を
続
け
さ
せ
、

検
察
官
の
釆
提
出
記
録
な
ど

を
、
出
さ
せ
る
た
め
に
み
な

さ
ん
、
ど
う
か
力
を
貸
し
て
く

だ
さ
い
.
お
ね
が
い
し
ま
す
」

と
、
武
男
さ
ん
は
、
毎
日
一
時

間
三
十
分
も
電
車
に
乗
っ
て
東

京
に
出
か
け
、
夜
遅
く
ま
で
訴

え
続
け
て
い
ま
す
l
「
父
さ
ん
、

俺
は
、
人
殺
し
だ
け
は
や
っ
て

い
な
い
」
を
信
じ
て
.

「
守
る
会
」
で
は
、
再
審
の

た
め
に
、
あ
な
た
の
力
を
求
め

て
い
ま
す
.
い
ま
す
ぐ
に
/
。

宮

0
5
(4
5
1
)
5
5
6
2

桜
井
昌
司
君
、
杉
山
卓
男
君
を

守
る
会
・
東
京
都
港
区
新
橋
6

の
仰
の
お
、
平
労
会
館
内
.

η 

事
件
の
あ
ら
ま
し

一
九
六
七
年
八
月
三

O
日
朝
、
茨
娯
県
利
棟
町
布
川
で
、
一
人
暮
ら
し
の
老
人
が
殺
さ
れ
、

室
内
が
物
色
さ
れ
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
た
。
綾
査
は
難
行
し
、
四
O
日
以
上
も
た
つ
て
伎
井

昌
司
(
二

O
歳
)
が
、
さ
ら
に

一
週
間
た
っ
て
杉
山
卓
男
(
二

一
歳
)
が
、
と
も
に
別
件
で
逮

捕
さ
れ
た
。

事
件
現
場
に
残
さ
れ
た
数
多
く
の
証
鈍
物
の
中
に
は
、
二
人
と
結
び
つ
く
も
の
は
何
一
つ
無

か
っ
た
が
、
巧
が
な
誘
導
と
強
要
に
よ
っ
て
「
自
白
」
さ
せ
ら
れ
た
。
身
柄
が
向
置
所
に
移
さ

れ
た
と
き
二
人
は
犯
行
を
否
認
す
る
が
、
嘗
察
の
留
置
場
に
逆
送
吉
れ
「
再
自
白
」
さ
せ
ら
れ

て
し
ま
っ
た
。

翌
年
二
月
の
第
一
回
公
判
以
後
は
一
貫
し
て
無
実
を
主
張
す
る
が
、
裁
判
官
は
「
自
白
は
信

用
で
き
る
」
と
し
て
、
「
無
期
懲
役
」
を
判
決
し
た
。
物
的
証
飽
の
な
い
有
罪
判
決
に
多
く
の

批
判
が
ょ
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
最
高
裁
は
口
頭
弁
論
も
開
か
ず
、
一
九
七
八
年
七
月
三
目
、

上
告
を
棄
却
た
。

二
人
は
千
葉
刑
務
所
の
中
か
ら
ひ
き
続
き
無
実
を
訴
え
、
一
九
八
三
年
一

二
月
二
三
目
、
水

戸
地
裁
土
浦
支
部
に
再
審
を
申
立
て
た
。
今
ま
で
に
二
回
の
事
実
調
べ
が
行
わ
れ
、
一
叡
害
者
の

死
亡
時
刻
と
二
人
の
自
白
と
の
聞
に
大
き
な
ズ
レ
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
自
由
の
信

用
性
が
否
定
さ
れ
た
。
検
察
庁
が
か
く
し
て
い
る
来
開
示
証
拠
を
提
出
さ
せ
、
審
理
を
つ
く
さ

せ
る
た
め
に
運
動
を
し
て
い
る
。
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円
高
介
入
と
は

円
高
は
日
本
の
通
貨
で
あ
る
円
て
い
る
し
、
輸
入
需
要
も
低
い
・

の
対
外
価
値
が
高
ま
る
と
と
で
、
ア
メ
リ
カ
は
、
貿
易
赤
字
(
対

逆
は
円
安
と
い
-
つ
.
一
国
の
通
貨
日
で
は
五
百
億
ド
ル
)
と
尉
政
赤

の
対
外
価
値
は
、
為
替
相
場
に
現
字
な
ど
で
経
済
破
綻
し
、
債
務
因

わ
れ
る
が
、

例
え
ば
一
ド
ル
二
百
へ
転
落
し
て
い
る
・
八
五
年
九
月

三
十
円
の
相
場
が
、
二
百
円
と
な
二
十
二
日
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、

空

っ
た
ら
、
円
貨
の
対
外
価
値
が
三
西
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ィ
ギ
リ

@
一
十
円
高
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
.

ス

の

五
カ
国
蔵
相
会
議

(
G
5
)

，
一

円
高
は
、
わ
が
国
の
輸
出
取
引
が
、
「
ド
ル
高
是
正
を
め
ざ
す
協

一
に
不
利
、
輸
入
に
有
利
に
作
用
す
調
介
入
」
を
決
め
た
.
途
鍋
に
急

日
一
る
が
、
現
在
は
、
内
需
拡
大
政
策
激
な
円
高
に
な
り
レ
ー
ガ
ン
米

(
一
を
取
ら
な
い
政
府
の
政
策
に
よ
っ
大
統
領
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
日
本

一
て
、
強
い
企
業
の
輸
出
は
増
加
レ
は
、
忠
実
に
従
っ
て
い
る
。

。
市
川
明
白
書
さ
ん
初
年
九
月
十
八
目

安
お
母
さ
ん
が
作
っ
た
肉
だ
ん
と
と
、
メ
ロ

ン
、
ぶ
ど
う
が
好
き
・
学
校
に
い
っ
て
い

っ
ぱ
い
、

い
ろ
ん
な
勉
強
を
し
て
、
保
育

園
の
先
生
に
な
り
た
い
.

⑥
ハ
義
一
号
り
ひ
と
こ
と

H
人
を
思
い
や
る
や

さ
し
い
心
の
持
ち
主
に
な
っ
て
く
だ
さ

し11ラノ)¥わ返すか

:…ピッカ、ピカ....，;

トサリ

リます二
わ

半比

小学校に§入、

中学は窃人、高校ヘ注入。
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宕
直
子
真
有
美
さ
ん
型
月
二
十
四
日

食
も
も
、
い
ち
と
、
に
ん
じ
ん
、
し
い
た
け

み
ん
な
好
き
だ
が
、
ピ
ー
マ
ン
が
嫌
い
・

入
学
し
た
ら
、
ス
カ
ー
ト
が
は
き
た
い
な

あ
.
大
人
に
な
っ
た
ら
歌
手
に
な
り
た
い
.

@
母
親
守
b
ひ
と
こ
と
H
す
な
お
で
明
る
い

子
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
.

-
5
5
2
Z
主

2
2
z
z
r
-
-
5
2
1
-
E一土
e
Z
1
・5
-一
-
E
t
i
-
-
E
'
z
z
一守一
=
-
i

O
膏
野
祐
介
く
ん
初
年
八
月
十
日

合
く
だ
も
の
で
は
く
り
、
食
事
で
は
、
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
が
好
き
.
大
き
く
な
っ
た
ら
、

お
庖
屈
さ
ん
に
な
っ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
使
う
人
に
な
り
た
い
.

@
父
親
守
b
ひ
と
こ
と

H
心
の
や
さ
し
い
人

聞
に
育
っ
て
ほ
し
い
.

あすまちが、く
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露
出
川
口
一

7
キ
f

p
干
μ

川
1
月
円
日
1
初
日

般
固
さ
せ

る
会
第
何
回
大
会
(
よ
み
う

均

一
白

坦

訂

-

倒

同

町

田

市

日

A
電
機
関
連
争
餓
川

り
う
ン
ド
)

ー

と
拘
わ
ヤ
4
h↑
わ
小
山

L
同

団

V
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神
電
気

川
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沖
電
気
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一
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h
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旦
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目
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行
動
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さ
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襲
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合

一

下

三

;
t
-
f
f
一

一

組

・
@
目
黒
霊

山

1
月

n日
三
多
摩
争
議
団
の

機

一

ー

一
a
i
伝

来

三

宮

自

主

省

シ

仲

直

玄

関

ゼ

コ

一

測

錯

。

@

目

立

エ

川

「
旗
び
ら
き
」
。
生
協
会
館

氾

一

組

一i

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

・一

一

一

1

B

I

B

-

-

レ
ベ
ー
タ
.

川

支
媛
す
る
会
の
映
画
会
.

-

E
L
f
-
phご
と
よ
;
r
t

川

1
月
引
日
沖
電
気
争
犠
支
援

山
政
策
ト九
y

シz
フ唱が
ハ
川

'

E

-

B

E

J
J
t
}
J
dト
一

M21A
川

中
央
共
闘
会
密
政
ぴ
ら
き
」

乏

コ

一

?

一

一

手

一

章
一

よ

り

一

平一

者

U
Mき
ま
じ
岩
t

'

担

和

一

括

一

知
一

円

一

舛
一

η
一
日

一

巧一

銭

j
t
}イ
与
。

…2
月
4
日

沖
電
気
争
議
支
緩

喜

一

乞

-
一
」

4

一

ほ
一

雄
一

鴻

一

場

一

、

革

命

「
先
嫡
産
業
と
労
働
組
合
」
と

山

坂
橋
区
(
東
京
)
支
鐙
連
絡

み
一
万
一

一

場
一

一

一

エ
一

工
一
工
一

も

自

下

一

工

'

町一

加
一
作
一

町
一

一昨
一

生

一

紘
一

で

る

題
し
た
、

B
5版
、
=
一
十
一
貝
、

川

会
の
総
会
・

今

一

応

一

山

一

也
一

一

4

7一
ィ
一

ι一
立

え

(二

O
O円
)
の
パ
ン
フ
を
警

川

2
月
5
日

萩
田
争
議
員
交

L

r一
1
一

足

刊
一

時
一
昨

l

L

日一

日

ふ

し
、
普
及
し
て
い
ま
す
・
注
文
は

川

会
館
)
勝
利
豊
富
・

5
-

一，
一

つ
-

F
主

1
-

1

6

.

-

-

ι
i

.

沖
電
気
争
議
団
へ
.

川
2
月
6
日

沖
電
気

・
全
国
弁

殺
団
会
議
.
わ
ら
び
座
公
演

今

年

こ

そ

事

案

-

だ

よ

リ

Ma
川

2
月
9
日

産
気
の
重
役
宅

d
'
if
l
ぃb
l
t
¥

川

へ
の
申
し
入
れ
行
動

勝

利

を

1

1

1

川
園
い
よ
い
よ
、
沖
電
気
争
裁
は

川

2
月
刊
は
日

八
王
子
裁
判
。

百
年
「
旗
び
ら
き
」
は
、

H

今
年
乙
そ

N

正
念
場

(失
敗
は
併
さ
れ
な

川

2
月
日
目

電
機
労
連
中
央
委

必
民
ず
J

勝
利
さ
せ
よ
う
H

と
、
ニ

O
O人
川
い
)
を
迎
え
ま
し
た
・
七
年

川
員
会
の
会
場
前
宣
伝
行
動
(
岐

の
熱
気
に
溢
れ
ま
し
た
・
ま
た
、
首
都
圏
川
余
の
苦
労

(
O
)

が
花
咲
く

川
皐
)

で
闘
う
争
議
団
も
た
く
さ
ん
診
加
し
、
共

H

よ
う
に
支
援
す
る
会
は
、
金

川

2
月
刊
日
神
電
気
本
社
前
抗

闘
を
醤
い
合
う
と
共
に
、
早
期
解
決
の
決
川
園
の
あ
な
た
に
訴
え
ま
す
・

川

磁
符
均

意
の
場
に
も
な
り
ま
し
た
。
全
国
一
般
・
川
①
容
の
大
運
動
こ
面
を
参

川

2
周
目
日

国
鉄

・
ミ
ュ
l
ジ

東
京
の
石
井
智
記
長
は
「
股
後
の
旗
ぴ
ら
川
照
)
へ
の
診
加
。
②
財
政
活

川

カ
ル
「
希
同
量
」
初
演
・
金
鼠

き
に
な
る
よ
う
に
」
と
。
(
1
・
引
)
川
動
の
強
化
の
た
め
の
、
会
費

川

連
絡
会
「
円
高
学
習
会
」

川
募
金
、
物
資
販
売
へ
の
協
力

川

2
月
M
自

国
鉄
現
地
調
査
の

③
沖
電
気
争
議
団
へ
の
激

川

パ
ス
ツ
ア
1
(
東
京
)

励
・
@
映
画
の
上
映
と
、
ピ

川

2
月
同
日

第
日
田
和
解
交

デ
オ
の
普
及
・
よ
ろ
し
く
・

川

渉・

川
園
新
日
本
腕
人
の
会
の
機
関
紙

川

2
月
間
山
田

熊
谷
裁
判
.

に
三
回
連
載
で
、
家
族
ぐ
る

川

2
月

円

白

金

属
機
械
総
行

み
で
闘
う
神
電
気
争
議
団
が

川

動
・
人
間
ら
し
く
生
き
る
一
一

川
紹
介
さ
れ
話
函
に
な
り
ま
し

川

鈍
会
・
干
代
田
区
・
沖
支
緩

た
・
(
百
年
2
月
)

川

す
る
会
年
次
総
会
(
東
京
)
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l れお~¥ 電機資本の横暴にまけないぞ

三重三三重重機務主iJJ
「
電
機
の
職
場
に
一
人
の
首
切

り
も
許
さ
な
い
」
「
長
時
間
過
密

労
働
を
な
く
し
、
命
と
健
康
を
守

ろ
う
」
「
電
機
資
本
は
ポ
ロ
儲
け

を
は
き
出
せ
」
!
と
第
十
二
次
の

句
機
総
行
動
が
、
四
月
四
日
に
行

な
わ
れ
ま
す
.

今
回
は
、
総
行
動
の
キ
γ
力
ケ

と
な
っ
た
神
電
気
争
壌
を
勝
利
さ

せ
る
た
め
の
重
要
な
行
動
と
な
る

と
同
時
に
、
電
機
関
連
争
擦
の
各

争
議
団
が
山
場
を
迎
え
て
お
り
、

実
行
護
員
会
で
は
、
た
く
さ
ん
の

人
の
診
加
を
訴
え
て
い
ま
す
.

この1年のEi1l方言語査
Z同 月立工必島 -4$:1

3f; 工;車工場 38 :1-

ρ ・高崎工場 t 

沖
電
気
争
議
団

事
務
所
の
前
で
行

う
H

も
ち
つ
き
u

は
二
度
目
・
近
所

の
人
と
の
交
流
の

場
に
も
な
っ
て
き

ま
し
た
.(明

・
ロ
)

国
労
・
新
僑
支
部

化

(
東
京
)
沖
支
援
す

咽

噛

る
会
が
新
年
恒
例
の

制

崩

交
流
会
を
開
催
Z
反

鉄

と

』
動
攻
勢
に
ま
け
な
い

国

ぞH
と
励
ま
し
合
い

ま
し
た
。
(
1
・日
)

'" 561 m 制36" 625 
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1986年 3月 15白

神
也
気
争
継
は
、
東
京
地
方
裁

判
所
が
示
し
た
「
①
三
十
五
人
を

現
実
に
復
職
さ
せ
る
.
②
和
解
金

の
支
払
い
」
と
い
う
怒
本
案
を
土

台
に
和
解
交
渉
が
進
め
ら
れ
、
い

よ
い
よ
、
段
大
の
ヤ
マ
場
を
迎
え

ま
し
た
.

神
電
気
争
犠
団
と
支
援
中
央
共

闘
会
議
は
、
「
全
面
解
決
を
め
ざ

す
連
続
行
動
』
を
正
念
場
の
た
た

か
い
と
し
て
設
定
し
、
運
動
を
行

っ
て
い
る
.

二
月
の
社
前
集
会
、
三
多
勝
集

会
の
成
功
に
続
き
、
都
内
で
の
集

会
で
も
「
働
く
者
の
連
帯
と
共
闘

の
輪
」
が
鉱
が
っ
て
い
る
.

沖
電
気
の
指
名
解
雇
を
撤
回
さ
せ
る
の
は
、
い
ま
だ
。

先
行
所

支援する会事務局

事務所東京 都港区三 回

3-2-20 

電 話 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名 沖 電気の不当解雇

を撤回させる会

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

号

流

日

「刊配
」

d
t
r
D

一
円E

一

a
q

句

l

一
コリ

一

3

8

一
百

一

i

}
月

一
2

一

第
い
い

3
曹
靖
国
一

圏
「
お
父
さ
ん
は
職
場
に
カ
エ
ル
」
の
ゼ
ッ
ケ
ン
で
す
.

開 84号)
 

1
 

(
 

ぼくも、沖電気

争議団になります。
南
北
西
東
と
東
京
都
内
で
は
、
し
て
く
だ
さ
い
」
と
作
文
を
朗
読

四
地
域
集
会
が
計
画
さ
れ
た
.
南
し
、
大
き
な
拍
手
を
う
け
ま
し
た
。

部
(
港
、
品
川
、
大
田
、
目
黒
)
決
意
表
明
に
た
っ
た
菅
野
江
美

で
は
、
品
川
公
会
堂
で
「
沖
電

子
さ
ん
は
「
解
雇
さ
れ
、
独
身
寮

気
に
争
磁
の
全
面
解
決
を
迫
る

か
ら
出
て
行
け
、
と
喜
わ
れ
た
時

南
部
総
決
起
集
会
」
が
、
三
月
六
は
と
っ
て
も
恐
か
っ
た
が
沖
電

日
に
聞
か
れ
ま
し
た
.
気
に
残
っ
て
い
る
人
と
結
婚
し
た

集
会
で
は
、
久
保
孝
幸
集
会
実
が
、
彼
に
は
賃
金
差
別
な
ど
の
い

行
委
員
長
(
国
鉄
・東
京
機
関
区
)
や
が
ら
せ
が
行
な
わ
れ
て
い
る

が
、
「
中
作
品
問
自
民
党
政
治
の
も
ま
け
で
な
る
か
と
、
今
日
ま
で
が

と
で
、
労
働
者
・
国
民
の
生
活
ほ
ん
ば
っ
て
き
て
、
本
当
に
よ
か
っ

圧
迫
さ
れ
て
い
る
・
沖
電
気
争
議
た
と
思
っ
て
い
ま
す
・
勝
利
ま
で
、

の
勝
利
を
は
じ
め
、
生
活
と
平
和
あ
と
一
歩
で
す
・
が
ん
ば
り
ま
す

民
主
主
義
を
守
る
闘
い
を
前
進
さ
の
で
、
一
層
の
と
支
援
を
、
お
ね

せ
る
た
め
に
、
が
ん
ば
ろ
う
」
と
が
い
し
ま
す
」
と
訴
え
ま
し
た
.

あ

い

さ

つ

・

抽

出

会

ス

ロ

ー

ガ

ン

に

は

、

国

鉄

「
レ
ー
ル
の
音
が
聞
こ
え
ま
す
の
分
割

・
民
営
化
反
対
、
教
育
臨

か
」
な
ど
を
国
鉄
合
唱
団
が
、
沖
調
・
地
方
「
行
革
」
反
対
な
ど
と

電
気
の
た
た
か
い
を
歌
っ
た
「
赤
と
も
に
、
中
曽
田
町
内
閣
打
倒
を
掲

い
ゼ
y

ケ
ン
」
な
ど
を
、
シ
ン
ガ
げ
ま
し
た
.

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
悔
原
司
平
「
ワ
ア
l

感
激
、
乙
ん
な
に

さ
ん
が
演
察
し
ま
し
た
・
沖
電
気
た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
て
」

争
諮
問
の
北
村
附
失
さ
ん
の
子
ど
沖
電
気
争
議
団
に
と
っ
て
、
婚
し

も
が
「
お
父
さ
ん
を
、
職
場
に
戻
い
集
会
に
な
り
ま
し
た
.

橋本拓磨 くん (5歳)

脳
J
H明

一

i
p
閣

J
一3
4

つ
く
h

「
働
く
者
は
、
指
名
解
雇
を
絶
月
十
日
に
二
百
団
体
が
参
加
.
北

叫
圃
休
眠
を
と
っ
て
沖
電
気
争
織
の
勝
利
の
た

l

対
に
許
さ
な
い
、
北
部
の
心
い
き
部
で
は
、
八
一
年
以
来
二
宮
の
…
め
に
運
動
す
る
細
江
さ
ん
・
と
の
号
、
一

封

を
示
そ
う
」

l
板
縮
、
北
、
豊
島
、
集
会
に
な
り
ま
し
た
・
一
気
に
突
撃
し
よ
-
マ
と
削
っ
て
く
れ
ま
し
た
・

ム

驚

士

宮

五

地

区

労

主

憾

の

東

京

講

座

が

、

沖

夏

草

い

4

北
部
集
会
は
、
世
島
公
会
堂
で
三
を
櫛
成
劇
(
写
真
)
で
、
リ
ア
ル
・

ビ

回

lAE--------Eに
訴
え
ま
し
た
・
そ
の
中
で
、
市

川

イ

守

JE--------国・
ア

開
U
M
〓
圃
圃
・
・
・
酒
阻

川
美
佐
子
さ
ん
(
沖
電
気
争
議
団
)

U

本

田辺
m
m・
-

司

市
鶴
は
「
私
は
、
七
年
前
の
私
で
は
な

一

4

E
ME
E
t同
い
・
働
く
伸
聞

の

気

持

を

知

り

、

山

金

芳
明

一

A
F
A
S

H

全

選
躍
が
料
d

?
}
J
h

私
も
労
働
者
の
一
員
に
な
っ
た
」

一、
知
一則句、

民
れ
か
J
出

一九地
附
閉
式

N

F
:
'
?

と
報
告
。
参
加
者
に
感
銘
を
あ
た

い

ι:
一{
一
?と

いい
同

盟

え

ま

し

た

。

一r
LF
一af
u

唆

一
J
F騎
抑幽

一、;品
説

一
'
》
叶
ゆ
4

・内

h.川
凶
集
会
成
功
の
た
め
に
、
事
務
局

・

一、
ー
&
制

相

互

一

〆

寸

i
J4
2

・

で
お
鳩
町
E
E

酌・・・・
E
E圃

ニ
ュ
ー
ス
は
、
第
五
号
ま
で
発
行

「
』
け

・
・
圃
園
田
回
国

さ
れ
ま
し
た
・

…

本
号
は
、
容
の
大
運
動
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
発
行
し
ま
し

…

…
た
.
遅
れ
て
届
く
人
も
あ
り
ま
す
が
、
お
許
し
下
さ
い
(
編
)

・i
i
j
i
-
-
:
/
お
/
し
/
ら
/
せ
/
i
:
:

⑧
⑧

4
月
4
日
の
予
定
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

司苛講す逼磯諮脊聾F

86春闘勝利・沖電気争議の全面解決をめざす
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四番

ゃ
っ

Oた
O ぞ。
人

Jaも解毒、

堀江勲さん悶

後
姿
の
お
父
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

ハヤ オコヘ
l サた神

エしの
ド 1 ゃ宇土
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島
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l サ面沖

エ復の
ド I I帯{申
ツヤが間
コ l でに
イサき勝・
シ 1 た ち
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の
須
田
陽
子
さ
ん

Wω
月
2
臼

安
い
ち
と
、
み
か
ん
食
事
で
は
、
お
舟
司
、
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
が
好
き
。
小
学
生
に
な
っ
た
ら
、
飛
び

箱
を
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
し
た
い
な
あ
・

⑥
母
親
か
え
り
ひ
と
こ
と
日
目
的
に
向
っ
て
、
ね
ば
り

強
く
、
股
後
ま
で
が
ん
ば
れ
る
人
に
な
っ
て
.

「)一

4
作
詞
、
作
曲
の
梅
原
司
平
さ
ん
4

316 

支 長タ Y 艶 歌よ沖

音mg?母3;望。裏
手:1宮 31"買が 載にの
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た
た
か
わ
な
け
れ
ば
、

権
利
は
守
れ
な
い

1わトサい

仁t-¥)玉す:

争犠轡窃母《襲命

(2 ) .84号

す-rょう

金
銭
的
に
は
楽
な
生
き
方
も
考
え
ら
れ

た
の
に
、
あ
え
て
し
ん
ど
い
闘
い
に
身

を
役
じ
若
い
人
と
一
緒
に
闘
っ
て
い
ζ

う
と
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
.
自
分
の
節

を
曲
げ
た
く
な
い
か
ら
と
共
に
闘
っ
て

き
ま
し
た
が
、
倒
い
な
か
ぽ
に
レ
て
他

界
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
.

伊
臨
時
さ
ん
の
分
ま
で
私
た
ち
が
高
い

勝
利
を
勝
ち
と
ろ
う
と
銭
前
に
醤
い
合

い
ま
し
た
.
ま
た
、
闘
い
が
始
ま
う
て

ま
も
な
く
、
給
千
君
と
い
う
車
同
年
が
交

通
事
故
で
、

ベ
y
ド
の
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
と
い
う
と
と
も
あ
り
ま
し

た
.
大
蛮
ま
じ
め
な
人
で
、
闘
い
の
財

政
を
支
え
る
行
商
に
疲
れ
た
体
で
一
胞
を

運
転
し
て
事
故
に
会
い
、
車
椅
子
で
し

か
動
け
な
い
状
況
で
す
.
家
肢
の
不
幸
、

争
犠
団
員
や
家
族
の
流
産
、
病
気
等
、

追
い
立
て
る
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
ζ
と

が
あ
り
ま
し
「
τ

私
た
ち
の
闘
い
を
さ
さ
え
て
き
た
の

は
、
理
由
な
き
解
雇
に
対
す
る
怒
り
と

働
く
伸
聞
の
支
岡
田
で
し
た
。
何
も
怒
い

ζ
と
を
し
た
わ
け
で
な
く
、
会
社
の
利

益
の
た
め
に
は
人
間
の

一
生
を
左
右
す

る
よ
う
な
、
指
名
解
胞
と
い
う
屈
際
的

な
仕
打
ち
に
「
神
電
気
の
闘
い
は
け
っ

し
て
沖
電
気
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
」

と
共
に
闘
い
は
げ
ま
し
、
物
心
両
面
に

わ
た
る
支
鐙
を
し
て
く
れ
る
伸
聞
が
い

た
と
と
で
す
.

圃・つ

JTF本
固
か
っ
た

闘
い
を
続
け
る
ζ
と
に
つ
い
て
、
何

度
も
何
度
も
悩
み
ま
し
た
。
も
っ
と
ち

が
う
生
き
方
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
声
が
心
の
か
た
す
み
で
さ
さ
や
き

続
げ
ま
し
た
.
し
か
し
自
分
の
生
き
方

は
、
沖
電
気
の
争
殺
を
解
決
さ
せ
な
い

気
づ
き
、
は
た
し
て
一
生
の
う
ち
で
ζ

“

ん
な
に
も
多
く
の
人
と
人
間
の
き
ず
な

川

を
た
し
か
め
合
う
級
な
ζ
と
が
あ
っ
た

刊

か
と
考
え
る
と
、
お
金
で
は
買
え
な
い
"

賞
理
な
経
験
を
た
く
さ
ん
さ
せ
て
も
ら
川

い
ま
し
た
。

若
い
人
が
多
い
争
議
団
で
、

ζ
の
間

川

十
三
人
が
結
婚
を
し
二
十
九
名
の
子
ど

も
が
誕
生
し
ま
し
た
.
闘
い
の
中
で
私

川

た
ち
は
み
な
『
テ
ん
に
支
え
ら
れ
、
人
間

川

と
し
て
あ
た
り
ま
え
の
生
活
も
で
き
、

家
族
ぐ
る
み
で
が
ん
ば
り
続
け
て
い
ま

川

す
.

国
労
へ
の
川

腹
撃
も
同
じ

沖
偲
気
の
職
場
で
は
、
指
名
解
円
間
後
、

川

会
社
が
狙
っ
た
「
従
業
U
の
意
織
改
革
」

川

の
名
の
も
と
に
、
労
働
者
へ
の
し
め
つ
"

け
が
き
び
し
く
、
自
殺
者
や
在
職
死
亡

川

が
出
て
い
ま
す
.
ま
た
、
出
向

・
配
転

川

は
会
社
の
惑
の
ま
ま
に
行
わ
れ
、
争
緩

い

を
支
媛
す
る
労
働
者
へ
の
職
場
八
分
な

川

ど
の
攻
麟
も
続
い
て
い
ま
す
.

い
ま
、
国
鉄
の
分
割
・
民
醤
化
の
攻

川

駿
は
、
想
図
的
に
作
り
あ
げ
ら
れ
た
「
赤

川

字
」
を
テ
つ
に
、
園
鉄
労
働
者
に
人
ベ

μ

ら
し
「
合
理
化
」
を
、
国
民
に
は
、
安

川

会
無
視
と
、
十
六
兆
円
の
負
担
を
押
し

川

つ
け
る
も
の
で
す
.
さ
ら
に
国
鉄
用
地

~

を
大
企
栄
に
売
り
渡
す
な
ど
は
雷開閉

山

辺
断
で
す
.

だ
ま
っ
て
い
て
は
、
国
民
の
生
語
も

川

労
働
者
の
生
活
も
守
れ
ま
せ
ん
.
た
い

川

へ
ん
困
灘
な
た
た
か
い
と
言
わ
れ
た
神

山

電
気
争
椴
も
、

全
国
の
人
に
支
え
ら
れ

川

て
前
進
し
ま
し
た
.
み
ん
な
で
力
を
合

~

せ
、
反
撃
を
し
ま
し
ょ
う
.

(国
鉄
の
労
働
者
へ
)

前
号
で
六
人
の
新
小
一
の
う
ち
、

山
五
人
を
紹
介
し
ま
し
た
.
本
号
に
:

ゆ

て
陽
子
ち
ゃ
ん
を
紹
介
し
ま
す
.
…
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e東
京
都
土
田
純
子
さ
ん

H

F

、
続
り
て
い
る
安
斎
さ
ん
が
、
東
大
に
が
ん
ば
り
ま
す
.

仕
事
を
し
た
い
.
働
き
つ
づ
り

司
3
3『

A
E内
回

医
学
部
の
助
手
か
ら
、
教
侵
に
な

争
埼
玉
県
・
仙
仁
宏
さ
ん

た
い
.
乙
の
郁
が
そ
ん
な
に
惑
い

R
均
J

J

f

d

ら
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
不
当
な
指
名
解
屈
を
撤
回
さ
せ

事
で
し
ょ
う
か
.
夫
婦
共
に
解
居

、

』

J
ι
v
r
u
J

い
ま
す
.
答
語
は
な
く
せ
る
〆

る
ま
で
団
結
し
て
が
ん
ば
っ
て
く

し
た
り
、
妊
姉
を
解
屈
し
た
り
す

H
問
問
帽
の
tJρ

・E

平
和
の
飢
手
と
し
て
も
、
が
ん
ば
だ
さ
い
。
お
そ
く
な
っ
て
す
い
ま

l
J
U
H
W
5

，er--F 

る
事
の
方
が
ょ
っ
ぽ
と
非
人
間
的

色

世

が

い

じ

っ

て

く

だ

さ

い

。

せ

ん

が

、

カ

ン

パ

童

ら

せ

て

も

な
事
で
す
.
七
年
間
の
正
義
の
闘

d

'

t‘
+

赤

塚

世

志

子

さ
ん
(
東
京
一

・
大
ら
い
ま
す
.

い
、
必
ら
ず
職
場
復
帰
の
勝
利
を
佳
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

回

生

活

と
健
康
を
守
る
会
)

争
沖
電
気
の
職
場
で
は

1
.

む
か
え
る
事
を
確
信
し
て
い
ま

争
沖
竃
気
争
蟻
回
が
家
族
会
を
開
昨
年
暮
に
、
半
年
間
の
闘
病
入
「
股
近
、
ト
イ
レ
の
流
れ
が
惑

す
.
と
も
に
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
悩
し
ま
し
た
.
会
で
は
、
記
録
映
院
の
末
に
、
主
人
が
八
十
七
歳
で
く
な
っ
た
」
「
流
し
き
る
の
に
、

う

.

画

「

り

ん

ご

の

樹

は

育

つ

」

弁

灘

永

眠

し

ま

し

た

.

そ

の

後

、

私

も

何

度

も

水
を
出
し
て
四
苦
八
苦
」

+
宮
崎
県
・

大
内
美
枝
子
さ
ん
土
か
ら
の
話
、
討
輸
な
ど
。
勝
手
術
を
行
う
な
ど
通
信
が
遅
れ

ζ
ん
な
と
と
が
東
京
工
場
で
起
き

無
認
可
共
同
保
育
所
「
た
ん
ぽ
利
に
向
け
て
、
い
っ
そ
う
団
結
を
て
お
り
も
う
し
わ
け
あ
り
ま
せ
て
い
ま
す
。
ど
う
も
「
経
費
節
減

ぼ
」
が
創
立
十
年
に
な
り
ま
す
が
、
強
め
て
、
が
ん
ば
る

2
恕
志
統
ん
・
み
な
さ
ん
の
御
健
闘
、
モ
レ
策
」
と
し
て
、
水
道
の
元
栓
で
水

三
月
に
新
図
舎
を
完
成
さ
せ
る
と
一
を
し
ま
し
た
.
(
=
一
月
九
日
)
て
映
画
の
完
成
な
ど
を
、
陰
な
が
掻
を
絞
っ
た
結
果
と
い
う
の
が
、

と
が
で
き
て
、
書
と
ん
で
い
ま
す

.
e安
斎
育
郎
さ
ん
が
、
立
命
館
大
ら
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
・
元
凶
の
よ
う
で
す
・
本
社
で
は
、

+
百
年
全
国
新
年
号
「
機
関
紙
コ

学
の
経
済
学
部
の
教
伎
に
。

a'青
森
県

・
沢
田
温
子
さ
ん
何
台
か
の
エ
レ
ベ
ー
タ
を
運
休
さ

ン
ク
ー
ル
」
で

「
は
た
ら
く
」
が
、
神
電
気
の
た
た
か
い
の
支
援
を
勝
利
め
ざ
し
て
、
と
い
っ
し
ょ
せ
る
な
ど
の
ケ
チ
ケ
チ
運
動
・

一

今

年

ぽ

一

ま

↑

一

ど

だ

と

ι13
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時
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ら
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-
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1

加
藤
貞
子
さ
ん

(
沖
電
気
争
議
団
)

指名解雇された沖竃気の仲間を支援する会ニュース1986年 3月 15日



通
信
機
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
益
、
三
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
雇
後
の
職
場
で
は
、
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
二

神
電
気
工
業

(本
社
・
東
京

・

九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
年
十
一
月
に
は
、
支
綾
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二
し
て
新
工
場
の
建
般
な
ど
.
麗

(田
中
さ
ん
)
レ
た
り
、
沖
援
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

八
四
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
九
O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、

作

っ
た
・

蛍
危
筏
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
.
会
社
は
東
京
地
殻
ほ
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見
八
四
年
軟
か
ら
は
、
全
国
規

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希
'
〆

J

f

f

r

p

，

間

酬

の
運
動
に
発
展
、
仕
事
差
別

望
退
職
」
募
集
亭
提
案
乙
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

を
や
め
さ
せ
た
・
東
京
地
裁
で

と
遜
職
強
要
に
応
じ
な

い

三

百

は

「

=

一

十
五
人
の
復
職
と
和
解

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
雇
せ
し
め
を
強
め
、
「
合
理
化
」
金
」
の
勧
告
が
出
た
.

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、

残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る

・

八

六

年

、

沖

電

気

争

議

は

燈

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
意
織
改
革
を
す
る
ζ
と
」
と
在
沖
電
気
争
議
団
の
七
十
一
人
大
の
山
場
を
迎
え
て
い
る
・
あ

強
行
・
そ
の
後
の
神
電
気
は
、
一
言
・
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
千
を
超
え
る
労
な
た
の
熱
い
連
帯
で
必
ら
ず
勝

百
億
円
近
い
史
上
軍
高
の
剰
視
し
て
解
雇

K
と
と
も
明
白
・
組
や
、
一
万
四
千
人
の
「
支
鐙
利
さ
せ
ま
し
ょ
う
・

1986年 4 月 20日

5万人の「支撮する会」を

私たちは生きる備利、制〈柵利を守るために沖

電気の仲間を物心両面か ら励まし、必ず勝利させ

たいと思います.困雛な量期の闘いも予惣されま

すので、一人でも多〈の方がこの「会」に加入し

全面勝手IJを闘いとる までご支鍾〈 ださる よう心か

らよびかけます。(r支怨する会」よびかけより)

会 費 1口 Z∞円/月

「
い
ま
、

沖
電
気
争
議
団
の
闘

い
は
、
勝
利
を
目
前
に
し
た
つ
ば

ぜ
り
あ
い
の
段
階
に
入
っ
て
い
る

n
金
銭
の
み
H

で
の
解
決
に
固
執

レ
て
き
た
沖
電
気
も
n
職
場
復
帰
M

《
-
を
検
討
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て

《
い
る
・
我
々
は
、
沖
電
気
の
不
当

}訓
融
不
法
な
や
り
方
を
糾
抽
押
し
、
二
度
共
闘
会
識
が
、
「
争
議
ま
畳
大
の
な
ど
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

L

5
月
8
日
に

震

と

こ

の

よ

う

な

指

名

解

雇

を

雪

崩

を

迎

え

て

お

り

、

需

の

力

は

、

進

展

し

て

お

ら

ず

、

今

後

の

厩
喜
な
い
た
め
に
も
、
直
ち
に
争
で
勝
利
を
確
実
に
き
す
る
ま
で

和

解

交

渉

た
た
か
い
が
事
足
っ
て
い
ま

隈
嵐
識
を
全
面
解
決
さ
せ
る
ζ
と
を
要
た
た
か
い
ぬ
と
う
」
と
呼
び
か
け
「
①
お
名
を
現
実
に
復
職
さ
せ
す
・

ミ
求
す
る
」

(4
・
8
中
央
総
決
起
た
・
沖
電
気
争
議
団
の
中
山
森
夫
る
・
②
和
解
金
を
支
払
う
」
と
い
沖
電
気
争
援
団
は
、
闘
い
の
手

A
雌
築
会
の
決
議
よ
り
)

代

表

は

、

「

な

ん

と
し
て
も
、
勝
う
、
東
京
地
方
裁
判
所
が
示
し
た
を
ゆ
る
め
ず
百
年
の
夏
期
の
全
国

団
禍
二
月
十
七
日
の
神
電
気
本
社
前
利
し
た
い
・
い
っ
そ
う
の
と
支
鐙
基
本
案
を
土
台
に
し
た
和
解
交
渉
オ
ル
グ
を
行
い
ま
す
・
み
な
さ
ん

圃
闘
抗
議
行
動
か
ら
始
ま
っ
た
「
全
面
を
」
と
依
え
ま
し
た
・
で
は
、
職
燭
復
帰
の
人
数
や
条
件
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
・

凶

解
決
を
め
ざ
す
連
続
行
動
」
は
、

-
私
も
参
加
し
ま
し
た
。

H
H
I
l
l
-
-
l
j
'

園
五
地
区
で
の
集
会
を
積
み
あ
げ
、
」
=
霊
筆
書
=
=
二
室
主
=
一
E
=
=
-
一
三
====
=
一
三
三
三
=
E
一
二
一
=
言
語
=
三
:
=
=
=
-
-
-
EE--
P
=

岨

四

月
八
日
に
中
央
総
決
起
雲

丘

巨

E
居
呈
(
ω
ψ
記
節
句
一

L
園
を
開
催
し
た
.

ほ
ら
ぐ
ち
し
に
こ

=

集
会
で
は
、
沖
電
気
草
案

洞

口

邦

子

さ

ん

L

ハ
沖

・

支

援

す

る

会

宮

城

支

部

〉

為

働

者

定

除

夜

械

…

警

警

官

一

関

長

砕

い

関

門

一

一

一

臨

時

一

一

日

開

時

計

三

h
E
l

の
原
因
毒
聞
と
共
に
考
え
て
い

』

ji
弘
毅
線
機
婆
蓬
ば
な
い
日
目
…
足
時
一
訳
語
刊
誌
J

山一九九九詩吟

…
朝
国
温
司
七
日
日
十
首
長

=
一
月
二
十
二
日
、
白
書
の
九
州
ラ
ー
メ
ン
五
十
個
完
売
抗
議
行
動
事
加
し
た
・
の
ト
ラ
ン
ベ

y
ト
が
あ
っ
た

川
一
為

開

}

i ι

弘
一

密
労
働
と
低
賃
金
、
闘
わ
な
い
組

み

ま

さ

ひ

ろ

・

・

庇
吃
・
E
E
E
且幅
下

』
固

H
P
Fヨ
t
z出回
F
E

な
っ
た
、

n
り
ん
ご
の
倒
は
育
の
見
通
レ
も
お
ま
け
に
.
「
ζ
れ
は
、
私
個
人
の
問
題
が
、
沖
電
気
の
記
録
映
画
の
中

山
・
・
・
司
掴
圃
圃

'v一

合
と
ス
ト
ラ
イ
キ
と
は
何
か
も
知

位
制
唱
固
四
方
晶
H
ん

つ
M

を
み
る
会
は
、
費
用
ゼ
ロ
午
前
二
時
、
集
い
も
お
開
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
・
ζ
ん
な
異
で
の
H

イ
ン
タ
ー
u

を
思
い
出

ud---E--F、

ら
な
い
新
入
社
員
、
サ
ー
ビ
ス
残

の
魅
力
か
ら
、
午
後
九
時
二
十
に
な
り
、
我
家
に
向
っ
て
歩
き
常
な
判
決
が
続
く
よ
う
で
は
、
し
、
胸
が
煎
く
な
っ
た
・

山

四

月
八
回
、
電
機
総
行
動
に
仙
策
、
展
休
み
を
使
つ
て
の
サ
1
ク

松
山
(
愛
媛
)
沖
・
支
援
す
る
会

分
、
て
で
〆
映
画
会
終
了
後
と
始
め
た
そ
の
時
、
白
い
も
の
が
日
本
中
に
、
長
時
間
労
働
が
容
神
電
気
の
争
議
団
事
務
所
に

…

台
か
ら
診
加
レ
、
そ
の
ハ
イ
ラ
イ
ル
活
動
、
本
音
を
出
し
合
え
ず
盛

い
う
一
段
定
、
そ
の
上
に
雨
・
入
空
か
ら
/
密
で
あ
る
・
乙
の
時
認
さ
れ
、
健
康
破
緩
や
自
殺
が
ニ
泊
・
神
田
市
場
見
学
(
仕
事

一

ト
、
日
比
谷
公
園
で
の
中
央
総
決
り
ょ
が
ら
な
い
行
事
等
々
・

-a圃・
・

・

司

f
J♂

d
九一
・
場
者
十
五
名
と
散
々
だ
っ
た
・

四

・
八
集
合
意
し
て
み
よ
拡
が
り
ま
す
」
と
決
意
を
諮
っ
に
関
係
あ
り
)
、

日
フ
ィ
ル・

…

起
集
会
に
は
、
三
千
五
百
人
の

支

護

団
が
会
祉
を
追
い
詰
め
、

トア
a司

語

，

、

し

か

し

、

そ
の
流
れ
で
九
州
う
の
思
い
が
回
っ
た
・

た

田

中

さ

ん

に

共

感

・

オ

ペ

ラ

・

東

京

工
場

(
神
昭
二
援
す
る
伸
聞
が
各
地
か
ら
集
ま
勝
利
を
目
前
に
し
て
い
る
と
と

T

L

サ

t

j

o
yL

ラ
ー
メ
ン
室
べ
な
が
ら
の
集
四
月
八
日
.
「
ゆ
る
す
な
、
昼
休
み
を
習
し
て
、
日
本
ピ
ラ
ま
き
、
デ
モ
、
雲
忙

…

り
、
熱
気
ム
ン
ム
ン
で
し
た
・
は
、
護
団
の
み
な
ら
ず
、
義

一4
K

L

h
f

h‘

い、

N
T
T、
国
鉄
労
働
者
を

沖
電
気
の
首
切
り
」
の
ゼ
ッ
ケ
フ
ィ
ル
の
練
習
場
へ
行
っ
て
、
し
か
っ
た
け
ど
、
明
日
へ
の
エ
川
私
は
つ
い
三
カ
月
前
ま
で
、
仙
場
・
全
労
働
者
に
と
っ
て
本
当
に

V
H
U
E
-咽
凶

・

間
一

色

・

・

園

周

中

心

に

、
話
屈
は
沖
電
気
の
問
ン
を
胸
に
、
行
動
を
開
始
.
，
沖
電
気
争
議
の
現
況
と
、

資

ネ

ル

ギ
ー
に
な
っ
た
、
私
の
東

一
台
の
沖
電
気
に
勤
務
し
て
い
ま
し
感
動
的
な
と
と
で
す
し
、
職
場
復

........... ，a圃
圃
・
圃

‘

題
か
ら
ム
「
僚
指
名
解
雇
の
国
鉄
朝
ピ
ラ
か
ら
始
ま
っ
た
電
機
金
岡
田
助
u
を
訴
え
た
・
乙
れ
は
、
京
行
動
で
レ
た
・
あ
り
が
と
う
・

山

た
が
、
指
名
解
届
以
前
と
以
後
の
帰
に
よ
っ
て
、
必
ず
職
場
の
雰
囲

4
・

8
電
機
総
行
動
|
4
・

8
中

央

集

会

に

松

山

(

愛

媛
〉
か

ら

参

加

し

ま

し

た

--eZ
E
-
-
;
-
:
=
:
=
-=
-
i
z--J守

Ez--2=
・

-Ei--=;
ニ

E
L
--E…

職
場
の
雰
囲
気
が
、
あ
ま
り
に
も
気
が
変
わ
り
、
連
帯
が
取
り
戻
せ

遭
う
ζ
と
を
つ
ぶ
さ
に
感
じ
、
そ
る
と
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
.

勝
利
の
日
ま
で
全
力
の
た
た
か
い
を
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一

沖
電
気

'
岡
巴

争
犠
団
は

'・『
L
い
ま
、
財

ぴ

及

政
確
位
の

"、aHf
た
め
に
、

内
.
J
V

払
川
一
箱
千
円

3d
町

通
輔
の
九
州
ら

ー
め
ん
を
通
年
行
商
と
し
て
行

っ
て
い
る
V
と
れ
ま
で
も
春
期

に
は
何
度
か
物
品
販
売
を
取
り

く
ん
だ
が
、
期
待
す
る
よ
う
な

成
果
が
得
ら
れ
ず
に
終
っ
て
い

る
が
、
ら
ー
め
ん
は
好
関
で
あ

る
V
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
売
れ
る

の
だ
ろ
う
か
、
七
年
余
の
闘
い

で
の
支
援
の
拡
が
り
が
、
大
き

な
要
因
で
あ
る
こ
と
に
は
、
ま

ち
が
い
な
く
、
さ
ら
に
、
注
文

し
て
く
れ
る
団
体
か
ら
の
注
文

は
大
き
な
数
と
な
っ
て
い
る
V

イ
ン
ス
タ
ン
ド
ら
ー
め
ん
と
同

じ
調
理
で
食
べ
ら
れ
る
と
い
う

手
嵯
さ
も
影
響
し
て
い
る
と
思

う
.
毎
日
の
生
活
リ
ズ
ム
が
、

多
忙
で
、
追
い
ま
く
ら
れ
て
い

る
今
回
、
食
生
活
で
も
、
つ
い

つ
い
手
飯
き
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
と
考
え
て
し
ま
う
V
売
上

げ
が
伸
び
る
の
は
う
れ
し
い

が
、
願
わ
く
ば
、
ゆ
っ
た
り
し

た
生
活
リ
ズ
ム
で
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
食
生
語
を
.
(
影
)
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一

雪

が

積

一

ヴ

淀

解

体

政

策

」

(

老

朽

寮

を

放

置

川

レ
廃
自
粛
に
お
い
と
む
)
を
打
ち

川

溢

剛

一

.

屋

破

り

、

多

く

の

新

寮

を

か

芝

…

・
吉
村
さ
ん
(
東
京
・
港
原
水

川

学

生

寮

と

い

え

ば

、

オ

ン

ボ

り

、

全

策

連

加

盟

寮

で

は

老

朽

い

協
)
お
米
(
サ
サ
ニ
シ
キ
)

川

口
老
朽
寮
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
寮
は
あ
と
わ
ず
か
を
残
す
の
み

川

.
千
明
由
紀
子
さ
ん

(
千
葉
)

川

れ
る

方

も

多

い

が

、

「

朝

お

き

に

な

っ

て

い

ま

す

.

川

衣

類

・

…

る

と

部

屋

に

雪

が

積

っ

て

い

私

末

機

隊

…

.
鈴
木
泉
子
さ
ん

(
全
金

・
白
川
た
」
「
赤
茶
け
た
水
が
出
る
」

。

慣

産
自
動
車
)
子
ど
も
服
。

ぃ

「
床
が
ぬ
け
た
」

な

ど

の

詰

営

利

第

4

に

-
田
村
啓
子
さ
ん
(
東
京

・
中

川

は

、

思

い

出

話

し

と

し

て

は

楽

初

年

度

納

入

金

が

国

立

大

で

川

央
区
労
協
)
婦
人
ぐ
っ
.

川

し
い
も
の
の
、
実
際
に
住
ん
で
四
十
五
万
円
、
私
立
大
学
で
百

軒

-
本
多
贋
子
さ
ん
〈
東
京
)
川
い
る
者
に
と
っ
て
は

「住
め
ば
万
円
近
く
と
い
う
世
界
一
の
高

鉛
臨
時
ダ
ン
ボ
ー
ル

一箱。

川

都
」
と
は
な
か
な
か
い
か
な
い
学
費
、
大
都
市
に
お
け
る
高
物

.
都
職
労
・
南
税
分
会
~
も
の
で
、
現
状
は
放
置
で
き
る
価
を
反
映
し
て
学
生
寮
へ
の
期

お
弁
当
・

川

も

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

待

は

高

ま

っ

て

い

ま

す

・

愚

近

川

.
東
大
生
研
・
沖
支
援
す
る
会
川
「
希
望
者
会
員
の
入
れ
る
新
で
は
大
学
の
郊
外
へ
の
移
転
に

有
志
清
酒
・

川

寮
を
」
は
、
全
寮
速
の
長
年
の
伴
う
交
通
事
情
の
悪
化
と
い
う

・
時
国
さ
ん
(
都
職
労

・
東
税
川
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
り
、
晶
画
実
な
事
態
も
あ
り
ま
す
・
入
寮
倍
率

支
部
墨
田
分
会
)
ブ
l
ツ

川

成
果
を
お
さ
め
て
い
ま
す
・
国
が
三
5
五
倍
、
入
寮
者
の
家
庭
情
で
す
・
学
の
寮
で
は
消
燈
後
も
か
い
中

衣
類
。

山

立

大

学

で

ま

文

部

省

の

「

学

寮

年

収

平

均

が

二

百

万

円

台

と

、

一

電

灯

、

非

常

灯

、

ロ

l
ソ
ク
の

4

、
l

押
E

川

・
港
・

民
主
商
工
会

川

島

'

う

情

祝

も

め

ず

ら

し

し

と

と

て

明

り

で

勉

強

、

み

つ
か
ら
な
b

語
、
お
菓
子
・

…

グ

、

は

あ

り

ま

せ

ん

・

の

よ

う

に

押

し

入

れ

の

中

に

ス

タ

…

.
徳
富
雄
博
さ
ん
(
愛
媛
)

川

、

た

だ
、
私
立
大
学
、
専
門
学
女
子
大
、
短
大
、
専
門
学
校
ン
ド
を
も
ち
と
み
、
レ
ポ
ー
ト

和

菓

子

川

d

川
校
で
は
臨
調
路
線
の
影
響
を
直
で
は
「
良
饗
賢
母
」
「
規
律
あ
を
し
あ
げ
る
と
い
っ
た
と
と

‘

川

智

つ

け

、

廃

寮

の

事
惣
も
う
ま
る
生
活
」

に
名
を
か
主
人
権
が
、

多
数
の
績
で
お
ζ
な
わ
れ

じ

;
;~
j
e
-
-
・
9

5

5

・

5
・

O

E

-
-
・

0

山

r
h・
合

れ

て

い

ま

す

・
な
か
に
は
「
十
侵
害
と
も
い
え
る
規
則
が
重
て
い
ま
す
。

彦

東

京
の
機
関
紙

ム

辺

監

ア

ー

あ

が

ん

ば

っ

て

い

ま

す

今

後

;
川

国
労
金
沢
電
車
区
分
会
…

1
連

億
円
の
礼
拝
堂
を
た
て
る
一
方
活
意
き
い
も
の
に
し
て
い
豊
燃
が

M問

ミ
一
一
コ
ミ
一

8
選
で

~

畑

山

一

野

ナ

K
7
7
H
J
U下さ
ん

軒

1
5
r
y
め

会

詳

し

日

時

間

1ujf聖書
で

開

室

外

人

間

づ

く

り

を

…

噛
窃

「
は
た
ら
く
L

~

守
也
圃
曜
溜
融
関

d
i
E
Y
2
4
3

町

、

。

台

川

訓
叫

J

カ

a司
禽
吋
J

叫

・

5rvg

畏
い
闘
い
に
も
め
げ
ず
、
が
ん

な
い
ま
ま
、
職
場
の
中
で
「
合
理

川

L

j
は
ボ
ロ
ア
パ
ー
ト
に
う
つ
る
」
出
中
に
舎
監
が
部
屋
の
中
を
見
学
生
寮
の
震
を
一
人
で
川

申

告

三

万

「

人

ド

も

刊

号

合

一

会

。

刊

行

12日

誌

は

日

時

計

一

噌

細

長

沼

耕

一

一

一

一

民

一

一

一

一

己

主

一

一

一

窃

紙

や

ミ
ニ
コ
ミ
」
を
鎮
め
て
一
冊
の
叫
シ
l
」
「
運
転
代
行
」

を

ノ

連

一

，

B

!
さ
れ
ま
す
・
全
員
の
職
場
復
一

E
RE
-
-
約

共

生

青

年

期

を

お

く

る

た

め

に

、

三

唱

奈

第

三

、

全

国
の

震

担

当

一

ィ

タ

ク

罰

緩

和

に

号

、

安

予

言

章

一

直

さ

ん

帰

カ

で

き

る

よ

う

、

私

握

力

な

「

童

」

が

滅

り

ま

し

た

が

、

二

日

J
M
-
一

室

洗

浄

百

寮

一

回

の

み

な

さ

ん

括

支
援
く
だ

…

苧

記

長

一

万

一

持

き

山

町

U
U
U
U

齢

一

か

向

日

一

三

五

七

日

下
さ

ん

紅

誠

一

幹

二

の

料

見

ぷ

詰

が

…

さ

寸

法

一

れ

れ

い

A
rも
…

匙

拐

う

よ

こ
そ
の
た
め
に
あ
な
た
も
一

)
の
ぎ
の
パ
ン
フ
で
あ
る
・
希
望

働

ご

と

思

う

だ

け

で

、

な

に

主

私

の

職

場

で

も

、

益

著

書

前

進

お
め
で
と
う
ご
ざ

川

‘

‘

I

E

副

F
j
i
l
--た
ち
を
入
れ
て
も
安
心
だ
」
と

川

R
3

日・・

A

一
阪
選
圏

EE--a

申

告

町

一

一

語

一

一

一

刊

行

い

は

1
4一

Hiu
河
川
野
己
主
計
言
語
U
沼

全

伊

良

論

園

圏

一

守

学

生

寮

に

Jp

d
唱

送
料
は

J
一一
O
O円
で
す
。

~

ヒ

F
す

攻
撃
が
や
ら
れ
て
い
ま
す
じ
か
く
、

沖
電
気
の
仲
間

に

対

す

る

支

川

レ

ド

し

州

国

E圃

閤

¥

園

田

E圏
・
・
学
生
寮
の
こ
と
な
ら
全
日
本
川

，4E
昔

同

『

川

川

聞

過
・
闘
幽
・
・
・
・
・
・
・
・
E
園
殿
山
島
田
・
圃
圃
圃
園
圃
園
・
薗
圃
・
・

担
動
一
+
広
島
・
第
一
学
習
社
労
組

し
、
そ
れ
に
負
げ
ず
に
が
ん
ば
っ
き
、
と
だ
え
が
ち
で
す
。

川

F井
一

H

繍

圃

・

・

圃

欝

W
H圃
掴
冨
闘
園
学
生
寮
自
治
会
連
合
へ

川

自

~

士

一

年

前

の

委
員
長
、
刷
費
て
い
ま
す

-Eの
人
た
ち
も
+神
奈
川
・

安

否

子
さ
ん

川

言

、

監

E

・E-国
関

i圃
園

開

題

闘

志

東
京
都
目
黒
区
駒
場

山

長

園

町

長

の

不

当

解

雇

に

対
し
愚
高
裁
で
最
後
ま
で
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
品
川
大
笠
宮

(
5
・
6
沖
電
・

~

4

嵯

勾

咽

圏

・

・

・

・

・

臨

・

圃

園

田

圃

醗

醐

園

5
1
8
1
1

葉
大
学
駒
場
川

区

・

全

一

も

「
解
雇
は
不
当
の
全
面
勝
利
い
・

南
部
警
は
す
ば
ら
し
い
雲
、
…

4
ノ

J

雌

圃

・

・

・

・

圃

園

・

園

田

司

1
需

宮

O
A〉

5
8
4
7

j

i

，
 

A
E
-
J
の
判
決
を
勝
ち
と
り
ま
し
た
.
職
+
大
阪
・
全
動
労
宮
原
支

部

で

し

た
。
完
全
勝
利
ま
で
、
一
人
川

山

i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
l
i
l
-
-
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i

な

発

~

場

復

帰

め

ざ
し
、
神
電
気
争
議
回
国
鉄
も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
・
ひ
と
り
、
御
自
愛
の
う
え
御
構

…

…

希

望

者

全

員

が

学

生

寮

に

入

れ

る

よ

う

に

に
負
け
な
い
で
、
一
日
も
皐
く
と
共
に
ガ
ン
バ
り
マ
シ
ョウ。

を
、
期
待
し
て
お
り
ま
す
・

一--iE・g・---zi----ti---
-
l
ili---gi--
--

(2 ) 

重一-一EE--E=皇室
一圃ZEE-三
一
三
重
一
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
政
治
=-E=一言=一三

沖電気争議団一子どもたちの作文

中山淳一くん

揖 85号

国
民
は
ど
う
で
も
い
し

今
ま
で
勉
強
し
て
わ
か
っ
た
と
た
の
は
、
日
本
国
憲
法
で
し
た
.
本
の
象
徴
で
、
日
本
国
民
の
ま
と
う
と
と
で
し
た
.
そ
れ
は
、
も
っ

と
は
、
次
の
事
な
ど
で
す
・
ま
ず
、
日
本
国
憲
法
の
三
つ
の
柱
ま
り
で
あ
っ
た
ほ
『
添
い
い
と
思
と
も
だ
と
思
い
ま
し
た
・
ま
た
、

を
勉
強
し
ま
し
た
・
い
ま
す
・
天
皇
は
、
一
人
し
か
い
ほ
く
も
う
れ
レ
い
で
す
・
た
だ
自

.
日
本
国
憲
法
の
こ
と

一
つ
は
、
国
民
主
権
の
ζ
と
で
な
い
ん
だ
し
、
そ
の
一
人
の
天
皇
衛
隊
が
あ
る
と
と
が
少
し
だ
め
だ

.
政
治
の
は
た
ら
き

し
た
.
ぼ
く
が
思
う
に
は
、
や
は
が
主
植
者
だ
っ
た
ら
な
ん
か
、
と
思
い
ま
す
.
戦
争
を
放
棄
す
る

そ
の
中
で
、
特
に
興
味
を
も
っ
り
天
皇
は
主
権
者
で
は
な
く
、

自

国
民
は
ど
う
で
も
い
い
よ
う
な
気
と
い
う
の
だ
か
ら
、
そ
の
小
さ
い

(
カ
ン
ジ
)
が
し
ま
す
・
訓
練
で
も
必
要
な
い
と
思
い
ま

次
に
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
す
.

勉
強
し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
ゃ
っ
ぼ
く
は
、
い
い
憲
法
の
時
に
、

ば
り
、
だ
れ
も
が
か
け
が
え
の
な
生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い

い
人
間
と
し
て
尊
重
し
な
け
れ
ば
ま
す
.
こ
れ
か
ら
は
、
乙
の
憲
法

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
・
あ
と
、
が
ず
っ
と
続
く
か
、
そ
れ
よ
り
も

人
聞
は
、
み
ん
な
平
等
で
あ
る
と
も
っ
と
い
い
憲
法
が
、
で
き
れ
ば

思

い

ま

す

。

い

い

な

あ

と

思

い

ま

す

.

懸

法

改

最
後
に
、
平
和
主
義
を
勉
強
し
正
が
、
か
な
り
む
ず
か
し
い
と
と

ま
し
た
・
そ
れ
は
、
日
本
国
民
は
、
な
の
で
、
よ
か
っ
た
な
あ
と
思
い

外
国
と
の
あ
ら
そ
い
を
、
戦
争
で
ま
す
。
(
小
学
校
六
年
の
時
)

解
決
し
よ
う
と
し
な
い
.
と
、
い

(中・ 1) 
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合

r
S
E
r
-
-
2
2一三一

2
2

「

回

本

航

、
を
の
よ
う
な
夢
故
、
か
‘
け
つ

起

フ

t
も

ふ

レ

デ

で

な

い

L
ょ
、
つ
な
事
時
川

が

刺

用

看

内

山

手

タ

r
E
黙

視

し

た

人

デ

勺

川

し

に

よ

フ

て

生

き

れ

τ
い
ま
す
.

ご

岬

「
J

曲
努

集

会

し

℃

は

、

国

鉄

の

ん

勿

川

れ

氏

営

犯

の

激

レ

け

武

一

撃

己

飼

ヲ

亡

い

川

る
国
品
鉱
労
働
r
屈

が

白

庁

ら

脚

系

弘

浸

川

し
て
‘
ト
刺
同
右
の
安
佐
を
回
黙
視
し
た
人
パ
川

ら
レ
や
句
』
廠
湯
の
作
ゆ
か
ピ
選
ヴ
て
け
る
疏
川

島
刊
な
ど
の
閉
昆
モ
橋
市
州
か
「
偉
た
き
Y

ル
川

ヴ

ロ

ー

ド

し

ず

扱

蕗

レ

ま

レ

た

・

ま

と

国

手

電

気

τ働
ら
さ
、
佐
現
金
正
芋
川

別

是

正

と

瞬

ヲ

て

け

る

r

相

手

さ

ん

が

.

ト

川

ラ

ン
ペ
ヴ

ト

ピ

教

訓

刷

・

長

後

に

決

意

系

明

川

を
一
行
な
ヲ
た
周
波
勝
美
主
ん
が
‘
必
礼
媛
甲
山

に

夫

婦

と

も

に

首

J
r
m
V』

v
d
れ

闘

H
E
す

川

す

め

て

き

た

宮

川

け

を

去

な

が

ら

に

訴

え

る

川

ピ

会

場

以

季

語

に

・

沖

電

気

争

訟

の

一

目

も

早

川

全

面

解

決

ヒ

国

鉄

の

『

分

‘

豹

・

内

民
営
r
L
L

阻

止

の

速

報

あ

ふ

点

る

集

会

に

川

な

リ

ま

レ

乏

.

(
伸
電
気
争
磁
団
ニ
ュ
ー
ス
)

ー
劇

」

園

成.構
」
と

a
与

一…
a
蛤仇

M者用革
命鉄国

;__~ 

i受G

伊皇、
理象
者たJ

v ~ 
t わ¥

ち
とご
呑

1986'"手4月 20目

し

%

春

闘

勝

利

回

欽

「

九

引

酌

引

民

営

チ

制

限

ム

、

滞

電

気

争

議

勝

利

芭

ガ

巧

と

る

品

卸
〈
新
治
渋
谷
区
田
，
人
ぜ
叩
回
計
約

廷

の

各

g
d・
終

決

起

集

会

が

三

日

十

回

目

新

円

仰

の

剃

日

生

布

r
p
i

ル
f
行

与

が

れ

ま

レ

た

.

当

回

以

.
a
m
繭

が

降

リ

。

宮

戸

支

4
Q
ど

い
う
品
忠
夫
伎
に
も
か
が
如
、
勺
ず
・

Ar古
品
坤
‘定

員

、
、
久
両
国
み
十
る
を
ス
，
憶
に
・
フ
わ
宇
中
小
南
る
ハ

首

σ唱
の

参

加

で

盛

え

に

行

な

力

れ

ま

レ

た

.

回

数

C

は
‘
タ
劉

e

民

営

r

L

C
先
取
リ

と
し
て
‘
衆
宰
打
、
〔
者
会
五
黙
視
し
た
寸
含

沼

代

L
吉

松

行

レ

、

ム

'チ
線

て

も

差

Jez

面

白

嘉

望

的

政

が

三

月

ず

り

無

人

点

l

ム

ビ

な

リ

ま

し

た

e

特

に
J

曲
目
4
暮
更
は
、

だ

下

鉄

牛

代

回

繰

り

察

り

換

え

攻

で

、

都

内

C
4石
数

の

衆

峰

、

客

数

で

す

・

山
J

千
線

の

岡

田

リ

だ

げ

で

る

坪

-

ニ

長

岡

田

f
国
車

掌

ヨ

ん

に

よ

る

緊

急

停

キ

か

3
れ

て

け

ま

す

・

ま

た

事

務

族

盃

期

聞

が

延

期

さ

汎

多

彩

政

危

ぐ

五

倍

己

増

え

て

け

ま

す

・
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夫
婦
と
も
ど
も
解
服
さ
れ
た
相
原
勝

美
さ
ん

(
写
真

・
中
央
)
は
、
病
弱
な

か
ら
だ
で
の
七
年
間
の
闘
い
の
苦
労
を

報
告
し
、
一
層
の
支
援
を
訴
え
ま
し
た
.

閉
会
あ
い
さ
つ
で
世
田
谷
地
区
労
議

長
の
花
輪
不
二
男
さ
ん
は
「
シ
ョ
ク
パ

フ
ッ
キ
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
」
と
豚
ベ

(5 ) 

争
議
が
始
ま
っ
た
時
か
ら
、

支
援
を
続
け
て
い
る
橋
本
信
代

さ
ん
(
写
真
)
は
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
に

n
赤
い
ゼ
y
ケ
ン
u

を

歌
い
ま
し
た
。

徳
川
時
代
末
期
ま
で
、
天
皇
は
将
百
八
十
八
万
二
千
円
・

ど
も
な
い
・

軍
の
権
威
づ
げ
の
た
め
に
利
用
さ
以
上
の
約
三
十
億
円
に
宮
内
天
皇
に
は
刑
法
も
適
用
さ
れ
な

れ
る
存
在
に
す
ぎ
な
か
っ
た
・
庁
、
息
富
笹
察
の
予
算
を
合
わ
る
い
レ
、
領
政
(
天
皇
の
代
理
)
も

【
天
皇
①
皇
帝

・
天
子
の
敬
勺

財

産

と
、
百
六
十
一
億
一
千
一
百
九
十
「
そ
の
在
任
中
、
訴
追
さ
れ
な
い
」

称

②

明

治

憲

法

で

は

、

大

日

本

帝

四

万

六

千

円

・

と

れ

が

H

象
徴
天
(
皇
軍
英
範
)
ζ
と
に
な
っ
て
い

給
与
は
い
く
ら
・

国
の
元
首
日
本
国
憲
佳
で
は

Q
H
を
支
え
る
一
年
間
の
費
用
な
る
・

日
本
国
お
よ
び
日
本
国
民
統
合
の
戦
前
の
皇
室
一
尉
産
は
、
戦
後
、
の
だ
・

天
皇
の

象
徴
と
さ
れ
、
国
家
的
儀
礼
と
し
固
有
化
さ
れ
、
皇
室
費
は
国
家
予

て
の
国
事
行
為
の
み
を
行
い
、
国
算
か
ら
支
出
さ
れ
て
い
る
・
Q
居
・

天

皇

は

-

e

:

宗

教

は

一
政
に
関
す
る
権
能
は
も
た
な
い
・
を
は
じ
め
東
宮
御
所
、
京
都
御
所
。

日

本

国

民

か

・
天
皇
、
皇
族
の
宗
教
は
、
わ
が

』
男
系
の
男
子
が
ζ
の
地
位
を
継
京
那
須
、
葉
山
、
下
回
の
御
用
邸
や
天
皇
と
皇
族
は
、
法
律
上
国
民
国
固
有
の
民
族
信
仰
で
あ
る
神
道

電
気
争
議
団
員
の
ひ
と
り
、
一

骨
す
る
・
(
広
辞
苑
)
各
皇
族
の
家
屋
敷
は
す
べ
て
固
有
と
は
い
え
な
い
・

(

し

ん

と

う

)

・

虫

族

を

離

脱

し

人
が
司
会
の
金
瀬
さ
ん
(
荒
川
一
「
天
皇
」
に
つ
い
て
の
習
は
財
産
・
だ
が
家
賃
は
払
わ
な
く
て
ま
ず
、
国
民
と
同
じ
戸
籍
が
な
な
い
限
り
、
改
宗
は
で
き
な
い
・

区
労
協
)
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
干
ζ
う
い
っ
た
と
ζ
ろ
だ
が
、
鹿
史
も
い
い
・
い
・
天
皇
と
皇
族
は
皐
統
踏
と
い
明
治
か
ら
敗
戦
ま
で
、
天
皇
家

答
え
て

H

悩
み
、
苦
レ
み
な
が

守
的
に
見
れ
ば
、
古
代
、
大
和
地
方
皇
室
費
の
歪一
ち
、
天
皇
一、皇居
、
う
特
別
の
戸
籍
に
登
録
さ
れ
て
い
の
宗
教
を
国
家
宗
教
(
国
家
神
道
)

ら
も
、
楽
天
的
に

u

と
闘
う
『
の
一
地
方
政
権
の
首
長
で
あ
っ
た
皇
太
子
夫
褒
と
そ
の
三
人
の
子
る
・
戸
籍
法
の
適
用
を
受
け
な
い
と
し
て
国
民
に
押
し
つ
け
、
天
皇
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-
5
・
5
子
・
調
布
「
島
の
広
場
」
あ
い
ま
し
ょ
う

川

比
重
音
)
・
第
ロ
次
電
機

三-ZEE-三三一言三一ZE一三三一三z=三三一王室主三-Z至
宝
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(4) M85喧量指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース1986年 4月 20日
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出
版
労
連
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

労
働
組
合
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1986牢 6月 1日

5万人の「支援する会」を

私たちは生きる摘利、働〈償制を守るために沖
電気の仲間を物心両国から励まし、必ず勝利させ
たいと思います.園障な長期の闘いも予想されま

すので、一人でも多くの方がこの 「会」に加入し
全面勝手1)を闘いとるまでご支援〈だちるよう心か

らよびかけます。(r支録する会」よびかけより)
会 賞 1口 200円/月

指名解雇 された沖電気の仲間を支援する会ニュース

発

行

所

支援する会事務局
事務所東京都港区三田

3- 2-20 

・眠 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名 沖電気の不当解雇

を撒図書せる会

第 86号

198 6年

6月1日

|固 2748日|

開 86号(1 ) 

f沖電気はただちに
し喧fE解雇争議」解決を

「
職
場
復
帰
」
の

具
体
化
が
鍵

東
京
地
方
裁
判
所
民
事
日
部
で

進
め
ら
れ
て
い
る
、
神
電
気
争
議
た
か
う
ぞ
」

を
解
決
さ
せ
る
た
め
の
和
解
交
渉
唱
和
が
デ
t

は、

ζ
れ
ま
で
十
六
回
行
な
わ
れ

…
隊
列
か
ら
流
れ

ま
し
た

.

eる
.
沖
電
気
且

裁
判
所
は
「
三
十
五
人
を
現
実

護
団
の
ピ
ラ
世

に
復
職
さ
せ
る
」

ζ
と
を
交
渉
の
受
取
っ
て
続
h

出
発
点
に
、
と
勧
告
し
、
「
金
銭
(
写
真
)
姿
』

の
み
」

に
固
執
し
て
い
た
神
電
気

・
あ
ち
と
ち
で
.

も
、
職
場
復
帰
を
受
け
い
れ
ざ
る
…

を
え
な
く
な
っ
て
い
る
.

糧
A町

ふ

今
年
も

n
新
鮮

な
高
崎
(
群
馬
)

ト
マ
ト
N

が
大
好

評
だ
っ
た
.
「
赤

旗
ま
つ
り
」

(
5

/
3
1
5
/
5
・

東
京
)
で
二
千
三

百
袋
が
売
れ
ま
レ
た
;
が
・

ん
ば
れ
よ
'
と
た
く
さ
ん

の
カ
ン
パ
も
参
加
し
た
人

々
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
交
流

と
連
帯
の
輸
が
叶
曲
が
っ

た
.

企
0

・

通
信
機
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
益
、
=
一
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
服
後
の
職
溺
で
は
、
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
一
一

神
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京

・

九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
年
十
一
月
に
は
、
支
鐙
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
こ
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど
・
庖
(
田
中
さ
ん
)
レ
た
り
、
神
援
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

八
四
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
九

O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
作
っ
た
.

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
.
会
社
は
東
京
地
裁
ほ
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見
八
四
年
秋
か
ら
は
、
全
国
規

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希
〆
〆

r

，
，

F

r

，

棋

の

迎

動

に

発

展

、

仕

事

差

別

由
護
職
」
募
集
亭
提
案
と
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

を
や
め
さ
せ
た
・
東
京
地
裁
で

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

は

「

一一一
十
五
人
の
復
職
と
和
解

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も

「
指
名
解
屈
せ
し
め
を
強
め
、

「
合
理
化
」
金
」
の
勧
告
が
出
た
.

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、

残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
守
八
六
年
、
沖
電
気
争
議
は
掻

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
意
総
監
革
を
す
る
乙
と
」
と
旺
神
電
気
争
犠
団
の
七
十
一
人
大
の
山
場
を
迎
え
て
い
る
・
あ

強
行
・
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、

ZE・
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
千
を
超
え
る
労
な
た
の
烈
い
述
裕
で
必
ら
ず
勝

百
億
円
近
い
史
上
空
局
の
利
視
レ
議
庖

K
乞
と
も
明
白
・
組
や
、
一
万
四
千
人
の
「
支
援
利
さ
せ
ま
し
ょ
う
・

田霊霊園酷

〉
議
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら

〈
争
〉

〈
の
一
つ
一
つ
の
た
た
か
い

の
成
否
が
、
直
接
的
に
解
決
内
容

に
反
映
す
る
と
い
う
、
飯
も
重
要

で
、
や
り
が
い
が
あ
る
段
階
に
き

て
い
ま
す
.
正
念
場
の
た
た
か
い

に
、
全
国
の
み
な
さ
ん
が
、
物
心

両
面
で
、
一
層
の
ご
支
援
く
だ
さ

る
と
と
を
心
か
ら
、
お
ね
が
い
レ

ま
す
・

(
共
闘
会
磁
ニ
ュ
ー
ス
)

-
沖
電
気
争
議
七
年
の
配
録
映
画

「
り
ん
ご
の
樹
は
育
つ
」
は
H

と

て
も
励
ま
さ
れ
ま
す
H

と
好
評
で

す
.
ビ
デ
オ
版
(
一
万
円
)
は
こ
れ

ま
で
百
本
が
普
及
さ
れ
ま
レ
た
.

フ
ィ
ル
ム
、
映
写
機
の
貸
し
出

そ
の
中
で
H

首
切
り
は
許
さ
な
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
な
の
で
す
.
し
も
待
っ
て
い
ま
す
.

ん

い

M

と
い
う
労
働
組
合
の
原
点
を
〉
電
気
を
徹
底
的
に
攻
め
る

・
メ
ー
デ
ー
の
中
央
会
場
で
、
約

き

〈

沖

〉

bh

守
る
闘
い
と
し
て
、
沖
電
気
争
犠
(
と
と
が
第
一
だ
と
考
え
て
=
一
+
万
円
の
カ
ン
パ
が
集
ま
り
ま

、
井

の

到

達
点
が
あ
る
と
思
い
ま
す
・
い
ま
す
・
現
在
も
、
全
国
で
沖
電
レ
た
・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

沖
電
気
は
、
議
判
所
の
勧
告
に
気
の
支
庖
へ
の
抗
議
行
動
を
行
っ
た
・

〉
の
七
年
間
、
日
本
労
働
組
応
じ
る
ζ
と
を
表
明
し
て
い
ま
す
て
い
ま
す
し
、
六
月
の
株
主
総
会
園
全
国
の
会
員
の
み
な
さ
ん
、
会

〈

-

」

)

〈
合
運
動
は
、
全
民
労
協
の
が
、
解
決
の
具
体
的
な
中
昧
に
つ
に
向
け
て
の
闘
い
も
強
め
た
い
と
費
の
納
入
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ

結
成
や
、
春
闘
な
ど
に
象
徴
さ
れ
い
て
は
、

ζ
れ
か
ら
の
た
た
か
い
考
え
て
い
ま
す
し
、
監
督
官
庁
な
い
ね
・
夏
の
物
品
販
売
・募
金
活
動

る
よ
う
に
、
困
難
な
時
期
で
し
た
・
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
・
ま
さ
に
ど
へ
の
要
摘
も
毘
要
で
す
・
も
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
レ
ま
す
・

共沖

井堕璽
JII議事
一・ 2艶
虐量 事 支

亙務援
b 局中
A了 長央

8.23~24 
0丹沢

i屯沢図キャンプ場

東京争議団
交流キャンプ

事身

八
度
目
の
夏
、
時
冗
、
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い。

率
い叫

制

民
族
歌
郷

〉

叫

』

巴

団
「
わ
ら
び

駅

一

E
-
L座
」
の
創
立

制

…

ロ

為

三
十
五
年
の

い
川
一
路
、

2HF
舵
念
公
演
を

ア

一

ひ

し

見

ま

し

た

V

た

り

山

，

d
梅
演
目
の
「
育

も
ど
咽

ど
み

叩
く
む
者
」
は
、
今
後
と
も
、
「
盛
」

釘

…

を
い
つ
く
し
み
育
く
ん
で
ほ
レ

時
い
と
の
気
持
の
ζ
も
っ
た
も
の

聞
で
し
た
V
も
う
一
つ
の
「
二
月
、

町
三
月
物
語
」
は
、
平
和
と
は
な

骨
に
か
、
現
在
の
繁
栄
が
、
な
に

一…

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る

一聞

の
か
を
、
戦
前
の
農
村
を
舞
台

聞
に
、
農
民
の
恕
惨
さ
、
樹
力
の
繍

一品

暴
を
全
面
に
し
、
い
か
に
戦
争

一叫

の
犠
牲
が
大
き
い
も
の
か
を
問

一一

い
か
け
て
い
ま
レ
た
V
私
た
ち

一聞

が
、
平
和
、
平
和
と
言
っ
て
い
る

一開

聞
に
、
い
つ
の
間
に
か
仰
い
つ
か

叫
来
た
迦
H

を
畑
中
間
削
レ
て
い
る
勢

一時

力
が
あ
る
ζ
と
を
も
、

ζ
の師向

一間

台
は
訴
え
て
お
り
、
現
代
に
生

一聞

き
る
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な

一四

っ
て
い
る
V

H
日
本
の
文
化
巡

一仲

動
の
担
い
手
と
し
て
、
さ
ら
に

輔
が
ん
ば
る
M

と
い
う
「
わ
ら
び

同
座
」
の
決
意
怒
依
わ
っ
て
く
る

叩
肥
念
公
演
で
し
た
.
今
後
の
活

叫
随
を
心
か
ら
願
い
な
が
ら
の
観

仲
劇
で
も
あ
り
ま
し
た
.
(北
村
)

圃問い合せは沖電気争議団へ
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指名解震された沖電気の仲間を支援する会ニュース (2 ) 第管86電量1986茸 6月 1日

乙
の
パ
ン
フ
を
一
読
す
れ
ば

と
訴
え
て
い
る
。
平
和
で
美
し

H

な
ぜ
い
ま
、
三
宅
島
か
N

が

い

島
を
残
す
と
と
が
私
た
ち
の

理
解
で
き
る
。
安
保
条
約
、
シ
願
い
l
島
民
の
決
意
は
闘
い
.

l
レ
ン
防
衛
と
核
戦
略
体
制

安
保
破
棄

・
緒
要
法
貨
撒
東
京

な
ど
も
、
て
い
ね
い
に
説
明
さ
実
行
蚕
員
会

(
一
一
六
一
)
八
七

れ

「
核
も
基
地
も
い
ら
な
い
」
七
九
・

B
4版
、
二
O
O円
。

なス
w

叶
一
オ

:

l

 

引
一
を
4
1

ン
一
京
戦

パ
一
東
核

マ
-

いま『国鉄」が危ない

曇全集提話会主』5こ皇隼
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ア
メ
リ
カ
の
要
輔
だ
か
ら
、
国
民
に
支
援
の
訴
え
を
し
な
が

安
保
上
の
義
務
だ
か
ら
と
、
米
ら
終
っ
て
い
る
.
今
、
日
本
に

軍
進
地
を
個
押
し
つ
け
る
国
の
圧
生
き
る
人
を
励
ま
す
映
画
と
な

力
に
対
レ
て
、
三
宅
島
の
人
た
っ
て
い
る
.
日
本
電
波
ニ
ュ
ー

ち
は
乙
の
「
島
が
好
き
」
と
ス
社
(
五
八
四
)
七
四
四
一
-

た
た
か
う
。

ζ
の
映
画
は
、
全
凶
ミ
リ
。
カ
ラ
l
U分・

馬疋木
輿ム
すでが

円勺
える

仇
喝

A
喝

m喝



私
が
今
、
一
番
好
き
な
ζ
と
は
、
あ
の
恐
ろ
し
い
く
ま
と
、
正
面
か

巾

パ
レ
l
部
を
が
ん
ば
っ
て
行
う
と
ら
対
決
し
た
の
で
す
・
そ
の
時
畑

と
で
す
・
今
は
、
ほ
と
ん
ど
、
ボ
さ
ん
は
、
生
や
死
は
問
題
で
は
な

ゆ

1
ル
に
は
さ
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
時
か
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
.

々
、
や
ら
せ
て
も
ら
え
る
乙
と
が
私
は
、
畑
さ
ん
は
、
と
て
も
度

一ー

あ
り
ま
す
。
そ
の
時
は
、
ワ
ン
ツ
胸
が
あ
る
、
私
な
ら
全
然
だ
め
だ
.

ー
マ
ン
で
、
て
い
ね
い
に
教
え
て
そ
れ
に
、
死
ん
で
し
ま
う
か
も
し

も
ら
え
ま
す
・
私
も
、
先
輩
に
な
れ
な
い
と
思
え
ば
、
よ
っ
ぽ
ど
だ
い
四
十
四
人
の
被
解
雇
者
が
闘
い

っ
た
ら
今
の
先
輩
の
よ
う
に
な
ろ
と
思
い
ま
し
た
・で
も
畑
さ
ん
は
、
川
は
じ
め
て
一
一
一
年
・
家
族
ぐ
る
み
の

仲

?

う
と
思
い
ま
す
・
ど
ん
べ
え
が
大
好
き
だ
か
ら
、
き
れ
た
た
か
い
|
ま
と
も
な
労
働
運
踊

Lr

そ
れ
か
ら
、
中
学
生
に
な
っ
て
、
ち
ん
と
子
別
れ
の
儀
式
を
さ
せ
て
日
め
ざ
す
l
の
肥
録
写
真
集
で
す
。

一1
1一一

た
く
さ
ん
友
途
も
で
き
ま
し
た
・

あ
げ
る
の
に
は
、
死
ん
で
も
い
い
刈
注
文
は
密
0
4
4
1
5
1
1
5
2
官
凋

新
し
い
友
達
は
、
小
学
校
が
違
う
と
思
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
・

m
5
6
4・
ま
た
は
沖
支
援
す
る
会

昭
作

-
d
-

た
め
、
な
か
な
か
名
前
が
覚
え
に
ど
ん
べ
え
は
、
い
い
人
に
飼
わ
吋
事
務
局
へ
・

M
ヨ

副

く

か

っ

た

で

す

・

れ

て

、

幸

せ

だ

と

思

い

ま

し

た

.

R
…
劃

勉
強
の
方
で
は
、
国
語
に
興
味
私
も
、
乙
れ
か
ら
も
、
国
語
宗
一

河

写

…

が
あ
り
ま
す
・
今
、
や
っ
て
い
る
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

~

Z
…
録
…

「
対
決
」
と
い
う
と
ζ
ろ

で

は

、

す

。

他

の

怨

一

失

…

記

…

く
ま
の
ど
ん
べ
え
と
畑
正
憲
さ
と
思
い
ま
す
・

叫

民

ん
が
主
人
公
で
す
.
畑
さ
ん
が
、

ど
ん
べ
え
と
の
子
別
れ
の
儀
式
を

九

池

い
た
も
の
で
し
た
.畑
さ
ん
は
、

神
電
気
争
殺
が
、
次
の
団
体
の
h

機
関
紙
・
誌
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
川

(叩凹

・
2
月
以
降
分
)

園
出
版
労
連

・
リ
ー
ダ
ー
ズ
ダ
山

イ
ジ
ェ
ス
ト
労
組
。

・
日
本
民
主
管
年
同
盟
・

-
民
族
歌
舞
団
わ
ら
び
座
。

・
東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
.

h
 .

.

 
，

.

日
本
共
産
党
。

4
偲
航
可
・
日
本
の
う
た
と
え
全
国
協
駿

叶

邑
眉

eF
会
.

aa・
、
・
東
京
都
区
職
員
労
働
組
合
。

h
糧
事
出
F

・
新
日
本
婦
人
の
会

(
争
犠
団

H

a‘

の
家
族
)

h
唱
団
団
F

・
日
本
機
関
紙
協
会
(
神
電
気
h

ae-司
仕
事
差
別
事
件
ル
ポ
)

聡
唱
咽
9

・
名
古
屋
精
糖
労
組
神
戸
支
部

恥

d
檀
司

曾
配
局
。

油
開
問
膨
・
全
国
税
労
組
、
関
信
地
連
.

J
1
・
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
J

画
抱
団
陸

職
員
組
合
。

a冒
.
・
都
職
労
目
以
支
部
。

衣
頼
。

マ
具
志
堅
勝
子
さ
ん
(
沖
細
)

マ
佐
藤
澄
良
さ
ん
(
東
京

・
文
京
婦
人
靴
ダ
ン
ボ
ー
ル
一
箱
・

区
役
所
)
バ
イ
ク
一
台
、
へ
マ
知
念
正
男
さ
ん

(東
京
)

ル
メ
y
ト
付
.

抑
制
の
酒
。

マ
鎌
田
弘
之
さ

ん

(

埼

玉

)

マ

西
銘
貞
雄
さ
ん
(
筒
玉
)

衣

類

.

焼

酎

一

本

.

マ
滝
下
和
子
さ
ん
(
東
京
)

ーがんばりましょう

沖電気争議団一子どもたちの作文

198 6年 6月 1日

(300円〕

南2

本:

公
昌
さ
ん

-
ヨ
川
崎
町
駅
、
-
主
語
怠
必
恋
京

-
-
4

0
九

ec--置
f
d
R
…可
「寸ヲョ

O
名
村
造
船
不
当
解
雇
争
撤
回
l

O
白
黒
電
波
測
箆
労
組
l
「被
解

七
年
一
カ
月
の
た
た
か
い
で
九
回
者
十
人
に
、
昨
年
九
月
か
ら

人
全
員
の
職
場
復
帰
を
実
現
さ
の
賃
金
を
仮
に
支
払
え
」
の
仮

せ
ま
レ
た
.

(
大
阪
・
四
月
)
処
分
を
東
京
地
裁
で
勝
ち
と
り

O
川
良
海
苔
后
・

新
垣
米
吉
さ
ん
ま
し
た
。

(
東
京

・
四
月
)

l
入
院
中
に
北
海
道
へ
の
転
勤

O
総
評
全
国一

般
労
組

E
C分

辞
令
が
出
さ
れ
、
強
制
配
転
に
会
魚
住
友
子
さ
ん
l
不
当
解

反
対
し
て
た
た
か
っ
て
い
ま
し

凪
撤
回
闘
争
を
五
年
十
カ
月
た

た
が
解
決
レ
ま
し
た
.

た
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
解
決

(斑
京
・
二
月
)

レ
ま
レ
た
・
E
C
(欧
州
共
同

|
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
・

体
)

(

東
京
・四
月
)

佐さ

(埼
玉
県
)

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュ ース

事
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F主
主
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密室~

マ
テ
ン
ノ

l
」
を
知
る
⑧

っ
て
行
わ
れ
た
。
労
働
運
動
も
元
帥
」
と
し
て
陸
海
軍
の
統
帥
嗣
が
、
直
ち
に
即
位
す
る
」
(皇

民
主
的
運
動
も
反
逆
と
し
て
掛
者
だ
っ
た
.
実
際
に
天
皇
の
意
室
典
範
第
四
条
)
。

天
皇
は

圧
さ
れ
た
。
国
民
は
す
べ
て
「
陛
思
に
よ
っ
て
開
戦
が
決
定
さ
皇
位
継
京
の
資
格
は

「皇
統

明
治
維
新
の
「
王
制
復
古
」
下
の
赤
子
(
せ
き
レ
)
」
と
レ
れ
、
戦
争
指
導
を
行
っ
て
い
た
に
属
す
る
男
系
の
男
子
」
だ
け

に
よ
っ
て
、
天
皇
は
日
本
の
統
て
、
天
皇
に
命
を
鱒
げ
る
と
と
と
と
も
、
史
料
で
は
っ
き
り
し
で
、
そ
の
順
序
も
阜
室
典
踊
で

治
権
者
と
し
て
登
場
す
る
.
明
が
道
徳
の
規
備
と
レ
て
強
制
さ
て
い
る
.
天
Q
は
段
高
の
戦
争

細
か
く
定
め
ら
れ
て
い
る
.
完

治
の
支
配
層
は
、
統
治
織
を
天
れ
た
・

資
任
者
な
の
だ
・

全

な
オ
ト
コ
社
会
・
女
は
ま
っ

皇
に
集
中
し
た
だ
け
で

な

く

中

曽

根

首
相
は
「
陛
下
は
平
た
く
関
係
な
い
・
男
女
庖
用
段

天
皇
の

「
現
人
神
(
あ
ら
ひ

と

が

み

)

」

和

主
義
者
」
と
、
天
皇
と
戦
争
会
均
等
法
な
ん
て
ク
ソ
ク
ラ

戦
争
責
任
は

と

し

て

神

織

に

仕

立

て

上

げ

て

を

美

化

し

て

「在
位
六
十
年
」
工
、
と
い
う
一
家
な
の
だ
.

し
ま
っ
た
.
そ
し
て
「
大
日
本
一
九
=
二
(
昭
和
6
)
年

か

を
H

奉
祝
u

し
て
い
る
が
、
冗
現
在
の
順
位
は
、
①
皇
太
子

帝
国
憲
法
」
に
よ
っ
て
、
「
大
ら
四
五
(
昭
和
却
)
年
に
か
け
談
じ
ゃ
な
い
、
あ
れ
は
M

罪
位
M

②
浩
宮
(
皇
太
子
の
長
男
)
③

日
本
帝
国
ハ
万
世
一
系
ノ
天
皇
て
の
N

十
五
年
戦
争
u

で
、
=
一
だ
よ
、
と
い
う
き
び
し
い
声
も
礼
宮
(
同
次
男
)
@
常
陸
宮
(
皇

之
ヲ
統
治
ス
」
(
第
一
条
)
、
百
十
万
人
の
日
本
国
民
、
中
国
あ
る
・

太
子
の
筋
)
⑤
高
松
宮

(天
皇

「
天
皇
ハ
神
盟
ニ
シ
テ
侵
ス

へ

な

ど

ア

ジ

ア

諸

国

民

二

千

数

百

の

弟

)

③

三

笠

宮

(

高

松

宮

の

天
皇
の

カ
ラ
ス
」
(
第
三
条
)
と

う

た

万

人

が

生

命

を

奪

わ

れ

た

.

次

の

弟

)
後
継
ぎ
は

わ
れ
、
天
皇
を
絶
対
君
主
と
す
と
の
侵
略
戦
争
は
、
天
皇

の

元

号

は

、
天
皇
が
代
わ
る
と

る
天
皇
制
が
確
立
し
た
・

名
に
よ
っ
て
開
始
、
遂
行
さ
れ
天
患
は
「
世
襲
」
(
融
制
法
第
改
め
ら
れ
る
。
次
の
元
号
は
、

政
治
も
教
育
も
、
そ
し
て
戦
た
・
矢
印
一
は
絶
対
的
な
権
力
を
二
条
)
で
、
退
位
は
で
き
な
い
・

す
で
に
密
か
に
州
出
御
さ
れ
て
い

争
も
、
す
べ
て
天
皇
の
名
に
よ
持
っ
た
統
治
者
で
あ
り
、
「
大
「
天
皇
が
崩
じ
た
と
き
は
、
皇
る
は
ず
だ
。
(
連
合
)

』

Z525ラ記
え±害警2星
第三塁芸童音

量52 2 is 
券長金 、 く 映

同県万二 に p
職五十神ん

量高官裏話

「映画とうたごえのタベ」
IL...飯能市での「励ます会」の結成めざして

てい制映十本

議55三官官
義官雲よ示室
合神、梅しで

き豪ム軍与実
だ哲士克足房

皇室長室警
官室長官雪

「励ます会J(5'主主する会)が

総会と交流会

J?Ss?ifai霊52ii翼
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型柔企盟苦言皇毒事て 同妻宅セ
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部 円 。断揚がだ理を

裁
判
闘
争
は

戦
前
の

結
審
ま
じ
か
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(4) 揖響86喧畢

日
本
電
気
玉
川
工
場
(
川
崎
)

て
い
た
「
日
本
電
気
玉
川
の
賃
金

で
、
解
雇
撤
回
を
求
め
て
た
た
か
昇
格
差
別
是
正
申
立
入
団
」

(松

っ
て
い
た
石
沢
清
さ
ん

(ω
)と
平
晃
団
長
十
人
)
は
、
五
月
十

賃
金
、
昇
格
差
別
を
求
め
て
神
奈
五
日
、
空
央
労
働
委
民
会
の
立
ち

川
地
方
労
働
委
員
会
に
申
し
立
て
会
い
で
協
定
密
を
締
結
・

-
協
定
書
の
主
な
内
容

一
、
石
沢
氏
に
対
す
る
懲
戒
解

雇
を
撤
回
し
、
立
川
支
底
に

職
場
復
帰
さ
せ
る
・

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

石
沢
さ
ん

(前
列
中
央
〉
と
差
別
申
立
…

"
て
の
間
人
と
支
援
の
人
た
ち
@

1986年 6月 1目

要領
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一
、
石
沢
氏
の
未
払
い
賃
金
一
、

五
O
O万
円
を
支
払
う
.

一
、
差
別
事
件
の
地
労
委
申
立

て
取
下
げ
後
、
+
一
人
に
解

決
金
を
支
払
う
。

:usA iz; γしぎ 1.:3"'1:t't.，. tflli 
之.."t::.
L /~ 

ぞ安
守、

ゃう
笠z
'i、
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川
4
月
間
回

全
部
大
行
動
・

川
4
月
刊
は
日
3
何
日
沖
電
気
の

川

不
当
解
腹
を
撤
回
さ
せ
る
嫡

川

人
部
が
総
会
(
鎌
倉
)

川
4
月
日
日
池
貝
鉄
工
の
争
犠

川

団
が
容
の
パ
ザ
1
ル
.

川
4
月
日
口
目

安
中
公
笹
で
待
動
.

川
4
月
刊
悶
日

東
京
総
行
動
・

川
4
月
門
日
5
初

日

は
た
ら
く

川

婦
人
の
中
央
集
会
・

川
4
月
包
日
沖
電
気
争
犠
・
醐
閉

山

谷
裁
判
。

川
4
月
お
白
神
電
気
争
議
支
援

川

品
川
共
闘
会
機
が

M
E
「合

川

理
化
」
で
学
面
白
会
。

川

4
月目
的
自
股
高
裁
へ
の
共
同

川

行
動
。

川
4
月
刊
日
目

安
保
破
禁
中
央
決

川

起
笠
宮
・

川

4
月
%
自

国
鉄
東
京一
シ
ン
ポ

川

ジ
ュ

l
ム
.

川
4
月
幻
自

国
鉄

・
東
京
会
駿

州

が
全
国
交
流
会
を
開
惚
.

川
5
月
1
日

メ
ー
デ
ー
の
中
央

川

会
溺
な
ど
で
宣
伝
行
動
。

川

5
月
5
日
1
5日

赤
旗
ま
つ

川

り
「
支
復
す
る
庖
」
出
庖
・

川
5
月
7
白

河
電
気
争
犠

・
八

川

王
子
裁
判
.

川
5
月
8
日

国
鉄
法
策
で
国
会

川

へ
の
要
請
行
動
が
活
発
に
.

川
5
月
刊
日

日
本
電
気
、
松
平

川

さ
ん
の
ト
ラ
ン
ベ
y
ト
コ
ン

川

サ
1
ト
.

川

5
月
刊
日
日
沖
電
気
争
議
支
侵

川

中

央
共
闘
会
議
の
幹
事
会
・

川

抑
圧
時
議
会
(
東
京
港
区
)

川
5
月
日
自

国
鉄

・
東
京
一
会
議

川

が
総
行
動
.

川
5
月
刊
日
日

日
産
総
行
動
。
白

川

本
町
気
争
犠
が
解
決
・
カ
ネ

川

ミ
油
症
事
件
で
反
動
判
決
.

山
5
月
日
叩
日

東
京
電
力
争
議
団

川

が
共
闘
会
織
を
結
成
.
カ
ネ

川

ミ
判
決
報
告
集
会
。
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5万人の 「支援する会」を

私たちは生きる権利、働〈権利を守るために沖

電気の仲間を物心両面から励まし、必ず勝利させ

たいと思います。図雌な長期の闘いも予惣されま

すので、 人でも多〈の方がこの「会」に加入し

全面勝利を闘いとるま でご支掻くださる よう心か

らよびかけ ます。(r支援する会」よびかけより)

会 費: 1口 200円/月

争
議
団
ど
う
し
で
結
婚
し
て

4
年
目

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

喜
久
枝
さん

支援する会事務局

事務所東京都港区三回

3- 2-20 

電路 (03) 451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240

加入者名 沖電気の不当解雇

を撤回 させる会

A
t
d
Nト
ゆ

ノ
よ
」
と
、
喜
久
枝
さ
ん
。
ゴ
ミ
し
た
と
と
ろ
で
、
生
活

.ケィヵ

t
「
港
、
宿
の
コ
イ
ン
し
て
い
る
だ
げ
に
」
と
梢

j
f1
Z
E
E
-2
1，

ラ
ン
ド
リ
ー
を
利
用
レ
た
の
足
な
の
で
あ
る
.

毎
年
、
夏
と
秋
に
北
海
道
で
苦
労
し
な
か
っ
た
」
そ
う
札
幌
で
は
、
毎
回
、
北
洋

へ

は

二

組

の

オ

ル

グ

が

行

で

す

・

相

互

銀

行

労

組

の

仲

間

た

ち

く
。
北
海
道
オ
ル
グ
の
ベ
テ
康
男
さ
ん
は
、
毎
日
、
運
の
H

熱
い
歓
迎
H

を
う
け
る
.

ラ
ン
の
飯
田
康
男
さ
ん
は
、
転
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
連
れ
ら
れ
て
い
っ
た
飲
み
回
屈

今
夏
は
、
婦
人
の
喜
久
枝
さ
か
、
そ
れ
と
も
喜
久
伎
さ
ん
で
の
ホ
ッ
ケ
が
と
っ
て
も
う

ん
と
い
っ
し
ょ
に
・
を
気
づ
か
つ
て
か
、
「
今
回
ま
か
っ
た
と
、
千
葉
の
農
村

「
一
一
人
で
オ
ル
グ
で
き
て
は
、
あ
ま
り
、
酒
は
飲
ま
な
育
ち
の
喜
久
枝
さ
ん
・

い
い
で
す
ね
」
「
奥
段
、
若
い
か
っ
た
よ
」
と
.
や
さ
し
さ
北
海
道
で
お
い
し
か
っ
た

で
す
ね
」
と
、
訪
問
の
先
々
と
、
寅
任
感
の
強
い
H

高
倉
物
を
聞
い
て
み
た
ら
、
「
苫
小

で
声
を
か
け
ら
れ
、
少
し
テ
健
u

の
よ
う
な
と
は
、
少
し
牧
で
食
べ
た
、
パ
サ
パ
サ
し

レ
た
二
人
で
す
が
、
約
一
カ
言
い
す
ぎ
か
も
・
た
ラ
ー
メ
ン
」
と
康
男
さ
ん
・

月

の

問

に

は

、

仲

良

し

夫

婦

喜

久

枝

さ

ん

は

、

「

新

鮮

な

、

f
i

、、i

・
・
‘
，
，

=-K--

の
間
で
、
チ
ョ
ッ
ピ
リ
げ
ん

同

一

じ

一

帯

ハ

ヒ

〆

イ
力
の
刺
身
も
」
と
.

か
も
し
た
そ
う
で
す
が
、
緋
伝
新

鮮

蛍

也

九

ど

ζ
の
労
組
で
も
「
が
ん

も
強
く
な
っ
た
よ
う
で
す
・

-』
f
f
12
2
1
1
1
j

ば
っ
て
」
と
励
ま
さ
れ
た
・

「
全
国
オ
ル
グ
っ
て
、
毎
「
今
年
の
北
海
道
は
、
夫
そ
し
て
、
カ
ン
パ
も
一
杯
も

目
、
グ
ル
グ
ル
車
で
ま
わ
っ
気
が
悪
く
て
、
イ
キ
銭
き
の
ら
っ
た
こ
人
で
す
が
、
今
度

て
と
っ
て
も
た
い
へ
ん
な
観
光
が
駄
目
で
、
女
房
は
残
行
く
時
は
、
「
と
支
度
あ
り

の
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
・
念
が
っ
て
い
た
」
と
い
う
康
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
・」

実
感
で
き
て
、
と
て
も
よ
か
男
さ
ん
で
す
が
、
喜
久
枝
さ
と
勝
利
の
報
告
が
で
き
る
よ

っ
た
で
す
.

疲
れ
ま
し
た
ん
は
、
「
函
館
や
夕
張
の
さ
う
に
と
、
今
日
も
が
ん
ば
つ

が
モ
チ
ロ
ン
、
ま
た
行
く
っ
ば
り
し
た
街
が
、
好
き
に
て
い
ま
す
.
早
く
子
ど
も
が

機
会
が
あ
れ
が
、
行
き
ま
す
な
り
ま
し
た
・
東
京
の
ゴ
ミ
ほ
し
い
夫
婦
で
も
あ
る
・

需 8ワ号)
 -( 

rl日も早く勝利した:h

通
信
機
三
大
メ
1
カ
の
一
つ
益
、
三
干
人
を
上
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
随
後
の
職
場
で
は
、
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
二

沖
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京

・

九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
年
十
一
月
に
は
、
支
度
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
こ
し
て
新
工
場
の
建
般
な
ど
・
庖
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
沖
磯
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

八
四
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
九
O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
作
っ
た
。

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
.
会
社
は
東
京
地
裁
は
か
四

仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見
八
四
年
秋
か
ら
は
、
全
国
規

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希

'

r

r

'

r

，

〆

ノ

棋

の

連

防

に

発

展

、

仕

事

差

別

望
議
珊
」
募
集
草
案
ζ
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

を
や
め
さ
せ
た
・
東
京
地
裁
で

と
退
職
強
要
に
応
じ
な
い

三

百

は

「
=
一
十
五
人
の
復
職
と
和
解

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も

「
指
名
解
腫
せ
し
め
を
強
め
、
「
合
理
化
」
金
」
の
勧
告
が
出
た
.

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、

の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
・
八
六
年
、
沖
電
気
争
議
は
鰻

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
意
織
改
革
を
す
る
ζ
と
」
と
柾
沖
電
気
争
駿
団
の
七
十
一
人
大
の
山
場
を
迎
え
て
い
る
・
あ

強
行
・
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、

雷・

労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
千
を
趨
え
る
労
な
た
の
煎
い
連
帯
で
必
ら
ず
勝

百
億
円
近
い
史
上
肢
高
の
利
視
し
主
解
雇

K
と
と
も
明
白
.
組
や
、
一
万
四
千
人
の
「
支
鐙
利
さ
せ
ま
し
ょ
う
.

ー銅3T宍・53態重

-j

一

「
三
宅
島

時
』
巴

の
自
然
を
守

E
-
L
れ
、
ア
メ
リ

己

烏

カ
は
基
地
建

畑

、

み

般
を
撤
回
す

仇
門
】

加
れ

る
よ
う
に
」

4

・

高岡崎

の
決
議
が
、

国
際
鳥
類
保
護
会
議
で
、
六
月

二
十
一
日
採
択
V
報
道
に
よ
れ

ば
、
と
の
会
議
の
日
本
代
表
は
、

政
治
的
な
問
題
も
か
ら
む
と
し

て
、
消
極
的
な
安
勢
を
と
っ
た

そ
う
で
す
.
乙
れ
ま
で
も
、
国

連
な
ど
の
国
際
会
畿
で
、
ア
メ

リ
カ
に
追
従
す
る
姿
が
よ
く
見

ら
れ
た
が
、
日
本
の
主
体
制
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
V
大
企
業
の
職
場
で
は
、
企

業
が
認
め
た
政
党
な
ど
の
運
扇

は
H

ぐ
る
み
u

で
行
う
が
、
そ

の
他
に
つ
い
て
は
、
「
政
治
活

動
は
認
め
な
い
」
と
し
て
、
署

名
一
つ
だ
っ
て
認
め
な
い
し
、

発
覚
す
れ
ば
処
分
を
す
る
|

|

そ
ん
な
横
暴
が
今
も
強
行
さ
れ

て
い
る
の
で
す
V
ア
メ
リ
カ
↓

日
本
政
府
4
大
企
業
、
と
の
一

体
と
な
っ
た
仕
組
み
を
く
ず

し
、
政
治
が
、
国
民
本
位
の
も

の
と
な
っ
た
時
に
、
野
鳥
も
人

間
も
、
生
き
て
い
け
る
の
だ
と

思

う

・

(

際

)

325 

，J21%
い
V

対
，

八
度
目
の
夏
。
物
品
販
売
、
募
金
、
財
政
活
動
に
協
力
し
ま
し
ょ
う



(2 ) 

M
M
M
M苫
RUM-叩

U
R
u
s

軍
事
費
削
っ
て
、
生
活
を
守
ろ
う
一
応
奈
川
MUM-hMuut加

断
に
成
功
/
タ
イ
ム
九
時
間
=
一
十

二
分
.
「
な
ん
と
も
い
え
な
い
い

い
気
分
、
こ
の
ま
ま
鰐
聞
が
止
ま

っ
た
ら
い
い
な
め
」
.

功
し
て
い
る
.
四
+
歳
か
ら
水
泳

を
は
じ
め
た
人
も
、
身
問
者
も
挑

戦
し
て
い
る
.
乙
の
す
ば
ら
し
い

伸
聞
と
の
交
流
か
ら
も
そ
の
こ
と

を
学
ん
だ
.
そ
し
て
、
そ
れ
を
い

ま
に
生
か
し
て
い
る
.

「
楽
レ
く
て
、
す
ば
ら
し
い
ス

ポ
ー
ツ
を
い
っ
ぱ
い
や
り
た
い
」

と
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
(
水
泳
四
キ

口
、
自
転
車
一
八
O
キ
口
、
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
)
に
も
挑
戦
、
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
フ
リ
l
ラ
イ
タ
ー
と
し

て
、
仲
間
と
一
緒
に
、
ス
ポ
ー
ツ

を
自
由
に
語
る
季
刊
雑
誌
「
ス
ポ

ー
ツ
批
評
」
(
仮
題
、
秋
創
刊
予

定
)
に
取
り
く
ん
で
い
る
.
「
た

の
し
い
ス
ポ
ー
ツ
を
自
分
だ
け
で

な
く
、
草
の
根
に
ひ
ろ
げ
た
い
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
人
間
の
可

揮~87号指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース1986年ワ月 1B 

限
り
の
な
い
可
能
性
に
挑
む

ド
l
パ
l
に
挑
戦
.
海
に
入
る
の
挫
折
感
は
な
か
っ
た
.
「
ひ
と

な
り
「
乙
ん
な
に
冷
た
い
わ
け
は
か
き
も
で
き
な
い
、
な
ん
に
も
で

な
い
」
と
思
っ
て
も
、
ド
l
パ
l

き
な
く
な
る
ま
で
が
ん
ば
っ
た
.

の
海
は
思
い
ど
お
り
に
変
つ
て
は
全
力
を
つ
く
す
っ
て
い
う
と
と

く
れ
な
い
・
(
日
本
の
二
月
ぐ
ら
い
峰
、

ζ
う
い
う
と
と
な
ん
だ
・
と

の
水
温
)
「
モ
の
冷
た
さ
が
大
シ
ん
な
体
験
は
じ
め
て
」
.

ヨ
y
ク
.
で
も
、
冷
た
い
か
ら
と
は
じ
め
て
の
挑
戦
は
、
て
る
こ

い
っ
て
、

ζ
ζ
ま
で
来
て
泳
が
な
を
し
っ
か
り
と
鍛
え
た
.
イ
ギ
リ

い
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
.
ス
の
友
人
に
「
ζ
ζ
ま
で
き
た
ん

だ
か
ら
、
ζ
ん
ど
は
で
き
る
よ
」
と

諮
り
か
け
ら
れ、

「
で
き
な
い
と

思
っ
た
が
、

ζ
ζ
ま
で
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
ん
だ
」
と
か
ら
た
に

し
っ
か
り
き
ざ
み
と
ん
だ
一
回
目

の
桃
聡
だ
っ
た
.

い
よ
い
よ
出
発
、
イ
ギ
リ
ス
か

ら
.
伴
走
船
か
ら
は
必
死
の
は
げ

ま
し
.
で
も
、
て
る
と
(
親
し
み
乙

め
て
、
乙
う
呼
ば
し
て
も
ら
い
ま

す
)
は
、
十
一
時
間
H

イ
ヤ
だ
イ

ヤ
だ
M

と
思
い
な
が
ら
泳
ぐ
.
「
あ

と
百
四
手
を
か
い
た
ら
や
め
よ

う
」
「
百
四
で
き
た
ん
だ
か
ら
、

あ
と
百
四

」
大
自
然
の
き
び

し
さ
は
述
胤
な
し
に
鈍
っ
て
く

る
.
必
死
に
一
時
間
泳
い
で
、
前

に
進
ん
だ
か
と
思
う
と
、
そ
う
で

は
な
く
て
、
逆
に
ひ
き
も
ど
さ
れ

て
い
る
と
と
も

.
「
や
め
た

い
」
「
い
や
、
も
う
少
し
」
と
自

分
と
自
然
と
た
た
か
い
な
が
ら
泳

ぎ
つ
づ
け
る
.そ
し
て
、
ひ
と
か
き

も
で
き
な
く
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
の

岸
に
は
n
到
駒
山
N

で
き
な
か
っ
た
.

コ
ー
チ
や
取
材
同
行
記
者
は

「障
が
見
え
る
と
と
ろ
ま
で
泳
げ

た
の
に
残
念
」
と
み
ん
な
沈
ん
で

い
る
.
で
も
、
て
る
こ
に
は
失
敗

(横断 !
¥ス成功)

m
J
S
 

ド

l
パ
l
海
峡
泳
い
じ
ゃ

能
性
を
感
じ
た
い
」
と
抱
臼
も
大

き
い
.区古歪1二

七七き争い
唾もて

「そ
れ
に
し
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ

を
し
よ
う
と
思
っ
て
も
施
設
、
設

備
な
ど
が
と
っ
て
も
貧
弱
」
と
て

る
と
は
な
げ
く
.
「
ち
ょ
っ
と
プ

ー
ル
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
も
、

プ
ー
ル
は
な
い
。
民
間
の
施
設
は

ふ
え
て
い
る
け
ど
、
利
用
す
る
に

は
お
金
が
か
か
り
す
ぎ
.

「限
り
の
怠
い
人
間
の
可
能

性
に
挑
む
」
l
l大
貫
映
子
(
お

お
ぬ
き
・
て
る
こ
〕
さ
ん
は
大

自
然
と
格
闘
レ
、
ド
I
パ
l
を

n
泳
い
じ
ゃ
っ
た
M

.

ド
l
パ
l
海
映
地
図
で
見

る
と

一
セ
ン
チ
も
怠
い
イ
ギ

υ

ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
間
に
あ
る
海

眠
.
幅
は
お
よ
そ
三
五
キ
ロ
.

波
に
も
ま
れ
、
流
さ
れ
、
凍
る

よ
う
に
冷
た
い
水
に
耐
え
、
ひ

と
か
き
、
も
う
ひ
と
か
き
と
が

ん
ば
り
、
つ
い
に
ド
1
パ
1
海

幌
横
断
を
芯
レ
と
げ
た
.
時
間

は
、
九
時
間
三
十
二
分
.

(
一

九
八
二
年
七
月
)

太
燭
の
よ
う
に
明
る
い
大
貫

さ
ん
.
名
ま
え
も

「
て
る
こ
」

仲
間
は
、

「
さ
ん
し
ゃ
い
ん
」

と
よ
び
ま
す
.
あ
ま
り
大
き
く

な
い
体
か
ら
、
パ
ワ
が
は
ち

き
れ
ん
ば
か
り
で
す
.

大自然と闘った“てるこ"

映子さん
川尾哲也都教組情宣部長

大貫
0聞き手

っ
た
F
・

私
の
場
合
は
、
高
佼
に
も
プ
ー

ル
が
な
く
て
苦
労
し
ま
し
た
.
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

核戦争で

宇世
や
り
た
い
と
と
が
、
ま
だ
ま
だ

い
っ
ぱ
い
あ
る
て
る
ζ
に
も
、
心

配
と
と
が
あ
る
.
「
ど
ん
な
に
や

り
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
気
が

つ
い
た
ら
命
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
.
ソ
迎
の
原
発
事

故
は
と
て
も
シ
ヨ
γ
ク
で
し
た
.

そ
れ
に
、
い
ま
の
紘
戦
争
の
た
め

の
綴
軍
鉱
競
争
、
危
機
を
感
じ
て

い
ま
す
.
ζ
わ
い
で
す
」

て
る
乙
は
若
い
、
そ
れ
だ
け
に

M

と
れ
か
ら
生
き
て
い
く
と
と
に

燃
え
て
い
る
M

.

だ
か
ら
と
そ
、

防
相
戦
乍
阻
止
、

wm兵
制
廃
絶
の
闘

い
は
ひ
と
い
ち
ば
い
強
い
し
、
好
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る
の
に
、
い
ざ
、
ス

uu こ

ポ

1
ツ
を
や
ろ
う
と

百

思

っ
て
も
、
安
く
て

、
気
胞
に
や
れ
る
施
設

坊

が
な
い
・
お
っ
か
レ

続
い
で
す
ね
」
と
.

此

日
本
の
公
共
ス
ポ

を

1
ツ
施
股
は
き
わ
め

湘

て

議

・
お
ま
り
に

ガ
何
で
も
受
益
者
負
担

わ
と
い
う
と
と
で
、

ス

ポ
l
ツ
を
楽
し
む
の

に
も
国
民
に
負
沼
が

お
し
つ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
.
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
中
旬
様

自
民
党
政
治
の
臨
調

n
行
革
M

で、

施
設
も
つ
ぶ
さ
れ
た
り
、
民
間
蚕

託
化
さ
れ
た
り
で
、
ま
す
ま
す
気

軽
に
ス
ポ
ー
ツ
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
.

こ
と
に
も
、
中
曽
彼
自
民
党
の

恕
政
の
随
一
が
立
ち
ふ
さ
が
っ
て
し

ま
う
.

般
の
中
川
い
制
限
政
治
に
も
不
安
の
固

を
む
け
る
.
「
壮
大
な
夢
、
人
間

の
可
能
性
を
級
戦
争
で
な
ん
か
と

わ
さ
れ
た
く
な
い
.
ス
ポ
ー
ツ
は

平
和
で
な
く
て
は
で
き
な
い
」
.

乙
の
官
民
も
ま
た
、
ド
l
パ
l
の

リ
レ
l
繊
断
に
砂
を
は
せ
、
胸
ふ

く
ら
ま
せ
て
い
る
て
る
と
.
が
ん

ば
れ
て
る
と
.
無
限
の
可
能
性
ひ

ろ
げ
て
内ドーバー海峡泳いじゃった

大寅映子・箸

"でるこ。のド-1¥一体験記

新日本出版社定{面1.000円



1986年 ワ 月 1日

沖電気争議団一子どもたちの作文

中3

屋ゃ

子

さ

ん

指名解震された沖電気の仲間を支援する会ニュース
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東
京

・
附
海
で
開
催
さ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ョ
ウ

の
会
場
前
で
今
年
も
、
沖
電
気
争
議
団
は
、
宣
伝

行
動
を
行
い
ま
し
た
。
「
M
P革
命
」
の
光
の
背

後
で
電
幽
倒
産
業
の
実
態
を
記
載
し
た
美
し
い
ピ

(3 ) 

中
学
生
に
な
っ
て
私
は
、
パ
ス
中
学
校
の
と
な
り
に
小
学
校
が
あ

ケ
ッ
ト
部
に
入
り
ま
し
た
・
入
部
っ
て
、
そ
の
回
り
だ
か
ら
意
外
と

す
る
前
は
、
「
パ
ス
ケ
で
背
が
高
距
般
は
あ
り
ま
す
。
私
が
走
る
の

く
な
れ
る
わ
」
と
思
っ
て
い
た
り
は
、
一

、
ニ
周
は
ふ
つ
う
に
走
つ

れ
ど
、
全
く
違
い
、
入
部
し
た
と
て
、
三
周
回
の
途
中
か
ら
、
ベ
l

た
ん
に
、

「
パ
ス
ケ
y

ト
を
や
る
ス
を
上
げ
て
い
き
ま
す
.
と
て
も

人
の
足
は
小
学
生
、
胴
は
中
学
生
つ
か
れ
て
息
が
あ
ら
く
な
っ
て
し

な
み
だ
か
ら
ね
」
と
先
鋭
に
言
わ
ま
い
ま
す
.

れ
ま
し
た
。

走

り

終

っ

た

ら

、
ダ

yン
ヱ
セ

よ
く
見
る
と
、
み
ん
な
の
背
が
や
っ
た
り
、
ド
リ
ブ
ル
練
習
を
や

低
く
て
、
足
が
短
い
の
で
す
・
で
っ
た
り
し
ま
す
。
主
に
体
力
作
り

も
そ
れ
が
、
ほ
ん
と
う
の
パ
ス
ケ
を
し
て
い
ま
す
。

の
体
格
な
ん
だ
と
、
思
う
よ
う
に
今
、
パ
ス
ケ
y
ト
部
口
は
、
十

レ
て
い
ま
す
.
五
人
ぐ
ら
い
で
す
。
で
も
、
毎
年
、

パ
ス
ケ
y
ト
部
の
練
習
は
と
て
夏
休
み
に
、
練
習
が
き
び
し
く
て

も
き
つ
い
の
で
す
。
朝
の
練
習
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
や
め
る
そ
う

毎
日
あ
っ
て
(
日
間
日
は
違
う
)
で
す
.
で
も
、
そ
ん
な
事
に
負
け

午
後
も
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
で
す

E

な
い
で
、
三
年
生
ま
で
パ
ス
ケ
ァ

練
習
内
容
は
、
ま
ず
学
校
の
周

ト
部
を
や
っ
て
い
き
た
い
な
と
思

闘
を
五
周
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
ま
す
・
い
ま
す
・

三三
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.. 
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--.. 
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裁
判
所
か
ら
三
十
五
人
を
職
場
に
戻
す

こ
と
を
基
本
に
し
て
、
争
議
解
決
の
決
断

を
求
め
ら
れ
て
い
る
沖
電
気
は
、
現
在
ま

で
具
体
的
な
回
答
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

「
沖
電
気
に
争
議
解
決
の
決
断
を
迫
る
」

五
・
=一
O
抗
議
行
動
を
行
い
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
行
動
強
化
の
予
定
で
す
・

電機 総 行 動で

8. 23~24 8 . 31 長室留ま動

|お父さんを家庭に返せ 圃問い合せは沖電気争議団へ

一

円
J
と

し

の
娘
は
小
一
で
す
。
「
休

日

4
4
;

み
時
間
に
お
友
逮
が
、
ト

酔

イ

レ

に

い

っ

て

、

お

く

れ

て

お

こ

ら

叫
れ
た
よ
」
な
ん
て
話
を
聞
く
と
、
叱
ら
れ
た
子
は
、

寸
ど
ん
な
に
思
っ
た
の
か
レ
ら
気
に
な
り
ま
す
・

昨

乙

の

本
は
、
学
校
の
し
く
み
と
実
態
が
、
教
育

酔
活
動
向
車
か
な
著
者
の
手
で
、
わ
か
り
や
す
く
暫
か

'白

骨

れ

て

、

た

ち

の

、

大

切

な

生

命

の

制
制

ゅ

-
1
子
ど
も

て

子

力

を

力

一

杯

聞

か

し

て

あ

田

憎
げ
る
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
を
暖
か
く
見
る
目
を

岨
百

+
大
人
が
持
っ
と
と
が
必
要
と
の
訴
え
に
は
感
銘
し

:

…

た
(
市
川
美
佐
手
)
。
沖
毒
す
る
会
で
も
注

恥
文
を
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
御
利
用
を
。

昼::!J
どの子も

ぐ天 守まで伸びる

--
--
.. 

『母さんの樹』
今秋上映へ

ス
ト
権
奪
還
・
長
岡
事
件

-川崎北労働セ ノター

川
V
森
和
子
さ
ん
(
東
京
・
ル
ポ

川

研
)
ビ
タ
ミ
ン
.

川
V
田
村
田
園
子
さ
ん

(中
央
区
労

山

協
)
婦
人
ぐ
っ
。

川

V
古
賀
恵
子
さ
ん

(
東
京
)

川

子
ど
も
衣
類
。

川

V
岩
城
地
朗
さ
ん
(
埼
玉
)

川

オ
レ
ン
ジ
な
ど
ニ
箱
。

一
事
務
/百
四
も

川
古
「
私
た
ち
は
、
国
鉄
の
分
割

川
民
治
化
に
反
対
で
す
」
の
意
見

川
ポ
ス
タ
ー
が
港
区
〈
東
京
)
で

川
貼
り
出
さ
れ
て
話
題
に
な
っ
て

川
い
る
.
争
議
団
も
全
力
支
媛
.

川
官
夏
期
募
金
の
取
組
み
が
遅
れ

川
て
い
ま
す
。
全
国
の
み
な
さ
ん
、

山
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

N
T
Tの
歴
史
は
、
労
働
者

に
と
っ
て
は
「
合
理
化
」
と
労

働
強
化
の
歴
史
で
あ
る
。
二
十

四
年
前
二
人
の
労
働
者
が
ス
ト

織
を
奪
わ
れ
解
雇
現
在
も
闘

い
続
け
て
い
る
。
ζ
の
映
画
の

モ
デ
ル
で
す
・
製
作
上
映
協
力

券
は
千
円
で
普
及
中
。

申
込
み

は
神
・支
倭
す
る
会
事
務
局
へ
.

目 鼻聾人開 明lr，g，JO名(郡司 3拠出原白I!町ρ
回 軍事掲 目 前胤上ど'dT:2'、{艦聴事担問問jL唱せん〉
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(4 ) 第 8 7号指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース
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拝
啓
皆
様
ま
す
ま
す
Y倒
元

H川

5
月
υ
同
日
東
京
電
力
支
援
共

気

に

て

全

面

解

決

め

ざ

し

頑

張

ご

川

闘
会
議
の
結
成
雲
-

っ
て
お
い
で
の
も
よ
う
で
大
変

一

古

川

5
月
引
白
金
属
機
械
反
合
共

力
強
く
思
っ
て
い
ま
す
・

三一

ん

川

同

行

問

毎

回

送

っ

て

頂

い

て

い

る

ニ

ー

さ

川

5
月
包
日
1
お
目

ビ
ジ
ネ
ス

!

t

 

ュ
l
ス

『

は

た

ら

く

』

は

、

多

面

二

一

回

叫

河

川

シ
ョ
ウ
の
会
燭
前
で
宣
伝
行

的

な

編

集

で

大

変

お

も

し

ろ

く

-

二

品

、

川

動
(
一
万
五
千
枚
の
ピ
ラ
)

l

t
 

感

動

的

に

続

ま

せ

て

も

ら

っ

て

出

}

」

メ

川

5
月
お
日

ネ
ッ
ス
ル
決
起
集

い

ま

す

・

私

の

日

常

の

い

ろ

い

じ

一

七

日

本

川

会・

・一-ト』

4
1
川

5
月
U

四
日
大
企
業
怒
.

ろ

な

闘

い

の

中

で

と

も

す

れ

ば

一

雪
国

H

制

副

川

5
月
幻
自

公
害
総
行
動
。

く
じ
け
そ
う
に
な
り
ま
す
が
、

e
-
F
E曲

川

配い町

b
b邑「

川

5
月
刊
四
日
水
俣
病
交
流
会
.

そ
の
時
は
あ
な
た
方
の
闘
い
を

J
一
細
川

A
U
H守
川

一

日

品

剛

胆

川

日
本
ピ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
行

思

い

出

し

頑

張

っ

て

い

ま

す

・

一

一

叶

川

動。

な

ん

と

言

っ

て

も

家

族

ぐ

る

ご

4
'
p

川

ゑ
Y

川

5
月
刊日
目

ア
メ
ッ
ク
ス
社
前

み

の

し

っ

か

り

し

た

団

結

は

、

…

…

…

骨

川

抗
議
行
動
。

ζ
れ

に

優

る

も

の

は

な

い

と

思

…

…

-

川

5
月
初
日
沖
電
気
社
前
で
抗

い
ま
す
・
私
も
友
見
ち
ゃ
ん
と
一
一
~
~

川

議
行
動
(
=
一
百
人
、
雨
)
・

同
じ
気
持
で
(
神
電
気
争
犠
回

一

-

川

名
村
造
船
争
議
の
勝
利
集
会

の
北
村
間
夫
さ
ん
の
子
ど
も
)
舶
通
信
土
で
、
=
一
カ
月
か
ら
四

川

(大
阪
)
.
き
た
が
わ
て
つ

相
手
に
「
ど
げ
ざ
、
さ
せ
る
ま
カ
月
の
航
海
を
し
て
い
ま
す
が

川

コ
ン
サ
ー
ト
。

で
」
支
援
を
続
け
さ
せ
て
頂
き
底
曳
漁
船
で
す
の
で
鮮
魚
運
鍍

川

5
月
日
日
日
本
町
気
争
犠
の

た
い
と
思
い
ま
す
・
な
ぜ
な
ら
船
が
た
び
た
び
や
っ
て
き
ま

川

勝
利
袋
弓

川

6
月
1
日

明
年
平
和
大
行
進

こ
の
闘
い
は
、
私
自
身
の
闘
い
す
.
今
日
は
そ
の
船
に
託
し
て

H山

に
診
加
・

で
も
あ
る
か
ら
で
す
。
私
は
、
船
手
紙
と
会
費
を
送
り
ま
す
.

川川

6
月

5
B
マ
ス
コ
ミ
総
行

z
g
亨

z
e
L
P
:
2
=
f
e
z
r
=
2
z
f
e
=
e
z
z
ι
-
e
z
e

H

畿
の
世
の
中
だ
。
き
っ
と
沖
電
気

川

崎

川

6
月
6
日
国
労
・
飯
田
橋
駅

の
指
名
解
雇
撤
回
闘
争
は
勝
利
す

H川

分
会
で
交
流
会
.

、

同

E
'・
3
p
-
t
L
;
3

る
・
私
は
、
そ
れ
を
信
じ
て
い
る
」

川

6
月
間
日
沖
電
気
前
橋
裁

'
b
V
4
8
4
t
Hコ当
c
y
z、
と
、
元
気
に
闘
っ
て
い
た
伊
藤
さ

川

判
。
沖
電
気
争
議
支
援
・
港

ん
は
、
争
議
六
年
目
の
夏
、
六
十

川

共
闘
会
識
が
第
八
十
回
幹
事

だ
.
労
働
者
と
し
て
許
し
て
い
け
中
央
区
(
東
京
)
を
コ
ツ
コ
ツ
と
四
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

川

会
.

な
い
ζ
と

は

許

し

て

は

な

ら

な

い

歩

い

た

・

争

議

に

入

る

ま

で

は

、

あ

ま

り

川

6
月
ロ
目

安
中
公
害
の
宣
伝

ん
だ
・
そ
う
だ
ろ
俺
は
、
節
を
「
指
名
解
雇
を
、
ど
う
し
て
も
酒
が
飲
め
な
か
っ
た
私
は
、
今
で

川

行
動
・
池
貝
争
犠
へ
の
弾
圧

|
|
伊
藤
さ
ん
、
定
年
ま
で
あ
と
ま
げ
た
く
な
い
ん
だ
」
撤
回
さ
せ
た
い
ん
で
す
。
力
を
貸
は
、
ピ
1
ル
×
本
で
は
酔
わ
な
い
・

川

事
件
で
抗
微
行
動
は
じ
め

二
年
だ
か
ら
希
望
退
職
に
応
じ
て
沖
電
気
が
、
七
八
年
に
、
一
千
レ
て
く
だ
さ
い
・
二
度
と
資
本
に
勝
利
の
美
酒
を
一
緒
に
飲
み
た
か
川
る
・

く
だ
さ
い
よ
。
三
百
五
十
人
に
、
名
指
レ
の
希
望
乙
ん
な
事
を
さ
せ
た
く
な
い
の
で
っ
た
・

川

6
月
υ
同
日
「
沖
電
気
の
不
当

川

解
雇
を
徹
固
さ
せ
る
会
」
の

「
若
い
者
に
は
迷
惑
を
か
け
な
退
職
を
募
っ
た
当
時
、
私
と
伊
藤
」
の
訴
え
は
、
共
感
を
得
、
伸
電
気
の
争
議
団
の
最
年
長
者

H川

全
員
集
会
。

い
か
ら
ど
う
し
て
も
俺
は
、
指
普
E
(よ
し
ま
さ
)
さ
ん
は
、
毎
支
療
を
集
め
た
。

と
し
て
「
オ
ヤ
ジ
」
「
ゼ
ン
セ
イ

H

F
川

6
月
げ
日
神
・

支
媛
す
る
会

名
解
限
撤
回
闘
争
を
や
り
た
い
ん
夜
遅
く
ま
で
口
輸
し
た
・
き
ま
つ
満
州
で
の
戦
争
体
験
、
レ
ッ
ド
さ
ん
」
と
親
レ
ま
れ
て
い
た
伊
藤

H川

千
代
田
区
の
会
が
幹
事
会
。

だ
」

て
伊
藤
さ
ん
は
、
焼
酌
を
入
れ
て
パ
ー
ジ
を
見
て
、
小
説
や
持
の
世
さ
ん
は
、
い
ま
、
争
議
の
記
録
映

川

6
月
間
日

参
援
院
選
公
示
。

l
も

う

、

伊

藤

さ

ん

は

、

十

分

い

た

・

界

か

ら

労

働

覇

に

入

り

、

組

合

商

『り
ん
ご
の
樹
は
育
つ
』
の
中

川

6
月

日

沖
電
気
護
団
の

に
闘
っ
た
よ
・
か
ら
だ
も
弱
っ
て
そ
し
て
伊
藤
さ
ん
は
、
指
名
解
役
員
を
経
験
し
た
伊
藤
さ
ん
に
と
で
、
働
く
者
の
連
帯
と
団
結
を
世

川

会
員
集
会
・

い
る
し
・
あ
と
は
、
若
い
者
に
臆
さ
れ
、
徹
回
闘
争
を
は
じ
め
た
。
っ
て
「
希
望
退
職
」
に
は
、
応
じ
の
人
に
訴
え
つ
づ
け
て
い
る
・

川

6
月
初
日

チ
ト
セ
争
犠

・
中

ま
か
せ
て
.
老
眼
鏡
で
、
労
働
組
合
の
場
所
を
る
撃
は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。
(
八
月
=
一
目
、
亡
く
な
っ
て
二
年

川

労
委
要
請
行
動
.

「
そ
う
い
う
問
題
で
は
な
い
ん
地
図
で
確
か
め
な
が
ら
、
担
当
の
「
音
と
違
っ
て
い
ま
は
民
主
主
に
な
る
)

川

6
月
幻
日

衆
議
院
選
公
示
。

親
愛
な
る
み
紅
さ
ん
で
勉
強
し
て
お
り
ま
す
.

そ
の
後
、
い
か
が
お
過
ご
し
と
こ
ろ
で
神
電
気
の
た
た
か

川
で
す
か
・
私
は
一
月
十
八
日
に
、
い
は
進
ん
で
い
る
で
レ
ょ
う

川
英
国
に
戻
っ
て
来
て
か
ら
と
て
か
.
裁
判
の
方
は
、
ど
う
な
つ

い
も
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
て
い
ま
す
か
.
一

日
も
阜
い
勝

山
す
.
今
月
中
旬
1
下
旬
に
か
け
剰
を
願
っ
て
い
ま
す
。

川
て
、

ζ
ち
ら
の
国
立
大
学
の
入
文
、
ゆ
っ
く
り
お
便
り
し
ま

川
学
試
験
及
び
、
ヶ
ン
ブ
リ
ア
ジ
す
が
、
試
験
主
落
し
た
ら
、

川
の
プ
ロ
フ
ィ

l
シ
ェ
ン
シ
1
の
隣
街
の
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
に
引
超

川
試
験
な
ど
が
あ
り
、
夜
遅
く
ま
し
ま
す
.
で
は
、
お
元
気
で
.

イギリス留学中の

高橋光子さん

節
を
ま
げ
ず
に
た
た
か
っ
た
伊
藤
さん
は

匂 .5J!lf.1___Elお
~品~~~(j) 1
3ミ了んにむノ
寝台産品分lナ

時と Y
生宅
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「
い
ま
、
沖
電
気
争
議
団
の
闘

し

ま

し

た

.

な

ど

具

体

的

な

内

容

に

つ

い

て

い
は
、
勝
利
を
目
前
に
レ
た
つ
ば

第
十
七
回
の
東
京
地
方
裁
判
所
は
、
回
答
を
さ
り
て
き
た
神
電
気

ぜ
り
あ
い
の
段
階
に
入
っ
て
い
る
の
和
解
交
渉
で
は
、
裁
判
所
が
、
が
、

n
待
っ
た
な
し
H

に
追
い
込

H

金
銭
の
み
H

で
の
解
決
に
固
執
「
解
決
案
全
体
を
次
固
ま
で
に
一
市
ま
れ
た
と
い
え
ま
す
.

し
て
き
た
神
電
気
も

nm崩
復
帰
H

せ
」
と
、
会
社
に
迫
り
ま
し
た
・
し
か
し
、
沖
電
気
は
、
い
ま
だ

を
検
討
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
「
①
お
入
を
現
実
に
復
職
さ
せ
る
基
本
案
を
認
め
た
訳
で
は
あ
り
ま

い
る
」

(
4
-
B沖
電
気
争
議
文
②
和
解
金
を
支
払
う
」
と
い
う
韮
せ
ん
.
ま
さ
に
、
ζ
れ
か
ら
の
闘

援
中
央
総
決
起
集
会
の
決
議
)
と
、
本
案
を
土
台
に
ス
タ
ー
ト
し
た
交

い
が

H

勝
負
M

を
決
定
し
ま
す
.

い
う
と
ζ
ろ
ま
で
、
争
識
は
前
進
渉
は
、
職
場
復
帰
の
人
数
や
条
件
「
争
議
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
の

一
つ
一
つ
の
た
た
か
い
が
、
軍
要

な
の
で
す
」

(井
川
昌
之
・
中
央

共
倒
会
議
事
務
局
長
)

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

支援する会事務局
事務所東京都港区三田

3- 2-20 .館 (03) 451-3515 

郵 便口座口座番 号

東京 6-75240 

加入者名沖電気の不当解雇

を撤回させる会

ル
/
引
に
は
…
駆且

T
b

夜
の
デ
モ
一
同

八
月
.
争
議
は
、
震
大
の
山
場

を
迎
え
ま
す
。

沖
電
気
に
N

職
場

復
帰
に
よ
る
全
面
解
決
を
迫
る
H

大
運
動
が
必
要
で
す
.

沖
電
気
の
課
長
以
上
に
対
す
る

要
諸
行
動
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す

し
、
八
月
二
十
一
日
に
は
、
芝
浦

地
区
(
東
京
・
港
区
)
で
の
夜
の

集
会
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
行
所

号

昨

日

割

a
u
'
B

唱
l

一
内
U

一

8

川

月

一
割
一

第
れ
い

8

有量

社
長
も

「
和
解
で
」
と
答

第 88号

第
六
十
一
一
回
の
沖
電
気
定
例
株

主
総
会
に
、
沖
電
気
争
議
団
が
=
一

人
参
加
し
、
H

争
議
の
早
期
解
決
u

を
迫
り
ま
し
た
.
社
長
は
「
裁
判

所
で
進
め
て
い
る
問
題
を
、
株
主

総
会
の
場
で
コ
メ
ン
ト
す
る
の
は

適
当
で
な
い
」
と
、
昨
年
ま
で
の

回
答
を
繰
り
返
し
た
の
ち
「
和
解

案
を
拒
否
レ
た
の
で
は
な
い
.
交

渉
は
進
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
交
渉
は
進
め
て
い
く
」
と
述

べ
ま
し
た
.

ま
た
、
総
会
で
は
、
東
京
や
八

王
子
工
場
な
ど
で
、
仕
事
差
別
や

賃
金

・
昇
格
差
別
な
ど
、

差
別
に

よ
る
支
配
強
化
が
強
ま
っ
て
い
る

と
と
に
対
し
て
質
し
ま
し
た
.
「
差

別
は
良
く
な
い
レ
、
す
べ
き
で
な

い
」
が
、
社
長
の
回
答
で
し
た
.

(1 ) 

il f 

湯

通
信
機
三
大
メ
l
力
の
一
つ
話
、
=
一
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、

一方
、
解
居
後
の
職
場
で
は
、
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
一

一

神
電
気
工
業

(本
社
・
東
京
・
九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
第
十
一
月
に
は
、
支
援
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
こ
し
て
新
七
弱
の
建
設
な
ど

.

題
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
神
議
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

八
四
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
九

O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
犠
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
作
っ
た
・

営
危
機
だ
、
へ
か
余
っ
て
い
る
」
う
。
会
社
は
東
京
地
裁
は
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
と
の
、
見
八
四
年
秋
か
ら
は
、
全
国
規

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の

「
希

〆

〆

〆

F

〆
〆

r

r

模
の
運
動
に
発
展
、
仕
事
差
別

望
退
職
」
募
集
を
提
案
ζ
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

を
や
め
さ
せ
た
。
東
京
地
裁
で

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

は

「

=

一

十

五

人

の

復

職

と

和

解

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
雇
せ
し
め
を
強
め
、
「
合
理
化
」
金
」
の
勧
告
が
出
た
。

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
.

八
六
年
、
沖
電
気
争
犠
は
飯

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
腹
を
慧
臓
改
革
を
す
る
と
と
」
と
鉦
沖
低
気
争
犠
団
の
七
十

一
人
大
の
山
場
を
迎
え
て
い
る
。
あ

強
行
・
そ
の
後
の
神
低
気
は
、

言
。
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
千
を
超
え
る
労
な
た
の
熱
い
連
帯
で
必
ら
ず
勝

百
億
円
近
い
史
上
優
高
の
利
視
し
て
解
雇
し
た
と
と
も
明
白
。
組
や
、

一
万
四
千
人
の

「
支
援

利
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

沖電気争議団を""，，，，，..'"
励まし、スゴーク
楽しく、勇気と

一気がでる・.. 
そんな 5回目の

ケ須:磁正
23 ーま~辺三島
i大人 神世
24 3、000主1.000る

圏
俺
た
ち
が
神
電
気
争
識
を
勝
利
さ
せ
る
ぞ
l
主
催
者
の
ひ
と
つ
、
浦
和
地

区
労
(
埼
玉
県
)
は
今
年
も
、
燃
え
て
い
ま
す
.
み
ん
な
お
い
で
よ
/
と。

圃
0
4
8
8
(
3
5
)
8
5
8
9
(浦
和
地
区
労
)
0
4
9
5
(
2
1
)
5

4
8
1
(神
電
気
争
議
団
)
へ
、
今
ス
グ
、
お
也
話
く
だ
さ
い
・

軍
楽
し
い
こ
と
イ
ッ
パ
イ
・
花
火
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
う
た
ご
え

圏
「
赤
い
ゼ
ッ
ケ
ン
」
(
沖
電
気
争
織
の
た
た
か
い
の
歌
)
も
お
ぼ
え
よ
う
・

圃
こ
の
「
お
祭
り
」
は
、
あ
な
た
の
一
生
の
良
き
想
い
出
に
怠
り
ま
す
よ
・

暑
さ
に
負
け
ず
元
気
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

ひ
き
つ
づ
き
の
御
指
導
、
御
支
援
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

国
道
日目
号

ι‘
、
線
と
阪
神
高

住

民

速

道

路

の

道

r
A
d

路
公
害
に
苦

‘
ぺ
『
何
回

レ
む
住
民

f
‘M
k
g

が
、
国
と
道

三重

路
公
団
を
相

手
ど
り
、
騒
音
と
排
気
ガ
ス
の

差
し
止
め
と
、
損
害
賠
償
を
求

め
た
裁
判
で
判
決
が
で
た
V
原

告
百
二
十
一
人
に
つ
い
て
一
億

五
千
万
円
の
賠
償
が
認
め
ら

れ
、
国
の
責
任
を
認
め
た
初
め

て
の
事
例
と
な
っ
た
。
「
我
慢

で
き
る
限
度
を
超
え
た
不
快
感

な
ど
精
神
的
苦
痛
や
生
活
妨
害

が
一
律
に
あ
る
」
と
判
決
は
指

摘
し
て
い
た
V
自
動
車
産
業
の

た
め
に
道
路
を
つ
く
り
国
民
生

活
は
後
ま
わ
レ
大
企
業
と
政

府
の
横
暴
が
と
の
裁
判
で
も
耐
明

ら
か
に
な
っ
た
が
、
国
鉄
の
分

割
・
民
蛍
化
が
強
行
さ
れ
れ
ば
、

ま
た
国
民
が
犠
牲
に
な
る
の

は
、
分
っ
て
い
る
の
に
反
対
の

声
が
大
き
く
闘
え
な
い
の
は
ど

う
し
た
と
と
か
V
そ
ん
な
中
で

七
月
に
、
国
鉄
を
守
れ
/

の

全
国
会
議
が
結
成
さ
れ
た
ζ
と

は
意
義
深
い
.
大
企
業
に
国
鉄

を
渡
す
な
.
国
民
の
国
鉄
で
n
安

全
な
足
M

を
守
ろ
う

(K)
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川

伸
電
気
争
被
団
は
、
東
京
、

川

川
八
王
子
、
本
庄
、
高
崎
の
四
川

川
つ
の
工
場
で
解
屈
さ
れ
た
人
川

川
た
ち
が
、
「
団
」
を
結
成
し
川

川
て
た
た
か
っ
て
い
る
.

川

川

本
庄
工
場
の
あ
る
埼
玉
県
川

川
の
た
た
か
い
は
、
裁
判
闘
争
川

川
で
も
H

結
審
u
と
い
う
と
ζ
川

山
ろ
ま
で
前
進
し
て
い
る
・

州

当

==-=====-=======-
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私
は
、
終
戦
頃
ま
で
多
分
今

の
保
守
的
な
人
た
ち
の
考
え
と

同
じ
で
あ
っ
た
.
そ
れ
は
学
校

教
育
が
そ
う
さ
せ
た
の
だ
が
、

従
っ
て
日
本
が
開
戦
し
た
事
に

つ
い
て
何
等
の
抵
抗
が
な
か
っ

た
.政

府
の
「
カ
ラ
ク
リ
」
を
知

る
に
及
ん
で
そ
の
頃
生
命
を
か

げ
て
戦
争
に
反
対
し
た
人
た
ち

が
い
た
と
と
知
り
心
が
打
た
れ

た
.そ

の
人
た
ち
の
真
意
は
国
民

の
目
か
ら
隠
さ
れ
て
非
国
民
と

始
印
を
押
さ
れ
痛
め
つ
り
ら
れ

た
が
、
敗
戦
は
そ
の
人
た
ち
の

考
え
の
正
し
か
っ
た
事
を
在
明

C
2l，ocdcsci's、c
ZU
0
4
・

レ

た

・

山

富

山

塗

一

…

再

建

mw…連

帯

……

…

日

;
;
?
?
i
'
o
;

:
 

沖
電
気
の
裁
判
闘
争
に
私
糊

は
、
そ
の
当
時
生
命
を
張
っ
て

W

パ
ラ
マ
ウ
ン
ト

戦
争
に
反
対
し
た
人
た
ち
の
姿
叫

製

靴

労

組

…

を
見
ま
す
・

…
地
域
、
労
働
者
と
連
帯
し
て
め
、
残
り
の
土
地

(
豊

橋

二

そ
し
て
八
年
の
苦
し
い
戦
い

一一

工
場
の
自
主
再
建
を
成
功
さ
せ
を
売
っ
て
、
労
働
債
権
な
ど
を

…

を
屈
せ
ず
一
戦
っ
て
き
た
事
に
ふ
る
ぞ
l
l
襲

労

連

・
パ
ラ
マ
ま
か
な
う
と
と
に
な
っ
て
い

…

か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
・
そ
レ

M

ウ
ン
ト
労
組
(
石
井
光
幸
委
員
る
・

「土
地
の
買
い
手
さ
え
つ

…

て
こ
の
人
た
ち
を
支
え
て
き
て

w
長
、
=
一
+
七
人
)
と
共
闘
会
犠
け
ば
明
日
に
で
も
争
議
は
解
決

…

く
れ
た
多
く
の
か
た
が
た
に
対
刈
は
七
月
十
九
白
か
ら
三
日
間
、
す
る
」
(
共
同
刷
会
議
)
段
階
で

…

一一

東
京

・
足
立
区
に
あ
る
パ
ラ
マ
あ
る
・
そ
れ
だ
け
に
H

解
決
後

L

し
心
か
ら
感
樹
申
レ
上
げ
る
と

凶糊
ウ
ン
ト
製
靴
工
場
で
第
三
回
が
問
題
と
な
る
.
争
識
が
終
わ
一

共
に
い
よ
い
よ
最
終
段
階
に
近
ぬ内

「
働
く
伸
聞
の
工
場
祭
」
を
他
り
、
共
闘
会
議
が
解
散
し
て
も
、
一

づ
い
た
こ
の
時
点
に
よ
り
一
層

凶山
し
た
・
祭
で
は
、
倒
産
以
来
、

自
主
一
再
建
は
終
わ
ら
な
い
・
む

一

ι支
媛
を
お
願
い
致
し
ま
ザ
労
組
が
進
め
て
き
た
靴
の
自
し
ろ
そ
れ
か
ら
だ
・

宮

山
主
生
産

・
自
主
販
売
に
よ
る
再
共
闘
会
議
の
メ
ン
バ
ー
は
雷

…

州
建
運
動
を
、
争
磁
解
決
後
も
支
う
、
「
と
れ
ま
で
靴
を
買
っ
て

一

川
え
、
自
主
管
理
企
業
と
し
て
発
く
れ
た
人
た
ち
を
初
め
、
地
域

…

N

展
さ
せ
る
た
め
の
「
ソ
ル
ダ
リ
の
人
を
信
じ
、
組
合
員
を
信
じ
、

…

W

テ
ィ
l
言
会
」
を
正
式
に
発
労
働
者
を
信
じ
て
ζ
乙
ま
で
や

…

M

足
.
争
議
解
決
後
を
に
ら
ん
だ
っ
て
こ
れ
た
.
ソ
ル
ダ
リ
テ
ィ

…

W

新
し
い
自
主
再
強
方
式
と
し
て

l
運
動
は
、

ζ
の
伸
聞
の
力
を

一

酬
注
目
さ
れ
て
い
る
・
約
一
万
人
集
め
、
み
ん
な
で
再
強
闘
争
を

…

叫
が
診
加
し
た
祭
の
会
場
で
は
、
支
え
て
い
と
う
と
い
う
も
の
で
…

刷
四
+
を
越
え
る
争
犠
団
な
ど
が
す
」
・

川
出
庖
を
並
べ
、
パ
ザ
l
、
コ
ン
〈
ソ
ル
ダ

υテ
ィ

l
蚤
員
会
〉

…

M

サ
1
ト
な
ど
が
く
り
広
げ
ら
れ

一
口
で
い
え
ば
、
資
本
を
介

一

問
た
・
盆
踊
り
大
会
の
頃
に
は
、
さ
な
い
株
式
方
式
・
個
人
会
費
…

N

町
内
会
か
ら
浴
衣
姿
の
婦
人
も
は
年
間
一

口
千
円
・
団
体
は
五
一

肌
多
数
参
加
、
下
町
の
饗
宴
は
夜

千
円
・ほ
か
に

一
口

一
方
円
(五

一

問
中
ま
で
続
け
ら
れ
た
・

口
で
一
株
)
の
出
資
金
制
度
が

…

N

十
年
前
、
親
会
社
の
ス
タ
ン

あ
り
、
い
ず
れ
も
パ
ラ
マ
ウ
ン

…

ヅ
1
4に
よ
る
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
商
品
の
劃
引
や
商
品
券
送
付

一

明
ト
の
計
画
的
倒
産
か
ら
始
ま
つ
な
ど
の
特
奥
が
あ
る
.
呼
び
か
…

w
た
争
議
は
、
五
年
前
に
親
会
社
け
人
は
、
黒
川
武
総
評
田
容
量
、

…

酬
と
の
間
で
、
自
主
再
建
を
前
提
作
甲
車
の
早
乙
女
勝
元
民
を
は
じ

一

一山
と
し
た
和
解
交
渉
に
入
っ
た
.

め
町
会
役
員
、
住
職
、
写
翼
家
…

川
親
会
社
は
、
八
百
六
十
坪
あ
る
怠
と
二
十
六
人
・
連
絡
先

H
o
…

A

工
場
敷
地
の
う
ち
、
再
建
に
必

5

8

8
1
・
2
6
1
5
.

一山
要
な
二

百

二

十

坪

を

組

合

に

偲

(

連
合
)
一

V
水

俣

病

現

地

調

査

司

ヨ

V
に
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
一
~
一

〈連
絡
先
〉
0
3
(
2
9
3
)

一
泡
一
.

'

;・

3
6
2
1
ト

グ
一
〆
一

a
-
E
ヨ
リ4
占
ぞ
ニ

no-

す

ん

土

品

一41

励

畠
ヨ
た
を

・・
1
れ
問

D

-

さ

仲

E

L
I
雇
の
休
刊

町
叫
解
気
長

E
E
名
電
会

指
沖
の

• 

ハ川
町
年
七
月
二
十
二
日
。生
後
五
+
九
日
〉

佐
々
木
君
代
さ
ん
(
附
連
喝
細
)

圃
た
く
ま
し
く
、
元
気
な
子
に
育

っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
自

分
の
道
を
切
り
拓
い
て
・
・
・
。
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中
村
健
一

くん

ぼ
く
は
、
中
学
に
入
っ
て
野
球
す
.
ζ
の
前
、
夏
の
大
会
が
あ
り

部
に
入
り
ま
し
た
。
練
習
は
、
げ
ま
し
た
・
ベ
ス
ト
4
で
大
森
八
中

っ
こ
う
き
つ
い
で
す
.
練
習
は
火
に
負
け
て
レ
ま
い
ま
し
た
.
し
か

・
木

・
土
で
す
.
レ
か
し
校
庭
の
レ
、
銅
メ
ダ
ル
で
し
た
の
で
よ
か

使
え
な
い
日
な
ど
は
、
校
外
を
十
っ
た
と
思
い
ま
し
た
.

五
周
走
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
.
練
ぼ
く
違
も
、
そ
れ
に
負
り
な
い

習
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
・

j

y
ク
ょ
う
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま

・
パ
ゴ
T
ィ
ン
グ
な
ど
で
す
・
す
・
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
練
習
を

で
も
一
年
生
は
、
ま
だ
ボ
ー
ル
サ
ボ
ら
な
い
よ
う
に
し
て
、
が
ん

ひ
ろ
い
で
す
.
キ
ャ
y
チ
ポ
l
ル
ば
っ
て
三
年
生
に
な
っ
た
ら
レ
ギ

な
ど
は
、
や
ら
せ
て
く
れ
る
と
き
ュ
ラ
ー
に
な
り
た
い
で
す
・
ぼ
く

が
あ
り
ま
す
.
ま
た
、
大
会
の
近
は
ラ
イ
ト
を
希
錨
一
し
ま
し
た
.

い
自
に
は
、
朝
練
も
あ
り
ま
す
.
そ
れ
か
ら
野
涼
部
の
先
生
は
、

七
時
三
十
分
ご
ろ
か
ら
始
め
ま
八
専
先
生
で
す
.
と
て
も
お
も
し

ろ
い
で
す
.
先
生
は
、
い
つ
も
よ

νた
。

く

ζ
う
い
う
事
を
言
っ
て
い
ま

一

「

す

.

「
野
球
を
し
て
怠
い
と
き
は

・
EMu

-

戸

問

視

ヂ

十

』

勉

強

.
勉
強
し
て
な
い
と
き
は
野

;
rw

球
」
と
雷
い
ま
す
.
そ
の
と
う
り

:、.

.

 
，
、

-

o

に
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、

L
d
d
吋

J

で
き
る
だ
り
や
っ
て
み
ま
す
・

(中
村

健

一
〉

大
田
区
労
働
組
合
協
援
会
(
東
党
で
レ
た
・
以
前
か
ら
米
軍
基
地
主
さ
ん
は
、

M

死
ん
で
も
絶
対
に

京
)
主
催
で
米
軍
艦
蔵
機
夜
間
発
が
計
画
さ
れ
て
い
た
三
宅
島
に
、
土
地
を
売
ら
な
い
u
と
大
関
火
の

着
訓
練
空
港
建
設
に
反
対
し
て
闘
災
害
復
興
を
口
実
に
、
莫
大
な
金
溶
岩
を
整
地
に
し
、
そ
の
上
に
土

っ
て
い
る
島
民
激
励
、
現
地
調
査
と
権
力
を
た
て
に
島
の
買
い
取
り
を
入
れ
畑
に
し
反
対
し
て
い
る
の

で
7
月
氾
日
か
ら
お
日
ま
で
三
宅
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
す
.
で
す
.
島
民
の
お
婦
の
人
が
基
地

島

を

訪

ず

れ

ま

し

た

・

=

一

池

港

こ

、

住

般

に

反

対

レ

、

今

回

の

同

時

選

普
い
た
早
朝
、
ま
だ
棄
が
!
寸
死

ん

で

も

」
挙
で
自
民
党
や
賛
成
派
に
圧
勝
し

な
い
私
た
ち
一
行
を
迎
え
て
く
れ
「
売
ら
な

い

L
た
こ
と
は
、
乙
の
闘
い
の
展
望

た
の
は
あ
じ
さ
い
の
花
と
う
ぐ
い

-
4

1

ー

確
信
を
示
し
、
私
た
ち
を
大
い
に

す
の
美
し
い
鳴
き
声
で
し
た
・
島
民
と
交
流
す
る
中
で
闘
い
の
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
・
自
民
党

島
内
を
ま
わ
っ
て
わ
か
っ
た
と
原
点
を
見
い
だ
せ
た
よ
う
な
気
が
の
宣
伝
カ
l
の
走
り
廻
る
姿
や
貨

と
は
過
去
何
回
と
な
く
噴
火
に
み
す
る
.
自
民
党
の
い
う
と
と
に
反
成
派
の
岩
仮
に
怒
り
を
感
じ
な
が

ま
わ
れ
島
の
歴
史
は
風
と
雨
の
自
対
レ
た
こ
と
の
な
い
島
民
が
，
島
ら
、
数
多
く
の
反
対
す
る
会
の
看

然
と
の
闘
い
で
あ
っ
た
・
霞
近
で
を
M

H

平
和
を
u

守
る
・
先
祖
か
板
か
ら
私
の
気
持
を
表
わ
し
て
く
日
本
政
府
は
、
沖
縄
が
日
本
へ
伊
江
島
の
反
戦
地
主
の
知
念
忠

は
昭
和
四
四
年
叩
月
5
日
の
大
噴
火
ら
の
豊
か
な
島
を
渡
さ
な
い
し
、
れ
た
看
複
を
見
つ
け
ま
し
た
・
復
帰
後
も
、
米
軍
基
地
を
認
め
て
栄

(ち
ね
ん
ち
ゅ
う
え
い

-U
銭
)

で
あ
り
、
い
ま
で
も
生
々
し
く
残
売
ら
な
い
.
島
で
こ
の
ま
ま
生
活
「
子
供
ら
に
平
和
を
、
爆
音
よ
い
る
.
本
土
面
積
の
一
掃
に
満
た
さ
ん
は
「
担
園
に
復
帰
し
た
と
一言

っ
て
い
ま
す
.
島
の
復
興
に
必
死
し
た
い
と
い
う
墾
直
な
気
持
ち
.
り
も
小
鳥
の
さ
え
ず
り
を
」
私
も
な
い
沖
縄
に
は
、
日
本
の
米
軍
基

う
も
の
の
強
制
約
に
土
地
は
奪

に
な
っ
て
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
お
か
あ
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
が
運
三
宅
島
の
人
た
ち
と
連
帯
し
て
地
の
七
五
婦
が
あ
り
、
基
地
の
中
わ
れ
た
ま
ま
で
す
・
賃
貸
契
約
を

島
民
に
追
い
打
ち
を
か
げ
る
よ
う
動
を
支
え
た
の
で
す
・
基
地
予
定

ω
ガ
ン
パ
ロ
ウ
M

と
決
意
を
新
た
に
住
民
は
と
じ
ζ
め
ら
れ
て
い
る
拒
否
し
、
全
面
返
還
し
て
ほ
し
い

に
趨
っ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
と
自
民
地
と
さ
れ
て
い
る
年
老
い
た
大
地
に
し
て
、
島
を
際
れ
ま
レ
た
・
と
言
え
る
・
と
要
求
し
て
い
る
の
に
、
来
年
の

米
軍
用
地
を
地
主
の
反
対
を
抑
五
月
十
五
日
か
ら
、
新
た
に
二
十

レ
切
っ
て
、
更
に
二
十
年
強
制
的
年
間
の
強
制
使
用
延
長

.
私
の

に
使
用
す
る
政
府
の
方
針
に
反
対
土
地
は
、

ζ
れ
ま
で
、
一
が
あ
た

す
る
地
主
は
多
い
・
り
、
一
年
間
で
二
百
六
十
円
の
賃

『米軍基叫札;己らない』
三主主モーでr

盃争輝人;f
(沖'屯官、庁開--

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
を
深
く
感
じ
た
.

大
統
領
選
挙
戦
の
贋
中
で
、
自
時
間
短
縮
の
闘
い
も
、
オ
ー

の
は
、
反
核
の
た
た
か
い
が
、
由
党
の
候
補
の
ワ
ル
ト
ハ
イ
ム
ス
ト
リ
ア
で
は
、
労
使
と
政
府

私
の
想
像
を
ζ
え
て
、
盛
り
上
氏
が
、
ド
イ
ツ
ナ
チ
ス
の
一
員
の
参
加
に
よ
っ
て
実
施
し
て
い

が
っ
て
い
た
郡
で
し
た
。
ォ
l

で
、
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
に
参
加
レ
る
し
、
西
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
、

ス
ト
リ
ア
で
は
、
原
子
力
発
電
た
こ
と
が
暴
露
さ
れ
、
た
い
へ
産
業
別
の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
、
た

五
月
一
目
、
メ
ー
デ
ー
を
ハ
所
の
繰
業
が
、
国
民
投
票
に
ょ
ん
な
問
題
に
な
っ
て
い
た
が
、
た
か
い
取
っ
た
国
な
ど
、
い
ろ

ン
ガ
リ
ア
の
首
都

・
ブ
ダ
ベ
ス
っ
て
凍
結
さ
れ
、
今
で
は
、
発

反
面
、
反
ユ
ダ
ヤ
思
組
も
相
当

い
ろ
あ
る
が
、
大
勢
と
レ
て
は
、

ト
で
迎
え
た
.
白
本
と
遭
っ
て
電
所
の
解
体
に
ま
で
に
住
民
連
に
綬
強
く
あ
り
、
復
雑
な
級
相

一二
十
七
時
間
制
に
向
っ
て
、
普

老
人
や
子
ど
も
た
ち
ま
で
が
、
動
が
進
ん
で
い
る
と
の
と
と
で
を
示
し
、
勝
敗
の
予
測
が
つ
か
実
に
進
ん
で
い
る
.

カ

ラ

フ

ル

な

服

装

で

診

加

.

な

す

.

な

い

と

新

聞

は

報

道

し

て

い

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

で

は

、

第

二

次

か
に
は
犬
と
一
緒
の
人
も
.
も
西
ド
イ
ツ
で
は
、
三
十
万

人

た

。

世

界

大

戦

で

不

況

と

失

業

が

大

ち
ろ
ん
軍
隊
の
参
加
は
な
い
・
の
人
た
ち
が
、
主
要
な
道
路
を
ナ
チ
ス
時
代
の
強
制
収
容
所
き
な
要
因
と
な
り
、
時
間
短
縮

続
い
て
、
ウ
ィ
ー
ン
、
ミ
ュ
お
互
い
の
腕
「
人
間
の
鎖
」
で
を
見
学
し
、
ま
た
、
ナ
チ
ス
が
に
よ
り
雇
用
を
増
大
し
た
経
験

ン
へ
ン
、
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
包
囲
し
、
反
核
・

平
和
の
意
志
暴
動
を
起
レ
失
敗
は
し
た
が
、
が
あ
り
、
そ
の
思
想
が
定
着
し

な
ど
の
都
市
を
訪
ね
、
労
働
組
を
世
界
に
一
市
レ
た
。
し
か
も
、
政
府
を
岡
田
る
キ
ッ
カ
ケ
を
作
っ
て
い
る
が
、
い
ま
、
西
ド
イ
ツ

合
、
市
民
団
依
と
、

n
時
間
短
乙
の
運
動
は
、
住
民
の
手
弁
当
た
地

・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
を
見
学
。
で
は
、
二
百
万
人
を
ζ
え
る
人

縮
や
、
反
核

・
平
和
の
運
動
な
で
成
功
さ
せ
て
お
り
、
労
働
組
ヨ
l
ロ
y

パ
各
地
で
は
、
い
た
ち
が
、
失
業
し
て
い
る
.

ど
H

に
つ
い
て
の
、
交
流
や
、
合
は
む
レ
ろ
冷
や
か
な
惣
度
で
ま
だ
銃
孤
の
跡
が
、
生
ま
生
ま
時
間
短
縮
の
た
た
か
い
が
、

意
見
の
交
換
な
ど
を
行
っ
た
・
あ
っ
た
と
痛
烈
な
批
判
を
う
け
し
く
残
っ
て
お
り
、
戦
争
の
恕
い
ま
、
世
界
的
に
、
沼
要
な
た

一
番
感
銘
を
受
け
、
驚
い
た
て
い
る
.
惨
さ
と
、
平
和
の
た
い
せ
っ
さ
た
か
い
に
な
っ
て
い
る
.

島

宏
さ
ん

(
沖
・
支
援
す
る
会
事
務
局
長
)

，~掴号

カミ

(5 ) 

小島さんは三度目のヨーロ ッパ
右が喜代子夫人。

伊
江
島
の
反
戦
地
主

知念忠栄さん

貸
料
で
す
・
百
円
の
土
地
も
あ
る
基
地
を
建
設
し
よ
-
?
と
し
て
い
ま

く
ら
い
で
反
対
し
て
い
る
地
主
す
が
、
併
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
・

は
、
一
坪
地
主
を
含
め
れ
ば
約
一
土
地
も
、
平
和
も
生
活
も
奪
わ
れ

千
人
で
す
.

て
し
ま
い
ま
す
.
」
と
、
語
っ
て

政
府
は
、
三
宅
島
に
新
た
に
、
い
ま
す
.
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似を なてさ たる 伺 う ば よ 「 家 対 あ 強ん所
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222き248± 害罪産主安宅若草 25E足5毒事言弓
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き 里 一 二 ま し り 内ぷの行労そ嬰解るた化 ζ るなら待動理でい
哩現 たつ容災審な働の犠腫乙もののと仕、っか面 支

善意義.三詰吉里=霊堂主主在宅 EEE奪実 EZE主主
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とは くて ま昨・救にてたで当弓山のやでと仕辛 つ
j思大で 不をし年 説 、 、 め ず 芳 う さ 事 ち も 言 語 在 た
恕 当環た + 申東単、.働てんをさでつがの く

たす利 運二 信
め 。 の 十 動 つ 条

阜 ±月をの を
沖期起こ広たき
電に本+げたら
気 東 京 八 て かっ
争京豆日いい た
識に 4 にまを不
団と そE はす結当
を り と 、 .合配
はも 工争 さ 転
じどい犠 せ )
め す ま l勝 ての

長六A 屋 A か多
ノ抗町激うく
八搬四励決の

取ノ先ノ先意伸
締 - y - y で 聞
役 O 大 大 すと
社 阪影阪 .迎
長田 市山府 稽

鈴実童美重(毒
木 イ 区 川 久 め
政ン福 市 保 た
夫ト島 木 ) た

沖間'==争諜+援港貯品闘ゐ圭義尾文も苧ロ衰又甥E"~lる犬ifJ::ø;ロ霧

高\事事~Fj大会(川
だ人 ぷ腕 1 投気 ム 人 は だ の υ 「孝共置
主響楽人宏、、主主東最がも、と十集ン沖 幸 関 長 な 花

そ官伊会史子皇室哲択を三世雲足宅襲撃喜義高奥
て 2_ -:> "(マムに 場ス出さ l 這り開団争 ~支交ピ
いーゲ-c: 考 'B おでト さんム -だ催結識は百援流 ク
たkl' 1 ほえたが働ラれいが γ としとも、二二・会 ニ
酒 ぷ ム か 込 畠むくイまてキ・会かま連 正 七十港も
巻りでりり~人板クレ、マ.7J'、し帯念月団区洛ク

めしのへき， ~置はた昔ッ.多六たの場十体(発
んゲだん.己記オさ 、。めテ・い年。輪、八・斑な潮
~ I 乙'( I ん沖 ブい割ぷ を ボ 日 久 京
電 ム 個 ろノ主オ 電 l るにり 」ウに保)沖狩

日多量っ芸止昌喜 J去をま T午参± 空空星雲
ンー岳杭レ選 鉄 ア と 割 式 こ 、 B レ加ピ全南の)

と 、 が たば )γ 自民・ピ MI しン国税部が

さき自要。22fZE君主員長室長号言;三
な固での き ト し ン 対 中 の 会 席 八 し 四 ( 本 十
りめがた な ・ た 、 の で 歓 に で 人 ま 人 電 ( 六

ん た 拍ド 谷 自 白 は 談 よ 姻 は し 組 軽 量 国 ピ
しつばか 手レ障でい 、をり江、たが労労ン
たた οい をツさ清 T 国行表き回・千~ ~で
.ボ 銭時 受サん割程シ鉄い彰ん町 七佐阿。

1986年 8月 1日

(49) 

(4 ) 割~88号指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

今
尽
き
守
山
悼

ヌ
キ
ュ
ー
バ

.qイ
ヒ
〉
勺

よ
か
/

ま
戎
仲
ゆ

ま
帽
憎
か

-こ

φ
t台
思

影

私
が
優
勝
。

名
前
は
酒
巻
で
す
。

孝

山

夫さん

影
山
さ
ん
は
五
人
家
族

女
の
子
が
三
人
で
す
。

午後6:30-

0秩父 .B野渓谷

やまびこキャンプ

8.21 
工場包囲デモ

8.23-24 

0国電田町芝浦口芝浦公園

日
程
で
す
。
参
加
を
、

よ
ろ
し
く
お
ね
が

い
し
ま
す
。

日
本
機
関
紙
協
会
東
京
都
本
部
主
催

第
日

回

機
関
紙

コ
ン
ク

ー
ル

優
秀
賞
に
「は
た
ら
く
」

七
月
十
九
日
の
コ
ン
ク
ー
ル

が
、
「
マ
ン
ガ
賞
」
に
な
り
ま

川

の
活
版
労
組
紙
の
部
で
、
「
は
し
た
・

山

た
ら
く
」
は
次
の
織
な
批
評
を
各
部
門
の
最
優
秀
賞
は
次
の
川

い

た

だ

き

ま

レ

た

。

通

り

で

し

た

・

川

『大
変
す
ば
ら
し
い
機
関
紙

V
活
版
労
組
紙
自
交
総
連
東

川

で
す
・
そ
ろ
そ
ろ
最
優
秀
賞
も
京
地
連
「
自
交
総
選
東
京
」

川

と
、
私
は
思
っ
て
い
る
の
で
す

V
手
が
き
労
組
紙
都
職
労
港
川

が
争
議
回
で
こ
れ
だ
け
の
企
潟
支
部
「
日
刊
潮
流
」

川

画
、
技
術
の
す
ぐ
れ
た
紙
面
づ

V
活
版
団
体
紙
健
和
会
「
下
川

く
り
が
で
き
る
の
も
、
神
電
気
町
の
健
康
」

川

争
議
団
の
た
た
か
い
が
、
前
進

V
手
が
き
団
体
紙
三
鷹
見
聞

川

し
勝
利
ま
で
あ
と
一
歩
と
い
う
社
「
み
た
か
き
い
た
か
」
川

乙
と
の
反
映
で
し
ょ
う
.
沖
電

V
青
年

・
婦
人
紙
東
京
土
建
川

気
の
み
で
な
く
他
労
組
や
地
域
町
田
支
部
主
婦
の
会
「
主
婦

川

的
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
の
ち
か
ら
」

川

も

「は
ら
た
く
」
の
特
徴
。
聞
濁
掴
礎
調
趨
穂
趨
寵
酷
認
混
翁
田

川'
 

一-一
1
四
年
前
に
比
べ
る
と
紙

'sasa属
舗
属
岨
困
層
温
箇
嗣

川

面
が
ド
ッ
シ
リ
と
し
て
き
ま
し
・
荒
木
セ
イ
さ
ん
(
山
形
)

川

た
。
「
安
心
し
て
」腕
み
や
す
い
ト
マ
ト
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
.

川

新
聞
に
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
・

・
時
田
さ
ん
(
墨
田
都
税
)
川

「
実
年
」
の
時
期
に
き
た
感
じ
シ
l
ツ，

川

で
す
。
争
議
団
で
す
か
ら
こ
の
・
新
堀
章
さ
ん

(東
京
在
券
取

川

ま
ま
、
老
人
に
な
っ
て
は
乙
ま
引
所
労
組
)
服
.

川

り
ま
す
。一

刻
も
早
く
職
場
復
・
西
村
さ
ん
(
大
学
生
協
)

川

帰
レ
て
、

ζ
の
「
は
た
ら
く
」
メ
ロ
ン
、
お
酒
な
ど
・
川

を
職
場
新
聞
と
し
て
機
能
さ
せ
・
下
村
さ
ん
(
理
学
電
機
)
古
本
・
川

て
く
だ
さ
い
』
(
東
京
医
労
連
.
後
藤
さ
ん
(
日
本
電
子
)

川

の
菅
原
さ
ん
の
批
評
よ
り
)

ハ

ン

カ

チ

白

川

ま
た
、
手
が
き
労
組
紙
の
部
・
森
谷
さ
ん
(
山
形
)

川

で
「
沖
電
気
争
披
団
ニ
ュ
ー
ス

」

サ

ク

ラ
ン
ボ
・

川

午後6:30-

8.31 午後1・00-

長時間労働学習会

沖・支援する会
小島事務局長を囲む会

0川崎北労働センタ-

o主催 ・電機総行動

0専売ホ ル
地下「さ にし、」

8.26 
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6
月

μ日
最
高
裁
国
民
審
査

の
統
一
行
動
。
中
央
区
婦
人

講
座
で
「
神
電
気
争
議
団
の

婦
人
を
囲
ん
で
」
開
催
.

6
月
お
日
テ
レ
ビ
東
京
社
前

抗
議
行
動
.

6
月
お
日

東
京
電
力
社
前
抗

議
行
動
.

6
月
U
日
沖
電
気
株
主
総
会

で
抗
議
行
動
。
長
野
じ
ん
肺

判
決
報
告
集
会
.
東
亜
ペ
イ

ン
ト
争
議
で
股
高
裁
前
で
宣

伝
行
動
.

6
月
初
日

国
労
・
浦
田
地
区

協
決
起
集
会
。

7
月
1
回
全
国
じ
ん
肺
原
告

団
連
絡
会
醸
の
結
成
大
会
。

7
月
6
日

衆

診
同
時
選
挙
の

投
票
日
。

7
月
8
日

沖
電
気
熊
谷
裁
判
.

7
月
9
白

金
腐
反
合
共
同
行

動
.

7
月
刊
日

沖
沼
気
争
議
の
第

十
七
回
和
解
交
渉
.

7
月
ロ
日

東
京
争
礎
研
が

「
国
鉄
闘
争
の
現
状
と
到
達

点
の
集
い
」
を
開
催
.

7
月
何
回

池
上
駅
頭
ピ
ラ
事

件
の
勝
利
報
告
集
会
。

7
月
M
日
古
河
電
工
抗
議
行

動
.
国
鉄
職
場
実
態
の
報
告

集
会
。

y
月日目
白

東
京
総
行
動
・
沖

電
気
争
議
支
援
・

港
区
共
闘

会
織
が
交
流
の
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
。

7
月
刊
自
国
鉄
・

全
国
連
絡

会
(
仮
)
結
成
抽
出
会
.

7
月
け
日

5
m
日

パ
ラ
マ
ウ

ン
ト
工
場
祭
。

7
月
初
日
5
幻
自

東
京
春
闘

思
総
括
会
機
。

7
月
幻
自

リ
ー
ダ
イ
争
議
で

社
前
行
動
。
池
自
争
議
に
対

す
る
弾
圧
事
件
の
緊
急
行
動
。
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揖事89司吾(1 ) 

沖
電
気
の
工
場
を
包
囲
し
た
デ
モ
隊

勝

利

の

と

多
《
議

2
明
る
長

沖
電
気
争
議
の
由
解
決
め
ざ
し
て

コニ
十
五
人
を
職
場
に
戻
す
.

n
和
解
交
渉
で
解
決
す
る
の
か
し
よ
う
」
と
決
意
表
明
。

和
解
金
を
支
払
う
」
と
い
う
、
東
そ
れ
と
も
、
判
決
か
.
沖
電
気
に
午
後
七
時
前
、
簿
踏
く
な
っ
た

京
地
方
裁
判
所
に
お
け
る
、
和
解
全
面
解
決
の
決
断
を
迫
る
1
8
・

街
に
、
百
を
越
す
ち
ょ
う
ち
ん
の

案
を
基
本
に
し
て
、
神
電
気
争
犠
引
デ
モ
M

が
、
神
電
気
争
犠
支
鐙
灯
も
鮮
か
に

・
東
京
全
域
か
ら

は、

E
蚕
な
局
面
を
迎
え
ま
し
た
・

中
央
共
闘
会
議
の
主
催
で
行
な
わ
集
っ
た
人
々
の
デ
モ
は
出
発
・

こ
れ
ま
で
の
交
渉
で
は
、
会
社
れ
ま
し
た
.

側
が
具
体
的
な
解
決
案
を
示
さ
な
t
J
5
24
4
4
2
3〈

2
:
号
、
卓
也
ぶ

か
っ
た
の
で
、
第
十
七
回
和
解
交

労

働

一

盆

で

の

燃

渉

(七
月
十
一
日
)
の
場
で
、
殺

た

た

均

峨

媛

判
所
は
、

「八
月
二
十
六
日

(第

旬

、

十
八
回
交
渉
)
ま
で
に
、
解
決
案
芝
浦
公
園
(
国
電

・
田
町
駅
下

を
出
す
よ
う
に
」
と
、
沖
電
気
に
磁
二
分
)
で
行
な
わ
れ
た
、
出
発

要
求
し
ま
し
た
・

民
会
で
、
大
牟
礼
藤
男
さ
ん

(共

同
時
に
、
回
答
が
な
い
場
合
に
闘
会
議
副
議
長
)
は
、

「
い
よ
い

は
、
和
解
の
打
切
り
を
考
え
て
い
よ
股
後
の
決
戦
で
す
.
手
を
銭
い

る
事
を
つ
け
く
わ
え
ま
し
た
.

た
方
が
ま
け
る
、
回
以
後
ま
で
団
結

こ
の
た
め
、
沖
沼
気
は
、
八
月
し
て
闘
い
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
神

上
旬
に
会
議
を
も
ち
、
結
論
を
出
電
気
争
援
を
た
た
か
っ
た
日
本
の

さ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
労
働
者
の
底
力
を
、
国
鉄
の
た
た

ま
で
追
込
ま
れ
ま
し
た
.
か
い
で
、
本
格
的
に
発
展
さ
せ
ま

夫
が
解
雇
さ
れ
た
真
喜
志
ふ
く
み
さ
ん
は
、

二
人
の
子
ど
も
と

一
緒
に
参
加
.

¢重量b

『
企
業
の
横
暴
』
と
街
の
声

「沖
電
気
は
指
名
解
雇
を
徹
回
ひ
ど
い
.
よ
く
、
が
ん
ば
っ
て
い

せ
よ
」
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
に
る
ね
え
」
と
、
応
鐙
の
弁
.

商
庖
衝
の
、
底
主
や
お
客
も
、
道
神
電
気
東
京
工
場
の
窓
か
ら
も
も

に
飛
び
出
し
て
く
る
・
芝
浦
地
岡
崎
労
働
者
の
顔
、
顔
・
前
回
の
デ
モ

で
は
、
以
前
か
ら
解
匝
撤
回
を
求
で
は
、
見
ら
れ
な
か
っ
た
光
景
だ
・

め
る
署
名
や
募
金
運
動
に
も
、
応
「
争
議
団
は
、
き
っ
と
会
社
に

じ
て
く
れ
る
人
が
多
く
、
食
堂
の

勝
つ
よ
」
と
い
う
声
が
、
神
電
気

経
蛍
者
も
「
沖
電
気
の
や
り
方
は
の
労
働
者
か
ら
も
聞
か
れ
た
.

通
信
機
三
大
メ
1
カ
の
一
つ
益
、
三
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
居
後
の
職
場
で
は
、
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
二

沖
電
気
工
業

(本
社

・
東
京

・

九

州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
年
十
一
月
に
は
、
支
援
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
こ
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど

.

庖
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
沖
織
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

八
四
億
、
一
万
三
千
人
)は
「
経

、
九
O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
作
っ
た
。

蛍
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」

う
・
会
社
は
東
京
地
裁
ほ
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見
八
四
年
秋
か
ら
は
、
全
国
規

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希
〆
〆

〆
，

，

r

r

r

艇
の
必
踊
に
発
展
、
仕
事
差
別

望
退
職
」
募
集
を
提
案
乙
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

を
や
め
さ
せ
た
・
東
京
地
裁
で

と

温

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

は

コ一一
十
五
人
の
復
職
と
和
解

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
服
せ
し
め
を
強
め
、
「
合
理
化
」
金
」
の
勧
告
が
出
た
。

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
。
八
六
年
、
沖
電
気
争
議
は
思

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
庖
を
意
織
改
革
を
す
る
と
と
」
と
柾
神
閉
山
気
争
犠
団
の
七
十

一
人
大
の
山
田
制
を
迎
え
て
い
る
・
あ

強
行
・
そ
の
後
の
神
電
気
は
、

言。

労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
千
を
超
え
る
労
な
た
の
烈
い
連
帯
で
必
ら
す
勝

百
億
円
近
い
史
上
飯
高
の
利

視

し
て
解
雇
レ
た
ζ
と
も
明
白
。
組
や
、
一
万
四
千
人
の
「
支
優
利
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

沖電気が不当な主張(第18回和解交渉)

般
本
を
崩
す
も
の
」
と
し
て
獄
図

を
求
め
ま
レ
た
。

交
渉
後
、
傍
騰
に
参
加
し
た
約

八
十
人
に
、
小
島
成
一
弁
竣
士
(写

.5
か
ら
、
「

E
E--
十
五

、

人

を
受
け
入
れ
る
と
判
明
し
た
こ

と
は
、
成
果
だ
と
言
え
る
が
、
何

八
月
二
十
六
日
、
東
京
地
方
紙
人
か
を
受
け
入
れ
な
い
と
し
た
事

判
所
で
行
な
わ
れ
た
、
和
解
交
渉
は
許
さ
れ
る
取
で
は
な
い
。
そ
も

で
沖
電
気
は
、
「
=
一
十
五
人
の
復
そ
も
、
本
人
た
ち
の
不
始
末
が
理

臓
を
受
付
入
れ
る
」
と
、
初
め
て
由
で
解
服
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、

復
職
を
認
め
ま
し
た
.
全
く
会
社
の
都
合
に
よ
る
も
の
で

し
か
し
、
交
渉
の
出
発
点
と
し
和
解
交
渉
を
は
じ
め
て
、
一
年

て
争
議
団
が
出
し
て
い
た
、
復
職
半
以
上
た
っ
て
、

会
社
が
ζ
ん
な

要
求
リ
ス
ト
の
メ
ン
バ
ー
の
「
何
事
を
言
う
と
と
に
、
怒
り
を
持
ち

人
か
に
つ
い
て
は
、
復
職
を
受
げ
ま
す
し
、
信
義
に
反
す
る
や
り
方

入
れ
ら
れ
な
い
」
と
し
て
、
さ
し
で
す
・
撤
回
を
強
く
求
め
、
倒
い

か
え
を
求
め
て
き
ま
し
た
・

を
前
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
」
と
、
報

乙
れ
に
対
し
、
中
山
森
夫
(
争
告
が
あ
り
ま
し
た
.

議
団
代
表
)
さ
ん
は
、
「
指
名
解
毎
回
、
傍
聴
に
診
加
し
て
い
る

艇
は
、
不
当
と
八
年
間
関
っ
て
き
海
車
検
定

・
沖
支
援
す
る
会
の
永

た
が
、
今
ま
た
、
会
社
か
ら
名
指
井
さ
ん
は
、
「
顕
に
く
る
わ
よ
ね

し
で
二
度
目
の
指
名
解
雇
を
受
け
え
、
差
別
ば
か
り
す
る
会
社
の
や

る
ζ
と
は
、
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
」
り
方
に
、
ホ
ン
ト
」
と
、
怒
り

と
訴
え
ま
し
た
.
同
時
に
、
争
犠
の
言
葉
。

団
側
は
、

「会
社
が

復

職

者

の

個

・

次

回
交
渉
.

々
に
つ
い
て
拒
否
す
る
な
ど
と
い
・
九
月
二
十
九
日

う
ζ
と
は
、

ζ
れ
ま
で
の
和
解
の

午
後
四
時
=
一
十
分
5

小
島
成

一
弁
護
士

===-幸一-一幸司式追加-一
一
つ
受
章
一
一
芳
三
粉
一
ヨ

--31-一-=歩
。
芳
三
迫
力
==一喜一

八
月
末
、

仏
巴

W
年
の
神
電

!

巴

え

気

「大
合
理

出

羽

化
」
攻
撃
で

‘J、
『
4
J
V

解
雇
さ
れ
た

内
1
M

E
れ
附
人
が
争
犠

4-

居
磁

回
取
務
所
に

附
出
子
籍
を
持
っ
て
訪
ね
て
く
れ

た
V
争
議
の
記
録

「り
ん
と
の

樹
は
育
つ
」
の
ビ
デ
オ
を
観
て

「み
ん
な
で
団
結
し
て
、
が
ん

ば
っ
て
い
る
の
に
感
動
し
た
」

と
感
忽
・
彼
女
は
現
在
日
叫
歳
・

病
弱
な
老
母
と
の
二
人
容
し
で

あ
る
.
大
手
企
業
の
子
会
社
で

ト
レ
ー
ス
の
仕
事
を
し
て
い

て
、
賃
金
は
十
五
万
円
少
し
だ

と
語
っ
た
V

「ζ
の
夏
会
社
は

土
、
日
は
電
気
刺
金
が
安
い
か

ら
と
出
動
と
な
り
、
月
、
火
が

休
日
と
な
っ
た
。
組
合
は
あ
っ

て
も
会
社
の
言
い
な
り
で
、
今

春
も
、
友
人
二
人
が
、
突
然
n
あ

な
た
は
、
い
ら
な
い
u

と
解
服

さ
れ
ま
し
た
」
と
、
揺
は
続
い

て
「
ど
と
で
働
い
て
も
、
同
じ

ね
え
」
と
彼
女
は
ポ
ツ
リ
V
楽

し
く
安
心
し
て
働
く
事
は
、
労

働
者
に
と
っ
て
無
理
な
の
で
あ

ろ
う
か
.
こ
の
不
合
理
を
な
く

す
た
め
に
も
神
争
議
の
勝
利

を

/

(
鎌
)
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O
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
聞
い
た
こ
と

五
年
前
に
沖
電
気
八
王
子
工
場
で
不
当
解
雇
さ
れ

川

Lr
川
た
、

田
中
哲
朗
さ
ん
を
支
復
す
る
コ
ン
サ
ー
ト

ぃ

…

一

…

・

9
月
鈎
白

(土
)

6
時
開
演

食
べ
物
も
な
い
、
着
る
物
も
な
棒
で
つ
い
て
食
べ
た
そ
う
で
す
。
山
サ
川
・
八
王
子
労
政
会
館
大
ホ
l
ル

い
・
夜
は
さ
っ
か
か
ん
せ
い
を
や
お
米
の
代
わ
り
に
、
代
用
食
の
九
川
ン
~
・
参
加
費
五
O
O円

る
。
(
外
に
光
を
も
ら
さ
な
い
)
敵
さ
つ
ま
芋
、

大

豆

の

絞

り

か

す

、

一

川

コ

ぃ

・

問

い

合

せ

宮

0
4
2
6
(
6
1
5
6
0

の
飛
行
機
が
爆
弾
を
ば
ら
ま
く

・

だ

い
と
ん
、
「
配
給
で
す
よ
」
と
、
小
川
川

2
(田
中
宅
)

だ
か
ら
、
夜
は
ゆ
つ
く
り
眠
れ
町
会
か
ら
一
言
冨
わ
れ
て
、
行
列
を
つ
川

-r一z三三-三E乞三一zzf一.三z
一

な
い
@
爆
抽
郵
押
が
直
撃
を
し
て
防
空
く
つ
て
も
ら
い
に
行
く
。
サ

O
守
月
幻
自
(
回
)

4
時
開
演

壕
に
入
っ
た
ま
ま
死
ん
だ
人
も
い
ぼ
く
が
こ
ん
な
事
を
体
験
し
た
川

O
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
(
雨
天
決
行
)

る
そ
う
で
す
・

ら

?

食
べ
物
も
な
い
、
着
る
物

川

O
前
売
券

三
千
円
(
当
日
三
千
五
百
円
)

産
昆

鉄
類
を
出
レ
た
、
金
も
出
し
た
、
も
な
い
、
い
や
な
暮
ら
し
。

O
出
演
本
多
俊
之
ス
ー
パ
ー
カ
ル
テ
ッ
刊

U

み
ん
な
た
だ
で
出
し
た
そ
う
で
ど
う
し
て
戦
争
を
や
っ
た
ん
だ

…

ト

。

高
橋
逮
也
&
東
京
ユ
ニ
オ

J

寸

す
・

ろ

う

.

れ

ン
。
マ
リ
l
ン
・

・、

高
校
生
の
人
は
、
武
器
を
作
っ

戦

争

な

ん

か
や
っ
た
っ
て
、
人
山

l
lボ
ク
ら
の
心
が
サ
ハ
ラ
に
と
ど
く

y

J

た
そ
う
で
す
。
大
学
生
も
戦
地
に

が
死
ぬ
だ
け
で
、
な
ん
の
得
に
も
ん
ボ
ク
ラ
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
は
怠
を
咲
か
せ
る

+4

行
っ
た
そ
う
で
す
・
な
ら
な
い
と
思
う
・
戦
争
を
や
っ
一
・
問
い
合
せ
宮
0
3
(
2
6
5
7

5

西

お
米
は
、
一
升
び
ん
に
入
れ
て
た
人
は
、
後
悔
す
る
と
思
う
・
叶

6
1
(東
京
労
音
)

334 

こ
の
門
を
ひ
ら
け
V

沖電気争議団一子どもたちの作文

八
月
九
日
1
十
日
に
、
愛
鍾

県
松
山
市
で
ひ
ら
か
れ
た
「
第

四
回
全
国
女
性
史
研
究
交
流
の

つ
ど
い
」
に
い
き
ま
し
た
.

会
場
・
松
山
市
民
会
館
に
は

全
国
か
ら
五
百
人
が
集
ま
り
、

熱
心
な
報
告
酎
論
が
く
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
ま
し
た
.

「
つ
ど
い
」
の
準
備
は
、
愛

媛
の
女
性
史
サ
ー
ク
ル
が
、
一

年
半
が
か
り
で
、
五
百
も
の
学

習
会
を
ひ
ら
き
「
え
ひ
め
の
つ

ど
い
」
「
四
国
の
つ
ど
い
」
と

発
展
さ
せ
、
乙
と
に
い
た
っ
た

そ
う
で
す
.

ま
た
「
全
国
の
つ
ど
い
」
に

む
り
て
、
女
性
史
サ
ー
ク
ル
三

十
年
の
あ
ゆ
み
「
愛
の
穂
に
脅

さ
風
ふ
く
」
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
・
生
き
て
る
鹿
史
「
自
分
史
」

を
ま
と
め
る
な
か
で
、
「
乙
乙

に
、
生
き
、
働
き
、
学
び
、
た

た
か
い
、
こ
こ
を
変
え
る
、
女

性
史
を
め
ざ
し
て
」
と
い
う
言

葉
を
生
み
出
し
た
、
と
い
う
お

話
で
し
た
。

研
究
発
表
は
二
十
に
近
く、

広
島
・
沖
縄
・

北
海
道
な
ど
地

域
の
サ
ー
ク
ル
が
回
立
ち
ま
し

た
笠
宮
機
関
紙
「
愛
の
穂
」
は

二
日
間
に
九
号
ま
で
発
行
さ

れ、

会
場
の
様
子
や
参
加
者
の

意
見
、
自
己
紹
介
な
ど
迅
速
な

マ
愛
媛
女
性
サ
ー
ク
ル
誌
「
愛

マ
の
穂
に
膏
き
風
ふ
く
」

呈一宮
=
マ

A
5判
、
一
五

O
頁
.
千
円

柚

霊

マ

義

二

五
O
円
・
申
込
み
H

E

マ
O
八
九
九
(
四
一
一
一
)
四
八
五

マ
六
.

l
i
f
-
-
nH
V
O
A
HMUF
-
-
'
 

報
道
に
接
し
て
お
ど
ろ
い
た

り
、
楽
し
ん
だ
り
で
レ
た
.

川
又
一
美
子
さ
ん
を
は
じ
め
、

神
・
支
援
す
る
会
松
山
支
部
(
支

援
す
る
松
山
の
会
)
の
皆
様
と

も
会
場
で
お
会
い
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
.

全
体
会
で
の
川
又
さ
ん
が
県

教
組
の
轡
記
と
レ
て
勤
評
闘
争

を
経
験
し
、
そ
れ
か
ら
三
十
年
、

民
主
教
育
を
守
る
運
動
、
住
民

自
治
を
う
ち
た
て
る
運
動
、
平

和
と
平
等
を
め
ざ
す
運
動
な
ど

と
お
し
て
か
わ
っ
て
い
っ
た
女

性
た
ち
の
一
人
と
し
て
語
っ
た

「
自
分
史
」
は
多
く
の
人
の
共

感
を
よ
ん
だ
よ
う
で
す
.

次
の
開
催
地
は
、
沖
縄
に
な

り
ま
し
た
・
よ
り
発
展
す
る
よ

う
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
.

股
後
は
、
パ
ス
で
現
地
見
学
、

篠
崎
勝
先
生
と
渡
辺
実
行
委
員

長
の
ゆ
き
と
ど
い
た
解
説
つ
き

で
、
伊
予
か
す
り
一
会
館
1
宝
厳

寺
(
一
遍
上
人
の
生
誕
地
)
|

松
ケ
枝
遊
廓
l
東
雲
学
園
を
お

と
ず
れ
、
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
.

沖
電
気
争
議
団
婦
人
部
は
、

今
、
他
の
争
議
団
や
労
組
な
ど

と
一
緒
に
、
労
基
法
の
全
面
改

悪
反
対
、
真
の
男
女
平
等
実
現
、

什
・H
U
総
行
動
の
準
備
を
は
じ

め
ま
し
た
.
女
性
史
を
発
展
さ

せ
る
と
と
が
で
き
る
よ
う
な
た

た
か
い
に
と
位
置
づ
け
て
が
ん

ば
ら
な
く
て
は
と
思
っ
て
い
ま

す
.

(2 ) 

報
告

開 89号
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沖
電
気
の
人
気
低
下

(の
き
)

(外
ご
)

(海
う
)

鉢

-
』

V
n
，‘

(みんなで楽しみました 〉

V
年
入
社
者
の
会
社
訪
問
の
解
七
位
に
ラ
ン
ク
を
下
げ
ま
し
た
.

禁
と
と
も
に
発
表
さ
れ
た
「
人
気
乙
れ
は
、
沖
電
気
が
指
名
解
雇

企
業
ラ
ン
ク
」
で
は
、
同
年
他
社
が
を
強
行
し
た
な
ど
の
会
社
の
体
質

上
位
を
占
め
て
い
る

一
方
、
神
電
も
原
因
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

気
は
昨
年
の
二
十
三
位
か
ら
二
+
す
。

1986年 9月 1日



倣
会
の
議
長
に
は
、
沖
電
気
支

媛
す
る
会
会
員
の
洞
口
邦
子
さ

ん
が
、

宮
域
県
代
表
団
と
し
て

奮
闘
し
て
い
ま
し
た
.

一-私
63cob--
一

-e

が
一
ん
ぽ
苔

世
界
大
会
実
行
委
員
か
ら
の

「
統
一
は
、
叡
廃
絶
の
運
動
が

発
展
す
る
た
め
に
あ
り
、
後
退

す
る
た
め
に
あ
る
の
で
は
な

川

い
」
の
問
題
提
起
に
対
し
て
、

統
一
す
れ
ば
、
よ
り
幅
広
く
運

動
が
進
め
ら
れ
る
し
、
短
時
間

広
島
へ
は
、
高
校
三
年
生
の
会
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
も
の
に
大
き
く
前
進
す
る
可
能
性
が

と
き
初
め
て
行
き
ま
し
た
・
全

な
の
か
、
一
度
は
経
験
し
て
み
あ
る
と
思
い
ま
す
・
し
か
し
、

国
各
地
の
高
校
生
(
中
学
生
)
た
い
と
い
う
忠
一
い
で
歩
加
し
ま
総
評
「
禁
」
が
脱
世
間
す
る
中
で
、

が
戦
時
と
い
う
と
と
で
、
学
業
し
た
。

一

定
の
困
難
を
し
よ
わ
さ
れ
る

を
等
わ
れ
、
広
島
に
動
日
さ
れ
大
会
二
日
目
の
H

核
廃
絶
の
こ
と
に
な
る
が
、
閉
会
総
会
で

原
則
膿
で
死
ん
だ
こ
と
を
伝
え
る
超
訪
を
ど
う
進
め
る
か
H

と
い
の
参
加
者
の
熱
気
は
、
大
き
な

学
校
一
覧
が
原
爆
記
念
碑
の
裏
う
分
散
会
に
出
席
レ
、
全
国
各
流
れ
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と

に
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
・

地
で
署
名
運
動
を
、
知
恵
と
工
と
を
は
っ
き
り
と
示
し
た
と
感

そ
の
中
に
、
依
郷
の
郡
山
市
内
夫
を
出
し
力
強
く
進
め
て
い
る
じ
て
い
ま
す
・
"

の
高
校
名
を
見
つ
り
、
大
き
な
報
告
を
、
自
の
前
に
し
感
動
し
全
国
の
仲
間
に
励
ま
さ
れ
、

衝
繋
を
受
り
ま
し
た
・
同
じ
憎
ま
し
た
・
ま
た
若
い
世
代
の
発
私
も
微
力
な
が
ら
今
ま
で
以
上

代
の
仲
間
違
が
何
で
と
ん
な
遺

書
が
め
だ
ち
、

運
動
の
幅
が
大
に
力
を
出
し
、
一
日
も
早
く
骸

く
ま
で
遮
れ
て
ζ
ら
れ
て
死
な
き
く
広
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
に
兵
認
を
な
く
し
た
い
・

そ
し
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
た
の
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

猛
暑
の
中
、
わ
ざ
わ
ざ
広
島
ま

か
、
か
わ
い
そ
う
で
な
り
ま
せ
私
も
、
報
告
で
き
る
よ
う
な
活
で
行
か
な
く
て
も
す
む
よ
う
な

ん
で
し
た
.
そ
れ
ら
か
ら
十
数
動
を
持
っ
て
診
加
し
た
か
っ
た
平
和
な
日
本
、
地
球
に
し
ま
し

年
た
ち
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大
と
反
省
し
て
い
ま
す
.
ζ
の
分
ょ
う
。

:
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い長
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感
動

1986年 9月 1日

影山政行さん
(沖電気争議団)

身

G

ん

ん

職
業
病
を
理
由
に
解
雇
さ
れ
た
主
治
医
が
、
職
場
復
帰
可
能
の
労
働
協
約
無
視
・
組
合
つ
ぶ
し
京
浜
明
治
牛
乳
労
組

(
八
人
)

ス
イ
ス
航
空
の
堀
美
和
子
さ
ん
判
断
を
下
し
た
の
に
、
休
職
期
限
の
指
名
解
屈
と
闘
っ
て
い
た
、
自
は
、
昨
年
十
月
に
赤
字
を
理
由
に

は
、
職
場
に
労
働
組
合
も
な
か
っ
が
切
れ
た
と
し
て
解
臆
さ
れ
た
エ
田
市
電
波
測
器
の
十
人
は
、
一
年
間
し
て
工
場
閉
鎖
、
解
履
攻
撃
を
う

た
が
、
多
く
の
支
鐙
者
に
支
え
ら

1
ル
フ
ラ
ン
ス
の
山
口
哲
夫
さ
ん
の
た
た
か
い
で
@
原
職
復
帰
、
け
ま
し
た
・
京
浜
明
乳

・
明
治
乳

れ
、
九
年
十
一
カ
月
の
闘
い
で
解
は
、
五
年
八
カ
月
の
闘
い
に
よ
り
、
労
働
協
約

・
協
定

・
労
使
慣
行
の
業
を
相
手
に
闘
い
、
①
組
合
員
の

決

・

東

京

高

裁

の

職

権

利

解

で

解

決

・

順
守
、
賃
金
の
全
額
支
払
い
な
ど
、
庖
用
の
保
障
・
②
解
決
金
の
支
払

和
解
協
定
は
、
①
会
社
は
解
随
内
容
は
、
①
解
決
金
(
未
払
い
を
内
容
と
す
る
協
定
曾
を
会
社
と
い
・
③
労
働
組
合
活
動
の
保
障
な

を
撤
回
す
る
・
②
堀
さ
ん
は
、
会
賃
金
を
含
め
)
五
千
四
百
二
十
二
の
聞
で
結
び
、
全
面
勝
利
し
ま
し
ど
の
内
容
の
和
解
を
成
立
さ
せ
、

祉
を
退
臓
す
る
・
③
会
社
は
、
解
万
円
を
支
払
う
・
②
山
口
さ
ん
は
た
・
九
月
一
日
か
ら
就
労
・
(
八
解
鹿
幅
四
回
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
・

決
金
を
支
払
う
・
〔
七
月
七
日
)
八
月
で
退
職
す
る
・
(
八
月
六
日
)
月
六
日
)

(

七

月

七

日

)
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屯
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hdf

前
進
し
ま
し
た
・
勝
利
ま
で
、
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
う
ち
、
ア
叩

御
支
鐙
を
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い

γ
と
い
う
聞
に
午
後
九
時
・

川

町

削

引

」

N

'
M
A
喜
L

谷
川
巌
著

日

し
ま
す
」
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
「
決
意

・
機
え

・
熱
意
を
持
川

会

足

」

川

引

き

@
J
L

明

治

・大

正

・
昭
和
の

山

田
村
撃
さ
ん
〔
中
毒
労
協
)

続
さ
せ
必
争
勝
利
さ
せ
ま
し

ル

『
昼

歴

史

の

真

実
闘

争

…

の
音
頭
で
乾
杯
を
す
ま
せ
、
飲
ょ
う
」
(
中
央
区
・

支
鐙
す
る

v

、

み
食
い
を
し
な
が
ら
の
歓
談
の
会
の
発
足
の
こ
と
ば
)
を
お
互

M

W

後
は
、
恒
例
の
ゲ
l
ム
で
楽
し
い
に
確
認
し
あ
っ
た
ビ
ア
パ
l

H
圃
蝿
縄
羽
田

「ま
じ
め
に

(労
働
者
教
育
協
会
〉
な
ど
で

日

東
京
に
は
、
鐙
島
区
、
千
代
償
一
刷
新
聞
の
会
議
官
Z

で
、
ピ
ア

み

ま
し
た
a

テ
ィ
で
し
た
・
歩
加
者
は
四
十

…
岡
町
品
抽

自
分
を
見
つ
先
生
と
一
緒
に
学
習
し
た
経
験
一

回
区
、
中
央
区
の
三
区
に
神
電
パ
ー
テ
ィ
を
千
円
会
費
で
行
い
浅
野
雪
枝
さ
ん
(
九
州
朝
日

一一
一人
。
食
べ
物
な
ど
は
、
銀
研
…
曙
凶
開
掴
め
、
そ
し
て
闘
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

…

気
の
仲
間
を
支
侵
す
る
会
の
速
ま
し
た
・
中
山
森
夫
さ
ん

a
放
送

・
写其一
H
H

マ
イ
ク
を
持
つ
新
聞
の
人
た
ち
が
、
用
意
し
て

…

F
的
即
闘
い
、

生
き
る
姿
「
歴
史
を
学
び
、
歴
史
そ
っ
く

い

警

が

雲

-

電

気

争

議

団

)

の

「

争

議

は

、

て

い

る

人

)

の

名

司

会

で

、

都

く

れ
ま
し
た
。

(

桧

二

哲

認

に
感
動
し
た
」
る
」
が
、
厳
さ
ん
の
口
癖
で
あ
…

，F
H
H
M
W出回

「
父
親
の
事
を
る
が
、

ζ
の
本
は
自
分
の
生
き

い

中
央
区
で
は
、
七
月
三
十
日
あ
と
一
歩
と
い
う
と
と
ろ
ま
で
道
府
県
名
で
の
ビ
ン
ゴ
な
ど
の

一
噂
骨
咽
掴
且
概

山
四
a
圃
釦
耐

思
い

志
を
曲
た
、

明
治
・大
正
・昭
和
を
自
伝
U

l

i

m

N

陣
俳
陵
町
且
園

げ
た
と
と
ろ
で
的
に
曾
き
、
あ
と
に
つ
づ
く
人

w

・
際
線
幽
園
調
闘

リ

-

東
京
争
鰻
回
が
弁
ヤ
ジ
プ
ス
…

…
昨
位
打
開
三
可
れ
い
い
い
は
…

岡

誠

司

凶

門
家
族
ぐ
る
み
楽
じ
が
…
…
ずぺ拾いっ

111
日
訪
れ
長
一

・
・
酬
画
司

道

u.
，

ら

，

‘

.

カ

・
山

白

川
沖
電
気
争
議
団
の
中
で
、
ま
わ
私
鉄
で
の
労
働
組
合
運
動
、
中

山

-
a司
泊
三

唱
4114a・
行

川

…

v

M

--E同
-J

J

J
・
同

古

門

:

解
雇
、
差
別
、
倒
産
、
暴
力
、
餅
っ
き
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
"
い
し
読
み
さ
れ
て
い
る
の
が
、

ζ

国
訪
問、

安
保
闘
争
、
学
習
活
れ

圃
.
.
.
 ，hh

‘，R
a
-
F

E

B

3
 

園

田

、

.
3明
P議

刊

二

職
業
病
な
ど
で
闘
っ
て
い
る
花
火
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
l
、

二

の
本
で
あ
る
・

動
:
鍛
え
の
歴
史
は
、
闘
い

ん

'

a
 

圃
一
九月

'J
W磁
調

園

町

脚

キ

…

人
た
ち
の
交
流

・
連
帝
の
場
と
鱒
の
つ
か
み
ど
り
な
ど
を
、
家

二

産
審
議
団
で
は
、
谷
川

の
年
表
と
な
っ
て
い
る

・

小

園

開

る

噂

凶

膨

歯

固

ご

し
て
、
す
っ
か
り
定
着
し
た
、
族
ぐ
る
み
で
楽
し
主

し

だ

…

…
さ
ん
を
必
(
が
ん
)
さ
ん
M

語

、

沖
電
気
大
崎
工
場

一

圃

関

投

嶋

・

・

咽

闘

五

日

山

東
京
地
区
護
団
(
豪
華
特
に
、
子
ど
も
た
ち
に
勉
乙

…

…
と
親
し
み
を
乙
め
て
呼
ご
な
ど
で
反
戦
の
闘
い
を
、
労
働
一

圃

唱

肉

泊

艶

祖

国

烹

団
)
の
、
夏
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
ば
れ
た
の
ま
バ

こ
プ
ー

さ

二

れ
は
、
沖
電
気
争
臓
が
始
ま
つ
者
が
始
め
た
ー
な
ど
の
新
し
い
一

圃
・
・
関
町

f
幽

e
一
也
印

刷

所

嗣

園

町

4

1
』

J

…

…
て
か
ら
ず
っ
と
支
岨
躍
す
る
会
発
見
も
で
き
る
曾
で
も
あ
る
・

A

圃
圃

j
一

一
、

隣

脇

田

人

・

七
月
二
十
六
日
1
二
十
七
日
に
っ
く
り
、

2
S放

し

二

日

圃
-EERg
低
T
R
a
--
園
田
園

"

w

の
会
員
と
し
て
、
熱
い
支
援
を

・
発
行
学
習
の
友
社

一

圃
圃
園
田
圃
F
E
-
-
FB
刷
、幽
圃
圃
圃
園
田
・
・

丹
沢
(
神
奈
川
県
)
の
浦
沢
園
て
の
M

つ
か
み
ど
り
u
.

・

内

山

圃
圃
園
田
園
E
・
・
・
・
同
h
国
.
.
.
.
.
 ，
.

…

日

続
け
て
く
れ
る
一
人
だ
か
ら
で

0
5
{4
5
5
)
1
8
5
6

h

・
・
・
冒
圃
・
E
E
--

キ
ャ
ン
プ
場
で
開
催
.

(北
〉

白

ψ

-

E

E

-

-

-

W
も
あ
る
が
、
鋤
労
者
通
信
大
学

・
定
価
二
五
O
O円

山

止

叫

U

A

司
〈
U
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た・

(ζ
の
上
さ
ら
に
九
万
三
千
関
区
)
「
文
ち
ん
作
り
」
(
福
知
山

人
削
り
込
も
う
と
い
う
の
が
政
府
山
機
関
区
)
な
ど
の
例
だ
・

叫

の
分
割

・
民
営
化
法
案
な
の
だ
.
)
組
合
活
動
に
対
す
る
支
配
・
介
山

国
労
が
ま
と
め
た
「
い
ま
国
鉄
入
、
勤
務
や
鎚
務
の
差
別
・
選
別

の
臓
婦
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
当
局
に
よ
る
川

か
|

|
人
椴
侵
害
・
差
別

・職
場
組
合
の
分
断
工
作
も
進
め
ら
れ
て

実
態
調
査
中
間
報
告
l
l
t
」
に
よ
い
る
。
最
も
多
い
の
は
「
組
合
関

u

る
と
今
、
国
鉄
職
燭
で
は
国
鉄
の
係
の
資
料
を
机
の
上
に
置
く
な
」

分
割

・
民
営
化
に
反
対
す
る
労
組
(
五
六

・
三
出
)
、
以
下
、

「ス

"

・
組
合
員
に
対
し
て
、
当
局
が
組
ト
や
集
会
な
ど
に
診
加
す
る
な
」

合
活
動
に
介
入
し
、
明
給
・
昇
格

合一一
四
・
九
搭
)
「
分
会
事
務
所
叶

を
は
じ
め
と
す
る
差
別
・
選
別
を
に
立
ち
入
る
な
」
(
二
七
・七
帰
)
山

行
う
、
「
合
理
化
」
計
画
に
沿
っ
な
ど
.

て
退
職
・
休
職
を
半
ば
強
制
す
る
勤
務
や
業
務
に
差
別
・
選
別
が
川

な
ど
不
当
労
働
行
為
ま
が
い
の
攻
「
あ
る
」
と
答
え
た
人
は
調
査
対
.

六
十
一
人
.
昨
年
か
ら
今
年
の
世
帯
が
日
常
化
し
て
い
る
.
縁
者
の
三
七

・
七
痛
に
上
る
.
そ

ι

五
月
に
か
け
て
、
自
ら
命
を
断
つ
遜
滋
出
手
泌
議
議
掠
町
議
匂
そ
の
う
ち
股
も
多
い
の
は
「
昇
給

・
川

た
国
鉄
織
員
の
数
で
あ
る
。

一

J

、，
f
r
~
1
B」
昇

格

の

差
別
」
(
四
四

・
七
部
)
中

，プ

H
3
J
k
n人主主、

岡

山

で

は

二

月

に

動

労

組

合

員

長

慰

烹

差

別

だ。

で

あ

る

青

年

が

派

遣

に

応

じ

よ

う

〆

d
，

軍

隊

式

の

言

動

も

目

立

っ

て

い

叶

と
努
力
し
な
が
ら
も
、
そ
の
精
神
差
別
攻
寧
の
煙
た
る
も
の
と
い
る
と
い
う
。
「
足
を
六
O
度
開
き

的
抑
圧
に
耐
え
切
れ
ず
、
猟
銃
で
わ
れ
て
い
る
の
が
「
人
税
活
用
セ
中
指
を
ズ
ボ
ン
の
線
に
あ
わ
せ
、

胸
を
打
ち
ぬ
く
と
い
う
事
件
も
起
ン
タ
l
」
だ
・
当
局
の
意
に
沿
わ
腰
を
=
一

O
皮
に
曲
げ
て

J
」
ん
に
…

き

て

い

そ

な

い

職

臼

を

「

過

員

」

「

余

剰

人

ち

わ

M

H

お
は
よ
う
と
ざ
い
ま
す
M

元

気

が

な

い

?

わ
ず
か
一
室
で
六
十
人
を
超
負
」
と
称
し
て
セ
ン
タ
ー
に
閉
じ
と
大
声
で
何
度
も
や
ら
せ
る
」
(
岡
ゆ

日

本

人

す
自
殺
者
を
出
す
と
い
う
状
視
を
込
め
、
職
務
と
は
無
関
係
な
業
務
山
施
設
)
「
ヤ
ク
ザ
式
に

w
お
ひ
μ

議
川
幸
久
さ
ん

生
み
出
し
て
い
る
の
は
他
で
も
な
を
強
制
、
そ
の

一
方
で
業
務
命
令
か
え
な
す
っ
て
u

の
安
勢
を
と
ら

仇

(
東
京
)

ぃ
、
国
鉄
の
分
割

・
民
営
化
攻
撃
違
反
な
ど
を
理
由
と
し
た
仰
い
じ
さ
れ
、

H

ど
う
ぞ
u

な
ど
と
言
わ

I

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
三
カ
月
余
り

に
伴
う
雇
用
不
安
で
あ
る
・
め
u
が
横
行
し
て
い
る
と
指
摘
す
せ
る
」
(
船
橋
西
部
)
な
ど
の
例
中
出
閉
山
し
て
き
ま
し
た
・
国
家
の

政
府
は
来
年
の
四
月
か
ら
国
鉄
る
.
そ
の
具
体
的
事
例
と
し
て
挙
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
経
済
は
、
芳
し
く
な
い
の
は
、

を
分
割

・
民
営
化
レ
、
現
在
の
国
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
草
む
し
十
万
人
近
い
職
員
削
減
計
画
、
刈
周
知
の
通
り
で
す
が
、
長
時
間

鉄
職
員
を
鼠
終
的
に
は
九
万
三
千
り
、
ガ
ラ
ス
洗
い
」
(
結
合
駅
)
政
府
と
一
体
と
な
っ
た
国
鉄
当
局

山

過
密
労
働
や
、
失
幾
不
安
か
ら

人
削
減
す
る
乙
と
を
目
指
し
て
い
「
退
職
前
提
の
休
職
を
強
要
さ
れ
の
国
労
攻
掌
・

ζ
れ
に
神
経
を
す
解
放
さ
れ
た
労
働
者
の
生
活
ぶ

る
・
過
去
五
年
間
で
既
に
八
万
五
た
」
(
土
崎
工
場
)
「
ペ
ン
キ
塗
り
減
ら
し
、
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
川
り
は
、
と
て
も
ゆ
っ
た
り
し
て

千
人
の
国
鉄
労
働
者
が
削
減
さ
れ

り
、
看
仮
作
り
」
(
美
霞
太
田
機
六
十
一
人
が
死
を
選
ん
だ
.
連
合
山
い
て
、
私
た
ち
よ
り
、
ず
っ
と

m特
実

鳴

が

弓

・

ホ

ー

い

ず

4

b

一
活
え
:
・

(4 ) 

文
鎮
づ
く
り
の
現
場(

東
京
運
転
区
入
居
セ
ン
タ
ー
)

田署89号指名解雇された沖電気の仲間を支媛する会ニュース

国鉄の「分割・民営化」列車で、

州 州州

長
な
ど
労
働
運
動
で
き
た
え
ら
れ

川

て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
.
執
行
委
員

川

会
で
も
、
ね
ば
り
強
く
宣
伝
の
必

川
7
月
白
日

東
電

・
国
武
闘
争

要
性
を
税
き
週
一
回
の
駅
頭
宣
伝

川

決
起
集
会
i

を
実
行
す
る
な
ど
、
そ
の
実
績
を

川
7
月
お
回

目
立
武
蔵
争
犠
で

当
局
よ
り
お
そ
れ
ら
れ
強
制
配
転

川

寝
依

・
要
騎
行
動
・

「
僕
は
し
が
な
い
キ
γ
プ
切
り
に
人
目
を
引
く
.
時
間
が
あ
れ
ば
に
よ
り
「
人
材
活
用
セ
ン
タ
ー
」

川
7
月
U
臼
S
U日

東
京
争
議

船
よ
・
」
と
い
い
な
が
ら
、

ζ
よ
な
練
習
に
精
を
出
し
て
い
る
成
果
だ
へ
・

…

団
が
キ
ャ
ン
プ
(
丹
沢
)
・

崎

く

国

鉄

を

き

翼
運
動
、
国
鉄
雪
崩
街
道
が
練
習
の
働
で
き
そ
、
国
鉄
の
「
分
割
民
白

川

日
本
語
大
会
(
埼
玉
)
。

さ

を

守

る

渥

動

に

命

を

か

け

る

好

腎

あ

る

・

化

」
の
ね
ら
い
を
明
ら
か
に
し
、

川

統
一
労
組
恕
の
年
次
総
会
・

畑

年

。

「

沖

電

気

の

た

た

か

い

を

支

援

「

国

民

の

財

産

・
足
を
独
占
の
食

一
7
月

n日
沖
電
気
労
組
定
期

の
驚
く
べ
き
は
彼
の
鉄
道
棋
型
コ
す
る
乙
と
が
お
れ
た
ち

(
国
労
)
い
も
の
に
さ
せ
る
な
・
」
と
、
地

川

大

会
の
会
場
前
で
宣
伝
(
池

田
レ
ク
シ
ョ
ン
・
フ
ラ
ン
ス
か
ら
と
の
た
た
か
い
に
も
な
る
ん
だ
か

域
の
仲
間
と
と
も
に
打
っ
て
出
る

川

之
端
文
化
セ
ン
タ
ー
)
-

M
2せ
た
も
の
な
ど
含
め
た
く
さ

ら

J
と
口
ぐ
せ
の
よ
う
に
言
い
、
時
-
乙
の
闘
い
の
中
で
、
独
身
生

一
7
月
習

沖
電
気
支
鐙
す
る

建
ん
あ
り
、
団
地
宰
」
凶
行
動
の
と
き
、
行
商
・
カ
ン
パ

・
会
費
の
集
め
・
活
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
て
ほ
レ
い

川

会
・
中
央
区
(
東
京
)
が
ピ

胞

団

地

の
庭
で
鉄
道
模
型
を
走
ら
せ
集
会
オ
ル
グ
、
そ
し
て
訴
え
の
指
と
願
う
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
よ

…

ア
パ
ー
テ
ィ
・

凍
子
供
た
ち
に
大
好
評
だ
っ
た
と
導
ま
で
し
て
く
れ
る
。
争
議
団

に

う

だ

・

(

斉

麓

和

成

)

川
8
月
1
日

百
年
度
沖
電
気
の

ー

か
.
も
う
一
つ
.
真
赤
な
ラ
ン
ニ
は
た
の
も
し
い
人
だ
。

山

大
歓
主
へ
の
要
請
行
動
は
じ

ン
グ
シ
ャ
ツ
.
自
転
車
レ
l
ス
で
性
格
は
温
和
.
お
だ
や
か
な
中
一

4

1
ん

U
W解
明
~
戸

川

め
る
.

き
た
え
た
足
腰
・
レ
l
ス

自

転

車

に

一

蓄

が

と

お

っ

て

い

る

の

(

二

百

円

じ

レ

川

8
月
4
日
5
6日

原

水

査

で
さ
っ
そ
う
と
走
る
袈
は
さ
す
が
は
、
国
労
で
執
行
餐
員
、
副
分
会
ヨ

f
t、

1
4

4

川
界
大
会
(
広
島
)
へ
二
人
容
加

川

8
月
6
日

ス
イ
ス
航
空
争
犠
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-
t
g
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E
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E
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山

I
l
l
i-
-
I
l
l
i-
-
I
l
l
l
i
--
li
l-
-

川

の
勝
利

・
報
告
集
会
.

・・
iiz----s・g
・
--
-iti----zi----jil---iiji---
川
8
月

9
B
i
日
山
田
紳
電
気
争

1
お
薄
掃

K
J・‘
一

I
J之
…

川

昔

、
埼
玉
弁
護
団
が
合
宿
・

4
・
且

d
E
旦
ι
u
m
n
A
a
不正
U
〓
畠一
薗
干
書
官
・
渇
凶
理
官
む

-

-

H

-
-…山一
{
l

i

p

ド〓
di-
-
:
j
j

一
川
B
月
間
目

抑
電
気
の
重
役
宅

参
加
し
ま
し
ヘ
ょ
う
;

4
-
4刻

一
川

へ
硬
措
行
動
.

労
基
法
の
全
面
改
感
反
対
・
沖
電
気
争
議
団
も
が
ん
ば
っ
て

…
川

8
月
刊
日

s同
日
神
電
気
の

一
真
の
男
女
平
等
実
現
な
ど
の
要
ま
す
.
あ
な
た
も
参
加
し
て
く

一
刷

工
場
前
で
昼
休
み
宣
伝
.

一
求
を
か
か
げ
た
第
二
回
婦
人
の
だ
さ
い
ネ
/
連
絡
先

H
m
(
9
一
川

8
月
日
日

八
王
子
(
東
京
)

…
総
行
動
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、

4
3
)
6
4
6
1
・

一
川

工
場
の
周
辺
ヘ
ピ
ラ
宣
伝
・

i
l--i
i
・
~
川

8
月
刊
日
日
沖
電
気

・
全
国
井

勝

利

ま

で

き
中
労
蚤
で
争
わ
れ
て
い
ま

川

捜
回
会
議
・

が

ん

ば

る

ぞ

す・

川
8
月
旬
日

東
京
工
場
の
周
辺

日

新

化

学

争
議

団

司

法

反

動

の

中

、

段

後

の
勝

川

へ
ピ
ラ
宣
伝
・
千
代
田
(
東

(大

阪
)
利
ま
で
奮
闘
す
る
決
意
で
す
・

川

京
)
沖

・
支
盤
す
る
会
の
幹

日
頃
の
私
た
ち
へ
の
闘
い
へ

』

i
i
i』
E
F
-
-
i
6
'

川

事
会
.

の
物
心
両
面
に
わ
た
る
と
支
俊

宿
雨
趨
官
届
飽
睡
讃
誕
萄
官
翁
田

川
8
月
幻
自

東
京
地
区
・
神
電

に
厚
く
感
樹
い
た
し
ま
す
.

盤
調
息
調

ghHS鐘
-g画
自
画
醤
両
川

気
工
場
包
囲
デ
モ
.

闘
い
も
五
年
九
カ
月
(
宕
峨
)
・
高
橋
さ
ん

(
東
京
・上
宮
病
院
)

川
8
月
mu
日

沖
電
気
争
議
支
径

三
年
三
カ
月
(
岩
本
)
に
な
り
プ
ラ
ム
一
箱
。

川

中
央
共
闘
会
議
の
事
務
局
会

ま
し
た
.
岩
本
解
胞
に
つ
い
て
.
大
井
さ
ん
(
チ
ト
セ
争
磁
団
)

川

議
.

は
、
大
阪
地
裁
仮
処
分
、
大
阪
ぶ
ど
う
・

川
8
月刊
ω
日
5
M臼
第

五
回
や

地
方
労
働
接
員
会
で
、
勝
利
し
・
法
会
労

池

袋

分

会

川

ま
ぴ
乙
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

て
い
ま
す
が
、
会
社
は
不
当
に
カ
ル
ピ
ス
三
本
・

川

(
秩
父

・
日
野
渓
谷
)
・

も
、
そ
れ
ぞ
れ
上
級
密
に
上
げ
・
熊
谷
総
合
法
律
事
務
所

川

B
月
初
日

第
十
八
回
和
解
交

た
た
め
、
現
在
は
、
大
阪
地
殺
コ
ー
ヒ
ー
セ
y
ト
a

川

渉・

336 

ロ
ー
ド
レ
E
ス

で

鍛

え

た

足

で

詮

た
た
か
い
の
現
場
ヘ
、
今
日
も

a

松
沢

1986年 9月 1目

三

男

さ

ん

議

(
国
融
・
山
手
線
大
場
駅
}

人
生
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に

見
え
ま
し
た
.

帰
国
し
た
の
は
、
七
月
六
日

の
投
票
日
で
し
た
が
、
何
ん
と

な
く
人
々
に
、
一
元
気
の
な
い
疲

れ
た
よ
う
な
表
情
を
感
じ
て
い

た
ら
自
民
党
の
圧
勝
・
傍
観
者

的
な
言
い
方
を
許
し
て
も
ら
え

れ
ば
「
わ
か
る
よ
う
な
気
が
」

し
ま
す
.

働
き
続
け
る

こ
と
が
大
切

湯
浅

洋
さ
ん

(
名
古
屋
)

O
A
化
が
進
む
中
、
働
き
続

け
る
事
が
、
厳
し
い
か
ら
と
そ

大
切
だ
と
思
う
と
の
頃
で
す
・

沖
電
気
の
皆
さ
ん
に
励
ま
さ

れ
て

n
は
た
ら
く
u

は
毎
月
、

イ
γ
キ
に
読
ま
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
.

百
円
ハ
テ
レ
な
い
よ
う
に
、
共

に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

&図lJJ7

0γ戸

不
当
弾
圧
に

ま

け

な

い阿
部
弘
明
さ
ん

(
東
京
)

残
暑
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま

す
.練

馬
笹
祭
に
よ
る
練
馬
区
労

協
・
阿
部
常
斡
不
当
淵
抑
圧
事
件

へ
の
御
支
後
、
御
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
.

笹
察
の
国
民
監
視
・
抑
圧
の

や
り
方
は
、
ま
す
ま
す
非
道
さ

を
地
レ
、
国
民
の
怒
り
も
叶
曲
が

っ
て
い
ま
す
・
一
層
、
裁
判
闘

争
の
勝
利
と
、
平
和
と
民
主
主

義
の
花
ひ
ら
く
社
会
の
た
め
、

頑
張
る
決
意
で
す
.
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5万人の 「支援する会」を

私立ちは生きる憎制、働〈摘手IJを守るとめに沖

電気の仲間を物心両面から励まし、必ず勝利させ

たいと思います。困難な長期 の闘い も予想 されま

すので、 一 人でも多くの方がこの「会」 に加入し

全面勝利世間 いとるまでご支緩 くだ さる よう心か

らよびかけ ます。 (r支援する会Jよびかけ よ り)

会 費 1口 200円/月

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

支援する会事務局
事務所 東京都港区三国

3-2-20 

. 館 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名 沖電気の不当解班

を撤回 させる会

第 90号)
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(
 

「復
職
者
の
選
別
は
許
さ
な
い
、
川

事
務
所
で

全
面
的
な
解
決
案
を
示
せ
」
と
、

'
ど
う
狩

い
ま
、
沖
電
気
争
議
は
、
展
大
の

山
場
の
闘
い
を
続
り
て
い
ま
す
.

川
み
の
り
の
秋
沖
電
気
争
議

「争
犠
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら

い
団
事
務
所
の
庭
(
家
主
の
物
)

の
一
つ
一
つ
の
た
た
か
い
が
、
重
川
で
、
ぶ
ど
弓
将
。
「
少
し
は
、

要
な
の
で
す
」
(
井
川
昌
之

・
中
川
野
鳥
の
た
め
に
残
し
て
」
と

央
共
闘
会
議
事
務
局
長
)
と
い
う
~
荒
木
さ
ん
(
争
綾
田

・
写
真
)

局
面
に
入
り
、
「
手
を
疲
い
た
方

函

堅

田

圃

--q
iuけ
凶

が
ま
け
る
.
量
後
ま
で
団
結
し
て

隣
組
醐
司
司
司

4a・
・
闘
盟
問
凶
圃

闘
い
ま
し
ょ
う
・
そ
し
て
沖
電
気

川

蝿
開
ぬ

3

-
4
1ぷ

で
闘
っ
た
日
本
の
労
働
者
の
底
力

白

、

司

E'
E
E

を
国
鉄
の
闘
い
で
、
本
格
的
に
発
臨
時
回
開
険
加
膨
幽
圃
・
・
・
・
・

展
さ
せ
ま
し
ょ
う
」
(
大
掌
礼
藤
田

E.
‘
.
費
低
・
圃
・
・
・
・

男
中
央
共
闘
会
議
副
議
長
)
と
い

う
決
戦
の
湯
に
入
り
ま
し
た
.

‘
崎
温
叡
圃
眼
路
開
凶
踊
園
調
圃

沖
電
気
争
援
団
は
、
「
今
年
こ

園
町
駅
白

E
t
d醐
醐
V
U
A

そ
勝
利
を
ノ
」
と
が
ん
ば
っ
て
き

d
白
濁
陽
園
副
陪
樋
刻
雄
副
蕗

ま
し
た
が
、
さ
ら
に
闘
い
を
鉱
げ
・
・
・
・
・
・
・
E
EE
・
E
・
-
-

る
た
め
に
、
今
年
も
、
十
月
か
ら

圃
・
・
・
・
・
・
・
珂
ぜ
一

a・
置

全
国
へ
H

支
綾
の
訴
え
M

に
、
出
・
・
・
・
・
・
・
・
・
圃
，
弘
1
h

か

け

ま

す

.

・

・

・

・

・

・

・

・

・
・
・

"
ma四

九
月
二
十
九
日
の
昼
.
沖
電
気

・

・

・

・

-E.
，

本
社
前
で
は
、
抗
議
行
動
が
行
な
・
・
・

・

圃

薗

田
市
幽
・

わ
れ
ま
し
た
・
九
月
二
十
五
日
か
・
・
・
・
・
・
・
・
・
11H割
量

ら
当
日
ま
で
は
、
港
区
(
東
京
)
潤
輔
副
ー吋
・
・
・
・
聞
・
F
h吋
‘

沖
電
気
争
議
支
援
共
闘
会
議
が
、

一

!
J

園
田
盟
.

三
十
五
人

の

復

織

を

受

け

入

が

話

さ

れ

、

解

雇

の

不

当

性

も

座

り

込

み

を

し

な

が

ら

、

三

万

枚

『

A

醤
丹
羽
伊
憧

れ

る

」

と

会

社

は

、

八

月

二

十

六

は

っ

き

り

し

て

い

る

・

の

ピ

ラ

配

布

で

、

通

行

人

に

、

不

一

魚

6
2
t
J

自

に

、

初

め

て

復

帰

を

認

め

ま

し

労

働

者

を

解

雇

通

告

一

枚

で

、

当

な

解

雇

の

実

態

と

支

慢

を

訴

え

一

リ
調

F

た

が

、

「

何

人

か

に

つ

い

て

は

、

首

を

切

っ

た

遣

語

、

全

国

の

ま

し

た

-

R

J

i
t幽
E

復
織
を
受
付
入
れ
ら
れ
な
い
」
と

H

ゆ
る
す
な
大
企
業
の
横
暴
H
ゆ

全

国

の

み

な

さ

ん

、

働

く

者

の

一

-

u

t

ー幽
園
田

沖
電
気
は
、
不
当
な
主
猿
を
し
て
る
す
な
指
名
解
服
H
H

の

世

論

の

尊

厳

を

か

げ

て

、

私

た

ち

は

、

い

r
1
1
2
2
1
2
E
Z
EE
Z
E-
-

い

る

.

強

ま

り

の

中

で

、

つ

い

に

「

解

胞

ま

、

全

力

で

、

沖

電

気

争

議

団

を

「

情

報

化

社

会

」

「

日
本
の
経
教
回
目
や
、
弁
捜
土
、
研
究
者
な
ど

「
人
が
余
っ
た
」
「
経
営
危
機

徹

回

」

を

認

め

ま

し

た

が

、

解

決

支

優

し

、

共

に

闘

い

ま

し

ょ

う

・

済
と
労
働
運
動
」
「
国
鉄
問
題
」
が
、
主
く
鵬
師
と
し
て
、
協
力
さ

に
な
っ
た
」
の
口
実
で
の
、
指
名
に
際
し
て
、
ま
だ
H

人
選
M

な
ど

圏

次

回

交

渉

な
ど
、
神
電
気
争
議
団
は
、
れ
て
い
ま
す
・

解
雇
で
し
た
が
、
裁
判
の
中
で
も
で
、
不
当
な
主
張
を
続
付
て
い
る
・

十
一
月
十
二
日

八
月
末
か
ら
、
現
在
、
未
来
を
学
よ
く
学
び
、
よ
く
た
た
か
え
/

そ
れ
が
、
全
く
嘘
で
あ
っ
た
ζ
と
反
撃
の
運
動
を
レ
ま
し
ょ
う
・

午
後

4
時

i

ん
で
い
ま
す
・
乙
れ
に
は
、
大
学
が
ん
ば
れ
沖
電
気
争
議
団
H
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一--τ
ze-

に
な
い
・
経
営
が
き
び
し
い
・

(

裁
)
と
に
か
く
争
議
団
の
人
た
ん
で
も
解
決
し
な
い
事
を
会
社
に

第
一
因
別
・

5
・
幻

(
裁
)
新
規
採
用
も
し
て
い
る
で
ち
が
も
ど
れ
る
よ

-2な
具
体
的
な
わ
か
ら
せ
た
い
.

(沖
)
金
銭
解
決
だ
け
で
考
え
て
は
な
い
か
、
会
社
は
先
端
筏
術
だ
検
討
を
根
岸
人
事
部
長
に
要
勝
。

い

る

よ

う

す

・

り

で

成

り

立

っ

て

い

る

の

で

は

な

か
ろ
う
、
と
会
祉
を
説
得
.

接
加
者
は
、
の
ベ
=
0
0
人
.

沖電気本社前で座りこんで

マラソン宣伝を行う (9/25-9/29)

第

三

回

W
・
9
・
7

通
信
繊
三
大
メ
l
力
の
一
つ
益
、
=
一
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
届
後
の
峨
湯
で
は
、
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
二

神
電
気
工
業
(
本
社

-
東
京

・

九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
年
十

一
月
に
は
、
支
媛
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど

。

居

(田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
神
識
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

八
四
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経

九
O
年
に
は
一

兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
作
っ
た
。

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」

う
・
会
社
は
東
京
地
裁
ほ
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見
八
四
年
秋
か
ら
は
、
全
国
規

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希
〆
〆

'

J

f

r

，

，

棋

の

迎
動
に
発
展
、
仕
事
差
別

型
選
職
」
募
剛
容
草
案
乙
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

徹

回

闘

争

と

は

を
や
め
さ
せ
た
・
東
京
地
裁
で

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

は

「
三
十
五
人
の
復
職
と
和
解

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
毅
判
で
も
「
指
名
解
庖
せ
し
め
を
強
め
、

「
合
理
化
」
金
」
の
御
告
が
出
た
・

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
・
八
六
年
、
沖
電
気
争
織
は
股

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
胞
を
意
織
改
革
を
す
る
ζ
と
」
と
証
沖
電
気
争
韓
国
の
七
十
一
人
大
の
山
場
を
迎
え
て
い
る
.
あ

強
{
句
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
言
。
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
千
を
趨
え
る
労
な
た
の
熱
い
述
帯
で
必
ら
ず
勝

百
億
円
近
い
史
上
愚
高
の
利
視
し
て
解
届
レ
た
と
と
も
明
白
・
組
や
、
一
万
四
千
人
の
「
支
援
利
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

.第
十
回
羽
・

6
・
日山

第
六
回
初
・

2
・
5

第
五
回
明
・
刊
は
・

7

(
裁
)
原
告
が
不
始
末
を
し
て
解

(沖
)

職

湯

に

受

付

入

れ

る

状

況

服

さ

れ

た

の

で

は

な

い

.
金
を
積

弓

2

・
=
-
7
2
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2
2
2
-
=
J
2
3

ヰ

e

z

z

=
z

=

E

f

-

-e
z
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z
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1
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e
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=
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1
=
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z
L
e
e
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=
f

『経済の空洞化が・・・』
黒川俊雄さん(慶大教綬)の講座

第
十
一
国
首
・

7
-
M

11.21中央集会

.18 : OO~ 

11.14八王子集会

沖電気八王子工場前

高崎集会10.9 

第

十

四

四

百

・
2
・
げ 日比奇野外音楽堂

参
加
を
よ
ろ
し
く
。
変
更
の
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で

一
報
を
/

.18 : 30~ 

10.15熊谷集会

考
-
:
:
一
一
?

=

:

-
T
z
-
z

写

f
-
1
2
r
一守
e

=

e

z

(争

・
沖
)
釜
本
案
を
た
た
き
台

第
十
三
四
百
・
刊
は
・
ロ

と
す
る
和
解
交
渉
に
同
意
。

(争
)
「
職
場
復
帰
な
し
の
会
社
(
裁
)
「
=
一
十
五
人
を
現
実
に
復

案
を
撤
回
し
な
り
れ
ば
和
解
の
進
職
さ
せ
る
.
和
解
金
の
支
払
い
」

(
沖
)
「
解
庖
は
撤
回
、
解
決
金
行
は
あ
り
え
な
い
」
と
回
答
.
の
筆
本
案
を
一
市
す
.

一
人
一
千
万
円
・
一
年
間
、
自
宅
(
裁
)
裁
判
記
録
を
臨
ん
で
進
行

待
綴
の
非
常
勤
の
採
用
」
と
回
答
を
決
め
た
い
.

=J
E
e
r
=
5
0
2
3
=
3
2
・
3
2
-
7
2
5
4
7
e
t
-
-守

r

i
t
-
--
5

高崎駅東口集会

館.6. 
て広

~こ
口費R

第
十
八
田
川
・

8
・
川
ω

337 

(
沖
)
「
三
十
五
人
の
復
職
は
掠

め
る
が
、
一
部
の
人
は
、
さ
し
か

え
る
」
と
回
答
。

5
Z
J
E
z
-
-
z
e主
-3
E
z
-
--一
-
E
g
-
-a
-
2

・2
一一
守
5

.18 : OO~ 
明

1
51

自
分
の
労

問

機
綴

h
巴

働
組
合
が
闘

…'・
-
L
い
を
や
め
、

…
ahn一

一
会
話

一

路

、

2
P
に
立
つ
に
は

問

、

J

L，
余
り
に
も
大

山

，

惑
喝

さ
な
「
公
務

骨
ぬ
の
ス
ト
権
額
選
」
.
自
ら
選
ん

だ
泊
だ
か
ら
と
は
い
え
、
大
変
な

泊
の
り
で
す
.
同
じ
争
議
団
と
し

て
日
常
の
大
変
だ
な
と
思
う
事
、

ホ
ッ
と
す
る
事
な
ど
画
面
の
中
に

入
っ
て
一
緒
に
喜
び
涙
し
ま
し

た
。
文
子
ど
も
を
も
っ
者
と
レ
て

も
興
味
深
く
見
ま
し
た
V
忙
が
レ

さ
に
か
ま
け
て
子
ど
も
と
の
か
か

わ
り
に
心
を
術
め
る
.
子
育
て
に

も
あ
た
ふ
た
と
し
て
い
る
う
ち

に
、
い
つ
の
間
に
か
母
親
を
励
ま

す
慌
た
く
ま
し
く
成
長
す
る
.
子

ど
も
た
ち
は
争
援
を
理
解
し
て
と

い
う
よ
り
、
芳
子
さ
ん
の
口
ぐ
せ

の
「
女
が
す
た
る
」
と
い
う
心
意

気
を
耐
閉
じ
、
一
生
懸
命
生
き
る
姿

勢
か
ら
、
母
親
か
生
き
生
き
す
る

姿
が
自
分
に
と
っ
て
も
う
れ
レ
い

取
と
思
う
よ
う
に
な

っ
た
の
か

と
.
と
か
く
小
雪
に
終
始
レ
、
う

る
さ
が
ら
れ
て
ば
か
り
の
私
は
、

し
ょ
う
が
な
い
「
母
さ
ん
の
樹
」.

(
斎
膝
)



(2 ) 

ー
都
広
告
物
条
例
全
面
改
悪
を
ゆ
る
す
な

第 90号

山
北
孝
之
さ
ん

日
本
国
民
救
援
会

東
京
都
本
部
会
長

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

--， 

1986草 10月 1日

み
な
さ
ま
、
元
気
に
が
ん
ば

っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ζ
と
と
思

い
ま
す
.

私
は
、

=一年
前
か
ら
パ
l
ト

ん

事
務
で
働
い
て
き
ま
レ
た
が
、

さ

八

月

の
初
め
に
会
社
側
か
ら
一

子

方
的
に
解
雇
を
一
冨
い
わ
た
さ
れ

弘マ
7

固ま海

書
き
な
お
し
て
署
名
し
て
出
す

だ
け
で
す
.

高
率
後
、
日
本
生
命
の
事
務

に
入
社
し
て
十
年
勤
め
て
い
ま

し
た
が
、
子
ど
も
が
病
弱
な
取

が
あ
っ
て
一

度
退
社
し
ま
し

た
.
子
育
て
が
、

一
段
落
し
た

罰
金
」
で
す
。

明
ら
か
に

「
一
切
の
表
現
の
自

由
」
を
保
附
し
た
憲
法
二
十
一
条

を
じ
ゅ
う
り
ん
す
る
弧
圧
条
例
と

一言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
.

都
議
会
の
都
市
計
画
保
全
委
員

会
に
お
け
る
同
条
例
審
議
の
過
程

に
つ
い
て
、
野
党
側
は
右
の
よ
う

な
節
祭
が
乱
用
し
て
郵
圧
に
利
用

「
胞
犯
卵
法
一
条
一
ニ
十
一
ニ
号
」
を
例
の
基
準
に
合
致
し
て
い
な
い
か
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
徹
底
的
に

乱
用
し
て
逮
捕
し
、
家
宅
飽
察
を
ら
違
法
だ
と
さ
れ
、
「
五
万
円
以
迫
及
し
ま
し
た
.

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
「
制
則
」
下
の
罰
金
」
と
い
う
と
と
に
な
り
自
由
法
曹
団
東
京
支
部
と
日
本

は
「
三
十
日
未
満
の
拘
留
も
し
く
か
ね
ま
せ
ん
。
国
民
放
援
会
東
京
都
本
部
は
共
同

九
月
の
東
京
都
般
会
に
、
突
然
は
四
千
円
未
満
の
税
制
」
で
す
.

パ

ザ

1
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
し
て
「
想
見
曲
目
」
を
公
表
し
て
問

屋
外
広
告
物
条
例
の
全
面
改
川
崎
築
刑
事
訴
訟
で
は
、
住
所

・
氏
名
知
ら
せ
る
立
む
板
、
つ
り
看
板
、
条
例
の
全
面
改
恕
に
反
対
し
、
す

が
上
程
さ
れ
ま
レ
た
。
都
側
は
、
が
判
明
す
れ
ば
逮
捕
し
て
は
な
ら
は
り
札
な
ど
が
す
べ
て
「
五
万
円

で
に
百
数
十
の
労
働
組
合
、
民
主

「
都
市
の
美
観
、

風
致
の
維
持
」

な

い
騒
い
罪
だ
と
さ
れ
て
い
る
の
以
下
の
罰
金
」
と
さ
れ
る
と
と
は
団
体
が
、
都
知
事
、
各
党
、
議
長

山

神

電
気
争
議
団
の
り
ん
と
の
樹

を
同
条
例
の
目
的
だ
と
称
レ
て
い
で
、
す
べ
て
不
起
訴
に
追
い
ζ
む

改

め
て
説
明
す
る
ま
で
も
あ
り
ま
に
、
都
条
例
改
悪
築
の
徹
回
を
要

川
も
風
雪
に
耐
え
て
、
た
く
ま
し
く

ま
す
が
、
具

体

的

な

条

文

を

検

討

こ

と

が

出

来

ま

し

た

。

せ

ん

.

請

す

る
行
動
に
立
ち
あ
が
っ
て
い

川
育
ち
、
実
を
つ
け
ま
し
た
.

レ
て
み
る
と
、
労
働
組
合
、
争
犠

ζ
れ
に
対
レ
、
広
告
物
条
例
の
以
上
を
見
て
も
、
今
回
の
広
告

ま
す

.

JV
+赤
く
て
か
わ
い
い

οん
ご
の

図
、
民
主
団
体
な
ど
の
宣
伝
活
動

「附
則
」
は
、
「
五
万
円
以
下
の
物
条
例
改
恕
採
が
ど
ん
な
に
ひ
ど
都
側
は

「
労
働
組
合
、
民
主
団

川
実
.
り
ん
ご
を
使
っ
た
お
い
し
く

を
全
面
的
に
禁
止
す
る
大
へ
ん
な

剖
金
」
で
あ
り
、
犠
犯
罪
法
に
比
い
弾
圧
立
法
で
あ
る
か
が
お
わ
か
体
、
政
党
な
ど
の
も
の
は
、
こ
の

川
て
手
軽
な
ケ
キ
を
焼
い
て
み
ま

抑
圧
立
滋
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
、
非
常
に
置
く
な
っ
て
い
る
点
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
・

条

例
に
い
う
屋
外
広
告
物
で
は
な

川
せ
ん
か
・

す
な
わ
ち
、
い
ま
ま
で
の
条

例

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
か
ら
適
用
が
な
い
』
と
強
弁
し

川

と
っ
て
も
簡
単
.
オ
ー
プ
ン
ト

は
、
「
蓄
利
回
的
」
の
労
働
組
考
え
ま
す
・
そ
の
た
め

い
っ
た

{

虐

聾

叢

憎

た

り

「笹
視
庁
と
は
よ
く
話
ふ

l
ス
タ
ー
で
も
大
丈

7
2
2よ

保
子

(い
り
が
み
や
す
出
身
、
一
一

2・

…

i

u括
主
将
U

制
限
官
官
関
山加

川

合
の
は
り
札
、

立

震

、

の

ぼ

り

ん

請

さ

れ

る

宍

な

か

な

か

釈

御

曹

罰

盤

)

方

合
っ
て
説
明
し
て
あ
る
か
ら
、
剣

山
な
い
人
は
、
フ
ラ
イ
パ
ン
に
ア
ル

セ

)
さ
ん
事
労
者
医
療
臨
「
コ
マ
よ
さ
ん
の
ホ
イ
ホ

…

換

な
ど
を
す
べ
て
「
適
用
除
外
」
と
放
せ
ず
、
起
訴
し
て
く
る
ケ
l
ス

iz--田
町
十

圧
に
利
用
さ
れ
る
恐
れ
は
な
い
」
山
ミ
ホ
イ
ル
を
ひ
い
て
、
弱
い
弱
い

一
会
・
芝
病
院
栄
養
士
。
岡
山
県
イ
総
理
」
ほ
か
の
著
者
。

…

U
ナ一

し
て
い
た
の
に
対
し
、
今
回
の
改
も
増
加
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
・

そ

れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
"
な
ど
と
限
雌
化
し
て
、
あ
く
ま
で

川
火
に
し
、
ポ
l
ル
を
フ
タ
が
わ
り

r
-
i
i
i
z
i
i
i
i
i
j
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
j
L

d

悪
案
は
、
一
律
に
「
電
柱
、
街
路
例
え
ば
、
背
策
資
本
の
本
社
前
労
働
組
合
な
ど
の
宣
伝
カ
l
の
屋
成
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
・

川
に
か
ぶ
せ
て
焼
い
て
み
て
下
さ
芯
を
取
り
、
ト
ン
ト
ン
と
5
ミ
リ
れ
を
り
ん
ご
の
上
か
ら
ザ
l
y
と

宅

入

灯
柱
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、

ァ
l
チ
で
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に

「
の
ぼ
り
上
に
広
告
板
を
と
り
つ
け
て

運

行

自

民
、
公
明
、
民
社
の
与
党
も

川
い
。
き
っ
と
う
ま
く
い
き
ま
す
よ
。
く
ら
い
の
薄
切
り
に
し
、
パ
ラ
パ
か
け
て
、
百
八
十
度
く

ら

い

の

温

ぐ
{

U

の
支
柱
お
よ
び
ア
ー
ケ
ー
ド
の
支
脱
」
や
「
脱
断
幕
」
を
結
び
つ
り
す
る
と
と
も
、
す
べ
て
禁
止
さ
れ

付

待
決
職
つ
き
で
採
決
す
る
構
え

川

A
材
相

V

り
ん
ご
2
個
・
小

ラ
と
鉄
板
の
上
に
並
べ
ま
す
・
ポ
度
で
、
渡
面
が
と
ん
が
り
と
、
き

柱
」
な
ど
を
す
べ
て
「
広
告
物
倒
て
抗
蟻
行
動
を
展
開
し
た
り
す
る
ま
す
.
車
両
広
告
の
基
準
で
は
、

を

一
ホ
レ
て
お
り
、
前
途
は
楽
観
を

川
麦
粉
1
カ
ッ
プ
.
卵
5
個
(
約
1

l
ル
に
卵
、
小
変
粉
、
ヨ
1
グ
ル
つ
ね
色
に
な
る
く
ら
い
ま
で
焼
き

出
禁
止
物
件
」
に
指
定
し
て
し
ま
と
、
た
ち
ま
ち
笹
察
官
が
跳
ん
で

宣
伝
カ
l
の
屋
上
に
工
作
物
を
段
許
し
ま
せ
ん
。
万
一
成
立
す
れ
ば

川
力
γ
プ
)
.
ヨ
ー
グ
ル
ト
1
カ
ッ
ト
、
砂
糖
と
順
番
は
ど
う
で
も

ま
す
.
そ
う
で
す
ね
.
三
十
分
く

い
ま
し
た
・

き

て

「

広
告
物
条
例
違
反
だ
」
と
置
す
る
と
と
は
、
い
っ
さ
い
認
め
来
年
四
月
一
日
施
行
で
あ
り
、

そ

川
プ
・
砂
糖
1
カ
y

プ。

サ
ラ
ダ
オ
い
い
で
す
か
ら
、
全
部
入
れ
て
、
ら
か
な
・

そ

れ
で
で
き
あ
が

そ
の
結
問
問
、
電
柱
な
ど
に
ポ
ス
称
し
て
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
恐
れ
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
・
自
動

れ
ま
で
の
間
に
同
条
例
の
廃
案
を

川
イ
ル
1
/
2カ
y

プ

・

あ

わ

だ

て

憾

で

ま

ぜ

合

わ

せ

ま

り

・

タ
ー
を
は
っ
た
り
、
立
看
板、

つ

も

発

生

し

ま

す

・

車

の

車

体

に

「

響

闘
勝
利
」
と
い
か
ち
と
る
た
め
、
全
民
主
働
力
の

川

A
作
り
方
V

オ
ー
プ

ン

に

火

す

・

ね

っ

と

っ

て

も

簡

単

で

し

り
訂
叡
を
と
り
つ
げ
た
り
す
る
宮
ま
た
、
労
働
組
合
の
事
務
所
に
う
ス
テ
γ
カ
ー
を
は
っ
て
走
っ
た
膏
酬
で
都
民
の
位
論
を
高
め
て
行

川
を
つ
げ
て
お
い
て
下
さ
い
ね
.
焼
あ
わ
だ
て
僚
の
な
い
人
は
、

ご
ょ
.
部
屋
中
に
甘
い
雷
り
が
た
だ

ほ
活
動
は
、
従
来
よ
り
も
温
か
に

「
不
当
解
庖
を
許
す
な
/
」
と
い
り
、
車
体
自
体
に

「抑
圧
反
対
」

か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
.

川
皿

(鉄
板
で
も
よ
い
〕
に
、
パ
タ
は
ん
し
ゃ
も
じ
で
も
い
い
で
す
よ
っ
て
、
幸
せ
な
気
分
に
な
り
ま

厳
し
い
抑
圧
を
予
惣
し
な
け
れ
ば
う
大
看
板
を
設
置
し
た
り
し
て
い
と
曾
い
て
も
、
い
ず
れ
も

新

条

例

(

山
北
)
川

l
を
ぬ
っ
て
お
き
ま
す
・
り
ん
ご
よ
・
サ
ラ
ダ
オ
イ
ル
を
少
し
づ
っ
す
よ
・

な
り
ま
せ
ん
.
現
在
も
、

笹
祭
は
れ
ば
、
乙
の
大
雪
仮
は
広
告
物
条
の
基
準
違
反
で

「
五

万

円

以

下

の

川

は

皮
を
む
き
、
四
つ
割
り
に
レ
て

入
れ
て
、
ま
ぜ
合
わ
せ
た
ら
、

そ

(

次

号

を

た
の
し
み
に

)

(千葉県)

告
に
く
や
し
い
の
一

言
で
す
.

パ
ー
ト
と
言
っ
て
も
仕
事
の

内
容
は
、
正
社
員
と
ほ
と
ん
ど

同
じ
で
、
残
撒
も
あ
り
ま
す
.

一
年
た
っ
て
、
休
暇
が
六
日
と

ボ
ー
ナ
ス
が
年
二
回

(税
込
み

で
三
万
円
)
支
給
さ
れ
ま
し
た
.

パ
ー
ト
で
三
年
た
っ
た
の
で

が
い
い
よ
う
に
、
使
わ
れ
た
と

い
う
感
じ
で
す
.

突
然
の
解
庖
通
告
に
、
納
得

い
か
な
い
と、

回
接
の
上
司
を

通
し
て
、
再
三
、
人
事
線
に
交

渉
し
て
も
ら
い
ま
し
た
.

と
と
ろ
が
、
新
聞
募
集
で
、

あ
な
た
は
ク
ビ
で
す
。

ま
し
た
.

迎
由
は
、

「
三
年
た
っ
た
か

ら
や
め
て
下
さ
い
」
た
だ
そ

れ
だ
け
で
す
.
パ
ー
ト
の
契
約

は
、
二
カ
月
ご
と
の
契
約
で
、

形
式
的
に
総
務
課
か
ら
、
エ
ン

ピ
ツ
曾
き
で
か
い
で
あ
る
期
間

を
、
こ
ち
ら
が
ボ
ー
ル
ペ
ン
で

と
こ
ろ
で
、
パ
l
ト
の
声
が
か

か
り
、
六
年
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ

っ
て
、
再
び
働
き
始
め
下

の
子
を
保
育
闘
に
入
れ
、
そ
の

子
が
今
年
の
四
月
に
、
学
童
保

育
に
入
り
、
親
子
と
も
や
っ
と

慣
れ
て
き
た
生
活
だ
っ
た
わ
け

で
す
か
ら
、
突
然
の
解
胞
の
予

休
暇
は
、
ほ
と
ん
ど
と
れ
ず
、

子
ど
も
が
熱
を
出
し
て
も
、
一

人
で
留
守
番
を
さ
せ
て
、
会
社

に
出
て
い
ま
し
た
.
そ
の
事
を

思
う
と
、
子
ど
も
に
す
ま
な
い

と
思
う
し
、
悔
し
い
思
い
で
い

っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
・
時
給
も

上
が
ら
ず
、

会
社
側
の
っ
と
う

りんご
ケーキ

全
く
経
験
な
し
の
私
と
同
年
齢

の
人
が
、
八
月
二
十
五
日
か
ら

後
任
と
し
て
来
て
し
ま
っ
た
の

で
す
.
同
じ
時
給
(
七
百
円
)

を
払
う
な
ら
、
経
験
の
あ
る
者

を
使
っ
た
方
が
、
会
社
は
得
だ

と
思
う
の
に

今
度
、
保
用
さ
れ
た
人
は、

最
初
か
ら
、
=
一
年
ま
で
と
言
わ

れ
た
そ
う
で
す
が
、
期
限
付
き

だ
と
、
や
る
気
が
お
ζ
ら
な
く

な
る
と
、

雷
っ
て
い
ま
し
た
.

現
在
、
後
任
の
人
に
引
き
つ

ぐ
と
い
う
と
と
で
、
十
月
末
ま

で
延
長
に
な
り
ま
し
た
が
、
何

と
も
観
雑
な
気
持
で
仕
事
を
ひ

き
つ
い
で
い
ま
す
.

l
l
パ
l
ト
の
私
で
す
ら
、

乙
ん
な
い
や
な
思
い、

く
や
し

い
思
い
だ
っ
た
わ
け
で
す
か
ら

沖
低
気
か
ら
指
名
解
雇
さ
れ
た

人
た
ち
は

。
企
鑓
の
横
様
さ

に
脱
が
立
ち
ま
す
.

労
働
者
を
消
耗
品
と
考
え
て

い
る
の
で
す
か
ら
白
み
な
さ
ん

の
職
場
復
帰
が
実
現
す
る
よ
う

に
、
共
に
が
ん
ば
り
ま
す
.

C
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一
橋
大
学

「沖

・
支
復
す
る
会
」
の
協
力
で
、
一

橋
大
学
の
グ
ラ
ン
ド
に
五
十
人
が
集
ま
り
、
九
月
七

日
に
、
交
流
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
制
。
「
日
本

電
子
」
「
健
生
会
」
「
神
電
気
」
「
混
合
」
の
四
チ

ー
ム
で
煎
戦
.
チ
ョ
ヅ
ピ
リ
診
プ
レ
イ
も
.

日
頃
の
運
動
不
足
や
ス
ト
レ
ス
解
消
の
イ
イ
汗
を

か
い
た
後
は
、
ビ
ー
ル
で
乾
杯
.
昼
食
を
食
べ
な
が

ら
交
流
レ
、
「
早
期
の
勝
利
」
を
奮
い
合
い
ま
し
た
.

!沖 j

i電

!お
i仲
i間
!を
i支
i援
!する「国立・立川・昭島」の会で、ソフトボール大会



指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュ ース 1986草 10月 1日

やれば
できる「年休切捨てQJJ

算事90宅聖(3 ) 

東芝労組小向支部側人)

日
本
人
の
働
き
方
が
、
世
界
の
的
に
本
当
に
年
休
を
取
り
た
い
人

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
電
機
の
自
由
を
束
縛
す
る
と
し
た
ら
、

労
働
者
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
そ
れ
は
瓦
の
自
由
で
は
な
い
の
で

ん

.

は

な

い

か

と

い

う

ζ
と
で
す
.

有
給
休
暇
(
年
休
)
の
取
得
日
二
つ
目
は
、
組
合
員
の
中
に
は
、

叶

数
を
、
電
線
労
苦
調
査
資
料
か
家
に
い
る
と
沼
ち
つ
か
な
い
し
、

ら
見
て
み
ま
し
た
・

何

と

な

く

不

安

だ
と
い
う
人
が
い

シ
ャ
ー
プ
が
、
取
得
率
が
三
八
る
ζ
と
で
す
.
し
か
し
、
疲
れ
た

婦
と
股
小
.
汲
高
は
、
三
菱
電
出
情
状
懸
で
の
業
務
遂
行
は
、
不
安
を

の
八
九
婦
と
な
っ
て
い
ま
す
.

招
き
ミ
ス
を
誘
う
a

だ
か
ら
疲
れ

と
ζ
ろ
で
、
東
芝
労
組
小
向
支
た
体
を
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も

部

(川
崎
市
)
で
は
、
「
年
休
切
リ
フ
レ

yン
ュ
さ
せ
る
た
め
に
、

"

矯
て
0
(ゼ
ロ
)
」
の
運
動
を
十
休
眠
を
取
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を

五
年
前
か
ら
取
り
組
ん

で

い

ま

す

徹

底

し

ま

し

た

.

中

が
、
五
十
九
年
度
か
ら
は
、
切
り
三
つ
目
は
、
仕
事
と
休
取
は
対

矯
て
人
民
O
人
の
成
果
を
あ
げ
注
立
し
た
も
の
と
考
え
が
ち
で
す

目
さ
れ
て
い
ま
す
.

が

、

乙

れ
を
計
画
的
取
得
と
い
う

犠
関
紙
「
同
盟
」
九
月
号
の
記
考
え
で
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

叫

耶
に
よ
り
ま
す
と
、
股
初
に
手
が
た
て
、
先
を
見
な
が
ら
年
休
を
取

げ
た
の
は
H

理
愉
づ
く
り
M

で
、
っ
て
い
り
ば
、

職
場
の
人
に
迷
惑

問
題
点
が
三
つ
あ
っ
た
と
い
う
と
を
か
け
る
こ
と
も
な
い
こ
と
を
明

"

と

で

す

.

ら

か

に

し

ま

し

た

.

一
つ
は
、
年
休
は
個
人
の
も
の
そ
し
て
い
ま
で
は

「
年
休
を
取

"

利
用
者
や
、

国
鉄
労
働
者
の
と
と
を
考
え
な
い
で

だ
か
ら
、
そ
の
取
得
に
つ
い
て
も
ら
な
い
人
が
、
良
く
思
わ
れ
な
い
」
川
「
分
割
・
民
蛍
」
化
が
、
強
行
さ
れ
よ
-
マ一
と
し
て
い

個
人
の
自
由
だ
と
い
う
意
識
で
と
い
弓
沃
態
ま
で
に
な
っ
て
い
る
:
る
・
「
ふ
る
さ
と
線
は
、
人
間
同
士
の
心
を
蛍
か
に

す
・
し
か
し
、
そ
の
自
由
が
結
果
そ
う
で
す
・
ー
結
び
あ
わ
せ
る
鮮
」
「
町
や
村
を
H

殺
さ
せ
な
い
M

た
め
に
、
分
割

・
民
営
化
に
反
対
し
よ
う
」
一
と
、

い
ま
全
国
で
た
た
か
い
が
広
が
っ
て
い
ま
す
.
こ
れ

川
ま
で
の
闘
い
と
、
今
後
の
展
望
を
一
市
す
本
で
す
.

AV
B
5
版
一
五
五
頁
.
千
円
.
0
申
込
み
H
実

刊
行
委
員
会

O
=一
-
六
二
=
・
二
六
五

0
.

憲
法
を
守
る
裁
判
所
で

働
く
者
と
し
て
当
然

取得日数 取得率

日 立 10.2 57.3 

松下電鵠 11. 2 66.0 

束 芝 13.9 72.4 

1n士通 11.3 71.4 

ー菱 電機 13.2 89.8 

日本電気 9.7 57.6 

ニ洋 電機 9.6 61. 2 

富士電機 14.4 80.7 

シャープ 5.7 38.1 

沖地気 11.8 67.8 

安 川 電機 11.0 58.8 

明電舎 12.4 66.7 

コロンピア 7.2 38.3 

{BOOK) 
守れ 1円、
込ふるさと繊~

i全司法労組 i

本部

「神
電
気
の
指
名
解
屈
な
ど
は
、
中
曽
担
内
閣
は
、

「
行
革
」
の

民
主
主
畿
を
否
定
す
る
も
の
で
、
裁
判
所
版
と
レ
て
、
簡
易
裁
判
所
、

許
し
て
は
い
け
な
い
・

ζ
の
闘
い
百
四
十
九
カ
所
の
統
廃
合
を
計
画

を
支
援
す
る
の
は
、
意
法
を
守
る
し
て
い
る
。
サ
ラ
金
被
害
な
ど
、

裁
判
所
の
労
働
組
合
と
し
て
当
然
身
近
か
な
ト
ラ
ブ
ル
の
H

駆
け
と

の
こ
と
、
神
電
気
の
闘
い
は
、

全

み

寺
u

を
守
れ
/
.
戦
後
日
本
の

園
の
働
く
伸
問
を
励
ま
し
て
い
ま
司
法
制
度
の
民
主
的
改
革
の
主
要

す
・
勝
利
ま
で
全
力
で
」
と
し
な
柱
と
し
て
の
簡
裁
を
守
れ
〆

て
全
司
法
労
組
の
本
部
で
働
く
人
と
、
全
司
法
の
人
た
ち
は
、
い
ま
、

た
ち
は
、
「
支
度
す
る
会
」

(
全
闘
い
を
強
め
て
い
ま
す
.

員
十
三
人
)
が
加
入
し
、
支
媛
を

|
1
1
4
0

・0?
l
l

組
問
げ
て
い
る
・
会
費
は
毎
月
干
円

・
支
部
で
の
で
き
と
と
な
ど
事

と
し
て
七
年
目
に
な
る
.
務
局
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
.

ふるさと線

-
民
放
労
連
東
京
支
部
連
・

婦

人
部

ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
他
・

・
本
原
た
つ
み
さ
ん

(
東
経
大

教
職
組
)
吉
本
.

事
務
品
川
ぽ
も

@
中
曽
根
首
相
が

「俺
が
、
国
鉄

の
分
割
・
民
営
化
を
や
る
」
と

強
行
し
て
い
る
H

実
態
u
に
は

怒
り
を
感
じ
る
と
い
う
手
紙

や
電
請
が
、
事
務
局
に
多
く
届

け
ら
れ
ま
す
.
も
っ
と
大
き
な

聞
で
「
ゆ
る
す
な
/
」
を
.

@
全
国
の
み
な
さ
ん
M

m

胤
大
の

山
場
を
向
け
た
沖
電
気
争
議
を

勝
利
さ
せ
る
た
め
に
、
全
力
の

支
鐙
を
「
今
」
お
願
い
し
ま
す
.

太
平
洋
戦
争
の
さ
な
か
、
屋
根
一
兵
革
が
、
わ
が
部
落
に
実
際
に
れ
る
と
と
だ
・

せ

よ

と

徹

底

的

に

教

育

さ

れ

て

お

う

い

-マ
ζ

と
ろ
に
も
あ
ら
わ
れ
て
犯
罪
人
及
び
人
道
に
反
す
る
罪
に

(
蓋
)
の
な
い
軍
用
列
車
で
転
戦
い
た
ζ
と
を
耳
に
し
て
い
た
・
一
兵
卒
が
、
危
険
を
お
か
し
て
り
、
そ
れ
を
無
く
し
た
ら
死
ぬ
ほ
い
る
ζ
と
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
対
す
る
時
効
不
適
用
に
関
す
る
条

中、

軍
帽
を
風
に
飛
ほ
さ
れ
た
l

そ
れ
と
な
く
「
殉
職
」
と
一
般
ま
で
ど
う
し
て
飛
ぴ
お
り
た
か
?

ど
の
制
裁
が
待
っ
て
い
る
ζ
と
は
と
い
う
気
持
を
諒
み
と
ん
だ
つ
も
約
(
国
連
第
二
十
三
回
総
会
で
採

そ
れ
を
拾
お
弓
v
と
し
て
走
っ
て
い
に
言
わ
れ
て
い
た
が
、
と
く
に
八
持
ち
物
は
す
べ
て
天
皇
か
ら
の
賜
明
ら
か
だ
っ
た
の
だ
.

り

で

あ

る

.

択

)

に

批
准
し
て
い
な
い
事
態
が

る
列
車
か
ら
飛
ぴ
お
り
死
亡
し
た
月
に
な
る
と
い
ま
だ
思
い
お
ζ
さ

り

物
・
自
己
の
生
命
よ
り
大
切
に
天
皇
(
制
)
の
罪
の
深
さ
は
こ
ち
な
み
に
、
わ
が
国
は
「
戦
争
あ
る
・

守れ.ノ
-
東
京
合
同
法
律
事
務
所

コ
ー
ヒ
ー
・
カ
ル
ピ
ス
他
。

・
大
井
さ
ん
〈
チ
ト
セ
労
組
)

ビ
ー
ル
券
.
 

.
 松
永
頁
紀
子
さ
ん
(
東
京一
)

製

ωJ.

・
麗
井
さ
ん
(
金
司
法
地
裁
支

部
)
婦
人
服
.

・
小
川
智
弓
さ
ん
(
都
職
労

・

港
湾
支
部
)
タ
オ
ル
他
・

-
和
国
総
子
さ
ん

(滋
賀
)

果
物
一
箱
.

-
山
田
真
知
子
さ
ん
(
東
京
)

衣
類
.

「お
父
さ
ん
を
家
庭
に
返
せ
」

学
習
会
も
開
催

「電
機
の
職
場
に
一
人
の
首

る
.

切
り
も
許
さ
芯
い
」
を
ス
ロ
ー

ま
た
、
労
基
法
改
悪
と
闘
う

ガ
ン
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
電
機
上
で
も
、
職
場
で
起
き
て
い
る

総
行
動
」
は
、
今
年
で
七
年
に
巡
反
(
不
払
い
労
働
な
ど
)
と

な
る
.

闘
う
と
と
が
重
要
で
あ
る
」
と

実
行
委
員
会
は
、
八
月
三
十
講
演
し
ま
し
た
・

一
日
に
川
崎
市

(神
奈
川
県
)

で
、
「
お
父
さ
ん
を
震
に
返
「
人

間

ら

し

く

働

く

せ
」
霊
法
改
悪
・
畏
時
間
過

た

め

の

国

民

会

議

-

密
労
働
と
の
闘
い
学
習
交
流
会

に
害
加
決
め
る
。

を
開
催
。
参
加
者
は
、
二
十
六

団
体
・
六
十
三
人
で
し
た
.

さ
ら
に
、
疲
本
弁
護
士
は
、

学
習
交
流
会
で
、
坂
本
修
弁
「
労
基
法
改
恕
反
対

・
労
働
時

護
士
は
「
国
際
的
に
見
て
も
、

聞
の
短
縮
な
ど
の
法
制
肢
の
改

日
本
の
労
働
時
間
は
、
異
常
で

鶴
め
ざ
レ
国
民
的
な
運
動
、
労

あ
る
.
長
時
間
過
密
労
働
と
い
働
諸
法
制
改
惑
に
反
対
し
て
、

う
の
は
、
放
っ
て
お
け
ば
、

命
労
働
者
の
生
活
と
梅
利
を
守
つ

を
奪
っ
て
家
庭
を
磁
綬
さ
せ
て
迎
崩
す
る
」
乙
と
を
目
的
と

る
・
そ
レ
て
、
そ
れ
は
弱
い
所
し
た

『人
間
ら
し
く
働
く
た
め

か
ら
始
ま
る
け
れ
ど
、
結
局
は
の
国
民
会
議
』
へ
の
参
加
を
呼

全
産
業
的
に
、
全
労
働
者
に
及
び
か
り
ま
し
た
.

ん
で
く
る
.
乙
の
問
題
は
、
時
機
総
行
動
実
行
委
民
会
は

広
範
な
民
主
勢
力
の
共
通
の
闘
こ
の
「
国
民
会
議
」
の
参
加
を

い
に
な
る
し
、
闘
う
必
要
が
あ
決
め
ま
し
た
.

道
関
報
告
で
は
、
四
回
業
を
一

回
拒
否
し
た
た
め
に
解
屈
さ
れ

た
l
回
申
さ
ん
(
目
立
)
の
争

議
を
支
援
し
て
い
る
矢
ケ
崎
さ

ん
.
日
本
電
気
と
闘
い
、
解
胞

を
撤
回
さ
せ
た
石
沢
さ
ん
.
教

育
セ
ン
タ
ー
の
小
柴
さ
ん
が
報

告
し
ま
し
た
が
、
「
長
時
間
過

密
労
働
は
、
労
働
者
の
健
康
問

題
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の
教

育
問
題
ま
で
引
き
起
し
て
い

る
」
と
い
う
ふ
柴
さ
ん
の
報
告

は
共
感
を
得
ま
し
た
.

実
行
委
員
会
で
は
、
十
一
月

二
十
一
日
の
「
総
行
動
」
へ
の

診
加
を
訴
え
て
い
ま
す
.

問
い
合
せ
は
沖
.気
争
擁
団

へ

構
演
す
る坂

本
修
弁
護
士

(8/31) 
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(4) 揖署90奇曹

…
ダ
イ
ハ
ツ

田
尻
島
野
深
さ
ん
間

指名解雇された沖電気の仲間を支媛する会ニュース

明
年
(
昭
和
五
十
二
年
)
、
ダ
の
ゴ
ミ
を
、
焼
却
場
へ
運
ん
だ

イ
ハ
ツ
工
業
〔
「
ミ
ラ
」
「
シ
ャ
に
対
レ
、

H

蝿
慣
密
'
の
持
ち
出
し

レ
l
ド
」
な
ど
の
ト
ヨ
タ
自
動
車
と
し
て
解
胞
を
強
行
し
た
の
で
し

グ
ル
ー
プ
)
は
、
田
尻
さ
ん
を
解
た
.

屈

し

ま

し

た

.

裁

判

闘

争

で

は

、

ダ

イ

ハ

ツ

労

「
労
働
組
合
の
焼
却
物
を
持
ち
組
の
中
央
曾
記
長
が
、
会
社
側
の

出

し

た

.

会

社

の

モ

ノ

を

持

ち

鉦

人

と

な

る

な

ど

の

困

難

が

あ

り

+

出

し

た

の

で

解

雇

す

る

」

が

、

そ

ま

し

た

が

、

地

裁

、

高

裁

と

も

、

~

?

の
理
由
で
レ
た
.
「
ゴ
ミ
は
、
会
社
の
機
密
に
あ
た

H

同
社
の
伊
丹
工
場
(
兵
庫
)
で
ら
な
い
解
雇
纏
の
乱
用
.
解
図

司

働

い

て

い

た

田

尻

さ

ん

は

、

労

働

無

効

」

の

勝

利

判

決

を

得

ま

し

た

.

骨

組

合

の

支

部

祭

員

と

し

て

、

労

働

し

か

し

、

会

社

は

、

解

胞

の

不

+

条

件

の

改

鶴

な

ど

で

が

ん

ば

り

、

当

性

が

、

彼

判

所

で

も

明

ら

か

に

宇

同
工
場
の
閉
鎖

・
滋

賀

県

移

転

聞

な

っ

て

い

る

の

に

、

一

切

の

賠

レ

目

組

、

そ

の

際

に

死

亡

し

た

労

働

者

合

い

を

拒

否

、

田

尻

さ

ん

の

た

た

日

の
労
災
認
定
闘
争
に
と
り
く
ん
で
か
い
は
、
百
年
か
ら
は
、

母

高

裁

司

き

ま

し

た

.

へ

、

上

告

さ

れ
て
い
ま
す
.

+

会
社
は
、
と
れ
ら
を
敵
視
、
昇
争
識
が
始
ま
っ
て
か
ら
九
年
援
体
制
づ
く
り
が
怠
ピ
グ
チ
で
進
労
組
気
付
倉
O
七
二
七
・
六
ニ
由

格
、
昇
給
で
差
別
。
田
尻
さ
ん
に
半
.
東
へ
西
へ
と
が
ん
ば
る
夫
と
ん
で
い
ま
す
。

・
ニ
二
六
五
.
ダ
イ
ハ
ツ
田
尻
君

目

も
滋
賀
の
工
場
へ
「
業
務
命
令
」
そ
れ
を
支
え
る
委
(
子
ど
も
は
い
「
大
企
業
の
積
回
棋
を
許
す
な
/

不

当
解
雇
撤
回
支
援
共
闘
会
強
・

H

で
配
転
を
強
行
.
し
か
し
赴
く
と
な
い
)
に
、
い
ま
、
全
国
か
ら
民
主
主
義
を
守
ろ
う
/
」
の
声
を

A
抗
議
先
V

大
阪
府
池
田
市
『

「
お
ま
え
は
、

い
ら
な
い
」
と
門
然
い
支
擾
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
.
も
っ
と
大
き
く
し
て
、
田
尻
さ
ん
ダ
イ
ハ
ツ
町
一
ー
一
ダ
イ
ハ
ツ
+

前
で
追
い
返
し
、
一
へ
た
げ
配
転
東
京
で
も
、
「
エ
y

/

組
合
の
解
屈
を
一徹
固
さ
せ
ま
し
ょ
う
.
工
業
制
代
表
取
締
役

・
社
長

宇

先
も
決
め
ず
、
閉
鎖
工
場
の
ゴ
ミ
の
焼
却
物
で
ク
ピ
月

ζ
ん
な
ヒ

A
激
励
先
V

大
阪
府
豊
中
市
江
口
友
銀
(
と
も
な
る
)
』

集
め
を
さ
せ
て
い
ま
し
た
・
組
合
ド
イ
解
胞
は
許
せ
な
い
」
と
、
支
原
田
中
一
ー
l
二
|十
六
東
金
型

宮
O
八
二
七

・
五
一

・
八
八
一
一
司

19S6年 10月 1目

ピ
札
・
カ
ン
一
-
/
、

J

拍
手
ぽ

:Eでヤ
、さやっ
::r-c. I 
つ事 1

18? 
島、〈

弘f

マ

ぷ品
す
ら
キ

n

小
ゆ

l
『
牛
庁

、不

l
lラ

、位
、
l
t
u
-
H
K
FA，l
l
い
ヲ

ゆ

る

す

な

ノ

国

鉄

の

分

割

・

民

営

化

。
「
人
活

セ

ン

タ

ー

」

の

廃

止

を

/
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車
輔
の
蛍
光
灯
の
掃
除
や
文
鎮
づ
ま
で
、
ど
う
し
て
む
し
り
取
っ
て

川
8
月
お
日
岡
崎

・
支
録
す
る
会

く
り
を
す
る
・
ベ
テ
ラ
ン
の
人
た
い
く
の
で
し
ょ
う
-か・

川

小
島
宏
事
務
局
長
を
囲
む
会

ち
ま
で
奴
隷
の
よ
う
に
銀
う
国
鉄
私
は
、
保
育
労
働
者
で
す
・
保

川
8
月
初
日
「
撤
回
さ
せ
る
会」

の
態
度
に
怒
り
を
感
じ
て
い
ま
育
園
は
、
国
立
病
院
の
中
に
あ
り

川

の
連
続
講
座
は
じ
め
る
・
国

私
の
夫
(
斉
藤
一

・
さ

い

と

う

す

.

ま

す

.

失

は

、

分

割

・

民

営

化

で

川

鉄

・

東

京

運

転

区

人

活

セ

ン

は
じ
め
三
十
五
歳
)
は
、
今
年
の
ど
う
し
て
、
そ
れ
ま
で
に
し
て
苦
し
め
ら
れ
、
私
は
、
福
祉
切
り

川

タ
l
へ
調
査
・

三

月

に

東

神

奈

川

電

車

区

か

ら

楠

国

鉄

は

、

分

割

・

民

曲

目

化

さ

れ

な

矯

て

、

優

竣

費

大

幅

削

減

更

に

川

8
月

n自
民
族
歌
舞
団
「
わ

回
電
東
区
へ
強
制
配
転
さ
せ
ら
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
は
、
国
立
病
院
の
統
廃
合
問
題
を
て
、
こ
れ
ま
で
国
鉄
を
守
っ
て
き

川

ら
び
座
」
の
オ
ル
グ
聞
と
の

れ
、
七
月
に
、
現
在
の
東
京
運
転
か
・
ど
う
し
て
、
電
電
公
社
も
国
か
か
え
て
い
る
中
の
保
育
園
勤
務
た
夫
ゃ
、
伸
聞
の
み
な
さ
ん

・

川

交
流
会
・

区
人
初
活
用
セ
ン
タ
ー
へ
収
容
さ
鉄
も
、
病
院
も
民
営
化
さ
れ
て
い
と
あ
っ
て
、
夫
に
負
け
な
い
く
ら
現
在
、
人
活
セ
ン
タ
ー
に
収
容
さ

州
日
月
日
目
核
医
船
寄
港
反
対

れ
ま
し
た
・
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
い
の
問
題
を
か
か
え
て
い
る
と
こ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
を
、
私
は
心

川

横
須
賀
集
会
.
「
お
父
さ
ん

毎
回
、
帰
り
の
遅
い
夫
か
A
d
断

か

9
・

「

儲

げ

」

を

追

求

す

る

だ

ろ

で

す

・

か

ら

勝

り

に

思

っ

て

い

ま

す

・

川

を
返
せ
/
」
電
俗
学
習
交
流

片
的
に
聞
く
だ
け
で
も
、
勤
務
内
け
で
は
い
り
な
い
も
の
ば
か
り
な
友
達
に
踏
す
と
、
本
当
に
よ
く
ど
う
ぞ
、
攻
撃
に
負
け
ず
、
園

川

集
会
。

容
の
変
り
傑
は
、
よ
く
わ
か
り
、
の
に
.
ぞ
二
人
揃
っ
て
と
、
笑
い
穏
に
な
民
の
国
鉄
を
守
っ
て
下
さ
い
.
白

川
9
月
1
日

機
関
紙
印
別
所
の

た
だ
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
す
。
通
信
も
、
鉄
道
も
、
福
祉
も
病
っ
て
し
ま
う
く
ら
い
、
臨
調
・
行
殺
者
が
あ
い
つ
ぐ
中
、
私
は
夫
に

川

創
立
記
念
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

電
車
の
運
転
手
、
検
査
や
修
理
院
も
、
ど
ん
な
人
に
も
平
等
に
与
革
路
線
の
あ
お
り
を
、
受
付
て
い
「
死
な
な
い
で
ね
・
最
悪
の
時
に

川

大
会
に
診
加
・

を
す
る
人
の
仕
事
を
取
り
上
げ
、
え
ら
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
る
家
族
で
す
・
日
本
の
国
の
縮
図
は
、
私
が
張
な
っ
て
あ
げ
る
ね
」

川
?
月
6
日
1
7日

沖
電
気
争

.，
-

h

S

I

l

-

-

)

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
・
と
、
全
く
自
信
の
な
い
聖
ポ
ツ

川

議
支
援
港
区
(
東
京
〕
共
闘

譜
扇
風
庄
紅
子
J
u

j

リ

と

、

口

に

し

て

し

ま

い

ま

:

章

者

(

伊

豆

高

原

)

:

J

i

-

-

(

d

の
一
ち
出
減
税
以
本
当
に
家
族
の
み
な
さ
ん
の
心

川
9
月
7
自

国
鉄
労
働
者
と
家

h
h
'
F

ノ

・

・

・

・

置

と

大

声

で

配

は
、
雷
撲
で
は
言
い
つ
く
せ
な

…

旗
激
励
雲

(
早
大
)
・
合

h
 .
.
 

，R
F

・v
.------・圃
い

と

思
い
ま
す
.
ど
う
ぞ
心
を
強

川

理
化
セ
y
シ
ョ
ン
反
合
討
論

・

・

門

事

J
F
J
ι

加

咽
E
1
1固
・

・

本
当
に
恐
レ
い
こ
と
で
す
・
固
く
自
室
、
家
族
を
国
民
事

川

交
流
集
会
@

.

.

.
 ，亀
露
関
』
史
J

・-也会・・・圃

a-cmm司

z
a
sの

予
算
(
税
金
)
は
、
ど
と
に
使
る
と
の
「
男
の
大
仕
事
」

;
1
8日

沖

電
気

・
東
京
地

戸

aa・
司

司

司

四
ン
合
一
炉

h
u
う
べ
き
な
の
で
レ
よ

vs・
車
問
の
み
な
さ
ん
の
団
結
で
、
誇
り

川

襲

撃

覇

査

は

じ

め

る

J
J
f

司令・』

ι
H酒
田
.
貨
や
、
大
企
業
ば
か
り
に
使
っ
て

高
く
や
り
と
げ
て
下
さ
い
・

川

(
9月
山
田
ま
で
)

-M
一
治
¥悦

V
Bい
て
よ
い
の
で
し
ょ
言
今
(
「
言
論
号
、
組
合
つ
ぶ
レ

川
9
月
叩
日

目
黒
霊
争
議
の

よ

F
A
I
r
-
-
乙
そ
声
を
大
に
レ
て
「
軍
事
費
削
を
目
的
と
し
た

『人
初
活
用
セ
ン
川
勝
利
報
告
望
『

回
一
回

S
J

ン-

-

・

、

、

、

H

同

止

さ

開

抗

ι九
日
圃
・

E
れ

b
の
ち
と
く
ら
し
を
守
れ
」
タ
l
』
を
廃
止
し
国
鉄
の
安
全
川
角
川
臼

「
国
鉄
人
活
セ
ン

同

廃

藤

剛

一

軒

船

ぷ

町

田

と
叫
ま
ね
ま
な
ら
な
い
時
で
ま
な
警
と
サ
ー
ビ
ス
を
守
る
?
刊
川

タ
1
防
止
」
芝
浦
地
区
タ
デ

J
の
斎
田
宮
惜
由
w
n

・・・
4

4

川

l

v

聞
艇
を
9
.

.

 
い

の

で

し

ょ

う

か

・

緊

急

抗

議

室

」

で

皇

族

を

代

川

モ・

そ
レ
て
、
そ
れ
を
叫
び
つ
づ
け
表
レ
て
の
あ
い
さ
つ
か
ら
)

川
9
月
ロ
日
エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス

L
7
Z
E
-
-
7
E
i--
f
i
-
-
z
i
i
4
Z
E
-
--
j写
-223eEfez-2Zτ-Eli-白

-feeler-=ej12eat--一句
=τef--ι

川

山
口
さ
ん
勝
利
集
会
.

)

州

9
月
日
日
東
京
争
犠
回

・
容

い

ま

が

た

た

か

い

ど

き

日

社

労

組

・

埼

玉

J

(膚)
川

闘
討
論
集
会
・
国
鉄
を
考
え

-

)

'

 

政

岡

寛

昭

さ

ん

l
i
l
i
l
i
-
-
h
(投
)

川

る
市
民
の
広
場
(
上
野
)

(

川

。

，

月
げ
日

統
一
想
国
鉄
決
起

国
鉄
の
分
割

・
民
営
化
を
す
す
「
人
活
セ
ン
タ
ー
」
収
容
で
、
か
、
い
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
・
乙
ん
な
時
だ
か
ら
ζ
そ
、
神
電

川

集
会
・

め
る
や
り
方
は
、
近
年
に
な
く
恐
労
働
者
魂
を
つ
ぶ
そ
う
と
い
う
や
政
府
は
、
国
鉄
に
群
が
る
大
企
気
争
擦
や
、
全
国
で
闘
わ
れ
て
い

川
9
月
ゆ
日
港
区
労
協

・
石
川

ろ
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
・
り
方
に
象
徴
さ
れ
る
攻
撃
は
、
も
業
と
い
う
名
の
ハ
イ
エ
ナ
ど
も
に
る
争
織
を
全
て
勝
利
さ
せ
る
必
要

川

さ
ん
を
励
ま
す
会
。

憲
法
も
労
働
基
準
法
も
、
組
合
う
「
不
当
労
働
行
為
ま
が
い
」
で
た
ら
ふ
く
エ
サ
を
与
え
、
一
方
で
が
あ
る
と
思
い
ま
す
・
ま
さ
に
、

川
9
月
門
日

和
田
剛
山
本
報
告
岨
刑

法
も
ま
る
で
無
視
し
て
、
闘
う
組

-は
な
く
、
総
体
と
し
て
見
れ
ば
、
闘
う
部
隊
を
踏
み
つ
ぶ
し
、
さ
ら
民
主
主
義
と
労
働
者
の
期
利
を
守

川

全
国
鉄
集
会
〔
日
比
谷
)

合
員
を
差
別
し
、
い
じ
め
や
「
転
大
抑
庄
に
他
な
ら
な
い
も
の
で
に
は
憲
法
改
悪
ま
で
の
レ
ー
ル
を
る
砦
を
築
く
闘
い
だ
と
実
感
し
ま

川
9
月
初
日
神
電
気
八
王
子
工

向
」
を
強
制
し
、
果
て
は
首
を
切
す
・
少
な
く
と
も
、
そ
う
い
う
狙
ひ
た
走
ろ
う
と
い
う
の
で
し
ょ
う
す
・
み
な
さ
ん
、
が
ん
ば
り
ま
し

川

場
で
解
服
さ
れ
た
田
中
さ
ん

つ

て

い

く

・

い

で

行

な

わ

れ

て

い

る

も

の

と

レ

か

・

ょ

う

・

川

の
支
鐙
コ
ン
サ
ー
ト
・

全国

国鉄まつり

10. 18.......19 

・明治公園



1986年 1 1月 1目

5万人の 「支援する会」を

私たちは生きる憎利、働〈憎和lを守るために沖
電気の仲間企物心両面から励まし、必ず勝利させ
たいと思います。困雌な長聞の闘いも予想されま
すので、一人でも多〈の方がニの「会」に加入し
全面勝利を闘いとるまでご支援〈ださるよう 心ヵ、
らよびかけます。(r支録する会J よびかけより)
会費 1口 200円/月

指名解雇された沖電気の仲間を支獲する会ニュース

発

行

所

支援する会事務局
事務所 東京都港区三回

3-2-20 
・話 (03) 451-3515 

郵便口座 口座番号

東京 6-75240
加入者名沖電気の不当解雇

を撤回させる会

第 91号

1 986年

11月 1日

固2901日|

第 91号)
 

-(
 

勝
利
ま
で

全
力
支
援
ダ

今
年
四
月
、
飯
能
市

(
笥
玉
)

で
、
「
神
電
気
争
議
団
支
鐙

・
映

画
と
う
た
と
え
の
タ
ベ
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
@

当
時
二
十
人
だ
っ
た
「
は
げ
ま

す
会
」
(
沖
・
支
侵
す
る
会
)
は
、

園
民
救
媛
会
飯
能
支
部
と
会
員
有

志
の
「
会
員
相
互
の
交
流
や
親
陸

を
館
に
し
、
知
恵
と
カ
を
出
し
合

川
っ
て
、
運
動
を
広
げ
よ
う
」
の
よ

リ
び
か
け
に
よ
っ
て
、
五
十
三
人
の

会
員
に
な
り
ま
し
た
.

三
聞
の
準
備
会
で
用
意
さ
れ
た

「飯
能
・
沖
電
気
争
繊
団
を
は
げ

ま
す
会
」
は
、
=
一
十
三
人
が
参
加

し
、
十
月
四
日
に
結
成
さ
れ
ま
し

た
.崎

玉
県
の
地
域
で
は
、
崎
豆
北
第
一
号
を
発
行
し
、

『今
年
中
に
を
迎
え
て
い
る
時
の
「
会
」
の
結

部
に
続
く
、
二
番
目
の
地
域
段
階
は
百
人
を
乙
え
る
「
会
」
に
し
よ
成
は
、
争
議
の
前
進
に
大
き
な
役

で
の
「
会
」
で
す
。
ぅ
。
十
一
月
に
は
、
「
み
か
ん
狩
」
割
を
は
た
す
だ
り
で
は
な
く
、
争

会
長
は
、
安
藤
さ
ん
(新
電
元
)
で
、
交
流
を
深
め
よ
う
』
な
ど
の
蛾
回
目
に
弱
気
を
あ
た
え
て
い
ま

が
選
ば
れ
ま
し
た
e

さ
っ
そ
く
、
宣
伝
を
強
め
て
い
ま
す
・

す

・

沖
電
気
争
議
は
、
什
月
間
山
自

「
は
げ
ま
す
会
」
は
、
ニ
ュ
ー
ス
神
電
気
争
議
が
、
大
き
な
山
場
九
年
目
に
入
っ
た
a

ガ
ン
パ
ロ
ウ

通
信
機
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
益
、
三
千
人
を
上
回
る
新
探
用
、
一
方
、
解
間
間
後
の
職
場
で
は
、
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
二

沖
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京

・

九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
年
十
一
月
に
は
、
支
援
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
こ
し
て
新
七
弱
の
建
設
な
ど
.
届
(
田
中
さ
ん
)
レ
た
り
、
沖
識
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

八
四
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
一
九
O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
作
っ
た
・

蛍
危
織
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
・
会
社
は
東
京
地
織
ほ
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見
八
四
年
秋
か
ら
は
、
全
国
規

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希

'
'
'
r
，
r
r
〆

般

の

湿

動

に

発

展

、

仕

事

差

別

望
退
職
」
募
集
を
提
案
こ
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

織

田

闘

争

と

は

を
や
め
さ
せ
た
・
東
京
地
裁
で

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

は

「三
十
五
人
の
復
職
と
和
解

人
に
、
七
八
年
十

一月、

大
企
カ
所
の
総
判
で
も
「
指
名
解
屈
せ
し
め
を
強
め
、

「
合
理
化
」
金
」
の
勧
告
が
出
た
・

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
。
八
六
年
、
沖
電
気
争
犠
は
疲

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
意
識
改
革
を
す
る
と
と
」
と
在
神
電
気
争
犠
回
の
七
十

一
人
大
の
山
場
を
迎
え
て
い
る
.
あ

強
行
。
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、

言
.
労
働
者
と
労
働
組
合
を
熊
は
、
全
国
の
四
千
を
超
え
る
労
な
た
の
熱
い
連
帯
で
必
ら
ず
勝

百
億
円
近
い
史
上
飯
高
の
利
視
し
て
一
解
屈

'ν
た
ζ
と
も
明
白
・
組
や
、
一
万
四
千
人
の
「
支
媛
利
さ
せ
ま
し
ょ
う
・

沖
電
気
は
、
和
解
交
渉
で
「
三

十
五
人
の
復
職
」
を
つ
い
に
認
め

ま
し
た
が
、
「
復
職
者
の
選
別
」

の
意
図
を
明
ら
か
に
し
、
解
決
条

件
の
う
ち
「
金
銭
」
に
つ
い
て
は
、

全
く
、
消
駆
的
な
態
度
に
終
始
し

て
い
ま
す
.

い
ま
、
全
国
で
、
沖
電
気
に
対

す
る
署
名
(
団
体
)
連
画
や
、
抗

議
行
動
が
符
な
わ
れ
て
い
ま
す
.

C
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
・

(
2面
に
も
、
関
連
記
事
)

中野克也ちゃん
生
ま
れ
た
ば
か
り
で
す
。

三二

5 

5 
E 
三主= 

ミ

z 
三主= 

もうすぐ、 1歳です。
高屋あいかちゃん
(長女 ・ち5年11月16日生)

= 

= 
z 

r 

=宅F 

Z 

J 

=零F 

2 
云

テ
レ
ビ
報

f
O』

泊
の
異
常
は

'・E

」

ピ

ッ
ク
り
す

ぴ

及

る
・
特
に
芸

"、E
P
能
人
の
結
婚

w，
'

J

式
は
、
朝
か

，

組

織

ら

、
各
テ
レ

ビ
局
が
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
飛
ば

レ
、
放
映
戦
争
だ

v
m月
の
森

・

森
単
式
は
3
億
円
。
森
田
健
作
は

1
熔

5
千
万
円
と
、
四
四
時
同
な
結
婚

式
を
興
常
な
マ
ス
コ
ミ
取
材
陣

が
、
=
一
百
人
も
四
百
人
も
集
ま
り
、

報
泊
す
る
V
フ
ォ
ー
カ
ス
、
フ
ラ

イ
デ
1
、
エ
ン
マ
な
ど
写
真
雑
誌

が
、
報
道
す
る
、
の
ぞ
き
写
真
も

異
常
で
恐
ろ
し
い
V
新
聞
も
、
テ

レ
ビ
も
、
雑
誌
も
、
日
常
の
生
活

ゃ
く
ら
し
の
実
際
を
報
道
す
る
ζ

と
を
わ
す
れ
て
し
ま
っ
て
、
残
念

だ
.
国
家
犠
密
法
反
対
を
社
説
に

轡
い
た
編
集
者
の
首
が
飛
ぶ
、
中

曽
恨
自
民
党
の
批
判
を
し
た
ら
、

首
に
な
る
か
も
.
ζ
ん
な
話
を
よ

く
聞
く
V
も
し
も
発
進
し
た
日
本

の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
、
真
実
の
報

道
を
や
め
た
ら
。
い
ま
、
マ
ス

コ
ミ
は
、
ハ
グ
ピ
!
な
結
婚
式
だ

け
で
は
な
く
、
現
実
の
日
本
を
報

道
す
る
責
任
が
あ
る
と
思
う
.

(
松
町
田
)
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〈いま、闘いのとき〉
中央集会|合参|八王子集会

も力目
あを
りよ
まろ
すし

一変|第20回和解交渉
報更111日門同11':'nn~ 
をのにニ二三二十四
/場|東京地裁13F

沖電気

八王子工場前

11月14日

日比谷野外音楽堂

電機総行動

11月21日18:-

11月21日
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(2 ) 

ゆ
る
す
な
沖
電
気
の
指
名
解
雇
。
全
国
で
今
日
も
怒
り
の
行
動

埼
玉
県
全
域
か
ら
、
パ
ス
、
電

車
、
車
に
分
乗
し
て
の
参
加
で
し

た
。
集
会
で
は
、
埼
玉
合
唱
団
の

歌
声
と
、
行
田
養
護
学
校
の
八
丈

沖
電
気
の
指
名
解
雇
無
効
裁
判
太
鼓
。
小
島
成
一
弁
護
士
は
講
演

は
、
四
カ
所
の
地
方
裁
判
所
で
行
で
、
沖
電
気
争
議
の
到
達
点
と
勝

な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
熊
谷
地
裁
利
の
意
義
を
話
レ
ま
し
た
が
、
そ

で
は
、
本
庄
工
場
の
三
人
が
原
告
の
中
で
国
鉄
の
た
た
か
い
の
重
要

と
な
っ
て
公
判
が
、
続
け
ら
れ
て
性
を
、
強
調
し
ま
し
た
.

い
ま
す
。

集
会
後
、
熊
谷
市
内
を
、
ち
ょ

裁
判
所
は
、
特
段
の
事
情
の
な
う
ち
ん
を
手
に
、

H

沖
電
気
は
い

い
限
り
、
十
二
月
二
日
で
結
審
す
ま
す
ぐ
全
面
解
決
を
決
断
せ
よ
M

る
と
と
を
明
言
し
、
東
京
地
裁
で
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
繰
返
し

の
和
解
交
渉
が
不
調
に
終
わ
れ
ば
な
が
ら
、
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

股
初
の
判
決
が
下
さ
れ
る
乙
と
な
お
、
裁
判
の
状
況
と
、
集
会

が
、
明
艇
に
な
り
ま
し
た
・

は
、
説
売
、
毎
日
、
埼
玉
な
ど
の

埼
玉
地
区
で
の
集
会
は
、
十
月
各
紙
で
詳
し
く
報
道
さ
れ
ま
し

十
五
日
に
熊
谷
市
民
会
館
に
、
一
た
.

千
人
が
集
ま
り
ま
し
た
.

鐸事91奇曹指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

2官
も詰

霊莞

1986年 11月 1日

穏炉 ~......... ~ぞ2
10.15熊谷集会には1050人(埼玉)

国
家
機
密
法
が
通
っ
た
ら
、
い
ダ
イ
ハ
ツ
・
田
尻
君
が
、
考
え
て
い
る
と
と
に
思
い
を
は
せ
て
一
兵
」
が
正
し
い
作
品
の
と
ζ

ろ

つ
ど
こ
で
ひ
っ
か
け
ら
れ
る
ζ
と
ら
れ
な
い
ζ
と
で

(
「
は
た
ら
く
」

旬

。

〈

落

し

た

帽
め
が
し
〉
と
誤
ま
り

に
な
る
か
わ
か
っ
た
も
の
で
は
な
九
十
号
参
照
、
組
合
の
ゴ
ミ
を
社

+

+

十

月
号
の
作
品
は
「
無
蓋
ま
し
た
の
で
、

訂
正
の
う
え
、
お

い

.

外

へ

持

ち

出

し

た

)

裁

判

を

闘

っ

車

炎

昼

落

レ

た

帽

め

が

け

果

て

し

詫

び

い

た

レ

ま

す

.
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日本電気の工場(芝浦)



指名解雇された沖電気の仲間を支援 する会ニュース 1986年 11月 1日罫書9 1宅吾(3 ) 

〈
取
材
中
で
す
V

沖電気争議団

渡 辺秀雄さん

十
月
二
日
か
ら
十
日
間
、
全
国
一
般
中
部
地
域
支
部
の
仲
間

川

川
と
共
に
イ
タ
リ
ア
の
文
化
運
動

・
労
働
運
動
の
視
察
と
交
流
の

川

川
旅
に
行
っ
て
き
ま
し
た
.

全
国
一
般
中
部
地
域
支
部
は
、
東
京
の
千
代
田
区
、
中
央
区
の

山

川
中
小
企
業
の
労
働
者
で
組
織
さ
れ
、
沖
電
気
争
議
に
つ
い
て
は
、

川

川
当
初
か
ら
熱
烈
な
支
援
を
よ
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
固
ま
た
、
イ
タ

川

川
リ
ア
の
文
化

・
労
働
運
動
の
研
究
も
盛
ん
で
、
「
ボ
ロ
l
ニ
ア
」

川

川
と
い
う
日
本
版
「
人
民
の
家
」
を
中
央
区
人
形
町
に
組
合
口
の

川

川
共
同
出
資
で
昨
年
の
五
月
か
ら
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
ほ
ど
で
す
.

川

今
回
の
イ
タ
リ
ア
訪
問
は
、
イ
タ
リ
ア
の
労
働
者
伸
間
と
接

川

山
し
て
、
肌
で
、
文
化

・
労
働
運
動
の
実
際
を
知
り
た
い
と
い
う

山

川
長
年
の
ゆ
め
が
実
現
し
た
も
の
で
す
。
ボ
ロ

1
ニ
ア
の

「人
民

川

川
の
家
」
に
つ
い
て
、
報
告
し
ま
す
。

イ
タ
リ
ア
に
は
、
「
人
民
の
家
」
民
の
「
い
ζ
い
の
場
」
へ
と
発
展

が
千
カ
所
以
上
あ
る
と
い
わ
れ
て
し
て
い
っ
た
も
の
で
、
百
三
十
年

い
ま
す
.

の

長

い
伝
統
を
持
っ
て
い
ま
す
@

「
人
民
の
家
」
と
い
う
の
は
、

第

二
次
大
戦
中
、
「
人
民
の
家
」

一
八
五

0
年
代
に
始
ま
っ
た
職
人
は
ム
ヅ
ソ
リ
1
ニ
の
フ
ァ
シ
ス
ト

た
ち
の
冠
婚
葬
祭
の
相
互
扶
助
を
政
権
が
間
開
立
さ
れ
る
に
と
も
な

目
的
と
し
た

「相
互
扶
助
協
会
」
い
、
接
収
さ
れ
、

「
フ
ァ
シ
ス
ト

が
そ
の
前
身
、

や
が
て
そ
れ
が
地
の
家
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
.

峨
労
働
者
の
響
か
ら
、
地
域
の
市
一
九
四
三
年
七
月
の
ム
y
ソ
リ
l

ニ
追
放
後
、
フ
ァ
シ
ス
ト
の
財
産
小
劇
場
、
体
育
館
が
あ
り
、
一
階

は
園
が
没
収
し
た
た
め
固
と
の
交
は
パ
l
ル
(
パ
ブ
)
に
な
っ
て
お

渉
で
市
民

・
労
働
者
が
買
い
も
ど
り
、
二
階
以
上
に
は
、
ダ
ン
ス
ホ

し
、
再
建
し
ま
し
た
・

l
ル
に
も
使
え
る
大
集
会
場
、
各
ま
た
、
も
う
一
つ
の
「
人
民
の
で
も
十
年
前
に
は
、
同
じ
よ
う
な

私
た
ち
が
訪
れ
た
ボ
ロ
l
ニ
ァ
糎
の
会
議
室
が
殻
け
ら
れ
て
い
ま

家
」
は
、
二
階
建
て
の
比
較
的
ζ

ζ

と
が
あ
っ
た
」
と
幹
部
の
一
人

市
は
、
特
に
「
人
民
の
家

」

の

活

し

た

・

じ

ん
ま
り
し
た
感
じ
で
レ
た
が
、
が
語
り
、
ま
た
、
婦
人
の
幹
部
は

動
が
盛
ん
な
地
域
で
、
人
口
五
十

「人
民
の
家
」
の
資
金
は
、
会
ボ
ロ
l
ニ
ャ
市
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

「私
も
組
合
活
動
を
理
由
に
解
雇

万
の
と
の
都
市
に
二
十
の
「
人
民
員
の
会
費
、
カ
ー
ニ
バ
ル
な
ど
催
タ
!
と
隣
接
し
て
お
り
、
市
の
ス
さ
れ
、
母
も
解
雇
さ
れ
た
。
レ
か

の
家
」
が
あ
り
ま
す
・
し
物
で
の
資
金
保
め
な
ど
で
主
に
ポ
l
ツ
セ
ン
タ
ー
を
有
効
に
使
用
し
、
私
は
首
切
り
を
恐
れ
な
い
・

こ
の
う
ち
二
つ
の
「
人
民
の
家
」
ま
か
な
っ
て
い
る
と
の
乙
と
、
ま
レ
て
い
る
と
の
ζ
と

B

こ
の
ス
ポ
是
非
あ
な
た
も
頑
張
っ
て
職
場
に

を
私
た
ち
は
訪
問
レ
ま
し
た
・
た
、
皆
ん
な
か
ら
選
出
さ
れ
た
運

l
ツ
セ
ン
タ
ー
は
、
夕
方
か
ら
は
、
戻
つ
て
は
し
い
」
と
激
励
さ
れ
、

厳
初
に
訪
れ
た
「
人
民
の
家
」
営
委
民
に
よ
り
、
自
主
的
に
運
営
地
域
の
住
民
の
管
理
と
な
り
、
市
鍾
手
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
・

は
地
下
一
階
、

地
上
四
階
の
か
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
の
施
設
と
い
う
よ
り
も
、
地
域
住
そ
し
て
、
私
が
日
本
か
ら
持
つ

り

大

き

な

ピ

ル

で

、

地

下

に

は

、

民

の

施

設

と

し

て

、

十

二

分

に

活

て

き

た

広

島

・
長
崎
反
桜
署
名
を

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
.
た
く
さ
ん
抽
出
め
よ
う
と
、
パ
ー
ル

と
と
の
「
人
民
の
家
」
の
幹
部
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
、
ト
ラ
ン

と
の
交
流
会
で
、
私
は
自
己
紹
介
プ
ゲ
l
ム
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
る

の
時
に
、

神
電
気
争
議
に
つ
い
て
一
人
一
人
に
私
を
紹
介
し
、
署
名

説
明
し
た
と
と
ろ
、

「イ
タ
リ
ア

を
お
願
い
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「国鉄を守る国民会議』の
事務局として奮闘する

沖電気の影山さん(左)と平井さん(右)

私
が
イ
タ
リ
ア
で
一
番
強
く
感

ト

量

じ

た

の

は

、

民

主

主

義

が

頭

の

中

ル

一-言

で

作

ら

れ

る

の

で

は

な

く

、

地

域

ユ

一一

リム

の

連

帯

の

中

で

作

ら

れ

て

い

る

と

モ

一

い

う

と

と

で

す

。

同

ポ

「人
民
の
家
」
は
、
そ
の

善

戦

ス

の

場

の

中

心

と

し

て

、

非

常

に

重

わ

要

な

役

割

を

は

た

し

て

い

る

の

で

げ

す
.
そ
し
て
な
に
よ
り
も
住
民
の

お

お

釣

“

パ

自
治
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
、

ζ

長
い
歴
史
の
中
、
好
余
曲
折
を
経

れ
は
、
長
く
都
市
国
家
で
あ
っ
た
な
が
ら
も
今
回
、
住
民
の
中
に
深

伝
統
が
現
在
に
ま
で
息
づ
い
て
い
く
根
ざ
し
て
い
ま
す
。

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
「
失
業
問
題
」
な
ど
大
き
な
難

す
.

問
を
抱
え
な
が
ら
も
、
人
間
ら
し

仕
事
が
終
っ
た
労
働
者
が
、
仰
ク
ル
の
げ
い
こ
場
と
な
っ
て
お
ボ
ロ
l
ニ
ア
の
市
庁
舎
に
は
パ
い
生
活
を
大
切
に
し
て
、
連
帯
し

凶
聞
と
パ
ー
ル
に
立
寄
り
、
ワ
イ
ン
り
、

学
望
保
育
も

一
時
乙
ζ
で
行
ル
チ
ザ
ン
と
し
て
ド
イ
ツ
軍
と
戦

て
い
く
イ
タ
リ
ア
の
労
働
者
に、

崎
ま
を
飲
み
な
が
ら
、
ト
ラ
ン
プ
や
ピ
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
e

ま
た
、

い

死
ん
だ
約
二
千
五
百
人
の
市
民

深
い
共
感
を
お
ぼ
え
ま
し
た
・

長
め

・

聾

リ

ヤ

l
ド
を
楽
し
ん
だ
り
、
体
育
週
末
に
は
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
が
催

の
顔
写
真
が
壁
に
は
め
込
め
ら
れ
長
時
間
、
過
密
労
働
が
大
き
な

-
m
b

館
で
は
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
柔

さ

れ
、
私
た
ち
が
訪
れ
こ
時
こ
品
、
て
、
ま
す
。
ど
ん
王
こ
時
が
た
つ
問
題
と
な
っ
て
い
る
日
本
、
労
働

広

名

7

4

6

L

T

』

「
審
道
を
習
い
に
き
た
り
、
ま
た
、
大
た
く
さ
ん
の
男
女
の
ベ
ア
が
踊
っ
て
も
、
彼
ら
の
尊
い
命
の
犠
牲
の
者
の
余
暇
ま
で
支
配
し
よ
う
と
い

恥

州

集
会
場
で
は
、
昔
、
一
一
千
人
以
て
い
ま
し
た
・
特
に
老
夫
婦
が
生
う
え
に
、
い
ま
の
自
分
た
ち
が
あ
う
資
本
の
や
り
方
に
対
し
、
働
く

げ

U

上
の
地
域
の
住
民
が
集
ま
っ
て
、
き
生
き
と
ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
で
い
る
の
だ
と
い
う
と
と
を
忘
れ
ま
い
側
首
分
た
ち
の
著
書
を
取

タ
ツ
核
兵
舘
の
問
題
に
つ
い
て
討
論
集
る
が
印
象
的
で
し
た
。

と

す

る
ボ
ロ
l
ニ
ア
の
市
民
の
思
り
も
ど
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

イ

ア

会

を

行

っ

た

と

い

う

乙

と

で

す

.

し

が

表

わ

さ

れ

て

い

ま

す

.

の

か

、

大

き

な

一

市

さ

を

与

え
ら
れ

小
劇
場
は
、
地
域
の
演
劇
サ
1

「人
民
の
家
」
も
百
三
十
年
の
た
「
人
民
の
家
」
で
し
た
。

;j阻思i
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病
床
で
、
今
日
も
沖
電
気
争
議
を
心
配
す
る

(4 ) 
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罫書91哩畢

A 
1二

損

JE 
士
火
災
支
部

中
堅
損
害
保
険
会
社
の
一
つ
で
社
員
を
指
レ
「
犠
牲
者
が
出
だ
.

あ
る
富
士
火
災
で
は
、
大
蔵
省
か
し
か
し
、
心
配
は
い
ら
な
い
.
ス

ら
…労
働
組
合
つ
ぶ
し
を
示
唆
さ
れ
村
ア
は
充
分
と
つ
で
あ
る
」
と
人

た
社
長

(現
会
長
)
自
ら
が
先
頭
格
・
人
栂
無
視
の
暴
一冨
や
女
子
社

に
な
り
、
「
不
当
労
働
行
為
は
恐
員
を
含
む
深
夜

・
長
時
間
労
働
、

れ
る
に
足
ら
ず
」
と
昭
和
四
十
一
一
一
日
間
出
鋤
も
後
を
た
ち
ま
せ
ん
・

年
三
月
に
労
働
組
合
(
全
日
本
損
岱
土
火
災
経
営
者
は
、
分
裂
に

害
保
険
労
働
組
合
富
士
火
災
支
反
対
し
、
働
く
者
の
利
益
を
守
っ

部
)
を
分
裂
さ
せ
ま
し
た
・
て
、
こ
の
よ
う
な
挺
常
な
職
場
を

分
裂
後
、
白
土
火
災
で
は
、
貨
「
人
間
ら
し
く
働
り
る
職
場
」
に

金
差
別
を
テ
コ
と
し
た

「企
灘
の
し
よ
う
と
た
た
か
っ
て
い
る
会
飼

い
い
な
り
に
な
る
労
働
者
、
労
働
保
ロ
士
支
部
組
合
員
四
十
七
名
に

窪
田
づ
く
り
」
の
労
務
政
策
、
従
対
し
て
、
こ
十
年

に

わ

た

り

職

場

叩

賞

犠

牲

義

利

益

優

先

政

策

の

見

せ

し

め

と

も

い

え

る

賃

金

刊

の
も
と
で
、
労
働
条
件
が

一
周
劣
昇
格
義
別
を
行
な
っ
て
い
ま
す
・

叩

感
化
し
て
い
ま
す
・
こ
の
賃
金
差
別
是
正
の
た
た
か
今
後
、
全
面
勝
利
解
決
の
た
め

動
を
展
開
し
ま
す
・

(佐
)

叩

「契
約
獲
得
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
い
は
、
童
保
と
地
織
の
仲
間
の
に
は
、
富
士
支
部
組
合
員
が
先
頭

A
激
励
先
V

東
京
都
中
章
一

が
行
な
わ
れ
、
「
例
月
の
四
倍
働
支
援
に
よ
る
ロ
士
経
岱
に
対
す
る
に
立
ち
、

金
銅
保
と
地
域
の
仲
間
八
温
州
一
|九
|
九
金
銅
保
富
山

け
」
「

『必
死
の
心
』
を
も
っ
て
抗
議
行
動
の
大
き
な
高
ま
り
の
中
と
共
に
職
場
内
外
の
た
た
か
い
を
士
火
災
支
部
・

宮
0=一

・
二
七
四
町

自
分
の
命
運
を
か
け
て
戦
え
」
と
で
、
都
労
餐
で
の
和
解
交
渉
に
お
一
層
大
き
く
発
展
さ
せ
る
こ
と
が

・
四
九
O
八

。

山

撒
を
と
ば
し
、

n
や
る
気
の
な
い
い
て
、
組
合
要
求
に
は
程
溜
い
も
も
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
・

A
抗
繊
先
V

大
阪
府
棋
倒
木
市
叩
九
月
二
十
七
日
、
東
京
都
競

者
は
会
祉
を
去
れ
u
、
横
句
の
果
の
の
岱
士
経
営
を
し
て
解
決
の
骨相
当
面
、

十
一
月
十
=
自
に
は
、

坐

川
五
|
一
一
一
一
|
一

O
白
土
火
刊
会
は
、
自
民
、
公
明
、
民
主
ク

て
に
は
、

「白
僚
の
で
き
な
い
者
志
を
口
だ
け
で
な
く
是
正
案
を
出
東
京
(
銀
座
)
で
の
昼
休
み
社
前

災
海
上
保
険

(株
)
葛
原
寛
・
取
叩
ラ
プ
三
会
派
の
質
成
で
、
東
京

は
非
国
民
だ
、
お
前
ら
そ
の
場
で
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
と
ろ
ま
で
迫
抗
措
町
行
動
を
は
じ
め
、
全
国
で
東
締
役
社
長
四
都
屋
外
広
告
物
条
例
の
全
面
改

土
下
座
し
ろ
」
と
か
、
退
職
し
た
い
ζ
ん
で
い
ま
す
・

京

海

上

重

火

災

へ

の

抗

議

行

…

霊

を

無

修

正

で

需

夏

し

富士火災の銀座ビル前

での抗議行動

人
間
的
に

成

長

を

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

改
悪
案
を

強
行
可
決

ま

し

た

.

し

か

し

、

今

回

の

改

磁

の

よ

こ
の
改
加
古
案
は
、

(
「
は
た
う
に
処
閉
が
重
く
な
る
と
、
途

ら
く
」
初
号
で
紹
介
)
労
働
組
補
さ
れ
た
人
を
釈
放
さ
せ
る
こ

合
、
民
主
団
体
、
政
党
な
ど
の
と
が
困
難
に
な
り
、
起
訴
さ
れ

立
岩
仮
、
つ
り
む
復
、
は
り
札
る
ケ
l
ス
も
想
定
し
な
け
れ
ば

を
と
と
ご
と
く
禁
止
レ
、
違
反
な
り
ま
せ
ん
.

し
た
場
合
は
、
五
万
円
以
下
の
改
悪
条
例
の
実
施
は
、
八
七

例
金
を
税
す
る
と
い
う
も
の
で
年
四
月
一
日
で
す
・
日
本
国
民

す
。

救
鐙
会
と
自
由
法
曹
団
と
は
、

い
ま
ま
で
も
、
笹
祭
は
軽
犯
そ
れ
ま
で
に
、
改
悪
条
例
に
し

罪
法
を
乱
用
し
て
、
は
り
札
や
か
る
べ
き
修
正
を
施
し
て
無
害

立
む
叡
の
孤
圧
を
線
返
し
て
き
に
す
る
な
ど
の
、
た
た
か
い
を

ま
し
た
が
、
処
嗣
は
=
一
+
日
未
決
意
し
て
い
ま
す
.
共
に
た
た

満
の
拘
留
ま
た
は
、
四
千
円
宋

』
か
い
ま
し
ょ
う
.

満
の
税
料
と
な
っ
て
い
る
た
め
(
日
本
国
民
救
鍾
会
東
京

東
京
で
は
、
す
べ
て
不
起
訴
処
都
本
部
会
長
山
北
孝
之
さ

分
を
決
定
さ
せ
て
き
ま
し
た
.

ん
)

1986年 1 1月 1El 
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通
信
繊
三
大
メ
1
カ
の
一
つ
益
、
=
一
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
胞
後
の
臓
場
で
は
、
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
二

沖
電
気
工
銭
(
本
社
・
東
京

・

九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資

配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
年
十

一
月
に
は
、
支
緩
共
闘
会

僑
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
こ
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど
.
庖
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
伸
機
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

八
四
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
一
九
O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
裁
判
傍
臆
を
理
由
に
、
作
っ
た
。

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
・
会
社
は
東
京
地
裁
ほ
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
ど

の

、

見

八

四
年
秋
か
ら
は
、
全
国
規

と
称
し
て
、
干
五
百
人
の

「希

'
'
〆

'

J

r

，

，

税

の

迎

助

に

発
展
、
仕
事
差
別

望
退
職
」
募
集
亭
健
築
こ
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

を
や
め
さ
せ
た
・
東
京
地
裁
で

と

退

織

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

は

「=一
十
五
人
の
復
職
と
和
解

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
屈
せ
し
め
を
強
め
、

「合
理
化
」
金
」
の
勧
告
が
出
た
・

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
・

八
六
年
、
沖
電
気
争
議
は
底

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
屈
を
意
験
改
革
を
す
る
ζ
と
」
と
証
沖
沼
気
争
議
団
の
七
十
一
人
大
の
山
場
を
迎
え
て
い
る
・
あ

強
行
.
そ
の
後
の
神
電
気
は
、

言
。
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、

全
国
の
四
千
を
超
え
る
労
な
た
の
熱
い
迎
備
で
必
ら
ず
勝

百
億
円
近
い
史
上
限
高
の
利
視
し
て
一
解
回

k
と
と
も
明
白
.
組
や
、
一
万
四
千
人
の

「
支
後

利
さ
せ
ま
し
ょ
う
.

明
年
五
月
か
ら
始
ま
っ
た
、
東
て
、
ト
ー
タ
ル
な
和
解
築
を
作
り

京
地
方
裁
判
所
で
の
職
柑
和
解

上
げ
た
い
.
次
回
に
は
、
そ
の
築

は
、
十
一
月
十
二
日
に
、
第
二
十
を
出
し
、
年
内
に
解
決
し
た
い
.

回
の
和
解
焚
渉
を
行
っ
た
.
い
よ
い
よ
、
沖
電
気
争
犠
は
、

当
初
「
金
銭
解
決
」
を
主
張
し
本
当
に
解
決
で
き
る
か
ど
う
か
の

7

て
い
た
沖
電
気
は
、
全
国
か
ら
の

n
山
場
u

中
の
H

山
場
M

を
迎
え

u・
時

「
職
場
に
戻
せ
」
の
大
き
な
世
論
ま
す
.

国
副
副
時

の
中
で
、
今
年
八
月
に
は
三
平
十
月
か
ら
、
沖
電
気
の
本
社
へ

翻

M
h

五
人
の
復
職
を
受
け
入
れ
る
」
と
は
、
都
内
各
地
か
ら
、
「
神
電
気

1
v
t

言
明
し
て
い
ま
す
・
に
指
名
解
居
争
灘
の
全
面
解
決
を

一

bm

今
回
の
交
渉
で
、
会
社
は
、
一
要
求
す
る
団
体
署
名
」
を
持
っ
た

叫
1
添

人
一
人
の
釆
払
い
賃
金
を
今
年
の
支
媛
の
人
た
ち
が
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
也
、

十
二
月
ま
で
計
算
し
た
上
で
、
解
訪
れ
、
「
一
白
も
早
く
解
胞
を
撒
氏
殴

決
金
の
会
社
案
を
裁
判
所
に
一市
し
回
せ
よ
」
と
要
請
行
動
を
行
っ
て
抗
U

ま

し

た

・

と

の

内

容

は

、

争

議

団

側

い

ま

す

・

誌

に
は
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
全
国
の
み
な
さ
ん
、
十
一月
二

町

長
、

ζ
れ
を
受
け
て
、
費
所

吉

、
沖
電
気
争
績
は
九

年

目

を

"

は
次
の
よ
う
に
提
起
し
ま
し
た
.

迎
え
ま
し
た
.
勝
利
ま
で
あ
と
一

十
二
月
初
旬
に
は
、
双
方
の
意

歩
で
す
・
全
力
の
支
一
媛
を
く
だ
さ

見
を
つ
め
た
方
で
、
裁
判
所
と
し
る
よ
う
に
心
か
ら
訴
え
ま
す
・

E
P

落
合
博
前

線
酬
明

t
回
電

(幻
歳
)
プ

E
亡

ロ
野
球
ロ
y

u調

テ
の
内
野
手

畑

、

与

で
あ
る
e

東

川
‘
d

s
h
芝
府
中
か
ら

4

・

4
舗

の
入
団
で
八

年
間
で
、

=一
度
の
三
冠
王
(
本

5

盤
打
、
打
点
、
打
率
)
を
獲
得

ー

し
た
V
W
間
合
選
手
が
、
今
秋
に

(

一
冊
の
本
を
山
桜
.
練
習
嫌
い

人

と
悪
評
が
高
い
本
人
の
練
習
方

∞

法
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
・
ま
ず

R
d

第
一
が
、
自
で
吸
収
。
二
番
目

-

』
『

L'

カ
顕
で
吸
収
、
股
後
が
体
で
吸

ム一
A

収
、
と
あ
っ
た
・
パ
ッ
ト
を
彼

集

っ
た
り
、
守
り
の
練
習
を
す
る

-
h

前
に
、
自
分
の
回
で
よ
く
見
、

一
目

よ
く
考
え
、
そ
し
て
行
動
す
る

4
A

の
が
、
盛
要
と
の
主
張
で
あ
る

寸
J

V
広
島
力
1
プ
の
衣
笠
選
手
は

吉
小

た
い
せ
つ
な
の
は
H

持
続
H

だ

東

と
言
う
。
そ
し
て
二
人
の
共
通

気

な
の
が
、
震
が
死
ぬ
ほ
ど
好

電

…

き
だ
と
言
う
ζ
と
で
あ
る
・
な

沖

一

る
ほ
ど
と
思
う
・
ね
ば
り
強
く

叩
く
り
山
挫し、

く
り
燥
し
、
学
び

唱
な
が
ら
行
動
す
る
.
結
局
ζ
れ

m
が
成
功
の
鍵
と
説
む
・
理
論
と

問
実
践
、
ど
の
世
界
で
も
同
じ
で

叩
あ
る
。
働
く
者
の
立
場
で
の
社

仲
会
変
臨
も
そ
'つ
だ
と
思
う
.
蛾

345 



(2 ) 

進
を
結
び
つ
け
、
共
に
闘
う
」
と

川

決
意
表
明
。

川

-r
険

会
場
で
は
H

ゆ
る
す
な
神
宮
白
河

川

一

事

mv

の
指
名
解
雇
M

の
募
金
が
訴
え
ら

山

一

JIH

れ
、
六
万
六
千
円
が
寄
せ
ら
れ
、

…
一
一
一、
」

争
議
団
員
を
励
ま
し
ま
し
た
・

…
ダ
一
土砂

金
国
各
地
で
行
な
わ
れ
て
い
る
争
議
団
の
子
ど
も
や
、
家
族
も

…
イ
一
務

「神
電
気
争
議
の
全
面
解
決
を
せ
隊
列
に
加
わ
っ
た
デ
モ
隊
は
、
八

…
ラ
一
一川
¥

ま
る
大
運
動
」
l
東
京
=
一
多
勝
手
工
場
の
景
品
ま
で
、
ン

一

笠

U
V

壁

で

は
、
十

一
月
十
四
日
に
=
一
ュ
プ
レ
ヒ
コ
l
ル
を
ひ
び
か
せ
な

泊

E

E
Zリ

レ
l
抗

ま

が

ら

行

進

言

し

た

・

員

一

一対

の
日
以
後
の
行
動
と
し
て
行
な
わ
れ

お
庖
か
ら
飛
び
出
し
て
、

M

ガ
川

aA一
司

E

i

-
i
 

ま

し

、

た

。

ン

パ

レ

H

と
手
護
っ
て
く
る
人
…

時
計
一
~ぷ

朝
か
ら
、
大
型
パ
ス
二
台
で
行
な
と
、
地
域
住
民
か
ら
も
応
恒
雄
を

川
一
時
一

YS

勤
し
た
仲
間
も
、
夜
の
狭
間
公
園
う
け
ま
し
た
。
闘
い
は
、
東
京
工

川

3
一一言
占

の
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
.
集
会
場
前
で
の
昼
休
み
集
会
こ
面
、

川

一

肩

割

r

で
国
労

・
八
王
子
支
部
の
陽
田
則
写
瓦
)
な
ど
を
成
功
さ
せ
、
十一

川

一

一凶
際

窓
口
畏
は
「
国
鉄
の
分
割

・
民
営
月
二
十
一
日
の
日
比
谷
野
音
集
会

川

言

咽

制

化
の
闘
い
と
、
沖
沼
気
争
議
の
前
へ
(
詳
細
は
次
号
)。

デ
モ
は
沖
電
気
八
王
子
工
場
ヘ

罫事92宅吾

三
多
摩
集
会
に
三
百
人

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

一一一医健全ミミ
藤
剛
彰
髪
罷
喜
一
一
「

日訪れ町一時イ

一一三
一一一λ

ヨf

方畑道ヨミミ一言一一一
(
訪
日
当
い

こ

れ

ま

で

に

も

次

の

よ

う

な

重

た

「仮
想
事
故
」
と
が
想
定
さ
れ
は
ソ
迎
に
限
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
で

大
な

原

子

炉

の

事

故

が

起

き

、

大

て

い

ま

す

。
乙
の
「
仮
想
事
故
」
も
日
本
で
も
、
都
故
の
公
表
が
お

量

の

放

射

能

が

ば

ら

ま

か

れ

て

来

で

さ

え

数

十

万

キ

ュ

リ

ー
の
予
想
く
れ
、
経
微
に
発
表
さ
れ
る
と
い

ま
し
た
。

で

す

か

ら

、
ス
り
1
マ
イ
ル
の
事
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
.

一

九

五

七

年

、

イ

ギ

リ

ス

の

ウ

放

は

き

わ

め

て

市

一

大

な

放

射

能

も

そ

し

て

事

故

は

、

予

恕

外

の

原

ィ
ン
ズ
ケ
l
ル
で
該
兵
器
用

の

核

れ

で

あ

っ

た

と

い

え

ま

す

。

因

で

起

こ

り
ま
す
。
予
想
さ
れ
る

物

質

を

生

産

す

る

康

子

炉

が

大

火

今

年

の

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

の

原

す

べ

て

の

原

因

に

つ

い

て

は

安

全

災
・
一

九
六

一
年
、

ア

メ

リ

カ

の

発

事

故

も

含

め

て

、

ζ
れ
ら
の
事
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す

軍

隊

が

北

極

な

ど

に

駐

屯

す

る

時

故

を

起

ζ
し
た
原
子
炉
は
、
す
べ
か
ら
、

予
想
外
の
思
い
が
け
な
い

持
ち
運
ぶ
発
電
用
原
子
炉
S
L
1

て
種
頭
が
奥
な
る
も
の
で
す
。
日
原
因
で
事
故
が
起
き
る
の
は
、
い

の

事

故

。

一

九

七

五

年

、

ア

メ

リ

本

の

原

発

は

タ

イ

プ

が

迦

う

か

ら

っ

て

み

れ

ば

当

然

で

、

予

怨

さ

れ

カ
の
ブ
ラ
ウ
ン
ズ
フ
ェ
リ
ー
で

の

大

丈

夫

と

は

い

え

な

い

ζ
と
を
、
た
原
因
で
起
こ
っ
た
事
故
な
ら
、

原

子

炉

の

大

火

災

。

一

九

七

九

年

、

歴

史

は

示

し

て

い

ま

す

・

対

策

を

サ

ボ

っ

て

い

た

か

ら

に

は

ア
メ
リ
カ

・
ス
リ
1
マ

イ

ル

島

の

日

本

に

は

現

在

、

三

十

四

誌

の

か

な

り

ま

せ

ん

。

予

想

外

の

原

因

原
子
力
発
電
所
の
大
事
故
。
こ

れ

原

発

が

動

い

て

お

り

、
電
力
の
四
と
は
、
た
と
え
ば
S
L
1
の
事
故

は

基

本

的

に

は

日

本

と

同

じ

タ

イ

分

の

一
が
原
発
に
よ
る
と
い
わ
れ
で
は
、
失
恋
し
た
兵
隊
が
原
子
炉

プ

の

軽

水

炉

で

し

た

が

、

粧

水

炉

て

い

ま

す

・

ζ
の
割
合
は
正
月
三
の
上
に
よ
じ
登
り
、
田
さ
七
十
キ
ロ

史
上
股
懇
の
事
故
で
、

数

百

万

キ

カ

日

に

は

も

っ

と

ふ

え

一

、

原

発

砲

ぜ

の

制

御

俸

を

引

き

抜

い

て

し

ま

ュ
リ
l
の

放

射

性

物

質

が

環

境

中

来

の

電

力

は

六

五

析

に

も

の

ぼ

り

っ

た

の

で

す

。

コ

ン

ト

ロ

ー
ル
装

に

放

出

さ

れ

ま

し

た

。

ま

す

.
乙
れ
は
原
発
が
、

一
度
止
削
胞
を
失
っ
た
原
子
炉
で
は
急
激
に

日

本

の

原

子

力

発

電

所

が

安

全

め

る

と

運

転

を

再

開

し

て

正

常

状

防

相

分

裂

反

応

が

起

乙

り

水

が

沸

騰

審

査

を

す

る

時

、

技

術

的

見

地

か

態

に

戻
す
の
に
何
回
も
か
か
る
と
し
一
一
一
人
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
死
に

ら

み

て

起

と

り

う

る

政

大

事

政

を

い

う

や

っ

か

い

さ

な

の

で

、
な
る
ま
レ
た
.
ブ
ラ
ウ
ン
ズ
フ
ェ
リ
ー

予

想

し

た

「

重

大

事

故

」

と

、

技

べ

く
止
め
ず
に
お
き
、
電
力
の
い
の
原
発
火
災
も
、
佐
般
会
社
の
労

術
的
に
は
起
こ
り
え
な
い
け

れ

と

ら

な

い

時

期

に

は

火

力

や

水

力

発

働

者

が

放

射

能

も

れ

を

防

ぐ

た

め

万
々
が
一
の
た
め
に
と
考

え

ら

れ

電

所

を

止

め

る

、

だ

か

ら

尿

発

自

の

密

閉

構

造

を

確

認

す

る

た

め

来
の
電
力
が
多
く
な
る
わ
け
で
、
に
、
す
き
ま
風
が
来
る
か
来
な
い

原
発
を
や
め
た
ら
ロ
ウ
ソ
ク
生
活
か
ロ
ウ
ソ
ク
の
火
を
近
づ
け
た
の

に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
原
因
で
ケ
ー
ブ
ル
が
燃
え
、
大

の
で
す
。
せ
ま
く
て
人
口
密
廃
か
火
災
事
故
に
歪
り
ま
レ
た
。
乙
う

高
い
日
本
で
、
=
一
十
四
基
も
の
原
し
た
予
想
外
の
原
因
に
は
対
策
が

発
を
抱
元
、
ま
だ
迎
殴
し
よ
う
今
と
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
も
ろ
い
と
い

し
て
い
る
の
は
全
く
無
線
と
い
う
う
結
果
に
な
り
ま
す
・

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事
故
が
起

と
っ
た
翌
々
日
に
は
、
一
千

J
M

こ
の
記
事
は
、
安
斎
育
郎
さ
ん

以
上
離
れ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
ス
〔
立
命
館
大
学
教
掻

・
放
射
線
防

ウ
ェ

l
デ
ン
で
放
射
向
か
み
つ
か
護
学
〕
と
、
「
婦
民
新
聞
」
(
帰

り
ま
し
た
。
放
射
能
は
時
速
二
十

人
民
主
ク
ラ
ブ
(
再
建
)
の
機
関

J
ほ
ど
の
速
さ
で
拡
散
し
て
行
っ
紙
)
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
す
.

た
わ
け
で
す
.
原
発
事
故
後
の
退
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十
月
の
あ
る
日
。
争
議
団
の
七
人
は
よ
連

帯
と
友
情
を
深
め
る
た
め
H

の
大
義
?
で、

一
泊
の
ド
ラ
イ
ブ
を
行
い
ま
し
た
。
下
回
を

拠
点
に
走
り
ま
わ
り
、
目
的
を
達
し
?
、
山

場
の
た
た
か
い
へ
の
決
意
を
閉
め
ま
し
た
。

hr田
島

E

九
、
J

説
得
」
八
王
子
人
権
擁
一
線
委
員
。

q
r
z
-
F
K・2
t
u

-
i
t
t
i引
戸

炉

、

ー

ーし
か
し
、

ζ
の
よ
う
な
勧
告

横

暴

は

許

さ

な

し

を
無
視
し
、
沖
電
気
は

十
月
二

東
京

・
八
王
子
に
あ
る
沖
電
気
社
員
も
対
象
に
聞
か
れ
て
い
る
も
十
六
日
の
「
大
運
動
会
」
に
、
二

工
業
E
D事
業

本

部

の

、

米

国

徳

の

で

す

・

人

の

奥

さ

ん

の

参

加

を

拒

否

し

ま

治
さ
ん
(
四
二
)
と
、
鹿
角

(か

昨
年
も
、
波
多
野
八
王
子
市
長
レ
た
。

つ
の
)
輔
副治
さ
ん
合
ニ
六
)
の
こ

が
直
接
、
沖
む
気
を
訪
ね
「
家
族

ζ
の
不
当
な
差
別
事
件
は
、
朝

人
の
奥
さ
ん
は
、
神
電
気
争
議
団
そ
ろ
っ
て、

参
加
で
き
る
よ
う
に

日
、
毎
日
、
読
売
、
東
京
の
各
新

凸
で
す
。

レ
て
ほ
し
い
」
と
、
会
社
に
再
考
聞
が
報
道
し
ま
し
た
・

「あ
な
た
の
奥
さ
ん
は
、
参
加

を
求
め
ま
し
た
・

一

一
組
の
夫
婦
は
、
「
大
企
業
の

さ
せ
な
い
」
と
、
今
年
も
参
加
を
今
年
も
、
二
組
の
夫
婦
は
各
方
職
場
で
、
人
間
の
尊
厳
を
ふ
み
に

拒
否
さ
れ
ま
し
た
・
沖
沼
気
は
、
面
に
要
請
し
ま
し
た
・

じ
る
こ
ん
な
ひ
ど
い
乙
と
が
、
目

ζ
れ
ま
で
、
株
式
総
会
の
胤
上
で

争

「家
族
の
参
加
を
認
め
る
よ
う
常
茶
飯
に
お
と
な
わ
れ
て
い
る
。

も
、
社
長
が
、
「
大
白
の
指
名
解
に
御
告
し
ま
す
」
八
王
子
労
政
世
論
に
訴
え
、
会
社
に
謝
罪
さ
せ

服
問
題
に
対
す
る
態
度
の
い
か
ん
事
務
所
長
。

る
ま
で
、
た
た
か
い
た
い
」
と
決

に
よ
っ
て
従
業
員
を
差
別
す
る
よ

争

「み
な
さ
ん
の
希
望
が
、
生
か
怠
を
諮
っ
て
い
ま
す
。

う
な
ζ
と
は
レ
な
い
」
と
言
明
し
さ
れ
る
よ
う
に
検
討
す
る
」
束
十
月
二
十
六
日
に
は
、
東
京
弁

て
い
な
が
ら
、

二
人
を
参
加
さ
せ
京
都
・
労
政
部
・

強
士
会
の
人
権
擁
護
委
員
会
に
申

て
い
ま
せ
ん
@

+

「
要
求
に
そ
え
る
よ
う
知
恵
を
し
立
て
も
し
ま
し
た
。

運
動
会
は
、
会
社
と
労
働
組
合
レ
ぽ
り
た
い
」

法
務
省
人
権
擁

A
激
励
先
V
O
四
二
六
・
六
三

の
共
催
で
、
従
業
員
の
家
族
は
も
限
局
。

五
七
二
五
.
沖
電
気
争
議
団

八

ち
ろ
ん
、
パ

l
ト
、
関
係
企
業
の

争

「
人
権
侵
害
を
や
め
る
よ
う
に

王
子
支
部
・

1986$12月 1日

八王子市長『人としてやってはいけないこと』

左から米田和恵さん、鹿角サダ子さん

波田野市長、鹿角譲治さん

そして、米田徳治さん (10/18)

大事故は予想外の原因から

¥もれた放射能の拡散は早い¥

高速増殖炉「常陽」



1986年 12月 1日

喝裁も
松本豊 (9歳)

、
ァ
ち

n
w
h
母
さ
ん
は
、
い
に

一

け

た

け

り

フ

毛

軒

ρ
f
呼
か
-

6
タ
州
た

η
6
宇野

U
-
h
J
り
ま
-

て
広
七、
ら
い

τ
り
き

F
U

一

制
、
b

ま
を
と
か
知
あ

B

B
広
-

M
初
の
po
呼川円
9
v
r
、
勺
け
は
夫

主
℃
ワ
呼
円
分

U
』う
け
に
う

ち

を

か

ま

1
3

.0

6
-

ま
ぎ
A
M
・

出

V

ラ
た
二
と
が
あ
毛
け

f
っ
か
丸
4
6
ι

ぇ。

4μ
け
p
d
J
ι

か
芝
、
u
u
ぱ
人
前
砕
いω
3
E
d
x
s
r
/千
代

-

T

ワ
が
が
れ
乙

4

つ
に
か
、
ス
コ
ア
与
二
京
g
q

う
ぢ

γ
』{
 

也
ん
た
ノ
』
f
JC

/

し
た
リ
ム
ど
ん
主
ほ
-
L
人
リ
リ

Z
J
川

一

ろ
か
作

事

E
L
t
け
ま
す

9

制
初
か

・り
い
れ
も
ま
?

と

i

i

ー

っ
け
M
U

L
-
-
』

t
Eず
5
3
で
よ
る
か
手
ビ
キ
-
A
M

、
つ
一

か
糸
工
け
7
3
h
ず
り
L
や
午

、ら
か
い
引
と
い
い
ま

F
e

抑
か

6
F
5
1
r
γ
三一十

ヲ
こ

μ
ら
U

の
L
コ
Z
E

A
V
73

の
引
ほ
ん
と
、
y
に

7

か
れ
Z
U
4
2
人
削
げ
ん
ど
あ
主

仏
t
t
w岬
Z
ん

B

，。

指名解雇 された沖電気の仲間を支援する会ニュース

沖電気争議団一子どもたちの作文

リ

J
L
H

F

MH

，7

。

人活センター

からの告発

第 92号(3 ) 

(三
百
円
)

〈注文は沖・支援する会へ〕
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安川



(4 ) 

「労
働
基
準
法
の
全
面
改
悪

反
対
、
真
の
男
女
平
等
実
現
、

人
間
ら
し
く
働
く
磁
場
め
ざ
す

n
・
内
総
行
動
」
が
十
一
月
十

三
目
、
東
京
で
行
な
わ
れ
た
.

神
電
気
争
議
団
を
は
じ
め
、

解
庖
や
、
差
別
と
闘
っ
て
い
る

伸
問
、
都
職
労
や
都
教
組
、
東

京
統
一
労
組
態
婦
人
連
絡
会
な

ど
が
実
行
袋
員
会
を
つ
く
り
、

朝
の
駅
頭
宣
伝
や
労
働
省
、
労

働
葦
準
局
、

B
経
連
そ
の
他
へ

の
要
請
行
動
、
デ
モ
な
ど
多
彩

な
行
動
を
朝
か
ら
、
夜
ま
で
行

い
ま
し
た
.

昼
休
み
は
、
ニ
コ
l
ス
に
分

か
れ
デ
モ
行
進
.
丸
の
内
の
筋

第 92号

一
生
命
か
ら
出
発
し
た
、
女
性

を
中
心
に
し
た
約
五
百
人
の
隊

列
は
、
「
母
性
保
護
の
権
利
を

専
う
な
」
、
「
国
鉄
の
分
割
、

民
岱
化
反
対
」
、
「
核
兵
穏
を

防
絶
し
よ
う
」
、
「
軍
事
費
を

削
っ
て
福
祉
、
教
育
に
ま
わ
せ
」

な
ど
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を

響
か
せ
ま
し
た
.

夜
は
、
日
本
教
育
会
館
で
集

会
を
聞
き
、
行
動
を
交
流
し
、

革
新
都
政
再
建
を
醤
い
あ
い
ま

し
た
.「

い
つ
も
、
企
業
は
婦
人
か

ら
手
を
つ
げ
る
「
合
理
化
」

人
べ
ら
し
な
ど
も
、
ま
っ
さ
き

に
腕
人
が
首
を
切
ら
れ
る
.
民

あ
る
企
撲
の
健
康
調
査
に
よ
る

と
、
=
一
+
代
前
半
で
は
五
人
に
一

人
が
、
後
半
で
は
、
四
人
に
一
人

川

叩
月
幻
自

夕
張
炭
砿
籾
ピ
う

が
肥
満
し
て
い
る
と
い
う
結
果
が

川

国
鉄
を
守
る
国
民
会
織
が
決

で
ま
し
た
・
肥
満
が
原
因
で
起
る

酒
が
減
ら
な
い
と
い
う
人
は
多

川

起
集
会
・

病

気

は

、

糖

尿

病

、

出

病

、

高

い

・

雪

、

と

飯

に

換

算

し

て

み

川

叩

月

首

1
引
目

デ
l
タ
シ

血

圧

、

腰

痛

、

ひ

ざ

関

節

痛

な

ど

る

と

わ

か

り

や
す
い
で
す
ね
・

川

ヨ
ウ
会
場
前
で
宣
伝
行
動
・

と
、
数
多

く

あ

り

ま

す

。

@

ご

は

ん

茶

わ

ん

に

経

く

一

杯

は

川

国
鉄
汐
留
駅
デ
モ
。

「
栄
養
と
料
理
」
九
月

号

よ

り

約

百

六

十

J
m
Hウ
イ
ス
キ
ー

川

間
月

n日
沖

電
気
争
議
支
援

肥
満
傾
向
の
人
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

V
Y切
グ

ラ

ス

ダ

ブ

ル

一

杯

(

六

十

四

川

中
央
共
闘
会
議
が
郁
務
局
会

を
紹
介
し
ま
す
-

-
A
J

d
)
H日
本
酒
は
銚
子
一
本
・

川

機・

-

d

朝
食
は
按
か
な
い
、
か

占

る

e

@

ピ

l
ル
大
び
ん
一
本
(
六
百
三

川
叩
月
初
回

全
部
大
行
動
で
沖

.
aEE--h

な
ら
ず
野
菜
を
食
べ

「.H
，

U
昼
は
、
定
食
物
を
選
ぶ
・
1
ス
や
野
菜
ジ
ュ

ー
ス
、
拠
物
を
十
=
一

J
耐

〉

H
Cは
ん
茶
わ
ん
一

川

町
片
岡
本
社
へ
抗
綴
・

;
.
 

る
.

γ
一
日
の
活
励
制
源
叫
で
あ
る
羽
食
を
底
食
は
、
社
員
食
堂
が
あ
れ
ば
缶
コ
|
ヒ
l
や
、
コ
l
ラ
類
は
乙
れ
を
目
安
に
飲
酒
轟
最
血
を
確
際
す

川

日
立
武
蔵
争
蟻
の
述
幣
と
交

疲
い
て
は
、
昼
ま
で
の
充
分
な
活
積
極
的
に
利
用
し
て
下
さ
い
.
め
砂
糖
の
と
り
す
ぎ
に
な
り
ま
す
の
る
と
よ
い
で
す
ね
.

川

流
の
タ
ベ
・

動
が
で
き
な
い
し
、
一
食
扱
い
た
ん
類
や
、
ど
ん
ぶ
り
物
の
よ
う
な
で
、
飲
ま
な
い
よ
う
に
。
お
つ
ま
み
は
、
脂
肪
の
少
い
、

川

竹
月
4
日

カ
ネ
ミ
油
脂
の
行

と
い
う
安
心
感
や
、
空
腹
感
か
ら
一
品
料
理
よ
り
も
、
脂
肪
の
少
い

E

a
J

残
業
の
時
は
、
軽
く
食
魚
や
肉
、
豆
腐
な
ど
の
良
質
の
た

川

動。

…q
u
-

昼
食
で
一
度
に
た
く
さ
ん
食
べ
て
肉
や
魚
に
野
菜
と
い
う
定
食
物
を

f
i
-
-
-

べ
帰
宅
後
に
補
足
を
・
ん
ぱ
く
質
一
似
を
数
品
・
あ
と
は
、

川

H
月
5
白

神

電
気
東
京
地
区

し
ま
っ
て
は
逆
効
果
で
す
a

ダ
イ
選
ぶ
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
・
夜
は
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
少
和
え
物
や
お
ひ
た
し
、
煮
物
な
ど

川

昼
休
み
工
場
前
集
会
(
五
百

エ
ッ
ト
に
は
、
一
回
に
弐
へ
る
畳
外
食
の
と
飯
は
、
多
め
な
の
で
な
い
し
、
ダ
イ
エ
ァ
ト
す
る
な
ら
の
野
菜
を
主
に
選
ぶ
ζ
と
・
ナ
γ

川

人
)
。

を
少
な
く
し
て
、
回
数
を
多
く
食
小
盛
り
に
し
て
も
ら
う
か
、
自
分
艦
〈
食
べ
た
方
が
い
い
で
す
ね
・
ツ
類
、
ス
ナ
γ
夕
張
子
な
ど
は
、

川

円
月
6
日
沖
・

千
代
田
共
闘

べ
た
方
が
効
果
的
で
す
・
一
日
に
で
残
す
な
ど
関
節
し
て
下
さ
い
・
残
業
で
迎
く
な
る
場
合
は
、
夕
食
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
、
塩
分
も
高
い
の

川

会
磁
が
単
組
代
表
者
会

m・

股
低
三
食
は
、
規
則
正
し
く
食
べ
ざ
る
そ
ば
な
ど
で
、
軽
く
す
ま
せ
時
に
糧
く
、
め
ん
類
か
、
パ
ン
と
で
さ
け
ま
し
ょ
-つ・

川
竹
月
7
目

安
中
報
告
集
会
・

る
ζ
と
が
基
本
で
す
・
て
し
ま
う
と
、
霊
感
か
ら
、
夜
牛
乳
だ
け
で
も
食
べ
て
お
き
、
帰
(
東
京

・
芝
病
院
の
西
川
護

川

活
気
争
織
を
知
ら
せ
る
東

働
く
人
は
、
昼
食
も
外
食
に
な
に
ま
と
め
食
い
と
い
う
ζ
と
に
な
宅
後
に
、

ζ
の
祭
器
官
計
算
に
入

土
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
す
)

川

京
地
方
裁
判
所
前
ピ
う
ま

る
と
と
が
多
い
だ
け
に
、
外
食
で
り
ま
す
の
で
、
昼
食
は
し
っ
か
り
れ
て
、
一
食
分
の
夕
食
に
考
え
る

川

き
@
神
・
港
区
単
組
代
表
者

不
足
が
ち
に
な
る
霊
を
、
朝
食
食
べ
る
べ
き
で
す
・

わ

け

で

す

・

瞬

間

夕

方

ヨ

川

会
職
。

で
必
ず
食
べ
る
よ
う
に
し
て
下
さ
め
ん
類
な
ら
具
の
入
っ

た

な

べ

家
で
食
べ
る
の
は
、

主
食
は
や

崎

川

げ

政

茸

札

恥

r
川

口
月
8
自

国
鉄

・
育
楽
町
駅

ぃ
.

焼

き

う

ど

ん

や

五

回

そ

ば

に

し

ま

め

て

お

か

ず

だ

け

と

い

う

ζ
と

に

磁

除

略

立

U
制

晶

画

『

川

前
の
抗
議
行
動
・

い
た
め
物
な
ど

に

し

て

、

重

し

よ

う

・

い

ず

れ

に

し

て

も

、

外

な

り

手

・

勝

府

民

や

鈎

J
V
4
治

f
川
刊
月
刊
日

東
京
都
屋
外
広
告

や
人
診
、
ニ
ラ
、
ピ
ー
マ
ン
な
ど
食
で
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
盤
え

・
ぺ

二
四
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
飲
蹴
関
開
出
官
箆

匙

閉

山

物
条
例
の
検
討
会
。
池
貝
争

A
守

恒
一
吋
晶
刈
帥
rも

I
4J
f
L
F
M
M

・H

の
緑
黄
色
野
菜
を
使
っ
た
も
の
を
る
の
は
難
し
い
の
で
、
食
後
に

T
r
み

す

ぎ

な

い

工

夫

莞

努

ひ

停

ム

唱

川

磁
の
朝
ピ
ラ
座
り
込
み
・

意
織
的
に
登
場
さ
せ
て
下
さ
い
・
乳
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
ト
マ
ト
ジ
ュ
食
取
の
置
は
、

執
ら
せ
て
も
、
現
辺
訊

J
r匙
E

・4
U

川
竹
月
刊
日

東
京
総
行
動
で
日

」
司
l
J
司
1
J
31
J
1
1J
司
|
J

1
1
4
1l
J1
l
i
t
-
-
4
l
J
T
l
J
T
|
J
1
11
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

山

士
銀
行
本
庖
前
行
動
.

医
日
医
医
巳
匡
巳
医
医
官
民
団
匡
巳
巨
巨
匠
巨
に
旨
医
巴
匡
巴
百
足
医
官
巳
医
官
医
匡
匡
巨
巳
直
医
巴
同
国

E
回
目
配
閣

E

H

I
l
li
-
-
-
-
-I
l
l
i-
-
l
i
l
l
1
Il
l1
1
1
1
1

川
竹
月
ロ
日

沖
む
気
争
犠
の
第

沖
争
議
の

T

T

シ
ャ
ツ
の
僚
に
な
る
よ
う
に

F
3

勝

利

の

た

め

γ回
和
解
交
渉
・
リ
ー
ダ
イ

シ

ャ

ツ

で

優

勝

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
・
量

と

一

P

共

に

闘

う

川

護
で
決
起
集
会
・

nm
-
東
武
小
学
校
職
組

)

P

Jイ
3
1
F
d

川
け
月
日
日

婦
人
総
行
動
で
沖

中
川
さ
ん

i
t
J
J
・-;;ー

μ

(佐賀)

ひ

ろ

子

さ

ん

・

J:Uぺ小川・
3

全

建

労

滋

賀

支

部

川

電
気
本
社

前

雲

-
z

m

沖
電
気
争
議
団
が
作

っ

た

「

職

ガ

ン

バ

レ

目

崎

吟

よ

・

襲
省
も
、
第
七
次
の
定
員
べ

川

体
阻
止
全
国
集
会
・

ド

場
に
カ
エ
ル
」

T
ン
ャ
ツ
を
、
十

長

山

幸

子

⑤

が

G
ら
し
で
す
・
人
が
減
っ
て
も
仕
事

川
日

日

沖
裏
八
王
子
工

も

九
枚
貿
い
ま
し
た
・
パ
レ
1
ポ
1

8

4

，
a

t

撮
ら
ず
・
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

川

器

で

議

行

動

・

5
一
味

ル
大
会
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
と
レ
て
、
語
、
沖
電
気
争
議
団
の
富
り
強
さ
「
は
た
ら
く
」
か
ら
見
て
、
に
は
予
算
が
つ
き
ま
す
が
、
防
災

川
什
月

日

パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
製

沢一

μ
使
い
ま
し
た
・
見
事
に
優
勝
レ
ま
ひ
ろ
子
さ
ん
の
高
校
の
級
友
で
と
て
も
よ
く
感
じ
ら
れ
ま
す
・
私
は
削
ら
れ
て
い
ま
す
・
賃
金
も
安

川

靴
工
紛
の
お
別
れ
交
流
会
-

M
一
ペ

レ
た
の
で
、
記
念
写
真
で
も
と
っ
す
・
神
電
気
争
議
、
今
が
辰
大
の
も
微
力
な
が
ら
、
速
い
沖
縄
か
ら
い
-
労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る

川
竹
月
川
目

マ
ス
コ
ミ
総
行
動

c

d
て
、
お
送
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
・

山
崩
で
す
ね
・
み
な
さ
ん
の
ね
ば
応
警
続
け
ま
す
・
社
会
め
ざ
し
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う

川
口
月
初
日

国

議

室

阻

止

大
集
会
.

間
企
業
で
働
く
婦
人
た
ち
が
、

力
を
合
わ
せ
て

ζ
の
総
行
動

を
六
カ
月
の
準
備
で
成
功
さ
せ

る
乙
と
が
で
き
て
、
ほ
ん
と
う

に
感
激
し
て
い
ま
す
」
と
、
神

電
気
争
議
団
の
中
村
光
子
さ

ん
.ま

た
、

ζ
の
総
行
動
の
よ
び

か
け
人
の
一
人
、
神
電
気
争
犠

回
の
婦
人
部
長
、
五
味
田
駒
子

さ
ん
は
、
沖
電
気
本
社
前
で
「
円

高
不
況
を
口
実
に
、
沖
電
気
は
、

生
理
休
暇
の
賃
金
補
償
の
切
り

下
げ
な
ど
、
労
働
条
件
の
改
惑

を
提
案
し
て
い
る
.
こ
ん
な
不

当
は
許
せ
な
い
」
と
決
意
を
語

り
ま
し
た
.

1

1
0
1

1
0
1

1
0
1

|

 

.
新
刊
パ
ン
フ
「
東
京
の
は
た

ら
く
婦
人
」
が
好
評
で
す
。
定

価
は
二
百
円
.
注
文
は
、

0
5

・q
4
3
・6
4
6
1

へ・

ーはの
へ一T-
フ
〆息
長
-
ヰ
一
北
海
若
干
三
某
↑
口

町
r
h

斤

主

ゐ

人

言

ヒ

一

白

人

仇

〔

庫

」

長

手

介

E
Uれ

一軒
幹
殺
を
直
」
ι
k

=一
o
い

348 

池
上
保
子
の
ホ
イ
ホ
イ
料
理

は
、
一
回
お
休
み
で
す
.



198ワ年 1月 1日

晃
し
志

き
喜

ま
真マ

発支援する会事務局
行事務所東京都港区三回

F斤 3- 2-20

電館 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6ー 75240

加入者名沖電気 の不当解雇

を撤回させ る会

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

か
l

ね
こ
李
向
ソ
オ
ω

第 93号

1987年

1月1日

|固29悶 |

マ菅野江美子

村川上
叩うす九7)

久
雄

揮~ 93宅聖

いら うヂ (6) 

子さん

すだよう乙 (7)

あ
の
時
お
な
か
に
い
た
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
も
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の
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舟
紛

4

.

H

「沖
電
気
の
不
当
解
雇
を
撤
回
解
胞
を
自
分
と
家
族
の
問
題
と
し
昔
話
ら
れ
る
は
ず
も
な
く
、
語
大
き
く
変
り
ま
し
た
。

護

闘

い

に

触

れ

た

多

く

の

人

び

と

圃

園

園

山

レ

L

L

:
草
し
た
。
今
回
の
総
高
は
、
争
擁
護
の
重

引

さ
せ
る
会
」
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
て
と
ら
え
な
お
レ

w
労
働
組
合
と
放
っ
て
お
い
て
も
反
対
運
動
は
衰
い
計
算
と
準
備
の
上
で
解
庖
し
た
が
、
考
え
さ
せ
ら
れ
、
励
ま
さ
れ
、
・
・
・
・
・
・
・
・
・

a
，‘
.. 
川
要
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
沖
沼
気
争
議
と
労
基

「わ
た
し
た
ち
の
争
販
は
、
恵
ま

は
な
に
か
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
u

弱
し
、
消
滅
す
る
と
読
ん
で
い
た
神
電
気
資
本
は
、
労
務
政
策
を
変
働
く
者
の
団
結
に
よ
っ
て
、
不
安
ち
は
じ
め
て
い
ま
す
。
努
力
に
、
あ
ら
た
め
て
目
を
み
は
川
法
の
改
惑
が
企
ま
れ
て
い
る
中
で
の
行
動
で
し

れ
て
い
ま
し
た
」

と
、
聞
か
さ
れ
の
浬
解
を
深
め
て
い
ま
す
。
そ
う
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
ぇ
、
指
名
解
腐
を
撤
回
し
な
け
れ
な
く
生
き
る
日
の
く
る
乙
と
を
、
「
恵
ま
れ
な
い
」
争
議
か
ら
、
る
思
い
が
レ
ま
す
。
川
た
。
電
機
産
業
に
働
く
仰
聞
と
地
域
の
労
働
者

私
は
、
そ
の
度
に
吃
鰐
(
き
っ
き
し
た
な
か
で
、
沖
電
気
争
議
に
対
私
も
、
「
恵
ま
れ
な
い
」
争
議
ば
な
ら
な
い
と
と
ろ
に
追
い
ζ
ま
ま
だ
小
さ
い
に
レ
て
も
自
信
を
も

「恵
ま
れ
た
」
も
の
へ
の
見
事
な
八
年
の
歳
月
は
、
神
電
気
争
議
川
二
百
人
が
本
社
抗
強
、
昼
デ
モ
(
約
五
百
人
)
、

ょ

う

)

し

て

い

ま

す

。

転

換

を

、

評

論

家

風

に

、

「
弁
証
団
の
一
人
ひ
と
り
を
、
立
派
な
労

N

各
省
庁
交
渉
に
参
加
を
し
ま
し
た
。

話

は

つ

づ

き

ま

す

。

「

指

名

解

法

」

う

ん

ぬ

ん

で

、

片

ず

け

る

の

働

者

に

鍛

え

、

強

い

精

神

を

も

っ

h

労
働
省
に
は
、
長
時
間
残
業
や
不
払
い
残
業

腹

う

け

た

頃

か

ら

、

全

産

業

に

聞

は

簡

単

で

す

が

、

そ

こ

ま

で

、

は

た

人

聞

に

成

長

さ

せ

た

の

で

す

。

川

を

な

く

し

、

労

働

者

の

生

活

と

健

康

を

労

基

法

じ

よ

う

な

人

減

ら

し

合

理

化

が

、

り

つ
い
て
話
を
聞
き
、
訴
え
、
組
そ
の
と
と
に
、
勝
虚
で
あ
る
と
問
刊
の
改
正
を
申
し
入
れ
ま
レ
た
.

強
行
さ
れ
ま
し
た
。
闘
い
に
な

っ

織

し

、
考
え
、
体
で
理
解
し
、
そ
時
に
、
自
信
を
も
っ
て
欲
し
い
の
川
目
立
中
研
の
仲
間
十
二
人
か
、
新
た
に
賃
金

た

と

と

ろ

は

、

少

な

い

の

で

す

が

、

れ

を

く
り
か
え
し
、
同
時
に
自
分
で
す
。
す
ば
ら
レ
い
無
形
の
財
産

N

差
別
の
闘
い
を
お
こ
レ
て
い
く
決
意
が
表
明
さ

そ

れ

だ

け

に

、

多

く

の

労

働

者

が

、

を

高
め
て
と
ら
れ
た
み
な
さ
ん
の
が
身
に
つ
い
た
の
で
す
.

川
れ
、

参
加
者
を
大
き
く
励
ま
す
行
動
と
な
り
ま

し
た
。

(

真

)

通
信
機
三
大
メ
l
力
の
一
つ
益
、
=
一千
人
を
上
回
る
新
採
用
、

一
方
、
解
雇
後
の
臓
場
で
は
、
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
一
一

沖
電
気
工
銭
(
本
社

・
東
京
・
九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
-と
、
解
年
十

一
月
に
は
、
支
媛
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
こ
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど
。
庖
(
田
中
さ
ん
)
レ
た
り
、
沖
娘
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

八
四
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
一
九
O
年
に
は

一
兆
円
企
業
を
狙
争
犠
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
作
っ
た
。

蛍
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
。
会
社
は
東
京
地
裁
は
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見
八
四
年
秋
か
ら
は
、
全
国
規

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希

'

r

f

ノ

ノ

〆

r

r

艇
の
迎
動
に
発
展
、
仕
事
差
別

望

退

職

」

募

集

を

提

案

こ

の

あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤
回

闘

争

と

は

を
や
め
さ
せ
た
。
東
京
地
裁
で

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

は

コニ
十
五
人
の
復
職
と
和
解

人
に
、
七
八
年
十

一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も

「指
名
解
回
せ
し
め
亭
強
め、

「
合
理
化
」

金
」
の
勧
告
が
出
た
。

撲
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
レ
て
い
る
。
八
六
年
か
ら
の
「
全
面
解
決

約
二
O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
意
識
改
革
を
す
る
と
と
」
と
在
沖
電
気
争
議
団
の
七
十

一
人
を
め
ざ
す
大
運
動
」
で
、
神
電

強
{
句
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、

一一一『
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
千
を
超
え
る
劣
気
争
犠
は
、
勝
利
の
た
め
の
扱

百
億
円
近
い
史
上
飯
高
の
利
視
を
解
雇

k
と
と
も
明
白
・
紹
や
、
一
万
四
千
人
の

「支
援
大
の
山
協
を
む
か
え
て
い
る
。

台
』
「
L
凡
カ
ヨ
羽
二
一
』
ソ
U
M

↓

菖
4
3
4
居
た
』

t-

.
高
橋
重
雄
さ
ん

(福
山崎
)

マ

什
・
引
中
央
集
会
で
は
、

り

ん

と

一

箱

。

カ

メ

ラ
マ
ン
の
森
住
卓
さ
ん

・

鈴

木

幹

子

さ

ん

に

、

協

力

し

て

い

た

だ

き

ま

肉
マ
ン
、
ア
ン

マ

ン

。

し

た

。

-
梅
原
昌
晴
さ
ん
(
長
野
)

マ
九
度
目
の
正
月
を
迎
え
た

り

ん

ご

一

箱

。

沖

電

気

争

議

団

で

す

が

、

元

.
名
古
屋
精
糖
東
工
労
組

気
に
欝
闘
し
て
い
ま
す
。
会

砂

糖

。

演

の

未

納

な

人

は

、

キ

チ

ン

.
桧
恒
一
勝
義
さ
ん

(震
媛
)

と
レ
て
、
迎
幣
を
し
め
し
ま

み

か

ん

一

箱

。

し

ょ

う

。
よ
ろ
し
く
。

第
問
次
電
機
総
行
動

全
日
参
加
は
二
百
人

昼
の
デ
モ
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つ
ま
り
、
資
本
主
義
社
会
の
中
で

も
、
労
働
者
は
絶
対
的
な
受
身
の

川

F

存
在
で
は
な
く
、
経
営
や
地
域
、

川
竹
用
引
田

町
機
総
行
動
・

制
度
に
対
し
て
一
定
の
彫
響
力
を

川

什
・
引
沖
低
気
争
犠
支
援
中

持
っ
と
と
が
で
き
る
し
、
意
識
的

川

央
集
会
(
日
比
谷
野
音
)。

に
影
響
力
を
悠
大
レ
、

指
導
階
級

山

国
鉄
・
全
国
交
流
会
。

と
し
て
の
主
体
を
形
成
す
べ
き
で

川
刊
月
包
日
S
M日

東
京
地
方

あ
る
、
と
い
う
思
想
で
す
・
と
う

川

争
援
団
第
お
回
総
会

(伊
豆

い
っ
た
言
葉
に
ふ
れ
た
と
き
の
新

川

・

大
川
)

業
団
は
、
全
日
自
労
の
二
十

確

立
し
て
い
き
ま
す
・
で
き
る
だ
ス
的
転
回
」
を
も
た
ら
し
た
と
と
鮮
な
篤
き
を
、
私
自
身
、
忘
れ
る

山
刊
月
間
口
自

国
鉄

・
国
民
会
磁

年
余
に
わ
た
る
失
対
打
ち
切
り
反
け
働
か
な
い
と
と
が
強
い
労
働
組
で
す
・

と
と
が
で
き
ま
せ
ん
・

川

で
全
国
集
会
(
明
治
公
園
)

対
闘
争
の
中
か
ら
誕
生
し
て
き
た
合
の
柾
レ
で
あ
る
、
と
い
う
そ
れ
そ
の
キ
l
・
コ
ン
セ
プ
ト
が
、
民
革
の
観
点
は
、
い
よ
い
よ
輝

川
什
月

μ日

千
取
県

・
大
運
動

組
織
で
す
a

言
わ
ば
、
十
万
人
、
ま
で
の
路
線
か
ら
一
転
し
て
、
市
「
届
わ
れ
者
根
性
の
克
服
」
で
す
・

き
を
増
す
と
思
っ
て
い
ま
す
・

川

総
行
動
。

二
十
万
人
の
国
家
的
な
大
民
に
支
持
さ
れ
る
就
労
態
度
を
組

H

a

p

川
什
月
幻
自
日
本
ペ
イ
ン
ト
影

「
合
理
化
」

H
首
切
り
事
長
合
の
自
毒
律
と
し
て
確
立
し
っ

;

2

2

3

3

3

3

3

j

t

j

i

;

j

d

%

以
剣

山

山

2
2
2・

す
る
、
害
者
ぐ
る
い
の
闘
争
が
っ
、
学
号
l
ル
建
設
や
生
活
道

新

し

い

事

業

体

・

運

動

体

…

聞
が
働
き
、
年
間
総
事
蓄
は
約
い
を
続
け
て
き
た
人
た
主
の
合
っ
た
翼
団
覇
も
、
愉
快
な

ζY習

で

ス

ル

抗

警

産
み
だ
し
た
子
供
で
す
・
路
の
補
修
な
ど
、

地
域

住

民

の

要

五

O
憶
に
速
し
て
い
ま
す
・
ζ
れ
流
を
呼
ぴ
起
ζ
し
な
が
ら
、
労
働
と
に
、
乙
う
し
た
出
界
史
の
大
き

川

動
、
決
起
集
会・

「高
度
成
長
の
中
で
、
失
対
郁
求
を
と
り
あ
げ
、
失
対
の
事
業
計
こ
う
し
た
民
草
と
失
業
者
闘
争
合
運
動
・
地
峨
住
民
運
動
と
の
結
ポ
イ
ン
ト
は
労
働
者
の
自
主
性
や
を
二
年
内
に
倍
加
し
よ
う
と
い
う
者
協
同
組
合
の
う
ね
り
を
乙
の
回
な
流
れ
の
一
部
で
あ
っ
た
わ
げ
で

川
円
月

n
日
本
メ
イ
ル
オ
ー
ダ

撲
は
も
は
や
時
代
遅
れ
だ
」
と
い
固
に
盛
り
込
ま
せ
て
い
く
乙
と
か
の
中
か
ら
、
そ
の
発
展
と
し
て
事
合
、
①
全
国
的
観
点
に
よ
る
運
動
誠
意
、
労
働
者
自
身
の
固
有
の
能
の
が
、
述
合
会
の
回
援
で
す
。
本
に
も
も
た
ら
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
心
強
い
と
と
に
、

川

l
争
議
解
決
報
告
集
会
・
私

う
政
府

・
労
働
省
の
攻
事
か
ら
始
ら
、
そ
れ
は
始
ま
り
ま
し
た
・

業
団
が
、
い
く
つ
か
の
地
域
で
十
の
発
展
で
す
・
新
し
い
事
業
体
・
力
に
か
か
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
こ
う
し
た
事
業
の
発
展
は
、
事
す
・
「
履
う

・
履
わ
れ
る
」
で
は
日
本
で
も
闘
う
労
働
組
合
と
事
業

川

教
述

・
三
争
織
支
俊
民
会
・

ま

っ

た

こ

の

闘

争

は

、

失

対

就

労

数

年

前

か

ら

で

き

て

き

ま

す

・

民

運
動
体
の
発
想
で
す
・
ら
、
事
業
団
が
七
つ
の
原
則
に
基
業
団

・
労
働
者
協
同
組
合
の
主
依
な
い
、
新
し
い
労
働
の
あ
り
方
の
団

・
労
働
者
協
同
組
合
の
交
流
が

川
口
月
初
日

映
画

「ド
レ
イ
工

キ

|

コ

ン

セ

プ

ト

「

雇

者

の

首

切

り

反

対

と

同

時

に

、

失

捕

の

精

神

草

、

「
事

柴

田

七

つ

の

づ

、

て

運

営

さ

れ

る

Z
ら
、
営
利
が
完
全
失
業
者
|
失
業
し
て
職
安
探
求
で
す
・
乙
れ
と
同
時
こ
、
失
始
ま
り
、
生
協
を
は
じ
め
と
す
る

川

場
」
初
年
記
念
上
映
会
・

わ

れ

者

根

性

の
克

服

」

リ

，

w

ピ

ル

メ

ン

事

業

が

「
コ

L

Y

4

H

業
者
の
働
く
抑
利
を

ど

の

よ

う

に

原

貝

」

の

中

に

鮮

や

か

に

継

承

・

企

業

こ

負

オ

な
い
仕
事
を
す
る
乙
に
行
っ
た
人
だ
げ
で
な
く
、
今
日
対
事
業
の
廃
止
と
そ
食
い
止
め
ら
先
輩
の
協
同
組
合
と
郁
業
団
の
、

川
ロ
月
1
日

ピ
ル
メ
ン
争
犠
激

、

.

口
ン
ブ

ス

の

卵

」

に

』

b

保
障
さ
せ
る
の
か
と
い
う
争
い
で
そ
の
後
、
民
革
路
線
は
、
国
民

発
展
さ
せ
ら
れ
て
b
ま
す

と
は
可
能
な
わ
り
で
す
。
圧
倒
的
に
広
が
っ
て
い
る
「
不
安
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
事
業
団
を
地
域
づ
く
り
に
む
け
た
話
し
合
い

川

励
交
流
会
。

も
あ
り
ま
し
た
・
春
闘
の
再
構
築
の
提
案
や
、
中
小
す
な
わ
ち
、
①
良
い
仕
事

・
町

ζ
う
し
た
立
派
な
原
則
の
も
と
郁
栄
団
は
、
さ
ら
に
ゴ
ミ
・
資
定
就
労
胞
」
に
ま
で
鉱
大
さ
れ
た
通
じ
た
失
対
撤
退
現
場
の
確
保
と
川
提
携
が
開
始
さ
れ
て
い
る
の
で

川
ロ
月
2
日

沖
む
気
熊
谷
裁

ζ
の
中
で
全
日
自
労
は
、
失
策
企
業
に
お
げ
る
経
滋
改
也
提
案
の
づ
く
り
に
役
立
つ
車
問
、
②
自
主
に
、
中
高
年
の
人
た
ち
も
働
い
て
源
リ
サ
イ
ク
ル
や
「
老
人
給
食
」

と
と
を
も
意
味
し
て
い
ま
す
・

ゃ
、
「
任
意
就
業
事
業
」
の
実
施
す
・

川

判
・
神
電
気
争
時
間
団
の
全
員

者
を
結
集
し
て
職
安
や
自
治
体
に
と
り
と
み
、
「
町
づ
く
り
」
週
函

・
民
主

・
公
開
に
よ
る
運
営
、
③
生
活
で
き
る
仕
事
の
開
拓
が
開
始

ホ

I
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
福
祉
関
そ
し
て
、
現
に
ピ
ル
メ
ン
で
切
を
基
礎
に
、
公
的
就
労
事
業
の
新
よ
そ
の
園
の
問
題
だ
と
思
わ
れ

川

集
会
・

仕
事
を
要
求
す
る
「失
業
者
闘
争
」
な
ど
、
「
路
線
」
と
し
て
の
姿
を
「
協
同
組
ム
ロ
原
則
」
に
立
っ
た
労
さ
れ
た
わ
り
で
す
が
、
段
初
は
自
連
事
業
な
ど
に
活
動
を
露
大
。
単
り
開
い
た
事
業
団
の
実
績
が
、
他
レ
い
形
で
の
再
確
立
の
展
望
も
切

て
い
た
大
量
失
業
情
勢
が
、
確
実

川
ロ
月
5
日

金
属
反
合
共
同
行

を
展
開
す
る
一
方
、

「民
主
的
改
明
確
に
し
て
い
き
ま
す
が
、
い
つ
働
者
の
生
活
と
権
利
の
保
師
、
@
治
体
の
草
刈
や
公
園

・
道
路
消
知

位
取
灘
間
は
、
一
三

O
カ
所
に
広
の
多
く
の
柴
積
の
労
働
者
を
励
ま
り
聞
か
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
・

に

日

本

を

も

鎖
お
う
と
レ
て
い
ま

川

動
・
沖
電
気
八
王
子
裁
判
・

革
」

(
略
称

「民
草
」
)
と
い
う
そ
う
盛
衰
な
乙
と
は
、
避
動
の

思

労
働
組
合
と
の
協
力

・
共
同
、
③
な
ど
が
主
で
、
な
か
な
か
中
高
年
が
り
、
全
国
で
五

0
0
0人
の

伸

レ

、

あ

る

い

は

自

主

管

理

的

な

闘

す

・
雇
用
の
戦
略
ぬ
き
に
は
、
労

川

「と
り
か
じ
い
っ
ぱ
い
、
巡

労
働
組
合
運
動
の
新
し
い
路
線
を
想

・
「
文
化
」
に
「
コ
ベ
ル
ニ
ク

教
育

・
学
習
の
重
視
、
@協
同
組
む
け
の
仕
事
が
あ
り
ま
せ
ん
・

1
1
1
1
1
1
1
1
J

働
者
は
身
を
守
る
と
と
が
で
き
な

川

路
は
平
和
」
富
山決
起
集
会
。

そ
の
突
破
口
を
聞
い
た
の
が
、

{
{
{
:
ー

;
j
i
l
-
-
;
:
ー:
:
j
i
-
-
i

M

く
な
る
と
と
で
し
ょ
う
・

川
ロ
月
4
回

大
木
事
件

・
無
罪

ピ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
た
ピ

労

働

運

動

の

一

翼

と

し

て

…

そ

の

と

と

は

、

ま

た

、

狭

い

企

川

判
決

(
練
馬
区
ひ
っ
た
く
り

ル
の
清
掃
や
設
備
の
保
守
・
管
理

s

設
の
ワ
ク
の
中
に
閉
じ
と
も
り
が

川

事
件
)
・

の
仕
事
で
す
・
ζ
と
で
初
め
て
事
労
働
者
協
同
組
合
は
、
ま
さ
に

対
す
る
、
労
働
者

の

ぎ

り

ぎ

り

の

よ

う

で

す

・

ち

で

あ

っ

た

日
本
の
労
働
組
合
連

川
ロ
月
6
白

石
燭

・
兵
問
生
産

諜
団
は
本
格
的
に
市
場
競
争
の
中
資
本
主
義
の
危
繊
の
中
で
、
ョ
l

し
か
も
攻
動
的
な
回
答
で
す
。
問
さ
ら
に
、
イ
タ
リ
ア
に
見
ら
れ
動
に
盛
大
な
転
換
を
迫
る
で
あ
り

川

反
対
デ
モ
・

に
入
り
込
ん
で
い
き
ま
す
・
内

外

ロ
y
パ
を
中
心
に
、
急
速
に
、
力
時
に
、

人
間
ら
し
い
、
自
主
的
な
る
よ
う
に
、
協
同
組
合
は
、
生
産
ま
し
ょ
・
立

川
ロ
月
7
日

千
代
国
統
一
労
組

か
ら
の
不
安
の
声
を
よ
そ
に
、
乙
強
く
復
活
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

労
働
に
対
す
る
要
求

(お
よ
び
、

-
サ
ー
ビ
ス

・
流
通
・
消
費

・
文

事

柴

田

・
労
働
者
協
同
組
合
は

川

霊
次
総
会
・

の
ピ
ル
メ
ン
事
業
は
大
き
く
成
功

一
九
七

0
年
代
を
通
じ
て

E
E
そ
れ
を
可
能
に
す
る
産
業
精
進
の
化
、
あ
る
い
は
金
融
を
網
羅
レ
、
服
用
の
戦
略
の
形
成
に
寄
与
す
る

川
ロ
月
B
日

沖

竃
気
争
議
・
第

し
て
い
き
ま
す
・
そ
れ
は
、
事
業

C
路
面
で
は
、
労
働
者
協
同
組
合
変
動
H
サ
ー
ビ
ス
化
と
、
労
働
者
「
協
同
組
合
セ
ク
タ
ー
」
を
形
成
と
同
時
に
、
社
会
的
に
意
味
あ
る

川

引
回
和
解
交
渉
・

団
が
誰
か
が
も
う
り
た
り
、
支
配
の
居
用
が
、

一
九
万
七
千
人
か
ら
の
能
力
の
発
展
)
の
現
れ
で
あ
り
す
る
ζ
と
に
よ
っ
て
、
国
の
経
済
労
働
の
要
求
や
、
続
首
と
職
溺
の

川
ロ
月
?
日
沖
電
気
前
僑
裁
判

す
る
も
の
で
は
な
い
乙
と
が
わ
か
四
六
万
九
千
人
に
露
大
し
、
そ
の
ま
し
ょ
う
。

-
政
治
に
無
視
で
き
な
い
影
響
力
民
主
化
な
ど
、
そ
の
自
主
管
理
の

川

(
長
井
さ
ん
主
砲
陶
)

る
に
つ
れ
て
、
団
員
が
自
発
的
な
カ
l
プ
は
さ
ら
に
上
昇
を
続
け
て
労
働
者
政
党
や
労
働
組
合
も
、
を
発
部
し
つ
つ
あ
り
ま
す
・

経
験
を
内
取
の
現
援
に
も
還
流
さ

川
口
月
刊は自

雷
印
乳
業
の
本
社

力
を
発
問
し
て
、
良
い
仕
事
し
を
行
い
る
と
い
う
と
と
で
す
・

当

初

の

冷

や

や

か

な

見

方

か

ら

徐

せ

な

が

ら

、

労

働

迎

動

の

一

一

概

を

川

抗
磁
行
動
・

っ
て
い
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
、
何
よ
り
も
、
利
潤
第
々
に
脱
し
て
、
段
近
で
は
ζ
れ

を

担

っ

て

進

む

決

意

で

す

・

川
ロ
月
日
日
目
立
中
研
の
賃
金

「
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
卵
」
で
は
あ
一
の
経
済
の
仕
組
み
が
産
み
出
す
広
義
の
労
働
運

動

の

不

可

欠

の

一

と

も

に

が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
/
川

差
別
で
都
労
委
へ
申
レ
立

り
ま
せ
ん
が
、
サ
ー
ビ
ス
産
殺
の
大
量
失
撲
と
庖
用
の
不
安
定
化
に
環
と
し
て
位
置
付
げ
始
め
て
い
る

川

て・

間
中
柴
田
の
正
式
の
名
前
は
中
高
年
雇
用

・
福
祉
事
業
団

(
労
働
者
協
同
組
合
)
全
国
迎
合
会
・

や
た
ら
長
い
名
前
の
団
体
で
す
が
、
一
言
で
い
え
ば
、

労
働
者
協
同
組
合
1
1労
働
者
自
身
が

川

出
資
(
所
有
)
、
管
理
し
、

働
く
場
を
確
保
す
る
協
同
組
合
を
全
国
に
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を

川

め
ざ
す
団
体
で
す
.
新
年
に
あ
た
っ
て
、

「は
た
ら
く
」

ζ
と
の
再
発
見
に
つ
い
て
、
私
た
ち

な
り
の
考
え
方
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
.

(事
業
団
全
国
連
合
会
・
菅
野
)

「
国
家
的
争
議
L

の
中
か
ら

事業団からたたかう仲間へのメッセージ

ロ

事

業

団

活

動

に

つ

い

て

の

問

い

合

わ

せ

は

、

左

記

に

お
ね
が
い
し
ま
す
。

良
い
仕
事
は
事
業
団
の
身
上
床
を
見
る
眼
が
光
る

(健
生
病
院
で
)

中
高
年
雇
用
・
福

祉

事

業

団

(

労

働

者
協
同
組
合
)
全

国
連
合
会

車
以
即
位
向
区
雑
司
が
谷

3
l
n
1
同

干

m

宮

O
三
(
九
八
七
}
f
A

九

一
九

郵
刷
出
特
攻
以
八

1
八
一
一O
一
七

「現場が好きJと、大学新卒の田中さん E健生病院で〉

地
域
か
ら
雇
用
の
ネ

ッ
ト
ワ
ク
を

草
刈
り
や
床
み
が
き
か
ら
始
ま

351 
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m 「

労

働

の

権

利

」

トコト煮豚で

中華風お雑煮
コ

川
二一三
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=-
EE--川

も
と
で
「
賃
労
働
」
に
、
す
な
わ
は
、
生
産
手
段
の
取
得
、
連
合
せ

ち
疎
外
さ
れ
た
非
人
間
的
な
労
働
る
労
働
者
階
級
の
支
配
下
に
生
産

川

「
働
く
こ
と
」
の
意
義
つ

州

に
皮
め
ら
れ
る
・
そ
乙
で
労
働
が
手
段
を
し
た
が
わ
せ
る
ζ
と
、
す

川
て
な
ん
だ
.
労
働
者
が
、
解
川

「
苦
痛
」
「
犠
牲
」
と
し
て
現
象
な
わ
ち
賃
労
働
と
資
本
の
、
ま
た

山
居
さ
れ
た
り
、
仕
事
を
取
り

川

す
る
と
い
う
転
倒
が
お
と
る
・
レ
両
者
の
相
互
関
係
の
止
錫
が
あ

川
上
げ
ら
れ
る
ζ
と
は
・

・

川

た
が
っ
て
、
労
働
そ
の
も
の
と
「
疎
る
」
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
.

川
沖
電
気
指
名
産
自
尽

概
念
の
由
来

、

外
さ
れ
た
労
働
」
な
い
し
「
賃
労
一
八
四
八
年
の
六
月
革
命
の
の

川
争
も
、
自
由
で
自
主
的
な
「
労

川

H

川

わ
た
く
し
は
、
人
権
理
論
、
民

彼

は

、

フ

ラ

ン

ス

革

命

を

積

極

的

働

」

を

は

っ

き

り

区

別

し

な

け

れ

ち

に

、

ブ

ル

ジ

ョ
ア
ジ
ー
は
反
動

川
働
の
権
利
」
を
実
現
す
る
た
1

川

・
川

主

主

義

理

論

、

労

働

運

動

輪

の

見

に

支

持

し

、

人

間

に

と

っ

て

も

っ

ば

な

ら

な

い

・

「

賃

労

働

」

を

廃

的

な

立

場

を

あ

ら

わ

に

い

た

し

ま

川
め
の
た
た
か
い
と
い
え
る

u

川

川

地
か
ら
ζ
の

問

題

を

述

べ

た

い

と

と

も

大

切

な

も

の

は

、

生

存

の

権

察

し

て

、

自

由

な

労

働

を

発

展

さ

し

た

・
そ
し
て
、
そ
の
憲
法
草
案

川

b
ま
、
強
占
資
本
と
政
府
t

川
t

川

思

い

ま

す

・

利

で

あ

る

と

主

張

レ

ま

し

た

・

ア

せ

な

り

れ

ば

な

ら

な

い

・

と

れ

が

、

か

ら

「

労

働

の

権

利

」

と

い

う

ス

川
は
、
人
間
の
椴
利
と
尊
厳
の

“

川

川

人

間

に

と

っ

て

労

働

は

本

来

メ

リ

カ

の

「

独

立

宣

言

」

、

フ

ラ

マ

ル

ク

ス

の

思

想

の

核

心

で

あ

り

ロ

1
ガ
ン
を
迫
放
し
、
そ
の
代
わ

川
抑
圧
を
強
め
て
い
る
.

H

川

川

「

苦

痛

」

で

あ

り

、

「

犠

牲

」

で

ン

ス

革

命

の

「

人

権

宣

言

」

も

、

ま

す

・

あ

る

ア

メ

リ

カ

の

ジ

ャ

l

り
に
「
公
的
扶
助
を
・
つ
け
る
権
利
」

川

生
存
の
椴
利
、
「
労
働
の
H

山

川

あ

る

と

い

う

考

え

方

が

、

わ

が

国

と

の

生

存

の

権

利

を

人

閣

の

も

つ

ナ

リ

ス

ト

が

、

マ

ル

ク
ス
に
「
あ

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
提
出
い
た

川
梅
利
」
を
、
芝
田
先
生
の
精

川

川

川

で

も

多

く

の

人

び

と

に

よ

っ

て

常

と

も

重

要

な

権

利

の

臨

陣

頭

に

お

い

な

た

の

思

想

を

一

言

で

表

現

レ

て

し

ま

し

た

・

「

公

的

扶

助

を

う

け

川
演
か
ら
、

学
ん
で
み
ま
し
ょ
H

川

川

織

的

に

い

だ

か

れ

て

い

ま

す

・

ま

て

い

る

の

で

あ

り

ま

す

が

、

フ

ィ

く

だ

さ

い

」

と

い

う

質

問

を

レ

ま

る

栂

利

」

と

は

、

生

活

保

護

の

た

川
う
.
神

・
支
帽
躍
す
る
会
の
機
H

川

川

た

、

自

由

主

義

の

ブ

ル

ジ

ョ

ア

経

ヒ

テ

は

、

こ

の

見

解

を

継

承

す

る

し

た

が

、

こ

れ

に

た

い

し

て

マ

ル

め

の

扶

助

を

う

け

る

栂

利

の

ζ
と

川
関
紙
が
「
は
た
ら
く
」
で
も
t

川

・

川

済
学
の
立
場
に
立
つ
ア
ダ
ム

・
ス

と

と

も

に

、

そ

れ

を

一

歩

す

す

め

ク

ス

は

「

労

働

の

解

放

」

で

あ

る

で

あ

り

ま

す

が

、

マ

ル

ク

ス

は

、

川
あ

る

の

だ

か

ら

川

川

川

ミ

ス

が

労

働

を

そ

の

よ

う

な

も

の

ま

し

て

、

生

存

の

栂

利

か

ら

必

然

と

答

え

た

乙

と

が

あ

り

ま

す

・

と

こ

れ

を

労

働

者

階

級

の

権

利

で

あ

目
=
=
=
==三
三
三
-
E
E
-
-
=
=
=
=叫

と

し

て

把

題

し

た

と

と

は

、

周

知

的

に

「

労

働

の

権

利

」

が

で

て

く

の

よ

う

に

、

マ

ル

ク

ス

に

お

き

ま

る

と

は

み

と

め

ま

せ

ん

で

レ

た

・

の
と
ζ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

る

と

主

張

い
た
し
ま
し
た
・

そ

し

し

て

は

、

は

や

く

か

ら

、

そ
う
い
と
い
う
の
は
、
「
公
的
扶
助
を
受

し

か

し

、

民

主

主

義

の

立

場

に

て

、

と

の

「

労

働

の

栂

利

」

を

抑

う

自

由

な

、

人

間

的

な

労

働

を

抑

け

る

権

利

」

は

、

人

民

が

生

活

保

立

つ

思

想

家

は

、

労

働

を

も

と

も

圧

す

る

権

力

に

た

い

レ

て

は

、

人

圧

す

る

勢

力

と

た

た

か

い

、

労

働

護

の

扶

助

を

必

要

と

す

る

ほ

ど

に

と

積

極

的

・

肯

定

的

も

の

と

レ

て

民

は

「

革

命

の

権

利

」

を

行

使

で

を

解

放

す

る

こ

と

が

労

働

者

階

級

貧

困

の

状

態

に

つ

き

お

と

さ

れ

る

抱
短
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
・
近
き
る
と
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
明
言
し
た

マ

ル

ク

ス

に

お

け

る

の
使
命
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
の
資
本
主
義
の
矛
盾
、
つ
ま
り
労
働

代

の

民

主

主

緩

思

想

の

源

流

の

一

の

で

あ

り

ま

す

・

フ

ィ

ヒ

テ

の

哲

で

あ

り

ま

す

・

者
が
照
権
利
な
状
態
に
お
か
れ
て

つ
を
な
す
ジ
ョ
ン

・
口
γ
ク
は
、
章
、
乙
れ
ま
で
主
観
的
観
念
輪

「

労

働

の

権

利

」

乙
の
よ
是
労
働
観
宇
前
提
と
い
る
乙
と
か
ら
う
ま
れ
る
「
栂
利
」

労
働
が
所
有
の
栂
拠
で
あ
る
と
主
の
典
型
と
し
て
批
判
さ
れ
て
ま
い
と
の
よ
う
な
系
譜
を
継
涼
し
録
的
・
理
性
的

・
目
的
意
織
的

・
し
て
、

マ
ル
ク
ス
は
、
一
九
四
八
で
あ
り
ま
し
て
、
資
本
主
義
に
よ

張
い
た
し
ま
し
た
し
、

I
・
J
・

り
ま
し
た
が
、
「
労
働
の
権
利
」
て
、
「
労
働
の
権
利
」
概
念
の
発
情
熱
的
活
動
で
あ
り
、
人
間
の
肉
年
の
革
命
で
提
起
さ
れ
た
「
労
働
る
抑
取
、
労
働
者
の
無
権
利
状
態

ル
ソ
i
も
労
働
を
人
間
形
惑
に
不
を
中
心
に
お
い
た
人
権
論
と
し
て
展
に
画
期
的
な
街
与
を
お
こ
な
っ

体
的

・
精
神
的
諸
機
能
、
人
格
と
の
権
利
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
を
前
提
し
、

是
認
す
る
と
ζ
ろ
か

可
欠
の
積
極
的
な
活
動
で
あ
る
と
は
、
傑
出
し
た
も
の
が
あ
る
と
、
た
の
は
、
ヵ
l
ル
・
マ
ル
ク
ス
で
個
性
を
発
展
さ
せ
る
活
動
で
あ
り
大
変
注
目
い
た
し
ま
し
た
・
そ
し
ら
う
ま
れ
る

「
権
利
」
で
レ
か
な

み
な
し
ま
し
た
.
フ
ラ
ン
ス
革

命

わ

た

く

し

は

評

価

す

る

の

で

あ

り

あ

り

ま

し

た

。

ま

す

.

労

働

ζ
そ
が
人
間
の
自
己
て
「
労
働
の
権
利
」
の
ス
ロ
l
ガ
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
.
乙
の
無
権

当
時
の
ジ
ャ
コ
パ
ン
派
な
ら
び
に
ま
す
・

マ

ル
ク
ス
の
労
働
観
は
、
労
働
実
現
そ
の
も
の
で
あ
り
、
人
間
に
ン
を
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
革
利
状
態
を
前
提
に
し
て
生
活
保
捜

労
働
者
派
と
い
う
べ
き

F
-パ
ブ

そ
の
後
、
「
労
働
の
権
利
」

概

が
人
間
の

「苦
痛
」
「
犠
牲
」
で

自
由
を
享
受
さ
せ
、
し
た
が
っ
て
命
的
要
求
を
ま
と
め
た
震
初
の
そ
の
扶
助
を
あ
た
え
る
と
い
う
と
と

l
フ
ら
も
、
労
働
を
一
つ
の
「
権
念
は
、
労
働
運
動

・
社
会
主
義
運
あ
る
と
い
う
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
労
働

ま
た
人
間
と
し
て
の
喜
び
を
あ
た
の
も
の
ず
ば
り
の
定
式
」
で
あ
る
は
、
「
慈
醤
」
で
あ
り
、
偽
善
で

利
」
と
み
な
し
、

「
労
働
の
権
利
」
動
の
発
展
に
と
も
な
い
、

き
わ
め
観
と
対
立
す
る
も
の
で
あ
り
ま
え
る
活
動
で
あ
り
ま
す

.

と

特

徴

づ

け

ま

し

た

(マ
ル
ク
ス
あ
り
、
欺
蹴
で
レ
か
あ
り
ま
せ
ん
.

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
い
た
し
ま
し
て
毘
要
な
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な
す
・
す
な
わ
ち
人
聞
は
、
労
働
に
こ
の
労
働
観
は
、
初
期
マ
ル
ク

『フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
階
級
闘
し
た
が
い
ま
し
て
、
「
公
的
扶
助
的
扶
助
を
う
げ
る
権
利
」
を
プ
ル

・
メ
ン
ガ
l
、
E
-
ベ
ル
ン
シ
ュ

利
」
と
そ
の
理
論
を
め
ぐ
る
闘
争

た

・

っ

て

ま

い

り

ま

す

・

シ

ャ

ル

ル

-

よ

っ

て

と

そ

動

物

と

区

別

さ

れ

、

ス

か

ら

中

期

・
後
期
の
マ
ル
ク
ス
争
』
、
『
全
焼
』
第
七
巻
)
・
そ
を
う
け
る
宿
利
」
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ジ
ョ
ア
ジ
1
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
「
労
タ
イ
ン
、

K
・
カ
ウ
ツ
キ
ー
ら
に
が
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
来
の
階
級

つ
い
で
、
「
労
働
の
権
利
」
を
フ
ー
リ
エ
、
ル
イ
・
プ
ラ
ン
、
ピ
人
間
に
な
り
う
る
・
労
働
に
よ
っ
に
い
た
る
ま
で
、
一
貫
し
て
マ
ル
し
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
つ
ぎ
の
よ
ア
ジ
l
の
慈
普
H
偽
醤
H
獄
臓
の
働
の
権
利
」
を
労
働
者
階
級
の
ス
よ
っ
て
も
論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
闘
争
の
箆
要
な
対
決
点
の
一
つ
で

一
つ
の
虫
要
な
概
念
と
レ
て
人
権
ェ

l
ル
・
ブ
ル
l
ド
ン
ら
も
、
乙
て
人
間
は
人
格
に
な
り
、
個
性
と
ク
ス
の
思
想
の
組
幹
で
あ
っ
た
と
う
に
つ
づ
り
ま
す
.
「
ζ
の
労
働
立
場
を
つ
よ
め
る
も
の
で
あ
り
、
ロ
l
ガ
ン
で
あ
る
と
規
定
し
た
ゆ
が
、
こ
こ
で
は
立
ち
入
る
と
と
が
あ
っ
た
ζ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
り

理
論
の
体
系
の
な
か
に
位
置
づ
け
の
概
念
を
重
視
し
、
そ
れ
ぞ
れ
発
そ
の
能
力
を
愚
大
限
に
発
問
で
き
い
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
の
権
利
の
う
し
ろ
に
は
、
資
本
に
労
働
者
階
級
に
と
っ
て
第
一
能
的
え
ん
で
あ
り
一
ま
す
・
で
き
ま
せ
ん
・
し
か
し
、

と
れ
ら
ま
す
・

た
の
は
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
、
J

書
し
て
い
ま
す
が
、

ζ
乙
で
は
立
る
と
、
マ
ル
ク
ス
は
主
猿
い
た
し
し
、

ζ
の
本
来
の
人
間
的
で
自
由
た
い
す
る
強
制
力
が
あ
り
、
資
本
な
権
利
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
も

マ
ル
コ
ス
以
後
、

「
労
働
の
権
の
こ
と
か
ら
も
お
わ
か
り
い
た
だ

E
G・フ
ィ
ヒ
テ
で
あ
り
ま
し
た
.
ち
入
る
乙
と
が
で
き
ま
せ
ん
.
ま
す
.
労
働
は
、
本
質
的
に
、
対
な
労
働
が
、
資
本
主
義
的
所
有
の
に
た
い
す
る
強
制
力
の
う
し
ろ
に
の
で
あ
り
ま
す
.
マ
ル
ク
ス
が
「
公
利
」
概
念
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
、

A

げ
ま
し
た
よ
う
に
、
「
労
働
の
隙

y
ブ
を
鍋
に
入
れ
ま
す
.
も
レ

足
り
な
け
れ
ば
水
を
加
え
て
4

カ
y
プ
に
し
て
も
い
い
で
す

よ
.
ね
ぎ
一
本
と
、
貝
わ
れ
菜

正
月
.
ぼ
く
と
わ
た
レ
で
雑
一
パ
γ
ク
も
用
意
し
ま
す
.

煮
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
・
と
ね
ぎ
は
、
四
S
五
袴
長
さ
に

っ
て
も
カ
ン
タ
ン
で
、
と
っ
て
切
り
、

貝
わ
れ
菜
は
、
担
元
を

も
お
い
レ
い
お
雑
煮
で
す
よ
.
切
っ
て
か
ら
洗
い
ま
す
.
煮
汁

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
を
び
っ
を
ふ
っ
と
う
さ
せ
、
ね
ぎ
を
入

く
り
さ
せ
て
み
ま
し
ょ
う
.

れ
て
か
ら
少
し
煮
ま
す
.

争
豚
も
も
肉
、
五
百
々
を
た
ζ

塩
小
さ
じ
%
杯
・
し
よ
う
油

糸
を
く
く
り
ま
す
・
(
お
底
屋
大
さ
じ
一
杯
・
酒
大
さ
じ
一
杯

さ
ん
で
も
や
っ
て
く
れ
ま
す
)
を
加
え
て
昧
を
と
と
の
え
ま

お
鍋
に
水
を
入
れ
て
ふ
っ
と
す
.
乙
の
時
、
必
ら
ず
昧
を
見

う
さ
せ
、
豚
肉
と
、
キ
ャ
ベ
ツ

て
く
だ
さ
い
ね
.
お
い
レ
い
昧

や
白
菜
の
い
ら
な
い
策
、
洗
つ
に
な
り
ま
レ
た
か
.
で
も
、
な

て
む
い
た
人
じ
ん
の
皮
な
ど
を
る
べ
く
う
す
昧
に
な
る
よ
う
努

入
れ
て
コ
ト
コ
ト
煮
ま
す
.
力
し
ま
し
ょ
う
ね
.

そ
う
で
す
ね
、
一
時
間
:
一
+
お
も
ち
を
焼
い
て
、
熱
湯
の

時
間
半
ぐ
ら
い
煮
て
、
ス
l
y

中
を
く
ぐ
ら
せ
て
や
わ
ら
か
く

と
通
れ
ば
、
だ
い
じ
よ

-Zそ
し
、
お
わ
ん
に
入
れ
ま
す
.
ぉ

豚
肉
は
、
熱
い
う
ち
に
、
お
レ

い
レ
い
ス
l
プ
を
入
れ
、
ね
ぎ

ょ
う
泊
見
カ
ッ
プ
.
沼
%
カ
ァ
と
、
貝
わ
れ
、
た
乙
糸
を
は
ず

プ
み
り
ん
は
日
カ
y
プ
の
タ
レ
の
し
て
、
薄
く
切
っ
た
豚
肉
を
そ

中
に
つ
け
て
お
き
、
お
せ
ち
粉
え
ま
す
.
ζ
れ
で
、
で
き
あ
が

理
に
も
利
用
レ
ま
レ
ょ
う
.
(
夕
り
。
ね
、
簡
単
で
し
ょ
う
.

飯
の
お
か
ず
、
お
父
さ
ん
の
酒

争
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
を
助

の
さ
か
な
に
し
て
も
、
よ
ろ
と
け
て
自
分
の
で
き
る
家
事
に
も

ば

れ

ま

す

よ

)

ち

ょ

う

戦

し

て

み

ま

し

ょ

う

.

ー
で
は
、
い
よ
い
よ
お
雑
煮
.
は
た
ら
く
と
と
は
、
す
ば
ら

(四
人
分
で
す
)
し
い
こ
と
、
毎
日
の
勉
強
も
、

争
熊
汁
が
さ
め
て
く
る
と
、
脂
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
ね
.

が
白
く
固
ま
り
ま
ず
か
ら
、
き

れ
い
に
取
り
除
き
、
煮
汁
4
カ

議
352 

に

る
も
の
が
あ
り
、
ま
た
少
な
か
ら
し
た
闘
争
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ざ
す
労
働
運
画
の
本
来
の
理
念
に

ぬ

研

究

集

会

は

三

十

年

も

つ

づ

け

ん

・

ふ

さ

わ

し

い

闘

争

で

あ

り

ま

す

・

ら
れ
て
い
ま
す
。

た
し
か
に

、

職

乙

れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
「
労
そ
れ
ら
は
、
乙
れ
か
ら
の
日
本
の

場
や
各
産
業
部
門
に
お
け
る
労
働
働
の
椴
利
」
、
す
な
わ
ち
自
由
で
労
働
越
動
の
あ
り
方
に
麗
婆
な
悶
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者
と
独
占
資
本

・
国
家
権
力
の
力
自
主
的
な
労
働
を
お
こ
な
う
権
利
題
を
提
起
し
、
ま
た
あ
か
る
い
展

開
係
の
た
め
い
忍
そ
れ
ら
の
研
究
を
追
求
し
、
行
使
し
て
き
た
闘
争
詔
一
を
あ
た
え
る
も
の
で
あ
り
ま

集
会
の
成
果
が
十
分
に
実
践
さ
れ
で
あ
り
、
飼
わ
れ
な
い
労
働
を
め
す
.

え
な
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
り
ま
『
=

E
d

畠・・
・・顎
圃・周回
，F

す
・
レ
か
し
、
こ
の
よ
う
な
運
動
」
一
-
組
園
・
圃
園
揖
圃
圃
置
・
・
・
F

を
つ
う
じ
て
、
独
占
資

本

家

や

高

一

一

-
F
品

E-aE園
内
開
園
田

級
官
僚
が
い
な
く
な
っ
て
も
、
労

一一

U
令
L
劃
園
腕
叫
圃
・
・
圃
圏

一

働
者
が
自
主
的
に
労
働
を
編
成

ι

お
州
島
艶
曙
闘
・
掴
闇
ヵ

。

出

，刈
州
ud
昼
間
阻
軍
酬
明
幽
・
・
・
圃
瞳
寓

ツ

ご

し
、
遂
行
し
、
自
主
管
理
で
き
る

出

し
ご

a'HF掴
園

圏

泊

百

富

霊

」

に

は

、

「
第
と
の
た
め
の
労

働

者

の

皇

的

な

う

君

、

能

力

が

草

さ

れ

て

き

て

い

る

ζ

一

魚
料
酬

A
魁
醐
錯
す
…

一
一
十
七
条
す
べ
て
国
民
は
、
動
団
結
権
、
団
体
交
渉
権
、
図
書
官
、
自
己
実
現
の
労
働
へ
と
は
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
ま

一一

息

鵜

割

歯

，

寄

附

労

の

権

利

を

有

し

、

義

務

言

動

権

、

の

権

利

、

丈

一

弘

拘

噂

恒

噛

順

当

ン

野

ふ
」
、
「
第
二
十
八
条
勤
労
者
第
三
に
、
「
人
た
る
に
値
す
る
第
五
に
、
そ
れ
ら
を
さ
ま
た
げ
ま
た
、
現
に
、
資
本
家
が
計
画

プ

む

提

唱

~

:

制

片

山

潜

の

主

張

と

あ

5・
の
団
結
す
る
椴
裂
び
団
体
交
渉
生
活
喜
む
た
め
の
必
要
を
充
た
る
一
切
の
制
限
努
力
と
た
た
か
的
に
倒
産
さ
せ
た
警
に
お
き
ま

山

村

明

確

同

幽

明

記

h
i
…

憲

法

と

「

労

働

の

権

利

」

七

時

一

『

約

七

月

刊

誌

づ

片

山

口

一

倍

野

持

ぅ

円

で

あ

り

ま

す

山

下

汗

弓

汚

↑

金

融

滑

麟

一一
一
釘

ヨ
l
ロ

4
5
3の

と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ

義

』

と

い

う

著

作

の

な

か

で

、

「

労

ま

す

。

養

護

収

奪

と

た

た

か

カ

メ

ラ

、

東

芝

ア

ン

す

る

十

弘

町

民

話

川

市

働
の
権
利
」
の
思
想
は
、
日
本
に
り
ま
す
が
、
そ
ζ
に
は
、

「
労
働
働
者
の
有
す
る
鼠
終
の
権
利
と
は
ま
た
、

「
労
働
基
準
法
」
は
、

に

お

り

る

よ

う

に

、

労

働

者

が

工

守

点

九

靖

国

a
~岨闇
鰐
島唱

醍

お
い
て
も
た
ど
り
う
る
の
で
あ
り
の
権
利
と
量
産
出
言
の
全
何
ぞ
や
、
他
な
し
?
と
「
第
一
条
労
働
条
件
立
、
労
働

i

樹

立

言

輔

さ

叶

場
を
占
拠
し
、
自
主
管
理

白

主

…

じ

3
3理

』

市

温

通
二
ず

PLg禁
酒

d

H
民
阪
揺
れ
静
髄
曹
、

ま

す

・

額

を

占

有

す

べ

き

ζ
と
な
り
」
と
の
べ
、
つ
づ
け
て
「
其
労
働
権
;
カ
人
た
る
に
値
す
る
生
活
を
営

E
f::き
fLW27232441:L
生
産
を
お
こ
な
い
、
つ
い
に
勝
利

;
I
F
t
HI-
-

わ
が
国
の
労
働
組
合
運

2
2
3す

・
す
な
わ
ち
、
患
の
下
に
活
動
せ
ば
、
如
何
な
む
た
め
の
必
要
を
充
た
す
べ
き
も

1

労
働

J
1
R
3之

の
尊
厳
の
義
を
労
働
者
か
ら
は

ヲ
官
議
論
九
二
止
ぬ釈明

5w附

3
3
1露
τHEAl

吋諮問
L
U目
指

針

一

一

(

幻

自

純

一

日

刊

誌

目

立

一

訪

日

;

い

」

と
保

「
蓄
の
権
利
」
と
い
う

権
利
っ
た
の
で
あ
ち
ま
す
V
し

か

し

理

九

仁

討

議

;
4
2
5
3

一

一

時

一

つ

M
U
M
U

Z
Z
-そ

の
第
一
号
に
の
み
ず
か
ら
の
も
の
と
レ
て
す
べ
て
し
」
と
断
言
し
ま
し
ご
覧
の
言
に
、
「
労
働
組
合
言
、
は
、
思
請
に
も
歴
史
的
に
も
、
白
書
「
労
働
省

E

と
し
て
の

J
~心
型

か
れ
職
場
か
ら
追
い
出
し
て
ゆ
こ

っ
た
「
『
労
働
世
界
』
宣
言
ほ
、
占
有
す
る
権
利
を
も
ふ
く
む
と
の
よ
う
に
、
片
山
潜
は
、
「
労
働
の
「
第
一
条

ζ
の
法
律
は
、
労
働
日
本
の
労
働
運
動
に
と
っ
て
き
わ
の
た
め
の
闘
争
は
、
ド
ッ
ジ

・
ラ

タ

き

v
b重
「
へ
駐
留
と
伝
う
と
意
図
レ
て
い
る
の
で
あ
り
ま

片
山
潜
の
執
筆
に
よ
る
も
の
と
思
べ
、
賃
労
働
を
止
揚
す
る
権
利
を
権
利
」
を
、
「
賃
労
働
の
権
利
」
者
が
使
用
者
と
の
交
渉
に
お
い
て
め
て
榎
本
的
な
意
義
を
も
つ
も
の
イ
ン
下
の
「
産
業
防
衛
闘
争
」
、

ζ
の
よ
う
に
自
由
で
自
主
的
な
現
在
、
こ
の
ζ
と
が
典
型
的
に
す
。

わ
れ
る
の
で
す
が
、
そ
ζ
に
は
、
主
張
し
、
そ
の
た
め
に
は
労
働
者

に
と
っ
て
か
わ
る
よ
う
な
、
も
つ
対
等
の
立
場
に
立
っ
と
と
を
促
進
で
あ
る
と
い
え
る
と
思
う
の
で
あ
一
九
五
二
年
に
総
評
に
よ
っ
て
提
「
労
働
の
権
利
」
を
実
現
す
る
闘
お
ζ
な
わ
れ
て
い
る
の
は
国
鉄
労

ζ
の
よ
う
な
労
働
政
策
は
、
中

「
労
働
世
界
の
目
的
は

『
労
働
は

階
級
は
社
会
主
義
を
実
現
し
な
け
と
も
根
源
的
な
権
利
と
し
て
把
還
す
る
と
と
に
よ
り
労
働
者
の
地
位
り
ま
す
・

起
さ
れ
た
「
平
和
経
済
国
民
会
議
」
争
は
、
利
潤
追
求
の
た
め
に
自
由
働
者
に
た
い
し
て
で
あ
り
ま
す
・

高

年
齢
労
働
者
に
も
む
ら
れ
て
い

神
聖
な
り
』『
組
合
は
勢
力
な
り
』

れ
ば
な
ら
な
い
と
喝
破
し
た
の
で

し
て
の
で
あ
り
ま
す
。

を
向
上
さ
せ
る
ζ
と
、
団
体
事
実
、
太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
直
等
の
運
動
を
へ
て
、
戦
後
日
本
の
な
労
働
を
仰
圧
し
よ
》
?
と
す
る
独

C
存
知
の
よ
う
に
、
国
鉄
の
非
常
て
、
労
働
省
は
、
組
股
一
般

-
全

の

金

言

を

実

行

せ

ん

と

す

る

に

あ

行

動

を

行

う

た

め

に

自

主

的

に

労

後

、

独

占

資

本

は

、

生

産

を

サ

ボ

労

働

運

動

を

つ

う

じ

て

一

況

し

て

占

資

本

な

ら

び

に

そ

の

政

府

と

必

に

多

く

の

地

域

に

H

人
材
活
用
セ
目
白
労
の
労
働
者
に
た
い
し
て
、

り

」

と

あ

り

ま

す

。

つ

い

で

な

が

働

組

合
を
組
織
し
、
団
結
す
る
と
タ
l
ジ
ュ
レ
、
イ
ン
フ
レ
に
よ
っ

追
求
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
.

然

的

に

対
決
せ
ざ
る
を
え
な
い
も
ン
タ
l
M
な
る
も
の
が
殻
げ
ら
れ
も
う
労
働
す
る
と
と
を
や
め
て
、

ら
、
「
労
働
は
神
塑

な

り

」

と

い

と

を

鍵

竣

す

る

ζ
と
を
目
的
て
利
益
を
追
求
す
る
経
済
政
策
を
現
在
、
日
本
の
労
働
運
動
は
、
の
で
あ
り
ま
す
。
逆
に
、
独
占
資
て
、
そ
こ
に
ベ
テ
ラ
ン
の
国
鉄
労
失
業
保
険
、
生
活
保
護
、
年
金
で

う

言

葉

は

、

『

塑

曾

』

に

あ

る

「

労

と

す

る

」

と

明

言

い

た

レ

て

お

り

採

用

い

た

し

ま

し

た

が

、

ζ
れ
に

い
ろ
い
ろ
の
大
き
な
困
難
に
直
面
本
と
政
府
の
立
場
か
ら
も
、
労
働
働
者
が
送
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
生
活
し
た
ら
よ
い
で
は
な
い
か
と

働
の
尊
厳
」
(

斗
『
命

。
£
D
l

ま
す
。
た
い
レ
、
先
進
的
な
労
働
者
階
級
し
て
い
ま
す
が
、
諸
外
国
の
労
働
者
の
そ
の
よ
う
な
「
労
働
の
栂
利
」
ベ
テ
ラ
ン
の
国
鉄
労
働
者
に
、
固
い
う
攻
撃
を
く
わ
え
て
ま
い
り
ま

=
可
。
『
「
凶
F
o
t
『
)
と
い
う

ζ
れ
ら
の
法
律
の
条
項
を
、
そ
は
、
み
ず
か
ら
自
主
的
に
労
働
を
運
動
に
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
璽
を
抑
圧
す
る
乙
と
と
そ
が
、
彼
ら
民
の
交
通
楢

・
安
全
に
か
か
わ
る
し
た
.
乙
れ
も
、

ま
さ
に
マ
ル
ク

言
葉
か
ら
き
た
も
の
で
、

「
人

間

の

法

律
の
精
神
に
て
ら
し
て
み
ま
お
ζ
な
ぃ
、
「
生
産
管
理
闘
争
」

要
な
成
果
を
お
さ
め
て
き
た
乙
と
の
階
級
支
配
を
維
持
す
る
た
め
の
運
輸
・
保
全
な
ど
の
社
会
的
に
意
ス
が
批
判
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

の

尊

厳

」

と

い

う

一

思

想

に

つ

な

が

し

て

も

、

ま

た

さ

き

に

の

べ

て

ま

「

産

業

復

興

闘

争

」

で

た

た

か

い

も
見
お
と
し
て
は
な
ら
な
い
と
、

不
可
欠
の
焦
点
に
な
ら
ざ
る
を
え
昧
の
あ
る
労
働
を
や
ら
せ
ず
、
草
の
立
場
を
む
き
だ
し
に
し
た
も
の

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
片
山
積
は

、

い

り

ま

レ

た

思

想

史

に

お

け

る

ま

し

た

。

読

売

争

議

、

東

宝

争

議

思

う

の

で

あ

り

ま

す

・

そ

の

よ

う

な

い

も

の

で

あ

り

ま

す

・

む

し

り

と

か

清

掃

を

や

ら

せ

て

、

で

あ

り

ま

す

・

乙

れ

に

た

い

し

て

労
弱
者
階
級
の
立
場
か
ら
み
て
、

「
労
働
の
栂
利
」
概
念
の
発
展
の
の
闘
争
な
ど
が
典
型
的
で
あ
り
ま
な
成
果
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
る
の
そ
こ
で
、
専
制
的
な
職
場
支

配

労
働
者
の
能
力
を
発
問
さ
せ
な
い
全
日
自
労
は
、
労
働
す
る
乙
と
と

労

働

は

神

聖

で

噂

厳

の

行

為

で

あ

歴

史

的

文

脈

に

て

ら

レ

て

み

ま

し

し

た

が

、

そ

の

さ

い

、

労

働

者

は

は

、

労

働

組

合

が

、

そ

れ
ぞ
れ
の
を
お
と
な
う
独
占
資
本
は
、
自
主
乙
と
が
お
と
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ

が
人
間
的
で
あ
る
と
主
張
し
、

り

、

知

取

・

収

奪

の

材

料

に

庭

め

て

も

、

「

労

働

の

稲

利

」

概

念

の

自

主

的

に

新

聞

を

制

作

・発
行
し
、
労
働
者
の
労
働
の
社
会
的
意
味
、

的
に
労
働
し
よ
予
と
い
う
労
働
者
労
働
者
に
、
意
味
の
あ
る
労
働
を
中
高
年
齢
者
に
「
労
働
の
梅
利
」

ら
れ
、
侵
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
人

う
ち
に
は
、
つ
ぎ
の
も
の
が
ふ
く
あ
る
い
は
映
画
を
制
作
・
配
給

・
現
状
を
研
究
し
、
国
民
の
た
め
に
を
H

ガ
ラ
ス
の
櫨
M

に
入
れ
て
、
さ
せ
な
い
け
れ
ど
も
、
賃
金
を
あ
を
探
聞
す
る
事
業
団
す
な
わ
ち
労

間

的

な

活

動

と

し

て

尊

重

さ

れ

な

ま

れ

る

と

考

え

る

と

と

は

、

き

わ

上

映

し

て

、

ま

さ

に

「
労
働
の
栂
そ
の
労
働
を
い
か
に
改
革
し
、
自
他
の
労
働
者
か
ら
隔
離
し
、
労
働
た
え
る
。
こ
れ
は
、
人
聞
を
犬
の
働
者
協
同
組
合
の
運
動
を
す
す
め

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思

想

を

め

て

妥

当

で

あ

る

と

わ

た

く

し

は

利

」

の

た

め

の

闘

争

を

行

な

っ

た

主

的

に

お

と

な

う

か

に

つ

い
て
、
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
・
よ
う
に
飼
お
》
マ
と
す
る
も
の
で
、
て
き
て
い
ま
す
。

主

猿

し

た

の

で

あ

り

ま

す

.

思

う

の

で

あ

り

ま

す

.

の

で

あ

り

ま

す

.

も

ち

ろ

ん

、

乙

研
究
集
会
運
動
を
長
期
に
わ
た
り
ま
た
、
労
働
者
を
職
場
に
入
れ
て

労
働
者
の
人
間
と
し
て
の
誇
り
を

l
l
16
0

・0
中
l
l
l

つ
づ
い

て

、

一

八

九

九

年

に

出

第

一

に

、

完

全

か

つ

安

定

せ

る

の

よ

う

な

闘

争

は

、

独

占

資

本

の

発

展

さ

せ

て

き

た

乙

と

で

あ

り

ま

も

机

を

あ

た

え

ず

、

仕

事

も

さ

せ

傷

つ

け

る

も

の

で

あ

り

ま

す

.
国

・
こ
の
記
事
は
、

(株
)
労
働
旬

版

さ

れ

た

村

井

知

至

の

小

冊

子

雇

用

を

要

求

す

る

権

利

と

い

う

意

支

配

の

根

幹

を

ゆ

る

が

す

も

の

で

す

。

な

い
で
、
飼
い
殺
し
に
す
る
よ
う
鉄
当
局
は
、
そ
の
と
と
に
よ
っ
て
、
報
祉
の
、
こ
協
力
に
よ
り
ま
す
・

『社
会
主
義
』
は
、
わ
が
国
に

お

昧

で

の

「

賃

労

働

へ

の

権
利
」
、
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
お
お
い
に
恐
た
と
え
ば
教
育
研
究
集
会
の
よ
な
攻
寧
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で
労
働
す
る
と
と
か
ら
で
て
く
る
人

ど
う
も
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
レ

け

る

社

会

主

義

文

献

の

初

期

の

も

第

二

に

、

そ

れ

を

前

健

と

し

て

、

れ

ら

れ

、

や

が

て

強

圧

さ

れ

て

い

う

に

三

十

五

年

間

も

つ

づ

い

て

い

あ

り

ま

す

。

間

と

レ

て

の

自

由

の

憩

織

、

人

格

た

.

〈

編

集

部

)

組

芝

く
り
か
え
し
、
く
り
か
え
し

沖
電
気
へ
抗
議
行
動

田

進

午
さん

広

島

353 



自
主
的
、
民
主
的
で
活
発
な
労
い
者
で
、
年
間
百
万
円
、
多
い
者

働
組
合
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
が
ん
は
、
ニ
百
万
円
に
な
る
・
低
賃
金

ば
っ
て
い
る
人
た
ち
に
対
レ
て
、
の
う
え
に
、
乙
の
よ

-2な
大
幅
な

目
立
は
、
不
当
な
賃
金
聾
別
、
仕
盤
別
を
、
何
と
し
て
も
是
正
さ
せ

事
の
取
り
上
げ
、
社
宅
へ
の
入
居
た
い
」
と
、
提
訴
図
は
訴
え
て
い

の
拒
否
な
ど
の
嫌
が
ら
せ
を
続
け
ま
す
.

て

い

る

・

活

動

家

に

対

す

る

、

賃

金

差

別

八
六
年
十
二
月
十
三
目
。
目
立
は
、
労
務
支
配
を
強
め
る
た
め
に

製
作
所
中
央
研
究
所
の
有
志
十
二
日
本
で
は
、
多
く
の
企
業
で
お
と

人
は
、
「
も
う
、
が
ま
ん
も
限
界
」
な
わ
れ
て
い
る
.
目
立
の
伸
聞
の

と
賃
金
差
別
是
正
の
救
済
の
申
レ
男
気
あ
る
闘
い
を
励
ま
し
、
勝
利

立
て
を
、
東
京
都
地
方
労
働
餐
良
さ
せ
よ
う
・

会
に
レ
ま
レ
た
・

A
激
励
先
V

O
四
二
五
・

八

「
私
た
ち
と
、
周
期
同
学
腔
者
一
-
一
一
一
一
九
六
・

江

坂

明
・

平
均
と
の
賃
金
差
別
額
が
、
少
な
(
賃
金
差
別
提
訴
団
の
連
絡
先
)

(6 ) 罫害93哩聖指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニ ュース

聖略核燃料再処理工場の不安

寓話弘六ヵ所村(裏)を訪ねる

1987年 1月 1日

東京争議団が25歳

制5件の争関輝総

供喜治活機の
一
字選/職場制

八
七
年
五
月
十
七
日
、
東
京
地

方
争
犠
団
共
闘
会
滋
は
二
十
五
年

に
な
る
.
十
年
の
時
に
、
東
京
総
行

動
、
二
十
年
目
に
月
毎
の
共
同
行

動
な
ど
を
創
り
だ
し
な
が
ら
、
成

長
し
た
。
八
六
年
に
は
、
十
九
件

の
争
議
が
解
決
し
た
・
東
京
争
搬

団
は
密
侃
・
仰

・
o
q
8
1
.

;

ん

…

た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す

-
w
は
、
機
動
隊
、
私
服
繕
祭
約
六
百
た
の
で
す
・
核
の
巨
大
な
エ
ネ
ル

1

・

司
咽
e

一

年
頃
、
稲
山
宙
開
宛
(
前
)
経
団
連
へ
か
、
岩
盤
を
か
た
め
、
漁
民
や
ギ
l
は
、
そ
の
取
り
扱
い
の
い
か

白

川

)

…

会
長
を
取
締
役
社
長
に
し
て
、
三
支
援
の
労
働
者
約
四
百
人
と
対
峠
ん
で
は
、
広
島
令
長
崎
の
地
獄
絵

F
T
Z
HJ
一

井

不

動

産

、

東

京

電

力

な

ど

が

、

し

ま

し

た

・

を

地

球

上

で

再

現

す

る

ば

か

り

;
!
 

唱
E
、
口

一

乙
の
地
域
の
大
規
模
開
発
を
計
画
海
で
は
、
制
査
船
を
、
=
一
千
ゾ
か
、
人
類
の
運
命
を
左
右
す
る
と

:

f

-

=
=
れ

ル
U

一

レ
、
広
大
な
土
地
や
海
(
漁
業
権
級
の
巡
視
船
三
隻
、
四
百
ゾ
級
五
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

川
J
J

…

な
ど
も
)
が
買
収
さ
れ
ま
し
た
.
袋
、
三
十
ゾ
級
三
十
隻
が
、
捜
衛
か
.

1
-

巴

画

岡

山

レ
か
し
、
開
発
は
失
敗
し
、
今
に
あ
た
り
ま
し
た
.
ζ
れ
に
対
し

i
i
i
l
i
-
-
i

i
i
i
z
i---
L
で
は
、
荒
涼
と
し
た
原
野
に
、
五
て
、
四
十
二
隻
の
漁
船
が
、
「
咳

V
青
森
県
下
北
半
島

六
カ
所
村
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ζ
の
原
十
一
葦
の
石
油
タ
ン
ク
を
な
ら
べ
燃
料
再
処
理
工
場
は
い
ら
な
い
/

に
、
い
ま
、
ウ
ラ
ン
濃
縮
工
場
と
発
で
は
、
年
間
許
容
量
の
一
千
兆
た
だ
け
の
石
油
備
蓄
基
地
が
、
存
関
査
船
は
か
え
れ
」
と
抗
議
行
動

低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
禁
物
貯
蔵
施
倍
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
、
貯
ま
る
在
す
る
の
み
で
す
.

を

行

い
ま
し
た
.
地
元
の
人
は
と

殴
そ
し
て
、
核
燃
料
再
処
理
工
場

ζ
と
に
な
る
の
で
す
.
財
界
と
県
は
、
再
び
こ
の
遊
休
の
た
た
か
い
を
「
海
戦
」
と
ょ
ん

な
ど
、
原
子
力
発
電
の
核
燃
籾
関
核
燃
制
再
処
理
工
場
と
は
、
と
地
に
目
を
つ
吋
り
ま
し
た
a

土
地
と
で
い
ま
す
・

迎
の
施
設
を
建
て
る
計
画
が
進
ん
の
よ
う
に
大
変
危
険
な
、
「
核
の
海
は
す
で
に
取
り
上
げ
て
い
る
と
V
「
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
」
は
ロ
l
マ

で

い

る

.

洗

溜

場

」

な

の

で

す

。

イ

ギ

リ

ス

い

う

ζ
と
で
、
充
分
な
調
査
も
し

神
話
の
「
ブ
ル
ー
ト
l
」
つ
ま
り

核
燃
料
再
処
理
の
過
程
で
取
り
の
ウ
イ
ニ
ズ
ケ
l
ル
に
あ
る
工
場
な
い
で
、

ζ
の
危
険
な
施
般
を
抑
「
地
獄
の
王
」
に
、
ち
な
ん
で
、

出
さ
れ
る
「
ウ
ラ
ン
」
と
「
プ
ル
で
は
、
海
に
出
さ
れ
て
い
る
放
流
し
つ
げ
て
き
た
の
で
す
・

名

づ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
・

ト
ニ
ウ
ム
」
の
内
、
「
プ
ル
ト
ニ
管
か
ら
放
射
性
廃
禁
物
が
、
海
に
農
民
、
漁
民
、
労
働
団
体
そ
四
十
六
億
年
前
、
地
球
が
誕
生

ウ
ム
」
の
実
容
を
紹
介
レ
て
み
ま
流
れ
込
み
、
廃
棄
筒
か
ら
は
、
放
レ
て
青
森
弁
護
土
会
は
、
安
全
性
レ
た
頃
は
、
地
琢
は
、
「
プ
ル
ト

し
よ
う
.
射
性
ガ
ス
が
放
出
さ
れ
、
工
場
周
に
強
い
不
安
を
い
だ
き
、
日
弁
連
ニ
ウ
ム
」
を
は
じ
め
、
放
射
能
に

百
万
キ
ロ
ザ
級
の
原
発
を
一
年
間
辺
で
は
、
小
児
ガ
ン
が
多
発
、
牛
(
日
本
弁
護
士
連
合
会
)
は
、
現
地
満
ち
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

運
転
す
る
と
、
原
子
炉
の
中
に
は
の
奇
型
、
海
の
広
範
囲
の
汚
染
と
に
調
査
団
を
派
遣
し
て
い
ま
す
・
そ
の
放
射
能
が
な
く
な
り
、
生
命

広
島
型
原
爆
の
一
千
倍
の
死
の
灰
い
う
事
態
が
、
発
生
し
て
い
ま
す
・
地
元
で
は
、
泊

(と
ま
り
)
漁
誕
生
の
条
件
が
作
ら
れ
人
類
が

が
、
た
ま
り
ま
す
.
人
間
ひ
と
り

V
な
ぜ
六
カ
所
村
に
、

計
画
さ
れ

協
を
中
心
に
反
対
運
動
が
、
取
組
誕
生
し
た
の
で
す
.

の
腕
に
対
す
る
「
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
」
た
の
で
し
ょ
う
か
.
「
む
つ
小
川

ま
れ
て
い
ま
す
.
百
年
六
月
に
、

人
類
は
、
再
び
そ
の
放
射
能
を

の
許
容
貴
は
、
四
百
万
分
の
一
ぜ
原
開
発
」
と
い
う
雷
抑
制
を
聞
か
れ
お
こ
な
わ
れ
た
海
峨
調
査
の
と
き
人
工
的
に
、
こ
の
地
球
に
開
政
し

の

…千
心

辺

鮒

州

周

を一
m

l

也

'

声

中町

・

定
城

抑
叫

…

…予
海

尉

曜

・

一
室
長
選
忌
尽
隊
総
動
後
髭彦監三一三一一一一一一

ー

三
面
喝
ニ

3
毒
死
函
-
一軍
曙
誕
事
時
国
一
二
-
ニ
二
」
=JL
Z

ニヨゴ一
7
J
J

ノ/ど匁
ぽ
お
¥
¥三
一一一一こ一一一

(

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
原
発
事
故
処
分
場
を
含
め
た
原
子
力
の
施
般
の
で
、
ア
メ
リ
カ
に
シ
ャ
ッ
ト
ア

現
場
か
ら
千
四
百
J
M
離
れ
た
西
を
建
て
る
計
画
が
進
ん
で
い
る
の
ウ
卜
さ
れ
る
と
動
か
な
く
な
っ
て

ド
イ
ツ
の
レ
l
ゲ
ン
ス
プ
ル
ク
市
で
す
が
、
と
れ
な
ど
も
重
大
な
問
し
ま
い
ま
す
.

近
郊
の
農
場
で
、
六
月
な
か
ば
、
題
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
.
②
経
済
優
先
の
開
発
の
問
凶
.
原

放
射
能
の
影
響
に
よ
っ
て
双
頭
三
安
全
上
の
問
題
だ
け
で
も
幾
つ
発
は
税
制
上
も
優
迎
さ
れ
、
非
常

つ
目
の
牛
が
生
ま
れ
ま
し
た
・
西
も
あ
り
ま
す
が
、
原
発
問
題
を
考
に
も
う
か
る
商
売
な
の
で
す
・

ド
イ
ツ
で
は
放
射
性
物
質
を
あ
び
え
る
場
合
、
六
つ
の
観
点
を
お
さ
③

m
g利
用
の
歯
止
め
の
問
題
・

た
牧
草
を
た
べ
た
牛
の
牛
乳
汚
染
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
・
日
本
は
平
和
感
法
を
持
ち
、
非
桜

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
@
千
二
百
①
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
自
主
伎
の
三
原
則
を
持
っ
て
い
な
が
ら
、
小

J
M
離
れ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
も
問
題
.
原
発
の
燃
料
の
濃
縮
ウ
ラ
型
の
核
兵
僚
を
持
つ
の
は
憲
法
違

耳
の
な
い
奇
形
ウ
サ
ギ
が
生
ま
れ
ン
は
ア
メ
リ
カ
に
依
存
レ
て
い
る
反
で
は
な
い
と
総
理
大
臣
が
国
会

て
い
ま
す
.
胎

児

が

お

な

か

に

い

の

場

で

い

う

国

で
す
.

る

と

き

放

射

線

を

あ

び

る

と

、

そ

@

地

域

の

自

然

的

・

社

会

的

条

件

の

影

響

に

よ

っ

て

奇

形

児

が

生

ま

を

生

か

し

た

地

域

開

発

政

策

に

て

れ
る
ζ
と

は

動

物

実

験

で

も

明

ら

い

触

し

な

い

の

か

と

い

う

問

題

.

か

に

さ

れ

て

い

る

こ

と

で

す

.

一

九

七

四

年

か

ら

、

原

発

を

置

い

ζ
れ

ま

で

原

発

窃

放

が

ら

み

で

た

地

械

に

は

巡

転

開

始

五

年

後

ま

話

し

て

き

ま

し

た

が

、

原

子

力

の

で

何

十

億

円
か
、

そ
の
地
織
に
お

問

題

は

安

全

性

の

問

題

だ

け

で

は

金

が

繕

ち

る

よ

う

に

し

た

の

で

す

あ

り

ま

せ

ん

.

た

と

え

安

全

性

だ

が

、

ζ
れ
く
ら
い
の

「引
越
し
そ

げ

に

限

っ

て

も

、

原

子

力

発

電

の

ば

」

で

は

地

械

が

発

展

レ

ま

せ

ん

.

安

全

性

は

原

子

力

発

電

所

の

安

全

原

発

一

一

晶

画

い

て

数

年

た

っ

て

お

性

だ

け

で

な

く

、

廃

棄

物

の

処

分

金

が

な

く

な

る

と

、

自

治

体

が

ニ

ま

で

合

め

た

ト

ー

タ

ル

な

安

全

性

韮

自

の

「

引

越

し

そ

ば

」

を

ね

ら

が

考

え

ら

れ

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

っ

た

り

し

て

原

発

銀

座

が

で

き

て

ん

.

し

ま

う

.

こ

れ

は

地

峨

の

発

展

と

日

本

で

は

、

廃

撲

物

の

処

分

に

は

無

線

の

も

の

で

す

・

つ

い

て

も

段

終

的

な

手

法

が

ま

だ

⑤

民

主

主

義

の

問

題

・

民

主

的

な

繭

立

さ

れ

て

い

ま

せ

ん

。

原

子

力

原

子

力

行

政

が

保

障

さ

れ

て

い

る

発
電
所
の
中
に
は
、
比
較
的
レ
ベ

か
ど
う
か
.
国
政
レ
ベ
ル
で
も
地

ル

の

低

い

放

射

能

が

ド

ラ

ム

缶

で

方

行

政

レ

ベ

ル

で

も

、

民

主

的

と

五

+

万

本

く

ら

い

た

ま

っ

て

い

ま

は

い

え

な

い

事

態

が

い

ろ

い

ろ

起

す
.
ζ
れ

は

海

に

捨

て

る

つ

も

り

っ

て

い

ま

す

.

で

い

た

の

で

す

が

、

太

平

洋

諸

島

⑤

そ

レ

て

安

全

性

の

問

題

で

す

。

の
人
々
に
猛
反
対
さ
れ
ま
し
た
.

そ
れ
ほ
ど
日
本
政
府
が
安
全
だ
と

強
調
す
る
な
ら
東
京
湾
に
拾
て
れ

ば
い
い
、
と
ま
で
い
わ
れ
て
、
海

に
捨
て
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
、

北
海
道
の
幌
延
(
ほ
ろ
の
べ
)
と

か
青
森
の
六
ケ
所
村
に
、
腕
築
物

廃棄物処分についても

¥安全のための手法は不確立¥

?♂4 
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こ
の
記
事
は
、
安
斎
育
部
さ
ん

(立
命
館
大
学
教
授
放
射
線
防

機
学
)
と
、
「
婦
民
新
聞
」

(
婦

人
民
主
ク
ラ
ブ
(
再
建
)
の
機
関

紙
)
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
す
・



h34
靭一
h
v
塞

j
j
j
j
;
5
2
2
J

…m
も

を

い

官

界

審

問

L

マ

トA'
'
L
V

』

，
二
-

w

渡
辺
良
子
同
…

今
、
緑
が
、
か
な
り
少
な
く
、
を
、
し
た
の
で
し
ょ
う
。
自
然
が

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
山
が
く
し
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
動
物

ず
さ
れ
、
マ
ン
シ
ョ
ン
が
、
ど
ん
が
し
た
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

ど
ん
た
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

ぅ
、
私
た
ち
と
同
じ
人
聞
が
し
た

そ
の
た
め
、
空
気
が
少
な
く
な
の
で
す
。

り
、
は
い
き
ガ
ス
が
た
ま
り
、
気
戦
争
な
ど
す
る
必
要
は
あ
り
ま

分
が
悪
い
と
は
、
み
な
さ
ん
思
っ
せ
ん
。
で
も
、
ば
く
だ
ん
を
作
り
、

て
い
ま
せ
ん
か
?
私
は
、
車
に
乗
戦
争
用
飛
行
機
を
日
本
は
、
か
つ

っ
て
は
、
い
け
な
い
と
は
、
言
い
て
い
ま
す
。

ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
の
で
ば
ん
で

ど
な
た
か
、
は
い
き
ガ
ス
の
出
す
。
そ
の
よ
う
な
物
は
、
買
わ
な

な
い
草
を
発
明
し
て
く
れ
ま
せ
ん
い
よ
う
に
、
一
人
の
力
だ
り
で
は

か

。

な

く

て

、

み

ん
な
の
力
で
や
れ
ば

ま
た
、
戦
争
の
乙
と
も
、
少
し
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

考
え
て
く
だ
さ
い
。
広
島
の
ピ
カ

ζ
の
よ
う
な
、
「
平
和
な
世
界
、

ハ
げ
ん
ぱ
く
の
話
)
な
ど
を
よ
む
ゆ
た
か
な
未
来
」
を
、
み
ん
な
で

と
、
か
わ
い
そ
う
で
た
ま
ら
な
く
作
り
ま
し
ょ
う
。

な
り
ま
す
。
だ
れ
が
あ
ん
な
ζ
と

1 9S7~ 1 月 1 日支援する会に入会 しよう (会 費 1口200円/月)第 93号(7) 

私
は
、
動
物
が
好
き
だ
か
ら
、

九

Z
2
2
2
2動
物
が
自
由
に
く
ら
せ
て
人
間

叫

が
、
自
然
を
ζ
わ
し
て
い
ま
す
。

前

ζ
の
あ
い
だ
テ
レ
ビ
で
、
北
海

的

道
の
森
林
を
な
く
し
て
し
ま
う
と

州

い

う
話
に
、
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
さ
ん
も
、

時

お
ζ

っ
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
も

。p
バ

ひ
ど
い
話
だ
と
、
思
い
ま
す
。

一

』

封

。

わ

た
し
は
、
し
よ
う
ら
い
、
動

-、-dav
h

wリ
，

d

v

i

同
同
』
阿
山
f
事
物
と
す
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
だ

村
川
町
明
敏
臥
し
い
ん
だ
ん
動
物
の
ζ
と
を
勉
強
し
て

叶

t
1

ヨ
r
t
p
f

金
つ

叫
同
祖

国
圃

つ
も
副
官
A

a
ー

み

た
ら
、
新
聞
な
ど
に
ム
ツ
ゴ
ロ

u
b

ら

と

丈

ウ
さ
ん
番
い
た
動
物
の
お
話
の

ペ
M
4刊

ι
サ
州
き
じ
を
見
て
、
動
物
は
な
か
ま
を

法

扮

山

南

た

す

け

合

い

、

自

分

の
ζ
と
は
後

句

移

と

い

う

考
え
を
も
っ
て
い
ま
し

な

た

。
人
間
も
、
動
物
と
同
じ
よ
う
に

人
を
た
す
り
合
っ
て
、
森
林
を
多

く
レ
、
す
み
よ
い
社
会
に
、
な
っ

た
ら
い
い
な
あ

1
.

'

aE戸

、
;パ

3
2思
3
3
3
5
5
4
ユノ

州

電

心

待

5
a也
ヲ

足

ア

セ

i

4

1

;

z

d

情

レ

I
H
4叫

a

e

R
ヨF
F月
吋

山

町

吋

州

J
4
4
f
e品川

apι
州

私
は
、
乙
ん
な
世
の
中
に
な
っ
た
ら
お
年
よ
り
ま
で
、
か
く
れ
ん
ぼ
や
、
た

い
い
な
あ
、
な
ん
て
乙
と
は
た
く
さ
ん
か
お
に
、
昔
の
遊
び
を
し
て
楽
し
ん
で

あ

り

ま

し

た

。

い

る

。

で
も
、
い
ざ
書
く
と
し
た
ら
、
全
く
頭
今
で
は
、
部
屋
に
ζ
も
っ
て
、
テ
レ
ビ

の
中
に
う
か
び
ま
せ
ん
。

ゲ

ー
ム
や
、

パ
ソ
コ
ン
や
そ
ん
な
と
と

や
っ
と
考
え
た
こ
と
を
、
左
に
曾
き
ま
し
て
い
な
く
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
子
供

す
。

が

テ

レ

ビ

を
見
て
、
一
日
の
時
間
を
つ

子
供
た
ち
が
遊
べ
る
(
小
さ
い
子
供
ぶ
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
学

も
〉
よ
う
な
公
園
や
、
し
せ
つ
な
ど
が
校
だ
け
の
友
達
関
係
。

4F'

た
く
さ
ん
あ
る
。

こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

&
r
4

木
・
花
・
草
・
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
緑
事
け
ん
な
ど
が
起
ζ
る
の
で
は
な
い

で

.

が
、
町
中
に
あ
ふ
れ
だ
し
て
そ
の
中
を
、
し
よ
う
か
。

H
g

車
や
、
自
転
車
、
人
々
な
ど
が
笑
い
な
私
は
、
け
っ
し
て
、
乙
ん
な
世
の
中

崎

が

ら

、

通

る

。

に

は

、

し

た

く

な

い

と

思

い

ま

す

。

広
場
な
ど
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
、

ぃU曇るや
~∞~Wイ多勝

いや館

鹿角 建一(9)

い
ま
の
よ
の
中
は
、
ど
ろ
ほ
う

や
い
じ
め
が
あ
る
。

そ
う
い
う
よ
の
中
は
、
だ
め
だ
と

甲山山
w

つ。
い
じ
め
や
と
ろ
ほ
う
が
い
な
く
な

る
、
き
れ
い
な
よ
の
中
に
し
て
ほ

し
い
。

そ
ん
な
よ
の
中
に
な
っ
た
ら
、
ぼ

く
は
、
う
れ
し
い
。

ぼ
く
は
、
戦
争
が
な
く
、
み
ん
な
平

等
で、

核
兵
器
が
な
い
世
の
中
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
ロ
そ
れ
か
ら
、
月

旅
行
へ
行
っ
た
り
、
月
面
き
地
が
で
き

る
と
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
あ
と
ダ

イ
ア
モ
ン
ド
都
市
や
、

副
桝
学
が
発
達
し

て
、
タ
イ
ム
マ
シ
l
ン
や
、
き
ょ
大
テ

レ
ビ
、
テ
レ
ビ
電
話
な
ど
が
、
で
き
て

ほ
し
い
で
す
。
そ
れ
は
、
ず
う
っ
と
後

の
話
で
す
。

で
も
、
あ
ま
り
判
明
学
が
発
達
し
、

人

聞
が
働
き
に
く
く
な
る
と
ζ
ま
り
ま

ふ
の
た
脈
問
h
h
h

ゆる

斜
学
の
発
院
制
審

凡
主
主
四
国
伺
切
の
沿
い

州

立

去

ゴ

自

由

-一

o
n
h
u
Z
窪田

ι巾
v

mr

と

も

こ

問

中

屋

知

子

ω

州

私

が

願

う

社

会

は

、

お

父
さ
ん

w

達
の
よ
う
に
、
一
方
的
に
会
社
に

一，

首
を
切
ら
れ
、
自
分
の
好
き
な
仕

明

事
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
し
ま
う
よ

前

う

な

人

が

一
人
も
い
な
い
そ
ん
な

社
会
で
す
。
国
鉄
の
職
員
の
人
達

の
よ
う
に
、
長
い
間
一
生
懸
命
う

ち
と
ん
で
き
た
仕
事
を
一
方
的
に

取
り
上
げ
ら
れ
、
き
ち
ん
と
し
た

技
術
を
持
っ
て
い
る
の
に
余
剰
人

員
な
ど
と
呼
ば
れ
、
自
分
の
技
術

と
全
く
関
係
の
な
い
雑
用
の
よ
う

な
仕
事
を
抑
し
つ
け
ら
れ
る
。
そ

ん
な
屈
辱
を
受
付
る
人
が
一
人
も

い
な
い
社
会
で
す
。
そ
う
い
う
社

会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
も
ぜ

ひ
お
父
さ
ん
達
に
頑
張
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

+
品

川

真

川

写

。

川

。
す

川

〉

で

川

6
ち

川

小

た

川

く

も

川

子

ど

川

秀

子

川

本

の

川

松

園

川

、
議

川

は

争

川

し

気

川

出

電

川

見

沖

川す
。
だ
か
ら
、
あ
ま
り
ロ
ボ
y
卜
や
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
、
い
っ
ぱ
い
作
ら
な

い
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

い
く
ら
、
戦
争
が
な
い
世
の
中
が
い

い
と
吾一
一
回
っ
て
も
、
み
ん
な
が
力
を
、
合

わ
せ
な
り
れ
ば
、
ま
た
、
戦
争
が
は
じ

ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
と
そ
、

み
ん
な
で
カ
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
平
等
で
楽
し

く
行
き
た
い
で
す
。

岡
田

朋
之

ω '0 

355 



(8) 

『左
の
パ
ズ
ル
の
二
重
マ
ス
の
文
字
を
、
組
み
合
わ
せ
て
、
言

葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
』

・
答
は
、
ハ
ガ
キ
に
・
い
て

「支

岨
揮
す
る
会
事
務
局
」
へ
、
お
送
り
く
だ
さ
い
.
一
月
二
O
臼
ま
で

到
積
分
か
ら
、
正
解
者
五
人
に
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
・

な
お
、

E
解
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
し
ま
す
.

※
出
題
者
は
、
支
帽
揮
す
る
金
、
会
員
の
百
瀬
邦
孝
さ
ん
で
す
.

揖 93号

5
、

大

形

の

お

の

印

、
(
)
直
弼

4

9
、

庭

に

植

え

る

引

、

ひ

と

り

ぼ

っ

ち

一

円
、
水
の
あ
る
と
と
ろ
日
、
牛
乳
を
に
つ
め
て

一

ロ

、

(

)

帝

国

目

、

手

の

こ

一

旬
、
国
鉄
の
(
)
反
対

U
、
自
を
と
じ
て
何
も
み
え
ず
』

川
、
弦
楽
硲

ω、
(

)
の
霊
碑

一

旬
、
(
)
話

ω、
ち

の

み

子

一

%
、
患
初
に
出
す
酒
の
さ
か
な
め
、
元
旦

へ

沼

、

平

和

“

、

か

い

乙

一

円、

ζ
た
つ
に
あ
た
っ
て
遊
ぶ

U
、

砂

一

位
、
こ
を
と
ぐ

ω、
桃
束
三
年
二
八
年

一

日

山

、

重

さ

の

単

位

加

、

酒

は

煎

(

)
で

へ

お

、

豚

円

、
乙
の
服
は
(
)

一

幻
、
一
本
釣
り
の
魚
刀
、
ガ
ク
ラ
ン
を
酋
て

一

叩
口
、
ヒ
γ
ト

(

)

円件、

つ
の
の
あ
る

一

引
、
お
正
月
の
お
め
で
た
い
乃
、

(

)
を
う
た
う

』

白

、

色

が

変

わ

る

動

物

九

、

警

か

る

一

泊
、
足
に
は
く

沼
、
署
長
い
覇

一

U
、
地
震
、
雷
、
火
事

(

)

丹
、
強
い
お
酒

へ

初
、
(
)
で
た
た
か
う

ω、
(

)
は
争
識
を
解
決
せ
よ

』

ω、
(

〉

の

な

い

語

別

、

い

な

い

一

位
、
イ
タ
リ
ア
重
文
学
の
代
表

1
1
4
1
1
1
一

作

-

出
題
の
百
瀬
さ
ん
は
、
荒
川

へ

判

、

変

っ

た

動

物

大

門

小

学

校

(

東

京

)

の

先
生

で

~

“
、
針
と

こ

す
・
草
号
の
パ
ズ
ル
を
、
書
、
一

泊、

(

)
と

殿

町

間

担

当
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
・

へ

八
タ
テ
の
カ
ギ
V

一
円…

向

U
-

n
U
-

a斗

「指
名
解
胞
の
実
態
と
そ
の
自
国
が
一
冊
の
本
に
な
り
ま
し
た
.

そ
し
て

「資
本
主
義
社
会
で
は
、
大
企
業
の
横
暴
の
お
さ
え
、
働

的
」
「
指
名
解
屈
の
心
裂
性
の
不
乙
の
曾
面
は
、
結
審
ま
じ
か
と
首
切
り
は
自
由
だ
He
」
と
主
張
す
く
者
が
、
「
安
心
し
て
働
げ
る
社

存
在
」
「
指
名
解
胞
を
回
避
な
っ
て
い
る
浦
和
地
裁
熊
谷
支
部
る
沖
電
気
.不
当
な
主
張
に
対
し
、
会
」
を
つ
く
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ

す
る
た
め
の
努
力
は
一
切
行
な
わ
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。
裁
判
で
い
か
に
闘
っ
た
か
と
い
う

と
一
説
く
だ
さ
い
。
圏
注
文
は
、

れ
な
か
っ
た
」
な
ど
の
内
容
の
、
神
電
気
の
指
名
解
雇
の
狙
い
、
記
録
に
も
な
っ
て
い
ま
す
.

支
掻
す
る
会
、

事
務
局
ま
で
.

司
d
司、ー

、、、，
寺九

ぉ、

(

)
は
熊
い
う
ち
に
打
て

%
、
外
湯

お
、
計
画

(

)

目
、
=
一
本
糸
の
ロ
シ
ア
の
楽
穏

1
、

朝

は

お

は

よ

う

お

、

今

年

は

卯

年

の

人

回

目

、

木

を

切

る

2
、
川
に

も

ど

る

幻

、

私

は

(

)
に
な
り
た
い
位
、
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
(

)

3
、
首
都
は
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
却
、
(
)
を
と
え
て
行
と
う
ぬ
、

負
け
た
ら
ス
ミ
ぬ
り

4
、

土

の

笛

叩

口

、

赤

紫

μ
山
、
し
き
り
に

5
、
ハ
ブ
と
の
た
た
か
い
初
、
(
)
入
り
チ
ョ
コ
は
い
や
め
、
笹
察
の
ζ
と
を

6
、
登
り

(

)

辺

、

手

品

“

、

百

、

干

、

(

)

7
、
こ
の
と
ろ

(

)
離
れ
が

M
、
オ
ス

(

)

U

、
あ
ら
っ
ぽ
い

B
、
期
限

弱

、

五

分

前

月

、

チ

ョ
コ
レ
ー
ト
の
原
松

守
、
カ
ム
バ
ッ
ク
(

)

犯

、

一

番

大

切

な

も

の

円

、

(

)
の
な
い
意
見

山
山
、
野
球
を
川

(
)
楽
し
む
法
日
刷
、

(

)
ま

わ

し

九

、

マ

ブ

ナ

、

ヘ

ラ

ブ

ナ

ロ

、

切

手

の

よ

う

な

紙

ぬ

、

(

)
交

換

乃

、

日

本

一

の

(

)
前

川

、

魚

伯

、

野

球

の

(

)

竹
川
、
五
重

(

)
を
も
ら
う

り
、
線
路
を
走
る

U
、
(
)
を
あ
げ
る

問
、
ち
ょ
っ
と
古
い
が
女
性
二
人
的
、
シ
γ
ポ
の
大
き
い
動
物

加
、
リ
ラ
の
別
名

目

品

、

ゲ

l
テ
の
生
れ
た
国

れ
、
引
く
を
英
語
で
倒
、
乙
れ
で
名
前
を
調
べ
る

?
と
-
E
e
l
-
-
i
E
z
-
7
f
e
l
-
-
z
-
?
?
ZEze--JZZZEE-匂
--Ti
z
-
-

沖
電
ヌL

の
指

「名
原壁
a:. 屍差

是脅
終暴
準判
備 φ
重量藁

星大
F 成

が
好
評

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

2 

2 
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3 

3 

T 

1 

2 
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雫
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2 
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ι 

工
ザ
ケ
な
い
宝
妻
雑
誌

f
〉

ヲ
一
白
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T
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コ
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3
仲
六
E
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¥
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h
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守勢⑨
198ワ年1月 1日

W
年
は
、
国
際
住
宅
年
(
政

府
は
国
際
居
住
年
と
呼
ん
で
い

る
)
で
す
.

目
的
は
、
簡
単
に
い
-
マ
と
、

①
発
展
途
上
国
の
住
宅
問
閣
の

解
決
を
め
ざ
し
、
②
そ
れ
ぞ
れ

の
国
で
も
、
住
宅
問
題
(
住
居

と
居
住
環
境
)
の
改
留
を
は
か

る
.
と
い
う
も
の
で
す
.

日
本
は
、
両
方
と
も
該
当
す

る
と
考
え
る
の
が
正
し
い
と
思

八
ヨ
コ
の
カ
ギ
V

ー、

(

)
が
登
る

5
、
電
気
を
お
び
た
原
子

い
ま
す
・

下
衰
の
「
国
際
比
較
」
に
よ

れ
ば
、
「
き
わ
め
て
満
足
し
て

い
る
」
は
、
わ
ず
か
一
掃
.
他

の
国
は
、
い
ず
れ
も
ニ
ケ
タ
以

上
で
す
.
ま
た
、
「
満
足
し
て

い
る
」
出
率
も
出
較
諸
国
で
展

低
で
す
.

強
殴
省
の

「住
宅
需
要
実
態

調
査
」
(
百
年
)
で
も
、
現
在

の
住
ま
い
に
つ
い
て
、
「
不
満

活
の
基
盤
で
あ
る
住
宅
は
「
発

展
途
上
国
な
み
」
と
、
い
う
の

が
、
い
つ
わ
ら
ざ
る
実
態
で
す
.

「発
展
途
上
園
」
を
脱
却
す

る
た
め
に
、
国
際
住
宅
年
の
な

か
で
、
住
宅
要
求
を
結
集
し
、

大
き
な
運
動
を
お
こ
し
て
い
く

こ
と
が
、
必
要
で
す
.

J
っ
さ
ぎ
年
の
年
に
、

ウ
サ

ギ
小
屋
を
な
く
そ
う
H

を
、
合

言
援
に
ー
ー
.

(
坂
庭
)

が
あ
る
」
と
、
感
じ
て
い
る
世

帯
の
合
計
は
、
一
千
二
百
五
十

六
万
世
帯
、
全
世
帯
の
三
八

・

四
掘
に
の
ぼ
り
ま
す
.
中
で
も

東
京
闘
で
、
四
二

・
一掃
・
大

阪
闘
は
、
四
一

・
六
揮
と
二
大

都
市
圏
で
の
不
満
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

政
府
は
、
「
わ
が
国
の
住
宅

事
情
は
欧
米
な
み
」
と
、
宣
伝

し
て
い
ま
す
が
、
真
実
は
、
生

幻
年
は
国
際
住
宅
年

「今年こそ」とガンバリマス。
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住宅満足度の国際比較

住宅IC満足している人の制合

区分 ①きわめて満足
している

⑦満足している

臼 本 l 45 
アメ リカ 24 52 
イギ リス 17 59 
西ドイシ 19 62 
フラソ 1 12 66 
イタリア 10 5~ 

カナター 21 62 
オラン ダ 15 63 



5万人の「支媛する会」を

私たらは生き る権利、働 〈指利を守る ために沖

電気の仲間を物心両面から励まし、必ず勝手IJきせ

たいと思います。園陸な長期の闘いも予想、さ れま

すので、一人 でも多〈の方がこの「会J に加入し

全面勝手IJを闘いとるまでご支援くださるよう心か

らよびかけます。 (r支撮する会Jよぴカ‘けより)

会費 1口 200円/月

1 9 8 7年 2月 1白

支援する会事務局

事務所東京都港区三回

3-2-20 .話 (03) 451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名 沖電気の不当解雇

を融固させる会

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

発
行
所

蝉事94司吾)
 -( 

解
交
渉
で
沖
電
気
が
不
当
な
主
張

怒
り
を
新
た
に

が
ん
ば
り
ま
す
。

目
標
の

「沖電気は指名解雇を撤回せよJ

警喜歪護主輔宕腎者重雪量

百
年
秋
か
ら
取
り
組
ま
れ
た
十
九
団
体
分
が
神
電
気
へ
・
写

署
名
は
、

ζ
れ
ま
で
六
千
百
三
真
は
、
提
出
す
る
共
闘
会
織
の

井
川
事
務
局
長
(
左
)
と
大
牟

礼
副
議
長

(
1
・
M
)

、ノan守
ーし

〆
〈

沖電気に全面解決
を要求する団体署名

6140団体こえる(1 114) / 

500人

通
信
綴
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
益
、
=
一
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
匝
後
の
職
場
で
は
、

す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
二

沖
位
気
工
業
(
本
社

・
東
京

・

九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
年
十
一
月
に
は
、
支
銀
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
こ
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど

a

居

(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
沖
駿
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

八
四
億
、
一
万
三
千
人
〉
は
「
経
九

O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
作
っ
た
・

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
。
会
社
は
東
京
地
裁
は
か
四

仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見
八
四
年
秋
か
ら
は
、
全
国
規

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の

「希

〆
〆

J

F

'

'

r

r

棋
の
運
幅
削
に
発
展
、
仕
事
差
別

望
退
職
」
募
集
を
提
案
乙
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

を
や
め
さ
せ
た
・
東
京
地
裁
で

と
退
職
強
要
に
応
じ
な
い
三
百

は

「=一
十
五
人
の
復
織
と
和
解

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
力
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
服
せ
し
め
を
強
め
、
「
合
理
化
」
金
」
の
勧
告
が
出
た
・

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
e

八
六
年
か
ら
の
「
全
面
解
決

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
意
識
改
革
を
す
る
ζ
と」

と
鉦
沖
電
気
争
議
団
の
七
+
一
人
を
め
ざ
す
大
運
動
」
で
、
神
電

強
行
。
そ
の
後
の
神
電
気
は
、

一冨
.
労
働
者
と
労
働
組
合
を
熊
は
、
全
国
の
四
千
を
趨
え
る
労
気
争
犠
は
、
勝
利
の
た
め
の
股

百
億
円
近
い
史
上
股
高
の
利
視
し
て
解
股

k
~ζ
と
も
明
白
・
組
や
、
一
万
四
千
人
の
「
支
慶
大
の
山
場
を
む
か
え
て
い
る・

第
十
四
国
首
・

2
・円
H

(;申〉は会社 .(裁〉は裁

判所.(争)1ま争撤回.

えめ ( と(
るるき 第 T 争

工カ! 十 22 出

画一三正 八 五~ c; 
答部 十 回 受基

の五 日 渉本
人人 '86 ~案
はの ・ 聞を
、復 8 意た
さ~ ~ -' ・た
しは 26 き
か際 台

争
議
団
の
子
が
描
き
た
る
母
の
顔
髪
の
お
く
太
き
長
き
ま
な
ざ
し
藤
野
尚
孝
一
下
)

東
京
地
方
裁
判
所
民
事
十
一
部
い
か
、
低
く
な
る
と
い
う
も
の
・
話
し
合
い
「
こ
れ
で
は
和
解
の
基

で
行
な
わ
れ
て
い
る
、
沖
電
気
争

.
復
職
に
あ
た
っ
て
の
取
り
扱
本
で
大
き
く
食
い
違
っ
て
い
る
」

磁
の
和
解
交
渉
は
一
月
二
十
二
日
い
は
す
べ
て
新
た
に
採
用
さ
れ
た
と
、

会
社
案
を
強
く
批
判
し
、
瓶

で
二
十
三
回
目
に
な
り
ま
し
た
.

ζ

と

と

し

て

扱

う

.

回

を

求

め

ま

し

た

.

乙
の
目
、
沖
電
気
は
次
の
よ
う

・
健
康
診
断
を
し
て
、
不
適
者
裁
判
所
は
、

「こ
れ
は
、
会
社
「
解
雇
徹
回
、
三
十
五
人
の
復

な
し
に
は
解
決
し
な
い
」
と
、
沖

な
解
決
内
容
を
一
市
し
ま
し
た
.

は
、
退
職
さ
せ
る
.

案

で
あ
り
、
裁
判
所
の
考
え
は
、
臓
、
解
決
金
の
支
払
い
」
を
基
本
電
気
を
説
得
し
て
き
ま
し
た
。

-
復
職
者
三
十
五
人
の
賃
金

・
転
居
な
ど
の
費
用
は
、
本
人
別
に
あ
る
」
と
回
答
し
、
さ
ら
に
と
し
て
進
ん
で
き
た
和
解
交
渉

n
判
決
H

と
い
う
べ
き
裁
判

所

す

ま

す

は

っ

き

り

し

、

怒

り

が

山

ん

で

も

解

決

し

な

い

事

を

会

社

に

は
、
沖
電
気
の
労
使
間
で
結
ば
れ
が
負
担
子
る
。

和
解
の
成
立
に
努
力
す
る
意
向
を
は
、
神
電
気
の
姿
勢
転
換
に
よ
り
、
の
案
を
も
無
視
す
る
沖
宿
気
に
、
湧
く
.

H

人
が
余
っ
た
M

M

経

川

わ

か

ら

せ

た

い

.

て
い
る
年
齢
別
の
恩
低
賃
金
の
ス
ー
ー
な
ど
と
、
こ
れ
ま
で
の
和
解

一市し
ま
し
た
・

新
た
な
事
態
を
む
か
え
ま
し
た
・
新
た
な
怒
り
が
わ
き
お
ζ
っ
て
い

蛍
危
機
に
な
っ
た
M

の
口
実
で

川
(沖
)
金
銭
解
決
だ
け
で
考
え
て

第
十
回
羽
・

6-m

レ
ス
レ
と
い
う
超
低
額

(例
・
商
交
渉
の
経
過
を
無
視
し
た
不
誠
実
V
V
次
回
、
第
二
十
四
回
和
解

裁
判
所
は
、
「
ζ
の

解

庖

は

会

ま

す

・

の

指

名

解

履

で

し

た

が

、

裁

判

川

い
る
よ
う
す
。

率
お
畿
で
約
十
六
万
円
)
.

な
回
答
と
な
っ
て
い
ま
す
.

交
渉
は
、
二
月
十
七
日
、
午
後
四
社
の
経
蛍
上
の
都
合
に
よ
る
も
の
「
神
電
気
は
、
労
働
者
を
モ
ノ
の
中
で
も
、
そ
れ
が
全
く
の
峰

川

(沖
)
「
解
回
は
撤
回
、
解
決
金

l

M

第

三
田
川
・

9
・
7

-
資
格
(
格
付
け
〉
も
、
ほ
と
と
れ
に
対
し
、
争
磁
団
側
は
、
時
か
ら
と
股
定
さ
れ
ま
し
た
.
で
原
告
ら
に
は
何
の
責
任
も
な
い
と
し
か
扱
わ
な
い
.
解
雇
は
、
会
で
あ
っ
た
と
と
も
鉦
明
さ
れ
、

川

一
人
一
千
万
円
.
一
年
間
、
自
宅

ん
ど
の
人
が
解
臨
時
と
変
わ
ら
な
約
一
時
間
に
わ
た
っ
て
裁
判
所
と

(
東
京
一
一
地
方
裁
判
所
市

F
)
も
の
」
「
ζ
の
事
件
は
職
場
復
帰
祉
の
自
由
だ
、
と
い
う
基
本
が
ま
解
屈
の
不
当
性
も
は
っ
き
り
し

川
(沖
)
職
場
に
受
げ
入
れ
る
状
況
待
織
の
非
常
勤
の
保
用
」と
回
答
。

て
い
る
・
沖
電
気
が
、
マ
イ
y

川
に
な
い
・
経
営
が
き
び
レ
い
・

第
十
一

国
首
・

7
・

タ
と
雷
う
ま
で
、
手
を
援
か
な
い
(
裁
)
新
規
採
用
も
し
て
い
る
で

い
」
と
、
神
電
気
争
議
団
は
、

川
は
な
い
か
、
会
社
は
先
端
技
術
だ
(
争
)
「
職
場
復
帰
な
し
の
会
社

緊
急
会
議
で
意
志
統
一
を
し
ま

川
け
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
案
を
撤
回
し
な
け
れ
ば
和
解
の
進

し
た
。

川
か
ろ
う
、
と
会
社
を
説
得
・
行
は
あ
り
え
な
い
」
と
回
答
・

全

力

の

一

第

五

田

川

・

ロ

・

7

(裁
)
栽
判
記
録
を
貌
ん
で
進
行

を
決
め
た
い
.

支

援

ダ

…

(
裁
)
と
に
か
く
護
団
の
人
た

第
十
三
四
百
・

沖
略
気
争
犠
支
鐙
中
央
共
闘

山

ち
が
も
ど
れ
る
さ
毒
具
体
的
な

会
離
は
、
一
月
二
十
九
日
に
、

川
検
討
を
根
岸
人
事
部
長
に
要
硝
・
(裁
)
「
一
一
一
+
五
人
を
現
実
に
復

「勝
利
を
さ
せ
る
た
め
の
決
起
山

職
さ
せ
る
.
和
解
金
の
支
払
い
」

第
六
回
百
・

2
・
5

集
会
」
を
開
催
し
、
次
の
よ
う

川

の
基
本
案
を
一
市
す
.

な
方
針
を
き
め
ま
し
た
・
川
(
裁
)
原
告
が
不
始
末
を
し
て
解

圏
沖
電
気
本
社
へ
昼
休
み
抗
蟻
川

庖
さ
れ
た
の
で
は
な
い
.
金
を
積

行
動
二
月
十
三
日
.

川

l

}

圏
本
社
前
座
り
込
み
.

川
川
副
州

M

4
曲
阿

;

i

 

圏
裁
判
前
、
宣
伝
行
動
.

川
』

A
匹、

一、
，，

圏
富
士
銀
行
の
各
支
庖
へ
の
裏
山

H

万

引

uh山

情
行
動
.

川

島

回

開

通

副

圏
沖
電
気
へ
の
抗
臓
は
が
き
・

川

、

の

|

|
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

.

川

j
・
1

事尋

一
月
二
十

』
巴

百
付
赤
旗

色

ζ
で
、
余
震

む
羽

楠護処理

』
〈
ヨ
J

で
疲
れ
?
国

内
Jw
b
h
鉄
係
長
が
自

e

d出
暗
殺
の
包
事
.

乙
れ
で
郁
故
の
カ
ギ
を
間
四
っ
て

い
た
人
物
が
、
二
人
自
殺
・
何

か
あ
る
.
旺
鎚
隠
滅
の
た
め
に

当
局
か
ら
厳
し
く
問
い
詰
め
ら

れ
て
の
自
殺
?
そ
の
影
で
笑

っ
て
い
る
も
の
が
い
る
杉
浦
、

中
曽
根
、
橋
本
ら
死
人
に
口
な

レ
と
ー
.
杉
納
は
、
人
減
ら
し

に
よ
っ
て
安
全
が
守
れ
な
い
と

一
冨
う
人
に
機
械
を
導
入
す
る
乙

と
に
よ
っ
て
守
れ
る
様
な
と
と

を
言
っ
て
い
た
.
七
十
七
年
間
、

余
部
鉄
橋
は
無
事
紋
だ
っ
た
.

な
の
に
「
分
割
・
民
営
化
」
の

先
取
り
と
し
て
、
人
を
畿
械
に

猷
き
か
え
て
の
事
故
だ
っ
た
.

風
速
計
は
正
常
だ
っ
た
の
か
?

亡
く
な
ら
れ
た
列
車
の
車
お

は

Hζ
ん
な
風
の
強
い
自
に
走

ら
せ
て
い
い
の
か
M

と
不
安
を

駅
員
に
語
っ
て
い
た
と
言
う
.

そ
の
矢
先
の
事
故
だ
.
な
ん
の

卵
も
な
い
六
人
の
死
.
余
部
鉄

橋
事
件
は
、
分
割

・
民
営
後
の

国
鉄
の
姿
だ
.
(
毘
代
)
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(2 ) 

沖 縄iよいまも戦時

開 94-号指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

東
京
か
ら
飛
行
織
で
約
二
時
港
に
は
、
原
子
力
潜
水
鑑
や
核

問
、
サ
ン
ゴ
礁
と
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
兵
鶴
を
積
ん
だ
甥
鑑
が
出
入
り
し

l
に
照
く
海
に
閉
ま
れ
た
島
、
沖
て
い
ま
す
・
核
戦
争
の
さ
い
、
核

縄
。
日
本
一
早
咲
き
の
沖
縄
本
島
攻
撃
指
令
を
だ
す
通
信
網
も
相
官
り

北
部

・
名
護
市
の
緋
寒
桜
が
阜
く
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
.

も
満
開
で
容
を
告
げ
て
い
ま
す
.

核

兵

部
を
管
理
す
る
部
隊
、
運

沖
縄
は
ζ
と
し
、
米
軍
の
全
面
搬
す
る
部
隊
が
常
駐
し
、
骸
兵
器

占
領
支
配
か
ら
日
本
に
復
帰
レ
て
事
故
に
そ
な
え
た
訓
練
も
お
乙
な

十
五
年
目
を
む
か
え
ま
す
・
わ
れ
て
い
ま
す
。

一

し
か
し
み
な
さ
ん
も
ど
存
じ
の

沖
縄
を
戦
場
に
想
定
し
た
陸
海

よ
う
に
、
日
本
に
あ
る
米
軍
基
地
空
三
軍
、
そ
れ
に
自
衛
隊
が
く
わ

の
七
五
蕗
、
米
軍
人
軍
属
の
約
九
わ
っ
た
合
同
演
留
も
く
り
返
さ
れ

O
婦
が
抑
制
に
集
中
し
た
ま
ま
で
て
い
ま
す
.

す

.

米

軍

の

軍

事

演
習
は
年
間
五
千

米
軍
に
よ
る
沖
縄
で
の
軍
事
演
曲
以
上
に
お
よ
び
、
山
は
焼
き
払

習
は
、
一
九
七
八
年
の
白
米
ガ
イ
わ
れ
、
漁
協
は
あ
ら
さ
れ、

空
の

ド
ラ
イ
ン
以
来
、
核
戦
争
を
想
定
安
全
は
無
視
さ
れ
つ
づ
け
て
い
ま

し
た
も
の
に
大
き
く
変
わ
っ
て
き
す
.
米
兵
に
よ
る
殺
人
事
件
、
窃

ま

し

た

・

盗

、

傷

害

、

婦

女

暴

行

事

件

も

あ

殴
で
は
、
一
一
五
ミ
リ
砲
や
八
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
・

ン

サ

l
ト
を
、
ま
た
、
作
家
や
エ
持
、
短
歌
、
俳
句
、
エ
シ
セ
イ
を

イ
ン
チ
胞
な
ど
骸
兵
訴
が
発
射
で
政
府
・
防
衛
庁
は
、

ζ
の
米
軍
ッ
セ
イ
ス
ト
た
ち
は
「
沖
縄

・
文
通
し
て
桜
戦
争
の
危
機
を
告
発

き
る
大
砲
を
つ
か
つ
て
の
発
射
訓
基
地
を
維
持
、
強
化
す
る
た
め
に
、
字
を
通
し
て
反
核
反
戦
を
考
え
る
し
、
反
核
平
和
の
運
動
を
つ
づ
け

練
が
日
常
的
に
く
り
返
さ
れ
て
い
軍
用
地
契
約
を
拒
否
し
て
い
る
地
つ
ど
い
」
に
結
集
し
て
、
小
説
や
て
い
ま
す
.

ま
す
・
笠
で
は
、
認
手
納
基
地
の
主
の
土
地
を
、
感
法
や
私
有
尉
産
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叫
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又
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術
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く
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2年
ま
で
、
二
十
年
間
も
強
制
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川

賞

ん

て

V
者

一

リ
カ
の
骸
戦
略
霊
機
B
臼
が
フ
使
用
す
る
動
き
を
強
め
て
い
ま

「

l
I
l
l
l
i
-
-
r
h
l
伝

F卜
l
卜
l
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ィ

り

ピ

ン

か

ら

や

っ

て

き

ま

す

・

す

・

神

山同県
民
は
器
地
の
沼
匡
と
と
は
別
で
す
・

ζ
れ
に
た
い
し
沖
縄
民
の
ね
ば
も
に
、
復
帰
十
五
年
経
っ
た
い
ま
県
民
所
得
は
い
ま
だ
全
国
平
均

り
強
い
た
た
か
い
が
つ
づ
け
ら
れ
な
お
き
び
し
い
生
活
と
の
た
た
か
の
七
三
封
、
失
業
率
は
全
国
平
均

て
い
ま
す
・

い
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
・
の
二
倍
以
上
、
倒
産
は
史
上
思
惑

核
兵
磁
際
絶
を
め
ざ
す
市
民
の
本
土
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
は
、
の
事
態
で
す
・
長
寿
世
界
一
の
県

デ
モ
は
、
一

九
八
七
年
の
一
月
二

沖
縄
の
林
立
す
る
ピ
ル
を
み
て
、
と
い
わ
れ
な
が
ら
、
寝
た
き
り
、

日
で
連
続
百
五
十

一
回
目
を
か
ぞ
「
東
京
や
大
阪
と
変
わ
ら
な
い
」
痴
呆
症
、
し
か
も
一
人
専
ら
し
の

え
ま
す
.

と

か

「

ハ

ワ

イ

に

き

た

み

た

い

だ

」

お

年

寄

り

の

多

い
県
で
も
あ
り
ま

反
戦
地
主
は
、
み
ず
か
ら
の
土
と
か
い
い
ま
す
・
復
帰
十
五
年
目
す
・

地
を
守
る
ζ
と
が
核
戦
争
亭
阻
止
を
む
か
え
た
神
縄
は
、
私
た
ち
沖
ピ
ル
の
一
歩
裏
に
足
を
踏
み
込

レ
、
国
民
の
財
産
栂
を
守
り
、
民
総
に
住
ん
で
い
る
も
の
で
さ
え
む
と
、
ト
タ
ン
ぶ
き
の
家
が
少
な

主
主
義
を
つ
ら
ぬ
く
と
と
だ
と
、
「
本
当
に
変
っ
た
」
「
盤
か
に
な
く
な
い
県
都

・
那
覇
市
.

一
歩
も
退
か
な
い
た
た
か
い
を
つ

っ

た
」
と
錯
覚
す
る
ほ
ど
、

表

向

米

軍

は

円
高
を
理
由
に
、
基
地

づ

け

て

い

ま

す

。

き

は

大

き

な

変

化

を

と

げ

ま

し

内

で

働

く
全
日
本
人
労
働
者
の
解

美

術

家

は

反

核

平

和

契

術

展

た

・

四

を

通

告

し

て

き

で

お

り

、

失

業

を
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
は
反
桜
コ
と
こ
ろ
が
、
県
民
生
活
の
実
感
問
題
が
い
っ
そ
う
深
刻
化
す
る
気

1987'"奪三2月 1 目

「

い

ま
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業
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・・
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配
を
み
せ
て
い
ま
す
・
海
の
小
島
の
磯
の
白
砂
に
我
泣
き

も
レ
み
な
さ
ん
が
沖
縄
に
ζ
ら
ぬ
れ
て
蟹
と
戯
る
」
「
地
図
の
上

れ
る
と
き
は
、
沖
側
の
新
レ
い
面
朝
鮮
国
に
く
ろ
ぐ
ろ
と
墨
を
ぬ
り

と
し
て
の
表
通
り
だ
け
で
な
く
、
つ
つ
秋
風
を
き
く
」
な
ど
の
歌
の

時

表
通
か
ら
は
君
主
に
ふ
い
と
も
つ
海
洋
的
南
国
的
イ
メ
ー
ジ

欄

う
し
た
と
ζ
ろ
に
も
自
を
む
け
て
は
、
山
域
か
ら
聴
い
た
で
あ
ろ
う

.
い
い
い
た
だ
き
た
い
.

沖
縄
の
イ
メ
ー
ジ
が
色
漉
く
綬
底

宮
脇
県
都
・
那
覇
市
に
は
、
石
川
啄
に
あ
る
ζ
と
を
指
摘
し
て
い
ま

な

木
の
〈
新
し
き
明
日
の
来
季
信
す
・

長
C

ず
と
い
ふ
/
自
分
の
言
葉
に
/
嘘
啄
木
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

大

は

な

け

れ

ど

〉
の
震
が
立
に
、
出
る
杭
は
打
た
れ
て
も
出
る
・

が

っ
て
い
ま
す
・

労

働

者

の

権

利

、

人

間

ら

し

く

生

機

棄
の
新
霊
時
代
の
友
人
に
き
る
権
利
を
か
ち
と
る
た
め
に
、

闘

沖
出
身
の
山
城
震
が
い
ま
す
と
も
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
・

戦

が、

ζ
の
歌
碑
は
山
城
の
撃
を

nJ
受
け
つ
い
だ
沖
縄
啄
木
同
好
会
に

山:
:
:
j
i
-
-
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:
:
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i
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時
玖

よ
っ
て
一
九
七
七
に
建
立
さ
れ
た

…
こ
の
記
事
は
、
那
覇
市
の
富

一

副
削

も
の
で
す
・

一
一
線
義
弘
さ
ん
か
ら
、
寄
せ
ら

…

M
H

啄
木
研
究
家
の
確
固
の
ぼ
る
氏

…
れ
た
も
の
で
す
・

…

:

・

ー
ー

に
よ
れ
ば
、
啄
木
の
有
名
な
「
東

h
i
-
-
i
i
i
:
:・

国恩
「
松
下
電
総
」
「
証
券
」
「
新
日

鉄
」
「

N
T
T」
大
阪
の
大
企

業
に
働
く
仰
聞
が
、
人
ベ
ら
し
「
合

-理
化
」
な
ど
を
協
同
し
て
闘
う
た
め

の
武
器
と
し
て
、

B
5版
、
百
十
六

頁
の
パ
ン
フ
を
つ
く
り
、
好
鮮
だ
.

核廃絶のねばり強い運動

毎週のデモは150回をこえた。
(郡
靭
)
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い
ま

が

、

医

要

で

す

・

資

本

は

と

結

婚

さ

れ

、

現

在

は

ベ

オ

グ

ラ

撃

し

て

い

ま

す

・

ス

キ

l
写
只
を
と
る
時
は
、
娘
影
者
が
太

見
て
い
ま
す
・
地
域
、
家
族
、
支

l
ド

で

生

活

)

職

場

の

中

で
は

、

会

社

の

全

面

楊

を

背

に
す
る
順
光
で
と
る
と
、
平
板
な
写

復
の
人
た
ち
と
、
ガ
y

チ

り

と

、

攻

撃

に

対

し

、

闘

う

力

が

芽

ば

え

真

に

な

り

ま

す

・

斜

光

で

と

る

と

、

シ

ュ

プ

手
を
号
、
活
動
を
ゆ
る
め
る
ζ

配

転

攻

撃

て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
・

2

l

ル
が
く
っ
き
り
浮
か
び
、
立
体
的
で
震

と
な
く
、
一
層
の
活
動
を
期
待
し

に

め

げ

ず

も
、
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
あ
る
写
真
が
と
れ
ま
す
。

私
は
、
夫
婦
で
四
回
の
首
切
り
て
い
ま
す
・
(
要
旨
・
便
銭
五
枚

み
な
さ
ま
、
お
元
気
で
す
か
.

久
保
忠
彦
さ
ん
神
電
気
の
闘
い
の
勝
利
を
待
つ
ま
た
、
斜
面
を
下
か
ら
あ
お
ぐ
形
で
と
る

臥
対
の
闘
争
を
終
え
、
現

在

は

、

ピ

ッ

シ

リ

に

励

ま

し

の

言

葉

を

い

争

犠

は

、

そ

の

後

ど

の

様

に

進

展

て

い

ま

す

・

(

北

九

州

市

)

と

、

ま

る

で

平

地

を

滑

っ

て

い

る

よ

う

に

見

聞
病
中
で
す
・
欠
か
さ
ず
「
は
た
た
だ
き
ま
し
た
・
)
(
愛
知
)
し
て
い
ま
す
か
。
私
は
今
、
ロ
ン
安
川
電
機
で
は
、
「
円
高
」
で
|
-
安
川
電
機
の
賃
金
差
別
是
え
て
し
ま
い
ま
す
・
斜
面
の
績
、
ま
た
は
、

コ

く

」

を

送

っ

て

い

た

だ

き

、

大

ド

ン

で

生

活

し

て

い
ま
す
.

配

転

が

盛

ん

に

お
ζ
な
わ
れ
、

小

正
を
求
め
る
訴
訟
原
告
団
と
支
援
対
向
斜
面
か
ら
機
影
す
る
こ
と
.

酬
は
判
り
、
と
苦
労
が
わ
が
身
に

F
!
l

同
h
u
F

今
春
に
、
英
国
紳
士
と
結
締
の
倉
工
場
で
は
、
内
示
さ
れ
た
人
一
が
す
る
会
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
た

滑
る
人
に
由
一
点
を
あ
わ
せ
、
レ
ン
ズ
で
迫

害
か
え
て
痛
感
し
て
い
ま
す
-

一
γ
¥司

S
F

咽

Z
E
a，

予
定
で
す
が
、
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
パ
労
働
組
合
に
異
議
申
務
す
る
件
数
た
か
う
仲
間
l
ロ
ポ
ン
ト
工
場
か

い
か
け
な
が
ら
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
抑
す
と
、

今
日
の
裁
判
所
の
和
経
世
得
た
。

i
a
h一山口
J

l

テ
ィ
は
夏
以
降
に
な
る
で
し

ょ

が

増

え

て

き

ま

し

た

ら

の
重
さ
を
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、
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蹟
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ス
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で
ま
す
-

uq
四
千
労
組
、
一
万
二
干
人

一

怠

竺

山

二

三
で
は
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文
ゆ
っ
く
り
お
便
り
そ
の
中
で
、
賃
金
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別
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げ
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ま
す
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安
川
の
伸
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の
チ

3
ト
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工

夫

で

喜

雲

市
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す
る
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の
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、

M
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ろ

符

J
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ま
す
・
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す
る
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て
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、
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シ
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し
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E
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リ
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防
、

.3
・
・
・
・
・
闇

Am一一
副
議
園
開
獄
冨
醐
圃
E
関

『

占

J
V

位
論
を
強
め
る
必
要

品
市
川
'
慣
例
圃
円
4
・

岡

留

通

回
一圃
藷
園
田
容

-4

sH
園

野

と

で

す
.

視

の

mEmが
浮
彫
に
さ
れ
た
の
で

k
u開
園
"
陶

h

b¥崎
間

関

期

幽

圏

翠

雌

計

画

に

見
込
み
速
い
が
手
る
の
す
・

書

面

圃

崎

温

田

川

翠

翠

賢

二

十

凶

暴

で

す

が

計

画

季

な

お

し

覇

ぎ

の

あ

と

筆

者

幽

園

司

岡

山

川

五

.

潟

三

抽
堕
盟
国
圃
哩

11
J
圏

す

る

の

で

ま

な

く

、

計

画

こ

迫

、

つ

つ

い

て

の

会

社
側
責
任
者
主
人
と

困

層

園

田

，

副

闘

い

一

璽

薗

瞳

際

コ

盟

、

{

1

4

b

監
督
を
怠
っ
た
国

凶
引
関
関
司

M

一

三

語

圏

也

士

食

街

く

た

め

無

警

承

知

て

震

を

強

し

て

順

車

び

世

間

を

急

テ

ン

副

闘

岡

山

同

川

a

-z一
周

一

回

開

塑

脳

=

菌

宅

行

し

た

こ

と

が

乙

の

災

笛

の

発

生

原

ポ

で

続

け

る

こ

と

に

し

て

い

ま

す

・

劃

澗

且

た

)

理

塾

誠

一

マ

あ

る
ζ

と

が

わ

か

っ

た

の

で

な

れ

問

題

子

許

諾

諮

問

慣
胆
曙
凶

必
ι制
覇

~

-

一

副

伽

炭
は
国
の
認
可
が
な
け
れ
ば
、
坑
口
と
乙
れ
に
乙
た
え
て
豊
富

岨
叫

M・
・
・

M
a

E
d￥
-
圃
闘

J-
圏

一

}

圃

世

開

設
も
皇
室
も
で
き
ま
せ
ん
.
し
て
生
産
に
走
っ
た
北
炭
の
姿
を
ζ

膚
鵬
聞
摺
河

M

d
露
軍
~Jz一
一

γ
閣

制

危

険

の

徴

候

を

放

置

し
た
が
っ
て
、
国
は
十
分
開
発
の
状
の
裁
判
事
て
広
く
震
に
知
ら

2-E岡
国
園
川
園
田
川
叶
岨
圃

干
諒

闇
苓
油
芦

田
圃
述
、

.
冒
f

L

t

圃
張

町
内
・
同
H
H
H也
園

出「一部
一
敏
勘平

圃

畠

E
-Z
同
列

量
産
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
、
固
と
北
京
遺
族
の
方
々
に
、

ペd
帽
帽
d
印
刷

…J
翠

一

層

圏

一百一
一

幽
同

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
会
社
は
「
メ
せ
ん
・
充
分
な
つ
ぐ
な
い
を
す
る
よ
う
強
く

鷹
駅
刷

了
対
関
陣

:1い

わ

れ

詩

守

口

紅

刊

誌

は

誌

は

吉

原

量

に

な

っ

て

bLu--E
・
・
・
像
一
↑
霊
園
間
‘

4
4一

議

暫

噴

麓

一

重

〓

・

悪

る

山

鳴

り

な

ど
一
が
あ
っ
て
危
険
し
た
か
ら
、
国
は
監
視
を
強
め
る
べ

.

.

 一

戦

掴

思

量

一

指

吋

著

書
嫡
し
た
の
に
会
社
は
耳
を
か
さ
き
だ
っ
た
の
で
す
・
し
か
し
、
国
は
ロ
小
口
さ
ん
は
、
沖
電
気
議
団

|

|

」

'e闘
画

院

…
一色
認
な
か
っ
た
」
な
ど
、
事
故
発
器
具
乙
の
書
室
り
、
逆
に
生
産
量
の
弁
護
団
の

一
員
で
す

-T
5

ι

ザ一
‘
話
一
臨
調
zrALF

ai
l
l
a
-
-
J
i
--
-

体
的
危
険
の
徴
候
が
あ
る
に
も
か
か
未
遂
成
に
つ
い
て
叱
責
す
る
始
末

5
8
6
・
3
6
5
1・

?
?
?
Z
Z
7
Z
Z
Z
Oz
-
-
z
r
:
-
Z
4
???EZ
Z
-T
Z
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÷
Z
z
z
-
z
z
z
-
r
z
z
一
三
千
z
z
:
7
Z
Z
+
z
z
z
z
-
t
!
?
-
Z
÷
Z
4
z
Z
一
?
?
一
三
会
匂
-
e
T
ZL一
一???ZL一
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?
?
Z
2
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÷
?
?
z
e
÷
÷
?
?
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1987:<奪三2月 18  

最
後
ま
で

全
力
で

今
井
有
象
さん

英
人
と

結
婚
し
ま
す

高
橋
光
子
さん

支援する会に入会しよう (会費 1口200円/ 月)第 94-号(3 ) 

チヨット読んでください--ヨI

!L_スキー写真を美しく 11

盟
マ
浦
和
法
律
事
務
所

お
せ
ん
べ
い
.
コ
ー

ヒ
ー
セ
y
ト
.

マ
牛
久
保
秀
子
さ
ん

ミ
カ
ン
.
(
崎
玉
)

マ
米
国
義
広
さ
ん

広
島
菜
.
(
広
島
)

マ
み
な
と
印
書
コ
l

ヒ
l
セ
ッ
ト
.
(
東

京
)

マ
東
大
生
研
板
倉
さ

ん
ラ
ー
メ
ン

円

v
日
本
信
舵
銀
行
労
組

小
山
さ
ん

衣
類
と

り
ん
ご
.

マ
荒
木
貞
市
さ
ん

り
ん
ご
.
(
山
形
)

マ
斉
藤
さ
ん

お
餅
。

(
箔
島
)

マ
川
村
高
子
さ
ん

衣
類
(
東
京
)

マ
詮
垣
勝
義
さ
ん

み
か
ん
(
愛
短
)

守
中
野
弥
右
エ
門
さ
ん

り
ん
と
(
青
森
)

マ
古
賀
恵
子
さ
ん

衣
類
(
東
京
)

空襲セぞ誕皇雪更事 53たをまもはそり電国会しは係 すす束て示書長忠③諸富沢①条電 ー士ミ

出展ilii!?iii;iiiiiiit住吉?iiiif出臨時三震つまメ従済てのせ力た型の図はく環資なた力つ回をのアうほ畏が れ的 す地対きが鋭がって所 -.孟-三三

3ii52iTZiii222;守1堅持詫ii115i:1iiP27i詩ZE
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??1if iiiiなぜ原発に執着する ifiiEi ii;動
iiiriff 融資も税制も優遇の原発 ;ii!?12;達筆
れ原立加む方つい・ 原五始四ギた発確 ミ二一I4
紙込 E望小ー ー て原うがだに i出で嗣l本う 1 界またあ 売を mま制く会そわ尉 ζ なけなL 也ら ----一一竺三乏
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章、 ぶLJ1ii7iii長持28鳥25
「 4号虫¥|金言言己出史 書責 tミ雪忠義警室事

、dhdfliggZE雪自言ZE2S253争

Jqzl詩型ii j j部!?iiii!??号民主辞
. .ゴ刀f汀|五議企聖戸 更護ヂ芝与護手ヂ章 q官主富弓芝企望芸壁詰宅 z

j況吋ぜ争創|芸2昔号習 詩亘芦喜ド.霊定裏毒お Eち夏叫2号炉安炉詩
努匂ι刊lは吟皇立2襲月雪 言し主星H詰奇心22警喜品iz寒麓宅霊育与害 .z

つ古ii〉;;iL

J J|考;哲言皇2喜.ベZの j し警 警一託z2て 製 生 四 露
。J| oてで善、( 年禁室 1 と日 夕専込者 n 裏地 t高 害少

ー ドisitHil誌 if当2;むを ;i
三世話!55iiだii;25i 
j iiiiqifZ説明
奈三宵) ト十、日 ん-e: 1 

5ω 碕警主 主交量量 E警き主元」

言522251:持 事北見書室32g225自主括主?j
間 53L雲話z符 笠 詞詰HP12語雲よ震で TEj

iii;iiつ!日時計号 jiザiiij1
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(4 ) 揖 94号指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース1987室奪三2月 1日

ーE

東京争議団の総会で

吋穂墜歪~艇をぬ
でで?時計~f;，fu
『和、ザ~

」が当りました。

V
川
井
田
守
(
東
京
)
V
石
神

俊
文
(
東
京
)V
村
上
腕
雄
(
神

奈
川
)
亨
湯
浅
沼
子
(
愛
知
)

V
久
保
田
陵
子
(
東
京
)
V
和

島
美
枝
子
(
全
税
関
東
京
支
部

外
郵
分
会
)
曹
長
谷
部
弘
道
(
埼

玉
)
V
井
上
浩
嗣
(
神
奈
川
)

V
長
谷
川
熊
(
臼
検
労
東
京
支

部
)
V
北
野
諸
積
子
(
岡
山
)

V
菅
原
朗
(
東
京
)
V
千
斑
光

(
東
京
)
V
本
田
和
雄
(
小
笠

原
村
)
V
飯
島
厚
手
(
東
京
)

V
浅
田
淑
子
(
東
京
)
V
小
山

和
巳
(
東
京
)V
田
島
茂
雄
(
崎

玉
)
V
米
国
国
子
(
東
京
)

第93号の正解は

「職場復帰」
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ロ
月
日
間
日

ア
メ
ッ
ク
ス
(
神

制
旅
行
部
)
争
磯
の
勝
利
集

会
.

ロ
月
刊
同
日

都
職
労
結
成

ω周

年
間
念
祝
賀
会
.
中
央
区
婦

人
連
絡
会
(
東
京
)
来
会
.

M
M
月
門
日

沖
電
気
争
犠
支
媛

中
央
共
闘
会
議
が
幹
事
会
・

ロ
月
初
日

神
電
気
・
全
国
弁

醗
回
会
議
.
東
京

・
争
犠
研

究
会
が
研
究
会
、
総
会
.

口
周
れ
日

沖
電
気
の
不
当
解

庖
を
撤
回
さ
せ
る
会
が
全
白

集
会
.

ロ
月
初u
日

沖
電
気
争
議
支
俊

港
(
東
京
)
支
援
共
闘
会
騒

が
、
忘
年
会
.

M
M
月日山
田

池
貝
争
議
団
の
決

起
集
会
・
東
京
地
方
裁
判
所

前
で

g回
行
動
。
沖
電
気
争

議
の
第
忽
回
和
解
交
渉
.
沖

電
気
争
犠
回
、
共
闘
会
磁
の

合
同
会
機
.

ロ
月
初
日

神
電
気
熊
谷
裁
判
。

刊は月
U
日

カ
ネ
ミ
油
脂
の
渋

谷
ハ
チ
公
的
宣
伝
行
動
。

w年
1
月

4
日

沖

郎

気
の
重

役
宅
の
訪
問
行
動
.

1
月
5
日

沖

電

気
争
犠
団
ニ

ユ
ー
ス
(
第
三
四
四
号
)
を

工
場
前
で
配
布
.

1
月
6
日

東

京
地
評
の
旗
び

ら
き
(
と
の
回
線
び
ら
き
へ

の
診
加
、
迎
日
)

1
月
日
日
大
企
灘
総
駁
会
.

1
月

同

日

沖
電
気
本
社
抗
織

行
動
(
五
百
人
)

1
月
げ
自

公
害
団
体
合
同
の

旗
ぴ
ら
き

1
月
内
田

国
労
・隅
田
川
駅
分

会
強
制
配
転
の
緊
急
集
会
。

1
月間
μ
日

沖

電
気
争
駿
の
第

お
田
和
解
交
渉
・

1
月
お
臼

全
柄
引
保

・
岱
土
火

災
社
前
行
動



1 9S7~3月 1 日

5万人の「支援する会」を

私立ちは生きる僧利、働く権不IJを守る ために沖

電気の仲間を物心両面から励まし 、必ず勝利 させ

たいと思います。困難な長期の闘いも予想きれま

すので、一人てもも多くの方がこの 「会J に加入し

全面勝利を闘いとるまでご支援くだ さるよう 心 か

らよびかけます。(r支援する会Jよびかけより)

会費・ 1ロ 200円/月

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

支援する会事務局

事務所東京都港区三回

3-2-20 .話 (03) 451-3515 

郵便口座口座番 号

東京 6-75240 

加入者名沖電気の不当解雇

を撤回させる会

発
行
所

第 95号

1987年

3月1日

固3021日|

罫き95宅聖(1 ) 

ゆるすな/指名解雇

2.13沖電気本社前抗議行動

143団体.400人

通
信
機
三
大
メ
1
カ
の
一
つ
益
、
三
千
人
を
上
回
る
新
銀
用
、
一
方
、
解
居
後
の
職
場
で
は
、
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
二

沖
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京
・
九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
一
と
、
解
年
+

一
月
に
は
、
支
援
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど
。
庖
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
神
議
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

八
四
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
九

O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
作
っ
た
。

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」

-Z
会
社
は
東
京
地
裁
は
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見
八
四
年
秋
か
ら
は
、
全
国
規

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の

「

希

〆

〆

〆

ノ

〆

〆

〆

〆

艇

の

週

踊

に
発
展
、
仕
事
差
別

望
退
職
」
募
集
を
提
案
こ
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

を
や
め
さ
せ
た
・
東
京
地
裁
で

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

は

コ

一

一

十

五

人

の

復

職

と

和

解

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
雇
せ
し
め
を
強
め
、
「
合
理
化
」
金
」
の
勧
告
が
出
た
。

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
。
八
六
年
か
ら
の
「
全
面
解
決

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
意
織
改
革
を
す
る
こ
と
」
と
柾
神
間
気
争
犠
団
の
七
十
一
人
を
め
ざ
す
大
溜
動
」
で
、
沖
電

強
行
。
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
言
。
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
千
を
趨
え
る
労
気
争
犠
は
、
勝
利
の
た
め
の
最

百
億
円
近
い
史
上
段
高
の
利
視
レ
て
解
庖

k
~と
と
も
明
白
.
組
や
、
一
万
四
千
人
の
「
支
鐙
大
の
山
場
を
む
か
え
て
い
る
巴

……
 

…

ゆ

…

¥

 

東
京
地
方
毅
判
所
民
事
+
一
部
「
裁
判
所
が
、
二
月
中
に
、
双
圏
神
電
気
へ
の
抗
議
は
が
き
じ
め
、
今
川
焼
き
、
バ
ナ
ナ
、
お
の
力
で
、

ζ
の
局
面
を
乗
り
切
っ

=F
:
t

…
¥

で
、
八
四
年
五
月
か
ら
行
な
わ
れ
方
の
話
を
よ
く
聞
き
、
裁
判
所
の

A
港
区
(
東
京
)
の
共
闘
会
議
V

菓
子
、
お
酒
な
ど
が
届
け
ら
て
い
き
た
い
」
と
決
意
表
明
を
し
者

i
k

一

て
い
る
、

神
電
気
争
議
の
和
解
交
案
を
示
す
固
と
い

2
と

ろ

ま

で

圏

富

士

銀

行

の

各

支

庖

へ

の

要

請

れ

ま

し

た

。

ま

し

た

・

勝

利

の

花

を

山

渉
は
、
二
月
十
七
日
で
第
二
十
四
交
渉
は
進
ん
で
い
ま
す
。
争
韓
国
行
動
『
(
各
地
で
、
宣
伝
も
)
「
本
社
前
・
抗
議
行
動
」
で
、
二
月
一
日
5
士
言
の
行
動
に
全
国
の
み
な
さ
ん
、
「
支
媛
す

…

回
に
な
り
ま
し
た
。
の
要
望
が
入
れ
ら
れ
、
一
日
も
阜
園
東
京
地
方
裁
判
所
へ
の
要
請
行
中
山
森
失
・
争
議
団
代
表
は
「
争
は
、
一
千
人
を
と
え
る
人
た
ち
が
る
会
」
は
三
月
で
発
足
八
年
で
す
。
一

ζ
の
目
は
、
裁
判
所
の
終
業
時
く
解
決
す
る
よ
う
に
、
全
力
を
尽
動
。
(
各
地
の
代
表
、
宣
伝
)
議
解
決
ま
で
あ
と
一
歩
と
い
う
と
参
加
し
、
共
に
た
た
か
い
疲
き
ま
会
費
・
カ
ン
パ
の
支
援
も
勝
利
ま
日

間

の

午

後

五

時

を

、

一

時

間

も

と

し

た

い

」

圏

沖

電

気

の

社

長

重

宅

へ

の

ζ
ろ

ま

で

き

ま

し

た

。

み

な

さ

ん

し

た

。

で

や

り

銭

き

ま

し

ょ

う

・

…

す

長

時

間

の

交

渉

と

な

り

ま

し

要

請

行

動

(
2
/
8
)

た
そ
れ
は
、
前
回
(
一
月
二
十

沖

電

気

・

富

士

銀

行

圏
沖
電
気
本
社
前
で
座
り
込
み
・

二
日
)
に
沖
電
気
が
示
し
た
内
容

な

ど

へ

要

請

行

動

圃
本
語
、
昼
休
み
抗
議
員

に

対

し

、

争

韓

国

側

が

、

強

く

批

「

座

り

込

み

行

動

」

で

は

、

通

判
レ
撤
回
を
求
め
た
か
ら
で
す
・
「
ゆ
る
す
な
，r
神
電
気
の
指
名
行
す
る
人
の
関
心
も
高
く
、
「
本

「復
帰
者
は
、
新
規
採
用
の
扱
解
雇
巴
|
解
麗
は
ま
っ
た
く
不
当
当
に
ヒ
ド
イ
会
社
で
す
ね
」
「
最

い
。
資
格
(
格
付
け
)
や
賃
金
な
だ
。
沖
電
気
が
マ
イ
ッ
タ
と
言
う
後
ま
で
、が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」

ど
は
、
最
低
ラ
ン
ク
・
」
な
ど
の
ま
で
、
手
を
疲
か
ず
、
が
ん
ば
ろ
な
ど
声
を
か
け
て
い
く
人
も
多

不
当
な
主
張
を
、
沖
電
気
は
、
続
う
」
(
沖
電
気
支
鐙
中
央
共
闘
会
く
、
カ
ン
パ
箱
に
は
、
九
万
円
も

け
て
い
ま
す
・
議
)
の
方
針
に
も
と
づ
い
て
、
二
の
お
金
が
入
り
、
争
議
団
員
を
感

交
渉
後
、
待
機
し
て
い
た
約
百
月
十
七
日
の
和
解
交
渉
ま
で
に
、
激
さ
せ
ま
し
た
。

人
に
対
し
、
高
橋
弁
護
士
、
井
川
中
都
内
各
地
、
三
多
摩
(
東
京
)
、

ま
た
、
港
区
、
千
代
田
区
の
労

央
共
闘
会
議
事
務
局
長
か
ら
、
現
群
馬
、
崎
玉
な
ど
で
、
つ
ぎ
つ
ぎ
働
組
合
か
ら
は
、
コ
ー
ヒ
ー
を
ポ

在
の
情
況
が
報
告
さ
れ
ま
レ
た
。
と
行
動
が
お
と
な
わ
れ
ま
し
た
・
ッ
ト
に
入
れ
て
の
差
し
入
れ
を
は

「
石
播
支
援
連
」
の
結
成

「
鉄
鋼
四
万
人
の
首
切
り
」
「
造

船
」
大
企
業
は
、
利
潤
第
一
に
、

首
切
り
提
案
の
う
γ
シ
ュ
。
「
人

間
ら
し
く
、
働
き
、
生
き
る
」
た

め
に
、
連
帯
と
団
結
を
強
め
、
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
.

2. 9 ---2 .13 
蓄の「座り込み」

(参加団体・ 100以上)

E
m
Jゅ
に
ぽ
な
ん
ヒ
/
-

パ
し
〉
?
ィ
、
J
4
3
コ
L
l
ト

、

x・・・

'ノ
A
J
~

/

ん

J

、、切え
l
JG

 

一
一
内
向
小
哨

L
川
和

入、，

T
い
ま
し
宇
「
了

な
ん
と
、

万
円
の
カ
ン
パ
の
人
も
。

企業・政府がつくった
円高の犠牲はごめんだ

「
私
は
、

仏
巴
陶
接
説
の
廃

巴

之

止

に

質

成

で

U
羽

す

」
ζ
ん
な

‘
〈
弐
J
F

落
曾
き
を
、

内
】

i
駅
の
ト
イ
レ

a-

d
笥

で
見
つ
け

た
.
乙
の
ト
イ
レ
は
、
出
来
た

ば
か
り
で
落
曾
き
は
、
遥
箆
の

ζ
れ
だ
け
だ
っ
た
。
小
学
校
六

年
の
私
の
娘
は
、
大
型
間
接
税

の
学
習
会
に
、
母
親
と
診
加
し

「
頭
に
き
た
」
と
奮
う
.
だ
れ

も
が
反
対
す
る
そ
ん
な
税
を

な
ぜ
中
曽
根
自
民
党
は
、
作
ろ

-
?
と
す
る
の
か
0
.
本
当
に
随

止
さ
せ
る
と
と
が
で
き
る
の
だ

ろ
A
J
か
え
い
ま
、
日
本
中
が

注
目
し
て
い
る
.
い
や
世
界
中

の
人
た
ち
が
、
日
本
国
民
の
た

た
か
い
に
、
関
心
を
寄
せ
て
い

る
、
な
ぜ
な
ら
ば
「
自
分
が
首

切
り
さ
れ
て
も
、
企
業
の
た
め

な
ら
ば
仕
方
な
い
」
「
家
族
の

た
め
よ
り
、
仕
事
の
た
め
」
行

動
す
る
?
日
本
人
が
、
外
国
人

に
は
理
解
で
き
な
い
の
だ
。
大

企
業
と
金
持
ち
の
た
め
の
滅
税

を
、
目
的
と
し
た
こ
の
税
制
を

ど
う
す
る
の
か
を
、
見
て
い
る

の
で
あ
る
.
日
本
人
の
良
心
を

と
の
税
の
廃
止
で
示
そ
う
・

K

361 
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影3
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政
行
さ
ん

予
知
で
き
た
突
風

橋
の
下
に
民
家

沖
電
""= 
ヌ1

争
議
団

経
唱 望書

記捻総統芸者総総括
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空から列車が落ってきた

6人が死亡o2人が自殺
('86年12月28日)
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「
私
が
立
候
補
を
決
意
レ
た

ζ
と
が
、
争
援
を
支
援
し
て
く

の
は
、
有
権
者
八
千
人
の
町
に
だ
さ
っ
た
人
た
ち
へ
の
迎
帯
と

真
の
革
新
と
言
え
る
職
員
が
一
、
思
っ
て
い
ま
す
.
が
ん
ば

人
も
い
な
い
か
ら
で
す
。
乙
の
り
ま
す
」
と
、
笹
井
さ
ん
は
決

町
は
私
の
よ
う
に
、

農
業
だ
け
意
を
語
っ
て
い
ま
す
.

で
は
生
尋
問
で
圭
子
'に
、
働
い
て
今
年
の
地
方
選
挙
に
は
、
富

い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
.

城
市
議
選
に
、
澗
口
邦
子
さ
ん
、

村
か
ら
町
に
な
っ
て
初
め
て
横
固
有
史
さ
ん
・
東
京

・
練
馬

の
選
挙
で
す
が
、
労
働
者
と
し
区
議
選
に
矢
沢
重
光
さ
ん
。
な

て
解
雇
さ
れ
、
段
業
だ
け
で
は
ど
沖
電
気
の
支
復
す
る
会
の
会

生
活
で
き
な
い
と
い
う
私
は
、
員
の
み
な
さ
ん
も
、
た
く
さ
ん

町
の
人
の
生
活
の
縮
図
だ
と
考
立
候
補
さ
れ
て
い
ま
す
・

四
月

え
て
い
ま
す
.
当
選
し
て
、
町
二
十
六
日
に
は
、
多
く
の
パ
ラ

識
と
し
て
神
電
気
に
復
職
す
る
が
咲
く
よ
う
、
が
ん
ば
っ
て
H

笹;

井ぃ

均さん

(
沖
電
気
争
議
団
・
却
)



(3) 第 95号 支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月) 198ワ年3月 1日

営企おまさ孟会三要fii;ziZ主義肘私自持EREPS霊=
ii;;22?izF聖主宅ま左差雲量雲慌た詩E22合
選者残っかブぷ傷害心事こ存宗示会主京芸え聖堂語会巨企お毛号 52書
聖均支 E4三重 Z号車宮止て問宇吾社ま 3喜ぞ罫いに働震のだ ζ メ

お戦も与何普妻、ので芝白書る いたいくはも働手雪量望事失言富露 さとE露蓄急 2竺管慰霊てZE柔事長じ高お会一議 .2亘書室主主聖契問主

弓六時間 |舗轍哲噛油lZ2555害3空自匂ZE量

P23T祭主3 躍輯}寵立!?ER持ば詰雲受信
ESZ会22 醸睦糟里|望号55明主著者S221

i開 h 守男事 己 目肝S52 麿盟事講習11 雪ぷ;zgzz?草壁号どR
| 霊IHI.毘翠謹慰霊摺霊描 ~ I のら擁のにのの迎の組い 願

i心霊 再起福ラ かE 行ふ会ー 臨調融聾干| 一
事会皇道富里SAEi聖警は問JEZ 麿童覇騨審議1 22君主22;22重

i宅ifiiZ5SIi骨折ZFii 鴎曹雪量日|奇襲ZEさ55iH
i zi書草該当ii;!ihi 鷹轟轟引 白星2詰izzi

J 高島 義孟天王喜由主 購霊韓畠蓮華支| 皇警富品歪 E憲主義宅

i12i評判昨日521FB富瞳轟轟援|明 iiii;肝5522
28科ドijhzifzsii量七 時覇童書す|七告書官誌は忌引
いれ駐日号・5青空持弓持;守 岡騨舞霊童出 守22軒下車警25iz 
三品展亀 22RA35弓梓弓日時 |信轟轟轟み|軒ド信号車持hh

ii石関誌!?!jii 判 ;~1i 監輯3|べi諮問中;i
bE重立重写5白皇毛ぞ E毒否詰 ，{~~~]~ 隆懐彊轟霊童ん| 真言宗3実宣言害訴H
山部諮問 騨輯ヘ15iiii芸能i
iiii2iii日時討お時!?2 髭Pfiit??ii詰525i詩話7;
三日時計j申告子供時 ζ 聖書Fjiii告訴幹事思
議322員王 宮;-2tE聖霊 Z22 t s実鷹:i E害実255=52 2 2 5;雪21員長聖;?

号車日予言;ifZF6j器 H58i江主主izpzi R辻義Lbi菌賓
室5問票青持aZ2i華燭4I232宮 雇Eせ 2詰TZ主計量25?iE臨書
出一干ち問霊てと雲で豪首 FZ'PN| ん ぎ 要 都 殿 んの臨摺

¥;刊見か何の l ま当ううほら 十?かいち力れ 股力め ζ 必のそ う入めでもま理 f直うて電 ーー
鮫 て、 J もヒすた電 ζ うなと分水らはよ発ば備 発たろ要でんいに れんすつでや段のい力原 ー一一壬三三主ご

詰iiiij担当日!?出iiiiiiiiiiiiiiiiiii;長重
ま阪、つみあい動。 ド 本つ日えす l めわ発にあ動 O い原んもな要るからうの原た 性皮 生 い火-一云Z三ミミ

す宛タて 1笠のの販一人人て本な・すてれ相闘い率年の発しうくがわらともに発廃廃"産と力 一三竺司r-:::ミ

?はざ雲喜志主審雪更天旨会見 きh示君手手五控子主主義 E男宅しミ程蓄量告書官需喜善 己主主ミ
原金、のい方た、あ分がとべば と火まぐれ .かみ・ 部れすいちすかト国は力処のれとさよ ---ー官竺冒ごミ

発国週でるにいコげに使いらな は力すらば水せの火とどるいで・ょにがずは分 管 たいれり /て三存主主ミー

ま重量子雪ぎ去と重 なよ謹こは動動竺 及室ミミ

2524若宮平時 三くない原発の電力コスト- i;i ifi;if言機
5i275232F 日本は電力使い過ぎ き522rc?刊霊場
T完全干号号室=を . -- -_.....--・一 一 =露喜子 L E雪立 ¥:後
望書事室旨」量て三 能率悪い原発の電力生産技術 t関与宍三 喜SZょ三ZZ
型般、ののらベモう 、みし交が でに自 、~ーヨD里~

363 

--.:..~:::::::::::: 

紙人 E曹 f でな海上水むて九にす約、Z発れレ憶をすの え日つ庭来 があとエ いがに -----豆~
二 民 !J.;' :;::; する岸空がよい度六・二でとてか気出・感そる本消です電ありもネるま移ごー三E三三三

日足費量 1:1: @ ~ ~守主要産主言号 22 長更をZ E量Bgき:222S22干G52三z
iiiZiii臨時54hiiiiifiiliiizi言明器翌三
B話型車: 1 ~矢君主 R 説警告竺 2 2喜至福 2Z8Z告 書主雪窓翼 手書 2星写 一一一三三=
そ書編震え言 語聖霊ぞ習を完子高主祭主露 E量芸員宅聖 書を主主信 義号晃合奪実



(4) 

ど
も
ド
ン
ド
ン
さ
そ
っ
て
く
れ

U

V
V
海
上
電
機
創
業
一
九
四
八
て
、
全
金
に
加
盟
し
て
大
梢
足
で
心

年
日
本
電
気
の
船
舶
機
鰭
の
工
す
.
金
属
連
絡
会
の
全
国
総
会
に
よ

事
会
社
と
し
て
出
発
現
在
は
資

h

e加
し

ま

し

た

。

は

本
金
の
三
六
揮
を
同
社
が
保
育
.
野
中
給
一
さ
ん
(
包
)

U

資
杢
霊
億
六
千
万
町
従
業
員
入
社
し
て
同
盟
か
ら
「
入
る
組

U

約
五
百
五
十
人
(
組
合
員
対
象
者
合
は
ひ
と
つ
だ
」
と
、
言
わ
れ
ま
ム

は
、
四
百
五
+
五
人
)
し
た
が
全
金
を
選
び
ま
し
た
.
時

V
V組
合
状
況

一
九
六
九
年
、

全
金
支
部
に
は
、
背
年
婦
人
部

u

分
裂
攻
影
、
そ
の
後
は
会
社
と
聞
の
活
動
を
も
っ
と
充
実
さ
せ
て
ほ

U

盟
一
体
の
誹
務
中
傷
、
組
合
敵
視
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
@
ι
ι

東
京

・
三

多

勝

地

区

に

あ

売

や

賃

金

差

別

攻

撃

を

経

て

、

現

在

章

垣

撃

さ
ん

g
山

海

上

電

犠

支

部

は

、

八

五

年

が

八

の

組

織

比

は

、

金

金

・

百

五

へ

同

盟

に

入

っ

て

い

る

人

た

ち

で

は

人

、

八

六

年

は

七

人

と

着

実

に

組

金

金

同

盟

・

=

言

へ

非

加

盟

・

さ

え

、

考

え

方

と

し

て

は

全

金

の

日

合
員
を
増
や
し
前
進
し
て
い
る
v

五
十
人
と
な
っ
て
い
る
可
方
が
よ
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

M

組
合
全
体
か
ら
「
さ
つ
と
多
数

l
1
1
4
4
4
1
全
金
に
入
っ
て
か
ら
は
、
み
ん

中

派
に
な
る
ぞ
H

い

や

、

全

員

が

全

お

ど

さ

れ

る

の

で

す

・

な

の

力

を

合

わ

せ

る

っ

て

す

ご

い

は

金

に

な

る

ん

だ

」

と

い

う

烈

気

が

脱

退

届

を

出

し

た

の

で

す

が

、

な

夷

と

思

っ

て

い

ま

す

・

ま

た

u

感

じ

ら

れ

る

・

受

理

さ

れ

ず

、

今

度

は

全

金

を

通

告

書

、

一

人

ひ

と

り

の

意

見

を

且

新

入

組

合

員

の

声

を

紹

介

し

ま

じ

て

脱

退

屈

を

出

し

て

も

ら

い

ま

よ

く

聞

い

て

く

れ

、

伸

聞

を

た

い

心

し

よ

う

.

し

た

せ

つ

に

レ

て

く

れ

る

と

思

っ

て

い

比

・
内
山

撃

さ

ん

8

ぼ
く
の
望
『
内
心
は
入
社
早
ま
す
・

u

語

、

同

署

脱

退

し

て

重

々

か

ら

、

全

憲

章

し

て

い

ま

S
E
E
s
i正〆〆
5
5
3
2
M

に
加
盟
し
ま
し

た

・

脱

退

す

る

ま

し

た

。

同

盟

の

組

合

員

で

も

、

ほ

M

大
型
間
接
税
・
』

で

の

数

年

、

職

場

委

員

や

代

議

員

と

ん

ど

の

人

が

不

満

を
言
っ
て

、

比

を
つ
と
め
て
い
ま
し
た
・
多
少
の
盟
主
導
の
全
民
議
長
老
入

・

詰

稲

江

完

g
い
ζ
と
に
は
、
本
当
の
力
が
詰
ま
す
・
だ
か
ら
、
将
来
は
室
料

マ

ル

優

廃

止

反

対

山

役
員
経
験
か
ら
、
同
盟
の
フ
ェ
ア
る
と
聞
き
、
ど
ち
ら
も
本
質
的
に
闘
争
時
の
毎
朝
の
ピ
う
を
み
て
で
き
な
い
の
で
、
私
も
塑
員
の
象
派
に
な
る
と
般
信
レ
て
い
ま

.

0

z

z

h

u

で
な
い
や
り
方
遣
の
人
よ
り
知
は
変
ら
な
い
の
向
と
労
働
読
も
、
霊
の
は
内
容
が
な
い
と
思
都
大
に
は
、
大
い
に
と
り
く
も
う
す
・

3
・

8
大
集
会
山

っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

そ
れ
ら
に
失
望
し
か
げ
て
い
ま
し
た
.
っ
て
い
ま
し
た
・
一
方
、
金
金
は
と
思
っ
て
い
ま
す
・

・
合
寄
尚
代
さ
ん

aい
ざ
き
圃
裏
一
R
・
代

々

木

公

園

山

に
対
し
て
意
見
を
言
う
と
「
お
前
と
と
ろ
が
、
職
場
の
全
金
支
部
納
得
が
い
く
ま
で
が
ん
ば
っ
て
闘
・
田
中
保
雄
さ

ん

(

お

)

ひ

さ

よ

辺

)

園

田

十

二

時

開

会

は

は
、
執
行
部
批
判
を
す
る
気
か
」
は
、
全
民
労
協
に
反
対
し
て
入
ら
っ
て
い
る
な
、
と
思
っ
て
い
ま
し

同
盟
で
は
、
方
針
に
反
対
意
見
友
だ
ち
に
誘
わ
れ
て
全
金
に
加
乙
の
集
会
は
、
大
型
間
援
税

-

u

と
、
ど
や
さ
れ
る
の
で
す
・
な
い
運
動
(
金
属
連
絡
会
を
つ
く
た
・
そ
れ
に
全
金
の
人
た
ち
の
方
が
、
非
常
に
冨
い
に
く
い
の
で
す
・
盟
し
ま
し
た
・
私
は
、
経
理
の
職
マ
ル
優
廃
止
反
対
各
界
述
絡
会
や

必

そ
ん
な
こ
と
で
同
盟
に
イ
ヤ
気
っ
て
い
る
)
を
し
て
い
る
と
聞
き
が
、
仕
事
で
も
、
人
間
的
に
も
、
妥
結
水
制
や
方
法
に
、
反
対
意
見
場
な
の
で
金
金
に
は
入
れ
な
い
も
国
民
春
闘
再
締
築
東
京
慰
般
会
な

ム

が
さ
し
、

金
金
に
入
ろ
急
車
な
げ
や
り
に
な
ら
ず
金
金
に
入
つ
襲
で
き
る
と
思
い
ま
す
・
を
述
べ
る
と
「
主
な
ら
、
誌
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
室
長
共
同
し
て
開
館
し
ま
す
・

は

っ
て
い
ま
し
た
・
と
ζ
ろ
が
、
同
て
が
ん
ば
る
決
意
を
し
ま
し
た
。
で
も
、
会
金
が
多
数
に
な
ら
な
が
団
交
に
出
て
や
っ
て
み
ろ
」

と

は

、
ス
キ
ー
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な

i
z
-
-
2
2
2
4
4
i
τ
u

水

俣

病

山

3
6鯨
集
会
一

園
東
京
・
千
代
田
公
会
堂

ん

圏
十
八
時

A

園
田
主
催
水
俣
病
被
害
者

・
弁
護

凶

回
全
国
連
絡
会
議
/
水
俣
病
東

U

京
連
絡
会
.

ん

全
面
解
決
を
め
ざ
す
集
会
で

4

す
.

一山

タ，
pr、r、F
〉〆

544P〉
〉
〉
〆
ク
タ
〆
〆
〆
〆
〉
、

s

興事96奄普

強擁護;

4
4
下
段
の
四
人
と
上
段
の
左
右
の

は
し
の
人
が
新
入
組
合
員
で
す
・

指名解雇された沖鱈気の仲間を支援する会ニュース1987年 3月 1日

ロ
!
っ
、
と

ま
マ
が
都
知
と

い
フ
し
ー
に
冒
t
z
酔
苛

3
x明

↑
お
た
わ
な
か
イ
ナ
!
ヴ

+妙、いの h r、、
，I';]:JIル戸N。8t7

思
え
ば
、
私
た
ち
の
現
代
ル

ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
研
究
会
〈
ル
ポ

研
)
の
創
刊
は
、
沖
電
気
争
援

の
特
集
だ
っ
た
.
当
時
、
中
央

労
働
学
院
(
現
・
東
京
文
化
ア

カ
デ
ミ
ー
)
で
、
厭
問
の
今
崎

暁
巴
先
生
(
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
)

の
「
ル
ポ
教
室
」
で
生
き
た
教

栃
と
し
て
、
神
間
地
気
の
仲
間
を

取
材
し
、
省
い
た
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
・
毎
年
一
回
の
発
行
で

今
年
、
八
号
を
迎
え
た
.

八
六
年
春
か
ら
、
本
号
の
特

集
に
つ
い
て
「
ル
ポ
研
」
で
は

激
論
を
か
わ
し
て
き
だ
ロ
レ
ジ

ュ
メ
を
み
て
「
六
0
年
代
の
話

を
曾
い
て
も
仕
方
が
な
い
で
し

ょ
う
」
「
沖
電
気
で
何
を
錨
と

う
と
し
て
い
る
の
か
が
み
え
な

い
」
「
苦
労
話
の
品
評
会
を
し

た
っ
て
読
む
方
は
、
ウ
ン
ザ
り

す
る
よ
」
遠
慮
の
な
い
討

論
が
何
回
も
続
き
、
判
記
が
過
ぎ

た
.
秩
の
合
宿
で
は
「
沖
電
気

の
伸
間
が
、
職
場
に
戻
る
の
は

ど
ん
な
意
味
を
も
つ
の
か
」
「
技

術
の
問
題
を
按
き
に
し
て
、
争

-
e
*
鋼

局

周

一
舞

一

て

ど

一

一

で

一

け

れ

一

一

回

目
て

づ

付

-

一

向
一
の

つ

企

ん

一

w
一

』

m
w
-
ζ

だ

め

勺

や

か

一

o
一

中

門

一
金

京

焼

、

す

一
N

-

禍

aq
一

奏

会

で

時

a
-峨
一

柳

生

川

一

息

同

h
i

・v
A
q
一
恒

一
向

L
V

入
ル

一
の

か

"

ゆ

争

h

ゐ

-
タ

-
地
U

れ
の
h
-
へ

ら

鎗

H
円

U

J町
が

一
テ

-
m
H
7
削
俸
制

一
宛

粛

の

蜘

t
代

b

，

一
ィ

一
符

危

b
恥

-
出

合

つ

日

制

m
J
H
h
-
'
-
q
う
る
の
一

し

と

U

b

喝

『

温
の
《
山

-
た

あ

υ
H
o
y
-
-

n--
つ

一
瞬

畿
が
語
れ
る
で
あ
ろ
う
か
」
「
現

代
を
捕
と
う
と
し
て
争
議
団

だ
り
じ
ゃ
ダ
メ
な
ん
じ
ゃ
な

い
.
い
ま
の
働
く
現
場
を
出
さ

な
い
と
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
中

に
生
か
し
た
。

ζ
う
い
う
や
り
と
り
が
、
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
む
八

年
間
で
八
号
が
発
行
で
き
た
実

績
(
経
薮
)
の
中
で
創
ら
れ
た

も
の
で
す
・
討
論
も
、
年
々
充

実
し
て
き
ま
し
た
.

111こ
う
し
て
、
私
た
ち
は

(
轡
く
)
こ
と
を
過
し
て
、
お

互
い
に
育
て
あ
っ
た
よ
う
に
思

-つ
.「

何
を
曾
乙
'マ
ζ

し
て
い
る

の
か
、
ち
っ
と
も
わ
か
ら
な
い
」

「
自
己
満
足
す
る
た
め
な
ら
、

日
記
で
も
曾
い
た
ら
」
「
と

ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
沖
電
気
争

援
を
諮
っ
た
ら
1

誤
解
さ
れ
る

よ
」
「
あ
な
た
は
、
野
く
紫
質

が
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

l
|

そ
れ
で
も
め
げ
る
と
と
な

く
み
ん
な
落
ち
こ
ぼ
れ
る
ζ

<85版・ 100ページ〉
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川
1
月
初
日
大
企
業
想
畿
会
。

山

1
月
U
自

国
鉄

・
国
民
会
綾

川

の
一
日
行
動
熊
谷
裁
判

川

沖
電
気
・
筒
玉
共
闘
会
議
の

川

旗
ぴ
ら
竜

川
1
月
日
U
日

沖
電
気
中
央
支
緩

川

共
闘
会
議
の
「
旗
び
ら
き
」

川

三
愛
電
綴

・
伊
藤
さ
ん
(
解

川

庖
)
日
比
谷
昼
デ
モ
・

川
1
月
初
日
国
家
機
密
法
の
反

川

対

策
会・

川
1
月
引
日

池
貝
争
犠
・
支
鐙

川

共
闘
会
議
の
第
四
回
総
会
.

川
2
月
2
日
5
5回

全
造
船

・

川

玉
島
の
抗
議
行
問

川
2
月
3
日

労
働
省

・
通
産
省

川

へ
の
申
し
入
れ
行
動

川
2
月
4
白

石
熔
支
後
連
結
成

と
な
く
、
曾
い
た
の
が
今
回
の

川

総
会
・

八

号

で

す

。

川

2
月
6
日

労
基
法
改
悪
反
対

沖
電
気
を
相
手
に
、
生
き
方

川

人
間
ら
し
く
働
く
た
め
の
取

を
か
け
て
た
た
か
っ
て
い
る
鍛

川

京
連
絡
会
の
集
い
.

団
を
描
か
せ
て
い
た
だ
き
、
レ

川
2
月
8
日

大
企
業
懇
「
出
向

あ
わ
せ
に
思
い
ま
す
@

川

配
転
・
希
出
血
退
職
と
ど
う
闘

沖
電
気
争
織
を
通
し
て
「
生
川
弓
〆
か
」
研
究
交
流
集
会
。

き
さ
「
働
き
亙
「
人
間
の

川
2
月
9
日
5
日
白

神
沼
気
本

幸
せ
」
を
、
大
い
に
討
論
し
た

川

社
前
、
座
り
込
み
行
吻

い
で
す
ね
。
「
た
た
か
い
の
ル

川
2
月
間
田

被
特
殊
ス
チ
l
ル

ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
」
第
八
号
が
、

川

(神
町
気
関
連
)
の
首
切
り

そ
の
一
助
に
な
れ
ば
と
の
上
な

川

な
ど
の
反
対
策
会
。

い
暫
び
で
す
。

川
2
月
日
日

ネ
ッ
ス
ル
争
般
の

(
現
代
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
研

川

決
起
集
会
・
沖
電
気
・
本
社

究
会
、
小
松
み
ゆ
き
)

川

前
抗
議
行
勲

E

・E
・-一呈・
E

・量'
E
a

川
2
月
川
回

全
農
協
労
連

・
東

一
冊
七
百
円
川

れブロ
γ
ク
春
闘
封
建

.
沖
電
気
争
犠
fy
『
即
日
く
と
と
」

川
2
月
げ
回

全
金

・
佳
川
粉
蝶

に
よ
っ
て
、
支
媛
し
、
共
に
た

川

の
勝
利
報
告
会
。
国
労
支
媛

た
か
っ
て
き
た
「
ル
ポ
研
」
の

川

コ
ン
サ
ー
ト
(
東
京
・
港
)

伸
聞
の
八
年
間
の
〔
成
果
)
が

川

沖
電
気
の
第

μ
回
和
解
交

コ
レ
で
す
。
ぜ
ひ
H
e
あ
な
た
も
、

川

渉・

一
腕
レ
て
く
だ
さ
い
・

川
2
月
間
自

国
家
秘
密
を
考
え

・
注
文
は
、
沖
・
支
援
す
る
会
川

る
市
民
集
会
・
東
京
電
力
本

へ
・郵
送
料
は
、
支
援
す
る
会
の

川

社
抗
議
行
動
。

会
員
は
無
料
で
す
.
(
事
務
局
)

川
2
月
初
日
水
俣
宣
伝
行
動

|現代ルポルタージュ研寛会|
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5万人の「支援する会」を

私 たちは生きる憎利、倒 〈樋和IJ'を守 るため に沖 i

m 電 気の仲間企物心両面か ら励まし、必ず勝利させ。

たいと思いま す。圏維 な長期の闘い も予想さ れま M

Eすので、一人でも多 〈の方がこの「会 J に加入し 。

全面勝利を闘いとる までご支援くださるよ う心か

らよびかけます。(r支援 す る会J よびかけより) ロ

会費・ 1口 200円/月

ご支鐸ありがとっ

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

発支援する会事務局

行事務所東京都港区三回

M 3-2-20 

1987年 I・.... 雪 ..~ ... . (~~). . .4.5.1三青空1 5
郵便口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名沖電気の不当解雇

を撤回させる会

開 96号

涙
の
人
。
笑
顔
の
人
、
鐙
手
を

に
支
え
ら
れ
て
勝
利
で
き
た
」

と

で

(第
二
十
五
回
)
三
月
十
三
日
人
の
支
鐙
す
る
会
の
み
な
さ
ん
も

求
め
る
人
・
和
解
報
告
を
聞
く

緊
張
し
て
報
告
す
る
中
山
森
夫
さ

三
時
四
十
一
一
一
分
、
和
解
が
成
立
し
よ
か
っ
た
と
官官
こ
ん
で
く
れ
る
と

百
人
を
越
す
人
た
ち
の
表
情
.

ん

(
沖
電
気
争
議
団
、
代
表
)
.
ま
し
た
J

(和
解
内
容
は
別
問
)

思
う
し
、
労
働
者
全
体
の
勝
利
と

「
ゆ
る
す
な
/
指
名
解
履
と
い
東
京
地
裁
民
事
十
一
部
(
白
石

「
三
十
五
人
の
職
場
復
帰
は
、
も
言
え
る
」
と
、
小
島
宏
さ
ん
(支

う
広
範
な
労
働
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
悦
穂
裁
判
長
)
で
の
、
和
解
交
渉
歴
史
的
な
大
勝
利
だ
・一

万
四
千
援
す
る
会
、
事
務
局
長
)
・

【
雇
用
関
係
】

被
告
並
び
に
原
告
ら
及
び
利
害
関
係
人
ら
は
本
和
解
の
日
現
在
、
原
告
ら
の
う
ち
別
紙

一
の
復
職
者
欄
記
載
の
者
と
被
告
と
の
聞
に
お
い
て
雇
用
契
約
が
存
在
す
る
こ
と
及
び
そ

の
余
の
原
告
ら
と
被
告
と
の
聞
に
お
い
て
雇
用
契
約
が
円
満
退
職
に
よ
り
終
了
し
た
こ
と

を
確
認
す
る
。

【
復
職
者
の
復
職
条
件
】

(
就
労
目
)
復
職
者
は
各
事
業
本
部
に
お
い
て
、
昭
和
六
二
年
六
月
末
日
ま
で
の
被

告
の
指
定
す
る
日
か
ら
就
労
す
る
。

(
研
修
及
び
配
属
部
署
)
彼
告
は
、
復
職
者
に
対
し
、
相
当
の
期
間
職
務
適
応
の
た

め
の
教
育
訓
練
を
実
施
し
、
そ
の
効
果
、
復
職
者
の
職
歴
・
能
力
・
適
性
・
希
望
及
び
要

員
配
置
の
状
況
等
を
総
合
的
に
勘
案
の
う
え
、
配
属
部
署
を
決
定
し
、
作
業
を
割
り
当
て

る。
(
有
給
休
暇
)
復
職
者
に
つ
き
、
本
和
解
成
立
の
自
の
翌
日
か
ら
就
労
日
の
前
日
ま

で
の
聞
は
特
別
有
給
休
暇
と
し
、
就
労
日
以
降
の
昭
和
六
二
年
度
の
年
次
有
給
休
暇
は
二

O
目
と
す
る
。

(
社
会
保
険
資
格
の
回
復
〉
被
告
は
、
復
職
者
に
つ
き
、
雇
用
保
険
、
厚
生
年
金
保

険
及
び
厚
生
年
金
基
金

の
資
格
を
遡
及
し
て
回
復
す
る
措
置
を
と
る
。

【
和
解
金
】

被
告
は
、
原
告
ら
に
対
し
、
和
解
金
と
し
て
、
金

一
二
億
九

0
0
0
万
円
を
昭
和
六
二

年
三
月
末
日
限
り
・
・
・
支
払
う

【
誹
誘
中
傷
、
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止
】

原
告
ら
と
被
告
は
、
本
件
解
雇
に
関
し
、
本
和
解
成
立
後
、
相

E
に
誹
誘
、
中
傷
す

る
よ
う
な
言
動
を
行
わ
な
い
。
ま
た
、
被
告
は
、
復
職
者
に
対
し
、
本
件
解
雇
及
び
こ
れ

に
関
す
る
活
動
を
理
由
に
不
利
益
取
扱
い
を
行
わ
な
い
。

3033日をたたかいました。熱きおもL、.. .でも
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腕
売
新
聞
埼
玉
版
で
沖
電
争
議
と
は
①
労
働
組
合
は
ど
ん
な
と
と

川

和
解
成
立
を
知
っ
た
時
、
私
は
n
ほ
が
あ
っ
て
も
雇
用
は
守
ら
な
け
れ

川

ん
と
う
に
良
か
っ
た
、
畏
い
聞
と
ば
な
ら
な
い
.
②
労
働
者
は
も
っ

川

苦
労
さ
ん
M

と
い
う
気
持
で
一
杯
と
地
織
の
輸
を
広
げ
な
け
れ
ば
い

山

で
し
た
.
埼
玉
北
部
に
支
復
す
る
け
な
い
.
ζ
と
を
学
ん
だ
.
神
電

川

会
の
発
足
と
同
時
に
私
も
「
い
づ
気
争
磁
の
闘
い
は
労
働
者
に
多
く

川

れ
我
が
は
討
も
」
と
支
獲
に
容
加
し
の
教
訓
と
勇
気
を
与
え
た
と
思

川

ま
し
た
・
活
動
を
通
じ
て
得
た
と
う
・十

六
年
間
沖
電
気
回
開
に
働
ら
き
、

，

，

、

-

京

私
を
労
働
者
と
し
て
成
長
さ
せ
て
く

川

園

い

頃

れ
た
伸
間
違
が
解
雇
さ
れ
、
争
議
団
山

E
L

闘

を
作
り
十
年
近
く
楽
天
的
に
闘
い
、
川

，圃

E

労
働
者
魂
と
は
、
と
う
生
き
る
ん
だ

川

1
t
銭
よ
と
教
え
て
く
れ
た
闘
争
で
す
.
白

川

パ

融

分
の
闘
い
と
レ
て
一
食
分

5
で
も

…

畏
い
闘
い
の
来
の
勝
利
、
心
と
な
っ
て
し
ま
う
に
は
、
あ
ま

h
川
円

線

と

ζ
の
+
年
間
募
金
を
諮
問
H

回
で
送

川

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
・
り
に
も
恕
レ
く
思
い
ま
す
・
乙

昌
国

4

ら
せ
て
頂
き
ま
レ
た
・
労
葡
運
動
の

い
職
場
の
伸
間
の
人
逮
も
大
変
喜
れ
か
主
職
働
に
帰
っ
て
、
今

川

川

光

右
翼
的
再
編
の
動
き
の
な
か
で
、
あ
ん
で
お
り
ま
す
・
思
い
起
こ
せ

よ
り
も
も
っ
と
苦
し
い
思
い
を

σ
重

働
者
の
生
活
と
君
、
民
主
主
黒
ば
八
年
語
、
私
も
労
働
運
動
す
義
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

込

』

守
り
、
政
治
革
新
を
願
う
仲
間
を
勇

川

に
一
歩
踏
み
出
し
た
時
で
し
い
つ
で
も
私
達
が
つ
い
て
お
り

d
d

伺
八

気
づ
げ
労
働
組
合
の
民
主
的
階
級
的

川

た・

ど
ん
な
に
争
議
団
の
人
逮
ま
す
・
神
電
気
争
議
団
勝
利
万

i

i

"

 

』

司

副

己

、

前
進
に
貢
献
し
た
闘
争
だ
と
徳
惜
し

川

に
励
ま
さ
れ
た
と
と
か
、
今
と
才
/

(田
中
)

i

i

て
い
ま
す
・

川

な
っ
て
は
、
も
う
思
い
出
だ
け

労
働
者
全
体
へ
の

攻
撃
だ
っ
た

力

久

修

。
繍
通
信
社
…

長
い
間
、
大
変
ご
苦
労
織
で
し
多
く
の
伸
間
へ
の
攻
撃
の
実
験
的

川

た
・
『
沖
電
気
争
議
団
』の
旗
が
、
性
格
が
強
い
と
思
っ
て
い
る・

そ
川

都
内
は
も
ち
ろ
ん
全
国
津
々
浦
々

れ
だ
け
に
、

ζ
の
勝
利
の
影
響
は

仰

に
は
た
め
く
姿
を
栂
力
が
恐
れ
た

大

き
い
・

一
人
一
人
が
大
切
に
さ

山

結
果
だ
・
も
と
も
と
神
電
の
仲
間
れ
る
職
場
づ
く
り
、
国
づ
く
り
の

川

だ
け
に
仕
儲
け
ら
れ
た
攻
駐
車
で
は
た
め
頑
張
り
ま
し
ょ
う
.

な
く
、

い
ま
合
理
化
の
矢
面
に
た

た
さ
れ
て
い
る
国
鉄
や
製
鉄
な
ど

(2 ) 

運
動
の

原
点
を
学
ん
だ

吉

川

徳

治

図
埼
玉
・
一
一
一
菱
謀
議

開 96号指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース198'7年4月可目

笑顔に励まされて

集
会
の
時
、
な
み
だ
ぐ
ん
で

し
ま
う
こ
と
も
度
々
の
争
議
団

の
市
川
さ
ん
.
そ
し
て
な
に
よ

り
も
ホ
y
ぺ
を
ま
っ
か
に
し

て
、
一
生
懸
命
に
訴
え
る
真
面

目
さ
が
大
好
き
な
の
で
す
・

毅
判
所
か
ら
の
帰
り
道
で
の

お
し
ゃ
べ
り
は
お
互
い
に
子
育

て
の
ζ
と
、
生
活
の
ζ
と
、
争

議
の
と
と
な
ど
、
そ
し
て
会
社

へ
の
怒
り
を
い
つ
も
は
ち
き
れ

そ
う
に
持
っ
て
い
た
彼
女
・
明

る
い
笑
顔
に
い
つ
も
は
げ
ま
さ

れ
ま
し
た
.

海事検定・滝沢(東京)

い
つ
ま
で
も
支
援
す
る
ぞ

郵
政
産
業
労
働
組
合

京
橋
支
部
一
同
(
東
京
)

川
人
間
に
と
っ
て
人
の
苦
し
み
ゃ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
・
そ
し
て
こ
叩

、

川

松

山
で
守
る
会
を
結
成
し
た
二
年
半
、
会
員
川

一
痛
み
を
わ
か
る
と
い
う
こ
と
は
難
れ
書
能
に
し
た
の
は
、
七
十
一

…

材

、

…

針

の

一

人

で

あ

っ

た

と

と

を

今

、

習

に

思

っ

て

…

川
し
い
と
と
で
す
・
そ
れ
が
人
間
の
人
の
纏
信
と
団
結
で
も
あ
り
ま
レ

川

0

川

の

い
ま
す
・
争
議
聞
の
被
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
、
い

…
生
き
る
条
件
だ
し
、
飼
い
の
条
件
た
・
争
議
団
の
人
た
ち
の
見
知
つ
一

L
dぺ
…

制

私
た
ち
は
、
日
常
告
に
埋
没
し
て
と
も
す
れ
一

川
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
・
沖
電
気
た
顔
を
ひ
と

8
と
り
思
い
出
し

川

J
内

川

る

…
る

ば
見
失
い
が
ち
だ
っ
た
大
切
な
も
の
を
た
く
さ
川

…
争
議
は
、
そ
の
人
間
の
条
件
を
み
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
闘
い
に

l

F

K

十

、

ふ

ん
学
び
ま
し
た
・
今
後
の
皆
さ
ん
の
新
た
な
活
…

い
と
と
に
突
き
破
っ
て
、
人
間
の
新
な
え
ね
ば
、
と
思
っ
て
い
ま
す

川

9

山

1
ν
-
支

動
に
期
待
し
ま
す
・
今
、
愛
媛
で
も
住
友
重
機
川

…
し
い
可
能
性
き
き
出
し
た
運
動

…

、

い

…

て

仰

の
高
橋
富
美
子
さ
ん
ら
の
解
雇
置
の
闘
い
が
川

一
人
間
の
可
能
性
を
一

九
一
乱
長
時
計
れ
説
話
江
川
寸
前
一

守
、

川
い

H
一

附
さ
れ
て
い
ま
す
・

ζ
の
時
期
に
、
今
回
の
東
川

ひ

き

出

し

た

…

=

二

子

}

え

れ

t
d障
者
p

一
前
…
文
京
で
の
勝
利
和
解
の
報
を
受
け
た
と
と
に
喜
一

一渡辺
泉引リスト教開館冊子立与
動
片
山
駐
日
間
締
結
…

4

・

;
Eノ
下

〆

‘

-
A

う
i
J
必
ザ
μ刷
、

川

E

・
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
・

沖
電
気
争
議
は
資
本
の
一
方
的
都
合
で
労
働
組
合

川

指
名
解
雇
が
強
行
さ
れ
た
日
の
ん
で
録
っ
た
も
の
だ
・
沖
電
気
争
…

川

E

運
動
の
活
動
家
を
嘘
の
理
由
で
解
雇
し
て
き
た
も
の

…
早
朝
か
ら
、
置
さ
せ
る
会
の
人
警
記
録
し
た
こ
と
を
誇
り
に
庶

団

結

が

困

難

を

H

老

会

で
あ
り
、
私
達
の
賃
金
差
別
に
し
て
も
沖
電
気
資
本

山
た
ち
と
の
つ
き
あ
い
が
は
じ
ま
う
・

5
、
人
間
と
い
う
の
は
「

主

〉

…

あ

M
h」同
じ
よ
う
に
東
海
資
本
は
偽
り
の
理
由
で
民
主
的

2・
3

フ
リ
ー
だ
が
、
当
官
、
し
か
な
い
。
過
去
に
な
に
を
や
り
一

の

り

こ

え

た

川

こ

議

援

労
働
運
動
を
行
っ
て
い
た
者
に
対
し
て
攻
撃
を
し
て

…
海

外

向

け

の

書

社

の

写

真

部

員

遂

げ

た

と

し

て

も

、

現

に

生

き

て

川

話

語

舌

邑

佐

マ

福

島

ム

パ

川

争

支

き
た
も
の
で
あ
る
・

…
だ
っ
た
・
そ
れ
ま
で
見
今
語
、
る
時
し
か
な
い
・
職
場
こ
戻
つ
…

正

有

ヨ

調

マ
東
北

沖
電

気

A

b
D
気

回

句

b

b

b

川
イ
一
一
電
代

正
義
は
私
逮
に
あ
る
と
と
は
、
法
廷
や
労
働
雪
国
語
の
写
真
は
、
抗
議
・
集
会
て
も
、
そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
で
も
、
…
一
一
一
+
五
人
の
復
職
困
難
を
震
に
浮
ん
で
き
ま
す
・

川

乳

九

沖

千

会
の
婦
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
資

川
・
デ
モ
・
ス
ト
の
類
い
が
ほ
と
ん
八
年
の
歳
月
に
恥
じ
る
生
き
方
…
り
越
え
て
の
団
結
が
あ
っ
た
か
ら
復
職
す
る
人
は
、
私
た
ち
神
関

…

払

修

吉
警
に
認
め
よ

2し
な
い
・
…
ど
だ
っ
た
・
こ
れ
で
は
、
争
携
を
は
、
お
互
い
に
レ
た
く
な
い
お
、
工
回
の
解
決
を
迎
え
た
の
だ
と
恩
寺
働
く
者
と
一
緒
に
、
神
グ
ル

川

t

企
業
の
枠
か
ら
大
衆
運
動
に
闘
い
の
運
動
を
広
宜
う
個
人
が
見
え
て
乙
な
い
・
そ
と
自
滅
し
て
い
る
・
…
い
ま
す
・
長
い
問
、
本
当
に
と
苦

l
プ
を
変
え
る
た
め
に
、
退
職
さ

一

川
日

n
二

げ
、
世
論
に
訴
え
た
ζ
と
が
、
今
回
の
和
解
の
勝
利

川
乙

で

私

生

活

の

領

域

ま

で

入

り

と

い

労
さ
ま
で
レ
た
・

れ
る
人
は
、
争
議
の
経
験
を
生
か

当

事

鞍

に
な
っ
た
と
思
う
・

議

室

君
、
中
労
委
で
和

川

~
今
、
吾
妻
優
の
輸
を
も
う
レ
て
、
沖
グ
ル
ー
プ
を
も
、
包
括

…

正

濯

解
の
斡
旋
に
対
し
て
会
話
応
じ
な
い
た
め
中
労
愛

一

「

今

」

を

た

い

せ

つ

に

…
ひ
と
ま
わ
り
広
げ
る
ζ
と
が
で
き
し
た
日
本
全
体
の
民
主
的
な
発
展

命
令
に
よ
る
ζ
と
に
な
っ
た
。
神
の
勝
利
は
、

ι…
庄

市

・
カ
メ
ラ
マ
ン
・
東
京

ん
て
い
た
ら
な
あ
」
と
思
い
な
が
ら
の
た
め
に
、
力
を
尽
し
て
く
だ
さ

の
闘
い
に
も
良
い
影
響
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
る

州

川
も
、
闘
い
の

一
つ
ひ
と
つ
が
、
固

い
。

神
電
気
争
議
団
と
は
、
五
十
八
年
門

に
人
を
介
し
て
物
販
カ
タ
ロ
グ
の
制
川

作
に
携
る
様
に
な
り
、
以
来
四
年
間
川

そ
れ
迄
無
線
だ
っ
た
労
働
運
動
の
幾
川

許
か
を
か
い
間
見
る
取
に
な
り
こ
の
川

争
犠
団
に
協
力
的
な
多
く
の
人
々
岡
山

由
聞
こ
の
人
逮
を
早
く
普
通
の
生
語
に
川

戻
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
と
思
わ
ず
に
川

い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
.
今
漸
く
八
川

年
間
の
暗
閣
を
飯
け
悲
喜
乙
も
と
も
川

で
は
あ
り
ま
す
が
、

社
会
に
復
帰
す
川

る
事
で
働
く
人
々
の
大
き
な
力
が
企
川

幾
の
不
法
な
意
志
を
砕
き
新
た
な
惑
川

意
の
芽
生
を
抑
止
す
る
力
と
な
る
事
川

を
祈
り
ま
す
・

366 

藤
田

¥v 

企業の不法に反撃

沖
争
犠
と
か
け
て
、
九
州
ラ
ー
メ
ン
と
川

と
く
、
そ
の
心
は
メ
ン
(
面
々
)
に
ネ
パ
川

リ
と
コ
シ
が
あ
る
・
な
ァ
ん
て
.
和
解
川

で
、
解
騒
が
不
当
で
あ
っ
た
ζ
と
が
柾
明
川

さ
れ
、
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
.
子
持
ち
川

の
働
く
女
性
と
し
て
、
労
働
組
合
を
職
場
~

と
す
る
者
と
し
て
、
会
社
や
沖
の
組
合
に
川

対
し
て
の
償
的
が
支
援
へ
の
き
っ
か
け
で
M

し
た
.
皆
さ
ん
の
誠
実
な
人
柄
や
職
場
復
円

帰
へ
の
勲
い
思
い
に
ふ
れ
る
度
に
、
逆
に
叩

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
入
さ
れ
る
思
い
で
し
一

た
.
人
間
の
尊
厳
を
守
る
と
い
う
闘
い
の
m

原
点
を
見
つ
め
な
お
し
た
八
年
を
共
に
歩
川

め
た
ζ
と
の
喜
ζ
び
を
か
み
し
め
て
い
ま
“

す
.

"

み

め
ん
{
イ
パ
ル
グ

今、
r
A

伊

2
-L
C庁
、
/
品
イ

げ

Z
tv炉

、
ら
人
止

法
さ
い
い古
川オ
ノヰ
手
/
p
p
、y
t、
/?Uノ
ふ

j

u・
/
旦
久
的
'y
aJ千
J
人
和
人

1
L
F
D
k.
ハ
久
λ

〉

，

当
時

'μ
丘
ク
却
々
も

υ

百
如

ayメ
ー
?
を
奔
放
し

L
A
L
J
L，，，久
戸
な

み
ヒ
丈
、
島

!

[
川
長
崎
ゐ

ι十
い
!

?/か
Lノ

t
t
u
r
l
?
V

1
，，、
r
回
F

L

Aク
Q

f

帰
ー
を

は
め
綿
7
4
k
e
t
勺
ム
V'

つ
プル・り
-

Y
ぱ
h
/

人

は

九
フ

T人

p
c
l
l

み
ゐ

げI
れ
り
l
ウ

ゲ
ら
ノ
ゐ
け

L
?
κ
?
夫
容
J
1
3ム
4

/

川
町
柏
戸、

ιノ
山
内
均
ふ

l
t
〉

、

f312
1
も
『
〉
リ
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札
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ζ
の
凄
じ
い
首
切
り
の
嵐
の
中
山
由

I

住
友
独
占
が
八
年
前
の
全
造
船

で

、

三

+

五

人

の

復

織

は

大

き

な

州

制

玉

島

の

組

合

員

十

七

名

を

指

名

解

勝

利

で

す

。

暗

い

夜

空

に

輝

ゃ

く

州

市

麗

し

た

際

、

神

電

気

の

指

名

解

庖

昼
を
見
つ
け
た
喜
び
で
す
・

希
望

相

耐

を
診
考
レ
た
よ
う
に
、
貧
争
議
団

を

あ

り

が

と

う

・

団

結

し

て

闘

か

同

相

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

は

全

国

的

え

ば

正

義

は

必

ら

ず

勝

つ

と

教

え

前

同

争

議

団

の

仲

間

の

み

な

さ

ん

、

に

注

目

し

た

闘

い

で

レ
た・

ら
れ
ま
し
た
。
女
性
の
方
た
ち
の

岬

神

電
気
の
指
名
解
雇
撤
回
闘
従
っ
て
、
今
、
苦
節
八
年
を
一
桝

苦
闘
の
中
で
の
勝
利
お
め
で
と
う
闘
い
は
労
働
者
が
団
結
レ
、
連

ね
ば
杓
兵
」
明
る
い
行
動
が
底
力
に
糊
争
は
、
理
不
尽
に
も
会
社
の
外
経
て
勝
利
を
勝
ち
と
っ
た
こ
の
W

ご
ざ
い
ま
す
a

八
年
間
の
闘
い
は
、
帯
し
、
白
か
ら
が
闘
う
こ
と
に
よ

な
っ
た
と
と
を
誇
り
と
う
ご
ざ
い
鞘
に
放
り
出
さ
れ
た
労
働
者
が
、
闘
い
の
全
過
逗
に
深
く
学
ぶ
ζ
特

質

争

議

団

を

先

頭

に

、

指

名

解

雇

っ

て

勝

利

を

得

る

ζ
と
を
示
し
ま

ま

す

。

前

人

間

と

し

て

の

尊

厳

を

か

け

た

と

を

通

じ

て

、

労

働

者

の

人

間

内

許

さ

ず

と

闘

い

を

支

え

た

全

国

の

し

た

・
ζ
れ
か
ら
も
、
闘
う
仲
間

長
い
辛
苦
は
つ
い
に
報
い
ら
れ
耐
闘
い
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
、
経
回
復
と
労
働
運
動
の
再
生
へ
の
榊
働
く
仲
間
の
連
帯
に
よ
る
勝
利
で
と
連
帯
し
新
た
な
闘
い
へ
む
け
て

ま
レ
た
.
闘
う
労
働
者
の
歴
史
の

和
也
者
に
屈
服
し
て
闘
い
を
放
緊
確
か
な
展
望
を
見
出
す
乙
と
が
制

す

.

共

に

頑

張

り

ま

し

ょ

う

.

一
頁
に
神
電
気
争
議
団
七
十
一
人

鞘
し
た
労
働
組
合
の
存
在
意
義
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
・

制

1
1
1
1
1
1
1
2
3
5主
ま
主
主

3
2
3主
主

E
E
-
-ぜ

開

制

作

ー

の
名
は
永
久
に
刻
ま
れ
る
に
ち
が

いγ
問
わ
れ
た

闘

い

で

も

あ

っ

た

。

貼

同

八

年

に

わ

た

る

神

電

気

争

議

十

い
あ
り
ま
せ
ん
・

m
i
l
l
i
l
i
-
-
1
1
時

こ

れ

か

ら

が

何

回
の
き
み
の
闘
い
が
、
さ

w

州

「
全
面
的
な
労
働
者
の
支
鐙
の
鞘

柑

f

、
ζ
に
実
を
結
び
、
和
解
に
歪
つ

州

…

。

輸

で

企

業

を

留

す

る

と

と

ー

エ

正

念

場

…

τ
)た

と
と
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し

吋

…

た

紛

争
勝
利
の
大
き
な
力
に
な
る
よ

一

上

野

和

義

(

全

司

法

・

東

京

)

一

回

え

棚

上

げ
ま
す
・
八
年
の
長
い
青

…

w

口

ね

」

耕

桝

E
T
Z
t
行

の
聞
に
は
、
何
度
も
挫
り
そ
う
糊

…

tt
組
合
事
警
で
の
仲
間
の

声

で

て

は

全

司

法

要

遺

書

虫

館

の

楽

天

性

と

そ

れ

を

さ

…

荷

主

に

な

っ
た
り
将
来
に
対
し
て

7利
の
う
ち
に
争
議
長

問

〉

内

十

す
・

童
で
労
雲
の
大
量
首
切
開
票
会
の
組
合
員
で
す
・
職
場
に
さ
え
た
労
働
者
の
連
帯
に
力
の
偉
…
ー
こ
与
相
不
重
な
っ
た
り
、
言
い
尽
せ
持
し
た
と
と
に
心
よ
り
お
祝
い
申

w
e
U
側

り

が

報
ぜ
ら
れ
て
い
る
時
、
解
雇

亡

る

会
を
組
織
し
た
の
は
一
九
七
大
さ
を
い
つ
も
学
び
と
る
と
と
ニ

イ

田

光

ぬ

苦
し
み
を
味
わ
れ
た
と
と
ふ
し
あ
ば
き

向

か

学

情

撤

回

、

襲
復
帰
を
闘
い
と
っ
た

吋

九
年
一
月
か
ら
で
す
・
以
後
、
中
で
喜
し
た
・

判

み

相

吠

思
い
ま
す
・
職
場
に
復
帰
さ
れ
吋
不
当
な
指
名
解
屈
に
富
反

…

し

繍
JMMd
U
日
σi
純
一
時
尚
一
位
れ
れ
吋
ど
い
訪
日

…

レ

備

行
れしれ刊誌
ぶ
ド
ヨ
日
間
供

問

ら

谷

の
楽
天
性
と
た
く
ま
し
乏
い
っ

附

け
て
き
ま
し
た
が
、
と
の
八
年
間
ば
り
ま
し
ょ
う
・

時

宮

司

た

経
験
を
今
後
も
活
か
し
て
、

制

た
ち
の
獲
を
身
近
に
見
る

E

w--』長
も

学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
書
仰
の
た
た
か

い

の

中

で

、

私

自

室

、

間

4
苦

労
働
者
の
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

的

が
で
き
た
・

一向

4

j

r

ト
に
登
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
(
特
に
子

W

E

E

E

'

S

E

E

-

E

t

E

…

一

社

会
を
め
ざ
し
て
共
に
頑
張
り
ー…

前

N
H

J

供
さ
ん
遼
)
の
笑
顔
が
眼
に
浮

か

山

市

出

張

に

行

っ

て

る

問

の

電

寧

的

防

ま

し

ょ
う
・

'

附

「

び

ま

す
・
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

時

解
決
・
本
当
に
び
っ
く
り
し
ま
し

糊

1
l
i
l
i
-
-
i
l
l
-
桝

刊

す

‘

・

2も
、
と
り
あ
え
ず
良
か
っ

N

E

M

-

よ

H
老

-1…

f
5
5ま主
3
2
2
3
5ま圭
5
3主
目

た

で

す
ね
。
八
年
の
年
月
l
そ
れ
抑

制
初
・

4
h
a
f
匂
叫

μ
萄
宝
引
九
時

は
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
ほ
ど
の
叩

六

藤

隆

夫

同

損
失
が
あ
っ
た
一
方
、
普
通
人
と

地

1
1

ニ
，

州

印

(

全

港

湾

関

西

汽

船

分

会

)

一目

し
て
勤
め
て
い
て
は
得
ら
れ
な
か

w

一-

っ
た
、
大
切
な
も
の
が
蓄
積
さ
れ

柑

私
た
ち
は
、
今
固
ま
で
、
沖
な
広
が
り
と
、
七
十
一
人
の
寄
附

た
、
と
確
信
し
て
い
ま
す
.

舶
の
闘
い
に
ど
れ
ほ
ど
励
ま
さ
れ
闘
を
物
館
る
も
の
で
す

.

w

私
に
関
し
て
い
え
ば
前
任
者
が

柑
て
き
た
か
分
り
ま
せ
ん
・
私
た
し
か
し
、
職
場
に
帰
る
人
に
同

よ
ん
ど
ζ
ろ
な
い
事
情
で
退
社
。
…
日
ち
の
闘
い
も
六
年
に
な
り
ま
も
新
た
な
闘
い
が
待
受
げ
て
い
附

そ
の
あ
と
を
引
き
受
け
て
は
み
た
制
す
・
中
労
委
の
和
解
も
二
年
目
ま
す
・
今
回
の
勝
利
の
和
解
は
、
一
い

も
の
の
、
仕
事
だ
、
出
張
だ
、
と

前
の
容
を
迎
え
ま
す
・
東
京
、
大
終
り
で
は
な
く
、
新
た
な
闘
い
W

仰
々
支
緩
行
動
に
診
加
せ
ず
申
し

桝
阪
、
大
分
な
ど
、
符
く
先
々
で
、
の
始
ま
り
で
す
・
が
ん
ば
っ
て
尚

わ
け
な
く
思
っ
て
い
ま
す
.
聞
神
の
伸
聞
と
交
流
し
え
た
と
い
く
だ
さ
い
.
山
市

Mm
う

事

は

、

沖

の

闘

い

の

全

国

的

一

-

198ワ年4 月 18

櫛田ふき
(日本婦人団体連合会会長)

沖
電
気
の
闘
い
に

深
く
学
ぼ
う

伊
藤
博
義
(
館
側
繍
輔
さ

おめでとう。ご苦労さま

支獲する会!こ入会しよう (会費 1口200円/月)

「
電
機
L

の
勝
利
だ

目
立
争
議
団
一
同

将
来
の
ζ
と
、
家
族
の
と
と
、
な
支
え
と
な
り
ま
し
た
.

や
り
た
い
と
と
、
様
々
な
悩
み
、
目
立
で
は
、
武
蔵
の
残
業
矩

苦
υ
み
に
耐
え
、
良
く
と
ζ
ま
否
解
雇
の
二
十
年
争
議
、
目
立

で
頑
強
り
、
大
き
な
成
果
を
掌
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
中

げ
た
と
万
感
の
思
い
で
す
.
本
央
研
究
所
の
差
別
争
議
を
闘
っ

当
に
御
苦
労
さ
ま
で
し
た
.
神
て
い
ま
す
。
電
機
の
労
働
運
扇

也
の
闘
い
に
よ
っ
て
「
電
機
総
前
進
の
た
め
、
今
後
も
連
帯
レ

行
動
」
を
産
み
、
+
=
一
回
を
蹟
て
闘
い
ま
し
ょ
う
/

ね
、
電
機
各
争
議
解
決
の
強
力

(5 ) 
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シ
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闘
え
ば勝

て
る

丸
山
茂
(
相
時
間
一
断
能
)

この喜こびをみんなに

嘉藤吉郎
(クリスチャン・山形)

闘
え
ば
必
ず
勝
て
る
車
、
苦

し
く
と
も
締
め
て
は
い
け
な
い

郁
を
教
え
て
く
れ
た
・
仲
間
た

ち
が
全
国
に
い
る
事
を
教
え
て

く
れ
た
.
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
を
吹

き
と
ば
し
、
一
緒
に
闘
う
喜
び

を
教
え
て
く
れ
た
.
ζ
れ
が
私

の
沖
惚
気
争
議
で
あ
る
・

私
は
指
名
解
臆
さ
れ
た
神
電
気

の
仰
問
を
支
媛
す
る
会
.
思
想

・

良
心
の
自
由
を
求
め
、
東
京
電
力

と
た
た
か
う
渡
辺
令
子
さ
ん
を
励

ま
す
会
.
自
衛
官
合
把
拒
否
訴
訟

中
谷
康
子
さ
ん
を
支
え
る
全
国
連

絡
会
に
加
入
し
て
支
援
し
て
き
ま

し
た
.

ζ
の
三
月
十
三
目
、
沖
電
気
争

犠
八
年
ぶ
り
に
大
勝
利
の
和
解
が

成
立
し
た
ζ
と
よ
か
っ
た
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
.
渡
辺
令
子

さ
ん
の
た
た
か
い
を
励
ま
す
ζ
と

と
な
り
、
う
れ
し
さ
を
見
せ
て
い

ま
す
・

ζ
の
反
響
を
多
く
の
人
び

と
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
.



(4) .96奇吾

独占資本の横暴に反撃

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

森下東治
圃名古屋水道労働組合・中央執行委員

勝
利
の
=
一
月
十
三
目
、
名
古
屋
聞

で
も
「
恩
恵
、
信
条
、
組
合
活
動
」
山

を
理
由
に
し
た
不
当
差
別
と
た
た

m

か
う
諸
機
(
需
産
業
〉
の
伸

一

聞
が
全
面
勝
利
の
和
解
を
勝
ち
と

却

り
ま
レ
た
・

一

い
ま
独
占
資
本
が
大
規
模
な
首

切
り
「
合
理
化
」
を
抑
し
進
め
、

そ
れ
に
協
力
加
担
す
る
右
翼
的
労

働
組
合
幹
部
の
も
と
で
、
多
く
の

仲
間
が
怒
り
と
屈
痔
の
涙
で
職
場

を
噂
わ
れ
て
い
る
と
き
、
沖
電
気
一

争
犠
団
の
紫
附
し
い
闘
い
の
ド
ラ

マ
は
全
国
の
伸
聞
に
勇
気
と
般
信

と
大
き
な
激
励
を
あ
た
え
て
く
れ

ま
し
た
.

沖
電
気
の
闘
う
仲
間
に
心
か
ら

迎
術
の
短
手
を
H
H

沖
電
気
争
論
団
の

沖電気争rJl回御中、，、キ兄主吉

黒

田

育E

夫
(
尻
議
措
)

198ワ年4月 1El 

: s .If.J: ~向勝利心からお祝い中 L上げます.

5 3 みなきんの回結と全国的支傾向広が O町中で資本肉眼歩 を勝ち取った冒原告団

Z に心から敬意を表 します.

2 今後とも労働者向生活 と権利を守るた耐共に的過しましょう .

f 

;決断と勇気に感心:

内山成夫
(東京 ・洗心保育園)

川
2
月
引
回

東
京
争
犠
団
の
春

川

闘
酎
愉
集
会
.

川
2
月
M
B

小
田
急
争
犠
・
金

川

総
一
斉
宣
伝
行
動
。
広
屋

・

川

昼
社
前
抗
議
行
動
.

川
2
月
初
日
「
撤
回
さ
せ
る
会
」

州

の
全
員
集
会
・

沖
電
気
争
韓
国
の
み
な
さ
ん
、
い
る
姿
に
ふ
れ
胸
を
あ
っ
く
し
、
グ
イ
γ
と
前
に
お
し
あ
げ
た
も
の

川
2
月

μ
日
国
労
・
支
倭
コ
ン

お
め
で
と
う
/
そ
し
て
す
ば
ら
は
げ
ま
し
を
受
り
て
来
ま
し
た
・
で
、
皆
に
勇
気
を
与
え
て
い
ま
す
。

川

サ
1
ト
(
東
京
・
港
区
)
・

し
い
闘
い
を
あ
り
が
と
う
H

合
理
化
の
嵐
が
吹
き
あ
れ
、
闘

n
う
ら
ら
か
な
容
は
き
び
レ
い
冬

山

斑
京
総
行
動
.

郵
送
さ
れ
て
来
る
『は
た
ら
く
』

わ
な
い
労
働
組
合
が
ふ
え
て
い
る
の
あ
と
に
来
る
H

(

宮
本
百
合
子
)

川
2
月
U
日
目
立
メ
デ
ィ
コ
争

を
手
に
レ
、
苦
し
い
中
で
闘
っ
て
中
で
の
勝
利
は
、
歴
史
の
歯
車
を
の
気
持
い
っ
ぱ
い
で
す
.

川

磯
解
決
策
会
.
全
国
人
活
セ

522-z-zz-一三一
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3
-
Z
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2
1
5三
-
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-
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-
Z
E
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E

川

ン
タ
l
連
絡
会
集
会
(
清
水

本
当
に
長
い
年
月
だ
っ
た
・
私

川

谷
公
園
)
。
昭
文
社
総
決
起

が
高
崎
に
就
職
し
た
そ
の
前
年
の

川

集
会
。

十
一
月
の
と
と
だ
っ
た
か
ら
、
神

φ
乞

…

…

…

2
月
初
日

東
芝
ア
ン
ペ
γ
ク

電
争
議
と
、
私
の
今
の
仕
事
年
数

l
J

日

山

川

ス
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
.
国
動

が

同

じ

で

あ

る

し

、

共

に

闘

う

会

》

ヰ

ー

山

川

汐
留
駅
用
地
監
視
委
員
会
の

!
:

'
 

で
闘
っ
た
年
数
で
も
あ
る
.
当
初
、

d
-
g

口

!・

n

む
H

川

発
足
集
会
.
「
た
た
か
い
の

思
い
感
じ
た

Eは
、
今
も
変
わ
ヅ

Q
…

一

吋

…

崎

山

ル
ポ
」
合
雲
・

是
い
、
「
あ
る
日
突
然
に
仕
事

E
S
山一
銅

山

高

川
5
月
5
日

パ

ラ
マ
ウ
ン
ト
新

を
取
り
あ
げ
ら
れ
る
、
昨
日
ま
で

F
一

円

山

…

…

…

戸

川

工
燭
披
露
パ
ー
テ
ィ
・

一
緒
に
働
い
ぺ
い
た
仰
聞
の
中
か

E月
…

川

制

川
5
月
4
白

書

反
合
共
同
行

員

会

」

乙

う

思

2身
の

毛

「

ー

…

石

料

川

向
じ
ん
肺
決
起
集
会
・

が
よ
だ
っ
気
が
す
る
・
再
び
職
場

t
は
一
川

f
川
3
月
5
日

労

基
法
改
悪
反
対

に
戻
る
伸
聞
の
人
一
票
、

ζ
れ

か

曲

ヌ

川

人
間
ら
し
く
働
く
職
場
を
め

ら
先
、
心
身
共
に
、

安
心
し
て
働

1
A
r
s

川

ざ
す
3
・
5
行
動
。
江
原
メ

!

ー

け
る
様
に
、
見
守
る
会
を
つ
く
ら

ノ

一

:

川

ッ

キ

勝

利

報

告

集

会

.
飯
高

な
け
れ
ば
。

川

裁
・
木
下
事
件
報
告
集
会
。

Z-52Z35-Ez--L-Ez--zz一三
5
1
F
E
E
Z
E
-
z
-
z
-
Z
E
E
-
2
5
3
z

川
5
月
6
日

水

俣
決
起
集
会
。

川
3
月
7
日

愛

知
争
議
回
の
総

私
は
沖
電
気
に
特
に
知
人
は
い

川

会
に
倭
加
・
国
際
婦
人
デ
1

ま
せ
ん
で
し
た
が
あ
る
支
援
す
る

川
5
月
8
日
春
闘
・
売
上
税
の

会
に
参
加
し
て
、
強
占
資
本
の
首

川

大
決
起
集
会
(
十
六
万
人
、

切
と
闘
う
労
働
者
、
こ
れ
を
支
媛

川

代
々
木
公
園
)

し
な
い
右
寄
り
の
だ
ら
し
な
い
組

山
3
月
印
日
沖
・

支
鐙
す
る
会

合
幹
部
た
ち
・
今
の
労
働
戦
線
の

川

「
た
た
か
い
の
現
状
報
告
」

特
徴
、
独
占
の
合
理
化
首
切
攻
麟

川

の
鈍
い
(
労
音
会
館
)

と
腕
う
に
は
、
ぬ
る
ま
湯
の
役
人

川
5
月
日
日
沖
電
気
争
識
が
、

組
合
の
組
合
役
員
と
し
て
は
、
い

川

勝
利
の
和
解
解
決
・

い
勉
強
に
な
る
と
思
っ
た
か
ら
で

川
5
月
日
目
白
神
電
気
・
全
面
弁

す・

川

機
回
会
織
。

ま
た
ζ
の
実
態
に
限
り
な
い
怒

川
5
月
間
日
千
代
田
総
行
動
、

り
が
湧
い
た
か
ら
で
す
・

川

東
京
潜
総
行
動
・
国
労
支
一
段

州

南
部
集
会
。

368 

き
び
し
い
冬
の
あ
と
に

春
が
き
た

閥
髄

V
石
川
久
照
さ
ん
(
千
葉
)

み
か
ん
一
箱
.

V
港
(
東
京
)
平
和
餐
員
会

日
本
酒
。

V
東
京
大
学
生
産
研
究
所
・
沖

支
援
す
る
会
日
本
酒
.

V
板
倉
さ
ん

(千
葉
)
麺

V
中
島
静
恵
さ
ん

(
東
京
)

貝
の
ひ
も
の
.

V
代
々
木
総
合
迭
律
事
務
所

カ
ス
テ
ラ
.

V
東
京
合
同
法
律
事
務
所

コ
ー
ヒ
ー
セ
γ
ト
.

手
掛
佐
川
出

u. 浦

I
 

l
 

--.，e
 

F
-

圏
器
手
・

-
寸
盛
岡
市
議
会
議
員

沖
電
気
争
議
団
の
み
な
さ
ん
心
を
む
す
ん
で
ζ
ら
れ
ま
レ
た
・

か

ら

オ

メ

デ

ト

ウ

/

日

本

の

い

た

る

と

ζ
ろ
で
、

ζ

八
年
前
の
年
の
瀬
を
今
も
鮮
や
の
闘
争
へ
の
協
同
を
起
こ
し
、
人

か
に
思
い
出
し
ま
す
・
不
当
な
指
聞
の
良
心
を
結
集
し
て
、
神
電
気

名
解
雇
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
資
本
を
包
囲
し
つ
づ
け
て
ζ
ら
れ

の
後
の
資
本
の
や
り
口
を
先
取
り
ま
し
た
。

す
る
よ
う
な
非
道
な
や
り
方
、
そ
と
の
闘
い
の
中
で
育
て
た
数
限

し
て
、
日
本
の
働
ら
く
者
一
人
ひ
り
な
い
協
同
の
心
と
力
を
、
や
が

と
り
に
か
け
ら
れ
た
大
き
な
挑
戦
て
く
る
だ
ろ
う
激
動
を
切
り
開
く

と
し
て
受
け
と
め
、
私
た
ち

『わ
力
に
点
火
(
転
化
)
さ
せ
て
い
つ

ら
び
座
』
も
「
ひ
ま
わ
り
文
工
隊
」
て
下
さ
い
.

「
支
緩
公
演
」
「
全
国
交
流
会
」
私
た
ち
も
、
今
に
生
き
る
人
た

な
ど
で
、
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
ち
の
精
神
の
食
糧
(
か
て
)
と
し

・

「お
め
で
と
ラ
」
と
全
国
の

き
ま
し
た
・

て

の

文

化

を

、

み

な

さ

ん

と

一

緒

一

会

長

か

ら

の

電

話

・
三
月
十
四

そ
の
年
か
ら
、
毎
年
、
鹿
の
本
に
創
造
し
て
い
く
た
め
に
、
が
ん
八
年
四
カ
月
の
長
き
に
わ
た
一

5
十
五
日
で
四
十
本
も
あ
り
ま

部
で
行
な
わ
れ
る
夏
、
正
月
の
ま
ぼ
り
ま
す
。

っ
て
団
結
レ
て
闘
い
続
け
た
ζ

品
し
た
.

つ
り
や
、
全
国
的
な
集
会
に
は
、
沖
電
気
争
議
を
支
援
さ
れ
て
と
と
に
、
同
じ
働
く
者
と
し
て
敬
一
・
「
は
た
ら
く
」
の
発
行
を
や

争
議
団
の
み
な
さ
ん
が
い
つ
も
来
ら
れ
た
全
国
の
み
な
さ
ん
、
勝
利
意
を
表
し
ま
す
。
技
術
革
新
の
一
め
な
い
で
/
の
声
も
聞
と
え
ま

ら
れ
、
会
う
度
に
、
た
く
ま
し
く
心
か
ら
オ
メ
デ
ト
ウ
・
進
ん
だ
職
場
へ
、
今
あ
え
て
復
…
す
が
、
あ
と
一
回
か
二
回
の
発

人
間
ら
し
い
廊
き
を
た
く
わ

え

(

黒

田
さ
ん
は
、
沖
.
気
で
働
回
附
す
る
人
の
、
今
あ
ら
た
め
て
一
行
で
お
別
れ
で
す
・

て
、
緩
す
る
人
た
ち
の
心
を
ゆ
さ

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
〉

一
か
ら
出
発
す
る
人
の
そ
れ
ぞ

w

・
「
は
た
ら
く
」
の
縮
刷
版
そ

ぶ

り

、

人

間

的

な

交

流

を

深

く

造

れ

の

決

断

と

勇

気

に

、

感

じ

い

一

発

行

レ
ま
す
.
二、

0
0
0円
.

っ
て
、
闘
い
の
H

結
い
M

(

ゆ

い

)

っ

て

い

ま

す

・

私

と

そ

、

い

つ

山

注

文

は

、

支

倒

置

す

る

会

の

穆

務

。
0
.。
。
。
。
0
00
・
0
00
・
目
。
B
・
o
・
0
・
0
・
0
・
0
・
0
・
0
・
目
。
B
・
O
・
D
・
0
・
0
・
0
・
U
。
G
・
O
.。
。
0
0目
。
0
.。
。
0
・
0
0
0・
D
eo
・
0
・
n
も
励
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
・

司
馬
ま
で
・

斉
藤
(和成)
君
は

ゴ
キ
ブ
リ

梶
原
亥
ノ
助
圃
糟
造
転
総
会

一
寸
見
の
よ
く
な
い
斉
藤
君
に
彼
は
彼
女
の
ζ
の
笑
顔
に
す
っ

惚
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
が
還
の
か
り
い
い
気
分
に
な
っ
て
オ
ン
ボ

っ
き
、
伸
よ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
.
ロ
自
転
車
で
、
鐙
島
の
顔
に
な
っ

費
島
区
内
の
労
働
組
合
、
団
体
、
て
し
ま
っ
た
.
沖
争
犠
は
勝
利
的

個
人
訪
問
を
す
み
ず
み
ま
で
開
拓
解
決
し
て
も
和
成
君
は
ず
っ
と
い

し
た
、
一
寸
見
の
い
い
、
じ
っ
レ
て
ほ
し
い
、
田
中
牙
子
さ
ん
も
い

り
見
て
も
い
い
、
新
婦
人
の
田
中
る
こ
と
だ
し
・
念
の
た
め
彼
女
は

牙
子
さ
ん
が
「
斉
藤
君
は
ゴ
キ
ブ
二
児
の
母
.

リ
の
よ
う
ね
と
と
へ
行
っ
て
も

会
う
わ
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

陽

首切り反対は原則
小川 智司

-都職労港湾支部長
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5月1日

会
費
・
カ
ン
パ
は

一
億
四
千
万
円
以
上

「
ゆ
る
す
怠
f
沖
電
気
の
指
名

事
務
局
長
は
、

「
神
電
気
の
た
た

解
雇
」

の
声
は
、
全
国
で
籾
き
お
か
い
は
、
却
の
回
世
迎
動
で
し
た
・

こ
り
百
カ
月
の
闘
い
で
、
歴
史
一
人
ひ
と
り
が
、
自
ら
の
要
求
と

的
な
勝
利
を
獲
得
し
ま
し
た
・

し
て
献
身
的
に
支
鐙
を
続
け

全
て
の
都
道
府
県
に
、
会
員
を
た
。
績
や
兄
弟
以
上
の
人
も
あ
り

有
す
る
ま
で
に
発
展
し
た

「指
名
ま
し
た
・
「
守
る
会
」
運
動
の
刷
出

解
印
刷
さ
れ
た
神
電
気
の
伸
聞
を
支
は
、
松
川
事
件
で
す
が
、
労
働
運

侵
す
る
会
」
は
、
会
費

・
カ
ン
パ
動
で
の
「
守
る
会
」
運
動
で
は
、

の
額
が
、
一
億
四
千
万
円
を
乙
え
沖
電
気
が
、
屋
大
規
模
で
す
。
勝

ま

し

た

.

利

の

日

ま

で

、

熱

い

支

援

を

続

け

三
月
十
日
労
苦
会
館

(東
京
)

て
こ
ら
れ
た
、
全
面
の
み
な
さ
ん
、

で
開
憾
の
「
沖
電
気
の
た
た
か
い
あ
り
が
と
う
」
と
、
諮
り
ま
し
た
・

は
、
い
ま
・
緊
急
報
告
会
」
(
主
(
詳
レ
く
は
、
「
は
た
ら
く
」
縮

刷出

・
支
同
盟
す
る
会
)
で
、
小
島
宏

刷
版
に
収
録
)

E 支
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貨
危
な
経
験
を
生
か
し
、
労
働
者

の
生
活
と
権
利
を
守
り
、
労
働
運

動
の
前
進
の
た
め
に
奮
闘
す
る
決

「
七
八
年
十
一
月
に
強
行
さ
れ
こ
の
勝
利
は
、
大
企
業
の
横
暴
意
を
新
た
に
し
て
い
る
こ
と
を
申

た
沖
電
気
の
指
名
解
庖
は
、
働
ら
な
人
べ
ら
レ
合
理
化
攻
事
に
対
す
レ
上
げ
、
神
電
気
闘
争
に
お
寄
せ

く
権
利
、
生
き
る
権
利
、
団
結
す
る
痛
烈
な
反
撃
と
な
り
、
全
面
の
い
た
だ
い
た
皆
般
に
対
す
る
お
礼

る
栂
利
を
一
方
的
に
奪
い
去
る
も
闘
う
伸
聞
に
大
き
な
激
励
と
な
る
の
と
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
成
長
す
る
と
と
を
確
信
し
ま
す
.
全
毘
の
労
す
.あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

電
機
産
業
で
の
指
名
解
胞
は
、
そ
働
組
合
、
働
ら
く
仲
間
の
統
一
し
(沖
電
気
争
隊
支
援
中
央
共
闘
会

の
後
、
人
べ
ら
し
合
理
化
の
手
段
た
闘
い
の
結
果
で
あ
り
、
多
く
の
陣
、

沖
電
気
争
議
団
、
連
名
の
勝

と
し
て
全
国
に
拡
が
る
可
能
性
を
支
優
に
励
ま
さ
れ
て
八
年
余
、
が
利
解
決
の
お
礼
の
手
紙
よ
り
)

は
ら
ん
だ
も
の
で
し
た
・
今
回
の
ん
ば
り
銭
い
た
神
電
気
争
議
団
七
い
ま
、
争
議
団
事
務
所
に
は
、

解
決
は
、
指
名
解
雇
を
撤
回
さ
せ
、
十
一
人
の
団
結
と
奮
闘
の
結
果
で
全
国
か
ら
、
お
祝
い
の
言
葉
が
、

=
一
十
五
人
を
復
職
さ
せ
た
い
鼎
で
函
あ
り
ま
す
.
続
々
届
き
ま
す
「
お
め
で
と
う
と

期
的
な
成
果
と
い
え
る
も
の
で
沖
電
気
争
議
団
が
、
神
電
気
の
さ
い
ま
す
.
支
鐙
を
し
た
と
い
う

す
.

職
場
で
、
そ
し
て
新
た
な
職
場
で
よ
り
、
励
ま
さ
れ
ま
し
た
」
と
.

大
企
業
の
横
暴
に
痛
打

回3
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(2 ) 罫害9'7哩吾

「ゆるすな沖電気の指名解雇」という

全国の鼠蚊μ μ 議組

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニ ュース198ウ茸5月 1日

川
5
月
刊
日
池
貝
鉄
工
争
議
の

川

支
援
行
動
.

山
-3
月
初
日

八
王
子
総
行
動
・

川
5
月
お
日

長
岡
事
件

・
不
当

川

判
決
報
告
集
会
.

圃
日
航
労
組
・

機

体

支

部

川

川
5
月
刊
日
日

大
隅
鉄
工
争
議
の

大
田
争
脇
田
(
東
京
)
で
金
が
、
勤
務
が
ば
ら
ば
ら
な
事
も

川

早
朝
宣
伝
a

神
電
気

・
中
央

子
さ
ん
逮
と
共
に
各
労
組
へ
争
あ
り
み
ん
な
で
集
っ
て
話

υ合
川

共
闘
会
職
が
報
告
集
会
(
国

犠
支
援
の
訴
え
に
回
っ
た
郁
う
事
も
ま
ま
な
ら
ず
、
会
費
主

川

労
会
館
)
。

が
、
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ
体
の
「
会
」
に
な
っ
て
し
ま
っ

川

5
月
お
日

カ
ネ
ミ
昼
デ
モ
.

"

れ
ま

す

。

た

事

お

詫

び

し

ま

す

・

川

3
月
お
日

新
興
サ
ー
ビ
ス
決

私
選
の
争
議
解
決
後
、
支
部
残
る
人
、
去
る
人
、
こ
れ
か

川

起
集
会
・

大
会
で
金
子
さ
ん
の
訴
え
に
基
ら
も
闘
い
は
続
き
ま
す
が
、
共

川

5
月
U
日

マ
ス
コ
ミ
総
行

づ
き
、
支
媛
決
議
を
し
、
「
支
に
頴
猿
り
ま
し
ょ
う
・

川

励。

援
す
る
会
」
も
作
ら
れ
ま
し
た

山

3
月
初
日

東
京
・
東
部
争
議

川

団
で
沖
電
気
争
犠
団
お
わ
か

主主逗正一EEU一一52-5一EE一主主主一三一自己主
-ZE--255一三三一五一日一書吉正主主=一一三一EEE--z一2一EE吉一三三三一回一三一書三Ez--=-EE--↑一一三三三一=一三一吉一辺一一主主主主-一江一
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主主主
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2

川

川

れ

交
流
会
。

の
成
果
で
も
あ
り
ま
し
た
・
そ
う

、

ま

け

に

争

議

団

自

身

に
も
、
地
域
金
入
り
の
活
動
家
な
ん
て
一
人
も
影
山
君
は
ま
さ
に
「
首
を
切
ら
れ
い
」
争
駿
と
な
り
ま
し
た
・
小
島
議
団
は
第
二
次
指
名
解
股
だ
と
や

川
4
月
1
日

「
撤
回
さ
せ
る
会
」

意

図

的

な

で
あ
っ
た
か
ら
、
爾
来
ニ

O
年
近

す

ば

ら

し

い

・

路
線
が
ら
み
の
不
統
一
が
み
ら
い
な
い
・
活
動
家
庖
と
い
っ
て
も
て
労
働
者
に
な
っ
た
」
層
と
い
え
先
生
流
に
い
う
と
、

H

恵
ま
れ
な
り
返
す
・
り
ス
ト
の
洗
い
出
し
と

川

全
員
集
会
。

経

理

操

作

品

議

官

霊

で

し

た
・
ま

団

結

力

れ

る
a

ま
さ
に
霊
で

、

先

差

車

内
に
限
ら
れ
て
い
た
と
思
い
そ
う
で
す
。

い
M

争
犠
か
ら

n
警

れ

た
u

争

そ

の
主
導
権
、
そ
の
基
準
と
具
体

川
4
月
7
日

沖

電
気
争
議

・
東

た
オ
イ
ル

・
シ
ヨ
y
ク
後
、

様

々

ら

ず

と

も

H

恵
ま
れ
な
い
u

争
犠
ま
す
・

議

へ

の

転

侠

だ

っ

た
わ
け
で
す
・

的
内
容
は
、
研
究
者
と
し
て
関
心

川

部
支
援
共
闘
が
解
決

・
激
励

沖
電
気
護
団
の
皆
さ
ん
、
何
な
形
芝
居
用
車
」
の
票
吹
以
上
が
争
訟
の
請
に
お
け
る
回
と
し
て
撃
っ
た
と
い
え
る
わ
例
え
ば
、
折
々
に
「
は
た
ら
く
」

先

輩

に

最
後
に
争
犠
の
結
果
に
つ
い
あ
る
と
と
ろ
で
す
・

川

の
つ
ど
い
・

は
さ
て
お
き
争
犠
の
勝
利
解
決
お
き
あ
れ
た
け
れ
ど
も
、
乙
の
切
札
経
営
側
の
性
格
で
す
が
、

ζ
れ

に

り

で

す

・

紙

上

に

登

場

し

、

厳

近

で

は

余

部

恩

が

え

し

て
、
指
名
解
限
撤
回
、
=
豆
人
の
と
は
い
え
、
こ
れ
は
末
梢
の
栓

川
4
月
間
回

全
港
湾
(
東
京
一
)

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
.
百
カ
月
は
出
せ
な
か
っ
た
わ
け
で
す
.
対
レ
て
撤
回
闘
争
を
始
め
た
労
働
つ
ぎ
に
、
百
ヶ
月
に
わ
た
る
争
鉄
僑
事
故
翻
査
を
曾
い
た
影
山
君

職

場

復

帰

と

い
う
内
容
、
敗
走
を
索
し
す
ぎ
で
、
肝
要
な
点
は
争
犠

川

容
間
決
起
集
会
.

の
闘
い
本
当
に
御
苦
労
慌
で
し
第
二
に
、
こ
の
切
札
は
斜
陽
産
側
の
状
況
も
は
か
ば
か
し
い
も
の
織
の
経
過
を
、
争
議
団
の
組
織
と
と
は
旧
知
の
間
柄
で
す
が
、

現

代

ま

た
、
運
動
に
つ
い
て
端
的
に
つ
づ
り
る
労
働
運
動
状
況
の
な
か
団
内
部
に

n
わ
だ
か
ま
り
u

を
残

川
4
月
初
日

沖
電
気
争
議
支
疲

た
・
私
は
た
だ
、
逮
方
の
「
支
援
業
で
な
く
、
通
信
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
・
構
造
湿
動
の
視
点
か
ら
援
り
返
っ
て
み
ル
ポ
研
の
西
村
一
郎
氏
は
そ
の
機
述
べ
れ
ば
、
東
京
争
議
団
共
闘
の

で
胸
の
張
れ
る
成
果
だ
と
考
え
ま
さ
な
い
と
い
う
と
と
で
す
・
和
解

川

中
央
共
闘
会
磁
が
幹
事
会
。

ず
る
会
」
の
一
会
員
に
す
ぎ
ま
せ
ク
ス
と
い
う
花
形
ハ
イ
テ
ク
産
業
不
況
の
深
ま
り
の
な
か
で
企
業
内

る

と
、
ま
ず
何
よ
り
も
争
議
団

の

関
誌
で
、
一
時
自
信
を
な
く
し
、
伝
統
を
う
り
継
ぎ
、
戦
術
の
辰
良
す
.
働
き
盛
り
の
皆
さ
ん
の
要
求
に
は
妥
協
が
つ
き
も
の
で
す
か

川
4
月
初
日

千
代
田
区
共
闘
会

ん
が
、
争
犠
団
連
動
と
い
う
視
点
で
切
ら
れ
た
と
い
う
点
が
置
要
で
組
合
主
義
の
弱
点
が
露
呈
さ
れ
、
団
結
は
特
僚
も
の
で
し
た
.
先
述
団
を
離
れ
て
地
元
に
帰
省
し
た
君
の
部
分
を
学
び
な
が
ら
、
霞
犠
総
は
簡
明
に
全
面
復
帰
で
レ
た
.
「
支
ら
、
私
も
「
は
た
ら
く
」
%
号
の

川

議
(
東
京
)
が
「
勝
利
報
告

か
ら
労
働
組
踊
の
再
生
を
発
見
し
す
.
確
か
に
、
沖
は
経
蛍
上
の
ま
春
闘
も
闘
え
な
く
な
っ
て
い
た
か
の
運
厨
当
初
の
バ
ラ
ツ
キ
は
、
次
の
苦
悩
と
葛
藤
を
リ
ア
ル
に
描
い
行
動
な
ど
新
た
な
闘
争
形
熊
を
開
侵
す
る
会
」
機
関
紙
の
「
は
た
ら
宮
岡
隆
氏
に
準
じ
て
、

ζ
の
終
結

川

の
集
い
」

た
い
と
考
え
る
一
研
究
者
と
し
ず
さ
か
ら
、
上
位
三
社
に
水
を
あ
ら
、
争
駿
支
援
な
ど
「
割
に
合
わ
年
度
に
い
ち
早
く
克
服
さ
れ
、
東
て
い
ま
す
・
結
局
半
年
も
た
た
ず
拓
さ
れ
ま
し
た
・
特
に
五
七
年
の
く
」
と
は
、

沖
で
は
た
ら
く
の
意
を
「
花
も
実
も
あ
る
妥
協
」
と
呼

川

喝

!

:
'

内

H
K
伊
b
b
p
ヨ
司
字
、
一
げ
ん
〕

て
、
若
干
の
患
を
つ
づ
っ
て
み
け
ら
れ
、

H

あ
せ
り
H

が
窺
わ
れ
な
い
」
と
い
う
わ
け
で
す
・

J
C
京
争
犠
団
共
闘
に
加
盟
し
ま
す
・
に
影
山
君
は
復
帰
す
る
の
で
す
中
央
共
闘
会
議
結
成
以
降
は
、
地
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
・
と
す
れ
ば
ん
で
お
き
ま
す
・

川

寸

44
手
-AJ
1cい¥

た
い
と
思
い
ま
す
.争
議
の
発
端
、
ま
す
が
、
指
名
解
雇
の
口
実
と
な
の
主
力
単
産
む
機
労
連
は
、
着
々
以
降
、
伊
藤
踏
正
さ
ん
の
遺
志
も
が
、
私
も
一
度
だ
け
訪
ず
れ
た
と
域
共
闘
の
核
と
な
り
、
階
級
的
活
神
に
復
職
出
来
な
か
っ
た
方
々
の
紙
幅
を
オ
ー
バ
ー
し
ま
レ
た
.

川川
-
沖
電
気
争
犠
団
が
い
怠
く
な

そ
の
経
過
、
そ
の
結
果
と
い
う
順
っ
た
五
十
二
年
度
の
赤
字
決
算
と
と
全
民
労
協
路
綿
へ
の
軌
道
に
乗
含
め
て
七
一
人
の
結
束
は
く
ず
れ
と
の
あ
る
潮
見
坂
の
団
事
務
所
に
動
家
交
流
の
接
点
で
も
あ
り
ま
レ
無
念
さ
は
察
す
る
に
余
り
あ
り
ま
皆
さ
ん
の
闘
い
に
ず
い
ぶ
ん
学
ば

川

る
と
淋
し
く
な
る
な
あ
!
と
多

序

で

す

.

て

意

図

的

な

経

理

保

作

を

と

も

な

り

つ

つ

あ

り

ま

し

た

。
そ
し
て
か
ま
せ
ん
で
し
た
.
私
の
印
象
で
は
は
、
そ
れ
を
迎
え
い
れ
、
つ
つ
み
た
.
沖
は
H

顔
に
な
る
u

H

真
打
す
.
裁
判
所
で
三
五
人
と
い
う
枠
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
す
る
と
と
も

川

く
の
人
た
ち
の
声
.

「会
」
事

ま
ず
、
争
犠
の
発
鍋
に
関
わ
つ
っ
て
い
た
と
と
を
、
組
合
側
の
裁
つ
て
は
、
こ
の
単
産
内
で
は

w
闘
こ
の
争
議
団
は
、
ず
い
ぶ
ん
「
若

ζ
ん
で
し
ま
う
ア
y
ト
ホ
l
ム

な

ち
H

の
争
犠
と
な
り
、
階
級
的
労
が
く
く
ら
れ
る
・
復
職
リ
ス
ト
に
に
、
今
後
の
御
活
閥
、
切
に
祈
念

川

務
局
は
、
六
月
=
一
+
自

(複
職

て
い
え
ば
、
そ
の
原
因
は
、
三
池
判
文
曲
目
は
立
臨
し
て
い
ま
す
・
ま
う
組
合
H

と
い
わ
れ
た
伸
労
組
自
い
」
争
議
団
で
し
た
・
古
手
の
筋
雰
囲
気
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
・
働
運
動
に
と
っ
て
「
負
け
ら
れ
な
会
社
が
ク
レ
ー
ム
を
つ
け
る
・
争
し
ま
す
・
(
一
一
一

-
一一一一)

川

目
)
で
終
り
に
し
ま
す
が
、
現

川

住
所
を
連
絡
場
所
と
し
て
、
借

以
来
の
大
企
業
に
お
り
る
大
量
指
た
そ
れ
以
降
の
抽
出
収
増
益
と
大
賢
身
、
指
名
解
雇
通
告
と
同
時
に
「
敗

H川

り
て
い
ま
す
の
で
、
御
連
絡
下

名
解
屈
だ
っ
た
と
い
う
周
知
の
煮
新
規
採
用
は
、
解
胞
の
不
当
性
を
北
宣
言
」
を
し
、
戦
旗
を
た
た
ん

川

さ
い
.

で
す
.
三
池
の
敗
北
が
マ
イ
ナ
ス
ま
す
ま
す
浮
き
彫
り
に
レ
ま
し
で
し
ま
っ
た
の
で
す
。

H川

・
記
録
「
写
事
集
」

「は
た
ら

・
イ
メ
ー
ジ
で
諮
ら
れ
る
の
は
致
た
・
そ
の
意
味
で
は
不
遜
に
も
、

ζ
の
点
に
関
わ
っ
て
「
は
た
ら

川

く
・
編
刷
版
」
を
是
非

U
H
e

レ
方
な
い
乙
と
で
す
が
、
「
指
名
和
解
で
な
く
裁
判
所
の
明
舵
な
判
く
」
紙
上
で
の
小
島
成
一
先
生
の

川

・
豊
島
区

(東
京
〉
沖
・
支
鑓

解
胞
は
創
に
合
わ
な
い
」
と
い
う
決
を
聴
き
た
か
っ
た
気
が
し
な
い

H

恕
ま
れ
た
争
犠
0
・H

論
興
味
深

川

す
る
会
は
、
五
月
十
三
日
に
「報

乙
と
を
資
本
に
悟
ら
せ
た
と
い
う
わ
り
で
も
あ
り
ま
せ
ん
・
く
腕
み
ま
し
た
・
単
組
、
単
一
庄
は

川

告
金
」
を
開
悩
レ
ま
す
・
各
地

山

の
「会」

も
成
功
さ
せ
ま
し
ょ

一
点
に
お
い
て
は
、

ζ
の

大

闘

争

ソ

ッ
ポ
を
向
い
て
し
ま
っ
た
.
お

"川

-つ.

こんな差別が
おきないように

木下 靖子園岡山県 ・主婦

和
解
成
立
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
.
待
ち
に
待
っ
た
ζ
の

日
が
や
っ
と
来
た
と
い
う
感
じ

h

で
す
・
三
千
三
十
三
日
の
長
い

間
本
当
に
皆
さ
ん
よ
く
団
結
し

が
ん
ば
り
扱
き
ま
し
た
ね
。
指

名
解
雇
は
許
せ
な
い
と
い
う
労

働
者
の
団
結
と
連
帯
の
結
晶
で
ト

す
ね
.
ζ
の
と
と
は
全
国
の
労

働
者
を
ど
ん
な
に
か
励
ま
す
ζ

刈

と
で
し
ょ
え
こ
の
よ
A
J
な
差

別
が
二
度
と
お
き
な
い
よ
う
、

労
働
者
の
栂
剰
を
守
る
た
め
に

が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
ね
.
織
協

に
戻
れ
な
か
っ
た
人
遥
に
も
一

日
も
早
く
い
い
臼
が
き
ま
す
よ

う
に
.

"

場
引

っ炉
持
A
-
Z

釘
予
J
1
L
γ
一
バ
吋
，
P
K
O
4
7

官
民
H

'

命
日
η
z
z
tベ
刷
、
之

τ
人
々
ヨ
の
主
q，

u
z
?
三
一
れ

二

句

句

、

フ

同

氏

、

一

卵

、

百

三

7
iす
μ
乏
5
1↑

苅
一t
J

一例以

Y
Lら
れ

汽
対
守
主
¥

す
ち
ま
)
グ
斗
j

u

弘
山
グ
れ
そ
二
二
、
浴
場
7
3
ヒ

ムハニ
y
i
τ
ヶ
τ
併
ー
を
ー
名
を
債
/
t

L
勺
て

‘司式
M
L
1
1

小
委
山
今
ウ
t
l
j
J
-
γ

ー
も
す

件
L
ゲ
レ
川

1
4
人
ケ
一
v
y』
イ
ー
は
け
広
川
仇
A

り
同
『
包

之
、フ
と

3
=
z
Z
A3
一、ラ
1
1
uめ
一
崎
町

L

M

ぬ
品
?
貯
建
設
主
江
川

1
f
l
v一
‘
づ
き
す
{

沖
に
勝
っ
た
こ
と
に
感
激

安

信

い
ミ
「
何
年
前

J

4
7
r
沖
電
気
で
解
雇
」

キす

こ
れ
か
ら
も

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う

JlI 
村

忠
司

支
援
す
る
会
は
、

全
国
で
六
三
O
支
部

一
稿
一
沖
電
気

一投一
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寝
耳
に
水
の
指
名
解
胆
、
人
q
-f
三

-z-ZE-ESE-ZEP--ftJ一
-
E
i
s
-
-
z
-
5
2
5
2ミ
-5tEE--51f-Ez--
日

を
モ
ノ
と
レ
か
見
ぬ
や
り
く
ち

川
園
・
司
凶
・
田
町

aE円
箇
曹

J
-a・
・

て

に
対
し
、
争
議
団
の
方
々
は
、
山

開

聞

瀦

園

調

泊

睡

眠

弾

一回

入
閣

岨

仰

山

そ
の
不
当
性
を
理
を
も
っ
て
輪
山

幽

圃

欄

畠

開

樋

騒

掘

調

鰐

野

通

組

組

似

山

!

1

・

証
し
、
そ
の
非
人
道
性
を
一
人
川

田

島

砂

吋

謡

額

一
』
/

で

わ
議

首

額

圃
画
用
説
t

d
，九
十
歩
、
、
九
一
時

の
人
間
と
し
て
許
レ
ま
せ
ん
で

州

国

E
-
S明
治‘

少

岬
酔
唱

F
i
ji
-
R
も

・・・・窓司凋河
川γ

、dE想へ
44
〆M
d
除

t

レ
た
・
人
間
と
し
て
当
り
前
の

川
園
・
・
回
同
河
凶

恒

b
R峨吋

輔
副

引
時
除

W
巾
同
唱

会

川

取
を
(
ど
ん
な
困
難
が
あ
ろ
う

川

・

・

圃

F幽
聞

鴎

映

正

副

圃

圃

圃

霊

園

歯

車

引

川

と
も
)
主
張
し
続
り
る
と
と
の
川

園
圃
・
田
昌
圃
圃
・
司
凶
・
・
圃
・
・

E
圃
・

-m
ど

川

大
事
さ
を
示
し
て
く
れ
た
の
で

h

i

す
-
私
達
、
護
団
へ
の
支
一

た

た

か

え

ば

鐙
の
何
百
倍
も
の
「
支
緩
」
を
川

ι
F
dヨ
圃

勝

和

す

る

川

争
議
団
か
ら
う
け
た
と
言
え
ま
川

F
E
・3
1

・

す
。

今
度
は
各
人
の
「
沖
電
気
…

井

上

秀

次

郎

定

刊

現

輪

蝉

)

的
状
祝
」
と
の
対
決
で
す
.
そ

の
た
め
の
ス
プ
リ
ン
グ
ボ
l
ド
川
大
企
業
の
「
合
理
化
」
H
一
一
八
六
人
も
の
大
量
指
名
解
雇
と
た

川

が
今
回
の
「
和
解
」
で
し
ょ
う
・
川
た
か
っ
た
沖
電
気
争
諮
問
が
三
月
十
一
一
一
目
解
雇
撤
回

・
職
場
復
帰

川

争
議
団
の
皆
様
、
本
当
に
と
苦
川
を
か
ち
と
っ
た
。
十
年
は
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
た
が
八
年
四
力
川

労
僚
で
し
た
.
ま
た
つ
ぎ
の
崎
川
月
H
三
、

O
三
三
回
目
の
勝
利
だ
と
い
う
.
オ
イ
ル

・
シ
ヨ
y

ク

川

を
め
ざ
レ
て
お
互
い
に
が
ん
ば
川
後
の
長
期
不
況

・
円
高
不
況
の
下
で
急
速
に
進
め
ら
れ
る
「
経
蛍

川

り
ま
し
ょ
う
・

川
危
機
」
を
口
実
と
し
た
大
幅
な
人
口
堅
震
が
強
行
さ
れ
「
産
業
空
凶

洞
化
」
が
進
ん
で
い
る
今
回
、
沖
電
気
争
議
団
の
解
胆
撤
回
は
た

川

た
か
っ
て
い
る
労
働
者
・
国
民
に
H

た
た
か
え
ば
勝
て
る
ん
だ
u

と
い
う
確
信
と
展
望
を
与
え
る
と
い
う
大
き
な
意
義
を
も
っ
.

神
電
気
争
議
団
の
み
な
さ
ん

川

勝
利
の
和
解
お
め
で
と
う
.
八

川

年
間
の
闘
い
の
教
訓
を
、

ζ
れ
山

か
ら
の
人
生
や
、
あ
ら
た
な
闘
川

い
の
力
に
し
て
く
だ
さ
い
.

家
族
の
方
身
に
は
、
は
か
り

ー

レ
れ
な
い
苦
労
が
あ
っ
た
と
思

川

い
ま
す
・
と
れ
で
や
っ
と
苦
労
川

が
む
く
わ
れ
る
時
が
き
ま
し

川

た
・
闘
い
半
ば
で
亡
く
な
ら
れ
山

た
伊
藤
さ
ん
も
、
う
か
ば
れ
る
川

と
思
い
ま
す
.

沖
電
気
の
勝
利
の
闘
い
が
、

現
在
も
不
当
解
雇
闘
争
を
続
け
"

て
い
る
全
国
の
伸
聞
を
、
お
お

い
に
は
げ
ま
す
で
し
ょ
う
.

198ワ茸三5月 18

あたりまえの主張を

することのたいせっさ
博 沖電気争識を支援する会

園生協会館支部佐藤

支援する会に入会しよう(会費 1口200円/月)聾事9 ワ宅聖

全国の仲間への

大きな励まし
梅原 昌晴圃長野

(5 ) 

被
解
居
者
の
顔
を
見
る
度

に
、
よ
く
が
ん
ば
っ
て
い
る
な

あ
、
生
活
は
ど
う
し
て
い
る
の

か
?
と
い
つ
も
心
配
で
し
た
.

沖
電
気
の
非
道
な
や
り
方
は
、

許
せ
な
い
し
、
ど
う
し
て
も
勝

っ
て
ほ
し
か
っ
た
し
、
き
っ
と

勝
つ
だ
ろ
う
今
と
信
じ
て
い
ま
し

た
・
八
年
前
の
「
合
理
化
」
を

経
験
し
て
い
る
人
の
多
く
は
、

争
議
団
が
勝
利
し
て
H

ホ
y
u

と
、
安
心
し
た
の
で
は
と
思
い

ま
す
.

沖
電
気
の
職
場
は
、
以
前
と

較
べ
て
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

折
。
特
に
年
輩
の
人
は
、
働
き

縫
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
八

年
間
の
苦
労
と
較
べ
れ
ば
、
き

っ
と
う
ま
く
や
っ
て
い
り
ま

す
.
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
。

仕
事
と
同
時
に
、
労
働
条
件

も
大
き
く
変
化
レ
段
々
と
悪

く
な
っ
て
い
ま
す
.
つ
い
に
今

年
の
賃
上
げ
は
、
三
屈
と
私
の

経
験
で
は
、
般
低
で
す
.

解
属
さ
れ
て
、
が
ん
ば
っ
て

き
た
人
た
ち
が
、
職
場
に
戻
っ

て
く
れ
ば
、
少
し
良
く
な
る
の

で
は
と
、
期
待
も
し
て
い
ま
す
。

と
も
あ
れ
、
陥
れ
て
沖
電
気

の
職
場
で
、
被
解
雇
者
と
話
が

で
き
る
と
と
が
、
う
れ
し
い
。

沖に戻ってガンバレ

争議団のように

雨
の
日
も
風
の
日
も
、
凍
て
つ
く
夜
も
、
オ
ル
グ
、
ピ
ラ
ま
き
と

劃
が
ん
ば
っ
て
き
た
沖
電
気
争
議
団
の
姿
は
、
地
織
の
た
た
か
う
伸

幹

聞

を

大
き
く
激
励
し
て
き
ま
し
た
・
「
沖
電
気
争
議
団
の
よ
う
に

制

闘
お
う
」
と
新
た
な
た
た
か
い
に
立
ち
上
る
労
働
者
も
い
ま
し
た
・

協

大
強
占
と
の
き
び
し
い
た
た
か
い
で
若
い
伸
聞
も
き
た
え
ら

滑
れ
、
沖
電
気
の
職
場
の
中
で
、
ま
た
、
新
た
な
職
場
・
霊
で
、

副

会
国
の
た
た
か
う
労
働
者

・
国
民
と
と
も
に
た
た
か
う
禁
固
に

鴎
浮
か
び
ま
す
-

H

明
け
な
い
夜
は
な
い

、
き
び
し
い
冬
の
日
々

。

を

耐

え

て
ζ
そ
、
す
ば
ら
し
い
夜
明
け
が
訪
れ
ま
す
・

神
電
気
争
諮
問
の
み
な
さ
ん
お
め
で
と
う
.

長谷川兼二

嵐

が

若

木

を育

て

た

藤

比
マ
沖
支
援
す
る
会
ム

マ
東
京
新
聞
支
部
ム

井

正

八
年
も
の
問
、
ほ
ん
と
う
に
ご
苦
労
さ
ま
で
に
成
長
さ
れ
、
し
か
も
一
人
の
脱
落
者
も
出
さ

し
た
。
当
該
の
沖
労
組
や
港
区
労
協
の
支
倭
が
な
か
っ
た
と
と
は
緊
附
し
い
ζ
と
だ
と
思
い
ま

得
ら
れ
な
い
中
で
、
「
支
鐙
す
る
会
」
の
組
織
す
.

を
出
発
点
に
、
よ
く
ζ
ζ
ま
で
到
達
し
た
も
の

ζ
の
歴
史
的
な
闘
い
に
、
わ
ず
か
で
も
お
手

だ

と

思

い

ま

す

，

伝

い

が

で

き

た

ζ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
.

「
嵐
が
若
木
を
育
て
る
」
の
た
と
え
ど
お
り
、
心
身
を
リ
フ
レ

y
ン
ュ
し
て
、
さ
ら
な
る
と

争
犠
の
中
で
皆
さ
ん
方
が
目
を
見
張
る
ば
か
り
活
阻
を
期
待
し
て
い
ま
す
・

重郎(沖電気)松島

思め観さ関射すきり術射るこつあを年し例がでらや か児ず結小応ゲからレ ・ け りま
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い

ま

の

世

の

中

で

、

不

当

な

乙

と

の

歴

史

を

完

だ

と

き

、

「

結

婚

争

議

解

決

は

生

き

方

を

に

は

屈

せ

ず

、

た

た

か

い

、

変

革

退

職

が

あ

た

り

ま

え

の

職

場

で

、

川

し

て

生

き

る

事

選

ん

だ

仲

間

た

子

ど

も

を

育

て

な

が

ら

働

き

続

け

新

た

な

出

発

学

ん

だ

一

ち
が
つ
い
に
勝
利
し
た
・
る
と
と
自
体
が
、
例
の
な
い
も
の
、
い
ま
、
職
場
に
も
ど
る
に
あ
た
争
議
団
の
中
屋
遺
跡
事
務
局
長

叫

ひ

た

む

き

に

す

と

い

た

た

か
い
な
の
だ
」

と
思
っ
て
、

靖
子
さ
ん
は
富
三
五
議
)
は
言
う
。

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
す
る
「
ど
ん
な
仕
事
が
与
え
ら
れ
る
「
沖
電
気
労
組
か
ら
も
電
機
労

訴

え

て

と

、

自

分

の
弱
さ
も
さ
ら
け
だ
せ
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
語
、
み
速
か
ら
も
支
綾
さ
れ
な
い
と
い
う

八
年
間
と
い
う
長
い
争
議
、
し
る
よ
う
に
な
り
、
み
ん
な
の
弱
点
ん
な
と
ほ
ん
と
う
に
伸
よ
く
し
て
一
面
で
困
難
な
出
発
だ
っ
た
が
、

い-

み

ん

な

の

だ

」

て

も

、

絶

対

に

言

え

な

か

っ

た

と

か

し

、

争

議

団
の
誰
に
き
い
て
も
、
も
認
め
る
と
と
が
で
き
る
る
よ
う
い
き
た
い
し
、
自
分
で
ど
う
や
お
か
げ
で
、
争
議
団
は
自
分
の
頭

い

F

U

あ
る
争
犠
団
員
の
お
母
さ
ん
は
と
ば
な
の
だ
。

侮
む
人
は
い
な
い
・
み
ん
な
「
た
な
気
持
ち
に
な
っ
て
き
た
。
り
た
い
H

と
い
う
と
と
を
見
つ
け
で
妻
、
主
体
的
に
た
た
か
喜
一

陪

m
z
f
喜
び
で
く
し
ゃ
く
し
ゃ
に
な
っ
た
「
私
は
、
あ
る
会
社
の
臨
時
麗
た
か
つ
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
。

オ
ル
グ
も
、
初
め
は
気
が
話
か
て
が
ん
ば
り
た
い
。
も
う
受
け
身
る
を
え
な
か
っ
た
・
そ
し
て
、
そ
川

「
は
れ
み
い
、
う
ち
の
忠
は
惑
顔
で
近
所
に
ふ
れ
ま
わ
っ
た
と
一
言
い
で
働
い
て
い
ま
す
。

何
が
あ
っ
五
味
国
間
子
さ
ん
(
羽
歳
)
も
っ
た
。
見
ず
知
ら
ず
の
人
と
話
さ
じ
ゃ
な
い
も
の
」
う
い
う
組
合
の
あ
り
方
へ
の
批
判
"

い
ζ
と
な
ん
か
し
て
な
か
っ
た
ん
う
・
い
ま
ま
で
は
心
に
思
っ
て
い
て
も
が
ま
ん
す
る
だ
け
。
た
ま
た
そ
の
一
人
だ
。
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
だ
け
労
働
者
か
ら
労
働
の
喜
び
を
奪
も
含
め
て
、
心
あ
る
人
び
と
、
労
れ

ま
み
な
さ
ん
の
と
と
を
知
り
、
気
彼
女
は
首
を
切
ら
れ
る
前
、
す
で
足
が
動
か
な
く
な
る
。
い
使
い
鎗
て
に
す
る
、
人
間
ら
し
働
組
合
が
、
産
業
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル

に
は
か
け
て
い
た
の
で
す
が
、
あ
っ
か
り
自
信
を
失
っ
て
い
た
。
朝
し
か
し
、
自
分
が

H

乙
れ
を
や
く
働
く
ζ
と
を
労
働
の
場
で
否
定
セ
ン
タ
ー
の
ち
が
い
を
と
え
て
総

“

結
集
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
が
勝
利

ヶ
中
戸
二
争
義
坊
、
、
ト
F久

の
最
大
の
力
だ
と
患
っ
」

ミ
J
一

-
よ

E

，ζ
、

2
一
二
」

=
t
t
〆

づ
λ
J
J

聞
き
な
が
ら
私
は
、
尚
喜
川

.，、ノ
d
t
v
!
L
E

》

'

・

・

，

E
E

、.• 

，

"

は

ベ

ト

ナ

ム

戦

争

だ

っ

た

ん

だ

な

d
崩
タ
寸
た

7fdと宮
、

え

亡

-

-

』

た

あ

H

と
思
え
て
き
た
闘
争
喜
一

争
諮
問
宮
家
族
の
原
稿
に
私

f
a
g
-
-
=号

も
刷
り
直
し
を
し
ま

4
m
L
F
d

-

t

畿
を
自
党
し
、
自
主
独
立
の
立
場
山
居
を
と
お
す
度
に
、
涙
が
出
て
で
す
。

い
ま
で
は
、

労
働
組
合
し
た
。
財
政
の
負
担
に
も
な
り

4
↑
|

I

l

l

i

t

-

-大
独

占

企

業

に

勝

っ

た

円

人

と

統

一
戦
君
臨
の
よ
う
に
大
切

立
て
タ
オ
ル
を
持
ち
な
が
ら
の
や
団
体
に
、

「
機
関
紙
づ
く
り
乙
ん

語

は
、
能
力
不
足
で
自

に
し
て
き
た
ζ
と
の
勝
利
だ
と
・
山
新
聞
づ
く
り
を
、
何
回
も
や
つ
は
、
組
合
運
動
の
原
点
で
す
。
分
が
イ
ヤ
に
な
り
、
そ
ん
な
時

た
り
ま
え
の
ζ
と
を
主
張
し
ぬ
い
六
時
半
に
家
を
出
て
、
夜
六
時
半
り
た
い
H

と
、
ひ
た
む
き
に
訴
え
し
て
い
く
そ
の
一
つ
の
典
型
が
摺
そ
レ
て
、
そ
乙
に
か
か
わ
っ
た
人

恥

た
取
は
忘
れ
な
い
で
レ
ょ
う
・
い
い
宣
伝
物
は
、
強
い
組
合
づ
も
酒
で
。
沖
電
気
に
い
る
時
は

て
勝
っ
た
み
な
さ
ん
に
、
ほ
ん
と

に
帰
宅
子
ど
も
は
二
重
保
育
。

た
と
き
に
は
、

応
え
て
く
れ
る
人

名
解
雇
だ
っ
た
。

た

ち

み

ん

な

が

、

生

き

方
を
学
び

J

「
沖
電
気
争
織
を
勝
利
さ
せ

く
り
の
第
一
歩
で
す
」
と
訴
え
酒
が
飲
め
な
か
っ
た
私
で
す

う
に
励
ま
さ
れ
ま
し
た
」

た
だ
、
一
冨
わ
れ
た
仕
事
を
ζ
な
す
が
い
っ
ぱ
い
で
き
た
.
ど
ζ
の
職
し
か
し
、
争
議
団
は
、
み
ご
と
限
り
な
く
励
ま
さ
れ
た
た
た
か
い

叶
る
た
め
に
は
、
宣
伝
を
重
視
レ
、
る
私
に
な
り
ま
し
た
.
が
、
新
聞
づ
く
り
と
酒
は
、
大

沖
争
議
の
勝
利
を
自
分
の
喜
び
だ
け
で
精
い
っ
ぱ
い
の
毎
日
だ
っ

場

で
も
、
き
び
し
い
け
れ
ど
、
だ

に
そ
れ
に
反
論
し
、
人
間
ら
し
く

だ
っ
た
の
だ
と
・

川
命
が
け
の
宣
伝
物
を
つ
く
る
こ

「は
た
ら
く
は
、
読
み
易
く
い
に
学
び
ま
し
た
・

と
し
て
と
ら
え
る
人
た
ち
か
ら
、
た
・
自
分
の
目
前
で
、
「
指
名
解
か
ら
と
そ
、
ど
ζ
に
も
人
間
ら
し
働
き
、
生
き
よ
咽
マ
と
す
る
無
数
の

寸
B
I
l
l-
-
Il
l
l
1
」

叶
と
が
重
要
だ
よ
」
と
、

ァ
ド
パ
て
い
い
で
す
ね
」
な
ん
て
声
を
読
者
の
み
な
さ
ん
、
神
噴
気

争
犠
団
の
事
務
所
や
家
に
電
話
が
庖
や
む
な
し
」
の
方
針
に
、
賛
成
く
生
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
人
た
人
び
と
と
結
び
つ
く
努
力
を
重
ね

一
ル
ポ
ラ
イ
タ

ー

一

…
イ
ス
を
し
て
く
れ
た
の
が
、
日
聞
く
と
H

ヤ
y
タ
H

と
心
で
笑
争
議
団
に
、
熱
い
熱
い
支
鐙
を

ひ
っ
き
り
な
し
に
か
か
っ
て
く
の
手
を
あ
げ
る
職
場
の
仰
聞
を
見
ち
が
い
っ
ぱ
い
い
る
と
と
が
見
え
て
き
た
。
争
議
解
決
は
、
働
く
栂

一

松

沢

常

夫

一

本
機
関
紙
協
会
の
人
た
ち
で
し
っ
て

H

ヨ
シ
次
号
も
が
ん
ば
続
け
て
下
さ
っ
て
あ
り
が
と
う

る
"

て
も
、
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
ζ
と
て
き
た
。
ど
ん
な
低
賃
金
で
利
を
回
復
し
、
職
場
の
連
帯
を
回

「
I
l
l
1
11
1
1
1
11』

川

え

神

電

気
争
議
団
の
M

機
関
る
ぞ
u

と
一
人
で
酒
を
飲
ん
で
ご
ざ
い
ま
し
た
B
ま
た
「
は
た

労
働
組
合
運
動
の
右
傾
化
が
進
し
か
で
き
な
か
っ
た
。

M

と
思
う
よ
う
な
人
ほ
ど
、
復
す
る
新
し
い
か
た
ち
の
出
発
点
圏
こ
の
企
画
は
、
日
本
機
関
紙
協
山

紙
づ
く
り
学
校
H

も
開
催
し
て
自
分
を
励
ま
し
た
事
?
も
あ
り
ら
く
」
を
愛
し
て
下
さ
り
、
感

み
、
大
理
解
雇
が
「
不
況
」
の
名
し
か
し
、
争
議
団
の
婦
人
ば
か
こ
ζ
ろ
よ
く
カ
ン
パ
し
て
く
れ
る
と
言
え
よ
う
。
会
東
京
都
本
部
(
宮
0
5
1
4
3
ル
く
れ
る
な
ど
、
大
き
な
援
助
を
ま
し
た
。

謝
し
て
い
ま
す
・
除
刊
は
、
淋

の
も
と
に
易
々
と
行
わ
れ
て
い
る
り
で
沖
低
気
労
働
者
の
た
た
か
い
事
実
に
も
感
動
し
た
・

6
1
5
8
0
8
)
で
作
ら
れ
た
。

J

得
ま
し
た
。

「
は
た
ら
く
」
と
り
号
の
う
ち
、
内
容
の
変
更

し
く
て
涙
が
出
そ
う
で
す
が
・

河
年
什
月
、
死
語
と
ま
で
曾
わ
れ
て
い
た
「
指
名
解
雇
」
を
、
情
報

産
績
の
大
会
雛
・
沖
電
気
(
一
万
四
千
人
)
が
抽
哩
行
し
た
.
当
訟
の
労

働
組
合
や
、
上
部
団
体
か
ら
の
支
鍾
も
得
ら
れ
ず

H

因
劃
ヂ
を
、
た
く

さ
ん
待
つ
て
の
闘
い
の
開
始
だ
っ
た
.
争
織
団
は

N

ね
ぽ
り
と
明
る
さ
M

で
、
全
国
へ
支
鍾
と
闘
い
を
鑑
げ
、
つ
い
に
コ
ニ
十
五
人
の
聡
場
復
帰

と
解
決
金
、
十
二
億
九
千
万
円
」
を
か
ち
と
っ
た
・

コ
」
れ
は
、
働
く

者
全
体
の
勝
利
だ
」
と
.
争
損
団
は
や
っ
と
容
を
迎
え
る

(4) 皇宮9'7宅;;f指名解雇された沖電気の仲間を支獲する会ニュース198ワ年5月 1白

2φ争議;ム全(i)備、及、

官験場復帰
寸言ドx.lまく丈島怠R仇富砕す

き寄

『はたらく』をつくる時

よく涙がでました。

沖電気争議団松本 謙司

調
判

40
一

ー-ー『

-、ω-i1Jγ 友

三
月
二
十
四
日
の
神
電
気
争
議
5
5
1
6
0
0
6・
0
3
5
4
5
5
1
2
6
2
)
五
月
十
日
・

支
援
中
央
共
闘
会
議
の
報
告
集
会

1
1
5
5
1
5
)

5
・
お
中
央
共
沖
電
気
争
議
団
は
、
五
月
に
、

(
国
労
会
館
)
を
、
皮
切
り
に
、
闘
。
5
・
辺
練
馬
区
.
な
ど
。
報
告
の
全
国
オ
ル
グ
に
出
か
け
ま

各
地
で
集
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
@
八
王
子
地
区

(
0
4
2
6
1
6
す
.

H

御
支
鐙
あ
り
が
と
う
H

の

す
。
あ
な
た
の
参
加
を
、
お
待
ち
5
5
5
7
2
5
)
、
五
月
七
日
。
報
告
パ
ン
フ
(
赤
い
ゼ
ッ
ケ
ン
)

し
て
い
ま
す
。

(
)
内
は
連
絡
@埼
玉
地
区

(
0
4
?
5
5
2
1
を
持
っ
て
。

先
で
す
・

1
5
4
8
1
)
五
月
二
十
九
日
全
国
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争
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人
目
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、
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は
た
ら
く
」
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育
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く
れ
た
人
た
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と
・
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日
電
争
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団
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「
本
」

ロ
「
解
雇
と
差
別
」
の
全
面
勝
利
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勝
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と
っ
た
l

N
E
C争
議
団
が
、
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本
の
労
働
運
動
の
あ
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べ
き
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に
し
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し
た
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指名解雇された沖電気の仲間を

安田口§曾盟盟盟国閤圏

みなさん

沖電気工業株式会社は、電電公社、諸官庁などと密接な関

係をもちながら成長した、赤字経営でもない大企業です。

その会社が一層のもうけをふやすために「あなたはもうい

らない」と千三百名に近い人たちを希望退職という名で解雇

し、さらにこれに応じなかった七八名安二九七八年十一月、

労働組合を無視して指名解雇しました。

みなさん

私たちは、働くことによっていのちとくらしを守っていま

、号令

伊べ

円ト門

す。沖電気の不当な「指名解雇」を許せばあらゆる職場で

「指名解雇」の嵐がおそいかかることになります。

私たちは生きる権利、働らく権利を守るためにも沖電気の

仲間を物心両面から励まし、必ず勝利させたいと思います。

困難な長期の闘いも予想されますので、一人でも多くの方

がこの「会」に加入し全面勝利を闘いとるまでご支援くださ

るよう心からよびかけます。

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会会則

て目的

本会は運気の木当な指名解雇と闘品聞がすみやかに職場復帰を勝ちとるために物心両面で支援するこ

とを目的とします。

て役員

乙の会に次の役員をおきます。

代表幹事/事務局長/事務局次長/幹事(支部の代表を幹事とします)/会計酔量

一、名称と事務所

名称は「指名解雇された神電気の仲間宇支援する会L(以下「支援する会」という)とします。「支援す

る会」寧務所は、策京都港区一一一回一一一lニl一 一O、沖電気の不当解庖を撤回させる会内におきます。

電話附461・3515

て会員

山「支援する会」は個人加盟とします。

ω複数の会員のいる職場、組織には支部をおくことが出来ます。

一、機関

会には総会、幹事会、事務局をおき方針の決定執行をします。

て会費

一口二百円とし目的達成まで毎月納入することにします。(何口でも可)

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会申込書

.~長きれた沖電気の仲助苦手予h
必
忠ι

・
v

マ
r

百7~
 

会の主旨に賛同し、会費(二百円/一口)

加入します。

月日

lllキ
i111111

日lo--iトIll・-Illu--Illi--ljil--:::;lo4ao--

(資料送付先)住所
氏名

(職場)

口×
 

ヶ月分、合計円をそえて

連
絡

先
電

話

次回からは、会費の払込みはA・銀行振込み、B-郵便振込み、c・その他にします。

~iE 
貝

ム一A

氏
名
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「三井三池以来、十数年ぶりの大企業での指名解雇一復活」

と社会的な衝撃を与えたのが沖電気の指名解雇でした。同

業大手他社と比べ業績に格差があるから「経営上やむをえ

ない剰員が生じた」といって、従業員の一割にあたる一五

00人の人員整理を提案。労働組合と労働者が反対すると、

それを全く無視し、あらかじめ用意したりストにもとずぎ

自宅や療養中の枕元まで訪ねての執劫な退職強要。約一、

000名を退職に追

いこんだ上、それで

も足りないと退職強

要に屈しなかった約

畏三OO名に指名解雇

欄を強行したのです。

間労働組合と労働者の

い納得なしに、問答無

す用と「通告書」一枚

発で仕事と生きる権利

?セ一方的に奪い去る

総それが指名解雇で AE 
発す。大企業が不況の

なかでも大もうけす

るために、邪魔にな

ると思う者リ活動家

婦人、病弱者などl

'刊げ年3月6日支援する会力強く発足

を職場から追い出し、同

時に残された労働者には

「指名解雇」の脅しをつ

きつけて、長時間残業や

片道2時間もかかる事業

所への配転をおしつける

など労働強化にも「合理

化」にも抵抗できなくさ

れます。職場の専制支

配の確立で大もうりを図

るlそれがもう一つの指

名解雇の狙いです。

会
費
納

入
確

認
欄

eBoil--jolli--・lili--:aJTil--JU--トoil--Uilili--110・:・ioj:oili--ioeil--ili--'
白

4j
白。

'a

沖電気は創業以来百年近くに多岳

通信機メーカーの老舗です.電々公

社、防衛庁、国際電電帽など官公需

を中心に電話電信交換俊、無線、搬

送機鰭やミニコンピュータ、ファッ

クスなど鰻先婦のエレクトロニクス

製品を製造・販売しています.資本

金二ハ七億円、年間兜上高約一三O

O億円の大企業で日本電気、富士通

とともに通信三大メーカーの一つと

いわれています。東京磨区に本庖を

もち東京第一(品川』第一一(芝浦)

八王子、高崎、本庄の主力工婦、そ

の他に分工場を持ち全国に支倍、営

業所を待っています.

もうけのための労働者使いすて

「人が余っている」と言って大量の人員整理を強行した

神電気が、実際には人集めに必死。五十四年の四月にも新

卒女子二二名、一OOMm出資の子会社沖ソフトウェア側に

一OO名近くを採用したほか、構内外注と称して電話一本

のユlレイ会社まで作り違法な日人集め。さらには今年新卒

の二五O名以どの求人活動を行なうというありさまです。

長年勤めた労働者を蓄切り、新卒を採用|ζれはもうけの

ための「労働者の使い捨て」に他なりません。首切りの理

由に「経営危機」を声高に叫んもいましたが、首切り時を

含む五十三年度決算は一O億円の黒字、五十四年度決算は

実に史上霞高の利益で株主配当も開業他社以上の八分配当

alla
復活というのですから開いた口がふさがりませ

ん。乙んな沖電気のやり方が許されるなら「い

つでもどこでも誰をも」企業は好き放題に首切

りでさることになってしまいます。

一月六日

よ
び

カ
、
け

人

坂
芹

岸
増

小
櫛

山
黒

仕事と生きる権利奪い去る

神電気の指名解雇は働く者に解雇された人たちの中には結代ではありません・まさに、本くの困難に直面しながらも、勇

大きな衝撃を与えました.大企婚を一週間後に鐙えた青年や間人だけではなく小さな子供たち気を持って解雇徴回の闘いに立

業の減量級省によ的雇用不安がもなく出産とい三婦人・婦人のの吐落をも破綻に追いやる首切ち上がりました.乙の闘いは伸

広がっている時に不況業種でも多くは共働きの人で保育園や小りです・電気の労働者だけの闘いではあ

ない大手通信犠メーカーの身勝学校に行く小さい子供をかかえζヨレた経営者のやり方は労りません。働く者がいつ首切り

手な退職強要、指名解雇を許す

EE-------E
・

E
・働基本権および民主々義を路みされても何も言一えない社会にこ

ζとはできません・・2-E嵐広UFE
圃にじるものできびしく糾弾されれから先されてしまうかどう

沖電気は退職させる人の名簿・・・園田租

E
・

E
・なければなりません・現在、沖かの闘いでもあります・

に基づき非情な退職強要をくりています.解雇者の平勾年齢は電気では労働強化、一績の人べ不当に解雇された神電気の伸

返しあくまで働く意志そ主援し一一一十九歳と織場の仕事の上でpuが追求されています・指名聞が勝利するまで「支援する会」

つづけた労働者に対し労組とのも、社会生活の中でも大きく力解雇は、全ての労働者に対するは全力をあげて支度するζとを

話合いも拒否し、問答無用と指を発簿する働き盛りの労働者た攻撃です・決議します・

名解雇を強行しました.ちです.しかも、貯与ゐある年指名解雇された労働者は、多一九七九年

田
島

田
本

川

吉
清

良
孝

成
ふ

薩
俊雄(慶応義塾大学教授)

夫(映画監督)

き(日本婦人団依連合会会長)

一(弁護士)

雄(東京都教職員組合委員長)

信(東京都学生自治会連合委員長)

人(東京新聞労働組合委員長)

雄(三多摩労協副議長) 本
沢



沖
電
気
の
「
支
援
す
る
会
」
の
発
足
、
活
動
は
、
乙
れ
ま
で
の

「
守
る
会
」
活
動
の
経
験
、
伝
統
が
大
き
な
底
流
、
教
訓
と
な
っ

て
い
ま
す
。

「
守
る
会
」
運
動
の
原
形
は
松
川
事
件
に
あ
り
、
一
九
五
九
年

に
お
き
た
「
主
婦
と
生
活
社
」
争
議
で
の

「
守
る
会
」
は
、
労
働

運
動
で
の
最
初
で
し
た
。

戦
後
、
高
揚
し
て
き
た
労
働
運
動
は
、
四
五
年
の
レ
ッ
ド
パ
ー

ジ
に
よ
り
全
産
業
か
ら
一
万
二
千
人
の
組
合
活
動
家
が
職
場
を
追

放
さ
れ
、
大
き
な
打
撃
を
う
は
ま
レ
た
、
。
ま
た
、
レ
ッ
ド

・
パ

ー
ジ
に
対
し
大
衆
的
な
解
雇
撤
回
闘
争
が
組
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
労
働
運
動
は
暗
い
谷
間
の
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。
し

か
し
、
組
合
の
再
生
を
め
ざ
す
階
級
的
な
労
働
者
や
青
年
労
働
者

な
ど
に
よ
る
不
屈
な
活
動
に
よ
り
組
合
活
動
は
息
を
ふ
き
か
え
し

て
き
ま
し
た
。
五
四
年
、
近
江
絹
糸
の
女
子
労
働
者
は
、
社
長
の

前
時
代
的
な
ワ
ン
マ
ン
経
営
に
反
対
レ
「
仏
教
の
強
制
絶
対
反
対
、

結
婚
の
自
由
」
な
ど
の
要
求
を
揚
げ
長
期
の
争
議
を
闘
い
ま
し
た
。

泣
論
は
「
人
権
闘
争
」
と
し
て
支
援
し
、
全
国
に
大
き
な
反
響
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
無
権
利
に
お
か
れ
、
封
建
的
経
営

色
の
濃
い
「
証
券
取
引
所
」
は
じ
め
、
銀
行
や
中
小
企
業
に
波
及

レ
、
争
議
は
多
発
し
ま
し
た
。

こ
じ
ま
ひ
ろ
し
/一

九
二
七
年
、
群
馬
県
藤
岡
市
で
生
ま
れ
る
。

早
大
土
木
工
学
判
明
卒
。
一
九
四
九
年
、
横
浜
交
通
局
に
入
る
が
、

五
カ
月
で
レ
ッ
ド
パ
l
ジ
に
よ
り
首
切
り
。
一
九
五

O
年
、
都
電

の
軌
道
工
事
課
に
入
る
。
一
九
六
七

1
一
九
七

O
年
、
千
代
田
区

労
協
副
議
長
、
争
議
対
部
長
。
一
九
七
四
年
5
一
九
八
六
年
(
定

年
)
ま
で
東
京
都
労
働
組
合
連
合
会
(
都
労
連
)
の
常
任
執
行
委

員
と
し
て
、
地
方
財
政
対
策
部
長
、
法
対
部
長
を
担
当
。

「
守
る
会
」
運
動
で
は
、
報
知
、
三
菱
樹
脂

・
高
野
、
細
川
活

版
な
ど
、
数
多
く
の
労
働
争
議
を
下
か
ら
支
え
る
。
沖
電
気
争
議

で
は
、
解
雇
さ
れ
る
と
す
ぐ
に
「
支
援
す
る
会
」
の
組
織
化
に
尽

力
し
、
一
事
務
局
長
を
担
当
。

家
族
は
夫
人
と
、
娘
ば
か
り
四
人
の
六
人
家
族
で
、
東
京

・
調

布
に
在
住
。

翌
年
に
は
、
春
闘
が
発
足
レ
、
労
働
運
動
が
前
進
を
は
じ
め
、

ま
た
砂
川
の
農
民
は
「
心
に
抗
は
う
た
れ
な
い
。
」
と
砂
川
米
軍

基
池
怒
張
反
対
闘
争
を
枇
官
官
の
弾
圧
に
め
げ
ず
闘
い
、
戦
争
反
対
、

平
和
を
求
め
る
労
働
者
、
国
民
の
共
感
を
得
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

母
親
大
会
、
原
水
爆
禁
止
大
会
が
そ
れ
ぞ
れ
第
一
回
の
大
会
を
成

功
さ
せ
る
な
ど
、
労
働
運
動
、
平
和
運
動
、
民
主
々
義
の
運
動
は

高
湯
し
て
き
た
の
で
し
た
。

ζ
と
で
、
「
守
る
会
」
運
動
で
の
特

徴
的
な
運
動
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
す
。

先
駆
的
怒

川
川
被

松

る

会

」

松
川
事
件
は
、
日
本
の
労
働
運
動
史
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

事
件
で
す
。
事
件
の
性
格
が
労
働
運
動
を
断
圧
し
、
分
裂
さ
せ
る

た
め
の
謀
略
で
あ
り
、
被
告
の
無
罪
判
決
に
大
き
な
役
割
を
は
た

し
た
「
松
川
を
守
る
会
」
の
運
動
形
態
が
労
働
運
動
に
影
響
を
あ

た
え
た
か
ら
で
す
。

四
九
年
(
昭
和
二
四
年
)
八
月
十
七
日
、
福
島
県
松
川
駅
の
近

く
で
列
車
が
転
覆
し
、
乗
務
員
三
人
が
即
死
し
ま
し
た
。
事
件
発

生
の
翌
日
、
犯
人
に
つ
い
て
、
何
ん
ら
手
が
か
り
が
あ
か
ら
か
に

し
て
な
い
う
ち
に
、
政
府
は
「
三
鷹
事
件
と
思
想
的
底
流
に
お
い

て
同
じ
も
の
で
あ
る
」
と
言
明
し
、
国
労
、
東
芝
の
労
働
者
二
十

人
を
逮
捕
、
起
訴
レ
、
一
審
(
昭
和
二
五
年
)
で
死
刑
五
人
を
含

む
全
員
有
罪
、
二
審
(
昭
和
二
八
年
)
で
は
三
人
が
無
罪
に
な
り

ま
し
た
が
、
死
刑
囚
人
を
合
み
十
七
人
が
有
罪
の
判
決
を
う
け
ま

し
た
。

松
川
事
件
が
発
生
す
る
一
カ
月
前
の
七
月
、
下
山
国
鉄
総
裁
が

綾
瀬
駅
付
近
で
、
バ
ラ
バ
ラ
の
離
死
体
で
発
見
さ
れ
、
ま
た
、
三

鷹
駅
で
は
、
無
人
電
車
が
暴
走
し
六
人
の
死
者
を
出
す
な
ど
謀
略

的
な
事
件
が
お
き
ま
し
た
。
当
時
、
公
務
員
、
民
間
の
労
使
は
人

員
整
理
、
「
合
理
他
」
を
め
ぐ
っ
て
、
は
げ
し
い
闘
争
を
展
開
し

て
い
ま
し
た
。
政
府
、
資
本
家
は
、
下
山
、
三
鷹
、
松
川
な
ど
一

連
の
事
件
が
労
働
組
合
の
活
動
家
と
共
産
党
に
よ
る
仕
わ
ざ
だ

と
、
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
宣
伝
レ
、
組
合
を
強
圧
、
分
裂
さ
せ
企
業

整
備
が
成
功
し
ま
し
た
。

引
き
継
き
、
占
領
軍
の
指
導
で
全
産
業

で
レ
ッ
ド
パ

l
ジ
を
強
行
し
、
活
動
家
、
共
産
党
員
を
追
放
レ
、

労
働
運
動
の
指
導
権
は
労
使
協
調
の
民
間
指
導
部
が
握
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
昭
和
二
五
年
に
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
レ
ま
し
た
。

事
件
直
後
、
被
告
や
家
族
が
「
無
罪
」
を
多
く
の
人
達
や
組
合

に
訴
え
て
も
、
支
援
し
て
く
れ
る
者
は
な
く
、
孤
立
無
援
の
状
態

が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
被
告
は
獄
中
か
ら
根
気
よ
く

「
無
罪

釈
放
百
万
人
署
名
」
を
訴
え
、

家
族
も
職
を
奪
わ
れ
、
家
な
ど
を

売
る
苦
し
い
生
活
の
中
で
全
国
に
無
罪
を
訴
え
歩
き
ま
し
た
。
困

難
な
時
期
に
活
動
を
支
え
た
の
は
「
松
川
を
守
る
会
」
の
仲
間
で

し
た
。

「
守
る
会
」
が
最
初
に
つ
く
ら
れ
た
の
は
、
清
瀬
市
で
の

結
核
療
養
所
の
結
核
患
者
で
し
た
。
当
時
の
結
核
は
不
治
の
病
と

さ
れ
、
「
死
」
を
宣
告
さ
れ
た
の
も
同
様
で
、
毎
日
「
死
」
と
む

き
合
っ
て
生
き
て
い
ま
し
た
。
「
死
」
を
は
さ
ん
で
死
刑
因
と
共

通
す
る
も
の
が

b
り
、
患
者
は
文
通
を
か
わ
し
無
罪
を
確
信
レ
、

学
習
会
、
交
流
会
な
ど
を
通
じ
、
救
援
の
活
動
を
は
じ
め
ま
レ
た
。

ま
た
、
広
津
和
朗
、
志
賀
直
哉
、

川
端
康
成
、
井
伏
鱒
二
氏
な
ど

の
救
援
や
「
守
る
会
」

が
全
国
の
地
域

・
職
場
に
つ
く
ら
れ
ま
し

た

労
働
運
動
で
初
一
波
山

「
主
婦

J

と
生
活
社
」
守
る
会

五
九
年
(
昭
和
三
四
年
)
二
月
、
組
合
結
成
一
年
目
を
迎
え
た

「
主
婦
と
生
活
社
労
働
組
合
」
に
対
レ
、
会
社
は
組
合
つ
ぶ
し
を

375 



狙
い
、
副
委
員
長
(
女
性
)
の
配
転
を
提
示
し
、

ζ
れ
を
拒
否
し

た
組
合
に
対
し
会
社
は
組
合
幹
部
の
解
雇
を
通
告
し
、
さ
ら
に
暴

力
団
を
採
用
し
、
暴
力
で
弾
圧
し
、
加
え
て
、

経
察
は
会
社
に
協

力
し
、
暴
力
行
為
を
黙
認
し
、
組
合
活
動
に
介
入
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
三
一
八
日
間
の
血
み
ど
ろ
の
争
議
と
な
り
ま
し
た
。

争
議
発
生
時
に
、
組
合
同
開
政
は
わ
ず
か
一
万
八
千
円

(
当
時
の
国

家
公
務
員
の
平
均
月
収
二
万
円
)
組
合
員
は
、
社
員
の
半
数
に
も

た
り
な
い
数
十
名
と
い
う
状
態
で
し
た
。
争
議
発
生
後
、
主
婦
と

生
活
社
労
組
の
支
援
要
請
を
う
け
た
、
千
代
田
区
労
協
は
役
員
を

配
置
レ
、
組
合
員
に
支
援
参
加
や
五
十
円
カ
ン
パ
を
訴
え
る
な
ど
、

支
援
に
全
力
投
球
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ζ
の
争
識
を
勝
利
さ
せ
る

た
め
、
職
場
、
地
域
の
労
働
者
に
よ
っ
て
「
主
婦
と
生
活
労
組
を

守
る
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
「
松
川
を
守
る
会
」
の
活
動
を

つ
づ
け
て
い
た
職
場
地
域
の
労
働
者
を
中
心
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ

ま
レ
た
。

と
く
に
、
千
代
田
区
内
に
は
「
松
川
守
る
会
」
の
労
働
者
会
員

が
多
く
、
救
援
活
動
の
中
心
で
レ
た
。
こ
の
会
員
が
争
議
に
か
け

つ
け
、
勝
利
す
る
た
め
「
松
川
守
る
会
」
の
経
験
を
も
と
に
、
地

域
、
産
別
の
労
働
者
を
中
心
に
「
守
る
会
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

「
守
る
会
」
は
企
業
や
労
働
組
合
の
枠
を
こ
え
結
集
し
た
会
員
が

自
発
的
に
参
加
し
、
署
名
活
動
、
カ
ン
パ
、
集
会
な
ど
の
行
動
に

献
身
的
に
参
加
す
る
「
箪
の
恨
」
運
動
で
し
た
。
会
員
は
、
長
期

の
闘
い
を
下
か
ら
支
え
、
争
議
団
や
支
援
団
体
の
人
達
の
魂
を
ゆ

り
動
か
し
ま
し
た
。

ま
た
、

ζ
の
活
動
が
、

全
印
総
連
、
出
版
労
連
の
産
業
共
闘
を

生
み
出
す
契
機
と
な
り
、
地
域
と
産
別
の
共
闘
に
よ
り
運
動
も
前

進
し、

総
評
、
地
評
も
支
援
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
六
十
年
安
保

闘
争
、
三
池
争
議
と
も
結
合
し
、
全
国
的
な
規
模
の
闘
い
に
発
展

し
ま
し
た
。
主
婦
と
生
活
社
争
議
の
記
録
『
縄
ば
し
ご
と
鉄
か
ぶ

と
』
に
は
「
守
る
会
は
ζ
の
運
動
を
通
じ
て
、
職
場
、
地
域
の
活

動
家
を
中
心
に
幅
広
い
統
一
戦
線
を
組
織
レ
た
。

日
本
の
労
働
運

動
の
全
く
新
し
い
戦
術
の
芽
ば
え
で
あ
っ
た
」
と
記
録
し
て
い
ま

す。
ζ
の
経
験
は
、
=
一
井
三
池
闘
争
支
援
の
「
一
二
池
を
守
る
会
」
や

中
小
企
業
、
未
組
織
労
働
者
な
ど
の
人
た
ち
の
争
議
に
引
き
継
が

れ
、
レ
ッ
ド
パ
1
ジ
以
降
の
労
働
運
動
に
闘
う
展
望
の
道
を
示
し

て
く
れ
ま
レ
た
。

レ
ッ
ド
パ
!
ジ
後
、
困
難
な
闘
い
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
解

雇
者
は
、

「
守
る
会
」

で
の
経
験
を
吸
収
し
、

「
守
る
会
」
「
共

闘
会
議
」
を
結
成
し
、
広
範
な
戦
線
を
構
築
し
、
闘
う
伸
聞
に
支

え
ら
れ
る
体
制
を
つ
く
り
出
し
、
敵
を
大
き
く
社
会
的
に
包
囲
さ

せ
る
高
度
な
戦
術
を
あ
み
出
し
、
勝
利
の
展
望
を
切
り
開
く
確
信

を
も
ち
ま
し
た
。

目
置
の
u

一
人
争
議

山

にJ

也
市
守
る
会
」

争
議
の
中
で
生
ま
れ
た
「
守
る
会
」
は
ζ
れ
ま
で
困
難
な
状
態

に
お
か
れ
て
い
た

「
ひ
と
り
争
議
」
に
、
と
く
に
大
き
な
影
響
を

あ
た
え
ま
し
た
。

六
0
年
代
、
日
本
電
気
で
は
、
暗
い
職
場
を
変
え
る
た
め
、
若

い
労
働
者
を
中
心
に
う
た
と
え
や
学
習
会
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動

が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
栗
橋
伸
次
郎
氏
(
現
・
日
本
共

産
党
港
区
議
)
は
サ
ー
ク
ル
の
中
心
的
活
動
家
で
し
た
。
彼
は
、

低
賃
金
と
劣
悪
な
労
働
条
件
を
改
善
す
る
た
め
、
組
合
の
活
動
に

参
加
し
て
い
ま
し
た
。
六
二
年
二
月
、
突
然
、
会
社
は
広
島
に
転

勤
を
命
じ
て
き
ま
し
た
。
栗
橋
氏
は
当
時
、
六
人
家
族
で
妹
さ
ん

は
重
病
で
自
宅
療
養
を
続
け
て
お
り
、
母
親
は
そ
の
看
病
疲
れ
の

た
め
寝
込
み
、
兄
は
難
病
と
い
わ
れ
る
パ
l
キ
ソ
ン
氏
病
。
栗
橋

氏
は
三
人
の
病
人
と
家
族
の
面
倒
を
み
な
が
ら
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。
あ
き
ら
か
に
サ
ー
ク
ル
つ
ぶ
し
と
栗
橋
氏
追
い
出
し
の
配
転

で
し
た
。

転
勤
を
撤
回
す
る
よ
う
会
社
に
申
し
入
れ
、
ま
た
、
組
合
に
も

協
力
を
願
っ
た
が
、
拒
否
さ
れ
、
一
方
的
に
解
雇
を
通
告
さ
れ
ま

し
た
。
組
合
に
も
支
援
さ
れ
ず
、
困
難
な
環
境
の
中
で
の
闘
い
に
、

臼
胃
、

電
機
産
業
や
地
域
の
労
働
者
は
「
日
電
栗
橋
守
る
会
」
を

結
成
し
、
財
政
援
助
、
ビ
ラ
ま
き
、
多
く
の
労
働
組
合
に
支
援
要

請
す
る
な
ど
手
弁
当
で
活
動
し
、
運
動
が
大
き
く
発
展
し
て
き
ま

し
た
。七

O
年
三
月
、
九
年
間
の
闘
い
の
の
ち
、
勝
利
の
和
解
で
決
着

レ
ま
し
た
。
栗
橋
氏
に
よ
る
と
、
日
電
も
レ
ッ
ド
パ
l
ジ
と
企
業

整
備
で
四
千
人
の
労
働
者
が
職
場
か
ら
不
当
に
も
追
い
出
さ
れ
ま

し
た
。

日
電
で
レ
ッ
ド
パ
l
ジ
を
う
け
た
ひ
と
り
の
人
が
、
栗
橋
氏
の

「
支
援
す
る
会
」
の
結
成
に
協
力
し
ま
し
た
。

そ
の
人
は
当
時
、

『会
社
の
不
当
な
解
雇
に
大
衆
的
な
運
動
が
組
め
ず
、

会
社
の
思

い
の
ま
ま
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
乙
の
く
や
し
い
思
い
を
く
り
か

え
さ
な
い
た
め
、
自
覚
的
な
労
働
者
を
中
心
に
長
期
に
な
る
争
議

に
勝
利
す
る
た
め
「
守
る
会
」
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
』
と
精
力

的
な
活
動
を
し
て
く
れ
た
と
諮
り
ま
し
た
。

巨
象
を
織
が
倒
似
た

一一
一一
菱
盛
岡
野
争
議

六
三
年
、
三
菱
樹
脂
に
入
社
し
た
高
野
君
は
試
用
期
聞
が
終
る

と
同
時
に
会
社
か
ら
「
学
生
運
動
を
か
く
し
て
い
た
」
ζ
と
を
理

由
に
本
採
用
を
拒
否
さ
れ
た
。
翌
年
千
代
田
区
労
協
の
協
力
を
得

て
区
内
の
労
働
者
や
三
菱
の
仲
間
を
中
心
に
「
三
菱
樹
脂
高
野
君

を
守
る
会
」
を
結
成
し
「
三
菱
独
占
は
民
主
主
義
の
梗
幹
で
あ
る

思
想
、
信
条
の
自
由
を
ふ
み
に
じ
っ
た
」
と
、
広
く
世
論
に
訴
え

ま
し
た
。
裁
判
は
地
裁
と
高
裁
で
勝
利
レ
た
が
、
七
三
年
最
高
裁

で
は
敗
訴
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
野
君
の
支
援
を
決
め
て
い
た
三

菱
樹
脂
労
組
も
七

O
年
に
支
援
の
打
ち
切
り
を
決
め
、
困
難
な
状

回
に
お
か
杓
た
が
、
不
当
な
最
高
裁
判
決
に
怒
り
憤
っ
た
労
働
者
、

学
生
、
市
民
は
続
々
「
守
る
会
」
に
加
入
し
、
二
千
三
百
人
に
達

し
総
評
、
地
評
の
支
援
を
う
け
る
な
ど
支
援
も
一
回
り
も
二
回

り
も
大
き
く
な
り
、
三
菱
独
占
の
牙
城
、
丸
の
内
で
、
今
ま
で
や

れ
な
か
っ
た
デ
モ
を
成
功
さ
せ
る
な
ど
運
動
も
全
国
に
拡
が
り
、

七
六
年
に
十
二
年
ぶ
り
で
「
職
場
復
帰
」
を
勝
ち
と
り
ま
し
た
。

「
日
本
一
の
巨
象
(
三
菱
独
占
)
を
無
数
の
蛾
(
国
民
)
の
力

で
う
ち
倒
し
た
」
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
乙
の
力
は
さ
ま
ざ
ま
な

労
働
組
合
、
労
働
者
、
市
民
、
文
化
人
、
学
者
、
弁
護
団
な
ど
広

範
な
人
達
の
か
ぎ
り
な
い
支
持
と
、
そ
れ
を
縁
の
下
で
支
え
た
「
守

る
会
」
の
力
で
し
た
。
塙
(
は
な
わ
)
弁
護
士
は
「
高
野
闘
争
の

勝
利
は
、
わ
が
国
の
労
働
運
動
の
歴
史
に
残
る
性
格
を
具
有
す
る
」

と
の
べ
て
い
ま
す
。

山県
閥
会
議
経
一
一
本
定

川治
報
知
」
争
議
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六
九
年
一
月
、
報
知
新
聞
社
に
、
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
の
労
働
組

合
を
弾
圧
し
、
サ
ン
ケ
イ
新
聞
を
報
道
の
自
由
を
無
視
し
、
「
自

民
党
機
関
紙
」
に
変
質
さ
せ
た
張
本
人
の
一
人
、
岡
本
武
雄
(
通

称

・
ア
イ
ヒ
マ
ン
)
が
就
任
し
て
き
ま
し
た
。
併
せ
て
、
読
売
新

聞
か
ら
も
組
合
対
策
の
た
め
、
役
員
が
お
く
り
こ
ま
れ
て
き
ま
し

た。

彼
ら
は
弾
圧
分
裂
の
攻
撃
を
報
知
の
三
単
組
に
加
え
、
第
二

組
合
を
結
成
さ
せ
た
。
ま
ず
、
ス
ト
権
放
棄
の
「
平
和
協
定
」
を

押
し
つ
け
、
拒
否
す
る
や
、
年
末

一
時
金
の
不
払
い
、
人
員
整
理
、

暴
力
ガ
ー
ド
マ
ン
の
導
入
、
先
制
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
フ
ァ
ッ
シ

ョ
支
配
を
一
方
的
に
や
り
出
し
て
き
ま
レ
た
。

当
時
、
報
知
の
労
働
者
は
、
劣
悪
な
労
働
条
件
に
お
か
れ
、
見

え
な
い
鎖
に
つ
な
が
れ
て
、

「
今
夜
も
泣
き
泣
き
残
業
、
人
権
尊



重
な
ん
の
そ
の
・
」
の
落
曾
が
社
内
に
密
か
れ
る
ほ
ど
で
レ
た
。

報
知
労
組
は
、
職
場
の
闘
い
を
基
礎
に
労
働
者
を
結
集
し
、
併
せ

て
千
代
田
区
の
争
議
支
援
な
ど
地
域
の
闘
い
の
先
頭
に
立
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
新
聞
労
連
の
中
核
と
し
て
奮
闘
し
て
い
ま
し
た
。

戦
闘
的
な
報
知
労
組
を
つ
ぶ
す
た
め
、
岡
本
が
送
り
と
ま
れ
て
き

た。

ζ
の
重
大
さ
を
感
じ
た
組
合
は
、
六
九
年
に
新
聞
労
連
と
千

代
田
区
労
協
が
中
心
に
な
っ
て
「
報
知
支
援
共
闘
会
議
」
を
組
織

レ
、
争
議
が
進
行
す
る
な
か
で
、
さ
ら
に
総
評
、
総
評
弁
護
団
、

地
評
、
マ
ス
コ
ミ
共
闘
が
参
加
し
「
報
知
争
議
共
闘
会
議
」
を
結

成
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
七

O
年
十
二
月
「
報
知
の
伸
聞
を
守
る

会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
労
働
運
動
に
お
け
る
「
守

る
会
」
は
、
ひ
と
り
争
議
や
組
合
の
活
動
、
財
政
が
弱
く
、
ま
た

第
二
組
合
が
争
議
に
関
係
し
て
い
る
場
合
な
ど
、
自
力
で
闘
う
ζ

と
が
困
難
な
争
議
だ
け
に
、
つ
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
報
知
労
組

は
、
総
評
、
新
聞
労
連
、
地
区
労
に
加
入
し
、
第
一
組
合
と
し
て

多
数
派
を
形
成
し
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
自
力
で
闘
い
の
で
き

る
組
合
で
レ
た
。
な
ぜ
、
「
守
る
会
」
を
結
成
し
た
の
か
l
l，「守

る
会
」
の
代
表
幹
事
の
沼
田
稲
次
郎
氏
(
元
都
立
大
学
総
長
)
は
、

「
報
知
争
議
で
は
憲
法
も
何
も
無
視
し
た
弾
圧
が
起
き
て
い
る
。

労
働
基
本
権
や
言
論
の
自
由
が
奪
わ
れ
る
の
か
ど
う
か
が
争
点

だ
。
被
解
雇
者
を
職
場
に
返
し
、
報
知
を
マ
ス
コ
ミ
反
動
を
阻
止

す
る
ト
リ
デ
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
の
組
織
も
応
援
し
な

い
か
ら
作
ら
れ
て
き
た
、

ζ
れ
ま
で
の
守
る
会
を
一

歩
発
展
さ
せ

る
た
め
に
つ
く
る
」
と
助
言
し
て
く
れ
ま
し
た
。
「
守
る
会
」
の

目
的
は
「
懲
法
と
民
主
主
義
を
守
る
た
め
」
と
、
位
置
づ
け
、
労

働
者
、
学
者
、
文
化
人
、
芸
能
人
、
学
生
、
市
民
、
経
営
者
な
ど

報
知
ら
し
い
幅
広
い
八
千
人
の
会
員
を
結
集
し
、
東
京
、
大
阪
を

中
心
に
全
国
に
、
一
二
七
支
部
の
大
部
隊
を
つ
く
り
あ
げ
ま
し
た
。

会
員
は
、
行
商
、
裁
判
傍
聴
、
集
会
、
ビ
ラ
ま
き
な
ど
に
積
鍾
的

に
参
加
し
、
会
費
も
四
年
間
で
一
千
二
百
万
円
を
集
め
、
争
議
支

採
に
大
き
な
力
を
発
慢
し
ま
し
た
。
「
会
」
の
名
称
も
「
守
る
会
」

か
ら
「
勝
た
せ
る
会
」
へ
と
改
め
、
勝
利
の
確
信
を
一
一
層
強
め
、

七
四
年
十
二
月
、
六
年
間
の
争
議
は
「
全
面
勝
利
解
決
」
で
終
結

し
、
岡
本
社
長
は
退
社
し
ま
し
た
。
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労
働
運
動
に
「
守
る
会
」
「
支
援
す
る
会
」
が
参
加
す
る
の
は
、

お
そ
ら
く
日
本
ぐ
ら
い
で
、
外
国
に
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
労
働
組
合
は
、
全
国
的
規
模
の
産
業

別
労
働
組
合
に
組
織
さ
れ
、
産
業
別
の
労
使
の
協
定
は
同
種
の
産

業
の
労
働
者
に
適
用
レ
ま
す
。
組
合
運
動
も
産
業
別
組
合
の
統
制

に
お
か
れ
、
も
し
、
支
部
や
労
働
者
が
資
本
か
ら
攻
撃
を
受
け
る

と
、
産
業
別
の
組
合
は
組
織
を
あ
げ
て
闘
い
、
闘
い
に
責
任
を
も

ち
ま
す
。
日
本
の
労
働
組
合
は
、
会
社
と
と
に
組
合
が
組
織
さ
れ

て
い
る
企
業
内
労
働
組
合
で
す
。

第
二
次
大
戦
が
終
結
し
、
労
働
者
の
多
く
は
住
宅
、
食
糧
不
足

に
苦
レ
み
、
工
場
の
倒
産
や
企
業
整
備
に
よ
る
首
切
り
が
押
レ
ょ

せ
、
そ
れ
に
加
え
て
、
経
度
に
悪
化
し
た
イ
ン
フ
レ
に
よ
り
、
ま

さ
に
飢
餓
状
態
で
し
た
、
労
働
者
は
生
活
と
い
の
ち
を
守
る
た
め
、

職
場
で
事
業
所
で
労
働
組
合
を
つ
く
り
ま
し
た
。
組
合
づ
く
り
も
、

戦
争
中
の
政
府

・
軍
部
に
よ
る
弾
圧
の
た
め
活
動
家
は
少
な
く
、

強
制
的
に
つ
く
ら
れ
た
「
産
業
報
国
会
」
を
改
組
し
た
り
、
会
社

の
労
務
関
係
者
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
組
合
も
多
く
あ
り
、
ほ
と

ん
ど
の
組
合
は
、
会
社
の
名
を
付
け
た
「
O
O従
業
員
組
合
」
「
O

O
労
働
組
合
」
で
し
た
。
そ
の
後
、
産
業
別
に
組
合
が
連
合
し
、

全
国
組
織
を
結
成
し
ま
し
た
。
全
国
一
般
、
全
印
総
連
、
全
国
金

属
な
ど
の
産
業
別
労
働
組
合
も
実
体
は
企
業
内
労
働
組
合
の
連
合

体
で
、
賃
金
、
労
働
条
件
な
ど
の
要
求
を
産
業
別
の
大
会
で
き
め

る
が
、
妥
結
は
、
各
企
業
C
と
の
労
使
交
渉
で
き
め
ま
す
。
外
国

で
は
、
企
業
内
労
働
組
合
は
御
用
組
合
と
み
な
レ
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ヤ
な
ど
で
は
、
反
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
闘
い

を
経
験
し
た
労
働
者
、
幹
部
は
戦
後
、
た
だ
ち
に
、
フ
ァ
シ
ス
ト

に
破
壊
さ
れ
た
全
国
組
織
の
「
産
業
別
単
一
労
働
組
合
」
を
再
建

し
ま
し
た
。

企
業
の
枠
の
中
で
の
組
合
は
、
ま
と
ま
り
や
す
い
長
所
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
弱
点
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
「
企
業
意
識
」

が
あ
り
ま
す
。
資
本
は
労
働
者
に
む
か
つ
て
「
企
業
あ
っ
て
の
労

働
者
」
「
企
業
の
繁
栄
で
労
働
者
の
生
活
向
上
」
な
ど
労
使
一
体

論
や
会
社
が
つ
ぶ
れ
た
ら
、
失
業
す
る
ぞ
と
、
常
に
お
ど
し
を
か

け
て
い
ま
す
。
「
企
業
窓
識
」
を
通
じ
て
労
使
協
調
の
思
想
を
浸

透
さ
せ
、
闘
わ
な
い
労
働
組
合
や
幹
部
を
育
成
し
て
い
ま
す
。
企

業
意
識
を
定
着
さ
せ
助
長
さ
せ
る
経
済
的
基
盤
に
「
終
身
雇
用
制
」

「
年
功
序
列
型
賃
金
」
や
「
退
職
金
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
最
近

で
は
、
技
術
革
新
の
進
行
の
中
で
、
職
場
の
労
働
者
を
支
配
し
、

反
目
さ
せ
る
「
職
務
給
」
が
導
入
さ
れ
組
合
の
弱
体
化
、
御
用
化

を
強
め
て
い
ま
す
。
賃
金
引
上
げ
を
要
求
す
る
と
「
賃
金
か
雇
用

か
」
で
低
賃
金
に
抑
え
、
労
使
が
対
決
す
る
と
「
企
業
防
衛
」
の 前列中央が小島氏(86年〉

た
め
と
戦
闘
的
な
労
働
者
を
職
場
や
組
合
役
員
か
ら
追
放
し
、
ま

た
、
労
使
協
調
の
組
合
幹
部
を
使
い
第
二
組
合
を
つ
く
ら
せ
た
り
、

組
合
の
弱
点
を
つ
い
て
き
ま
す
。
大
企
業
の
労
働
組
合
で
は
労
使

協
調
路
線
を
歩
ゆ
む
役
員
が
多
数
を
占
め
て
き
ま
し
た
。

日
本
の
労
働
者
の
賃
金
、
労
働
条
件
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
も

っ
て
い
た
春
闘
も
、
八

0
年
代
に
入
り
指
導
力
を
握
っ
て
い
た
総

評
か
ら
、
労
使
協
調
路
線
を
歩
ゅ
ん
で
き
た
同
盟
の
指
導
に
移
つ

り
、
右
よ
り
労
働
戦
線
の
統
一
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
春
闘
要
求

も
大
衆
討
議
が
形
骸
化
レ
、
労
働
者
の
生
活
実
体
を
は
な
れ
、
日

経
連
が
主
張
す
る
(
生
産
性
基
準
原
理
)
と
根
ζ
を
一
つ
に
す
る

「
経
済
と
の
整
合
性
」
を
基
本
に
し
た
要
求
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

日
経
連
は
、
経
営
を
理
解
し
た
賃
金
要
求
に
満
足
レ
、
加
え
て
、

企
業
の
枠
の
中
で
の
「
産
別
自
力
解
決
」
に
よ
る
「
団
交
重
視
、

自
主
決
着
」
の
春
闘
方
針
を
歓
迎
レ
、
労
働
戦
線
の
右
翼
的
再
編

成
に
絶
大
な
期
待
を
よ
せ
て
い
ま
す
。

春
闘
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
少
な
く
な
り
、
沖
電
気
に
指
名
解
雇

が
あ
っ
て
も
、
総
評
、
電
機
労
連
は
全
く
支
援
せ
ず
、
ま
た
東
電
、

石
川
島
播
磨
、
日
産
自
動
車
な
ど
で
は
労
使
に
よ
る
差
別
と
選
別

が
公
然
と
行
わ
れ
、
労
働
組
合
は
、
階
級
的
な
労
働
者
を
暴
力
で

排
除
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
政
府
、
独
占
資
本
が
強
力
に
進
め
て
い
る
「
産
業
の

空
洞
他
」
「
産
業
再
調
整
」
に
よ
り
、
右
よ
り
の
労
線
で
あ
る
鉄

鋼
、
造
船
重
機
、
自
動
車
な
ど
で
首
切
り
、
出
向
、
配
転
が
労
使

協
調
で
進
め
ら
机
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
「
企
業
意
識
」
を
育
成

し
て
き
た
「
終
身
雇
用
制
」
「
年
功
序
列
型
賃
金
」
が
崩
れ
て
き

て
い
ま
す
。
そ
レ
て
組
合
に
対
す
る
不
信
も
拡
が
っ
て
い
ま
す
。

職
場
の
要
求
に
依
拠
レ
、
企
業
の
枠
を
乙
え
た
闘
い
を
組
織
す

る
た
め
に
は
、

ζ
れ
ま
で
の
「
守
る
会
」
や
争
議
の
経
験
を
生
か

し
た
闘
い
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

円
守
る
溢
レの)一
we

運
営

J

に
つ
い
て

377 

「守る会」運動で合宿。

争
識
が
発
生
し
、
独
自
解
決
や
産
別
組
織
で
の
解
決
が
困
難
に



な
る
と
、
他
の
産
業
の
労
働
組
合
や
地
域
の
労
働
組
合
、
民
主
団

体
や
労
働
者
に
支
援
を
も
と
め
て
き
ま
す
。
そ
ζ
で
「
支
援
共
闘

会
議
」
や
「
守
る
会
」
「
支
援
す
る
会
」
が
つ
く
ら
れ
、
運
動
を

大
き
く
発
展
さ
せ
て
い
ま
す
。
労
働
者
の
階
級
性
、
連
帯
性
で
す
。

「
守
る
会
」
は
企
業
の
枠
を
こ
え
た
組
織
で
、
運
動
も
き
わ
め
て

柔
軟
で
原
則
的
で
す
。
労
働
者
の
要
求
を
大
切
に
す
る
組
織
で
す

か
ら
、
企
業
か
ら
き
ら
わ
れ
、
労
使
協
調
路
線
を
と
る
労
働
組
合

幹
部
か
ら
は
支
持
が
あ
り
ま
せ
ん
。
攻
撃
も
露
骨
に
か
か
っ
て
き

ま
す
。
「
共
闘
会
議
」
や
「
守
る
会
」
の
命
は
支
援
し
て
く
れ
る

労
働
組
合
や
民
主
団
体
、
個
人
と
の
団
結
を
強
め
る
ζ
と
で
あ
り
、

そ
の
た
め
民
主
的
運
営
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
く

に
「
守
る
会
」
「
支
援
す
る
会
」
の
会
員
は
、
自
ら
の
ふ
と
と
ろ

か
ら
会
費
を
出
し
、
会
議
に
は
自
腹
を
き
っ
て
参
加
し
、
会
員
を

ふ
P
す
た
め
に
は
、
友
人
に
一
杯
飲
ま
す
と
と
も
あ
り
ま
す
。
会

員
に
な
っ
た
た
め
、
会
社
か
ら
に
ら
ま
れ
差
別
や
不
当
な
配
転
な

ど
を
う
け
た
人
も
い
ま
す
。
「
守
る
会
」
は
、
不
当
に
首
を
切
ら

れ
た
労
働
者
を
救
う
た
め
自
覚
を
も
ち
自
発
的
に
参
加
し
て
る
会

員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
実
践
は
、
き

わ
め
て
高
い
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ズ
ム
に
あ
り
ま
す
。

ζ
の
と
と
は
、
労

働
組
合
の
原
点
と
ま
っ
た
く
同
一
、
共
通
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
労
働
組
合
は
、
入
社
と
同
時
に
自
動
的
に
労
働
組
合
に
加

入
さ
れ
、
組
合
費
を
徴
収
さ
れ
、
組
合
の
指
令
は
、
機
関
決
定
と

称
し
、
自
ら
の
思
想
、
信
条
ま
で
侵
害
す
る
特
定
政
党
支
持
ま
で

押
し
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
昔
、
フ
ラ
ン
ス
労
働
総
同
盟

(C
G

T
)
の
鉄
道
労
働
者
の
生
活
を
テ
レ
ビ
で
み
ま
し
た
ら
、
組
合
資

を
役
員
が
ひ
と
り
、
ひ
と
り
に
会
っ
て
集
め
、
そ
の
時
、
要
求
や

組
合
の
不
満
な
ど
を
聞
き
、
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。
労
働
組
合

か
ら
自
覚
、
自
発
性
を
怒
っ
て
、
決
ま
っ
た
と
と
を
上
か
ら
命
令

す
る
ζ
と
に
な
っ
た
ら
ま
さ
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
組
織
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
「
守
る
会
」
は
、
ま
た
、
労
働
者
だ
け
で
な
く
、
国

民
各
層
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
市
民
、
学
生
、
学
者
、

文
化
人
な
ど
の
参
加
者
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
三
菱

樹
脂
高
野
君
の
闘
い
は
、
労
働
基
本
権
と
態
法
を
守
る
民
主
主
義

擁
護
の
闘
い
で
あ
り
、
報
知
の
闘
い
は
、
労
働
基
本
権
と
報
道
の

自
由
を
守
る
民
主
主
義
の
闘
い
で
も
あ
り
ま
し
た
。
沖
電
気
の
闘

い
は
、
指
名
解
雇
と
い
う
フ
ァ
シ
ョ
的
な
労
働
基
本
権
や
民
主
主

義
を
否
定
す
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
闘
い
で
し
た
。

「
守
る
会
」
は
き
わ
め
て
、
大
衆
的
で
民
主
的
な
組
織
で
す
。

手
弁
当
で
参
加
す
る
会
員
が
、
楽
し
く
、
生
き
が
い
を
も
っ
運
営

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
会
の
運
営
は
、
参
加
者
ひ

と
り
ひ
と
り
の
意
見
、
要
求
そ
し
て
創
造
的
な
提
案
を
引
き
出
し
、

み
ん
な
で
「
よ
し
」
や
ろ
う
と
考
え
を
ま
と
め
ま
す
。
し
か
レ
実

行
す
る
に
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
条
件
や
希
望
を
出
し
、
力
あ
る

も
の
は
力
、
金
の
あ
る
も
の
は
金
、
知
恵
の
あ
る
も
の
は
、
知
恵

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
揮
し
て
も
ら
い
ま
す
。

多
く
の
「
守
る
会
」
の
経
験
に
よ
る
と
、
幹
事
会
を
き
ち
ん
と

聞
き
、
機
関
紙
を
定
期
的
に
発
行
し
、
会
費
は
か
な
ら
ず
集
め
る
。

ζ
の
ζ
と
が
「
守
る
会
」
活
動
を
成
功
さ
せ
る
基
本
と
な
っ
て
い

ま
す
。活

動
の
具
体
的
内
容
は
①
組
織
、
②
財
政
、
③
宣
伝
、
法
廷
闘

争
な
ど
の
四
本
柱
に
な
り
ま
す
。

涼
電
気
象
議
漆

mm…
日
以

羽
支
援
承
る
会
」

一
九
七
八
年
十
一
月
、
沖
電
気
の
会
社
は
不
当
に
も
三

O
O人

の
労
働
者
に
対
し
、
「
指
名
解
雇
」
を
強
行
し
、
残
念
な
が
ら
「
指

名
解
雇
」
反
対
闘
争
を
組
む
べ
き
沖
電
気
の
労
働
組
合
は
ζ
の
ζ

と
を
是
認
し
ま
し
た
。
会
社
の
暴
拳
に
全
国
か
ら
非
難
や
怒
り
が

湧
き
お
ζ
り
、
不
当
な
「
指
名
解
雇
」
に
反
対
し
闘
う
沖
電
気
の

仲
間
を
支
援
す
る
労
働
者
、
市
民
、
学
者
、
文
化
人
は
一
日
一
日

と
ふ
え
て
き
ま
し
た
。
被
解
雇
者
の
う
ち
六
一
人
は
す
ぐ
さ
ま
「
沖

電
気
の
不
当
解
雇
を
撤
回
さ
せ
る
会
」
(
撤
回
さ
せ
る
会
)
を
結

成
し
、
全
国
の
労
働
者
、
市
民
、
学
者
、
文
化
人
な
ど
国
民
各
層

に
支
援
を
訴
え
ま
し
た
。

ζ
の
支
援
に
こ
た
え
、
十
二
月
に
は
有

志
か
ら
「
沖
電
気
を
指
名
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
と
連
帯
し
て
共
に

た
た
か
う
会
」
へ
の
加
入
が
よ
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

沖
電
気
争
議
に
ふ
さ
わ
し
い
支
援
体
制
、
組
織
づ
く
り
の
た
め
、

支
援
す
る
人
達
や
、
争
議
経
験
者
な
ど
が
連
日
、
時
に
は
泊
り
込

み
で
討
議
し
、
七
九
年
三
月
六
日
、
ニ

O
O人
の
参
加
で
発
足
総

会
が
行
な
わ
れ
、
会
の
名
称
を
「
指
名
解
属
さ
れ
た
沖
電
気
の
伸

聞
を
支
援
す
る
会
」
(
支
援
す
る
会
)
と
し
ま
し
た
。

(会
則
・
役
員
、
総
会
決
議
は
「
入
会
の
よ
び
か
け
」
参
照
)

第一

団
幹
事
会
で
は
、
会
員
の
加
入
を
よ
び
か
け
を
全
国
に
訴

え
ま
し
た
。
全
国
の
職
場
、
地
域
、
学
園
か
ら
た
だ
ち
に
、
三
五

0
0人
が
会
員
に
応
じ
、

引
き
続
き
拡
大
を
続
け
、
争
議
解
決
に

は
一
万
四
千
三
百
六
十
五
人
に
達
し
、
守
る
会
運
動
で
は
、
最
高

水
準
に
達
し
、
争
議
支
援
の
行
動
、
財
政
に
大
き
な
力
を
発
憎
押
し

ま
し
た
。一宮川

E
S
W
奈
の
一
選
夜
、
が

勝
利
の
一
因

八
組
織
V

組
織
と
言
う
の
は
、
キ
チ
ン
と
し
た
指
導
が
で
き

な
付
れ
ば
運
動
は
進
歩
し
な
い
|
東
京
で
は
、
千
代
田
区
(
的
支

部
、
一
千
三
百
人
)
中
央
区
(
日
支
部
、
三
百
五
十
一
人
)
、

蛍
島
区
(
叫
支
部
、
二
百
人
)
。
三
多
摩
地
区
(
引
支
部
、
六
百

四
十
九
人
)
。
群
馬
(
削
支
部
、
八
百
九
人
)
。
埼
玉
(
“
支
部
、

六
百
六
十
九
人
)
。
な
ど
が
、
支
部
と
し
て
運
営
さ
れ
た
が
、
幹

事
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、
活
動
を
総
括
し
、
乙
ま
め
に
行
動
を

組
ん
だ
と
ζ
ろ
で
は
、
争
議
団
と
「
会
」
の
人
間
的
な
つ
な
が
り

も
強
ま
り
、
支
援
の
強
化
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
活
発
で
な
い
支

部
で
は
、
幹
事
会
が
、
お
も
し
ろ
く
な
く
て
、
だ
ん
だ
ん
と
聞
か

れ
な
く
な
っ
た
り
し
た
と
ζ
ろ
が
多
く
、
会
費
の
納
入
や
、
行
事

へ
の
参
加
も
悪
く
な
り
ま
し
た
。
活
性
化
の
た
め
支
援
デ
ー
を
設

け
た
と
ζ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

会
員
が
三
人
以
上
は
、
支
部

(
班
)
と
レ
て
、
ニ
ュ

ー
ス
の
配

布
や
連
絡
を
し
ま
し
た
。
支
部
数
は
、
六
百
二
十
九
で
、
会
員
数

は
、
全
国
で
、
一
万
四
千
三
百
六
十
五
人
に
な
り
ま
し
た
。
支
部

の
代
表
に
、
定
期
的
に
、
葉
替
や
手
紙
で
、
幹
事
会
だ
よ
り
や
訴

え
を
届
け
る
な
ど
の
工
夫
も
、
大
切
で
し
た
。

ふ
や
し
方
で
す
が
、
ま
ず
家
族
、
そ
し
て
友
人
。
ζ
と
で
、
ふ

や
せ
る
か
ど
う
か
が
一
つ
の
鍵
で
し
た
。
親
レ
い
人
に
訴
え
れ
ば
、

反
応
も
よ
い
し
、
元
気
が
で
る
。
そ
し
て
沖
電
気
の
職
場
や
、
電

機
の
中
へ
。
電
機
で
は
、
約
五
十
支
部
(
一
千
三
百
人
)
の
組
織

に
な
り
、
「
電
機
総
行
動
」
の
実
戦
部
隊
と
し
て
、
大
活
闘
で
し

た
。
地
方
で
は
、
沖
電
気
の
本
社
の
あ
る
港
区
(
東
京
)
で
七
十

四
支
部
(
一
千
三
百
十
九
人
)
が
組
織
さ
れ
ま
レ
た
が
、
乙
の
数

は
地
域
別
の
最
高
と
な
り
ま
し
た
。
県
単
位
で
は
、
宮
城
、
岡
山

で
支
部
が
発
足
し
、
特
に
、
宮
城
県
で
は
、
被
解
雇
者
の
中
屋
重

勝
さ
ん
の
お
母
さ
ん
の
、
ね
ば
り
強
い
運
動
に
よ
り
、
四
百
二
十

人
の
会
員
に
発
展
し
ま
し
た
。

争
議
団
の
事
務
所
へ
、
電
話
や
手
紙
が
来
た
ら
、
必
ら
ず
入
会

を
勧
め
る
な
ど
い
つ
で
も
、
ど
と
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
つ
な
が
り

で
訴
え
る
を
、
基
本
に
し
ま
し
た
。
支
部
に
属
さ
な
い
個
人
会
員

は
、
全
国
で
約
三
千
人
。
特
に
東
京
や
神
奈
川
が
多
く
、
そ
の
う

ち
女
性
会
員
は
、
四
四
Mm
で
し
た
。

争
議
団
へ
の
、
衣
類
、
お
菓
子
、
文
具
、
く
だ
も
の
:
の
カ
ン

パ
や
、
励
ま
し
手
紙
の
多
く
は
、
女
性
の
人
た
ち
か
ら
の
も
の
で

し
た
。
毎
年
必
ら
ず
、
争
議
団
の
子
ど
も
た
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ

っ
た
り
、
正
月
に
は
、
重
箱
一
杯
の
ご
ち
そ
う
の
差
入
れ
。

二
人
の
カ
メ
ラ
マ
ン
は
、
沖
電
気
を
撮
り
つ
づ
け
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
「
ル
ポ
タ
ー
ジ
ュ
研
究
会
」
の
仲
間
は
、
ペ
ン
で
沖
電

気
争
議
を
共
に
闘
い
ま
し
た
。
全
国
オ
ル
グ
で
は
、
争
議
団
に
宿

を
提
供
し
た
り
、
食
事
の
世
話
ま
で
し
て
く
れ
た
会
員
。
こ
の
よ

う
に
、
全
国
の
た
く
さ
ん
の
人
が
、
「
会
」
に
組
織
さ
れ
、
勝
利

ま
で
心
を
結
び
な
が
ら
支
援
を
続
け
た
。

八
財
政
V

財
政
は
闘
い
の
バ
ロ
メ
ー
タ
。

H

五
万
人
の
「
支

援
す
る
会
」
で
沖
電
気
争
議
を
勝
利
さ
せ
よ
う
H

が、

「
会
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
し
た
。

ζ
れ
は
毎
月
一
千
万
円
の
闘
争
資
金
が
あ

れ
ば
、
財
政
面
で
勝
利
で
き
る
と
い
う
点
か
ら
で
す
。
沖
電
気
争

議
で
は
、
行
商
、
募
金
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
支
援
す
る
会
の
四
つ
が

財
政
の
柱
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
行
商
が
順
調
に
伸
び
な
か
っ

た
争
議
開
始
の
一

5
二
年
は
、
支
援
す
る
会
の
会
費
が
大
き
な
ウ

エ
イ
ト
を
占
め
ま
し
た
。

「
会
」
が
集
め
た
、
会
費
、
カ
ン
パ
は
、
一
億
四
千
万
円
。
毎

378 



月
一
万
円
の
カ
ン
パ
を
続
け
て
く
れ
た
青
年
。
労
働
組
合
ぐ
る
み

で
、
総
額
八
百
万
円
を
ζ
え
た
あ
か
っ
き
印
問
所
の
支
部
。
会
開
閣

を
集
め
る
た
め
と
、
会
員
の
自
覚
の
た
め
に
、
定
期
券
入
れ
の
大

き
さ
の
「
会
員
証
」
を
発
行
し
た
支
部
な
ど
で
の
、
会
員
の
納
入

率
は
良
か
っ
た
。

ま
た
、
全
国
の
会
員
に
は
、
ニ
ュ
ー
ス
を
送
る
時
に
、
郵
便
局

の
払
込
通
知
票
を
同
封
し
ま
し
た
。

八
宣
伝
V

組
織
の
拡
大
、
会
費
の
集
め
、

ζ
れ
を
や
る
上
で

機
関
紙
の
果
す
役
割
は
重
要
。
機
関
紙
中
心
の
活
動
と
し
て
連
載

マ
ン
ガ
入
り
の
「
は
た
ら
く
」
は
、
発
足
以
来
毎
月
一
回
平
均
二

万
五
千
部
が
作
ら
れ
、
会
員
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
「
人
間
ら
し

く
働
き
生
き
る
」
と
い
う
ζ
と
を
問
い
続
け
た
「
は
た
ら
く
」
は
、

「
元
気
が
で
る
新
聞
」
「
読
み
や
す
い
」
「
日
窓
全
体
の
動
き
も

わ
か
り
勉
強
に
な
る
」
な
ど
好
評
で
し
た
。
ま
た
、
豊
島
区
(東

京
)
の
支
部
な
ど
は
、
独
自
の
支
部
ニ
ュ
ー
ス
も
発
行
し
ま
し
た
。

八
法
廷
闘
争
な
ど
V

運
動
を
法
廷
に
持
ち
込
む
|
傍
聴
者
で

い
っ
ぱ
い
に
。
裁
判
傍
聴
に
は
、
た
く
さ
ん
の
会
員
が
参
加
し
、

争
議
団
側
の
証
人
を
励
ま
す
と
同
時
に
、
沖
電
気
の
H

首
切
り
は

自
由
だ
M

と
い
う
主
張
に
怒
り
を
共
有
し
、
闘
い
を
拡
げ
ま
し
た
。

宮
城
県
の
支
援
す
る
会
は
、
重
要
局
面
で
は
、
必
ら
ず
代
表
を

派
遣
し
ま
し
た
。
海
事
検
定
の
伸
聞
は
皆
勤
で
参
加
。
ま
た
争
議

支
援
の
各
種
集
会
に
も
、
会
員
は
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。

楽
し
く
な
り
れ
ば
、
ダ
メ
だ
。
交
流
を
深
め
る
た
め
に
は
多
彩

な
レ
ク
レ
l
シ
ョ
ン
が
重
要
。
「
会
」
の
催
し
で
一
番
大
き
か
っ

た
の
は
、
パ
ス
四
台
で
の
H

尾
瀬
ハ
イ
キ
ン
グ
H

。
沖
電
気
争
議

団
の
「
乙
ぶ
し
バ
ン
ド
」
が
活
躍
し
た
歌
声
喫
茶
。
人
形
劇
で
争

議
を
訴
え
た
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
。
沖
電
気
工
場
め
ぐ
り
。
映
画
会

(
は
だ
し
の
ゲ
ン
。
あ
し
た
の
火
花
。
ド
レ
イ
工
場
な
ど
)
。

ス
キ
l
o
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
。
も
ち
つ
き
大
会
。

登
山
。
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
。
平
和
の
集
い
一
つ
ひ
と
つ
の
っ
と
い

は
、
「
会
」
と
争
議
団
の
連
帯
と
団
結
を
強
め
ま
し
た
。

ム
ゆ
ふ
ウ
ム
ψ
A
V

「
は
た
ら
く
」
の
縮
刷
版
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
、
の
声
援
に
よ

り、

ζ
の
本
が
、
で
き
ま
し
た
。
小
さ
な
「
新
聞
」
が
神
電
気
争

議
の

H

組
織
μ

の
た
め
に
、
大
き
な
役
割
を
持
ち
ま
し
た
が
、
十

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ζ
の
本
が
、
踏
み
台
に
さ
れ
、
機

関
紙
づ
く
り
が
、
発
展
す
る
と
と
を
期
待
し
ま
す
。
(
松
謙
)
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